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南琉球宮古語多良間方言辞典

渡久山春英

セリック・ケナン





刊行に寄せて

 この度の渡久山春英先生の『多良間方言辞書』

の出版を多良間島のみなさん、宮古島の皆さん、

琉球諸島すべてのみなさんとともに喜びたいと

思います。多良間方言に関してはすでに下地賀代

子さんの『たらまふつ辞典－多良間方言基礎語

彙』が出版されていますが、下地さんの辞書が基

本語を中心とした用法辞典であるのに対して、渡

久山先生のこの辞書は収録語数 1 万 5 千以上と
いう本格的な辞書であると言えます。これは宮古

語の辞書としては、富浜定吉先生の『伊良部方言

辞典』に匹敵するものと言えます。下地さんの辞

書が多くの例文を含み比較的若い世代の話者が

基本的な用法を学ぶのに適したものとなるのに

対して、この辞書は多良間の言語文化総体が詰ま

ったものと考えられるかと思います。両者は相補

って使われて、その本領が発揮されるでしょう。

編者の渡久山先生とは宮古島で一度、京都大学

で一度お目にかかりました。最初にお会いしたの

は京都大学大学院言語学講座の私の指導学生だ

ったセリック・ケナン君の多良間方言の調査に

同席させてもらったときです。すでに 80を超え
ておられたと思われる先生はすばらしい語感の

持ち主で、セリック君のややこしい質問に的確に

答え、彼のいう込み入った共通語を多良間方言に

直し、また、文法や語法の難しい質問に次々に答

えていらっしゃったのが印象的でした。京都大学

では、博士課程を出たばかりの若手の研究者のた

めのファカルティ・ディベロップメント（教授訓

練）の模擬授業の際で、セリック君の言語学の調

査のための話者として来ていただきました。この

時もかくしゃくとして、多良間方言の物語を朗々

と語り、セリック君のコンサルタント役を務めて

くださっていました。

方言の調査は相談する⺟語話者によってその

成功が決まると言われています。⺟語話者の方で
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も教養があり、教師としての経験も⻑い方は、ご

自分の規範にとらわれたり、共通語の影響がつよ

すぎたり、言葉そのものよりも文化的なものに関

心が向く方も多く、必ずしも言葉のコンサルタン

トとしては向いていない方もおられます。渡久山

先生のように教養のある方で、語感がすぐれ、し

かも、客観的にことばそのものを見る能力がある

方は非常にまれであると言えます。この多良間方

言辞典は収録語彙の多さのみならず、ほとんどの

語彙に対して、先生の録音がなされ、しかもアク

セント（トーン）が付されています。近年の琉球

諸語の研究においては、アクセントは非常に重要

で、それがあって初めて琉球諸語の古い形、ひい

ては日琉祖語の形に迫れると言われています。こ

の辞典が琉球諸語の歴史的研究、日琉祖語研究の

発展に寄与するところ大です。これもこの困難な

事業に地道に取り組まれた渡久山先生の努力の

たまものであり、日本の言語学の発展の寄与され

た先生に感謝申し上げます。

⻑年にわたり、渡久山先生を助け、辞書の完成

と出版にこぎつけたセリック・ケナン君に対し

ても、その労を多としたいと思います。彼の根気

と語学力、コンピュータの知識なくしては、短時

間で渡久山先生の膨大な知識をこのような形に

することは不可能であったと思います。

渡久山先生、セリック君、ご苦労様でした。あ

りがとうございます
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日本言語学会会⻑

大学共同利用機関法人・人間文化研究機構

国立国語研究所⻑

田窪行則
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刊行に寄せて

 『多良間方言辞典』の刊行、おめでとうござい

ます。こころからお慶び申し上げます。

私は 2010年に国立国語研究所に赴任し、各地
のことばを記録する仕事をしています。

研究所では、主に、ユネスコが発表した「消滅

の危機にある言語」の調査を担当しています。ご

存じのように、沖縄県のほとんどのことばがユネ

スコの「消滅の危機にある言語」に入っています。

多良間のことばもそうです。そのほか、鹿児島県

の奄美諸島のことば、東京都の八丈のことば、北

海道のアイヌのことばが「消滅の危機にある言

語」に入っています。それで、私は沖縄や奄美、

八丈へ調査や録音に行くことが多いのですが、最

近は、東北の⻘森県のことばも記録しています。

これらの調査で必ず経験することがあります。

それは、どの地域にも、地域のことばをノートに

こつこつと書きとどめている人がいるというこ

とです。ただ、このようなノートの多くは、他の

人に読まれることがないまま、どこかへいってし

まうことが多いのです。なかには、自費で方言集

を出版する人もいますが、本来なら、国や自治体

が出版すべきであって、個人がお金を出すような

ものではありません。

私は以前から、このような方言資料を何とか世

の中に出すお手伝いができないかと考えてきま

した。それで、今回、国立国語研究所非常勤研究

員のセリック・ケナンさんから相談を受けたと

きも、ぜひ、協力したいと思いました。

 『多良間方言辞典』ぬ ムまりたリ゚ くとー、ぷ
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この辞典は、地元の人が読んで楽しめるだけで

なく、専門的なことばの研究にも使えるような内

容になっています。特に、アクセントは地域によ

る違いが大きいので、その情報が付いている辞典

は、本当に貴重です。この辞典が、多良間の方々

にとっては地元のことばをもう一度見直すきっ

かけとなり、研究者にとっては研究に新しい視点

を与えてくれるきっかけとなることを願ってい

ます。

むーたリ゚。

くぬ
じてぃん

辞典や、すまぬ ピとぅぬ ゆみー たぬ

すムてーなー あらん、専門的な くとぅばぬ 研

究んまい つかーいリ゚やうん なりー ぶリ゚。くと

ぅん、アクセントー すまん ゆりー つがいるば、

うぬ アクセントぬ つきー ぶリ゚
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とぅばう ムめ ピとぅん みなうす ばーん な

りー、研究者ん とぅりーまい なまがめー ねー

だたリ゚ 視点ゆ あたい っふぃリ゚ ぐまたてぃー

にげー ぶリ゚。

2020年 1月末日
大学共同利用機関法人・人間文化研究機構

国立国語研究教授・副所⻑

木部暢子
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刊行に寄せて

 渡久山春英先生、セリック・ケナンさん、この

度は大著の完成、誠におめでとうございます。心

からの祝福を込めて、『多良間方言辞典』の刊行

へと繋がったひとつの出会いについて触れさせ

ていただきます。

本協会が主催する「鳴りとぅゆんみゃ〜く方言

大会」の第 22回大会のチャンピオンで、「すまふ
つボランティア養成講座」の講師も務めていただ

いていたセリック・ケナンさんから「多良間語を

学びたいので話者を紹介してほしい」と頼まれま

した。2014年 10月のことです。それを受けて真
っ先に思い浮かんだ方が渡久山春英先生でした。

渡久山先生は多良間や多良間語について地元紙

に度々投稿されており、郷土への愛と誇りに溢れ

たその文章を私は常々興味深く拝読していまし

た。感動のあまり、面識のない渡久山先生にお電

話を差し上げたこともあります。多良間や多良間

語への深い思いを持っていらっしゃる渡久山先

生ならセリックさんの調査に協力してくださる

のではないか、また、セリックさんは音声も収録

したいとのことでしたので、滑舌も良く声量もあ

り、豊かな知識を併せ持った渡久山先生こそ相応

しい方だと確信しました。後日、改めて渡久山先

生にお話を伺ったところ、ご自身でも多良間語を

纏めていらっしゃるとのこと、お二人の出会いか

ら広がる世界に期待が膨らみました。

その後、お二人は辞典刊行に向けて資力的に作

業を進められ、時には文化協会事務所が入ってい

る建物の廊下の一角で、時には働く女性の家でと

収録場所を転々としながら、時間を惜しむように

取り組んでおられました。偶々作業に没頭してい
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生まい
つとぅ

務み

ー わーリ゚たリ゚ セリック・ケナンから「多良間
ふつ

語

う なるーぶすしゃーリ゚るが、ぱなすべーう と

ぅみー っふぃー わーらんな」てぃー
たぬ

頼まいた

リ゚。2014年 10月ぬ とぅキ゚どぅ あたリ゚。あんて

ぃー、でーん しゃだりーや 渡久山春英
しん

先
しー

生が

どぅ うむイ゚つかりたリ゚。渡久山
しん

先
しー

生や 多良間
ふつ

語ぬ くとぅー
めー

宮
く

古ぬ 新聞ー ゆー かきー ゆ

くしーたリ゚ば、ムまりずまんけーぬ かなすぷか

らすくとぅぬ んーぬ うぬ かキ゚むぬー あんや

ゆどぅまんぐとぅ
ゆ

読ム
うが

拝みー ぶたリ゚。あてぃ

かぎしゃーリ゚ば いじゃいーや みーん 渡久山
しん

先
しー

生んけー
でぃんわ

電話う すたリ゚ ばーまい あリ゚。多良

間
ふつ

語んけー でーん
くくる

心ー むてぃー わーリ゚ 渡

久山
しん

先
しー

生 あたからー、セリック・ケナンが しら

びぐとぅんや かしー しー わーらんげーらいて

ぃー、また、セリック・ケナンや くいまい うし

ゃみてぃー ぶたリ゚ば、
うぷ

大
ぐい

声しー ふつゆムまい

キ゚キ゚やっさ、また、うぷぎぬ うむくとぅまい あ

リ゚ 渡久山
しん

先
しー

生どぅ ますてぃー きみたリ゚。あと

ぅから
あら

改たみー 渡久山
しん

先
しー

生んけー うかぐー

ばどぅ どぅーまい 多良間
ふつ

語う まとぅみー わ

ーリ゚てぃムだら。ふたーリ゚が いじゃいから む

ぬぬ
ピすぅ

広がリ゚ぐまたう まつんかにー ぶたリ゚。

うぬ あとー、ふたーリ゚ら いずんでぃー
じてぃん

辞典

ゆ ムまらす すぐとぅー しー、とぅキ゚んや 文

化協会ぬ かたふたん、とぅキ゚んや 「働く女性の

家」ん
うしゃ

収み
どぅくま

所 う かいがつな、時間ゆ あたら

かてぃー とぅりくみー わーリ゚たリ゚。たまん ふ

v



るお二人の御姿を拝見した時、生まれた場所も年

齢も違えど、魂が呼応し、次元を超えて 1つのこ
とを成し遂げるために再会した同志のように見

え、崇高なものを感じました。

渡久山先生の「変若水によってすでた」ような

若々しい情熱とその地域の言葉を調査する際に

言葉の背景にあるものを深く理解しようと努め

るセリックさんの姿勢が、約 1 万 5 千語を収め
たこの大著を生み出したと思っています。セリ

ックさんの「多良間語を学びたい」という言葉か

ら、あるいは彼のそれまでの様々な言動から、単

なる言語学的な見地からの調査ではなく、その土

地で暮らす人々の精神性、慣習なども丸ごと受け

止めながら言葉が包含するあらゆるものを吸収

していきたいという思いが伝わってきて、私も彼

の研究姿勢に心動かされた 1 人です。ご自身の
知的欲求、感動、関心に忠実に従い研究を重ねて

いるようにみえるセリックさん、泉の源頭から水

を汲むような仕事をした先に、彼はどのような景

色をみるのでしょう。

最後に、この辞典が多くの研究の為に活用され

ることを願うと同時に、多良間の皆さん、あるい

は出身者、島に関心を持つ多くの方々が、島の宝

であり、財産であるこの辞典を開くことにより、

改めて島を思い、多良間に対する誇りと愛着が深

まることを願ってお祝いの言葉といたします。

たーリ゚が すぐとぅー みーうがムばどぅ ムまり

ずままい とぅすまい つげー ぶリ゚るが、たます

ェー
ピてぃ

一つん なリ゚とぅい、次元ゆ くいー、
ピてぃ

一

つぬ くとぅー ムまらす たみん またまい い

じゃうたリ゚ どぅすがまんーしー みーらい、や

ぐみむぬてぃー うまーいたリ゚ばゆ。

渡久山
しん

先
しー

生が 「
ばか

若
みず

水ん すでぃー ぶリ゚」んー

だかりーぬ
しー

⻘
にん

年がまぬ いずとぅ、うぬ すまぬ

くとぅばう しらびリ゚ とぅけん、くとぅばぬ し

ゃしゃいん あリ゚ むぬー ちゅーく ならーずー

てぃー つとぅみリ゚ セリック・ケナンが 研究ぬ

すーかたぬどぅ 1万 5千
ふつ

語う うしゃみたリ゚ く

ぬ
じてぃん

辞典ゆ ムまらすたリ゚てぃー うめー ぶリ゚。セ

リックが 「多良間
ふつ

語う ならーずー」てぃー イ゚

ー くとぅばから、また、かリ゚が なまがみぬ た

てぃだてぃぬ うくないからー、言語学的な み

ーかたからてーかぬ しらびぐとー あらんぐと

ぅ、うぬ すまん くらす ピとぅぬ ムめぬ キ゚

む、なりまい ムーな うきとぅみがつな、くとぅ

ばん ふくまいリ゚ ぬばしーぬ むぬまい うしゃ

みー いかずーてぃーぬ うむイ゚ぬ つたいー き

ー、あんまい かリ゚が しらびすがたん うどぅる

かしゃいたリ゚ たうけーどー。どぅーが 知的欲

求、感動、関心ー まくとぅん すたがいー しら

びぐとぅー かしゃにーリ゚てぃー みーらいリ゚ セ

リック・ケナン、かーぬ むとぅから みずう ム

ーやうな すぐとぅぬ しゃキ゚んや かれー、ぬば

しーぬ ムにう みーずーげーらなー。

すまいん、くぬ
じてぃん

辞典ぬ がーっふぇーぬ 研究

ぬ たみん つかーいリ゚ くとぅー にぐー。また、

多良間ぬ
ぐしゅーよー

御衆様、すまどぅすぬ ムめ、すまう

うむー ピとぅぬ ムめん とぅりー、すまぬ た

から、財産ん なりーリ゜くぬ
じてぃん

辞典ゆ ぷらキ゚ く

とぅん ゆりー、ムめぴまい すまう うむいー、

多良間んけーぬ ぷからしゃとぅ なしゃきぬ ふ

かまリ゚ くとぅー にぐーとぅりー
か

嘉
りー

例ゆ っさ

いずー。

2020年 2月 1日
(一社)宮古島市文化協会会⻑

大城裕子
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まえがき／しゃだてぃ

 著者の幼少の頃の多良間島には標準語で会話

をする人はいなかったような気がする。家庭はも

ちろん、道路を行き交う人々、農作業の人々、集

会所や伝統行事の人だかりの場所はどこにも、島

ことばで終日賑わっていた。

文明のいたずらか、1950年代になると海上航
路の船の大型化、航空機の運航などにともない、

島人は生活の糧を求めて島外へ出かけるように

なった。この頃から孤島の多良間島の存在は薄ら

いでいくのである。何よりも、言語に大きな異変

が目立つようになった。「ことばは変化する」と

いわれることが現に起きている。また「ことばは

消滅する」ということも如実に物語っている。こ

れらのことは都会と孤島の交流のもたらす現象

でしかない。つまり、島ことばがおろそかになっ

てしまったのである。このことはユネスコに消滅

危機言語として取り上げられ、琉球諸島の言語に

も警鐘を鳴らすようになった。

沖縄県宮古郡多良間村は行政上の位置づけで

あり、多良間島と水納島の 2島から成っている。
多良間島は沖縄本島から 400 キロメートルの地
点にあり、宮古島と石垣島のほぼ中間に位置して

いる。なお、字仲筋・字塩川・字水納の行政区が

あり、多少の言語のちがいがある。島には高等学

校はないため、義務教育を了えた少年たちは宮古

島や沖縄本島へ進学している。また、就職のため

に日本本土へ渡航するのが現状である。これらの

人たちが帰省するまでには数 10年を要し、前述
のような島ことばの異変が見られるのである。単

語を忘れたり、発音が乱れたり、ふるさとの⺟語

を身につけて育った少年たちの悲しい現実であ

る。

2009年にユネスコは世界の言語の調査の結果
を発表した。「消滅危機」「極めて深刻」「重大な

危機」「危険」「脆弱」などに分類した。日本でも、

アイヌ語をはじめとして琉球諸島の言語も「消滅

危機言語」に分類された。

 かキ゚べーぬ やらびしゃーリ゚けー 多良間
ずま

島ん

や
やまとぅ

大和
ふつ

語う つくー ピとー ぶらーだたム。
やー

家

んかまい、
みつ

道んまい、
ぱる

畑んまい、うぐなーリ゚じゃ

ーんまい、まつりじゃーんまい すまふつう つ

けー、
ぴっちー

一日が まーす たぬすムたリ゚。

ゆーぬ かーりー、1950年ばかリ゚からー
ふに

船ま

い うぽーぷ なリ゚、飛行機まい かゆーば すま

ピとー
じん

金
まう

儲きが たビんけー いキ゚たリ゚。くぬ く

るからー
ぱなりずま

離島がまてぃーや うまーいだたム。

でーん すまふつぬどぅ かーりー ねーん。「こ

とばは変化する」てぃーぬ くとー なまどぅ っ

さいリ゚。「ことばは消滅する」てぃーまい まー

んてぃーぬ ぱなすどー。くぬ くとー
とぅ

都
かい

会とぅ

いなかぬ つきあいぬ しゅーくてぃーどぅ うま

ーいリ゚。すまふつェー ばっすぃらいー ねーん。

くぬ くとー ユネスコまい だいずなくとぅてぃ

ー かたるーとぅい 「琉球諸語」う まむらだか

ー ならんてぃー
かに

鐘う ならしー ぶリ゚。

沖縄県宮古郡多良間村や 多良間
ずま

島とぅ 水納
ずま

島ぬ
ふたー

二つぬ すまからどぅ なりーリ゚。多良間
ずま

島ー
うキ゜なー

沖縄からー 400 キロメートル ぱなりー

ぬ とぅくまん あリ゚。
め ー く

宮古
ずま

島とぅ 石垣
ずま

島とぅぬ

ムなかんどぅ あリ゚。
なか

仲
すず

筋・
しゅがー

塩川・
み ん な

水納ぬ
みー

三つぬ

しゃとぅぬ あリ゚。くとぅばまい いぴーちゃー

つがいーリ゚。すまんや 高等学校や ねーん。義務

教育ー すまいたリ゚ ばかしーにんがまぬ ムめー
めー

宮
く

古、
うキ゜なー

沖縄んけーどぅ すムゆムが いキ゚。また

らー、
じん

金
まう

儲きが やまとぅんけー いキ゚。くぬ ピ

とぅぬ ムめぬ すまんけー むどぅリ゚ら
とぅーてぃ

10年
あまリ゚どぅす。うぬ

あい

間んや すまふつう ばっす

ぃー ねーんしゃー。んだらーしゃん ならん。

2009 年や ユネスコまい
し

世
かい

界ぬ くとぅばう

しらびー 「消滅危機」「極めて深刻」「重大な危

機」「危険」「脆弱」てぃー ばきー ぶリ゚。日本

ーまい、あいぬふつからー
るーちゅー

琉球ぬ すまずまぬ

くとぅばまい 「消滅危機言語」てぃー ばきら

vii



沖縄県は 9月 18日を「しまくとぅばの日」に
制定した。学校や地域に於いても話者を中心に方

言の復活啓発に盛り上がりを見せている。なお、

沖縄県は琉球諸語継承事業として、「書いて残そ

う島々の言葉」を県⺠に呼びかけて、島ことばに

よる作文や音声の CD 化を目指している。私は
2011年に応募して採用され、方言辞典の発刊を
決意した。

国の文化庁は「危機的方言サミット」を主催し、

北海道、八丈島、奄美大島、那覇、国頭、宮古島、

石垣島、与那国島の 8 つの地区を持ち回りで開
催している。私は宮古島市文化協会の大城裕子会

⻑の推薦によって、2017年に那覇大会、2018年
に宮古島大会に出場した。

2014年 10月 20日には京都大学大学院博士課
程の言語学を研究するフランス人のセリック・ケ

ナン氏に多良間方言のお手伝いの依頼を大城裕

子会⻑から受け、現在に至っている。国境を越え

て多良間方言を研究していることに敬服してい

る。

いたリ゚。

沖縄県や 9月 18日う 「しまとぅばの日」ん

しゃだみー うキ゚。学校まい ぱなすべーから す

まふつ なれー ぶリ゚。また、沖縄県や 琉球諸語

継承事業てぃー 「書いて残そう島々言葉」う か

かぎとぅい、すまふつにーぬ かキ゚むぬー うな

がしー 、また、くいゆまい CDん なしー く

ばりーリ゚。あんや 2011年 いらばいたリ゚。うん

から
じてぃん

辞典ゆ つっふぁてぃー きみたリ゚。

国ぬ 文化庁や 「危機的方言サミット」まい

すかきー、北海道・八丈島・奄美大島・那覇・国

頭・宮古島・石垣島・与那国う むつまーりーリ゚

。あんや、宮古島市文化協会ぬ 会⻑大城裕子さ

んから
う

推しゃいー、2017年や 那覇大会、2018
年や 宮古島大会んけー んでぃー たらまふつう

ぱなすたリ゚。

2014 年 10 月 20 日んや 京都大学大学院博士

課程ぬ 言語学ゆ 研究 しー ぶリ゚ フランス人

ぬ セリック・ケナンとぅ ぱずみてぃ いじゃう

たリ゚。くリ゚まい 大城裕子さんがどぅ いじゃー

すみたリ゚。多良間
ふつ

語う ならーしー なま なりー

ぶリ゚。国境ゆ くいー 多良間
ふつ

語う 研究しー わ

ーりーリ゚ セリック・ケナンんけーや 「やぐみ

すでぃがぷー」てぃー くくるから うめー ぶリ゚。

2020年 1月 30日
渡久山春英
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概説

1. はじめに
 南琉球宮古語多良間諸方言は沖縄県宮古郡多良間村で伝統的に話されていることばである。多良間

島の
なか

仲
すじ

筋および
しお

塩
かわ

川集落で話されている
なか

仲
すじ

筋
ほう

方
げん

言と
しお

塩
かわ

川
ほう

方
げん

言（合わせて「多良間方言」または「多良間

島方言」）と、かつては
み ん な

水納
じま

島で、現在は宮古島の高野集落で話されている
み ん な

水納
じま

島
ほう

方
げん

言から成る。多良

間村を構成する多良間島と水納島は宮古島と石垣島の間に位置しており、宮古島から約 67キロメート
ル、石垣島から約 35キロメートル離れている（図 1）。石垣島の方に近いが、

なかずぅに

仲宗根
とぅゆみゃ

豊見親の古い時代

から宮古の文化圏に入っており、多良間は宮古に属しているという意識が現在まで続いている。

 

水納島 

多良間島 

宮古島 

図 1 多良間島の位置（KenMap92を使用して作成）

ことばの系統についても八重山諸方言より宮古島やその周りの離島で話されている方言の方が近い

とされており、図 2 に示す最新の研究の結果によると多良間諸方言が宮古語に分類されている (ロー
レンス 2003, Pellard 2009)。さらに宮古語、八重山語、与那国語は琉球列島で話される琉球諸語の中
で「南琉球語派」と呼ばれる一つの系統的なグループを成しており、「南琉球祖語」または「先島祖語」

と呼ばれる同一の祖語に遡ると考えられている。

与那国語 八重山語 宮古語 沖縄語 奄美語 日本語

多良間諸方言 共通宮古（池間・伊良部・宮古本島）

図 2 宮古語多良間方言の系統関係 (Pellard 2009)

多良間諸方言を構成する仲筋方言、塩川方言、水納島方言は相互理解を妨げない程度の方言差が認

められる。本辞典は仲筋方言を収録したものである。
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2. 語彙に関する先行研究
 多良間諸方言の語彙を対象とした研究はこれまで多くの成果が蓄積されてきた。まず、ロシア人の言

語学者ニコライ・ネフスキーが戦前まとめた調査ノートの中に多良間方言の単語が 500語以上含まれ
ている（Nevskiy (2005)と Jarosz (2015)に収録）。戦後以降は、約 800語を収録した琉球大学沖縄文
化研究所 (1968)、約 4000語を収録した平山 (1983)、約 8000語を収録した高橋 (1993, 1994, 1995)
と約 4000語を収録した下地 (2017)の研究が出ている。水納島方言の語彙研究については約 230語を
収録した崎山 (1963)と約 1200語を収録したセリック (2020)がある。本辞典がさらに加わるこれら
の研究は被調査者の世代、使用された調査票や調査方法、調査結果の編集方針など、たくさんの点に

おいて異なる特徴を示しており、その内容が合い補っているところが多い。従って、ここで言及した

全ての先行研究を本辞典と合わせて参照することで、多良間方言の語彙の全体像がはじめて見えてく

るのではないかと考えられる。

3. アクセント
 多良間方言は a型、b型、c型と呼ばれる 3種類のアクセント型を区別している。これらのアクセン
ト型は「低核」、すなわち、必ず低く発音される拍の有無と位置によって区別されている (⻘井 2019)。
それに加えて、アクセントの実現を正しく記述するために、「韻律語」という単位を想定する必要もあ

る。今のところ、韻律語は 2拍以上の語根または助詞、およびそれらに接辞や 1拍助詞が付いた単位
によって形成されると考えられている (五十嵐 2015, 2016)。この単位を用いて多良間方言のアクセン
ト型を次のように記述することができる。a型は無核で、b型は二番目の韻律語の末尾拍に、c型は一
番目の韻律語の末尾拍に低核がある。a型の〈ぶとぅ〉「夫」、b型の〈みどぅム〉「女性」、c型の〈う
や〉「父」を例に挙げて (1) に示す（低核は下線を引き、「⸣」はピッチの下降、「⸢」はピッチの上昇を
表し、韻律語の境界を「（ ）」で示す）。

(1) a型：（ぶとぅ）（まい）（ぶリ゚）「夫もいる」
b型：（みどぅム）（ま⸣い）（ぶリ゚）「女性もいる」
c型：（う⸣や）（まい）（ぶリ゚）「お父さんもいる」

なお、多良間方言のアクセントは低核の前におけるピッチの下降、または、その後におけるピッチの

上昇によって実現する (⻘井 2018)。これは低核を含む語が続くときに特に明瞭に現れる。下の (2) に
c型の〈うや〉「父」と〈あんな〉「⺟」を例に挙げる。

(2) （う⸣や）（まい）（あんな）（⸢まい）（ぶリ゚）
「お父さんもお⺟さんもいる」

4. 動詞の活用
 動詞は 2種類の規則的な活用類、I類と II類に分かれる。I類に属する動詞は「書く」「読む」のよう
に日本語の五段動詞に対応しており、命令形が〈い〉に終わり、否定形において〈あ〉が現れる。II類
に属する動詞は「見る」「起きる」のように一段動詞に対応しており、命令形が〈る〉に終わり、否定形

において〈あ〉が現れない。それに加えて、混合型の動詞〈すにリ゚〉「死ぬ」と不規則な活用を示す変

則型の動詞〈すー〉「する」と〈キ゚ー〉「来る」がある。表 1 にそれぞれの活用類の代表的な例を示す。
表 2-9では、表 1 に掲げた動詞の終止諸活用形と中止諸活用形を載せる。終止諸活用形は基本形（す
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る）、使役形（させる）、受身可能形（される・することができる）、m 語尾形（するよ）、焦点形（しぞ

する）、疑問形（するか）、否定形（しない）、進行融合形（している）、命令形（しなさい）、命令 2 形
（しなさい）、勧誘形（しよう）、禁止形（するな）、未来形（するべきだ）、意思形（するよ）、意思 2 形
（するよ）、意思否定形（しないよ）、反語形（するわけない）、反語 2 形（するわけない）、希求形（す
ればよいのに）、希求 2 形（すればよいのに）、過去形（した）、過去 2 形（した）、過去 m 語尾形（し

たよ）、過去焦点形（しぞした）、過去否定形（しなかった）、過去否定 m 語尾形（しなかったよ）、完

了形（した）の形を載せる。

中止諸活用形は 接続形（して）、接続否定形（しないで）、継起形（してから）、付帯形（していて）、

理由形（するので）、理由否定形（しないので）、逆接形（するが）、逆接否定形（しないが）、譲歩形

（しても）、譲歩否定形（しなくても）、確定条件形（したら）、条件形（すれば）、条件否定形（しなけれ

ば）、意思理由形（するので）、意思否定理由形（しないので）、意思逆接形（するが）、過去理由形（し

たので）、過去否定理由形（しなかったので）、過去確定条件形（したのならば）、過去否定確定条件形

（しなかったのならば）、過去譲歩形（したとしても）、過去否定譲歩形（しなかったとしても）の形を

載せる。
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表 1 活用類の代表的な例

活用類 動詞例 基本形  命令形 否定形 

I類 かキ゚「書く」 かキ゚ かき かかん

くギ「漕ぐ」 くギ くぎ くがん

とぅビ「飛ぶ」 とぅビ とぅび とぅばん

ゆム「読む」 ゆム ゆみ ゆまん

まつ「待つ」 まつ まてぃ またん

なす「成す」 なす なし なしゃん

なリ゚「成る」 なリ゚ なり ならん

っふィ゚「降る」 っふィ゚ っふぃ っふぁん

ヴヴィ゚「売る」 ヴヴィ゚ ヴヴぃ ヴヴぁん

うっつー「移る」 うっつー うっち うっちゃん

ゆっずー「寄る」 ゆっずー ゆっじ ゆっじゃん

キ゚ー「切る」 キ゚ー キ゚すぃ キ゚さん

イ゚ー「言う」 イ゚ー イ゚ズぃ イ゚ズぁん

かう「買う」 かう かい かーん

ふー「食べる」 ふー ふぁい ふぁーん

うむー「思う」 うむー うむい うまーん

I類（変則） ムべう「堪える」 ムべう ムばいる ムばーん

あリ゚「ある」 あリ゚ － ねーん

あリ゚「である」 あリ゚ － あらん

ぶリ゚「居る」 ぶリ゚ ぶり ぶら（ー）ん

II類 みーリ゚「見る」 みーリ゚ みーる みーん

うきリ゚「起きる」 うきリ゚ うきる うきん

ゆいリ゚「もらう」 ゆいリ゚ ゆいる ゆいん

II類（変則） ににリ゚「寝る」 ににリ゚ ににる／にんる ににん

混合型 すにリ゚（死ぬ） すにリ゚ すにる すなん

変則型 すー「する」 すー しる しゅん

キ゚ー「来る」 キ゚ー くー くん
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表 2a I類動詞の終止活用形（「書く」「漕ぐ」「読む」「待つ」）

活用形 「書く」 「漕ぐ」 「読む」 「待つ」

基本 かキ゚ くギ ゆム まつ

使役 かかす くがす ゆます またす

受身・可能 かかりリ゚ くがりリ゚ ゆまりリ゚ またりリ゚

かかいリ゚ くがいリ゚ ゆまいリ゚ またいリ゚

m語尾 かキ゚ム くギム ゆミ゚ム むつム

焦点 かキ゚どぅす くギどぅす ゆムどぅす まつどぅす

疑問 かキ゚ば くギば ゆムば まつば

否定 かかん くがん ゆまん またん

進行融合 かきーリ゚ くぎーリ゚ ゆみーリ゚ まてぃーリ゚

命令 かき くぎ ゆみ まてぃ

命令 2 かかだ くがだ ゆまだ まただ

勧誘 かか くが ゆま また

禁止 かキ゚な くギな ゆムな まつな

未来 かキ゚ぐむた くギぐまた ゆムぐまた まつぐまた

意思 かかずー くがずー ゆまずー またずー

意思 2 かかんー くがんー ゆまんー またんー

意思否定 かかまん くがまん ゆままん またまん

反語 かかっじーば くがっじーば ゆまっじーば またっじーば

反語 2 かキ゚ムまー くギムまー ゆミ゚ムまー まつムまー

希求 かかばやー くがばやー ゆまばやー またばやー

希求 2 かかます くがます ゆまます またます

過去 かキ゚たリ゚ くギたリ゚ ゆムたリ゚ まつたリ゚

過去m語尾 かキ゚たム くギたム ゆムたム まつたム

過去 2 かきー くぎー ゆみー まてぃー

過去焦点 かキ゚どぅすたリ゚ くギどぅすたリ゚ ゆムどぅすたリ゚ まつどぅすたリ゚

過去否定 かかだたリ゚ くがだたリ゚ ゆまだたリ゚ まただたリ゚

過去否定m語尾 かかだたム くがだたム ゆまだたム まただたム

完了 かきった くぎった ゆみった まてぃった
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表 2b I類動詞の中止活用形（「書く」「漕ぐ」「読む」「待つ」）

活用形 「書く」 「漕ぐ」 「読む」 「待つ」

接続 かきー くぎー ゆみー まてぃー

接続否定 かかんぐとぅ くがんぐとぅ ゆまんぐとぅ またんぐとぅ

継起 かきってぃー くぎってぃー ゆみってぃー まてぃってぃー

付帯 かキ゚とぅい くギとぅい ゆムとぅい まつとぅい

かキ゚とぅりー くギとぅりー ゆムとぅりー まつとぅりー

理由 かキ゚ば くギば ゆムば まつば

理由否定 かかんにば くがんにば ゆまんにば またんにば

かかんにー くがんにー ゆまんにー またんにー

逆接 かキ゚すぅが くギすぅが ゆムしゅが まつしゅが

逆接否定 かかんしゅが くがんしゅが ゆまんしゅが またんしゅが

譲歩 かキ゚ばム くギばム ゆムばム まつばム

かキ゚ばまい くギばまい ゆムばまい まつばまい

かかばム くがばム ゆまばム またばム

かかばまい くがばまい ゆまばまい またばまい

譲歩否定 かかんねーまい くがんねーまい ゆまんねーまい またんねーまい

かかばムねーまい くがばムねーまい ゆまばムねーまい またばムねーまい

確定条件 かかば くがば ゆまば またば

条件 かキ゚たか（ら）ー くギたか（ら）ー ゆムたか（ら）ー まつたか（ら）ー

かキ゚てぃか（ら）ー くギてぃか（ら）ー ゆムてぃか（ら）ー まつてぃか（ら）ー

条件否定 かかだか（ら）ー くがだか（ら）ー ゆまだか（ら）ー まただか（ら）ー

意思理由 かかっじば くがっじば ゆまっじば またっじば

かかっじゃー くがっじゃー ゆまっじゃー またっじゃー

かかっじー くがっじー ゆまっじー またっじー

意思否定理由 かかまんにば くがまんにば ゆままんにば またまんにば

かかまんにー くがまんにー ゆままんにー またまんにー

意思逆接 かかっじゅが くがっじゅが ゆまっじゅが またっじゅが

過去理由 かキ゚たリ゚ば くギたリ゚ば ゆムたリ゚ば まつたリ゚ば

かキ゚たりー くギたりー ゆムたりー まつたりー

過去否定理由 かかだたリ゚ば くがだたリ゚ば ゆまだたリ゚ば まただたリ゚ば

かかだたりー くがだたりー ゆまだたりー まただたりー

過去確定条件 かキ゚たらばー くギたらばー ゆムたらばー まつたらばー

過去否定確定条件 かかだたらばー くがだたらばー ゆまだたらばー まただたらばー

過去譲歩 かキ゚たリ゚ばまい くギたリ゚ばまい ゆムたリ゚ばまい まつたリ゚ばまい

過去否定譲歩 かかだたリ゚ばまい くがだたリ゚ばまい ゆまだたリ゚ばまい まただたリ゚ばまい
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表 3a I類動詞の終止活用形（「成す」「成る」「降る」「売る」）

活用形 「成す」 「成る」 「降る」 「売る」

基本 なす なリ゚ っふィ゚ ヴヴィ゚

使役 なしゃす ならす っふぁす ヴヴぁす

受身・可能 なしゃりリ゚ ならりリ゚ っふぁりリ゚ ヴヴぁりリ゚

なしゃいリ゚ ならいリ゚ っふぁいリ゚ ヴヴぁいリ゚

m語尾 なすム なリ゚ム っふィ゚ム ヴヴィ゚ム

焦点 なすどぅす なリ゚どぅす っふィ゚どぅす ヴヴィ゚どぅす

疑問 なすば なリ゚ば っふィ゚ば ヴヴィ゚ば

否定 なしゃん ならん っふぁん ヴヴぁん

進行融合 なしーリ゚ なりーリ゚ っふぃーリ゚ ヴヴぃーリ゚

命令 なし なり っふぃ ヴヴぃ

命令 2 なしゃだ ならだ っふぁだ ヴヴぁだ

勧誘 なしゃ なら っふぁ ヴヴぁ

禁止 なすな なリ゚な っふィ゚な ヴヴィ゚な

未来 なすぐまた なリ゚ぐまた っふィ゚ぐまた ヴヴィ゚ぐまた

意思 なしゃずー ならずー っふぁずー ヴヴぁずー

意思 2 なしゃんー ならんー っふぁんー ヴヴぁんー

意思否定 なしゃまん ならまん っふぁまん ヴヴぁまん

反語 なしゃっじーば ならっじーば っふぁっじーば ヴヴぁっじーば

反語 2 なすムまー なリ゚ムまー っふィ゚ムまー ヴヴィ゚ムまー

希求 なしゃばやー ならばやー っふぁばやー ヴヴぁばやー

希求 2 なしゃます ならます っふぁます ヴヴぁます

過去 なすたリ゚ なリ゚たリ゚ っふィ゚たリ゚ ヴヴィ゚たリ゚

過去m語尾 なすたム なリ゚たム っふィ゚たム ヴヴィ゚たム

過去 2 なしー なりー っふぃー ヴヴぃー

過去焦点 なすどぅすたリ゚ なリ゚どぅすたリ゚ っふィ゚どぅすたリ゚ ヴヴィ゚どぅすたリ゚

過去否定 なしゃだたリ゚ ならだたリ゚ っふぁだたリ゚ ヴヴぁだたリ゚

過去否定m語尾 なしゃだたム ならだたム っふぁだたム ヴヴぁだたム

完了 なしった なりった っふぃった ヴヴぃった
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表 3b I類動詞の中止活用形（「成す」「成る」「降る」「売る」）

活用形 「成す」 「成る」 「降る」 「売る」

接続 なしー なりー っふぃー ヴヴぃー

接続否定 なしゃんぐとぅ ならんぐとぅ っふぁんぐとぅ ヴヴぁんぐとぅ

継起 なしってぃー なりってぃー っふぃってぃー ヴヴぃってぃー

付帯 なすとぅい なリ゚とぅい っふィ゚とぅい ヴヴィ゚とぅい

なすとぅりー なリ゚とぅりー っふィ゚とぅりー ヴヴィ゚とぅりー

理由 なすば なリ゚ば っふィ゚ば ヴヴィ゚ば

理由否定 なしゃんにば ならんにば っふぁんにば ヴヴぁんにば

なしゃんにー ならんにー っふぁんにー ヴヴぁんにー

逆接 なすしゅが なリ゚るが／なリ゚しゅが っふィ゚しゅが ヴヴィ゚しゅが

逆接否定 なしゃんしゅが ならんしゅが っふぁんしゅが ヴヴぁんしゅが

譲歩 なすばム なリ゚ばム っふィ゚ばム ヴヴィ゚ばム

なすばまい なリ゚ばまい っふィ゚ばまい ヴヴィ゚ばまい

なしゃばム ならばム っふぁばム ヴヴぁばム

なしゃばまい ならばまい っふぁばまい ヴヴぁばまい

譲歩否定 なしゃんねーまい ならんねーまい っふぁんねーまい ヴヴぁんねーまい

なしゃばムねーまい ならばムねーまい っふぁばムねーまい ヴヴぁばムねーまい

確定条件 なしゃば ならば っふぁば ヴヴぁば

条件 なすたか（ら）ー なリ゚たか（ら）ー っふィ゚たか（ら）ー ヴヴィ゚たか（ら）ー

なすてぃか（ら）ー なリ゚てぃか（ら）ー っふィ゚てぃか（ら）ー ヴヴィ゚てぃか（ら）ー

条件否定 なしゃだか（ら）ー ならだか（ら）ー っふぁだか（ら）ー ヴヴぁだか（ら）ー

意思理由 なしゃっじば ならっじば っふぁっじば ヴヴぁっじば

なしゃっじゃー ならっじゃー っふぁっじゃー ヴヴぁっじゃー

なしゃっじー ならっじー っふぁっじー ヴヴぁっじー

意思否定理由 なしゃまんにば ならまんにば っふぁまんにば ヴヴぁまんにば

なしゃまんにー ならまんにー っふぁまんにー ヴヴぁまんにー

意思逆接 なしゃっじゅが ならっじゅが っふぁっじゅが ヴヴぁっじゅが

過去理由 なすたリ゚ば なリ゚たリ゚ば っふィ゚たリ゚ば ヴヴィ゚たリ゚ば

なすたりー なリ゚たりー っふィ゚たりー ヴヴィ゚たりー

過去否定理由 なしゃだたリ゚ば ならだたリ゚ば っふぁだたリ゚ば ヴヴぁだたリ゚ば

なしゃだたりー ならだたりー っふぁだたりー ヴヴぁだたりー

過去確定条件 なすたらばー なリ゚たらばー っふィ゚たらばー ヴヴィ゚たらばー

過去否定確定条件 なしゃだたらばー ならだたらばー っふぁだたらばー ヴヴぁだたらばー

過去譲歩 なすたリ゚ばまい なリ゚たリ゚ばまい っふィ゚たリ゚ばまい ヴヴィ゚たリ゚ばまい

過去否定譲歩 なしゃだたリ゚ばまい ならだたリ゚ばまい っふぁだたリ゚ばまい ヴヴぁだたリ゚ばまい
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表 4a I類動詞の終止活用形（「移る」「寄る」「切る」「言う」）

活用形 「移る」 「寄る」 「切る」 「言う」

基本 うっつー ゆっずー キ゚ー イ゚ー

使役 うっちゃす ゆっじゃす キ゚さす イ゚ズぁす

受身・可能 うっちゃりリ゚ ゆっじゃりリ゚ キ゚さりリ゚ イ゚ズぁりリ゚

うっちゃいリ゚ ゆっじゃいリ゚ キ゚さいリ゚ イ゚ズぁいリ゚

m語尾 うっつーム ゆっずーム キ゚ーム イ゚ーム

焦点 うっつーどぅす ゆっずーどぅす キ゚ーどぅす イ゚ーどぅす

疑問 うっつーば ゆっずーば キ゚ーば イ゚ーば

否定 うっちゃん ゆっじゃん キ゚さん イ゚ズぁん

進行融合 うっちーリ゚ ゆっじーリ゚ キ゚すぃーリ゚ イ゚ズぃーリ゚

命令 うっち ゆっじ キ゚すぃ イ゚ズぃ

命令 2 うっちゃだ ゆっじゃだ キ゚さだ イ゚ズぁだ

勧誘 うっちゃ ゆっじゃ キ゚さ イ゚ズぁ

禁止 うっつーな ゆっずーな キ゚ーな イ゚ーな

未来 うっつーぐまた ゆっずーぐまた キ゚ーぐまた イ゚ーぐまた

意思 うっちゃずー ゆっじゃずー キ゚さずー イ゚ズぁずー

意思 2 うっちゃんー ゆっじゃんー キ゚さんー イ゚ズぁんー

意思否定 うっちゃまん ゆっじゃまん キ゚さまん イ゚ズぁまん

反語 うっちゃっじーば ゆっじゃっじーば キ゚さっじーば イ゚ズぁっじーば

反語 2 うっつームまー ゆっずームまー キ゚ームまー イ゚ームまー

希求 うっちゃばやー ゆっじゃばやー キ゚さばやー イ゚ズぁばやー

希求 2 うっちゃます ゆっじゃます キ゚さます イ゚ズぁます

過去 うっつーたリ゚ ゆっずーたリ゚ キ゚ーたリ゚ イ゚ーたリ゚

過去m語尾 うっつーたム ゆっずーたム キ゚ーたム イ゚ーたム

過去 2 うっちー ゆっじー キ゚すぃー イ゚ズぃー

過去焦点 うっつーどぅすたリ゚ ゆっずーどぅすたリ゚ キ゚ーどぅすたリ゚ イ゚ーどぅすたリ゚

過去否定 うっちゃだたリ゚ ゆっじゃだたリ゚ キ゚さだたリ゚ イ゚ズぁだたリ゚

過去否定m語尾 うっちゃだたム ゆっじゃだたム キ゚さだたム イ゚ズぁだたム

完了 うっちった ゆっじった キ゚すぃった イ゚ズぃった
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表 4b I類動詞の中止活用形（「移る」「寄る」「切る」「言う」）

活用形 「移る」 「寄る」 「切る」 「言う」

接続 うっちー ゆっじー キ゚すぃー イ゚ズぃー

接続否定 うっちゃんぐとぅ ゆっじゃんぐとぅ キ゚さんぐとぅ イ゚ズぁんぐとぅ

継起 うっちってぃー ゆっじってぃー キ゚すぃってぃー イ゚ズぃってぃー

付帯 うっつーとぅい ゆっずーとぅい キ゚ーとぅい イ゚ーとぅい

うっつーとぅりー ゆっずーとぅりー キ゚ーとぅりー イ゚ーとぅりー

理由 うっつーば ゆっずーば キ゚ーば イ゚ーば

理由否定 うっちゃんにば ゆっじゃんにば キ゚さんにば イ゚ズぁんにば

うっちゃんにー ゆっじゃんにー キ゚さんにー イ゚ズぁんにー

逆接 うっつーしゅが ゆっずーしゅが キ゚ーしゅが イ゚ーしゅが

逆接否定 うっちゃんしゅが ゆっじゃんしゅが キ゚さんしゅが イ゚ズぁんしゅが

譲歩 うっつーばム ゆっずーばム キ゚ーばム イ゚ーばム

うっつーばまい ゆっずーばまい キ゚ーばまい イ゚ーばまい

うっちゃばム ゆっじゃばム キ゚さばム イ゚ズぁばム

うっちゃばまい ゆっじゃばまい キ゚さばまい イ゚ズぁばまい

譲歩否定 うっちゃんねーまい ゆっじゃんねーまい キ゚さんねーまい イ゚ズぁんねーまい

うっちゃばムねーまい ゆっじゃばムねーまい キ゚さばムねーまい イ゚ズぁばムねーまい

確定条件 うっちゃば ゆっじゃば キ゚さば イ゚ズぁば

条件 うっつーたか（ら）ー ゆっずーたか（ら）ー キ゚ーたか（ら）ー イ゚ーたか（ら）ー

うっつーてぃか（ら）ー ゆっずーてぃか（ら）ー キ゚ーてぃか（ら）ー イ゚ーてぃか（ら）ー

条件否定 うっちゃだか（ら）ー ゆっじゃだか（ら）ー キ゚さだか（ら）ー イ゚ズぁだか（ら）ー

意思理由 うっちゃっじば ゆっじゃっじば キ゚さっじば イ゚ズぁっじば

うっちゃっじゃー ゆっじゃっじゃー キ゚さっじゃー イ゚ズぁっじゃー

うっちゃっじー ゆっじゃっじー キ゚さっじー イ゚ズぁっじー

意思否定理由 うっちゃまんにば ゆっじゃまんにば キ゚さまんにば イ゚ズぁまんにば

うっちゃまんにー ゆっじゃまんにー キ゚さまんにー イ゚ズぁまんにー

意思逆接 うっちゃっじゅが ゆっじゃっじゅが キ゚さっじゅが イ゚ズぁっじゅが

過去理由 うっつーたリ゚ば ゆっずーたリ゚ば キ゚ーたリ゚ば イ゚ーたリ゚ば

うっつーたりー ゆっずーたりー キ゚ーたりー イ゚ーたりー

過去否定理由 うっちゃだたリ゚ば ゆっじゃだたリ゚ば キ゚さだたリ゚ば イ゚ズぁだたリ゚ば

うっちゃだたりー ゆっじゃだたりー キ゚さだたりー イ゚ズぁだたりー

過去確定条件 うっつーたらばー ゆっずーたらばー キ゚ーたらばー イ゚ーたらばー

過去否定確定条件 うっちゃだたらばー ゆっじゃだたらばー キ゚さだたらばー イ゚ズぁだたらばー

過去譲歩 うっつーたリ゚ばまい ゆっずーたリ゚ばまい キ゚ーたリ゚ばまい イ゚ーたリ゚ばまい

過去否定譲歩 うっちゃだたリ゚ばまい ゆっじゃだたリ゚ばまい キ゚さだたリ゚ばまい イ゚ズぁだたリ゚ばまい
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表 5a I類動詞の終止活用形（「買う」「食べる」「思う」「堪える」）

活用形 「買う」 「食べる」 「思う」 「堪える」

基本 かう ふー うむー ムべう

使役 かーす ふぁーす うまーす ムばーす

受身・可能 かーりリ゚ ふぁーりリ゚ うまーりリ゚ ムばーりリ゚

かーいリ゚ ふぁーいリ゚ うまーいリ゚ ムばーいリ゚

m語尾 かうム ふーム うむーム ムべうム

焦点 かうどぅす ふーどぅす うむーどぅす ムべうどぅす

疑問 かうば ふーば うむーば ムべうば

否定 かーん ふぁーん うまーん ムばーん

進行融合 けーリ゚ ふぇーリ゚ うめーリ゚ ムべーリ゚

命令 かい ふぁい うむい ムばいる

命令 2 かーだ ふぁーだ うまーだ ムばーだ

勧誘 かー ふぁー うまー ムばー

禁止 かうな ふーな うむーな ムべうな

未来 かうぐまた ふーぐまた うむーぐまた ムべうぐまた

意思 かーずー ふぁーずー うまーずー ムばーずー

意思 2 かーんー ふぁーんー うまーんー ムばーんー

意思否定 かーまん ふぁーまん うまーまん ムばーまん

反語 かーっじーば ふぁーっじーば うまーっじーば ムばーっじーば

反語 2 かうムまー ふームまー うむームまー ムべうムまー

希求 かーばやー ふぁーばやー うまーばやー ムばーばやー

希求 2 かーます ふぁーます うまーます ムばーます

過去 かうたリ゚ ふーたリ゚ うむーたリ゚ ムべうたリ゚

過去m語尾 かうたム ふーたム うむーたム ムべうたム

過去 2 けー ふぇー うめー／うむいー ムべー／ムばいー

過去焦点 かうどぅすたリ゚ ふーどぅすたリ゚ うむーどぅすたリ゚ ムべうどぅすたリ゚

過去否定 かーだたリ゚ ふぁーだたリ゚ うまーだたリ゚ ムばーだたリ゚

過去否定m語尾 かーだたム ふぁーだたム うまーだたム ムばーだたム

完了 けーった ふぇーった うめーった ムべーった／ムばいった
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表 5b I類動詞の中止活用形（「買う」「食べる」「思う」「堪える」）

活用形 「買う」 「食べる」 「思う」 「堪える」

接続 けー ふぇー うめー／うむいー ムべー／ムばいー

接続否定 かーんぐとぅ ふぁーんぐとぅ うまーんぐとぅ ムばーんぐとぅ

継起 けーってぃー ふぇーってぃー うめーってぃー ムべーってぃー

付帯 かうとぅい ふーとぅい うむーとぅい ムべうとぅい

かうとぅりー ふーとぅりー うむーとぅりー ムべうとぅりー

理由 かうば ふーば うむーば ムべうば

理由否定 かーんにば ふぁーんにば うまーんにば ムばーんにば

かーんにー ふぁーんにー うまーんにー ムばーんにー

逆接 かうしゅが ふーしゅが うむーしゅが ムべうしゅが

逆接否定 かーんしゅが ふぁーんしゅが うまーんしゅが ムばーんしゅが

譲歩 かうばム ふーばム うむーばム ムべうばム

かうばまい ふーばまい うむーばまい ムべうばまい

かーばム ふぁーばム うまーばム ムばーばム

かーばまい ふぁーばまい うまーばまい ムばーばまい

譲歩否定 かーんねーまい ふぁーんねーまい うまーんねーまい ムばーんねーまい

かーばムねーまい ふぁーばムねーまい うまーばムねーまい ムばーばムねーまい

確定条件 かーば ふぁーば うまーば ムばーば

条件 かうたか（ら）ー ふーたか（ら）ー うむーたか（ら）ー ムべうたか（ら）ー

かうてぃか（ら）ー ふーてぃか（ら）ー うむーてぃか（ら）ー ムべうてぃか（ら）ー

条件否定 かーだか（ら）ー ふぁーだか（ら）ー うまーだか（ら）ー ムばーだか（ら）ー

意思理由 かーっじば ふぁーっじば うまーっじば ムばーっじば

かーっじゃー ふぁーっじゃー うまーっじゃー ムばーっじゃー

かーっじー ふぁーっじー うまーっじー ムばーっじー

意思否定理由 かーまんにば ふぁーまんにば うまーまんにば ムばーまんにば

かーまんにー ふぁーまんにー うまーまんにー ムばーまんにー

意思逆接 かーっじゅが ふぁーっじゅが うまーっじゅが ムばーっじゅが

過去理由 かうたリ゚ば ふーたリ゚ば うむーたリ゚ば ムべうたリ゚ば

かうたりー ふーたりー うむーたりー ムべうたりー

過去否定理由 かーだたリ゚ば ふぁーだたリ゚ば うまーだたリ゚ば ムばーだたリ゚ば

かーだたりー ふぁーだたりー うまーだたりー ムばーだたりー

過去確定条件 かうたらばー ふーたらばー うむーたらばー ムべうたらばー

過去否定確定条件 かーだたらばー ふぁーだたらばー うまーだたらばー ムばーだたらばー

過去譲歩 かうたリ゚ばまい ふーたリ゚ばまい うむーたリ゚ばまい ムべうたリ゚ばまい

過去否定譲歩 かーだたリ゚ばまい ふぁーだたリ゚ばまい うまーだたリ゚ばまい ムばーだたリ゚ばまい
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表 6a I類（変則）動詞の終止活用形（「ある」「である」「居る」）

活用形 「ある」 「である」 「居る」

基本 あリ゚ あリ゚ ぶリ゚

使役 あらす － ぶらす

受身・可能 あらりリ゚ － ぶらりリ゚

あらいリ゚ － ぶらいリ゚

m語尾 あム あム ぶム

焦点 あリ゚どぅす どぅ あリ゚ ぶリ゚どぅす

疑問 あリ゚ば あリ゚ば ぶリ゚ば

否定 ねーん あらん ぶら（ー）ん

進行融合 ありーリ゚ － ぶりーリ゚

命令 － － ぶり

命令 2 － － ぶらだ

勧誘 － － ぶら

禁止 － － ぶリ゚な

未来 あリ゚ぐまた あリ゚ぐまた ぶリ゚ぐまた

意思 あらずー あらずー ぶらずー

意思 2 あらんー あらんー ぶらんー

意思否定 あらまん あらまん ぶらまん

反語 あらっじーば あらっじーば ぶらっじーば

反語 2 あムまー あムまー ぶムまー

希求 あらばやー あらばやー ぶらばやー

希求 2 あらます あらます ぶらます

過去 あたリ゚ あたリ゚ ぶたリ゚

過去m語尾 あたム あたム ぶたム

過去 2 ありー － ぶりー

過去焦点 あリ゚どぅすたリ゚ どぅ あたリ゚ ぶリ゚どぅすたリ゚

過去否定 ねーだたリ゚ あらだたリ゚ ぶら（ー）だたリ゚

過去否定m語尾 ねーだたム あらだたム ぶら（ー）だたム

完了 ありった － ぶりった
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表 6b I類（変則）動詞の中止活用形（「ある」「である」「居る」）

活用形 「ある」 「である」 「居る」

接続 ありー － ぶりー

接続否定 ねーんぐとぅ あらんぐとぅ ぶらんぐとぅ

継起 ありってぃー － ぶりってぃー

付帯 あとぅい － ぶとぅい

あとぅりー － ぶとぅりー

理由 あリ゚ば あリ゚ば ぶリ゚ば

理由否定 ねーんにば あらんにば ぶらんにば

ねーんにー あらんにー ぶらんにー

逆接 あリ゚るが／あリ゚しゅが あリ゚るが／あリ゚しゅが ぶリ゚るが／ぶリ゚しゅが

逆接否定 ねーんしゅが あらんしゅが ぶら（ー）んしゅが

譲歩 あリ゚ばム あリ゚ばム ぶリ゚ばム

あリ゚ばまい あリ゚ばまい ぶリ゚ばまい

あらばム あらばム ぶらばム

あらばまい あらばまい ぶらばまい

譲歩否定 ねーんねーまい あらんねーまい ぶらんねーまい

あらばムねーまい あらばムねーまい ぶらばムねーまい

確定条件 あらば あらば ぶらば

条件 あたか（ら）ー あたか（ら）ー ぶたか（ら）ー

あてぃか（ら）ー あてぃか（ら）ー ぶてぃか（ら）ー

条件否定 ねーだか（ら）ー あらだか（ら）ー ぶらだか（ら）ー

意思理由 あらっじば － ぶらっじば

あらっじゃー － ぶらっじゃー

あらっじー － ぶらっじー

意思否定理由 あらまんにば － ぶらまんにば

あらまんにー － ぶらまんにー

意思逆接 あらっじゅが － ぶらっじゅが

過去理由 あたリ゚ば あたリ゚ば ぶたリ゚ば

あたりー あたりー ぶたりー

過去否定理由 ねーだたリ゚ば あらだたリ゚ば ぶらだたリ゚ば

ねーだたりー あらだたりー ぶらだたりー

過去確定条件 あたらばー あたらばー ぶたらばー

過去否定確定条件 ねーだたらばー あらだたらばー ぶらだたらばー

過去譲歩 あたリ゚ばまい あたリ゚ばまい ぶたリ゚ばまい

過去否定譲歩 ねーだたリ゚ばまい あらだたリ゚ばまい ぶらだたリ゚ばまい
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表 7a II類動詞の終止活用形（「見る」「起きる」「もらう」）

活用形 「見る」 「起きる」 「もらう」

基本 みーリ゚ うきリ゚ ゆいリ゚

使役 みーすみリ゚ うきすみリ゚ ゆいすみリ゚

受身・可能 みーらりリ゚ うきらりリ゚ ゆいらりリ゚

みーらいリ゚ うきらいリ゚ ゆいらいリ゚

m語尾 みーリ゚／みーるム うきリ゚ム／うきるム ゆいリ゚ム／ゆいるム

焦点 みーどぅす うきどぅす ゆいどぅす

疑問 みーリ゚ば／みーるば うきリ゚ば／うきるば ゆいリ゚ば／ゆいるば

否定 みーん うきん ゆいん

進行融合 － うきーリ゚ ゆいーリ゚

命令 みーる うきる ゆいる

命令 2 みーだ うきだ ゆいだ

勧誘 みー うき ゆい

禁止 みーリ゚な／みーんな うきリ゚な／うきんな ゆいリ゚な／ゆいんな

未来 みーぐまた うきぐまた ゆいぐまた

意思 みーずー うきずー ゆいずー

意思 2 みーんー うきんー ゆいんー

意思否定 みーまん うきまん ゆいまん

反語 みーっじーば うきっじーば ゆいっじーば

反語 2 みー（リ゚）ムまー うき（リ゚）ムまー ゆい（リ゚）ムまー

希求 みーばやー うきばやー ゆいばやー

希求 2 みーます うきます ゆいます

過去 みーたリ゚ うきたリ゚ ゆいたリ゚

過去m語尾 みーたム うきたム ゆいたム

過去 2 みー うきー いぇー／ゆいー

過去焦点 みーどぅすたリ゚ うきどぅすたリ゚ ゆいどぅすたリ゚

過去否定 みーだたリ゚ うきだたリ゚ ゆいだたリ゚

過去否定m語尾 みーだたム うきだたム ゆいだたム

完了 みーった うきった いぇーった／ゆいった
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表 7b II類動詞の中止活用形（「見る」「起きる」「もらう」）

活用形 「見る」 「起きる」 「もらう」

接続 みー うきー ゆいー／いぇー

接続否定 みーんぐとぅ うきんぐとぅ ゆいんぐとぅ

継起 みーってぃー うきってぃー ゆいってぃー／いぇーってぃー

付帯 みーとぅい うきとぅい ゆいとぅい

みーとぅりー うきとぅりー ゆいとぅりー

理由 みーリ゚ば うきリ゚ば ゆいリ゚ば

理由否定 みーんにば うきんにば ゆいんにば

みーんにー うきんにー ゆいんにー

逆接 みーリ゚るが／みーリ゚しゅが うきリ゚るが／うきリ゚しゅが ゆいリ゚るが／ゆいリ゚しゅが

逆接否定 みーんしゅが うきんしゅが ゆいんしゅが

譲歩 みーリ゚ばム うきリ゚ばム ゆいリ゚ばム

みーリ゚ばまい うきリ゚ばまい ゆいリ゚ばまい

みーばム うきばム ゆいばム

みーばまい うきばまい ゆいばまい

譲歩否定 みーんねーまい うきんねーまい ゆいんねーまい

みーばムねーまい うきばムねーまい ゆいばムねーまい

確定条件 みーば うきば ゆいば

条件 みーたか（ら）ー うきたか（ら）ー ゆいたか（ら）ー

みーてぃか（ら）ー うきてぃか（ら）ー ゆいてぃか（ら）ー

条件否定 みーだか（ら）ー うきだか（ら）ー ゆいだか（ら）ー

意思理由 みーっじば うきっじば ゆいっじば

みーっじゃー うきっじゃー ゆいっじゃー

みーっじー うきっじー ゆいっじー

意思否定理由 みーまんにば うきまんにば ゆいまんにば

みーまんにー うきまんにー ゆいまんにー

意思逆接 みーっじゅが うきっじゅが ゆいっじゅが

過去理由 みーたリ゚ば うきたリ゚ば ゆいたリ゚ば

みーたりー うきたりー ゆいたりー

過去否定理由 みーだたリ゚ば うきだたリ゚ば ゆいだたリ゚ば

みーだたりー うきだたりー ゆいだたりー

過去確定条件 みーたらばー うきたらばー ゆいたらばー

過去否定確定条件 みーだたらばー うきだたらばー ゆいだたらばー

過去譲歩 みーたリ゚ばまい うきたリ゚ばまい ゆいたリ゚ばまい

過去否定譲歩 みーだたリ゚ばまい うきだたリ゚ばまい ゆいだたリ゚ばまい
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表 8a II類変則型と混合型動詞の終止活用形（「寝る」「死ぬ」）

活用形 「寝る」 「死ぬ」

基本 ににリ゚ すにリ゚

使役 ににっす すなす

受身可能 ににらりリ゚／にんらりリ゚ すにらりリ゚

ににらいリ゚／にんらいリ゚ すにらいリ゚

m語尾 ににリ゚ム／ににるム すにリ゚ム／すにるム

焦点 ににどぅす／にんどぅす すんどぅす／すにどぅす

疑問 ににリ゚ば／ににるば／にんるば －

否定 ににん すなん

進行融合 ににーリ゚ すにーリ゚

命令 ににる／にんる すにる

命令 2 ににだ すなだ／すにだ

勧誘 にに すな

禁止 ににリ゚な／ににんな すにリ゚な／すにんな

未来 ににぐまた／にんぐまた すんぐまた／すにぐまた

意思 ににずー／にんずー すなずー／すんずー／すにずー

意思 2 ににんー すなんー／すにんー

意思否定 ににまん すなまん／すんまん／すにまん

反語 ににっじーば すなっじーば／すんっじーば／すにっじーば

反語 2 ににリ゚ムまー すなムまー／すにリ゚ムまー／すにるムまー

希求 ににばやー すなばやー／すにばやー

希求 2 ににます／にんます すなます／すんます／すにます

過去 ににたリ゚／にんたリ゚ すんたリ゚／すにたリ゚

過去 2 ににー すにー

過去m語尾 ににたム／にんたム すんたム／すにたム

過去焦点 ににどぅすたリ゚／にんどぅすたリ゚ すんどぅすたリ゚／すにどぅすたリ゚

過去否定 ににだたリ゚／にんだたリ゚ すなだたリ゚／すにだたリ゚

過去否定m語尾 ににだたム／にんだたム すなだたム／すにだたム

完了 ににった すにった
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表 8b II類変則型と混合型動詞の中止活用形（「寝る」「死ぬ」「もらう」）

活用形 「寝る」 「死ぬ」

接続 ににー すにー

接続否定 ににんぐとぅ すなんぐとぅ／すにんぐとぅ

継起 ににってぃー すにってぃー

付帯 ににとぅい／にんとぅい  －

ににとぅりー／にんとぅりー  －

理由 ににリ゚ば すにリ゚ば

理由否定 ににんにば すなんにば／すにんにば

ににんにー すなんにー／すにんにー

逆接 ににリ゚るが／ににリ゚しゅが すにリ゚るが／すにリ゚しゅが

逆接否定 ににんしゅが すなんしゅが／すにんしゅが

譲歩 ににリ゚ばム すにリ゚ばム

ににリ゚ばまい／ににるばまい すにリ゚ばまい

ににばム すなばム／すにばム

ににばまい すなばまい／すにばまい

譲歩否定 ににんねーまい すなんねーまい／すにんねーまい

ににばムねーまい すなばムねーまい／すにばムねーまい

確定条件 ににば すなば／すにば

条件 ににたか（ら）ー／にんたか（ら）ー すんたか（ら）ー

ににてぃか（ら）ー／にんてぃか（ら）ー すんてぃか（ら）ー

条件否定 ににだか（ら）ー／にんだか（ら）ー すなだか（ら）ー／すにだか（ら）ー

意思理由 ににっじば すなっじば／すにっじば

ににっじゃー すなっじゃー／すにっじゃー

ににっじー すなっじー／すにっじー

意思否定理由 ににまんにば すなまんにば／すにまんにば

ににまんにー すなまんにー／すにまんにー

意思逆接 ににっじゅが すなっじゅが／すにっじゅが

過去理由 ににたリ゚ば／にんたリ゚ば すんたリ゚ば／すにたリ゚ば

ににたりー／にんたりー すんたりー／すにたりー

過去否定理由 ににだたリ゚ば／にんだたリ゚ば すなだたリ゚ば／すにだたリ゚ば

ににだたりー／にんだたりー すなだたりー／すにだたりー

過去確定条件 ににたらばー／にんたらばー すんたらばー／すにたらばー

過去否定確定条件 ににだたらばー／にんだたらばー すなだたらばー／すにだたらばー

過去譲歩 ににたリ゚ばまい／にんたリ゚ばまい すんたリ゚ばまい／すにたリ゚ばまい

過去否定譲歩 ににだたリ゚ばまい／にんだたリ゚ばまい すなだたリ゚ばまい／すにだたリ゚ばまい
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表 9a 変則型動詞の終止活用形（「する」「来る」）

活用形 「する」 「来る」

基本 すー キ゚ー

使役 すみリ゚ くしゃす

受身・可能 しらりリ゚ くらりリ゚

しらいリ゚ くらいリ゚

m語尾 すム キ゚ム

焦点 すーどぅす キ゚ーどぅす

疑問 すーば キ゚ーば

否定 しゅん くん

進行融合 しーリ゚ きーリ゚

命令 しる くー

命令 2 しゅだ くだ

勧誘 しゅー くー

禁止 すな キ゚な

未来 すーぐまた キ゚ーぐまた

意思 しゅーずー くーずー

意思 2 しゅーんー くーんー

意思否定 しゅーまん くーまん

反語 しゅ（ー）っじーば く（ー）っじーば

反語 2 すムまー キ゚ムまー

希求 しゅばやー くばやー

希求 2 しゅーます くーます

過去 すたリ゚ キ゚たリ゚

過去m語尾 すたム キ゚たム

過去 2 しー きー

過去焦点 すーどぅすたリ゚ キ゚ーどぅすたリ゚

過去否定 しゅだたリ゚ くだたリ゚

過去否定m語尾 しゅだたム くだたム

完了 し（ー）った き（ー）った
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表 9b 変則型動詞の中止活用形（「する」「来る」）

活用形 「する」 「来る」

接続 しー きー

接続否定 しゅんぐとぅ くんぐとぅ

継起 しってぃー きってぃー

付帯 すとぅい キ゚とぅい

すとぅりー キ゚とぅりー

理由 す（ー）ば キ゚（ー）ば

理由否定 しゅんにば くんにば

しゅんにー くんにー

逆接 すーしゅが キ゚ーしゅが

逆接否定 しゅんしゅが くんしゅが

譲歩 す（ー）ばム キ゚（ー）ばム

す（ー）ばまい キ゚（ー）ばまい

しゅばム くばム

しゅばまい くばまい

譲歩否定 しゅんねーまい くんねーまい

しゅばムねーまい くばムねーまい

確定条件 しゅば くば

条件 すたか（ら）ー キ゚たか（ら）ー

すてぃか（ら）ー キ゚てぃか（ら）ー

条件否定 しゅだか（ら）ー くだか（ら）ー

意思理由 しゅ（ー）っじば く（ー）っじば

しゅ（ー）っじゃー く（ー）っじゃー

しゅ（ー）っじー く（ー）っじー

意思否定理由 しゅーまんにば くーまんにば

しゅーまんにー くーまんにー

意思逆接 しゅ（ー）っじゅが く（ー）っじゅが

過去理由 すたリ゚ば キ゚たリ゚ば

すたりー キ゚たりー

過去否定理由 しゅだたリ゚ば くだたリ゚ば

しゅだたりー くだたりー

過去確定条件 すたらばー キ゚たらばー

過去否定確定条件 しゅだたらばー くだたらばー

過去譲歩 すたリ゚ばまい キ゚たリ゚ばまい

過去否定譲歩 しゅだたリ゚ばまい くだたリ゚ばまい
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凡例

1. 収録語
 本辞典に収録されている語は第一著者、南琉球宮古語多良間仲筋方言の⺟語話者である渡久山春英

（昭和 11年生仲筋出身）の内省に基づく。文献や先行研究を参照したこともあるが、第一著者が知っ
ている語に限定して収録した。全部で約 15800項目を収録したが、発音の揺れを別々の項目に立てる
などしているため、異なり語の実際の数は 1万語程度である。

2. 見出し項目
 見出し項目はかな表記、IPA（国際音声記号）表記、品詞名、カテゴリー、活用、アクセント、意味
記述、用例、発音の揺れ、類似語から構成されている。

3. 配列
 項目は仮名表記を元に五十音に準じて並べた。従って、〈イ 〉゚から始まる語は〈い〉から始まる語と

同じところにあり、また、〈ム〉から始まり語は〈む〉から始まる語と同じところにある。なお、仮名

表記が同じである場合、品詞を基準とし、接頭辞、接尾辞、助詞、終助詞、助数詞、連体詞、名詞、動

詞、形容詞、副詞、重複形、擬態語・擬音語、感動詞、接続詞、連語、諺の順で項目を並べた。

4. 仮名表記
 仮名表記は宮古語を書くのに当たって優れた表記体系を成しているため、富浜定吉著の『伊良部方

言辞典』で使用されている表記を踏襲した。ただ、次の点について変更を施した。対応するひらがな

との区別を視覚的に強調するために摩擦⺟音を含む〈ミ〉〈キ〉に「 」゚を加えた。同様の理由で両唇鼻

音を〈ム〉と記した。なお、摩擦音子音始まりの音節を表す〈ザ〉を〈ズぁ〉に改めた。

5. IPA表記
 音韻的な解釈に基づき、IPA（国際音声記号）の適切な記号を選び、使用した。ただし、宮古語に関
する研究の習慣を踏襲して、「摩擦⺟音」などと記述されている⺟音を IPAに含まれていない「ɿ」で
表した。⺟音の無声化は音声的な特徴と考え、表記していない。

6. 品詞
 見出し語に対し次のような品詞を設定し、括弧の中にある略号を用いて示した：助詞（助）、終助詞

（終）、助数詞（助数）、連体詞（連体）、名詞（名）、動詞（動）、形容詞（形）、副詞（副）、重複形（重

複）、擬態語・擬音語（擬）、感動詞（感）、接続詞（接続）。なお、接頭辞（接頭）、接尾辞（接尾）、連

語（連語）、諺（諺）の範疇も設けた。

7. カテゴリー
 一部の語に対して次の意味分類のカテゴリーを設けて示した：代名詞（代）、疑問詞（疑）、指示詞

（指）、海の生物、蟹、魚、貝、海藻、海草、漁、植物、昆虫、虫、鳥、病気（病）、井戸、地名（地）、干

支、罵声、料理。
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8. 活用
 動詞は活用類（I類、II類、変則型）を示した上、接続形（〜して）と否定形（〜しない）の活用形を
掲載した。

9. アクセント
 名詞、動詞、形容詞、擬態語の約 98％の項目に対してアクセント情報を示した。動詞は低核がない
ものを「a型」、低核があるものを「c型」のように所属する型を示した。ただし、アクセントが 2単位
に分かれる動詞の複合語は調査したアクセント資料そのものを掲載した。名詞、形容詞、擬態語は実

際調査したアクセント資料を提示し、ピッチの下降を「⸣」、ピッチの上昇を「⸢」で示した。

10. 意味記述
 意味は対応する共通語で示したが、適当な対応語がない場合は適宜説明を加えた。なお、多義語の

場合はそれぞれの意味を別の項目に立てた。

11. 用例
 収録語の意味の理解を助けるために約 4000項目に対して【例】で導入される簡単な用例を加えた。

12. 発音の揺れ
 日本語の「おととい」・「おとつい」のように同じ語に対して複数の発音が許容される場合、それぞ

れの発音を別の項目に立て、それぞれの項目の中に異なる発音を【同】で示し、掲載した。特に、仲筋

方言の〈あう〉の⺟音の連続に対して塩川方言の〈おー〉が対応しているため、〈あう〉を含む語に対

して塩川方言で予測される発音も載せた。

13. 類似語
 見出し語と同様の意味を持つ語は【類】で示し、掲載した。
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仮名・発音記号一覧

あ [a] い [i] イ゜ [ɿ] う [u] え [e] お [o] エ [ɘ]
か [ka] き [ki] キ゜ [kɿ] く [ku] け [ke] こ [ko] キ゚ェ [kɘ]
が [ga] ぎ [gi] ギ [ɡɿ] ぐ [gu] げ [ge] ご [go] ギェ [gɘ]
きゃ [kja] きゅ [kju] きょ [kjo]
ぎゃ [ɡja] ぎゅ [ɡju] ぎょ [ɡjo]
さ [sa] すぃ [si] す [sɿ] すぅ [su] せ [se] そ [so] すェ [sɘ]
ざ [dza] ず [dzɿ] ずぅ [dzu] ぜ [dze] ぞ [dzo] ずェ [dzɘ]
しゃ [ɕa] し [ɕi] しゅ [ɕu] しぇ [ɕe] しょ [ɕo]
じゃ [dʑa] じ [dʑi] じゅ [dʑu] じぇ [dʑe] じょ [dʑo]
ズぁ [za] ズぃ [zi] ズぅ [zu] ズぇ [ze] ズぉ [zo]
た [ta] てぃ [ti] とぅ [tu] て [te] と [to]
だ [da] でぃ [di] どぅ [du] で [de] ど [do]
ちゃ [tɕa] ち [tɕi] つ [ʦɿ] ちゅ [tɕu] ちぇ [tɕe] ちょ [tɕo] つェ [tsɘ]
な [na] に [ni] ぬ [nu] ね [ne] の [no]
にゃ [nja] にゅ [nju] にょ [njo]
は [ha] ひ [hi] ほぅ [hu] へ [he] ほ [ho]
ば [ba] び [bi] ビ [bɿ] ぶ [bu] べ [be] ぼ [bo] ビェ [bɘ]
ぱ [pa] ぴ [pi] ピ [pɿ] ぷ [pu] ぺ [pe] ぽ [po] ピェ [pɘ]
ひゃ [hja] ひゅ [hju] ひょ [hjo]
びゃ [bja] びゅ [bju] びょ [bjo]
ぴゃ [pja] ぴゅ [pju] ぴょ [pjo]
ふぁ [fa] ふぃ [fi] ふィ゜ [fɿ] ふ [fu] ふぇ [fe] ふぉ [fo] ふェ [fɘ]
ヴぁ [va] ヴぃ [vi] ヴィ゜ [vɿ] ヴぅ [vu] ヴぇ [ve] ヴぉ [vo] ヴェ [vɘ]
ま [ma] み [mi] ミ゜ [mɿ] む [mu] め [me] も [mo] ミ゚ェ [mɘ]
みゃ [mja] みゅ [mju] みょ [mjo]
や [ja] ゆ [ju] いぇ [je] よ [jo]
ら [ra] り [ri] る [ru] れ [re] ろ [ro]
りゃ [rja] りゅ [rju] りょ [rjo]
わ [ʋa] を [ʋo]
ん [n] ム [m] ヴ [v] リ゜ [ɭ]
ー [ː] っ（子音を重ねる）
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あーす

̶ あ ̶

あ [a]［助］〜は。主題を表わす。【例】あばー し

ゅーまん（私はやらない）。きゅうからー ぱち

ゅがつぶどぅリ゚（今日からは八月おどり）。と

ぅり゚ら みだ なかん（鳥はまだ鳴かない）。ヴ

ヴぁー とぅび（君は行きなさい）。【同】「や」。

あ [a]［名］［代］私。この形式は格助詞の〈が〉
（〜が・〜の）とのみ使われる。【例】あが（私が。

私の）。あが むぬ（私の物。私の所有物）。あ

が やー（私の家。私の住まい）。あが ならー

すムどー（私が教えてやるよ）。【類】「ば」。

あ [a]［感］話題が吉凶を問わず、とっさの出来
事に発する。【例】あ、したい（よいことだ）。

あ、んだらーしゃ（かわいそうに）。

あー [aː]［名］［植］〔あーま⸣い...〕粟。畑に栽培
する。収穫した種子は〈ゆに〉ともいう。昔の

五穀の一つ。1950年頃まで盛んに栽培された。
〈ゆに〉の項参照。

あー [aː]［名］〔あーま⸣い...〕泡。石けんの泡。吹
かす泡。酒作りのもろみの泡。〈シートーヤー〉

の鍋の泡。口角泡。【類】「あーぶく」。

あー [aː]［擬］〔あーまい...〕幼児に食べ物を与え
るとき、口を開けさせる。医師が診察するとき

も発する。

あー [aː]［感］困ったときや考えこむときに発す
る。【例】あー ムめどー（あれ、どうしたか）。

あー やっかいなむぬ（めんどうなことよ）。

あー ムめどー [aː mmedoː]［連語］どうしたら
よいだろう。どうしよう。【例】やらびん まき

ー ねーん、あー ムめどー（子供に負けてし

まったよ、どうしよう）。

あーい [aːi]［感］いいえ。否定するときや軽く聞
き流すときに用いる。

あーう [aːu]［擬］猫の鳴き声。猫の鳴き声の真
似。幼児語。

あーうばん [aːuban]［名］〔あーうば⸣んまい...〕
粟の飯。【例】あーうばんゆ すきる（粟ご飯を

仏壇に供えなさい）。

あーかつ [aːkatsɿ]［名］〔あーか⸣つまい...〕粟の
脱穀をする作業。まわし棒（くるり棒）で行う。

【例】あーかつぬどぅ ぴっちー かかリ゚たリ゚（粟

の脱穀は一日中かかった）。

あーかリ゚ [aːkaɭ]［名］〔あーか⸣リ゚まい...〕粟の収
穫。立った姿勢で穂を刈り取る。【例】えーぐ

ー すかちぇーん あーう かリ゚（歌を歌いなが

ら粟の穂を刈り取る）。

あーぐる [aːguru]［名］〔あーぐ⸣るまい...〕粟の穂
を刈り取った後の茎のこと。馬の飼料にする。

あーしゃ [aːɕa]［名］［海藻］〔あー⸣しゃまい...〕
あおさ。冬の風物詩。【例】あーしゃずる（あ

おさ汁）。あーしゃずろー しゃまリ゚ぐりどー

（あおさ汁は冷めにくいよ）。

あーしゃかキ゚ [aːɕakakɿ]［名］あおさ採り。【例】
しゅーや ぴーったりー あーしゃかキ゚が（潮

は引いたのであおさ採りだ）。【類】「あーしゃ

むキ゚」。

あーしゃじゅー [aːɕadʑuː]［名］〔あー⸣しゃじゅ
ーまい...〕あおさの煮汁。あおさの味噌汁。【例】
あーしゃじゅーゆ ふーばどぅ ぬふまリ゚（あ

おさ汁を食べると体温まる）。

あーしゃむキ゚ [aːɕamukɿ]［名］〔あー⸣しゃむキ゚ま
い...〕あおさ採り。【例】きうや ぴーしゃ ね

ーんにば あーしゃむキ゚が（今日は寒くないか

らあおさ採りだ）。【類】「あーしゃかキ゚」。

あーじょーぬー [aːdʑoːnuː]［名］〔あーじょーぬ
⸣ーまい...〕粟上納。人頭税のこと。ニコライ・
ネフスキーによると、てりはぼくの葉に納めた

俵の量を記したとある。

あーす [aːsɿ]［動 I類 c型］〔あーしー、あーしゃ
ん〕合わせる。加える。リズムに合わせる。合

致させる。【例】ぼーあーす（棒合わせ）。あ

ーし（合わせよ。リズムに合わせよ。合致させ

よ）。ぱギう あーしー あリ゚き（足を合わせて

歩きなさい）。ふたーつう あーす（二つを加え

る）。ときーゆ あーす（時計を合わす）。くい

ゆ あーす（声を合わす）。
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あーす

あーす [aːsɿ]［動 I類 c型］〔あーしー、あーしゃ
ん〕会わせる。面会させる。遭わせる。逢わせ

る。対面させる。【例】あーし（会わせよ。面

会させよ。遭わせよ。逢わせよ。対面させよ）。

ムまがう しゃーりー きー うムまん あーし

（孫を連れて来ておばあさんに会わせなさい）。

あーす [aːsɿ]［動 I類 c型］〔あーしー、あーしゃ
ん〕混ぜる。練り混ぜる。粉を練り混ぜる。

あーす [aːsɿ]［動 I類 c型］〔あーしー、あーしゃ
ん〕喧嘩させる。議論させる。鶏や山羊の喧嘩

にもいう。【例】ぴんだあーす（闘山羊）。とぅ

リ゚あーす（闘鶏）。あーし（喧嘩させよ。議論、

質議をさせよ）。とぅリ゚あーすェー うむっし

（鶏のけんかはおもしろい）。

あーすギん [aːsɿgɿn]［名］〔あーすギ⸣んまい...〕冬
物の袷せ衣。棉入れの着物。【類】「わたいり」。

あーすみリ゚ [aːsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔あーすみー、
あーすみん〕合わせる。【例】ふたーつぬ いた

う あーすみリ゚（二つの板を合わせる）。

あーすみリ゚ [aːsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔あーすみー、
あーすみん〕会わせる。面会させる。対面させ

る。引き合わせる。【例】ぱつムまがう あーす

みる（初孫を会わせなさい）。うどぅるとぅ み

がう あーすみリ゚（うどぅるとみがを対面させ

る）。

あーすみリ゚ [aːsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔あーすみー、
あーすみん〕喧嘩させる。【例】うぷぴんだで

ーな あーすみリ゚（大きな山羊どうし喧嘩させ

る）。

あーだーら [aːdaːra]［名］〔あーだー⸣らまい...〕
粟の俵。収穫した粟を俵にしたもの。【例】や

ーんかー あーだーらぬ やま（家の中は粟俵

の山だ）。

あーだに [aːdani]［名］〔あーだ⸣にまい...〕粟の
種子。来年の播種用の種子。

あーぬ イ゚ー [aːnu ɿː]［名］〔あーぬイ゚⸣ーまい...〕
粟のご飯。粟のおにぎり。

あーぬ ぷー [aːnu puː]［名］〔あーぬぷ⸣ーまい...〕
粟の穂。スツウプナカの〈やっか〉は粟の穂が

八束程に実るという意味である。

あーぬ ふしゃ [aːnu fuɕa]［名］〔あーぬふ⸣しゃ

まい...〕粟の草。粟の畑の雑草。
あーぬ ふしゃとぅリ゚ [aːnu fuɕatuɭ]［名］〔あー
ぬふ⸣しゃとぅリ゚⸢まい...〕粟の畑の雑草を取る
こと。除草。箆を使用する。膝を曲げた姿勢で

取る。二度・三度取る。

あーぬ ゆー [aːnu juː]［名］〔あーぬゆ⸣ーまい...〕
粟の粥。【例】あーぬ ゆーゆばー ふきー し

ゃまらしーから ふぁい（粟の粥は吹いて冷ま

してから食べなさい）。

あーぷーリ゚ [aːpuːɭ]［名］〔あーぷー⸣リ゚まい...〕粟
穂礼。粟の収穫祭り。感謝祭。来年への祈願祭。

村史参照。

あーぶき [aːbuki]［名］〔あーぶ⸣きまい...〕粟の
籾殻。

あーぶく [aːbuku]［名］〔あーぶ⸣くまい...〕あぶ
く。泡。煮炊き鍋に発生する泡。口角の泡。き

び汁の泡。潮の満つとき干瀬に打ち寄せる泡。

あーみす [aːmisɿ]［名］〔あーみ⸣すまい...〕粟で
造る神酒。

あーム [aːm]［名］〔あームま⸣い...〕欠伸。あく
び。【例】ににふたしゃんどぅ あームゆ しー

ぶリ゚（ねむたいので欠伸をしている）。

あーむつー [aːmutsɿː]［名］〔あーむつ⸣ーまい...〕
粟餅。粟の粉で作った餅。

あーむリ゚ [aːmuɭ]［名］〔あーむ⸣リ゚まい...〕泡のよ
うに豊かに盛りあがること。泡盛。普通は「泡

盛」という酒の一種を指さないが、歌謡の「た

らまゆー」に泡盛酒の一節がある。

あイ゚ [aɿ]［名］［魚］〔あイ゚ま⸣い...〕あいご。あい
ごの仲間。

あイ゚[aɿ]［名］〔あイ゚ま⸣い...〕藍。藍色。染料。【例】
あイ゚じゅみ（藍染め）。

あい [ai]［名］〔あ⸣いまい...〕間。合間。その間。
【例】うぬ あい（その間）。うぬ あいんどぅ

ゆくー（その合い間に休む）。

あい [ai]［名］〔あいまい...〕こぼれ。
あい [ai]［名］〔あいま⸣い...〕和え。（粉を）こね
ること。【例】あいむぬ（和えもの）。

あい [ai]［感］あらどうしたか。不思議なことな
どに言う。

あイ゚いる [aɿiru]［名］〔あイ゚い⸣るまい...〕藍色。
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あうーあう

あイ゚がみ [aɿgami]［名］〔あイ゚が⸣みまい...〕藍用
のかめ。

あいじゅー [aidʑuː]［名］〔あいじゅ⸣ーまい...〕野
菜の和えもの。和え采。野菜を味噌や酢で和え

た料理。

あいず [aidzɿ]［名］〔あいずま⸣い...〕合図。伝え
ること。信号。手を上げる、口笛を鳴らすなど

して、合図すること。【例】きてきぬ なりーリ゚

いでぃふにぬあいず（汽笛が鳴るから出船の合

図だ）。

あいだ [aida]［名］〔あい⸣だまい...〕間。共通語
と同じ。【例】うぬ あいだ（その間）。

あいだり [aidari]［名］〔あいだりまい...〕切れは
し。食べ物の残りもの。ゴミ。【例】とぅリ゚ら

あいだりう ピせー ぶリ゚（鶏は残飯を拾って

いる）。【類】「あいら」。

あいてぃ [aiti]［名］〔あい⸣てぃまい...〕相手。相
棒。対抗する人。一緒に仕事をする人。

あいま [aima]［名］〔あい⸣ままい...〕合間。【例】
うぬ あいまん（その合間に）。っふぁぬ にに

ー ぶリ゚ うぬ あいま（子が寝ているその間）。

あいまき [aimaki]［名］〔あいま⸣きまい...〕根負
け。言い負け。てこずること。強情。【例】ヴ

ヴぁんや あいまきどぅす（君には根負けする

よ）。

あいむぬ [aimunu]［名］〔あいむぬまい...〕和え
もの。和えもの料理。

あいら [aira]［名］〔あいらまい...〕選び残りも
の。不要物。【例】ムーぬ あいら（いもの選び

残り）。【類】「あいだり」。

あいリ゚ [aiɭ]［動 II類 a型］〔あいー、あいん〕こ
ぼれる。袋やざるからこぼれる。手からこぼれ

る。【例】えーリ゚（こぼれている。漏れている）。

ふくるぬ みーから あいリ゚（袋の破れ目から

こぼれる）。ふくるからまイ゚ぬ あいリ゚（袋から

米がこぼれる）。

あいリ゚ [aiɭ]［動 II類 a型］〔あいー、あいん〕膿
が出る。乳が出る。【例】ムまぎつーぬ あいリ゚

（おいしそうな乳が出ている）。ムーこー あい

った（膿が出た）。

あいリ゚ [aiɭ]［動 II類 a型］〔あいー、あいん〕和

える。こねる。野菜を味噌や酢で和える。【例】

ムしゅにー あいリ゚（味噌で和える）。くーゆ

あいー むつーう つっふィ゚（粉をこねて餅を

作る）。

あいリ゚ [aiɭ]［動 II類 c型］〔あいー、あいん〕混
ぜる。練り混ぜる。粉を練り混ぜる。

あいろん [airon]［名］〔あいろ⸣んまい...〕アイロ
ン。

あう [au]［名］〔あ⸣うまい...〕⻘。⻘色。【例】あ
うギん（⻘い着物）。【同】「おー」。

あう [au]［動 I類 c型］〔えー、あーん〕合う。リ
ズムに合う。合致する。【例】えーぐとぅ しゃ

んしムや あうぐまた（歌と三味線は合うべき

だ）。【同】「おー」。

あう [au]［動 I類 c型］〔えー、あーん〕会う。出
会う。遭う。逢う。【例】あうぐまたぬ ピかず

（会うべき日取）。【同】「おー」。

あう [au]［動 I類 c型］〔えー、あーん〕喧嘩する
こと。議論。討論。【例】えー ぶリ゚（喧嘩して

いる）。あうな（喧嘩はよせ。論争するな）。ム

め あーまんよー（もう喧嘩はしないよ）。あう

やーう しーリ゚（論争している）。【同】「おー」。

あうあー [auaː]［名］［植］〔あうあ⸣ーまい...〕⻘
粟。【同】「おーあー」。

あういらふつ [auirafutsɿ]［名］［魚］〔あういらふ
⸣つまい...〕なんようぶだい。サンゴをがりが
りかじる。

あういる [auiru]［名］〔あうい⸣るまい...〕⻘色。
【例】てぃんぬ あういる（空の⻘色）。【同】「お

ーいる」。

あヴヴぁ [avva]［名］〔あヴヴぁま⸣い...〕油。脂。
脂肪。石油。椿油。菜種油。樹脂。【例】あヴヴ

ぁなび（油揚げする鍋）。ばたあヴヴぁ（腹の

脂肪）。

あヴヴぁーあヴヴぁ [avvaːavva]［重複］脂肪の
濃い食べ物。

あヴヴぁあし [avvaaɕi]［名］〔あヴヴぁあ⸣しま
い...〕あぶら汗。【例】あヴヴぁあしぬ ぱリ゚け

すつきらいー ねーん（油汗が出るまでしごか

れた）。

あうーあう [auːau]［重複］まっ⻘。とてもきれ
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あヴヴぁかす

いな⻘。【同】「おーおー」。

あヴヴぁかす [avvakasɿ]［名］〔あヴヴぁか⸣すま
い...〕油粕。豚の脂肪を熱を加えて取った粕の
こと。油粕は油味噌にして食した。

あヴヴぁかだ [avvakada]［名］〔あヴヴぁか⸣だま
い...〕油のにおい。脂肪を扱う仕事をする人の
におい。

あヴヴぁす [avvasɿ]［動 I 類 c 型］〔あヴヴぁし
ー、あヴヴぁしゃん〕炙らせる。

あヴヴぁずきリ゚ [avvadzɿkiɭ]［名］〔あヴヴぁずき
⸣リ゚まい...〕油つぼ。油を入れる竹筒。

あヴヴぁだリ゚ [avvadaɭ]［名］〔あヴヴぁだ⸣リ゚ま
い...〕面倒くさい。うるさい。煩わしい。【例】
っしゃなあヴヴぁだリ゚むぬ（いやなうるさい

奴）。

あヴヴぁだり [avvadari]［名］〔あヴヴぁだ⸣りま
い...〕油よごれ。手や服が油で汚れること。【例】
きかんしゃー あヴヴぁだり（機関者は油で汚

れている）。

あヴヴぁつぶ [avvatsɿbu]［名］〔あヴヴぁつ⸣ぶま
い...〕ぼんじり。鶏のしっぽの付け根にある脂
肪の部分。この脂肪で羽毛を雨から守る。

あヴヴぁつぶ [avvatsɿbu]［名］〔あヴヴぁつ⸣ぶま
い...〕油の入ったつぼ。

あヴヴぁでぃー [avvadiː]［名］〔あヴヴぁでぃ⸣ー
まい...〕油でよごれた手。機械の修理で手が汚
れる。

あヴヴぁなび [avvanabi]［名］〔あヴヴぁな⸣びま
い...〕油鍋。油の揚げ物の料理をする鍋。【例】
あヴヴぁなびぬ まいんけー いキ゚な（油鍋の

ところに行くな）。

あヴヴぁピかリ゚ [avvapɿkaɭ]［名］〔あヴヴぁピか⸣
リ゚まい...〕油光り。つやつやしている。【例】あ
かぬ あヴヴぁピかリ゚（髪が油で光っている）。

あヴヴぁふつ [avvafutsɿ]［名］〔あヴヴぁふ⸣つま
い...〕おしゃべりな人。必要以上にほめ言葉を
言う人。

あヴヴぁムしゅ [avvamɕu]［名］〔あヴヴぁム⸣し
ゅまい...〕油味噌。豚肉などを味噌と油で炒め
た料理。遠足のとき芋と油味噌のおかずをよろ

こんだ。

あヴヴぁむぬ [avvamunu]［名］〔あヴヴぁむ⸣ぬ
まい...〕油っこい食べもの。

あヴヴィ゚ [avvɿ]［動 I類 c型］〔あヴヴぃー、あ
ヴヴぁん〕炙る。ちょっと火に当てる。干物を

ちょっと火に当てて食べる。寝小便で濡れた下

着を火に当てて乾かす。

あヴヴぅリ゚ [avvuɭ]［名］［魚］〔あヴヴぅ⸣リ゚ま
い...〕べらの仲間の総称。見釣りで釣れる。夏
休みに男子の釣る魚。

あヴヴぅリ゚ [avvuɭ]［名］〔あヴヴぅ⸣リ゚まい...〕網
を繕う道具。

あヴヴぅリ゚ずー [avvuɭdzɿː]［名］〔あヴヴぅリ゚ず
ーまい...〕べら釣り。

あヴヴぇム [avvem]［名］［漁］〔あヴヴぇ⸣ムま
い...〕細い目の網で捕獲する漁法。棒で海底を
突いて追いこむ。雑多な小魚がとれる。魚にも

言う。

あヴヴぇムあム [avvem.am]［名］〔あヴヴぇ⸣ム
あムまい...〕浅い潮溜まりで小魚を追い込んで
取る、細い目の網。

あうが [auga]［連語］喧嘩しに行く。昔の子ども
の風習。【例】きうや あうが（今日は喧嘩しに

だ）。【同】「おーが」。

あうがーみ [augaːmi]［名］［昆虫］〔あうがーみま
い...〕あおどうがね。さとうきびの害虫。【同】
「おーがーみ」。

あうかだ [aukada]［名］〔あうか⸣だまい...〕生ぐ
さいにおい。【例】イ゚ズぅぬ あうかだ（魚の生

臭いにおい）。【同】「おーかだ」。

あうかっふぃ ねーん [aukaffi neːn]［連語］見て
すぐにでもわかること。【例】うれー ヴヴぁ

が むぬ、あうかっふぃねーん（それは君のも

のだ、見てすぐ分かる）。【同】「おーかっふぃ

ねーん」。

あうがま [augama]［名］〔あうが⸣ままい...〕八月
おどりの組踊りの女傑役の姉妹の姉。妹はくい

がま。八月おどり参照。【同】「おーがま」。

あうギ [augɿ]［名］〔あう⸣ギまい...〕扇。扇子。び
ろうの葉で作る。【同】「おーギ」。【類】「くば

ぬぱーあうギ」。

あうギ [augɿ]［動 I類 c型］〔あうぎー、あうが
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あうみー

ん〕扇ぐ。【例】あうが（扇であおごう。幼児に

対して⺟が行う）。あんなが あうが（お⺟さん

が扇ごう）。あうぎーらん（あおいでいない）。

あうぎー わーり（あおいで下さい）。【同】「お

ーギ」。

あうぎリ゚ [augiɭ]［動 II類 a型］〔あうぎー、あう
ぎん〕こぼす。水をこぼす。ざるや箱のものを

こぼす。【例】あうぎる（こぼしなさい）。ゆぐり

みずう あうぎる（汚れ水をこぼしなさい）。ま

るびー あうぎー（転んでこぼしてしまった）。

【同】「おーぎリ゚」。

あうく [auku]［名］〔あうくま⸣い...〕棒。天平棒。
担ぐ棒。【同】「おーく」。

あうしゃ [auɕa]［名］〔あう⸣しゃまい...〕⻘さ。
⻘色。⻘っぽい。【同】「おーしゃ」。

あうしゃーリ゚ [auɕaːɭ]［形］〔あう⸣しゃまい...〕⻘
い。⻘色の。【同】「おーしゃーリ゚」。

あうしゃーリ゚ [auɕaːɭ]［形］〔あう⸣しゃまい...〕未
熟。⻘物。作物が収穫期ではない。【例】あう

しゃーリ゚ば みだ ムまん（⻘いうちはまだ熟

しない）。【同】「おーしゃーリ゚」。

あうしゃが なぎ [auɕaga nagi]［連語］末永く。
いつまでも。緑の島のある限り。【例】すまぬ

あうしゃがなぎ（島の緑のある限り）。【同】「お

ーしゃがなぎ」。

あうじゅー [audʑuː]［名］〔あうじゅ⸣ーまい...〕
葉野菜。【類】「あうぱじゅー」。

あうだ [auda]［名］〔あう⸣だまい...〕もっこ。畚。
荷物の運搬用具。【同】「おーだ」。

あうだき [audaki]［名］〔あうだ⸣きまい...〕⻘竹。
昔、若者を指導するのに用いられた。八月お

どりの練習には師匠たちは⻘竹を持っていた。

【同】「おーだき」。

あうだり [audari]［名］〔あうだりまい...〕こぼれ
もの。不用のもの。食べ残りもの。【例】あう

だりう ぬーまん ふぁーし（残飯を馬に与え

なさい）。【同】「あいだり」。「おーだり」。

あうなば [aunaba]［名］〔あうな⸣ばまい...〕こけ。
停滞水に発生する。日光に当っている水がめに

発生する。【同】「おーなば」。

あうにしゃい [auniɕai]［名］〔あうにしゃ⸣いま

い...〕⻘二才。若者。若輩者。若者は未熟であ
ること。【同】「おーにしゃい」。

あうぬず [aunudzɿ]［名］〔あうぬずまい...〕蛇の
一種。⻘大将。【同】「おーぬず」。

あうぬリ゚ [aunuɭ]［名］［海草］〔あうぬリ゚まい...〕
⻘のり。あおさに似ているが食用にならない。

【同】「おーぬリ゚」。

あうぱ [aupa]［名］〔あう⸣ぱまい...〕⻘い葉。⻘
い野菜。葉野菜。【例】あうぱがーき゚（野菜渇

き。野菜を食べたい）。【同】「おーぱ」。

あうばイ゚ [aubaɿ]［名］［昆虫］〔あうばイ゚まい...〕
⻘蝿。銀蝿。金蝿。【同】「おーばイ゚」。

あうぱじゅー [aupadʑuː]［名］〔あう⸣ぱじゅーま
い...〕葉野菜。⻘い野菜。⻘い山菜。【同】「お
ーぱじゅー」。【類】「あうじゅー」。

あうぱとぅ [aupatu]［名］［鳥］〔あ⸣うぱとぅ⸢ま
い...〕⻘鳩。ずあかあおばと。【同】「おーぱと
ぅ」。

あうぱな [aupana]［名］〔あうぱなまい...〕⻘い
鼻垂れ。【同】「おーぱな」。【類】「あうぱんだ

リ゚」。

あうぱんだリ゚ [aupandaɭ]［名］〔あうぱんだ⸣リ゚ま
い...〕⻘い鼻垂れ。【同】「おーぱんだリ゚」。【類】
「あうぱな」。

あうふしゃり [aufuɕari]［名］〔あうふしゃ⸣りま
い...〕⻘くさい。生臭い。【同】「おーふしゃり」。

あうべーリ゚ [aubeːɭ]［動 II類 a型］〔あうべーり
ー、あうべーりん〕⻘ざめる。【同】「おーべリ゚

」。

あうべーり [aubeːri]［名］〔あうべー⸣りまい...〕
晴天。【同】「おーべーり」。

あうまたぎ [aumatagi]［名］［魚］〔あうまたぎま
い...〕べらの仲間。【同】「おーまたぎ」。

あうまだらく [aumadaraku]［名］［魚］〔あうま
だらくまい...〕すずめだいの仲間。みどりいし
さんごに住んでいる。【同】「おーまだらく」。

あうまみ [aumami]［名］〔あうま⸣みまい...〕緑
豆。たらままみ。もやしには最も適している。

【同】「おーまみ」。【類】「たらままみ」。

あうみー [aumiː]［名］〔あ⸣うみー⸢まい...〕⻘い
目。さしばの若鳥。【例】あうみーたか（⻘い目
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あうみキ゚

のさしば。さしばの若鳥）。【同】「おーみー」。

あうみキ゚ [aumikɿ]［動 I類 c型］〔あうみきー、あ
うみかん〕⻘めく。真っ⻘になる。【同】「おー

みキ゚」。

あうみしゃーリ゚ [aumiɕaːɭ]［形］〔あうみしゃま
い...〕おそれ。臆病。【例】あうみぬーま（臆病
馬）。【同】「おーみ」。

あうみむぬ [aumimunu]［名］〔あうみむぬまい...〕
臆病者。【同】「おーみむぬ」。

あうム [aum]［動 I類 c型］〔あうみー、あうま
ん〕⻘くなる。⻘みをあびる。⻘ざめる。顔が

⻘ざめる。【例】やまー あうみった（山は⻘く

なった）。あうみー ぶリ゚（⻘くなっている）。

【同】「おーム」。

あうむす [aumusɿ]［名］［昆虫］〔あうむ⸣すまい...〕
⻘虫。もんしろちょうの幼虫。【同】「おーむ

す」。

あうむぬ [aumunu]［名］〔あうむ⸣ぬまい...〕⻘
い物。果物の熟しない実のこと。【同】「おーむ

ぬ」。

あうムべーリ゚ [aumbeːɭ]［動 I類 c型］〔あうムべ
ーりー、あうムべーらん〕顔色が⻘くなる。顔

色がさえない。⻘白い顔。⻑い病気で顔色がす

ぐれない。【例】やみーどぅ あうムべーりー

ぶリ゚（病気して顔色がさえない）。【同】「おー

ムべーリ゚」。

あうめー [aumeː]［名］〔あうめ⸣ーまい...〕けん
か勝負。【例】とぅリ゚ぬ あうめー（鶏の闘い

勝負）。ぴんだぬ あうめー（山羊の喧嘩勝負）。

【同】「おーめー」。

あうやー [aujaː]［名］〔あうや⸣ーまい...〕喧嘩勝
負。口喧嘩。論争。議会の質疑応答。【同】「お

ーやー」。

あうやしゃい [aujaɕai]［名］［植］〔あうやしゃ⸣
いまい...〕⻘野菜。【同】「おーやしゃい」。

あうリ゚ [auɭ]［動 I類 c型］〔あうりー、あうらん〕
煽る。煽導する。【例】あうりー あーす（扇動

して喧嘩をさせる）。【同】「おーリ゚」。

あうリ゚ [auɭ]［動 I類 c型］〔あうりー、あうらん〕
あおる。精げる。穀物の種子を箕（み）であお

る。ゴミを飛ばす。選別する。【例】かでぃぬど

ぅ あうリ゚（風によってあおられる）。【同】「お

ーリ゚」。

あうリ゚ [auɭ]［動 I類 c型］〔あうりー、あうらん〕
あおる。コップ酒を一気に飲みほすこと。上戸。

【例】しゃきう あうリ゚（酒を一気に飲む）。【同】

「おーリ゚」。

あうる [auru]［名］［地］〔あうるまい...〕多良間
島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

あか [aka]［接頭］たった。ほんの。付く語の意
味を強調する。【例】あかうすか（たったそれ

だけ）。あかなま（たった今）。あかぱだか（ま

るはだか）。あかムま（いやだ）。

あか [aka]［名］〔あかまい...〕赤。赤色。【例】あ
かぎー（赤い髪）。あかしゃなギ（赤い布で作

ったふんどし）。

あか [aka]［名］〔あ⸣かまい...〕船湯。船の底にた
まる海水。航海中に船員が「あか汲み」をして

いた。【類】「ゆー」。

あか [aka]［名］〔あ⸣かまい...〕頭髪。【例】あか
しゅリ゚（散発する）。あかう すキ゚（髪をすく）。

あかう かキ゚（髪を掻く）。

あが [aga]［連語］「あん」に助詞の「が」の付い
た形。私が。私の。吾が。吾の。我が。我の。ぼ

くが。ぼくの。【例】くれー あがむてぃ（これ

は私の分だ）。くれー あがむぬ（これはぼくの

ものだ）。あが やーんけーまい わーり（ぼく

の家にも来てください）。

あが みどぅム [aga midum]［連語］吾が女。吾
が妻。わが妻。【類】「とぅず」。

あがー [agaː]［感］体のどこか痛いときに発する。
沖縄県人の表現といわれる。

あがー あがー [agaː agaː]［連語］痛くてたまら
ないときに発する。

あかあー [akaaː]［名］［植］〔あかあーまい...〕赤
粟。

あかーあか [akaːaka]［重複］真っ赤。とても赤い
色。【例】あかーあかぬ イ゚ズぅ（真っ赤な魚）。

あがーい [agaːi]［感］しまったと思うときに発す
る。注意していたのに失敗するときに発する。

あかあけーず [akaakeːdzɿ]［名］〔あかあけー⸣ず
まい...〕赤とんぼ。あきあかね。
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あかぐー

あがい [agai]［感］あら。おや。どうしたのか。突
然の出来ごとにおどろくとき発する。【例】あ

がい、くれー ぬーぐとぅが（おや、これは何

事か）。

あがいがま [agaigama]［感］とても。感動したと
きに発する。すばらしい出来映えを見たとき。

【例】あがいがま、きちぎいー（とてもきれいな

絵）。

あがいたんでぃ [agaitandi]［感］良いときも悪い
ときもびっくりしたことに感情を表わす。励ま

しの言葉。叱咤激励をする。【例】あがいたん

でぃがま、うんしーがまぬ すぐとぅ（なんだ、

これしかの仕事か）。【類】「あがいたんでぃが

ま」。

あかいる [akairu]［名］〔あかいるまい...〕赤色。
暖色。【例】てぃだうばー あかいるにー かき

（太陽を赤色で描け）。

あかヴヴぁ [akavva]［名］〔あかヴヴぁまい...〕赤
子。乳のみ子。

あかうキ゚ー [akaukɿː]［名］〔あかうキ゚ーまい...〕赤
く燃えているすみ。

あかうぎー [akaugiː]［名］［植］〔あかうぎーま
い...〕あこうの木。【同】「あこーぎー」。

あかうきん [akaukin]［名］［植］〔あかうきんま
い...〕赤ウコン。ウコンの一種。

あかうすか [akausɿka]［副］たったそれだけ。【例】
あが むてー あかうすかがま（私の分け前は

たったそれだけ）。【類】「あかうすかがま」。

あかうぷに [akaupuni]［名］［植］〔あかうぷにま
い...〕人参。〈キ゚でーくに〉は別種類。

あかうむとぅ [akaumutu]［名］［植］〔あかうむ⸣
とぅまい...〕むらさきおもと。村史。

あかうめーしゅー [akaumeːɕuː]［名］〔あかうめ
ーしゅーまい...〕多良間の歴史上の人物。人頭
税の不正取り立てを首里王府に直訴した四人

のうちの一人。

あかがーら [akagaːra]［名］〔あかがーらまい...〕
赤瓦。瓦屋根に使用する。【類】「かーら」。

あかがーらやー [akagaːrajaː]［名］〔あかがーら
やーまい...〕赤瓦の家。昔、沖縄県の建築文化。
【類】「かーらやー」。

あかがキ゚ [akagakɿ]［名］〔あかが⸣キ゚まい...〕困っ
たときに髪をかくこと。【例】かぬ ピとー あ

かがキ゚ふしぬどぅ あリ゚（あの人は頭髪を掻く

くせがある）。

あかがき [akagaki]［名］〔あ⸣かがきまい...〕抜け
落ちた髪の毛。

あかがしゃ [akagaɕa]［名］［病］〔あかがしゃま
い...〕麻疹。幼児の病気。

あかがに [akagani]［名］〔あかがにまい...〕赤銅。
しんちゅう。【例】てぃだん ぷしゃいー あ

かがにん なリ゚（太陽の下で働くと赤銅色にな

る）。

あかかビ [akakabɿ]［名］〔あかかビまい...〕赤紙。
日本軍の召集令状。

あかがム [akagam]［動 I 類 a 型］〔あかがみー、
あかがまん〕明るくなる。夜が明ける。

あかがリ゚ [akagaɭ]［動 I類 a型］〔あかがりー、あ
かがらん〕明るくなる。夜が明ける。

あかがり [akagari]［名］〔あかがりまい...〕赤く
枯れること。木や作物が枯れること。日照り続

きのさとうきび畑は赤色に染まる。

あかがりリ゚ [akagariɭ]［動 II類 a型］〔あかがり
ー、あかがりん〕東の空が白くなる。夜明け。

あかつき。【例】あかがりった、ぺーぺー うき

る（東の空は白くなった、早く起きよ）。

あかギ [akagɿ]［名］〔あかギまい...〕赤木。
あかぎー [akagiː]［名］〔あかぎーまい...〕鹿毛
（かげ）。馬の毛色の茶色のこと。

あかぎー [akagiː]［名］〔あかぎーまい...〕頭髪の
赤色の人。金髪の人。ヨーロッパの人の総称。

漁師の頭髪にも言う。【類】「あかぶー」。

あかぎーぬーま [akagiːnuːma]［名］〔あかぎーぬ
ー⸣ままい...〕鹿毛の馬。

あかギぎー [akagɿgiː]［名］［植］〔あかギぎーま
い...〕あかぎ。木の肌が赤い高木。

あかぐい [akagui]［名］〔あかぐいまい...〕甲高
い声。普通の人の声より高い音声。【類】「えー

ぐい」。

あかぐー [akaguː]［名］〔あかぐーまい...〕食紅。
祝いの事や神事のときに赤飯・かまぼこなどに

染める。十五夜には女の子は顔に染めていた。
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あかくがリ゚

あかくがリ゚ [akakugaɭ]［名］［鳥］〔あか⸣くがリ゚⸢
まい...〕あかしょうびん。

あかごームー [akagoːmm]［名］［植］〔あかご⸣ー
ムーまい...〕さつま芋の品種。

あかしゃ [akaɕa]［名］〔あか⸣しゃまい...〕私生
児。

あかしゃ [akaɕa]［名］〔あかしゃまい...〕明るさ。
あかしゃーリ゚ [akaɕaːɭ]［形］赤い。赤色の。
あかしゃーリ゚ [akaɕaːɭ]［形］〔あかしゃまい...〕明
るい。【例】あかしゃ なりった（明るくなっ

た）。

あかしゃなギ [akaɕanagɿ]［名］〔あかしゃなギま
い...〕赤いふんどし。

あかしゅリ゚ [akaɕuɭ]［名］〔あ⸣かしゅリ゚⸢まい...〕
散髪。【例】うやが あかしゅリ゚ら しゅリ゚まー

てーん（父の散髪は切り残しが多い）。

あかしゅリ゚やー [akaɕuɭjaː]［名］〔あかしゅ⸣リ゚や
ーまい...〕散髪屋。

あかじょー [akadʑoː]［感］ざまみろ。子どもが
言いつけを守らないで失敗するときに言う。

あかじん [akadʑin]［名］［魚］〔あかじんまい...〕
すじあら。はたの仲間。【類】「あかじんにばリ゚

」。

あかじんにばリ゚[akadʑinnibaɭ]［名］［魚］〔あかじ
んにば⸣リ゚まい...〕すじあら。はたの仲間。【類】
「あかじん」。

あかす [akasɿ]［動 I類 a型］〔あかしー、あかし
ゃん〕灯す。明かりを点ける。

あかす [akasɿ]［動 I類 a型］〔あかしー、あかし
ゃん〕夜を明かす。シートーヤーの見張り番を

して夜を明かす。【例】あかし（夜を明かしな

さい）。ゆーゆ あかしー あすビたリ゚（徹夜し

て遊んだ）。

あかす [akasɿ]［動 I類 a型］〔あかしー、あかし
ゃん〕当てる。占う。明らかにする。言い当て

る。予言する。なぞを解く。【例】あかし（当て

て見よ）。あが くとぅー あかす（ぼくのこと

を言い当てる）。

あかずーす [akadzɿːsɿ]［名］〔あかずーすまい...〕
赤肉。肉の（脂気の少ない）赤身。

あかすみリ゚ [akasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔あかすみ

ー、あかすみん〕徹夜をさせる。【例】あかす

みる（徹夜をさせよ）。しーとーやーん あかす

みる（製糖小屋で徹夜させよ）。

あかすみリ゚ [akasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔あかすみ
ー、あかすみん〕当てさせる。【例】あかすみ

る（当てさせよ）。むぬすーん あかすみる（占

い師にあてさせよ）。

あかすむぬ [akasɿmunu]［名］〔あかすむ⸣ぬま
い...〕なぞかけ。なぞなぞ。

あかすむぬがたリ゚ [akasɿmunugataɭ]［名］〔あか
すむぬがた⸣リ゚まい...〕なぞなぞ。なぞかけ。

あがた [agata]［名］〔あがたんまい...〕遠方。【例】
あがたぬ ぱる（遠い畑）。ムめぴ あがた（も

っと遠くだ）。

あがたまーリ゚ [agatamaːɭ]［名］〔あがたまーリ゚ま
い...〕遠回り。迂回。

あかつー [akatsɿː]［名］〔あかつーまい...〕血液。
血。動物の体内に酸素や栄養分を供給する。ま

た、老廃物を運び去る。【例】つーや ねーんピ

とぅ（血も涙もない人・薄情な人）。

あかつーだり [akatsɿːdari]［名］〔あかつーだり
まい...〕血がつくこと。手や衣服に血がつくこ
と。法律の規制のなかった時代に屠殺者の衣服

は血でまみれていた。

あかつーむム [akatsɿːmum]［名］〔あかつーむム
まい...〕肉や内臓を血と混ぜて炒める料理。【類】
「つーいリ゚キ゚」。

あかつキ゚ [akatsɿkɿ]［名］〔あかつキ゚まい...〕暁。
夜明け。明け方。【類】「しぇーか」。

あかつキ゚しぇーか [akatsɿkɿɕeːka]［名］早朝。
あかつキ゚にがイ゚ [akatsɿkɿnigaɿ]［名］〔あかつキ゚に
が⸣イ゚まい...〕暁願い。スツウプナカの最終日の
早朝の儀式。

あかつく [akatsɿku]［名］〔あかつくまい...〕卵の
⻩身。

あかとぅぶき [akatubuki]［名］〔あかとぅぶ⸣き
まい...〕暁。【類】「あかつキ゚」。

あかとぅぶきぶす [akatubukibusɿ]［名］〔あかと
ぅぶきぶすまい...〕明けの明星。【類】「しぇー
かぶす」。

あかとぅリ゚ [akatuɭ]［名］〔あ⸣かとぅリ゚⸢まい...〕
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あかム

船底にたまる海水を汲み取ること。その道具。

【類】「ゆーとぅリ゚」。

あかな [akana]［名］［植］〔あかなまい...〕しそ。
風味がよいので、刺身の具になる。

あかな [akana]［名］［魚］〔あかなまい...〕ぱら
ふえだい。中毒をおこすものもいる。

あかないずキ゚ [akanaidzɿkɿ]［名］［植］〔あかない
ず⸣キ゚まい...〕かたばみ。

あかなま [akanama]［副］今すぐに。【例】あか
なま くー（今すぐに来なさい）。あかなま ぱ

りー くー（今すぐ走って来なさい）。

あかにばリ゚ [akanibaɭ]［名］［魚］〔あかにば⸣リ゚ま
い...〕あおもんはた。

あかぬがす [akanugasɿ]［動 I類］〔あかぬがしー、
あかぬがしゃん〕〔あ⸣かぬがしー ⸢ぶリ゚〕はか
どらせる。仕事を順調に進ませる。

あかぬギ [akanugɿ]［動 I類］〔あかぬぎー、あか
ぬがん〕〔あ⸣かぬぎー ⸢ぶリ゚〕はかどる。仕事
が順調に進む。

あかぱが [akapaga]［名］〔あ⸣かぱが⸢まい...〕頭
髪の禿げた人。

あかぱぎむぬ [akapagimunu]［名］〔あ⸣かぱぎむ
ぬまい...〕頭髪の禿げた人。

あかばたうーヴヴぅリ゚ [akabatauːvvuɭ]［名］［植］
〔あかばたうーヴヴぅリ゚まい...〕⻄瓜（すいか）。
あかぱだか [akapadaka]［名］〔あかぱだかまい...〕
まる裸。男児が雨降りに裸ではしゃぐ。

あかばな [akabana]［名］〔あかばなまい...〕赤い
鼻の人。飲酒のときの症状。

あかばな [akabana]［名］［植］〔あかばなまい...〕
仏桑華。

あかばなぎー [akabanagiː]［名］〔あかばなぎーま
い...〕ブッソウゲの木。

あかぱんだま [akapandama]［名］［植］〔あかぱ
んだ⸣ままい...〕すいぜんじな。葉菜。

あかふ なリ゚[akafu naɭ]［連語］明け方になる。夜
明けの頃になる。

あかぶー [akabuː]［名］〔あかぶーまい...〕頭髪
の赤色の人。金髪の人。【類】「あかぎー」。

あかぶーがなまリ゚ [akabuːganamaɭ]［名］〔あかぶ
ーがなまリ゚まい...〕赤毛の頭。

あかふぐリ゚ [akafuguɭ]［名］〔あかふぐリ゚まい...〕
老人の陰のう。男性をおもしろおかしく言う。

睾丸は誤り。

あかふしゅ [akafuɕu]［感］いやだ。断るときに
言う。【例】あかふしゅ ヴヴぁが しる（いや

だ、君がやれ）。

あかぶた [akabuta]［名］〔あかぶたまい...〕雄鶏。
曙の鶏。一番に鳴く鶏。

あかふちき [akafutɕiki]［名］〔あ⸣かふちきまい...〕
抜け落ちた髪の毛。

あかふつ [akafutsɿ]［名］〔あかふつまい...〕赤い
口。女性の赤いくちびる。

あかぺー [akapeː]［名］［鳥］〔あ⸣かぺー⸢まい...〕
ちょうげんぼう。

あかまイ゚ [akamaɿ]［名］〔あかまイ゚まい...〕赤飯。
食紅で炊いたごはん。めでたい日のご飯。おこ

わ。

あかまみ [akamami]［名］［植］〔あかまみまい...〕
あずき。小豆、また、その種子。宮古⺠謡の「豆

が花」の主題。

あかまみぬ イ゚ー [akamaminu ɿː]［名］〔あかまみ
ぬイ゚⸣ーまい...〕小豆ご飯。赤飯。

あかみー [akamiː]［名］〔あかみーまい...〕充血
した目。二日酔いの人の目。目の病気の人。

あかみーあまム [akamiːamam]［名］［蟹］〔あか
みーあま⸣ムまい...〕いわおうぎがに。

あかみキ゚ [akamikɿ]［動 I類 c型］〔あかみきー、
あかみかん〕赤めく。真っ赤になる。

あかみぱな [akamipana]［名］〔あかみぱなまい...〕
赤面。赤い顔。飲酒のときの顔。恥じて赤くな

る顔。【例】しゃきぬめぬ あかみぱな（飲酒し

ている人の顔色）。

あがみリ゚ [agamiɭ]［動 II類 a型］〔あがみー、あ
がみん〕拝める。敬う。

あかみんな [akaminna]［名］［植］〔あかみんな
まい...〕すべりひゆ。雑草であるが食用として
和え物にする。茎も葉も多肉。

あかみんなじゅー [akaminnadʑuː]［名］［植］〔あ
かみんなじゅーまい...〕すべりひゆ。【類】「あ
かみんな」。

あかム [akam]［動 I類 a型］〔あかみー、あかま
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あかムー

ん〕赤くなる。実が熟する。【例】まんじゅーや

あかみった（パパイヤは赤くなった。熟した）。

あかムー [akamm]［名］〔あ⸣かムーまい...〕船底
にたまった海水を汲み取ること。【類】「ゆーと

ぅリ゚」。

あかムしゅ [akamɕu]［名］〔あかムしゅまい...〕
古い味噌。醗酵が進んでいる味噌。【類】「がば

ムしゅ」。

あかムた [akamta]［名］〔あかムたまい...〕赤い
土。鉄分を多く含んだ粘土質の土。

あかむっとぅ [akamuttu]［副］全く。全然。とて
も。【例】あめー あかむっとぅ ふらん（雨は

全く降らない）。ぬーまい あかむっとぅ ねー

ん（何も全くない）。

あかムま [akamma]［感］いやだ。「あか」は強調
語。

あがや [agaja]［感］いいなあ。でかしたぞ。【例】
あがや、ごーがくどー（でかしたぞ、合格だ）。

あかやき [akajaki]［名］〔あかや⸣きまい...〕空が
赤くなる様。夕焼け。台風の前兆。

あかゆ [akaju]［名］［魚］〔あかゆまい...〕はなえ
びす。夜の干瀬の穴で釣る・夜釣の魚。

あからす [akarasɿ]［動 I 類 a 型］〔あからしー、
あからしゃん〕明るくする。

あかリ゚ [akaɭ]［名］［昆虫］〔あかリ゚まい...〕蟻。
あかリ゚ [akaɭ]［名］〔あかリ゚まい...〕明り。明りを
灯すもの。ランプ。電灯。灯台。

あかリ゚[akaɭ]［動 I類 a型］〔あかりー、あからん〕
晴れる。雨あがり。日照り。【例】あみぬ あか

リ゚けー まてぃ（雨の晴れるまで待ちなさい）。

あかリ゚ [akaɭ]［動 I類 a型］〔あかりー、あから
ん〕灯る。明りが点く。

あがリ゚ [agaɭ]［名］〔あがリ゚まい...〕東。東の方。
【例】あがリ゚ぬぱかどぅんどぅ あリ゚（東の方の

角にある）。【類】「あがリ゚ぬぱ」。

あがリ゚ [agaɭ]［動 I類 a型］〔あがりー、あがら
ん〕上がる。凧が上がる。舞い上がる。【例】ム

たぶきぬ あがリ゚（土ほこりが舞い上がる）。

あがリ゚ [agaɭ]［動 I類 a型］〔あがりー、あがら
ん〕昇る。太陽が昇る。【例】てぃだー あがり

った（太陽は昇った）。

あがリ゚ [agaɭ]［動 I類 a型］〔あがりー、あがら
ん〕揚がる。旗が揚がる。【例】がっこーぬ ぱ

たー あがりった（校旗は揚がった）。

あがリ゚ [agaɭ]［動 I類 a型］〔あがりー、あがら
ん〕上がる。成績が上がる。【例】まいゆーリ゚ら

ー ゆーどぅ あがりーリ゚（前よりずっと向上

した）。

あがリ゚ [agaɭ]［動 I類 a型］〔あがりー、あがら
ん〕終わる。仕事が終わる。打ち上げ。【例】す

ぐとー あがりった（仕事は終了した）。

あがリ゚あかだん [agaɭakadan]［名］［地］〔あがリ゚
あかだんまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名
前。村史参照。

あかリ゚がた [akaɭgata]［名］〔あかリ゚がたまい...〕
明け方。あける頃。夜明けが近い頃。

あがリ゚かでぃ [agaɭkadi]［名］〔あがリ゚かでぃま
い...〕東風。こち。東の方から吹く風。

あがリ゚たかーな [agaɭtakaːna]［名］［地］〔あがリ゚
たかーなまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名
前。村史参照。

あがリ゚てぃだ [agaɭtida]［名］〔あがリ゚てぃだま
い...〕朝日。昇る朝日。

あかリ゚でぃんキ゚ [akaɭdinkɿ]［名］〔あかリ゚でぃん
キ゚まい...〕明るい天気。良い天気。晴天。【類】
「かぎわーつキ゚」。

あがリ゚ぬぱ [agaɭnupa]［名］〔あがリ゚ぬぱまい...〕
東の方。【類】「あがリ゚」。

あがリ゚ばる [agaɭbaru]［名］［地］〔あが⸣リ゚ばる⸢
まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史
参照。

あがリ゚ばる [agaɭbaru]［名］［地］〔あが⸣リ゚ばる⸢
まい...〕東の方の畑・土地。

あがリ゚ピだ [agaɭpɿda]［名］［地］〔あがリ゚ピだま
い...〕水納島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

あがリ゚むてぃ [agaɭmuti]［名］〔あがリ゚むてぃま
い...〕東の里。東の集落。【例】あがリ゚むてぃば
る（東の方の畑）。

あがリ゚むてぃいム [agaɭmutiim]［名］［地］〔あが
リ゚むてぃいムまい...〕東の海。

あがリ゚むら [agaɭmura]［名］［地］〔あがリ゚むらま
い...〕東の方の集落。
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あキ゚ぱだき

あがリ゚むらピとぅ [agaɭmurapɿtu]［名］〔あがリ゚
むらピとぅまい...〕東の方の集落の人。

あがリ゚むらふつ [agaɭmurafutsɿ]［名］〔あがリ゚む
らふつまい...〕東の方の集落の入り口。

あかリ゚らーリ゚ [akaɭɭaːɭ]［形］〔あかリ゚⸣らまい...〕
明るい。光源が充分である。

あがんねー [aganneː]［名］〔あがんね⸣ーまい...〕
東隣りの家。

あキ゚ [akɿ]［名］〔あ⸣キ゚まい...〕秋。秋の季節。秋
の頃。【類】「っさムす」。

あキ゚ [akɿ]［動 I 類 a 型］〔あきー、あかん〕開
く。【例】てぃーしー あキ゚どぅす（手で開けら

れる）。

あキ゚ [akɿ]［動 I類 a型］〔あきー、あかん〕空く。
【例】あキ゚やー（空き家）。あきー ぶリ゚（空い

ている）。いすぬ あキ゚（椅子が空く）。

あキ゚ [akɿ]［動 I類 a型］〔あきー、あかん〕飽き
る。【例】あキ゚ぱてぃリ゚（飽き果てる）。

あき [aki]［名］〔あきま⸣い...〕開け。【例】やど
ぅあき（戸が開く）。あなあき（穴開け）。

あき [aki]［名］〔あきま⸣い...〕明け。夜明け。年
明け。【例】ゆーぬ あき（夜明け）。とぅすあ

き（年明け、新年）。

あき [aki]［名］〔あ⸣きまい...〕空き。【例】あき
やー（空き家）。

あギ [agɿ]［名］〔あギま⸣い...〕口蓋。
あぎ [agi]［名］〔あぎま⸣い...〕上げ。【例】あぎ
しゅ（潮が満つ）。てぃーあぎ（手を上げる）。

あぎ [agi]［名］〔あぎまい...〕揚げ。
あぎあヴヴぁ [agiavva]［名］揚げ油。揚げもの
料理用の油。揚げものをしている油。

あぎいし [agiiɕi]［名］〔あぎいしまい...〕揚げ石。
持ち石。力くらべをするための石。

あぎうるす [agiurusɿ]［動 I 類］〔あぎうるしー、
あぎうるしゃん〕〔あぎうる⸣すまい...〕上げ下
ろしをする。【例】にーゆ あぎうるす（荷を上

げ下ろしする）。

あぎがム [agigam]［名］〔あぎがムまい...〕偶蹄
類の反芻のこと。一度飲み込んだ食べ物を再び

口に戻して噛む。

あギがリ゚ [agɿgaɭ]［名］〔あギが⸣リ゚まい...〕喉彦。

口蓋垂。

あぎくヴヴぁ [agikuvva]［名］〔あぎくヴヴぁま
い...〕反ったふくら脛。

あぎくだす [agikudasɿ]［動 I類 c型］〔あぎくだ
しー、あぎくだしゃん〕吐いたり下げたりする

こと。【例】ばたずめー ねーん あぎくだす

（腹の調子がよくないので吐いたり下げたり）。

【類】「あぎしゃぎ」。

あきしみ [akiɕimi]［名］〔あ⸣きしみ⸢まい...〕開
け閉め。【例】まくぬ あきしみ（幕の開け閉

め）。

あぎしゃぎ [agiɕagi]［名］〔あぎしゃ⸣ぎまい...〕
釣り竿を上げたり下げたりする様子。

あぎしゃぎ [agiɕagi]［名］〔あぎしゃ⸣ぎまい...〕
吐いたり下したりすること。【類】「あぎくだ

す」。

あきしゃみ [akiɕami]［感］困ったことだ。どう
しよう。【例】あきしゃみ、ぬー すたリ゚ くと

ぅが（困った、どういうことか）。【同】「あき

ちゃみ」。

あきしゃる [akiɕaru]［名］〔あきしゃるまい...〕早
朝。日が昇る頃。夜明け頃。宮古⺠謡の「豆が

花」の一節。

あぎしゅ [agiɕu]［名］〔あぎ⸣しゅまい...〕上げ
潮。満潮へ向かう潮のこと。

あぎだうふ [agidaufu]［名］〔あぎだうふまい...〕
揚げ豆腐。【同】「あぎどーふ」。

あきちゃみ [akitɕami]［感］どうしよう。しまっ
た。失敗したときに言う。【例】あきちゃみ、イ゚

ズぅー ぴんがしー ねーん（しまった。魚を

逃してしまった）。【同】「あきしゃみ」。

あぎどーふ [agidoːfu]［名］〔あぎどーふまい...〕
揚げ豆腐。【同】「あぎだうふ」。

あキ゚ない [akɿnai]［名］〔あキ゚ないまい...〕商い。
商売。【例】しゃきぬめんや あキ゚ないや しら

いん（酒飲む者には商売はできない）。

あキ゚ないピとぅ [akɿnaipɿtu]［名］〔あキ゚ないピ⸣
とぅまい...〕商人。商売人。

あキ゚ばく [akɿbaku]［名］〔あキ゚ばくまい...〕空き
箱。中身のない箱。

あキ゚ぱだき [akɿpadaki]［名］〔あキ゚ぱだきまい...〕
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あキ゚ぱだきリ゚

開け放し。戸に鍵をかけないこと。

あキ゚ぱだきリ゚ [akɿpadakiɭ]［動 II類 c型］〔あキ゚
ぱだきー、あキ゚ぱだきん〕開け放す。戸に鍵を

かけない。【例】あっちゃーリ゚ば あきぱだきる

（暑いから戸を開け放しなさい）。

あキ゚ばらイ゚ [akɿbaraɿ]［名］〔あキ゚ばら⸣イ゚まい...〕
厄払い。秋払い。立秋の日に豚の骨を左縄につ

けてポーグに吊す。【類】「すまふしゃら」。

あキ゚ピすぅぎ [akɿpɿsugi]［名］〔あキ゚ピすぅぎま
い...〕荒れ地を開墾すること。【類】「あらすあ
き」。

あぎまーす [agimaːsɿ]［動 I 類 a 型］〔あぎまー
しー、あぎまーしゃん〕急せる。あわてさせる。

【例】いでぃふにんや あぎまーす（船の出港の

ときには急がせる）。

あぎむぬ [agimunu]［名］〔あぎむぬまい...〕揚げ
もの。揚げもの料理。

あキ゚やー [akɿjaː]［名］〔あキ゚やーまい...〕空き家。
人の住んでいない家屋。

あぎやー [agijaː]［名］［漁］〔あぎや⸣ーまい...〕追
い込み漁。網を張って魚を追い込む漁。

あキ゚やすキ゚ [akɿjasɿkɿ]［名］〔あキ゚やすキ゚まい...〕
空き屋敷。人の住居のない屋敷。

あきらみ [akirami]［名］〔あきら⸣みまい...〕あき
らめ。あきらめること。

あきらみリ゚ [akiramiɭ]［動 II類 c型］〔あきらみ
ー、あきらみん〕あきらめる。断念する。【例】

あきらみんぐとぅ さーてぃ しる（あきらめ

ないでうんと頑張れ）。べんきょーゆ あきら

みリ゚（学問をあきらめる）。

あきリ゚ [akiɭ]［動 II類 a型］〔あきー、あきん〕開
ける。目を開ける。戸を開ける。蓋を開ける。

開業する。開墾する。【例】やどぅー あきリ゚

（戸を開ける）。

あきリ゚ [akiɭ]［動 II類 a型］〔あきー、あきん〕明
ける。夜が明ける。【例】とぅすぬ あきリ゚（年

が明ける）。ゆーぬ あきリ゚け ぱたらキ゚（徹夜

して働く）。

あきリ゚ [akiɭ]［動 II類 a型］〔あきー、あきん〕飽
きる。【例】すぐとぅー あきリ゚（仕事は嫌だ）。

あぎリ゚ [agiɭ]［動 II類 a型］〔あぎー、あぎん〕上

げる。揚げる。【例】あぎる（上げよ）。てぃん

ゆ あぎる（成績を上げよ）。かビとぅリ゚る あ

ぎリ゚（凧を揚げる）。ぱたう あぎリ゚（旗を揚げ

る）。

あぎリ゚[agiɭ]［動 II類 a型］〔あぎー、あぎん〕（油
で）揚げる。【例】あヴヴぁん あぎリ゚（油に揚

げる）。ぱんびムゆ あぎリ゚（天ぷらを揚げる）。

あぎリ゚ [agiɭ]［動 II類 a型］〔あぎー、あぎん〕吐
く。嘔吐する。

あく [aku]［名］〔あ⸣くまい...〕悪。悪人。悪用。
よこしま。

あく [aku]［名］〔あくま⸣い...〕灰汁。鍋の汁の
灰汁。

あぐ [agu]［名］〔あぐま⸣い...〕あご。おとがい。
下あご。【類】「うとぅがイ゚」。

あぐ [agu]［名］〔あ⸣ぐまい...〕吾子。同級生。同
年輩。友人。同窓。朋友。連れ。半呂。仲間。同

士。

あぐーい [aguːi]［感］何度言っても理解しない人
に発する。【例】あぐーい まーんめーた（どう

したか、ものわかりの悪いことよ）。

あぐが ぱな [aguga pana]［連語］級友の頂点。優
れ者。クラスで成績の良い子。

あくずん [akudzɿn]［名］〔あくず⸣んまい...〕悪
人。悪い心持ち。【類】「あくにん」。

あぐでーな [agudeːna]［連語］友人同士。友だち
だけで。【同】「あぐでーん」。

あぐでーん [agudeːn]［連語］友人同士。友だち
だけで。【同】「あぐでーな」。

あくビ [akubɿ]［名］〔あく⸣ビまい...〕悪日。暦に
よる「凶」とされる日。

あぐピぎ [agupɿgi]［名］〔あぐピ⸣ぎまい...〕あご
ひげ。【例】にのみやきんじろーんや あぐピげ

ー ねーん（二宮金次郎にはあごひげはない）。

あくまがま [akumagama]［名］〔あくまが⸣まま
い...〕生れて間もなくして死ぬ子のこと。

あくゆく [akujuku]［名］〔あくゆ⸣くまい...〕悪
欲。欲張り。

あくらす [akurasɿ]［動 I 類 a 型］〔あくらしー、
あくらしゃん〕騒がせる。我がままにさせる。

悪く育てる。放任しながら育てる。親の指導不
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あしゃきず

足。

あくりリ゚ [akuriɭ]［動 II類 a型］〔あくりー、あ
くりん〕騒ぐ。あらくれる。我がままに振舞う。

育ちが悪い。

あけーず [akeːdzɿ]［名］［昆虫］〔あけー⸣ずまい...〕
とんぼの総称。赤とんぼ。ぎんやんま。古語の

「あきず」と同じ。

あけおだ [akeoda]［名］〔あけお⸣だまい...〕商人
（あきんど）。仲買人。行商人。

あこーぎー [akoːgiː]［名］［植］〔あこーぎーま
い...〕あこう木。

あこーでぃぬムー [akoːdinumm]［名］〔あこーで
ぃぬム⸣ーまい...〕掘り残った芋。ほお被りし
た女性が他人のいも畑の「ふしゃぬムー」を拾

っていた。【類】「ふしゃぬムー」。

あこーめーしゅー [akoːmeːɕuː]［名］〔あこーめー
しゅーまい...〕人名。人頭税を直訴した人。村
史参照。

あざ [adza]［名］〔あざまい...〕字。地域。地区。
仲筋字。塩川字。水納字。

あし [aɕi]［名］〔あしまい...〕汗。【例】あしかキ゚
（汗をかく）。あしう ぬぐー（汗を拭く）。

あしー [aɕiː]［名］〔あし⸣ーまい...〕朝餉。朝食。
【例】あしーゆ ふぇーすかきる（朝ご飯を食べ

て働きなさい）。【類】「あしゃむぬ」。

あしー [aɕiː]［接続］だから。【例】あしー すな

（だからするな）。【類】「あんしゃりー」。

あしーずぶん [aɕiːdzɿbun]［名］〔あし⸣ーずぶん
まい...〕朝食時間。

あしだく [aɕidaku]［名］〔あしだく⸣ーまい...〕汗
だく。汗びっしょり。

あしだら [aɕidara]［名］〔あしだ⸣らまい...〕汗ま
みれな人。【同】「あしだれ」。

あしだリ゚ [aɕidaɭ]［名］〔あしだ⸣リ゚まい...〕汗だ
れ。汗だく。

あしだり [aɕidari]［名］〔あしだ⸣りまい...〕汗で
ぬれる。汗で汚れる。【例】キ゚んや あしだり

（衣服は汗で汚れた）。

あしだれ [aɕidare]［名］〔あしだ⸣れまい...〕汗ま
みれな人。【同】「あしだら」。

あしぬ ぱリ゚ [aɕinu paɭ]［連語］汗が出る。【例】

あしぬ ぱリ゚け ぱり（汗が出るまで走れ）。

あしば [aɕiba]［接続］だから。そうだから。【例】
あしば ならーしゃなー（そうだから教えてあ

げよう）。【類】「あんしゃりー」。

あしばどぅ [aɕibadu]［接続］だからどうしたの
か。【例】あしばどぅ キ゚キ゚ぶっしゃーリ゚（だか

らどういうことか聞きたい）。

あしふしゃり [aɕifuɕari]［名］〔あしふしゃ⸣りま
い...〕汗くさい。【例】あしふしゃりふく（汗の
においのする洋服）。

あじみ [adʑimi]［名］〔あじ⸣みまい...〕味見。試
しに少し口にして味を調べる。味の具合。味き

き。

あしみず [aɕimidzɿ]［名］〔あしみ⸣ずまい...〕汗
水。汗を流して働くことに例える。沖縄⺠謡の

「汗水節」のこと。

あしム [aɕim]［名］〔あしムまい...〕あせも。ひ
どく汗をかいたときに出来る湿疹。子どもに多

い。

あしゃ [aɕa]［名］〔あ⸣しゃまい...〕父。父親。
あじゃ [adʑa]［名］〔あ⸣じゃまい...〕兄。兄弟の
上の人。先輩の男に言う。

あしゃーあしゃ [aɕaːaɕa]［重複］とても浅い。浅
いことを強調する。

あしゃーら [aɕaːra]［名］〔あしゃーらまい...〕浅
い所。浅瀬。【例】あしゃーらん ういぎ（浅い

所に泳ぎなさい）。

あしゃかぎしゃーリ゚ [aɕakagiɕaːɭ]［形］〔あしゃ
かぎしゃまい...〕早朝である。朝の涼しい時で
ある。【例】あしゃかぎぬ ふしゃかリ゚（早朝の

草刈）。あしゃかぎしゃーリ゚け ふしゃかリ゚が

いキ゚（早朝のうちに草を刈りに行く）。

あじゃがま [adʑagama]［名］〔あじゃが⸣ままい...〕
末兄。季兄。兄弟の末の兄への愛称。

あしゃかんがい [aɕakangai]［名］〔あしゃかんが
⸣いまい...〕未熟な考え。浅はか。思慮の足りな
い様。浅薄な考え。

あしゃぎ [aɕagi]［名］〔あしゃ⸣ぎまい...〕同じ家
敷内に建てた離れ。次男以下の家族が住む。

あしゃきず [aɕakidzɿ]［名］〔あしゃき⸣ずまい...〕
浅い傷。軽傷。
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あしゃし

あしゃし [aɕaɕi]［名］〔あしゃ⸣しまい...〕浅瀬。
遠浅。【例】ふにう あしゃしん ぬーし（船を

浅瀬に乗せ上げた）。

あしゃしゃーリ゚[aɕaɕaːɭ]［形］〔あしゃしゃまい...〕
浅い。水深が浅い。思考が浅い。月日が充分経

っていない。

あしゃしゅ [aɕaɕu]［名］〔あしゃ⸣しゅまい...〕朝
の潮。朝の漁。

あしゃつヴ [aɕatsɿv]［名］〔あしゃつ⸣ヴまい...〕
朝露。朝降りる霧。【例】ふしゃぬ あしゃつヴ

ん ムにリ゚（草が朝霧にぬれる）。

あしゃどぅり [aɕaduri]［名］〔あしゃどぅ⸣りま
い...〕朝凪。朝の風の止むこと。陸と海の気圧
配置によって起きる現象。

あしゃに [aɕani]［名］〔あしゃ⸣にまい...〕朝寝。
朝遅くまで寝ていること。

あしゃにがら [aɕanigara]［名］〔あしゃにが⸣らま
い...〕早起き者。元気者。働き者。

あしゃぶん [aɕabun]［名］〔あしゃぶ⸣んまい...〕
朝の料理。

あしゃむぬ [aɕamunu]［名］〔あしゃむ⸣ぬまい...〕
朝食。朝餉。【例】あしゃむのー ピとぅいぬ

つから（朝食はその日のエネルギーだ）。【類】

「あしー」。

あしゃムま [aɕamma]［名］〔あ⸣しゃムま⸢まい...〕
父⺟。両親。父と⺟。

あしゃやき [aɕajaki]［名］〔あしゃや⸣きまい...〕
朝焼け。日の出のとき東の空が赤く見えるこ

と。【類】「すとぅむてぃやき」。

あしゃリ゚ [aɕaɭ]［名］〔あしゃ⸣リ゚まい...〕貝の総
称。

あしゃリ゚ [aɕaɭ]［名］〔あしゃ⸣リ゚まい...〕潮干狩。
農閑期の楽しい一時を潮干狩で過ごす。

あしゃリ゚ [aɕaɭ]［動 I類 c型］〔あしゃりー、あ
しゃらん〕探る。食べ物を求めて歩く。探し廻

る。【例】なびう あしゃリ゚（鍋の中を探る）。

あじゃんキ゚ [adʑankɿ]［動 I類 a型］〔あじゃんき
ー、あじゃんかん〕なだめる。あやす。機嫌を

取る。

あしゅが [aɕuga]［接続］しかし。けれども。そ
うだが。そうであっても。【例】あしゅが うぬ

かんがいや だみどー（しかし、その考えはよ

くないよ）。

あしゅがどぅ [aɕugadu]［連語］それでも。しか
し。ところが。

あしゅがどぅらー [aɕugaduraː]［連語］しかしね。
あしゅがまい [aɕugamai]［連語］そうであって
も。【例】あしゅがまい わーり（そうであって

も来て下さい）。

あしゅがらー [aɕugaraː]［連語］しかしね。
あしリ゚ [aɕiɭ]［動 II類 a型］〔あしー、あしん〕焦
る。いらだつ。【例】あしリ゚な（焦るな）。キ゚む

ぬ あしリ゚（気が焦る）。

あす [asɿ]［接尾］〜させる。動詞の他動詞形や使
役形を派生させる。【例】かーす（買わせる）。

あらーす（洗わせる）。かかす（書かせる）。

あす [asɿ]［名］〔あすま⸣い...〕足。足元。手網を
踏んでいる馬に〈あす〉と言うと足をあげるほ

ど飼い主と心が通い合った。

あず [adzɿ]［名］〔あ⸣ずまい...〕按司。首⻑。大
将。琉球王朝時代の高位の位階名。

あず [adzɿ]［名］〔あ⸣ずまい...〕味。舌でとらえ
る味覚。味わい。

あずーあず [adzɿːadzɿ]［重複］とてもおいしい。
おいしいことを強調する。

あすェー ピさん [asɘː pɿsan]［連語］足は拾わな
い。女踊りの摺り足のこと。足の裏で畳を摺る

ように歩くこと。

あずかぎん [adzɿkagin]［名］〔あずかぎ⸣んまい...〕
味加減。

あずかリ゚ [adzɿkaɭ]［名］［貝］〔あずかリ゚ま⸣い...〕
しゃこがいの一種。海底の砂を移動する種類。

【類】「しゃんしゅふ」。

あずかリ゚[adzɿkaɭ]［動 I類 c型］〔あずかりー、あ
ずからん〕預かる。【例】じんゆ あずかリ゚（金

を預かる）。っふぁう あずかリ゚（子を預かる）。

あずかリ゚ぐー [adzɿkaɭguː]［名］［貝］〔あずかリ゚
ぐ⸣ーまい...〕しゃこ貝の殻。

あずかリ゚でぃまー [adzɿkaɭdimaː]［名］〔あずかリ゚
でぃま⸣ーまい...〕預かり賃。手間賃。子を預か
る場合は賃金はない。

あずかリ゚むぬ [adzɿkaɭmunu]［名］〔あずかリ゚む⸣
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ぬまい...〕預かり物。預かった物。
あずきリ゚ [adzɿkiɭ]［動 II類 c型］〔あずきー、あ
ずきん〕預ける。【例】じんゆ あずきリ゚（預金

する）。っふぁう あずきリ゚（子を預ける）。

あずくず [adzɿkudzɿ]［名］〔あずく⸣ずまい...〕味。
【例】あずくずまい ねーん（味もない。まずす

ぎる）。

あすだ [asɿda]［名］〔あす⸣だまい...〕下駄。【例】
たかあすだ（高下駄・差し下駄）。あすだう ム

ー（下駄を履く）。

あずつき [adzɿtsɿki]［名］〔あずつ⸣きまい...〕味
つけ。【例】まねーん あず つきる（しっかり

味を整えよ）。

あすとぅ [asɿtu]［名］〔あす⸣とぅまい...〕あさっ
て。明後日。

あすとぅが しぇーか [asɿtuga ɕeːka]［名］〔あす
とぅ⸣がしぇーかん⸢まい...〕明後日の明け方。

あすとぅが すとぅむてぃ [asɿtuga sɿtumuti]［名］
〔あすとぅ⸣がすとぅむてぃん⸢まい...〕明後日の
朝。

あすとぅが ピーま [asɿtuga pɿːma]［名］〔あすと
ぅ⸣がピーまんまい...〕明後日の午後。

あすとぅが ゆー [asɿtuga juː]［名］〔あすとぅ⸣が
ゆーん⸢まい...〕明後日の夜。

あすとぅが ゆしゃらび [asɿtuga juɕarabi]［名］
〔あすとぅ⸣がゆしゃらびん⸢まい...〕明後日の夕
方。

あすとぅが ゆなか [asɿtuga junaka]［名］〔あす
とぅ⸣がゆなかまい...。あすとぅ⸣がゆなかん⸢ま
い...〕明後日の夜中。

あすとぅが ゆねーん [asɿtuga juneːn]［名］〔あ
すとぅ⸣がゆねーんー⸢まい...〕明後日の夜。

あすばす [asɿbasɿ]［動 I類 a型］〔あすばしー、あ
すばしゃん〕遊ばせる。【例】ヴヴぁが やーん

あすばし（君の家に遊ばせ）。

あすビ [asɿbɿ]［動 I類 a型］〔あすびー、あすば
ん〕遊ぶ。【例】きうや あすばまん（今日は遊

ばない）。あすビな（遊ぶな）。かリ゚とー あす

ビな（彼とは遊ぶな）。あすビかちぇーん しる

（遊びながらしなさい）。やらべー あすビぐま

た（子どもは遊ぶべきだ）。

あすビあぐ [asɿbɿagu]［名］〔あすビあ⸣ぐまい...〕
遊び友だち。親しい友だち。【類】「あすビどぅ

す」。

あすビぐとぅ [asɿbɿgutu]［名］〔あすビぐとぅま
い...〕趣味。【同】「あすビすぐとぅ」。

あすビじゃー [asɿbɿdʑaː]［名］〔あすビじゃ⸣ーま
い...〕遊ぶ所。場所。四辻。広場。「じゃー」は
座。

あすビじん [asɿbɿdʑin]［名］〔あすビじ⸣んまい...〕
遊ぶためのお金。遊興費。

あすビすかま [asɿbɿsɿkama]［名］〔あすビすか⸣ま
まい...〕軽い仕事。簡単な仕事。【類】「あすビ
わじゃ」。

あすビすぐとぅ [asɿbɿsɿgutu]［名］〔あすビすぐ
とぅまい...〕遊び仕事。趣味。【同】「あすビぐ
とぅ」。

あすビだう [asɿbɿdau]［名］〔あすビだうまい...〕
遊び用の道具。おもちゃ。【同】「あすビどー」。

あすビどぅす [asɿbɿdusɿ]［名］〔あすビどぅすま
い...〕遊び友だち。【類】「あすビあぐ」。

あすビどー [asɿbɿdoː]［名］〔あすビど⸣ーまい...〕
遊び用の道具。おもちゃ。【同】「あすビだう」。

あすビばんず [asɿbɿbandzɿ]［名］〔あすビばんず
まい...〕遊び興じる年頃。【例】なまどぅ あす

ビばんず（今、遊び盛りの年頃だ）。

あすビふし [asɿbɿfuɕi]［名］〔あすビふ⸣しまい...〕
遊ぶくせ。なまけぐせ。

あすビぶり [asɿbɿburi]［名］〔あすビぶりまい...〕
遊びに夢中になること。遊びにふけること。

あすビわじゃ [asɿbɿʋadʑa]［名］〔あすビわ⸣じゃ
まい...〕軽い仕事。簡単な仕事。【類】「あすビ
すかま」。

あずまーあずま [adzɿmaːadzɿma]［重複］とても
甘い味。甘い味を強調する。

あずまかだ [adzɿmakada]［名］〔あずまか⸣だま
い...〕製糖工場のにおい。【例】しゃたぬ あず

まかだ（砂糖の甘いにおい）。

あずましゃ [adzɿmaɕa]［名］〔あずま⸣しゃまい...〕
甘さ。味の甘さ。

あずましゃーリ゚ [adzɿmaɕaːɭ]［形］〔あずま⸣しゃ
まい...〕甘い。甘さ。甘い味。【例】あずましゃ
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ぬ（とても甘い。甘いなあ）。ふぬーぬ あずま

しゃぬ（みかんの甘いことよ）。あずましゃん

ならん（甘くてたまらない。とてもおいしい）。

あずまあず（甘い味）。【類】「あましゃーリ゚」。

あずまむぬ [adzɿmamunu]［名］〔あずまむ⸣ぬま
い...〕甘い食べもの。

あずみ [adzɿmi]［名］〔あず⸣みまい...〕味見。味
を確かめる。

あた [ata]［接頭］とっぴに。急。【例】あたてぃ
ー うむイ゚でぃー（急に思い出した）。

あた [ata]［名］〔あたま⸣い...〕明日。あした。【例】
あたがみ（明日まで）。あたがみ いだすぐまた

（明日までの提出物だ）。あたてぃー（明日だそ

うだよ）。うぐなーリ゚ら あたてぃー（集会は明

日だそうだ）。あたまい くだ（明日も来なさ

い）。

あだ [ada]［名］〔あ⸣だまい...〕仇。恨みをもっ
ている相手。

あだ [ada]［名］〔あだま⸣い...〕痣・皮ふにできる
斑紋。ほくろ。【例】みぱなぬ あだ（顔の痣）。

あたあすとぅ [ataasɿtu]［名］〔あたあす⸣とぅま
い...〕明日か明後日。

あたーま [ataːma]［副］短かい時間のこと。しば
らく。少しの間。ちょっと。【例】あたーま か

しーう しる（ちょっと手伝ってくれ）。

あたーまがま [ataːmagama]［副］とても短かい
時間。【例】あたーまがま まてぃ（ちょっとだ

け待て）。

あたい [atai]［名］それぐらいのこと。それほど
のこと。【例】うぬ あたい（それくらい）。

あたうどぅるキ゚ [ataudurukɿ]［動 I 類］〔あたう
どぅるきー、あたうどぅるかん〕〔あたうどぅ

るキ゚まい...〕急におどろく。突然の出来事にお
どろく。

あたが しぇーか [ataga ɕeːka]［名］〔あた⸣がし
ぇーかん⸢まい...〕明日の明け方。明日の早朝。

あたが すとぅむてぃ [ataga sɿtumuti]［名］〔あ
た⸣がすとぅむてぃ⸢まい...〕明日の朝。

あたが ピーま [ataga pɿːma]［名］〔あた⸣がピー
ままい...〕明日の午後。

あたが ゆー [ataga juː]［名］〔あた⸣がゆー⸢ま

い...〕明日の夜。
あたが ゆしゃらび [ataga juɕarabi]［名］〔あた⸣
がゆしゃらび⸢まい...〕明日の夕方。

あたが ゆなか [ataga junaka]［名］〔あた⸣がゆな
かん⸢まい...〕明日の夜中。

あたが ゆねーん [ataga juneːn]［名］〔あた⸣がゆ
ねーん⸢まい...〕明日の夜。

あたかー [atakaː]［接続］そうしたならば。そん
なら。それでは。【例】あたかーま ねーんてぃ

ー とぅみる（そんならしっかり探しなさい）。

【同】「あてぃかー」。

あたかー [atakaː]［連語］あるならば。【例】じん
ぬ あたかー（お金があれば）。【同】「あたから

ー」。「あてぃかー」。「あてぃからー」。

あたからー [atakaraː]［連語］あるならば。【例】
じんぬ あたからー（お金があれば）。【同】「あ

たかー」。「あてぃかー」。「あてぃからー」。

あたすとぅむてぃ [atasɿtumuti]［名］〔あたすと
ぅむ⸣てぃまい...〕明日の朝。

あたずん [atadzɿn]［名］〔あたずんまい...〕急死。
あただます [atadamasɿ]［副］突然。とっぴに。
【例】あただますん あびらいー（とっぴに呼ば

れた）。

あたてぃー [atatiː]［副］急に。突然。不意に。【例】
あたてぃー たうりー（急に倒れた）。

あだなー [adanaː]［名］渾名。本名以外の名前。
あたなぎ [atanagi]［名］〔あたな⸣ぎまい...〕明日
あたり。明日頃。【例】あめー あたなぎ（雨は

明日頃だ）。

あだなす [adanasɿ]［名］［植］〔あだな⸣すまい...〕
あだんの気根。あだん木を支える脚。〈あだん〉

と〈あす〉の複合語。

あだなすあうだ [adanasɿauda]［名］〔あだな⸣すあ
うだまい...〕あだなすで作ったもっこのこと。

あだなすしゃば [adanasɿɕaba]［名］〔あだな⸣すし
ゃばまい...〕あだなすで作ったぞうりのこと。

あだなすんな [adanasɿnna]［名］〔あだな⸣すんな
まい...〕あだなすで作った縄のこと。

あたばかーリ゚ [atabakaːɭ]［副］少しの間。しばら
く。ちょっとの間。【同】「あたばかリ゚」。

あたばかリ゚ [atabakaɭ]［副］少しの間。しばらく。
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ちょっとの間。【例】あたばかリ゚ まてぃ（しば

らく待て）。【同】「あたばかーリ゚」。

あたばかリ゚ [atabakaɭ]［副］明日頃。【例】あたば
かリ゚ なすどぅす（明日頃生れるよ）。

あたらか [ataraka]［名］〔あたら⸣かまい...〕もっ
たいないこと。惜しいこと。【例】あたらかぬ

じん（もったいないお金）。

あたらかしゃーリ゚ [atarakaɕaːɭ]［形］〔あたらか⸣
しゃまい...〕大切。もったいない。

あたらかぬ むぬ [atarakanu munu]［名］〔あた
らか⸣ぬむぬ⸢まい...〕大切な物。もったいない
物。

あたらかむぬ [atarakamunu]［名］〔あたらかむぬ
まい...〕大切な物。もったいない物。【類】「あ
たらかぬむぬ」。

あたらしゃーリ゚ [ataraɕaːɭ]［形］〔あたら⸣しゃま
い...〕新しい。【例】あたらすしゃば（新しいぞ
うり）。あたらすしんしー（新しい先生）。

あたらす [atarasɿ]［動 I類 a型］〔あたらしー、あ
たらしゃん〕当たらせる。【例】まとぅん あた

らす（的に当たらせる）。

あたらすむぬ [atarasɿmunu]［名］〔あたらすむ⸣
ぬまい...〕新品。初物。

あたらん [ataran]［連語］まちがい。不正解。【例】
くたいや あたらん（答えは不正解）。

あたリ゚ [ataɭ]［名］〔あた⸣リ゚まい...〕屋敷内にあ
る菜園のこと。

あたリ゚ [ataɭ]［動 I類 a型］〔あたりー、あたらん〕
当たる。的に当たる。くじに当たる。【例】ま

とぅん あたりー（的に当った）。ふずんや あ

たリ゚どぅす（くじには当るよ）。ふずん あたり

ー（くじに当った）。ふずェー あたらん（くじ

に当らない）。

あたリ゚ [ataɭ]［動 I 類 a 型］〔あたりー、あたら
ん〕正解する。【例】くたいや あたりー（答え

は当った）。

あたリ゚ [ataɭ]［動 I 類 a 型］〔あたりー、あたら
ん〕食べ物に中毒する。

あたリ゚ [ataɭ]［動 I 類 a 型］〔あたりー、あたら
ん〕魚が釣り針にくいつく。

あたリ゚ [ataɭ]［連語］だった。であった。そうで

あった。コピュラの過去形。【例】あんしーど

ぅ あたリ゚（そういうことであった）。ムにどぅ

あたリ゚（夢だった）。

あたり [atari]［連語］正解。明解。正答。【例】イ゚
ー くとー あたり（言うことは当っている）。

あたリ゚がふ [ataɭgafu]［副］どんぴしゃり・ぴっ
たり。ちょうどよい。きっちり。

あたリ゚なうリ゚ [ataɭnauɭ]［動 I類 a型］〔あたリ゚な
うりー、あたリ゚なうらん〕運よく直る。運よく

当る。対義語は〈あたリ゚やヴヴィ゚〉。【例】びー

どぅくなん あたリ゚なうりー（よい座席がとれ

た）。【同】「あたリ゚のーリ゚」。

あたリ゚やヴヴィ゚ [ataɭjavvɿ]［動 I類 a型］〔あた
リ゚やヴヴぃー、あたリ゚やヴヴぁん〕運悪くはず

れる。対義語は〈あたリ゚なうリ゚〉。

あたリ゚らーリ゚ [ataɭɭaːɭ]［形］〔あたリ゚⸣らまい...〕
大切。【類】「あたリ゚らしゃーリ゚」。

あたリ゚らしゃーリ゚ [ataɭɭaɕaːɭ]［形］〔あたリ゚ら⸣し
ゃまい...〕大切。【類】「あたリ゚らーリ゚」。

あだん [adan]［名］［植］〔あだ⸣んまい...〕あだ
ん。あだんの木。

あだんぎー [adangiː]［名］［植］〔あだ⸣んぎーま
い...〕あだんの木。たこの木。あだなすやあだ
ん葉を採る。【例】あだんぎーぬ すたん ゆく

ー（あだん木の下に休む）。【類】「んぎ」。

あだんぎーやま [adangiːjama]［名］［植］〔あだ⸣
んぎーやままい...〕あだんの林。

あたんけー [atankeː]［連語］明日にも。明日にで
も。【例】あたんけー くー（明日にでも来なさ

い）。

あだんしゃば [adanɕaba]［名］〔あだ⸣んしゃばま
い...〕あだん木の葉で作ったぞうり。【例】あ
だんしゃばう ムみー がっこーんけー（あだ

ん葉ぞうりを履いて学校へ）。

あだんぬ なリ゚ [adannu naɭ]［名］〔あだん⸣ぬな
リ゚⸢まい...〕あだん木の実（果実）。やしがにの
好物。渋い味がする。

あだんぬ ぱー [adannu paː]［名］〔あだん⸣ぬぱ
ー⸢まい...〕あだん木の葉。〈まだに〉（風車）、
むしろなどを作る。枯れ葉はたきものとして最

適。
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あだんぬ みム [adannu mim]［名］〔あだん⸣ぬみ
ム⸢まい...〕きのこ。

あだんばら [adanbara]［名］〔あだ⸣んばらまい...〕
あだん木の柱。家の柱にする。畑の番小屋に使

用した。

あだんぶら [adanbura]［名］〔あだ⸣んぶらまい...〕
あだん木の枯死したもの。人間の役立たずにも

たとえる。

あだんや ならん [adan.ja naran]［連語］仇には
ならない。

あだんやぬ あず [adan.janu adzɿ]［名］〔あだん
や⸣ぬあず⸢まい...〕多良間⺠謡。住宅建築の歌。
村史参照。

あだんやま [adan.jama]［名］〔あだ⸣んやままい...〕
あだん木の茂っている所。あだん木の木陰はい

こいの場であった。【類】「んぎやま」。

あっ [aʔ]［擬］おどろく様。息をのむ様。
あつーあつ [atsɿːatsɿ]［重複］熱いことを強調す
る。蒸したばかりのいもの熱いこと。

あっく [akku]［名］〔あっ⸣くまい...〕悪口。悪口
を言うこと。

あっじゃ [addʑa]［名］〔あっじゃま⸣い...〕畔。畑
の脇の溝。道端。側溝。

あっじゃぎ [addʑagi]［名］〔あっじゃぎまい...〕
畑の側溝を耕すこと。

あっちゃ [attɕa]［名］〔あっ⸣ちゃまい...〕暑いこ
と。気温の高いこと。日光の強いこと。

あっちゃ [attɕa]［名］〔あっ⸣ちゃまい...〕熱いこ
と。湯の温度の高いこと。

あつちゃー [atsɿtɕaː]［名］〔あつちゃーまい...。あ
つちゃ⸣ーまい...〕熱いお茶。湯加減のまずい
お茶。【例】あつちゃーん ふつう ゆでぃらい

リ゚（熱いお茶にくちびるをゆでられる）。

あっちゃーリ゚[attɕaːɭ]［形］〔あっ⸣ちゃまい...〕厚
い。厚紙。

あっちゃーリ゚[attɕaːɭ]［形］〔あっ⸣ちゃまい...〕熱
い。暑い。【例】あっちゃぬ（熱いなあ・暑い

なあ）。ちゃーぬ あっちゃぬ（お茶の熱いこと

よ）。あっちゃん ならん（熱くてたまらない）。

くぬ ちゃーや あっちゃーリ゚（このお茶は熱

い）。ピーてぃリ゚ら あっちゃーリ゚（日照りの

場所は暑い）。かでー ねーんにー あっちゃぬ

（風がないから暑いよ）。

あっちゃいむぬ [attɕaimunu]［名］〔あっちゃい
む⸣ぬまい...〕託するもの。託される物品。

あっちゃいリ゚ [attɕaiɭ]［動 II類 c型］〔あっちゃ
いー、あっちゃいん〕あつらえる。注文して作

ること。【例】ふくー あっちゃいリ゚（洋服を注

文して仕立てる）。

あっちゃいリ゚ [attɕaiɭ]［動 II類 c型］〔あっちゃ
いー、あっちゃいん〕託する。出港する船の船

員に物品を託す。

あっちゃす [attɕasɿ]［動 I類 c型］〔あっちゃし
ー、あっちゃしゃん〕温める。食べものを火で

ぬくめる。【例】あっちゃしー くー（温めて来

なさい）。するー あっちゃす（汁を温める）。

あっちゃむいむぬ [attɕamuimunu]［名］〔あっ⸣
ちゃむいむぬまい...〕暑さに弱い人。【類】「あ
っちゃむや」。

あっちゃむや [attɕamuja]［名］〔あっ⸣ちゃむや⸢
まい...〕暑さに弱い人。【類】「あっちゃむいむ
ぬ」。

あつどぅくま [atsɿdukuma]［名］〔あつどぅくま
まい...〕暑い所。日なた。

あっふぃだき [affidaki]［名］〔あっふぃだ⸣きま
い...〕弾力性がなくなった竹。固くなった竹。

あっふぃリ゚[affiɭ]［動 II類 c型］〔あっふぃー、あ
っふぃん〕（竹が）弾力性がなくなる。固くな

る。

あつぷみキ゚ [atsɿpumikɿ]［動 I類 c型］〔あつぶみ
きー、あつぶみかん〕無風の状態で暑い。【類】

「かがま」。

あつまリ゚[atsɿmaɭ]［動 I類 c型］〔あつまりー、あ
つまらん〕集まる。集会。集う。【例】あつまリ゚

が（集会に行く）。

あつみず [atsɿmidzɿ]［名］〔あつみずまい...〕熱
い水。お湯。【例】あつみずう ぬみ（お湯を飲

みなさい）。

あつみリ゚ [atsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔あつみー、あ
つみん〕集める。【例】にんじゅー あつみリ゚

（人々を集める）。

あつむぬ [atsɿmunu]［名］〔あつむぬまい...〕厚
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物。厚い着物。厚紙。

あつむぬ [atsɿmunu]［名］〔あつむぬまい...〕熱
いもの。熱い食べ物。【例】くれー あつむぬし

ゃいく（これは熱い食べものですなあ）。

あつゆー [atsɿjuː]［名］〔あつゆーまい...〕熱湯。
やけどするほどのお湯。

あてぃ [ati]［名］〔あてぃまい...〕当て。目当て。
目標。頼り。【例】あてぃん すな（当てにする

な）。

あてぃ [ati]［副］とても。あまり。【例】あてぃ
ぷからす（とてもうれしい）。

あてぃかー [atikaː]［接続］そんなら。それなら
ば。それでは。【例】あてぃかー しー みーだ

（そんならやってみよ）。【同】「あたかー」。

あてぃかー [atikaː]［連語］あるならば。【例】じ
んぬ あてぃかー（お金があれば）。【同】「あた

かー」。「あたからー」。「あてぃからー」。

あてぃからー [atikaraː]［連語］あるならば。【例】
じんぬ あてぃからー（お金があれば）。【同】

「あたかー」。「あたからー」。「あてぃかー」。

あでぃく [adiku]［名］［魚］〔あでぃ⸣くまい...〕
蛸の巣のこと。巣穴。【同】「あでぃふ」。

あてぃくとぅ [atikutu]［副］あまり。あんまり。
【例】あてぃくとぅ ふーな（あまり食べるな）。

あてぃすー [atisɿː]［名］〔あてぃすーまい...〕充
分知ること。

あてぃずーしゃーリ゚ [atidzɿːɕaːɭ]［形］〔あてぃず
ーしゃまい...〕知り尽くしていること。知らな
いふりをしていること。

あてぃどぅ [atidu]［副］とても。【例】あてぃど
ぅ ふぇー ぶリ゚（あまりにも食べている）。

あでぃとぅリ゚[adituɭ]［名］〔あでぃとぅ⸣リ゚まい...〕
あやとり遊び。

あてぃなくとぅ [atinakutu]［副］あまりにもひど
いこと。度が過ぎること。【例】ヴヴぁー あて

ぃなくとぅ（君はひどすぎる）。

あてぃはまリ゚ [atihamaɭ]［動 I類 c型］〔あてぃ
はまりー、あてぃはまらん〕当てはまる。ちょ

うどよい⻑さ・大きさ・太さ。

あでぃまー [adimaː]［名］〔あでぃま⸣ーまい...〕
石臼を乗せる十字の木材。木材を十字に組んだ

もの。

あでぃまー [adimaː]［名］〔あでぃま⸣ーまい...〕
たすき。十字の形のもの。和服の袖を十字にか

ける。

あでぃまー [adimaː]［名］［魚］〔あでぃま⸣ーま
い...〕ひとで。

あてぃリ゚ [atiɭ]［動 II類 a型］〔あてぃー、あて
ぃん〕なぐる。弱者を強者が思い切って殴る。

あてぃリ゚ [atiɭ]［動 II類 a型］〔あてぃー、あてぃ
ん〕当てる。的に当てる。答えを当てる。【例】

くたいゆ あてぃリ゚（答えを当てる）。

あでぃリ゚ [adiɭ]［動 II類 c型］〔あでぃー、あで
ぃん〕紐や縄を十字にかける。たすきをかける。

【例】んなーう あでぃリ゚（縄を十字にかける）。

あてぃんキ゚ [atinkɿ]［動 I 類 a 型］〔あてぃんき
ー、あてぃんかん〕やっつける。【例】すまう

とぅりー あてぃんキ゚（相撲でやっつける）。

あてぃんキ゚ [atinkɿ]［動 I類］〔あてぃんきー、あ
てぃんかん〕腹いっぱい食べる。【例】ばたム

つけ あてぃんキ゚（腹いっぱい食べる）。

あてー ねーん [ateː neːn]［連語］当てがない。目
標がない。

あてー ねーん [ateː neːn]［連語］突然の出来ご
と。とっぴなこと。【例】あてー ねーん まる

びー（突然転んだ）。

あとぅ [atu]［名］〔あとぅ⸣んまい...〕後。後方。
【例】あとー まかしー うき（後はまかしてお

け）。あとぅんや ピとー ぶらーん（後には人

はいない）。ピとぅぬ あとぅん なリ゚な（人の

後になるな）。

あとぅ [atu]［名］〔あ⸣とぅまい...〕跡。痕跡。足
跡。傷痕。弾痕。【例】いなぬ ぱギあとぅ（犬

の足跡）。

あどぅ [adu]［名］〔あ⸣どぅまい...〕かかと。き
びす。【類】「あどぅばリ゚」。

あとぅうい [atuui]［名］〔あ⸣とぅういまい...〕後
植え。おくれて植えること。時期おくれの作

物。

あとぅうす [atuusɿ]［名］〔あ⸣とぅうすまい...〕後
押し。後援。援助。【例】かーむぬんけー あと

ぅうす（貧困の人に後押しする）。
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あとぅうや [atuuja]［名］〔あ⸣とぅうやまい...〕後
父。継父。義父。⺟の再婚によって父となる人。

あとぅがイ゚ [atugaɿ]［名］〔あとぅが⸣イ゚まい...〕下
あご。あご。

あとぅかた [atukata]［名］〔あ⸣とぅかたまい...〕
跡形。後に残る形。しるし。【例】しゅーぬー

リ゚ぬ あとぅかた（津波の跡形）。

あとぅかたずき [atukatadzɿki]［名］〔あとぅかた
ず⸣きまい...〕後片づけ。後の整理。立つ鳥跡を
にごさず。

あとぅがみ [atugami]［連語］後まで。最後まで。
【例】あとぅがみ ぬくりー（最後まで残った）。

あとぅから [atukara]［連語］後から。後ほど。【例】
あとぅから っさいずー（後ほど申し上げま

す）。

あどぅぐる [aduguru]［名］〔あどぅぐ⸣るまい...〕
かかとで踏みつけることの強いしつけ。そのた

とえ。

あとぅぐんキ゚ [atugunkɿ]［名］〔あ⸣とぅぐんキ゚ま
い...〕後根気。体力の続き具合。精神力。最後
までものを成し遂げる精神力。

あとぅしゅ [atuɕu]［名］〔あとぅ⸣しゅまい...〕後
潮。夕方の潮。

あとぅだま [atudama]［名］〔あ⸣とぅだままい...〕
分け前を後にもらうこと。

あとぅだまどぅ うーだま [atudamadu uːdama]
［諺］分け前は後からの方が大きな徳がある。

あとぅつギ [atutsɿgɿ]［動 I 類］〔あとぅつぎー、
あとぅつがん〕〔あ⸣とぅつギまい...〕後継ぎ。
【例】しぇーふー あとぅつギ（大工を後継ぎす

る）。

あとぅとぅず [atutudzɿ]［名］〔あとぅとぅ⸣ずま
い...〕後妻。後添い。

あとぅどぅみ [atudumi]［名］〔あとぅどぅ⸣みま
い...〕後妻。後添い。

あとぅとぅリ゚[atutuɭ]［名］〔あ⸣とぅとぅリ゚まい...〕
後取り。後継者。

あとぅとぅれ [atuture]［名］〔あ⸣とぅとぅれ⸢ま
い...〕後取り。後継者。

あとぅぬ ゆー [atunu juː]［名］〔あとぅ⸣ぬゆー⸢
まい...〕後世。行く末。

あとぅばらイ゚ [atubaraɿ]［名］〔あ⸣とぅばらイ゚ま
い...〕後払い。賃金や買い物の後払い。

あどぅぱリ゚ [adupaɭ]［名］〔あどぅぱリ゚まい...〕か
かと。きびす。【類】「あどぅ」。

あどぅぱリ゚ぶに [adupaɭbuni]［名］〔あどぅぱリ゚
ぶにまい...〕かかとの骨。

あとぅピすぃリ゚ [atupɿsiɭ]［名］〔あとぅピすぃ⸣リ゚
まい...〕昼過ぎてからの食事。

あどぅふぁーす [adufaːsɿ]［動 I類 c型］〔あどぅ
ふぁーしー、あどぅふぁーしゃん〕かかとで踏

みつける。厳しいしつけのこと。

あとぅまーす [atumaːsɿ]［名］〔あとぅまー⸣すま
い...〕後まわし。順番をおくらせる。

あとぅましゃリ゚ [atumaɕaɭ]［連語］遅れてもいい
からチャンスを待て。【例】あとぅましゃリ゚どぅ

しゅらましゃリ゚（後の徳は前の徳よりよい）。

あとぅみどぅム [atumidum]［名］〔あ⸣とぅみど
ぅムまい...〕後妻。後添え。

あとぅむどぅリ゚ [atumuduɭ]［名］〔あ⸣とぅむどぅ
リ゚まい...〕後戻り。

あとぅムま [atumma]［名］〔あ⸣とぅムままい...〕
継⺟。ままはは。

あとぅん なリ゚ [atun naɭ]［連語］後方になる。後
方に立つ。【例】あとぅん なり（後方に並べ）。

あとぅんけー [atunkeː]［連語］後へ。後ほど。【例】
あとぅんけー ゆっじ（後へ下がれ）。

あとー ねーん [atoː neːn]［連語］あっさりして
いること。寛容である。寛容な人に言う。

あな [ana]［名］〔あなまい...〕穴。防空壕。【例】
ぱリ゚ぬ あな（針の穴）。あなんけー くまり（穴

に入れ）。

あなうみ [anaumi]［名］〔あなう⸣みまい...〕穴埋
め。穴を埋める。補充する。

あなぎな [anagina]［副］そのまま。ただで。無
料で。【例】かまんぐとぅ あなぎな ぬみ（噛

まないでそのまま呑みなさい）。

あなぎな [anagina]［副］手ぶらで。【例】あなぎ
な くー（手ぶらで来なさい）。【同】「あんぎ

な」。

あなぐまリ゚ [anagumaɭ]［名］〔あなぐま⸣リ゚まい...〕
穴籠り。穴にこもること。穴に生活する。外出
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しないこと。世間知らずの人にたとえる。

あなどぅリ゚ [anaduɭ]［動 I類 a型］〔あなどぅり
ー、あなどぅらん〕あなどる。あざける。みく

びる。軽んじる。馬鹿にする。【例】ピとぅー

あなどぅリ゚な（人を軽く見るな）。

あなふつ [anafutsɿ]［名］〔あなふつまい...〕穴口。
穴の入り口。【例】ぺるまぬ あなふつ（すなが

にの穴の入り口）。

あなぶリ゚[anabuɭ]［名］〔あなぶリ゚まい...〕くぼみ。
水たまり。排水を溜めるくぼみ。蚊の発生源。

あなぷリ゚ [anapuɭ]［名］〔あなぷ⸣リ゚まい...〕穴掘
り。穴を掘ること。【例】ヴぇーだぬ あなぷリ゚

（ねずみの穴掘り）。

あなみリ゚ [anamiɭ]［動 II類 c型］〔あなみー、あ
なみん〕ねだる。請求する。欲しがる。【例】じ

んゆあ なみリ゚（お金をねだる）。

あなりー [anariː]［名］奴。野郎。【例】あなりー
ぬ むぬ（この野郎）。

あに [ani]［名］〔あにまい...〕兄。兄弟の年上の
男の人。【類】「あじゃ」。

あに [ani]［名］〔あにまい...〕姉。兄弟の年上の
女の人。【類】「あんが」。

あに [ani]［名］〔あにまい...〕守り姉。【例】あが
むリ゚あに（ぼくを守り育てたお姉さん）。【類】

「むリ゚あに」。

あにー [aniː]［副］そんなに。そのように。その
通りに。【例】あにー イ゚ーな（そのように言う

な）。あにーぬ ぱなす（そのような話だ）。

あにーがみ イ゚ー [aniːgami ɿː]［連語］そんなこ
とまで言う。慎みのない言葉。

あにーてぃーしゃー [aniːtiːɕaː]［連語］その通り
か。聞き返すことば。人のうわさ話を確かめ

る。

あにうっとぅ [aniuttu]［名］〔あにうっとぅま
い...〕兄と弟。姉と妹。兄弟姉妹。

あにしゅじゃ [aniɕudʑa]［名］〔あにしゅじゃま
い...〕⻑男。

あにっすぅ [anissu]［名］〔あにっすぅまい...〕年
上。男女の区別はない。先輩。【例】かれー ヴ

ヴぁゆーリ゚らー あにっすぅどー（彼は君より

年上だぞ）。

あにっすぅっふぁ [anissuffa]［名］〔あにっすぅ
っ⸣ふぁまい...〕年上の兄弟。

あにっすぅびきヴヴぁ [anissubikivva]［名］〔あ
にっすぅびきヴヴぁまい...〕年上の男の兄弟。

あにっすぅみどぅムヴヴぁ [anissumidumvva]
［名］〔あにっすぅみどぅムヴヴぁまい...〕年
上の女性の兄弟。

あにみどぅム [animidum]［名］〔あにみどぅムま
い...〕⻑女。

あにゆみ [anijumi]［名］〔あにゆみまい...〕兄の
妻。兄嫁。

あぬ ゆー [anu juː]［連語］あの世。後世。
あぬ んじゃ [anu ndʑa]［連語］［指］あいつ。
あぬー [anuː]［連語］［代］私を。ぼくを。我を。
一人称の対格の形。【例】あぬー うべー わー

リ゚ムべーム（私を覚えていらっしゃいますか）。

あぬーばー っさんがやう（私をば知らないら

しい）。あぬーまい しゅいる（私をも添えてほ

しい）。【類】「ばぬー」。

あねーら [aneːra]［副］たかが。取るに足りない
こと。【例】あねーら うすかぬ むぬ（たかが

それしかのもの）。

あば [aba]［感］あれ。おどろくこと。【例】あば
くれー ぬーが（あれ、これは何だ）。

あぱ [apa]［名］［魚］〔あ⸣ぱまい...〕おこぜの仲
間。

あはー [ahaː]［感］ああ。なるほど。納得したと
きに発する。【例】あはー っさいった（なるほ

どわかったぞ）。

あばー [abaː]［連語］［代］私は。ぼくは。我は。
一人称の主題形。【例】あばー ぱらまん（私は

走らない）。あばー いかまん（私は行かない）。

あぱーあぱ [apaːapa]［重複］とてもうす味。
あばか [abaka]［名］〔あば⸣かまい...〕船が来る
ことを知らせるために揚げる「くば」の葉。

あばがま [abagama]［名］〔あばが⸣ままい...〕（両
親より若い）おば。

あばキ゚ [abakɿ]［動 I類 c型］〔あばきー、あばか
ん〕疲れる。まいった。【例】あっちゃん あば

きー（暑さにまいった）。

あばしゃ [abaɕa]［名］〔あば⸣しゃまい...〕おし
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あばしゃ

ゃべりの人。でしゃばりの人。自分の低能をさ

らけ出している人。

あばしゃ [abaɕa]［名］［魚］〔あば⸣しゃまい...〕
はりせんぼん。

あぱしゃーリ゚ [apaɕaːɭ]［形］〔あぱ⸣しゃまい...〕
味が薄い。【例】あぱあず（塩のうすいこと）。

あばしゃずる [abaɕadzɿru]［名］〔あば⸣しゃずる
まい...〕はりせんぼんの煮汁。

あぱちきな [apatɕikina]［名］〔あぱちき⸣なまい...〕
おかずのない食事。昔の一汁一菜。【例】ピすぃ

リ゚んや ムーとぅ ムしゅとぅ あぱちきな ふ

ーたリ゚（昼食はいもと味噌だけの食事だった）。

あぱなかす [apanakasɿ]［動 I類 a型］〔あぱなか
しー、あぱなかしゃん〕仰向けにする。寝かせ

る。【例】ぱなつーゆばー あぱなかすどぅす

（鼻血のときは仰向けにする）。

あぱなキ゚ [apanakɿ]［動 I類］〔あぱなきー、あぱ
なかん〕〔あぱなキ゚まい...〕〜やがる。動詞につ
いて、軽蔑・罵声の意味を加える。子どもをし

つけるときにも使う。命令形で使われることが

多い。【例】んなリ゚あぱなき（消えやがれ）。ふ

ーあぱなき（たべやがれ）。

あぱなキ゚ [apanakɿ]［動 I類 a型］〔あぱなきー、
あぱなかん〕仰向けになる。寝る。【例】あぱ

なキ゚ばどぅ ぱなつーや とぅまリ゚（仰向けに

すると鼻血は止まる）。

あぱなキ゚にん [apanakɿnin]［名］〔あぱなキ゚にんま
い...〕仰向けに寝ること。仰臥すること。【例】
あぱなキ゚にんゆ しー いしゃん みーらいリ゚

（仰向けに寝て医者に診られる）。

あぱふつ [apafutsɿ]［名］〔あぱふ⸣つまい...〕う
す味を好む人。

あぱらが [aparaga]［名］〔あぱら⸣がまい...〕美
人。容貌のきれいな人。人間にのみ言う。

あぱらぎあじゃ [aparagiadʑa]［名］〔あぱらぎあ
⸣じゃまい...〕きれいな兄さん。イケメン。ハン
サム。

あぱらぎあんが [aparagianga]［名］〔あぱらぎあ
ん⸣がまい...〕きれいな姉さん。美人。

あぱらぎしゃーリ゚ [aparagiɕaːɭ]［形］〔あぱらぎ⸣
しゃまい...〕きれい。美しい。人間にのみ用い

る。【例】あぱらぎピとぅ（美人）。

あぱらぎっふぁ [aparagiffa]［名］〔あぱらぎっふ
ぁまい...〕眉目のうるわしい子。男児・女児に
言う。

あぱらぎにしゃい [aparaginiɕai]［名］〔あぱらぎ
にしゃいまい...〕きれいな⻘年。容姿が美しい
男性。イケメン。ハンサム。

あぱらぎピとぅ [aparagipɿtu]［名］〔あぱらぎピ
とぅまい...〕きれいな人。容姿のきれいな人。
男女に言う。

あぱらぎみどぅム [aparagimidum]［名］〔あぱら
ぎみどぅ⸣ムまい...〕きれいな女。美人。容姿た
んれいな女。

あぱらぎムまり [aparagimmari]［名］〔あぱらぎ
ムまりまい...〕生まれた時から顔だちのよいこ
と。生れつきの美しい顔だち。

あばらす [abarasɿ]［動 I 類 a 型］〔あばらしー、
あばらしゃん〕荒れさせる。畑が荒れるまで放

っておく。荒れ放題。【例】ぱるー あばらす

（畑を荒れさせる）。

あばらぶに [abarabuni]［名］〔あばらぶ⸣にまい...〕
肋骨。【類】「しゃうきぶに」。「しょーきぶに」。

「やかたぶに」。

あばりずー [abaridzɿː]［名］〔あばりずーまい...〕
荒れた畑。荒れ地。

あばりぬーま [abarinuːma]［名］〔あばりぬーま
まい...〕暴れ馬。人にも言う。

あばりピとぅ [abaripɿtu]［名］〔あばりピとぅま
い...〕暴漢。乱暴者。

あぱりま [aparima]［名］［地］〔あぱり⸣ままい...〕
多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

あばりむぬ [abarimunu]［名］〔あばりむぬまい...〕
暴れ者。乱暴者。暴漢。

あばりやー [abarijaː]［名］〔あばりやーまい...〕
人の住んでいない家。無人の家。荒れた屋敷。

あばりやすキ゚ [abarijasɿkɿ]［名］〔あばりやすキ゚ま
い...〕住人のいない家敷。【例】くぬーれー あ

ばりやすキ゚ぬ ゆー あリ゚（近ごろは人のいな

い屋敷が多い）。

あばりリ゚ [abariɭ]［動 II類 a型］〔あばりー、あ
ばりん〕荒れる。畑が荒れる。【例】ゆっふぁ
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あまいリ゚

ーすむぬぬ ずーや あばりリ゚（なまけ者の畑

は荒れる）。

あばりリ゚ [abariɭ]［動 II類 a型］〔あばりー、あ
ばりん〕暴れる。馬が騒ぎ暴れる。酒座で暴れ

る。【例】ぬーまぬ あばりリ゚（馬が暴れる）。

あびキ゚ [abikɿ]［動 I類 c型］〔あびきー、あびか
ん〕あえぐ。苦しそうに息をする。【例】ぱり

ー キ゚ばどぅ あびきーリ゚（走って来たので喘

いでいる）。

あびリ゚ [abiɭ]［動 I類 c型］〔あびりー、あびらん〕
呼ぶ。呼び寄せる。連絡する。【例】けいろーか

いんや そんちょーゆ まい あびり（敬老会に

は村⻑も呼びなさい）。かるーばー あびリ゚ぐ

また（彼をば呼ぶべきだ）。

あびリ゚べー [abiɭbeː]［名］〔あびリ゚べ⸣ーまい...〕呼
ぶ係。連絡係。

あふ [afu]［名］〔あ⸣ふまい...〕食品。ふくらし粉
の入った食品。

あぶ [abu]［名］［昆虫］〔あぶまい...〕虻。牛馬
や人から血を吸う。

あぶ [abu]［名］〔あぶまい...〕穴。深くくぼんだ
所。洞。【例】あぶんけー ゆばいるムどー（穴

に引き込まれるぞ）。

あふが [afuga]［名］〔あふがまい...〕わがまま。
わがまま育ちの子。【類】「あふがっふぁ」。

あふがしゅだつ [afugaɕudatsɿ]［名］〔あふがしゅ
だ⸣つまい...〕わがままに育つこと。

あふがしゅだてぃ [afugaɕudati]［名］〔あふがし
ゅだ⸣てぃまい...〕わがままに育てること。

あふがっふぁ [afugaffa]［名］〔あふがっ⸣ふぁま
い...〕わがままな子。わがまま育ちの子。【類】
「あふが」。

あふがムまり [afugammari]［名］〔あふがムま⸣り
まい...〕わがままな性格を持つこと。その人。

あぶく [abuku]［名］〔あぶ⸣くまい...〕泡。気泡。
【例】ムちゃがリ゚んや あぶくぬ ゆリ゚（満潮へ

向うと泡がゆれる）。【同】「あーぶく」。

あふた [afuta]［名］〔あふたまい...〕あくた（芥）。
ちり。ごみ。

あぶなしゃーリ゚ [abunaɕaːɭ]［形］〔あぶな⸣しゃま
い...〕危ない。危険。

あぶム [abum]［名］〔あぶ⸣ムまい...〕あぶみ。馬
の鞍の両脇にとりつけて足を踏み掛けるもの。

あふらす [afurasɿ]［動 I類 c型］〔あふらしー、あ
ふらしゃん〕あふれさせる。こぼす。鍋から沸

き出ださせる。【例】なびぬ ふたう あきー あ

ふらすな（鍋のふたを開けてあふれさせるな）。

あふりリ゚ [afuriɭ]［動 II類 c型］〔あふりー、あ
ふりん〕あふれる。鍋から沸き出る。こぼれる。

【例】ぐきん あふりリ゚け みずう イ゚ズぃる（桶

にあふれるまで水を入れなさい）。

あぺー [apeː]［名］〔あぺ⸣ーまい...〕子を産ませ
るための雌の家畜。繁殖用の家畜。主として豚

に言う。

あぺーわー [apeːʋaː]［名］〔あぺ⸣ーわーまい...〕
繁殖用の雌の豚。

あまーあま [amaːama]［重複］甘いことを強調す
る。

あまーらす [amaːrasɿ]［動 I類 c型］〔あまーらし
ー、あまーらしゃん〕子どもをわがままに育て

る。甘やかす。【例】あまらーしー ねーん（あ

まやかしてしまった）。

あまーらす [amaːrasɿ]［動 I類 c型］〔あまーらし
ー、あまーらしゃん〕放牧する。畜舎から外へ

出すこと。【例】ぬーんか あまーらす（原野に

放牧する）。

あまーリ゚ [amaːɭ]［動 I類 c型］〔あまーりー、あ
まーらん〕放たれる。自由の身になる。【例】あ

まーリ゚ぬーま（飼い主から逃げた馬）。

あまーリ゚むぬ [amaːɭmunu]［名］〔あまーリ゚む⸣ぬ
まい...〕身勝手な者。わがままな人。だだをこ
ねる子。

あまいっす [amaissɿ]［動 I類 a型］〔あまいっし
ー、あまいっしゃん〕甘えさせる。

あまいぬー [amainuː]［名］〔あまいぬ⸣ーまい...〕
⻯巻。【類】「いぬー」。「いぬーぬまら」。

あまいリ゚ [amaiɭ]［動 II類 a型］〔あまいー、あ
まいん〕甘える。ねだる。わがまま。だだをこ

ねる。【例】あまいてーん（甘えてばかり）。

あまいリ゚ [amaiɭ]［動 II類 a型］〔あまいー、あ
まいん〕笑う。ほほえむ。【例】ぷからしゃん

あまいー ぶリ゚（うれしさに笑っている）。【類】
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あまがー

「ばるー」。

あまがー [amagaː]［名］〔あ⸣まがーまい...〕天川。
天川部落の水源。洞穴泉。

あまがーとぅムばら [amagaːtumbara]［名］〔あ⸣
まがーとぅムばらまい...〕土原豊見親が牛と格
闘したとされる岩。

あまがーむら [amagaːmura]［名］〔あ⸣まがーむ
らまい...〕土原豊見親の本拠地。

あまがーゆまた [amagaːjumata]［名］〔あ⸣まがー
ゆまたまい...〕人頭税を集積した四辻。

あまがしゃ [amagaɕa]［名］〔あまが⸣しゃまい...〕
雨傘。こうもり傘。【同】「あみがしゃ」。【類】

「らんがしゃ」。

あまかでぃ [amakadi]［名］〔あまか⸣でぃまい...〕
雨降り続き。⻑雨。【例】あまかでぃんや ぷに

ゆくー（⻑雨のときは骨休み）。【同】「あみか

でぃ」。

あまかわ [amakaʋa]［名］〔あまか⸣わまい...〕天
川。天川支部のこと。仲寅。とら支部。

あまぐい [amagui]［名］〔あまぐ⸣いまい...〕雨乞
い。雨乞いの神事。仲筋は「いすムにだー」、塩

川は「たーばたゆまた」で住⺠こぞってクイチ

ャーを舞った。

あまぐいえーぐ [amaguieːgu]［名］〔あまぐ⸣いえ
ーぐまい...〕雨乞い歌。

あまくま [amakuma]［連語］あちらこちら。ど
こもかも。【例】あまくまん すけーりー ぶリ゚

（あちらこちらに散らかっている）。

あまぐり [amaguri]［名］〔あまぐりまい...〕雨雲。
いま降りそうな雲。黒雲。

あましゃ [amaɕa]［名］〔あま⸣しゃまい...〕甘さ。
甘い味。【類】「あずましゃ」。

あましゃーリ゚ [amaɕaːɭ]［形］〔あま⸣しゃまい...〕
甘い。【例】あまみず（さとう水）。しゃたみず

ぬ あましゃん ならん（砂糖水の甘いことよ）。

【類】「あずましゃーリ゚」。

あましゃーリ゚ [amaɕaːɭ]［形］味が薄い。【例】あ
まずる（うす味の汁）。

あましゃーリ゚ [amaɕaːɭ]［形］〔あま⸣しゃまい...〕
網の目があらい。【例】あましゃん ならん（と

ても粗い目のこと）。あまみーあム（目のあら

い網）。

あまじゅ [amadʑu]［名］〔あまじゅまい...〕敷居。
戸の通りを良くするための横木。

あます [amasɿ]［動 I類 c型］〔あましー、あまし
ゃん〕余す。余らせる。【例】ふーあます（食べ

残す）。

あます [amasɿ]［動 I類 c型］〔あましー、あまし
ゃん〕やり切れない。できない。不可能である。

【例】とぅみあましー（探しきれない）。きうや

すぐとぅーどぅ すーあましー ねーん（今日

は仕事をやりきれなかった）。

あます [amasɿ]［動 I類 c型］〔あましー、あまし
ゃん〕編ませる。

あまだら [amadara]［名］〔あまだ⸣らまい...〕怠
け者。【同】「あまだれ」。【類】「あまだリ゚むぬ」。

「なまだリ゚むぬ」。

あまだリ゚ [amadaɭ]［名］〔あまだ⸣リ゚まい...〕雨端。
のきした。ひさし。【例】あまだリ゚あみ（ひさ

しから流れ落ちる水）。

あまだりー まーリ゚ [amadariː maːɭ]［連語］雨だ
れに濡れて歩く。転じて怠けものの歩き。

あまだリ゚すた [amadaɭsɿta]［名］〔あまだ⸣リ゚すた
まい...〕軒下。

あまだリ゚みず [amadaɭmidzɿ]［名］〔あまだ⸣リ゚みず
まい...〕雨だれ。ひさしから落ちる雨水。【例】
あまだリ゚みずう たみー うき（雨だれを溜め

ておきなさい）。

あまだリ゚むす [amadaɭmusɿ]［名］［虫］〔あまだ⸣
リ゚むすまい...〕やすで。【類】「むすぱー」。

あまだリ゚むぬ [amadaɭmunu]［名］〔あまだリ゚む⸣
ぬまい...〕怠け者。【類】「あまだら」。「あまだ
れ」。「なまだリ゚むぬ」。

あまだれ [amadare]［名］〔あまだ⸣れまい...〕怠
け者。【同】「あまだら」。【類】「あまだリ゚むぬ」。

「なまだリ゚むぬ」。

あまどぅ [amadu]［名］〔あまどぅまい...〕雨戸。
台風を防ぐ。

あまみす [amamisɿ]［名］〔あまみ⸣すまい...〕甘
酒。お神酒。神事用の神酒。【類】「みす」。

あまみリ゚ [amamiɭ]［動 II類 c型］〔あまみー、あ
まみん〕（酒や食べものを）いただく。食べ物
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あみがたか

を少しだけ口にする。【例】とぅすう とぅりっ

たりー しゃきうばー あまみん（年を取って

いるので、酒を飲まない）。

あまム [amam]［名］［蟹］〔あま⸣ムまい...〕かに
類の総称。甲穀類（えび類は含まれない）。

あまム [amam]［名］［貝］〔あま⸣ムまい...〕やど
かり。やどかりの総称。

あまムぐー [amamguː]［名］〔あま⸣ムぐーまい...〕
やどかりの抜け殻。雑多な貝殻がある。

あまムぶに [amambuni]［名］〔あま⸣ムぶにまい...〕
踝（くるぶし）。

あまむリ゚ [amamuɭ]［名］〔あまむ⸣リ゚まい...〕雨
漏り。雨漏れする。家の雨漏れ。

あまやかす [amajakasɿ]［動 I類 c型］〔あまやか
しー、あまやかしゃん〕甘やかす。わがままに

育てる。しつけが甘い。【例】あまやかしー し

ゅだてぃリ゚（甘やかして育てる）。

あまらす [amarasɿ]［動 I 類 c 型］〔あまらしー、
あまらしゃん〕余らせる。残らせる。買う人に

余分にあげる。店の商品が売れ残る。

あまリ゚ [amaɭ]［動 I類 c型］〔あまりー、あまら
ん〕余る。残る。余分。【例】あまリ゚むぬ（余分

のもの、残りもの、弁当の余り）。ふーむのー

ゆーどぅ あまりー ぶリ゚（食べものはたくさ

ん余っている）。

あまリ゚うむくとぅ [amaɭumukutu]［名］〔あまリ゚
うむく⸣とぅまい...〕学問以外の知識。社会常
識。社会通念。

あまリ゚くがり [amaɭkugari]［名］〔あまリ゚くが⸣り
まい...〕余計な思いこみ。思い焦れること。取
り起し苦労。【例】あまリ゚くがり すな（余計な

心配をするな）。【類】「あまリ゚しがり」。「あま

リ゚しわ」。

あまリ゚しがり [amaɭɕigari]［名］〔あまリ゚しが⸣り
まい...〕余計な思いこみ。思い焦れること。取
り起し苦労。【例】あまリ゚しがりんな（取り起

し苦労するな）。【類】「あまリ゚くがり」。「あま

リ゚しわ」。

あまリ゚しわ [amaɭɕiʋa]［名］〔あまリ゚し⸣わまい...〕
余計な思いこみ。思い焦れること。取り起し苦

労。【類】「あまリ゚くがり」。「あまリ゚しがり」。

あまリ゚ずキ゚ [amaɭdzɿkɿ]［名］〔あまリ゚ず⸣キ゚まい...〕
余り月。閏月。同じ月が二回ある。新暦では四

年に一度二月を 29日までとする。【類】「ゆリ゚
ずキ゚」。

あまリ゚なんギ [amaɭnangɿ]［名］〔あまリ゚なん⸣ギ
まい...〕余計な難儀。無駄骨折り。

あまリ゚むぬ [amaɭmunu]［名］〔あまリ゚む⸣ぬまい...〕
余り物。残り物。余計なもの。

あまリ゚むぬゆム [amaɭmunujum]［名］〔あまリ゚む
ぬゆ⸣ムまい...〕余計なおしゃべり。必要以上
におしゃべりすること。

あみ [ami]［名］〔あみまい...〕飴。飴玉。お菓子。
あみ [ami]［名］〔あ⸣みまい...〕雨。【例】あみう
ぱらす（雨の止むのを待つ）。てぃんーや あめ

ー ねーんがやう（天には雨はないのかなあ）。

あみう たすきー わーり（雨を降らせて下さ

い）。

あみ [ami]［名］〔あみまい...〕浴び。水浴び。水
を浴びること。

あみあがリ゚ [amiagaɭ]［動 I類 c型］〔あみあがり
ー、あみあがらん〕雨があがる。晴れる。雨が

止む。【例】あめー あがりった（雨は止んだ）。

あみあとぅ [amiatu]［名］〔あみあ⸣とぅまい...〕
雨降り後。雨後。【例】あみあとぅんや ぬリ゚じ

ゅとぅリ゚が（雨の後はねんじゅもを採りに行こ

う）。

あみうがん [amiugan]［名］〔あみうが⸣んまい...〕
雨の祈願。⻑い日照りのときに雨を乞う願い。

あみかヴヴィ゚ [amikavvɿ]［動 I類 c型］〔あみか
ヴヴぃー、あみかヴヴぁん〕頭から水をかける。

ずぶぬれ。ひっかぶる。負債や責任を負かされ

る。責任を負う。

あみがしゃ [amigaɕa]［名］〔あみが⸣しゃまい...〕
雨傘。こうもり傘。【同】「あまがしゃ」。【類】

「らんがしゃ」。

あみがた [amigata]［名］〔あみが⸣たまい...〕雨
が近いこと。空模様を見て言う。【例】あみが

たどー（雨は近いぞ）。【類】「あみばた」。

あみがたか [amigataka]［名］〔あみがた⸣かまい...〕
雨除けの場所。雨をさえぎるもの。【例】あみ

がたかう つっふィ゚（雨除けを作る）。
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あみかでぃ [amikadi]［名］〔あみか⸣でぃまい...〕
雨風。⻑雨のこと。雨の⻑降り。【例】あみかで

ぃんや ぷにゆくー（雨降り続きは骨休みだ）。

【同】「あまかでぃ」。

あみがなす [amiganasɿ]［名］〔あみがな⸣すまい...〕
雨を敬った言葉。

あみがま [amigama]［名］〔あみが⸣ままい...〕小
雨。小降りの雨。

あみギしゅイ゚ [amigɿɕuɿ]［名］〔あみギしゅ⸣イ゚ま
い...〕雨競い。雨との勝負。雨の降らないうち
に仕事を終える。

あみギすぃ [amigɿsi]［名］〔あみギ⸣すぃまい...〕
雨が止むこと。大雨がちょっと止むこと。

あみぐまリ゚[amigumaɭ]［名］〔あみぐま⸣リ゚まい...〕
雨ごもり。雨のために家の中で過ごす。

あみじゃた [amidʑata]［名］〔あみじゃ⸣たまい...〕
飴砂糖。

あみじゃら [amidʑara]［名］〔あみじゃ⸣らまい...〕
雨続き。雨が続いている状態。

あみじゃらどぅキ゚ [amidʑaradukɿ]［名］〔あみじ
ゃ⸣らどぅキ゚まい...〕雨降り続く時期。

あみしゅい [amiɕui]［名］〔あみしゅ⸣いまい...〕
雨をともなう。台風に雨をともなう。【例】あ

みしゅいかでぃ（雨をともなう風）。

あみすず [amisɿdzɿ]［名］〔あみす⸣ずまい...〕小
雨。降り始めの小雨。雨粒。【例】あみすずぬ

どぅ あいリ゚（雨粒が落ちる）。

あみだま [amidama]［名］〔あみだ⸣ままい...〕あ
めだま。お菓子。

あみっす [amissɿ]［動 I類 a型］〔あみっしー、あ
みっしゃん〕浴びさせる。【例】ぬーまう あみ

っす（馬に水浴びさせる）。やらびう あみっす

（子どもを水浴びさせる）。

あみでぃんキ゚ [amidinkɿ]［名］〔あみでぃん⸣キ゚ま
い...〕雨天気。雨模様の空。

あみとぅとぅみ [amitutumi]［副］雨にぬれたま
ま。雨にぬれながら。【例】あみとぅとぅみぬ

すぐとぅ（雨にぬれながらの仕事）。

あみのーのー [aminoːnoː]［擬］子どもが雨にぬ
れて遊ぶこと。

あみばた [amibata]［名］〔あみば⸣たまい...〕雨

が近いこと。空模様を見て言う。【類】「あみが

た」。

あみぱらす [amiparasɿ]［名］〔あみぱら⸣すまい...〕
雨やどり。【例】あみぱらすどぅくな（雨やど

り所）。

あみびー [amibiː]［名］〔あみび⸣ーまい...〕水ぐ
され。作物が⻑雨のためにくされる。【類】「み

ずびー」。

あみふリ゚ [amifuɭ]［名］〔あみふ⸣リ゚まい...〕雨降
り。降雨。【例】あみふリ゚てぃんキ゚（雨降り天

気）。あみふリ゚んや つーすが（雨降りのときは

釣りがいい）。

あみみず [amimidzɿ]［名］〔あみみ⸣ずまい...〕雨
水。天水。【例】あみみずう たみる（雨水を溜

めなさい）。

あみみず [amimidzɿ]［名］〔あみみずまい...〕浴
びる水。清潔な水。浴びるために用意してある

水。

あみむゆー [amimujuː]［名］〔あみむゆ⸣ーまい...〕
雨模様。天を仰いで言う。【例】あみむゆーぬ

てぃんキ゚（雨模様の天気）。

あみリ゚ [amiɭ]［動 II 類 a 型］〔あみー、あみん〕
浴びる。水浴びする。行水。【例】みずう あみ

リ゚（水浴びをする）。

あみわーつキ゚ [amiʋaːtsɿkɿ]［名］〔あみわーつ⸣キ゚
まい...〕雨天。雨模様の天気。【例】あみわーつ
キ゚ん なりった（雨模様の空になった）。

あみん たたかす [amin tatakasɿ]［連語］雨に打
たせる。汚れのひどい衣服を雨に打たせる。

あみん わーりー [amin ʋaːriː]［連語］仕事の途
中に雨に降られる。雨に降られて小走りする。

あム [am]［名］〔あムま⸣い...〕網。漁網。【例】あ
ムゆ つっふー（網を繕う）。

あム [am]［動 I類 c型］〔あみー、あまん〕編む。
【例】てぃーあム（手編みする）。てぃリ゚る あ

ム（ざるを作る）。しゃばう あム（ぞうりを作

る）。あムゆ あム（網を編む）。

あムかき [amkaki]［名］〔あムか⸣きまい...〕網
かけ。網を仕掛ける。魚を追いこんで捕る仕掛

け。

あムがきびー [amgakibiː]［名］〔あムが⸣きびー
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まい...〕あぐらをかくこと。あぐらを組んで座
ること。座り方の一つ。

あムがきびーリ゚ [amgakibiːɭ]［動 II類］〔あムが
きびー、あムがきびーん〕〔あムが⸣きびー ぶ

リ゚〕胡坐をかく。

あムだま [amdama]［名］〔あムだ⸣ままい...〕網主
への分け前。網を所有している人への分け前。

あムつくー [amtsɿkuː]［名］〔あムつく⸣ーまい...〕
網で漁をする。四つ手網や追い込み用の網で漁

をすること。

あムでぃリ゚ [amdiɭ]［名］〔あムでぃ⸣リ゚まい...〕編
み籠。編み袋。物入れ。農作業用の小道具を入

れる袋（籠）。

あムな [amna]［名］〔あムなまい...〕網漁のよい
場所。網を仕掛けるのに良い場所。

あムなかだ [amnakada]［名］〔あムなか⸣だまい...〕
網の内側。魚を囲った内側。【類】「あムぬう

つ」。

あムぬ うつ [amnu utsɿ]［名］〔あムぬう⸣つま
い...〕網の内側。魚を囲った内側。【類】「あム
なかだ」。

あムぬ しゅでぃ [amnu ɕudi]［名］〔あムぬしゅ
⸣でぃまい...〕網の両端。

あムぬ ぷか [amnu puka]［名］〔あムぬぷ⸣かま
い...〕網の外。仲間はずれのたとえ。

あムばイ゚ [ambaɿ]［名］［昆虫］〔あムばイ゚まい...〕
蝿。あぶの仲間。海岸に多い。

あムばい [ambai]［名］〔あムば⸣いまい...〕味加
減。塩梅。【類】「あずかぎん」。

あムばキ゚ [ambakɿ]［名］〔あムばキ゚まい...〕網の
脇。【類】「あムぬしゅでぃ」。

あムまーしゃーリ゚ [ammaːɕaːɭ]［形］〔あムまー⸣
しゃまい...〕苦しい。息ぐるしい。気分が悪い。
胸がむかつく。【例】あムまーすあっちゃ（苦

しい暑さ）。

あムむ [ammu]［名］〔あム⸣むまい...〕糸。細い
糸。【例】ぱなぶーあムむ（凧の鼻緒の糸）。

あムむぬ [ammunu]［名］〔あムむ⸣ぬまい...〕編
み物。編み物に使う道具にも言う。

あもー [amoː]［名］〔あもーまい...〕雨具。雨が
っぱ。【例】びヴヴぅリ゚がっさぬどぅ あもー

あたリ゚（くわずいもの葉を雨具にした）。

あや [aja]［名］〔あやまい...。あやま⸣い...〕綾。
柄。模様。色合。【同】「えー」。

あやがまちゃ [ajagamatɕa]［名］［魚］〔あやがま
⸣ちゃまい...〕べらの仲間。

あやかリ゚ [ajakaɭ]［動 I類］〔あやかりー、あやか
らん〕〔あ⸣やかリ゚まい...〕肖る。他人の幸福を
得る。

あやかリ゚ [ajakaɭ]［連語］肖り。⻑生きの肖り。
【例】しゅーが あやう かリ゚（⻑寿者の肖りを

する）。あやかリ゚が（肖りに行くこと。めでた

い所に行って肖りする）。

あやぐ [ajagu]［名］〔あや⸣ぐまい...〕履き物が
左右ちがっていること。履き物の片方がないこ

と。ちぐはぐ。

あやぐい [ajagui]［名］〔あやぐ⸣いまい...〕綾声。
思春期の声。

あやす [ajasɿ]［動 I類 c型］〔あやしー、あやし
ゃん〕なだめる。機嫌をとる。【例】おんぶー

しー あやすたリ゚（おんぶしてあやした）。

あやとぅリ゚ [ajatuɭ]［名］〔あやとぅ⸣リ゚まい...〕綾
取り。糸取り遊び。

あやまき [ajamaki]［名］〔あやま⸣きまい...〕わが
まま。【同】「えーまき」。

あやまきむぬ [ajamakimunu]［名］〔あやまきむ⸣
ぬまい...〕わがまま者。【同】「えーまきむぬ」。

あやまち [ajamatɕi]［名］〔あやま⸣ちまい...〕やり
そこない。しくじり。失敗。詫びる時に言う。

あやまリ゚ [ajamaɭ]［動 I類 c型］〔あやまりー、あ
やまらん〕あやまる。反省する。詫びる。【例】

あやまリ゚ぐまた（あやまるべきだ、深く反省す

る）。

あら [ara]［接尾］〜方。〜側。【例】かたーら（側）。
ゆかーら（側）。わーら（上の方）。すたーら（下

の方）。

あら [ara]［名］〔あらまい...〕穀物を精げた残り
の不用のもの。

あら [ara]［名］〔あらまい...〕欠点。落ち度。【例】
ピとぅぬ あらとぅみ（他人のあら探し）。

あら [ara]［名］〔あ⸣らまい...〕魚の肉を取り除い
たもの。粗（あら）。
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あら [ara]［副］そんなら。じゃあ。それでは。【例】
あら みしる（じゃー見せよ）。あら くだ（そ

んなら来なさい）。

あら ムめ [ara mme]［連語］それならば。それ
では。「さようなら」の意味もある。【例】あら

ムめ あた（それではまた明日）。

あらー [araː]［名］〔あらー⸣んまい...〕外。戸外。
家の外。表。【例】あらーんけー いでぃる（外

に出なさい）。

あらーから [araːkara]［連語］正直に。【例】あら
ーから イ゚ズぃ（正直に言いなさい）。

あらーす [araːsɿ]［動 I類 a型］〔あらーしー、あ
らーしゃん〕洗わせる。

あらーふつ [araːfutsɿ]［名］〔あらーふ⸣つまい...〕
かくし事のない言葉。つつしみのない言葉。品

のない言葉。また、その人。

あらあム [araam]［名］〔あらあ⸣ムまい...〕目の
粗い網。

あらいキ゚ [araikɿ]［名］〔あらい⸣キ゚まい...〕荒い
呼吸。乱れた呼吸。

あらイ゚ぐみ [araɿgumi]［名］〔あらイ゚ぐみまい...〕
洗い米。水に浸して仏前に供える米。

あらいず [araidzɿ]［名］〔あらい⸣ずまい...〕休憩
後の意地。気力。ファイト。新しい気力。

あらイ゚ばな [araɿbana]［名］〔あらイ゚ばなまい...〕
洗い米。仏前に供える米。【類】「あらイ゚ぐみ」。

あらいム [araim]［名］〔あらい⸣ムまい...〕荒海。
波浪の高い海。【例】あらいム ありー めーく

から ふねー くん（荒海だから宮古から船は

来ない）。

あらいん [arain]［連語］所有できない。自分のも
のにならない。

あらがう [aragau]［動 I類 c型］〔あらげー、あ
らがーん〕争う。抗う。政治に対して反抗する。

【同】「あらごー」。【類】「あらしゅー」。

あらがなム [araganam]［名］［植］〔あらがなム
まい...〕ぎだちはまぐるま。村史。

あらきっずー [arakiddzɿː]［名］〔あらきっずーま
い...〕粗けずり。木材を大まかに削る。

あらぐすく [aragusɿku]［名］〔あらぐす⸣くまい...〕
新城。城辺の新城区。

あらしゃ [araɕa]［名］〔あらしゃまい...〕荒さ。粗
さ。

あらしゃーリ゚ [araɕaːɭ]［形］〔あらしゃまい...〕荒
い。粗い。おおざっぱ。粗雑。【例】あらなム

（荒波）。あらでぃー（粗末な仕事ぶり）。なムぬ

あらしゃーリ゚（波が荒い）。

あらしゃーリ゚ [araɕaːɭ]［形］〔あらしゃまい...〕新
しい。新品。初めの。【例】あらギん（新しい

衣服）。あらすぐとぅ（新しい仕事）。あらやー

（新築の家）。

あらしゅ [araɕu]［名］〔あらしゅまい...〕新潮。
旧暦の月初めの潮。【例】あらしゅぬ イ゚ズぅー

とぅりー きー すきリ゚（月の早い潮時の魚を

仏壇に供える）。

あらしゅー [araɕuː]［動 I類 c型］〔あらしぇー、
あらしゃーん〕争う。競争する。競技する。論

争する。【類】「あらがう」。「あらごー」。

あらす [arasɿ]［名］〔あらすまい...〕開墾したば
かりの新しい畑。【例】あらすあき（荒れ地を

開墾する）。あらすぬ ムー（開墾したばかりの

いも）。あらすう あきリ゚（荒れ地を開けて畑に

成す）。

あらす [arasɿ]［名］〔あらすまい...。あら⸣すま
い...〕嵐。台風。冬の季節風。時化。【例】きう
ぬ いムや あらすどー（今日の海は時化てい

るぞ）。

あらす [arasɿ]［動 I類］〔あらしー、あらしゃん〕
〔あらすまい...〕荒らせる。
あらすあき [arasɿaki]［名］〔あらすあ⸣きまい...〕
新地開け。開墾。

あらずー [aradzɿː]［名］〔あらずーまい...〕開墾
したばかりの新しい畑。肥料の三要素がたっぷ

りあるから作物の出来が良い。【類】「あらす」。

あらすぐとぅ [arasɿgutu]［名］〔あらすぐとぅま
い...〕粗雑な仕事。手荒な仕事。

あらだてぃリ゚ [aradatiɭ]［動 II類 a型］〔あらだて
ぃー、あらだてぃん〕騒ぎを大きくする。【例】く

とぅー あらだてぃんな（事を騒ぎ立てるな）。

あらだとぅ [aradatu]［名］［地］〔あらだ⸣とぅま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。
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あらたビ [aratabɿ]［名］〔あらたビまい...〕初め
ての旅。初旅。【例】めーくんけー あらたビ

（宮古島へ初旅）。

あらたま [aratama]［名］〔あらた⸣ままい...〕新
玉。新年を祝うことば。新玉の年。

あらたまぬ とぅす [aratamanu tusɿ]［名］〔あら
たま⸣ぬとぅす⸢まい...〕新玉の年。新年。

あらたみリ゚ [aratamiɭ]［動 II類 c型］〔あらたみ
ー、あらたみん〕改める。改善する。【例】が

ーゆ あらたみん（自我の意見を改めない）。く

くるー あらたみリ゚（心を改める）。かんがいゆ

あらたみリ゚（考えを改める）。

あらてぃ [arati]［名］〔あらてぃまい...〕手が荒
い人。仕事の荒い人。作業が粗雑な人。

あらでぃー [aradiː]［名］〔あらでぃーまい...〕荒
手。粗雑な仕事。【例】っしゃなあらでぃ（み

にくい仕事ぶり）。

あらてぃーしゃーリ゚ [aratiːɕaːɭ]［形］〔あらてぃ
ーしゃまい...〕手が荒い。仕事が荒い。作業が
粗雑である。

あらとぅ [aratu]［名］〔あらとぅまい...〕荒砥。砥
石の粗いもの。刃物を研ぐとき、先に荒砥を使

用する。砥石は農⺠の命である。

あらどぅくな [aradukuna]［名］〔あらどぅくなま
い...〕荒所。おそれられている場所。多良間に
は聞き覚えがない。

あらなム [aranam]［名］〔あらなムまい...〕荒波。
時化の波。【例】あらなムぬ イ゚ズぅとぅリ゚（荒

波に負けない釣り）。あらなムー むまいリ゚（荒

波にもまれる）。

あらなリ゚[aranaɭ]［名］〔あらな⸣リ゚まい...〕初生り。
作物の初めの実り。果実の初生り。【類】「ぱつ

なリ゚」。

あらぬー [aranuː]［名］〔あらぬーまい...〕荒縫
い。仮縫い。下縫い。衣服を仕立てるとき、体

に合うか仮に縫うこと。

あらぬーま [aranuːma]［名］〔あらぬーままい...〕
暴れ馬。【例】びきっじゃりぬーま（雌馬を見

て暴れる雄馬）。【類】「あばりぬーま」。

あらぱ [arapa]［名］〔あらぱまい...〕風の吹き荒
れる所。風上の所。荒波の立つ所。荒廃した所

にも言う。【類】「ぷかびし」。

あらぱずみ [arapadzɿmi]［名］〔あらぱずみまい...〕
もっとも初めのこと。最初。「新」と「初」の複

合語。【類】「あらぱな」。

あらぱな [arapana]［名］〔あらぱ⸣なまい...〕最
初。一番初め。【類】「あらぱずみ」。

あらビー [arabɿː]［名］〔あらビーまい...〕最初の
日。祭りの初日。八月おどりの仲筋の正日。

あらビキ゚ [arabɿkɿ]［名］〔あらビキ゚まい...〕粗ひ
き。穀物を最初粗い状態にひくこと。

あらふ [arafu]［名］〔あらふまい...〕目の粗い入
れ物。天井から吊す。ねずみの害から考えられ

た。

あらふしゃ [arafuɕa]［名］〔あらふ⸣しゃまい...〕
種播きの後に最初の草取りのこと。

あらふた [arafuta]［名］〔あらふたまい...〕あく
た。ちり。ごみ。【例】あらふたう ピせー す

てぃる（ごみを拾って捨てなさい）。【同】「あ

りふた」。

あらふつ [arafutsɿ]［名］〔あらふ⸣つまい...〕言葉
の荒い人。下品な口調。その人。【例】かリ゚が

あらふつうばー キ゚かまん（彼の下品なことば

は聞かない）。

あらみーあム [aramiːam]［名］〔あらみ⸣ーあムま
い...〕目が荒い網。

あらむぬ [aramunu]［名］〔あらむぬまい...〕初
もの。初めて収穫する農産物。新たしい物。新

品。【類】「ぱつむぬ」。

あらむぬ [aramunu]［名］〔あらむぬまい...〕粗
物。粗末なもの。目の細かくない編み物。粗雑

なもの。平面がなめらかでないもの。

あらむぬ [aramunu]［名］〔あらむぬまい...〕行
動の荒い人。暴力的な人。

あらら [arara]［感］［罵声］相手を罵ることば。
【例】あらら、うれーとぅム しらいんな（こら、

それさえもできないのか）。【同】「あららー」。

あらら [arara]［感］汚いものや汚い言葉を聞い
たときに発する。

あらら [arara]［感］もっとがんばれと励ますと
きに言う。【類】「あららがま」。

あららー [araraː]［感］［罵声］相手を罵ることば。
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【同】「あらら」。

あららがま [araragama]［名］〔あららが⸣ままい...〕
争う気持ちの表われることば。励ましの言葉。

何くそ。決意の意味がある。【同】「あリ゚らが

ま」。

あらわイ゚ [araʋaɿ]［名］〔あらわイ゚まい...〕大食
い。豪快に食べること。

あらん [aran]［副］否定。あらぬ。ちがう。そう
でない。【例】あんしーや あらん（そうではな

い）。

あらん くとぅ [aran kutu]［名］〔あら⸣んくとぅ
⸢まい...〕あらぬこと。ないこと。【例】あらん
くとぅー イ゚ーな（あらぬことを言うな）。

あらん ふーリ゚ [aran fuːɭ]［名］〔あら⸣んふーリ゚
まい...〕そうでないふり。しらばくれる。【例】
かリ゚が みぱなー あらんふーリ゚（彼の顔はし

らばくれている）。

あらん むぬ [aran munu]［名］〔あら⸣んむぬま
い...〕にせもの。

あらんぱにがた [aranpanigata]［名］［昆虫］〔あ
らんぱにがたまい...〕ばった。いなご。せすじ
つちいなご。たいわんつちいなご。さとうきび

の害虫。

あリ゚ [aɭ]［動 I類 c型］〔ありー、ねーん〕有る。
【例】あリ゚どぅす（有るよ）。くまんどぅ あリ゚（こ

こに有る）。しぇんえん あリ゚しゃ（千円持って

いるだろう）。ヴヴぁが むてぃぬ むぬぬ あ

リ゚ば くー（君の分の物があるから来なさい）。

あリ゚ [aɭ]［動 I類 c型］〔ありー、ねーん〕金持
ちである。財産家である。【例】あリ゚やー（金

持ちの家）。

あリ゚ [aɭ]［動 I類］〔ありー、あらん〕〜だ。コピ
ュラ（繋辞）。

あリ゚あまリ゚[aɭamaɭ]［動 I類 c型］〔あリ゚あまりー、
あリ゚あまらん〕有り余る。【同】「ありあまリ゚」。

ありあまリ゚ [ariamaɭ]［動 I 類 c 型］〔ありあま
りー、ありあまらん〕有り余る。【例】ふーむ

のー ありあまりーリ゚（食べ物は有り余ってい

る）。【同】「あリ゚あまリ゚」。

ありー [ariː]［接続］だから。そうだから。【例】
ありー しゃーりー くー（だから連れて来な

さい）。

ありーや みーん [ariːja miːn]［連語］あったこと
のない。見たことのない。めったにないこと。

特別なこと。【例】ありーや みーん すぐりむ

ぬ（めったにない秀才）。

あリ゚が まま [aɭga mama]［連語］有るがまま。そ
のまま。全部。【例】あリ゚が まま ぱなし（全

部隠さず話せ）。

あリ゚キ゚ [aɭkɿ]［動 I類 c型］〔あリ゚きー、あリ゚かん〕
歩く。歩行する。【例】あリ゚キ゚ぐまた（歩くべき

だ）。きーぬ みーゆ あリ゚きー くー（林の中

を歩いて来なさい）。ぱギやみー ぶたかー あ

リ゚キ゚な（足が痛いなら歩くな）。

ありずー [aridzɿː]［名］〔ありずーまい...〕荒れ
地。荒れた畑。荒廃した土地・畑。【類】「あり

ぬー」。「ふしゃぼー」。

あリ゚だき [aɭdaki]［連語］有るだけ。【例】あリ゚だ
きムーな むてぃー くー（有るだけ全部持っ

て来い）。

ありぬー [arinuː]［名］〔ありぬーまい...〕畑が荒
れ放題のこと。荒野。荒廃した畑。【類】「あり

ずー」。「ふしゃぼー」。

ありぬーかでぃ [arinuːkadi]［名］〔ありぬーか⸣
でぃまい...〕荒れた畑を耕す。開墾する。荒廃
した畑を耕作地に変えること。

ありぬーやま [arinuːjama]［名］［植］〔ありぬー
や⸣ままい...〕荒れ野原。荒れ地を強調する言
い方。

あリ゚ば [aɭba]［接続］であるから。【例】くまん
あリ゚ば きー とぅり（ここにあるから来て取

りなさい）。あんしー あリ゚ば（そうであるか

ら）。

ありふた [arifuta]［名］〔ありふたまい...〕ちり
あくた。塵埃。ちりほこり。人の役立たずにも

言う。【同】「あらふた」。

あリ゚やー [aɭjaː]［名］〔あ⸣リ゚やー⸢まい...〕財産家。
金持。裕福。

あリ゚ら [aɭɭa]［感］あれ。思い通りでないこと。
【例】あリ゚ら みだ すまいんな（あれ、まだ終

わらないか）。

あリ゚ら [aɭɭa]［感］よーし。やる気を奮い起こす
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ときに言う。

あリ゚らがま [aɭɭagama]［名］〔あリ゚らが⸣ままい...〕
何くそ。気持を奮いたたせる。【同】「あららが

ま」。

ありリ゚[ariɭ]［動 II類 a型］〔ありー、ありん〕（人
や馬が）暴れる。酒座が乱れる。話し合いが荒

れる。

ありリ゚ [ariɭ]［動 II類 a型］〔ありー、ありん〕荒
れる。海が荒れる。畑が荒れる。

あるー [aruː]［動 I類 a型］〔あれー、あらーん〕
洗う。洗濯する。水を流して清掃する。【例】あ

たまい きーっじば あるーな（明日も着るか

ら洗うな）。どぅーしー あらい（自分で洗いな

さい）。あれーった（洗った。洗濯が終わった）。

あれー ぷす（洗って干す。洗濯物を干す）。あ

れー みーる（洗って見よ）。あれー しゃぎリ゚

（洗って下げる。洗って干す）。みぱなう ある

ー（洗顔する）。あるーがつなぬ むぬゆム（洗

いながらのよもやまばなし）。くぬふこー ある

ーぐまたどー（この服は洗うべきものだよ）。

あるーギん [aruːgɿn]［名］〔あるーギんまい...〕洗
った着物。洗濯もの。【例】あるーギんや しゅ

るみきー ぶリ゚（洗濯した服は清潔感がある）。

あるーぐな [aruːguna]［名］〔あるーぐ⸣なまい...〕
洗う係。昔はお⺟さんの仕事であった。今は洗

濯機。

あるーずる [aruːdzɿru]［名］〔あるーずるまい...。
あるーず⸣るまい...〕米のとぎ汁。今は米を主
食とするから普通に見られる米のとぎ汁。昔の

多良間は米のとぎ汁は知らなかった。

あるーみず [aruːmidzɿ]［名］〔あるーみずまい...〕
洗い水。洗った後の水。洗うための水。

あるーむぬ [aruːmunu]［名］〔あるーむぬまい...〕
洗いもの。洗濯物。洗濯したもの。洗濯すべき

もの。

あるぐなー [arugunaː]［名］〔あるぐな⸣ーまい...〕
朝食の食材を朝になって畑から取ること。昨日

の多忙のせいだった。

あるず [arudzɿ]［名］〔ある⸣ずまい...〕主人。亭
主。

あれーき [areːki]［名］〔あれーきまい...〕塩川の

農業用水溜池。スツウプナカの祭場。語源は

「新池」か。

あれービキ゚ [areːbɿkɿ]［名］［地］〔あれービ⸣キ゚ま
い...〕島で一番低い所。

あわたす [aʋatasɿ]［動 I類 a型］〔あわたしー、あ
わたしゃん〕あわてさせる。こわがらせる。急

いで学校に行かせる。無知ほど怖いものはない

ことを教える。

あわたす [aʋatasɿ]［動 I類 a型］〔あわたしー、あ
わたしゃん〕急かせる。【例】あわたすな（急か

せるな）。いでぃふにどーてぃー あわたす（船

が出るぞと急かせる）。

あわてぃかーてぃ [aʋatikaːti]［連語］あわてふた
めく様。【例】あわてぃかーてぃ ぷすむぬー

イ゚ズぃリ゚（あわてふためいて干し物を入れる）。

あわてぃじゃま [aʋatidʑama]［名］〔あわてぃじ
ゃままい...。あわてぃじゃ⸣ままい...〕あわてざ
ま。大急ぎ。【例】あわてぃじゃまん ぱりー

キ゚たリ゚（大急ぎで走って来た）。

あわてぃむぬ [aʋatimunu]［名］〔あわてぃむぬま
い...〕あわてもの。落ちつかない者。

あわてぃリ゚ [aʋatiɭ]［動 II類 a型］〔あわてぃー、
あわてぃん〕焦る。慌てる。急ぐ。【例】あみ

ぬ っふぁんけ あわてぃリ゚（雨の降らないう

ちに急ぐ）。うりーんや ぱるんけー あわてぃ

る（湿りのよい日は畑仕事を急げ）。まきばま

い あわてぃんな（負けても焦ることはない）。

あわり [aʋari]［名］〔あわりまい...〕哀れ。苦労。
辛苦。みじめ。気の毒。【例】あわりぬ だんだ

ん（苦労の数々）。

あわりぎ なりー [aʋarigi nariː]［連語］哀れな身
なり。みじめな姿。

あわりくがり [aʋarikugari]［名］〔あわりくが⸣り
まい...〕哀れ苦しみ。重復語。

あわりぬ かずかず [aʋarinu kadzɿkadzɿ]［連語］
あわれの数々。たくさんの苦労。

あわれー っさん [aʋareː ssan]［連語］苦労を知
らない。難儀をしたことない。【例】うやぬ あ

われー っさん（親の苦労を知らない）。

あん [an]［名］［代］〔あ⸣んまい...〕私。ぼく。わ
れ。一人称の代名詞。【例】あんや ぱるんけー
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（私は畑に行く）。あんー っふぃる（私に下さ

い）。あんー むたしー わーり（私に持たせて

下さい）。あんまい まーつき いかずー（私も

一緒に行こう）。あんや いかまん（私は行か

ない）。あんや うすか（私はそれだけ）。【類】

「ばん」。

あん [an]［名］〔あ⸣んまい...〕案。考え。計画。
【例】あんゆ いだし（考えを言いなさい）。

あん [an]［名］〔あ⸣んまい...〕餡。あんこ。【例】
あんむつー（餡餅）。

あんが [anga]［名］〔あん⸣がまい...〕姉。年上の
女の人。

あんかー [ankaː]［名］〔あんかーま⸣い...〕錨。ア
ンカー。船の出港のときは錨を上げるといよい

よ宮古島への旅立ちだ。英語の「anchor」から。
【例】あんかーう あぎる（錨を上げよ）。【類】

「いかリ゚」。「かなぐー」。

あんかーぬすビ [ankaːnusɿbɿ]［名］〔あんかーぬ
すビまい...〕アンカー結び。紐やロープの縛り
方の一種。海軍結び。

あんががま [angagama]［名］末の女の子。【類】
「いみあんが」。

あんぎな [angina]［副］手ぶら。不漁。取るもの
がない。【例】きうや あんぎなどぅ わーリ゚（今

日は収穫なしにいらっしゃる）。【同】「あなぎ

な」。

あんきゅ [ankju]［名］〔あん⸣きゅまい...〕暗渠。
排水用の施設。1935 年建設の農業用溜池〈げ
んば〉に見られる。

あんしー [anɕiː]［副］［指］そうだ。その通りだ。
そのように。【例】あんしーや あらん（そうで

はない）。あんしー ぶり（そうしていなさい）。

あんしー あたかー（そうであるなら。そうだ

ったら）。あんしー あらだかー（そうではなけ

れば）。あんしーだらーなー（その通りだよ）。

あんしー すぐまた（そのようにするべきだ）。

あんしー すたリ゚（そのようにやった）。あんし

ー すな（そのようにするな）。かんげー みー

たかー あんしーどぅ あたリ゚（考えて見れば

そうであった）。ヴヴぁが イ゚ーねーん あんし

ーどぅ なリ゚（君の言う通りだ）。あんしーなー

（そうだよなあ）。あんしーな ばーれ（そうか

良い子だ）。あんしーどー（そうだよ。その通

りだ）。あんしーどーらー（それでよいのだ）。

あんしー あたかー [anɕiː atakaː]［連語］そうで
あるなら。

あんしーがま [anɕiːgama]［副］［指］たったそれ
だけ。【例】あんしーがまぬ ぱなす（たったそ

れだけの話）。

あんしーかんしー [anɕiːkanɕiː]［連語］［指］あん
なにこんなに。【例】あんしーかんしーぬ ぱな

す（あんな話、こんな話）。

あんしーな [anɕiːna]［連語］そのように。【例】あ
んしーな しる（そのようにしなさい）。

あんしーぬ [anɕiːnu]［連体］［指］そんな。その
ような。それに似た。

あんしーまい [anɕiːmai]［接続］そうであっても。
【例】あんしーまい うれー ならん（そうであ

ってもそれはいけないことだ）。

あんしゃりー [anɕariː]［接続］そうであるから。
【例】あんしゃりー ムめ ピとぅん（そうであ

るからもう一度）。【同】「あんしゃリ゚ば」。

あんしゃリ゚ば [anɕaɭba]［接続］そうであるから。
【同】「あなしゃりー」。

あんしょー [anɕoː]［名］〔あんしょーま⸣い...〕重
そう。ふくらし粉。重炭酸ナトリウム。

あんすたかー [ansɿtakaː]［接続］そうでしたら。
そうだったら。そうであるなら。【例】あんす

たかー あたんけー くー（そうであるなら明

日来なさい）。

あんた [anta]［名］［代］〔あん⸣たまい...〕私た
ち。ぼくたち。聞き手を含まない一人称の複数

形。【例】あんたが やーんけー くだ（うちの

家に来なさい）。しぇんしゅんけーや あんた

ー あらん（選手には私たちではない）。

あんだき [andaki]［副］それ程。【例】あんだき
うぷしゃ ねーん（それほど大きくない）。

あんちきな [antɕikina]［副］そのまま。ただで。
あんてぃー [antiː]［接続］そして。そうして。【例】
あんてぃー くれー たーが むぬが（そしてこ

れは誰のものか）。

あんな [anna]［名］〔あん⸣なまい...〕⺟。⺟親。
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あんむつー

お⺟さん。おふくろ。【例】あんなん しゅだて

ぃらいたリ゚（おかあさんに育てられた）。

あんない [annai]［名］〔あんな⸣いまい...〕案内。
通知。予告。招待。【例】がっこーからぬ あん

ない（学校からの通知）。

あんなが やー [annaga jaː]［連語］⺟の実家。【類】
「うムまやー」。

あんなかた [annakata]［名］〔あんなか⸣たまい...〕
⺟方。【類】「ムまかた」。

あんなやーがー [annajaːgaː]［名］［井戸］〔あん⸣
なやーがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

あんなやーゆまた [annajaːjumata]［名］［地］〔あ
ん⸣なやーゆまたまい...〕塩川にある四辻。

あんま [anma]［名］〔あん⸣ままい...〕按摩。もむ
こと。もみほぐすこと。もみ治療。【例】かた

う あんま しる（肩を揉みなさい）。

あんまーこーやく [anmaːkoːjaku]［名］〔あんま⸣
ーこーやくまい...〕貼りぐすり。

あんむつー [anmutsɿː]［名］〔あんむつ⸣ーまい...〕
餡餅。
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い

̶ い ̶

い [i]［接頭］どのぐらい。どれほど。大きさや量
を表す名詞に付き、疑問詞を作る。【例】いぷぎ

（どれほど大きい）。いだき（どれぐらい高い）。

い [i]［助数］重。重ねることを数える助数詞。【例】
ピとぅい（一重）。いふい（幾重）。ピとぅいみ

ーぬ かー（一重まぶた）。

イ゚ー [ɿː]［名］〔イ゚ーま⸣い...〕飯。食事。【例】イ゚ー
ふーが（飯食いに）。ムーぬ イ゚ー（いもの飯）。

イ゚ー [ɿː]［動 I類 a型］〔イ゚ズぃー、イ゚ズぁん〕言
う。話す。会話する。【例】イ゚ーぐまた（言う

べき）。かリ゚んけーや イ゚ーな（彼には言うな）。

イ゚ーぶっさねーん（言いたくない）。

イ゚ー [ɿː]［動 I類 a型］〔イ゚ズぃー、イ゚ズぁん〕叱
る。説教する。【例】イ゚ーばム キ゚かん（叱って

も聞かない）。

イ゚ー [ɿː]［動 I類 a型］〔イ゚ズぃー、イ゚ズぁん〕入
る。（太陽が）沈む。（海に）潜る。【例】うるず

ムんけー イ゚ー（若夏の時期に入る）。ふかリ゚ん

けー イ゚ー（深い所に入る）。【類】「すムイ゚ー」。

いー [iː]［接頭］良い。【例】いーしょーがつ（良
い正月）。いーピとぅ（善人）。

いー [iː]［名］〔いーま⸣い...〕絵。絵画。【例】す
たふじゃーぬ いーぬ かぎしゃ（支度座の絵

のきれいなこと）。

いー [iː]［名］〔いーま⸣い...〕胃。胃袋。【類】「う
ぷがい」。「ばた」。

いー [iː]［名］［魚］〔いーま⸣い...〕えい。
いー [iː]［感］はい。目下に対する返事。【例】い
ー、っすぃった（よく分った）。

いーあみ [iːami]［名］〔い⸣ーあみまい...〕待ちか
ねた雨。良い雨。

いーかーぎ [iːkaːgi]［名］〔い⸣ーかーぎまい...〕美
人。良い顔つき。【類】「じゃうかーぎ」。

イ゚ーかいす [ɿːkaisɿ]［動 I類 c型］〔イ゚ーかいしー、

イ゚ーかいしゃん〕言い返す。口答えする。反抗

する。

いーかぎん [iːkagin]［名］〔い⸣ーかぎんまい...〕
いい加減。【例】いいがきん すまいる（いい加

減に終りなさい）。

いーかけ [iːkake]［名］〔いーか⸣けまい...〕画家。
絵の上手な人。

イ゚ーがしゃ [ɿːgaɕa]［名］［病］〔イ゚ーがしゃまい...〕
はしか。

いーかんがい [iːkangai]［名］〔い⸣ーかんがいま
い...〕良い考え。名案。思いつきの良いこと。

いーくとぅ [iːkutu]［名］〔い⸣ーくとぅまい...〕良
い事。良い知らせ。めでたいこと。

いーくとぅどぅ ありー わーリ゚[iːkutudu ariː ʋaːɭ]
［連語］めでたいときの挨拶。

いーくとぅば [iːkutuba]［名］〔い⸣ーくとぅばま
い...〕良い言葉。ためになる言葉。聞く価値の
ある言葉。耳寄りな話。

イ゚ーくや [ɿːkuja]［名］〔イ゚ーく⸣やまい...〕乞食。
いーしゃ [iːɕa]［名］〔いー⸣しゃまい...〕唖者。お
し。

いーしゃうがつ [iːɕaugatsɿ]［名］〔い⸣ーしゃうが
つ⸢まい...〕良い正月。新年の挨拶。【同】「いー
しょーがつ」。

いーしょーがつ [iːɕoːgatsɿ]［名］〔い⸣ーしょーが
つまい...〕良い正月。新年の挨拶。【同】「いー
しゃうがつ」。

いーずぶん [iːdzɿbun]［名］〔い⸣ーずぶんまい...〕
良い時分。良い頃合。ちょうどよい時間。

イ゚ーつきリ゚ [ɿːtsɿkiɭ]［動 II類 a型］〔イ゚ーつきー、
イ゚ーつきん〕言い付ける。命令する。指導する。

いーてぃー [iːtiː]［名］〔い⸣ーてぃーまい...〕仕
事が上出来であること。器用。上手。【例】かぬ

しぇーふぉー いーてぃー（あの大工さんは仕

事が上手だ）。

イ゚ーてぃだ [ɿːtida]［名］〔イ゚ーてぃ⸣だまい...〕入
日。⻄へ傾いていく太陽。【同】「いリ゚てぃだ」。

イ゚ーなうす [ɿːnausɿ]［動 I類 a型］〔イ゚ーなうし
ー、イ゚ーなうしゃん〕言い直す。【同】「イ゚ーの

ーす」。

いーなか [iːnaka]［名］〔い⸣ーなかまい...〕良い
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いかだき

仲。親しい仲。友だち。親友。

いーなずき [iːnadzɿki]［名］〔いーなず⸣きまい...〕
いいなずけ。許婚者。

イ゚ーのーす [ɿːnoːsɿ]［動 I類 a型］〔イ゚ーのーし
ー、イ゚ーのーしゃん〕言い直す。【同】「イ゚ーな

うす」。

いーばー [iːbaː]［副］都合の良いこと。良い機会。
いい具合。運の良いこと。

いーばー [iːbaː]［感］ざまを見ろ。他人の失敗を
けなしたりするときに言う。【例】いーばー ヴ

ヴぁんけーや イ゚ーたリ゚（ざまを見ろ君には言

ったじゃないか）。

いーピとぅ [iːpɿtu]［名］〔い⸣ーピとぅまい...〕良
い人。善人。

イ゚ーふつ [ɿːfutsɿ]［名］〔イ゚ーふつまい...〕入り口。
船の入り口。戸口。むらふつ。

イ゚ーふっずー [ɿːfuddzɿː]［動 I類 a型］〔イ゚ーふっ
じー、イ゚ーふっじゃん〕言いくじる。さんざん

叱る。叱りとばす。【例】うでぃだリ゚むぬーば

ー イ゚ーふっずーどぅす（なまけ者をば叱りと

ばす）。

イ゚ーぶん [ɿːbun]［名］〔イ゚ーぶ⸣んまい...〕言い分。
主張する。言いたい事柄。

イ゚ーまーす [ɿːmaːsɿ]［動 I類 a型］〔イ゚ーまーし
ー、イ゚ーまーしゃん〕言いまわす。言い表わす。

表現する。

イ゚ーまかリ゚ [ɿːmakaɭ]［名］〔イ゚ーまか⸣リ゚まい...〕
飯椀。

イ゚ーム [ɿːm]［名］〔イ゚ームまい...〕使いで。【例】
イ゚ームや ねーん（使いでがない）。

イ゚ーむく [ɿːmuku]［名］〔イ゚ーむくまい...〕入り
婿。妻の家に入って婿となる人。

いーむぬ [iːmunu]［名］〔い⸣ーむぬまい...〕良い
もの。

いームまり [iːmmari]［名］〔い⸣ームまりまい...〕
良い生れ。健康な生れ。元気者。かしこい人。

イ゚ーめー [ɿːmeː]［名］〔イ゚ーめーまい...〕言い合
い。口喧嘩。言い争い。

いヴヴぃリ゚ [ivviɭ]［動 II 類 a 型］〔いヴヴぃー、
いヴヴぃん〕怖がる。怯える。恐れる。【例】や

らべー むすう いヴヴぃリ゚（子どもは虫を怖

がる）。【同】「うヴヴぃリ゚」。

いヴヴぅしゃーリ゚ [ivvuɕaːɭ]［形］〔いヴヴぅしゃ
まい...〕重い。【同】「いふしゃーリ゚」。

いヴヴぅむぬ [ivvumunu]［名］〔いヴヴぅむぬま
い...〕重いもの。鉄のかたまり。砂の入った袋。
砂糖樽。重量感のあるもの。

いか [ika]［名］［魚］〔いかまい...〕いか。
いかーす [ikaːsɿ]［動 I類 a型］〔いかーしー、い
かーしゃん〕交わす。出くわす。出会う。

いかーまい [ikaːmai]［副］何倍も。ずっと。
いかう [ikau]［名］［魚］〔いか⸣うまい...〕おきな
わめぎす。【同】「いこー」。

いかう [ikau]［動 I類 a型］〔いけー、いかーん〕
道路で人と出会う。

いかう [ikau]［動 I類 a型］〔いけー、いかーん〕
届く。【例】かるー いかい（あれを届きなさ

い）。いすん ぬーりー いかーいった（椅子に

上がって届いた）。あてぃ たかしゃん いかー

いん（高すぎて届かない）。【同】「いくー」。

いかヴヴィ゚ [ikavvɿ]［動 I類 a型］〔いかヴヴぃ
ー、いかヴヴぁん〕水を頭から被る。暑い日に

井戸水を頭からひっ被る。

いかがらしゃーリ゚ [ikagaraɕaːɭ]［形］〔いかがら⸣
しゃまい...〕いかがわしい。とんでもない。【例】
いかがらぱなすう キ゚きー（好ましくない話を

聞いた）。

いかす [ikasɿ]［動 I類 a型］〔いかしー、いかし
ゃん〕行かせる。学校へ行かせる。釣りに行か

せる。旅に行かせる。希望を果たさせる。【例】

いかすな（行かせるな。風邪のため学校へ行か

せるな）。

いかす [ikasɿ]［動 I類 c型］〔いかしー、いかし
ゃん〕生かせる。生育の良い作物を残す。悪い

ものは間引する。【例】いかすな（生かせるな。

生かしておくな）。

いかずる [ikadzɿru]［名］〔いかずるまい...〕いか
の煮汁。いかの墨汁。

いかだ [ikada]［名］〔いか⸣だまい...〕筏。竹を材
料にして組み合わせたもの。水上に浮かべて木

材や人を運ぶもの。

いかだき [ikadaki]［名］〔いかだきまい...〕いか
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いがな

ほど。数量を表わす。

いがな [igana]［感］よろしい。承諾する語。【同】
「んがな」。

いかぬ っふぃ [ikanu ffi]［名］〔いかぬっ⸣ふぃ
まい...〕いかの墨。いかの墨汁。

いかぬ てぃー [ikanu tiː]［名］〔いかぬてぃ⸣ー
まい...〕いかの手。下足。

いかぬ ながてぃ [ikanu nagati]［名］〔いかぬな
が⸣てぃまい...〕いかの触手。⻑い手。

いかばな [ikabana]［名］〔いかばなまい...〕いか
とりの場所。場所取りは夜中に木の枝を決まっ

た所に立て協議して決めた。

いかピキ゚ [ikapɿkɿ]［名］〔いかピキ゚まい...〕いか
とりのこと。竿の先に塩漬けの魚を付けておび

き寄せ、銛で突き刺して獲る。

いかびどぅ [ikabidu]［名］〔いかび⸣どぅまい...〕
いかとり用に生魚を塩漬けにしたもの。

いかリ゚ [ikaɭ]［名］〔いかリ゚まい...〕錨。船の停留
に用いる。【類】「あんかー」。「かなぐー」。

いかリ゚ [ikaɭ]［動 I類 c型］〔いかりー、いからん〕
怒る。悪い。【例】いかリ゚やム（悪い病気）。

いかリ゚かでぃ [ikaɭkadi]［名］〔いかリ゚か⸣でぃま
い...〕悪い風邪。【類】「いかリ゚ぱなすキ゚」。

いかリ゚ぱなすキ゚ [ikaɭpanasɿkɿ]［名］〔いかリ゚ぱな
す⸣キ゚まい...〕悪い風邪。【類】「いかリ゚かでぃ」。

いかリ゚やム [ikaɭjam]［名］〔いかリ゚や⸣ムまい...〕
悪い病気。

いキ゚ [ikɿ]［名］生き。【例】いキ゚でぃリ゚（生きる）。
あみぬ ふリ゚ばどぅ むずふリ゚ら いキ゚でぃリ゚

（雨が降れば作物は生きる）。

いキ゚ [ikɿ]［名］〔い⸣キ゚まい...〕息。呼吸。【例】い
キ゚ふキ゚（呼吸が乱れる）。

いキ゚ [ikɿ]［動 I類 a型］〔いきー、いかん〕行く。
【例】ぱるんけー いキ゚（畑へ行く）。がっこーん

けー いき（学校に行け）。ふしゃかリ゚がー い

かまん（草刈には行かない）。いかんーな（行

こうか）。いかだ（行きなさい。行けよ）。ぺ

ーぺー いかだ（早く行け）。いかだかー なら

ん（行かねばならない）。めーくんけー いかっ

じば（宮古へ行くからなあ）。あんや ムめ や

ーんけー いかなー（ぼくはもう家に帰ろうな

あ）。かまんけー いか（向こうへ行こう）。い

かずー（行こう。行くことを決意する）。いきー

や キ゚ーキ゚ー（行ったり来たり、右往左往）。い

きってぃー キ゚ーキ゚ー（行ってまた来たり、右

往左往）。やーんけ ーいキ゚かちぇーん（家に帰

りながら）。あなぶリ゚ぬ あリ゚ば いキ゚な（どぶ

があるから行くな）。

いき [iki]［名］〔いきまい...〕池。農業用水の溜
池。

いキ゚あぱなキ゚ [ikɿapanakɿ]［動 I類 a型］［罵声］
〔いキ゚あぱなきー、いキ゚あぱなかん〕行っちま

う。消えちまう。【例】いキ゚あぱなき（行って

しまえ。消えろ）。

いキ゚がーしゃーリ゚ [ikɿgaːɕaːɭ]［形］〔いキ゚がー⸣し
ゃまい...〕息苦しい。胸が圧迫されるようで息
ぐるしい。

いキ゚ぐム [ikɿgum]［動 I類 c型］〔いキ゚ぐみー、い
キ゚ぐまん〕息を止める。息苦しい。【例】きふす

んかー いキ゚ぐムどぅす（煙の中は息苦しい）。

【類】「いキ゚ぐりしゃーリ゚」。

いキ゚ぐりしゃーリ゚ [ikɿguriɕaːɭ]［形］〔いキ゚ぐり⸣
しゃまい...〕生きにくい。元気のないこと。動
物・植物に言う。生き抜く環境のこと。

いキ゚ぐりしゃーリ゚ [ikɿguriɕaːɭ]［形］〔い⸣キ゚ぐりし
ゃまい...〕息がしにくい。【類】「いキ゚ぐム」。

いキ゚ぐりしゃーリ゚ [ikɿguriɕaːɭ]［形］〔いキ゚ぐりし
ゃまい...〕行きにくい。【例】かぬ やーんけー

や いキ゚ぐり（あの家には行きにくい）。

いキ゚じゅーしゃーリ゚ [ikɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔い⸣キ゚じ
ゅーしゃまい...〕息を止めて⻑いこといられる
人。子どもの頃に息を止めて時間を計った。

いキ゚だす [ikɿdasɿ]［動 I類 c型］〔いキ゚だしー、い
キ゚だしゃん〕生き出す。生き返らせる。よみが

えらせる。動植物に言う。【同】「いキ゚んだす」。

いキ゚でぃリ゚ [ikɿdiɭ]［動 II類 c型］〔いキ゚でぃー、
いキ゚でぃん〕生き出る。生き返る。よみがえる。

動植物に言う。【同】「いキ゚んでぃリ゚」。

いキ゚とぅくな [ikɿtukuna]［名］〔いキ゚とぅくなま
い...〕行く所。目的地。【類】「いキ゚とぅくま」。
「いキ゚とぅくら」。

いキ゚とぅくま [ikɿtukuma]［名］〔いキ゚とぅくまま
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いぐん

い...〕行く所。目的地。【類】「いキ゚とぅくな」。
「いキ゚とぅくら」。

いキ゚とぅくら [ikɿtukura]［名］〔いキ゚とぅくらま
い...〕行く所。目的地。【類】「いキ゚とぅくま」。
「いキ゚とぅくな」。

いキ゚どぅリ゚ [ikɿduɭ]［動 I類 c型］〔いキ゚どぅりー、
いキ゚どぅらん〕生け捕る。

いきぬ みず [ikinu midzɿ]［名］〔いきぬみ⸣ずま
い...〕池の静かな水面。鏡のような池の水。

いキ゚ぬくリ゚ [ikɿnukuɭ]［名］〔いキ゚ぬく⸣リ゚まい...〕
生き残り。生存。動物・植物にも言う。生き抜

く環境のこと。

いきぬぱたゆまた [ikinupatajumata]［名］［地］〔い
きぬぱ⸣たゆまたまい...〕仲筋にある四辻。人
頭税の滞納者をここで罰した（村史）。

いキ゚ばかーリ゚ [ikɿbakaːɭ]［名］〔いキ゚ばかー⸣リ゚ま
い...〕生き別れ。親族が他国へ行くこと。【類】
「いきわかり」。

いキ゚ばっぱい [ikɿbappai]［名］〔いキ゚ばっぱいま
い...〕行きちがい。目的地を間違えること。

いキ゚ぱてぃ [ikɿpati]［名］〔いキ゚ぱてぃまい...〕行
き果て。終点。

いきま [ikima]［名］〔いきままい...〕池間。池間
島。

いきまずま [ikimadzɿma]［名］〔いきまず⸣まま
い...〕池間島。池間大橋が有名。

いキ゚むす [ikɿmusɿ]［名］〔いキ゚むすまい...〕生き
物。生物。動物に言う。

いキ゚むどぅリ゚ [ikɿmuduɭ]［名］〔いキ゚むどぅリ゚ま
い...〕行き戻り。往復。行ってから用件を済ま
せないで戻ること。

いきらかしゃーリ゚ [ikirakaɕaːɭ]［形］〔いきらか⸣
しゃまい...〕少ない。少量。【例】いきらかしゃ
ーリ゚（少ない量のもの）。【類】「いきらしゃー

リ゚」。

いキ゚らキ゚ーら [ikɿrakɿːra]［名］〔いキ゚らキ゚ー⸣らま
い...〕行ったり来たりすること。往復。

いきらしゃーリ゚ [ikiraɕaːɭ]［形］〔いきら⸣しゃま
い...〕少ない。少量。【例】いきらむぬ（少し
のもの）。いきらにんじゅ（少しの人数）。あが

むてー いきらしゃーリ゚（ぼくの分少ないよ）。

【類】「いきらかしゃーリ゚」。

いきらむぬ [ikiramunu]［名］〔いきらむぬまい...〕
少しのもの。なくなったら困るものに言う。

いきリ゚ [ikiɭ]［動 II類 c型］〔いきー、いきん〕活
ける。【例】ぱなう いきリ゚（仏壇に花を活け

る）。ぱなー みだ いきん（仏壇に花はまだ活

けていない）。

いきリ゚ [ikiɭ]［動 II類 c型］〔いきー、いきん〕生
きる。【例】みずう かきんにば いきんやー（水

をかけないから生きないだろう）。いきリ゚け み

ずう かきる（生き返るまで水をかけなさい）。

いきわかり [ikiʋakari]［名］〔いきわか⸣りまい...〕
生き別れ。八月おどりの〈おーがま〉・〈くいが

ま〉と「父⺟」との生き別れ。【類】「いキ゚ばか

ーリ゚」。

いきん [ikin]［名］〔いき⸣んまい...〕意見。自分
の持っている考え。

いキ゚んだす [ikɿndasɿ]［動 I類 c型］〔いキ゚んだし
ー、いキ゚んだしゃん〕生き出す。（人間・動物

や植物などを）生きかえらせる。【同】「いキ゚だ

す」。

いキ゚んでぃリ゚ [ikɿndiɭ]［動 II類 c型］〔いキ゚んで
ぃー、いキ゚んでぃん〕生き出る。（人間・動物

や植物などが）生きかえる。【例】あみぬ ふリ゚

ばどぅ いキ゚んでぃリ゚（雨が降るから生きかえ

る）。【同】「いキ゚でぃリ゚」。

いくー [ikuː]［動 I類 a型］〔いけー、いかーん〕
行き合う。出くわす。出会う。

いくー [ikuː]［動 I類 a型］〔いけー、いかーん〕
届く。高い所に手が届く。【同】「いかう」。

いくつ [ikutsɿ]［名］〔いく⸣つまい...〕遺骨。
いぐム [igum]［名］〔いぐ⸣ムまい...〕銛。魚を突
く道具。【類】「まばリ゚」。「やリ゚ずキ゚」。

いぐムとぅーななつ [igumtuːnanatsɿ]［名］〔いぐ
⸣ムとぅー⸢ななつまい...〕伝説の人物。ふたつ
がー村の大将。村史参照。

いぐムまーリ゚ [igummaːɭ]［名］〔いぐ⸣ムまーリ゚ま
い...〕銛を持って漁をすること。水中めがねを
かけて浅い所の魚貝を獲る。

いぐん [igun]［名］〔いぐ⸣んまい...〕遺言。【同】
「ゆいぐん」。
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いけーす

いけーす [ikeːsɿ]［動 I類 a型］〔いけーしー、い
けーしゃん〕こぼす。【例】あるーみずう いけ

ーす（洗い水をこぼす）。

いし [iɕi]［名］〔いしまい...〕石。石ころ。岩。岩
盤。【同】「いす」。

いしう きリ゚ [iɕiu kiɭ]［連語］石を蹴る。つまづ
く。【例】いしう きリ゚ばどぅ ういびぬ やみ

ー（石を蹴ると指が痛くなった）。

いしうす [iɕiusɿ]［名］〔いしうすまい...〕石臼。豆
腐造りや製粉に使われる。

いしがキ゚ [iɕigakɿ]［名］〔いしがキ゚まい...〕石垣。
石積み。

いしがき [iɕigaki]［名］〔いしがきまい...〕瀬が
かり。釣針が瀬にひっかかること。

いしがなまリ゚ [iɕiganamaɭ]［名］〔いしがなまリ゚ま
い...〕石頭。融通がきかないこと。またはその
人。頑固者。

いしがなまれ [iɕiganamare]［名］〔いしがなま⸣
れまい...〕融通のきかない人。頑固者。

いしがんとー [iɕigantoː]［名］〔いしがんとーま
い...〕石敢當。道路のつきあたりに立てる魔除
けの石。

いしぐー [iɕiguː]［名］〔いしぐーまい...〕石粉。
石ころ。畑の岩盤。

いしぐーずー [iɕiguːdzɿː]［名］〔いしぐーずーま
い...〕石ころの多い畑。

いしぐーみ [iɕiguːmi]［名］〔い⸣しぐーみまい...〕
小石を隠してそれを見つける遊び。

いしじぇーふ [iɕidʑeːfu]［名］〔いしじぇーふま
い...〕石大工。石工。

いしじゃら [iɕidʑara]［名］〔いしじゃらまい...〕
石砂利。【同】「いしじゃり」。

いしじゃらみつ [iɕidʑaramitsɿ]［名］〔いしじゃら
みつまい...〕石ころの多い道。【同】「いしじゃ
りみつ」。

いしじゃり [iɕidʑari]［名］〔いしじゃりまい...〕
石砂利。【同】「いしじゃら」。

いしずム [iɕidzɿm]［名］〔いしずムまい...〕石積
み。石垣。石が積まれたもの。

いしどぅまリ゚ [iɕidumaɭ]［名］［地］〔いしどぅま⸣
リ゚まい...〕水納島の〈とぅぶり〉の名前。村史

参照。

いしぬム [iɕinum]［名］〔いしぬムまい...〕石鑿。
石大工の使う鑿。

いしばイ゚[iɕibaɿ]［名］〔いしばイ゚まい...〕石灰。石
を焼いて作った石灰。水酸化したカルシウム。

硝石灰。きび汁を中和するのに用いる。消毒に

用いる。

いしばな [iɕibana]［名］〔いしばなまい...〕断崖。
海岸の断崖のこと。

いします [iɕimasɿ]［名］〔いしますまい...〕石升。
畑の囲いを石積みしたもの。石囲い。

いじみリ゚ [idʑimiɭ]［動 II類 a型］〔いじみー、い
じみん〕いじめる。弱い者につらい思いをさせ

る。自分のからだを痛める。練習でからだを鍛

える。

いしむリ゚ [iɕimuɭ]［名］〔いしむリ゚まい...〕石の盛
り上がっているところ。

いしゃ [iɕa]［名］〔いしゃまい...〕医者。医師。
【例】いしゃん みしる（医者に診察してもらい

なさい。診てもらう）。

いじゃイ゚ [idʑaɿ]［名］〔いじゃイ゚ま⸣い...〕出会い。
出会うこと。再会。

いじゃう [idʑau]［動 I類 c型］〔いじぇー、いじ
ゃーん〕出会う。【例】あぐとぅ いじゃう（同

級生と出会う）。じゅーねんぶりんどぅ いじ

ぇー（十年ぶりに再会した）。

いしゃがかリ゚ [iɕagakaɭ]［名］〔いしゃがかリ゚ま
い...〕病院通い。通院。

いしゃがっこー [iɕagakkoː]［名］〔いしゃがっこ
ーまい...〕医学部。

いしゃがゆー [iɕagajuː]［名］〔いしゃがゆーま
い...〕医者通い。通院。病院通い。

いしやキ゚ [iɕijakɿ]［名］〔いしやキ゚まい...〕石灰石
を焼いて石灰を造ること。【類】「ぱイ゚やキ゚」。

いしやキ゚がま [iɕijakɿgama]［名］〔いしやキ゚が⸣ま
まい...〕石灰石を焼く窯。【類】「ぱイ゚やキ゚がま」。

いしゃぐっく [iɕagukku]［名］〔いしゃぐっ⸣くま
い...〕医者ごっこ。

いしゃぬ ふつ [iɕanu futsɿ]［名］〔いしゃぬふ⸣
つまい...〕医者の言葉。診察。

いしゃぬ やー [iɕanu jaː]［名］〔いしゃぬや⸣ー
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イ゚ズぅ

まい...〕病院のこと。医者の住宅。
いしゃまい にんぎん [iɕamai ningin]［連語］医
者も人間だ。

いしやリ゚ [iɕijaɭ]［名］〔いしやリ゚まい...〕石を投
げる遊び。

いしやリ゚めー [iɕijaɭmeː]［名］〔いしやリ゚めーま
い...〕石の投げ勝負。

いしゅ [iɕu]［名］〔いしゅまい...〕磯。漁をする
こと。魚・貝・海藻などをとること。【例】いし

ゅんけー（磯に行く。漁に行く。釣りに行く）。

いしゅがす [iɕugasɿ]［動 I類 c型］〔いしゅがし
ー、いしゅがしゃん〕急がす。急かせる。【例】

いでぃふにてぃー いしゅがす（船が出るから

といって急がせる）。

いしゅがすしゃーリ゚ [iɕugasɿɕaːɭ]［形］〔いしゅが
す⸣しゃまい...〕忙しい。

いしゅギ [iɕugɿ]［動 I類 c型］〔いしゅぎー、い
しゅがん〕急ぐ。【例】いしゅギぐまたぬ くと

ぅぬ あリ゚（急ぐべき用件がある）。まーん め

ーた いしゅがだ（何をしているか、急ぎなさ

い）。いしゅがまん（急がない）。いしゅぎー

くー（急いで来なさい。早く来なさい）。

いしゅにがイ゚ [iɕunigaɿ]［名］〔いしゅにが⸣イ゚ま
い...〕漁の願い。スツウプナカの三日前に行う。

いしゅぱぎ [iɕupagi]［名］〔いしゅぱぎまい...〕不
漁。主に魚釣りの場合に言う。

いす [isɿ]［名］〔い⸣すまい...〕椅子。腰掛け。
いす [isɿ]［名］石。主に複合語で使われ、単独で
は〈いし〉をよく使う。【同】「いし」。

いず [idzɿ]［名］〔いずまい...〕意地。勇気。気力。
イ゚ズぁ [ɿza]［名］〔イ゚⸣ズぁまい...〕えな。胎盤。
イ゚ズぁ [ɿza]［名］〔イ゚⸣ズぁまい...〕父。父親。
イ゚ズぁいリ゚ [ɿzaiɭ]［動 II類 a型］〔イ゚ズぁいー、
イ゚ズぁいん〕叱られる。おこられる。説教され

る。【例】うやん イ゚ズぁいー ねーん（父に叱

られてしまった）。イ゚ズぁいー くー（叱られて

来い。説教されて来なさい）。イ゚ズぁいーてー

ん（叱られてばかり。説教されてばかり）。ふ

しゃう かリ゚たりー イ゚ズぁいまん（草刈をし

たから叱られるまい）。イ゚ズぁいー みーる（叱

られてみよ。説教されてみよ）。イ゚ズぁいる（叱

られよ。説教されなさい）。

イ゚ズぁく [ɿzaku]［名］〔イ゚ズぁ⸣くまい...〕櫂。小
船を漕ぐ道具。しゃばにを漕ぐ道具。【同】「か

い」。

イ゚ズぁす [ɿzasɿ]［動 I類 a型］〔イ゚ズぁしー、イ゚
ズぁしゃん〕言わせる。話させる。意見を述べ

させる。【例】かリ゚んや イ゚ズぁすな（彼には言

わせるな）。イ゚ズぁしー みーる（他人に言わせ

てみなさい）。あんーまい イ゚ズぁしー わーり

（ぼくにも言わせて下さい）。

イ゚ズぁす [ɿzasɿ]［動 I類 a型］〔イ゚ズぁしー、イ゚ズ
ぁしゃん〕取り入れる。外から家の中に入れる

こと。雨模様だから干し物を家の中に入れる。

【例】あめー ふらんにば イ゚ズぁすな（雨は降

らないから家の中に取り入れるな）。イ゚ズぁし

（取り入れよ。洗濯物を取り入れることに言う）。

イ゚ズぁしー うき（干し物を取り入れておきな

さい）。

イ゚ズぁすみリ゚ [ɿzasɿmiɭ]［動 II類 a型］〔イ゚ズぁす
みー、イ゚ズぁすみん〕言わせる。話させる。【例】

かリ゚が いきんゆ イ゚ズぁすみる（彼の意見を

述べさせなさい）。

イ゚ズぁっふぁ [ɿzaffa]［名］父子。父と子。
イ゚ズぁら [ɿzara]［名］〔イ゚ズぁ⸣らまい...〕鎌。草
刈り鎌。

イ゚ズぁわー [ɿzaʋaː]［名］〔イ゚⸣ズぁわーまい...〕雄
の種豚。

イ゚ズぃがら [ɿzigara]［名］〔イ゚ズぃが⸣らまい...〕
入れ髪。添え髪。かもじ。

イ゚ズぃぐ [ɿzigu]［名］〔イ゚ズぃ⸣ぐまい...〕植え替
え。発芽の悪い苗を取り替えて植えること。さ

とうきびの苗に多く行われる。

イ゚ズぃっふぁ [ɿziffa]［名］〔イ゚ズぃっ⸣ふぁまい...〕
もらい子。得子の意。

イ゚ズぃぱー [ɿzipaː]［名］〔イ゚ズぃぱ⸣ーまい...〕入
れ⻭。

イ゚ズぃリ゚ [ɿziɭ]［動 II類 a型］〔イ゚ズぃー、イ゚ズ
ぃん〕入れる。器の中に物を入れる。注ぐ。

イ゚ズぅ [ɿzu]［名］［魚］〔イ゚ズぅまい...〕魚。魚の
総称。【例】イ゚ズぅー けー わーり（魚を買っ

て下さい）。
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イ゚ズぅしゅに

イ゚ズぅしゅに [ɿzuɕuni]［名］〔イ゚ズぅしゅにまい...。
イ゚ズぅしゅ⸣にまい...〕漁場。魚のたくさんいる
瀬。

イ゚ズぅすにびらふ [ɿzusɿnibirafu]［名］〔イ゚ズぅす
にびら⸣ふまい...〕魚が死ぬほどの寒さ。

イ゚ズぅとぅリ゚ [ɿzutuɭ]［名］〔イ゚ズぅとぅ⸣リ゚まい...〕
魚とり。漁のこと。

イ゚ズぅとぅれ [ɿzuture]［名］〔イ゚ズぅとぅ⸣れま
い...〕大漁をする人。漁の名人。

イ゚ズぅなます [ɿzunamasɿ]［名］〔イ゚ズぅなますま
い...〕魚のさしみ。

イ゚ズぅぬ ぷに [ɿzunu puni]［名］〔イ゚ズぅぬぷ⸣
にまい...〕魚の骨。魚の小骨。

イ゚ズぅぬ みー [ɿzunu miː]［名］〔イ゚ズぅぬみ⸣ー
まい...〕足の裏にできる丸いかたまり。うおの
目。

イ゚ズぅばっじゅー [ɿzubaddʑuː]［名］〔イ゚ズぅば
っじゅーまい...〕魚をこしらえること。さばく
こと。

イ゚ズぅふしゃしゃーリ゚ [ɿzufuɕaɕaːɭ]［形］〔イ゚ズ
ぅふしゃ⸣しゃまい...〕魚くさい。魚のくさい
におい。生の魚の匂い。

イ゚ズぅムすー [ɿzumsɿː]［名］〔イ゚ズぅムす⸣ーま
い...〕魚の煮汁。魚汁。

イ゚ズぅやキ゚ [ɿzujakɿ]［名］〔イ゚ズぅや⸣キ゚まい...〕
魚を焼くこと。燃えきった薪の炭火で焼く。

イ゚ズぅやキ゚だむぬ [ɿzujakɿdamunu]［名］〔イ゚ズぅ
やキ゚だむ⸣ぬまい...〕魚を焼くための薪。

イ゚ズぅん びーリ゚ [ɿzun biːɭ]［連語］魚に中毒す
る。

いすか [isɿka]［名］［疑］〔いすかまい...〕幾らか。
どれぐらいか。量や値段に言う。【例】くれー

いすかが（これの値段はいくらか）。【同】「い

すけ」。

いすかまい [isɿkamai]［副］いくらでも。【例】い
すかまい かーずー（いくらでも買う）。

いすけ [isɿke]［名］［疑］〔いすけまい...〕幾らか。
どれぐらいか。量や値段に言う。【同】「いす

か」。

いずしぇー [idzɿɕeː]［名］〔いずしぇーまい...〕意
地の強い人。働き者。勇敢な人。早起きする人。

いずじゅーしゃーリ゚ [idzɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔いずじ
ゅーしゃまい...〕意地が強い。忍耐力がある。

いすずみ [isɿdzɿmi]［名］〔いすずみまい...〕石爪。
石のように固い爪。

いすムにだー [isɿmnidaː]［名］〔いすム⸣にだーま
い...〕広い四辻。雨乞いクイチャーをやった。

いずむぬ [idzɿmunu]［名］〔いずむぬまい...〕意
地の強い人。早起きする人に言う。

いずんだす [idzɿndasɿ]［連語］意地を出させる。
激励する。【例】しぇんしゅー いずんだす（選

手を激励する）。

いずんでぃリ゚ [idzɿndiɭ]［連語］意地が出る。元
気が出る。【例】いずんでぃる（意地を強く出

しなさい）。ゆけーったりー いずぬ んでぃリ゚

（休んだから元気がでる）。

いた [ita]［名］〔いたまい...〕板。木の板。鉄板。
トタン板。

いだ [ida]［名］［疑］〔いだんまい...〕どこ。場
所のこと。【例】いだぬ まっちゃんが あリ゚ば

（どこの店にあるか）。ムまがー いだがー（孫

はどこかなあ）。くまー いだが（ここはどこ

か？）。ヴヴぁー いだんけーが（君はどこへ行

くのか？）。たらまー いだが（多良間島はどこ

か）。【同】「んだ」。

いだ [ida]［名］〔い⸣だまい...〕兄。自分より年上
の男の人。【類】「いだっすぅ」。

いだーとぅム [idaːtum]［連語］［疑］どこも全く。
【同】「んだーとぅム」。

いだうっとぅ [idauttu]［名］〔い⸣だうっとぅ⸢ま
い...〕兄と弟。男性に言う。

いだかー [idakaː]［名］［疑］どれくらいの高さ
か。どの高さか。どのぐらい高いか。【例】や

ーまどぅめー いだかーが あリ゚がー（八重山

遠見はどれぐらいの高さかなあ）。【同】「いだ

きー」。「いだけー」。

いだがらー [idagaraː]［名］〔いだがらーんまい...〕
どこか。あるところ。【例】いだがーらぬ ピと

ぅ（どこか知らない所の人）。【同】「んだがら

ー」。

いだきー [idakiː]［名］［疑］〔い⸣だきー⸢まい...〕
どれくらいの高さか。どの高さか。どのぐらい
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高いか。【例】やーまどぅめー いだきーが あ

リ゚がー（八重山遠見はどれぐらいの高さかな

あ）。【同】「いだかー」。「いだけー」。

いたくび [itakubi]［名］〔いたく⸣びまい...〕板の
壁。

いだくま [idakuma]［副］どこもかも。どこもか
しこも。あちらこちら。【例】いだくま とぅみ

ー（どこもかも探したよ）。【同】「んだくま」。

いだけー [idakeː]［名］［疑］〔い⸣だけー⸢まい...〕
どの高さ。【例】やーまどぅめー いだけーが

あリ゚がー（八重山遠見はどれぐらいの高さかな

あ）。【同】「いだかー」。「いだきー」。

いだす [idasɿ]［動 I類 c型］〔いだしー、いだし
ゃん〕出す。出航する。出演する。宿題を出す。

模合金を出す。【例】ぺーふ いだし（早く出

しなさい）。いだしー みーリ゚ばどぅ っさいリ゚

（出してみてわかることだ）。【同】「んだす」。

いだすみー [idasɿmiː]［名］〔いだすみ⸣ーまい...〕
出し前。模合金の出し前。

いだすみリ゚ [idasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔いだすみ
ー、いだすみん〕出させる。出し合いさせる。

【例】むやいじんゆ いだすみリ゚（模合の金を出

させる）。

いだた [idata]［名］［疑］〔いだたんまい...〕どこ
ら。どこら辺。【例】いだたんが あリ゚ば（どこ

にあるか）。【同】「んだた」。

いただキ゚ [itadakɿ]［動 I類 c型］〔いただきー、い
ただかん〕頂く。頂戴する。

いだたなぎ [idatanagi]［名］［疑］〔いだ⸣たなぎ
んまい...〕どこら。どこら辺。【同】「んだたな
ぎ」。

いだたばーき [idatabaːki]［連語］［疑］どこまで
も。【同】「んだたばーき」。

いだたまい [idatamai]［連語］［疑］どこも。どこ
でも。【同】「んだたまん」。

いだたムーな [idatammna]［名］［疑］〔いだ⸣た
ムーなんまい...〕どこらへん。【同】「んだたム
ーな」。

いたっじゃ [itaddʑa]［名］〔いたっじゃまい...〕た
だもの。無料。【例】いたっじゃ ゆいー（ただ

でもらった）。

いだっすぅ [idassu]［名］〔いだっすぅまい...〕年
上の人。年輩。先輩。男女に言う。

いだっすぅヴヴぁ [idassuvva]［名］〔いだっすぅ
ヴ⸣ヴぁまい...〕兄弟の一番上の子。

いだっすぅびきヴヴぁ [idassubikivva]［名］〔い
だっすぅびきヴヴぁまい...〕兄弟の一番上の男
の子。⻑男。

いだっすぅみどぅム [idassumidum]［名］〔いだ
っすぅみどぅ⸣ムまい...〕兄弟の一番上の女の
子。⻑女。

いだっすぅみどぅムヴヴぁ [idassumidumvva]
［名］〔いだっすぅみどぅムヴ⸣ヴぁまい...〕兄弟
の一番上の女の子。⻑女。

いたてぃリ゚ [itatiɭ]［動 II類 a型］〔いたてぃー、
いたてぃん〕こぼす。水をこぼす。袋からこぼ

す。

いだなぎ [idanagi]［名］［疑］〔い⸣だなぎんまい...〕
どの辺。どちら辺。どのあたり。【例】いだな

ぎんどぅ あすビたりー（どの辺に遊んだか）。

【同】「んだなぎ」。【類】「いだムーな」。

いだばーき [idabaːki]［連語］［疑］どこまでも。
【同】「んだばーき」。

いだまい [idamai]［連語］［疑］どこも。【同】「い
だまい」。

いたム [itam]［名］〔いた⸣ムまい...〕女性の腰巻。
下着。

いだムーな [idammna]［名］［疑］〔い⸣だムーな
まい...〕どの辺か。どのあたりか。【例】ヴヴ
ぁが やーや いだムーなが（君の家はどの辺

か）。【同】「んだムーな」。【類】「いだなぎ」。

「んだなぎ」。

いだやー [idajaː]［名］［疑］〔いだやーまい...〕ど
この家。どこの家の子供。【例】いだやーぬ っ

ふぁが（どこの家の子供か）。【同】「んだやー」。

いだやーぬ ピとぅ [idajaːnu pɿtu]［名］［疑］〔い
⸣だやーぬ ⸢ピとぅまい...〕どこの家の人。ど
この家の子供。【同】「んだやーぬピとぅ」。

いだリ゚ [idaɭ]［名］〔いだリ゚まい...〕漁り（いざ
り）。枯れすすきで松明（たいまつ）を作り漁

をすること。今は電灯を用いる。

いちがつ [itɕigatsɿ]［名］〔い⸣ちがつ⸢まい...〕一
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月。正月。暁月。小寒・大寒の季節。

いちゃふ [itɕafu]［名］〔いちゃ⸣ふまい...〕従兄
弟。いとこ。

いちゃふぶだ [itɕafubuda]［名］〔いちゃふぶ⸣だ
まい...〕父⺟のいとこ（男）。いとこおじさん。

いちゃふぶば [itɕafububa]［名］〔いちゃふぶ⸣ば
まい...〕父⺟のいとこ（女）。いとこおばさん。

いちゃふみうイ゚ [itɕafumiuɿ]［名］〔いちゃふみう
⸣イ゚まい...〕いとこの子。

いつ [itsɿ]［名］［疑］〔いつまい...〕いつ。時間を
問う疑問詞。【例】いつ くーずーが（いつ来る

べきか）。くぬ やーや いつからげーら（この

家は何年経っていますか）。いつから キ゚たリ゚ば

（いつの間に来たのか）。

いつ [itsɿ]［名］五。五つ。
いつ やらばまい [itsɿ jarabamai]［連語］いつで
も。いつでも良いから。【例】いつやらばまい

あすビが くー（いつでもいいから遊びに来な

さい）。

いつヴヴぅリ゚ [itsɿvvuɭ]［名］［魚］〔いつヴヴぅ
リ゚まい...〕うなぎの仲間。

いつか [itsɿka]［名］〔いつかまい...〕五日。五日
間。

いつがみ [itsɿgami]［連語］いつまで。【例】いつ
がみが ぶらずー（いつまで居るべきか）。

いつがみまい [itsɿgamimai]［連語］いつまでも。
【例】いつがみまい ぱりん あみ（いつまでも

止まない雨）。

いつから [itsɿkara]［名］〔いつか⸣らまい...〕五ひ
き。人間以外の動物に言う。

いつから [itsɿkara]［連語］何時（いつ）から。【例】
いつからまい ゆるむぬ（いつからでもよい）。

いつからが ぶリ゚ば（いつからいるの？）。

いつがらー [itsɿgaraː]［名］〔いつがらーま⸣い...〕
いつか。いつの日か。そのうちに。【例】いつ

がらー いじゃー（いつの日にか会おう）。

いっしゅ [iɕɕu]［名］〔いっ⸣しゅまい...〕一升。一
合の十倍。

いっしゅビん [iɕɕubɿn]［名］〔いっしゅビ⸣んま
い...〕一升瓶。

いっすん [issɿn]［名］〔いっすんまい...〕一寸。約

3センチ。人差指の第一関節から第二関節の間
の⻑さ。

いつたーリ゚ [itsɿtaːɭ]［名］〔いつたー⸣リ゚まい...〕五
人。

いつだいず [itsɿdaidzɿ]［名］〔いつだい⸣ずまい...〕
一大事。

いつつ [itsɿtsɿ]［名］〔いつ⸣つまい...〕五つ。五
歳。五個。五本。五冊。

いってぃ [itti]［名］〔いってぃま⸣い...〕五十年。
【例】いってぃまい（五十年前）。

いつてぃ [itsɿti]［名］〔いつ⸣てぃまい...〕五年。
【例】いつてぃまい（五年前）。

いっとぅ [ittu]［名］〔いっ⸣とぅまい...〕一斗。一
升の十倍。

いっとぅが やー [ittuga jaː]［名］〔いっとぅ⸣が
やー⸢まい...〕昔のおはじき遊び。さざえのふ
たで遊ぶ。

いっとぅがたっちゅが [ittugatattɕuga]［名］〔い
っとぅ⸣がたっちゅが⸢まい...〕丸座になって歌
いながら遊ぶこと。

いっとぅがみ [ittugami]［名］〔いっとぅが⸣みま
い...〕一斗入れのかめ。

いっとぅキ゚ [ittukɿ]［副］一時。片時。しばらく。
【例】いっとぅキ゚ まてぃ（しばらく待て）。

いっとぅばかす [ittubakasɿ]［名］〔いっとぅばか
⸣すまい...〕一斗いれのつぼ。

いつなぎ [itsɿnagi]［名］［疑］〔いつな⸣ぎまい...〕
いつ頃。【例】いつなぎんが まどー あリ゚が（い

つ頃暇になるか）。

いつなんどぅキ゚[itsɿnandukɿ]［副］いつ何時。【例】
いつなんどぅキ゚ ないぬ あらずーがげーら（い

つ何時地震が起こるか）。

いっぱい [ippai]［副］たくさん。あふれる様。【例】
いっぱいぬ ピとぅ（たくさんの人）。

いっぱい [ippai]［副］一杯。コップ一杯。
いつばん [itsɿban]［名］〔いつば⸣んまい...〕一番。
一番目。先頭。トップ。

いつばんじゃー [itsɿbandʑaː]［名］〔いつばんじ
ゃ⸣ーまい...〕一番座。主人の寝る部屋。普通東
側にある。【同】「くだすキ゚」。

いつばんどぅす [itsɿbandusɿ]［名］〔いつばんど
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ぅ⸣すまい...〕最も親しい友。
いつばんとぅリ゚ [itsɿbantuɭ]［名］〔いつばんとぅ⸣
リ゚まい...〕一番鶏。夜明けを告げる鶏のこと。

いつばんなび [itsɿbannabi]［名］〔いつばんな⸣び
まい...〕製糖工場（シートーヤー）の一番目の
鍋のこと。

いつばんぶす [itsɿbanbusɿ]［名］〔いつばんぶ⸣す
まい...〕一番星。日没後に⻄の空に輝く星。宵
の明星。金星のこと。

いつばんむぬ [itsɿbanmunu]［名］〔いつばんむ⸣
ぬまい...〕一番物。最高級の品物。

いつばんむぬ [itsɿbanmunu]［名］〔いつばんむ⸣
ぬまい...〕初物。初めの収穫物。

いつばんわーギ [itsɿbanʋaːgɿ]［名］〔いつばんわ
ー⸣ギまい...〕晴れ着。

いつまい [itsɿmai]［副］いつも。いつでも。【例】
いつまい ゆるむぬ（いつでもいいよ）。

いつまた [itsɿmata]［名］［海の生物］〔いつま⸣た
まい...〕ひとで。

いつむん [itsɿmun]［名］〔いつむ⸣んまい...〕一門。
親族。

いつむんじゅるー [itsɿmundʑuruː]［名］〔いつむ
んじゅる⸣ーまい...〕一門揃い。一門の集い。

いつむんばか [itsɿmunbaka]［名］〔いつむんば⸣
かまい...〕一門の墓。

いでぃ [idi]［名］〔いでぃま⸣い...〕いで。出るこ
と。【例】いでぃずぶん（出番だ）。【同】「んで

ぃ」。

いでぃ [idi]［名］［疑］〔いでぃまい...〕どれ。【例】
いでぃが（どれか）。あが むのー いでぃが

（ぼくのものはどれか）。いでぃ みしー みー

る（どれか見せてみよ）。【同】「んでぃ」。

いでぃぐりしゃーリ゚ [idiguriɕaːɭ]［形］〔いでぃぐ
り⸣しゃまい...〕出にくい。【例】めーんけーや
いでぃぐりしゃーリ゚（集会には出にくい）。

いでぃしゅがリ゚[idiɕugaɭ]［名］〔いでぃしゅが⸣リ゚
まい...〕外出の支度。身支度。正装すること。

いでぃしゅるー [idiɕuruː]［動 I類］〔いでぃしゅ
れー、いでぃしゅらーん〕〔いでぃしゅる⸣ーま
い...〕出揃う。【例】うぐなーリ゚んや いでぃし

ゅるー（集会に出揃う）。

いでぃた [idita]［名］［疑］〔いでぃ⸣たまい...〕ど
れら。【例】すまピとー いでぃたが（島人はど

れたちか）。【同】「んでぃた」。【類】「いでぃた

がムめ」。「んでぃたがムめ」。

いでぃたが ムめ [iditaga mme]［名］［疑］〔いで
ぃた⸣がムめ⸢まい...〕どれら。【例】すまピとー
いでぃたが ムめ（島人はどれだちか）。ぱり

ー ぶリ゚ろー いでぃたが ムめ（走っているの

はどれたちか）。【同】「んでぃたがムめ」。【類】

「いでぃた」。「んでぃた」。

いでぃつー [iditsɿː]［名］〔いでぃつ⸣ーまい...〕よ
く出る乳。

いでぃぱい [idipai]［名］〔いでぃぱ⸣いまい...〕分
家すること。結婚して独立すること。出て行く

運命。

いでぃぱイ゚でぃ [idipaɿdi]［名］〔い⸣でぃぱイ゚で
ぃまい...〕出入りすること。【同】「んでぃぱイ゚
でぃ」。

いでぃぱいやー [idipaijaː]［名］〔いでぃぱ⸣いや
ーまい...〕分家した人の家。

いでぃぱずまリ゚ [idipadzɿmaɭ]［動 I類 a型］〔い
でぃぱずまりー、いでぃぱずまらん〕出始める。

【例】なまどぅ まんごーや いでぃぱずまリ゚（今

マンゴーは出始まりだ）。【同】「んでぃぱずま

リ゚」。

いでぃばん [idiban]［名］〔いでぃば⸣んまい...〕出
番。【例】いでぃばんゆ まつ（出番を待つ）。

【同】「んでぃばん」。

いでぃふつ [idifutsɿ]［名］〔いでぃふ⸣つまい...〕
出口。【同】「んでぃふつ」。

いでぃふに [idifuni]［名］〔いでぃふ⸣にまい...〕
出船。出航。

いでぃふにギしゅイ゚ [idifunigɿɕuɿ]［名］〔いでぃ
ふにギしゅ⸣イ゚まい...〕出船競い。出船に間に合
わせる。船の出港時間に急かせる。

いでぃまーリ゚ [idimaːɭ]［動 I類 c型］〔いでぃま
ーりー、いでぃまーらん〕出廻る。物が流行す

る。家におちつきがなく外へ出歩く。

いでぃまい [idimai]［名］〔いでぃま⸣いまい...〕出
し前。支出。

いでぃまい [idimai]［連語］どれも。誰も。どち
71



いでぃみー

らも。どっちも。【例】いでぃまい ゆるむぬ

（どれもいいよ）。

いでぃみー [idimiː]［名］〔いでぃみ⸣ーまい...〕出
し前。金の出し前。

いでぃむぬ [idimunu]［名］〔いでぃむ⸣ぬまい...〕
吹きでもの。おでき。【類】「にぶとぅ」。

いでぃリ゚ [idiɭ]［動 II類 c型］〔いでぃー、いでぃ
ん〕出る。卒業する。芽が出る。太陽が雲から

出る。出席する。船が出る。給料が出る。【例】

いでぃる（出よ。出席せよ。外出せよ）。うで

ーリ゚んけー いでぃー くー（作業に出席しな

さい）。ぱちゅがつぶどぅリ゚んや いでぃー し

る（八月おどりには出演しなさい）。うやが か

ーリ゚ん いでぃずー（親の代理として出るよ）。

いでぃー つキ゚う みーる（出て月を見なさい）。

【同】「んでぃリ゚」。

いとぅ [itu]［名］〔い⸣とぅまい...〕糸。細い糸。
釣り糸。縫い糸。凧の鼻緒の糸。【例】いとぅー

とぅーす（糸を通す。針の穴に糸を通す。視力

の基準として世間に言われる）。

いとぅばしょー [itubaɕoː]［名］［植］〔いとぅば
しょ⸣ーまい...〕糸芭蕉。

いとぅま [ituma]［名］〔いとぅ⸣ままい...〕いと
ま。休暇。

いとぅまキ゚ [itumakɿ]［名］〔いとぅま⸣キ゚まい...〕
糸を巻くこと。またその道具。

いな [ina]［名］〔いなまい...〕犬。
いなう [inau]［名］〔いなうまい...〕礁湖。礁地。
内海。【同】「いぬー」。「いのー」。

いなか [inaka]［名］〔いなかまい...〕田舎。都会
に対する。

いながい [inagai]［副］⻑いこと。⻑い時間。時
間の経過について言う。【例】いながい みーん

（⻑いこと見ない）。

いなかむぬ [inakamunu]［名］〔いなかむぬまい...〕
田舎者。

いなぐ [inagu]［名］〔いなぐまい...〕女性のこと。
【類】「ぶなぐ」。「ぶなリ゚」。

いぬ ぶん [inu bun]［連語］［疑］どれほど。ど
れぐらい。【例】いぬぶんが うむくとぅぬ あ

リ゚が（どれほど頭がいいの？）。

いぬー [inuː]［名］〔いぬーまい...〕礁湖。礁地。
内海。【同】「いなう」。「いのー」。

いぬー [inuː]［名］〔いぬーまい...〕⻯巻。【類】「あ
まいぬー」。「いぬーぬまら」。

いぬーじみ [inuːdʑimi]［名］〔いぬーじみまい...〕
礁湖での追い込み漁のこと。いわし漁。

いぬーぬ まら [inuːnu mara]［名］〔いぬー⸣ぬま
ら⸢まい...〕⻯巻。【類】「あまいぬー」。「いぬ
ー」。

いぱい [ipai]［名］〔いぱいまい...〕位牌。霊位。
いぱいむつ [ipaimutsɿ]［名］〔いぱいむつまい...〕
位牌を継ぐ係。

いばしゃーリ゚ [ibaɕaːɭ]［形］〔いば⸣しゃまい...〕
狭い。窮屈。思うように動きが取れない。【同】

「しばしゃーリ゚」。

いばみつ [ibamitsɿ]［名］〔いばみ⸣つまい...〕狭
い道。小さい道。細い道。【同】「しばみつ」。

いばやー [ibajaː]［名］〔いばや⸣ーまい...〕狭い
家。小さい家。【同】「しばやー」。

いばら [ibara]［名］〔いば⸣らまい...〕威張る奴。
威張る人。【例】かれー いばら（彼は威張る人

だ）。

いばリ゚ [ibaɭ]［動 I 類 c 型］〔いばりー、いばら
ん〕威張る。【例】いばリ゚むぬイ゚ー（威張って言

う）。いばリ゚ぱなす（えらそうな話）。いつまい

いばりーてーん（いつも威張ってばかり）。

いビ [ibɿ]［名］［魚］〔いビまい...〕えび。主とし
て伊勢えびのこと。

いび [ibi]［名］〔い⸣びまい...〕拝所。香炉。ほこ
ら。船の航海安全を祈願する拝所。

いぴーちゃ [ipiːtɕa]［副］少し。容量の少ないこ
と。【例】いぴーちゃ つぎ（少し注ぎなさい）。

【同】「いぴっちゃ」。「ぴーちゃ」。「ぴっちゃ」。

【類】「てんく」。

いびす [ibisɿ]［名］〔いびすまい...〕辺地。狭い
所。【例】いびすん びーリ゚（狭い所に座る）。

いぴっちゃ [ipittɕa]［副］少し。容量の少ないこ
と。【同】「いぴーちゃ」。「ぴーちゃ」。「ぴっち

ゃ」。【類】「てんく」。

いびら [ibira]［名］〔いび⸣らまい...〕飯箆。煮た
芋をつぶす道具。しゃもじの大きい物。
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いみあみ

いびリ゚ [ibiɭ]［動 I類 c型］〔いびりー、いびらん〕
いびる。

いびリ゚ [ibiɭ]［動 II類 c型］〔いびー、いびん〕い
びる。意地悪をする。

いふ [ifu]［接頭］［疑］いく〜。幾〜。助数詞と
結語して数を問う疑問詞を形成する。【例】い

ふか（幾日）。いふゆー（幾夜）。いふてぃ（幾

年・何年）。

いふか [ifuka]［名］［疑］〔いふかまい...〕何日。
幾日。日数を数える単位。【例】いふかまい ま

てぃー ぶたリ゚（何日も待っていた）。いふかー

ならん（何日も経っていない。それほど日数は

経っていない）。

いふから [ifukara]［名］［疑］〔いふからまい...〕
何匹。幾匹。動物を数える単位。人には言わな

い。【例】ぴんだー いふからが（山羊は何匹い

るか）。

いぷぎー [ipugiː]［名］［疑］〔い⸣ぷぎー⸢まい...〕
どの大きさ。どのぐらい大きい。どの広さ。ど

のぐらい広い。【例】いぷぎーぬ まっちゃが

（どのぐらい広い店か）。

いふけーり [ifukeːri]［名］［疑］〔いふけーりま
い...〕何回。幾回。【例】いふけーりが かゆー

ば（何回通ったのか）。

いふげーリ゚[ifugeːɭ]［名］［疑］〔いふげーリ゚まい...〕
何歳違い。【例】ヴヴぁたー いふげーリ゚ あリ゚

ば（あなたたちは何歳違いなの？）。

いふしゃ [ifuɕa]［名］〔いふしゃまい...〕いくさ。
戦争。【例】うぷいふしゃ（第二次世界大戦）。

いふしゃ [ifuɕa]［名］重さ。
いふしゃーリ゚ [ifuɕaːɭ]［形］〔いふしゃまい...〕重
い。【例】ゆーどぅ いふしゃーリ゚（とても重

い）。いふしゃ ねーん（重くない）。【同】「い

ヴヴぅしゃーリ゚」。

いふたーリ゚[ifutaːɭ]［名］［疑］〔いふたーリ゚まい...〕
いくたり。何人。何名。【例】いふたーリ゚ぬ に

んじゅが（何人の人員か）。

いふたてぃ [ifutati]［名］［疑］〔いふたてぃま
い...〕いく種類。幾種類。何種類。【例】いふた
てぃどぅ すこーリ゚ば（何種類のものを準備す

ればよいか）。

いふつ [ifutsɿ]［名］［疑］〔いふつまい...〕いく
つ。幾つ。何歳。【例】ヴヴぁー いふつが な

リ゚（君は何歳か）。

いふつが ゆイ゚ [ifutsɿga juɿ]［名］［疑］〔いふつ⸣
がゆイ゚⸢まい...〕いくつ違い。何歳ちがい。

いふつキ゚ [ifutsɿkɿ]［名］［疑］〔いふつキ゚まい...〕
いく月。何月。【例】あめー いふつキ゚ ふらん

にーば（雨は幾月降らないのか）。

いふつみー [ifutsɿmiː]［名］［疑］〔いふつみーま
い...〕いくつ違い。何歳ちがい。【例】ヴヴぁた
ー いふつみー あリ゚ば（あなたたちはいくつ

違い？）。

いふてぃ [ifuti]［名］［疑］〔いふてぃまい...〕い
く年。幾年。何年。【例】しゅーが まーりー

わーりーから いふてぃが なリ゚（祖父が亡く

なってから何年経ったか）。

いふゆー [ifujuː]［名］［疑］〔いふゆーまい...〕い
く夜。幾夜。【例】いムじゃーや いふゆーが

とぅまりー わーリ゚げーら（海人座は幾夜お泊

りですか）。

いふん [ifun]［名］［疑］〔いふんまい...〕いく回。
幾回。何回。何べん。【例】いふんが ならーす

ば（何回教えるか）。

いふんまい [ifunmai]［連語］いく回も。何回も。
【例】いふんまい みーらいどぅす（何回でも見

られるよ）。

いぺー [ipeː]［副］少し。少しは。ちょっとは。【例】
いぺー ばきー わーり（少し分けてちょうだ

い）。

いま [ima]［接頭］生。なま。【例】いまイ゚ズぅ
（生の魚）。

いみ [imi]［名］〔い⸣みまい...〕意味。わけ。
いみ [imi]［名］〔い⸣みまい...〕忌み。喪中である
こと。【例】いみぱり（忌みがあけること）。

いみあい [imiai]［名］〔いみあ⸣いまい...〕意味合
い。話の前後の意味の内容。

いみあじゃ [imiadʑa]［名］〔いみあじゃまい...〕
末の男の子。兄弟の年下の男の子。【類】「あじ

ゃがま」。

いみあみ [imiami]［名］〔いみあみまい...〕小雨。
小降り。

73



いみあんが

いみあんが [imianga]［名］〔いみあんがまい...〕
末の女の子。兄弟の年下の女の子。【類】「あん

ががま」。

いみーか [imiːka]［副］小さく。【例】いみーか
つっふぃ（小さく作れ）。【類】「いみーちゃ」。

いみーちゃ [imiːtɕa]［副］小さく。大きさを表す。
【例】いみーちゃぬ やー（小さい家）。【類】「い

みーか」。

いみかでぃ [imikadi]［名］〔いみかでぃまい...〕
小さい風。微風。そよ風。

いみぎー [imigiː]［名］〔いみぎーまい...〕小さい
木。小木。若い木。

いみギむ [imigɿmu]［名］〔いみギむまい...〕小心。
小心者。臆病。気が小さいこと。

いみぐい [imigui]［名］〔いみぐいまい...〕小さい
声。小声。【例】いみぐいにー イ゚ズぃ（小さい

声で言いなさい）。

いみしゃ [imiɕa]［名］〔いみ⸣しゃまい...〕小さ
さ。

いみしゃ みー [imiɕa miː]［連語］小さく見る。
見下す。馬鹿にする。他人を小さく見る。【例】

いらいぎ なりー いみしゃみー すー（偉いふ

りして見下している）。

いみしゃーリ゚ [imiɕaːɭ]［形］〔いみ⸣しゃまい...〕
小さい。狭い。幼い。大きさ・広さ・太さなど

の意味に使う。【例】いみやー（小さい家）。い

みピとぅ（小さい人）。くれー いみしゃーリ゚

（これは小さい）。

いみしゃうがつ [imiɕaugatsɿ]［名］〔いみしゃ⸣う
がつまい...〕小さい正月。冬至の日。小さな正
月として家庭内で和え物を食べた。【同】「いみ

しょーがつ」。【類】「とぅんじー」。

いみしゃばな [imiɕabana]［名］〔いみ⸣しゃばな
まい...〕小さい頃。子どもの頃。

いみしょーがつ [imiɕoːgatsɿ]［名］〔いみしょ⸣ー
がつまい...〕小さい正月。冬至の日。小さな正
月として家庭内で和え物を食べた。【同】「いみ

しゃうがつ」。【類】「とぅんじー」。

いみずー [imidzɿː]［名］〔いみずーまい...〕小さ
い乳。貧乳。

いみすま [imisɿma]［名］〔いみすままい...〕小さ

い島。小島。離島。

いみっちゃ [imittɕa]［副］小さく。ちょっと。【例】
いみっちゃ ゆいずー（少しもらうよ）。

いみぱり [imipari]［名］〔い⸣みぱりまい...〕忌み
明け。

いみピとぅ [imipɿtu]［名］〔いみピとぅまい...〕小
さい人。体の小さいこと。小柄な人。

いみふに [imifuni]［名］〔いみふにまい...〕小船。
小型船。大きい船に比べて言う。

いみみつ [imimitsɿ]［名］〔いみみつまい...〕小道。
細道。横道。わき道。

いみむぬ [imimunu]［名］〔いみむぬまい...〕ち
いさいもの。小物。大きいものに比べて言う。

いみムまり [imimmari]［名］〔いみムまりまい...〕
生まれたときの小さいこと。

いみやー [imijaː]［名］〔いみやーまい...〕小さい
家。こじんまりした家。

いみリ゚ [imiɭ]［動 II類 c型］〔いみー、いみん〕忌
む。喪中にある。

いム [im]［名］〔い⸣ムまい...〕海。海浜。海辺。
大海。大洋。

いム [im]［動 I類 c型］〔いみー、いまん〕忌む。
喪中である。

いムうぷなか [im.upunaka]［名］〔い⸣ムうぷなか
まい...〕海神祭。

いムうり [im.uri]［名］〔い⸣ムうりまい...〕海下
り。海へ下りる行事。漁に行くこと。潮干狩。

いムかがム [imkagam]［名］〔い⸣ムかがムまい...〕
水中眼鏡。

いムがギな [imgagɿna]［名］［植］〔い⸣ムがギな
まい...〕くろいわざさ。

いムかでぃ [imkadi]［名］海風。海から吹く風。
夏の海から陸地へ吹く風。

いムしぇー [imɕeː]［名］〔い⸣ムしぇーまい...〕漁
の名人。海士。

いムしどぅ [imɕidu]［名］〔い⸣ムしどぅまい...〕
海勢頭。スツウプナカの海座の座⻑。

いムじゃー [imdʑaː]［名］〔い⸣ムじゃーまい...〕
海座。スツウプナカの漁の係の集う所。

いムしゃず [imɕadzɿ]［名］［鳥］〔い⸣ムしゃずま
い...〕海鳥の総称。
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いらうゆーたらまゆー

いムしゃず [imɕadzɿ]［名］〔い⸣ムしゃずまい...〕
漁や潮干狩を日課にする人。

いムしゅがリ゚ [imɕugaɭ]［名］〔い⸣ムしゅがリ゚ま
い...〕海への支度。釣りや潮干狩の支度。

いムずま [imdzɿma]［名］〔い⸣ムずままい...〕海
島。漁業で生活を営む里。

いムつどぅリ゚ [imtsɿduɭ]［名］〔い⸣ムつどぅリ゚ま
い...〕浜千鳥。【類】「つどぅリ゚」。

いムどぅリ゚ [imduɭ]［名］〔い⸣ムどぅリ゚まい...〕海
鳥。千鳥。かもめ。かつおどり。あじさし。【類】

「つどぅリ゚」。

いムなリ゚ [imnaɭ]［名］〔い⸣ムなリ゚まい...〕海鳴
り。台風の前兆といわれる。

いムぬーま [imnuːma]［名］［魚］〔い⸣ムぬーま
まい...〕海馬。⻯のおとしご。

いムばた [imbata]［名］〔いムば⸣たまい...〕海端。
海の近く。【例】いムばたぬ ぱる（海に近い

畑）。

いムぱたらキ゚ [impatarakɿ]［名］〔い⸣ムぱたらキ゚
まい...〕海働き。海の仕事をすること。漁をす
ること。

いムピとぅ [impɿtu]［名］〔い⸣ムピとぅまい...〕
海人。海士。漁師。スツウプナカの海人。

いムふしゃ [imfuɕa]［名］〔い⸣ムふしゃまい...〕
海草。ジュゴンの食草。【類】「じゃんふしゃ」。

いムぶり [imburi]［名］〔い⸣ムぶりまい...〕漁に
熱中すること。またその人。釣り馬鹿。

いムぶりむぬ [imburimunu]［名］〔い⸣ムぶりむ
ぬまい...〕漁に熱中する人。釣り馬鹿。【類】「い
ムぼー」。

いムぼー [imboː]［名］〔い⸣ムぼーまい...〕漁が
好きな人。漁業専業者ではない。【類】「いムぶ

りむぬ」。

いムまーリ゚ [immaːɭ]［名］〔い⸣ムまーリ゚まい...〕
海廻り。海浜へ出かける人。漂流物を探す目的

の人。戦時中は軍の物資が流れ着いた。

いムまつ [immatsɿ]［名］〔い⸣ムまつまい...〕さ
んご。りゅうきゅういそばな。

いムまらだに [immaradani]［名］〔いんま⸣らだに
まい...〕りんぱ腺のはれ。

いムみがに [immigani]［名］〔い⸣ムみがにまい...〕

海めがね。水中めがね。旧式のめがね。ゴーグ

ルも言う。

いムムーぎー [im.mmgiː]［名］［植］〔い⸣ムムー
ぎーまい...〕ぐんばいひるがお。

いムわじゃ [imʋadʑa]［名］〔い⸣ムわじゃまい...〕
海仕事。海に関係する仕事。

いら [ira]［名］〔いらまい...〕えら。魚の呼吸器
官。

いら [ira]［名］［海の生物］〔いらまい...〕はぶく
らげ。

いらい [irai]［名］〔いらいま⸣い...〕答え。応答。
いらい [irai]［形］〔いら⸣いまい...〕偉い。優れ
る。立派。秀でる。子供を褒めるときにも言う。

【類】「いらいしゃーリ゚」。

いらいしゃーリ゚ [iraiɕaːɭ]［形］〔いらい⸣しゃま
い...〕偉い。かしこい。優れる。【類】「いらい」。

いらいピとぅ [iraipɿtu]［名］〔いら⸣いピとぅま
い...〕偉い人。優れ人。立派な人。学者。

いらいふ なリ゚ [iraifu naɭ]［連語］偉くなる。偉
そうに振舞う人にも言う。

いらいリ゚ [iraiɭ]［動 II類 c型］〔いらいー、いら
いん〕答える。返答する。返事する。

いらう [irau]［名］〔いらうんま⸣い...〕伊良部。伊
良部島のこと。

いらううなギ [irauunagɿ]［名］［魚］〔いらううな
⸣ギまい...〕えらぶうみへび。肺呼吸。爬虫類。
魚類は誤り。

いらうずま [iraudzɿma]［名］〔いらうず⸣ままい...〕
伊良部島。

いらうたうがに [irautaugani]［名］〔いらうたう
が⸣にまい...〕伊良部島の⺠謡。【同】「いらうと
ーがに」。

いらうとーがに [irautoːgani]［名］〔いらうとー
が⸣にまい...〕伊良部島の⺠謡。【同】「いらうた
うがに」。

いらうばし [iraubaɕi]［名］〔いらうば⸣しまい...〕
伊良部海峡。伊良部島と宮古島の間。

いらうばす [iraubasɿ]［名］〔いらうば⸣すまい...〕
伊良部大橋。2015年 1月 31日開通。3540メ
ートル。

いらうゆー たらまゆー [iraujuː taramajuː]［連
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いらばす

語］伊良部の世、多良間の世。伊良部島と多良

間島が様々な点において似ているところがあ

ることの表現。昔、多良間の役人が佐和田（伊

良部）との交流もあり、現在は方言も御嶽の神

事も海上交通も自然や生活様式も似ている。

いらばす [irabasɿ]［動 I 類 c 型］〔いらばしー、
いらばしゃん〕選ばせる。本人の意思で選ばせ

る。

いらビ [irabɿ]［動 I類 c型］〔いらびー、いらば
ん〕選ぶ。気に入るものを選ぶ。好きな人を選

ぶ。投票する。

いらビぬくリ゚ [irabɿnukuɭ]［名］〔いらビぬく⸣リ゚
まい...〕選び残り。選別した残り。

いらビやヴヴィ゚[irabɿjavvɿ]［動 I類 c型］〔いらビ
やヴヴぃー、いらビやヴヴぁん〕選び損ねる。

いらふつ [irafutsɿ]［名］［魚］〔いらふつまい...〕
ぶだいの仲間。

いらん くとぅ [iran kutu]［名］〔いら⸣んくとぅ
⸢まい...〕不必要なこと。つまらない事。【例】
いらん くとぅー イ゚ーな（不要なことを言う

な）。

いらんむぬイ゚ー [iranmunuɿː]［名］〔いらんむぬ
イ゚⸣ーまい...〕余計なおしゃべり。【類】「ちょー
んぬーらんむぬイ゚ー」。

いリ゚ [iɭ]［接尾］〜れる。受身接尾辞。【例】かかい
リ゚（書かれる）。ばらーいリ゚（笑われる）。【同】

「りリ゚」。

いリ゚ [iɭ]［名］〔いリ゚まい...〕錐。穴をあける道具
の名。

いリ゚ [iɭ]［名］〔いリ゚まい...〕⻄。⻄の方角。【類】
「いリ゚ぬぱ」。

いリ゚ [iɭ]［動 I類 c型］〔いりー、いらん〕射る。
射つ。子どもがゴムカン遊びをした。【例】ぱ

とぅー いリ゚な（鳩をうつな）。

いリ゚ [iɭ]［動 I類 c型］〔いりー、いらん〕要る。
必要。【例】いらん（要らない）。いらんにば む

てぃー いき（要らないから持って行け）。うま

つめーすんや ちきぎぬどぅ いリ゚（火を燃や

すのにはマッチが要るよ）。

いり [iri]［名］〔いりまい...〕着物の襟。
いリ゚あかだん [iɭakadan]［名］［地］〔いリ゚あかだ

んまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村
史参照。

いリ゚か [iɭka]［名］〔いリ゚かま⸣い...〕いらか。家
の上。家の頂。

いりかい [irikai]［名］〔いりかいまい...〕入れ替
え。

いりかいリ゚ [irikaiɭ]［動 II類 a型］〔いりかいー、
いりかいん〕入れ替える。【例】ちゃーう いり

かいリ゚（お茶を入れ替える）。

いリ゚かでぃ [iɭkadi]［名］〔いリ゚かでぃまい...〕⻄
風。⻄の方から吹く風。

いリ゚かでぃまーリ゚ [iɭkadimaːɭ]［名］〔いリ゚かでぃ
まーリ゚まい...〕三月頃に吹く気まぐれの⻄風。
空模様が急変する。

いリ゚キ゚ [iɭkɿ]［動 I類 c型］〔いリ゚きー、いリ゚かん〕
炒める。水分を少し入れて炒める料理。【例】つ

ーいリ゚キ゚（豚の血を混ぜて炒めた料理）。

いリ゚き [iɭki]［名］〔いリ゚きま⸣い...〕うろこ。魚の
うろこ。

いリ゚き [iɭki]［名］〔いリ゚きまい...〕皮膚のただれ。
ふけ。

いリ゚きふむ [iɭkifumu]［名］〔いリ゚きふ⸣むまい...〕
うろこ雲。

いリ゚キ゚まみ [iɭkɿmami]［名］〔いリ゚キ゚ま⸣みまい...〕
炒めた豆。大豆を炒めたもの。

いリ゚キ゚むぬ [iɭkɿmunu]［名］〔いリ゚キ゚む⸣ぬまい...〕
炒めた食べもの。水分を少し入れて炒めた料

理。チャーハンの類。

いりずみ [iridzɿmi]［名］〔いりず⸣みまい...〕刺
⻘。

いリ゚たかーな [iɭtakaːna]［名］［地］〔いリ゚たかー
なまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村
史参照。

いりっふリ゚ [iriffuɭ]［名］〔いりっふリ゚まい...〕わ
がまま。好き嫌いのはげしいこと。だだをこね

る。

いリ゚てぃだ [iɭtida]［名］〔いリ゚てぃ⸣だまい...〕入
日。⻄へ傾いていく太陽。【同】「イ゚ーてぃだ」。

いリ゚ぬ いム [iɭnu im]［名］〔いリ゚ぬい⸣ムまい...〕
⻄の海。石垣島の見える海。

いリ゚ぬ てぃん [iɭnu tin]［名］〔いリ゚ぬてぃ⸣んま
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いんぬぱーぬぬム

い...〕⻄の天。⻄の空。【例】いリ゚ぬ てぃんぬ

っふぁがムたかー あみどー（⻄の空が黒くな

ったら雨だぞ）。

いリ゚ぬぱ [iɭnupa]［名］〔い⸣リ゚ぬぱまい...〕⻄。⻄
の方角。【類】「いリ゚」。

いりぱイ゚でぃ [iripaɿdi]［名］〔い⸣りぱイ゚でぃま
い...〕出入り。家の中へ入ったり出たりするこ
と。

いリ゚ばる [iɭbaru]［名］〔いリ゚ば⸣るまい...〕⻄の
方の畑・土地。

いりみ [irimi]［名］〔いりみまい...〕必要な品物。
神事のときの買うもの。

いりみピキ゚ [irimipɿkɿ]［名］〔いりみピ⸣キ゚まい...〕
要目引き。結納。男性が婚約者の家へ物品を持

参する。

いリ゚むてぃ [iɭmuti]［名］〔いリ゚むてぃまい...〕⻄
の方。⻄の地区。【例】いリ゚むてぃばる（⻄の

方の畑）。

いリ゚むてぃいム [iɭmutiim]［名］〔いリ゚むてぃい
ムまい...〕⻄の海。

いリ゚むら [iɭmura]［名］〔いリ゚むらまい...〕⻄の
方の集落。

いリ゚むらピとぅ [iɭmurapɿtu]［名］〔いリ゚むらピと
ぅまい...〕⻄の方の集落の人。

いリ゚むらふつ [iɭmurafutsɿ]［名］〔いリ゚むらふつ
まい...〕⻄の方の集落の入り口。

いりゆー [irijuː]［名］〔いりゆーまい...〕入り用。
必要。必要とするもの。

いりわーリ゚ [iriʋaːɭ]［名］〔い⸣りわーリ゚まい...〕口
喧嘩。論争。

いりわイ゚ [iriʋaɿ]［名］〔い⸣りわイ゚まい...〕小競り
合い。議論。もめごと。

いる [iru]［名］〔い⸣るまい...〕色。色彩。顔色。
クレヨン。【例】いるぬ ねーん（顔色が悪い）。

いるにー かキ゚（クレヨンで描く）。

いるいる [iruiru]［副］いろいろ。さまざま。八
月おどりの演目の多いこと。

いるがーリ゚[irugaːɭ]［名］〔い⸣るがーリ゚まい...〕色
変わり。変色。【例】たくぬ いるがーリ゚（蛸の

色変り）。

いるかぎしゃーリ゚ [irukagiɕaːɭ]［形］〔いるかぎ⸣

しゃまい...〕色白。肌の白いこと。きれいな肌
の人。

いるつや [irutsɿja]［名］〔いるつ⸣やまい...〕色つ
や。顔色。【例】いるつやぬ あリ゚（顔色が健康

的だ）。

いるぬ ねーん [irunu neːn]［連語］色がない。顔
色が悪いこと。

いるぱな [irupana]［名］〔いるぱ⸣なまい...〕色の
ついた花。葬式に作る。

いるみがーリ゚ [irumigaːɭ]［名］〔いる⸣みがーリ゚ま
い...〕色変り。嘘をつくと顔が赤くなること。

いるむぬ [irumunu]［名］〔いるむ⸣ぬまい...〕色
もの。色彩の豊かなもの。【例】キ゚んぬ いるむ

ぬ（衣服の色もの）。

いわり [iʋari]［名］〔いわりま⸣い...〕いわれ。由
来。わけ。

いん [in]［名］［干支］〔い⸣んまい...〕戌。十二支
の十一番目。戌年。いんどぅい。犬。

いん [in]［名］〔い⸣んまい...〕印。はんこ。
いん [in]［名］〔い⸣んまい...〕縁。ゆかり。えに
し。

いんがなしゃーリ゚ [inganaɕaːɭ]［形］〔いんがな⸣
しゃまい...〕かわいい。可愛がられること。性
格の良いこと。【例】いんがなすやらび（かわ

いい子ども）。

いんぐみ [ingumi]［名］〔いんぐ⸣みまい...〕縁組。
夫婦の関係を結ぶこと。

いんたう [intau]［名］〔いんたうまい...〕遠島。島
流し。流刑。【同】「いんとー」。

いんだき [indaki]［名］［疑］〔いんだ⸣きまい...〕
どれだけ。いくら。【例】いんだきぬ むぬが

（どれだけの値段か）。

いんだん [indan]［名］〔いんだ⸣んまい...〕縁談。
夫婦の縁組の相談。

いんちき [intɕiki]［名］〔いんち⸣きまい...〕偽物。
いんどぅい [indui]［名］［干支］〔いんどぅ⸣いま
い...〕戌年。戌年生れ。

いんとー [intoː]［名］〔いんとーまい...〕遠島。島
流し。流刑。琉球王朝に謀反を起した人の罪。

【同】「いんたう」。

いんぬ ぱーぬ ぬム [innu paːnu num]［連語］犬
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いんぬイ゚

の⻭の蚤。めったにないこと。めったにあり得

ないことのたとえ。

いんぬイ゚ [innuɿ]［名］［干支］〔いんぬイ゚まい...〕
戌の日。

いんぬイ゚ぬ ピー [innuɿnu pɿː]［名］［干支］〔い
んぬイ゚⸣ぬピーまい...〕戌の日。

いんぬイ゚ムまり [innuɿmmari]［名］［干支］〔いん
ぬイ゚ムま⸣りまい...〕戌の日生まれ。戌の日に生
まれた人。

いんぬてぃ [innuti]［名］［干支］〔いんぬ⸣てぃま
い...〕戌の年。

いんねー [inneː]［名］〔いんね⸣ーまい...〕⻄隣り
の家。【類】「いんねーやー」。

いんねー あがんねー [inneː aganneː]［名］〔いん
ね⸣ーあがんねーまい...〕⻄隣・東隣。⻄と東の
両隣。

いんねーぱー [inneːpaː]［名］［昆虫］〔いんね⸣ー
ぱーまい...〕てんとうむし。

いんねーやー [inneːjaː]［名］〔いんね⸣ーやーま
い...〕⻄隣の家。【類】「いんねー」。

いんばい [inbai]［名］〔いんばいまい...〕あばず
れ女。

いんぴつ [inpitsɿ]［名］〔いんぴ⸣つまい...〕鉛筆。
いんぷリ゚ [inpuɭ]［名］〔いんぷ⸣リ゚まい...〕印作り。
はんこ作り。

いんぷリ゚ぎー [inpuɭgiː]［名］［植］〔いんぷリ゚ぎ⸣
ーまい...〕げっきつ。

いんる [inru]［名］〔いん⸣るまい...〕遠慮。
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うイ゚つみリ゚

̶ う ̶

う [u]［助］を。対格の助詞。【例】かるー（あれ
を）。あぬー（私を）。ぱなすう（話を）。うい

う（上を）。【同】「ゆ」。

う [u]［名］［干支］〔う⸣ーまい...〕卯。十二支の
四番目。卯年。卯年生れ。うどぅい。東。兎。

うイ゚ [uɿ]［名］〔う⸣イ゚まい...〕負。【例】うイ゚かみ
（出し前）。

うい [ui]［名］初。【例】ういが（初産）。
うい [ui]［名］〔ういまい...〕上。上司。上座。【例】
ういぬ ピとぅ（上司）。ういんけー わーり

（上座にどうぞいらっしゃい）。

うい [ui]［名］〔ういまい...〕上。陸。
うい [ui]［名］〔ういまい...〕植え。植えること。
【例】なつうい（夏植え）。ぺーうい（早植え）。

うい [ui]［名］〔う⸣いまい...〕老い。老いること。
【例】ういピとぅ（老人）。

ういか [uika]［名］〔ういかまい...〕火の玉。悪い
ことの前兆。【類】「ピだま」。

ういが [uiga]［名］〔ういがまい...〕初産。初子。
【類】「ぱつヴヴぁ」。

ういがしー [uigaɕiː]［名］〔ういがし⸣ーまい...〕
植え加勢。植える手伝い。作物の植え付けの手

伝い。

ういがす [uigasɿ]［動 I類 c型］〔ういがしー、う
いがしゃん〕泳がす。【例】いムー ういがし

（海に泳がしなさい）。ういがしー あすビたリ゚

（泳がせて遊んだ）。ういがすばどぅ ちゅーリ゚

（泳がすことが体は丈夫になる）。

ういがすみリ゚ [uigasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔ういが
すみー、ういがすみん〕泳がす。【例】どぅー

とーかーしー ういがすみリ゚（自分一人で泳が

せる）。

ういかでぃ [uikadi]［名］〔ういかでぃまい...〕追
い風。順風。

ういキ゚ [uikɿ]［動 I 類 c 型］〔ういきー、ういか
ん〕動く。働く。【例】ういかん（動かない。不

動）。てぃーぬ ういキ゚（手がじっとしていな

い）。【類】「むいキ゚」。

ういギ [uigɿ]［動 I 類 c 型］〔ういぎー、ういが
ん〕泳ぐ。水かき。【例】ういギなるー（泳ぐ練

習）。かだーがみ ういギ（遠くまで泳ぐ）。

ういキ゚ピとぅ [uikɿpɿtu]［名］〔ういキ゚ピ⸣とぅま
い...〕働き者。

ういキ゚むぬ [uikɿmunu]［名］〔ういキ゚む⸣ぬまい...〕
働き者。

ういきょー [uikjoː]［名］［植］〔う⸣いきょー⸢ま
い...〕茴香。

うイ゚くす [uɿkusɿ]［動 I類 a型］〔うイ゚くしー、う
イ゚くしゃん〕追い越す。乗り越える。【例】う

やう ういくす（親を追い越す）。

ういぐすくかんどぅぬ [uigusɿkukandunu]［名］
〔ういぐす⸣くかんどぅぬまい...〕伝説上の人物。
村史参照。

ういしゃ [uiɕa]［名］〔ういしゃまい...〕うわさ。
うわさ話。

ういじゃん [uidʑan]［名］〔ういじゃんまい...〕初
産。初めてのお産。【類】「ぱつじゃん」。

ういず [uidzɿ]［名］〔ういずまい...〕上地。上地
集落。下地地区の名。

ういずー [uidzɿː]［名］〔ういずーまい...〕上の畑。
遠くの畑。

ういずー [uidzɿː]［名］植えるための整地された
畑。作付けする畑。

ういすば [uisɿba]［名］〔ういすばまい...〕上唇。
うイ゚だす [uɿdasɿ]［動 I類 a型］〔うイ゚だしー、う
イ゚だしゃん〕追い出す。追い払う。中から外へ

追い出す。【例】ヴぇーだう ういだし（ねずみ

を追い出せ）。

ういつき [uitsɿki]［名］植え付け。作付け。
ういっふぇーま [uiffeːma]［名］［地］〔ういっふ
ぇーままい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

うイ゚つみリ゚ [uɿtsɿmiɭ]［動 II類 a型］〔うイ゚つみ
ー、うイ゚つみん〕追い詰める。捕獲する。網に

魚を追い込む。【例】ぴんだう ういつみリ゚（山
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うイ゚でぃリ゚

羊を捕獲する）。

うイ゚でぃリ゚ [uɿdiɭ]［動 II類 c型］〔うイ゚でぃー、
うイ゚でぃん〕追い出す。家の中から蚊や蝿を追

い出す。

ういなうす [uinausɿ]［動 I類 a型］〔ういなうし
ー、ういなうしゃん〕植え直す。植えた後に雨

が降るときに言う。【例】ういなうしーなー（植

えてよかったなあ）。【同】「ういのーす」。

ういぬ うだみ [uinu udami]［名］〔ういぬうだ
⸣みまい...〕多良間神社の神事。新暦一月一日。
初興し。村⺠安泰を祈願する。村史参照。

ういぬ すま [uinu sɿma]［名］〔ういぬす⸣まま
い...〕上の島。都会。沖縄本島。

ういぬ たビ [uinu tabɿ]［名］〔ういぬた⸣ビまい...〕
役人の旅。出張。

ういぬ ぱる [uinu paru]［名］〔ういぬぱ⸣るま
い...〕上の畑。集落に近いところの畑。【類】「う
いばる」。

ういねーつず [uineːtsɿdzɿ]［名］〔う⸣いねー⸢つず
まい...〕多良間島の北側の高い嶺。

ういのーす [uinoːsɿ]［動 I類 a型］〔ういのーし
ー、ういのーしゃん〕植え直す。植えた後に雨

が降るときに言う。【例】ういのーしーなー（植

えてよかったなあ）。【同】「ういなうす」。

ういばる [uibaru]［名］〔ういば⸣るまい...〕上畑。
集落に近いところの畑。【類】「ういぬぱる」。

うイ゚ぱるー [uɿparuː]［動 I類 a型］〔うイ゚ぱれー、
うイ゚ぱらん〕追い払う。おっぱらう。

ういび [uibi]［名］〔うい⸣びまい...〕指。〈うぷピ
とぅ〉（親指）。〈たーピとぅ〉（人差指）。〈たか

ましゃれ〉（中指）。〈じんふて〉（薬指）。〈こー

るがま〉（小指）。

ういびがき [uibigaki]［名］〔ういびが⸣きまい...〕
約束ごとの意味を表わす。指掛げんまん。指相

撲。

ういびがに [uibigani]［名］〔ういびが⸣にまい...〕
指輪。さしばの爪を組み合わせて作る。女の子

の遊びだった。

ういびじゃす [uibidʑasɿ]［名］〔ういびじゃ⸣すま
い...〕指で指すこと。

ういびじゃん [uibidʑan]［名］〔ういびじゃ⸣んま

い...〕指算。指で計算すること。指折り数える。
【類】「ういびぶリ゚」。

ういびずキ゚ [uibidzɿkɿ]［名］〔ういびず⸣キ゚まい...〕
指で指す。【例】ういびずキ゚うばー しゅん（指

で指すことはするな）。

ういピとぅ [uipɿtu]［名］〔ういピとぅまい...〕老
人。高齢者。

ういピとぅじゃー [uipɿtudʑaː]［名］〔ういピとぅ
じゃ⸣ーまい...〕老人座。スツウプナカの組織。

ういピとぅじゃまー ねーん [uipɿtudʑamaː neːn]
［連語］老人が若者のように働くときに言う。

ういピとぅしゅー [uipɿtuɕuː]［名］〔ういピとぅ
しゅ⸣ーまい...〕老人の男性。

ういピとぅぷーギ [uipɿtupuːgɿ]［名］〔ういピと
ぅぷー⸣ギまい...〕老人めいたしぐさ。

ういピとぅむぬゆム [uipɿtumunujum]［名］〔う
いピとぅむぬゆムまい...〕老人めいた話しこと
ば。

ういピとぅムま [uipɿtumma]［名］〔ういピとぅ
ム⸣ままい...〕老人の女性。

ういびぬ しゃキ゚ [uibinu ɕakɿ]［名］〔ういび⸣ぬ
しゃキ゚⸢まい...〕指の先。【類】「ういびぬしゅ
ら」。

ういびぬ しゅら [uibinu ɕura]［名］〔ういび⸣ぬ
しゅら⸢まい...〕指の先。【例】ういびぬ しゅ

らうどぅ キ゚すぃーねーん（指先を切ってしま

った）。【類】「ういびぬしゃキ゚」。

ういびばん [uibiban]［名］〔ういびば⸣んまい...〕
指判。⺟印。

ういびふくム [uibifukum]［名］指をくわえるこ
と。乳児が無意識に指をくわえること。

ういびぶリ゚ [uibibuɭ]［名］指折り。指計算をする
こと。【例】ういびう ぶりー まつ（指折り待

つ）。

ういふつ [uifutsɿ]［名］〔ういふつまい...〕植え
口。植え初めの所。作物を最初に植える所。

うイ゚まーす [uɿmaːsɿ]［動 I類 a型］〔うイ゚まーし
ー、うイ゚まーしゃん〕追い回す。追い回して一

ヶ所に集める。牧場の家畜を一ヶ所に集める。

【例】ぴんだぬ っふぁう うイ゚まーす（山羊の

子たちを追い回して一箇所に集める）。
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ういまーす [uimaːsɿ]［動 I類 a型］〔ういまーし
ー、ういまーしゃん〕植え廻す。植え終わる。

作付が終了する。【例】すっじゃう ういまーし

ー（さとうきびを植えおわった）。

ういまーリ゚ [uimaːɭ]［動 I類 a型］〔ういまーり
ー、ういまーらん〕植え廻る。植え巡る。いく

つもの畑に作付けする。【例】うまかまぬ ぱる

ー ういまーリ゚（あちこちの畑を植え廻る）。

ういまーる [uimaːru]［名］〔ういまーるまい...〕
植え順番。順番よく作付けする。グループで順

番を決めて作物を植えること。

ういやーじゅに [uijaːdʑuni]［名］〔う⸣いやー⸢じ
ゅにまい...〕スツウプナカの祭祀の組織。

ういやヴヴィ゚ [uijavvɿ]［動 I類 a型］〔ういやヴ
ヴぃー、ういやヴヴぁん〕植え損る。生育の悪

いこと。発芽の悪いこと。

ういやまがらす [uijamagarasɿ]［動 I類 a型］〔う
いやまがらしー、ういやまがらしゃん〕追っ払

う。

ういリ゚ [uiɭ]［動 II類］〔ういー、ういん〕〔ういま
い...〕植える。作付する。【例】ムーゆばー うい

まん（さつまいもは作らない）。ういった（植え

終わった）。ういたムどー（植えたぞ）。くぬな

いゆどぅ ういずー（この苗を植えるべきだ）。

すっじゃういが（さとうきびを植えにだ）。

ういリ゚ [uiɭ]［動 II類］〔ういー、ういん〕〔ういま
い...〕老いる。年を取る。年寄りになる。【例】
ういーどぅ ぶリ゚（老いている）。

ういリ゚ [uiɭ]［動 II類 a型］〔ういー、ういん〕男
根の勃起（ぼっき）。起り立つ。【例】ういん（男

根が勃起しない）。

ういんキ゚ [uinkɿ]［動 I類 c型］〔ういんきー、う
いんかん〕追い込む。

うー [uː]［動 I類 a型］〔わいー、わーん〕追う。
追い払う。追いかける。目標に向って進む。追

放する。【例】ヴぇー ぶリ゚（追っかけている）。

ちびう ヴぇー ぶリ゚（後を追っている）。ちび

う わーいん（後を追いつけられない）。ヴぇー

ぶリ゚（追い払っている）。ぱイ゚う ヴぇー ぶリ゚

（蝿を追い払っている）。

うー [uː]［動 I類 c型］〔わいー、わーん〕負う。

背負う。心の重荷を身に受ける。責任を負う。

ヴヴぁ [vva]［名］［代］〔ヴヴぁまい...〕君。あ
んた。おまえ。二人称の代名詞。【例】ヴヴぁ

ー（君は）。ヴヴぁう しゃーりー くーてぃー

ムどー（君を連れて来るようにとのことだよ）。

ヴヴぁが えーぐー しる（君が歌いなさい）。

ヴヴぁとぅ ばんとぅ ふたーリ゚（君とぼくと

二人）。ヴヴぁまい あが ちびから くー（君

もぼくの後について来い）。ヴヴぁんどぅ っ

ふぃずー（君にくれるよ）。ヴヴぁな（君は大

変だ。おまえは大変だ。不正なことをやったと

きに言う）。ヴヴぁどぅ やリ゚（君は大変だ）。

ヴヴぁー くぬ がキ゚[vvaː kunu gakɿ]［連語］［代］
おいこの野郎。この餓⻤。子どもを叱るときに

言う。

ヴヴぁが しゃく [vvaga ɕaku]［連語］［代］この
野郎。【例】ヴヴぁが しゃこー くまんけー キ゚

な（この野郎、ここに来るな）。

ヴヴぁがたーぬ むぬ [vvagataːnu munu]［名］［代］
〔ヴヴぁがたー⸣ぬむぬ⸢まい...〕お前の馬鹿。
ヴヴぁがたーぬ ムめ [vvagataːnu mme]［名］［代］
〔ヴヴぁがたー⸣ぬムめまい...〕お前達の馬鹿ど
も。

ヴヴぁた [vvata]［名］［代］〔ヴヴぁたまい...〕君
たち。おまえたち。二人称の複数形。【例】ヴ

ヴぁたーあとぅから くー（君たちは後から来

なさい）。

ヴヴぁたが ムめ [vvataga mme]［名］［代］〔ヴ
ヴぁたがム⸣めまい...〕あなたたち。

ヴヴぁつすぅまい [vvatsɿsumai]［連語］［代］君
とあろう者までも。【例】ヴヴぁつすぅまい ま

ーつきどぅ あたリ゚な（君とあろう者までも一

緒だったのか）。

うーあみ [uːami]［名］〔うーあみまい...〕大雨。
どしゃぶり。

うーあり [uːari]［名］〔うーありまい...〕大荒れ。
暴風。荒波。台風。話し合いが荒れること。

うーあわてぃ [uːaʋati]［名］〔うーあわ⸣てぃま
い...〕大あわて。大急ぎ。

ヴヴィ゚ [vvɿ]［動 I類 a型］〔ヴヴぃー、ヴヴぁん〕
売る。【例】ヴヴぁいん（売れない）。くぬ う
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すう ヴヴぁずー（この牛を売るべきだ）。

ヴヴィ゚ぬくリ゚ [vvɿnukuɭ]［名］〔ヴヴィ゚ぬく⸣リ゚ま
い...〕売れ残り。売れ余り。残りもの。

うヴヴぃリ゚ [uvviɭ]［動 II類 a型］〔うヴヴぃー、
うヴヴぃん〕怯える。恐れる。【例】ないぬ ば

ーすんや うヴヴぃどぅす（地震のときは怯え

る）。【同】「いヴヴぃリ゚」。

うーヴヴぅリ゚ [uːvvuɭ]［名］［植］〔うーヴヴぅリ゚
まい...〕瓜。まくわうり。

うーヴヴぅリ゚つず [uːvvuɭtsɿdzɿ]［名］〔う⸣ーヴヴ
ぅリ゚⸢つずまい...〕大立嶺の按司が中国から着
いた場所とされる。

うーがき [uːgaki]［名］〔うーがきまい...〕大掛け。
大きな仕掛け。大きな賭け。

うーかた [uːkata]［名］〔うーかたまい...〕大方。
大部分。

うーがた [uːgata]［名］〔うーがたまい...〕大型。
大型工場。大型車。

うーがら [uːgara]［名］大柄。大きな模様。体格
の大きい人。

うーき [uːki]［名］〔うー⸣きまい...〕大桶。シー
トーヤーのきび汁を入れる桶。

うーぐとぅ [uːgutu]［名］〔うーぐとぅまい...〕大
ごと。重大事件。

うーさー [uːsaː]［名］〔うーさーまい...〕大差。身
⻑の差。値段の差額。昔の船と今の船の速度の

差。天と地の差。

うーじかき [uːdʑikaki]［名］〔うーじかきまい...〕
大仕掛け。大きな計画。【類】「うーがき」。

うーしき [uːɕiki]［名］〔うーしきまい...〕大時化。
台風。大荒れ。

うーしゃ [uːɕa]［名］〔うーしゃまい...〕大きさ。
【例】うーしゃめー（大きさ比べ）。

うーしゃーリ゚ [uːɕaːɭ]［形］〔うーしゃまい...〕大。
大きい。【例】うーあみ（大雨）。うーや（父⺟

の兄）。あがどぅ うーしゃーリ゚（ぼくの方が大

きいよ）。【同】「うぷしゃーリ゚」。

うーしゃめー [uːɕameː]［名］〔うーしゃめーま
い...〕大きさ比べ。背比べ。広さ比べ。高さ比
べ。

うーしゃわギ [uːɕaʋagɿ]［名］〔うーしゃわ⸣ギま

い...〕大騒ぎ。危機が迫ってくるときの⺠衆の
騒ぎ。特別な人物の出現に騒ぐこと。

うーしゅ [uːɕu]［名］〔うーしゅまい...〕大潮。干
満の差が大きいこと。旧暦の 1日前後と 15日
前後の潮。

うーしゅん [uːɕun]［名］〔うーしゅ⸣んまい...〕大
損。賭けごとの損。

うーじリ゚ [uːdʑiɭ]［動 II類 a型］〔うーじー、う
ーじん〕応じる。承諾する。納得する。

うーしわ [uːɕiʋa]［名］〔うーしわまい...〕大きな
心配。大きな思い焦れ。

うーす [uːsɿ]［動 I類 c型］〔うーしー、うーしゃ
ん〕積む。乗せる。運ぶ。負わす。【例】くるま

ん うーす（車に乗せる）。ばしゃん うーしー

くー（馬車に乗せて来なさい）。

うーず [uːdzɿ]［助数］さとうきびの本数の呼び
方。【例】ピとぅうーず（一本）。

うーすぐとぅ [uːsɿgutu]［名］〔うーすぐとぅま
い...〕大きな仕事。公的な大事業。

うーすでぃまー [uːsɿdimaː]［名］運び賃。手間賃。
馬車賃。

うーすにー [uːsɿniː]［名］〔うーすに⸣ーまい...〕運
び荷物。積み荷。

うーずる [uːdzɿru]［名］〔うーずるまい...〕大弦。
三味線の一弦のこと。

うーだすかリ゚ [uːdasɿkaɭ]［名］〔うーだすかリ゚ま
い...〕大助かり。子どもたちの手伝い加勢には
大助かりだ。

うーつつ [uːtsɿtsɿ]［名］〔うーつつまい...〕大鎚。
建築の土台を造営する道具。金属の大槌は杭を

打ち込むのに使用する。大ハンマー。

うーっふぃリ゚ [uːffiɭ]［動 II類 c型］〔うーっふぃ
ー、うーっふぃん〕おぼれる。水泳中におぼれ

る。酒におぼれる。身を持ち崩す。

うーつる [uːtsɿru]［名］〔うーつるまい...〕大型の
鍋。〈しーとーやー〉の大きな鍋。

うーてぃがら [uːtigara]［名］〔うーてぃがらま
い...〕大手柄。大きな功績。目覚しい働き。

うーでぃき [uːdiki]［名］〔うーでぃきまい...〕上
出来。成績優秀。作物の出来のすばらしいこ

と。
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うーでぃき [uːdiki]［名］〔うーでぃきまい...〕大
漁。豊漁。豊作。満作。

うーにんじゅ [uːnindʑu]［名］〔うーにん⸣じゅま
い...〕大人数。大所帯。工事の人夫の多いこと。
大勢。

うーぱば [uːpaba]［名］〔うーぱばまい...〕大幅。
【同】「うぷぱば」。

うーぱんた [uːpanta]［形］〔うーぱんたまい...〕
大繁多。大忙し。多忙。猫の手も借りたい忙し

さ。

うーぶば [uːbuba]［名］〔うーぶばまい...〕両親
より年上のおば。両親より年上の女の人。

うーまうき [uːmauki]［名］〔うーまうきまい...〕
大儲け。【同】「うーもーき」。

うーまき [uːmaki]［名］〔うーまきまい...〕大負
け。賭けに負けること。

うーまく [uːmaku]［名］〔うーまくまい...〕やん
ちゃ坊。腕白坊主。生意気な子。

うーむとぅ [uːmutu]［名］〔うーむとぅまい...〕大
元。本家。一門一族の中心的家筋。

うーむぬ [uːmunu]［名］〔うーむぬまい...〕大物。
偉人。寛大な人。スケールの大きい人。

うームまい [uːmmai]［名］〔うームま⸣いまい...〕
⻤ごっこ。

うーもーき [uːmoːki]［名］〔うーもーきまい...〕
大儲け。大金を手にする。【同】「うーまうき」。

うーや [uːja]［名］〔うーやまい...〕大父。父⺟の
兄。伯父。【類】「うぷうや」。

ヴぇー [veː]［感］［指］ほら。こら。近くにある
物を指すときに言う。【例】ヴぇー みーだ（ほ

ら見てごらん）。

ヴぇー いキ゚ [veː ikɿ]［連語］追って行く。
ヴぇー キ゚ー [veː kɿː]［連語］追って来る。【例】
ちびう ヴぇー キ゚ー（後を追って来る）。

ヴぇー とぅばす [veː tubasɿ]［連語］追い払う。
追い行かせる。【例】やまにかう ヴぇー とぅ

ばす（野良猫を追っ払う）。

ヴぇーがリ゚ [veːgaɭ]［動 I 類 a 型］〔ヴぇーがり
ー、ヴぇーがらん〕成⻑する。心身ともに成⻑

する。成人になる。作物が生⻑する。家畜の体

が大きくなる。

ヴぇーき [veːki]［名］〔ヴぇー⸣きまい...〕金持ち。
【同】「うやき」。

ヴぇーきやー [veːkijaː]［名］〔ヴぇー⸣きやーま
い...〕金持ちの家。財産家。【同】「うやきやー」。

ヴぇーぐ [veːgu]［名］〔ヴぇーぐまい...〕上座。座
敷の奥の方。年⻑者の座する場所。【例】ヴぇ

ーぐんけー うとぅむー しらいー わーり（上

座にいらしゃってください）。【類】「ヴぇーぐ

にー」。

ヴぇーぐにー [veːguniː]［名］〔ヴぇーぐにーま
い...〕上座。座敷の奥の方。年⻑者の座する場
所。【例】ヴぇーぐにーんけー うとぅむしる

（上座に案内しなさい）。【類】「ヴぇーぐ」。

ヴぇーしむぬ [veːɕimunu]［名］〔ヴぇーしむぬま
い...。ヴぇーしむ⸣ぬまい...〕供えもの。仏壇に
供えたもの。

ヴぇーしリ゚ [veːɕiɭ]［動 II類 a型］〔ヴぇーしー、
ヴぇーしん〕供える。仏壇や御嶽に供えものを

する。差し上げる。年⻑者に物を差し上げる。

ヴぇーだ [veːda]［名］〔ヴぇー⸣だまい...〕ねず
み。

ヴぇーだぬ じゅーふしゃ [veːdanu dʑuːfuɕa]［名］
［植］〔ヴぇーだ⸣ぬじゅー⸢ふしゃまい...〕おお
ばこ。

ヴぇーだまリ゚ [veːdamaɭ]［名］［地］〔ヴぇー⸣だま
リ゚まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村
史参照。

ヴぇーだやま [veːdajama]［名］〔ヴぇー⸣だやま
まい...〕鼠捕り器。

ヴぇームま [veːmma]［名］〔ヴぇーム⸣ままい...〕
現地妻。役人の相手をする女。多良間しゅんか

に参照。

ヴぇームましゃーリ゚[veːmmaɕaːɭ]［形］〔ヴぇーム
ま⸣しゃまい...〕うらやましい。【例】ヴぇーま
しゃん ならん（うらやましくてたまらない）。

かリ゚が すっじゃぬ ヴぇームますむぬ（彼の

さとうきびはうらやましい）。

ヴぇがった [vegatta]［名］［指］〔ヴぇがっ⸣たま
い...〕この奴。こいつ。

ヴぇぬ [venu]［連体］［指］この。【例】ヴぇぬ む

のー んない（ほらこの人は退きなさい）。【同】
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「えぬ」。

ヴぇま [vema]［名］［指］〔ヴぇ⸣まん⸢まい...〕こ
こ。【例】ヴぇまから くー（ここから来なさ

い）。【同】「えま」。

ヴぇまた [vemata]［名］［指］ここら。ここら辺。
【同】「えまた」。

ヴぇまたムーな [vematammna]［名］［指］〔ヴぇ
ま⸣たムーなまい...〕ここら辺。【同】「えまたム
ーな」。

ヴぇまムーな [vemammna]［名］［指］〔ヴぇ⸣ま⸢
ムーなまい...〕ここ辺り。ここら辺。この辺り。
【同】「えまムーな」。

ヴぇまんか [vemanka]［連語］［指］この中に。こ
この中。【同】「えまんか」。

ヴぇムぱら [vempara]［名］［指］〔ヴぇ⸣ムぱらま
い...〕こちら側。【例】ヴぇムぱらから あリ゚き

（こちら側から歩きなさい）。【同】「えムぱら」。

ヴぇリ゚ [veɭ]［名］［指］〔ヴぇ⸣リ゚⸢まい...〕これ。
この人。【例】ヴぇリ゚どぅ あが むぬ（これが

ぼくのもの）。ヴぇれー たうが（この人は誰

か）。ヴぇリ゚が むてぃ（この人の分だ）。【同】

「えリ゚」。

ヴぇリ゚た [veɭta]［名］［指］〔ヴぇリ゚⸣た⸢まい...〕
これら。これたち。【例】ヴぇリ゚たが ぱる（こ

れらの畑）。【同】「えリ゚た」。

ヴぇんキ゚た [venkɿta]［名］［指］〔ヴぇんキ゚⸣たま
い...〕これら。これたち。【例】ヴぇんキ゚たが
ぱる（これらの畑）。【同】「えんキ゚た」。

ヴぇんキ゚たが ムめ [venkɿtaga mme]［名］［指］
〔ヴぇんキ゚たがム⸣めまい...〕これら。これたち。
【同】「えんキ゚たがムめ」。

ヴぇんけ [venke]［名］［指］〔ヴぇん⸣けまい...〕
これら。これたち。【例】ヴぇんけが ぱる（こ

れらの畑）。【同】「えんけ」。

ヴぇんけが ムめ [venkega mme]［名］［指］〔ヴ
ぇんけ⸣がムめ⸢まい...〕これら。これたち。【同】
「えんけがムめ」。

ヴぇんしー [venɕiː]［副］［指］こんなに。【例】ヴ
ぇんしー しる（こんなにしなさい）。【同】「え

んしー」。

ヴぉム [vom]［擬］急に立ち上がる様。勢いよく

立つこと。

うが [uga]［連体］それほどの。大変。【例】うが
たかしゃぬ むぬ（そんなに高価なもの）。

うかーすしゃーリ゚ [ukaːsɿɕaːɭ]［形］〔うかーす⸣
しゃまい...〕ひどい。おそろしい。すばらしい。
【例】うかーすピとぅ（すばらしい人）。

うかーすむぬ [ukaːsɿmunu]［名］〔うかーすむ⸣
ぬまい...〕立派なもの。上等物。すばらしいも
の。おそろしいもの。ひどいもの。学問の優れ

ていること。体力の強いこと。社会的に有名な

こと。

うかう [ukau]［名］〔うか⸣うまい...〕線香。【同】
「うこー」。

うかがう [ukagau]［動 I類 a型］〔うかげー、う
かがーん〕伺がう。尋ねる。【同】「うかぐー」。

「うかごー」。

うかがリ゚ [ukagaɭ]［動 I類 a型］〔うかがりー、う
かがらん〕浮き上がる。

うかぎ [ukagi]［名］〔うか⸣ぎまい...〕おかげ。加
護。恩恵。【例】みどぅムぬ うかぎ（妻のお加

護）。

うかぐー [ukaguː]［動 I類 a型］〔うかげー、うか
がーん〕伺がう。尋ねる。【例】うかぐーぬ ば

リ゚ら ねーん（質問して悪いことはない）。【同】

「うがかう」。「うかごー」。

うかごー [ukagoː]［動 I類 a型］〔うかげー、う
かがーん〕伺がう。尋ねる。【同】「うかがう」。

「うかぐー」。

うかず [ukadzɿ]［名］〔うか⸣ずまい...〕おかず。副
食物。

うがった [ugatta]［名］［指］〔う⸣がった⸢まい...〕
そ奴。こ奴。この野郎。【例】うがったうばー

しゅいんな（そいつをば仲間にするな）。

うかっとぅ [ukattu]［副］うっかり。軽率に。簡
単に。不注意に。迂闊。【例】うかっとぅん か

んがいーや ならんどー（軽く考えてはいけな

いぞ）。

うかっぱ [ukappa]［名］〔うかっ⸣ぱまい...〕女の
子の髪型。

うかば [ukaba]［名］［地］〔うか⸣ばまい...〕多良
間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。
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うかばいん [ukabain]［連語］供養が足りない。う
かばれない。報われない。

うかばぎー [ukabagiː]［名］［植］〔うか⸣ばぎーま
い...〕くろよな。

うかばやま [ukabajama]［名］〔うか⸣ばやまま
い...〕地名。くろよなの木がたくさん生えてい
る所。

うかびリ゚ [ukabiɭ]［動 I類 a型］〔うかびりー、う
かびらん〕受け取る。なくした物を拾った人か

ら受け取る。魂を呼び戻す。

うかま [ukama]［名］〔うか⸣ままい...〕かまど。台
所。

うかまいし [ukamaiɕi]［名］〔うかまい⸣しまい...〕
鍋を乗せるための急ごしらえの三個の石。【同】

「うかまいす」。

うかまいす [ukamaisɿ]［名］〔うかまい⸣すまい...〕
鍋を乗せるための急ごしらえの三個の石。【同】

「うかまいし」。

うがまいリ゚ [ugamaiɭ]［動 II類 c型］〔うがまい
ー、うがまいん〕尊敬される。【例】ムたばる

とぅゆめー うがまいリ゚（土原豊見親は崇めら

れる）。

うかまがム [ukamagam]［名］〔うかまが⸣ムま
い...〕かまどの神。火の神。台所の神。

うがます [ugamasɿ]［動 I類 c型］〔うがましー、
うがましゃん〕拝ませる。手を合わせる。崇め

させる。崇拝させる。

うがム [ugam]［名］［地］〔うがム⸣ーまい...〕大
神。大神島。【類】「うがムずま」。

うがム [ugam]［名］〔うが⸣ムまい...〕拝み。祈
願。神事。神事を行うこと。

うがム [ugam]［動 I類 c型］〔うがみー、うがま
ん〕拝む。崇める。祀る。祈願する。神仏に手

を合わす。【例】うがみ（拝め。手を合わしな

さい）。うがみー わーり（手を合わして下さ

い）。

うがム [ugam]［動 I 類 c 型］〔うがみー、うが
まん〕いただく。神に供えたものをいただく。

目上の人からものをいただく。食べ物を食べる

（謙譲語）。

うがム [ugam]［動 I類 c型］〔うがみー、うがま

ん〕お目にかかる。目上の人に会う。老人・先

輩に久しぶりに出会う。【例】きうがみしーど

ぅ うがム（やっと今日お会いする）。

うがムがまゆーじゅ [ugamgamajuːdʑu]［名］〔う
がムが⸣まゆーじゅまい...〕むらたかび。

うがムじゅーしゃーリ゚ [ugamdʑuːɕaːɭ]［形］〔う
がムじゅー⸣しゃまい...〕久しぶりである。め
ったに合えない。【例】うがムじゅーむぬ（拝

見できない）。

うがムずま [ugamdzɿma]［名］［地］〔うが⸣ムず
ままい...〕大神島。【類】「うがム」。

うがムぱてぃらいん [ugampatirain]［連語］身分
の高い人とは相手ができないこと。

うかリ゚ [ukaɭ]［動 I類 c型］〔うかりー、うから
ん〕受かる。合格する。

うかリ゚やー [ukaɭjaː]［名］〔うか⸣リ゚やーまい...〕御
仮屋。役所。

うかリ゚よーイ゚ [ukaɭjoːɿ]［名］〔うかリ゚よー⸣イ゚ま
い...〕合格祝い。

うかん [ukan]［名］〔うか⸣んまい...〕熱いこと。
食べ物の冷えないこと。【例】うかんぬ あリ゚け

（食べものが冷えないうちに）。

うがん [ugan]［名］〔うが⸣んまい...〕御願。拝所。
神事を執り行うところ。

うがんじゅ [ugandʑu]［名］〔うがん⸣じゅまい...〕
御願所。拝所。神社。【類】「うたき」。

うがんしゅー [uganɕuː]［名］〔うがんしゅ⸣ーま
い...〕御願書のこと。豊見親組の船出の場面に
読みあげる。八月おどり参照。

うがんぷとぅき [uganputuki]［名］〔うが⸣んぷと
ぅき⸢まい...〕御願解。旧暦 9 月に行われる神
事。

うキ゚ [ukɿ]［動 I類 c型］〔うきー、うかん〕置く。
【例】うまん うキ゚な（そこに置くな）。【類】「う

つキ゚」。

うキ゚[ukɿ]［動 I類］〔うきー、うかん〕動詞の接続
形に続いて、「〜しておく」の意味を表す。【例】

びーるー ピぐらしー うき（ビールを冷やし

ておきなさい）。

うキ゚ [ukɿ]［動 I類］〔うきー、うかん〕動詞の接
続形に続いて、反事実的な意味を表わす。【例】
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あめりかぐんぬ じょーりくーしー ぶたかー

だいずどぅ ありー うキ゚（アメリ゚カ軍が上陸

していたら大変だったはず）。

うキ゚ [ukɿ]［動 I類］〔うきー、うかん〕動詞の接
続形に続いて、間接的証拠を表わす。【例】あみ

ぬどぅ っふぃー うキ゚（雨が降ったようだ）。

うキ゚ [ukɿ]［動 I類 c型］〔うきー、うかん〕浮く。
水に浮く。宙に浮く。【例】みずん うかん（水

に浮かない。泳げないこと）。あーぬ うキ゚（泡

が浮く）。

うき [uki]［名］〔う⸣きまい...〕沖。大海。大洋。
【例】うきんけー（沖へ。沖釣り）。【類】「ぷか

いム」。

うき [uki]［名］〔う⸣きまい...〕浮き。釣り用具。
釣りの目印になるもの。

うき [uki]［名］〔う⸣きまい...〕受け。請け。受け
ること。請けること。【例】うきつき（受け付

け）。うきおい（請け負い）。

うき [uki]［名］〔うきま⸣い...〕起き。起きるこ
と。【例】ぺーうき（早起き）。

うキ゚ー [ukɿː]［名］〔うキ゚ーまい...〕燠。炭火。種
子火。

うきうい [ukiui]［名］〔うきう⸣いまい...〕請け負
い。請け負い業。

うきがた [ukigata]［名］〔うきが⸣たまい...〕起き
る頃。目が覚める時分。

うきくたい [ukikutai]［名］〔うきくた⸣いまい...〕
受け答え。応答。【例】うきくたいゆ ましゃげ

ーん しる（応答は正しくやれ）。

うきぐム [ukigum]［動 I 類 c 型］〔うきぐみー、
うきぐまん〕理解する。納得する。話の内容を

飲み込むことがはやい。

うきぐムじゅーしゃーリ゚ [ukigumdʑuːɕaːɭ]［形］
〔うきぐムじゅー⸣しゃまい...〕理解が早い。話
の内容を飲み込むことがはやい。

うぎすぎー [ugisɿgiː]［名］［植］〔うぎすぎ⸣ーま
い...〕もくたちばな。【同】「うぐすぎー」。

うきすぐとぅ [ukisɿgutu]［名］〔うきすぐ⸣とぅま
い...〕請け仕事。請け負い仕事。

うきずぶん [ukidzɿbun]［名］〔うきずぶ⸣んまい...〕
起きる時分。赤ちゃんの目覚めを言う。

うきつき [ukitsɿki]［名］〔うきつ⸣きまい...〕受付。
受け付ける人。

うきとぅみリ゚ [ukitumiɭ]［動 II類 c型］〔うきと
ぅみー、うきとぅみん〕受けとめる。ボールを

受け止める。納得する。事態を自分の中に取り

込む。

うキ゚とぅリ゚ [ukɿtuɭ]［名］〔うキ゚とぅリ゚まい...〕燠
取り。たばこぼん。炭火入れ。

うきどぅリ゚ [ukiduɭ]［動 I類 c型］〔うきどぅり
ー、うきどぅらん〕受け取る。渡されるものを

手に取る。人の話の意味を解釈する。

うきどぅり [ukiduri]［名］〔うきどぅりまい...〕沖
の凪ぐこと。沖の波が静かなこと。

うキ゚なー [ukɿnaː]［名］〔うキ゚な⸣ーまい...〕沖縄。
沖縄県のこと。沖縄本島とその周辺にも言う。

【例】うキ゚なーんけー（沖縄本島へ）。うキ゚なー

みーが（沖縄本島へ旅する）。

うキ゚なーたビ [ukɿnaːtabɿ]［名］〔うキ゚なーた⸣ビ
まい...〕沖縄本島への旅。沖縄旅。

うキ゚なーふつ [ukɿnaːfutsɿ]［名］〔うキ゚なーふ⸣つ
まい...〕沖縄の言葉。沖縄語。沖縄県の方言。

うギないリ゚ [ugɿnaiɭ]［動 II類 c型］〔うギないー、
うギないん〕集める。収集する。【例】ふしゃう

うギないリ゚（刈った草を集める）。しゃしんゆ

うギないリ゚（写真を収集する）。【同】「うぐな

いリ゚」。

うギなう [ugɿnau]［動 I類 c型］〔うギねー、う
ギなーん〕補う。補充する。不足したものを満

たす。【類】「たらーす」。

うキ゚ぬ なム [ukɿnu nam]［名］〔うキ゚⸣ぬなム⸢ま
い...〕沖の波。沖の波を注意深く見る人がいた。
その人は運搬船の船員たちであった。

うキ゚ビ [ukɿbɿ]［名］〔うキ゚⸣ビまい...〕凶日。
うきむつ [ukimutsɿ]［名］〔うきむ⸣つまい...〕受
け持ち。分担。担任の先生。担当。

うきリ゚ [ukiɭ]［動 II類 c型］〔うきー、うきん〕起
きる。起床する。【例】みだ うきん（まだ起

きない）。るくじどー、うきだ（6 時だぞ、起
きろ）。うが ぺーしゃ うきまん（そんなに早

く起きないよ）。っふぁぬ うきんけ かーうり

（子どもが起きないうちに水汲みだ）。あが う
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きんけー ふーな（ぼくが起きないうちは食べ

るな）。

うきリ゚ [ukiɭ]［動 II類 c型］〔うきー、うきん〕請
ける。受ける。受験する。【例】すぐとぅー う

きリ゚（仕事を請ける）。しきんゆ うキリ゚（受験

する）。

うきん [ukin]［名］［植］〔うき⸣んまい...〕うこ
ん。

うく [uku]［名］〔うく⸣んまい...〕奥。奥の方。奥
の座。山の奥。

うくしゃん [ukuɕan]［名］〔うくしゃ⸣んまい...〕
奥さん。妻。家内。

うくす [ukusɿ]［動 I類 c型］〔うくしー、うくし
ゃん〕起こす。【例】うくしー つーう ふぁー

し（起こして乳をあげなさい）。あたー ぺーし

うくし（明日は早く起こしてよ）。うくしゃま

んにば どぅーしー うきる（起こさないから

自分で起きろ）。みだ うくしゃん（まだ起こし

ていない）。なまー うくすな（今は起こすな）。

うくす [ukusɿ]［動 I類 c型］〔うくしー、うくし
ゃん〕包丁で魚の身をさばく。魚を三枚下ろし

にする。【例】イ゚ズぅぬ ながにう うくす（魚

の身をさばく）。

うくす [ukusɿ]［動 I類 c型］〔うくしー、うくし
ゃん〕へらや鍬で畑を耕す。

うくす [ukusɿ]［動 I類 c型］〔うくしー、うくし
ゃん〕肥料を家畜小屋から出す。【例】ぴんだ

だつから っふぁいゆ うくす（山羊の小屋か

ら肥料を出す）。

うぐすがとぅリ゚がま [ugusɿgatuɭgama]［名］〔う
ぐす⸣がとぅリ゚がま⸢まい...〕遊びの一つ。二人
の人が後ろ向きになって、片足を掛け、片足で

ジャンプする。歌を伴う。

うぐすぎー [ugusɿgiː]［名］［植］〔うぐすぎ⸣ーま
い...〕もくたちばな。【同】「うぎすぎー」。

うくたリ゚ [ukutaɭ]［動 I類 a型］〔うくたりー、う
くたらん〕怠る。なまける。

うぐなーらす [ugunaːrasɿ]［動 I類 c型］〔うぐな
ーらしー、うぐなーらしゃん〕集める。集合さ

せる。

うぐなーリ゚ [ugunaːɭ]［動 I類 c型］〔うぐなーり

ー、うぐなーらん〕集まる。集会する。【例】や

くばんけー うぐなーり（役場に集会だ）。うぐ

なーりー わーり（集まって下さい）。ういピと

ぅぬ うぐなーリ゚（老人の集会）。

うくない [ukunai]［名］〔うくな⸣いまい...〕行い。
言動。行動。

うぐない [ugunai]［名］〔うぐないま⸣い...〕拾い。
拾うこと。集め。集めること。ごみ拾いのこと。

【例】うぐないむぬ（集めたもの）。

うぐないリ゚ [ugunaiɭ]［動 II 類 c 型］〔うぐない
ー、うぐないん〕拾う。集める。ごみ拾いをす

る。【例】たむぬー うぐないる（薪を集めなさ

い）。うぐねー くー（拾ってきなさい）。【同】

「うギないリ゚」。

うくぬ てぃー [ukunu tiː]［名］〔うく⸣ぬてぃー⸢
まい...〕奥の手。秘策。

うくばー [ukubaː]［名］〔うくば⸣ーまい...〕奥⻭。
臼⻭。

うくべう [ukubeu]［名］〔うくべうまい...〕臆病。
うくら [ukura]［名］［植］〔うくらまい...〕おく
ら。

うくらす [ukurasɿ]［動 I 類 a 型］〔うくらしー、
うくらしゃん〕送らす。見送らせる。【例】う

くらし（送らせよ）。

うくらす [ukurasɿ]［動 I 類 a 型］〔うくらしー、
うくらしゃん〕遅らす。遅らせる。【例】うく

らし（遅らせよ）。じかんゆ うくらし（時間を

遅らせよ）。

うくリ゚ [ukuɭ]［動 I類 a型］〔うくりー、うくら
ん〕送る。【例】うくり（送りなさい）。てぃが

ミ゚う うくり（手紙を送りなさい）。ふにから

うくリ゚たム（船から送った）。うくら（送ろう。

見送りしよう）。

うくリ゚ [ukuɭ]［動 I類 c型］〔うくりー、うくら
ん〕起こる。物事が起きる。勃発する。

うくリ゚ [ukuɭ]［動 I類 c型］〔うくりー、うくら
ん〕興る。

うくり [ukuri]［名］〔うくりま⸣い...〕遅れ。遅れ
ること。【例】とぅきーぬ うくり（時計がおく

れていた）。

うぐリ゚ [uguɭ]［動 I類 c型］〔うぐりー、うぐら
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うぐリ゚

ん〕おごる。食事をおごる。

うぐリ゚ [uguɭ]［動 I類 c型］〔うぐりー、うぐら
ん〕おごる。驕る。いい気になる。

うくリ゚じん [ukuɭdʑin]［名］〔うくリ゚じ⸣んまい...〕
おくり膳。おくり前。模合の金のおくり前。祝

い事に招待客が欠席したとき、その家に馳走を

届けること。【類】「うくリ゚まい」。

うくリ゚につ [ukuɭnitsɿ]［名］〔うくリ゚に⸣つまい...〕
ひきつけ。病気のこと。

うくリ゚まい [ukuɭmai]［名］〔うくリ゚ま⸣いまい...〕
模合のおくり前のこと。【類】「うくリ゚じん」。

うくリ゚ムかい [ukuɭmkai]［名］〔うくリ゚ムか⸣いま
い...〕送り迎え。送迎。

うくりリ゚ [ukuriɭ]［動 II類 a型］〔うくりー、う
くりん〕遅れる。【例】うくりー キ゚ー（遅れて

来る）。

うぐりリ゚ [uguriɭ]［動 II類 c型］〔うぐりー、う
ぐりん〕怒る。叱る。

うこー [ukoː]［名］〔うこ⸣ーまい...〕線香。【同】
「うかう」。

うさぎ [usagi]［名］〔うさぎまい...〕兎。昔はい
なかった。

うさぎぬ みー [usaginu miː]［名］〔うさぎぬみ⸣
ーまい...〕兎の目。目の赤いこと。

うさぎぬ みム [usaginu mim]［名］〔うさぎぬみ
⸣ムまい...〕兎の耳。耳の⻑いこと。

うさぎぬ やー [usaginu jaː]［名］〔うさぎぬや⸣
ーまい...〕兎小屋。

うじ [udʑi]［名］〔う⸣じまい...〕おじ。おじさん
のこと。【類】「ぶだ」。

うしあぱなキ゚ [uɕiapanakɿ]［動 I類 a型］［罵声］
〔うしあぱなきー、うしあぱなかん〕行ってしま

う。帰っていく。【例】うしあぱなき（行って

しまえ）。

うしいり [uɕiiri]［名］〔うしい⸣りまい...〕押し入
れ。

うしゃい [uɕai]［名］〔うしゃいまい...〕肴。酒の
肴のこと。

うしゃいつキ゚ [uɕaitsɿkɿ]［動 I類 a型］〔うしゃ
いつきー、うしゃいつかん〕押さえつける。動

きを止めるために押える。

うしゃいらいリ゚ [uɕairaiɭ]［動 II 類 a型］〔うし
ゃいらいー、うしゃいらいん〕押さえられる。

【例】うしゃいらりー（押さえつけられた）。

うしゃいらりリ゚ [uɕairariɭ]［動 II類 a型］〔うし
ゃいらりー、うしゃいらりん〕いじめられる。

馬鹿にされる。侮辱される。

うしゃいリ゚ [uɕaiɭ]［動 II類 a型］〔うしゃいー、
うしゃいん〕いじめる。つらい思いをさせる。

虐待する。

うしゃいリ゚ [uɕaiɭ]［動 II類 a型］〔うしゃいー、
うしゃいん〕押さえる。抑える。押さえつける。

抑止する。【例】いきんゆ うしゃいリ゚（意見を

押えつける）。

うしゃがリ゚[uɕagaɭ]［名］〔うしゃが⸣リ゚まい...〕お
下がり。兄弟の上から下へゆずる服のこと。

うしゃがリ゚ [uɕagaɭ]［動 I類 c型］〔うしゃがり
ー、うしゃがらん〕雨が晴れる。

うしゃがリ゚ [uɕagaɭ]［動 I類 c型］〔うしゃがり
ー、うしゃがらん〕仏壇から供えたものを下げ

ること。いただくの意もある。

うしゃぎ [uɕagi]［名］〔うしゃぎまい...〕風呂敷。
女性が頭に被る風呂敷のこと。

うしゃぎ [uɕagi]［名］〔うしゃぎまい...〕捧げ。捧
げること。献上すること。贈呈すること。仏壇

に供えること。

うしゃぎ [uɕagi]［名］〔うしゃぎまい...〕見送り。
見送ること。【例】ふなうしゃぎ（船を見送る）。

うしゃぎ [uɕagi]［名］〔うしゃぎまい...〕お盆の
最終日に先祖を見送る。【類】「うくリ゚」。

うしゃぎむぬ [uɕagimunu]［名］〔うしゃぎむ⸣ぬ
まい...〕贈呈するもの。御嶽に供える物。献上
物。上納物。

うしゃぎリ゚ [uɕagiɭ]［動 II類 a型］〔うしゃぎー、
うしゃぎん〕見送る。【例】どぅすう うしゃぎ

リ゚（友だちを見送る）。

うしゃぎリ゚ [uɕagiɭ]［動 II類 a型］〔うしゃぎー、
うしゃぎん〕捧げる。献上する。贈呈する。仏

壇に供える。【例】しゃきう うしゃぎリ゚（酒を

供える）。

うしゃばらす [uɕabarasɿ]［名］〔うしゃばら⸣すま
い...〕うさばらし。
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うす

うしゃまリ゚ [uɕamaɭ]［動 I類 c型］〔うしゃまり
ー、うしゃまらん〕治まる。仲直りする。

うしゃまリ゚ [uɕamaɭ]［動 I類 c型］〔うしゃまり
ー、うしゃまらん〕納まる。死ぬ。

うしゃみ [uɕami]［名］〔うしゃみま⸣い...〕治め。
治めること。

うしゃみ [uɕami]［名］〔うしゃみま⸣い...〕納め。
納めること。

うしゃみリ゚ [uɕamiɭ]［動 II類 c型］〔うしゃみー、
うしゃみん〕治める。政治を司る。【例】くに

う うしゃみリ゚（国を治める）。

うしゃみリ゚ [uɕamiɭ]［動 II類 c型］〔うしゃみー、
うしゃみん〕納める。奉納する。納税。【例】じ

んゆ うしゃみリ゚（金を納める）。

うしゃム [uɕam]［名］〔うしゃムまい...〕四つ手
網。主に女性が使って小魚を獲る。「押し網」の

転か。【類】「ふぐリ゚あム」。

うしゃり [uɕari]［名］〔うしゃ⸣りまい...〕おしゃ
れ。着飾ること。外出のために着飾ること。

うしゃん [uɕan]［名］〔うしゃ⸣んまい...〕お産。
【類】「しら」。

うしゃんだい [uɕandai]［名］〔うしゃんだ⸣いま
い...〕仏壇から下げた供え物。

うしゅいリ゚ [uɕuiɭ]［動 II類 a型］〔うしゅいー、
うしゅいん〕消す。水で火を消す。

うしゅー [uɕuː]［名］〔うしゅ⸣ーまい...〕御主。国
王。【例】うしゅーがなす（国王様）。

うしゅー [uɕuː]［動 I類 a型］〔うしぇー、うし
ゃーん〕おそう。覆う。被せるこ。覆いをする。

かくす。【例】かっさにー うしゅー（木の葉で

覆う）。

うしゅーがなす [uɕuːganasɿ]［名］〔うしゅーがな
⸣すまい...〕国王様。琉球国王のこと。

うしゅーみず [uɕuːmidzɿ]［名］〔うしゅーみ⸣ず
まい...〕紙銭を焼いた後の消すための水。

うしゅぐむつ [uɕugumutsɿ]［名］〔うしゅぐむ⸣つ
まい...〕御主供物。上納物。人頭税のこと。

うしゅないむぬ [uɕunaimunu]［名］〔うしゅない
む⸣ぬまい...〕お供え物。

うしゅふキ゚ [uɕufukɿ]［動 I類 a型］〔うしゅふき
ー、うしゅふかん〕前かがむ。前かがみの姿勢

を取る。

うしゅふキ゚がいリ゚ [uɕufukɿgaiɭ]［動 I類 a型］〔う
しゅふキ゚がいりー、うしゅふキ゚がいらん〕前に

倒れる。ひっくり返る。

うしゅふキ゚だつ [uɕufukɿdatsɿ]［動 I類 c型］〔う
しゅふキ゚きー、うしゅふキ゚かん〕前かがみに立

つ。

うしゅます [uɕumasɿ]［動 I類 a型］〔うしゅまし
ー、うしゅましゃん〕前かがみにさせる。

うしゅム [uɕum]［動 I類 a型］〔うしゅみー、う
しゅまん〕前かがみになる。伏せる。病気で寝

る。【例】うしゅみー ぶり（前かがみにしてい

なさい。かがんでいなさい）。

うしゅムばら [uɕumbara]［名］〔うしゅムば⸣ら
まい...〕腰を曲げて仕事をしたために腰が痛い
こと。

うしゅらーすしゃーリ゚ [uɕuraːsɿɕaːɭ]［形］〔うし
ゅらーす⸣しゃまい...〕恐ろしい。すごい。普通
でない。

うしゅらーすむぬ [uɕuraːsɿmunu]［名］〔うしゅ
らーすむ⸣ぬまい...〕おそろしいもの。すごい
もの。すごい作品。普通でないもの。

うしゅり [uɕuri]［名］〔うしゅりまい...〕恐れ。恐
れること。

うしゅりリ゚ [uɕuriɭ]［動 II類 c型］〔うしゅりー、
うしゅりん〕恐れる。【例】うやう うしゅりリ゚

（親を恐れる）。

うしリ゚ [uɕiɭ]［動 II類 c型］〔うしー、うしん〕失
せる。いなくなる。消え去る。【例】うしる（失

せろ。どこか行け）。

うしるい [uɕirui]［名］〔うしる⸣いまい...〕おし
ろい。化粧品。

うじん [udʑin]［名］〔うじ⸣んまい...〕お膳。料理
を乗せる台。

うす [usɿ]［名］［干支］〔うすまい...〕丑。丑年。
丑年生れ。十二支の二番目。うすどぅい。牛。

うす [usɿ]［名］〔うすまい...〕牛。
うす [usɿ]［名］〔う⸣すまい...〕臼。木臼。石臼。
うす [usɿ]［動 I類 a型］〔うしー、うしゃん〕押
す。あと押しする。【例】うすめー（押し合い）。

くすぶにう うす（背中を押す）。くるまう う
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うす

し（車を押しなさい）。

うす [usɿ]［動 I類 a型］〔うしー、うしゃん〕押
しつける。責任逃れをする。

うす [usɿ]［動 I類 a型］〔うしー、うしゃん〕推
す。推選する。【例】かるー うすぐまた（彼に

投票する）。

うず [udzɿ]［名］［魚］〔うずまい...〕うつぼ。
うず [udzɿ]［名］〔うずまい...〕渦。渦巻。【類】
「ぴしゅ」。

うず [udzɿ]［名］〔うずまい...〕氏。家系を表わす
名称。家柄。

うすあーす [usɿaːsɿ]［名］〔うすあー⸣すまい...〕闘
牛。

うすあずきリ゚ [usɿadzɿkiɭ]［動 II類 a型］〔うすあ
ずきー、うすあずきん〕押しつけて持たせる。

うすい [usɿi]［名］〔うす⸣いまい...〕雨水。二十
四節気の一つ。2月 19日頃。

うすヴヴぁい [usɿvvai]［名］〔うすヴヴぁ⸣いま
い...〕牛小屋から出た肥料。

うすか [usɿka]［名］［指］それだけ。そんなにた
くさん。【例】うすかどぅ あリ゚どー（それだけ

しかないよ）。うすかなーぬ かーす（たくさん

のお菓子）。うすかばーき あが むてぃ（そん

なにたくさんぼくの分け前か）。うすかばかー

リ゚てぃーどぅ うまーいリ゚（それぐらいのこと

だと思われる）。【同】「うすけ」。

うすかいらす [usɿkairasɿ]［動 I類 a型］〔うすか
いらしー、うすかいらしゃん〕押し転がす。押

し倒す。【例】どひょーぬ ぷかんけー うすか

いらす（土俵の外へ押し転がす）。【同】「うす

けーらす」。

うすかがま [usɿkagama]［名］［指］〔うすかが⸣ま
まい...〕たったそれだけ。【例】うすかがまぬ
ふーむぬ（たったそれだけの食料）。【同】「う

すけがま」。

うすかでぃ [usɿkadi]［名］〔うすかでぃまい...〕押
す風。強い風。

うすかぬ むぬ [usɿkanu munu]［名］［指］〔うす
か⸣ぬむぬ⸢まい...〕そんなにたくさんの物。人
にも言う。【同】「うすけぬむぬ」。

うすかムーな [usɿkammna]［名］［指］そんなに

たくさん。【例】うすかムーなぬ つっとぅ（そ

んなにたくさんのお土産）。【同】「うすけムー

な」。

うすくム [usɿkum]［動 I 類 a 型］〔うすくみー、
うすくまん〕押し込む。【例】あなんけー うす

くム（穴に押し込む）。

うすくムだな [usɿkumdana]［名］〔うすくムだ⸣
なまい...〕押し込み棚。引き出しのある棚。

うすけ [usɿke]［名］［指］〔うす⸣けまい...〕それ
だけ。そんなにたくさん。【例】うすけぬ むぬ

（そんなにたくさんのもの）。【同】「うすか」。

うすけーらす [usɿkeːrasɿ]［動 I類 a型］〔うすけ
ーらしー、うすけーらしゃん〕押し転がす。押

し倒す。【例】どひょーぬ すたんけー うすけ

ーらす（土俵の下に押し倒す）。【同】「うすか

いらす」。

うすけがま [usɿkegama]［名］［指］〔うすけが⸣ま
まい...〕たったそれだけ。【例】うすけがまぬ
ふーむぬ（たったそれだけの食料）。【同】「う

すかがま」。

うすけムーな [usɿkemmna]［名］［指］〔うす⸣け
ムーなまい...〕そんなにたくさん。【例】うす
けムーなぬ ふーむぬ（そんなにたくさんの食

料）。【同】「うすかムーな」。

うすしゃーリ゚ [usɿɕaːɭ]［形］〔うすしゃまい...〕薄
い。味が薄い。厚みのないこと。

うすたうす [usɿtausɿ]［動 I類 a型］〔うすたうし
ー、うすたうしゃん〕押し倒す。【例】かりぎー

ゆ うすたうす（枯れ木を押し倒す）。【同】「う

すとーす」。

うすだつ [usɿdatsɿ]［名］〔うすだつまい...〕畜舎。
牛小屋。馬小屋。山羊小屋。

うすたてぃリ゚ [usɿtatiɭ]［動 II類 a型］〔うすたて
ぃー、うすたてぃん〕推し立てる。推薦する。

【例】あざちょーんけー うすたてぃリ゚（字⻑に

推し立てる）。

うすつかぬー [usɿtsɿkanuː]［名］〔うすつかぬ⸣ー
まい...〕牛を飼うこと。

うすつかねー [usɿtsɿkaneː]［名］〔うすつかね⸣ー
まい...〕牛を飼う人。

うすつキ゚ [usɿtsɿkɿ]［名］〔うすつ⸣キ゚まい...〕臼搗
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うすム

き。臼を搗くこと。餅つき。粟つき。【例】うさ

ぎぬ うすつキ゚（兎の臼つき）。

うすつきリ゚ [usɿtsɿkiɭ]［動 II類 a型］〔うすつき
ー、うすつきん〕押し付ける。転嫁する。

うすでぃがー [usɿdigaː]［名］［井戸］〔うすでぃ
が⸣ーまい...〕井戸の名。人口井戸。

うすどぅい [usɿdui]［名］［干支］〔うすどぅいま
い...〕丑年の人。丑年生れ。

うすとーす [usɿtoːsɿ]［動 I類 a型］〔うすとーし
ー、うすとーしゃん〕押し倒す。【同】「うすた

うす」。

うすにく [usɿniku]［名］〔うすにくまい...〕牛肉。
うすぬ つぬ [usɿnu tsɿnu]［名］〔うすぬつ⸣ぬま
い...〕牛の角。【同】「うすぬんぬ」。

うすぬ ピさぐー [usɿnu pɿsaguː]［名］［貝］〔う
すぬピ⸣さぐーまい...〕あまおぶねがい。村史
参照。

うすぬ ふぐリ゚ [usɿnu fuguɭ]［名］〔うすぬふぐ⸣
リ゚まい...〕牛の陰のう。睾丸は誤り。

うすぬ ふぐリ゚ぎー [usɿnu fuguɭgiː]［名］［植］〔う
すぬふぐ⸣リ゚ぎーまい...〕はりつるまさき。【類】
「まっこー」。

うすぬ ふしゃ [usɿnu fuɕa]［名］〔うすぬふ⸣しゃ
まい...〕牛の草。牛の飼料。

うすぬ ふしゅ [usɿnu fuɕu]［名］〔うすぬふ⸣しゅ
まい...〕牛ふん。

うすぬ みー [usɿnu miː]［名］〔うすぬみ⸣ーま
い...〕牛の目。可愛いことの例え。

うすぬ むてぃ [usɿnu muti]［名］〔うすぬむ⸣て
ぃまい...〕牛の分の飼料。

うすぬ んぬ [usɿnu nnu]［名］〔うすぬん⸣ぬま
い...〕牛の角。【同】「うすぬつぬ」。

うすぬイ゚ [usɿnuɿ]［名］［干支］〔うすぬイ゚まい...〕
丑の日。

うすぬイ゚ぬ ピー [usɿnuɿnu pɿː]［名］［干支］〔う
すぬイ゚ぬピーまい...〕丑の日。

うすぬイ゚ムまり [usɿnuɿmmari]［名］［干支］〔う
すぬイ゚ムまりまい...〕丑の日生まれ。丑の日に
生まれた人。

うすぬー [usɿnuː]［動 I類 a型］〔うすねー、うす
なーん〕失う。

うすぬーま [usɿnuːma]［名］〔うすぬーままい...〕
牛や馬のこと。農作業に重宝だった。大切な家

畜という意味がある。

うすぬかー [usɿnukaː]［名］〔うすぬか⸣ーまい...〕
牛の井戸。しゅがーがーに二つある洞の一つ。

うすばー [usɿbaː]［名］〔うすば⸣ーまい...〕臼⻭。
奥⻭。

うすぱイ゚ [usɿpaɿ]［名］〔うすぱ⸣イ゚まい...〕牛に
たかる蝿。

うすばく [usɿbaku]［名］〔うすばくまい...。うす
ば⸣くまい...〕家畜商人。

うすびら [usɿbira]［名］〔うすびらまい...〕牛の
肩甲骨で作った脱穀用具。主に高きびの脱穀を

した。

うすまーす [usɿmaːsɿ]［動 I類 a型］〔うすまーし
ー、うすまーしゃん〕追い回して一ヶ所に集め

る。草を束ねるときに揃える。【例】ぴんだぬ

っふぁう うすまーす（山羊の子たちを追い回

して一箇所に集める）。ふしゃう うすまーし

ー たばリ゚（草を揃えて束ねる）。

うずまキ゚ [udzɿmakɿ]［名］〔うずま⸣キ゚まい...〕渦
巻き。【同】「ぴしゅまキ゚」。

うずます [udzɿmasɿ]［動 I類 a型］〔うずましー、
うずましゃん〕埋めさせる。【例】っふぁいゆ

うずます（肥料を埋めさせる）。

うずまリ゚ [udzɿmaɭ]［動 I類 c型］〔うずまりー、
うずまらん〕埋まる。うもれる。【例】あなん

か うずまりーリ゚（穴に埋まっている）。

うすみっす [usɿmissɿ]［動 I類 a型］〔うすみっし
ー、うすみっしゃん〕薄くさせる。味を薄くさ

せる。【例】しゃきう うすみっす（酒を水割り

する）。

うすみリ゚ [usɿmiɭ]［動 II類 a型］〔うすみー、う
すみん〕薄める。水割りする。味を薄める。酒

を薄める。

うずみリ゚ [udzɿmiɭ]［動 II類 a型］〔うずみー、う
ずみん〕埋める。【例】あなう ぷりー うずみ

リ゚（穴を掘って埋める）。【類】「うずム」。

うすム [usɿm]［動 I類 a型］〔うすみー、うすま
ん〕薄くなる。薄まる。【例】うすみった（薄く

なった）。
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うずム

うずム [udzɿm]［動 I類 a型］〔うずみー、うずま
ん〕埋める。【例】っふぁいゆ うずみ（肥料を

埋めなさい）。【類】「うずみリ゚」。

うずむす [udzɿmusɿ]［名］［昆虫］〔うずむ⸣すま
い...〕うじ虫。

うすむどぅす [usɿmudusɿ]［動 I類 a型］〔うすむ
どぅしー、うすむどぅしゃん〕押し戻す。押し

返す。【例】めーくんけー うすむどぅす（宮古

島へ押し返す）。

うずムばらやー [udzɿmbarajaː]［名］〔うずムば
らやーまい...〕掘っ立て小屋。あだんの木を柱
にした粗末な家。

うすめー [usɿmeː]［名］〔うすめーまい...〕押し
合い。その競争。相撲の技に似ている。

うすやま [usɿjama]［名］〔うすや⸣ままい...〕畑を
耕す馬や牛に引かせる農具。人が操作する。

うすんキ゚ [usɿnkɿ]［動 I類 a型］〔うすんきー、う
すんかん〕押し込む。【例】たむぬー うすんキ゚

（薪を釜の中へ押し込む）。

うすんてぃ [usɿnti]［名］［干支］〔うすんてぃま
い...〕丑年。

うた [uta]［名］〔う⸣たまい...〕歌。古謡のこと。
〈ニリ゚〉。組踊の女役の唱えもの。【類】「にリ゚」。

うだー [udaː]［名］［指］〔うだ⸣ーまい...〕遠い
所。遠方。【例】うだーぱる（遠い所の畑）。う

だーがみ（遠いところまで）。

うだーす [udaːsɿ]［動 I類 a型］〔うだーしー、う
だーしゃん〕叱る。大声を出して叱る。【例】や

らびう うだーす（子どもを叱る）。うだーしー

から とぅーずきる（叱ってから教えよ）。

うだーす [udaːsɿ]［動 I類 c型］〔うだーしー、う
だーしゃん〕太らせる。【例】うだーし（太らせ

よ）。わーう うだーし（豚を太らせよ）。うだ

ーしーから（太らせてから）。うだーしーから

かーずー（太らせてから買うよ）。うだーしー

みーる（太らせてみよ）。

うだーな [udaːna]［名］［指］〔うだー⸣なまい...〕
遠い所。遠方。【例】うだーながみ（遠いとこ

ろまで）。

うだーまーリ゚ [udaːmaːɭ]［動 I類］〔うだーまーり
ー、うだーまーらん〕〔うだ⸣ーまーりー ぶリ゚〕

遠回る。遠回りをする。

うだームーな [udaːmmna]［名］［指］〔うだ⸣ーム
ーなまい...〕遠い所。遠方。【例】うだームーな
ぬ ぱる（遠い所にある畑）。

うたい [utai]［名］〔うたいま⸣い...〕唱え。唱え
ること。組踊の台詞。

うだい [udai]［名］〔うだいま⸣い...〕太った。大
きい。太ること。【例】うだいピとぅ（太った

人）。

うだいしゃーリ゚ [udaiɕaːɭ]［名］〔うだいしゃー⸣
リ゚まい...〕危ない。

うだいピとぅ [udaipɿtu]［名］〔うだいピ⸣とぅま
い...〕太い人。太った人。大きい人。

うたいリ゚ [utaiɭ]［動 II類 c型］〔うたいー、うた
いん〕唱える。組踊の台詞を唱える。

うだいリ゚ [udaiɭ]［動 II類 c型］〔うだいー、うだ
いん〕太くなる。太る。【例】ふーばまい うだ

いん（食べても太らない）。

うたう [utau]［動 I類 c型］〔うてー、うたーん〕
台詞を唱える。暗唱する。【同】「うとー」。

うたがい [utagai]［名］〔うたが⸣いまい...〕疑い。
疑念。不審。

うたがい [utagai]［副］お互い。【例】うたがい
キ゚ばら（お互いにかんばろう）。

うたき [utaki]［名］〔うた⸣きまい...〕御嶽。拝所。
【類】「うがんじゅ」。

うだき [udaki]［名］［指］〔うだ⸣きまい...〕とて
も高い。そんなに高く。【例】うだきぬ きー

（とても高い木）。うだきぬ ピとぅ（身⻑のと

ても高い人）。

うだきだい [udakidai]［名］［指］〔うだきだ⸣いま
い...〕とても高い値段。【例】うだきだいぬ う

す（とても値段の高い牛）。

うたきぬーリ゚ [utakinuːɭ]［名］〔うた⸣きぬーリ゚ま
い...〕御嶽参り。【例】きゅーや うたきぬーリ゚

（今日は御嶽の参拝だ）。

うだきムーな [udakimmna]［名］［指］〔うだ⸣き
ムーなまい...〕とても高いこと。積荷。物の値
段の高いこと。【例】うだきムーなぬ にー（高

く積まれた荷物）。うだきムーなぬ にだん（と

ても高い値段）。
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うっちゃきリ゚

うたぐー [utaguː]［動 I類 a型］〔うたげー、うた
がーん〕疑う。疑念を持つ。【例】かるーどぅ

うたぐー（彼を疑う）。うたげー ぶリ゚（疑って

いる）。

うだぐー [udaguː]［名］〔うだぐーまい...〕太っ
ている人（罵り語）。

うだしゃーリ゚[udaɕaːɭ]［形］〔うだしゃまい...〕太
い。厚い。【例】うだピとぅ（太い人）。うだか

ビ（厚紙）。

うだしゃーリ゚[udaɕaːɭ]［形］〔うだしゃまい...〕太
っている。肥満である。

うたす [utasɿ]［動 I類 c型］〔うたしー、うたし
ゃん〕落とす。持ち物をなくすことにも言う。

【例】うたすむぬ（落とし物）。【同】「うとぅす」。

うだつ [udatsɿ]［名］〔うだ⸣つまい...〕梲。家の
梁（はり）の上に乗せる短い柱のこと。【例】う

だつェー あがらん（梲が上がらない）。

うだてぃリ゚ [udatiɭ]［動 II類 c型］〔うだてぃー、
うだてぃん〕おだてる。

うたむつ [utamutsɿ]［名］〔う⸣たむつ⸢まい...〕歌
持。三味線の前奏。

うちくム [utɕikum]［動 I類 c型］〔うちくみー、
うちくまん〕打ち込む。釣針を海底に打ち込む。

ボールを打ち込む。仕事に打ち込む。

うちどぅ [utɕidu]［名］〔うち⸣どぅまい...〕落ち
度。

うちゃーす [utɕaːsɿ]［動 I類 c型］〔うちゃーし
ー、うちゃーしゃん〕打ち合わせる。話し合う。

打ち合いする。

うちゃなぐ [utɕanagu]［名］〔うちゃな⸣ぐまい...〕
三段餅。正月に仏壇に供えた。

うちゃにーまぬ かなしゃ [utɕaniːmanu kanaɕa]
［名］〔うちゃにーま⸣ぬかなしゃ⸢まい...〕歌謡
の名。【類】「んにつキ゚えーぐ」。

うちゃム [utɕam]［名］〔うちゃ⸣ムまい...〕打ち
網。投網。投げ網のこと。漁の方法。

うつ [utsɿ]［名］〔うつまい...〕血族。親戚。
うつ [utsɿ]［名］〔う⸣つまい...。うつんけ⸣ー...〕
内。奥。屋内。【例】やーぬ うつ（家の奥）。あ

み あリ゚ば うつんけー わーり（雨だから、奥

の方へいらっしゃい）。

うつ [utsɿ]［動 I類 c型］〔うてぃー、うたん〕打
つ。たたく。なぐる。棒で打つ。【同】「ふつ」。

うつーうつ [utsɿːutsɿ]［重複］血の濃い者。親戚
一同。【例】かれー あんとぅ うつーうつ（彼

は私の親戚だ）。

うっか [ukka]［名］〔うっ⸣かまい...〕負債。
うっかかヴヴィ゚ [ukkakavvɿ]［名］〔うっか⸣かヴ
ヴィ゚⸢まい...〕借金を負うこと。

うっかきリ゚ [ukkakiɭ]［動 II 類 c 型］〔うっかき
ー、うっかきん〕仕事を始める。開始する。

うつかた [utsɿkata]［名］〔うつかたまい...〕奥の
方。家の中の奥の方。

うつかた [utsɿkata]［名］〔うつかたまい...〕内方。
親戚。

うっかばり [ukkabari]［名］〔うっかば⸣りまい...〕
借金を返済する。

うつかビ [utsɿkabɿ]［名］〔うつか⸣ビまい...〕打
ち紙。紙銭のこと。【類】「やキ゚かビ」。

うつキ゚ [utsɿkɿ]［動 I類 c型］〔うつきー、うつか
ん〕置く。持っているものを置く。台の上に置

く。中にしまって置く。⻑い時間置いておく。

【例】うまん うつき（そこに置きなさい）。

うつき [utsɿki]［名］〔うつ⸣きまい...〕内気。内気
な性格。

うっじゃ [uddʑa]［名］［鳥］〔うっじゃまい...〕う
ずら。

うつしゃーリ゚[utsɿɕaːɭ]［形］〔うつしゃまい...〕親
戚である。血族である。【例】かれー ヴヴぁと

ー うつしゃーリ゚（彼はあなたと親戚だ）。

うっじゃが ムま [uddʑaga mma]［名］〔うっじ
ゃ⸣がムま⸢まい...〕うずらの歌。わらべ歌。

うっすぅ [ussu]［名］〔うっ⸣すぅまい...〕後頭部。
うったーてぃー [uttaːtiː]［副］わざわざ。計画的
に。【例】うったーてぃー すぐとぅ しる（計

画を立てて仕事をしなさい）。

うったいぐとぅ [uttaigutu]［名］〔うったいぐ⸣と
ぅまい...〕訴訟。

うったいリ゚ [uttaiɭ]［動 II類 c型］〔うったいー、
うったいん〕訴える。告訴する。

うっちゃきリ゚ [uttɕakiɭ]［動 II類 a型］〔うっちゃ
きー、うっちゃきん〕押さえて手に取る。【例】う
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うっちゃす

っじゃう うっちゃきリ゚（うずらを手で取る）。

うっちゃす [uttɕasɿ]［動 I類 c型］〔うっちゃし
ー、うっちゃしゃん〕移す。移転させる。

うっちゃす [uttɕasɿ]［動 I類 c型］〔うっちゃし
ー、うっちゃしゃん〕写す。映す。【例】あんま

い うっちー ぶリ゚（私も写っている）。

うっちゃみ [uttɕami]［名］〔うっちゃ⸣みまい...〕
打ち雨。窓から入る雨。

うっつー [uttsɿː]［動 I類 c型］〔うっちー、うっ
ちゃん〕移る。転居する。移動する。【例】か

まんけー うっちゃだ（向こうへ移りなさい）。

【同】「ふっつー」。

うっつー [uttsɿː]［動 I類 c型］〔うっちー、うっ
ちゃん〕写る。映る。水に映る。【同】「ふっつ

ー」。

うっとぅ [uttu]［名］〔うっ⸣とぅまい...〕弟。妹。
年下。

うっとぅきびヴヴぁ [uttukibivva]［名］〔うっと
ぅきびヴヴぁまい...〕弟。

うっとぅミ゚ーが [uttumɿːga]［名］〔うっとぅミ゚ー
がまい...〕1年内に次の子が生まれるために育
ちが悪いこと。

うっとぅミ゚ーがっふぁ [uttumɿːgaffa]［名］〔うっ
とぅミ゚ーがっふぁまい...〕1年内に次の子が生
まれるために育ちが悪いこと。

うっとぅミ゚ーがやらび [uttumɿːgajarabi]［名］〔う
っとぅミ゚ーがやらびまい...〕1年内に次の子が
生まれるために育ちが悪いこと。

うっとぅみーまき [uttumiːmaki]［名］〔うっとぅ
みーま⸣きまい...〕弟や妹が早生れすると自分
の発育が弱いこと。

うっとぅみどぅム [uttumidum]［名］〔うっとぅ
みどぅ⸣ムまい...〕次女。

うっとぅみどぅムヴヴぁ [uttumidumvva]［名］〔う
っとぅみどぅムヴ⸣ヴぁまい...〕妹。

うっとぅむく [uttumuku]［名］〔うっとぅむ⸣くま
い...〕妹婿。妹のだんな。

うっとぅゆみ [uttujumi]［名］〔うっとぅゆ⸣みま
い...〕弟の妻。

うつばる [utsɿbaru]［名］〔うつば⸣るまい...〕内
原。土原豊見親の住居跡。金志川豊見親を祭る

拝所。

うつばるうがん [utsɿbaruugan]［名］〔うつば⸣る
うがんまい...〕金志川豊見親を祭る拝所。

うつぶリ゚ [utsɿbuɭ]［動 I類 c型］〔うつぶりー、う
つぶらん〕殴り飛ばす。叩く。【類】「ふつぶリ゚

」。

うつぶリ゚ [utsɿbuɭ]［動 I類 c型］〔うつぶりー、う
つぶらん〕打ち払う。棒や石などで追っ払う。

【同】「ふつぶリ゚」。

うつむぬ [utsɿmunu]［名］〔うつむぬまい...〕親
戚。血族。

うでぃ [udi]［名］〔うでぃま⸣い...〕腕。【類】「か
いな」。

うでぃがき [udigaki]［名］〔うでぃが⸣きまい...〕
腕相撲。

うてぃがた [utigata]［名］〔うてぃが⸣たまい...〕
さとうきびの煮汁を移す頃合。黒糖のできる頃

合。

うでぃくム [udikum]［名］〔うでぃく⸣ムまい...〕
腕組む。腕を組むこと。腕組み。

うてぃしゅ [utiɕu]［名］〔うてぃ⸣しゅまい...〕早
朝に網で漁をすること。前夜に網を仕掛けて置

く。

うてぃだか [utidaka]［名］〔うてぃだ⸣かまい...〕
落ち鷹。はぐれ鷹。はぐれたさしばのこと。【類】

「すまばんだか」。「びっびーだか」。「ゆらりだ

か」。

うでぃだみす [udidamisɿ]［名］〔うでぃだみ⸣す
まい...〕腕だめし。自分の実力を高めること。

うでぃだら [udidara]［名］〔うでぃだ⸣らまい...〕
なまけ者。【同】「うでぃだれ」。

うでぃだリ゚ [udidaɭ]［名］〔うでぃだ⸣リ゚まい...〕な
まけること。怠慢。

うでぃだリ゚むぬ [udidaɭmunu]［名］〔うでぃだリ゚
む⸣ぬまい...〕なまけ者。

うでぃだれ [udidare]［名］〔うでぃだ⸣れまい...〕
なまけ者。【同】「うでぃだら」。

うてぃつかす [utitsɿkasɿ]［動 I類 c型］〔うてぃ
つかしー、うてぃつかしゃん〕落ちつかせる。

【例】しぇんしゅー うてぃつかす（選手を落ち

つかせる）。
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うとぅっすぅ

うでぃつから [uditsɿkara]［名］〔うでぃつか⸣ら
まい...〕腕力。力持ち。相手を自分の意思に従
わせる。【類】「うでぃでー」。

うてぃつキ゚ [utitsɿkɿ]［動 I類 c型］〔うてぃつき
ー、うてぃつかん〕落ちつく。【例】うてぃつ

きった（落ちついた）。みーぬどぅ うてぃつキ゚

ぬ ねーん（目に落ちつきがない）。

うでぃでー [udideː]［名］〔うでぃで⸣ーまい...〕腕
力。力持ち。【類】「うでぃつから」。

うでぃとぅきー [uditukiː]［名］〔うでぃとぅき⸣
ーまい...〕腕時計。

うでぃぷに [udipuni]［名］〔うでぃぷ⸣にまい...〕
腕骨。上腕骨。尺骨。

うでぃまい [udimai]［名］〔うでぃま⸣いまい...〕
腕前。手腕。力量。身についた技術。

うでぃまっふぁ [udimaffa]［名］〔うでぃまっ⸣ふ
ぁまい...〕腕枕。自分の腕を枕代りに寝ること。

うてぃリ゚ [utiɭ]［動 II類 c型］〔うてぃー、うて
ぃん〕シートーヤーの鍋の炊き汁を他の鍋に移

す。【例】なびから うてぃリ゚（鍋から移す）。

うてぃリ゚ [utiɭ]［動 II類 c型］〔うてぃー、うて
ぃん〕落ちる。落下する。落雷する。品質が下

がる。試験に失敗する。【例】うてぃがた（落ち

そうだ。落ちようとしている。落下直前）。ふ

にから うてぃがた（船から落ちようとしてい

る）。ぬーまから うてぃがた（馬から落ちよう

としている）。しきんー うてぃリ゚（試験に不合

格だ）。

うてぃんかす [utinkasɿ]［動 I類 c型］〔うてぃん
かしー、うてぃんかしゃん〕落としてしまう。

落ち込ませる。深い所に突き落とす。

うてぃんキ゚ [utinkɿ]［動 I 類 c 型］〔うてぃんき
ー、うてぃんかん〕落ちてしまう。深い所に落

ちる。

うでーリ゚ [udeːɭ]［名］〔うでー⸣リ゚まい...〕集団作
業。字⺠の作業。部落の作業。

うとぅ [utu]［名］〔う⸣とぅまい...〕音。鳴。響
き。どよめき。【例】うとぅー キ゚キ゚（音を聞

く）。【類】「なリ゚」。

うどぅい [udui]［名］［干支］〔うどぅ⸣いまい...〕
卯年生まれ。

うとぅーリ゚ [utuːɭ]［名］〔うとぅー⸣リ゚まい...〕酒
の回し飲み。宮古の酒座の習慣。

うとぅが [utuga]［名］〔うとぅ⸣がまい...〕末っ
子。兄弟姉妹のうちの末の子。

うとぅがイ゚[utugaɿ]［名］〔うとぅが⸣イ゚まい...〕お
とがい。あご。下あご。

うとぅがっふぁ [utugaffa]［名］〔うとぅ⸣がっふ
ぁまい...〕末っ子。

うとぅがみどぅムヴヴぁ [utugamidumvva]［名］
〔うとぅ⸣がみどぅムヴヴぁまい...〕末の娘。女
の末っ子。

うどぅき [uduki]［名］〔うどぅきま⸣い...〕失敗。
欠損。

うどぅきリ゚ [udukiɭ]［動 II類 c型］〔うどぅきー、
うどぅきん〕失敗する。欠損する。ほろびる。

うとぅす [utusɿ]［動 I類 c型］〔うとぅしー、う
とぅしゃん〕落とす。持ち物をなくすことにも

言う。【例】うとぅすあな（落とし穴）。【同】「う

たす」。

うどぅす [udusɿ]［動 I類 c型］〔うどぅしー、う
どぅしゃん〕脅す。強迫する。

うとぅすむぬ [utusɿmunu]［名］〔うとぅすむ⸣ぬ
まい...〕落とし物。拾い物。

うとぅすんキ゚ [utusɿnkɿ]［動 I類 c型］〔うとぅす
んきー、うとぅすんかん〕落とし込む。

うとぅだ [utuda]［名］〔うとぅ⸣だまい...〕親戚。
親類。一門。親族。姻族。

うとぅだうぐなーリ゚ [utudaugunaːɭ]［名］〔うと
ぅ⸣だうぐなーリ゚まい...〕親戚の集まり。親族会
議。

うとぅだかしゃーリ゚ [utudakaɕaːɭ]［形］〔うとぅ
だか⸣しゃまい...〕音が高い。音程の高いこと。
騒がしい音。大きい音。

うとぅだぬ ムめ [utudanu mme]［名］〔うとぅ
だ⸣ぬムめ⸢まい...〕親戚の者たち。親戚同士。

うとぅだら [utudara]［名］〔う⸣とぅだらまい...〕
兄弟姉妹。

うとぅだらあう [utudaraau]［名］〔う⸣とぅだら
あうまい...〕兄弟喧嘩。子どもの特権。

うとぅっすぅ [utussu]［名］〔うとぅっすぅま⸣
い...〕年下。年下の者。年上の人から見て言う。
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うとぅっすぅヴヴぁ

うとぅっすぅヴヴぁ [utussuvva]［名］〔うとぅっ
すぅヴ⸣ヴぁまい...〕下の子。きょうだいのう
ちで二番目以下の子。男の子にも女の子にも言

う。

うとぅっすぅびきヴヴぁ [utussubikivva]［名］〔う
とぅっすぅびきヴヴぁまい...〕次男以降のきょ
うだい。

うとぅっすぅみどぅムヴヴぁ [utussumidumvva]
［名］〔うとぅっすぅみどぅムヴ⸣ヴぁまい...〕次
女以降のきょうだい。

うとぅなすしゃーリ゚ [utunasɿɕaːɭ]［形］〔うとぅ
なす⸣しゃまい...〕おとなしい。【例】うとぅな
すっふぁ（おとなしい子）。

うとぅむ [utumu]［名］〔うとぅ⸣むまい...〕お供
すること。招待すること。案内すること。【例】

しゅーゆ うとぅむしる（おじいさまを連れて

きなさい）。

うどぅム [udum]［動 I類 c型］〔うどぅみー、う
どぅまん〕夜中に目が覚める。【例】すばリ゚ すが

うどぅム（トイレに行くために目が覚める）。

うとぅリ゚ [utuɭ]［動 I類 c型］〔うとぅりー、うと
ぅらん〕劣る。前回より出来が悪くなる。【例】

しーしきぬ うとぅリ゚（前回より成績が劣る）。

うとぅリ゚ちゅーばー [utuɭtɕuːbaː]［名］〔うとぅリ゚
ちゅーば⸣ーまい...〕おそろしく強い人。

うとぅリ゚ぱなす [utuɭpanasɿ]［名］〔うとぅリ゚ぱな
⸣すまい...〕恐ろしい話。

うとぅリ゚ピとぅ [utuɭpɿtu]［名］〔うとぅリ゚ピ⸣と
ぅまい...〕恐ろしい人。

うとぅリ゚らーリ゚ [utuɭɭaːɭ]［形］〔うとぅリ゚⸣らま
い...〕怖い。恐ろしい。【例】うとぅリ゚ぱなす
（怖い話）。うとぅリ゚らーリ゚（怖いよ）。くぬ み

つェー うとぅリ゚らーリ゚（この道は怖いよ）。

うどぅる [uduru]［名］〔うどぅ⸣るまい...〕土原
豊見親の幼名。うどぅる少年のこと。

うどぅるかす [udurukasɿ]［動 I類 c型］〔うどぅ
るかしー、うどぅるかしゃん〕怖がらせる。お

どろかす。

うどぅるキ゚ [udurukɿ]［名］〔うどぅる⸣キ゚まい...〕
魚の心臓。

うどぅるキ゚ [udurukɿ]［動 I類 c型］〔うどぅるき

ー、うどぅるかん〕驚く。びっくりする。【例】

うどぅるきー（おどろいた）。うどぅるきった

（おどろいた）。うどぅるキ゚な（おどろくな）。う

どぅるきー ねーん（おどろいてしまった）。

うどぅるキ゚がま [udurukɿgama]［名］〔うどぅる
キ゚が⸣ままい...〕魚の心臓。

うとぅるすぐとぅ [uturusɿgutu]［名］〔うとぅる
すぐ⸣とぅまい...〕おそろしいこと。大変な出
来事。

うとぅるすしゃーリ゚ [uturusɿɕaːɭ]［形］〔うとぅる
す⸣しゃまい...〕恐ろしい。怖い。

うとぅるすむぬ [uturusɿmunu]［名］〔うとぅるす
む⸣ぬまい...〕恐ろしい出来事。心にひびくほ
どの大変なこと。

うどぅるぱま [udurupama]［名］［地］〔うどぅ⸣
るぱま⸢まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名
前。土原豊見親が通ったと言われる。村史参照。

【類】「とぅがリ゚ら」。

うとー [utoː]［動 I類 c型］〔うてー、うたーん〕
台詞を唱える。暗唱する。【同】「うたう」。

うながい [unagai]［名］［指］〔うなが⸣いまい...〕
⻑い時間。そんなに⻑い時間。【例】うながい

あすビ（⻑いこと遊ぶ）。

うながどぅーしゃ [unagaduːɕa]［連語］［指］こ
んなにも永く。【例】うながどぅーしゃ みーん

（⻑いこと見ない）。

うながムーな [unagammna]［名］［指］〔うな⸣が
ムーなまい...〕そんなに⻑く。物の⻑さに言う。
思っていたより⻑いもの。【例】うながムーな

ゆいまん（そんなに⻑くもらわない）。

うながり [unagari]［名］〔うなが⸣りまい...〕供え
物を皆で食べること。またその料理。

うなギ [unagɿ]［名］［魚］〔うな⸣ギまい...〕うな
ぎ。うなぎの総称。

うなぎ [unagi]［名］［指］〔うな⸣ぎまい...〕⻑さ
を強調するときに言う。【例】うなぎぬ うなギ

（とても⻑いうなぎ）。

うなぎー [unagiː]［名］［指］〔うなぎ⸣ーまい...〕
この⻑さ。手で示すほどの⻑さ。

うなぎぬ ぱなす [unaginu panasɿ]［連語］［指］
⻑話。電話の⻑話。井戸端会議。
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うぬちゃぬムめ

うなぎぬ むぬ [unaginu munu]［連語］［指］とて
も⻑いもの。さとうきびの⻑く生⻑したもの。

綱引きの⻑い綱。蛇の大きさを強調するときな

どに言う。

うなぎムーな [unagimmna]［名］［指］〔うな⸣ぎ
ムーなまい...〕そんなにも⻑く。【例】うなぎ
ムーなぬ すっじゃ（そんなにも⻑いさとうき

び）。

うに [uni]［名］〔うにまい...〕⻤。想像上のおそ
ろしい怪物。

うに [uni]［名］〔うにまい...〕畝（うね）。高い
所が「うに」。低い所が「まに」。さとうきびの

植え付けの高い所。

うにあぎ [uniagi]［名］〔うにあぎまい...〕畝立
て。さとうきびを植えるための畝作り。

うにがい [unigai]［名］〔うにが⸣いまい...〕お願
い。他人に頼みごとをする。

うにとぅら [unitura]［名］〔うにとぅらまい...〕⻤
⻁。八月おどり参照。【同】「うんとぅら」。

うぬ [unu]［連体］［指］その。【例】うぬ ふんゆ

むてぃー くー（その本を持って来なさい）。

うぬ あーき [unu aːki]［連語］［指］そのまま。そ
れきり。【例】うぬ あーき くん（それきり来

ない）。

うぬ あい [unu ai]［連語］［指］その間。【例】う
ぬ あい ゆけー ぶり（その間休んでいなさ

い）。

うぬ あたい [unu atai]［連語］［指］それ程。そ
れくらい。【例】うぬ あたいがまう（それくら

いのことで）。

うぬ あとぅ [unu atu]［連語］［指］その後。【例】
うぬ あとぅから（その後から）。

うぬ うい [unu ui]［連語］［指］その上。さらに。
それ以上。【例】うぬ ういぬ くとー っさん

（その上のことは知らない）。

うぬ うつ [unu utsɿ]［連語］［指］そのうち。近
いうち。【例】うぬ うつん いじゃー（近いう

ちに会おう）。

うぬ がキ゚ [unu gakɿ]［名］［指］〔うぬが⸣キ゚ま
い...〕その餓⻤。そいつ。その野郎。

うぬ くらいぬ むぬ [unu kurainu munu]［名］

［指］〔うぬくらい⸣ぬむぬ⸢まい...〕それしきの
もの。その程度のもの。

うぬ とぅキ゚ [unu tukɿ]［連語］［指］その時。【例】
うぬ とぅキ゚んや ぶりーどー（その時は無礼

したなあ）。

うぬ なり [unu nari]［連語］［指］その慣れ。い
つもの通りの意味。【例】ちこく すーや うぬ

なり（遅刻はいつもの通りだ）。

うぬ ばー [unu baː]［連語］［指］その場合。【例】
うぬ ばーんや ゆるしゃずー（その場合は許

してあげよう）。【同】「うぬばーす」。

うぬ ばーす [unu baːsɿ]［連語］［指］その場合。
【同】「うぬばー」。

うぬ ぶん [unu bun]［連語］［指］その分。それ
相当。それほど。【例】うぬ ぶんゆ ゆいる（そ

れ相当にもらいなさい）。

うぬ まま [unu mama]［連語］［指］そのまま。
【例】うぬ まま むてぃーり（そのまま持って

いなさい）。

うぬ むてぃ [unu muti]［連語］［指］特別に。そ
んなにまで。

うぬ んじゃ [unu ndʑa]［名］［指］〔うぬん⸣じゃ
まい...〕そいつ。その餓⻤。

うぬ んじゃぬ ムめ [unu ndʑanu mme]［名］［指］
〔うぬんじゃ⸣ぬムめまい...〕そいつら。その餓
⻤ら。

うぬイ゚ [unuɿ]［名］［干支］〔うぬ⸣イ゚まい...〕卯
の日。

うぬイ゚ぬ ピー [unuɿnu pɿː]［名］［干支］〔うぬイ゚
⸣ぬピーまい...〕卯の日。

うぬイ゚ムまり [unuɿmmari]［名］［干支］〔うぬイ゚
ムま⸣りまい...〕卯の日生まれ。卯の日に生ま
れた人。

うぬぎた [unugita]［名］［魚］〔うぬぎ⸣たまい...〕
こんごうふぐ。

うぬちゃ [unutɕa]［名］［指］〔うぬ⸣ちゃまい...〕
そいつ。

うぬちゃ [unutɕa]［連語］［指］それほど。【例】
うぬ ちゃがまぬ ぱリ゚かた（それっぽちの走

り方）。

うぬちゃぬ ムめ [unutɕanu mme]［名］［指］〔う
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うぬてぃ

ぬちゃぬム⸣めまい...〕そいつら。
うぬてぃ [unuti]［名］［干支］〔うぬ⸣てぃまい...〕
卯年。

うぬば [unuba]［連語］［指］その場。【例】うぬ
ばん ぶたリ゚（その場に居た）。

うぬぶりリ゚ [unuburiɭ]［動 II類 c型］〔うぬぶり
ー、うぬぶりん〕うぬぼれる。自慢する。【例】

てーぬ あリ゚てぃー うぬぶりリ゚（力が強いと

いって自慢する）。

うぱーじゃ [upaːdʑa]［名］〔うぱー⸣じゃまい...〕
⻑兄。一番上の兄。【同】「うぷあじゃ」。

うぱーに [upaːni]［名］〔うぱー⸣にまい...〕⻑姉。
一番上の姉。【同】「うぷあに」。

うぱーんが [upaːnga]［名］〔うぱーん⸣がまい...〕
⻑姉。一番上の姉。【同】「うぷあんが」。

うぱーんな [upaːnna]［名］〔うぱーん⸣なまい...〕
大⺟。伯⺟。父⺟より年上の伯⺟。【同】「うぷ

あんな」。

うばい [ubai]［感］感動。あら。【例】うばい で

ぃきなー（あら大漁だなあ）。

うばいがうばい [ubaigaubai]［感］おどろきを強
調する。

うばいしゃーリ゚ [ubaiɕaːɭ]［形］〔うばい⸣しゃま
い...〕見事であること。偉くて畏れ多い。

うばいしゃーリ゚ [ubaiɕaːɭ]［形］〔うばい⸣しゃま
い...〕信用できない。用心を必要とする。

うぱつ [upatsɿ]［名］〔うぱ⸣つまい...〕お初。初
物。供え物を下げるときにいただくもの。

うぱな [upana]［名］〔うぱ⸣なまい...〕お初。初
物。収穫物を最初に供えるのに言う。供え物を

紙で包んだ穀物。【類】「ぱな」。

うぱなゆに [upanajuni]［名］〔うぱなゆ⸣にまい...〕
粟のお初。粟の初物。水に濡らして供える。

うばん [uban]［名］〔うば⸣んまい...〕ご飯。粟・
米のご飯に言う。【同】「うぱん」。

うぱん [upan]［名］ご飯。粟・米のご飯に言う。
【同】「うばん」。

うビー [ubɿː]［名］〔うビ⸣ーまい...〕たが。桶や
樽のたが。【類】「てぃふ」。

うぶ [ubu]［名］〔う⸣ぶまい...〕泳いで漁をする
ときに魚や貝を入れる袋を浮かす仕掛け。

うぷあじゃ [upuadʑa]［名］〔うぷあ⸣じゃまい...〕
⻑兄。一番上の兄。【同】「うぱーじゃ」。

うぷあに [upuani]［名］〔うぷあ⸣にまい...〕⻑姉。
一番上の姉。【同】「うぱーに」。

うぷあぱなキ゚ [upuapanakɿ]［動 I類 a型］〔うぷ
あぱなきー、うぷあぱなかん〕ぼんやりする。

他人と協調しない。【例】うぷあぱなキ゚むぬん

や かむーな（協調しない人にはかまうな）。

うぷあみ [upuami]［名］〔うぷあ⸣みまい...〕大雨。
大降り。豪雨。土砂降り。

うぷあんが [upuanga]［名］〔うぷあん⸣がまい...〕
⻑姉。一番上の姉。【同】「うぱーんが」。

うぷあんな [upuanna]［名］〔うぷあん⸣なまい...〕
大⺟。伯⺟。父⺟より年上の伯⺟。【同】「うぱ

ーんな」。

うぶい [ubui]［名］〔うぶいま⸣い...〕覚え。記憶。
【例】うぶいや ねーん（覚えはない）。

うぷい [upui]［名］［地］〔うぷ⸣いまい...〕水納島
の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。【類】「しゅ

ーあるーみつ」。

うぷいキ゚ [upuikɿ]［名］〔うぷい⸣キ゚まい...〕大き
な息。大きな呼吸。ため息。

うぶいぐりしゃーリ゚[ubuiguriɕaːɭ]［形］〔うぶいぐ
り⸣しゃまい...〕覚えにくい。むずかしい。【例】
たらまふつェー うぶいぐりしゃーリ゚（多良間

方言は覚えにくい）。

うぷいし [upuiɕi]［名］〔うぷい⸣しまい...〕大き
な石。大きな岩。【同】「うぷいす」。

うぷいしゃ [upuiɕa]［名］〔うぷい⸣しゃまい...〕
名医。有名な医者。

うぷいしゅ [upuiɕu]［名］〔うぷい⸣しゅまい...〕
大漁。

うぷいす [upuisɿ]［名］〔うぷい⸣すまい...〕大き
な石。大きな岩。【同】「うぷいし」。

うぷイ゚ズぁ [upuɿza]［名］〔うぷイ゚⸣ズぁまい...〕
両親の一番上の兄。

うぶいっす [ubuissɿ]［動 I類 c型］〔うぶいっし
ー、うぶいっしゃん〕覚えさせる。記憶させる。

教える。【例】ふつゆムゆ うぶいっす（口上を

覚えさせる）。

うぷいな [upuina]［名］［地］〔うぷい⸣なまい...〕
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うぶく

水納島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

うぷいふしゃ [upuifuɕa]［名］〔うぷいふ⸣しゃま
い...〕大きな戦争。太平洋戦争のこと。（1941〜
1945）。

うぷいム [upuim]［名］〔うぷい⸣ムまい...〕大海。
大海原。大洋。沖。

うぶいリ゚ [ubuiɭ]［動 II類 c型］〔うぶいー、うぶ
いん〕覚える。【例】うぶいらいん（覚えられな

い）。ふつゆムゆ うぶいリ゚（口上を覚える）。

うぷういび [upuuibi]［名］〔うぷうい⸣びまい...〕
親指。拇指。機嫌のいいときに立てる。【類】「う

ぷピとぅ」。

うぷうす [upuusɿ]［名］〔うぷう⸣すまい...〕大き
な牛。種牛。【類】「ばふうす」。

うぷうや [upuuja]［名］〔うぷう⸣やまい...〕伯父。
父⺟の一番上の兄。【類】「うぷイ゚ズぁ」。

うぷうやき [upuujaki]［名］〔うぷうや⸣きまい...〕
大金持ち。富裕。財産があって生活の豊なこ

と。

うぷが [upuga]［名］［指］〔うぷがま⸣い...〕大
きさを示すときに言う。これくらい（大きい場

合）。両手を広げて見せる。驚きの表情で言う。

【例】うぷがぬ うなギ（とても大きいうなぎ）。

うぷがー [upugaː]［名］［指］〔う⸣ぷがー⸢まい...〕
大きさを示すとき言う。これくらい（小さい場

合）。指を差し出して見せる。【例】うぷがーぬ

たくどぅ あたリ゚（これくらいの蛸であった）。

うぷがーがま [upugaːgama]［名］［指］大きさを
示すとき言う。これくらい（とても小さい場

合）。【例】うぷがーがまぬ ぴんだ（とても小

さい山羊）。

うぷがーム [upugaːm]［名］〔う⸣ぷがーム⸢まい...〕
おんぶ。背負うこと。子供を負んぶすること。

うぷがームしゅぷギ [upugaːmɕupugɿ]［名］〔う⸣
ぷがーム⸢しゅぷギまい...〕おんぶするための
帯。

うぷがイ゚ [upugaɿ]［名］〔うぷが⸣イ゚まい...〕胃袋。
【同】「うぷがい」。【類】「ばた」。

うぷがい [upugai]［名］〔うぷが⸣いまい...〕胃袋。
【同】「うぷがイ゚」。【類】「ばた」。

うぷがき [upugaki]［名］〔うぷが⸣きまい...〕大

きく耕すこと。大きな目標。

うぷがき [upugaki]［名］〔うぷが⸣きまい...〕大
きな賭け。

うぷかでぃ [upukadi]［名］〔うぷか⸣でぃまい...〕
大風。台風。あらし。宮古島台風（サラ 1959
年、64メートル。コラ 1966年、85メートル。
デラ 1968、79 メートル）。【類】「ちゅーかで
ぃ」。

うぷがな [upugana]［名］〔うぷが⸣なまい...〕釿。
ちょうな。大工用具。材木を削る鉋。平斧。【類】

「まいつ」。

うぷがなまリ゚ [upuganamaɭ]［名］〔うぷがなま⸣
リ゚まい...〕大きな頭の人。知識や理論の豊富な
人。

うぷがなまれ [upuganamare]［名］〔うぷがなま⸣
れまい...〕知ったふり。威張る人。相手を小ば
かにして言う。

うぷがふつ [upugafutsɿ]［名］〔うぷがふ⸣つまい...〕
大きな屋敷。

うぷがムーな [upugammna]［名］［指］〔うぷが
ムー⸣なまい...〕とても大きい。【例】うぷがム
ーな ういった（広い面積に植え付けた）。

うぶき [ubuki]［名］〔うぶ⸣きまい...〕おかげ。
うぷき [upuki]［名］〔うぷ⸣きまい...〕大木。大木
部落。

うぷぎ [upugi]［名］［指］〔うぷぎま⸣い...〕これ
くらいの大きさ。手で示して見せる。【例】う

ぷぎなーや ねーん（そんなに大きくない）。

うぷぎー [upugiː]［名］〔うぷぎ⸣ーまい...〕大き
な木。大木。【例】うぷぎーぬ すたん うぐな

ーり（大木の下に集まれ）。

うぷぎーがま [upugiːgama]［名］［指］〔う⸣ぷぎ
ー⸢が⸣ままい...〕たったこれだけの大きさ。

うぷぎしゃがー [upugiɕagaː]［名］［井戸］〔うぷ
ぎ⸣しゃがーまい...〕井戸の名。人口井戸。

うぷギむ [upugɿmu]［名］〔うぷギ⸣むまい...〕大
きな肝。大胆な人。心の広い人。

うぷぎムーな [upugimmna]［名］［指］〔うぷぎム
ー⸣なまい...〕とても大きく。とても広く。【例】
うぷぎムーなー ねーん（そんなに広くない）。

うぶく [ubuku]［名］〔うぶ⸣くまい...〕神に供え
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うぷぐい

る御飯。

うぷぐい [upugui]［名］〔うぷぐ⸣いまい...〕大声。
【例】うぷぐいしんしー（大きな声の先生）。

うぷげー [upugeː]［名］［指］〔う⸣ぷげー⸢まい...〕
それほど。

うぷげーム [upugeːm]［名］［植］〔うぷげー⸣ムま
い...〕唐黍。高黍。もろこし。

うぷげームむつー [upugeːmmutsɿː]［名］〔うぷげ
ー⸣ムむつーまい...〕高黍の餅。

うぷじー [upudʑiː]［名］〔うぷじ⸣ーまい...〕大き
な瀬。大きな干瀬。【類】「うぷぴし」。

うぷしゃ [upuɕa]［名］〔うぷ⸣しゃまい...〕大き
さ。広さ。太さ。⻑さ。高さ。

うぷしゃーリ゚ [upuɕaːɭ]［形］〔うぷ⸣しゃまい...〕
大きいこと。太いこと。⻑いこと。高いこと。

【例】うぷきー（大木）。

うぶじゃう [ubudʑau]［名］〔う⸣ぶじゃうまい...〕
捕った魚や貝を浮きに通すための竿。【同】「う

ぶじょー」。

うぷしゃうがつ [upuɕaugatsɿ]［名］〔うぷしゃ⸣う
がつまい...〕旧暦の正月。たらま正月。昔は旧
暦の正月を盛大に祝った。【同】「うぷしょーが

つ」。

うぷじゃふな [upudʑafuna]［名］［植］〔うぷじゃ
ふ⸣なまい...〕ぼたんぼうふう。村史参照。

うぷしゃめー [upuɕameː]［名］〔うぷ⸣しゃめーま
い...〕大きさ比べ。

うぷしゅ [upuɕu]［名］〔うぷ⸣しゅまい...〕海水。
潮水。【例】うぷしゅムー（海水を汲む）。

うぷしゅー [upuɕuː]［名］〔うぷしゅ⸣ーまい...〕
曾祖父。【類】「うぷず」。

うぷしゅー [upuɕuː]［名］〔うぷしゅ⸣ーまい...〕
祖父の一番上の兄。

うぷしゅーかう [upuɕuːkau]［名］〔うぷしゅー
か⸣うまい...〕大焼香。大法要。三十三忌。【同】
「うぷしゅーこー」。

うぷしゅーこー [upuɕuːkoː]［名］〔うぷしゅーこ⸣
ーまい...〕大焼香。大法要。三十三忌。【同】「う
ぷしゅーかう」。

うぷしゅがみ [upuɕugami]［名］〔うぷ⸣しゅがみ
まい...〕塩水を貯えるかめ。

うぷしゅぬム [upuɕunum]［名］〔うぷ⸣しゅぬム⸢
まい...〕海水を飲むこと。泳いでいてたまに海
水を飲むこと。

うぷしゅふつ [upuɕufutsɿ]［名］〔うぷ⸣しゅふつ⸢
まい...〕海水を打つ。豆腐作りに海水を入れる
こと。海水でたんぱく質が固まる。

うぷしゅふつ [upuɕufutsɿ]［名］〔うぷしゅふ⸣つ
まい...〕大干潮。大潮時。潮時のよい時期。旧暦
の 1日前後と 15日前後。【類】「ましゅふつ」。

うぷしゅムー [upuɕumm]［名］〔うぷ⸣しゅムー
まい...〕海水を汲む。豆腐づくり、製塩のため
に海水を汲むこと。

うぶじょー [ubudʑoː]［名］〔う⸣ぶじょーまい...〕
捕った魚や貝を浮きに通すための竿。【同】「う

ぶじゃう」。

うぷしょーがつ [upuɕoːgatsɿ]［名］〔うぷしょ⸣ー
がつまい...〕旧暦の正月。たらま正月。【同】「う
ぷしゃうがつ」。

うぷじん [upudʑin]［名］〔うぷじ⸣んまい...〕大
金。

うぷず [upudzɿ]［名］〔うぷ⸣ずまい...〕曾祖父。
【類】「うぷしゅー」。

うぷずー [upudzɿː]［名］〔うぷず⸣ーまい...〕大き
な土地。大きな畑。

うぷずかム [upudzɿkam]［名］〔うぷずか⸣ムま
い...〕大掴み。手のいっぱい掴むこと。

うぷすず [upusɿdzɿ]［名］〔うぷす⸣ずまい...〕大
きな茎。

うぷすず [upusɿdzɿ]［名］〔うぷす⸣ずまい...〕大
粒。穀類の大きな粒。【例】うぷすずまみ（大

粒の豆）。うぷすずあみ（大粒の雨）。

うぷすずすっじゃ [upusɿdzɿsɿddʑa]［名］〔うぷす
⸣ずすっじゃまい...〕大きな茎のさとうきび。

うぷずぴんだ [upudzɿpinda]［名］〔うぷ⸣ずぴん
だまい...〕種山羊。繁殖用の山羊。大きい雄山
羊。

うぷずま [upudzɿma]［名］〔うぷず⸣ままい...〕大
きな島。水納島の人が多良間島のことを言う。

うぷだがー [upudagaː]［名］［井戸］〔うぷ⸣だが
ーまい...〕井戸の名。人口井戸。

うぶだてぃ [ubudati]［名］〔う⸣ぶだてぃまい...〕
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うぷぬす

頼りになる人。責任者。リーダー。【例】ヴヴ

ぁう うぶだてぃう しーどぅ みつあきぐま

た（あなたを先頭にして道を開けるべきだ）。

うぷだてぃ [upudati]［名］〔うぷだ⸣てぃまい...〕
33年忌。

うぶだてぃリ゚ [ubudatiɭ]［動 II類］〔うぶだてぃ
ー、うぶだてぃん〕〔う⸣ぶだてぃー ⸢ぶリ゚〕頼
る。責任者を立てる。

うぷだゆまた [upudajumata]［名］［地］〔うぷ⸣だ
ゆまたまい...〕四辻の名前。

うぷだらか [upudaraka]［名］〔うぷだら⸣かまい...〕
大うそ。うそつき。

うぷちび [uputɕibi]［名］〔うぷち⸣びまい...〕大
きな尻。⺟が赤ちゃんの尻を撫でて言う。

うぷちみ [uputɕimi]［名］〔うぷち⸣みまい...〕大
きな爪。蟹の大きな爪。ヤシガニの大きな爪。

うぷつー [uputsɿː]［名］〔うぷつ⸣ーまい...〕大き
な乳。巨乳。

うぷつかしゃ [uputsɿkaɕa]［名］〔うぷつか⸣しゃ
まい...〕大司。最高の神役。

うぷっじゅき [upuddʑuki]［名］［植］〔うぷっじ
ゅ⸣きまい...〕もんぱのき。海辺に見られる。

うぷっとぅ [uputtu]［名］〔うぷっとぅまい...〕家
の柱を乗せる石。礎石。【類】「ビさし」。

うぷっとぅ [uputtu]［名］〔うぷっとぅまい...〕大
鎚。大きなハンマー。

うぷでぃ [upudi]［名］〔うぷでぃまい...〕大方。
大部分。大半。【例】うぷでぃ すまいった（大

方終った）。

うぷでぃー [upudiː]［名］〔うぷでぃ⸣ーまい...〕大
きな手（掌）。小さいことにこだわらない人を

たとえる。けちけちしない人。

うぷてぃふすしゃーリ゚ [uputifusɿɕaːɭ]［形］〔うぷ
てぃふす⸣しゃまい...〕粗雑。仕事が粗い。

うぷでー [upudeː]［名］〔う⸣ぷでー⸢まい...〕大
力。

うぷでーがー [upudeːgaː]［名］［井戸］〔うぷで⸣
ーがーまい...〕井戸の名。人口井戸。

うぷてーむぬ [uputeːmunu]［名］〔うぷてーむ⸣ぬ
まい...〕力持ち。大力者。

うぷでーむぬ [upudeːmunu]［名］〔うぷで⸣ーむ

ぬ⸢まい...〕大力の人。力持ち。
うぷとぅ [uputu]［名］〔うぷとぅま⸣い...〕大沖。
大海。大洋。沖合。【類】「とぅー」。

うぷどぅー [upuduː]［名］［地］〔うぷどぅ⸣ーま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。

うぷどぅー [upuduː]［名］〔うぷどぅ⸣ーまい...〕
大胴。大きな体格。体のこと。

うぷとぅぬ [uputunu]［名］〔うぷとぅ⸣ぬまい...〕
大殿。支配者。役人。権力者。

うぷどぅまリ゚ [upudumaɭ]［名］［地］〔うぷどぅ
ま⸣リ゚まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

うぶなー [ubunaː]［名］〔う⸣ぶなーまい...〕漁を
するとき獲れた魚や貝を引っぱる縄のこと。

うぷなー [upunaː]［名］〔うぷな⸣ーまい...〕大き
な縄。大きな綱。ロープ。

うぷない [upunai]［名］〔うぷな⸣いまい...〕大地
震。1771年の明和の大地震は大津波を起した。

うぷなか [upunaka]［名］〔うぷな⸣かまい...〕祭
り。神事。【類】「すつうぷなか」。

うぷなぎ [upunagi]［名］〔うぷな⸣ぎまい...〕大
凪。静かな海のこと。風のないこと。

うぷなぐい [upunagui]［名］〔うぷなぐ⸣いまい...〕
大波。大きなうねり。台風の余波。

うぷなム [upunam]［名］〔うぷな⸣ムまい...〕大
波。波浪。

うぷに [upuni]［名］［植］〔うぷ⸣にまい...〕大根。
根菜。

うぷにがイ゚ [upunigaɿ]［名］〔うぷにが⸣イ゚まい...〕
大きな願い事。家庭内の神事。

うぷにしゃい [upuniɕai]［名］〔うぷにしゃ⸣いま
い...〕⻘年男子。若者を讃えて言う。

うぷにしゃい [upuniɕai]［名］〔うぷにしゃ⸣いま
い...〕八月おどりの大人の笠踊のこと。

うぷにぬ ぱー [upuninu paː]［名］〔うぷに⸣ぬぱ
ー⸢まい...〕大根の葉。和えものに利用する。

うぷにんキ゚ [upuninkɿ]［名］〔うぷにん⸣キ゚まい...〕
三十三年忌。

うぷぬす [upunusɿ]［名］〔うぷぬ⸣すまい...〕大
主。王者。大将。ヒーロー。組踊の主人公。口
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うぷぬすどぅ

ひげ・あごひげの威厳が特徴。

うぷぬすどぅ [upunusɿdu]［名］〔うぷぬす⸣どぅ
まい...〕大どろぼう。大盗人。

うぷぬぬじじょーぬー [upununudʑidʑoːnuː]［名］
〔うぷぬぬ⸣じじょーぬーまい...〕布上納。上布
の人頭税。【同】「うぷぬぬじゃうぬー」。

うぷぬぬじゃうぬー [upununudʑaunuː]［名］〔う
ぷぬ⸣ぬじゃうぬーまい...〕布上納。上布の人
頭税。【同】「うぷぬぬじょーぬー」。

うぷばーき [upubaːki]［名］〔うぷばー⸣きまい...〕
大きなざる。【類】「むいじょーき」。

うぷばう [upubau]［名］〔うぷば⸣うまい...〕大人
の棒踊り。【同】「うぷぼー」。

うぶばうちゃ [ububautɕa]［名］スツウプナカの
料理の責任者。【同】「うぶぼーちゃ」。

うぷばかリ゚ [upubakaɭ]［名］〔うぷばか⸣リ゚まい...〕
大きな秤。はかり。棒秤。おもりを移動して釣

り合いをとる。

うぷばた [upubata]［名］〔うぷば⸣たまい...〕大き
な腹。妊娠していること。【類】「ぱらムばた」。

うぷばた [upubata]［名］〔うぷば⸣たまい...〕大
腸。大きな腹の人。

うぷばたむぬ [upubatamunu]［名］〔うぷば⸣たむ
ぬまい...〕たくさん食べる人。大食いの人。

うぷばたむぬ [upubatamunu]［名］〔うぷば⸣たむ
ぬまい...〕大きな腹の人。腹のでっぱった人。
妊娠している人。

うぷぱば [upupaba]［名］〔うぷぱ⸣ばまい...〕大
幅。【同】「うーぱば」。

うぷばんまい [upubanmai]［名］〔うぷばんまい
まい...〕主食。昔は芋、今は米。

うぷびきどぅム [upubikidum]［名］〔うぷびきど
ぅ⸣ムまい...〕大男。大きな体格の男。成人の
男。

うぷびし [upubiɕi]［名］〔うぷび⸣しまい...〕大き
な干瀬。

うぷぴし [upupiɕi]［名］〔うぷぴ⸣しまい...〕大き
な瀬。大きな干瀬。【類】「うぷじー」。

うぷピとぅ [upupɿtu]［名］〔うぷピ⸣とぅまい...〕
大きな人。成人。知識の豊富な人。親指。

うぶぷかむぬ [ubupukamunu]［名］〔う⸣ぶぷか

むぬまい...〕ひも（うぶ）に通さない魚のこと。
スツウプナカに捕った魚をひもに通さない。

うぷふぐリ゚ [upufuguɭ]［名］〔うぷふぐ⸣リ゚まい...〕
大きな金玉。大きな陰のう。睾丸は誤り。

うぷふしゅ [upufuɕu]［名］〔うぷふ⸣しゅまい...〕
大きなくそ。

うぷふたい [upufutai]［名］〔うぷふた⸣いまい...〕
大きな額。その人。

うぷふつ [upufutsɿ]［名］〔うぷふ⸣つまい...〕大
きな口。

うぷふつがみ [upufutsɿgami]［名］〔うぷふ⸣つが
みまい...〕大きな口のかめ（入れ物）。

うぷふっつー [upufuttsɿː]［名］〔うぷふっつ⸣ーま
い...〕前泊港の北側の干瀬の割れ目。

うぷふに [upufuni]［名］〔うぷふ⸣にまい...〕大き
な船。昔の小型船に対して今の「フェリーたら

まゆー」のこと。

うぷぼー [upuboː]［名］〔うぷぼ⸣ーまい...〕大人
の棒踊り。【同】「うぷばう」。

うぶぼーちゃ [ububoːtɕa]［名］〔う⸣ぶぼーちゃま
い...〕スツウプナカの料理の責任者。【同】「う
ぶばうちゃ」。

うぷまイ゚ [upumaɿ]［名］大舞い。たくさんのさ
しばが空を舞うこと。【同】「うぷもー」。

うぷまた [upumata]［名］〔うぷま⸣たまい...〕大
股。歩幅の大きいこと。

うぷまっちゃ [upumattɕa]［名］〔うぷまっ⸣ちゃ
まい...〕大きな店。スーパー。

うぷまどぅ [upumadu]［名］〔うぷま⸣どぅまい...〕
大きな休み。暇がありすぎること。仕事のない

こと。

うぷまどぅ [upumadu]［名］〔うぷま⸣どぅまい...〕
大きな窓。

うぷまみ [upumami]［名］［植］〔うぷま⸣みまい...〕
ふじまめ。

うぷまら [upumara]［名］〔うぷま⸣らまい...〕大
きな男根。その人。

うぷみー [upumiː]［名］〔うぷみ⸣ーまい...〕大き
な目の人。

うぷみーあムでぃリ゚ [upumiːamdiɭ]［名］〔うぷみ
⸣ーあムでぃリ゚まい...〕目の荒い籠。農具や漁具
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の小物入れ。

うぷみくム [upumikum]［名］〔うぷみく⸣ムま
い...〕大見込み。大きな計画。大きな目標。

うぷみす [upumisɿ]［名］〔うぷみ⸣すまい...〕ス
ツウプナカの七日神酒。【類】「なんかみす」。

うぷみつ [upumitsɿ]［名］〔うぷみ⸣つまい...〕大
きな道。大道部落のこと。

うぷみぱな [upumipana]［名］〔うぷみぱ⸣なま
い...〕大きな顔の人。大きな面構えの人。恥を
知らない人。

うぷみム [upumim]［名］〔うぷみ⸣ムまい...〕大
きな耳の人。福耳の人。外耳の大きいこと。

うぷみんたま [upumintama]［名］〔うぷみんた⸣
ままい...〕大きな目の人。眼光のするどい人。
洞察力のある人。

うぷむギ [upumugɿ]［名］［植］〔うぷむ⸣ギまい...〕
大⻨。

うぷムな [upumna]［名］［植］〔うぷム⸣なまい...〕
のぐさ。山菜。のがんぞう。食用に供する。

うぷムなふしゅ [upumnafuɕu]［名］〔うぷムなふ
⸣しゅまい...〕大うそ。うそつき。

うぷむぬ [upumunu]［名］〔うぷむ⸣ぬまい...〕偉
人。強い人。

うぷむぬ [upumunu]［名］〔うぷむ⸣ぬまい...〕大
物。大きいもの。すべての物に言う。

うぷむぬゆム [upumunujum]［名］〔うぷむぬゆ⸣
ムまい...〕ほらふきの人。大げさに言う人。実
力をともなわない人。【類】「ふつがーリ゚」。

うぷムま [upumma]［名］〔うぷム⸣ままい...〕大
⺟。祖⺟の姉。

うぷもー [upumoː]［名］〔うぷも⸣ーまい...〕大
舞い。たくさんのさしばが空を舞うこと。【同】

「うぷまイ゚」。

うぷやー [upujaː]［名］〔うぷや⸣ーまい...〕⺟家。
大きな家。大きな住まい。

うぷやーでぃ [upujaːdi]［名］〔うぷやー⸣でぃま
い...〕大家族。

うぷやム [upujam]［名］〔うぷや⸣ムまい...〕大病。
重病。

うぷゆイ゚ [upujuɿ]［名］〔うぷゆ⸣イ゚まい...〕大き
く結ぶこと。

うぶゆー [ubujuː]［名］〔う⸣ぶゆーまい...〕産湯。
子供が生まれる時に浴びせるお湯。

うぶゆー [ubujuː]［名］〔う⸣ぶゆーまい...〕産婦
にあげるお粥。出産のとき炊くお粥。

うぷゆー [upujuː]［名］〔うぷゆ⸣ーまい...〕大世。
この世。世界。

うぶゆーまーるぬ する [ubujuːmaːrunu sɿru]［名］
〔う⸣ぶゆーまーるぬするまい...〕出産四日目に
浜の石とにらを入れた汁。

うぷゆく [upujuku]［名］〔うぷゆ⸣くまい...〕大
きな欲。欲ばり。

うぷゆくむぬ [upujukumunu]［名］〔うぷゆ⸣くむ
ぬまい...〕大欲者。欲張り。

うぷゆだ [upujuda]［名］〔うぷゆ⸣だまい...〕大
きな枝。

うぷゆまた [upujumata]［名］〔うぷゆま⸣たまい...〕
大きな四辻。

うぷゆめ [upujume]［名］〔うぷゆ⸣めまい...〕ほ
らふき。

うぷゆリ゚ [upujuɭ]［名］〔うぷゆ⸣リ゚まい...〕大き
な篩（ふるい）。穀物をふり分ける道具。

うぷゆリ゚ [upujuɭ]［名］〔うぷゆ⸣リ゚まい...〕大揺
れ。大きな揺れ。大波。大きな波。大きなうね

り。台風後の波浪。

うぷゆリ゚ [upujuɭ]［名］〔うぷゆ⸣リ゚まい...〕大き
な結び。

うぷよーイ゚ [upujoːɿ]［名］〔うぷよー⸣イ゚まい...〕
大きな祝い。家庭内の祝いのこと。

うぷら [upura]［名］［地］〔うぷ⸣らまい...〕大浦
部落。宮古島の地名。

うぷらーすしゃーリ゚ [upuraːsɿɕaːɭ]［形］〔うぷら
ーす⸣しゃまい...〕のん気者であること。気楽。
【例】うぷらーすびきどぅム（のん気者の男）。

うぷり [upuri]［名］〔うぷ⸣りまい...〕大払。啓蟄
の時期に虫払いをする行事。【同】「うるずムし

ゃうず」。「うるずムしょーず」。

うぶりリ゚ [uburiɭ]［動 II類 c型］〔うぶりー、う
ぶりん〕おぼれる。水におぼれる。酒におぼれ

る。

うぶん [ubun]［名］〔うぶ⸣んまい...〕お盆。旧暦
7月 13日から 15日。【類】「すとぅがつ」。
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うぶん [ubun]［名］〔うぶ⸣んまい...〕お盆。食器
を乗せて運ぶお盆のこと。

うぶんじゅー [ubundʑuː]［名］〔うぶ⸣んじゅーま
い...〕和え物の一種の食べ物。

うぶんなー [ubunnaː]［名］［植］〔うぶ⸣んなーま
い...〕和え物用の野菜。

うぺーがー [upeːgaː]［名］［井戸］〔うぺ⸣ーがー
まい...〕井戸の名。人口井戸。

うぽーぷ [upoːpu]［重複］大きく。立派に。【例】
うぽーぷぬ かぶちゃ（大きなかぼちゃ）。うや

ん ましゃりー うぽーぷ なり（親より立派に

育て）。

うま [uma]［名］［指］〔う⸣ままい...〕そこ。そ
こら。そっち。近い所。背中をかいてもらうと

きに〈うまどー うま〉（そこだよー）」などと

言う。【例】うまな（そこか。そちらか）。うま

にー（そちらで）。うまー あらん（そこではな

い。そっちではない）。うまうばー（そこをば。

そっちをば）。

うまーす [umaːsɿ]［動 I類 c型］〔うまーしー、う
まーしゃん〕思わせる。

うまかま [umakama]［連語］［指］そっちもこっ
ちも。【例】うまかま とぅみー（そっちもこっ

ちも探したよ）。

うまがま [umagama]［名］［指］〔うまが⸣ままい...〕
すぐ近い所。【例】うまがまぬ ぱる（すぐ近い

畑）。

うまくま [umakuma]［連語］［指］そこここ。そ
っちこっち。【例】うまくま あリ゚きった（そこ

ここ歩いた）。

うまた [umata]［名］［指］〔うま⸣たまい...〕そこ
ら辺。【例】うまたん うつキ゚な（そこら辺に置

くな）。

うまたムーな [umatammna]［名］［指］〔うま⸣た
ムーなまい...〕そこら辺。【例】うまたムーなう
とぅみる（そこら辺を探しなさい）。【類】「う

まムーな」。

うまつ [umatsɿ]［名］〔うま⸣つまい...〕火。薪の
燃える火。枯葉の燃える火。コンロの火。

うまつたつき [umatsɿtatsɿki]［名］〔うま⸣つたつ
きまい...〕火熾し。火をおこすこと。畑に火を

起こすときは風向きに注意する。

うまつムたビ [umatsɿmtabɿ]［名］〔うま⸣つムた
ビまい...〕火あそび。

うまつめーす [umatsɿmeːsɿ]［名］〔うま⸣つめーす
まい...〕火を燃やすこと。昔、火を燃やさせて
男性の評価をした。

うまな かまな [umana kamana]［連語］［指］こ
っちかあっちか。【例】うまなかまなてぃー と

ぅみー ぶリ゚（あちこち探している）。

うまふきかまふき [umafukikamafuki]［連語］こ
っちへ来たりあっちへ行ったり。落ちつきのな

いこと。

うまふきかまふきめーらび [umafukikama-
fukimeːrabi]［名］〔うまふきかまふきめーら
⸣びまい...〕杼（ひ）。織機の道具。【類】「ぴず
キ゚」。

うまムーな [umammna]［名］［指］〔う⸣まムーな
まい...〕そこ辺り。そこら辺。その辺り。【類】
「うまたムーな」。

うまリ゚ [umaɭ]［動 I類 c型］〔うまりー、うまら
ん〕埋まる。穴が埋まる。会場が満席になる。

うまんか [umanka]［連語］［指］その中に。そこ
の中。

うみあーす [umiaːsɿ]［動 I類 c型］〔うみあーし
ー、うみあーしゃん〕埋め合わせる。【例】う

すう ヴヴぃー しゃっきんゆ うみあーす（牛

を売って借金を埋め合わす）。

うみキ゚ [umikɿ]［名］〔うみ⸣キ゚まい...〕お神酒。
うみたてぃリ゚ [umitatiɭ]［動 II類 c型］〔うみた
てぃー、うみたてぃん〕埋め立てること。【例】

いムゆ うみたてぃリ゚（海を埋め立てる）。

うみリ゚ [umiɭ]［動 II 類 c 型］〔うみー、うみん〕
埋める。【例】っふぁいゆ うみリ゚（肥料を埋め

る）。

うむイ゚ [umuɿ]［名］〔うむイ゚ま⸣い...〕思い。願い。
【例】うむイ゚ぬ ふかしゃ（思いが深いこと）。

うむイ゚キ゚ー [umuɿkɿː]［動 I類 c型］〔うむイ゚キ゚す
ぃー、うむイ゚キ゚さん〕思い切る。決断する。

うむイ゚くがりリ゚ [umuɿkugariɭ]［動 II類 c型］〔う
むイ゚くがりー、うむイ゚くがりん〕思いこがれる。

思い苦しむ。思い悩む。
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うむイ゚だす [umuɿdasɿ]［動 I類 c型］〔うむイ゚だ
しー、うむイ゚だしゃん〕思い出す。【例】いふ

しゃぬ くとぅー うむイ゚だす（戦争のことを

思い出す）。

うむイ゚ちがい [umuɿtɕigai]［名］〔うむイ゚ちが⸣い
まい...〕思いちがい。勘ちがい。

うむイ゚でぃリ゚ [umuɿdiɭ]［動 II類 c型］〔うむイ゚で
ぃー、うむイ゚でぃん〕思い出る。思い出す。【例】

やらびばなう うむイ゚でぃリ゚（子どもの頃を思

い出す）。

うむイ゚ぬ かぬー [umuɿnu kanuː]［連語］思いが
叶う。計画通りになる。

うむー [umuː]［動 I類 c型］〔うめー、うまーん〕
思う。感じる。想像する。【例】うむーたムて

ぃー（思ってみたって）。うめーってぃーまい

（思ってみても）。うめー ぶリ゚（思っている）。

うむーが ねーん [umuːga neːn]［連語］思いのま
まに。自由に。【例】うむーがねーん ぱなし

（思いのままに話せ）。

うむーとー かなーん [umuːtoː kanaːn]［連語］思
い通りにならない。考えていた通りには叶えら

れない。【例】にがーばまい うむーとー かな

ーん（願ってみても思うようにならない）。

うむがい [umugai]［名］〔うむが⸣いまい...〕面繋
（おもがい）。馬の顔につける道具。

うむかぎ [umukagi]［名］〔うむか⸣ぎまい...〕面
影。思い出の人、道。【例】かながいぬ みつぬ

うむかげー ねーん（昔の道路の面影はない）。

うむくとぅ [umukutu]［名］〔うむく⸣とぅまい...〕
知識。知恵。学問。思慮。

うむくとぅだみす [umukutudamisɿ]［名］〔うむ
く⸣とぅだみすまい...〕知恵試し。

うむくとぅまき [umukutumaki]［名］〔うむく⸣と
ぅまきまい...〕知恵負け。

うむくとぅむぬ [umukutumunu]［名］〔うむく⸣
とぅむぬまい...〕知識者。ものしり。

うむくとぅんでぃ [umukutundi]［名］〔うむく⸣
とぅんでぃ⸢まい...〕知識の出ること。【例】う
むくとぅんでぃぱなす（知恵の出る話）。

うむっしぱなす [umuɕɕipanasɿ]［名］〔うむっ⸣し
ぱなすまい...〕おもしろい話。笑い話。ために

なる話。【類】「ゆがいなぱなす」。

うむっしピとぅ [umuɕɕipɿtu]［名］〔うむっしピ⸣
とぅまい...〕おもしろい人。愉快な人。滑稽な
人。冗談を言う人。

うむっしゃーリ゚ [umuɕɕaːɭ]［形］〔うむっ⸣しゃま
い...〕おもしろい。おかしい。楽しい。【例】う
むっしくとぅ（おもしろい事）。かれー うむっ

しぎ（あの人は面白そうだ）。うむっしゃん な

らん（とても面白い。とても愉快）。

うむてぃ [umuti]［名］〔うむてぃま⸣い...〕おも
て。面。顔。【例】うむてぃう あぎる（顔を上

げよ）。

うむてぃ [umuti]［名］〔うむてぃま⸣い...〕表。前
面。【例】うむてぃんけー んでぃる（表に出な

さい）。

うむてぃがい [umutigai]［名］〔うむてぃがいま
い...〕表替え。たたみなどの表替え。

うむてぃっふム [umutiffum]［連語］暗い表情。不
機嫌な顔つきのこと。【例】うむてぃっふムむ

ぬ（無愛想な人）。

うむてぃむき [umutimuki]［名］〔うむてぃむき
まい...〕表向き。世間体のためにつくろう。

うむに [umuni]［名］〔うむにまい...〕重荷。負担
の大きいこと。

うムぱがた [umpagata]［名］［昆虫］〔う⸣ムぱが
たまい...〕きりぎりす。

うムぱら [umpara]［名］［指］〔うムぱらんまい...〕
その方。そちら側。【例】うムぱらう みーだ

（そちらを見よ）。

うムま [umma]［名］〔うムままい...〕あばあさ
ん。祖⺟。

うムまーしゃ [ummaːɕa]［名］〔うムまー⸣しゃ⸢
まい...〕おばあさん。【類】「うムま」。

うムまがま [ummagama]［名］〔うムまが⸣まま
い...〕祖父⺟の妹。

うムまやー [ummajaː]［名］祖⺟の家。⺟の実家。
うムみー [ummiː]［名］〔うムみーまい...〕運命。
うむやすしゃーリ゚ [umujasɿɕaːɭ]［形］〔うむやす

⸣しゃまい...〕安心。【例】うむやすくらす（安
心して暮らす）。

うむゆ [umuju]［名］〔うむゆま⸣い...〕おもゆ。病
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うむり

人食。

うむり [umuri]［名］〔うむりま⸣い...〕重り。秤
のおもり。釣り糸の先のおもり。

うめーす [umeːsɿ]［名］〔うめー⸣すまい...〕箸。
【類】「ぱす」。

うや [uja]［名］〔う⸣やまい...〕父。父⺟。両親。
親。【例】うやまい（父も⺟も）。うやまい あ

んなまい（父も⺟も）。

うやあしゃ [ujaaɕa]［名］〔うやあ⸣しゃまい...〕
父。父親。主人。

うやーす [ujaːsɿ]［動 I類 a型］〔うやーしー、う
やーしゃん〕まとめる。集める。揃える。人数

を揃える。

うやーす [ujaːsɿ]［動 I類 a型］〔うやーしー、うや
ーしゃん〕引き合わせる。寄せ集める。【例】う

やーしー まるき（引き合わせて縛りなさい）。

うやうしゅり [ujauɕuri]［名］〔う⸣やうしゅりま
い...〕親恐れ。親を敬うこと。

うやうぷず [ujaupudzɿ]［名］〔う⸣やうぷずまい...〕
祖先。

うやがわリ゚ [ujagaʋaɭ]［名］親がわり。【例】うや
がわリ゚ん ぱたらキ゚（親代わりに働く）。

うやき [ujaki]［名］〔うや⸣きまい...〕金持。富貴。
資産家。

うやきずま [ujakidzɿma]［名］〔うや⸣きずまま
い...〕豊かな島。住みよい島。

うやきつぬじゃら [ujakitsɿnudʑara]［名］〔うや⸣
きつぬじゃらまい...〕富をもたらす角皿。

うやきばん [ujakiban]［名］〔うや⸣きばんまい...〕
金持ちの相。

うやきはんじょー [ujakihandʑoː]［名］〔うや⸣き
はんじょーまい...〕裕福繁盛。金持。

うやきみム [ujakimim]［名］〔うや⸣きみムまい...〕
福耳・果報の兆しのある耳。

うやきむぬ [ujakimunu]［名］〔う⸣やきむぬまい...〕
幸福な人。金持。

うやきやー [ujakijaː]［名］〔うや⸣きやーまい...〕
金持の家。

うやきゆなうす [ujakijunausɿ]［名］〔うやき⸣ゆ
なうすまい...〕富をもたらす杯。

うやきょーだい [ujakjoːdai]［名］〔うやきょ⸣ー

だいまい...〕親兄弟。家族。
うやぎリ゚ [ujagiɭ]［動 II類 a型］〔うやぎー、う
やぎん〕押し上げる。援助する。金品を援助す

る。【例】くぬ やらびんけー うやぎリ゚（この

子どもを援助する）。

うやく [ujaku]［名］〔うや⸣くまい...〕親子。親
戚。

うやくーくー [ujakuːkuː]［名］〔うやくーく⸣ーま
い...〕親孝行。

うやぐに [ujaguni]［名］〔うやぐ⸣にまい...〕親国。
⺟国。祖国。

うやじゃとぅがー [ujadʑatugaː]［名］［井戸］井
戸の名。人口井戸。

うやずま [ujadzɿma]［名］〔う⸣やずままい...〕ふ
るさと。生まれ島。

うやっふぁ [ujaffa]［名］〔うやっ⸣ふぁまい...〕親
子。父子。⺟子。

うやぱうぷず [ujapaupudzɿ]［名］〔うや⸣ぱうぷ
ずまい...〕先祖。先代。元祖。

うやぱっじ [ujapaddʑi]［名］親のいないこと。
うやぱっじっふぁ [ujapaddʑiffa]［名］みなし子。
親のいない子。

うやまイ゚ [ujamaɿ]［名］〔うやまイ゚ま⸣い...〕敬い。
敬うこと。【例】うやまイ゚ぬ ぱなす（敬う話）。

うやましゃリ゚ [ujamaɕaɭ]［名］親に優ること。親
より優れている。

うやむー [ujamuː]［動 I類 a型］〔うやめー、う
やまーん〕敬う。尊敬する。

うやむとぅ [ujamutu]［名］〔うやむ⸣とぅまい...〕
親元。親許。【例】うやむとぅー ぱなりー（親

許を離れた）。

うやムま [ujamma]［名］〔う⸣やムま⸢まい...〕父
⺟。両親。

うやゆずり [ujajudzɿri]［名］親ゆずり。親から受
け継ぐ。

うやんなとぅ [ujannatu]［名］〔うやんな⸣とぅま
い...〕親港。昔の那覇港。

うゆビ [ujubɿ]［動 I類 a型］〔うゆびー、うゆば
ん〕及ぶ。叶う。多く否定の形で使う。【例】う

ゆばん（及ばない。叶わない）。かリ゚んや うゆ

ばん（彼には及ばない）。
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うリ゚ゆーリ゚らーまい

うら [ura]［名］〔う⸣らまい...〕裏。裏側。不正。
うらうむてぃ [uraumuti]［名］〔うらうむ⸣てぃま
い...〕裏表。

うらかいす [urakaisɿ]［動 I 類］〔うらかいしー、
うらかいしゃん〕〔う⸣らかいしー ⸢ぶリ゚〕裏返
す。ひっくり返す。

うらかいリ゚ [urakaiɭ]［動 II類］〔うらかいー、う
らかいん〕〔う⸣らかいりー ⸢ぶリ゚〕裏返る。ひ
っくり返る。【例】ばれー うらかいりー（笑っ

てひっくり返った）。

うらぎリ゚ [uragiɭ]［動 I類 c型］〔うらぎりー、う
らぎらん〕裏切る。【例】うらぎリ゚むぬ（裏切

り者）。

うらじゃ [uradʑa]［名］〔うら⸣じゃまい...〕裏座。
奥の部屋。

うらじゃう [uradʑau]［名］〔うらじゃ⸣うまい...〕
裏の門。【同】「うらじょー」。

うらじょー [uradʑoː]［名］〔うらじょ⸣ーまい...〕
裏の門。【同】「うらじゃう」。

うらす [urasɿ]［動 I類 c型］〔うらしー、うらし
ゃん〕おろす。下す。荷物を下す。【例】にーゆ

うらす（荷を下ろす）。【同】「うるす」。

うらす [urasɿ]［動 I類 c型］〔うらしー、うらし
ゃん〕織らせる。機織りをさせる。【例】ぬぬ

ー うらす（布を織らす）。

うらないしゃ [uranaiɕa]［名］〔うらない⸣しゃま
い...〕占いをする人。

うらんだ [uranda]［名］〔うらん⸣だまい...〕オラ
ンダ。昔、ヨーロッパの人をそのように呼ん

だ。

うらんだぐー [urandaguː]［名］［地］〔うらん⸣だ
ぐーまい...〕オランダ船が座礁した干瀬。

うリ゚ [uɭ]［名］［指］〔うリ゚まい...〕それ。【例】う
れー（それは）。うれー たーが むぬが（それ

は誰のものか）。うるー（それを）。うるー む

てぃー くー（それを持って来なさい）。うリ゚ど

ー（それだよ）。うリ゚どぅ あが むぬ（それが

ぼくのものだ）。

うリ゚ [uɭ]［動 I類 c型］〔うりー、うらん〕織る。
機織りする。【例】みどぅムぬどぅ うリ゚（女性

が織る）。

うり [uri]［感］［指］ほら。こら。【例】うり ゆ

いる（ほらもらいなさい）。

うりあい [uriai]［名］〔うりあ⸣いまい...〕折り合
い。

うりー [uriː]［名］〔うり⸣ーまい...〕お礼。【例】
うりーう っさいる（お礼を言いなさい）。

うりー [uriː]［名］〔うりーま⸣い...〕潤い。湿り
け。畑の作付けの良い状態。畑が潤う。

うりーぐとぅ [uriːgutu]［名］〔うりーぐ⸣とぅま
い...〕憂え事。心配事。

うりがー [urigaː]［名］〔うりが⸣ーまい...〕洞井。
自然の井戸。

うりかいし [urikaiɕi]［名］〔うりかい⸣しまい...〕
折り返し。

うリ゚から [uɭkara]［連語］それから。その人から。
【例】うリ゚から ゆいる（その人からもらいなさ

い）。

うリ゚かリ゚ [uɭkaɭ]［連語］それあれ。あれこれ。
うりしゃか [uriɕaka]［名］〔うりしゃ⸣かまい...〕
下り坂。【類】「うりしゃかま」。

うりしゃかま [uriɕakama]［名］〔うりしゃか⸣ま
まい...〕下り坂。〈まいどぅまリ゚みつがま〉。【類】
「うりしゃか」。

うリ゚た [uɭta]［名］［指］〔うリ゚⸣たまい...〕それら。
【例】うリ゚たうばー あぐ すな（それらをば仲

間にするな）。

うりだん [uridan]［名］〔うりだ⸣んまい...〕下り
段。

うりぬーリ゚[urinuːɭ]［名］〔う⸣りぬーリ゚まい...〕上
り下り。海や畑に行ったり来たりすること。

うリ゚ふつ [uɭfutsɿ]［名］〔うリ゚ふ⸣つまい...〕機織
りのはじめの部分。

うりふつ [urifutsɿ]［名］〔うりふ⸣つまい...〕下り
口。下りる入り口。海へ下りる入り口。【類】「と

ぅぶり」。

うりみつ [urimitsɿ]［名］〔うりみ⸣つまい...〕下り
道。海へ行く道のこと。通い馴れた海への道。

うりみばい [urimibai]［名］［虫］〔うりみば⸣いま
い...〕果実につく害虫。今は根絶した。

うリ゚ゆーリ゚らーまい [uɭjuːɭɭaːmai]［連語］［指］そ
れ以上に。
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うりよー

うりよー [urijoː]［名］〔うりよ⸣ーまい...〕急ぐこ
と。【例】いでぃふにんや うりよー しる（出

船のときは急ぎなさい）。

うりリ゚ [uriɭ]［動 II類 c型］〔うりー、うりん〕お
茶の葉に湯を注いだとき、味がしみる。

うりリ゚ [uriɭ]［動 II類 c型］〔うりー、うりん〕下
りる。降りる。海へ行く。【例】きーから うり

リ゚（木からおりる）。うりまん（下りない。海

に行かないこと）。うりんな（下りるな。海へ

行くな。下りるな）。

うリ゚ん くい [uɭn kui]［連語］それを越え。それ
以上の。【例】うリ゚んくいぬ むのー ねーん（そ

れ以上のものはない）。

うる [uru]［名］［海藻］〔うるまい...〕つのまた。
うる [uru]［名］〔うるまい...〕つのまたを料理し
て加工したもの。

うるー [uruː]［動 I類 c型］〔うれー、うらーん、〕
潤う。畑が潤おう。【例】ぱるぬ うるーけ あ

めー っふぃー（畑が潤うまで雨は降った）。

うるーがみ [uruːgami]［連語］［指］それだけは。
気に入らないときに言う。【例】うるーがみ す

てぃる（それだけは捨てろ）。

うるーどぅす [uruːdusɿ]［名］〔うるーどぅ⸣すま
い...〕潤年。旧暦の同じ月が二回ある年のこと。
新暦では 4 年に一度 2 月を 29 日までとする
年。

うるか [uruka]［名］［地］〔うる⸣かまい...〕砂川
集落。

うるが ぱな [uruga pana]［名］〔うるがぱ⸣なま
い...〕珊瑚。主として「みどりいしさんご」の
こと。【類】「うるがしゃ」。

うるがしゃ [urugaɕa]［名］〔うるがしゃまい...〕
珊瑚。主として「みどりいしさんご」のこと。

【類】「うるがぱな」。

うるがん [urugan]［名］〔うるがんまい...〕オル
ガン。

うるし [uruɕi]［名］〔うる⸣しまい...〕漆。
うるす [urusɿ]［動 I類 c型］〔うるしー、うるし
ゃん〕下ろす。降ろす。【例】ふにから にーゆ

うるす（船から荷を下ろす）。【同】「うらす」。

うるすがに [urusɿgani]［名］〔うるすが⸣にまい...〕

大根をすりおろす用具。【類】「しゃみ」。

うるずム [urudzɿm]［名］〔うるず⸣ムまい...〕お
れずも。おれずむ。春の季節。旧暦 3月の季節。
乾季が過ぎて暖かくなり、大地が潤う時季。陽

春。

うるずムしゃうず [urudzɿmɕaudzɿ]［名］〔うるず
ムしゃう⸣ずまい...〕大払。啓蟄の時期に虫払
いをする行事。【同】「うるずムしょーず」。【類】

「うぷり」。

うるずムしょーず [urudzɿmɕoːdzɿ]［名］〔うるず
ムしょー⸣ずまい...〕大払。啓蟄の時期に虫払
いをする行事。【同】「うるずムしゃうず」。【類】

「うぷり」。

うるム [urum]［動 I類 c型］〔うるみー、うるま
ん〕潤む。かすむ。かすんで見える。

うわき [uʋaki]［名］〔うわきまい...〕浮気。
うわぎ [uʋagi]［名］〔うわぎまい...〕上着。シャ
ツ。ジバン。

うわぐとぅ [uʋagutu]［名］〔うわぐとぅまい...〕
うわごと。たわごと。無意識のことば。

うわらす [uʋarasɿ]［動 I 類 a 型］〔うわらしー、
うわらしゃん〕終わらせる。【例】うわらし（終

わらしなさい）。

うわリ゚ [uʋaɭ]［名］〔うわリ゚まい...〕終り。終了。
完了。終止。

うわリ゚ [uʋaɭ]［動 I類 a型］〔うわりー、うわら
ん〕終わる。終了する。完了する。

うん [un]［名］［指］〔うんまい...〕その時。あの
時。【例】うんー しー うかます（その時やっ

ておけばよかったのに）。うんーどぅ キ゚たリ゚

（そのときに来た）。

うん [un]［名］〔うんまい...〕運。運勢。【例】う
んや まーりー キ゚ー（運は巡って来る）。

うんあら [un.ara]［名］〔うんあ⸣らまい...〕運の
ある人。運に強い人。幸運な人。【類】「うんあ

れ」。

うんあリ゚ [un.aɭ]［連語］運のあること。【例】う
んあリ゚ ピとぅ（幸運な人）。

うんあれ [un.are]［名］〔うんあ⸣れまい...〕運の
ある人。運に強い人。幸運な人。【類】「うんあ

ら」。
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うんな

うんがいす [ungaisɿ]［名］〔うんがい⸣すまい...〕
恩返し。【類】「うんギかいす」。

うんがみ [ungami]［連語］［指］それまで。
うんから [unkara]［連語］［指］それから。あの
時から。【例】うんから あすびー（それから遊

んだ）。

うんキ゚ [unkɿ]［名］〔うん⸣キ゚まい...〕運。運気。め
ぐり合い。【例】うんキ゚ぬ あリ゚（幸運である）。

うんギ [ungɿ]［名］〔うんギま⸣い...〕恩義。報わ
なければならない義理。

うんギかいす [ungɿkaisɿ]［名］〔うんギかい⸣すま
い...〕恩義返し。恩返し。【類】「うんがいす」。

うんギかヴヴィ゚ [ungɿkavvɿ]［名］〔うんギかヴ⸣
ヴィ゚まい...〕恩義被り。恩義を負うこと。

うんキ゚た [unkɿta]［名］［指］〔うんキ゚⸣たまい...〕
それら。それたち。その人たち。【例】くぬ ぴ

んだー うんキ゚たが むぬ（この山羊はそれた

ちのものだ）。【類】「うんけ」。

うんキ゚たが ムめ [unkɿtaga mme]［名］［指］〔う
んキ゚た⸣がムめ⸢まい...〕それら。それたち。そ
の人たち。

うんギばり [ungɿbari]［名］〔うんギばりまい...〕
恩義晴れ。恩返し。

うんぐー [unguː]［名］［海の生物］〔うんぐーま
い...〕うに。ながうに。

うんぐすく [ungusɿku]［名］〔うんぐす⸣くまい...〕
運城御嶽のこと。

うんけ [unke]［名］［指］〔うん⸣けまい...〕それ
ら。それたち。その人たち。【例】くぬ ぴんだ

ー うんけが むぬ（この山羊はそれたちのも

のだ）。【類】「うんキ゚た」。

うんけが ムめ [unkega mme]［名］［指］〔うんけ
⸣がムめ⸢まい...〕それら。それたち。その人た
ち。

うんけかんけ [unkekanke]［連語］［指］あの人こ
の人。あの人たちこの人たち。

うんしー [unɕiː]［副］［指］そのように。そんな
に。【例】うんしーぬ ばーどぅ あたリ゚（その

ようなことであった）。

うんしーかんしー [unɕiːkanɕiː]［連語］［指］そん
なにこんなに。【例】うんしー かんしー うむ

ー（そんなにこんなに思う）。

うんしぇー [unɕeː]［名］〔うんしぇ⸣ーまい...〕運
の強いこと。またその人。

うんじゅ [undʑu]［名］［代］〔うん⸣じゅまい...〕
あなた。あなた様。【例】うんじゅが むぬ（あ

なたのもの）。

うんじゅーしゃーリ゚ [undʑuːɕaːɭ]［形］〔うんじゅ
ー⸣しゃまい...〕運が強い。

うんじゅーむぬ [undʑuːmunu]［名］〔うんじゅー
む⸣ぬまい...〕運の強いこと。またその人。

うんしゅく [unɕuku]［副］［指］それほどに。大
変。

うんしゅくぬ むぬ [unɕukunu munu]［連語］［指］
それほどのもの。大変な人。信頼できない者。

うんしゅくばーき [unɕukubaːki]［連語］［指］そ
れほどにたくさん。そんなにも大げさに。【例】

うんしゅくばーき ぱなす（そんなに大げさに

話す）。

うんだき [undaki]［名］［指］〔うんだ⸣きまい...〕
それだけ。【例】うんだきどぅ あリ゚（あるもの

はそれだけだ）。

うんだきがま [undakigama]［名］［指］〔うんだ
きが⸣ままい...〕たったそれだけ。【例】あんー
や うんだきがま（ぼくにはたったそれだけ）。

うんだきムーな [undakimmna]［名］［指］〔うん
だ⸣きムーなまい...〕こんなにたくさん。【例】
あんや うんだきムーな（ぼくはこんなにたく

さん）。

うんつん [untsɿn]［名］〔うんつんまい...〕運賃。
うんてぃん [untin]［名］〔うんてぃ⸣んまい...〕運
転。

うんどぅーれ [unduːre]［副］［指］そんなに遅く。
【例】うんどぅーれ まーリ゚な（そんなに遅く歩

くな）。

うんとぅら [untura]［名］〔うんとぅらまい...〕⻤
⻁。八月おどり参照。【同】「うにとぅら」。

うんどー [undoː]［名］〔うんど⸣ーまい...〕運動。
うんどーかい [undoːkai]［名］［指］〔うんどーか

⸣いまい...〕運動会。
うんな [unna]［名］［指］〔うんな⸣が むてぃむ

てぃ〕めいめい。各自。【例】うんなが むてぃ
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うんながめーめー

（めいめいの分）。

うんなが めーめー [unnaga meːmeː]［名］〔うん
な⸣が めー⸢めーまい...〕人それぞれ。各自。め
いめい。

うんなぎ [unnagi]［名］［指］〔うんな⸣ぎまい...〕
その頃。あの頃。【例】うんなぎぬ ぱなす（あ

の頃の話）。

うんぬ [unnu]［連体］［指］その。その時の。そ
の場の。【例】うんぬ ピーや あみどぅ あた

リ゚（その日は雨だった）。

うんぬ すとぅむてぃ [unnu sɿtumuti]［名］［指］
〔うんぬすとぅむ⸣てぃまい...〕その日の朝。
うんぬ ながた [unnu nagata]［名］［指］〔うんぬ
ながたまい...〕その翌日。

うんぬ ピー [unnu pɿː]［名］［指］〔うんぬピー
まい...〕その日。

うんぬ ゆー [unnu juː]［名］［指］〔うんぬゆー
まい...〕あの夜。その夜。【例】うんぬ ゆーぬ

かぎつキ゚（あの夜のきれいな月）。

うんぱん [unpan]［名］〔うんぱ⸣んまい...〕運搬。
うんぶ [unbu]［名］〔うん⸣ぶまい...〕おんぶ。子
どもを背負うこと。

うんまかす [unmakasɿ]［名］運任せ。運にまかす
こと。

うんよーしゃーリ゚ [un.joːɕaːɭ]［形］〔うんよー⸣し
ゃまい...〕運が弱い。運が悪い。【類】「ふずぐ
ぱしゃーリ゚」。

うんよーむぬ [un.joːmunu]［名］〔うんよーむ⸣ぬ
まい...〕運が弱い者。運が悪い者。【類】「ふず
ぐぱむぬ」。

うんーか [unnka]［連語］［指］その時。あの時。
【例】うんーか かリ゚たリ゚ じん（あの時借りた

お金）。
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えま

̶ え ̶

えー [eː]［名］〔えーまい...〕綾。柄。模様。色合。
【同】「あや」。

えーい [eːi]［感］返事するときの言葉。目下の者
へ返事するときに使う。

えーぎリ゚ [eːgiɭ]［動 II類 a型］〔えーぎー、えー
ぎん〕縛る。吊り下げる。【例】うでぃう えー

ぎリ゚（腕を縛る）。しゅでぃう えーぎリ゚（袖を

縛ってまとめる）。

えーぐ [eːgu]［名］〔えー⸣ぐまい...〕歌。歌謡。
【例】たらまえーぐ（多良間の古謡・⺠謡・村

歌）。しゃんしムや えーぐぬ ぎす（三線は歌

の下司）。

えーぐ すー [eːgu sɿː]［連語］歌う。【例】ずーに
んぬ えーぐ すー（地謡の歌）。

えーぐい [eːgui]［名］〔えーぐ⸣いまい...〕甲高い
声。変声期の声。

えーす [eːsɿ]［動 I類 a型］〔えーしー、えーしゃ
ん〕こぼす。散らかす。車から落とすこと。【例】

えーしー（こぼした）。

えーす [eːsɿ]［動 I類 a型］〔えーしー、えーしゃ
ん〕膿を出す。【例】えーしー（膿を出した）。

えーす [eːsɿ]［動 I類 a型］〔えーしー、えーしゃ
ん〕穀物を精げる。〈ふリ゚まばう〉（くるり棒）

を用いる。脱穀する、畑や庭にむしろを敷いて

その上に精げる。

えーす [eːsɿ]［動 I類 a型］〔えーしー、えーしゃ
ん〕殴る。こらしめる。【例】えーしー（殴っ

た）。

えーすんキ゚ [eːsɿnkɿ]［動 I類 a型］〔えーすんき
ー、えーすんかん〕なぐりつける。こらしめる。

【例】えーすんきー ならーし（厳重にしつけ

よ）。【類】「すつきリ゚」。

えーってぃー [eːttiː]［副］［指］このように。こ
んなに。こうして。【例】あんしーや あらん、

えーってぃー しる（そうじゃない、こうだ）。

えーっとぅ [eːttu]［名］〔えーっ⸣とぅまい...〕槌。
物をたたく道具。【例】えーっとぅにー くいゆ

ふつ（槌で杭を打つ）。【類】「ぎんのー」。「げ

んのー」。

えーつビ [eːtsɿbɿ]［名］〔えーつ⸣ビまい...〕泡。口
から出る泡。口角泡を飛ばす。泡吹。気泡。暑

い日にどろ沼から発生するメタンガスの泡。

えーぬム [eːnum]［名］［虫］〔えーぬ⸣ムまい...〕
なんきんむし。床の隔間に住み、夜のうちに這

い出して人の皮ふから血を吸う。

えービ [eːbɿ]［名］［貝］〔えービまい...〕あわび。
みみがい。常節（とこぶし）の仲間。

えービぐー [eːbɿguː]［名］〔えービぐ⸣ーまい...〕
あわびの殻。

えーまき [eːmaki]［名］〔えーま⸣きまい...〕わが
まま。【同】「あやまき」。

えーまギ [eːmagɿ]［名］〔えーま⸣ギまい...〕両手。
両肩。両側。両方。夫婦の実家。

えーまきむぬ [eːmakimunu]［名］〔えーまきむ⸣
ぬまい...〕わがまま者。【同】「あやまきむぬ」。

えーム [eːm]［名］〔えームま⸣い...〕暗いこと。闇。
【例】っふぁえーム（まっ暗闇）。

えームばイ゚ [eːmbaɿ]［名］〔えームばイ゚まい...〕夕
方遅くまで畑仕事をすること。

えームぶー [eːmbuː]［名］［昆虫］〔えームぶーま
い...〕蛾の仲間。すずめが。

えームゆー [eːm.juː]［名］〔えームゆーまい...〕闇
夜。何も見えない夜。月もなく真っ暗な夜。

えーリ゚ [eːɭ]［動 I類 a型］〔えーりー、えーらん〕
こぼれる。もれる。散る。抜ける。【例】えーり

ーリ゚（こぼれている）。

えげー [egeː]［感］失敗したときに発する。
えぬ [enu]［連体］［指］この。物や人に対して言
う。【例】えぬ ピとぅ（この人）。えぬ やー

（この家）。【同】「ヴぇぬ」。

えぬ むぬ [enu munu]［名］［指］〔えぬむぬま
い...〕この人。この物。【同】「ヴぇぬむぬ」。

えま [ema]［名］［指］〔え⸣ま⸢まい...〕ここ。【例】
えまん ぶり（ここにいなさい）。【同】「ヴぇ

ま」。
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えまた

えまた [emata]［名］［指］〔えま⸣た⸢まい...〕こ
こら。ここら辺。【例】えまたう とぅみる（こ

こらを探しなさい）。【同】「ヴぇまた」。

えまたムーな [ematammna]［名］［指］〔えま⸣た⸢
ムーなまい...〕ここら。ここら辺。【例】えまた
ムーなう とぅみる（ここら辺を探しなさい）。

【同】「ヴぇまたムーな」。

えまムーな [emammna]［名］［指］〔え⸣ま⸢ムーな
まい...〕ここ辺り。ここら辺。この辺り。【例】
えまムーなう とぅみる（ここ辺りを探しなさ

い）。【同】「ヴぇまムーな」。

えまんか [emanka]［連語］［指］この中に。ここ
の中。【同】「ヴぇまんか」。

えムぱら [empara]［名］［指］〔え⸣ムぱらまい...〕
こちら。こちら側。【例】えムぱらう みーる

（こちらを見なさい）。【同】「ヴぇんぱら」。

えリ゚ [eɭ]［名］［指］〔え⸣リ゚まい...〕これ。この人。
【例】えリ゚が むぬ（この人のものだ）。【同】「ヴ

ぇリ゚」。

えリ゚た [eɭta]［名］［指］〔えリ゚⸣た⸢まい...〕これ
ら。これたち。【同】「ヴぇリ゚た」。

えんキ゚た [enkɿta]［名］［指］〔えんキ゚⸣た⸢まい...〕
これら。これたち。【同】「ヴぇんキ゚た」。

えんキ゚たが ムめ [enkɿtaga mme]［名］［指］〔え
んキ゚た⸣がムめ⸢まい...〕これら。これたち。【同】
「ヴぇんキ゚たがムめ」。

えんけ [enke]［名］［指］〔えん⸣け⸢まい...〕これ
ら。これたち。【同】「ヴぇんけ」。

えんけが ムめ [enkega mme]［名］［指］〔えん⸣
けが⸢ムめまい...〕これら。これたち。【同】「ヴ
ぇんけがムめ」。

えんしー [enɕiː]［副］［指］このように。【例】え
んしー しる（このようにしなさい）。【同】「ヴ

ぇんしー」。
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おつ

̶ お ̶

おー [oː]［感］はい。先輩や目上の人への返事。
【例】おー まてぃー わーり（はい待って下さ

い）。

おーあー [oːaː]［名］［植］〔おーあ⸣ーまい...〕⻘
粟。【同】「あうあー」。

おーい [oːi]［感］おーい。遠くの人を呼ぶ。
おーがた [oːgata]［名］〔お⸣ーがたまい...〕O型。
血液型。

おーかっふぃ ねーん [oːkaffi neːn]［連語］それ
とはっきり分かること。偽れないこと。間違い

ないこと。見てすぐ分かるときに言う。

おーがま [oːgama]［名］〔おーが⸣ままい...〕組踊
の姉妹の姉の役。くいがまは妹の役。【同】「あ

うがま」。

おーき [oːki]［名］〔おー⸣きまい...〕大木。大木部
落のこと。【同】「うぷき」。【類】「ムましぶ」。

おーギ [oːgɿ]［名］〔おー⸣ギまい...〕扇。【同】「あ
うギ」。

おーギ [oːgɿ]［動 I 類 c 型］〔おーぎー、おーが
ん〕扇ぐ。【同】「あうギ」。

おーぎリ゚ [oːgiɭ]［動 II類 a型］〔おーぎー、おー
ぎん〕こぼす。【例】おーぎる（こぼせ）。ぱく

ー おーぎる（箱を空にしてしまえ）。おーぎー

ねーん（こぼしてしまった）。【同】「あうぎリ゚」。

おーく [oːku]［名］〔おー⸣くまい...〕棒。【同】「あ
うく」。

おーさーらー [oːsaːraː]［名］〔おーさーら⸣ーま
い...〕お手玉。

おーしん [oːɕin]［名］〔おーし⸣んまい...〕往診。
おーだ [oːda]［名］〔おー⸣だまい...〕もっこ。畚。
荷物の運搬用具。【同】「あうだ」。

おーだん [oːdan]［名］〔おーだんまい...〕⻩疸。
おーちゃく [oːtɕaku]［名］〔おーちゃくまい...〕横
着。横着者。

おーぬず [oːnudzɿ]［名］〔おーぬずまい...〕⻘大
将。蛇の一種。【同】「あうぬず」。

おーばイ゚ [oːbaɿ]［名］［昆虫］⻘蝿。銀蝿。金蝿。
【同】「あうばイ゚」。

おーばく [oːbaku]［名］［植］〔おーばくまい...〕
おおばこ。【類】「ヴぇーだぬじゅーふしゃ」。

おーべーり [oːbeːri]［名］〔おーべーりまい...〕晴
天。【同】「あうべーり」。

おーべーり [oːbeːri]［名］⻘ざめ。顔色のさえな
いこと。病後の人の顔。【同】「あうべーり」。

おーまみ [oːmami]［名］〔おーま⸣みまい...〕緑
豆。たらままみ。もやしに最も適している。【同】

「あうまみ」。【類】「たらままみ」。

おーみち [oːmitɕi]［名］〔おーみ⸣ちまい...〕大道。
大道部落のこと。寅支部。塩寅。

おーム [oːm]［動 I 類 c 型］〔おーみー、おーま
ん〕⻘くなる。【例】うるずムんや ふしゃきぬ

おーム（春には草木が⻘くなる）。【同】「あう

ム」。

おーむ [oːmu]［名］［鳥］〔おー⸣むまい...〕おう
む。飼い鳥。

おーむす [oːmusɿ]［名］〔おーむ⸣すまい...〕⻘虫。
もんしろちょうの幼虫。【同】「あうむす」。

おームべーリ゚ [oːmbeːɭ]［動 I類 c型］〔おームべ
ーりー、おームべーらん〕⻘ざめる。【例】み

ぱなぬ おームべーりーリ゚（顔色が⻘白くなっ

ている）。【同】「あうムべーリ゚」。

おーむリ゚ [oːmuɭ]［名］［魚］〔おーむリ゚まい...〕あ
まみふえふき。

おーリ゚ [oːɭ]［動 I類 c型］〔おーりー、おーらん〕
あおる。穀物を箕であおる。精げる。【同】「あ

うリ゚」。

おつ [otsɿ]［名］〔お⸣つまい...〕乙。十干の二番
目。昔、成績の二番目の人。
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か

̶ か ̶

か [ka]［助数］日。日数を数える。【例】ふつか
（二日）。ミ゚ーか（三日）。

が [ga]［助］〜が。〜の。主格・属格を表わす。【例】
うやが ならーしー ぶリ゚（父が教えている）。

うやが むぬ（父のもの）。あが むてぃ（私の

分）。きゅーが ゆー（今日の夜）。

かー [kaː]［名］〔かーまい...〕井戸。泉。村史参
照。【例】ながしがー（井戸名）。あまがー（井

戸名）。ふたつがー（井戸名）。しゅがーがー

（井戸名）。

かー [kaː]［名］〔かーまい...〕皮。樹皮。果実の
皮。動物の皮。

がー [gaː]［名］〔がーまい...〕我。我を張ること。
自我自尊。我田引水。自己主張。

かーう ぱギ [kaːu pagɿ]［連語］皮をはぐ。【例】っ
ふびぬ かーう ぱギ（かわはぎの皮を剥ぐ）。

かーう むキ゚ [kaːu mukɿ]［連語］皮をむく。【例】
ふぬーぬ かーう むキ゚（みかんの皮をむく）。

かーうり [kaːuri]［名］〔かーう⸣りまい...〕水汲
み。井戸に下りる。

がーがー [gaːgaː]［擬］やがましい。うるさい。騒
がしい。

かーかす [kaːkasɿ]［動 I 類 c 型］〔かーかしー、
かーかしゃん〕飢えさせる。食事を与えない。

【例】うぷりんや ぬーまう かーかす（うぷり

には馬に草を与えない）。

かーかす [kaːkasɿ]［動 I類 c型］〔かーかしー、か
ーかしゃん〕魚や蛸やいかを燻製にする。【例】

たくー かーかす（蛸を燻製にする。

かーかム [kaːkam]［動 I類 c型］〔かーかみー、か
ーかまん〕金や物を惜しむ。けちる。こうかつ

である。

かーかムむぬ [kaːkammunu]［名］〔かーかムむ⸣
ぬまい...〕けちんぼ。自分の持ち物を他人に見

せない人。

かーかめ [kaːkame]［名］〔かーか⸣めまい...〕け
ちんぼ。けちけちする人。

かーき [kaːki]［名］〔かー⸣きまい...〕渇き。飢え
る。ひもじい。空腹。

かーぎ [kaːgi]［名］〔かー⸣ぎまい...〕容貌。顔だ
ち。顔のつくり。目鼻立ち。整った顔。

かーきずに [kaːkidzɿni]［名］〔かーきず⸣にまい...〕
餓死。【同】「かーきずん」。

かーきずん [kaːkidzɿn]［名］〔かーきず⸣んまい...〕
飢え死に。餓死。【同】「かーきずに」。

かーきだく [kaːkidaku]［名］〔かーきだ⸣くまい...〕
燻製した蛸。干し蛸。

かーきない [kaːkinai]［名］〔かーきな⸣いまい...〕
貧乏家庭。【類】「かーやー」。

かーきむぬ [kaːkimunu]［名］〔かーきむ⸣ぬまい...〕
飢えた人。食事にありつけない人。

かーきリ゚ [kaːkiɭ]［動 II類 c型］〔かーきー、か
ーきん〕飢える。渇く。【例】かーきリ゚ばどぅ

かーやーぬ くとー すー（飢えて貧乏家庭の

ことはわかる）。

かーきリ゚ [kaːkiɭ]［動 II類 c型］〔かーきー、かー
きん〕乾く。洗濯物が乾く。【類】「かーらキ゚」。

かーきリ゚ [kaːkiɭ]［動 II類 c型］〔かーきー、か
ーきん〕燻製になる。【例】かーきリ゚けー ふー

な（燻製できるまでは食べるな）。

かーきんキ゚ [kaːkinkɿ]［動 I類 c型］〔かーきんき
ー、かーきんかん〕非常に飢える。三度の食事

にありつけないこと。

かーぐつ [kaːgutsɿ]［名］〔かーぐ⸣つまい...〕革
靴。

かーくらす [kaːkurasɿ]［名］〔かーくら⸣すまい...〕
貧乏暮らし。

かーしゃ [kaːɕa]［名］〔かー⸣しゃまい...〕疲れ。
疲労。

かーしゃーリ゚[kaːɕaːɭ]［形］〔かー⸣しゃまい...〕疲
れる。苦しい。【例】かーしゃぬ（疲れた）。か

ーしゃん ならん（疲れてたまらない）。かーし

ゃ ねーん（疲れていない）。すっじゃういや

かーむぬ（さとうきびの植え付けは疲れる）。

かーしゃーリ゚[kaːɕaːɭ]［形］〔かー⸣しゃまい...〕貧
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がーぬキ゚ぬなリ゚

乏。貧しい。【例】かーやー（貧しい家庭）。

かーしゃうず [kaːɕaudzɿ]［名］〔かーしゃうずま
い...〕井戸の掃除。【同】「かーしょーず」。

かーしゃらい [kaːɕarai]［名］〔かーしゃらいま
い...〕井戸さらえ。井戸の掃除。

がーじゅーしゃーリ゚ [gaːdʑuːɕaːɭ]［形］〔がーじゅ
ーしゃまい...〕我の強い人。強情人。【類】「ふ
つじゅーしゃーリ゚」。

がーじゅーむぬ [gaːdʑuːmunu]［名］〔がーじゅー
むぬまい...〕我が強い人。口の強い者。口答え
の強い者。【類】「ふつじゅーむぬ」。

かーじゅく [kaːdʑuku]［名］〔かーじゅくまい...〕
水たまり。くぼ地。沼。

かーしゅぷギ [kaːɕupugɿ]［名］〔かーしゅぷギま
い...〕皮の帯。ベルト。

かーしょーず [kaːɕoːdzɿ]［名］〔かーしょーずま
い...〕井戸の掃除。【同】「かーしゃうず」。

かーす [kaːsɿ]［名］〔かー⸣すまい...〕菓子。子ど
もの間食として食べる。和菓子・洋菓子。

かーす [kaːsɿ]［動 I類 c型］〔かーしー、かーし
ゃん〕交わす。

かーす [kaːsɿ]［動 I類 a型］〔かーしー、かーし
ゃん〕買わせる。売る。【例】かーすな（買わせ

るな）。まっちゃから かーす（店のものを買わ

す）。かーしー わーり（売って下さい）。しゃ

きう かーしー わーり（酒を売って下さい）。

かーすー [kaːsɿː]［名］［地］〔かーすーまい...〕海
域の名。

がーすー [gaːsɿː]［連語］我を張る。主張する。【例】
がー しる（我を張れ）。がー すな（我を張る

な）。うとぅリ゚がー すー（ひどく我を張る）。

がーすーめー [gaːsɿːmeː]［名］〔がーすーめーま
い...〕口げんか。口論。我の張り合い。

かーすかたリ゚ [kaːsɿkataɭ]［動 I類 c型］〔かーす
かたりー、かーすかたらん〕皮ふがただれる。

しわだらけ。老人の皮ふ。

かーすめーが [kaːsɿmeːga]［名］〔かー⸣すめーが
⸢まい...〕子供の遊び。「かすみかくもか」を歌
いながら二人向き合って手をつなぎ胴上げす

る遊び。

かーすやー [kaːsɿjaː]［名］〔かー⸣すやーまい...〕

菓子屋。菓子をつくる所。菓子店。

かーた [kaːta]［名］〔かーたんまい...〕彼方。遠
い所。外国のことも言う。【同】「かだー」。

かーたリ゚ [kaːtaɭ]［動 I類 c型］〔かーたりー、か
ーたらん〕汚れる。衣服がよれよれの状態のこ

と。【類】「すかたリ゚」。

かーつー [kaːtsɿː]［名］〔かーつ⸣ーまい...〕夏至。
二十四節気の一つ。6月 21日頃。

かーつーばい [kaːtsɿːbai]［名］〔かーつ⸣ーばいま
い...〕夏至の頃の南風。はえ。白南風。黒南風。
【類】「ぱいかでぃ」。

がーっふぃー [gaːffiː]［副］たくさん。人・動物・
物の数に言う。【例】しゃたう がーっふぃー

イ゚ズぃんな（砂糖をたくさん入れるな）。がー

っふぃーぬ ピとぅ（たくさんの人）。がーっふ

ぃーぬ むぬ（たくさんの物）。【同】「がーっふ

ぇー」。「ごーっふぃー」。「ごーっふぇー」。

がーっふぇー [gaːffeː]［副］たくさん。人・動物・
物の数に言う。【例】しゃたう がーっふぇー

イ゚ズぃんな（砂糖をたくさん入れるな）。がー

っふぇーぬ ピとぅ（たくさんの人）。がーっふ

ぇーぬ むぬ（たくさんの物）。【同】「がーっふ

ぃー」。「ごーっふぃー」。「ごーっふぇー」。

かーでぃぎー [kaːdigiː]［名］［植］〔かー⸣でぃぎ
ーまい...〕こばていし。ももたまな。

かーとぅリ゚[kaːtuɭ]［名］［鳥］〔かーとぅリ゚まい...〕
かも。

がーな [gaːna]［名］［鳥］〔がー⸣なまい...〕あひ
る。家禽。

かーにームー [kaːniːmm]［名］〔かーに⸣ームーま
い...〕皮のついたまま煮た芋。

かーぬ かム [kaːnu kam]［名］〔かーぬか⸣ムま
い...〕井戸の神。

かーぬ みず [kaːnu midzɿ]［名］〔かーぬみ⸣ずま
い...〕井戸の水。静かさを意味する。海の凪を
井戸の水にたとえる。

がーぬキ゚ぎー [gaːnukɿgiː]［名］［植］〔がーぬ⸣キ゚
ぎーまい...〕桑の木。桑の実（なっじゃ）。【類】
「ばんキ゚ぎー」。

がーぬキ゚ぬ なリ゚ [gaːnukɿnu naɭ]［名］〔がーぬキ゚
⸣ぬなリ゚⸢まい...〕桑の実。【類】「なっじゃ」。
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かーぱギ

かーぱギ [kaːpagɿ]［名］〔かーぱ⸣ギまい...〕皮剥
ぎ。皮を剥ぐこと。

かーぱリ゚ [kaːpaɭ]［動 I類 c型］〔かーぱりー、か
ーぱらん〕耐える。がんばる。自分にできる限

りの力を出す。【例】みーだ、かーぱりー ぶリ゚

（見よ、がんばっている）。

がーぱリ゚ [gaːpaɭ]［動 I類 c型］〔がーぱりー、が
ーぱらん〕我を張る。だだをこねる。【例】が

ー ぱりー あんなが ちびん ぶリ゚（だだをこ

ねて⺟の後にいる）。

かーピキ゚たリ゚ [kaːpɿkɿtaɭ]［動 I類 c型］〔かーピ
キ゚たりー、かーピキ゚たらん〕しわだらけ。手の

甲の皮ふを引っ張ると分かる。

かーふしゃ [kaːfuɕa]［名］［植］〔かーふしゃま
い...〕せいろんべんけい。

かーふなた [kaːfunata]［名］〔かーふなたまい...〕
蛙。元々多良間には蛙はいなかった。1956 年
に宮古島からおたまじゃくしが旅行者によっ

て入った。

かーぷや [kaːpuja]［名］〔か⸣ーぷや⸢まい...〕凧
の種類。最も小形の子ども用の凧。

かーぷリ゚ [kaːpuɭ]［名］〔かーぷ⸣リ゚まい...〕井戸
掘り。

かーまら [kaːmara]［名］〔かーまらまい...〕包茎。
男根のこと。

かーみ [kaːmi]［名］〔かー⸣みまい...〕人名。
かーみうとぅ [kaːmiutu]［名］〔かーみう⸣とぅま
い...〕貧乏夫婦。【同】「かーみうとぅら」。

かーみうとぅら [kaːmiutura]［名］〔かーみ⸣うと
ぅらまい...〕貧乏夫婦。【同】「かーみうとぅ」。

かーむキ゚ [kaːmukɿ]［名］〔かーむ⸣キ゚まい...〕皮
を剥くこと。みかんの皮を剥く。はぐ。

かーむぬ [kaːmunu]［名］〔かーむ⸣ぬまい...〕疲
れ。

かーむぬ [kaːmunu]［名］〔かーむ⸣ぬまい...〕貧
乏者。【類】「きばんむぬ」。

かーやー [kaːjaː]［名］〔かーや⸣ーまい...〕貧乏家
庭。【類】「かーきない」。

かーよーイ゚ [kaːjoːɿ]［名］〔かーよー⸣イ゚まい...〕井
戸の神へ感謝する祭り。

かーら [kaːra]［名］〔かー⸣らまい...〕瓦。かわら

屋根の瓦。【類】「あかがーら」。

かーら [kaːra]［名］〔かー⸣らまい...〕破片。シート
ーヤーの鍋の側面に付く板状の黒糖。【類】「な

びがーら」。

がーら [gaːra]［名］［魚］〔がー⸣らまい...〕あじ
の仲間。

がーらがーら [gaːragaːra]［擬］〔がーらがーらて
ぃー...〕下駄を置いて歩いた時の音。

かーらかす [kaːrakasɿ]［動 I類 a型］〔かーらか
しー、かーらかしゃん〕乾かす。【例】あしう

かーらかし（汗を乾かしなさい）。しんたくむ

ぬー かーらかし（洗濯物を乾かせ）。

かーらキ゚ [kaːrakɿ]［動 I類 a型］〔かーらきー、か
ーらかん〕乾く。【例】かーらきった（乾いた）。

ピーてぃリ゚ん ぷすばどぅ かーらキ゚（太陽に

当てれば乾く）。【同】「からーキ゚」。

かーらす [kaːrasɿ]［動 I類 a型］〔かーらしー、か
ーらしゃん〕違える。他人の物と違える。

がーらみかす [gaːramikasɿ]［動 I類 c型］〔がー
らみかしー、がーらみかしゃん〕下駄の音を立

てる。

がーらみキ゚ [gaːramikɿ]［動 I類 c型］〔がーらみ
きー、がーらみかん〕下駄の音がする。

かーらやー [kaːrajaː]［名］〔かー⸣らやーまい...〕
かわらぶきの家。【類】「あかがーらやー」。

かーリ゚ [kaːɭ]［名］〔かーリ゚まい...〕代理人。代り
の人。【例】あが かーリ゚ん いき（私のかわり

に行け）。

かーリ゚ [kaːɭ]［名］〔かー⸣リ゚まい...〕楔。くさび。
【類】「ふしゃビ」。

かーリ゚ [kaːɭ]［動 I 類 a 型］〔かーりー、かーら
ん〕変る。変化する。声が変る。変声する。【例】

くいがーリ゚（変声）。ゆぬなかー あてぃくとぅ

かーりー ぶリ゚（世の中は大変変っている）。

かーリ゚ [kaːɭ]［動 I類 a型］〔かーりー、かーらん〕
代る。交替する。【例】かーリ゚ぐまた（代るべき

だ）。しきう かーリ゚（席を替わる、席を移る）。

かーリ゚ [kaːɭ]［動 I 類 a 型］〔かーりー、かーら
ん〕熟する。果物が熟する。果実が食べ頃にな

る。子どもが成⻑する。【例】かーりった（熟

した・成⻑した）。
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かいす

がーリ゚ [gaːɭ]［動 I類 c型］〔がーりー、がーらん〕
おしゃれをする。【例】がーリ゚ぶすしゃーリ゚（お

しゃれしたい）。がーリ゚ぶすむぬ（おしゃれし

たくてたまらない）。【類】「しゅがリ゚」。

がーリ゚ [gaːɭ]［動 I類 c型］〔がーりー、がーらん〕
自慢する。

かーリ゚がーリ゚ [kaːɭgaːɭ]［副］代りばんこ。代わり
代わり。

がーリ゚しょーぶ [gaːɭɕoːbu]［名］〔がーリ゚しょー⸣
ぶまい...〕おしゃれ勝負。おしゃれを楽しむ。

がーリ゚ぱなす [gaːɭpanasɿ]［名］〔がーリ゚ぱな⸣す
まい...〕自慢話。

がーリ゚ピとぅ [gaːɭpɿtu]［名］〔がーリ゚ピ⸣とぅま
い...〕おしゃれする人。着飾る人。【類】「がー
リ゚むぬ」。

がーリ゚ピとぅ [gaːɭpɿtu]［名］〔がーリ゚ピ⸣とぅま
い...〕自慢する人。ほらふき。【類】「がーリ゚む
ぬ」。

かーリ゚むぬ [kaːɭmunu]［名］〔かーリ゚む⸣ぬまい...〕
変わり者。変人。

がーリ゚むぬ [gaːɭmunu]［名］〔がーリ゚む⸣ぬまい...〕
おしゃれをした人。【類】「がーリ゚ピとぅ」。

がーリ゚むぬ [gaːɭmunu]［名］〔がーリ゚む⸣ぬまい...〕
自慢する人。ほらふき。【類】「がーリ゚ピとぅ」。

がーリ゚むぬイ゚ー [gaːɭmunuɿː]［名］〔がーリ゚むぬイ゚
⸣ーまい...〕自慢話。

かーわじゃ [kaːʋadʑa]［名］〔かーわ⸣じゃまい...〕
きつい仕事。重労働。

かーんキ゚ [kaːnkɿ]［動 I類 c型］〔かーんきー、か
ーんかん〕非常に飢える。

かイ゚ [kaɿ]［名］〔かイ゚ま⸣い...〕貝。貝の仲間。巻
貝。二枚貝。

かい [kai]［名］〔かいまい...〕会。会合。学芸会。
学会。

かい [kai]［名］〔かいまい...〕甲斐。【例】かいぬ
あリ゚（やりがいがある）。ぱたらキ゚かいぬ あリ゚

（働き甲斐がある）。

かい [kai]［名］〔かいまい...〕棺。棺桶。
がい [gai]［名］〔がいまい...〕害。虫の害。風の
害。潮の害。

かいかいリ゚ [kaikaiɭ]［動 II類 a型］〔かいかいー、

かいかいん〕買い替える。【例】くるまう かい

かいリ゚（車を買い替える）。

かいかつみリ゚ [kaikatsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔かい
かつみー、かいかつみん〕捕える。つかまえる。

【例】あばりぬーまう かいかつみリ゚（暴れ馬を

捕まえる）。

かいキ゚ [kaikɿ]［名］〔かい⸣キ゚まい...〕快気。病気
が治る。退院。

かいキ゚よーイ゚ [kaikɿjoːɿ]［名］〔かい⸣キ゚よーイ゚ま
い...〕快気祝い。退院祝い。

かいく [kaiku]［名］［虫］〔かい⸣くまい...〕蚕。絹
糸をとるために飼育する蛾の幼虫。

がいくつ [gaikutsɿ]［名］〔がいく⸣つまい...〕骸骨。
体から肉がなくなり、骨だけになったもの。

かいくみリ゚ [kaikumiɭ]［動 II類 c型］〔かいくみ
ー、かいくみん〕相手にしない。聞く耳を持た

ない。

かいくム [kaikum]［動 I類 c型］〔かいくみー、か
いくまん〕相手にしない。聞く耳を持たない。

かいくん [kaikun]［名］〔かいく⸣んまい...〕開墾。
荒地を耕して畑にする。

かいしき [kaiɕiki]［名］〔かいし⸣きまい...〕会席
（料理）。一汁三菜。基本的にご飯とお汁とお漬

け物からなり、四角いお盆に盛る。

かいしきじん [kaiɕikidʑin]［名］〔かいしきじ⸣ん
まい...〕会席料理を乗せる膳。【類】「かいしき
ぶん」。

かいしきぶん [kaiɕikibun]［名］〔かいしきぶ⸣ん
まい...〕会席料理を乗せる四角いお盆。【類】「か
いしきじん」。

かいしゅー [kaiɕuː]［名］〔かいしゅーまい...〕海
秀。多良間中学校同窓会の名称。

かいす [kaisɿ]［動 I類 c型］〔かいしー、かいし
ゃん〕ひっくり返す。【例】かいしー ぷす（裏

返して干す）。

かいす [kaisɿ]［動 I類 c型］〔かいしー、かいし
ゃん〕返す。返品する。戻す。元の位置に置く。

【例】かいし（返しなさい）。かいすな（返すな）。

かいす [kaisɿ]［動 I類 c型］〔かいしー、かいし
ゃん〕畑の土を反転する。耕す。今は機械化さ

れた。
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かいす

かいす [kaisɿ]［動 I類 c型］〔かいしー、かいし
ゃん〕帰す。家へ帰す。【例】やーんけー かい

すな（家へ帰すな）。

がいず [gaidzɿ]［名］〔がいずま⸣い...〕いたずら。
仕事の邪魔をするとこに言う。

がいず [gaidzɿ]［名］〔がいずま⸣い...〕だだ。ぐ
ずること。【例】がいずてーん（ぐずることば

かりだ）。

がいず [gaidzɿ]［副］あいにく。【例】がいずてぃ
ー あみ（あいにくの雨）。

かいすかでぃ [kaisɿkadi]［名］〔かいすか⸣でぃま
い...〕返し風。台風の返し風。

かいすキ゚ [kaisɿkɿ]［名］〔かいす⸣キ゚まい...〕貝殻
の小皿。「なますぬぐー」の歌にある。

かいすま [kaisɿma]［名］〔かいす⸣ままい...〕裏返
し。衣服の裏返しに言う。

かいすまぎー [kaisɿmagiː]［名］〔かいす⸣まぎー
まい...〕衣服を裏返しに着ること。

がいずむぬ [gaidzɿmunu]［名］〔がいずむ⸣ぬま
い...〕いたずらっ子。駄々っ子。

かいてぃ [kaiti]［副］却って。【例】かいてぃ す

でぃがぷー（却ってありがとございます）。

かいな [kaina]［名］〔かいなま⸣い...〕腕。人の肩
から手首までの部分。衣服の袖が覆うところ。

かいなふギ [kainafugɿ]［名］〔かいなふ⸣ギまい...〕
手首。【類】「てぃふギ」。

がいにん [gainin]［名］〔がいにんまい...〕いたず
ら坊主。やんちゃ坊。

かいのー [kainoː]［名］〔かいの⸣ーまい...〕皆納。
人頭税を完納したこと。苛酷な制度であった。

かいのーよーイ゚ [kainoːjoːɿ]［名］〔かいのーよー
⸣イ゚まい...〕皆納祝い。八月おどりもその一つ。
納税を皆で喜び祝う。

かいらく [kairaku]［名］〔かいら⸣くまい...〕偕楽。
ともに楽しむ。仲筋字の八月おどりのメーンテ

ーマ。

かいらす [kairasɿ]［動 I類 c型］〔かいらしー、か
いらしゃん〕倒す。ころばす。のめす。【例】か

いらし（倒しなさい）。うしー かいらす（押し

倒す）。

かいリ゚ [kaiɭ]［動 II類 a型］〔かいー、かいん〕変

える。交替する。交換する。【例】しきう かい

リ゚（席を変える）。

がいリ゚ [gaiɭ]［動 I類 c型］〔がいりー、がいらん〕
すねる。だだをこねる。ぐずる。

かいりリ゚ [kairiɭ]［動 II類 c型］〔かいりー、かい
りん〕倒れる。ひっくり返る。植物や動物にも

言う。

かう [kau]［名］〔かうま⸣い...〕香。線香。【同】
「こー」。

かう [kau]［動 I類 a型］〔けー、かーん〕買う。
【例】まっちゃんけー かうが（店に買いに）。

【同】「こー」。

かヴヴぁす [kavvasɿ]［動 I類 c型］〔かヴヴぁし
ー、かヴヴぁしゃん〕被らせる。【例】かヴヴぁ

し（被らしなさい）。ぼーしう かヴヴぁす（帽

子を被らす）。

かヴヴィ゚ [kavvɿ]［動 I類 c型］〔かヴヴぃー、か
ヴヴぁん〕借金を負う。恩義を負う。【例】じ

んゆ かヴヴィ゚（借金する）。うんギう かヴヴ

ィ゚（恩義を負う）。

かヴヴィ゚ [kavvɿ]［動 I類 c型］〔かヴヴぃー、か
ヴヴぁん〕被る。【例】かヴヴぃ（被りなさい）。

ぼーしう かヴヴィ゚（帽子を被る）。

かうきむぬ [kaukimunu]［名］〔かうきむ⸣ぬま
い...〕ひもじくしているもの。食いしんぼう。
餓えた者。【同】「こーきむぬ」。

かうきリ゚ [kaukiɭ]［動 II類 c型］〔かうきー、か
うきん〕乞う。ひもじい思いをする。【同】「こ

ーきリ゚」。

かうくー [kaukuː]［名］〔かうく⸣ーまい...〕香乞
う。命日。忌日。【同】「こーくー」。

かうしゃー [kauɕaː]［名］［病］〔かうしゃ⸣ーま
い...〕かいせん。【同】「こーしゃ」。

かうず [kaudzɿ]［名］〔かうずま⸣い...〕麹（こう
じ）。味噌造りの麹。【同】「こーず」。

かうず [kaudzɿ]［名］〔かうずまい...〕黴（かび）。
植物・食べ物・衣類などにつく菌類（菌糸）。

【同】「こーず」。

かうずつ [kaudzɿtsɿ]［名］〔かうず⸣つまい...〕線
香入れ。香筒。【同】「こーずつ」。

かうずふキ゚[kaudzɿfukɿ]［名］〔かうずふ⸣キ゚まい...〕
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かがま

味噌や醤油の麹が醗酵すること。また、かびが

発生すること。【同】「こーずふキ゚」。

かうだキ゚ [kaudakɿ]［動 I類 c型］〔かうだきー、
かうだかん〕抱きつく。抱く。【例】かうだきー

ぱなしゃん（抱きついて離さない）。【同】「こ

ーだキ゚」。

かうどーず [kaudoːdzɿ]［名］〔かうどーずまい...〕
買い上手。【同】「こーどーず」。

かうな [kauna]［名］〔かう⸣なまい...〕さそり。【同】
「こーな」。【類】「つーぱしゃム」。

かうばく [kaubaku]［名］〔かうばくまい...〕香箱。
線香を入れる箱。【同】「こーばく」。

かうやヴヴィ゚ [kaujavvɿ]［動 I類 a型］〔かうや
ヴヴぃー、かうやヴヴぁん〕買い損ねる。買っ

てから品物が悪い場合に言う。

がうら [gaura]［名］［植］〔がう⸣らまい...〕にが
うり。【同】「ごーら」。

がうリ゚ [gauɭ]［動 I類 c型］〔がうりー、がうら
ん〕うんざりする。あきれる。こりごりする。

【例】かぬ やらびんや がうリ゚どぅす（あの子

にはあきれる）。【同】「ごーリ゚」。

かうる [kauru]［名］〔かう⸣るまい...〕香炉。線香
立て。【同】「こーる」。

かかーリ゚ [kakaːɭ]［動 I類 c型］〔かかーりー、か
かーらん〕関わる。【例】あうやーん かかーリ゚

（けんかに関わる）。

かかかか [kakakaka]［擬］落ちつきのないこと。
かかぎリ゚ [kakagiɭ]［動 II類 c型］〔かかぎー、か
かぎん〕愛する。

かかぎリ゚ [kakagiɭ]［動 II類 c型］〔かかぎー、か
かぎん〕掲げる。吊るす。ぶら下げる。旗を高

く揚げる。

かかし [kakaɕi]［名］〔かか⸣しまい...〕案山子。
かかす [kakasɿ]［動 I類 c型］〔かかしー、かかし
ゃん〕書かせる。字を書かせる。

かかす [kakasɿ]［動 I類 c型］〔かかしー、かかし
ゃん〕掻かせる。かゆいところを掻かせる。

かかす [kakasɿ]［動 I類 c型］〔かかしー、かかし
ゃん〕さとうきびの葉をかかせる。葉を剥がせ

る。

かかす [kakasɿ]［動 I類 c型］〔かかしー、かかし

ゃん〕芽をかかせる。芽を取らせる。

かかす [kakasɿ]［動 I類 c型］〔かかしー、かかし
ゃん〕かけさせる。網をかけさせる。縄をかけ

させる。橋をかけさせる。

かかす [kakasɿ]［動 I類 c型］〔かかしー、かかし
ゃん〕恥をかかせる。

かかす [kakasɿ]［動 I類 c型］〔かかしー、かかし
ゃん〕欠かせる。欠席させる。

かかすみリ゚ [kakasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔かかすみ
ー、かかすみん〕書かせる。字を書かせる。

かかすみリ゚ [kakasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔かかすみ
ー、かかすみん〕掻かせる。痒いところを掻か

せる。

かかすみリ゚ [kakasɿmiɭ]［動 II 類 c 型］〔かかす
みー、かかすみん〕葉をかかせる。葉を剥がせ

る。

かかすみリ゚ [kakasɿmiɭ]［動 II 類 c 型］〔かかす
みー、かかすみん〕芽をかかせる。芽を摘ませ

る。

かかすみリ゚ [kakasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔かかすみ
ー、かかすみん〕掛けさせる。綱をかけさせる。

縄をかけさせる。橋をかけさせる。

かかすみリ゚ [kakasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔かかすみ
ー、かかすみん〕恥をかかせる。

かかすみリ゚ [kakasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔かかすみ
ー、かかすみん〕欠かせる。欠席させる。

かかたリ゚[kakataɭ]［動 I類 c型］〔かかたりー、か
かたらん〕のろのろする。【例】かかたリ゚あリ゚

キ゚（のろのろ歩き）。

かかたリ゚むぬゆム [kakataɭmunujum]［名］〔かか
たリ゚むぬゆ⸣ムまい...〕のろのろ話をする。ゆっ
くりした口調。

かかっずー [kakaddzɿː]［動 I類 c型］〔かかっじ
ー、かかっじゃん〕探る。ごみを引っくり返す。

手探る。【例】しなう かかっじー とぅリ゚（は

まぐりを手探りで獲る）。かきじゃーしー か

かっずー（熊手でかき集める）。

かがった [kagatta]［名］［指］〔かがっ⸣たまい...〕
あの奴。あいつ。

かがま [kagama]［名］〔かが⸣ままい...〕暑い所。
無風状態の所。畑のむんむんして暑い所。
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かかみかす

かかみかす [kakamikasɿ]［動 I類 c型］〔かかみ
かしー、かかみかしゃん〕騒ぎ乱す。

かかみキ゚ [kakamikɿ]［動 I類 c型］〔かかみきー、
かかみかん〕騒ぎ乱れる。落ち付きがなく慌て

ふためく。

かかみけ [kakamike]［名］〔かかみ⸣けまい...〕落
ち着きのない人。騒ぐ人。

かかム [kakam]［名］〔かか⸣ムまい...〕女性の袴。
かがム [kagam]［名］〔かがムま⸣い...〕鏡。顔や
姿を見る道具。模範となる人にもたとえる。

かがム [kagam]［名］〔かがムま⸣い...〕鶏のとさ
か。主として雄鶏に言う。

かがム [kagam]［動 I類 c型］〔かがみー、かが
まん〕かがむ。腰を曲げる。【例】ムめぴ かが

ムとぅい しる（もっと腰を曲げてしなさい）。

かがらーん [kagaraːn]［連語］及ばない。足元に
も及ばない。実力の差が大きいこと。

かかリ゚ [kakaɭ]［動 I類 c型］〔かかりー、かから
ん〕かかる。橋がかかる。時間がかかる。

かかリ゚ [kakaɭ]［動 I類 c型］〔かかりー、かから
ん〕引っかかる。魚が釣れる。触れる。【例】ゆ

だん かかリ゚（枝に引っかかる）。あムー かか

リ゚（網にかかる）。あんなん かかリ゚（⺟に触れ

る）。

かかリ゚ [kakaɭ]［動 I類 c型］〔かかりー、かから
ん〕病気になる。罹患。

かかリ゚ [kakaɭ]［動 I類 c型］〔かかりー、かから
ん〕神が乗り移る。【例】かムかかれぬどぅ か

かりーリ゚（巫女に神の言葉が乗り移っている）。

かかリ゚ [kakaɭ]［動 I類 c型］〔かかりー、かから
ん〕計る。

かかリ゚ [kakaɭ]［動 I類 c型］〔かかりー、かから
ん〕けちんぼである。【例】かかリ゚むのー じん

や いだしゃん（けちは金を出さない）。

ががりうす [gagariusɿ]［名］〔ががりうすまい...〕
やせた牛。

かかリ゚すギ [kakaɭsɿgɿ]［動 I類 c型］〔かかリ゚す
ぎー、かかリ゚すがん〕けちる。出し惜しむ。け

ちけちする。

かかリ゚すギむぬ [kakaɭsɿgɿmunu]［名］〔かかリ゚す
ギむ⸣ぬまい...〕けちな人。けちん坊。【類】「か

かリ゚すげ」。

かかリ゚すげ [kakaɭsɿge]［名］〔かかリ゚す⸣げまい...〕
けちな人。けちん坊。【類】「かかリ゚すギむぬ」。

ががりピとぅ [gagaripɿtu]［名］〔ががりピとぅま
い...〕やせた人。細身の人。

ががりみぱな [gagarimipana]［名］〔ががりみぱ
なまい...〕やせた顔。

ががりリ゚ [gagariɭ]［動 II類 a型］〔ががりー、が
がりん〕やせる。身が細くなる。【例】ががり

ぬーま（やせた馬）。やみー ががりリ゚（病気で

やせる）。

かかるー [kakaruː]［動 I類 c型］〔かかれー、か
からーん〕関わる。【例】かかれー ぶリ゚（関わ

っている）。じきんー かかるー（事件に関わ

る）。

かがるー [kagaruː]［動 I類 c型］〔かがれー、か
がらーん〕触れる。接触。【例】いぴーちゃど

ぅ かがるーたリ゚（少しだけ接触した）。

かかわリ゚ [kakaʋaɭ]［動 I 類 c 型］〔かかわりー、
かかわらん〕関わる。【例】かかわリ゚な（関わ

るな）。

かキ゚ [kakɿ]［名］〔かキ゚ま⸣い...〕垣。囲い。【例】
ぱるぬ かキ゚（畑の垣根）。やーぬ かキ゚（屋敷

の囲い）。

かキ゚ [kakɿ]［動 I類 c型］〔かきー、かかん〕書
く。描く。【例】かきー みーる（書いてごら

ん）。いーゆ かキ゚（絵を描く）。ずーゆ かキ゚

（字を書く）。

かキ゚ [kakɿ]［動 I類 c型］〔かきー、かかん〕掻
く。痒いところを掻く。

かキ゚ [kakɿ]［動 I類 c型］〔かきー、かかん〕葉
を取る。葉を剥ぐ。【例】すっじゃぬ ぱーかキ゚

（さとうきびの葉を剥ぐ）。

かキ゚ [kakɿ]［動 I類 c型］〔かきー、かかん〕汗
をかく。

かキ゚ [kakɿ]［動 I類 c型］〔かきー、かかん〕縄
をなう。縄を作る。大人数で縄作りをする。

かき [kaki]［名］〔かきま⸣い...〕柿。柿の木。柿
の実。

かき [kaki]［名］〔かきま⸣い...〕かけら。にんに
くのかけら。【例】ぴリ゚ぬ ピとぅかき（にんに
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かきっす

くの一片）。

かき [kaki]［名］〔か⸣きまい...〕賭け。金品を賭
けること。

かぎ [kagi]［名］〔か⸣ぎまい...〕影。陰。【例】か
ぎんけー くー（日陰に来なさい）。

かぎ [kagi]［名］〔か⸣ぎまい...〕鍵。キー。錠前
を開けるもの。

がキ゚ [gakɿ]［名］〔がキ゚ま⸣い...〕餓⻤。子どもを卑
して言う。【例】くぬ がキ゚（この聞かんぼ）。

がキ゚ [gakɿ]［名］〔がキ゚ま⸣い...〕食いしんぼう。い
つも腹をすかしている人。

がギ [gagɿ]［名］〔がギまい...〕けち。欲ばり。け
ちん坊の意味もある。

がギ [gagɿ]［名］〔がギま⸣い...〕鉤。物をひっか
けるのに使う。釣針の返し。鋸の先の返しの部

分。

かきあい [kakiai]［名］〔かきあ⸣いまい...〕掛け
合い。交渉すること。

かきあう [kakiau]［動 I類 c型］〔かきえー、か
きあーん〕掛け合う。交渉する。話し合う。水

を掛け合うにも言う。

かきあす [kakiasɿ]［名］〔かきあ⸣すまい...〕駆け
足。早く走ること。物事が早く進むこと。

かぎあんが [kagianga]［名］〔かぎあん⸣がまい...〕
きれいな姉さん。容姿がきれいな女性。

かぎーかぎ [kagiːkagi]［重複］品性があること。
とてもきれいなこと。整っていること。

かぎーちゃ [kagiːtɕa]［副］きれいに。美しく。正
しく。大事に。大切に。ていねいに。

かキ゚ーんキ゚ [kakɿːnkɿ]［動 I類 c型］〔かキ゚ーんき
ー、かキ゚ーんかん〕口の中へほうりこむ。欲ば

る。自分だけの利益を追求する。【例】やーし

ゃんや かキ゚ーんキ゚（ひもじいときは口の中へ

ほうりこむ）。どぅーんけー かキ゚ーんキ゚（自分

の利益ばかりを追求する）。

かキ゚うがム [kakɿugam]［動 I類 c型］〔かキ゚うがみ
ー、かキ゚うがまん〕目上の人が書いてくれる。

かきかた [kakikata]［名］〔かきか⸣たまい...〕昔
の国語の「書き方」の本。

かきぐ [kakigu]［名］〔かき⸣ぐまい...〕世話をす
ること。見守ること。保護。管理。保管。【例】

ぴんだぬ かきぐぬどぅ ならん（山羊の管理

は大変だ）。

かぎぐい [kagigui]［名］〔かぎぐ⸣いまい...〕美声。
台詞の口上のきれいなこと。【類】「きちぎふつ

ゆム」。

かきじく [kakidʑiku]［名］〔かきじ⸣くまい...〕掛
け軸。

かぎしゃ [kagiɕa]［名］〔かぎ⸣しゃまい...〕美し
さ。

かきじゃー [kakidʑaː]［名］〔かきじゃ⸣ーまい...〕
熊手。掻き集める道具。竹製のもの、金属性の

ものがある。

かぎしゃーリ゚ [kagiɕaːɭ]［形］〔かぎ⸣しゃまい...〕
美しい。きれい。【例】かぎしゃ ねーん（美し

くない）。かぎしゃん ならん（美しくてたまら

ない）。

がキ゚しゃーリ゚ [gakɿɕaːɭ]［形］〔がキ゚⸣しゃまい...〕
食いしん坊である。

かぎしゃうだん [kagiɕaudan]［名］〔かぎしゃ⸣う
だんまい...〕良い話し合い。めでたい相談。【同】
「かぎしょーだん」。

かぎしゃばな [kagiɕabana]［名］〔かぎしゃば⸣な
まい...〕美しい年頃。若い頃。⻘少年の男女の
こと。

かきじゃん [kakidʑan]［名］〔かきじゃ⸣んまい...〕
掛け算。九九も含める。

かぎしゅがリ゚ [kagiɕugaɭ]［名］〔かぎしゅが⸣リ゚ま
い...〕きれいな装い。外出のための装い。

かぎしゅるー [kagiɕuruː]［名］〔かぎしゅる⸣ーま
い...〕楽しい集まり。祝い座。めでたい集まり。

かぎしょーだん [kagiɕoːdan]［名］〔かぎしょーだ
⸣んまい...〕良い話し合い。めでたい相談。【同】
「かぎしゃうだん」。

かぎすまい [kagisɿmai]［名］〔かぎすま⸣いまい...〕
めでたく終了。有終の美。

かぎすまい [kagisɿmai]［名］〔かぎすま⸣いまい...〕
良い家庭生活。立派な家。

かぎたビ [kagitabɿ]［名］〔かぎた⸣ビまい...〕航
海安全。安全航海の旅。〈かりゆし〉旅。

かきっす [kakissɿ]［動 I類 c型］〔かきっしー、か
きっしゃん〕水をかけさせる。
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かきっす

かきっす [kakissɿ]［動 I類 c型］〔かきっしー、か
きっしゃん〕椅子にかけさせる。

かきっす [kakissɿ]［動 I類 a型］〔かきっしー、か
きっしゃん〕時間をかけさせる。

かきっす [kakissɿ]［動 I類 c型］〔かきっしー、か
きっしゃん〕買い物をかけさせる。掛け買いを

させる。

かぎてぃー [kagitiː]［名］〔かぎてぃ⸣ーまい...〕き
れいな手。物作りの良い人。細工の名人。

かぎとぅずみ [kagitudzɿmi]［名］〔かぎとぅず⸣
みまい...〕有終の美。仕事が無事に終了するこ
と。

かキ゚とぅリ゚ [kakɿtuɭ]［動 I類 c型］〔かキ゚とぅり
ー、かキ゚とぅらん〕掻き取る。【例】たばくぬ

ぱーゆ かキ゚とぅリ゚（たばこの葉を掻き取る）。

がギな [gagɿna]［名］［植］〔がギ⸣なまい...〕芝。
主に家畜の飼料としての芝の総称。

かキ゚なび [kakɿnabi]［名］［植］〔かキ゚なびまい...〕
せんなりほうずき。

かぎならーす [kaginaraːsɿ]［名］〔かぎならー⸣す
まい...〕良い教え。優しい教え。立派な教え。教
訓。教授。

かぎにがイ゚ [kaginigaɿ]［名］〔かぎにが⸣イ゚まい...〕
立派な祈願。滞りなく終わる願い。

かぎにしゃい [kaginiɕai]［名］〔かぎにしゃ⸣いま
い...〕好⻘年。容姿のきれいな若者（男）。

かぎにんじゅ [kaginindʑu]［名］〔かぎにん⸣じゅ
まい...〕良い仲間。心の通じ合える仲間（人数）。

かぎぱま [kagipama]［名］〔かぎぱ⸣ままい...〕き
れいな浜。

かぎピかず [kagipɿkadzɿ]［名］〔かぎピか⸣ずま
い...〕吉日。良き日。佳き日。

かぎふム [kagifum]［名］〔か⸣ぎふムまい...〕影
踏み遊び。

かキ゚べー [kakɿbeː]［名］書き手。著者。
かきまーす [kakimaːsɿ]［動 I類 c型］〔かきまー
しー、かきまーしゃん〕掻き混ぜる。入れ物の

中の液体や汁を掻き混ぜる。

かぎみうとぅ [kagimiutu]［名］〔かぎみう⸣とぅま
い...〕仲の良い夫婦。【同】「かぎみうとぅら」。

かぎみうとぅら [kagimiutura]［名］〔かぎみ⸣う

とぅらまい...〕仲の良い夫婦。【同】「かぎみう
とぅ」。

かぎみつ [kagimitsɿ]［名］〔かぎみつまい...〕き
れいな道。舗装された道。ごみのない道。

かきむつ [kakimutsɿ]［名］〔かきむ⸣つまい...〕か
け持ち。二つ以上の仕事をすること。

かキ゚むぬ [kakɿmunu]［名］〔かキ゚む⸣ぬまい...〕書
籍。本。書物。文書。文章を書くこと。

かきむぬ [kakimunu]［名］〔かきむ⸣ぬまい...〕掛
け物。掛け軸。寝るとき体にかけるもの。

かぎむぬ [kagimunu]［名］〔かぎむ⸣ぬまい...〕美
しい物。きれいな事柄。【例】ぱちゅがつぶど

ぅリ゚ら かぎむぬ（八月おどりはきれいだ）。

かぎやー [kagijaː]［名］〔かぎや⸣ーまい...〕きれ
いな家。立派な住宅。【類】「きちぎやー」。

かきら [kakira]［名］〔かき⸣らまい...〕かけら。に
んにくのかけら。一片。

かきリ゚ [kakiɭ]［動 II類 c型］〔かきー、かきん〕
掛ける。架ける。計る。賭ける。足をかける。愛

情をかける。苦労をかける。疑いをかける。時

間をかける。手をかける。水をかける。期待を

かける。電話をかける。裁判をかける。【例】か

きんな（かけるな）。

かきリ゚ [kakiɭ]［動 II類 c型］〔かきー、かきん〕
座る。椅子に座る。【例】かきー わーり（座っ

て下さい。お掛け下さい）。

かぎリ゚ [kagiɭ]［名］〔かぎ⸣リ゚まい...〕限り。限界。
締め切り。【例】きうかぎリ゚どー（今日までだ

ぞ）。

かぎわーつキ゚ [kagiʋaːtsɿkɿ]［名］〔かぎわーつ⸣キ゚
まい...〕よい天気。晴天。【類】「あかリ゚てぃん
キ゚」。

かぎん [kagin]［名］〔かぎんまい...〕加減。具合。
【例】かぎん しる（加減しなさい。無理する

な）。

かぎん なリ゚ [kagin naɭ]［連語］陰になる。頼り
になる。【例】たかぎーぬ かぎん なリ゚（高い

木の陰となる）。

かく [kaku]［名］〔かくまい...〕船員。舵子（ふ
ながく）。天馬がく。

かく [kaku]［名］〔かくま⸣い...〕角。角定規。さ
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かじぎみ

しがね。角のあるもの。【類】「かどぅ」。

かく [kaku]［名］〔かくまい...〕格。力の差。段
階。格差。

かぐ [kagu]［名］〔かぐまい...〕籠。箱。入れも
の。

がく [gaku]［名］〔がくまい...〕学。学問。学の
ある人。

がぐ [gagu]［名］〔が⸣ぐまい...〕ちぢれ。【例】が
ぐばー（バイラス病に患ったさつまいもの葉）。

【類】「がぐあか」。

がぐあか [gaguaka]［名］〔が⸣ぐあかまい...〕ち
ぢれ髪。生まれつきのちぢれ髪。理容院によっ

てちぢれ髪にする。パーマ。

かくい [kakui]［名］〔かくいま⸣い...〕囲い。菜園
の囲い。屋敷の囲い。畑の囲い。里の囲い。

かくいリ゚ [kakuiɭ]［動 II類 c型］〔かくいー、か
くいん〕囲いめぐらす。追い込む。取り込む。

かくー [kakuː]［名］〔かく⸣ーまい...〕古い布切
れ。ぼろ。

かくー [kakuː]［動 I類 c型］〔かけー、かかーん〕
囲う。囲いこむ。魚を網で囲い込んで獲る。【例】

かくいー くー（囲ってきなさい）。

かくぎん [kakugin]［名］〔かくぎ⸣んまい...〕格
言。ことわざ。金言。戒めや教訓のこと。

かくぐ [kakugu]［名］〔かく⸣ぐまい...〕覚悟。心
に決めること。決意。

かくじゃー [kakudʑaː]［名］〔かくじゃーんまい...〕
各座。各分担。各受け持ち。スツウプナカ・八

月おどり参照。

かくず [kakudzɿ]［名］〔かく⸣ずからまい...〕顔だ
ち。顔のつくり。【例】やなかくず（怖そうな

顔だち）。

かくとぅーリ゚ [kakutuːɭ]［名］〔かくとぅー⸣リ゚ま
い...〕角灯籠。角ランプ。四方ガラス張りにし
たランプ。【類】「しきゆーらんぷ」。

がぐばー [gagubaː]［名］〔が⸣ぐばーまい...〕ち
ぢれた葉。さつまいものバイラス病にかかった

葉。

かくまーリ゚ [kakumaːɭ]［動 I類 c型］〔かくまー
りー、かくまーらん〕囲む。【例】あムしー か

くまーリ゚（網で囲む）。

がぐまがリ゚ [gagumagaɭ]［動 I 類 c 型］〔がぐま
がりー、がぐまがらん〕うずくまる。ひざを曲

げて腰を丸める。【例】ぴーしゃん がぐまがリ゚

（寒さのためにうずくまる）。

かくまリ゚ [kakumaɭ]［動 I類 c型］〔かくまりー、
かくまらん〕囲まる。隠す。

かくみリ゚ [kakumiɭ]［動 II類 c型］〔かくみー、か
くみん〕引っかける。【例】つーしー かくみリ゚

（釣り針で引っかける）。

かくム [kakum]［動 I類 c型］〔かくみー、かく
まん〕囲む。【例】ぶたいゆ かくム（舞台を囲

む）。

がくむん [gakumun]［名］〔がくむ⸣んまい...〕学
問。勉強。学芸。修業。

かくらんぷ [kakuranpu]［名］〔かくらんぷまい...〕
角灯籠。石油ランプ。【同】「とぅーリ゚」。

かけーす [kakeːsɿ]［動 I類 c型］〔かけーしー、か
けーしゃん〕混ぜる。混合。【例】かけーし（混

ぜなさい）。しみんとぅ じゃりう かけーす

（セメントと砂利を混ぜ合わす）。

かけーすべー [kakeːsɿbeː]［名］〔かけーすべ⸣ーま
い...〕混ぜる人。係りの人。混ぜ合わせる人。

がげーリ゚ぎー [gageːɭgiː]［名］［植］〔がげー⸣リ゚ぎ
ーまい...〕りゅうきゅうしぶがき。

かけーりリ゚ [kakeːriɭ]［動 II 類 c 型］〔かけーり
ー、かけーりん〕もつれる。糸がもつれる。

かし [kaɕi]［名］〔かしま⸣い...〕綛（かせ）。織り
糸のこと。【例】かしかき（機織）。

かしー [kaɕiː]［名］〔かし⸣ーまい...〕加勢。手伝
い。力を貸して助けること。

かしかき [kaɕikaki]［名］〔かしか⸣きまい...〕か
せかき。琉球舞踊の一つ。

かしかき [kaɕikaki]［名］〔かしか⸣きまい...〕糸
を巻き取る作業のこと。「ばふ」に巻き取る。昔

は石垣を利用。

かしぎ [kaɕigi]［名］〔かし⸣ぎまい...〕糸を巻き
取る「工」の字の道具。

かじき [kadʑiki]［名］［魚］〔かじきまい...〕かじ
き。

かじぎみ [kadʑigimi]［名］〔かじぎみまい...〕風
邪ぎみ。【類】「ぱなピキ゚」。
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かしとぅリ゚

かしとぅリ゚ [kaɕituɭ]［名］〔かしとぅ⸣リ゚まい...〕
綾取。女の子の遊び。

かしぱい [kaɕipai]［名］〔かしぱ⸣いまい...〕染め
た糸を引き張る作業。

かじまやー [kadʑimajaː]［名］〔かじまや⸣ーまい...〕
97歳の祝い。

かしゃ [kaɕa]［名］〔かしゃうま⸣い...〕かさ。分
量。数量。

かしゃ [kaɕa]［名］［病］〔かしゃまい...〕はしか。
瘡。

かしゃ [kaɕa]［名］〔かしゃま⸣い...〕傘。笠。雨
傘。日傘。箕の笠。くば笠。【類】「しゃな」。

かしゃ [kaɕa]［擬］静かな所に「かさ」と音がす
ること。

かじゃーす [kadʑaːsɿ]［動 I類 c型］〔かじゃーし
ー、かじゃーしゃん〕加える。添える。増やす。

あるものに加える。【例】かじゃーしー とぅら

し（増してあげなさい）。

かしゃかしゃ [kaɕakaɕa]［擬］いらいら。【例】キ゚
むかしゃかしゃ（いらいら）。

かしゃかしゃ [kaɕakaɕa]［擬］かさかさ。葉っぱ
の擦れ合う音。

がしゃがしゃ [gaɕagaɕa]［擬］がさがさ。天井裏
にがさがさする音。

がじゃがじゃ [gadʑagadʑa]［擬］騒がしい様。や
かましい様。

かしゃじゃー [kaɕadʑaː]［名］〔かしゃじゃーま
い...〕笠座。八月おどり二才おどりの座。

かしゃなリ゚ [kaɕanaɭ]［動 I類 c型］〔かしゃなり
ー、かしゃならん〕重なる。かちあう。ぶつか

る。例：正月と誕生日が重なる。

かしゃに [kaɕani]［名］〔かしゃにま⸣い...〕重ね。
重ねること。衣服を重ねて着ること。

かしゃにがしゃに [kaɕanigaɕani]［副］重ねがさ
ね。くり返すこと。

かしゃにリ゚ [kaɕaniɭ]［動 II 類 c 型］〔かしゃに
ー、かしゃにん〕重ねる。【例】キ゚んゆ かしゃ

にリ゚（衣服を重ねて着る）。ぱなすう かしゃに

リ゚（話をくり返す）。

かしゃばリ゚ [kaɕabaɭ]［動 I類 c型］〔かしゃばり
ー、かしゃばらん〕かさばる。【例】うぷむの

ー かしゃばリ゚どぅす（大きい物は嵩張る）。

かしゃふた [kaɕafuta]［名］〔かしゃふ⸣たまい...〕
かさぶた（痂）。皮ふの傷が治るにつれてでき

る固い皮。

かしゃぶどぅリ゚ [kaɕabuduɭ]［名］〔かしゃぶどぅ
⸣リ゚まい...〕笠踊り。二才おどりともいう。

かしゃますしゃーリ゚ [kaɕamasɿɕaːɭ]［形］〔かしゃ
ます⸣しゃまい...〕うるさい。

かしゃますむぬ [kaɕamasɿmunu]［名］〔かしゃま
すむ⸣ぬまい...〕うるさいこと。いら立つこと。

かしゃみかす [kaɕamikasɿ]［動 I類 c型］〔かしゃ
みかしー、かしゃみかしゃん〕かさかささせる。

【例】かでー すっじゃう かしゃみかす（風が

サトウキビの葉っぱを鳴らしている）。

かしゃみかす [kaɕamikasɿ]［動 I 類 c 型］〔かし
ゃみかしー、かしゃみかしゃん〕苛立たせる。

いらいらさせる。

がじゃみかす [gadʑamikasɿ]［動 I類 c型］〔がじ
ゃみかしー、がじゃみかしゃん〕騒がせる。騒

がしくさせる。

かしゃみキ゚ [kaɕamikɿ]［動 I類 c型］〔かしゃみ
きー、かしゃみかん〕かさかさする。葉っぱの

擦れ合う音がする。

かしゃみキ゚ [kaɕamikɿ]［動 I類 c型］〔かしゃみ
きー、かしゃみかん〕苛立つ。いらいらする。

がじゃみキ゚ [gadʑamikɿ]［動 I類 c型］〔がじゃみ
きー、がじゃみかん〕がやがやする。騒ぐ。に

ぎやかな様子。【例】やらびぬ がじゃみキ゚（子

どもが騒がしい）。

かしゃム [kaɕam]［動 I類 c型］〔かしゃみー、か
しゃまん〕かさむ。嵩む。かさや量が多くなる。

【例】かしゃみー ぶリ゚（量が増えている）。か

しゃムむぬー ぬーしんな（嵩むものは乗せる

な）。

がじゃム [gadʑam]［名］［虫］〔がじゃ⸣ムまい...〕
蚊。ぼうふらは蚊の幼虫。昔、蚊は風土病を媒

介した。

がじゃムぎー [gadʑamgiː]［名］［植］〔がじゃ⸣ム
ぎーまい...〕いぼたくさぎ。村史参照。

がじゃムふしゃ [gadʑamfuɕa]［名］［植］〔がじゃ
ムふ⸣しゃまい...〕はまごう。
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がすてぃーねーん

かしゃらかしゃら [kaɕarakaɕara]［擬］かすかな
音。

かじゃリ゚ [kadʑaɭ]［動 I類 a型］〔かじゃりー、か
じゃらん〕飾る。仏壇に供える。【例】ぶつだ

んー ぱなう かじゃリ゚（仏壇に花を飾る）。

かじゃリ゚むぬ [kadʑaɭmunu]［名］〔かじゃリ゚む⸣
ぬまい...〕飾りもの。装飾品。仏壇に供えるも
の。

かじゅいリ゚ [kadʑuiɭ]［動 II 類 c 型］〔かじゅい
ー、かじゅいん〕数える。【例】にんじゅー か

じゅいる（人数を数えなさい）。【類】「ゆム」。

かじゅー [kadʑuː]［動 I類 c型］〔かじぇー、か
じゃーん〕増える。加わる。【例】かじぇー ぶ

リ゚（増えている。多くなっている）。にんじゅ

ぬ かじゅー（人数が増える）。

かしゅギ [kaɕugɿ]［動 I類 c型］〔かしゅぎー、か
しゅがん〕さとうきびを収穫する。きび刈りす

る。【例】かしゅギでぃまー（きび刈りの賃金）。

かしゅギ [kaɕugɿ]［動 I類 c型］〔かしゅぎー、か
しゅがん〕稼ぐ。

かしら [kaɕira]［名］〔かしらまい...〕頭。演技の
主役。【類】「かしらやく」。

かしらやく [kaɕirajaku]［名］〔かしらやくまい...〕
頭役。演技の主役。【類】「かしら」。

がじリ゚ [gadʑiɭ]［動 II類 c型］〔がじー、がじん〕
交差する。十字に組み合わせる。たすきをかけ

る。【例】んなーう がじリ゚（縄を交差させる）。

かす [kasɿ]［名］〔かすま⸣い...〕粕。【例】とーふ
かす（おから）。

かず [kadzɿ]［名］〔か⸣ずまい...〕数。【例】ゆぬ
かず（同じ数）。かずェー（数は）。しーとぅぬ

かずェー（生徒の人数は）。

かず [kadzɿ]［名］〔かずまい...〕舵。船の舵のこ
と。

かず [kadzɿ]［名］〔かずまい...〕鍛冶。鍛冶屋の
こと。

がす [gasɿ]［名］〔がすまい...〕ガス。燃料用のガ
ス。炭酸ガス。毒ガス。濃い霧。おなら。

がす [gasɿ]［動 I類 c型］〔がしー、がしゃん〕餓
死する。飢え死にする。

がす [gasɿ]［擬］ごっそり。ごそっと。【例】しゅ

ーぬ がすてぃー ぴー ぶリ゚（潮がごそっと引

いている）。

かすー [kasɿː]［動 I類 a型］〔かりー、からん〕こ
する。掠る。【例】まるびー かすーたリ゚（転ん

で掠った）。

かすヴヴぅリ゚ [kasɿvvuɭ]［名］〔かすヴヴぅリ゚ま
い...〕痰（たん）。咳をするとき気道から分泌
される。

かずヴヴぅリ゚ [kadzɿvvuɭ]［名］〔かずヴヴぅリ゚ま
い...〕痰。喉につまったたん。

かすか [kasɿka]［名］［指］〔かす⸣かまい...〕あれ
ほどの量。たくさんの量。【例】かすかぬ ピと

ぅ（たくさんの人）。

かすがい [kasɿgai]［名］〔かすが⸣いまい...〕かす
がい。鎹。二つの木をつなぎとめるための「コ」

の字型の釘。

かすかしゃーリ゚ [kasɿkaɕaːɭ]［形］〔かすか⸣しゃま
い...〕利口である。

がすがす [gasɿgasɿ]［擬］さっさと。急かせる。【例】
がすがすてぃー ふぁい（急いで食べなさい）。

かすかぬ むぬ [kasɿkanu munu]［連語］とても
量の多いもの。スーパーの商品の多いこと。

かずかム [kadzɿkam]［名］〔かずかムまい...〕鍛
冶屋の神。【類】「かずかムがなす」。

かすかムーな [kasɿkammna]［名］［指］〔かす⸣か
ムーなまい...〕あれほどの量。たくさんの量。

かずかムがなす [kadzɿkamganasɿ]［名］〔かずか
ムがなすまい...〕鍛冶屋の神。【類】「かずか
ム」。

かすくむぬ [kasɿkumunu]［名］〔かすくむ⸣ぬま
い...〕賢い者。賢者。

かずたかび [kadzɿtakabi]［名］〔かずたかびまい...〕
鍛冶崇拝。鍛冶屋の祭り。ふいご祭り。旧暦の

11月。
かずつ [kadzɿtsɿ]［名］［貝］〔かず⸣つまい...〕し
らひげうに。

がすてぃー [gasɿtiː]［擬］ごそっと。残らず。全
部。【例】がすてぃー ふぇーった（全部食べ終

わった）。

がすてぃー ねーん [gasɿtiː neːn]［連語］ごそっ
と何もないこと。何も残っていないこと。
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かすてぃら

かすてぃら [kasɿtira]［名］〔かすてぃ⸣らまい...〕
カステラ。

かずとぅリ゚ [kadzɿtuɭ]［名］〔かずとぅ⸣リ゚まい...〕
機嫌を取ること。

かずとぅリ゚ [kadzɿtuɭ]［名］〔かずとぅリ゚まい...〕
船の舵を取ること。船頭。船⻑。子供のしつけ

にも言う。

かずとぅリ゚がーしゃーリ゚[kadzɿtuɭgaːɕaːɭ]［形］〔か
ずとぅリ゚がー⸣しゃまい...〕舵取りにくい。子ど
もの機嫌が取りにくい。

かずとぅリ゚やすしゃーリ゚[kadzɿtuɭjasɿɕaːɭ]［形］〔か
ずとぅリ゚やす⸣しゃまい...〕舵取りやすい。機嫌
が取りやすい。

がずまぎー [gadzɿmagiː]［名］［植］〔がず⸣まぎー
まい...〕がじゅまる。榕樹。【類】「がずまる」。

がずまぎーぬ つー [gadzɿmagiːnu tsɿː]［名］〔が
ず⸣まぎーぬつー⸢まい...〕がじゅまるの樹液。
樹液を乾かして「ガム」のように噛んだ。【類】

「がずまぬつー」。

がずまぎーぬ みム [gadzɿmagiːnu mim]［名］〔が
ず⸣まぎーぬみム⸢まい...〕がじゅまるのきのこ。
きくらげ。木耳。【類】「がずまぬみム」。

がずまごーる [gadzɿmagoːru]［名］［地］〔がず⸣
まごーるまい...〕塩川にある拝所。

がずまぬ つー [gadzɿmanu tsɿː]［名］〔がずま⸣ぬ
つー⸢まい...〕がじゅまるの樹液。樹液を乾か
して「ガム」のように噛んだ。【類】「がずまぎ

ーぬつー」。

がずまぬ みム [gadzɿmanu mim]［名］〔がずま
⸣ぬみム⸢まい...〕がじゅまるのきのこ。きくら
げ。木耳。【類】「がずまぎーぬみム」。

かずみリ゚[kadzɿmiɭ]［動 II類 c型］〔かずみー、か
ずみん〕大切にしまう。【例】あんなが かずみ

リ゚（⺟が大切にしまう）。

かすム [kasɿm]［動 I類 c型］〔かすみー、かすま
ん〕かすむ。【例】みーぬかすム（目がかすむ）。

かずやーがー [kadzɿjaːgaː]［名］［井戸］〔かずや
ーがーまい...〕井戸の名。人口井戸。

かずらいし [kadzɿraiɕi]［名］〔かずらい⸣しまい...〕
軒石。飾り石。【同】「かずらいす」。【類】「とぅ

ーいし」。

かずらいす [kadzɿraisɿ]［名］〔かずらい⸣すまい...〕
軒石。飾り石。【同】「かずらいし」。【類】「とぅ

ーいし」。

かすり [kasɿri]［名］〔かす⸣りまい...〕絣。反物の
一種。織り物の一種。

かそー [kasoː]［名］〔かそーまい...〕火葬。
かた [kata]［名］片。片方。【例】かたうや（片
親）。かたう むつ（寄り添う、味方をする）。

かた [kata]［名］〔かたまい...〕肩。両肩。【類】
「かたむらす」。

かた [kata]［名］〔かたま⸣い...〕型。形。【例】か
たんけー イ゚ズぃる（型に入れよ）。ピとぅぬ

かた（人形）。

かた [kata]［名］〔かたま⸣い...〕方。方向。方角。
辺り。【例】にすかた（北の方）。ぱいかた（南

の方）。あがリ゚かた（東の方）。いリ゚かた（⻄の

方）。

かだ [kada]［名］〔かだまい...〕におい。【例】こ
ーすいぬ かだ（香水のにおい）。

がた [gata]［名］［昆虫］〔が⸣たまい...〕ばったの
総称。農作物の害虫。役場がばった駆除を奨励

した。

がた [gata]［名］やがて。しばらく。【例】にーが
た（やがて煮られる）。うきがた（やがて起き

る）。

かだー [kadaː]［名］［指］〔かだー⸣んけー...〕ずっ
と遠い所。遠方。【例】かだーばる（遠い畑）。

かたーかた [kataːkata]［重複］とても固いこと。
【例】かたーかたぬ かーす（とても固い菓子）。

かたーかた [kataːkata]［重複］とても濃いこと。
【例】かたーかたぬ ちゃー（とても濃い茶）。

かたーき [kataːki]［名］〔かたーきま⸣い...〕仕事
の分担。係。担任。【例】ヴヴぁが かたーき

（君の仕事だ）。

かたーき [kataːki]［名］〔かたーきまい...〕親戚。
親族。一門。

かだーしゃーリ゚ [kadaːɕaːɭ]［形］〔かだー⸣しゃま
い...〕遠い。遠方である。【例】ほっかいどーや
かだーしゃーリ゚（北海道は遠い）。

かだーな [kadaːna]［名］［指］〔かだーな⸣んけ
ー...〕ずっと遠い所。遠方。【例】かだーなんけ
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かたずき

ー いキ゚（遠い所に行く）。

かたーら [kataːra]［名］〔かたーら⸣んけー...〕傍
ら。側。わき。はしっこ。【類】「かたぱた」。

かたい [katai]［名］〔かたいま⸣い...〕姻族。婚姻
関係。両家。

かたいうぐなーリ゚ [kataiugunaːɭ]［名］〔かたいう
ぐなーリ゚まい...〕親族の集い。結婚式の翌日の
両家の慰労会。

かたいちゃー [kataitɕaː]［名］〔かたいちゃ⸣ーま
い...〕新婦側をもてなすこと。

かたいビキ゚ [kataibɿkɿ]［名］〔かたいビ⸣キ゚まい...〕
えこひいき。

かたう むつ [katau mutsɿ]［連語］味方する。思
いや考えの人を支持する。

かたうい [kataui]［名］〔かたういまい...〕密に植
える。密植。

かたうでぃ [kataudi]［名］〔かたう⸣でぃまい...〕
片腕。補佐役としてもっとも信頼できる人。

かたうむイ゚ [kataumuɿ]［名］〔かたうむ⸣イ゚まい...〕
片思い。一方的に恋心を持つ。

かたうや [katauja]［名］〔かたう⸣やまい...〕片親。
両親のうちの一方。

かたか [kataka]［名］〔かた⸣かまい...〕風除け。雨
除け。日除け。物陰。

かだか [kadaka]［名］［指］〔かだ⸣かまい...〕とて
も高いこと。見上げるほどの高さのこと。【例】

かだかぬ きー（とても高い木）。【類】「かだ

き」。

かたがキ゚ [katagakɿ]［名］〔かたがキ゚まい...〕肩書
き。

かたかす [katakasɿ]［名］［魚］〔かたかすまい...〕
ひめじ。おじさん。【類】「やけ」。

かたかどぅ [katakadu]［名］〔かたか⸣どぅまい...〕
片角。【例】とーふぬ かたかどぅ（豆腐の片

角）。

かたかな [katakana]［名］〔かたかなまい...〕片
仮名。

かたがらやム [katagarajam]［名］〔かたが⸣らや
ムまい...〕偏頭痛。

かたき [kataki]［名］〔かたきま⸣い...〕仇。敵。戦
う相手。

かだき [kadaki]［名］［指］〔かだ⸣きまい...〕と
ても高い。【例】かだきぬ ピとぅ（とても高い

人）。【類】「かだか」。

かたキ゚む [katakɿmu]［名］〔かたキ゚⸣むまい...〕片
肝。心に迷いがあること。どっちつかずの人。

かだきムーな [kadakimmna]［名］［指］〔かだ⸣き
ムーなまい...〕とても高く積むこと。高いビル
ディング。

かたぐ [katagu]［名］〔かた⸣ぐまい...〕双児の一
人のこと。

かたぐ [katagu]［名］〔かた⸣ぐまい...〕片方。不
揃い。ちぐはぐ。【例】あすだぬ かたぐ（下駄

の不揃い）。

かたくーリ゚ [katakuːɭ]［連語］肩がこること。肩
こり。

かたくリ゚ [katakuɭ]［名］〔かたく⸣リ゚まい...〕肩こ
り。

かたくり [katakuri]［名］［植］〔かたく⸣りまい...〕
きゃっさば。【類】「なんよームー」。

かたしゃーリ゚ [kataɕaːɭ]［形］〔かたしゃまい...〕
固い。【例】しゃたーかたむぬ（黒糖は固い）。

【類】「くぱしゃーリ゚」。

かたしゃーリ゚ [kataɕaːɭ]［形］〔かたしゃまい...〕
濃い。【例】かたちゃー（濃いお茶）。ちゃーぬ

かたしゃーリ゚（お茶が濃い）。

かたしゃーリ゚ [kataɕaːɭ]［形］〔かたしゃまい...〕
密である。【例】かたうい（密植）。かたまキ゚（密

に種子を播くこと）。

かたしゅでぃ [kataɕudi]［名］〔かたしゅ⸣でぃま
い...〕片袖。

かたしゅば [kataɕuba]［名］〔かたしゅ⸣ばまい...〕
片すみ。すぐ側のこと。くっついていること。

【例】だいぬ かたしゅば（台の片隅）。

かたす [katasɿ]［動 I類 c型］〔かたしー、かたし
ゃん〕勝たせる。【例】かたしー わーり（勝た

せて下さい）。

かたずキ゚ [katadzɿkɿ]［動 I類 c型］〔かたずきー、
かたずかん〕片付く。【例】かたずきった（片

づいた。終了）。

かたずき [katadzɿki]［名］〔かたず⸣きまい...〕片
付け。後片付け。整頓すること。
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かたずきリ゚

かたずきリ゚ [katadzɿkiɭ]［動 II類 c型］〔かたずき
ー、かたずきん〕片付ける。

かたたたキ゚[katatatakɿ]［名］〔かたたた⸣キ゚まい...〕
肩たたき。

かたちび [katatɕibi]［名］〔かたち⸣びまい...〕片
方の尻。

かたちびぐー [katatɕibiguː]［名］〔かたちびぐ⸣ー
まい...〕片方の尻。

かたちゃー [katatɕaː]［名］〔かたちゃーまい...〕
濃いお茶。

かたつ [katatsɿ]［名］〔かたつまい...〕形。型。形
状。【例】ピとぅぬ かたつ（人形）。

かたつま [katatsɿma]［名］〔かたつ⸣ままい...〕耳
の上の髪の生え際のところ。【類】「びんた」。

「みムたヴヴぁ」。

かたでぃ [katadi]［名］〔かた⸣でぃまい...〕片方。
履き物の片方。【例】くつぬ かたでぃ（靴の片

方）。

かたでぃー [katadiː]［名］〔かたでぃ⸣ーまい...〕
片手。片腕。

かたてぃま [katatima]［名］〔かたてぃ⸣ままい...〕
片手間。ちょっとの間。

かたどぅー [kataduː]［名］〔かたどぅ⸣ーまい...〕
片胴。一人の体という意味。夫婦の一人。

かたとぅキ゚ [katatukɿ]［名］〔かたとぅ⸣キ゚まい...〕
片時。一時。

かたどぅリ゚ [kataduɭ]［動 I類 c型］〔かたどぅり
ー、かたどぅらん〕型取る。

かたな [katana]［名］〔かた⸣なまい...〕刀。包丁。
かたながに [katanagani]［名］〔かたなが⸣にま
い...〕背骨を中心にして片方の肉。例えば、魚
の片方の肉。魚をさばく時に言う。

かたなぬ ぱー [katananu paː]［名］〔かたな⸣ぬぱ
ー⸢まい...〕刀の刃。よく切れる刃物にも言う。

かたなばー [katanabaː]［名］〔かたなば⸣ーまい...〕
するどい刃物。ガラスの破片に言う。

かたば [kataba]［名］〔かた⸣ばまい...〕片端者。無
法者。不具者。半端者。

かたばー [katabaː]［名］〔かたば⸣ーまい...〕片刃。
片側だけに刃がついている刃物。

かたぱギ [katapagɿ]［名］〔かたぱ⸣ギまい...〕片

足。【例】かたぱギにー ぶどぅリ゚（片足でジャ

ンプする）。

かたばしーぐ [katabaɕiːgu]［名］〔かたばしー⸣ぐ
まい...〕片刃の小刀。片側だけに刃のある小刀。

かたばた [katabata]［名］〔かたばた⸣んまい...〕片
端。傍ら。側。わき。はしっこ。【類】「かたー

ら」。

かたぱば [katapaba]［名］〔かたぱ⸣ばまい...〕肩
幅。

かたふかす [katafukasɿ]［動 I類 c型］〔かたふか
しー、かたふかしゃん〕傾ける。【例】かたふ

かし（傾けなさい）。

かたふキ゚ [katafukɿ]［動 I類 c型］〔かたふきー、
かたふかん〕傾く。【例】てぃだー かたふきっ

た（太陽は南中を過ぎた）。

かたふす [katafusɿ]［名］〔かたふすまい...〕目の
細かい櫛。

かたふた [katafuta]［名］〔かたふた⸣んまい...〕片
方。片すみ。すぐ身近なこと。

かたふたあみ [katafutaami]［名］〔かたふたあ⸣み
まい...〕片降り雨。

かたふたにー [katafutaniː]［名］〔かたふたに⸣ー
まい...〕半煮。まだ食べられない状態の料理。

かたふたにー [katafutaniː]［名］〔かたふたに⸣ー
まい...〕片方に寄った荷物。積み荷が片方に寄
っていること。

かたふたふリ゚ [katafutafuɭ]［名］〔かたふたふ⸣リ゚
まい...〕片降りの雨。夏の雨。

かたふつ [katafutsɿ]［名］〔かたふ⸣つまい...〕一
方。片方。片一方。

かたぶつ [katabutsɿ]［名］〔かたぶ⸣つまい...〕堅
物。気まじめな人。正義感のある人。

かたふっじゃ [katafuddʑa]［名］〔かたふっ⸣じゃ
まい...〕手当り次第。かたっぱし。

かたぶリ゚ [katabuɭ]［名］〔かたぶ⸣リ゚まい...〕片降
り。【例】なつぬ あめー かたぶリ゚（夏の雨は

片降りだ）。

かたぶリ゚あみ [katabuɭami]［名］〔かたぶリ゚あ⸣み
まい...〕片降りの雨。

かたまがリ゚ [katamagaɭ]［動 I類 c型］〔かたまが
りー、かたまがらん〕肩曲がる。重い物を持つ
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かち

ときの肩の様子。

かたまキ゚ [katamakɿ]［名］〔かたまキ゚まい...〕密
に播くこと。種子を密に播く。

かだまき [kadamaki]［名］〔かだまきまい...〕風
負け。皮膚がかぶれる。

かたまらす [katamarasɿ]［動 I 類 a 型］〔かたま
らしー、かたまらしゃん〕固まらせる。豆腐を

固まらせる。

かたまリ゚ [katamaɭ]［名］〔かたまリ゚まい...〕塊。
固まったもの。

かたまリ゚ [katamaɭ]［動 I類 a型］〔かたまりー、
かたまらん〕固まる。豆腐は海水を入れると固

まる。

かたみ [katami]［名］〔かた⸣みまい...〕形見。
かたみ [katami]［名］〔かたみまい...〕固め。固
めること。

かたみ [katami]［名］〔かたみまい...〕票の集め。
選挙のとき票を固めること。

かたみ [katami]［名］〔かたみま⸣い...〕担ぎ。担
ぐこと。肩に上げること。

かたみあうく [katamiauku]［名］〔かたみあう⸣く
まい...〕天平棒。【同】「かたみおーく」。

かたみー [katamiː]［名］〔かたみ⸣ーまい...〕片目。
片方の目。【例】かたみーしー みーる（望遠鏡

は片方の目で見る）。

かたみおーく [katamioːku]［名］〔かたみおー⸣く
まい...〕天平棒。【同】「かたみあうく」。

かたみつ [katamitsɿ]［名］〔かたみ⸣つまい...〕片
道。往く道。

かたみっす [katamissɿ]［動 I類 c型］〔かたみっ
しー、かたみっしゃん〕固まらせる。

かたみっす [katamissɿ]［動 I類 c型］〔かたみっ
しー、かたみっしゃん〕票を固めさせる。投票

をわが方に呼びかける。

かたみっす [katamissɿ]［動 I類 c型］〔かたみっ
しー、かたみっしゃん〕担がせる。【例】たー

らう かたみっす（俵を担がせる）。

かたみった [katamitta]［名］〔かたみっ⸣たまい...〕
片方の目が視力を失うこと。またはその人。

かたみったむぬ [katamittamunu]［名］片方の目
が視力を失った人。

かたみでぃまー [katamidimaː]［名］〔かたみでぃ
ま⸣ーまい...〕担ぐ手間賃。運び賃。フォークー
リフトのない時代のこと。

かたみム [katamim]［名］〔かたみ⸣ムまい...〕片
耳。片方の耳。【例】かたみムしーや キ゚キ゚な

（片耳では聞くな。しっかり両耳で聞く）。

かたみリ゚ [katamiɭ]［動 II類 c型］〔かたみー、か
たみん〕固める。固くする。【例】たうふぉー

かたみった（豆腐は固めた）。

かたみリ゚ [katamiɭ]［動 II類 c型］〔かたみー、か
たみん〕票を固める。【例】かたみった（票を

固めた）。

かたみリ゚ [katamiɭ]［動 II類 c型］〔かたみー、か
たみん〕担ぐ。肩に上げる。【例】たーらー か

たみった（俵担ぎは終わった）。

かたむてぃ [katamuti]［名］〔かたむ⸣てぃまい...〕
一反に足りない面積。土地や畑に言う。

かたむらす [katamurasɿ]［名］〔かたむらす⸣んけ
ー...〕肩。両肩。

かたゆー [katajuː]［名］〔かたゆーまい...〕硬い
お粥。

かたゆリ゚ [katajuɭ]［動 I類 c型］〔かたゆりー、か
たゆらん〕片寄る。偏る。【例】ぱなすぬ かた

ゆリ゚（話が偏る）。

かたらイ゚ピとぅ [kataraɿpɿtu]［名］〔かたらイ゚ピ⸣
とぅまい...〕許婚。婚約者。【同】「かたるーピ
とぅ」。

かたらイ゚ふつ [kataraɿfutsɿ]［名］〔かたらイ゚ふ⸣つ
まい...〕相談する相手。

かたリ゚ [kataɭ]［動 I類 a型］〔かたりー、かたら
ん〕語る。話す。告げる。

かたリ゚べー [kataɭbeː]［名］〔かたリ゚べ⸣ーまい...〕
話し手。話者。

かたるー [kataruː]［動 I類 c型］〔かたれー、かた
らーん〕語り合う。話し合い。相談する。【例】

かたるーぬ かぎしゃ（話し合いは美しい）。

かたるーピとぅ [kataruːpɿtu]［名］〔かたるーピ⸣
とぅまい...〕許婚。婚約者。【同】「かたらイ゚ピ
とぅ」。

かち [katɕi]［名］〔かちま⸣い...〕勝ち。勝つこと。
【例】べーたが かち（我々の勝利だ）。
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かちぇーな

かちぇーな [katɕeːna]［接尾］〜ながら。〜つつ。
【例】ふーかちぇーな（食べながら・食べつつ）。

【同】「かちぇーら」。【類】「がつな」。「がつら」。

かちぇーら [katɕeːra]［接尾］〜ながら。〜つつ。
【例】ふーかちぇーら（食べながら・食べつつ）。

【同】「かちぇーな」。【類】「がつな」。「がつら」。

かちぇーん [katɕeːn]［接尾］〜ながら。〜つつ。
【例】ふーかちぇーん（食べながら・食べつつ）。

【同】「がちぇーん」。【類】「がつな」。「がつら」。

がちぇーん [gatɕeːn]［接尾］〜ながら。〜つつ。【例】
ふーがちぇーん（食べながら・食べつつ）。【同】

「かちぇーん」。【類】「がつな」。「がつら」。

かちゃ [katɕa]［名］〔かちゃま⸣い...〕蚊帳。【例】
かちゃう ぱリ゚（蚊帳を張る）。かちゃんけー

くまリ゚（蚊帳に入る）。

かちゃーしー [katɕaːɕiː]［名］〔かちゃーし⸣ーま
い...〕即興。踊り。テンポの速い踊り。本来の
意味は掻き混ぜる。

かちゅー [katɕuː]［名］［魚］〔かちゅーまい...〕鰹
（かつお）。

かちゅーしん [katɕuːɕin]［名］〔かちゅーしんま
い...〕かつお船。

かちゅーだす [katɕuːdasɿ]［名］〔かちゅーだすま
い...〕かつお節のだし。

かちゅーとぅリ゚ [katɕuːtuɭ]［名］［鳥］〔かちゅー
とぅリ゚まい...〕かつお鳥。

かちゅーとぅリ゚ [katɕuːtuɭ]［名］〔かちゅーとぅ⸣
リ゚まい...〕鰹獲り。鰹釣り。

かちゅーなます [katɕuːnamasɿ]［名］〔かちゅー
なますまい...〕かつおの刺身。

かちゅーぶす [katɕuːbusɿ]［名］〔かちゅーぶすま
い...〕かつお節。

かつ [katsɿ]［動 I類 c型］〔かてぃー、かたん〕勝
つ。勝利する。【例】かつぐまた（勝つべきだ）。

かてぃ（勝て）。

かつ [katsɿ]［動 I類 c型］〔かてぃー、かたん〕精
げる。脱穀する。【例】まみかつ（豆を棒で精

げる）。むギ゚かつ（⻨かつ）。かつぐまた（豆か

つ、⻨かつをやるべきだ）。

がつ [gatsɿ]［名］月。正月。二月など。【例】な
んがつ（何月）。いちがつ（一月）。

かつェーな [katsɘːna]［接尾］〜ながら。〜つつ。
【類】「かちぇーな」。

かっき [kakki]［名］［病］〔かっ⸣きまい...〕脚気。
かっくム [kakkum]［動 I 類 c 型］〔かっくみー、
かっくまん〕背を丸める。寒さに耐える様。辛

抱する。

がっこー [gakkoː]［名］〔がっこ⸣ーまい...〕学校。
小学校。中学校。高等学校。大学。専門学校な

ど。

がっこーぎー [gakkoːgiː]［名］〔がっこ⸣ーぎーま
い...〕学校へ行くときの洋服・衣服。【類】「が
っこーギん」。

がっこーギん [gakkoːgɿn]［名］〔がっこ⸣ーギんま
い...〕学校へ行くときの洋服・衣服。【類】「が
っこーぎー」。

がっこーしーとぅ [gakkoːɕiːtu]［名］〔がっこ⸣ー
しーとぅまい...〕学校生徒。【類】「しーとぅ」。

がっこーなー [gakkoːnaː]［名］〔がっこ⸣ーなーま
い...〕戸籍上の名前。

がっこーぬ しんしー [gakkoːnu ɕinɕiː]［名］〔が
っこー⸣ぬしんしー⸢まい...〕学校の先生。教師。

かっさ [kassa]［名］〔かっ⸣さまい...〕木の葉の広
いもの。主に食べ物を包んだり、食べ物を覆う

のに使う。皿の代用にもなる。「かしわ」の訛

か。

かっさがぱー [kassagapaː]［名］〔かっさ⸣がぱー
⸢まい...〕大きな葉っぱ。

かっじゃ [kaddʑa]［名］［植］〔かっじゃま⸣い...〕
へくそかずら。つる性の木や石垣に巻きつく植

物。

かっじゃんがぺー [kaddʑangapeː]［名］〔かっじ
ゃんがぺーまい...〕伝説の人。たらまやからの
一人。宇増呂と戦って負けた。村史参照。

がったー [gattaː]［名］〔が⸣ったー⸢まい...〕あの
野郎。【例】がったーうがみ（あの野郎だけは

…）。

がったう [gattau]［連語］あの奴を。【例】がった
うがみ（あの奴だけは）。がったうばー（あの

奴をば）。

がっつり [gattsɿri]［副］丁度。ぴったり。ぴしゃ
り。ばっちり。
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かでぃすたーでぃ

かってぃー [kattiː]［名］〔かってぃーまい...〕勝
手。思いのまま。【例】どぅーかってぃー（自分

勝手）。かってぃーん すな（勝手にするな）。

がってぃん [gattin]［名］〔がってぃ⸣んまい...〕合
点。承諾。納得。

かつな [katsɿna]［接尾］〜ながら。〜つつ。
がつな [gatsɿna]［接尾］〜ながら。〜つつ。【例】
ふーがつな（食べながら）。すーがつな（やり

ながら）。

がつなしー [gatsɿnaɕiː]［連語］〜ながら。〜つつ。
がつなな [gatsɿnana]［連語］〜ながら。〜つつ。
【例】ふーがつなな（食べながら）。

がつなな [gatsɿnana]［連語］〜ながら。〜つつ。
がつなにー [gatsɿnaniː]［連語］〜ながら。〜つつ。
がつなん [gatsɿnan]［連語］〜ながら。〜つつ。
がつぬ [gatsɿnu]［名］［魚］〔がつ⸣ぬまい...〕あ
じの仲間。

がっぱい [gappai]［名］〔がっぱ⸣いまい...〕額の
大きい人。【類】「がっぱやー」。

がっぱやー [gappajaː]［名］〔がっぱや⸣ーまい...〕
額の大きい人。【類】「がっぱい」。

かっふぁす [kaffasɿ]［動 I類 c型］〔かっふぁし
ー、かっふぁしゃん〕隠す。【例】きーぬ みー

ん かっふぁす（林の中に隠す）。

かっふぃどぅーみ [kaffiduːmi]［名］〔かっ⸣ふぃ
どぅーみ⸢まい...〕隠れん坊。遊びの一つ。⻤が
目隠しをして 100 まで数えたら隠れている者
を探しにかかる。

かっふぃリ゚ [kaffiɭ]［動 II類 c型］〔かっふぃー、
かっふぃん〕隠れる。【例】やーんか かっふぃ

リ゚（家の中に隠れる）。

かつみリ゚ [katsɿmiɭ]［動 II類 a型］〔かつみー、か
つみん〕届く。高い所に手が届く。【例】かつ

みった（届いた）。

かつみリ゚ [katsɿmiɭ]［動 II類 a型］〔かつみー、か
つみん〕捕まえる。つかまえる。逮捕する。【例】

かつみった（捕まえた）。かつみー わーり（捕

まえて下さい）。ぬすどぅー かつみり゚（盗人を

捕まえる）。

かつム [katsɿm]［動 I類 a型］〔かつみー、かつ
まん〕掴む。手で握る。

かつら [katsɿra]［接尾］〜ながら。〜つつ。
がつら [gatsɿra]［接尾］〜ながら。〜つつ。【例】ふ
ーがつら（食べながら）。

かつん [katsɿn]［接尾］〜ながら。〜つつ。
かでぃ [kadi]［名］〔かでぃまい...〕風。【例】に
すかでぃ（北風）。あがリ゚かでぃ（東風）。いリ゚

かでぃ（⻄風）。ぱいかでぃ（南風）。

かでぃ [kadi]［名］［病］〔かでぃま⸣い...〕風邪。
風邪引き。【類】「ぱなピキ゚」。

かでぃ [kadi]［名］〔かでぃま⸣い...〕いも掘り。芋
を掘ること。畑を耕すこと。【例】ムーかでぃ

（芋掘り）。

かでぃあたリ゚ [kadiataɭ]［名］〔かでぃあたリ゚ま
い...〕風当たり。非難の多いこと。

かでぃがしー [kadigaɕiː]［名］〔かでぃがし⸣ーま
い...〕いも掘りの手伝い。

かでぃがたか [kadigataka]［名］〔かでぃがたか
まい...〕風除け。防風。防風林。風除けのある
所。

かでぃかリ゚ [kadikaɭ]［名］〔かでぃか⸣リ゚まい...〕
伝説の人。伊良部島の佐和田と交流したとされ

る。

かでぃかリ゚ぬ しゅー [kadikaɭnu ɕuː]［名］〔かで
ぃかリ゚⸣ぬしゅー⸢まい...〕伝説上の人名。

かでぃかリ゚ぬ にリ゚ [kadikaɭnu niɭ]［名］〔かでぃ
かリ゚⸣ぬにリ゚⸢まい...〕〈かでぃかり゚ぬ しゅー〉

を讃える古謡。〈にリ゚〉（神歌）。スツウプナカ

で歌う古謡。

かでぃくムうぶうや [kadikum.ubuuja]［名］〔か
でぃくムうぶうやまい...〕前泊港の⻄側に立つ
岩のこと。台風の荒波で破壊されて今はない。

かでぃじゅーしゃーリ゚ [kadidʑuːɕaːɭ]［形］〔かで
ぃじゅーしゃまい...〕強風である。【例】かで
ぃじゅーしゃん いムーけーや いかいん（強

風には釣りに行けない）。

かでぃしゅギ [kadiɕugɿ]［動 I 類］〔かでぃしゅ
ぎー、かでぃしゅがん〕そよ風が吹く。

かでぃしゅギがま [kadiɕugɿgama]［名］〔かでぃ
しゅギが⸣ままい...〕そよ風。涼しい風。

かでぃすたーでぃ [kadisɿtaːdi]［名］〔かでぃすた
ーでぃまい...〕風下。【類】「かでぃすたーら」。
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かでぃすたーら

かでぃすたーら [kadisɿtaːra]［名］〔かでぃすたー
らまい...〕風下。【類】「かでぃすたーでぃ」。

かでぃどぅり [kadiduri]［名］〔かでぃどぅりま
い...〕凪。無風状態。風がない状態。

かでぃどぅりリ゚ [kadiduriɭ]［動 II類 a型］〔かで
ぃどぅりー、かでぃどぅりん〕風がない。風が

凪ぐ。

かでぃぬ みつ [kadinu mitsɿ]［名］〔かでぃぬみ
⸣つまい...〕風の通り道。木陰の涼しい所。

かでぃばなた [kadibanata]［名］〔かでぃばなた
まい...〕風の強く当たる所。風上の方。【同】「か
でぃばなつ」。

かでぃばなつ [kadibanatsɿ]［名］〔かでぃばなつ
まい...〕風の強く当たる所。風上の方。【同】「か
でぃばなた」。

かでぃピキ゚ [kadipɿkɿ]［名］［病］〔かでぃピ⸣キ゚ま
い...〕風邪ひき。【類】「ぱなすキ゚」。「ぱなピキ゚」。

かでぃふキ゚ [kadifukɿ]［名］〔かでぃふキ゚ま⸣い...〕
風吹き。台風のこと。大風。暴風。

かでぃふキ゚いム [kadifukɿim]［名］〔かでぃふキ゚い
⸣ムまい...〕台風時の海。時化の海。荒海。

かでぃふつ [kadifutsɿ]［名］〔かでぃふ⸣つまい...〕
いも掘りの場所。

かでぃまーリ゚ [kadimaːɭ]［名］〔かでぃまーリ゚ま
い...〕風廻り。風が吹く向きを変えること。寒
冷前線の発生。

かでぃまキ゚ [kadimakɿ]［名］〔かでぃまキ゚まい...〕
つむじ風。渦を巻く風。

かでぃまキ゚ [kadimakɿ]［名］［病］〔かでぃまキ゚ま
い...〕風負。子どもにできる皮ふ病。わらじを
燃やして、その煙を股の間に通した。

かでぃムー [kadimm]［名］〔かでぃム⸣ーまい...〕
掘り取ったいも。収穫したいも。

かでぃむキ゚ [kadimukɿ]［名］〔かでぃむキ゚まい...〕
風向き。人の心がわりにも言う。【例】かでぃ

むキ゚ぬ かーリ゚（心がわりが見られる）。

かてぃむぬ [katimunu]［名］〔かてぃむ⸣ぬまい...〕
おかず。副食物。糧食。

かでぃやき [kadijaki]［名］〔かでぃやきまい...〕
台風の前ぶれの夕焼け空。

かでぃリ゚ [kadiɭ]［動 II類 c型］〔かでぃー、かで

ぃん〕いも掘りをする。

かでぃリ゚ [kadiɭ]［動 II類 c型］〔かでぃー、かで
ぃん〕畑を耕す。畑を整地する。

かでぃわーら [kadiʋaːra]［名］風上。【例】かで
ぃわーらん たつな（風上に立つな）。

かでぃん かーらかす [kadin kaːrakasɿ]［連語］風
に乾かす。風に干す。

かてーな [kateːna]［接尾］〜ながら。〜つつ。
かどぅ [kadu]［名］〔かどぅま⸣い...〕角。交差点。
辻。

かどぅばら [kadubara]［名］〔かどぅば⸣らまい...〕
（茅葺きの家の）角に建てる柱。

かどぅまーリ゚ [kadumaːɭ]［名］〔かどぅまー⸣リ゚ま
い...〕角廻り。交差点。辻。

かな [kana]［名］〔かなまい...〕仮名。仮名文字。
かな [kana]［名］〔か⸣なまい...〕人名。
かな [kana]［名］〔か⸣なまい...〕猫の別称。猫を
呼ぶときに発する。【例】かなう あびり（猫を

呼べ）。かなー（猫を呼ぶときに発する）。

かな [kana]［名］〔かなま⸣い...〕鉋。大工用鉋。
料理用の鉋。かんな。

かなあム [kanaam]［名］〔かなあムまい...〕金網。
かなあム [kanaam]［名］〔かなあ⸣ムまい...〕金
網。鉄条網。

かなーん [kanaːn]［連語］叶わない。思い通りに
ならない。勝てない。【例】かリ゚んや かなーん

（彼には勝てない）。

かなイ゚ [kanaɿ]［名］〔かな⸣イ゚まい...〕叶い。叶う
こと。

かなイ゚むぬ [kanaɿmunu]［名］〔かなイ゚むぬま⸣
い...〕叶う者。なんでも器用な人。何をさせて
もできる人。

かないリ゚ [kanaiɭ]［動 II類 c型］〔かないー、か
ないん〕叶える。叶えてあげる。

かながい [kanagai]［名］〔かなが⸣いから ...〕昔。
以前。【類】「むかす」。「んけーん」。

かなぎ [kanagi]［名］［指］〔かな⸣ぎまい...〕とて
も⻑いこと。【例】かなぎぬ ぱう（とても⻑い

蛇）。

かなぐ [kanagu]［名］〔かなぐまい...〕金具。金
属の工具。
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かにしゅるい

かなぐー [kanaguː]［名］〔かなぐーまい...〕錨。
船の錨。【類】「あんかー」。「いかリ゚」。

かなくず [kanakudzɿ]［名］〔かなくずまい...〕金
くず。【類】「かなぐる」。

かなぐす [kanagusɿ]［名］〔かなぐすまい...〕い
も掘り用の金属の棒。

かなぐる [kanaguru]［名］〔かなぐるまい...〕金
くず。【類】「かなくず」。

かなぐるぼーし [kanaguruboːɕi]［名］〔かなぐる
ぼーしまい...〕夏の日除け用の帽子。実際は⻨
わらで作ったもの。

かなしゃ [kanaɕa]［名］〔かなしゃま⸣い...〕愛し
さ。愛しい人。妻。【例】ばが かなしゃ（私の

妻）。

かなしゃーリ゚ [kanaɕaːɭ]［形］〔かなしゃまい...〕
愛しい。親しい。【例】かなしゃぬ（愛しいこ

とよ）。

かなしゃーリ゚ [kanaɕaːɭ]［形］〔かなしゃまい...〕
悲しい。情けなく残念。哀しい。

かなしゃがま [kanaɕagama]［名］〔かなしゃが⸣
ま⸢ま⸣い...〕愛しい人の愛称。

がなす [ganasɿ]［接尾］加奈志。尊敬の対象につ
けて敬意を表す。〜様。【例】しゅーがなす（王

様）。うやがなす（親様）。てぃだがなす（お天

道様）。

かなずー [kanadzɿː]［名］〔かなずーまい...〕かな
文字。

かなすぎしゃーリ゚ [kanasɿgiɕaːɭ]［形］〔かなすぎ
しゃまい...〕親しそう。【例】かぬ ふたーリ゚ら

かなすぎ（あの二人は親しそうだ）。

かなずつ [kanadzɿtsɿ]［名］〔かなずつまい...〕金
槌。ハンマー。泳げない人にも言う。

かなすむぬ [kanasɿmunu]［名］〔かなすむぬま
い...〕親しい仲間。恋しい人。

かなばう [kanabau]［名］〔かなばうまい...〕金棒。
【同】「かなぼー」。

かなばま [kanabama]［名］［地］〔かなば⸣まま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。

かなぼー [kanaboː]［名］〔かなぼーまい...〕金棒。
【同】「かなばう」。

かなまリ゚ [kanamaɭ]［名］〔かなま⸣リ゚まい...〕頭。
知識人のことも言う。

かなまリ゚ぐー [kanamaɭguː]［名］〔かなま⸣リ゚ぐー
まい...〕頭蓋骨。動物一般に言う。

かなまリ゚ぶに [kanamaɭbuni]［名］〔かなま⸣リ゚ぶ
にまい...〕頭がい骨。

かなまリ゚やム [kanamaɭjam]［名］〔かなま⸣リ゚やム
まい...〕頭痛。

かなみ [kanami]［名］〔かな⸣みまい...〕要め。重
要な位置。重要なポスト。

かなむぬ [kanamunu]［名］〔かなむぬまい...〕金
物。金属でできた物品。

かなむぬやー [kanamunujaː]［名］〔かなむぬやー
まい...〕金物商店。

かに [kani]［名］〔かにまい...〕金属。金属全般に
言う。

かに [kani]［名］〔かにまい...〕鐘。【例】かねー
ならん（鐘は鳴らない）。かねー なりった（鐘

は鳴った）。【類】「つキ゚がに」。

かに [kani]［名］〔かにま⸣い...〕兼ね。兼ねるこ
と。

かにあい [kaniai]［名］〔かにあいま⸣い...〕兼ね
合い。

かにうぎー [kaniugiː]［名］［植］〔かに⸣うぎーま
い...〕えびづる。やまぶどう。つる性。【類】「や
まぶどう」。

かにうぎーぬ なリ゚ [kaniugiːnu naɭ]［名］〔かに⸣
うぎーぬなリ゚⸢まい...〕えびづるの実。【類】「か
にうぬなリ゚」。

かにうぬ なリ゚ [kaniunu naɭ]［名］〔かに⸣うぬな
リ゚⸢まい...〕えびづるの実。【類】「かにうぎーぬ
なリ゚」。

かにうビー [kaniubɿː]［名］〔かにうビーまい...〕
金属製のたが。【類】「わーがに」。

かにぐす [kanigusɿ]［名］〔かにぐすまい...〕金串。
金属でできている串。

かにじゃく [kanidʑaku]［名］〔かにじゃくまい...〕
さしがね。L字型の大工用具。【類】「ばんじゅ
ーがに」。

かにしゅるい [kaniɕurui]［名］〔かにしゅる⸣いま
い...〕兼ね揃え。学問と健康を兼ね揃える。
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かにしゅるいリ゚

かにしゅるいリ゚ [kaniɕuruiɭ]［動 II類 c型］〔か
にしゅるいー、かにしゅるいん〕兼ね揃える。

かにじん [kanidʑin]［名］〔かにじんまい...〕硬貨。
【類】「くじん」。「ぐまじん」。

かにずー [kanidzɿː]［名］〔かにずーまい...〕空き
缶のつるべ。

かにずつ [kanidzɿtsɿ]［名］〔かにずつまい...〕金
属で出来ているお茶を入れる箱。

かにずつ [kanidzɿtsɿ]［名］〔かにずつまい...〕金
槌。

かにだう [kanidau]［名］〔かにだうまい...〕金道
具。金属でできている道具。【同】「かにどー」。

かにだらい [kanidarai]［名］〔かにだらいまい...〕
金属製のたらい。洗濯用のたらい。

かにてぃ [kaniti]［副］兼ねて。以前から。
かにてぃから [kanitikara]［連語］以前から。
かにどー [kanidoː]［名］〔かにどーまい...〕金道
具。金属でできている道具。【同】「かにだう」。

かにふギ [kanifugɿ]［名］〔かにふギまい...〕金釘。
金属の釘。

かにまかリ゚ [kanimakaɭ]［名］〔かにまかリ゚まい...。
かにまか⸣リ゚まい...〕金属の椀。

がにまた [ganimata]［名］〔がにま⸣たまい...〕蟹
股。Ｏ脚。

かにリ゚ [kaniɭ]［動 II類］〔かにー、かにん〕〜か
ねる。〜しづらい。動詞に付いて、「〜しかねる」

を表す。【例】うむイ゚だすかにー（思い出しか

ねた）。

かにリ゚ [kaniɭ]［動 II類 c型］〔かにー、かにん〕
兼ねる。【例】かにずー（兼ねよう。仕事をいく

つも受け持つこと）。すぐとぅー かにリ゚（仕事

を兼ねる）。ふたーつ かにリ゚（二つ兼ねる）。

かにわー [kaniʋaː]［名］〔かにわーまい...〕金属
の輪。【同】「わーがに」。

かぬ [kanu]［連体］［指］あの。【例】かぬむぬ（あ
の物）。かぬ ピとー たうが（あの人は誰か）。

かぬ がキ゚ [kanu gakɿ]［連語］［指］あの餓⻤。あ
の野郎。あの奴。

かぬ ぶん [kanu bun]［連語］［指］あの分。あれ
相当。あれほど。【例】かぬ ぶん ぱたらきー

（あれほど働いた）。

かぬ へー [kanu heː]［連語］［指］あの奴。あの
野郎。

かぬ ゆー [kanu juː]［連語］［指］あの世。死後
の世界。

かぬ んじゃ [kanu ndʑa]［連語］［指］あの奴。あ
の野郎。

かぬー [kanuː]［動 I類 c型］〔かねー、かなーん〕
叶う。思い通りになる。【例】かないー くー

（成功して来なさい）。かないー みーる（成功

してみよ。頑張れ）。

かぬじゅ [kanudʑu]［名］［指］〔かぬ⸣じゅまい...〕
彼女。

かぬらー [kanuraː]［感］あのね。
かねーらず [kaneːradzɿ]［副］必ず。是非。【例】
かねーらず くー（是非とも来なさい）。

かば [kaba]［名］〔か⸣ばまい...〕天幕。テント。
【同】「かぱ」。

かぱ [kapa]［名］〔か⸣ぱまい...〕天幕。テント。
【同】「かば」。

がぱ [gapa]［擬］頭をごつんと突く。
がばー [gabaː]［形］〔がば⸣ーむぬまい...〕大きい。
巨大。社会の全ての物に言う。【例】がばーや

ー（大きな家）。がばーうす（大きな牛）。

かばう [kabau]［動 I類 c型］〔かべー、かばーん〕
庇う。守ってあげる。

がばうぷず [gabaupudzɿ]［名］〔が⸣ばうぷずま
い...〕曽祖父。

がばうムま [gabaumma]［名］〔が⸣ばうムまま
い...〕曾祖⺟。

かぱかぱ [kapakapa]［擬］乾いたものの音。手ざ
わり。

がぱがぱ [gapagapa]［擬］馬の蹄の音。
がばぎー [gabagiː]［名］〔が⸣ばぎーまい...〕老木。
大木。

がばぎつに [gabagitsɿni]［名］〔がばぎつ⸣にま
い...〕年とったきつね。悪賢い人。

がばぐい [gabagui]［名］〔が⸣ばぐいまい...〕変声
期の男の子の声。

かばしゃ [kabaɕa]［名］〔かば⸣しゃまい...〕香ば
しさ。

かばしゃーリ゚ [kabaɕaːɭ]［形］〔かばしゃまい...〕
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かビやキ゚

香ばしい。においの良いこと。【例】かばしゃ

ぬ（香ばしいぞ）。

がばしゃーリ゚ [gabaɕaːɭ]［形］〔がば⸣しゃまい...〕
老い。人にも動物にも言う。古いこと。【例】が

ばピとぅ（老人）。がばむぬ（古い物）。

がばしゅー [gabaɕuː]［名］〔が⸣ばしゅーまい...〕
曽祖父。

かばす [kabasɿ]［動 I類 a型］〔かばしー、かば
しゃん〕嗅がせる。

がばす [gabasɿ]［名］〔がば⸣すまい...〕男女の年
輩の独身をいやらしく言う。

かばすあヴヴぁ [kabasɿavva]［名］〔かばすあヴ
ヴぁまい...〕香ばしい油。老女の髪につけた油。
椿油。

かばすかだ [kabasɿkada]［名］〔かばすかだまい...〕
香ばしいにおい。

かばすぎー [kabasɿgiː]［名］〔かばすぎーまい...〕
香ばしい木。

かばすばな [kabasɿbana]［名］〔かばすばなまい...〕
香ばしい花。

がばぱー [gabapaː]［名］〔が⸣ばぱーまい...〕古い
葉。たばこの収穫に葉を選り分ける。

がばぱー [gabapaː]［名］〔が⸣ばぱーまい...〕曾祖
⺟。

がばまイ゚ [gabamaɿ]［名］〔が⸣ばまイ゚まい...〕古
米。

がばまみ [gabamami]［名］〔が⸣ばまみまい...〕古
い豆。

がばみうとぅ [gabamiutu]［名］〔が⸣ばみうとぅ
まい...〕老夫婦。【同】「がばみうとぅら」。

がばみうとぅら [gabamiutura]［名］〔が⸣ばみう⸢
とぅらまい...〕老夫婦。【同】「がばみうとぅ」。

がぱみかす [gapamikasɿ]［動 I類 c型］〔がぱみ
かしー、がぱみかしゃん〕頭を叩く。厳しくし

つける。

がぱみキ゚ [gapamikɿ]［動 I類 c型］〔がぱみきー、
がぱみかん〕下駄で音を立てて歩く。

がばみどぅム [gabamidum]［名］〔が⸣ばみどぅム
まい...〕年増の未婚の女。

がばムー [gabamm]［名］〔が⸣ばムーまい...〕熟
しすぎた芋。

がばムしゅ [gabamɕu]［名］〔が⸣ばムしゅまい...〕
古い味噌。醗酵が進んでいる味噌。【類】「あか

ムしゅ」。

がばムま [gabamma]［名］〔が⸣ばムままい...〕曽
祖⺟。

がばムまり [gabammari]［名］〔がばムま⸣りま
い...〕四月生れの子。

かばやー [kabajaː]［名］〔か⸣ばやーまい...〕テン
ト小屋。【同】「かぱやー」。

かぱやー [kapajaː]［名］〔か⸣ぱやーまい...〕テン
ト小屋。【同】「かばやー」。

がばやー [gabajaː]［名］〔が⸣ばやーまい...〕古い
⺠家。

かビ [kabɿ]［名］〔かビまい...〕紙。手紙。画用
紙。厚紙。色紙。模造紙。学習に使用する紙。

かビ [kabɿ]［動 I類 c型］〔かびー、かばん〕嗅
ぐ。においを嗅ぐこと。【例】かばだ（嗅いでみ

よ）。かび（においを嗅ぎなさい）。かビな（嗅

ぐな）。

かび [kabi]［名］〔かびまい...〕カビ。細菌の総
称。菌類。

かビぎー [kabɿgiː]［名］［植］〔かビぎーまい...〕
雁皮。がんぴの総称。紙の材料。おおがんぴ。

こうぞ。【類】「くーず」。

かビじん [kabɿdʑin]［名］〔かビじんまい...〕紙
銭。冥銭。仏壇に供える。

かビずつム [kabɿdzɿtsɿm]［名］〔かビずつ⸣ムま
い...〕紙包み。

かビとぅリ゚[kabɿtuɭ]［名］〔かビとぅリ゚まい...〕凧。
紙鳥。〈かーぷや〉。〈まーかビとぅリ゚〉。〈とー

つム〉。〈こっき〉。旧暦の 9月〈まっつー〉の
行事として凧揚げもした。

かビばく [kabɿbaku]［名］〔かビばくまい...〕紙
箱。

かビばな [kabɿbana]［名］〔かビば⸣なまい...〕紙
で作った花。

かビふくる [kabɿfukuru]［名］〔かビふくるまい...〕
紙袋。

かビふつ [kabɿfutsɿ]［連語］紙打ち。紙銭にお金
の印をつけること。

かビやキ゚ [kabɿjakɿ]［名］〔かビやキ゚まい...〕紙焼
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がびょーしゃーリ゚

き。紙銭を焼くこと。あの世へのお金。

がびょーしゃーリ゚ [gabjoːɕaːɭ]［形］〔がびょーし
ゃまい...〕やせている。ひよわである。【同】「が
べうしゃーリ゚」。

がびょーむぬ [gabjoːmunu]［名］〔がびょーむぬ
まい...〕やせた人。ひよわな人。動物にも言う。
【同】「がべうむぬ」。

かぶ [kabu]［名］［植］〔かぶまい...〕かぶ。野菜。
根を食用にする。根は球形。

かぶ [kabu]［名］〔かぶま⸣い...〕株。一ヶ所に生
える数本の草。さとうきびのかぶ。

がふ [gafu]［擬］ぴったり。ちょうどよい。正確。
がふ [gafu]［擬］満員。満席。いっぱい。
かふー [kafuː]［名］〔かふ⸣ーまい...〕果報。運の
良いこと。幸わせ。

かふーむぬ [kafuːmunu]［名］〔かふーむ⸣ぬまい...〕
果報者。しあわせ者。

がぶがぶ [gabugabu]［擬］がぶがぶ水を飲むこ
と。

かぷぎ [kapugi]［名］［指］〔かぷぎま⸣い...〕とて
も大きい。【例】かぷぎぬ ムー（とても大きな

芋）。

かぷげー [kapugeː]［名］［指］〔か⸣ぷげー⸢まい...〕
あれほど。

かふしゃ [kafuɕa]［名］〔かふしゃま⸣い...〕えさ
を撒くこと。釣り人の心得である。魚をおびき

寄せるために撒くえさのこと。撒餌。

かぶす [kabusɿ]［名］〔かぶ⸣すまい...〕がんしな。
頭に物を乗せるとき、クッションの役目をする

草の輪。

かぶだし [kabudaɕi]［名］〔かぶだしまい...〕株
出し。さとうきびの株出しのこと。収穫したさ

とうきびの株から発芽させて育てること。

かぶちゃ [kabutɕa]［名］［植］〔かぶ⸣ちゃまい...〕
かぼちゃ。南瓜。【類】「なんこー」。

かふつ [kafutsɿ]［名］〔かふつま⸣い...〕屋敷。【類】
「やすキ゚」。

かふつずー [kafutsɿdzɿː]［名］〔かふつず⸣ーまい...〕
屋敷の跡地。屋敷跡を畑にした所。

がふてぃー [gafutiː]［副］ちょうど良い具合。満
員・満席の様子。隙間のない状態。【例】がふ

てぃー うぐなーりー ぶリ゚（集会は満員）。

かぶと [kabuto]［名］〔かぶ⸣とまい...〕かぶと。
八月おどりの組踊の戦闘場面に身につける。

がぶみキ゚ [gabumikɿ]［動 I類 c型］〔がぶみりー、
がぶみらん〕がぶがぶと水を飲む。

かぶりリ゚ [kaburiɭ]［動 II類 c型］〔かぶりー、か
ぶりん〕皮ふがかぶれる。虫に刺されて皮ふが

かぶれる。

かぶわき [kabuʋaki]［名］〔かぶわきまい...〕株
分け。作物の株分け。植物を親株から分けて植

えること。

がべうしゃーリ゚ [gabeuɕaːɭ]［形］〔がべうしゃま
い...〕やせている。細身である。体が貧弱であ
る。【同】「がびょーしゃーリ゚」。

がべうむぬ [gabeumunu]［名］〔がべうむぬま
い...〕やせた人。細身の人。動物にも言う。【同】
「がびょーむぬ」。

かべった [kabetta]［名］［魚］〔かべっ⸣たまい...〕
はたたてだい。【類】「ぷーピキ゚かべった」。

かま [kama]［名］［指］〔かま⸣んけー...〕あっち
の方。むこう。あちら。あそこ。【例】かまがみ

（向うまで）。かまんけー とぅび（むこうへ行

け）。

かま [kama]［名］〔か⸣ままい...〕窯。石灰石を焼
く窯。今はない。【類】「ぱイ゚やキ゚がま」。

かま [kama]［名］〔かまま⸣い...〕かまど。台所の
鍋を乗せる所。【類】「うかま」。

かま [kama]［名］〔か⸣ままい...〕人名。
がま [gama]［接尾］指小辞。愛称。小、細、可憐、
少などに使う。軽蔑語としても使う。【例】ヴ

ヴぁがま（きさま）。あじゃがま（兄さん）。ふ

にがま（小型の船）。

がま [gama]［名］〔がまま⸣い...〕洞窟。ほら穴。
自然にできた洞穴。

かまい [kamai]［名］〔かまいまい...〕構え。家の
作り方。剣道の型。

かまいー たてぃ [kamaiː tati]［連語］構えて立
て。心構え。心得。

かまいリ゚ [kamaiɭ]［動 II類 a型］〔かまいー、か
まいん〕構える。心得る。

かまかた [kamakata]［名］〔か⸣まかたまい...〕向
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う側。あの方。夫婦のどちらかの方。

かまぎリ゚ [kamagiɭ]［動 I 類 c 型］〔かまぎりー、
かまぎらん〕持ち上げる。付き上げる。食物の

若い芽が土を持ち上げる。

がまく [gamaku]［名］〔がま⸣くまい...〕腰のくび
れた所。脇腹。やわら。【類】「やーら」。

かまじーぐー [kamadʑiːguː]［名］〔かまじ⸣ーぐ
ーまい...〕穀物や塩や肥料の入った大きな袋。
【類】「くちき」。「くちきぐー」。「ぴーぱーぐ

ー」。

かます [kamasɿ]［名］〔かま⸣すまい...〕穀物や塩
や肥料の入った大きな袋。

かまた [kamata]［名］［指］〔かま⸣たまい...〕あ
そこら。あそこら辺。あの辺り。【例】かまた

ん みーたリ゚（あのあたりに見た）。

かまたムーな [kamatammna]［名］［指］〔かま⸣
たムーなまい...〕あそこら辺。

かまつ [kamatsɿ]［名］〔かまつま⸣い...〕ほお。ほ
っぺた。

かまつだら [kamatsɿdara]［名］〔かまつだ⸣らま
い...〕頬が垂れている人。【同】「かまつだれ」。
【類】「かまつだリ゚むぬ」。

かまつだリ゚むぬ [kamatsɿdaɭmunu]［名］〔かまつ
だリ゚む⸣ぬまい...〕頬が垂れている人。【類】「か
まつだら」。「かまつだれ」。

かまつだれ [kamatsɿdare]［名］〔かまつだ⸣れま
い...〕頬が垂れている人。【同】「かまつだら」。
【類】「かまつだリ゚むぬ」。

かまつぶに [kamatsɿbuni]［名］〔かまつぶ⸣にま
い...〕ほお骨。

かまっふリ゚ [kamaffuɭ]［名］〔か⸣まっふリ゚⸢まい...〕
お盆の送り日に先祖を送る儀式。

かまどぅ [kamadu]［名］〔かま⸣どぅまい...〕人
名。

かまどぅみが [kamadumiga]［名］〔かまどぅみ⸣
がまい...〕人名。

かまぬリ゚ [kamanuɭ]［名］〔かまぬリ゚まい...〕かま
ど作りのこと。シートーヤーのかまど作り。

かまばく [kamabaku]［名］〔かまばくまい...〕か
まぼこ。【同】「かムばく」。

かまぶく [kamabuku]［名］〔かまぶくまい...〕か

まぼこ。【同】「かムばく」。

かまムーな [kamammna]［名］［指］〔か⸣まムーな
まい...〕あそこ辺り。あそこら辺。あの辺り。

かまらしゃ [kamaraɕa]［名］悲しさ。悔しさ。残
念さ。哀しさ。

かまらしゃーリ゚ [kamaraɕaːɭ]［形］〔かまらしゃ
まい...〕悲しい。悔しい。哀しい。心が痛む。

がまらしゃーリ゚ [gamaraɕaːɭ]［形］〔がまらしゃ
まい...〕うるさい。やかましい。思うときのこ
とができないときにも言う。自分の力の足りな

いことにも言う。

かまらすむぬ [kamarasɿmunu]［名］〔かまらすむ
⸣ぬまい...〕悲しいこと。悔しいこと。心が痛む
こと。

かまリ゚ [kamaɭ]［動 I類 a型］〔かまりー、かまら
ん〕飽きる。【例】かまりー ねーん（飽きてし

まった）。かまりった（飽きた）。

かまんか [kamanka]［連語］［指］あの中に。あ
そこの中。

かミ゚ [kamɿ]［名］〔か⸣ミ゚まい...〕上。上の方。上
の座。【例】かミ゚んけー わーり（上座へどう

ぞ）。【類】「ヴぇーぐ」。

かみ [kami]［名］［魚］〔か⸣みまい...〕⻲。陸の
⻲にも言う。

かみ [kami]［名］〔か⸣みまい...〕甕（かめ）。味
噌がめ。油がめ。様々な種類がある。【例】か

みう かみリ゚（瓶を頭に乗せて運ぶ）。

かみ [kami]［名］〔かみま⸣い...〕拝み。拝むこと。
【例】てぃーかみ（手を合わすこと）。

かみ [kami]［名］〔かみま⸣い...〕頭に乗せること。
がみ [gami]［助］〜ばかり。〜は。格助詞の後に
付き、対比を表す。【例】あんしーがみどぅ な

リ゚（そればかりが出来る）。うすかがみどぅ な

リ゚（それしかできない）。

がみ [gami]［助］〜まで。【例】かまがみ（向う
まで）。うまがみ（そこまで）。やーがみ（家ま

で）。めーくがみ（宮古まで）。

かミ゚すむ [kamɿsɿmu]［名］〔かミ゚すむまい...〕上
下。

かみっす [kamissɿ]［動 I 類 c 型］〔かみっしー、
かみっしゃん〕担がせる。負わせる。
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かみっす [kamissɿ]［動 I類］〔かみっしー、かみっ
しゃん〕〔かみっすま⸣い...〕頭に乗せさせる。

かみでぃます [kamidimasɿ]［名］〔かみでぃま⸣す
まい...〕神が出る所。地名。うぷりの日に虫を
捕獲する所。

かみぬ くー [kaminu kuː]［名］〔かみぬく⸣ーま
い...〕⻲の甲。

かみぬ くが [kaminu kuga]［名］〔かみぬく⸣が
まい...〕⻲の卵。

かみリ゚ [kamiɭ]［動 II類 c型］〔かみー、かみん〕
頭に物を乗せる。【例】かみー あリ゚キ゚（頭に乗

せて歩く）。

かみリ゚ [kamiɭ]［動 II類 c型］〔かみー、かみん〕
拝む。手を合わす。崇拝する。

かム [kam]［名］〔かムま⸣い...〕神。神様。
かム [kam]［動 I類 c型］〔かみー、かまん〕噛
む。咀しゃく。噛みくだく。【例】かみ（噛め）。

かむい [kamui]［名］〔かむいまい...〕かもい。戸
や障子をはめる横木。

かむー [kamuː]［動 I 類 a 型］〔かめー、かまー
ん〕かまう。関わる。

かムうがム [kam.ugam]［名］〔かムうが⸣ムまい...〕
神を拝む。

かムうくリ゚ [kam.ukuɭ]［名］〔かムうく⸣リ゚まい...〕
神を送る。お盆の最終日のこと。送り日。【類】

「うくり゚ビー」。

かムがヴぇー [kamgaveː]［名］〔かムがヴぇ⸣ーま
い...〕島を挙げて豊年祈願する行事。神への感
謝祭。神事。スツウプナカに行われる。

かムかかリ゚ [kamkakaɭ]［名］神に祈りを告げる
こと。

かムかかれ [kamkakare]［名］〔かムかか⸣れま
い...〕巫女（かんなぎ）のこと。のろ。司祭者。
【類】「ふしゃ」。

かムがなす [kamganasɿ]［名］〔かムがな⸣すまい...〕
神加奈志。神様の意。

かムがめー [kamgameː]［名］〔かムがめ⸣ーまい...〕
神様。

かムぎ [kamgi]［名］〔かムぎま⸣い...〕馬の鬣（た
てがみ）。

かムギん [kamgɿn]［名］〔かムギ⸣んまい...〕神衣。

白衣。白装束。

かムぐとぅ [kamgutu]［名］神事。神への祭り事。
かムじゃリ゚ [kamdʑaɭ]［動 I類 c型］〔かムじゃり
ー、かムじゃらん〕噛みくだく。【同】「かムだ

リ゚」。

かムしんじ [kamɕindʑi]［名］〔かムしん⸣じまい...〕
神信じ。神を崇拝すること。

かムすきむぬ [kamsɿkimunu]［名］〔かムすきむ⸣
ぬまい...〕神に供えたもの。供えるものにも言
う。

かムだかしゃーリ゚ [kamdakaɕaːɭ]［形］〔かムだか
⸣しゃまい...〕神崇。神への信じ方が強い。

かムだとぅうがん [kamdatuugan]［名］〔かムだ⸣
とぅうがんまい...〕神里御願。拝所の名。

かムだな [kamdana]［名］〔かムだ⸣なまい...〕神
棚。仏壇。

かムだリ゚ [kamdaɭ]［動 I 類 c 型］〔かムだりー、
かムだらん〕噛みくだく。【同】「かムじゃリ゚」。

かムつかしゃ [kamtsɿkaɕa]［名］〔かムつか⸣しゃ
まい...〕神司。巫女。のろ。

かムなリ゚ [kamnaɭ]［名］〔かムなリ゚まい...〕雷。
かムにがイ゚ [kamnigaɿ]［名］〔かムにが⸣イ゚まい...〕
神願い。神へお祈りをする。祈願。

かムにぐー [kamniguː]［名］〔かムにぐ⸣ーまい...〕
神に願う。お祈りのこと。

かムぬ じゃー [kamnu dʑaː]［名］〔かムぬじゃ⸣
ーまい...〕神の座。神聖な場所。御嶽。

かムぬ しゅー [kamnu ɕuː]［名］〔かムぬしゅ⸣ー
まい...〕神主。神主を神様に見立てて言う。

かムぬ っふぁ [kamnu ffa]［名］〔かムぬっ⸣ふぁ
まい...〕神の子。子どもは皆神の子だという意
味。

かムぬ ピとぅ [kamnu pɿtu]［名］〔かムぬピ⸣と
ぅまい...〕神の人。神につかえる人。巫女。の
ろ。

かムぬ ふつ [kamnu futsɿ]［名］〔かムぬふ⸣つま
い...〕神の口。神のことば。果報を話す人のこ
とば。

かムぬ みーふしゃ [kamnu miːfuɕa]［名］［植］
〔かムぬみ⸣ーふしゃまい...〕はまぼっす。村史
参照。
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かムぬ やー [kamnu jaː]［名］〔かムぬや⸣ーま
い...〕神の家。祠のあるところ。拝所。

かムばく [kambaku]［名］〔かムばくま⸣い...〕か
まぼこ。【同】「かまぶく」。

かムぱら [kampara]［名］［指］〔かムぱらまい...〕
向こう側。向こうの方。【例】かムぱらう みー

る（向こう側を見なさい）。

かムぱらー みーん [kamparaː miːn]［連語］ぼん
やり者。信頼できないときに言う。【例】びー

ふしゃりー かんぱらー みーん（酔っぱらっ

ていてだめだ）。

がムばリ゚[gambaɭ]［動 I類 c型］〔がんばりー、が
んばらん〕頑張る。

がムぴつがい [gampitsɿgai]［名］〔がムぴつが⸣い
まい...〕木製の旅行かばん。昔の旅行用の箱。

かムぷとぅき [kamputuki]［名］〔かムぷとぅ⸣き
まい...〕神仏。泰然自若に構えている人にも言
う。

かムぶに [kambuni]［名］〔かムぶ⸣にまい...〕軟
骨。

かムぶリ゚ [kambuɭ]［動 I 類 c 型］〔かムぶりー、
かムぶらん〕噛みくだく。

かムぶり [kamburi]［名］〔かムぶ⸣りまい...〕神
惚れ。神人。神のような言動をすること。神へ

の信心の強い人。神がかりの人。

がムまがムま [gammagamma]［擬］削岩機のよ
うな音。

がムまみキ゚ [gammamikɿ]［動 I類 c型］〔がムま
みきー、がムまみかん〕削岩機のような音がす

る。

がムまら [gammara]［名］〔がムま⸣らまい...〕い
たずら者。やんちゃ坊。【同】「がムまれ」。

がムまり [gammari]［名］〔がムま⸣りまい...〕い
たずら。【例】やらべー がムまりむぬ（子ども

はいたずら者だ）。

がムまれ [gammare]［名］〔がムま⸣れまい...〕い
たずら者。【同】「がムまら」。

かムむつ [kammutsɿ]［名］〔かムむ⸣つまい...〕先
祖を継ぐこと。

かムむつべー [kammutsɿbeː]［名］〔かムむつべ⸣
ーまい...〕先祖の位牌をあずかる係。

がめー [gameː]［連語］〜までは。〜だけは。【例】
あたがめー またいん（明日までは待てない）。

くリ゚がめー なリ゚どぅす（これだけは出来る）。

かや [kaja]［名］［病］〔かやまい...〕神経痛。リ
ウマチ。

かやーす [kajaːsɿ]［動 I類 a型］〔かやーしー、か
やーしゃん〕通わせる。【例】かやーし（通わ

せ）。みずう むてぃー かやーす（水を持って

通わせる）。

がやら [gajara]［助］そうかも。【例】あんしーが
やら っさいん（そうかも知れない）。

かゆー [kajuː]［動 I類 a型］〔かいぇー、かやー
ん〕通う。【例】かやい（通いなさい）。かゆー

たリ゚（通った）。かやーいん（通えない）。

かゆーみつ [kajuːmitsɿ]［名］〔かゆーみ⸣つまい...〕
通い道。通学路。

かよー [kajoː]［名］〔かよ⸣ーまい...〕火曜日。
から [kara]［助］〜から。【例】んだから（どこか
ら）。かまから（向こうから）。あんしーからど

ぅ なリ゚（そうしてからできる）。あんしーから

ぬ ぱなす（そうしてからの話だ）。

から [kara]［助数］〜匹。〜頭。〜羽。生き物を数
える助数詞。人間には言わない。【例】ピとぅ

から（一匹。一頭。一羽）。

から [kara]［名］〔からまい...〕殻。【例】すでぃ
がら（孵化した殻）。ぱうぬ すでぃがら（蛇の

ぬけがら）。しゅしゃ ぬすでぃがら（蝉のぬけ

がら）。【類】「ぐる」。

から [kara]［名］〔からまい...〕空。からっぽ。【例】
からなび（空き鍋）。からビん（空きびん）。【類】

「くー」。「ぐー」。

がら [gara]［名］〔がらまい...〕柄。模様。布や織
物の柄。

からーから [karaːkara]［重複］とても辛いこと。
からーキ゚ [karaːkɿ]［動 I類 a型］〔からーきー、か
らーかん〕乾く。【例】からーキ゚キ゚ん（乾いた

衣服）。キ゚んや からーきった（着物は乾いた）。

【同】「かーらキ゚」。

からあぎ [karaagi]［名］〔からあ⸣ぎまい...〕唐揚
げ。

がらあキ゚ [garaakɿ]［動 I 類 a 型］〔がらあきー、
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がらあかん〕からっぽである。空席が多い。

からーす [karaːsɿ]［動 I類 a型］〔からーしー、か
らーしゃん〕世話をさせる。看護させる。【類】

「かるいっす」。

からイ゚ [karaɿ]［名］〔から⸣イ゚まい...〕女性の髪結
い。髪型。

からいず [karaidzɿ]［名］〔からいずまい...〕から
意地。うわべだけの意地。

からいばリ゚ [karaibaɭ]［名］〔からいばリ゚まい...〕
からいばり。

がらかいリ゚ [garakaiɭ]［動 I類 c型］〔がらかいり
ー、がらかいらん〕ぶったおれる。転んで横に

なる。【例】あっちゃん がらかいりー（暑さに

ぶったおれた）。

からかでぃ [karakadi]［名］〔からかでぃまい...〕
からっ風。雨をともなわない風。

からから [karakara]［名］〔からか⸣らまい...〕酒
器の一種。徳利。

からから [karakara]［擬］からから。何も入って
いない状態。

からから [karakara]［擬］渇いている様子。【例】
ぬどぅぬ からからてぃー ぶリ゚（喉が渇いて

いる）。

がらがら [garagara]［擬］音が鳴りひびく。
がらがら [garagara]［擬］急かせるときに言う。
【例】がらがらてぃー しる（急いでやれ）。

からぎリ゚ [karagiɭ]［動 II類 c型］〔からぎー、か
らぎん〕からげる。裏返しにする。ズボンの裾

やスカートをからげる。【例】からぎー あリ゚キ゚

（からげて歩く）。

がらく [garaku]［擬］倒れるときに言う。ころり。
からくー [karakuː]［動 I類 c型］〔からけー、か
らかーん〕からかう。馬鹿にする。

からぐるま [karaguruma]［名］〔からぐるまま
い...〕空車。

がらしゃ [garaɕa]［名］［鳥］〔がら⸣しゃまい...〕
からす。

からしゃーリ゚ [karaɕaːɭ]［形］〔から⸣しゃまい...〕
辛い。【例】からしゃぬ（辛いぞ）。からしゃ ね

ーん（辛くない）。

からじゃかな [karadʑakana]［名］〔からじゃかな

まい...〕祝いのときの皿盛り。
からじゃき [karadʑaki]［名］〔からじゃきまい...〕
つまみのない酒のみ。

がらしゃふしゃ [garaɕafuɕa]［名］［植］〔がら⸣し
ゃふしゃまい...〕いそまつ。村史参照。

からしゅ [karaɕu]［名］〔から⸣しゅまい...〕塩辛。
魚の塩漬け。小魚やいかの塩辛。

からしゅ [karaɕu]［名］〔からしゅ⸣んけー...〕小
潮。潮の干満の差が小さい。【類】「なましゅ」。

からしゅに [karaɕuni]［名］〔からしゅにまい...〕
向う脛（すね）。すねの前の部分。【類】「しゅ

からぶに」。

からす [karasɿ]［動 I類 a型］〔からしー、からし
ゃん〕貸す。【例】からし（貸しなさい）。から

しゃずー（貸すべきだ）。

からす [karasɿ]［動 I類 a型］〔からしー、からし
ゃん〕借らす。借りさせる。

からす [karasɿ]［動 I類 a型］〔からしー、からし
ゃん〕枯らす。

からす [karasɿ]［動 I類 a型］〔からしー、からし
ゃん〕声が嗄れる。

からずー [karadzɿː]［名］〔からずーまい...〕地べ
た。地面。敷き物のないところ。

からすに [karasɿni]［名］〔からすにまい...〕すね。
ひざから足首まで。

がらすビ [garasɿbɿ]［名］［昆虫］〔が⸣らすビ⸢ま
い...〕いわさきくさぜみ。

からすやー [karasɿjaː]［名］〔からすや⸣ーまい...〕
貸し家。貸し間。

からた [karata]［名］〔から⸣たまい...〕体。肉体。
【例】じゃうからた（体格の大きいこと）。

からたじゅー [karatadʑuː]［副］体全体。からだ
中。

からたじゅーしゃーリ゚ [karatadʑuːɕaːɭ]［形］〔か
ら⸣たじゅーしゃまい...〕体力が強い。健康で
ある。

からちゃー [karatɕaː]［名］〔からちゃーまい...〕
茶請のないお茶。

からっふィ゚ [karaffɿ]［動 I類 c型］〔からっふぃ
ー、からっふぁん〕やりくりする。企てる。

からっふリ゚ [karaffuɭ]［動 I類 c型］〔からっふり
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がリ゚

ー、からっふらん〕たくらむ。【例】からっふ

リ゚むぬイ゚（たくらむ言葉）。

からてぃ [karati]［名］〔から⸣てぃまい...〕空手。
沖縄独自に考案されたスポーツ。護身術と言わ

れる。【類】「てぃー」。

からなび [karanabi]［名］〔からなびまい...〕空の
鍋。

からにー [karaniː]［名］〔からにーまい...〕空車。
車に荷物のないこと。

からぱイ゚ [karapaɿ]［名］〔からぱイ゚まい...〕木灰。
かまどの灰のこと。

からばイ゚ぬ すー [karabaɿnu sɿː]［名］〔からばイ゚
ぬす⸣ーまい...〕灰のあく。木灰のあく。

からぱギ [karapagɿ]［名］〔からぱギまい...〕す
ね。向う脛。

からぱギ [karapagɿ]［名］〔からぱギまい...〕裸
足。【類】「からピさ」。「はだし」。

からぱギぶに [karapagɿbuni]［名］〔からぱギぶ
にまい...〕向こう脛。

からばしゃ [karabaɕa]［名］〔からばしゃまい...〕
荷のない馬車。

からピさ [karapɿsa]［名］〔からピさう...〕裸足。
【例】からピさう しー まーりー ぶリ゚（裸足

で回っている）。【類】「からぱギ」。「はだし」。

からふキ゚ [karafukɿ]［名］〔からふキ゚まい...〕雨を
ともなわない風。からっ風。

からふキ゚ [karafukɿ]［名］〔からふキ゚まい...〕乾い
た布でふくこと。

からぷってぃリ゚ [karaputtiɭ]［動 II類 a型］〔から
ぷってぃー、からぷってぃん〕渇く。

からまーリ゚ [karamaːɭ]［名］〔からまーリ゚まい...〕
空まわり。噛み合わないこと。話し合いが決ま

らないこと。

からまキ゚ [karamakɿ]［動 I類 c型］〔からまきー、
からまかん〕糸がからむ。巻きつく。蛇が絡み

つく。

からます [karamasɿ]［動 I類 c型］〔からましー、
からましゃん〕絡ませる。

がらみかす [garamikasɿ]［動 I類 c型］〔がらみか
しー、がらみかしゃん〕大きな音をたてる。台

所の食器をガラガラ音を立てる。

からみキ゚ [karamikɿ]［動 I類 c型］〔からみきー、
からみかん〕渇く。【例】ぬどぅぬ からみきー

ぶリ゚（喉が渇いている）。

がらみキ゚ [garamikɿ]［動 I類 c型］〔がらみきー、
がらみかん〕急ぐ。間に合うように急ぐ。仕事

を速くする。【例】がらみかだ（急げ）。

がらみキ゚ [garamikɿ]［動 I類 c型］〔がらみきー、
がらみかん〕騒ぐ。どんちゃん騒ぐ。

からみリ゚[karamiɭ]［動 II類 c型］〔からみー、から
みん〕もつれさせる。釣り糸をもつれさせる。

からみリ゚ [karamiɭ]［動 II類 c型］〔からみー、か
らみん〕絡める。しかけさせる。喧嘩させる。

からム [karam]［動 I類 c型］〔からみー、からま
ん〕もつれる。糸がもつれる。交差する。十字

に掛ける。

からム [karam]［動 I類 c型］〔からみー、からま
ん〕絡む。しかける。喧嘩する。【例】からまん

（絡まない）。

からむぬ [karamunu]［名］〔からむぬま⸣い...〕辛
い食べ物。

からゆか [karajuka]［名］〔からゆかまい...〕敷き
物のない床。畳のない床。

かリ゚ [kaɭ]［名］［指］〔かリ゚まい...〕彼。あれ。【例】
かれー（彼は。あれは。あの人は）。かリ゚が む

ぬ（彼のもの）。かリ゚まい あぐ（彼も仲間だ）。

かリ゚ [kaɭ]［動 I類 a型］〔かりー、からん〕刈る。
【例】からまん（刈らない）。かりー くー（草を

刈って来なさい）。ふしゃう かりー くー（草

を刈って来なさい）。かりー わーり（刈って下

さい）。ふしゃー かりった（草は刈った）。か

リ゚ぱてぃる（刈ってしまいなさい）。

かリ゚ [kaɭ]［動 I類 a型］〔かりー、からん〕借り
る。【例】からまん（借りない）。かりー（借り

て）。かりー くー（借りて来なさい）。じんゆ

かりー く （ー金を借りて来なさい）。かりー わ

ーり（借りて下さい）。じんや かりった（金は

借りた）。

かり [kari]［名］〔かりまい...〕枯れ。枯れるこ
と。

がリ゚ [gaɭ]［名］〔が⸣リ゚まい...〕鉤。返しとも言う。
釣針のかえし。銛のかえし。
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かりー

かりー [kariː]［名］〔かり⸣ーまい...〕嘉例。めで
たいこと。幸わせ。

かりーう つきリ゚ [kariːu tsɿkiɭ]［連語］嘉例をつ
ける。祝う。

かりーつき [kariːtsɿki]［名］〔かり⸣ーつきまい...〕
縁起をつけること。祝うこと。歌や踊りをして

祝う。

かりーな むぬ [kariːna munu]［名］〔かりーなむ
ぬまい...〕嘉例なもの。縁起のよいもの。

かりうし [kariuɕi]［名］〔かりう⸣しまい...〕嘉例
吉。めでたい。【同】「かりゆし」。

かりうす [kariusɿ]［名］〔かりうすまい...〕嘉例
吉。めでたい。【同】「かりゆし」。「かりゆす」。

かリ゚が ぶしょー ゆかーらんどぅ あリ゚ [kaɭga
buɕoː jukaːrandu aɭ]［連語］へそ曲がりのこと。

かりがた [karigata]［名］〔かりがたまい...〕枯れ
ようとしている。

かりぎー [karigiː]［名］〔かりぎーまい...〕枯れ
木。朽ち木。

かリ゚ぎしゃーリ゚ [kaɭgiɕaːɭ]［形］〔かリ゚ぎ⸣しゃま
い...〕軽そうである。

かりぐい [karigui]［名］〔かりぐいまい...〕嗄れ
声。かすれ声。

かリ゚じゃき [kaɭdʑaki]［名］〔かリ゚じゃきまい...〕
軽酒。軽く酒を飲むこと。少しだけ酒を飲むこ

と。

かリ゚じん [kaɭdʑin]［名］〔かリ゚じんまい...〕借金。
かりずに [karidzɿni]［名］〔かりずにまい...〕枯
れ死に。植物の立ち枯れのこと。

かリ゚た [kaɭta]［名］［指］〔かリ゚⸣たまい...〕あれ
ら。彼ら。【例】かリ゚たが むぬ（彼らのもの）。

かリ゚にー [kaɭniː]［名］〔かリ゚にーまい...〕軽い荷
物。積み荷の少ないこと。

かりぬー [karinuː]［名］〔かりぬーまい...〕仮縫
い。裁縫の仮縫いのこと。

かりぬー [karinuː]［名］〔かりぬーまい...〕枯れ
野。草木のない野原。

かりばー [karibaː]［名］〔かりばーまい...〕枯れ
葉。松やあだんの枯れ葉はたきものとして利用

した。

かリ゚ふしゃ [kaɭfuɕa]［名］〔かリ゚ふ⸣しゃまい...〕

刈った草。

かリ゚ふに [kaɭfuni]［名］〔かリ゚ふにまい...〕借り
船。傭船。チャーター船。

かリ゚むぬ [kaɭmunu]［名］〔かリ゚むぬまい...〕軽い
もの。手に持てるほどのもの。【例】くぬ ふん

や かリ゚むぬ（この本は軽い）。

かリ゚むぬ [kaɭmunu]［名］〔かリ゚むぬまい...〕借り
物。

かりゆし [karijuɕi]［名］〔かりゆ⸣しまい...〕嘉例
吉。めでたい。航海安全。平和。本来の言い方

は〈かりゆし〉。【同】「かりうす」。「かりゆす」。

かりゆす [karijusɿ]［名］〔かりゆ⸣すまい...〕嘉例
吉。めでたい。航海安全。平和。【同】「かりう

す」。「かりゆし」。

かりゆすたビ [karijusɿtabɿ]［名］〔かりゆすた⸣ビ
まい...〕航海安全。心地よい旅。【同】「かりゆ
したビ」。

かりゆすふに [karijusɿfuni]［名］〔かりゆすふ⸣に
まい...〕船足の速いこと。楽しい航海をする船。
【同】「かりゆしふに」。

かリ゚らーリ゚ [kaɭɭaːɭ]［形］〔かリ゚らまい...〕軽い。
かりリ゚ [kariɭ]［動 II類 a型］〔かりー、かりん〕
枯れる。【例】きーぬ かりリ゚（木が枯れる）。か

りった（枯れた）。かりがた（枯れそうだ）。か

りぎー（枯れ木）。

かりリ゚ [kariɭ]［動 II類 a型］〔かりー、かりん〕
嗄れる。かすれる。【例】くいぬ かりリ゚（声が

嗄れる）。

かリ゚わじゃ [kaɭʋadʑa]［名］〔かリ゚わ⸣じゃまい...〕
軽い仕事。軽業。

かるいし [karuiɕi]［名］〔かるいしまい...〕軽石。
浜辺から拾った。海底火山に起因する。金物の

錆おとしに使う。【同】「かるいす」。

かるいす [karuisɿ]［名］〔かるいすまい...〕軽石。
浜辺から拾った。海底火山に起因する。金物の

錆おとしに使う。【同】「かるいし」。

かるいっす [karuissɿ]［動 I類 a型］〔かるいっし
ー、かるいっしゃん〕世話をさせる。看護させ

る。【類】「からーす」。

かるいリ゚ [karuiɭ]［動 II類 a型］〔かるいー、か
るいん〕世話をする。面倒を見る。
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かんぐく

かるー [karuː]［動 I類 a型］〔かれー、からーん〕
世話する。看護する。面倒を見る。

かるーんかにリ゚ [karuːnkaniɭ]［動 II類 a型］〔か
るーんかにー、かるーんかにん〕世話しかねる。

看護しかねる。世話や看護がむずかしい。

かわリ゚ [kaʋaɭ]［動 I類 a型］〔かわりー、かわら
ん〕変わる。交替する。

かわりーぬ むぬ [kaʋariːnu munu]［名］〔かわり
ー⸣ぬむぬ⸢まい...〕人と違った人。人と変わっ
た人。優れ者。

かん [kan]［名］〔か⸣んまい...〕缶。【例】しきゆ
ーかん（石油缶）。【類】「しきたんばく」。

かん [kan]［名］〔かんまい...〕勘。察知。直感的
な能力。

かん [kan]［名］〔かんまい...〕官。吏員。役人。
かん [kan]［名］〔か⸣んまい...〕蟹の総称。
がん [gan]［名］［病］〔が⸣んまい...〕癌。
がん [gan]［名］〔がんまい...〕龕（がん）。興し。
棺を入れて運ぶもの。

かんがい [kangai]［名］〔かんが⸣いまい...〕考え。
思い。思考。考察。

かんがいかた [kangaikata]［名］〔かんがいか⸣た
まい...〕考え方。方法。

かんがいぐとぅ [kangaigutu]［名］〔かんがいぐ⸣
とぅまい...〕考え事。思案。アイデア。

かんがいじゅーしゃーリ゚ [kangaidʑuːɕaːɭ]［形］考
えが強い。思いつきがよい。じっくり考えるこ

と。深く考えること。

かんがいすギ [kangaisɿgɿ]［動 I類 c型］〔かんが
いすぎー、かんがいすがん〕考え過ぎる。思い

過ぎる。

かんがいつキ゚ [kangaitsɿkɿ]［動 I類 c型］〔かん
がいつきー、かんがいつかん〕考えつく。思い

つく。

かんがいなうす [kangainausɿ]［動 I類 c型］〔か
んがいなうしー、かんがいなうしゃん〕考え直

す。再考する。今までの考えを直す。【同】「か

んがいのーす」。

かんがいのーす [kangainoːsɿ]［動 I類 c型］〔か
んがいのーしー、かんがいのーしゃん〕考え直

す。再考する。今までの考えを直す。【同】「か

んがいなうす」。

かんがいふしゅく [kangaifuɕuku]［名］〔かんが
いふしゅ⸣くまい...〕考え不足。考えの弱いこ
と。思慮の足りないこと。

かんがいまつがい [kangaimatsɿgai]［名］〔かんが
いまつが⸣いまい...〕考えちがい。思いちがい。
誤算。

かんがいむぬ [kangaimunu]［名］〔かんがいむ⸣
ぬまい...〕考えもの。考えごと。思案。思案す
る必要があること。

かんがいよーしゃーリ゚ [kangaijoːɕaːɭ]［形］〔かん
がいよー⸣しゃまい...〕考えが弱い。思いつき
が悪い。

かんがいリ゚ [kangaiɭ]［動 II 類 a 型］〔かんがい
ー、かんがいん〕考える。【例】かんがいー み

ーば（考えてみて）。かんがいー みーる（考え

てみよ）。かんがいんな（考えるな）。かんげー

ぶリ゚（考えている。思案中）。

かんから [kankara]［名］〔かんか⸣らまい...〕空
缶。

かんからじゃんしム [kankaradʑanɕim]［名］〔か
んからじゃんし⸣ムまい...〕缶を使って作った
三味線。

かんかん [kankan]［擬］鐘の音。学校の始業・終
業の合図の鐘。

かんかん [kankan]［擬］日照が続くこと。干ば
つ。

かんかん [kankan]［擬］怒るときの状態。かんか
ん怒る。

がんがん [gangan]［擬］耳をつんざく音。やかま
しいこと。騒がしいことに言う。

かんきー [kankiː]［名］〔かんき⸣ーまい...〕関係。
つながり。かかわり。

かんキ゚た [kankɿta]［名］［指］〔かんキ゚⸣たまい...〕
あれら。あれたち。

かんキ゚たが ムめ [kankɿtaga mme]［名］［指］〔か
んキ゚た⸣がムめ⸢まい...〕あれら。あれたち。

かんく [kanku]［名］〔かん⸣くまい...〕小指。
がんく [ganku]［形］〔がん⸣くまい...〕頑固。頑
固者。

かんぐく [kanguku]［名］〔かんぐくま⸣い...〕監
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かんくビー

獄。刑務所。

かんくビー [kankubɿː]［名］〔かん⸣くビー⸢まい...〕
糸や紐の結び方の一つ。

かんけ [kanke]［名］［指］〔かん⸣けまい...〕あの
人たち。彼等。【類】「かリ゚た」。「かんキ゚た」。

かんけが ムめ [kankega mme]［名］［指］〔かん
け⸣がムめ⸢まい...〕あれら。あれたち。かれら。
かれたち。

かんじ [kandʑi]［名］〔かんじまい...〕漢字。
かんしー [kanɕiː]［副］［指］こんなに。このよう
に。【例】かんしーから（このようにしてから）。

かんしーからどぅ すー（こうしてからやるの

だ）。かんしー しる（このようにしなさい）。か

んしー すたかー（このようにすれば）。かんし

ーだら（このようにあるべきだ）。かんしーど

ぅ あリ゚ぐまた（こうあるべきだ）。かんしーま

い（このようにして）。かんしーまい しる（こ

のようにしなさい）。かんしーや あらん（この

ようではない）。

かんしーぬ [kanɕiːnu]［連体］［指］このような。
このようなもの。【例】かんしーぬ むぬ（この

ようなもの）。

かんじゃー [kandʑaː]［名］〔かんじゃーま⸣い...〕
鍛冶屋。

がんじゅー [gandʑuː]［名］〔がんじゅ⸣ーまい...〕
頑丈。健康。丈夫。体力の強い人。

かんじゅーしゃーリ゚[kandʑuːɕaːɭ]［形］〔かんじゅ
ーしゃまい...〕勘の強い人。勘のはたらく人。

かんしゅく [kanɕuku]［副］［指］あれほど。【例】か
んしゅく ならーすば（あれほど教えたのに）。

かんしゅくばーき [kanɕukubaːki]［副］［指］あれ
ほどたくさん。あまた。【例】かんしゅくばー

きぬ にー（あれほどの積み荷）。

かんしゅくムーな [kanɕukummna]［名］［指］あ
れほどたくさん。あまた。【例】かんしゅくムー

なぬ ピとぅ（あれほどの人・たくさんの人）。

かんじんじゃー [kandʑindʑaː]［名］〔かんじ⸣んじ
ゃーまい...〕幹人座。

かんずキ゚ [kandzɿkɿ]［動 I類 a型］〔かんずきー、
かんずかん〕気づく。感じる。

かんずみ [kandzɿmi]［名］〔かんずみまい...〕缶

詰め。

かんだうふ [kandaufu]［名］〔かんだうふまい...〕
蟹の豆腐。主に〈しゃーるあまム〉（けぶかが

に）を豆腐にしたもの。蟹を木臼につぶして、

布でこして鍋で煮て作る。【同】「かんどーふ」。

かんだかしゃーリ゚ [kandakaɕaːɭ]［形］〔かんだか
しゃまい...〕勘高い。考えがするどい。

かんだき [kandaki]［副］［指］あれほど。【例】か
んだき イ゚ーばまい（あれほど言ったのに）。

かんだきがま [kandakigama]［副］［指］少しの
こと。たったあれだけ。【例】かんだきがまど

ぅ かりー キ゚ー（たったあれだけ草を刈って

くる）。

がんだばー [gandabaː]［名］〔がんだば⸣ーまい...〕
さつま芋の葉。

かんつがい [kantsɿgai]［名］〔かんつがいまい...〕
勘ちがい。

かんとぅく [kantuku]［名］〔かんとぅ⸣くまい...〕
監督。

かんどぅぬ [kandunu]［名］〔かんどぅ⸣ぬまい...〕
伝説上の人物。村史参照。

かんどーふ [kandoːfu]［名］〔かんどーふまい...〕
蟹の豆腐。主に〈しゃーるあまム〉（けぶかが

に）を豆腐にしたもの。蟹を木臼につぶして、

布でこして鍋で煮て作る。【同】「かんだうふ」。

がんなリ゚ [gannaɭ]［動 I類 c型］〔がんなりー、が
んならん〕すねる。だだをこねる。愚図る。【例】

あんなとぅ いかてぃー がんなリ゚（お⺟さん

と一緒に行こうと」だだをこねる）。

がんにー [ganniː]［名］元二。1月 2日。
かんばつ [kanbatsɿ]［名］〔かんばつま⸣い...〕旱
魃。日照り続き。【類】「ぴむ」。

かんびゅー [kanbjuː]［名］〔かんびゅーまい...〕看
病。見舞うこと。

かんぴゅー [kanpjuː]［名］〔かんぴゅーま⸣い...〕
かんぴょう。干し大根。

かんビん [kanbɿn]［名］〔かんビ⸣んまい...〕銚子。
徳利。神に供える酒を入れる銚子。

かんぼー [kanboː]［名］［病］〔かんぼーまい...〕
感冒。風邪。

かんぼーやく [kanboːjaku]［名］〔かんぼーや⸣く
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まい...〕感冒薬。
がんみかす [ganmikasɿ]［動 I類 c型］〔がんみか
しー、がんみかしゃん〕がんがん音を立てて騒

ぐ。

かんゆー [kan.juː]［名］〔かんゆーまい...〕肝要。
大切なこと。大事な時期。

かんらくにいたる [kanrakuniitaru]［連語］歓楽
之。歓楽にいたる。八月おどりの塩川のメイン

テーマ。

かんりき [kanriki]［名］〔かんりきまい...〕還暦。
60歳。

かんりきぬよーイ゚ [kanrikinujoːɿ]［名］〔かんりき
ぬよー⸣イ゚まい...〕還暦の祝い。

かんるー [kanruː]［名］〔かんるーま⸣い...〕寒露。
二十四節気の一つ。さしばの季節。10 月 9 日
頃。

かんるく [kanruku]［名］〔かんる⸣くまい...〕貫
禄。

キ゚ [kɿ]［助数］〜回。回数を数える助数詞。【例】
いふキ゚まい ふがぎう しー（何回も頷いた）。

いふキ゚まい いじゃう（何回も出会う）。
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ぎ [gi]［接尾］〜げ。〜そうだ。〜のように見える。
【例】ぷからすぎ なりー（嬉しそうに）。ムま

ぎしゃーリ゚（美味しそうだ）。

キ゚ー [kɿː]［名］〔キ゚ーまい...〕気。性質。気力。
キ゚ー [kɿː]［名］〔キ゚ーま⸣い...〕霧。【例】キ゚ーっ
ふィ゚（霧がかかる）。

キ゚ー [kɿː]［動 I類 c型］〔キ゚すぃー、キ゚さん〕切
る。【例】きーゆ キ゚ー（木を切る）。ばしゃム

にー キ゚ー（鋏で切る）。【類】「キ゚だム」。

キ゚ー [kɿː]［動変則 c型］〔きー、くん〕来る。【例】
くー（来い）。くん（来ない）。くんけ ふーた

リ゚（来ないうちに食べた）。ぱりー キ゚ー（走っ

て来る）。むてぃー キ゚ー（持って来る）。

きー [kiː]［名］〔きーま⸣い...〕毛。髪の毛。【例】
あかぎー（赤色の頭髪）。

きー [kiː]［名］〔きーま⸣い...〕木。【例】きーにー
（木の上で）。きーゆ ういリ゚（木を植える）。

ギー [gɿː]［名］〔ギーまい...〕義理。【同】「ぎり」。
ぎー [giː]［名］〔ぎ⸣ーまい...〕びり。最後尾。
ぎー [giː]［名］〔ぎ⸣ーまい...〕芸。演芸。【例】ぎ
ーむて（芸の上手な人）。

きーうい [kiːui]［名］〔きーう⸣いまい...〕木植え。
植樹。

きーうキ゚とぅリ゚ [kiːukɿtuɭ]［名］〔きーうキ゚とぅ⸣
リ゚まい...〕木の煙草盆。

きーうす [kiːusɿ]［名］〔きーう⸣すまい...〕木臼。
粟の種子を精げる臼のこと。

キ゚ーかー [kɿːkaː]［名］〔キ゚ーか⸣ーまい...〕身につ
ける物。衣類。

きーがキ゚ [kiːgakɿ]［名］〔きーが⸣キ゚まい...〕木の
垣。防風用に植える。畑や屋敷の囲いのこと。

きーかく [kiːkaku]［名］〔きーか⸣くまい...〕計画。
きーかくい [kiːkakui]［名］〔きーかく⸣いまい...〕
木の囲い。屋敷の木の囲い。木垣。

きーかムむす [kiːkammusɿ]［名］〔きーかムむ⸣す
まい...〕材木に住みついて食う虫。

ギーギー [gɿːgɿː]［擬］〔ギーギーてぃー...〕金属
の音。

きーきん [kiːkin]［名］〔きーき⸣んまい...〕経験。
【例】きーきんぬ ねーん（経験がない）。

きーく [kiːku]［名］〔きー⸣くまい...〕稽古。練習。
【例】ぶどぅリ゚ぬ きーく（八月おどりの稽古）。

きーぐ [kiːgu]［名］〔きー⸣ぐまい...〕敬語。〈わ
ーり゚〉は多良間の最高の敬語である。

きーぐ [kiːgu]［名］〔きー⸣ぐまい...〕締め。終了
の意味。八月おどりの演目の締め。区切り。

きーぐー [kiːguː]［名］〔きーぐ⸣ーまい...〕服のお
下がり。

きーぐす [kiːgusɿ]［名］〔きーぐ⸣すまい...〕木串。
木でできている串。

きーぐる [kiːguru]［名］〔きーぐ⸣るまい...〕木の
切れ端。木片。

きーさつ [kiːsatsɿ]［名］〔きーさ⸣つまい...〕警察
署。警官。

きーさん [kiːsan]［名］〔きーさ⸣んまい...〕計算。
算術。【例】じんぬ きーさん（お金のことを考

える）。

きーしゃら [kiːɕara]［名］〔きーしゃ⸣らまい...〕
木の皿。

キ゚ーじゅーしゃーリ゚ [kɿːdʑuːɕaːɭ]［形］気が強い。
考えを曲げない。

ギーじゅーしゃーリ゚ [gɿːdʑuːɕaːɭ]［形］〔ギーじゅ
ーしゃまい...〕義理高い。

きーす [kiːsɿ]［名］〔きーすまい...〕罫紙。線の引
かれた用紙。凧を作る紙。

きーず [kiːdzɿ]［名］〔きー⸣ずまい...〕系図。家系
図。

きーずばる [kiːdzɿbaru]［名］〔きーずば⸣るまい...〕
仲筋にある地名。

きーずみ [kiːdzɿmi]［形］〔きーずみまい...〕着て
心地が良いこと。着心地のよいこと。

きーたうす [kiːtausɿ]［名］木を倒すこと。木を切
り倒すこと。

キ゚ーだリ゚ [kɿːdaɭ]［動 I類 c型］〔キ゚ーだりー、キ゚
ーだらん〕気落ちする。がっかりする。
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ぎーつがぎーつ [giːtsɿgagiːtsɿ]［名］〔ぎーつ⸣がぎ
ーつまい...〕多人数で円を作って足を伸ばして
座り、歌いながら遊ぶ。

きーつキ゚ [kiːtsɿkɿ]［動 I類 c型］〔きーつきー、き
ーつかん〕気付く。思いつく。

ぎーった [giːtta]［名］〔ぎーっ⸣たまい...〕びり。
最後尾。

キ゚ーっふィ゚ [kɿːffɿ]［動 I類 c型］〔キ゚ーっふぃー、
キ゚ーっふぁん〕霧がかかること。もやがかかる

こと。

きーとぅ [kiːtu]［名］〔きー⸣とぅまい...〕生糸。
蚕から取る糸。

きーなギ [kiːnagɿ]［連語］木薙ぎ。木を伐採する
こと。木を切り倒すこと。

きーなりリ゚ [kiːnariɭ]［動 II 類 a 型］〔きーなり
ー、きーなりん〕着慣れる。【例】キ゚んゆ きー

なりリ゚（着物を着慣れる）。

きーぬ かー [kiːnu kaː]［名］〔きーぬか⸣ーまい...〕
木の皮。芭蕉の皮（糸）。雁皮（紙）。

きーぬ かぎ [kiːnu kagi]［名］〔きーぬか⸣ぎま
い...〕木陰。木の下。日陰。

きーぬ しゅら [kiːnu ɕura]［名］〔きーぬしゅ⸣ら
まい...〕木梢。木の先端。【類】「きーぬぱな」。
「きーぬぱなた」。

きーぬ なリ゚[kiːnu naɭ]［名］〔きーぬな⸣リ゚まい...〕
木の実。

きーぬ にー [kiːnu niː]［名］〔きーぬに⸣ーまい...〕
木の根。

キ゚ーぬ ねーん [kɿːnu neːn]［連語］やる気のない
こと。

きーぬ ぱー [kiːnu paː]［名］〔きーぬぱ⸣ーまい...〕
木葉。【例】きーぬ ぱーぬ かっさ（木の葉を

包み用にすること）。

きーぬ ぱな [kiːnu pana]［名］〔きーぬぱ⸣なま
い...〕木梢。木の先端。【類】「きーぬしゅら」。
「きーぬぱなた」。

きーぬ ぱなた [kiːnu panata]［名］〔きーぬぱな
⸣たまい...〕木の高い所。木梢。木の先端。【類】
「きーぬしゅら」。「きーぬぱな」。

きーぬ ふに [kiːnu funi]［名］〔きーぬふ⸣にま
い...〕木の船。木造船。昔の多良間の運搬船。

きーぬ ぶり [kiːnu buri]［名］〔きーぬぶ⸣りま
い...〕木片。木の折れたもの。木切れ。

きーぬ また [kiːnu mata]［名］〔きーぬま⸣たま
い...〕木の二つに分かれた部分。木の股。

きーぬ みー [kiːnu miː]［名］〔きーぬみ⸣ーまい...〕
林の中。木の茂った所。【例】きーぬ みーぬ

あまムピすぅー（林の中のやどかりを探す）。

きーぬ みム [kiːnu mim]［名］〔きーぬみ⸣ムま
い...〕きのこの総称。「木の耳」。

きーぬ ゆだ [kiːnu juda]［名］〔きーぬゆ⸣だま
い...〕木の枝。

きーぬーリ゚ [kiːnuːɭ]［名］〔きーぬー⸣リ゚まい...〕木
登り。

ぎーのー [giːnoː]［名］〔ぎーの⸣ーまい...〕芸能。
八月おどり。

キ゚ーばー [kɿːbaː]［名］〔キ゚ーばーまい...〕牙。犬
⻭。糸切⻭。

きーばキ゚ [kiːbakɿ]［名］〔きーば⸣キ゚まい...〕木を
製材すること。鋸で製材する。

きーぱギ [kiːpagɿ]［名］〔きーぱ⸣ギまい...〕竹馬。
木馬。

きーぱぎ [kiːpagi]［名］〔きーぱ⸣ぎまい...〕毛の
ないこと。

きーばく [kiːbaku]［名］〔きーば⸣くまい...〕木の
箱。

きーぱずみ [kiːpadzɿmi]［名］〔きーぱずみまい...〕
着初め。はじめて着ること。

きーふギ [kiːfugɿ]［名］〔きーふ⸣ギまい...〕木の
釘。しゃばに（くり舟）に使用する。

きーぶき [kiːbuki]［名］〔きーぶ⸣きまい...〕木工
所のごみ。

きーふくり [kiːfukuri]［名］〔きーふく⸣りまい...〕
作物の徒⻑。実はつかない。芋はできない。

ぎーふしゅ [giːfuɕu]［名］〔ぎーふしゅまい...〕び
り。最後尾。

キ゚ーふつ [kɿːfutsɿ]［名］〔キ゚ーふ⸣つまい...〕切り
口。

キ゚ーまい [kɿːmai]［名］〔キ゚ーまいまい...〕福徳。
豊かな徳の現れること。

きーまぐ [kiːmagu]［名］〔きーま⸣ぐまい...〕木
製の小箱。
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きーまっふぁ [kiːmaffa]［名］〔きーまっ⸣ふぁま
い...〕木の枕。

ギーみかす [gɿːmikasɿ]［動 I類 c型］〔ギーみか
しー、ギーみかしゃん〕金属の音を立てる。

ギーみキ゚ [gɿːmikɿ]［動 I類 c型］〔ギーみきー、ギ
ーみかん〕金属の音がする。

きーむしゃ [kiːmuɕa]［名］〔きーむしゃまい...〕
毛むくじゃら。

ぎーむて [giːmute]［名］〔ぎ⸣ーむて⸢まい...〕芸
持。役者。芸能家。

キ゚ーよーしゃーリ゚ [kɿːjoːɕaːɭ]［形］〔キ゚ーよー⸣し
ゃまい...〕気弱い。臆病。

きーリ゚ [kiːɭ]［動 II類 a型］〔きー、きーん〕着
る。【例】キ゚んゆ きーリ゚（着物を着る）。

キ゚ーる [kɿːru]［名］〔キ゚ーるまい...〕⻩色。
キ゚ーるみキ゚ [kɿːrumikɿ]［動 I類 a型］〔キ゚ーるみ
きー、キ゚ーるみかん〕⻩色めく。⻩色くなる。

キ゚ーるム [kɿːrum]［動 I類 c型］〔キ゚ーるみー、キ゚
ーるまん〕⻩ばむ。【例】ふぬーぬ キ゚ーるム

（みかんが⻩ばむ）。

キ゚ーるやム [kɿːrujam]［名］［病］〔キ゚ーるやムま
い...〕⻩疸。

きーろーかい [kiːroːkai]［名］〔きーろーか⸣いま
い...〕敬老会。

キ゚ーんだす [kɿːndasɿ]［動 I類 c型］〔キ゚ーんだし
ー、キ゚ーんだしゃん〕気出す。気が弾ませる。

やる気を起こす。

キ゚ーんでぃリ゚ [kɿːndiɭ]［動 II類 c型］〔キ゚ーんで
ぃー、キ゚ーんでぃん〕気出る。気が弾む。やる

気を出す。

きう [kiu]［名］〔きうま⸣い...〕今日。本日。
きう [kiu]［名］〔きうま⸣い...〕今日。本日。
きヴヴぅリ゚[kivvuɭ]［助数］家を数える単位。【例】
ピとぅきヴヴぅリ゚（一軒）。ふたきヴヴぅリ゚（二

軒）。

きうーか [kiuːka]［名］〔きうー⸣かまい...〕休暇。
休み。

きうが しぇーか [kiuga ɕeːka]［名］〔きゅー⸣が
しぇーかんまい...〕今日の明け方。【類】「きう
ぬしぇーか」。

きうが すとぅむてぃ [kiuga sɿtumuti]［名］〔き

ゅー⸣がすとぅむてぃ⸢まい...〕今朝。今日の朝。
【類】「きうすとぅむてぃ」。「きうぬすとぅむて

ぃ」。

きうが ピーま [kiuga pɿːma]［名］〔きゅー⸣がピ
ーまんまい...〕今日の午後。太陽の南中から後。
【類】「きうぬピーま」。

きうが まーす [kiuga maːsɿ]［副］今日一日中。終
日。

きうが ゆー [kiuga juː]［名］〔きう⸣がゆー⸢ま
い...〕今夜。今晩。

きうが ゆしゃらび [kiuga juɕarabi]［名］〔きゅ
ー⸣がゆしゃらびん⸢まい...〕今日の夕方。【類】
「きうぬゆしゃらび」。

きうが ゆなか [kiuga junaka]［名］〔きゅー⸣が
ゆなかんまい...〕今日の夜中。【類】「きうぬゆ
なか」。

きうが ゆねーん [kiuga juneːn]［名］〔きゅー⸣が
ゆねーんー⸢まい...〕今日の夜。【類】「きうぬゆ
ねーん」。

きうず [kiudzɿ]［名］〔きう⸣ずまい...〕給仕。手
伝い。

きうすとぅむてぃ [kiusɿtumuti]［名］〔きゅーす
とぅむ⸣てぃまい...〕今朝。今日の朝。【類】「き
うがすとぅむてぃ」。「きうぬすとぅむてぃ」。

きうなま [kiunama]［名］〔きうな⸣ままい...〕今
日いま。いますぐに。急いで。【例】きゅーな

まんや しらいん（今すぐ出来ない）。

きが [kiga]［名］〔きがまい...〕怪我。
きかい [kikai]［名］〔きかいまい...〕機械。エン
ジン。機関。

きがい [kigai]［名］〔きがいまい...〕着替え。
きかいしん [kikaiɕin]［名］〔きかいしんまい...〕
機械船。焼玉エンジンの船のこと。【類】「ぽん

ぽんしん」。

きかいぼー [kikaiboː]［名］〔きかいぼーまい...〕
鉄棒。【同】「きかいばう」。

キ゚かいリ゚ [kɿkaiɭ]［動 II類 a型］〔キ゚かいー、キ゚
かいん〕聞こえる。

キ゚かす [kɿkasɿ]［動 I類 a型］〔キ゚かしー、キ゚かし
ゃん〕聞かせる。【例】ぱなすう しー キ゚かす

（話をして聞かせる）。
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キ゚かす [kɿkasɿ]［動 I類 c型］〔キ゚かしー、キ゚かし
ゃん〕利かせる。【例】くーしゅー キ゚かす（と

うがらしを利かせる）。

きがす [kigasɿ]［動 I 類 a 型］〔きがしー、きが
しゃん〕けがす。汚す。【例】みずう きがしー

（水を汚した）。【類】「ゆぐす」。

きがす [kigasɿ]［動 I類 a型］〔きがしー、きがし
ゃん〕騒がせる。【例】やらびう きがす（子供

を騒がせる）。

きがずん [kigadzɿn]［名］〔きがずんまい...〕怪我
で死ぬこと。

きがに [kigani]［名］〔きがにまい...〕気兼ね。
きがにん [kiganin]［名］〔きがにんまい...〕怪我
人。怪我した人。

きがり [kigari]［名］〔きがりまい...〕けがれ。汚
れ。不正行為。

きがりリ゚ [kigariɭ]［動 II類 c型］〔きがりー、き
がりん〕けがれる。汚れる。

キ゚かんふーリ゚ [kɿkanfuːɭ]［名］〔キ゚かんふーリ゚ま
い...〕聞かんふり。

キ゚キ゚ [kɿkɿ]［動 I類 a型］〔キ゚きー、キ゚かん〕聞
く。【例】ぱなすう キ゚キ゚（話を聞く）。

キ゚キ゚ [kɿkɿ]［動 I類 a型］〔キ゚きー、キ゚かん〕利く。
効く。効果がある。【例】くーしゅぬ キ゚キ゚（唐

辛子が利く）。ふしゅリ゚ぬ キ゚キ゚（薬が効く）。

きギ [kigɿ]［動 I類 a型］〔きー、かん〕掻きまわ
す。鍋の煮物を掻きまわす。

きギ [kigɿ]［動 I類 a型］〔きー、かん〕騒ぐ。【例】
きぎーてーな（騒いでばかり）。きギな（騒ぐ

な）。やらびぬ きギ（子供が騒ぐ）。

キ゚キ゚うがム [kɿkɿugam]［動 I類 c型］〔キ゚キ゚うが
みー、キ゚キ゚うがまん〕拝聴する。

キ゚キ゚うぶい [kɿkɿubui]［名］〔キ゚キ゚うぶいまい...〕
聞き覚え。思い出す。いつか聞き覚えがあるこ

と。

キ゚キ゚かいす [kɿkɿkaisɿ]［動 I類 c型］〔キ゚キ゚かい
しー、キ゚キ゚かいしゃん〕聞き返す。

キ゚キ゚かまリ゚ [kɿkɿkamaɭ]［動 I類 a型］〔キ゚キ゚かま
りー、キ゚キ゚かまらん〕聞き飽きる。

キ゚キ゚ぐりしゃーリ゚ [kɿkɿguriɕaːɭ]［形］〔キ゚キ゚ぐり
しゃまい...〕聞きにくい。【例】ぱなすぬ キ゚キ゚

ぐりしゃーリ゚（話が聞きにくい）。

キ゚キ゚ずみ [kɿkɿdzɿmi]［形］〔キ゚キ゚ずみまい...〕聞
いて心地よいこと。聞きほれる。

ぎぎつぎー [gigitsɿgiː]［名］［植］〔ぎぎ⸣つぎーま
い...〕月橘（げっきつ）。印の材料。

キ゚キ゚どーず [kɿkɿdoːdzɿ]［名］〔キ゚キ゚どーずまい...〕
聞き上手。幼児がおとなしく聞くこと。

キ゚キ゚ながす [kɿkɿnagasɿ]［動 I類 a型］〔キ゚キ゚なが
しー、キ゚キ゚ながしゃん〕聞き流す。聞いても気

にしないこと。

キ゚キ゚ばっぱい [kɿkɿbappai]［名］〔キ゚キ゚ばっぱい
まい...〕聞きまちがえ。

キ゚キ゚ぶりリ゚ [kɿkɿburiɭ]［動 II類 a型］〔キ゚キ゚ぶり
ー、キ゚キ゚ぶりん〕聞きほれる。心を奪われる。

【例】しゃんしムゆ キ゚キ゚ぶりリ゚（三線に聞きほ

れる）。

ききみ [kikimi]［名］〔ききみまい...〕効きめ。効
果。【例】ききめー ねーん（効果はない）。

キ゚キ゚やすしゃーリ゚ [kɿkɿjasɿɕaːɭ]［形］〔キ゚キ゚やす
しゃまい...〕聞き易いこと。理解しやすい。わ
かりやすい。

キ゚キ゚わき [kɿkɿʋaki]［名］〔キ゚キ゚わきまい...〕聞き
分ける。話に納得する。

きく [kiku]［名］［植］〔きくまい...〕菊。
きく [kiku]［名］〔きくまい...〕客。八月おどりの
観衆。【例】よーイ゚ぬ きく（祝いの招待客）。

きくずかい [kikudzɿkai]［名］〔きくずかいまい...〕
客を迎えること。

きぐるー [kiguruː]［名］〔きぐる⸣ーまい...〕気苦
労。

きげーす [kigeːsɿ]［動 I類 a型］〔きげーしー、き
げーしゃん〕かきまわす。混ぜる。かき混ぜる。

撹拌する。【例】なびぬ むぬー きげーし（鍋

の煮物をかきまわしなさい）。

きげーす [kigeːsɿ]［動 I類 a型］〔きげーしー、き
げーしゃん〕乱す。混乱させる。話し合いを混

乱する。【例】しゅるーどぅくなう きげーす

（集会所を乱す）。

きげーリ゚ [kigeːɭ]［動 I類 a型］〔きげーりー、き
げーらん〕暴れる。【例】ぬーまぬ きげーりー

リ゚（馬が暴れている）。
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キ゚さばきしゃーリ゚

キ゚さばきしゃーリ゚ [kɿsabakiɕaːɭ]［形］〔キ゚さばき
⸣しゃまい...〕清潔。さっぱり。【例】キ゚さばき
キ゚ん（洗濯した着物・衣服）。

キ゚さばきムまり [kɿsabakimmari]［名］〔キ゚さばき
ムま⸣りまい...〕きれいな人。身なりの清潔な
人。

キ゚さばムまり [kɿsabammari]［名］〔キ゚さ⸣ばムま
りまい...〕きれい好きな人。

きし [kiɕi]［名］〔き⸣しまい...〕釣針の近くにつ
ける小さなおもり。

きじみ [kidʑimi]［名］〔きじみまい...〕けじめ。
きしゃ [kiɕa]［名］〔き⸣しゃまい...〕さっき。先
頃。先刻。先程。【例】きしゃ キ゚たリ゚（先ほど

来た）。

ぎしゃーリ゚ [giɕaːɭ]［形］〜そうだ。〜ようだ。〜の
ように見える。〜の様子である。【例】ぷからす

ぎしゃーリ゚（うれしそうだ）。ぷすぎしゃーリ゚

（欲しそうだ）。

きしゃがた [kiɕagata]［名］〔きしゃが⸣たまい...〕
ついさっき。先刻。【例】きしゃがた いキ゚たリ゚

（先ほど行った）。

キ゚しゅイ゚ [kɿɕuɿ]［名］〔キ゚しゅ⸣イ゚まい...〕競争。
勝負。【例】しゅーギしゅイ゚（潮は待たない）。

キ゚しゅー [kɿɕuː]［動 I類 c型］〔キ゚しぇー、キ゚し
ゃーん〕競う。競争する。勝負する。【例】あみ

ギしゅー（雨の降らないうちに片づける）。し

きんゆ キ゚しゅー（試験を競う）。

きしょー [kiɕoː]［名］〔きしょーまい...〕化粧。
きしリ゚ [kiɕiɭ]［動 II 類 a 型］〔きしー、きしん〕
着せる。衣服を手伝って着せる。

きず [kidzɿ]［名］〔きずまい...〕傷。【例】まるビ
きず（転んだ傷）。

ぎす [gisɿ]［名］〔ぎ⸣すまい...〕下司。下ばたら
き。下級役人。【例】しゃんしムや えーぐぬ

ぎす（三味線は歌の下司）。

ぎず [gidzɿ]［名］〔ぎずまい...〕下知。言いつけ
ること。監督すること。【例】ぎず すーかにリ゚

（監督がむずかしい）。

きずあとぅ [kidzɿatu]［名］〔きずあ⸣とぅまい...〕
傷跡。

キ゚すぃ [kɿsi]［名］〔キ゚すぃま⸣い...〕切れ。切れ

はし。一切れ。【例】ぱんびんぬ ピとぅキ゚すぃ

（てんぷらの切れはし・てんぷらの一切れ）。

キ゚すぃ [kɿsi]［名］畑の一区切り。【例】ピとぅキ゚
すぃ（一区切り）。ぱるぬ ピとぅキ゚すぃ（畑の

一区画）。

キ゚すぃぬーま [kɿsinuːma]［名］〔キ゚すぃぬーまま
い...〕手綱を切って放浪する馬。手綱が切れた
馬。飼い主から逃げた馬。

キ゚すぃリ゚ [kɿsiɭ]［名］〔キ゚すぃ⸣リ゚まい...〕きせる。
煙管。たばこを吸うパイプ。

キ゚すぃリ゚ [kɿsiɭ]［動 II類 c型］〔キ゚すぃー、キ゚す
ぃん〕切れる。糸が切れる。凧のひもが切れる。

釣り糸が切れる。

キ゚すぅす [kɿsusɿ]［動 I類 c型］〔キ゚すぅしー、キ゚
すぅしゃん〕崩す。解体する。潰す。家の解体

工事。【例】やーう キ゚すぅす（家を解体する）。

キ゚すぅらす [kɿsurasɿ]［動 I類 c型］〔キ゚すぅらし
ー、キ゚すぅらしゃん〕崩させる。解体させる。

潰させる。

キ゚すぅりリ゚ [kɿsuriɭ]［動 II類 c型］〔キ゚すぅりー、
キ゚すぅりん〕崩れる。倒れる。潰れる。【例】や

ーや ムめ キ゚すぅりった（家はもう崩れた）。

ぎずェー ならん [gidzɘː naran]［連語］下知でき
ない。手に負えないこと。指導できない。【例】

かぬ やらべー ぎずェー ならん（あの子は手

に負えない）。

ぎずがうしゃーリ゚ [gidzɿgauɕaːɭ]［形］〔ぎずがう
しゃまい...〕だだをこねる。【例】ぎずがうや
らび（ただをこねる子ども）。

きずかす [kidzɿkasɿ]［動 I類 c型］〔きずかしー、
きずかしゃん〕気付かせる。思わせる。感じさ

せる。

きずキ゚ [kidzɿkɿ]［動 I類 c型］〔きずきー、きず
かん〕気付く。思いつく。

きずキ゚ [kidzɿkɿ]［動 I類 c型］〔きずきー、きず
かん〕築く。建築する。出世する。成功する。

きずつキ゚ [kidzɿtsɿkɿ]［動 I類 c型］〔きずつきー、
きずつかん〕傷付く。心を痛める。

きずむぬ [kidzɿmunu]［名］〔きずむぬまい...〕疵
もの。不用品。商品価値のないもの。

きずリ゚ [kidzɿɭ]［動 I類 c型］〔きずりー、きずら
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ぎっさ

ん〕削る。鉛筆を削る。

きずりぶす [kidzɿribusɿ]［名］〔きずりぶ⸣すまい...〕
けずり節。主としてかつおのけずり節のこと。

ぎそー [gisoː]［名］〔ぎそーまい...〕擬装。他の
物と紛らわしく装うこと。カムフラージュ。

きた [kita]［名］〔きたま⸣い...〕桁。柱の上に横
渡しする材木。

ぎだ [gida]［名］〔ぎ⸣だまい...〕くるぶし。踝。
きたい [kitai]［名］〔きたいま⸣い...〕期待。【例】
きたいゆ しー わーり（期待して下さい）。

きたい [kitai]［名］〔きたいまい...〕鍛え。鍛える
こと。

きたいリ゚ [kitaiɭ]［動 II類 c型］〔きたいー、きた
いん〕鍛える。【例】どぅーゆ きたいリ゚（体を

鍛える）。

きたてぃなび [kitatinabi]［名］〔きたてぃなびま
い...〕別鍋。風邪を引いた人に別に料理を作る。
差別の意味ではない。

きたてぃピとぅ [kitatipɿtu]［名］〔きたてぃピと
ぅまい...〕変人。へそ曲がり。

きたてぃむぬ [kitatimunu]［名］〔きたてぃむぬ
まい...〕（人について）変り者。変人。

きたてぃむぬ [kitatimunu]［名］〔きたてぃむぬ
まい...〕特別なもの。神への供え物など。

きたてぃリ゚ [kitatiɭ]［動 II類 a型］〔きたてぃー、
きたてぃん〕別にする。異にする。病人には食

べ物を別にする。差別の意味ではない。【例】な

びう きたてぃリ゚（鍋を別にする。料理を別に

作る）。

きだな [kidana]［名］〔きだなまい...〕小さな木
を編んで床にしたもの。

きだなゆか [kidanajuka]［名］〔きだなゆ⸣かま
い...〕小さな丸木の床。

ぎだま [gidama]［名］〔ぎだ⸣ままい...〕魂。度肝。
びっくりするときに言う。【例】ぎがまぬ んぎ

ー（魂が抜けた）。

きたム [kitam]［動 I類 c型］〔きたみー、きたま
ん〕減る。弱くなる。資産が弱くなる。失敗す

る。

キ゚だム [kɿdam]［動 I類］〔キ゚だみー、キ゚だまん〕
〔キ゚だムまい...〕刻む。切断する。【例】しゅー

ゆ キ゚だム（野菜を刻む）。

キ゚だムたばく [kɿdamtabaku]［名］〔キ゚だムたばく
まい...〕刻みたばこ。煙管で吸うためにたばこ
の葉を刻む。

きだむぬ [kidamunu]［名］〔きだむ⸣ぬまい...〕木
の薪。たきぎ。

キ゚だリ゚ [kɿdaɭ]［名］〔キ゚だリ゚ま⸣い...〕一年中の神
事のこと。各家で行う。【類】「ぶリ゚み」。

キ゚だリ゚ぬ イ゚ー [kɿdaɭnu ɿː]［名］〔キ゚だリ゚ぬイ゚⸣ー
まい...〕スツウプナカの時に供える飯。

きちぎしゃーリ゚ [kitɕigiɕaːɭ]［形］〔きちぎしゃま
い...〕きれい。立派。美しい。【例】くリ゚がどぅ
きちぎしゃーリ゚（この方がきれいだ）。【同】「き

つぎしゃーリ゚」。

きちぎやー [kitɕigijaː]［名］〔きちぎや⸣ーまい...〕
きれいな家。立派な住宅。【同】「きつぎやー」。

【類】「かぎやー」。

きちぎんてぃー [kitɕigintiː]［副］きれいに。立派
に。美しく。【例】ずーうばー きちぎんてぃー

かき（字はきれいに書きなさい）。【同】「きつ

ぎんてぃー」。

きつ [kitsɿ]［名］〔きつま⸣い...〕垂木。屋根の桁
へ渡す材木。

きっかき [kikkaki]［名］〔きっか⸣きまい...〕何か
をする機会。チャンス。

きつき [kitsɿki]［名］〔きつ⸣きまい...〕着付け。
きつぎしゃーリ゚ [kitsɿgiɕaːɭ]［形］〔きつぎしゃま
い...〕きれい。立派。美しい。【同】「きちぎし
ゃーリ゚」。

きつぎやー [kitsɿgijaː]［名］〔きつぎやーまい...〕
きれいな家。立派な住宅。【同】「きちぎやー」。

きつぎんてぃー [kitsɿgintiː]［副］きれいに。立派
に。美しく。【例】きつぎんてぃー しゅがら

す（きれいに着飾らせる）。【同】「きちぎんて

ぃー」。

きっくー [kikkuː]［名］〔きっくーな むぬまい...〕
結構。【例】きっくーな むぬ（結構なもの）。

きっけーらす [kikkeːrasɿ]［動 I類 c型］〔きっけ
ーらしー、きっけーらしゃん〕蹴りとばす。蹴

散らす。

ぎっさ [gissa]［名］〔ぎっ⸣さまい...〕頭のしらみ
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きっじゃす

の卵。

きっじゃす [kiddʑasɿ]［動 I類 c型］〔きっじゃし
ー、きっじゃしゃん〕削らせる。【例】えんぴ

つう きっじゃす（鉛筆を削らせる）。

きっじゃす [kiddʑasɿ]［動 I類 c型］〔きっじゃし
ー、きっじゃしゃん〕髪をすかせる。

きっずー [kiddzɿː]［動 I類 c型］〔きっじー、き
っじゃん〕削る。鉛筆を削る。材木をかんなで

削る。

きっずー [kiddzɿː]［動 I類 c型］〔きっじー、き
っじゃん〕髪をすく。櫛ですく。

ぎったぶどぅリ゚ [gittabuduɭ]［名］〔ぎったぶどぅ
⸣リ゚まい...〕跳びはねてよろこぶ。ジャンプす
る。

ぎったみキ゚ [gittamikɿ]［動 I類 c型］〔ぎったみ
きー、ぎったみかん〕驚いて飛び上がる。びっ

くり仰天する。【例】ぎったみきー（非常に喜

んで跳び上がった）。

ぎっちょー [gittɕoː]［名］〔ぎ⸣っちょー⸢まい...〕
地面に置いた小さな木を棒でたたいて遊ぶこ

と。またその小物。

キ゚っとぅキ゚っとぅ [kɿttukɿttu]［擬］〔キ゚っとぅキ゚
っとぅてぃーまい...〕⻭ごたえのよい食べもの
の状態。豚の耳を食べるときの食感。いかや蛸

の食感。

ぎっとぅぎっとぅ [gittugittu]［擬］〔ぎっとぅぎ
っとぅてぃーまい...〕魚が釣れるときの手ごた
えの感触。【類】「ぎどぅぎどぅ」。

きつにぐつ [kitsɿnigutsɿ]［名］〔きつにぐ⸣つま
い...〕きつね口。シートーヤーの⻭車の間に危
険防止に取りつける金具のこと。きつねの口に

そっくりだからその名がある。

きつばー [kitsɿbaː]［名］〔きつば⸣ーまい...〕厳格
な人。【例】きつばーしんしー（厳格な先生）。

きっふぁ [kiffa]［擬］くしゃみを表す言い方。
きっふぁがリ゚ [kiffagaɭ]［動 I類 c型］〔きっふぁ
がりー、きっふぁがらん〕煙が充満する。煙が

発生する。

きっふぁしゃーリ゚ [kiffaɕaːɭ]［形］〔きっふぁしゃ
まい...〕煙たい。煙が多いときに言う。

きっふぁみかす [kiffamikasɿ]［動 I 類 c 型］〔き

っふぁみかしー、きっふぁみかしゃん〕くしゃ

みさせる。鼻に刺戟があるときに言う。

きっふぁみキ゚ [kiffamikɿ]［動 I類 c型］〔きっふ
ぁみきー、きっふぁみかん〕何回もくしゃみを

やる。

きっふリ゚ [kiffuɭ]［名］〔きっふ⸣リ゚まい...〕ゲッ
プ。胃のガスが口からでるもの。おくび。

きつみリ゚ [kitsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔きつみー、き
つみん〕問いつめる。詰問する。

ぎてぃ [giti]［名］〔ぎてぃまい...〕技手。指導者。
技術者。農業技手のこと。

キ゚でーくに [kɿdeːkuni]［名］〔キ゚でーく⸣にまい...〕
人参。⻩大根。沖縄の在来種。〈あかうぷに〉は

別種。

ぎどぅぎどぅ [gidugidu]［擬］〔ぎどぅぎどぅて
ぃーまい...〕魚が釣針を引くときの手の感触。
【類】「ぎっとぅぎっとぅ」。

きとぅムがー [kitumgaː]［名］〔きとぅムが⸣ーま
い...〕井戸の名。人工井戸。

きどぅリ゚ [kiduɭ]［動 I類 c型］〔きどぅりー、き
どぅらん〕気取る。体裁をつくろう。【例】かれ

ー きどぅらん ピとぅ（彼は気取らない人）。

キ゚とぅるキ゚ [kɿturukɿ]［動 I類 c型］〔キ゚とぅるき
ー、キ゚とぅるかん〕びっくりする。驚く。

きとぅるキ゚ [kiturukɿ]［動 I類 c型］〔きとぅるき
ー、きとぅるかん〕驚く。びっくりする。

きな [kina]［名］〔き⸣なまい...〕杓子。しゃもじ。
【例】みすぎな（めし杓子）。するぎな（汁杓子）。

きない [kinai]［名］〔きな⸣いまい...〕家内。家庭。
所帯。家族。

きないにんじゅ [kinainindʑu]［名］〔きないにん
⸣じゅまい...〕家庭の人数。

きないむつ [kinaimutsɿ]［名］〔きないむ⸣つまい...〕
家庭を持つこと。結婚すること。

きないむつだうず [kinaimutsɿdaudzɿ]［形］〔きな
いむつだう⸣ずまい...〕家庭を持つ上手。家庭
円満のこと。【同】「きないむつどーず」。

きないむつどー [kinaimutsɿdoː]［名］〔きないむ
つど⸣ーまい...〕所帯道具。

きないむつどーず [kinaimutsɿdoːdzɿ]［形］〔きな
いむつどー⸣ずまい...〕家庭を持つ上手。家庭
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円満のこと。【同】「きないむつだうず」。

きないやどぅゆム [kinaijadujum]［名］〔きない
やどぅゆ⸣ムまい...〕夫婦げんか。家庭内のけ
んか。

きなす [kinasɿ]［動 I 類 c 型］〔きなしー、きな
しゃん〕けなす。貶す。非難する。悪口を言う。

【例】かれー きなすぱなすうどぅ すー（彼の

話はけなす話だ）。【類】「くしゃす」。

キ゚ぬ どぅく [kɿnu duku]［連語］気の毒。
キ゚ぬー [kɿnuː]［名］〔キ゚ぬ⸣ーまい...〕昨日。【例】
キ゚ぬーや ゆくーたリ゚（昨日は休んだ）。

キ゚ぬーが しぇーか [kɿnuːga ɕeːka]［名］〔キ゚ぬー
⸣がしぇーかんまい...〕昨日の明け方。【例】キ゚
ぬーが しぇーかん うきたリ゚（昨日の明け方

に起きた）。

キ゚ぬーが すとぅむてぃ [kɿnuːga sɿtumuti]［名］
〔キ゚ぬー⸣がすとぅむてぃん⸢まい...〕昨日の朝。
【例】キ゚ぬーが すとぅめてー ぱりー ぶたリ゚

（昨日の朝は走っていた）。

キ゚ぬーが ピーま [kɿnuːga pɿːma]［名］〔キ゚ぬー⸣
がピーまんまい...〕昨日の午後。

キ゚ぬーが まーす [kɿnuːga maːsɿ]［副］昨日一日
中。【例】キ゚ぬーがまーす ぱたらきー（昨日は

一日中働いた）。

キ゚ぬーが ゆー [kɿnuːga juː]［名］〔キ゚ぬー⸣がゆー
⸢まい...〕昨日の夜。夕べ。【例】キ゚ぬーが ゆ

ーや あみどぅ あたリ゚（夕べは雨だった）。

キ゚ぬーが ゆしゃらび [kɿnuːga juɕarabi]［名］〔キ゚
ぬー⸣がゆしゃらび⸢まい...〕昨日の夕方。【例】
キ゚ぬーが ゆしゃらべー あみどぅ あたリ゚（昨

日の夕方は雨だった）。

キ゚ぬーが ゆなか [kɿnuːga junaka]［名］〔キ゚ぬー⸣
がゆなかんまい...〕昨日の夜中。【例】キ゚ぬーが
ゆなかん うきたリ゚（昨日の夜中に起きた）。

キ゚ぬーが ゆねーん [kɿnuːga juneːn]［名］〔キ゚ぬ
ー⸣がゆねーん⸢まい...〕昨日の夕方。昨日の日
没後の薄暗い時間帯。

キ゚ぬつキ゚ [kɿnutsɿkɿ]［動 I類 c型］〔キ゚ぬつきー、
キ゚ぬつかん〕気づく。感じ取る。

ギぱ [gɿpa]［名］〔ギ⸣ぱまい...〕簪（かんざし）。
髪に刺す装飾品。茅葺きの家のいらかを固める

木材のことも言う。

きばすしゃーリ゚ [kibasɿɕaːɭ]［形］〔きばすむぬま
い...〕みずぼらしい。貧しい。【例】きばすピと
ぅ（貧しい人。みずぼらしい人）。

キ゚ばリ゚ [kɿbaɭ]［動 I類 a型］〔キ゚ばりー、キ゚ばら
ん〕気張る。意気こむ。頑張る。働く。

キ゚ばリ゚むぬ [kɿbaɭmunu]［名］〔キ゚ばリ゚むぬまい...〕
働き者。よく働く人。実績・成果の現れるほど

働く人。

きばん [kiban]［形］〔きばんまい...〕貧乏。貧困。
きばんきない [kibankinai]［名］〔きばんきな⸣い
まい...〕貧乏家庭。【類】「きばんやー」。

きばんむぬ [kibanmunu]［名］〔きばんむぬまい...〕
貧乏者。【類】「かーむぬ」。

きばんやー [kiban.jaː]［名］〔きばんやーまい...〕
貧乏家庭。【類】「きばんきない」。

ギビた [gɿbɿta]［名］〔ギビ⸣たまい...〕馬鹿。野
郎。役立たず。だらしない者。

ギビたむぬ [gɿbɿtamunu]［名］〔ギビたむ⸣ぬま
い...〕馬鹿者。

ぎひん [gihin]［名］〔ぎひんてぃ⸣ーまい...〕下
品。

ギピん [gɿpɿn]［名］〔ギピ⸣んまい...〕下品。
きふがらす [kifugarasɿ]［動 I類 c型］〔きふがら
しー、きふがらしゃん〕いぶす。蛸やいかをい

ぶす。

きふしゃ [kifuɕa]［名］〔きふしゃまい...〕煙た
さ。

きふしゃーリ゚ [kifuɕaːɭ]［形］煙たいこと。けむ
い。

きふしゃがらす [kifuɕagarasɿ]［動 I類 c型］〔き
ふしゃがらしー、きふしゃがらしゃん〕煙を多

く出す。昔、蚊を追い出すために家の中を煙で

充満させた。

きふしゃがリ゚ [kifuɕagaɭ]［動 I類 c型］〔きふし
ゃがりー、きふしゃがらん〕煙が充満する。

きふす [kifusɿ]［名］〔きふすま⸣い...〕煙。
きぶん [kibun]［名］〔きぶんてぃ⸣ーまい...〕気
分。

きまリ゚ [kimaɭ]［動 I類 c型］〔きまりー、きまら
ん〕決る。決定する。【例】きまらん（決まらな
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い）。きまりった（決定した）。きまりー ぶリ゚

（決っている）。

きまり [kimari]［名］〔きま⸣りまい...〕決り。規
定。規則。決まった事。

きまリ゚ぐとぅ [kimaɭgutu]［名］〔きまリ゚ぐ⸣とぅ
まい...〕決まりごと。話し合いによって内規を
作った。

きみリ゚ [kimiɭ]［動 II類 c型］〔きみー、きみん〕
決める。【例】きみーから（決めてから）。きみ

る（決めなさい）。きみんかにリ゚（決めかねる）。

キ゚ム [kɿm]［名］［植］〔キ゚ムとぅリ゚⸣がまい...〕黍
（きび）。五穀の一つ。きびだんごを作る。

キ゚む [kɿmu]［名］〔キ゚むま⸣い...〕肝。肝臓。心。
精神。沖縄の人々の合言葉。〈つむ〉は誤り。

キ゚む いでぃば てぃー ピき [kɿmu idiba tiː pɿki]
［連語］気出ずれば手を引け。嶺間御嶽の扁額。

〈てぃー いでぃば キ゚む ピき〉と続く。

キ゚むいだす [kɿmuidasɿ]［動 I類 c型］〔キ゚むいだ
しー、キ゚むいだしゃん〕怒らせる。いじわるす

る。【例】キ゚もー いだすな（気は出すな。怒る

な）。

キ゚むいでぃリ゚ [kɿmuidiɭ]［動 II類 c型］〔キ゚むい
でぃー、キ゚むいでぃん〕怒る。【例】キ゚もー い

でぃん（気は出ない。怒らない）。

キ゚むー たみリ゚ [kɿmuː tamiɭ]［連語］心を矯める。
冷静になる。怒りをおさえる。心を落ち着かせ

る。

キ゚むー ゆるす [kɿmuː jurusɿ]［連語］心を許す。
落ちつく。安心する。

キ゚むがーしゃーリ゚ [kɿmugaːɕaːɭ]［形］心ぐるしい。
つらい。気持ち悪い。吐き気がする。【例】キ゚む

がーむぬ（どっちにしようかと迷う）。

キ゚むがーリ゚ [kɿmugaːɭ]［名］〔キ゚むがー⸣リ゚まい...〕
心変わり。反省の意味がある。

キ゚むがかリ゚[kɿmugakaɭ]［名］〔キ゚むがか⸣リ゚まい...〕
気がかり。心配ごとに言う。

キ゚むかぎしゃーリ゚ [kɿmukagiɕaːɭ]［形］〔キ゚むかぎ
⸣しゃまい...〕心が良い。品がある。良心的であ
る。

キ゚むがなしゃーリ゚ [kɿmuganaɕaːɭ]［形］〔キ゚むが
な⸣しゃまい...〕かわいい。無邪気。愛おしい。

【例】やらべー キ゚むがなしゃーリ゚（子供は愛お

しいものだ）。

キ゚むがま [kɿmugama]［名］〔キ゚むが⸣ままい...〕小
心者。おこりっぽい人。

キ゚むがましゃーリ゚ [kɿmugamaɕaːɭ]［形］〔キ゚むが
ま⸣しゃまい...〕小心者である。おこりっぽい。

キ゚むがまらしゃーリ゚ [kɿmugamaraɕaːɭ]［形］〔キ゚
むがまらしゃまい...〕うるさい。いらいらする。
心が落ち着かない。

キ゚むから [kɿmukara]［連語］心から。【例】キ゚む
から うめー ぶリ゚（心から愛している）。

キ゚むくがり [kɿmukugari]［名］〔キ゚むくが⸣りま
い...〕心苦しい。心配。

キ゚むくくる [kɿmukukuru]［名］〔キ゚むくく⸣るま
い...〕肝心。情け。情愛。

キ゚むくっじ [kɿmukuddʑi]［名］〔キ゚むくっ⸣じま
い...〕心が苦しむ。気苦労。

キ゚むぐりしゃーリ゚ [kɿmuguriɕaːɭ]［形］〔キ゚むぐり
⸣しゃまい...〕気苦しい。心配する。

キ゚むしがリ゚ [kɿmuɕigaɭ]［動 II類 c型］〔キ゚むし
がー、キ゚むしがん〕悩む。考え苦しむ。

キ゚むしゃビたら [kɿmuɕabɿtara]［名］〔キ゚むしゃ
ビた⸣らまい...〕のん気者。何事にもこだわら
ない。【同】「キ゚むしゃビたれ」。

キ゚むしゃビたリ゚ [kɿmuɕabɿtaɭ]［名］〔キ゚むしゃビ
た⸣リ゚まい...〕のん気であること。

キ゚むしゃビたリ゚らーリ゚ [kɿmuɕabɿtaɭɭaːɭ]［形］〔キ゚
むしゃビたリ゚⸣らまい...〕のん気である。【類】
「キ゚むしゃビたリ゚らしゃーリ゚」。

キ゚むしゃビたリ゚らしゃーリ゚[kɿmuɕabɿtaɭɭaɕaːɭ]［形］
〔キ゚むしゃビたリ゚ら⸣しゃまい...〕のん気である。
【類】「キ゚むしゃビたリ゚らーリ゚」。

キ゚むしゃビたれ [kɿmuɕabɿtare]［名］〔キ゚むしゃ
ビた⸣れまい...〕のん気者。何事にもこだわら
ない人。【同】「キ゚むしゃビたら」。

キ゚むじゃわリ゚ [kɿmudʑaʋaɭ]［動 I類 c型］〔キ゚む
じゃわりー、キ゚むじゃわらん〕気に障る。【例】

キ゚むじゃわリ゚ぱなす（気に障る話）。

キ゚むしゅらす [kɿmuɕurasɿ]［動 I類 c型］〔キ゚む
しゅらしー、キ゚むしゅらしゃん〕気を晴らす。

【例】キ゚むしゅらすぱなす（気が晴れる話）。
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キ゚むしゅりリ゚ [kɿmuɕuriɭ]［動 II類 c型］〔キ゚むし
ゅりー、キ゚むしゅりん〕気が晴れる。心がさわ

やかになる。

キ゚むしゅるみかす [kɿmuɕurumikasɿ]［動 I類 c型］
〔キ゚むしゅるみかしー、キ゚むしゅるみかしゃん〕

心をすがすがしくさせる。心をさわやかにさせ

る。

キ゚むしゅるみキ゚[kɿmuɕurumikɿ]［動 I類 c型］〔キ゚
むしゅるみきー、キ゚むしゅるみかん〕心がすが

すがしくなる。心がさわやかになる。

キ゚むずみしゃーリ゚ [kɿmudzɿmiɕaːɭ]［形］〔キ゚むず
み⸣しゃまい...〕思う存分。

キ゚むたがい [kɿmutagai]［名］〔キ゚むたが⸣いまい...〕
肝違い。心ちがい。意志のたがうこと。

キ゚むたかリ゚ [kɿmutakaɭ]［動 I類 c型］〔キ゚むたか
りー、キ゚むたからん〕おこりっぽくなる。

キ゚むだみリ゚ [kɿmudamiɭ]［動 II類 c型］〔キ゚むだ
みー、キ゚むだみん〕心を落ちつかせる。自制す

る。

キ゚むだリ゚ [kɿmudaɭ]［動 II類］〔キ゚むだりー、キ゚
むだりん〕落胆する。

キ゚むつ [kɿmutsɿ]［名］〔キ゚む⸣つまい...〕気持。心
持。

キ゚むつっふー [kɿmutsɿffuː]［動 I類 c型］〔キ゚むつ
っふぇー、キ゚むつっふぁーん〕心繕う。怒らな

いように気をつける。一息つくこと。【例】キ゚

むつっふー まどぅまい ねーん（心を落ちつ

かせる暇もない）。

キ゚むっふぁしゃーリ゚ [kɿmuffaɕaːɭ]［形］〔キ゚むっ
ふぁ⸣しゃまい...〕陰気。明るくない。気持ちが
さえない。

キ゚むでー [kɿmudeː]［名］気の力。気力の強いこ
と。【例】キ゚むでーむぬ（気力の強い人）。

キ゚むとぅリ゚ [kɿmutuɭ]［連語］気嫌をとる。子ど
もにする行動。

キ゚むぬ しゅく [kɿmunu ɕuku]［名］〔キ゚むぬしゅ
⸣くまい...〕心の底。心底。本心。【例】キ゚むぬ
しゅくから うむー（本心から思う）。

キ゚むぬ なうリ゚ [kɿmunu nauɭ]［連語］気嫌よくな
る。【同】「キ゚むぬのーリ゚」。

キ゚むぬ のーリ゚ [kɿmunu noːɭ]［連語］気嫌よくな

る。【同】「キ゚むぬなうリ゚」。

キ゚むぬくリ゚[kɿmunukuɭ]［名］〔キ゚むぬく⸣リ゚まい...〕
心残り。未練。

キ゚むばっじゃーリ゚ [kɿmubaddʑaːɭ]［形］〔キ゚むば
っ⸣じゃまい...〕いらいらする。

キ゚むピてぃつ [kɿmupɿtitsɿ]［連語］心は一つ。心
が通い合うこと。【例】べーたー キ゚むピてぃつ

（私たちは心は一つだ）。

キ゚むぷギ [kɿmupugɿ]［動 I類 c型］〔キ゚むぷぎー、
キ゚むぷがん〕心が晴れる。満足する。よろこば

しい気持ちになる。

キ゚むふく [kɿmufuku]［名］〔キ゚むふ⸣くまい...〕肝
肺。心。精神。愛情。【例】キ゚むふくぬ あたか

ー（愛情があるなら）。

キ゚むふつ [kɿmufutsɿ]［名］〔キ゚むふ⸣つまい...〕肝
口。みぞおち。

キ゚むべーしゃーリ゚ [kɿmubeːɕaːɭ]［形］気が早い。
喧嘩が早い。おこりっぽい。

キ゚むべーむぬ [kɿmubeːmunu]［名］〔キ゚むべーむ⸣
ぬまい...〕気の早い者。喧嘩早い人。怒りっぽ
い人。

キ゚むまゆー [kɿmumajuː]［名］〔キ゚むまゆ⸣ーまい...〕
気が迷うこと。心の迷い。

キ゚ムみー [kɿmmiː]［名］〔キ゚⸣んみー⸢まい...〕⻩
色の目。さしばの成鳥。

キ゚ムむつー [kɿmmutsɿː]［名］〔キ゚ムむつ⸣ーまい...〕
黍餅。黍で作った餅。きびだんご。

キ゚むやヴヴィ゚ [kɿmujavvɿ]［動 I類 c型］〔キ゚むや
ヴヴぃー、キ゚むやヴヴぁん〕気分を損ねる。不

快感になる。

キ゚むやヴヴぃリ゚ [kɿmujavviɭ]［動 II類 c型］〔キ゚
むやヴヴぃー、キ゚むやヴヴぃん〕気分が損なえ

る。怒る。不快になる。【例】かるー みーたか

ー キ゚むやヴヴぃリ゚（彼を見ると不快になる）。

キ゚むやすム [kɿmujasɿm]［動 I類 c型］〔キ゚むやす
みー、キ゚むやすまん〕気休む。安心する。

キ゚むやぱしゃーリ゚ [kɿmujapaɕaːɭ]［形］〔キ゚むやぱ
⸣しゃまい...〕心がやさしい。

キ゚むやます [kɿmujamasɿ]［動 I類 c型］〔キ゚むや
ましー、キ゚むやましゃん〕怒らせる。心を痛ま

せる。
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キ゚むやム

キ゚むやム [kɿmujam]［動 I類 c型］〔キ゚むやみー、
キ゚むやまん〕心病む。心が痛む。心配する。不

安になる。

キ゚むゆるす [kɿmujurusɿ]［動 I類 c型］〔キ゚むゆる
しー、キ゚むゆるしゃん〕心赦す。安心する。安

堵する。

キ゚むん かかリ゚ [kɿmun kakaɭ]［連語］気にかかる。
気になる。心配する。

キ゚むん すないリ゚ [kɿmun sɿnaiɭ]［連語］気に入ら
れる。好かれる。

キ゚むん とぅみリ゚ [kɿmun tumiɭ]［連語］心に留め
る。

キ゚めーすしゃーリ゚ [kɿmeːsɿɕaːɭ]［形］〔キ゚めーす⸣
しゃまい...〕心地よい。快感。

キ゚めーすむぬ [kɿmeːsɿmunu]［名］〔キ゚めーすむ⸣
ぬまい...〕心地よいこと。快感であること。

キ゚もー ねーん [kɿmoː neːn]［連語］気はない。落
ちついていること。争う気のないことに言う。

キ゚もー やまん [kɿmoː jaman]［連語］気は痛まな
い。心配しない。

きやい [kijai]［名］〔きやいまい...〕気合い。勇気
づけ。

きゅー [kjuː]［名］九。九つ。九歳。【同】「くー」。
きゅー [kjuː]［形］〔きゅーまい...〕急。【例】き
ゅーぬ ぱなす（急な話）。

きゅーだい [kjuːdai]［名］〔きゅーだいま⸣い...〕
及第。合格。進級。

きゅーり [kjuːri]［名］［植］〔きゅー⸣りまい...〕き
うり。

きゅーり [kjuːri]［名］〔きゅー⸣りまい...〕郷里。
ふるさと。生まれ島。

きゅーりき [kjuːriki]［名］〔きゅーりきんまい...〕
旧暦。陰暦。月の満ち欠けを基準にした暦。多

良間は旧暦の使用が多い。

きゆみ [kijumi]［名］〔きゆみまい...〕清め。
きゆみリ゚ [kijumiɭ]［動 II類 c型］〔きゆみー、き
ゆみん〕清める。【例】まーしゅー まきー き

ゆみリ゚（潮を撒いて清める）。

きょー [kjoː]［名］〔きょーまい...〕お経。【同】「け
う」。

きょーぎん [kjoːgin]［名］〔きょーぎ⸣んまい...〕

狂言。悪ふざけをして人を笑わす芝居。八月お

どり演目の一つ。【同】「けうぎん」。

きょーぎんじゃー [kjoːgindʑaː]［名］〔きょーぎ⸣
んじゃーまい...〕狂言座。狂言を担当する部所。
【同】「けうぎんじゃー」。

きょーしつ [kjoːɕitsɿ]［名］〔きょーし⸣つまい...〕
教室。主として学校の教室のこと。

きょーだい [kjoːdai]［名］〔きょーだいまい...〕き
ょうだい。兄弟のこと。【同】「けうだい」。

きょーちくとー [kjoːtɕikutoː]［名］［植］〔きょー
ちくと⸣ーまい...〕きょうちくとう。有毒。

きょーちゃぐ [kjoːtɕagu]［名］〔きょーちゃ⸣ぐま
い...〕八月おどりの大主の座る椅子。【同】「け
うちゃぐ」。

きょーちゃぐむつ [kjoːtɕagumutsɿ]［名］〔きょー
ちゃ⸣ぐむつまい...〕きょーちゃぐを持つ係り。
八月おどりの大主。

きょーゆ ゆム [kjoːju jum]［連語］経を読む。読
経。

ぎょーりつ [gjoːritsɿ]［名］〔ぎょーり⸣つまい...〕
行列。【同】「げうりつ」。

きょーりん [kjoːrin]［名］〔きょーり⸣んまい...〕教
練。訓練。国⺠学校で実施された。【同】「けう

りん」。

きら [kira]［名］［虫］〔き⸣らまい...〕けら。こお
ろぎに似た虫。

きらす [kirasɿ]［動 I類 c型］〔きらしー、きらし
ゃん〕蹴らす。【例】ぬーまん きらす（馬に蹴

らす）。ぼーるー きらす（ボールを蹴らす）。

きらす [kirasɿ]［動 I類 c型］〔きらしー、きらし
ゃん〕絶やす。切らす。なくなる。【例】たばく

ー きらしー ねーん（たばこを切らしてしま

った）。

きリ゚ [kiɭ]［動 I類 c型］〔きりー、きらん〕蹴る。
【例】きり（蹴りなさい）。きらいー（蹴られた）。

ぎり [giri]［名］〔ぎりまい...〕義理。【同】「ギー」。
きりあがり [kiriagari]［名］〔きりあが⸣りまい...〕
蹴り上がり。鉄棒の技の一つ。

きりー かいらす [kiriː kairasɿ]［連語］蹴り倒す。
きりかいリ゚ [kirikaiɭ]［動 II類 c型］〔きりかいー、
きりかいん〕切り替える。【例】どるー きりか
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ぎんばイ

いリ゚（米ドルを日円に切り替える）。

きりきず [kirikidzɿ]［名］〔きりき⸣ずまい...〕切
り傷。

ぎりじゅーしゃーリ゚ [giridʑuːɕaːɭ]［形］〔ぎりじ
ゅーしゃまい...〕義理がたい。義理強い。

ぎりだてぃ [giridati]［名］〔ぎりだてぃまい...〕義
理立て。義理を守る。

きりつみリ゚ [kiritsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔きりつみ
ー、きりつみん〕切りつめる。節約する。

きりぬキ゚ [kirinukɿ]［動 I 類 c 型］〔きりぬきー、
きりぬかん〕切りぬく。克服する。

きりまーす [kirimaːsɿ]［動 I 類 c 型］〔きりまー
しー、きりまーしゃん〕切りまわす。切りもり

する。

きりむぬ [kirimunu]［名］〔きりむぬまい...〕切
れ者。頭脳明晰な人。

きりリ゚ [kiriɭ]［動 II類 c型］〔きりー、きりん〕切
れる。考え方のよいこと。知識の豊富なこと。

きるく [kiruku]［名］〔きるくまい...〕気力。精神
力。意地。

きるく [kiruku]［名］〔きるくまい...〕記録。後に
伝えるための書類。

ぎるん [girun]［名］〔ぎる⸣んまい...〕議論。討論。
話し合い。会議。

キ゚ん [kɿn]［名］〔キ゚んま⸣い...〕着物。和服。衣。
きん [kin]［助数］〜間。⻑さの単位。1間は 6尺。
きん [kin]［助数］〜斤。重さの単位。1斤は 600
グラム。

きん [kin]［名］〔き⸣んまい...〕金。金杯。貴金属。
キ゚んあるー [kɿn.aruː]［名］〔キ゚んある⸣ーまい...〕
洗濯。衣服の洗濯に言う。

キ゚んかー [kɿnkaː]［名］〔キ゚んか⸣ーまい...〕着る
物。身につける物。衣服。

きんがき [kingaki]［名］〔きんがきまい...〕斤で
計ること。竿秤を使用する。

きんがく [kingaku]［名］〔きんが⸣くまい...〕見
学。

ぎんかく [ginkaku]［名］〔ぎんか⸣くまい...〕厳
格。きびしいこと。

ぎんかん [ginkan]［名］〔ぎんかんまい...〕玄関。
きんく [kinku]［名］〔きん⸣くまい...〕金庫。

きんぐ [kingu]［名］〔きんぐま⸣い...〕堅固。丈
夫。頑丈。

キ゚んぐーみ [kɿnguːmi]［名］〔キ゚⸣んぐーみ⸢まい...〕
着物で頭を隠してその人の名前を当てる遊び。

二つの陣地を作り、着物を被った一人が名前を

当てる。冬の軒下に見られた。

きんぐしゃーリ゚ [kinguɕaːɭ]［形］〔きんぐしゃま
い...〕堅固。丈夫。頑丈。

きんさ [kinsa]［名］〔きんさまい...〕検査。調査。
【同】「きんしゃ」。

きんしゃ [kinɕa]［名］〔きんしゃまい...〕検査。調
査。【同】「きんさ」。

きんじゅーしゃーリ゚ [kindʑuːɕaːɭ]［形］〔きんじ
ゅーしゃまい...〕斤強い。見かけより重量が大
きい。

きんだてぃ [kindati]［名］〔きんだてぃまい...〕地
鎮祭。

きんだてぃにがイ゚ [kindatinigaɿ]［名］〔きんだて
ぃにが⸣イ゚まい...〕地鎮祭。【同】「きんだてぃに
ぐー」。

きんだてぃにぐー [kindatiniguː]［名］〔きんだて
ぃにぐ⸣ーまい...〕地鎮祭。【同】「きんだてぃに
がイ゚」。

ぎんだに [gindani]［名］［病］〔ぎんだ⸣にまい...〕
りんぱ腺炎。

きんちく [kintɕiku]［名］〔き⸣んちくまい...〕金
蓄。財布。

きんちく [kintɕiku]［名］〔きんち⸣くまい...〕建
築。

きんどぅ [kindu]［名］〔きん⸣どぅまい...〕間戸。
家の中戸。仕切戸。

ぎんどぅ [gindu]［名］〔ぎん⸣どぅまい...〕限度。
きんとー [kintoː]［名］〔きんとーまい...〕見当。
見通し。予想。予測。

きんなー [kinnaː]［名］〔きんなーまい...〕間縄。
測量に使用する縄のこと。

ぎんのー [ginnoː]［名］〔ぎんの⸣ーまい...〕玄能。
金鎚。大工用具。

きんばー [kinbaː]［名］〔きんばーまい...〕金⻭。
金の入れ⻭。

ぎんばイ [ginbaイ]［名］〔ぎんばイまい...〕銀蝿。
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きんばリ゚

きんばリ゚ [kinbaɭ]［名］〔きんばリ゚まい...〕金針。
鍼灸に使用する。

きんぴ [kinpi]［名］〔きん⸣ぴまい...〕金肥。化学
肥料。調合肥料。金で買うから。

きんぶつ [kinbutsɿ]［名］〔きんぶ⸣つまい...〕見
物。見物人。

ぎんまイ゚ [ginmaɿ]［名］〔ぎんまイ゚まい...〕玄米。
きんまんか [kinmanka]［名］〔きんまん⸣かまい...〕
金満家。大金持。富豪。

きんみ [kinmi]［名］〔きんみまい...〕斤目。目方。
秤量。

ギんみ [gɿnmi]［名］〔ギん⸣みまい...〕吟味。協
議。話し合い。

ぎんや [gin.ja]［名］〔ぎん⸣やまい...〕原野。荒
地。

きんやく [kin.jaku]［名］〔きんや⸣くまい...〕倹
約。節約。

きんよー [kin.joː]［名］〔きんよ⸣ーまい...〕金曜
日。

きんり [kinri]［名］〔きんりまい...〕金利。
きんり [kinri]［名］〔きんりまい...〕権利。
ぎんるくしゅでぃ [ginrukuɕudi]［名］〔ぎんるく
しゅ⸣でぃまい...〕元禄袖。
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くー

̶ く ̶

ぐ [gu]［名］五。五つ。【例】ぐにん（五人）。ぐ
さい（五歳）。

ぐあい [guai]［名］〔ぐあいまい...〕具合。気分。
調子。様子。今の体の具合。体調。器具や道具

などにも言う。

くい [kui]［名］〔く⸣いまい...〕声。声変り。大声。
泣き声。笑い声。話し声。うわさ。便り。消息。

【例】たーが くいが（誰の声かなぁ）。

くい [kui]［名］〔く⸣いまい...〕音。風、雷、雨な
どの音。【例】くいぬどぅ キ゚かいー ぶリ゚（音

が聞こえる）。

くい [kui]［名］〔く⸣いまい...〕杭。【例】うーつ
つにー くいゆ うつ（大槌で杭を打つ）。くい

ゆ たてぃリ゚（杭を立てる）。

くい [kui]［名］〔く⸣いまい...〕恋。【例】ふたー
リ゚ら くいびとぅが やうどー（二人は恋人同

士のようだよ）。

くい [kui]［名］［魚］〔く⸣いまい...〕鯉。池の鯉。
鯉のぼり。

くい [kui]［名］〔くいまい...〕悔い。【例】まきば
ム くいや ねーん（負けても悔いはない）。

くい [kui]［名］〔くいまい...〕越え。越えること。
苦労を越えること。父より優れること。垣を飛

び越えること。飛び級。

くいあーす [kuiaːsɿ]［名］〔く⸣いあーすまい...〕
声合わせ。同じ言葉や歌を皆で合わせる。【類】

「くいちゃー」。

くいー いキ゚ [kuiː ikɿ]［連語］越えて行く。山を
越える。親を越えて偉くなる。

くいがーリ゚ [kuigaːɭ]［名］〔く⸣いがーリ゚まい...〕
声変わり。変声期の子どもの声変わり。

くいがり [kuigari]［名］〔く⸣いがりまい...〕声嗄
れ。声が嗄れること。

くいくム [kuikum]［動 I 類 c 型］〔くいくみー、

くいくまん〕食い込む。中に入り込む。【例】ば

んーけー くいくム（圏内に入り込む。当選圏

内に入り込む）。

くいたむぬ [kuitamunu]［名］〔くいたむぬまい...〕
乞食。

くいちゃー [kuitɕaː]［名］〔くいちゃ⸣ーまい...〕
声合わせ。宮古の伝統おどり。集団で円陣を作

って踊る。

くいつキ゚ [kuitsɿkɿ]［動 I 類 c 型］〔くいつきー、
くいつかん〕越え着く。山を越えて来る。

くいつキ゚ [kuitsɿkɿ]［動 I 類 c 型］〔くいつきー、
くいつかん〕食い付く。魚がえさに食い付く。

飛び付く。【例】まうきぱなすん くいつキ゚（儲

け話に食いつく）。

くいビとぅ [kuibɿtu]［名］〔くいビ⸣とぅまい...〕
恋人。親しい仲の二人。恋愛の二人。

くいらす [kuirasɿ]［動 I類 c型］〔くいらしー、く
いらしゃん〕くっつける。結び付ける。糊でく

っつける。

くいらす [kuirasɿ]［動 I類 c型］〔くいらしー、く
いらしゃん〕結婚させる。二人を結ばせる。

くいリ゚ [kuiɭ]［動 II類 a型］〔くいー、くいん〕越
える。年を越える。またぐ。【例】くいらいん

（越えられない）。ににピとぅー くいまん（寝

ている人をば越えない）。くいー くー（越え

て来なさい。親を越えて偉くなって来なさい）。

くいやっさ（越えやすい）。

くいリ゚ [kuiɭ]［動 I 類 c 型］〔くいりー、くいら
ん〕くっつく。糊でくっつく。【例】くいリ゚い

た（合板）。むつーぬ てぃーん くいリ゚（餅が

手にくっつく）。まどぅん ぱーぬ くいリ゚（窓

に葉がくっつく）。【類】「むっちゃリ゚」。

くいリ゚ [kuiɭ]［動 I類 c型］〔くいりー、くいらん〕
（男女が）ねちゃねちゃする。求婚する。【同】

「くー」。

くいリ゚ [kuiɭ]［動 II類 c型］〔くいー、くいん〕乞
う。請う。願いをする。願いごとをする。【例】

あみう くいリ゚（雨を乞う。雨を願う）。【同】

「くー」。

くー [kuː]［助数］〜個。数える単位。【例】くが
ぬ ピとぅくー（卵が一個）。

159



くー

くー [kuː]［名］九。九つ。九歳。【同】「きゅー」。
【類】「くくぬつ」。

くー [kuː]［名］〔くーまい...〕腰。【例】くーぶり
（腰の曲り）。くーぶに（背中）。

くー [kuː]［名］〔くーま⸣い...〕粉。【例】むギぬ
くー（⻨の粉）。みりきんぐー（メリ゚ケン粉）。

あかぐー（食紅）。

くー [kuː]［名］〔くーま⸣い...〕殻。【例】すでぃ
ぐー（孵化した殻）。あまムぐー（やどかりの

ぬけがら）。

くー [kuː]［名］〔く⸣ーまい...〕甲。甲羅。【例】か
みぬ くー（⻲の甲）。

くー [kuː]［名］〔く⸣ーまい...〕繕い。修理。修繕。
【例】キ゚んぬ くー（衣服の繕い）。やーぬ くー

（家の修理）。

くー [kuː]［名］〔くーまい...〕功。年功。【例】と
ぅすぬ くー（年の功）。

くー [kuː]［動 I類 c型］〔けー、かーん〕結婚す
る。結ばれる。【同】「くいリ゚」。

くー [kuː]［動 I 類 c 型］〔けー、かーん〕乞う。
請う。【例】ゆーくーにがイ゚（世を乞う祈願）。

【同】「くいリ゚」。

ぐー [guː]［名］〔ぐ⸣ーまい...〕碁。囲碁。
ぐー [guː]［名］〔ぐ⸣ーまい...〕干瀬。珊瑚礁。【例】
ぐーぬ ぱな（干瀬の上）。【類】「ぴし」。

ぐー [guː]［名］〔ぐ⸣ーまい...〕岩盤。地中の岩盤。
【例】ぐーゆ ばり゚（岩盤を割る）。

ぐー [guː]［名］〔ぐ⸣ーまい...〕同類。仲間。【例】
ゆぬぐー（同じ種類）。べーたー ぐー（我々は

仲間）。

ぐー [guː]［擬］指で突く動作のこと。
くーあい [kuːai]［名］〔くーあ⸣いまい...〕粉和
え。粉を水に和えること。てんぷらのしたごし

らえ。

くーあまム [kuːamam]［名］〔くーあま⸣ムまい...〕
やどかり。

くヴぅ [kuvu]［名］〔く⸣ヴぅまい...〕昆布。【例】
くヴぉー まっちゃんどぅ あリ゚（昆布は店に

売っている）。【類】「くヴぅがー」。

くヴぅ [kuvu]［名］［虫］〔く⸣ヴぅまい...〕蜘蛛。
くヴヴぁ [kuvva]［名］〔くヴヴぁまい...〕こむら。

ふくら脛。

くヴヴぁあがリ゚ [kuvvaagaɭ]［動 I類 c型］〔くヴ
ヴぁあがりー、くヴヴぁあがらん〕ふくら脛が

反る。

くヴぅがー [kuvugaː]［名］〔く⸣ヴぅがーまい...〕
昆布。料理する前の昆布。

くヴぅがし [kuvugaɕi]［名］〔く⸣ヴぅがしまい...〕
蜘蛛の巣。蜘蛛の糸。

くヴぅまキ゚[kuvumakɿ]［名］〔く⸣ヴぅまキ゚まい...〕
昆布巻き。昆布で巻いて料理する。【同】「くん

ぶまキ゚」。

くーがーす [kuːgaːsɿ]［名］〔くーがー⸣すまい...〕
菓子の一種。らくがん。

くーかい [kuːkai]［名］後悔。【同】「こーかい」。
ぐーぐー [guːguː]［擬］豚の鳴き声。幼児語。
くーしゃ [kuːɕa]［名］〔くー⸣しゃまい...〕苦しさ。
困窮。苦労。

くーしゃーリ゚[kuːɕaːɭ]［形］〔くー⸣しゃまい...〕苦
しい。【例】くーしゃーリ゚（苦しいよ）。やみー

くーむぬ（病気をして苦しい）。

くーしゃーリ゚[kuːɕaːɭ]［形］〔くー⸣しゃまい...〕貧
しい。貧乏である。【例】くーしゃ ねーん（貧

乏ではない）。

ぐーしゃーリ゚ [guːɕaːɭ]［形］〜しそうだ。〜する様
子。【例】かつぐーしゃーリ゚（勝ちそうだ）。

くーしゅ [kuːɕu]［名］［植］〔くーしゅまい...〕唐
辛子。胡椒の意か。果実も同じ発音。

くーしゅー [kuːɕuː]［名］〔くーしゅーまい...〕空
襲。空からの爆撃。

くーしゅく [kuːɕuku]［名］［魚］〔くーしゅくま
い...〕にじはぎ。くろはぎ。【類】「とぅかじゃ」。

くーす [kuːsɿ]［動 I類 a型］〔くーしー、くーし
ゃん〕掘り起こす。土の中から根こそぎ掘り起

こす。【例】きーゆ くーす（木を掘り起こす）。

くーず [kuːdzɿ]［名］［植］〔くー⸣ずまい...〕楮
（こうぞ）。和紙の原料。【類】「かビぎー」。

くーすーキ゚ん [kuːsɿːkɿn]［名］〔く⸣ーすー⸢キ゚んま
い...〕繕った着物。

くーすーなび [kuːsɿːnabi]［名］〔く⸣ーすー⸢なび
まい...〕修理した鍋。

くーすーふく [kuːsɿːfuku]［名］〔く⸣ーすー⸢ふく
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まい...〕繕った服。
くーっふィ゚ [kuːffɿ]［動 I類 c型］〔くーっふぃー、
くーっふぁん〕準備する。支度する。

くーっふぃムー [kuːffimm]［名］〔くーっふぃム⸣
ーまい...〕水気の少ない芋。飲み込みにくい状
態の芋。

くーっふぃリ゚ [kuːffiɭ]［動 II類 c型］〔くーっふ
ぃー、くーっふぃん〕水気が少ない。飲み込み

にくい状態にある。

ぐーてぃ [guːti]［名］［魚］〔ぐー⸣てぃまい...〕は
こふぐ。【類】「くーふた」。

ぐーてぃ [guːti]［名］〔ぐー⸣てぃまい...〕煙草刻
み用の板。

ぐーどぅーら [guːduːra]［名］〔ぐ⸣ーどぅーらま
い...〕仲間同士。同類。考えの同じ者同士。【同】
「ぐーどぅーれ」。

ぐーどぅーれ [guːduːre]［名］〔ぐーどぅー⸣れま
い...〕仲間同士。同類。考えの同じ者同士。【同】
「ぐーどぅーら」。

ぐーとぅがぐーとぅ [guːtugaguːtu]［擬］〔ぐーと
ぅ⸣がぐーとぅまい...〕うろうろ。さまよう様。
当てもなく歩き回る様。

ぐーとぅがにー [guːtuganiː]［名］草笛。福木の
若葉の表皮を吹いて鳴らす。

ぐーとぅぐーとぅ [guːtuguːtu]［擬］落ち付きの
ないこと。

ぐーとぅまーリ゚ [guːtumaːɭ]［名］〔ぐー⸣とぅまー
リ゚まい...〕ぐるぐる回ること。うろうろ歩きま
わる。同じ所を歩き回ること。

ぐーとぅみキ゚ [guːtumikɿ]［動 I類 c型］〔ぐーと
ぅみきー、ぐーとぅみかん〕落ち付きがない。

右往左往する。

くーにー [kuːniː]［名］〔くーに⸣ーまい...〕殻のま
ま煮ること。【例】くーにーくが（半熟卵）。

ぐーばリ゚ [guːbaɭ]［名］〔ぐ⸣ーばリ゚まい...〕畑の
岩盤を割ること。畑の整備作業。

くーピキ゚ [kuːpɿkɿ]［名］〔くーピ⸣キ゚まい...〕粉挽
き。石臼で⻨、豆を挽く。粉にすること。

くーふしゅリ゚ [kuːfuɕuɭ]［名］〔くーふしゅ⸣リ゚ま
い...〕粉薬。

くーふた [kuːfuta]［名］［魚］〔くーふ⸣たまい...〕

はこふぐ。【類】「ぐーてぃ」。

ぐーふつ [guːfutsɿ]［名］〔ぐ⸣ーふつ⸢まい...〕囲
碁を打つ遊び。

ぐーふつあぐ [guːfutsɿagu]［名］〔ぐ⸣ーふつあぐ
⸢まい...〕囲碁仲間。

くーぶに [kuːbuni]［名］〔くーぶにまい...〕背骨。
背中。

くーぶり [kuːburi]［名］〔くーぶりま⸣い...〕腰の
曲がり。猫背。【例】くーぶりピとぅ（猫背の

人）。

ぐーぶり [guːburi]［名］〔ぐ⸣ーぶりまい...〕囲碁
に夢中であること。囲碁に凝っていること。

くーまがリ゚ [kuːmagaɭ]［名］〔くーまがリ゚まい...〕
腰曲がり。腰が曲がること。【例】くーまがリ゚

け ぱたらキ゚（背がまるがるまで働く）。

くーむや [kuːmuja]［名］［昆虫］〔くーむ⸣やま
い...〕ごきぶり。

ぐーや ぐー [guːja guː]［連語］類は類同士。仲
間同士。【類】「ぐーでーん」。

くーやー [kuːjaː]［名］〔くーや⸣ーまい...〕貧困の
家庭。貧乏家庭。【同】「かうやー」。「こーや

ー」。

くーやけ [kuːjake]［名］［魚］〔くーや⸣けまい...〕
はりせんぼん。

くーゆに [kuːjuni]［名］〔くーゆ⸣にまい...〕皮の
粟。まだ精げていない粟。この状態で人頭税と

して納めた。

くーリ゚ [kuːɭ]［名］〔くーリ゚ま⸣い...〕庫裏。家の
奥の部屋。物置。【例】くーリ゚んか かっふぃリ゚

（物置に隠れる）。

くーリ゚ [kuːɭ]［動 I 類 c 型］〔くーりー、くーら
ん〕成熟する。成⻑する。一人前になる。果実

が熟する。

くーりリ゚ [kuːriɭ]［動 II類 c型］〔くーりー、くー
りん〕根こそぎ倒れる。崩れる。【例】うぷか

でぃんや きーや くーりリ゚（台風には木は根

こそぎ倒れる）。

くーる [kuːru]［名］〔くー⸣るまい...〕独楽。木を
輪切りにしたもの。

くーるギー [kuːrugɿː]［名］〔くー⸣るギー⸢まい...〕
輪切り。大根の輪切り。
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くーるぐつ [kuːrugutsɿ]［名］［植］〔くー⸣るぐつ
まい...〕さるとりいばら。つる性。縄の代用に
もなる。神事のとき頭に巻く。

くーるまーす [kuːrumaːsɿ]［名］〔くー⸣るまーす
まい...〕独楽回し。道路で両側に向き合って棒
で独楽を打つ遊び。

くーれ [kuːre]［名］程。程の。【例】ヴヴぁくー
れが（君ほどの者が）。

ぐーん [guːn]［名］〔ぐー⸣んまい...〕御恩。
ぐーん なリ゚ [guːn naɭ]［連語］仲間になる。同士
になる。【例】ぐーん なりー あうやー すー

（仲間に入って喧嘩する）。

くが [kuga]［連体］これほどの。【例】くが たか

しゃぬ むぬがま（こんなに安価なもの）。

くが [kuga]［名］〔く⸣がまい...〕卵。卵の総称。
【例】くがう やキ゚（卵焼きをする）。くがぬ す

でぃリ゚（卵からひながかえる）。

ぐかい [gukai]［名］〔ぐかいまい...〕誤解。【例】
ぱなすう ぐかい すー（話を誤解した）。

くがき [kugaki]［名］〔くがきまい...〕小掛け。小
さく耕す。小さく仕掛ける。

くがじゃき [kugadʑaki]［名］〔く⸣がじゃきまい...〕
卵を酒に混ぜて飲むもの。疲労回復や風邪引き

に効果がある。

くがす [kugasɿ]［動 I類 c型］〔くがしー、くがし
ゃん〕焦がす。煮物を焦がす。【例】むっすぅー

やきー くがし（むしろを焼いて焦がした）。

くがす [kugasɿ]［動 I 類 c 型］〔くがしー、くが
しゃん〕漕がす。船を漕がせる。【例】しゃばに

う くがしゃずー（しゃばにを漕がせよう）。

くがた [kugata]［名］〔くがたまい...〕小型。【例】
くがたエンジン（小型の機械）。くがたぬ しゃ

ばどぅ あたリ゚（小さな鮫だった）。

くがつ [kugatsɿ]［名］〔くが⸣つまい...〕九月。⻑
月。菊月。白露。秋分の季節。「二百十日」は 9
月 1日頃。

ぐがつ [gugatsɿ]［名］〔ぐが⸣つまい...〕五月。さ
つき。立夏。小満の季節。沖縄は梅雨に入る。

くがった [kugatta]［名］［指］〔く⸣がった⸢まい...〕
こいつ。この野郎。

くがなす [kuganasɿ]［名］〔く⸣がなす⸢まい...〕産

卵。家で飼っている鶏の産卵。【例】まいにつ

くがなす（毎日産卵する）。

くがに [kugani]［名］〔くがにまい...〕⻩金。子ど
ものことを⻩金に例える。子どもは宝という意

味。【例】ばが くがに（私の宝物）。

くがにいる [kuganiiru]［名］〔くがにいるまい...〕
⻩金色。金色。【例】むギぬ くがにいる（⻨の

穂が金色に輝いている）。

くがにしゃうかん [kuganiɕaukan]［名］〔くがに
しゃうかんまい...〕⻩金に例える塩。正月に清
めをする塩。皿の塩を客の手に乗せて清める。

【同】「くがにしょーかん」。【類】「しゃうかん」。

「しょーかん」。

くがにしょーかん [kuganiɕoːkan]［名］〔くがに
しょーかんまい...〕⻩金に例える塩。正月に清
めをする塩。皿の塩を客の手に乗せて清める。

【同】「くがにしゃうかん」。【類】「しゃうかん」。

「しょーかん」。

くがにビー [kuganibɿː]［名］〔くがにビーまい...〕
⻩金日。めでたい日。吉日。佳日。【例】くが

にビーゆ いらび（吉日を選びなさい）。きうぬ

くがにビー（今日の佳き日）。

くがにふしゅリ゚ [kuganifuɕuɭ]［名］〔くがにふし
ゅリ゚まい...。くがにふしゅ⸣リ゚まい...〕⻩金薬。
効き目の良い薬。

くがにふぬー [kuganifunuː]［名］〔くがにふぬー
まい...〕在来種のみかん。ひらみれもん。小さ
くて、とてもすっぱい。大人はよく刺身にかけ

て食べた。

くがらす [kugarasɿ]［動 I類 c型］〔くがらしー、
くがらしゃん〕焦がれさせる。苦しめる。【例】

やムピとー やーんか うくがらす（病人は家

中を焦がれさせる）。

くからふ [kukarafu]［名］〔くから⸣ふまい...〕誕
生祝い。命名祝い。生後 4日目に行われる。朝
の早い時間に砂浜の「なぐるし」を拾ってきて、

「にら」を混ぜて塩味の吸い物をつくり、神棚に

供える。命名は先祖の名前を書いた紙切れをお

盆に乗せて選ぶ。その時の名前が「やらび名」

である。【類】「ゆかしゃうずばり」。「ゆかしょ

ーずばり」。

162



くくるがーリ゚

くがりリ゚ [kugariɭ]［動 II類 c型］〔くがりー、く
がりん〕焦がれる。苦しむ。【例】うむイ゚くが

りリ゚（思い焦がれる）。まつくがりリ゚（待ちく

たびれる）。

ぐかん [gukan]［名］〔ぐかんまい...〕五貫。10
銭。

くギ [kugɿ]［動 I類 c型］〔くぎー、くがん〕子
守りをする。あやす。泣き止まない赤子をあや

す。【例】ゆいしゃーう くぎー あやす（ぶら

んこを漕いであやす）。

くギ [kugɿ]［動 I類 c型］〔くぎー、くがん〕漕
ぐ。船を漕ぐこと。【例】くがいどぅす（漕ぐ

ことができる）。くがいリ゚（漕げる）。

ぐき [guki]［名］〔ぐ⸣きまい...〕桶。水を溜める
桶。きび汁を溜める桶。水汲み用の桶。【類】「た

ぐ」。

くきしゃーリ゚ [kukiɕaːɭ]［形］〔くき⸣しゃまい...〕
気障っぽい。へそまがりである。

くきふーリ゚[kukifuːɭ]［名］〔くきふーリ゚まい...〕す
まし顔。しらん顔。もっともらしい態度。【例】

くきふーリ゚やらび（すまし顔の子ども）。

くぎリ゚ [kugiɭ]［動 I類 c型］〔くぎりー、くぎら
ん〕区切る。仕切る。【例】すぐとぅー くぎ

リ゚（仕事に区切りをつける）。んなーう ぱりー

くぎリ゚（縄を張って区切る）。

くく [kuku]［名］穀物のこと。粟・⻨・豆・黍・
高黍。五穀のこと。この五穀は全て多良間に栽

培された。人頭税として納められた。

くく [kuku]［名］〔くくま⸣い...〕石（こく）。穀
物の量の単位。石高（こくだか）。【例】いっく

く（一石）。

くくー [kukuː]［名］〔くく⸣ーまい...〕穀雨。二十
四節気の一つ。4月 20日頃。

くくじゃうぬー [kukudʑaunuː]［名］〔くくじゃう
ぬ⸣ーまい...〕穀上納。人頭税の納税。【類】「く
くじょーぬー」。

くくじょーぬー [kukudʑoːnuː]［名］〔くくじょー
ぬ⸣ーまい...〕穀上納。人頭税の納税。【類】「く
くじゃうぬー」。

くくつ [kukutsɿ]［名］〔くくつまい...〕器用さ。技
の程度。巧み。仕事ぶり。【例】すぐとぅぬ く

くつ（仕事の器用さ）。

くくつ [kukutsɿ]［名］〔くく⸣つまい...〕心地。気
分。【例】たらまぬ すムくくつ（多良間の住み

心地）。

くぐとぅ [kugutu]［名］〔くぐとぅまい...〕小言。
不平。不満を言うこと。ぶつぶついやみを言う

こと。

くくぬ ピとぅ [kukunu pɿtu]［名］〔くくぬピ⸣と
ぅまい...〕九人。【類】「くにん」。

くくぬか [kukunuka]［名］〔くくぬかまい...〕九
日。【例】くくぬかみす（九日目の神酒）。【同】

「くにつ」。

くくぬかみす [kukunukamisɿ]［名］〔くくぬかみ
すまい...〕九日前から仕込んだ神酒。スツウプ
ナカの〈くくぬかみす〉。

くくぬすてぃ [kukunusɿti]［名］〔くくぬすてぃま
い...〕九十年。九十歳。卒寿。

くくぬつ [kukunutsɿ]［名］〔くくぬ⸣つまい...〕九。
九個。九歳。ここのつ。

くくぬてぃ [kukunuti]［名］〔くくぬ⸣てぃまい...〕
九年。【類】「くにん」。

ぐくらく [gukuraku]［名］〔ぐくら⸣くまい...〕極
楽。天国。浄土。

くくる [kukuru]［名］〔くく⸣るまい...〕心。精神。
肝心（キ゚むくくる）。【例】くくるがき（心がけ）。

くくるがーリ゚（心変り）。くくるゆるす（心を

ゆるすこと）。

くくるあたリ゚ [kukuruataɭ]［名］〔くくるあた⸣リ゚
まい...〕心あたり。心に思い当たる。

くくるい [kukurui]［名］〔くくる⸣いまい...〕穀
類。五穀。「くく」の項目を参照。

くくるい [kukurui]［名］〔くくる⸣いまい...〕心
得。心がけ。

くくるいリ゚ [kukuruiɭ]［動 II類 c型］〔くくるい
ー、くくるいん〕心得る。心がける。【例】なら

ーすねーん くくるいる（教えたことを心得な

さい）。

くくるがーリ゚ [kukurugaːɭ]［名］〔くくるがー⸣リ゚
まい...〕心変わり。心移り。【例】べーたー く

くるがーリ゚ら ねーん（私たちは心変りはない

ぞ）。
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くくるがき

くくるがき [kukurugaki]［名］〔くくるが⸣きま
い...〕心掛け。

くくるがきリ゚ [kukurugakiɭ]［動 II類 c型］〔くく
るがきー、くくるがきん〕心掛ける。【例】くく

るがきる（心掛けよ）。いつまい くくるがきー

ぶリ゚（毎日心掛けているよ）。ぺーうきう くく

るがきずー（早起きを心掛けよう）。

くくるがまい [kukurugamai]［名］〔くくるがま⸣
いまい...〕心構え。心の準備。【例】くくるがま
いや なりった（心構えは出来た）。

くくるから [kukurukara]［連語］心から。真心を
込めて。心をつくして。【例】くくるから っさ

いリ゚（心から申しあげる）。

くくるぬ なか [kukurunu naka]［連語］心の中。
思っていること。感じていること。

くくるみ [kukurumi]［名］〔くくる⸣みまい...〕試
み。試し。【類】「たみす」。

くくるみリ゚ [kukurumiɭ]［動 II類 c型］〔くくる
みー、くくるみん〕試みる。試してみる。【類】

「たみす」。

くくるむつ [kukurumutsɿ]［名］〔くくるむ⸣つま
い...〕心持ち。気だて。性格。心の持ち方。

くくれーき [kukureːki]［名］〔くくれー⸣きまい...〕
心焼け。胸焼け。【例】なまムーゆ ふぇー く

くれーきう しーリ゚（生いもを食べて胸焼けし

ている）。

ぐごー [gugoː]［名］〔ぐご⸣ーまい...〕五合。1升
の半分。

ぐざ [gudza]［名］〔ぐ⸣ざまい...〕ござ。むしろ。
あだん葉むしろ。【類】「むっすぅ」。

くしかき [kuɕikaki]［名］〔くしか⸣きまい...〕腰
掛け。【例】くしかきん びー わーり（腰掛に

座って下さい）。

くしき [kuɕiki]［名］〔くしきまい...〕戸籍。本籍
地の市町村⻑が管掌する。

くしまき [kuɕimaki]［名］〔くしまきまい...〕腰
巻き。女性の身に着けるもの。

くしゃぎ [kuɕagi]［名］［植］〔くしゃぎまい...〕
くさぎ。臭い木。実は染料。【類】「くしゃぎぎ

ー」。

くしゃきぎー [kuɕakigiː]［名］［植］〔くしゃきぎ

⸣ーまい...〕植物の一種。
くしゃぎぎー [kuɕagigiː]［名］［植］〔くしゃぎぎ⸣
ーまい...〕くさぎ。臭い木。実は染料。【類】「く
しゃぎ」。

ぐしゃく [guɕaku]［名］〔ぐしゃくまい...〕五尺。
尺貫法の⻑さの単位。一尺は 30センチメート
ル。昔の男性の身⻑は五尺と言われる。

くしゃす [kuɕasɿ]［名］〔くしゃすまい...〕腰差
し。たばこ入れ。【類】「ぷどぅー」。

くしゃす [kuɕasɿ]［動 I類 c型］〔くしゃしー、く
しゃしゃん〕けなす。非難する。欠点ばかりを

避難する。【例】ピとぅー くしゃす（他人を非

難する）。

くしゃす [kuɕasɿ]［動 I類］〔くしゃしー、くしゃ
しゃん〕来させる。〈キ゚ー〉（来る）の使役形。

くしゃてぃ [kuɕati]［名］〔くしゃ⸣てぃまい...〕後
ろの方。【類】「くす」。

くしゃてぃ [kuɕati]［名］〔くしゃ⸣てぃまい...〕
腰の後ろに両手を組むこと。【例】くしゃてぃ

う しー ぶリ゚ば ムめ ういピとぅん なりっ

た（手を後ろに組んでいるから、もう年寄りに

なった）。

くしゃム [kuɕam]［名］〔くしゃ⸣ムまい...〕くさ
め。【類】「ぱなピー」。

ぐしゃム [guɕam]［名］〔ぐしゃ⸣ムまい...〕杖。棒。
【例】ぐしゃムつキ゚（杖を持つ）。

ぐしゃムすっじゃ [guɕamsɿddʑa]［名］〔ぐしゃ⸣
ムすっじゃまい...〕杖さとうきび。お盆の時に
仏壇にかざるさとうきび。神様があの世に行く

ための杖。

くじゃら [kudʑara]［名］〔くじゃらまい...〕小皿。
小さい皿。大皿・中皿に対して言う。

くしゅ [kuɕu]［名］〔く⸣しゅまい...〕古酒。⻑い
年月熟成させた酒（泡盛）。

くじゅ [kudʑu]［名］〔くじゅま⸣い...〕こぞ。去
年。昨年。

ぐじゅー [gudʑuː]［名］〔ぐじゅ⸣ーまい...〕五十。
五十歳。【例】ぐじゅーにん（五十人）。

ぐじゅーかた [gudʑuːkata]［名］［病］〔ぐじゅー
か⸣たまい...〕五十肩。

ぐしゅーよー [guɕuːjoː]［名］〔ぐしゅ⸣ーよーま
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くずキ゚

い...〕御衆様。皆様。会合のときの挨拶。【例】
ぐしゅーよー ムーながみ...（お集まりの皆
様...）。

くしゅくイ゚ [kuɕukuɿ]［名］〔くしゅくイ゚まい...〕
腰憩。慰労会。疲れいやしに飲む酒。

ぐじゅぐじゅ [gudʑugudʑu]［擬］くすぐるとき
に言う。赤ちゃんをくすぐる。赤ちゃんとのス

キンシップ。

ぐしょー [guɕoː]［名］〔ぐしょーまい...〕後世。あ
の世。

くじらす [kudʑirasɿ]［動 I類 c型］〔くじらしー、
くじらしゃん〕こじらせる。病気をこじらせる。

【例】ぱなピキ゚う くじらしーねーん（風邪をこ

じらせてしまった）。

くじん [kudʑin]［名］〔くじんまい...〕小銭。紙幣
でないお金。【類】「かにじん」。「ぐまじん」。

ぐしん [guɕin]［名］〔ぐしんまい...〕女性の陰部。
【類】「ピー」。

ぐじんぷー [gudʑinpuː]［名］〔ぐじんぷーまい...〕
御前風。祝い座に嘉例をつける踊りのこと。主

として「かぎやでぃ風節」を演ずる。

くす [kusɿ]［名］〔くすまい...〕腰。背中。【例】く
すぬ やム（腰が痛い）。【類】「くすぶに」。

くす [kusɿ]［名］〔くすまい...〕後ろ。【例】やー
ぐす（家の後ろ）。【類】「くしゃてぃ」。

くす [kusɿ]［名］〔くすまい...〕味方。頼りになる
者。縁者。親戚の人たち。

くす [kusɿ]［動 I類 a型］〔くしー、くしゃん〕越
す。引っ越す。住宅を変える。移る。移転する。

転居する。【例】やーくす（住宅を引っ越す）。

くす [kusɿ]［動 I類 a型］〔くしー、くしゃん〕運
ぶ。【例】すっじゃう くす（刈り取ったさとう

きびを運ぶ）。くしー ばしゃん ぬしーリ゚（運

んで馬車に乗せる）。

くす [kusɿ]［動 I類 a型］〔くしー、くしゃん〕ろ
過する。不純物をこし取る。いもの澱粉をとる。

【例】くずう くす（澱粉をとる）。

くず [kudzɿ]［名］〔くずまい...〕澱粉。炭水化物。
植物の光合成によって作られた炭水化物。【例】

ムーくず（いも澱粉）。

ぐす [gusɿ]［名］〔ぐすまい...〕節。竹の節。さと

うきびの節。イネ科の植物にある。【例】なが

ぐす（節の間の⻑いこと）。

ぐす [gusɿ]［名］〔ぐすまい...〕鞭。棒。木の枝の
葉を除いたもの。馬を鞭で叩いて走らせる。

ぐす [gusɿ]［名］〔ぐ⸣すまい...〕串。〈きぐす〉（木
の串）。〈かにぐす〉（金属の串）。〈たきぐす〉

（竹の串）。

ぐず [gudzɿ]［名］［魚］〔ぐずまい...〕ぶだいの
仲間。かんむりふだい。

くすあてぃ [kusɿati]［名］〔くすあ⸣てぃまい...〕
腰当て。腰当てにするもの。

くすあてぃリ゚ [kusɿatiɭ]［動 II 類 c 型］〔くすあ
てぃー、くすあてぃん〕腰当てる。腰当てにす

る。【例】むギだーらう くすあてぃリ゚（⻨俵を

腰当てにする）。

くすえーぎ [kusɿeːgi]［名］〔くすえーぎまい...〕
手を腰にしばること。和服の袖を腰にしばるこ

と。

くすか [kusɿka]［名］［指］〔くす⸣かまい...〕こ
れだけ。少しのときに言う。残り少ない。【同】

「くすき」。「くすけ」。

くずかい [kudzɿkai]［名］〔くずかいまい...〕小遣
い。小遣い銭のこと。

くずかい [kudzɿkai]［名］〔くずかいまい...〕小使
い。用務員のこと。

くずかいしん [kudzɿkaiɕin]［名］〔くずかいしん
まい...〕小遣銭。現代の子どもは小遣い銭をね
だる。

くずがす [kudzɿgasɿ]［名］〔くずがすまい...〕い
もから澱粉をとった粕。

ぐすがた [gusɿgata]［名］〔ぐ⸣すがた⸢まい...〕節
間が短いこと。さとうきびの茎を言う。

ぐすかたしゃーリ゚ [gusɿkataɕaːɭ]［形］節が多い。
イネ科の植物の節の間が短い。さとうきび・す

すきなどに言う。

くすかムーな [kusɿkammna]［名］［指］〔くす⸣か
ムーなまい...〕こんなにたくさん。【例】くす
かムーな ゆいリ゚（こんなにたくさんもらう）。

くすき [kusɿki]［名］［指］〔くす⸣きまい...〕これ
だけ。【同】「くすか」。「くすけ」。

くずキ゚ [kudzɿkɿ]［名］［病］〔くずキ゚ま⸣い...〕ハ
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ぐすく

ンセン病。今は禁句。

ぐすく [gusɿku]［名］〔ぐす⸣くまい...〕城。首里
城。首里城跡。今帰仁城跡。中城城跡。勝連城

跡。座喜味城跡。2000 年に世界遺産に登録さ
れた。【類】「とぅぬつ」。

ぐすくべ [gusɿkube]［名］〔ぐすくべまい...〕城
辺。地名。宮古島市に属する。

くすけ [kusɿke]［名］［指］〔くす⸣けまい...〕これ
だけ。【例】くすけどぅ あリ゚（これだけしかな

い）。ヴヴぁが むてー くすけ（君の分はこれ

だけだ）。【同】「くすか」。「くすき」。

くすけー [kusɿkeː]［感］くしゃみの呪文。
くすじゅーしゃーリ゚ [kusɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔くすじ
ゅーしゃまい...〕うしろ立てが強い。応援者が
多い。味方が多い。

くすじゅーむぬ [kusɿdʑuːmunu]［名］〔くすじゅ
ーむぬまい...〕後援者に恵まれた人。応援者・
味方が多い人。【例】くすじゅーむのー とーし

ん（味方の多い者は当選）。

くずちょーき [kudzɿtɕoːki]［名］〔くずちょーき
まい...〕芋澱粉のつまみ。

ぐすとぅギ [gusɿtugɿ]［名］〔ぐ⸣すとぅギ⸢まい...〕
串作り。木・竹を削って串を作る。

くすながに [kusɿnagani]［名］〔くすながにまい...〕
背中。背骨。【類】「くすぶに」。

ぐずぬ ふたい [gudzɿnu futai]［名］〔ぐずぬふた
いまい...〕おでこ。額が飛び出ていること。〈ぐ
ず〉はぶだいの仲間。

くすぬ やー [kusɿnu jaː]［名］〔くすぬや⸣ーま
い...〕後ろの家。後ろの隣家。

くすぱだか [kusɿpadaka]［名］〔くすぱだかまい...〕
腰の裸。上半身が裸のこと。【類】「あかぱだ

か」。

くずぱんびム [kudzɿpanbim]［名］〔くずぱんび
ムまい...〕澱粉のてんぷら。いもの澱粉のてん
ぷら。

くすぶに [kusɿbuni]［名］〔くすぶにまい...〕腰骨。
背椎。背中。腰。【例】くすぶにう かき（背中

を掻きなさい）。くすぶにぬ やム（腰が痛い）。

【類】「くす」。「くすムに」。「しびら」。

くずま [kudzɿma]［名］〔くずまま⸣い...〕小島。群

島の中で小さい島を言う。【類】「すまがま」。

くすまーリ゚ [kusɿmaːɭ]［名］〔くすまーリ゚うまい...〕
腰まわり。腹囲。ウエスト。

くすまがリ゚ [kusɿmagaɭ]［名］〔くすまがリ゚まい...〕
腰曲がり。腰を曲げている状態。

くすまがリ゚ピとぅ [kusɿmagaɭpɿtu]［名］〔くすま
がリ゚ピ⸣とぅまい...〕腰の曲がっている人。猫
背。

くずむつー [kudzɿmutsɿː]［名］〔くずむつーま
い...〕澱粉で作った餅。

くすむてぃ [kusɿmuti]［名］〔くすむてぃまい...〕
後ろの方角。北の里。

くすむてぃばる [kusɿmutibaru]［名］〔くすむて
ぃばるまい...〕北の方の畑。

くすムに [kusɿmni]［名］〔くすムにまい...〕背中。
腰。腰嶺か。【類】「くす」。「くすぶに」。

くすムばす [kusɿmbasɿ]［動 I類 c型］〔くすムば
しー、くすムばしゃん〕背伸びする。【例】て

ぃーう あぎー くすムばす（手をあげて背伸

びする）。

くすやどぅふつ [kusɿjadufutsɿ]［名］〔くすやどぅ
ふ⸣つまい...〕裏口。家の裏口。

くすやム [kusɿjam]［名］［病］〔くすや⸣ムまい...〕
腰痛。【例】ぱるー かでぃー くすやム（畑を

耕して腰が痛い）。

くずゆー [kudzɿjuː]［名］〔くずゆーまい...〕澱粉
の粥。澱粉を水に溶かし湯をかけたもの。

くすよーしゃーリ゚ [kusɿjoːɕaːɭ]［形］〔くすよーし
ゃまい...〕後援者が弱い。うしろ立てが少ない。
後援者が少ない。味方が少ない。

くすよーむぬ [kusɿjoːmunu]［名］〔くすよーむぬ
まい...〕後援者の弱い人。うしろ立ての少ない
人。後援者の少ない人。

くずりリ゚ [kudzɿriɭ]［動 II類 c型］〔くずりー、く
ずりん〕崩れる。倒れる。潰れる。【例】いしが

キ゚ぬ くずりリ゚（石垣が崩れる）。

くだ [kuda]［連語］来い。来なさい。【例】あた
また くだ（明日また来なさい）。

くだー [kudaː]［名］［指］〔くだ⸣ーまい...〕遠い
所からこちらへの意味。【例】くだーがみ キ゚た

リ゚（こんなに遠い所まで来た）。くだーやー（こ
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くっじばら

んなに遠い所の家）。くだーんけー（こんなに

遠い所まで）。

くだームーな [kudaːmmna]［名］［指］〔くだ⸣ー
ムーなまい...〕こんなに遠い所あたり。【例】く
だームーな あすビ（こんな遠い所に遊ぶ）。

くたい [kutai]［名］〔くたいまい...〕答え。返事。
返答。

ぐたい [gutai]［名］〔ぐたいまい...〕五体。体全
体。胴体。体躯。体格。体つき。

くたいリ゚ [kutaiɭ]［動 II類 a型］〔くたいー、く
たいん〕耐える。忍耐する。疲れる。精神的に

打撃を受ける。身にしみてこたえる。【例】ぴ

ーしゃん くたいリ゚（寒さにこたえる）。

くたいリ゚ [kutaiɭ]［動 II類 a型］〔くたいー、く
たいん〕答える。返事する。返答する。【例】く

たいだかー ならん（答えなければいけない）。

イ゚ーくとぅん くたいる（言うことに答えなさ

い）。

くだき [kudaki]［名］［指］〔くだ⸣きまい...〕こ
の丈。この高さ。とても高いことに言う。【例】

くだきぬ ぬーま（とても高い馬）。

くだきー [kudakiː]［名］［指］〔く⸣だきー⸢まい...〕
この高さ。【例】くだきーぬ ぴんだ（この高さ

の山羊）。【同】「くだけー」。

くだきーがま [kudakiːgama]［名］［指］〔く⸣だき
ー⸢が⸣ままい...〕この丈。この高さ。とても低
いことに言う。【同】「くだけーがま」。

くだきムーな [kudakimmna]［名］［指］〔くだ⸣き
ムーなまい...〕とても高いこと。【例】くだき
ムーなぬ にー（とても高く積まれた荷）。

くだきリ゚ [kudakiɭ]［動 II類 a型］〔くだきー、く
だきん〕腰の帯に鎌などを差す。

くだけー [kudakeː]［名］［指］〔く⸣だけー⸢まい...〕
この高さ。【同】「くだきー」。

くだけーがま [kudakeːgama]［名］［指］〔く⸣だけ
ー⸢が⸣ままい...〕この丈。この高さ。とても低
いことに言う。【同】「くだきーがま」。

くだす [kudasɿ]［動 I 類 c 型］［病］〔くだしー、
くだしゃん〕下す。下痢する。

くだす [kudasɿ]［動 I類 c型］〔くだしー、くだ
しゃん〕下す。命令を下す。指示する。指揮を

とる。

くだすキ゚ [kudasɿkɿ]［名］〔くだすキ゚ま⸣い...〕家
の一番座。普通、東側にある。主人の寝る部屋。

【類】「いつばんじゃー」。

くたみキ゚ [kutamikɿ]［動 I類 c型］〔くたみきー、
くたみかん〕ぐっすり寝る。熟睡する。

くだらん [kudaran]［連語］くだらないこと。つ
まらない。【例】くだらん ぱなす（くだらない

話）。

くだリ゚ [kudaɭ]［名］〔くだリ゚まい...〕下り。話の
くだり。【例】ふつゆムぬ くだリ゚（台詞のくだ

り）。

くだリ゚ [kudaɭ]［動 I類 a型］〔くだりー、くだら
ん〕下りる。降りる。坂を下りる。

くだリ゚ [kudaɭ]［動 I類 a型］〔くだりー、くだら
ん〕下る。言い渡される。指示される。

くだんそー [kudansoː]［名］［植］〔くだんそ⸣ー
まい...〕ちしゃの仲間。【類】「ふだんそー」。

くたんでぃリ゚ [kutandiɭ]［動 II類 c型］〔くたん
でぃー、くたんでぃん〕へたばる。過労する。

仕事がいやになる。疲れる。【例】しゃきう ぬ

みー くたんでぃリ゚（二日酔いしている）。

くちき [kutɕiki]［名］〔くちきまい...〕入れもの。
あだなす縄でくばの葉を編んだ袋。【類】「くち

きぐー」。

くちきぐー [kutɕikiguː]［名］〔くちきぐ⸣ーまい...〕
入れもの。昆布の入った大きい袋。【類】「かま

じーぐー」。「くちき」。「ぴーぱーぐー」。

くちゃき [kutɕaki]［名］〔くちゃきまい...〕くば
の葉で作ったざる。

くつ [kutsɿ]［名］〔く⸣つまい...〕靴。革靴。サン
ダル。スニーカー。

くつ [kutsɿ]［名］〔く⸣つまい...〕骨。遺骨のこと。
くつ [kutsɿ]［名］〔く⸣つまい...〕こつ。要領。【例】
すぐとぅぬ くつ（仕事の要領）。

ぐっ [guʔ]［擬］水を飲みこむこと。幼児語。【例】
ぐってぃー ぬみ（ぐっと飲みなさい）。

くっくっ [kukkuʔ]［擬］鶏の親がひなを呼ぶ様。
くっじばら [kuddʑibara]［名］〔くっじば⸣らま
い...〕苦労のせい。【例】くすやムや くっじば

ら（腰痛は苦労のせいだ）。
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くっじむぬ

くっじむぬ [kuddʑimunu]［名］〔くっじむ⸣ぬま
い...〕苦労者。苦労人。

くっじゃす [kuddʑasɿ]［動 I類 a型］〔くっじゃ
しー、くっじゃしゃん〕苦労させる。【例】っふ

ぁぬどぅ くっじゃす（子どもが苦労させる）。

くっじリ゚ [kuddʑiɭ]［動 II類］〔くっじー、くっじ
ん〕苦労する。悩む。精神的に苦しむ。

くっずー [kuddzɿː]［動 I類 c型］〔くっじー、くっ
じゃん〕苦しむ。苦労する。難儀する。【例】く

っじーてーん（苦しんでばかり。苦労ばかり）。

くつぱぎ [kutsɿpagi]［名］〔く⸣つぱぎまい...〕靴
ずれ。

ぐっふぁ [guffa]［擬］棒や銛で地面や干瀬を突く
こと。蛸漁の人に見られる。【同】「ごっふぁ」。

ぐっふぁみキ゚ [guffamikɿ]［動 I類 c型］〔ぐっふ
ぁみきー、ぐっふぁみかん〕勢いよく突く。

くてぃ [kuti]［名］〔くてぃまい...〕下あご。【類】
「くてぃぶに」。

くでぃ [kudi]［名］［地］〔く⸣でぃまい...〕多良間
島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

くてぃぶに [kutibuni]［名］〔くてぃぶにまい...〕
下あごの尖っている部分。【類】「くてぃ」。

くとぅ [kutu]［終］〜すべき。【例】ヴヴぁが す

ーくとぅ（君がすべきだ）。

くとぅ [kutu]［名］〔くとぅま⸣い...〕事。事柄。
物事。出来事。事件。人間の行為。成果。現象。

【例】たらまぬ くとぅ（多良間の事柄）。むぬ

ぐとぅ（物事）。ぬーぐとぅが（何事か）。

くとぅ [kutu]［名］〔く⸣とぅまい...〕言。【例】ふ
たくとぅ（二言）。くとぅば（言葉）。

くとぅ [kutu]［名］〔くとぅま⸣い...〕琴。和琴。琉
球琴。大正琴。弦楽器。

くとぅ [kutu]［副］殊。殊に。特に。特別に。〈く
とぅん〉の形で使われる。【例】くとぅん うー

しゃーリ゚（特別大きい）。

ぐとぅ [gutu]［名］〜ごとく。〜のように。【例】た
きぬ ぐとぅぬ あみ（滝のような雨）。

くどぅキ゚ [kudukɿ]［名］〔くどぅキ゚ま⸣い...〕口説
き。琉球舞踊の一つ。上り口説。下り口説。四

季口説。波平（はんじゃ）口説。

くどぅキ゚ [kudukɿ]［動 I類 c型］〔くどぅきー、く

どぅかん〕口説く。説得する。自分の意向に従

わせようとする。【例】くどぅきー とぅらす

（口説いてやる）。

くどぅきリ゚ [kudukiɭ]［動 II類 a型］〔くどぅき
ー、くどぅきん〕腰にかける。腰に鎌を差す。

くとぅす [kutusɿ]［名］〔くとぅすま⸣い...〕今年。
本年。【例】くとぅすぬ しゃうがつ（今年の正

月）。くとぅすェー にどぅす（今年は子年）。

くとぅば [kutuba]［名］〔くとぅ⸣ばまい...〕言葉。
人間の言語。共通語。方言。外国語。意志・思

想・感情を表現する。

ぐとぅぱ [gutupa]［名］［病］〔ぐとぅ⸣ぱまい...〕
疥癬（かいせん）。

くとぅわリ゚ [kutuʋaɭ]［動 I類 c型］〔くとぅわり
ー、くとぅわらん〕断わる。拒否する。応じら

れないこと。【例】しゃきぬムゆ くとぅわりー

（酒飲みを断った）。

くとぅん [kutun]［連語］殊に。特に。特別に。【例】
くとぅん ぬーまい ねーん（特に何もない）。

ぐとぅん [gutun]［連語］〜ごとに。〜たびに。【例】
むぬふーぐとぅん うぐなーリ゚（食事のたびに

集まる）。

ぐどぅん [gudun]［形］〔ぐどぅ⸣んまい...〕愚鈍。
思考力の弱いこと。

ぐどぅんむぬ [gudunmunu]［名］〔ぐどぅ⸣んむぬ
まい...〕愚鈍者。思考力の弱い人。勉強のでき
ない子ども。

ぐな [guna]［名］〜する人。〜係。〜担当。【例】み
ずムーぐな（水汲み係）。

くながしゃキ゚ [kunagaɕakɿ]［名］［地］〔くながし
ゃ⸣キ゚まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

くなぎ [kunagi]［名］［指］〔くな⸣ぎまい...〕この
⻑さ。両手を広げて示す。【例】くなぎぬ ぱう

どぅ あたリ゚（この⻑さの蛇だった）。【同】「く

なげー」。

くなぎー [kunagiː]［名］［指］〔く⸣なぎー⸢まい...〕
この⻑さ。両手を広げて示す。【同】「くなぎ」。

「くなげー」。

くなげー [kunageː]［名］［指］〔く⸣なげー⸢まい...〕
この⻑さ。両手を広げて示す。【例】くなげー
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くぬちゃ

や ありー うかん（この⻑さはなかっただろ

う）。【同】「くなぎ」。

くなす [kunasɿ]［動 I類 a型］〔くなしー、くな
しゃん〕甘える。わがまま。【例】あんなう く

なしーリ゚（⺟にわがまましている）。

くなす [kunasɿ]［動 I類 c型］〔くなしー、くな
しゃん〕細かくする。崩す。こね合わす。砕い

て柔らかくする。使いこなす。【例】ムたう み

ずしー くなす（土を水でこねる）。

ぐなん [gunan]［名］〔ぐなんまい...〕五男。五番
目の男の子。

くに [kuni]［名］〔くにまい...〕国。国家。⺟国。
【例】にふんぬ くに（日本国）。くにぐに（国

々）。

くに [kuni]［名］〔くにま⸣い...〕捏ね。捏ねるこ
と。

くにしゃい [kuniɕai]［名］〔くにしゃいまい...〕小
二才。八月おどりの演目。

くにつ [kunitsɿ]［名］〔くにつまい...〕九日。【類】
「くくぬか」。

くにリ゚ [kuniɭ]［動 II類 c型］〔くにー、くにん〕
捏ねる。粉を捏ねる。メリケン粉を捏ねる。理

屈を捏ねる。【例】しみんゆ くにリ゚（セメント

を捏ねる）。くーゆ くにリ゚（粉を捏ねる）。り

くつう くにリ゚（理屈を捏ねる）。

くにん [kunin]［名］〔くにんまい...〕九人。【類】
「くくぬピとぅ」。

くにん [kunin]［名］〔くにんまい...〕九年。【類】
「くくぬてぃ」。

ぐにん [gunin]［名］〔ぐにんまい...〕五人。五名。
くぬ [kunu]［連体］［指］この。【例】くぬ ぐる

（この頃）。くぬ うや あとぅい くぬ っふぁ

ぬ ムまりリ゚（この親あってこの子あり）。

くぬ がキ゚ [kunu gakɿ]［連語］［指］この餓⻤。こ
の野郎。子どもに対して親しみを込めて言う。

【例】ヴヴぁー くぬがキ゚（おい、この餓⻤め）。

くぬ ぐる [kunu guru]［連語］［指］この頃。近
頃。最近。【類】「くぬーリ゚」。「くぬーれ」。

くぬ しゃキ゚ [kunu ɕakɿ]［連語］［指］この先。今
後。これから。【例】くぬ しゃキ゚う かんがい

る（今後のことを考えよ）。

くぬ しゃく [kunu ɕaku]［連語］［指］このほど。
これぐらい。【例】くぬ しゃく うめー ぶリ゚

（これほど思っている）。くぬ しゃくまい な

らんな（これほども出来ないのか）。

くぬ じゃま [kunu dʑama]［連語］［指］このざ
ま。この状態。悪い状態に言う。【例】ゆだだ

リ゚むぬぬ わじゃー くぬ じゃま（怠け者の仕

事はこのざまだ）。

くぬ ちら [kunu tɕira]［連語］［指］この奴ら。こ
いつら。その場にいる人たちに言う。【例】く

ぬ ちらぬ ムめ...（こいつ等...）。
くぬ つキ゚ [kunu tsɿkɿ]［連語］［指］この月。今日
の月。【例】くぬ つキ゚ェー いふかづキ゚が（今

日の月は何日の月か）。

くぬ つキ゚ [kunu tsɿkɿ]［連語］［指］今月。【例】
くぬ つキ゚んどぅ ぶどぅリ゚ら あリ゚（今月八月

おどりはある）。

くぬ ぶん [kunu bun]［連語］［指］この分。これ
相当。これほど。【例】くぬ ぶんにー じゃう

ぶん（この分で良い）。

くぬ へー [kunu heː]［連語］［指］こいつ。こ奴。
この野郎。子どもに対して言う。

くぬ まい [kunu mai]［連語］［指］この前。以
前。先日。【例】くぬまいぬ かリ゚たリ゚ じん（こ

の前借りたお金）。くぬ まいや ぐぶりー（こ

の前は御無礼しました）。

くぬ まま [kunu mama]［連語］［指］このまま。
そのまま。【例】くぬ まま うつきー うき（こ

のままにして置いておきなさい）。

くぬ ゆー [kunu juː]［連語］［指］この世。現世。
くぬーリ゚ [kunuːɭ]［名］［指］〔くぬーリ゚まい...〕こ
の頃。近頃。最近。【例】くぬーリ゚ぬ やらびた

（この頃の子どもたち）。【同】「くぬーれ」。【類】

「くぬぐる」。

くぬーれ [kunuːre]［名］［指］〔くぬーれまい...〕
この頃。近頃。最近。【同】「くぬーリ゚」。【類】

「くぬぐる」。

くぬちゃ [kunutɕa]［名］［指］〔くぬ⸣ちゃまい...〕
この奴等。こいつ等。

くぬちゃ [kunutɕa]［名］［指］これほど。【例】く
ぬちゃぬ むぬ（これほどのもの）。
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くぬム

くぬム [kunum]［動 I類 c型］〔くぬみー、くぬ
まん〕企てる。もくろむ。考え出す。工夫する。

【例】やーにうどぅ くぬみー ぶリ゚（来年のこ

とを考えている）。【類】「みくム」。

くぬム [kunum]［動 I類 c型］〔くぬみー、くぬ
まん〕好む。好きになる。【例】かぬ みどぅム

ゆばー くぬまん（あの女をば好きでない）。

くば [kuba]［名］［植］〔くばまい...〕蒲葵。びろ
う。つぼみを食べる。咲き終わったものは繊維

として使用する。【類】「くばぎー」。

くばあうギ [kubaaugɿ]［名］〔くばあうギまい...。
くばあう⸣ギまい...〕クバの葉で作る扇。【類】
「くばぬぱーあうギ」。

くばがしゃ [kubagaɕa]［名］〔くばがしゃまい...〕
蒲葵傘。くばの葉で作った帽子。

くぱがなまら [kupaganamara]［名］〔くぱがなま
⸣らまい...〕頑固者。融通の利かない人。

くぱがなまリ゚ [kupaganamaɭ]［名］〔くぱがなま⸣
リ゚まい...〕石頭。頑固者。

くぱがなまれ [kupaganamare]［名］〔くぱがなま
⸣れまい...〕頑固者。融通の利かない人。

くばぎー [kubagiː]［名］〔くばぎーまい...〕蒲葵
木。びろう樹。葉・葉柄・花芽は日常生活に利

用された。【類】「くば」。

くぱぎー [kupagiː]［名］〔くぱぎ⸣ーまい...〕固い
木。工作しにくい木。

くぱぎむぬ [kupagimunu]［名］〔くぱぎむ⸣ぬま
い...〕固そうなもの。見かけの固そうなもの。

くぱしゃ [kupaɕa]［名］〔くぱ⸣しゃまい...〕固さ。
固いこと。

くぱしゃーリ゚ [kupaɕaːɭ]［形］〔くぱ⸣しゃまい...〕
固い。堅い。食べ物や手の感触で固い。【例】く

ぱむぬ（固いもの）。くぱピとぅ（頑固者）。く

ぱしゃん ならん（固くてたまらない）。

くぱしゃーリ゚ [kupaɕaːɭ]［形］〔くぱ⸣しゃまい...〕
口がかたい。言葉を慎むこと。

くばじゃん [kubadʑan]［名］〔くばじゃんまい...〕
蒲葵の葉柄。うずら獲りの仕掛けに使用する。

おもちゃの船を作る。漁の浮きなどにする。

くばじゃんふに [kubadʑanfuni]［名］〔くばじゃん
ふにまい...〕びろうの葉柄で作る遊び用の舟。

くばずー [kubadzɿː]［名］〔くばずーまい...〕蒲葵
の葉で作ったつるべ。

くぱずー [kupadzɿː]［名］〔くぱず⸣ーまい...〕固
い地面。固い畑。日照り続きの畑。

くばぬ ぱー [kubanu paː]［名］〔くばぬぱーま
い...〕蒲葵の葉。扇、つるべ、雨具を作ったり、
食べ物を乗せたりする。葉心はバッタ獲りの罠

にする。

くばぬ ぱーあうギ [kubanu paːaugɿ]［名］〔くば
ぬぱーあうギまい...〕蒲葵の葉で作った扇。

くばぬ ぱーしゃっすい [kubanu paːɕassɿi]［名］
〔くばぬぱーしゃっすいまい...〕くばの葉のひ
しゃく。くばの葉でできたひしゃく。

くばぬ ぱームぬ [kubanu paːmnu]［名］〔くばぬ
ぱームぬまい...〕クバの葉っぱで作った蓑（み
の）。【類】「くばムぬ」。

くばま [kubama]［名］〔くばままい...〕小浜。小
さい砂浜。小さい浜辺。

くばま [kubama]［名］［地］〔くばままい...〕多
良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

くぱまイ゚ [kupamaɿ]［名］［植］〔くぱま⸣イ゚まい...〕
シャム米。タイ米。【類】「しゃむまイ゚」。

くばムぬ [kubamnu]［名］〔くばム⸣ぬまい...〕ク
バの葉っぱで作った蓑（みの）。【類】「くばぬ

ぱームぬ」。

くぱむぬ [kupamunu]［名］〔くぱむ⸣ぬまい...〕固
いもの。固い食べもの。割れにくいもの。折れ

にくいもの。

くぱむぬイ゚ー [kupamunuɿː]［名］〔くぱむぬイ゚⸣ー
まい...〕固い言葉を言う。厳格な言葉を言うこ
と。

くぱら [kupara]［名］〔くぱ⸣らまい...〕言葉の不
自由な人。言葉の下手な人。

くぱらす [kuparasɿ]［動 I類 c型］〔くぱらしー、
くぱらしゃん〕固くさせる。固まらせる。凝固

させる。【例】くずぬ ゆーん ゆーゆ かきー

くぱらす（澱粉の液に湯を注いで固まらせる）。

くばリ゚ [kubaɭ]［動 I類 c型］〔くばりー、くばら
ん〕配る。割り当てする。分担する。配布する。

配達する。【例】つっとー くばりった（お土産

は配った）。
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ぐふみかす

くぱリ゚ [kupaɭ]［動 I類 c型］〔くぱりー、くぱら
ん〕固まる。固くなる。【例】くぱりった（固ま

った。固くなった。凝固した）。

くぱリ゚ [kupaɭ]［動 I類 c型］〔くぱりー、くぱら
ん〕凍える。寒い。【例】ぴーしゃん くぱリ゚（寒

さに凍える）。あみん ムにー くぱりー（雨に

濡れて凍えた）。

くぱリ゚ [kupaɭ]［動 I類 c型］〔くぱりー、くぱら
ん〕言葉が詰まる。【例】くぱリ゚むぬゆム（意

味のはっきりしない言葉）。

くばリ゚むぬ [kubaɭmunu]［名］〔くばリ゚む⸣ぬまい...〕
配られたもの。配るべきもの。【例】くばリ゚む

のー ねーん（配るものはない）。

くぱリ゚むぬ [kupaɭmunu]［名］〔くぱリ゚む⸣ぬまい...〕
言葉の不自由な人。どもり。【類】「くぱれ」。

くぱれ [kupare]［名］〔くぱ⸣れまい...〕どもり。
吃る人。言葉が滑らかに出ない人。【類】「くぱ

リ゚むぬ」。

くばん [kuban]［名］〔くばんまい...〕料理人。ス
ツウプナカの料理人。

くぱん [kupan]［名］〔くぱ⸣んまい...〕仏壇に供
える酒肴のこと。焼き魚の供え物。

ぐばん [guban]［名］〔ぐば⸣んまい...〕碁盤。囲
碁に使う方形の盤。

くばんじゃー [kubandʑaː]［名］〔くばんじゃーま
い...〕料理の人たちの部所。スツウプナカの分
担。料理全般を担当する。

くび [kubi]［名］〔くびまい...〕壁。すすき、竹、
板、土石などで作る。

くびあム [kubiam]［名］〔くびあ⸣ムまい...〕壁編
み。壁作り。住宅の壁作り。茅葺き屋根はすす

きの壁。瓦屋根は板の壁。

くびいた [kubiita]［名］〔くびいたまい...〕壁板。
住宅の壁に使う板。

くびつ [kubitsɿ]［名］〔くびつまい...〕区別。分
けて置くこと。別々にすること。一緒にしない

こと。良いもの、悪いものを分けて置くこと。

くびった [kubitta]［名］〔くびっ⸣たまい...〕（す
すきで編まれた）壁のすきま。またはその壁。

くびとぅ [kubitu]［名］〔くび⸣とぅまい...〕小人。
子どものこと。考えや行動が未熟なこと。

くびリ゚ [kubiɭ]［動 I類 c型］〔くびりー、くびら
ん〕薪をくべる。薪を燃やす。【例】うまつぬ

けーりんけ くびる（火が消えないうちに薪を

入れよ）。

くぶ [kubu]［名］〔く⸣ぶまい...〕こぶ。たんこぶ。
ぐふ [gufu]［擬］〔ぐふてぃー...〕棒や銛で地面
や干瀬を突くこと。

ぐぶ [gubu]［名］〔ぐ⸣ぶまい...〕しこり。まめ。
【例】っふぁつぬ ぐぶ（鍬を使ったためにでき

るしこり）。

ぐぶ [gubu]［名］〔ぐ⸣ぶまい...〕五分。一寸の半
分。⻑さの単位。【例】ぐぶ あぎる（五分上げ

よ）。

くふー [kufuː]［名］〔くふ⸣ーまい...〕工夫。考え
ること。手段や方法を生み出すこと。

くぷが [kupuga]［名］［指］〔くぷがまい...〕こ
の大きさ。この広さを言う。強調するときに言

う。

くぷがー [kupugaː]［名］［指］〔く⸣ぷがー⸢まい...〕
この大きさ。この広さを言う。これくらい。【例】

くぷがーどぅ あたリ゚（これくらいの大きさだ

った）。

くぷがムーな [kupugammna]［名］［指］〔くぷが
ムー⸣なまい...〕この大きさ。こんなに大きく。

くぷぎ [kupugi]［名］［指］〔くぷぎま⸣い...〕こ
の大きさ。この広さを言う。これくらい。【例】

くぷぎぬ ぱんびムどぅ あたリ゚（この大きさ

のてんぷらだった）。くぷぎなーや ねーん（こ

んなに大きくない）。

ぐふぐふ [gufugufu]［擬］〔ぐふぐ⸣ふまい...〕あ
ちらこちら突くこと。蛸とりの名人は巣穴を見

つけると銛で突いて感触を確かめる。

ぐぶぐぶ [gubugubu]［名］〔ぐぶぐ⸣ぶまい...〕五
分五分。半々。同じ程度。

くぷげー [kupugeː]［名］［指］〔く⸣ぷげー⸢まい...〕
これほど。

くぶすみ [kubusɿmi]［名］［魚］〔くぶす⸣みまい...〕
こぶしめ。甲いか。

ぐふてぃー [gufutiː]［擬］ばったり会うとき。突
然出会うとき。頭を突き合わすとき。

ぐふみかす [gufumikasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぐふみ
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ぐぶりー

かしー、ぐふみかしゃん〕穴を開ける。突き破

る。

ぐぶりー [guburiː]［名］〔ぐぶり⸣ーまい...〕ご無
礼。失礼。先輩に対して言う。

ぐぼー [guboː]［名］［植］〔ぐぼ⸣ーまい...〕ごぼ
う。根の⻑いことから深い土を好む。

くま [kuma]［名］［指］〔くま⸣んまい...〕ここ。こ
ちら。こっち。【例】くまな（ここか。こちら

か）。くまにー（こちらで）。くまどー くま（こ

こだよ・こっちだよ）。くまんどぅ あリ゚（こっ

ちにある）。

くま [kuma]［名］［植］〔くままい...〕粟。「たら
まゆー」の歌詞にある。ニコライ・ネフスキー

による。【例】くまつキ゚（粟搗き）。

ぐま [guma]［名］［植］〔ぐままい...〕胡麻（ご
ま）。胡麻を栽培する人はいなくなった。

ぐまあヴヴぁ [gumaavva]［名］〔ぐまあヴ⸣ヴぁ
まい...〕ごま油。

くまあみ [kumaami]［名］〔くまあ⸣みまい...〕小
雨。こぬか雨。霧雨。農作業を中止するほどの

雨ではない。【類】「ぷきあみ」。

くまあム [kumaam]［名］〔くまあ⸣ムまい...〕網
の目を小さく編むこと。

くまあム [kumaam]［名］〔くまあ⸣ムまい...〕目
の小さい網。

くまがま [kumagama]［名］［指］〔くまがま⸣ん
まい...〕すぐ近い所。近所。【例】あが やーや

くまがま（ぼくの家はすぐ近くだ）。

くまギー [kumagɿː]［名］〔くまギーまい...〕細か
く切ること。短く切ること。【例】くまギー し

る（細く切りなさい）。

くまキ゚だム [kumakɿdam]［名］〔くまキ゚だムまい...〕
細かく刻むこと。【例】たばくー くまキ゚だム

（葉たばこを細く刻む）。

くまぐま [kumaguma]［副］こまごま。くわしく。
やさしく。ていねいに。【例】くまぐまてぃー

ぱなす（ていねいに話をする）。

くましゃ [kumaɕa]［名］〔くま⸣しゃまい...〕細
さ。細かさ。短さ。

くましゃーリ゚ [kumaɕaːɭ]［形］〔くま⸣しゃまい...〕
細い。細かい。糸状である。網の目が小さい。

【例】くまーくま（とても細い）。いとぅぬ く

ましゃぬ（糸の細いことよ）。

ぐましゃーリ゚ [gumaɕaːɭ]［形］〔ぐま⸣しゃまい...〕
小さい。粒状である。

くましゃキ゚ [kumaɕakɿ]［名］〔くましゃ⸣キ゚まい...〕
細かく裂くこと。【例】あだなすう くましゃキ゚

（あだんの気根を細かく裂く）。

ぐまじん [gumadʑin]［名］〔ぐまじんまい...〕小
銭。紙幣でないお金。【類】「かにじん」。「くじ

ん」。

ぐまずー [gumadzɿː]［名］〔ぐまずーまい...〕細
い字。小さい字。【例】ぐまずーや みーらいん

（小さい字は読めない）。

くまずかい [kumadzɿkai]［名］〔くまずかいまい...〕
細使い。お使い。走り使い。小用の使い。

くまた [kumata]［名］［指］〔くまた⸣んまい...〕こ
こら。ここら辺。こちら辺。この辺り。

ぐまた [gumata]［接尾］〜べき。未来において、
起こる予定のある出来事や確信を以て起こる

であろう出来事を表す。対応している日本語の

言い方はないが、宮古諸島で話されている日本

語ではよく「〜べき」で訳されている。【例】す

ーぐまた（やるべきだ）。ふーぐまた（食べる

べきだ）。ぱリ゚ぐまた（走るべきだ）。【同】「ぐ

むた」。

くまだう [kumadau]［名］〔くまだうまい...〕小
道具。家庭用の道具。【同】「くまどー」。

くまたムーな [kumatammna]［名］［指］〔くま⸣
たムーなまい...〕ここら辺。【例】くまたムー
なう とぅみる（ここら辺を探しなさい）。

ぐまつっふィ゚ [gumatsɿffɿ]［名］〔ぐまつっふィ゚ま
い...〕細かい作り。小柄。小さく出来上がった
もの。小さいもの。

くまてぃ [kumati]［名］〔くまてぃまい...〕手が細
かい人。仕事がきれいな人。作業が丁寧な人。

くまてぃーしゃーリ゚ [kumatiːɕaːɭ]［形］〔くまて
ぃー⸣しゃまい...〕手が細かい。仕事がきれい。
器用。【例】かれー くまてぃー（彼は細工がで

きる）。

くまとぅ [kumatu]［名］〔くまとぅまい...〕細か
い砥石。刃物の仕上げ用の砥石。
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くみわき

くまどー [kumadoː]［名］〔くまどーまい...〕小道
具。家庭用の道具。【同】「くまだう」。

くまなぎ [kumanagi]［名］［指］〔く⸣まなぎんま
い...〕ここら辺。こちら辺。ここいら。この辺
り。【例】くまなげー やまどぅ あたリ゚（ここ

ら辺は山であった）。【類】「くまたなぎ」。

ぐまみー [gumamiː]［名］〔ぐまみーまい...。ぐま
み⸣ーまい...〕細い目。【例】ぐまみーあム（細
かい目の網）。【同】「くまみー」。

ぐまみーあム [gumamiːam]［名］〔ぐまみ⸣ーあム
まい...〕目が細い網。

ぐまみーしゃーリ゚ [gumamiːɕaːɭ]［形］〔ぐまみー
⸣しゃまい...〕目が細い。編み物に言う。

くまムーな [kumammna]［名］［指］〔く⸣まムー
なまい...〕ここ辺り。ここら辺。この辺り。

くまムなぐ [kumamnagu]［名］〔くまムなぐま
い...〕細かい砂。粒の細かい砂。

くまむぬ [kumamunu]［名］〔くまむぬまい...〕細
かいもの。こまごましたもの。小さいもの。

くまやきしゃーリ゚ [kumajakiɕaːɭ]［形］〔くまやき
しゃまい...〕念入れである。丹念である。倹約。
ていねい。こまごまと。【例】くまやきピとぅ

（ていねいな人）。

くまやきむぬ [kumajakimunu]［名］〔くまやきむ
ぬまい...〕丁寧に仕事をする人。

くまやきリ゚ [kumajakiɭ]［動 II類 a型］〔くまや
きー、くまやきん〕丁寧にする。丁寧に仕事を

こなす。細心の仕事。

くまらす [kumarasɿ]［動 I類 c型］〔くまらしー、
くまらしゃん〕入らせる。入れさせる。中に入

れて閉じ込めさせる。穴に入らせる。【例】ゆ

かすたん くまらしー（床下に入らせた）。

くまらす [kumarasɿ]［動 I類 c型］〔くまらしー、
くまらしゃん〕籠らせる。御嶽に籠らせる。神

事のために泊り込む。【同】「くむらす」。

くまらす [kumarasɿ]［動 I類 c型］〔くまらしー、
くまらしゃん〕困らせる。【例】うやう くまら

す（親を困らせる）。

くまらぱーあず [kumarapaːadzɿ]［名］〔くま⸣ら
ぱー⸢あずまい...〕伝説の人。村史参照。

くまらぱギどぅゆめ [kumarapagɿdujume]［名］〔く

ま⸣らぱギ⸢どぅゆめまい...〕伝説上の人。
くまリ゚ [kumaɭ]［動 I類 c型］〔くまりー、くまら
ん〕入る。家の中に入る。穴に入る。【例】くま

りー とぅみる（中に入って探しなさい）。

くまリ゚ [kumaɭ]［動 I類 c型］〔くまりー、くまら
ん〕籠る。御嶽にこもる。泊り込んで神事を行

う。【同】「くむリ゚」。

くまリ゚ [kumaɭ]［動 I類 c型］〔くまりー、くまら
ん〕困る。【例】あんや くまらん（ぼくは困ら

ない）。

くまんか [kumanka]［連語］［指］この中に。こ
この中。

くミ゚ [kumɿ]［名］〔く⸣ミ゚まい...〕組。組踊りのこ
と。【例】くミ゚ェー（組は。組踊りは）。くミ゚ェー

みだ（組踊りはまだ）。【類】「くミ゚ぶどぅリ゚」。

くみ [kumi]［名］〔くみまい...〕組。いくつかの
ものが一そろいになること。学級。

くみ [kumi]［名］〔く⸣みまい...〕米。【例】あら
イ゚ぐみ（洗い米）。【類】「ゆに」。

ぐみ [gumi]［名］〔ぐみまい...〕ごみ。塵。不要
になって捨てられたもの。

くみあい [kumiai]［名］〔くみあ⸣いまい...〕組合。
共同の利益のための組織。農協。漁協。

くミ゚じゃー [kumɿdʑaː]［名］〔く⸣ミ゚じゃーまい...〕
組踊りの担当。八月おどり。

くみたてぃ [kumitati]［名］〔くみた⸣てぃまい...〕
組立て。組み立てること。

くみたてぃリ゚ [kumitatiɭ]［動 II類 c型］〔くみた
てぃー、くみたてぃん〕組み立てる。組み合わ

せる。組み合わせて一つのものまとまったもの

にする。考えをまとめる。【例】たなう くみた

てぃリ゚（棚を組み立てる）。

くミ゚ぬ よーイ゚ [kumɿnu joːɿ]［名］〔くミ゚⸣ぬよー
イ゚⸢まい...〕米寿の祝い。

くミ゚ぶどぅリ゚ [kumɿbuduɭ]［名］〔くミ゚ぶどぅ⸣リ゚
まい...〕組踊り。八月おどり。【類】「くミ゚」。

くみリ゚ [kumiɭ]［動 II類 c型］〔くみー、くみん〕
込める。閉じ込める。【例】くみる（込めよ。閉

じ込めなさい）。くみんな（込めるな。閉じ込

めるな）。

くみわき [kumiʋaki]［名］〔くみわ⸣きまい...〕組
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ぐみん

分け。クラス変え。

ぐみん [gumin]［名］〔ぐみんまい...〕ご免。あや
まること。ていねいに反省すること。

くム [kum]［動 I類 c型］〔くみー、くまん〕混
む。混み合う。混雑。

くム [kum]［動 I類 c型］〔くみー、くまん〕組
む。組を作る。組み立てる。

ぐむ [gumu]［名］〔ぐむまい...〕ゴム。【例】け
ーすぐむ（消しゴム）。

ぐむかん [gumukan]［名］〔ぐむかんまい...〕ゴ
ム管。ごむの作用で玉を飛ばす遊び道具。

ぐむしゃでぃふ [gumuɕadifu]［名］〔ぐむしゃで
ぃふまい...〕ゴム風船。

ぐむしゃば [gumuɕaba]［名］〔ぐむしゃばまい...〕
ごむ草履。最近はあだんばぞうりが見えなくな

った。

ぐむた [gumuta]［接尾］〜べき。未来において、
起こる予定のある出来事や確信を以て起こる

であろう出来事を表す。対応している日本語の

言い方はないが、宮古で話されている日本語で

はよく「〜べき」で訳されている。【同】「ぐま

た」。

くむつ [kumutsɿ]［名］〔くむつまい...〕貢物。人
頭税のこと。献上物。年貢。神に供える物にも

言う。

ぐむっとぅむ [gumuttumu]［副］御尤も。ごもっ
とも。道理に合うこと。

くムぱら [kumpara]［名］［指］〔くムぱらんま
い...〕こっちの方。こちらの方。

くムぱリ゚[kumpaɭ]［動 I類 c型］〔くムぱりー、く
ムぱらん〕踏ん張る。がんばる。耐える。【例】

くムぱりー かたみー キ゚ムどー（頑張って担

いで来たよ）。

ぐむまーリ゚ [gumumaːɭ]［名］〔ぐむまーリ゚まい...〕
ごむまり。女の子の遊びに用いる。

ぐムまぐムま [gummagumma]［擬］穴を掘って
いるような音。重機の音。

くムむぬ [kummunu]［名］〔く⸣ムむぬ⸢まい...〕混
雑。【例】うぐなーリ゚ら くムむぬどー（集会は

混むぞ）。

くむらす [kumurasɿ]［動 I類 c型］〔くむらしー、

くむらしゃん〕籠らせる。御嶽に籠らせる。神

事のために泊り込む。【同】「くまらす」。

くむリ゚ [kumuɭ]［名］〔くむ⸣リ゚まい...〕水溜り。礁
湖。礁池。潮だまり。【類】「いぬー」。

くむリ゚ [kumuɭ]［名］〔くむ⸣リ゚まい...〕里の奥ま
った所。

くむリ゚ [kumuɭ]［動 I類 c型］〔くむりー、くむ
らん〕籠る。御嶽や神社に泊り願い事をするこ

と。

くむリ゚うがム [kumuɭugam]［名］〔くむリ゚うが⸣ム
まい...〕籠り御願。

くむリ゚うがん [kumuɭugan]［名］〔くむリ゚うが⸣ん
まい...〕こもり御願。こもり御願をする拝所。

くむリ゚にがイ゚ [kumuɭnigaɿ]［名］〔くむリ゚にが⸣イ゚
まい...〕籠り願い。御嶽や神社に泊り、神事を
行うこと。

くや [kuja]［感］［指］ほら。こら。そら。元気づ
けをするときに言う。

くやー [kujaː]［名］〔くや⸣ーまい...〕かけ声。挨
拶。挨拶をすること。合図をすること。【例】く

やーう しゅん ピとぅ（挨拶をしない人）。

くやさー [kujasaː]［感］どうだ。力を自慢すると
きに言う。

くやまた [kujamata]［感］これでもか。まだ勝負
のつかないときに言う。力勝負の掛け声。

くやム [kujam]［動 I類 a型］〔くやみー、くやま
ん〕悔む。後悔。残念。【例】くやムな（悔やむ

な）。

くやムぱなす [kujampanasɿ]［名］〔くやムぱなす
まい...〕悔み話。【例】くやムぱなすう すー

（悔やみ話をする）。

くやんちゃ [kujantɕa]［感］ほらきたぞ。それみ
ろ。予想通りの出来事。【例】くやんちゃ ばー

れ（それみたことか、良い子だ）。

ぐゆー [gujuː]［名］〔ぐゆーまい...〕御用。用事。
用件。用命。組踊りの台詞にある。

くゆム [kujum]［名］〔くゆムまい...〕暦。カレン
ダー。

くゆリ゚ [kujuɭ]［名］〔くゆリ゚まい...〕こより。和
紙をよって糸状にしたもの。紙をつづるのに用

いる。
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ぐりしゃーリ゚

くよー [kujoː]［名］〔くよーまい...〕供養。
くら [kura]［名］〔くらまい...〕蔵。倉。倉庫。
ぐら [gura]［名］〔ぐ⸣らまい...〕のど。気管。空
気の肺への通路。【類】「ぐらぶに」。

くらい [kurai]［名］〔くらいまい...〕こらえ。こ
らえること。

くらい [kurai]［名］〔くらいまい...〕位。兵士の
位。位階。階級。数を表す桁。位取り。

くらいリ゚ [kuraiɭ]［動 II類 c型］〔くらいー、くら
いん〕こらえる。耐える。涙をこらえる。【例】

わいてぃー くらいる（じっとこらえろ。我慢

せよ）。

ぐらがー [guragaː]［名］［井戸］〔ぐ⸣らがーまい...〕
井戸の名。人工井戸。

ぐらぐら [guragura]［擬］置き物が安定しない
様。

くらす [kurasɿ]［動 I類 a型］〔くらしー、くらし
ゃん〕暮らす。住む。【例】くらしゃ（暮らそ

う。住もう）。くらしゃいん（暮らせない。住

めない）。くらしゃずー（暮らしたい。住みた

い）。くらしゃまん（暮らさない。住まない）。

くらすぐりしゃーリ゚[kurasɿguriɕaːɭ]［形］〔くらす
ぐり⸣しゃまい...〕暮らしにくい。住みにくい。
【例】くらすぐりとぅくま（住みにくい所）。

くらすやすしゃーリ゚ [kurasɿjasɿɕaːɭ]［形］〔くらす
やす⸣しゃまい...〕暮らしやすい。住みやすい。
【例】くらすやすさームな（暮しやすいか）。

くらび [kurabi]［名］〔くらびま⸣い...〕比べ。比
べること。

くらびリ゚ [kurabiɭ]［動 II類 c型］〔くらびー、く
らびん〕比べる。比較する。【例】くらびー み

ーる（比べてごらんなさい）。くらびらいん（比

べられない）。くらびんねーまい ゆるむぬ（比

べなくてもいいよ）。

ぐらぶに [gurabuni]［名］〔ぐ⸣らぶにまい...〕の
ど。気管。【類】「ぐら」。

くらます [kuramasɿ]［動 I類 c型］〔くらましー、
くらましゃん〕ごまかす。かくす。【例】どぅ

ーゆ くらましー（身をかくした）。

ぐらみかす [guramikasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぐらみ
かしー、ぐらみかしゃん〕揺り動かす。

ぐらみキ゚ [guramikɿ]［動 I類 c型］〔ぐらみきー、
ぐらみかん〕安定しない。積み荷が安定しな

い。

くらむとぅ [kuramutu]［名］〔くらむ⸣とぅまい...〕
蔵元。琉球王朝の行政庁舎。宮古・八重山に置

かれた。

くリ゚ [kuɭ]［名］［指］〔くリ゚まい...〕これ。この
人。【例】くれー（これは）。くるー（これを）。

くリ゚どぅ あが むぬ（これぞわがもの）。くリ゚

が むぬ（この人の持ち物だ）。

くリ゚ [kuɭ]［動 I類 c型］〔くりー、くらん〕凝る。
熱中する。集中する。釣に凝る。【例】ぐーふ

つん くリ゚な（囲碁に凝るな）。

ぐり [guri]［名］〔ぐりまい...〕雲。【例】あまぐ
り（雨雲）。あまぐりぬ ぬーりー キ゚ー（雨雲

が近くなって来た）。

くりあぎリ゚ [kuriagiɭ]［動 II類 c型］〔くりあぎ
ー、くりあぎん〕繰り上げる。【例】あみ あり

ー くりあぎリ゚（雨のために繰り上げる）。

ぐりー [guriː]［名］〔ぐり⸣ーまい...〕お礼。
くりかい [kurikai]［名］〔くりか⸣いまい...〕繰り
替え。繰り替えること。交換すること。

くりかいす [kurikaisɿ]［動 I 類 c 型］〔くりかい
しー、くりかいしゃん〕繰り返す。【例】くりか

いしー なるー（繰り返し習う・練習する）。

くりかいリ゚ [kurikaiɭ]［動 II類 c型］〔くりかい
ー、くりかいん〕繰り替える。交換する。

ぐりぐり [guriguri]［擬］〔ぐりぐ⸣りまい...〕皮
ふを押さえるとぐりぐりするものがある。

くりさぎ [kurisagi]［名］〔くりさ⸣ぎまい...〕繰り
下げ。繰り下げること。【例】ふつかくりさぎ

（二日繰り下げ）。

くりさぎリ゚ [kurisagiɭ]［動 II類 c型］〔くりさぎ
ー、くりさぎん〕繰り下げる。

ぐりし [guriɕi]［名］〔ぐり⸣しまい...〕小石。ぐり
石。石垣を積むとき中に入れる小石のこと。石

垣の強度をよくする。【類】「ばたいし」。

ぐりしゃーリ゚ [guriɕaːɭ]［形］〔ぐり⸣しゃまい...〕
むずかしい。動詞について、「〜しにくい、〜し

づらい」を表す。【例】すーぐりしゃーリ゚（や

りにくい）。かキ゚ぐりしゃーリ゚（書きにくい）。
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くリ゚た

くリ゚た [kuɭta]［名］［指］〔くリ゚⸣たまい...〕これ
ら。この人たち。【例】くリ゚たー あぐ（この人

たちは仲間だ）。

くりまーす [kurimaːsɿ]［動 I類 c型］〔くりまー
しー、くりまーしゃん〕やりくりすること。や

りくり算段。【例】あんなー くりまーす（⺟は

やりくりをする）。

ぐりむぬ [gurimunu]［名］〔ぐりむ⸣ぬまい...〕無
法者。非行者。手に負えない者。

くりゆん [kurijun]［名］〔くりゆ⸣んまい...〕くれ
よん。

くりら [kurira]［名］［病］〔くりらまい...〕コレ
ラ。明治 12年、大正 8年に宮古で大流行した。
1852年の子年には飢饉とコレラが大流行。

くりリ゚ [kuriɭ]［動 II類 c型］〔くりー、くりん〕
交換する。細かくする。お金を小銭に替える。

【例】じんゆ くりリ゚（お金を細かくする）。

ぐりリ゚ [guriɭ]［動 II 類 c型］〔ぐりー、ぐりん〕
ぐれる。手に負えなくなる。

ぐる [guru]［名］草や作物の枯れたもの。貝殻に
は〈ぐー〉という。複合語の形で使う。【例】あ

ーぐる（粟の枯れた茎）。むギぐる（⻨の枯れた

茎）。ムーぎーぐる（いもづるの枯れたもの）。

ぐる [guru]［名］殻。ぬけがら。複合語の形で使
う。【例】すでぃぐる（孵化した殻）。ぱうぬ す

でぃぐる（蛇のぬけがら）。

ぐる [guru]［名］〔ぐるま⸣い...〕仲間。悪い一味。
悪さをする者。その集団。

くるー [kuruː]［名］〔くるーまい...〕苦労。【例】
くるーてーん（苦労ばかりだ）。

くるー [kuruː]［動 I類 a型］〔くれー、くらーん〕
狂う。考え方が狂う。まちがう。【例】しゃんみ

んぬ くるー（考え方が狂う）。ゆてぃーぬ く

るー（予定が狂う）。

くるがリ゚ [kurugaɭ]［動 I 類 a 型］〔くるがりー、
くるがらん〕転がる。

くるぎ [kurugi]［名］〔くる⸣ぎまい...〕黒毛。馬
の黒色の毛。【類】「っふぎーぬーま」。

くるぎぬーま [kuruginuːma]［名］〔くる⸣ぎぬー
ままい...〕黒毛の馬。

ぐるくまー [gurukumaː]［名］［魚］〔ぐるくま⸣ー

まい...〕ぐるくま。
ぐるくん [gurukun]［名］［魚］〔ぐるく⸣んまい...〕
たかさご。沖縄県の県魚。

くるげ [kuruge]［名］［魚］〔くる⸣げまい...〕きぼ
しすずめだい。おつくちすずめだい。

くるす [kurusɿ]［動 I類 a型］〔くるしー、くるし
ゃん〕殺す。【例】むすう くるすな（虫を殺す

な）。

くるず [kurudzɿ]［名］〔くる⸣ずまい...〕鍋のこ
げ。鍋の底にできるこげ。【例】えービにー く

るずう かキ゚（あわびの殻でこげを取る）。

ぐるつけ [gurutsɿke]［名］〔ぐるつ⸣けまい...〕ご
ろつけ。人をだます奴。

くるとぅん [kurutun]［名］［植］〔くるとぅ⸣んま
い...〕くろとん。

くるビ [kurubɿ]［名］〔くる⸣ビまい...〕（服の）し
み。（鍋の）しみ。

くるビ [kurubɿ]［名］［貝］〔くる⸣ビまい...〕あま
がい。

くるま [kuruma]［名］〔くるままい...。くるまま
⸣い...〕車。⻭車。馬車。乗用車。貨物車。トラ
ック。

くるまむつ [kurumamutsɿ]［名］〔くるまむ⸣つま
い...〕車持ち。運転。運転すること。車夫。運
転手。

ぐるみー [gurumiː]［名］〔ぐるみ⸣ーまい...〕ぎょ
ろ目。目に落ち着きのないこと。【例】ぐるみ

ーう しーぶリ゚（目に落ち着きがない）。

ぐるみキ゚ [gurumikɿ]［動 I類 c型］〔ぐるみきー、
ぐるみかん〕ひもじいときの腹の鳴る音。【例】

やーしゃんや ばたぬ ぐるみキ゚（ひもじいと

きは腹が鳴る）。

ぐるみキ゚ [gurumikɿ]［動 I類 c型］〔ぐるみきー、
ぐるみかん〕乱暴するときに言う。自分勝手に

行動する。【例】ぐるみきー ならん（騒いでど

うしようもない）。

くるム [kurum]［動 I類 c型］〔くるみー、くる
まん〕くるむ。包む。梱包する。

ぐるむぬ [gurumunu]［名］〔ぐるむ⸣ぬまい...〕乱
暴者。悪い奴。

くんがらがリ゚ [kungaragaɭ]［動 I類 c型］〔くんが
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くんだき

らがりー、くんがらがらん〕こんがらがる。混

乱。【例】しばいみーピとぅぬ くんがらがりー

（芝居見る人が混乱した）。

くんキ゚ [kunkɿ]［名］〔くん⸣キ゚まい...〕根気。持
久力。体力。スタミナ。

くんキ゚じゅーしゃーリ゚ [kunkɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔く
ん⸣キ゚じゅーしゃまい...〕根気強い。粘り強い。
持久力がある。トライアスロンに出場するほど

である。

くんキ゚しょーぶ [kunkɿɕoːbu]［名］〔くん⸣キ゚しょ
ーぶまい...〕根気勝負。スタミナ勝負。体力の
勝負。⻑距離走の根気比べ。里の〈かくい〉を

走って勝負する。【類】「くんキ゚めー」。

くんキ゚た [kunkɿta]［名］［指］〔くんキ゚⸣たまい...〕
この人たち。【例】くんキ゚たー めーくピとぅ

（この人たちは宮古の人だ）。【類】「くんけ」。

くんキ゚たが ムめ [kunkɿtaga mme]［名］［指］〔く
んキ゚た⸣がムめ⸢まい...〕これら。これたち。

くんキ゚つキ゚ [kunkɿtsɿkɿ]［動 I類］〔くんキ゚つきー、
くんキ゚つかん〕〔くん⸣キ゚つきー ⸢ぶリ゚〕根気づ
く。根気が付く。

くんキ゚つき [kunkɿtsɿki]［名］根気づけ。根気を
つけること。栄養を与えること。栄養を補って

根気をつけること。栄養価の高いものを食べる

こと。

くんキ゚つきふーむぬ [kunkɿtsɿkifuːmunu]［名］〔く
ん⸣キ゚つきふーむぬまい...〕根気付け食べ物。根
気を与える食べ物。

くんキ゚つきリ゚ [kunkɿtsɿkiɭ]［動 II類］〔くんキ゚つ
きー、くんキ゚つきん〕〔くんキ゚⸣つきリ゚⸢まい...〕
根気づける。根気をつける。栄養を与える。

くんキ゚まき [kunkɿmaki]［名］〔くん⸣キ゚まきまい...〕
根気負け。栄養不足。根負け。精神的な負けと

体力的な負けがある。

くんキ゚めー [kunkɿmeː]［名］〔くん⸣キ゚めーまい...〕
根気勝負。スタミミナ勝負。体力の勝負。【類】

「くんキ゚しょーぶ」。

くんキ゚よーしゃーリ゚ [kunkɿjoːɕaːɭ]［形］〔くん⸣キ゚
よーしゃまい...〕根気が弱い。頑張りが足りな
い。精神的に弱い。

くんキ゚よーむぬ [kunkɿjoːmunu]［名］〔くん⸣キ゚よ

ーむぬまい...〕根気の弱いこと。頑張りの弱い
人。精神的に弱い人。体力の衰えた人。

くんぎリ゚ [kungiɭ]［動 II類 c型］〔くんぎー、く
んぎん〕運ぶ。背負うこと。持ち逃げる。【例】

ばしゃう くんぎリ゚（馬が馬車を暴走する）。

くんくり [kunkuri]［名］〔くんく⸣りまい...〕コン
クリート。セメント。

くんくりやー [kunkurijaː]［名］〔くんく⸣りやー
まい...〕コンクリートの家。沖縄県は台風に耐
えられる住宅対策をとった。住宅ローン。【類】

「しみんやー」。

くんくんしー [kunkunɕiː]［名］〔くんくんし⸣ー
まい...〕工工四。琉球音楽の三線の楽譜。【同】
「こーこーしー」。

くんけ [kunke]［名］［指］〔くん⸣けまい...〕これ
ら。この人たち。【例】くんけー あぐどー（こ

の人たちは同級生だ）。【類】「くんキ゚た」。

くんけがムめ [kunkegamme]［名］［指］〔くんけ
⸣がムめまい...〕これら。これたち。

くんしー [kunɕiː]［副］［指］こんなに。このよう
に。【例】くんしーどぅ ます（このようにした

方が良い）。

くんじゃう [kundʑau]［名］〔くんじゃ⸣うまい...〕
根性。性質。気力。悪い性格の人に言う。【同】

「くんじょー」。

ぐんじゅ [gundʑu]［助数］一厘。一銭の十分の
一。昔の金銭の単位。

くんしゅく [kunɕuku]［名］［指］〔くんしゅ⸣く
まい...〕こんなにも。こんなにたくさん。これ
ほど。このように。【類】「くんしゅくばーき」。

「くんしゅくムーな」。

くんしゅくムーな [kunɕukummna]［名］〔くんし
ゅ⸣くムーなまい...〕こんなにも。こんなにた
くさん。これほど。このように。【類】「くんし

ゅく」。「くんしゅくばーき」。

くんじょー [kundʑoː]［名］〔くんじょ⸣ーまい...〕
根性。性質。気力。悪い性格の人に言う。【例】

やなくんじょー（意地悪な人）。【同】「くんじ

ゃう」。

くんだき [kundaki]［名］［指］〔くんだ⸣きまい...〕
これだけ。残りものをいう。【例】くんだきど
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くんだきがま

ぅ あリ゚（これしかない）。

くんだきがま [kundakigama]［名］［指］〔くんだ
きが⸣ままい...〕たったこれだけ。分け前の少
ないこと。【例】くんだきがまどぅ ばきリ゚（た

ったこれだけの分け前だ）。

くんだきムーな [kundakimmna]［名］［指］〔くん
だ⸣きムーなまい...〕こんなにたくさん。分け前
の多いこと。【例】くんだきムーな ゆいー キ゚

ー（こんなにたくさんもらって来た）。

ぐんだん [gundan]［名］〔ぐんだ⸣んまい...〕懇談。
話し合う。主としておしゃべりのこと。

くんどぅ [kundu]［名］〔くん⸣どぅまい...〕今度。
今年。今回。【例】くんどー ゆがぷー（今年は

豊年だ）。くんどー でぃきぶーギ（今年のさと

うきびは豊作だ）。

くんなん [kunnan]［名］〔くんな⸣んまい...〕困難。
むずかしいこと。呼吸困難。走行困難。生活に

困窮する。

くんぶまキ゚ [kunbumakɿ]［名］〔くん⸣ぶまキ゚ま
い...〕昆布巻き。昆布で巻いて料理する。【同】
「くヴぅまキ゚」。

くんぽー [kunpoː]［名］〔くんぽ⸣ーまい...〕梱包。
包装すること。荷物を運べるように梱包するこ

と。

くんやく [kun.jaku]［名］〔くんや⸣くまい...〕こ
んにゃく。
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けーぬー

̶ け ̶

け [ke]［接尾］〜程。〜程に。（動詞の肯定形に付い
て）〜のうち。〜の間。〜まで。〜していたとき。

（動詞の否定形に付いて）〜しないうちに。〜す

る前に。【例】ぱたらきーリ゚け（働いている間）。

ぱたらかんけ（働かない間）。かんけが くんけ

すまいる（彼らが来る前終わらせなさい）。

けいちつ [keitɕitsɿ]［名］〔けいち⸣つまい...〕啓
蟄。二十四節気の一つ。3月 6日頃。

けう [keu]［名］〔けうまい...〕お経。【同】「きょ
ー」。

けうぎん [keugin]［名］〔けうぎ⸣んまい...〕狂言。
悪ふざけをして人を笑わす芸能。八月おどり演

目の一つ。【同】「きょーぎん」。

けうぎんじゃー [keugindʑaː]［名］〔けうぎ⸣んじ
ゃーまい...〕狂言座。狂言を担当する部所。【同】
「きょーぎんじゃー」。

けうだい [keudai]［名］〔けうだいまい...〕きょ
うだい。兄弟。【同】「きょーだい」。

けうちゃぐ [keutɕagu]［名］〔けうちゃ⸣ぐまい...〕
椅子。八月おどりの大主の座る椅子。【同】「き

ょーちゃぐ」。

げうりつ [geuritsɿ]［名］〔げうり⸣つまい...〕行列。
【同】「ぎょーりつ」。

けうりん [keurin]［名］〔けうり⸣んまい...〕教練。
訓練。国⺠学校で実施された。【同】「きょーり

ん」。

けー [keː]［名］［植］〔けーま⸣い...〕茅。地茅の
こと。【例】けーう ぬーしリ゚（家ふきのとき茅

を上に上げる）。けーう ぬーすべー（茅を上げ

る係）。

けー [keː]［感］［指］ほら。遠くにある物につい
て言う。【例】けー みーだ（ほら見よ）。

げー [geː]［名］反抗。逆らうこと。⻭向かうこ
と。「我」のこと。強情。

げーう [geːu]［名］約束すること。子どもが遊び
の中に「決り」を作ること。【例】ばらーん げ

ーう（笑わないようにしよう）。

けーぎ [keːgi]［名］［植］〔けーぎまい...〕いぬま
き。

けーぎが なリ゚ [keːgiga naɭ]［名］［植］〔けーぎ
がな⸣リ゚まい...〕いぬまきの実。【類】「けーぎぬ
なリ゚」。

けーぎぎー [keːgigiː]［名］［植］〔けーぎぎーま
い...〕いぬまきの木。

けーぎぬ なリ゚ [keːginu naɭ]［名］［植］〔けーぎ
ぬな⸣リ゚まい...〕いぬまきの実。【類】「けーぎが
なリ゚」。

けーぎやま [keːgijama]［名］［植］〔けーぎや⸣ま
まい...〕イヌマキの林。

けーしゃリ゚[keːɕaɭ]［名］［地］〔けーしゃリ゚まい...〕
多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

けーしゅリ゚ [keːɕuɭ]［名］〔けーしゅ⸣リ゚まい...〕茅
を刈ること。茅ぶき家の茅を刈ること。馬の飼

料の茅を刈ること。

けーす [keːsɿ]［動 I類 a型］〔けーしー、けーし
ゃん〕消す。火を消す。黒板の字を消す。けし

ごむで消す。【例】けーすな（消すな）。うまつ

う けーし（火を消しなさい）。

けーすヴヴぅリ゚ [keːsɿvvuɭ]［名］〔けーすヴヴぅ⸣
リ゚まい...〕咳払い。

けーすキ゚ [keːsɿkɿ]［名］〔けーす⸣キ゚まい...〕茅葺
きの材料にするために茅を育てる所。ちがやの

栽培をする所。屋根葺き用。

けーすぐむ [keːsɿgumu]［名］〔けーすぐ⸣むまい...〕
消しゴム。

けーずっふリ゚ [keːdzɿffuɭ]［名］〔けーずっふ⸣リ゚ま
い...〕咳払い。

けーすみリ゚ [keːsɿmiɭ]［動 II類 a型］〔けーすみ
ー、けーすみん〕消させる。【例】けーすみる

（消させよ）。うまつう けーすみんな（火を消

させるな）。

けーな [keːna]［接尾］〜ながら。〜する間に。〜つ
つ。〜途中。【例】ふーけーな（食べながら）。

けーぬー [keːnuː]［名］〔けーぬ⸣ーまい...〕茅の
生えている原野。荒地のこともいう。
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げーばつ

げーばつ [geːbatsɿ]［名］［昆虫］〔げーばつまい...〕
蜂の総称。すずめばち。ちびあしながばち。〈ん

がばつ〉、〈やーまげーばつ〉、〈すまげーばつ〉

などの種類がある。

げームとぅ [geːmtu]［名］［鳥］〔げーム⸣とぅま
い...〕せっか。ひばりと間違えられる。

けーやー [keːjaː]［名］〔けーや⸣ーまい...〕茅ぶき
家。

けーやま [keːjama]［名］［植］〔けーや⸣ままい...〕
茅の林。茅の生い茂っている所。

げーら [geːra]［助］〜でしょうか。〜だろうか。
【例】かれー たうげーら（彼は誰だろうか）。

げーらい [geːrai]［助］〜でしょうか。〜だろうか。
【例】あめー っふィ゚ムげーらい（雨は降るだろ

うか）。【同】「げーらゆ」。

げーらまい っさいん [geːramai ssain]［連語］〜
かもしれない。【例】あたまい キ゚ーげーらまい

っさいん（明日も来るかもしれない）。

げーらゆ [geːraju]［助］〜かな。〜だろうか。塩川
の言葉。【同】「げーらい」。

けーリ゚ [keːɭ]［助数］〜回。回数を数える助数詞。
【例】とぅけーリ゚（十回）。【同】「けーり」。「け

ーん」。

けーり [keːri]［助数］〜回。回数を数える助数詞。
【例】ピとぅけーり（一回）。ふたけーり（二回）。

ミ゚けーり（三回）。ゆけーり（四回）。いつけー

り（五回）。ムけーり（六回）。ななけーり（七

回）。やけーり（八回）。くくぬけーり（九回）。

とぅけーり（十回）。【同】「けーリ゚」。「けーん」。

げーリ゚ [geːɭ]［名］〔げー⸣リ゚まい...〕胃からすっ
ぱい胃酸を吐き出す。ゲップの強いもの。

けーりリ゚ [keːriɭ]［動 II 類 a 型］〔けーりー、け
ーりん〕消える。【例】うまつェー けーりった

（火は消えた）。

けーん [keːn]［接尾］〜ながら。【例】ふーけーん
（食べながら）。あリ゚キ゚けーん（歩きながら）。

けーん [keːn]［助数］〜回。回数を数える助数詞。
【例】ふたけーん（二回）。とぅけーん（十回）。

【同】「けーり」。「けーリ゚」。

けーん [keːn]［名］［植］〔けー⸣んまい...〕しいの
きかずら。縄の代用にもなる。スツウプナカに

は頭に巻く儀式がある。

けーんな [keːnna]［名］〔けーん⸣なまい...〕茅の
縄。

けがった [kegatta]［名］［指］〔けがっ⸣たまい...〕
あの奴。あいつ。

げく [geku]［名］〔げ⸣くまい...〕逆。反対の方向。
さかさま。逆説。反逆。【例】げくー あリ゚キ゚（反

対方向へ歩く）。

げつよー [getsɿjoː]［名］〔げつよ⸣ーまい...〕月曜
日。

けぬ [kenu]［連体］［指］あの。【例】けぬ ピとー

（あの人は）。けぬ しゅーや（あの翁は）。けぬ

やらべー（あの子は）。

けぬちゃ [kenutɕa]［名］［指］〔けぬちゃ⸣うま
い...〕あの奴等。あいつ等。

けま [kema]［名］［指］〔けま⸣んまい...〕あそこ。
【例】けまんけー（あそこへ。あちらへ。別の所

へ。向こうへ）。けまんけー とぅび（あそこへ

行きなさい。ここからいなくなること）。

けまた [kemata]［名］［指］〔けまた⸣んまい...〕あ
そこら。あそこら辺。

けまたムーな [kematammna]［名］［指］〔けま⸣
た⸢ムーなまい...〕あそこら辺。

けまムーな [kemammna]［名］［指］〔け⸣ま⸢ムー
なまい...〕あそこ辺り。あそこら辺。あの辺り。

けまんか [kemanka]［連語］［指］あの中に。あ
そこの中。

けリ゚ [keɭ]［名］［指］〔け⸣リ゚まい...〕あれ。あの
人。【例】けリ゚が むぬ（あの人の持ち物だ）。

けりあがり [keriagari]［名］〔けりあが⸣りまい...〕
蹴り上がり。鉄棒の技。

げんき [genki]［名］〔げん⸣きまい...〕元気。健
康。

げんきしゃーリ゚ [genkiɕaːɭ]［形］〔げんき⸣しゃま
い...〕元気である。

けんキ゚た [kenkɿta]［名］［指］〔けんキ゚⸣たまい...〕
あれら。あれたち。あの人たち。

けんキ゚たが ムめ [kenkɿtaga mme]［名］［指］〔け
んキ゚た⸣がムめ⸢まい...〕あれら。あれたち。あ
の人たち。

げんきむぬ [genkimunu]［名］〔げんきむ⸣ぬま
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げんまら

い...〕元気者。活発な人。
けんけ [kenke]［名］［指］〔けん⸣けまい...〕あれ
ら。あれたち。あの人たち。

けんけが ムめ [kenkega mme]［名］［指］〔けん
けがム⸣めまい...〕あれら。あれたち。あの人た
ち。

けんしー [kenɕiː]［副］［指］こんなに。このよう
に。【例】けんしー かき（このように書け）。

けんすい [kensɿi]［名］〔けんすいまい...〕懸垂。
鉄棒の技。

げんば [genba]［名］［地］〔げんばまい...〕多良
間島の地名。農業用水池。【例】じゅ、げんば

んけー みずあみが（さあ、ゲンバに水を浴び

に行こう）。【類】「どて」。

げんまら [genmara]［感］どっこいしょ。飛び降
りるときに言う。
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こー

̶ こ ̶

こー [koː]［名］［干支］〔こ⸣ーまい...〕甲。十干
の一番目。きのえ。昔、成績の優秀な人に甲を

与えた。戦時には甲種合格の呼び方もあった。

こー [koː]［名］〔こーまい...〕香。線香。【同】「か
う」。

ごー [goː]［名］〔ご⸣ーしー...〕合。分量の単位。
【例】いちごー（1升の 10分の 1）。
こーかい [koːkai]［名］〔こーか⸣いまい...〕後悔。
反省。自分のやったことを反省すること。【同】

「くーかい」。

ごーかく [goːkaku]［名］〔ごーか⸣くまい...〕合
格。入学試験に合格する。

ごーかくよーイ゚ [goːkakujoːɿ]［名］〔ごーか⸣くよ
ーイ゚まい...〕合格祝い。

ごーかず [goːkadzɿ]［名］〔ごーかずまい...〕多数。
数々。色々の物があること。

こーかつしゃーリ゚ [koːkatsɿɕaːɭ]［形］〔こーかつ⸣
しゃまい...〕けちである。物惜しみをする。

こーかつむぬ [koːkatsɿmunu]［名］〔こーかつむ⸣
ぬまい...〕けちんぼ。ずるがしこい人。自分よ
がりの人。

こーきむぬ [koːkimunu]［名］〔こーきむ⸣ぬまい...〕
ひもじくしているもの。食いしんぼう。餓えた

者。貧乏者。【同】「かうきむぬ」。

こーきリ゚ [koːkiɭ]［動 II類 c型］〔こーきー、こー
きん〕乞う。ひもじいこと。【同】「かうきリ゚」。

こーくー [koːkuː]［名］〔こーく⸣ーまい...〕香乞。
忌日。命日。【同】「かうくー」。

こーこー [koːkoː]［名］〔こーこ⸣ーまい...〕孝行。
親孝行。

こーこーしー [koːkoːɕiː]［名］〔こーこーし⸣ーま
い...〕三線の楽譜。【同】「くんくんしー」。

こーこーずん [koːkoːdzɿn]［名］〔こーこーず⸣ん
まい...〕孝行者。

こーしゃー [koːɕaː]［名］［病］〔こーしゃ⸣ーま
い...〕疥癬（かいせん）。【同】「かうしゃー」。

こーしゃーリ゚ [koːɕaːɭ]［形］〔こー⸣しゃまい...〕
かゆい。【例】こーしゃぬ（かゆいこと）。【同】

「かうしゃーリ゚」。

こーしゃーリ゚[koːɕaːɭ]［形］〔こー⸣しゃまい...〕貧
乏。貧しい。【同】「かーしゃーリ゚」。

こーじゃぬーま [koːdʑanuːma]［名］〔こー⸣じゃ
ぬーままい...〕毛の色が白と黒の馬。葦毛。

こーじょー [koːdʑoː]［名］〔こーじょ⸣ーまい...〕
口上。せりふ。唱え。八月おどりの組踊りの口

上。〈でぃよー ちゃる むぬや はんじゃうふ

ぬし〉（まかり出でましたるは波平大主）。

こーじょー [koːdʑoː]［名］〔こーじょーまい...〕工
場。製糖工場。にんにく工場。

ごーじょー [goːdʑoː]［名］〔ごーじょーまい...〕強
情。強気の人。強情っぱり。

こーず [koːdzɿ]［名］〔こーずまい...〕麹。味噌
づくりの「こうじかび」。米こうじ。⻨こうじ。

【同】「かうず」。

こーず [koːdzɿ]［名］〔こーずまい...〕黴。かび。
【同】「かうず」。

こーずがみ [koːdzɿgami]［名］〔こーずがみまい...〕
麹がめ。麹をしこむかめ。【同】「かうずがみ」。

ごーすたん [goːsɿtan]［名］〔ごーすた⸣んまい...〕
船が後進すること。

こーずふキ゚[koːdzɿfukɿ]［名］〔こーずふ⸣キ゚まい...〕
味噌や醤油の麹が醗酵すること。かびが発生す

ること。【同】「かうずふキ゚」。

こーちがー [koːtɕigaː]［名］［井戸］〔こー⸣ちがー
まい...〕井戸の名。人工井戸。

こーちん [koːtɕin]［名］［鳥］〔こーち⸣んまい...〕
鶏。名古屋こーちんのこと。肉用として良い品

種の鶏。

ごーっふぃー [goːffiː]［副］たくさん。人・動物・
物の数に言う。【同】「がーっふぃー」。「がーっ

ふぇー」。「ごーっふぇー」。

ごーっふぇー [goːffeː]［副］たくさん。人・動物・
物の数に言う。【同】「がーっふぃー」。「がーっ

ふぇー」。「ごーっふぃー」。

ごーとー [goːtoː]［名］〔ごーと⸣ーまい...〕強盗。
182



こやまがー

こーな [koːna]［名］〔こー⸣なまい...〕さそり。【同】
「かうな」。

こーばい [koːbai]［名］勾配。（屋根）の傾斜の角
度の度合い。家を建てるときに用語。【例】こ

ーばいゆ とぅり（屋根の傾きの度合いを確か

めよ）。

こーばく [koːbaku]［名］〔こーばくまい...〕香箱。
【同】「かうばく」。

こーピとぅ [koːpɿtu]［名］〔こーピ⸣とぅまい...〕
申し出る人。願い出る人。

こーピとぅ [koːpɿtu]［名］〔こーピ⸣とぅまい...〕
買う人。金を出して物を買う人。【同】「かうピ

とぅ」。

こーむぬ [koːmunu]［名］〔こーむ⸣ぬまい...〕乞
う者。貧しい人。困窮者。【同】「かうむぬ」。

こーむぬ [koːmunu]［名］〔こーむぬまい...〕買う
もの。買ったもの。【同】「かうむぬ」。

こーやく [koːjaku]［名］〔こーや⸣くまい...〕膏薬。
張り薬。

ごーら [goːra]［名］［植］〔ごー⸣らまい...〕にがう
り。健康食品として日本全国に広まった。【同】

「がうら」。

こーり [koːri]［名］〔こー⸣りまい...〕行李。旅行
かばん。

ごーリ゚ [goːɭ]［動 I類 c型］〔ごーりー、ごーらん〕
うんざりする。あきれる。こりごりする。【例】

かぬ やらびんや ごーリ゚どぅす（あの子には

あきれる）。【同】「がうリ゚」。

こーりがし [koːrigaɕi]［名］〔こーりが⸣しまい...〕
高利貸。

こーりまっふぁ [koːrimaffa]［名］〔こー⸣りまっ
ふぁまい...〕氷枕。

こーる [koːru]［名］〔こー⸣るまい...〕香炉。線香
立て。【同】「かうる」。

こーるがま [koːrugama]［名］小指のこと。愛称。
こーわじゃ [koːʋadʑa]［名］〔こーわ⸣じゃまい...〕
きつい仕事。重労働。【例】ずーかでー こーわ

じゃ（畑を耕すことは重労働だ）。【同】「かー

わじゃ」。

こき [koki]［名］〔こ⸣きまい...〕古希。70歳。
ごげーっ [gogeːʔ]［擬］鶏の鳴く声。鶏の産卵の

終りの声。【類】「ごげーっごっごっ」。

ごげーっごっごっ [gogeːggoggoʔ]［擬］鶏の鳴く
声。鶏の産卵の終りの声。【類】「ごげーっ」。

こっき [kokki]［名］〔こっ⸣きまい...〕国旗。その
国を象徴する旗。

ごっふぁ [goffa]［擬］〔ごっふぁてぃーまい...〕頭
をつき合わすときに言う。赤ちゃんのスキンシ

ップをする。

ごっふぁみキ゚ [goffamikɿ]［動 I類 c型］〔ごっふ
ぁみきー、ごっふぁみかん〕大勢の人が突き当

たる。渋滞の状態になる。

ごムま [gomma]［擬］棒で突くときに使う。棒で
突く音。【類】「ごんまごんま」。

ごムまごムま [gommagomma]［擬］〔ごんまごん
まてぃー...〕棒で突くときに使う。棒で突く音。
【類】「ごんま」。

ごムまみかす [gommamikasɿ]［動 I類 c型］〔ご
んまみきー、ごんまみかん〕固いものを割る。

激しく動かす。重機の激しく音をたてる。

ごムまみキ゚ [gommamikɿ]［動 I類 c型］〔ごんま
みきー、ごんまみかん〕固いものなどが割れる。

激しく動く。重機の激しい音がする。

こやまがー [kojamagaː]［名］［井戸］〔こや⸣まが
ーまい...〕井戸の名。人工井戸。
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さー

̶ さ ̶

さー [saː]［名］〔さーまい...〕差。ちがい。ひら
き。【例】さーや うーちがい（大きな差のちが

い）。

さー [saː]［感］激励するときに発する。【例】さ
ー やらしー みーる（さあ、やってごらん）。

さーてぃー [saːtiː]［副］懸命に。うんと。【例】さ
ーてぃー キ゚ばり（うんと働け）。

さーどー [saːdoː]［連語］それいけ。激励するこ
と。【例】くぬ すぐとー まーつき さーどー

（この仕事は一緒にがんばるぞ）。

さいぐ [saigu]［名］〔さい⸣ぐまい...〕最後。いち
ばん後。いちばん終り。【例】さいぐから にば

ん（最後から二番目）。

ざいさん [dzaisan]［名］〔ざいさ⸣んまい...〕財産。
資材。個人や団体の所有する土地・家屋・物品

など。

さいばん [saiban]［名］〔さいば⸣んまい...〕裁判。
裁判所が法律に基づいて判断を下すこと。

ざいばん [dzaiban]［名］〔ざいば⸣んまい...〕在
番。首里の役人。首里王府から派遣された役人。

宮古・八重山の蔵元に勤務した。

さいほー [saihoː]［名］〔さいほ⸣ーまい...〕裁縫。
着物などを縫うこと。

さいほーばく [saihoːbaku]［名］〔さいほ⸣ーばく
まい...〕裁縫箱。裁縫に使う小道具を入れる箱。

ざいむく [dzaimuku]［名］〔ざいむ⸣くまい...〕材
木。家の建築に使用する木材。

さじ [sadʑi]［名］〔さじまい...〕匙。スプーン。
さしうしゅい [saɕiuɕui]［名］〔さしうしゅいま
い...〕差し押え。差し押さえること。

さしうしゅいリ゚ [saɕiuɕuiɭ]［動 II類 a型］〔さし
うしゅいー、さしうしゅいん〕差し押さえる。

さしぎた [saɕigita]［名］〔さしぎ⸣たまい...〕差し
下駄。差し⻭のある下駄。高下駄。

さしくム [saɕikum]［動 I類 c 型］〔さしくみー、
さしくまん〕差し込む。物の間や中に差し込む。

【例】かぎう さしくム（鍵を差し込む）。【類】

「ぬっふぃリ゚」。

さしさーリ゚ [saɕisaːɭ]［動 I類 c型］〔さしさーり
ー、さしさーらん〕さし障る。差し支える。【例】

さしさーリ゚ら ねーん（差し障りはない）。

さしつかい [saɕitsɿkai]［名］〔さしつかいまい...〕
差し支え。支障。【例】さしつかいどぅ いでぃ

ー（差し支えが出てしまった）。

さしとぅみ [saɕitumi]［名］〔さしとぅみまい...〕
差し止め。禁止。

さしむぬ [saɕimunu]［名］〔さしむぬまい...〕指
し物。家具。器具。箱・机・箪笥など。

さってぃー [sattiː]［副］さっと。さっさと。【例】
さってぃー しゅだ（さっさとしなさい）。

さてぃむ [satimu]［副］さても。何とまあ。かえ
すがえすも。【例】さてぃむ きつぎピとぅ（何

と美人だこと）。

ざぶとぅん [dzabutun]［名］〔ざぶとぅ⸣んまい...〕
座布団。

さむらい [samurai]［名］〔さむらいまい...〕武士。
戦国時代の武士。宮古には存在しない。【類】「ぶ

す」。

さらし [saraɕi]［名］〔さら⸣しまい...〕さらし木
綿。布の一種。

ざらみ [dzarami]［名］〔ざら⸣みまい...〕白砂糖。
黒糖を精製したもの。【類】「ざらみじゃた」。

ざらみじゃた [dzaramidʑata]［名］〔ざら⸣みじゃ
たまい...〕白砂糖。黒糖を精製したもの。【類】
「ざらみ」。

さりー [sariː]［感］もしもし。他人の家を訪問す
るときの挨拶。ごめん下さいの意味。今はない。

組踊りの一場面にある。

さんがつ [sangatsɿ]［名］〔さ⸣んがつまい...〕三
月。やよい。啓蟄・春分の季節。

さんさんくどぅ [sansankudu]［名］〔さんさんく
⸣どぅまい...〕三三九度。

さんしー [sanɕiː]［名］〔さんし⸣ーまい...〕賛成。
同意すること。【例】さんしーじきん（賛成事

件・村史参照）。
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さんま

さんじちゃー [sandʑitɕaː]［名］〔さんじちゃ⸣ー
まい...〕三時ごろの休憩。またその休憩のとき
に飲むお茶。

さんしゃぎ [sanɕagi]［名］〔さんしゃ⸣ぎまい...〕
三下げ。琉球三味線の三弦を下げること。

さんじゆくー [sandʑijukuː]［名］〔さんじゆく⸣ー
まい...〕三時ごろの休憩。

さんずん [sandzɿn]［名］〔さんず⸣んまい...〕三
寸。約 9センチ。一寸は 3センチ。

さんとー [santoː]［名］〔さんと⸣ーまい...〕屋敷
内に掘った汚水池。

さんどー [sandoː]［名］〔さんど⸣ーまい...〕参道。
多良間神社前の道路。うぷめーかが起点。

さんぱ [sanpa]［名］〔さん⸣ぱまい...〕産婆。助産
師。

さんばし [sanbaɕi]［名］〔さんば⸣しまい...〕桟橋。
船着場。荷役をする所。

さんぱつ [sanpatsɿ]［名］〔さんぱ⸣つまい...〕散
髪。理髪。

さんぱつやー [sanpatsɿjaː]［名］〔さんぱ⸣つやー
まい...〕散髪屋。床屋。

さんぽー [sanpoː]［名］〔さんぽ⸣ーまい...〕三方。
供え物を乗せる台。三方に穴が開いているから

言う。

さんま [sanma]［名］［魚］〔さん⸣ままい...〕さん
ま。秋刀魚。
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し

̶ し ̶

し [ɕi]［助数］畝（せ）。畑の面積の単位。一畝は
一反の 10分の一。約 9．9平方メートル。尺貫
法のこと。

しあぎ [ɕiagi]［名］〔しあぎまい...〕仕上げ。
しあぎリ゚ [ɕiagiɭ]［動 II類 a型］〔しあぎー、しあ
ぎん〕仕上げる。完成させる。し終えること。

しあわし [ɕiaʋaɕi]［名］〔しあわしまい...〕幸わ
せ。【例】しあわしむぬ（幸せ者）。

しー [ɕiː]［助］〜で。〜を以て。【例】ふでぃしー
かキ゚（筆で書く）。たうかーしー むつ（一人で

持つ）。

しー [ɕiː]［名］四。四つ。四歳。
しー [ɕiː]［名］〔しーまい...〕背。背中。【例】ぬ
ーまぬ しー（馬の背）。

しー [ɕiː]［名］〔しーまい...〕瀬。干瀬。【類】「ぴ
し」。

しー [ɕiː]［擬］静かにする合図。子どもに対して
人差指を口に当てて無声音を出す。

しー [ɕiː]［感］家畜や動物を追うときに言う。無
声音。

しー [ɕiː]［感］幼児に小便を促すときに言う。
じー [dʑiː]［名］［病］〔じ⸣ーまい...〕痔。
じー [dʑiː]［名］〔じ⸣ーまい...〕税。税金。【類】
「じーきん」。「じぇいきん」。

しー すてぃー ねーん [ɕiː sɿtiː neːn]［連語］や
ってしまった。仕事の終わったことをいう。

しー すてぃリ゚[ɕiː sɿtiɭ]［連語］やってしまう。仕
事を全部終える。

しー すてぃる [ɕiː sɿtiru]［連語］やってしまえ。
仕事を残さず終わってしまえ。

しー とぅらす [ɕiː turasɿ]［連語］してやる。や
り返す。

しー みーリ゚ [ɕiː miːɭ]［連語］やってみる。試し
てみる。

しーかつ [ɕiːkatsɿ]［名］〔しーか⸣つまい...〕生活。
暮らし。生計。

しーキ゚ー [ɕiːkɿː]［連語］やって来る。押し寄せて
来る。勇ましくやって来る。

しーきつ [ɕiːkitsɿ]［名］〔しーき⸣つまい...〕清潔。
しーきゅー [ɕiːkjuː]［名］〔しーきゅ⸣ーまい...〕請
求。【例】じんゆ しーきゅーすー（お金を請求

する）。

じーきん [dʑiːkin]［名］〔じーき⸣んまい...〕税金。
国や地方自治体に租税として納める金銭。【類】

「じー」。「じぇいきん」。

しーぐ [ɕiːgu]［名］〔しー⸣ぐまい...〕小刀。ナイ
フ。主に鉛筆削りに使う。【例】かたばしーぐ

（片⻭の小刀）。

しーこー [ɕiːkoː]［名］〔しーこ⸣ーまい...〕成功。
成し遂げること。

しーしき [ɕiːɕiki]［名］〔しーし⸣きまい...〕成績。
できばえ。仕事のできばえ。学業のできばえ。

しーしつ [ɕiːɕitsɿ]［名］〔しーし⸣つまい...〕性質。
そのものが持っている特徴。その人の生れつき

の性質。

しーしん [ɕiːɕin]［名］〔しーし⸣んまい...〕精神。
思考や感情をつかさどる心。気力。

しーだい [ɕiːdai]［形］〔しーだいんまい...〕盛大。
勢いの盛んなこと。【例】すつうぷなかー しー

だい（スツウプナカは盛大だ）。

じーたく [dʑiːtaku]［名］〔じーたくまい...〕ぜい
たく。【例】じーたくむぬ（金持ちの家に生ま

れた子）。

しーてぃ [ɕiːti]［副］強いて。無理して。【例】し
ーてぃ キ゚かまん（強いて聞く必要はない）。

しーてぃん [ɕiːtin]［名］〔しーてぃんまい...〕晴
天。

しーとぅ [ɕiːtu]［名］〔しー⸣とぅまい...〕生徒。
【類】「がっこーしーとぅ」。

しーとぅにがイ゚ [ɕiːtunigaɿ]［名］〔しー⸣とぅにが
イ゚まい...〕生徒願い。生徒の健康願い。

しーとぅむつ [ɕiːtumutsɿ]［名］〔しー⸣とぅむつ
まい...〕生徒持ち。学校や大学に行く年頃の子
供を養うこと。

しーとぅやらび [ɕiːtujarabi]［名］〔しー⸣とぅや
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しぇーかえーム

らびまい...〕生徒・子供。重複語。児童。学童。
しーとー [ɕiːtoː]［名］〔しーと⸣ーまい...〕製糖。
さとうきびから黒糖を作ること。多良間の経済

を支える基幹産業。【類】「ぶーギすぶリ゚」。

しーとーあぐ [ɕiːtoːagu]［名］〔しーと⸣ーあぐま
い...〕製糖の仲間。

しーとーぐるま [ɕiːtoːguruma]［名］〔しーと⸣ー
ぐるままい...〕製糖車。⻭車のこと。さとうき
びの圧搾をする⻭車。

しーとーだむぬ [ɕiːtoːdamunu]［名］〔しーと⸣ー
だむぬまい...〕製糖用薪。きび汁を煮つめるた
めの薪。

しーとーなび [ɕiːtoːnabi]［名］〔しーと⸣ーなびま
い...〕製糖鍋。きび汁を煮つめる鍋。一番鍋。二
番鍋。三番鍋。

しーとーにんじゅ [ɕiːtoːnindʑu]［名］〔しーと⸣ー
にんじゅまい...〕製糖人衆。製糖仕事の仲間。
普通十人体制。

しーとーやー [ɕiːtoːjaː]［名］〔しーと⸣ーやーま
い...〕製糖小屋。製糖工場。

しーとーゆイ゚ [ɕiːtoːjuɿ]［名］〔しーと⸣ーゆイ゚ま
い...〕製糖結い。グループで製糖をすること。

しーとーよーイ゚[ɕiːtoːjoːɿ]［名］〔しーと⸣ーよーイ゚
まい...〕サトウキビの収穫が終了した慰労会。

しーな [ɕiːna]［名］〔しー⸣なまい...〕篩。ふるい。
浅い枠の底に目の細かい網を張ったもの。細か

いものと粗いものを選り分ける。

しーにん [ɕiːnin]［名］〔しーにんまい...〕⻘年。
若者。男性に言う。

しーにんしゅじゅ [ɕiːninɕudʑu]［名］〔しーにん
しゅ⸣じゅまい...〕⻘年処女。女性の若者に言
う。

しーにんだん [ɕiːnindan]［名］〔しーにんだ⸣んま
い...〕⻘年団。戦時中は活発な活動をした。

しーにんやー [ɕiːnin.jaː]［名］〔しーにんや⸣ーま
い...〕⻘年の家。公⺠館。集会所。

しーのー [ɕiːnoː]［名］〔しーの⸣ーまい...〕せい
ろ。餅を作る道具。

しーぶに [ɕiːbuni]［名］〔しーぶにまい...〕背骨。
背中。【例】ぬーまぬ しーぶに（馬の背中）。

しーまき [ɕiːmaki]［名］〔しーまきまい...〕背負

け。根負け。相手の根気に負ける。【例】しー

まきう しー やーんけー（けんかに負けて家

へ行く）。

しーみー [ɕiːmiː]［名］〔しーみ⸣ーまい...〕清明。
二十四節気の一つ。清明祭り。4月 5日頃。

しーみーちゃー [ɕiːmiːtɕaː]［名］〔しーみーちゃ⸣
ーまい...〕清明茶。中国産のお茶。各家庭に愛
飲された。

しーむぬ [ɕiːmunu]［名］〔しーむぬまい...〕吸い
物。お祝いのごちそう。【例】かムばくぬ しー

むぬ（かまぼこの吸い物）。

しーむぬまかリ゚ [ɕiːmunumakaɭ]［名］〔しーむぬ
まか⸣リ゚まい...〕吸い物用の椀。【類】「しーむぬ
わん」。

しーむぬわん [ɕiːmunuʋan]［名］〔しーむぬわ⸣ん
まい...〕吸い物椀。

しームビ [ɕiːmbɿ]［動 I類 c型］〔しームびー、し
ームばん〕背伸びする。畑仕事の途中に背伸び

する。老人が背伸びする。

しーや [ɕiːja]［連語］それだけでは。【例】うんだ
きしーや ならん（それだけではいけない）。

しーら [ɕiːra]［名］［魚］〔しーらまい...〕しいら。
【類】「しゃーら」。「まんびき」。

しーら [ɕiːra]［名］〔しーらまい...〕毒気。後遺
症。【例】じくぬ しーらぬ やみーリ゚（事故の

後遺症が痛い）。

しーらー [ɕiːraː]［副］もしものこと。【例】しー
らー あみぬ っふぁばどぅ（もしも雨が降っ

たら）。

しーり [ɕiːri]［名］〔しー⸣りまい...〕仕入れ。物
品を仕入れること。

しーり [ɕiːri]［名］〔しーりま⸣い...〕整理。乱れ
たものをきちんと整えること。

しーんぎ [ɕiːngi]［名］〔しーん⸣ぎまい...〕魚の背
びれ。背びれの骨。

しぇー [ɕeː]［名］〔しぇーまい...〕莢（さや）。豆
のさや。【例】しぇーう むキ゚（莢を開ける）。

しぇーか [ɕeːka]［名］〔しぇーかんまい...〕未明。
早朝。暁。黎明。【例】しぇーかうき（早起き訓

練。学校の教育方針）。

しぇーかえーム [ɕeːkaeːm]［名］〔しぇーかえー
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しぇーかずキ゚

ムーまい...〕未明の暗い頃。
しぇーかずキ゚ [ɕeːkadzɿkɿ]［名］〔しぇーかずキ゚ま
い...〕未明の月。暁の月。夜が明けるまで残っ
ている月。残月。

しぇーかぶす [ɕeːkabusɿ]［名］〔しぇーかぶすま
い...〕未明の星。明けの明星。金星のこと。明
け方東の空に見える。

しぇーかむぬ [ɕeːkamunu]［名］〔しぇーかむぬ
まい...〕普段より早い朝食。

しぇーがリ゚[ɕeːgaɭ]［名］一旦仕事をすること。一
日の間に畑に出かけてひと仕事を終わらして

来ること。頑張る者についていう。【例】ピとぅ

しぇーがリ゚（一息して頑張る）。すとぅむてぃ

ぺーし うきー ピとぅしぇーがリ゚わじゃう し

ー キ゚ー（朝早く起きて、ひと仕事してくる）。

しぇーき [ɕeːki]［名］〔しぇーきまい...〕夜明け。
明けること。空が明るくなること。東の空が白

くなること。

しぇーきリ゚ [ɕeːkiɭ]［動 II類 a型］〔しぇーきー、
しぇーきん〕明ける。空が明るくなる。東の空

が白くなる。夜明けになる。

じぇーじぇー [dʑeːdʑeː]［擬］喘息。喘息患者の
息づかい。

しぇーふ [ɕeːfu]［名］〔しぇーふま⸣い...〕大工。
木工、石工。

しぇーまみ [ɕeːmami]［名］〔しぇーま⸣みまい...〕
莢豆。莢に入っていて食用になる豆。

じぇったい [dʑettai]［副］絶対。対立するものが
ないこと。

しぇんきょ [ɕenkjo]［名］〔しぇん⸣きょまい...〕
選挙。投票で人を選ぶこと。

じぇんざい [dʑendzai]［名］〔じぇんざ⸣いまい...〕
ぜんざい。「たらままみ」のぜんざいが主であ

る。

しぇんしぇい [ɕenɕei]［名］〔しぇんしぇ⸣いま
い...〕先生。教師。指導者。学識の高い人。【同】
「しんしー」。

じぇんじぇん [dʑendʑen]［副］全然。全く。否定
することの意味に使う。

しぇんしゅ [ɕenɕu]［名］〔しぇん⸣しゅまい...〕選
手。選ばれて競技に出る人。

しぇんちょー [ɕentɕoː]［名］〔しぇんちょ⸣ーま
い...〕船⻑。船の責任者。【同】「しんちょー」。
【類】「しんどぅー」。

しぇんでん [ɕenden]［名］〔しぇんで⸣んまい...〕
宣伝。住⺠に広く知らせること。

じぇんぶ [dʑenbu]［名］〔じぇん⸣ぶまい...〕全部。
全ての物。

しぇんむん [ɕenmun]［名］〔しぇんむ⸣んまい...〕
専門。特定の学問・分野。

しおさる [ɕiosaru]［名］［地］〔し⸣おさる⸢まい...〕
塩申。塩川申支部。吉川。

しおとら [ɕiotora]［名］［地］〔し⸣おとら⸢まい...〕
塩寅。塩川寅支部。大道。

しおねー [ɕioneː]［名］［地］〔し⸣おねー⸢まい...〕
塩子。塩川子支部。嶺間。

しおムま [ɕiomma]［名］［地］〔し⸣おムま⸢まい...〕
塩午。塩川午支部。大木。

しか [ɕika]［名］〔しかまい...〕鹿。偶蹄動物。ひ
づめが二つになっている。山羊も同じ。

しかい [ɕikai]［名］〔しかいまい...〕世界。地球
上の全ての地域。世間。世の中。自分の及ぶ範

囲。

しがかリ゚ [ɕigakaɭ]［名］〔しがか⸣リ゚まい...〕瀬が
かり。釣針が瀬に引っかかること。【類】「いし

がき」。「しがき」。

しかき [ɕikaki]［名］〔しか⸣きまい...〕仕掛け。か
らくり。仕事の途中。やりかけ。

しがき [ɕigaki]［名］〔しがきまい...〕瀬がけ。釣
針が瀬にかかること。【類】「しがかリ゚」。「いし

がき」。

しかきリ゚ [ɕikakiɭ]［動 II類 c型］〔しかきー、し
かきん〕仕掛ける。

しがつ [ɕigatsɿ]［名］〔しが⸣つまい...〕四月。卯
月。清明・穀雨の季節。

じがにまる [dʑiganimaru]［名］〔じがにま⸣るま
い...〕治金丸。仲宗根豊見親の刀。首里王府か
らの贈りもの。

しがらす [ɕigarasɿ]［動 I類 c型］〔しがらしー、し
がらしゃん〕悩ませる。苦労させる。【例】っふ

ぁん しがらしゃいリ゚（子どもに悩まされる）。

しがり [ɕigari]［名］〔しがりま⸣い...〕悩み。悩む
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こと。苦しみ。苦しむこと。

しがりリ゚ [ɕigariɭ]［動 II類 c型］〔しがりー、し
がりん〕悩む。苦しむ。【例】くすやみーどぅ

しがりリ゚（腰痛のために悩む）。

じかんまき [dʑikanmaki]［名］〔じかんまきまい...〕
時間負け。遅刻。

しき [ɕiki]［名］〔し⸣きまい...〕席。座席。座る
場所。見物席。【類】「びーどぅくま」。

しき [ɕiki]［名］〔し⸣きまい...〕式。儀式。入学
式。葬式。化学式。方程式。和式。洋式。

しき [ɕiki]［名］〔し⸣きまい...〕戸籍。【例】しき
う イ゚ズぃリ゚（入籍する）。

しき [ɕiki]［名］〔しきま⸣い...〕時化。海の荒れ。
暴風。台風。【例】きうや じゃうしきどー（今

日は強い時化だ）。

しきあぎ [ɕikiagi]［名］〔し⸣きあぎまい...〕挙式。
結婚式を行うこと。

しきがい [ɕikigai]［名］〔しきが⸣いまい...〕席替
え。席を移すこと。

しきくどぅキ゚ [ɕikikudukɿ]［名］〔しきくどぅキ゚ま
い...〕四季口説。琉球舞踊の一つ。

しきくム [ɕikikum]［動 I 類 c 型］〔しきくみー、
しきくまん〕咳き込む。

しきくるす [ɕikikurusɿ]［動 I類 a型］〔しきくる
しー、しきくるしゃん〕ひき殺す。

しきじ [ɕikidʑi]［名］〔しき⸣じまい...〕席次。成
績の順位。

しきだい [ɕikidai]［名］〔し⸣きだいまい...〕指揮
台。指揮する人の立つ台のこと。

しきたん [ɕikitan]［名］〔しきた⸣んまい...〕石炭。
化石燃料。古代の植物が地中にうずもれて炭化

したもの。

しきたんがに [ɕikitangani]［名］〔しきたんが⸣に
まい...〕ブリキ缶を利用して別の用途に使うも
の。

しきたんばく [ɕikitanbaku]［名］〔しきたんば⸣く
まい...〕ブリキ缶。1斗入れの缶。石油の入っ
た一斗缶。

しきたんゆー [ɕikitan.juː]［名］〔しきたんゆ⸣ー
まい...〕石炭油。

しきどぅみ [ɕikidumi]［名］〔しきどぅ⸣みまい...〕

咳止め。薬品。

しきどぅみふしゅリ゚ [ɕikidumifuɕuɭ]［名］〔しき
どぅみふしゅ⸣リ゚まい...〕咳止めの薬。

しきにん [ɕikinin]［名］〔しきに⸣んまい...〕責任。
【例】どぅーしー しきにんゆ むてぃ（自分で

責任をとれ）。

しきばく [ɕikibaku]［名］〔しきば⸣くまい...〕ブ
リキ缶のこと。

しきばん [ɕikiban]［名］〔しきば⸣んまい...〕石板。
黒板の役目をする。石盤とも書く。

しきひ [ɕikihi]［名］〔しき⸣ひまい...〕石碑。いし
ぶみ。

しきぴつ [ɕikipitsɿ]［名］〔しきぴ⸣つまい...〕石
筆。石板に書くもの。チョーク。大正時代まで

の学習道具。

しきもー [ɕikimoː]［名］〔しきも⸣ーまい...〕色盲。
色の区別のできない人。

しきゆー [ɕikijuː]［名］〔しきゆ⸣ーまい...〕石油。
地中から産出される燃料。【例】しきゆーらん

ぷ（石油ランプ）。

しきゆーかん [ɕikijuːkan]［名］〔しきゆ⸣ーかんま
い...〕石油缶。石油の入った一斗缶。【類】「し
きたんばく」。

しきゆーらんぷ [ɕikijuːranpu]［名］〔しきゆ⸣ーら
んぷまい...〕石油ランプ。角ランプ。ほやラン
プ。灯籠。【類】「とぅーリ゚」。

しきリ゚ [ɕikiɭ]［動 I類 c型］〔しきりー、しきら
ん〕仕切る。区切る。間に境を作る。【例】しき

りー ふたーつん なし（仕切って二つになし

なさい）。

しきリ゚ [ɕikiɭ]［動 II 類 c 型］〔しきー、しきん〕
時化る。天気が悪くなる。

しきん [ɕikin]［名］〔しき⸣んまい...〕試験。テス
ト。試すこと。実験すること。

しきん [ɕikin]［名］〔しき⸣んまい...〕世間。世の
中。世の中の人々。【例】しきんー ならい（世

間を見習いなさい）。

じきん [dʑikin]［名］〔じき⸣んまい...〕事件。世
間を騒がせる出来事。

しきんギ [ɕikingɿ]［動 I類］〔しきんぎー、しき
んがん〕〔し⸣きんギ⸢まい...〕籍抜く。除籍する。
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離婚する。

しきんなみ [ɕikinnami]［連語］世間並。【例】し
きんなみんどぅ くらしー ぶリ゚（世間並に暮

している）。

しきんなり [ɕikinnari]［名］〔しき⸣んなりまい...〕
世間慣れ。馴れ。【例】ムめ しきんなりーどぅ

ぶリ゚（もう世間慣れしている）。

しきんばい [ɕikinbai]［名］〔しき⸣んばいまい...〕
世間栄え。【例】かれー しきんばいむぬ（彼は

世間からほめられている）。

しきんばなす [ɕikinbanasɿ]［名］〔しきんばなす⸣
うまい...〕世間話。世間のことについて気楽に
おしゃべりすること。雑談。よもやもばなし。

じく [dʑiku]［名］〔じ⸣くまい...〕事故。車の事故。
海の事故。空の事故。

じく [dʑiku]［名］〔じ⸣くまい...〕軸。巻物の軸。
中心。【例】じくーしーまーり（軸にして回れ）。

じぐく [dʑiguku]［名］〔じぐくまい...〕地獄。
しくじリ゚ [ɕikudʑiɭ]［動 I 類 c 型］〔しくじりー、
しくじらん〕しくじる。へまをする。【例】く

ぬーれー しくじりーてーん（近頃はしくじっ

てばかりだ）。

しくり [ɕikuri]［名］〔しくりま⸣い...〕しこり。す
っきりしないこと。【例】すぐとぅぬ しくりぬ

あリ゚（仕事のしこりがある）。

じくりゅー [dʑikurjuː]［名］〔じ⸣くりゅーまい...〕
自己流。我流。【例】じくりゅーぬ しゃんしム

（自己流の三線弾き）。

じじゅ [dʑidʑu]［名］〔じ⸣じゅまい...〕次女。二
番目の女。

しじゅーくにつ [ɕidʑuːkunitsɿ]［名］〔しじゅーく
につまい...〕四十九日。死後七日（なんか）の
七回目の法事。【同】「すじゅーくにつ」。

しずぅく [ɕidzuku]［名］〔しずぅくまい...〕士族。
現在は身分制度はない。【類】「ゆかリ゚ピとぅ」。

したい [ɕitai]［感］でかした。よかった。しめた
ものだ。【例】したい、ばーれ（でかしたぞ、い

い子だ）。

したいしたい [ɕitaiɕitai]［感］とてもよかったこ
との表現。孫をほめる言葉。次に「ばーれ」が

続く。

しち [ɕitɕi]［名］なな。七。七月。七歳。七つ。
しちがーら [ɕitɕigaːra]［名］〔しちがー⸣らまい...〕
女性の晴れ着の柄。

しちがつ [ɕitɕigatsɿ]［名］〔し⸣ちがつ⸢まい...〕七
月。文月。七夕月。愛逢月。小暑・大暑の季節。

織女星・牽牛星を祭る七夕がある。

しちぶ [ɕitɕibu]［名］〔しち⸣ぶまい...〕七分。普
通の人より知識のない人。相手をからかうとき

にも言う。

しちふくじん [ɕitɕifukudʑin]［名］〔しちふくじ⸣
んまい...〕七福神。

しつ [ɕitsɿ]［名］〔し⸣つまい...〕質。品質。人間と
しての質。内容が充実していること。質実。飾

り気のないこと。

じつ [dʑitsɿ]［名］〔じ⸣つまい...〕実。実際。事実。
じっかん [dʑikkan]［名］［干支］〔じっか⸣んま
い...〕十干。甲（きのえ）、乙（きのと）、丙（ひ
のえ）、丁（ひのと）、戊（つちのえ）、己（つち

のと）、庚（かのえ）、辛（かのと）、壬（みずの

え）、癸（みずのと）。

しっきん [ɕikkin]［名］〔しっき⸣んまい...〕石鹸。
しっとぅ [ɕittu]［名］〔しっ⸣とぅまい...〕嫉妬。
ねたむこと。そねむこと。

しつむん [ɕitsɿmun]［名］〔しつむ⸣んまい...〕質
問。問うこと。問いただすこと。【例】しんし

ーんけー がーっふぇー しつむん しる（先生

にたくさん質問しなさい）。

しつやく [ɕitsɿjaku]［名］〔しつや⸣くまい...〕節
約。倹約。【例】じんゆ しつやく しる（お金

を節約しなさい）。

しつりー [ɕitsɿriː]［名］〔しつり⸣ーまい...〕失礼。
無礼。【例】しつりーな ぱなす（失礼な話）。

【類】「ぶりー」。

じつるく [dʑitsɿruku]［名］〔じつる⸣くまい...〕実
力。【例】じつるこー ねーん（実力はない）。じ

つるくー つきる（実力をつけよ）。

してぃー [ɕitiː]［名］〔してぃ⸣ーまい...〕使丁。小
使い。用務員。

じてぃん [dʑitin]［名］〔じてぃ⸣んまい...〕辞典。
字引き。辞書。【例】じてぃんゆ ピきー なら

い（辞典を引いて勉強しなさい）。
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じてぃんしゃ [dʑitinɕa]［名］〔じてぃん⸣しゃま
い...〕自転車。

しどぅ [ɕidu]［名］〔しどぅまい...〕勢頭。宮古
上布の織り手の手伝い人。指導員。女の手伝い

人。【類】「いムしどぅ」。

しどぅ [ɕidu]［名］〔し⸣どぅまい...〕勢頭。中心
人物。

しどぅ [ɕidu]［名］〔しどぅまい...〕漁の⻑。海人
の⻑。

しな [ɕina]［名］［貝］〔し⸣なまい...〕はまぐり。
しないし [ɕinaiɕi]［名］〔し⸣ないしまい...〕柔ら
かい石。もろい石。砂岩。石灰岩。

しなキ゚ー [ɕinakɿː]［名］〔し⸣なキ゚ーまい...〕石切
り場。採石場。砂岩地層。戦時中に岩石に穴を

開けて防空壕として避難生活をした。今はゲー

トボール場に姿を変えている。

しなぎり [ɕinagiri]［名］〔し⸣なぎりまい...〕品切
れ。

しなぐー [ɕinaguː]［名］［貝］〔し⸣なぐーまい...〕
はまぐりの殻。二枚貝の殻のこと。

じならす [dʑinarasɿ]［動 I類 c型］〔じならしー、
じならしゃん〕地均す。畑を整地する。【例】じ

ならしー すっじゃう ういずー（整地してさ

とうきびを植える）。

しぬぶし [ɕinubuɕi]［名］〔しぬぶ⸣しまい...〕仕
上世。人頭税を集めて保管する所。

じば [dʑiba]［接尾］〜するから。〜するつもりな
ので。意志を表す接辞〈〜ずー〉に理由を表す

接辞〈〜ば〉が付いて融合した形。【例】しゅっ

じば（するからなあ）。あびらっじば（呼ぶか

らなぁ）。

しばい [ɕibai]［名］〔しば⸣いまい...〕芝居。演劇。
昔の村芝居。

しばしゃーリ゚ [ɕibaɕaːɭ]［形］〔しば⸣しゃまい...〕
狭い。【例】しばどぅくな（狭い所）。しばやー

（狭い家）。しばしゃ ねーん（狭くない）。【同】

「いばしゃーリ゚」。

しばどぅくな [ɕibadukuna]［名］〔しばどぅく⸣な
まい...〕狭い所。【例】くるまぬ なかー しば

どぅくな（車の中は狭い所だ）。

しばな [ɕibana]［名］〔しばなまい...〕岸壁の頂

上。【例】しばなん いムどぅリ゚ぬ すーぬ あ

リ゚（岸壁に海鳥の巣がある）。【類】「ぱなた」。

しばまリ゚ [ɕibamaɭ]［動 I 類 c 型］〔しばまりー、
しばまらん〕狭くなる。【例】やーぬ しばまリ゚

（家が狭くなる）。

しばみつ [ɕibamitsɿ]［名］〔しばみ⸣つまい...〕狭
い道。小さい道。細い道。【同】「いばみつ」。

しばみリ゚ [ɕibamiɭ]［動 II類 c型］〔しばみー、し
ばみん〕狭める。【例】みつぬどぅ やすキ゚う

しばみリ゚（道路が屋敷を狭める）。

しばや [ɕibaja]［名］〔しば⸣やまい...〕芝屋。芝
居のこと。

しばやー [ɕibajaː]［名］〔しばや⸣ーまい...〕狭い
家。小さい家。【同】「いばやー」。

じばん [dʑiban]［名］肌着。シャツ。肌着。
しびら [ɕibira]［名］〔しび⸣らまい...〕そびら。背
中。【類】「くすぶに」。

しびらぶに [ɕibirabuni]［名］〔しびらぶにまい...〕
肩甲骨。

しびり [ɕibiri]［名］〔しびりま⸣い...〕しびれ。指
のしびれ。足のしびれ。感覚がなくなること。

しびりリ゚ [ɕibiriɭ]［動 II類 c型］〔しびりー、し
びりん〕しびれる。⻑時間ひざを曲げて座ると

足がしびれる。【類】「ピさムビー」。

じぶく [dʑibuku]［名］〔じぶ⸣くまい...〕釣り竿。
礒釣りは小さい竹を使用する。大物をねらうと

きは⻑い竹竿を使用する。

しぶとぅ [ɕibutu]［名］［貝］〔しぶ⸣とぅまい...〕
りゅうきゅうますおがい。

しぶとぅがー [ɕibutugaː]［名］［井戸］〔しぶ⸣と
ぅがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

しぶに [ɕibuni]［名］〔しぶにまい...〕背中の骨。
背中。背骨。脊柱。【類】「なかぶに」。

じべんとー [dʑibentoː]［名］〔じべんと⸣ーまい...〕
持っていく弁当。

しまい [ɕimai]［名］〔しまいまい...〕終り。終る
こと。終了。【同】「すまい」。

しまい [ɕimai]［感］しまった。手遅れ。後悔の
意味。【例】しまいどー、むぬばっすぃー（し

まった、もの忘れをした）。【同】「すまい」。

しまいリ゚ [ɕimaiɭ]［動 II類 c型］〔しまいー、し
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まいん〕終わる。終了する。【例】きうぬ すぐ

とー しまいった（今日の仕事は終わった）。

しまくんじょー [ɕimakundʑoː]［名］〔しまくんじ
ょーまい...〕島根性。小心。狭い視野で生活す
る。閉鎖的な考えのこと。

しまつ [ɕimatsɿ]［名］〔しまつまい...〕始末。始
めと終り。あと片付け。しめくくり。決着。

しまながし [ɕimanagaɕi]［名］〔しまなが⸣しま
い...〕島流し。遠島。流刑。例えば、心海和尚は
多良間島へ。平敷屋朝敏の⻑男は水納島へ、次

男は多良間島へ流刑。実話である。

しまリ゚ [ɕimaɭ]［動 I類 c型］〔しまりー、しまら
ん〕閉じる。【例】やどー しまりった（戸は閉

まった）。

しみ [ɕimi]［名］〔し⸣みまい...〕よごれ。よごれ
る。顔のしみ。衣服のしみ。

しみー [ɕimiː]［名］〔しみ⸣ーまい...〕女性の下着。
しみキ゚ー [ɕimikɿː]［動 I類 c型］〔しみキ゚しー、し
みキ゚しゃん〕締め切る。決められた時間や定員

を打ち切る。

しみキ゚ー [ɕimikɿː]［動 I類 c型］〔しみキ゚しー、し
みキ゚しゃん〕閉め切る。戸・窓・門などを閉め

切る。

しみきリ゚ [ɕimikiɭ]［名］〔しみき⸣リ゚まい...〕締め
切り。提出物を締め切ること。入場を締め切る

こと。

しみくます [ɕimikumasɿ]［動 I類 c型］〔しみく
ましー、しみくましゃん〕染み込ます。浸みこ

ませる。【例】みずう しみくます（水を浸み込

ませる）。

しみくム [ɕimikum]［動 I類 c型］〔しみくみー、
しみくまん〕染み込む。浸み込む。【例】みず

ぬ ムたん しみくム（水が土に浸み込む）。

しみくらす [ɕimikurasɿ]［動 I類 c型］〔しみくら
しー、しみくらしゃん〕絞め殺す。【例】とぅ

リ゚る しみくらす（鶏を絞め殺す）。

じみしゃーリ゚ [dʑimiɕaːɭ]［形］〔じみ⸣しゃまい...〕
地味。地味な服。地味な性格。

しみだうふ [ɕimidaufu]［名］〔しみだう⸣ふまい...〕
型に入れて作った豆腐。型に入れて固まらせた

豆腐。型に入れないものは「ゆどーふ」。【同】

「しみどーふ」。

しみつキ゚ [ɕimitsɿkɿ]［動 I類 c型］〔しみつきー、
しみつかん〕染みつく。よごれる。【例】たば

くぬ きふすぬ キ゚んー しみつキ゚（たばこの煙

が着物に染み付く）。

しみつきリ゚ [ɕimitsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔しみつき
ー、しみつきん〕締めつける。【例】あてぃなく

とぅ しみつきんな（あまり締め付けるな）。

しみどーふ [ɕimidoːfu]［名］〔しみどー⸣ふまい...〕
型に入れて作った豆腐。型に入れて固まらせた

豆腐。型に入れないものは「ゆどーふ」。【同】

「しみだうふ」。

しみなー [ɕiminaː]［名］〔しみな⸣ーまい...〕締め
つける縄。茅ぶきの家の茅を締めつける縄のこ

と。

しみリ゚ [ɕimiɭ]［動 II類 c型］〔しみー、しみん〕
締める。閉じる。【例】やどぅー しみリ゚（戸を

締める）。

しみリ゚ [ɕimiɭ]［動 II類 c型］〔しみー、しみん〕
絞める。【例】にぶいゆ しみリ゚（首を絞める）。

しみリ゚ [ɕimiɭ]［動 II類 c型］〔しみー、しみん〕
占める。【例】やらびぬどぅ しみリ゚（子どもた

ちが独占する）。

しみリ゚ [ɕimiɭ]［動 II類 c型］〔しみー、しみん〕
攻める。【例】てぃキ゚う しみリ゚（敵を攻める）。

しみリ゚ [ɕimiɭ]［動 II類 c型］〔しみー、しみん〕
責める。けじめをつける。【例】イ゚ズぃー しみ

リ゚（叱って責める）。

しみリ゚ [ɕimiɭ]［動 I類 c型］〔しみりー、しみら
ん〕湿る。【例】あみぬ っふぃー しみー（雨

が降って湿った）。

しみん [ɕimin]［名］〔しみ⸣んまい...〕セメント。
コンクリート。【例】しみんやー（セメントの

家）。

しみんがーら [ɕimingaːra]［名］〔しみ⸣んがーら
まい...〕セメントがわら。

しみんがーらやー [ɕimingaːrajaː]［名］〔しみ⸣ん
がーらやーまい...〕セメントがわらの家。

しみんやー [ɕimin.jaː]［名］〔しみ⸣んやーまい...〕
セメントの家。セメント瓦ぶきの家。コンクリ

ートづくりの家。
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しゃいがな

しむき [ɕimuki]［名］〔しむきま⸣い...〕仕向け。働
きかけること。言いつけること。教えること。

しむきリ゚ [ɕimukiɭ]［動 II類 c型］〔しむきー、し
むきん〕仕向ける。働きかける。言いつける。

教える。【例】ぺーうきう しむきリ゚（早起きを

言いつける）。

しムくム [ɕimkum]［動 I 類 c 型］〔しムくみー、
しムくまん〕染み込む。

しむじ [ɕimudʑi]［名］〔しむじんま⸣い...〕下地。
宮古島の下地地区。下地島。

じむとぅ [dʑimutu]［名］〔じむとぅんまい...〕地
元。現地。【例】じむとぅぬ ピとぅぬ ムめ（地

元の人たち）。

しゃ [ɕa]［接尾］〜さ。形容詞に付き、名詞を形
成する。【例】ながしゃ（⻑さ）。かばしゃ（香

ばしさ）。かぎしゃ（きれいさ）。とぅーしゃ

（遠さ）。つかしゃ（近さ）。

しゃ [ɕa]［終］そうだ。そうだよ。そうだよなあ。
【例】あんしーしゃ（そうだよな）。ヴヴぁが む

ぬしゃ（君のものだよな）。

じゃー [dʑaː]［名］〔じゃ⸣ーまい...〕狂った女。女
の亡霊。

じゃー [dʑaː]［名］〔じゃー⸣んまい...〕座。座敷。
人の集まる場所。【例】いつばんじゃー（一番

座）。しゃきじゃー（酒座・酒を飲んでいる所）。

くミ゚じゃー（組踊の担当）。

しゃーしゃー [ɕaːɕaː]［擬］雨が木の葉っぱに落
ちる音。水の流れる様。

じゃーじゃー [dʑaːdʑaː]［擬］どしゃぶり。水の
流れる様子。

しゃーだごーる [ɕaːdagoːru]［名］〔しゃーだごー
るまい...〕拝所。

しゃーピかす [ɕaːpɿkasɿ]［動 I類 a型］〔しゃー
ピかしー、しゃーピかしゃん〕乾かす。干す。

洗濯物を干す。【例】あみん ムにむぬー しゃ

ービかす（雨に濡れたものを乾かす）。

しゃーピキ゚ [ɕaːpɿkɿ]［動 I類 a型］〔しゃーピき
ー、しゃーピかん〕乾く。乾燥する。雨が晴れ

るときにも言う。

しゃーみ [ɕaːmi]［終］きっとそうだ。
しゃーみー [ɕaːmiː]［終］〜だよ。〜さあ。【例】ヴ

ぇんしーしゃーみー（こうするんだよ）。あん

しーしゃーみー（そういうことだよ）。ぱなす

ねーんしゃーみー（話し合った通りだよ）。

しゃーみキ゚ [ɕaːmikɿ]［動 I類 a型］〔しゃーみき
ー、しゃーみかん〕晴れる。【例】あめー しゃ

ーみきった（雨はすっかりと晴れた）。

じゃーむて [dʑaːmute]［名］〔じゃ⸣ーむてまい...〕
芸達者。芸に⻑けた人。雰囲気作りのうまい

人。

じゃーむとぅ [dʑaːmutu]［名］〔じゃーむ⸣とぅま
い...〕座元。

しゃーら [ɕaːra]［名］［魚］〔しゃー⸣らまい...〕し
いら。万引。【類】「まんびき」。

しゃーら [ɕaːra]［名］たわし。くばの葉で作る。
【類】「ばにん」。

じゃーらくーら [dʑaːrakuːra]［擬］〔じゃーらく
ー⸣らまい...〕めちゃくちゃ。乱雑なこと。【例】
やーんかー じゃーらくーら（家の中は散らか

っている）。

しゃーリ゚ [ɕaːɭ]［動 I類 a型］〔しゃーりー、しゃ
ーらん〕連れる。子守りをする。【例】しゃー

りー くー（連れて来なさい）。っふぁう しゃ

ーリ゚（子守りをする）。

しゃーる [ɕaːru]［名］〔しゃー⸣るまい...〕猿。
しゃーるあまム [ɕaːruamam]［名］〔しゃー⸣るあ
まムまい...〕けぶかがに。毛深いから言う。〈な
がしゃキ゚ぴし〉に多い。

しゃイ゚ [ɕaɿ]［名］［魚］〔しゃイ゚まい...〕くるまえ
びの仲間。

しゃい [ɕai]［名］〔しゃいまい...〕才知。はかり
ごと。策略。才能。【例】しゃいまき（才知に負

ける。論争に負ける）。

しゃい [ɕai]［名］〔しゃいまい...〕酢の和え物。味
噌和えにしたもの。

じゃい [dʑai]［名］〔じゃ⸣いまい...〕采。采配に
使う道具。言いつける。武士に采配。独楽を回

すのに使う道具のことも言う。【例】じゃいゆ

ふリ゚（命令を下す）。

しゃいか [ɕaika]［終］〜そうだよ。〜そうである
よ。【同】「しゃいく」。

しゃいがな [ɕaigana]［名］〔しゃいがなまい...〕
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しゃいく

大根のおろしかんな。【類】「しゃみ」。

しゃいく [ɕaiku]［終］〜そうだよ。〜そうである
よ。【同】「しゃいか」。

しゃいじゃら [ɕaidʑara]［名］〔しゃいじゃらま
い...〕采皿。「うしゃいじゃら」か。酒のつまみ
用の皿。肴を盛る皿。

しゃいじゅーしゃーリ゚ [ɕaidʑuːɕaːɭ]［形］〔しゃい
じゅー⸣しゃまい...〕才に⻑ける。才知がある。
論争に強い。【類】「がーじゅーしゃーリ゚」。

しゃいよーしゃーリ゚[ɕaijoːɕaːɭ]［形］〔しゃいよー
⸣しゃまい...〕才に⻑けていない。才知がない。
論争に弱い。

しゃう [ɕau]［名］〔しゃうまい...〕正。本物。【同】
「しょー」。【類】「しょーむぬ」。

しゃう [ɕau]［名］〔しゃ⸣うまい...〕常識。弁え。
【例】しゃうや ねーん（常識がない）。【同】「し

ょー」。

しゃう [ɕau]［名］〔しゃうまい...〕竿。竹の棒。
【例】しゃうん ぷし（竿に干しなさい）。【同】

「しょー」。

じゃう [dʑau]［名］〔じゃ⸣うまい...〕門。入り口。
屋敷の出入り口。【同】「じょー」。

じゃヴヴぁ [dʑavva]［名］〔じゃヴヴぁまい...〕脳。
脳みそ。脳髄。

しゃヴヴィ゚ [ɕavvɿ]［動 I類 c型］〔しゃヴヴぃー、
しゃヴヴぁん〕耕す。草取りを行う。【例】ぴ

らしゃヴヴィ゚（箆で草取りをする）。あーぬ ふ

しゃしゃヴヴィ゚（粟の草取り）。

しゃヴヴィ゚ [ɕavvɿ]［動 I類 a型］〔しゃヴヴぃー、
しゃヴヴぁん〕刃物で突き刺す。【例】しゃヴ

ヴぃー すてぃる（刺して捨てよ）。【類】「じゃ

んキ゚」。

じゃうヴぇーがリ゚ [dʑauveːgaɭ]［動 I類 c型］〔じ
ゃうヴぇーがりー、じゃうヴぇーがらん〕立派

に成⻑する。【同】「じょーヴぇがリ゚」。

しゃうか [ɕauka]［擬］〔しゃうかまい...〕空っぽ。
さっぱり。林であったが木がなくなったときに

言う。【同】「しょーか」。

しゃうかしゃうか [ɕaukaɕauka]［擬］〔しゃうか
しゃうかてぃー...〕さえぎるものがない様。【同】
「しょーかしょーか」。

しゃうがつ [ɕaugatsɿ]［名］〔しゃ⸣うがつ⸢まい...〕
正月。新年。【同】「しょーがつ」。【類】「ミ゚ーど

ぅす」。

しゃうがつえーぐ [ɕaugatsɿeːgu]［名］〔しゃ⸣う
がつえーぐまい...〕正月を祝う歌。【同】「しょ
ーがつえーぐ」。

しゃうがつえーム [ɕaugatsɿeːm]［名］〔しゃ⸣う
がつえームまい...〕旧暦の正月の暗い夜。【同】
「しょーがつえーム」。

しゃうがつギん [ɕaugatsɿgɿn]［名］〔しゃ⸣うがつ
ギんまい...〕正月の晴れ着。【同】「しょーがつ
ギん」。

じゃうかに [dʑaukani]［名］［植］〔じゃうか⸣に
まい...〕ぐみ。

しゃうかみかす [ɕaukamikasɿ]［動 I類 c型］〔し
ゃうかみかしー、しゃうかみかしゃん〕空っぽ

にする。すがすがしくする。【同】「しょーかみ

かす」。

しゃうかみキ゚ [ɕaukamikɿ]［動 I類 c型］〔しゃう
かみきー、しゃうかみかん〕空っぽになる。す

がすがしくなる。【同】「しょーかみキ゚」。

しゃうキ゚ [ɕaukɿ]［動 I類 a型］〔しゃうきー、し
ゃうかん〕手をつないで歩くこと。主に老人と

子どもに行う。牛馬の手綱を引くこと。【例】ぬ

ーまう しゃうキ゚（馬を引いて歩く）。【同】「し

ょーキ゚」。

しゃうき [ɕauki]［名］〔しゃう⸣きまい...〕笊。穀
物を精げる道具。【同】「しょーき」。

しゃうきぶに [ɕaukibuni]［名］〔しゃうきぶ⸣に
まい...〕肋骨。あばらぼね。【同】「しょーきぶ
に」。【類】「やかたぶに」。

じゃうしゃーリ゚ [dʑauɕaːɭ]［形］〔じゃう⸣しゃま
い...〕良い。善い。【例】じゃうしゃームな（元
気か。体調はどうか）。【同】「じょーしゃーリ゚」。

しゃうしゃう [ɕauɕau]［擬］〔しゃうしゃうてぃ
ー...〕くまぜみの鳴き声。

じゃうじゃう [dʑaudʑau]［擬］突き刺す様。尖っ
た棒や銛で突き刺すさま。

しゃうずぐる [ɕaudzɿguru]［名］〔しゃうずぐ⸣る
まい...〕ゴミ。掃除のゴミ。【同】「しょーずぐ
る」。
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しゃかずキ゚

じゃうずしゃーリ゚ [dʑaudzɿɕaːɭ]［形］〔じゃうず⸣
しゃまい...〕上手。出来栄えがいい。【同】「じ
ょーずしゃーリ゚」。

しゃうずたばく [ɕaudzɿtabaku]［名］〔しゃうず
たば⸣くまい...〕供え物としてのたばこ。【同】
「しょーずたばく」。

しゃうずんな [ɕaudzɿnna]［名］〔しゃうずん⸣な
まい...〕しめ縄。お産のときに張る縄。【同】「し
ょーずんな」。

しゃうつキ゚ [ɕautsɿkɿ]［動 I 類］〔しゃうつきー、
しゃうつかん〕〔しゃ⸣うつきー ⸢ぶリ゚〕思い知
る。さとる。本心に戻る。反省する。猛省する。

【同】「しょーつキ゚」。

しゃうにつ [ɕaunitsɿ]［名］〔しゃうにつまい...〕
正日。本番。八月おどりの仲筋・塩川の正日。

【同】「しょーにつ」。

じゃうぬ かム [dʑaunu kam]［名］〔じゃう⸣ぬか
ム⸢まい...〕門の神。【同】「じょーぬかム」。

しゃうばかリ゚ [ɕaubakaɭ]［名］〔しゃうばか⸣リ゚ま
い...〕竿ばかり。計量する道具。おもりを釣り
合わせて計量する。【同】「しょーばかリ゚」。

じゃうふ [dʑaufu]［名］〔じゃう⸣ふまい...〕上布。
等級の上の布。宮古上布。稲石という女性が初

めて作り、首里王府に献上した。【同】「じょー

ふ」。

じゃうふつ [dʑaufutsɿ]［名］〔じゃ⸣うふつ⸢まい...〕
門。入り口。門戸。【同】「じょーふつ」。【類】

「じゃう」。「じょー」。

じゃうぶん [dʑaubun]［名］〔じゃうぶ⸣んまい...〕
十分。それでよい。結構。【例】うすかしー じ

ゃうぶん（それだけで十分）。【同】「じょーぶ

ん」。

しゃうみん [ɕaumin]［名］〔しゃうみ⸣んまい...〕
素麺。そうめん。【例】しょーみんゆ かーしー

わーり（そうめんを売って下さい）。【同】「し

ょーみん」。

しゃうみんずる [ɕaumindzɿru]［名］〔しゃうみ⸣
んずるまい...〕素麺汁。そうめん汁。焼き魚を
「だし」にするのが一般的だった。【同】「しょー

みんずる」。

しゃうみんばく [ɕauminbaku]［名］〔しゃうみ⸣ん

ばくまい...〕素麺箱。そうめん箱。そうめんの
入った箱。製糖時期には箱のまま買った。【同】

「しょーみんばく」。

しゃうみんぶっとぅる [ɕauminbutturu]［名］〔し
ゃうみ⸣んぶっとぅるまい...〕茹でた素麺を油
で炒めたもの。【同】「しょーみんぶっとぅる」。

【類】「ちゃんぷる」。

しゃうむぬ [ɕaumunu]［名］〔しゃうむぬまい...〕
正物。本物。本人。にせものでないもの。【例】

くぬ ピとー しゃうむぬ（この人は正に本人

だ）。【同】「しょーむぬ」。

しゃうや ねーん [ɕauja neːn]［連語］常識がな
い。分別のつかないこと。またその人。

しゃか [ɕaka]［名］〔しゃかまい...〕坂。坂道。傾
斜。【例】とぅぶりぬ しゃかう ぬーリ゚（トゥ

ブリ゚の坂を上がる）。【類】「しゃかま」。

じゃか [dʑaka]［名］〔じゃ⸣かまい...〕じゃこう
ねずみ。目が退化したねずみ。⺟ねずみの尾を

くわえ、一列になって移動する。

しゃかイ゚ [ɕakaɿ]［名］〔しゃかイ゚まい...〕境。境
界。【例】ぱるぬ しゃかイ゚（畑の境界）。しゃ

かイ゚ぬ きー（境界の木）。

しゃかい [ɕakai]［名］〔しゃか⸣いまい...〕栄え。
栄えること。繁盛。繁栄。【例】やーぬ しゃか

い、すまぬ しゃかい（家の栄え、島の栄え）。

しゃかい [ɕakai]［名］〔しゃかいまい...〕社会。世
間。人の集団。共同生活をする集団。

しゃかイ゚むぬ [ɕakaɿmunu]［名］〔しゃかイ゚む⸣ぬ
まい...〕婚約が成立した後に、男方が女方に挨
拶しに行くこと。

しゃかいリ゚ [ɕakaiɭ]［動 II類 c型］〔しゃかいー、
しゃかいん〕栄える。繁盛する。繁栄する。

しゃかヴヴぁ [ɕakavva]［名］〔しゃかヴヴぁま
い...〕逆子。足から先に生まれる子。

しゃかしゃま [ɕakaɕama]［名］〔しゃかしゃまま
い...〕逆様。逆の方向。【例】うぬ ふんや し

ゃかしゃま（その本は逆だ）。

しゃかじゅリ゚ [ɕakadʑuɭ]［名］〔しゃかじゅリ゚ま
い...〕逆剃り。ひげの剃り方。

しゃかずキ゚ [ɕakadzɿkɿ]［名］〔しゃかずキ゚まい...〕
盃。杯。酒を飲むときに使う小さな器。酒を飲
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しゃかだつ

み交わすことにも言う。

しゃかだつ [ɕakadatsɿ]［名］〔しゃかだつまい...〕
逆立ち。逆立ちする。両手を地につけて体を支

え、両足を上に伸ばすこと。

しゃかま [ɕakama]［名］〔しゃかままい...〕坂。傾
斜。【類】「しゃか」。

しゃかまーリ゚ [ɕakamaːɭ]［名］〔しゃかまーリ゚ま
い...〕逆回り。逆の方向から回ること。

しゃかまずー [ɕakamadzɿː]［名］〔しゃかまずーま
い...〕傾斜地。畑や土地が傾斜していること。

しゃかまずーキ゚ [ɕakamadzɿːkɿ]［動 I類 a型］〔し
ゃかまずーきー、しゃかまずーかん〕逆様突く。

逆様に頭から落ちる。

しゃかまでぃ [ɕakamadi]［名］［地］〔しゃかま
⸣でぃまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

しゃかまみつ [ɕakamamitsɿ]［名］〔しゃかまみつ
まい...〕坂道。傾斜道。

しゃかみ [ɕakami]［名］〔しゃかみまい...〕指の
爪の半月の部分の皮ふの荒れ。手袋なしに仕事

をすることでできる。

じゃがムー [dʑagamm]［名］じゃが芋。
しゃかムかい [ɕakamkai]［名］〔しゃかムか⸣いま
い...〕スツウプナカの終わりの行事。

しゃがらムー [ɕagaramm]［名］〔しゃが⸣らムー
まい...〕芋の一種。

しゃがリ゚ [ɕagaɭ]［名］〔しゃが⸣リ゚まい...〕がじゅ
まるの気根。

しゃがリ゚ [ɕagaɭ]［動 I類 c型］〔しゃがりー、し
ゃがらん〕下がる。上部から下部へ下がる。成

績が下る。

しゃがリ゚ [ɕagaɭ]［動 I類 c型］〔しゃがりー、し
ゃがらん〕ぶら下がる。【例】きーぬ ゆだん

しゃがり（木の枝にぶら下がりなさい）。

しゃがリ゚ [ɕagaɭ]［動 I類 c型］〔しゃがりー、し
ゃがらん〕掛け買いをする。【例】しゃがりー

けー キ゚ー（掛け買いをして来た）。

しゃがリ゚ [ɕagaɭ]［動 I類 c型］〔しゃがりー、し
ゃがらん〕仏壇の供え物を下げる。

しゃがリ゚がきびー [ɕagaɭgakibiː]［名］〔しゃがリ゚
が⸣きびーまい...〕家の出入り口の床に足を垂

らして座ること。

しゃがリ゚かた [ɕagaɭkata]［名］〔しゃがリ゚か⸣たま
い...〕撫で肩。【類】「しゃがリ゚かたむらす」。「し
ゃがリ゚かたむるす」。

しゃがリ゚かたむらす [ɕagaɭkatamurasɿ]［名］〔し
ゃがリ゚かたむら⸣すまい...〕撫で肩。【同】「しゃ
がリ゚かたむるす」。【類】「しゃがリ゚かた」。

しゃがリ゚がたむるす [ɕagaɭgatamurusɿ]［名］〔し
ゃがリ゚がたむる⸣すまい...〕撫で肩。【同】「しゃ
がリ゚かたむらす」。【類】「しゃがリ゚かた」。

しゃがリ゚どぅリ゚ [ɕagaɭduɭ]［名］〔しゃが⸣リ゚どぅ
リ゚まい...〕こうもり。哺乳類。鳥のように翼が
あり、木にぶらさがるから言う。

しゃキ゚ [ɕakɿ]［名］〔しゃキ゚まい...〕崎。岬。
しゃキ゚ [ɕakɿ]［名］〔しゃキ゚まい...〕先。先端。棒
などの先の尖った部分。先頭。【例】いぐムぬ

しゃキ゚（銛の先）。ういびぬ しゃキ゚（指の先）。

しゃキ゚ん なリ゚（先に行く）。くぬ しゃキ゚（こ

の先）。

しゃキ゚ [ɕakɿ]［動 I類 c型］〔しゃきー、しゃか
ん〕咲く。【例】しゃキ゚ぱずみ（咲きはじめ）。

ぱなぬ しゃキ゚（花が咲く）。

しゃキ゚ [ɕakɿ]［動 I類 c型］〔しゃきー、しゃか
ん〕裂く。【例】イ゚ズぅぬ ばたう しゃキ゚（魚

の腹を裂く）。

しゃき [ɕaki]［名］〔しゃきまい...〕酒。アルコー
ル飲料の総称。

しゃぎ [ɕagi]［名］〔しゃぎま⸣い...〕下げ。下げ
ること。吊るすこと。ぶら下げること。上から

下へ下ろすこと。おさげ髪。

しゃぎ [ɕagi]［名］〔しゃぎま⸣い...〕下痢。
しゃきヴヴぁい [ɕakivvai]［名］〔しゃきヴヴぁい
まい...〕酒太り。暴飲暴食の現れ。

しゃきかす [ɕakikasɿ]［名］〔しゃきかすまい...〕
酒粕。もろみからアルコールを取った残りの

粕。【類】「たりかす」。

しゃきがみ [ɕakigami]［名］〔しゃきがみまい...〕
酒がめ。酒を入れるかめ。酒好きの人にも言

う。

しゃきくたんでぃ [ɕakikutandi]［名］〔しゃきく
たん⸣でぃまい...〕二日酔い。【類】「しゃきぬっ
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しゃきぶん

ち」。「しゃきやム」。

しゃきくたんでぃリ゚ [ɕakikutandiɭ]［動 II類 c型］
〔しゃきくたんでぃー、しゃきくたんでぃん〕二

日酔いする。

しゃきじゃう [ɕakidʑau]［名］〔しゃきじゃうま
い...〕酒の好きな人。酒に強い人。

しゃぎじゃうき [ɕagidʑauki]［名］〔しゃぎじゃう
⸣きまい...〕吊し箕。〈しょーき〉のこと。ねず
みの予防として吊す箕のこと。【同】「しゃぎじ

ょーき」。

しゃきじゅーしゃーリ゚ [ɕakidʑuːɕaːɭ]［形］〔しゃ
きじゅーしゃまい...〕酒に強い。上戸。豪酒。

しゃぎじょーき [ɕagidʑoːki]［名］〔しゃぎじょー
⸣きまい...〕吊し箕。〈しょーき〉のこと。ねず
みの予防として吊す箕のこと。【同】「しゃぎじ

ゃうき」。

しゃきじょーぐ [ɕakidʑoːgu]［名］〔しゃきじょー
ぐまい...〕酒上戸。酒好き。豪酒。

しゃきだい [ɕakidai]［名］〔しゃきだいまい...〕酒
代金。飲み賃。【例】しゃきだいゆ ぱるー（飲

み賃を払う）。

しゃきたり [ɕakitari]［名］〔しゃきたりまい...〕
酒造り。

しゃきたりやー [ɕakitarijaː]［名］〔しゃきたりや
ーまい...〕酒造工場。【例】しゃきたりやーぬ
つかふ（酒造工場の近く）。

しゃきだる [ɕakidaru]［名］〔しゃきだるまい...〕
酒樽。酒を入れておく樽。

しゃきちゃわん [ɕakitɕaʋan]［名］〔しゃきちゃわ
んまい...。しゃきちゃわ⸣んまい...〕酒飲み用の
茶碗。酒コップ。

しゃきちゅーか [ɕakitɕuːka]［名］〔しゃきちゅー
かまい...。しゃきちゅー⸣かまい...〕酒を入れる
急須。急須を、酒を入れる代用とする。

しゃきちゅーどぅく [ɕakitɕuːduku]［名］〔しゃき
ちゅーどぅくまい...〕酒中毒。アルコール中毒。
アルコール依存症。

しゃぎでぃリ゚ [ɕagidiɭ]［名］〔しゃぎでぃ⸣リ゚ま
い...〕下げざる。食べ物を入れたざるを提げて
ねずみの害を防ぐ。

しゃキ゚どぅみ [ɕakɿdumi]［名］〔しゃキ゚どぅみま

い...。しゃ⸣キ゚どぅみまい...〕先妻。もとの妻。
前妻。以前にその人の妻であった女。

しゃきぬうしゃい [ɕakinuuɕai]［名］〔しゃきぬ
うしゃいまい...〕酒の肴。酒のつまみ。酒座を
盛り上げるための歌や踊り。

しゃきぬっち [ɕakinuttɕi]［名］〔しゃきぬっちま
い...〕二日酔い。【類】「しゃきくたんでぃ」。「し
ゃきやム」。

しゃきぬっちリ゚[ɕakinuttɕiɭ]［動 II類 a型］〔しゃ
きぬっちー、しゃきぬっちん〕二日酔いする。

しゃきぬム [ɕakinum]［名］〔しゃきぬ⸣ムまい...〕
酒を飲むこと。酒宴。さかもり。

しゃきぬムあぐ [ɕakinum.agu]［名］〔しゃきぬム
あぐまい...〕酒飲み友だち。【例】しゃきぬムあ
ごー ぶらーん（酒飲み友だちはいない）。【類】

「ぬムあぐ」。

しゃきぬムじゃー [ɕakinumdʑaː]［名］〔しゃきぬ
ムじゃ⸣ーまい...〕酒飲み座。酒座。

しゃきぬめ [ɕakinume]［名］〔しゃきぬめまい...〕
酒上戸。酒好きな人。豪酒。

しゃきビん [ɕakibɿn]［名］〔しゃきビんまい...〕酒
びん。酒を入れる瓶。五合瓶。一升瓶などがあ

る。

しゃきふぇー [ɕakifeː]［名］〔しゃきふぇ⸣ーま
い...〕酒びたりの人。大酒飲み。のんだくれ。

しゃきふし [ɕakifuɕi]［名］〔しゃきふしまい...〕
酒くせ。普段と違って酒を飲むとき悪ふざけを

する人。

しゃきふしゃり [ɕakifuɕari]［名］〔しゃきふしゃ
りまい...〕酒のくさいにおい。翌日まで酒のに
おいの消えないこと。

しゃきふしゃりリ゚[ɕakifuɕariɭ]［動 II類 c型］〔し
ゃきふしゃりー、しゃきふしゃりん〕酒臭い。

酒の臭い匂いがする。

しゃきふつ [ɕakifutsɿ]［名］〔しゃきふ⸣つまい...〕
裂け口。裂けた部分。裂け初め。【例】あだな

すぬ しゃきふつ（あだなすの裂け口）。

しゃキ゚ぶら [ɕakɿbura]［名］〔しゃキ゚ぶ⸣らまい...〕
先のとがらない鉤（なた）。「あだんやぬあず」

の一節。

しゃきぶん [ɕakibun]［名］〔しゃきぶんまい...〕
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しゃきまーす

酒を乗せる盆。酒瓶やコップや肴を乗せた盆。

しゃきまーす [ɕakimaːsɿ]［名］〔しゃきまーすま
い...〕酒回し。コップを回して飲むこと。【類】
「うとぅーリ゚」。

しゃキ゚むぬ [ɕakɿmunu]［名］〔しゃキ゚むぬまい...〕
先のとがったもの。

しゃきやヴヴぃむぬ [ɕakijavvimunu]［名］〔しゃ
きやヴヴぃむぬまい...〕酒癖の悪い人。

しゃきやム [ɕakijam]［名］〔しゃきやムまい...〕
二日酔い。【類】「しゃきくたんでぃ」。「しゃき

ぬっち」。

しゃきよーしゃーリ゚ [ɕakijoːɕaːɭ]［形］〔しゃきよ
ー⸣しゃまい...〕酒に弱い。

しゃきリ゚ [ɕakiɭ]［動 II類 c型］〔しゃきー、しゃ
きん〕裂ける。

しゃぎリ゚ [ɕagiɭ]［動 II類 c型］〔しゃぎー、しゃ
ぎん〕下げる。ぶら下げる。吊す。垂らす。仏

壇から供え物を下げることにも言う。【例】し

ゃうん しゃぎー（竿に吊るした）。しゃぎぐま

た（吊るすべきだ）。

しゃぎリ゚ [ɕagiɭ]［動 II類 c型］〔しゃぎー、しゃ
ぎん〕下痢する。くだす。腹を下す。

しゃく [ɕaku]［助数］勺。一勺（一合の 10分の
1）。容量の単位。尺貫法。

しゃく [ɕaku]［助数］尺。一尺（10寸。30セン
チメートル）。⻑さの単位。尺貫法。

しゃく [ɕaku]［名］〔しゃく⸣ぬムめまい...〕奴。
野郎。【例】ヴヴぁが しゃく（お前の野郎）。

しゃく [ɕaku]［名］程。【例】うぬ しゃくどぅ

うむー（それほどに思う）。

しゃく [ɕaku]［名］〔しゃくまい...〕酌。酒をつ
ぐこと。【例】しゃくー すー（酒をつぐ）。

しゃく [ɕaku]［名］〔しゃ⸣くまい...〕杓。ひしゃ
く。水を汲む道具。

しゃぐ [ɕagu]［名］〔しゃぐまい...〕歌を歌うと
きの自己流の装飾音。小節。

しゃくぱずり [ɕakupadzɿri]［名］〔しゃくぱずり
まい...〕尺外れ。規格はずれ。並でない。抜き
ん出る。体格が大きすぎて服が合わないこと。

しゃぐリ゚ [ɕaguɭ]［動 I類 a型］〔しゃぐりー、し
ゃぐらん〕探る。探す。様子を調べる。腹を探

る。【例】ぱギしー しゃぐリ゚（足で探る）。て

ぃーしゃぐリ゚（手探り）。

しゃし [ɕaɕi]［名］〔しゃしまい...〕鍵。錠前。
しゃしむ [ɕaɕimu]［名］［魚］〔しゃし⸣むまい...〕
てんぐはぎ。はぎの仲間。

じゃじゃーてぃー [dʑadʑaːtiː]［擬］一目散に。【例】
じゃじゃーてぃ ぱリ゚（一目散に走る）。

しゃしゃい [ɕaɕai]［名］〔しゃしゃ⸣いまい...〕支
え。

しゃしゃいリ゚ [ɕaɕaiɭ]［動 II類 c型］〔しゃしゃ
いー、しゃしゃいん〕刺される。蜂などに刺さ

れる。

しゃしゃいリ゚ [ɕaɕaiɭ]［動 II類 c型］〔しゃしゃ
いー、しゃしゃいん〕支える。応援する。背景

にある。

しゃじゃか [ɕadʑaka]［名］〔しゃじゃ⸣かまい...〕
訳。理由。思い。【例】しゃじゃかー ねーん

（訳のわからない）。

しゃしゃぎ [ɕaɕagi]［名］〔しゃしゃ⸣ぎまい...〕結
婚。結婚式。

しゃしゃぎゆーじゅ [ɕaɕagijuːdʑu]［名］〔しゃし
ゃ⸣ぎゆーじゅまい...〕結婚祝い。

しゃしゃぎよーイ゚ [ɕaɕagijoːɿ]［名］〔しゃしゃ⸣ぎ
よーイ゚まい...〕結婚祝い。

しゃしゃぎリ゚ [ɕaɕagiɭ]［動 II類 c型］〔しゃしゃ
ぎー、しゃしゃぎん〕捧げる。持ち物を手を上

げ相手に渡す。【例】かムがなすんけー しゃし

ゃぎリ゚（神様にささげる）。

しゃじゃきリ゚ [ɕadʑakiɭ]［動 II類 c型］〔しゃじ
ゃきー、しゃじゃきん〕訪ねる。訪問する。探

す。親戚を探す。【例】うとぅだう しゃじゃき

リ゚（親戚を訪ねる）。

じゃじゃみキ゚ [dʑadʑamikɿ]［動 I類 c型］〔じゃ
じゃみきー、じゃじゃみかん〕飛び出して走っ

て行く。【例】じゃじゃみきー ぴんぎった（飛

び出して逃げていった）。

しゃじゃり [ɕadʑari]［名］〔しゃじゃりまい...〕さ
ざれ。細石。小石。【例】しゃじゃりう ピすぅ

ー（小石を拾う）。

しゃしゅイ゚ [ɕaɕuɿ]［名］〔しゃしゅイ゚まい...〕誘
い。誘うこと。
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しゃたみず

しゃしゅー [ɕaɕuː]［動 I 類 c 型］〔しゃしぇー、
しゃしゃーん〕誘う。【例】ふしゃかリ゚が しゃ

しゅー（草刈に誘う）。がっこーんけー しゃし

ゅー（学校へ誘う）。かるー しゃしゅいー が

っこーんけー（彼を誘って学校へ）。

しゃしん [ɕaɕin]［名］〔しゃし⸣んまい...〕写真。
しゃす [ɕasɿ]［名］〔しゃすまい...〕女性の司祭役。
つかさ。

しゃす [ɕasɿ]［動 I類 c型］〔しゃしー、しゃしゃ
ん〕刺す。突く。光が差す。注射する。【例】い

ぐムゆ しゃす（銛を刺す）。ピかリ゚ぬ しゃす

（光が差す）。ぱリ゚る しゃす（針を射す・注射

する）。

しゃす [ɕasɿ]［動 I類 c型］〔しゃしー、しゃしゃ
ん〕注ぐ。入れる。挿す。【例】ちゃーう しゃ

す（お茶を注ぐ）。きーぬ ゆだう しゃす（木

の枝を挿す）。

しゃす [ɕasɿ]［動 I類 c型］〔しゃしー、しゃしゃ
ん〕指す。指で示す。

しゃず [ɕadzɿ]［名］〔しゃ⸣ずまい...〕佐事。島役
人。琉球王朝時代の島役人。下級役人。

しゃず [ɕadzɿ]［名］〔しゃ⸣ずまい...〕手ぬぐい。
タオル。手を拭くもの。汗を拭くもの。【類】「て

ぃしゃず」。

じゃすキ゚ [dʑasɿkɿ]［名］〔じゃす⸣キ゚まい...〕座
敷。敷き物があり、客を入れる部屋。宴会用の

部屋。

じゃすキ゚あたリ゚ [dʑasɿkɿataɭ]［名］〔じゃすキ゚あ
た⸣リ゚まい...〕座敷当たり。祭りの時の座敷の管
理をする係。

しゃずきリ゚ [ɕadzɿkiɭ]［動 II類 c型］〔しゃずき
ー、しゃずきん〕授ける。

しゃすくム [ɕasɿkum]［動 I類 c型］〔しゃすくみ
ー、しゃすくまん〕差し込む。

しゃすくるす [ɕasɿkurusɿ]［動 I類 c型］〔しゃす
くるしー、しゃすくるしゃん〕刺し殺す。

しゃすむす [ɕasɿmusɿ]［名］［昆虫］〔しゃすむ⸣す
まい...〕毛虫。

しゃすむぬじぇーふ [ɕasɿmunudʑeːfu]［名］〔し
ゃすむぬじぇー⸣ふまい...〕差し物大工。

しゃすんキ゚ [ɕasɿnkɿ]［動 I類 c型］〔しゃすんき

ー、しゃすんかん〕差し込む。【例】てぃだぬ

ピかリ゚ぬ しゃすんキ゚（太陽の光が差し込む）。

しゃた [ɕata]［名］〔しゃ⸣たまい...〕沙汰。うわ
さ。【例】ピとぅぬ しゃたう すな（人のうわ

さをするな）。

しゃた [ɕata]［名］〔しゃ⸣たまい...〕砂糖。主に
黒糖のこと。【類】「たらまじゃた」。「っふじゃ

た」。

しゃたじゃき [ɕatadʑaki]［名］〔しゃ⸣たじゃき
まい...〕砂糖入りの酒。白糖を酒に入れて飲む
酒。

しゃたずき [ɕatadzɿki]［名］〔しゃ⸣たずきまい...〕
砂糖漬け。砂糖漬けにした食べ物。【例】ぴリ゚

ぬ しゃたずき（にんにくの砂糖漬け）。

しゃただる [ɕatadaru]［名］〔しゃ⸣ただるまい...〕
砂糖樽。黒糖を入れた樽。60キロの重さ。検査
技師の等位の押印がされた。

しゃたつム [ɕatatsɿm]［名］〔しゃ⸣たつムまい...〕
砂糖を積むこと。馬車や船に積むこと。男の力

持ちたちが船に積み込んだ。

しゃだてぃリ゚ [ɕadatiɭ]［動 II類 a型］〔しゃだて
ぃー、しゃだてぃん〕先に行かせる。先に歩か

せる。始める。試してみる。出発させる。【例】

やらびう しゃだてぃる（子どもを先に行かせ

なさい）。【類】「しゃだらす」。

しゃたにー [ɕataniː]［名］〔しゃ⸣たにーまい...〕
砂糖煮。砂糖づくり。製糖のこと。きび汁を煮

つめること。一番鍋、二番鍋、三番鍋に煮つめ

る。

しゃたばく [ɕatabaku]［名］〔しゃ⸣たばくまい...〕
砂糖箱。砂糖を入れる箱。

しゃたぱんびム [ɕatapanbim]［名］〔しゃ⸣たぱん
びムまい...〕砂糖てんぷら。メリケン粉に黒糖
を混ぜて作るてんぷら。

しゃたまみ [ɕatamami]［名］〔しゃ⸣たまみまい...〕
緑豆に黒糖を入れたぜんざい。ぜんざい用の

豆。

しゃだまリ゚ [ɕadamaɭ]［動 I類 c型］〔しゃだまり
ー、しゃだまらん〕定まる。決まる。【例】ぱな

すぬ しゃだまリ゚（話の内容が決まる）。

しゃたみず [ɕatamidzɿ]［名］〔しゃ⸣たみずまい...〕
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しゃだみリ゚

砂糖水。砂糖（黒糖）を水に溶かした飲み物。

しゃだみリ゚ [ɕadamiɭ]［動 II類 c型］〔しゃだみ
ー、しゃだみん〕定める。決める。【例】ぺーぺ

ー しゃだみる（早く決めなさい）。

しゃたムー [ɕatamm]［名］〔しゃ⸣たムーまい...〕
煮た芋に黒砂糖を混ぜて握りにしたもの。

しゃたむつー [ɕatamutsɿː]［名］〔しゃ⸣たむつー
まい...〕砂糖の入った餅。

しゃだらす [ɕadarasɿ]［動 I類 a型］〔しゃだらし
ー、しゃだらしゃん〕先に行かせる。【例】し

ゃだらすばどぅ まにゆー（先に行かせば間に

合う）。【類】「しゃだてぃリ゚」。

しゃだリ゚ [ɕadaɭ]［動 I類 a型］〔しゃだりー、し
ゃだらん〕先に行く。先になって歩く。先にな

る。【例】あがどぅ しゃだリ゚ぐまた（ぼくが先

に行くべきだ）。

しゃっすい [ɕassɿi]［名］〔しゃっす⸣いまい...〕ひ
しゃく。柄杓。水を汲む道具。

じゃっとぅ [dʑattu]［擬］ざっと。おおざっぱに。
簡単に。そうだと思わないで。手ぶらで。【例】

じゃっとぅんどぅ キ゚たリ゚（そうだと思わない

で来た）。

じゃっふぁ [dʑaffa]［擬］〔じゃっふぁてぃー...〕
波打ちぎわに寄せる波の状態（音）。

じゃっふぁ [dʑaffa]［擬］〔じゃっふぁてぃー...〕
銛や棒で勢いよく突く様。

じゃっふぁじゃっふぁ [dʑaffadʑaffa]［擬］〔じゃ
っふぁじゃっふぁてぃー...〕銛や棒で勢いよく
あちこち突く様。

しゃっふぁび [ɕaffabi]［名］〔しゃっふぁびまい...〕
しゃっくり。

じゃっふぁみかす [dʑaffamikasɿ]［動 I 類 c 型］
〔じゃっふぁみかしー、じゃっふぁみかしゃん〕

銛や棒で勢いよく突く。

じゃっふぁみキ゚ [dʑaffamikɿ]［動 I類 c型］〔じゃ
っふぁみきー、じゃっふぁみかん〕波の寄せる

音がする。

しゃっぷん [ɕappun]［名］〔しゃっぷ⸣んまい...〕
石けん。顔を洗う石けん。洗濯する石けん。薬

用石けん。

しゃでぃふ [ɕadifu]［名］［植］〔しゃでぃ⸣ふま

い...〕はまおもと。はまゆう。葉を火に炙って
皮ふのできものに貼り付けた。薄い皮の一方を

縛り、息を吹き込んで風船を作る。

しゃとぅ [ɕatu]［名］〔しゃ⸣とぅまい...〕里。郷。
郷里。ふるさと。【類】「ムまりずま」。

しゃとぅうがム [ɕatuugam]［名］〔しゃとぅうが
⸣ムまい...〕里の神の祭り。【類】「むらたかび」。

しゃとぅじゃとぅ [ɕatudʑatu]［名］〔しゃとぅじ
ゃ⸣とぅまい...〕里々。村々。

しゃとぅぬ しーばか [ɕatunu ɕiːbaka]［名］〔し
ゃとぅぬし⸣ーばかまい...〕里の子墓。

しゃとぅリ゚ [ɕatuɭ]［動 I類 c型］〔しゃとぅりー、
しゃとぅらん〕悟る。理解する。認識する。【例】

ヴヴぁが ぱなすェー しゃとぅりった（君の

話はよくわかった）。

しゃどぅリ゚ [ɕaduɭ]［動 I類 a型］〔しゃどぅりー、
しゃどぅらん〕探る。こそこそさわる。探す。

【例】あんなが つーう しゃどぅリ゚（⺟の乳を

探る）。

しゃな [ɕana]［名］〔しゃ⸣なまい...〕傘。笠。雨
傘。日傘。蓑笠。くば笠。【類】「かしゃ」。

しゃなーり [ɕanaːri]［名］〔しゃなーりまい...〕再
来年。明後年。【例】しゃなれー ムまりどぅす

（再来年は生まれ年だ）。【同】「しゃらーに」。

しゃなーりどぅす [ɕanaːridusɿ]［名］〔しゃなー
りどぅすまい...〕再来年。

しゃなか [ɕanaka]［名］〔しゃなかまい...〕さな
か。最中。

しゃなかどぅーれ [ɕanakaduːre]［名］〔しゃなか
どぅーれまい...〕真昼時。

しゃなギ [ɕanagɿ]［名］〔しゃな⸣ギまい...〕ふん
どし。男性の下着。パンツの代用。老人の愛用

品。【類】「あかしゃなギ」。

しゃなム [ɕanam]［動 I類 c型］〔しゃなみー、し
ゃなまん〕そねむ。嫉妬する。ねたむ。

しゃに [ɕani]［名］〔しゃにまい...〕血統。血筋。
一族。【類】「たにすー」。

しゃに [ɕani]［名］〔しゃにまい...〕苗。きび苗。
いも苗。たばこ苗。苗木。栄養体繁殖作物の苗。

さとうきび・さつまいもがある。【例】ぶーギ

しゃに（きび苗）。【類】「ない」。

200



しゃびリ゚

しゃにう [ɕaniu]［名］〔しゃにうまい...〕細い縄。
主にあだなす縄のこと。あだん葉むしろに使用

した。

しゃにうき [ɕaniuki]［名］〔しゃにう⸣きまい...〕
種受け。血統を継ぐこと。血統のよい種（しゅ）

を継承すること。作物や家畜にいう。

しゃにうす [ɕaniusɿ]［名］〔しゃにう⸣すまい...〕
種子牛。繁殖用の牛。

しゃにうらす [ɕaniurasɿ]［名］〔しゃにうら⸣すま
い...〕種子下ろし。種蒔きのこと。苗作り。【例】
たぶくぬ しゃにうらす（たばこの種子を苗床

に播く）。【同】「しゃにうるす」。

しゃにうるす [ɕaniurusɿ]［名］〔しゃにうる⸣すま
い...〕種子下ろし。種蒔きのこと。苗作り。【同】
「しゃにうらす」。

しゃにがーリ゚ [ɕanigaːɭ]［名］〔しゃにがー⸣リ゚ま
い...〕種変わり。血統ちがい。血統の違いが生
じること。突然変異。

しゃにキ゚ー [ɕanikɿː]［名］〔しゃにキ゚⸣ーまい...〕
苗切り。さとうきびの苗切りのこと。

しゃにつ [ɕanitsɿ]［名］〔しゃにつまい...〕浜下
りのこと。主として旧暦の 3月 3日の大潮の浜
下り遊び。

しゃにぬーま [ɕaninuːma]［名］〔しゃにぬー⸣ま
まい...〕種馬。種牡馬。繁殖用の馬。

しゃにピキ゚ [ɕanipɿkɿ]［名］〔しゃにピ⸣キ゚まい...〕
血統。系統。遺伝。【類】「たにピキ゚」。

しゃにぴんだ [ɕanipinda]［名］〔しゃにぴん⸣だ
まい...〕種山羊のこと。繁殖用の山羊。

しゃにぶい [ɕanibui]［名］〔しゃにぶ⸣いまい...〕
さとうきびの茎をもらうために手伝うこと。さ

とうきびの収穫をして、賃金の代わりに「苗」

をもらうこと。小規模の農家に見られる。

しゃにわー [ɕaniʋaː]［名］〔しゃにわ⸣ーまい...〕
種豚のこと。繁殖用の豚。

しゃにん [ɕanin]［名］［植］〔しゃにんまい...〕月
桃。

しゃにんむつー [ɕaninmutsɿː]［名］〔しゃにんむ
つーまい...〕月桃の葉に包んだ餅。

しゃねーふ [ɕaneːfu]［名］〔しゃねーふんまい...〕
散乱。散らかること。木端微塵。【例】くぬ や

ーや しゃねーふん なりー ぶリ゚（この家は散

らかっている）。

しゃば [ɕaba]［名］〔しゃ⸣ばまい...〕草履。主に
あだんの葉の草履のこと。

しゃば [ɕaba]［名］［魚］〔しゃばまい...〕鱶（ふ
か）。鮫（さめ）。

しゃばかき [ɕabakaki]［名］〔しゃ⸣ばかきまい...〕
草履を作るときに縄を掛ける仕掛けのこと。

しゃばキ゚ [ɕabakɿ]［動 I類 c型］〔しゃばきー、し
ゃばかん〕尋問する。聞き取りをする。【例】あ

んや しゃばかいー（ぼくは聞き取りされた）。

しゃばに [ɕabani]［名］〔しゃばにまい...〕くり
舟。漁業用の小舟。昔は櫂で漕いだ。ハーリー

用の小舟。

しゃばらキ゚ [ɕabarakɿ]［動 I類 a型］〔しゃばら
きー、しゃばらかん〕片付ける。整える。整地

する。

しゃビ [ɕabɿ]［名］〔しゃビまい...〕錆。金属の
錆。金属が酸化してできる。

じゃピ [dʑapɿ]［名］〔じゃピまい...〕蛇皮。琉球
三線に使用するニシキヘビの皮。

しゃビしゃーリ゚ [ɕabɿɕaːɭ]［形］〔しゃビしゃま
い...〕寂しい。【例】たうかーや しゃビしゃー

リ゚（一人は寂しい）。

しゃビしゃビ [ɕabɿɕabɿ]［擬］〔しゃビしゃビて
ぃー...〕のんびりしている様子。

じゃピじゃムしん [dʑapɿdʑamɕin]［名］〔じゃピ
じゃムしんまい...〕蛇皮三線。

しゃビずる [ɕabɿdzɿru]［名］〔しゃビずるまい...〕
具のない汁。【類】「ムなムすー」。

しゃビたら [ɕabɿtara]［名］〔しゃビた⸣らまい...〕
のんびりや。楽天家。

しゃビたリ゚ [ɕabɿtaɭ]［動 II類 c型］〔しゃビたー、
しゃビたん〕のんびりする。

しゃビだり [ɕabɿdari]［名］〔しゃビだ⸣りまい...〕
錆で汚れること。

しゃビだりリ゚ [ɕabɿdariɭ]［動 II類 c型］〔しゃビ
だりー、しゃビだりん〕錆で汚れる。

しゃビたれ [ɕabɿtare]［名］〔しゃビた⸣れまい...〕
のんびりや。楽天家。

しゃびリ゚ [ɕabiɭ]［動 II類 c型］〔しゃびー、しゃ
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じゃふ

びん〕錆びる。【例】かにぬ しゃびリ゚（金属が

錆びる）。

じゃふ [dʑafu]［擬］〔じゃふてぃー...〕銛で突く
様。棒で突く様。【例】じゃふてぃー つキ゚（急

いで突く）。

しゃふしゃーリ゚ [ɕafuɕaːɭ]［形］〔しゃふしゃま
い...〕（食べ物などが）ねばりけがない。【例】
しゃふしゃふてぃーぬ むぬ（ねばりのないも

の）。

じゃふじゃふ [dʑafudʑafu]［擬］〔じゃふじゃふ
てぃー...〕銛や棒であちこち突く様。

しゃふな [ɕafuna]［名］［植］〔しゃふなまい...〕
ぼたんぼうふう。村史参照。

しゃふな [ɕafuna]［名］［植］〔しゃふ⸣なまい...〕
⻑命草。

じゃぶら [dʑabura]［擬］〔じゃぶらてぃー...〕水
に飛び込む様子。水に入るときの音。

じゃま [dʑama]［名］〔じゃままい...〕邪魔。妨げ
ること。妨害。

しゃまかいリ゚ [ɕamakaiɭ]［動 I類］〔しゃまかい
りー、しゃまかいらん〕〔しゃ⸣まかいりー ⸢ぶ
リ゚〕びっくりして仰天する。【例】ぱうゆ みー

しゃまかいりー（蛇を見てびっくりした）。

しゃます [ɕamasɿ]［動 I類 c型］〔しゃましー、し
ゃましゃん〕覚ます。目を覚ます。目覚めさせ

る。

しゃます [ɕamasɿ]［動 I類 c型］〔しゃましー、し
ゃましゃん〕冷ます。冷やす。熱い食べ物を冷

やす。【類】「しゃまらす」。

しゃまたいリ゚ [ɕamataiɭ]［動 II類 c型］〔しゃま
たいー、しゃまたいん〕抵抗する。反抗する。

しゃまたぎリ゚ [ɕamatagiɭ]［動 I類 c型］〔しゃま
たぎりー、しゃまたぎらん〕妨げる。妨害する。

邪魔する。妨げになる。【例】いかしゃまんて

ぃー しゃまたぎリ゚（行くことを妨げる）。

じゃまどぅりリ゚[dʑamaduriɭ]［動 II類 a型］〔じゃ
まどぅりー、じゃまどぅりん〕あれこれ迷う。

しゃまらす [ɕamarasɿ]［動 I類 c型］〔しゃまら
しー、しゃまらしゃん〕冷ます。冷やす。熱い

食べ物を冷やす。【類】「しゃます」。

しゃまリ゚ [ɕamaɭ]［動 I類 c型］〔しゃまりー、し

ゃまらん〕冷める。冷える。【例】しゃまりった

（熱い食べ物が冷えた）。しゃまらんけ ふぁい

（冷えないうちに食べなさい）。

しゃみ [ɕami]［名］〔しゃみまい...〕いもすり器。
いもの澱粉を取る用具。おろし器。【類】「うる

すがに」。

しゃみ [ɕami]［名］［病］〔しゃみまい...〕疥せん。
しゃみかす [ɕamikasɿ]［動 I 類 c 型］〔しゃみか
しー、しゃみかしゃん〕下痢がひどい。

じゃみかす [dʑamikasɿ]［動 I類 c型］〔じゃみか
しー、じゃみかしゃん〕大急ぎで走る。【例】あ

みん わーいー じゃみかしー（雨に降られて

走った）。

じゃみキ゚ [dʑamikɿ]［動 I類 c型］〔じゃみきー、
じゃみかん〕勢いよく走る。

しゃみリ゚ [ɕamiɭ]［動 II類 c型］〔しゃみー、し
ゃみん〕覚める。目が覚める。

しゃみリ゚ [ɕamiɭ]［動 II類 c型］〔しゃみー、し
ゃみん〕冷める。冷える。体温が下る。

しゃむ [ɕamu]［名］〔しゃ⸣むまい...〕シャム。タ
イ王国の旧名。

しゃむい [ɕamui]［名］〔しゃむいまい...〕向かい
合って指を出し合い競技する遊び。両方の指の

数の合計を当て勝負する。

じゃムー [dʑamm]［擬］〔じゃムーてぃー...〕早
く走る様。

しゃムぱう [ɕampau]［名］〔しゃムぱ⸣うまい...〕
四角い供え台の一種。三方が開いていて、残り

の一方が閉じている台。【同】「しゃムぺう」。

「しゃムぽー」。

しゃムぺう [ɕampeu]［名］〔しゃムぺ⸣うまい...〕
四角い供え台の一種。三方が開いていて、残り

の一方が閉じている台。【同】「しゃムぱう」。

「しゃムぽー」。

しゃムぽー [ɕampoː]［名］〔しゃんぽ⸣ーまい...〕
三方。四角い供え台の一種。三方が開いていて、

残りの一方が閉じている台。【同】「しゃムぱ

う」。「しゃムぺう」。

じゃムま [dʑamma]［擬］突くこと。先の尖った
もので突くこと。

しゃむまイ゚ [ɕamumaɿ]［名］［植］〔しゃ⸣むまイ゚
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しゃリ゚ぬぱ

まい...〕シャム米。タイ米。琉球国の時代から
泡盛酒造に輸入した。【類】「くぱまイ゚」。

じゃムまじゃムま [dʑammadʑamma]［擬］ガラス
を叩き割るような音。シンバルの音のひびき。

じゃムまみかす [dʑammamikasɿ]［動 I 類 c 型］
〔じゃムまみかしー、じゃムまみかしゃん〕突き

破る。先の尖ったもので突き刺す。

じゃムみかす [dʑammikasɿ]［動 I類 c型］〔じゃ
ムみかしー、じゃムみかしゃん〕勢いよく走り

去る。

しゃもーギ [ɕamoːgɿ]［動 I類 a型］〔しゃもーぎ
ー、しゃもーがん〕騒ぐ。取り乱す。【例】しゃ

かじゃーん しゃもーギ（酒座に騒ぐ）。

しゃら [ɕara]［名］〔しゃらまい...〕皿。【例】く
じゃら（小皿）。うーじゃら（大皿）。

しゃら [ɕara]［擬］〔しゃらてぃー...〕透き通っ
ている様子。

じゃら [dʑara]［名］続いている状態。【例】あみ
じゃら（雨続き）。ぴむじゃら（日照り続き）。

じゃら [dʑara]［擬］〔じゃらてぃー...〕物の割れ
る音。

しゃらーに [ɕaraːni]［名］〔しゃらーにまい...〕再
来年。明後年。【例】しゃらーにどぅ ムまりど

ぅす（再来年が生まれ年だ）。【同】「しゃなー

り」。

しゃらいリ゚ [ɕaraiɭ]［動 II類 c型］〔しゃらいー、
しゃらいん〕浚うこと。底にたまった土砂を取

り除く。

しゃらがま [ɕaragama]［名］〔しゃらが⸣ままい...〕
おかっぱ。女の子の髪型。

しゃらしゃら [ɕaraɕara]［擬］〔しゃらしゃらて
ぃー...〕透き通ること。はっきり見えること。
【例】いムぬ しゅくがみ しゃらしゃら（海底

までもはっきり見える）。

じゃらじゃら [dʑaradʑara]［擬］〔じゃらじゃら
てぃー...〕物の割れる強い音。

しゃらす [ɕarasɿ]［動 I類 a型］〔しゃらしー、し
ゃらしゃん〕乾かす。【例】てぃだん しゃらす

（太陽に乾かす）。【類】「かーらかす」。

しゃらたてぃ [ɕaratati]［名］〔しゃらた⸣てぃま
い...〕子どもの三歳祝い。

しゃらたてぃよーイ゚ [ɕaratatijoːɿ]［名］〔しゃら
たてぃよー⸣イ゚まい...〕子どもの三歳祝い。

じゃらみ [dʑarami]［名］〔じゃら⸣みまい...〕ざ
らめ。粗糖。白砂糖。粒の粗いざらざらした砂

糖。

しゃらみかす [ɕaramikasɿ]［動 I類 c型］〔しゃら
みかしー、しゃらみかしゃん〕透明にする。は

っきり見えるようにする。

じゃらみかす [dʑaramikasɿ]［動 I類 c型］〔じゃ
らみかしー、じゃらみかしゃん〕たたき割る。

粗暴する。【例】やどぅゆムゆ しー じゃらみ

かす（夫婦喧嘩をして家財道具を叩き割る）。

しゃらみキ゚ [ɕaramikɿ]［動 I類 c型］〔しゃらみき
ー、しゃらみかん〕透き通る。透明である。澄

み切って見える。はっきり見える。

じゃらみキ゚ [dʑaramikɿ]［動 I類 c型］〔じゃらみ
きー、じゃらみかん〕割れる音がする。物騒な

音がする。

しゃリ゚ [ɕaɭ]［名］［干支］〔しゃ⸣リ゚まい...〕申。申
年。十二支の 9番目。〈しゃリ゚どぅい〉。猿。

しゃりイ゚ズぅ [ɕariɿzu]［名］〔しゃりイ゚ズぅまい...〕
干し魚。いりこ。いわしの稚魚を煮て干したも

の。煮干し。

しゃリ゚か [ɕaɭka]［名］［植］〔しゃリ゚かまい...〕さ
るかけみかん。

しゃリ゚かやま [ɕaɭkajama]［名］［植］〔しゃリ゚か
やままい...〕さるかけみかんの林。

しゃりぎー [ɕarigiː]［名］〔しゃりぎーまい...〕枯
木。枯れた木。

しゃりだむぬ [ɕaridamunu]［名］〔しゃりだむぬ
まい...〕乾いた薪。すぐに燃やせる状態の薪。

しゃリ゚どぅい [ɕaɭdui]［名］［干支］〔しゃリ゚どぅ⸣
いまい...〕申年。申年生れ。猿年。

しゃリ゚ぬイ゚ [ɕaɭnuɿ]［名］［干支］〔しゃリ゚ぬ⸣イ゚ま
い...〕申の日。

しゃリ゚ぬイ゚ぬ ピー [ɕaɭnuɿnu pɿː]［名］［干支］〔し
ゃ⸣リ゚ぬイ゚ぬピー⸢まい...〕申の日。

しゃリ゚ぬイ゚ムまり [ɕaɭnuɿmmari]［名］［干支］〔し
ゃリ゚⸣ぬイ゚ムまりまい...〕申の日生まれ。申の日
に生まれた人。

しゃリ゚ぬぱ [ɕaɭnupa]［名］［干支］〔しゃリ゚⸣ぬぱ
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しゃリ゚ぬぱでぃー

んまい...〕申の方角。⻄。
しゃリ゚ぬぱでぃー [ɕaɭnupadiː]［名］［地］〔しゃ
リ゚⸣ぬぱでぃーんまい...〕申の里。宮良部落。吉
川部落。【類】「さるしぶ」。

しゃりばー [ɕaribaː]［名］〔しゃりばーまい...〕乾
いた葉。枯れ葉。落葉。【例】まつぬ しゃりば

ーだむぬ（松の枯れ葉の薪）。

しゃりふーリ゚[ɕarifuːɭ]［名］〔しゃりふーリ゚まい...〕
おしゃれ。おしゃれな人。着飾る人。髪に気を

つけて手を当ててばかりいる人。

じゃリ゚ムに [dʑaɭmni]［名］〔じゃリ゚ムにまい...〕
ずぶぬれ。びしょぬれ。衣服だけでなく、体ま

で濡れること。

しゃりゆだ [ɕarijuda]［名］〔しゃりゆだまい...〕
枯れ枝。薪としてよい枝。

しゃりリ゚ [ɕariɭ]［動 II類 a型］〔しゃりー、しゃ
りん〕乾く。水分がなくなる。【例】しんたくむ

のー しゃりった（洗濯物は乾いた）。【類】「か

ーきリ゚」。

しゃりリ゚ [ɕariɭ]［動 II類 a型］〔しゃりー、しゃ
りん〕枯れる。木が枯死する。

じゃりリ゚ [dʑariɭ]［動 II類 c型］〔じゃりー、じゃ
りん〕戯れる。遊ぶ。【例】いなぬどぅ あんー

けー じゃりリ゚（犬がぼくにじゃれている）。

しゃリ゚んてぃ [ɕaɭnti]［名］［干支］〔しゃリ゚ん⸣て
ぃまい...。しゃ⸣リ゚んてぃまい...〕申年。猿。

しゃるまた [ɕarumata]［名］〔しゃるま⸣たまい...〕
猿股。下着。男性のパンツ。

しゃれーす [ɕareːsɿ]［感］ごめん下さい。挨拶の
ことば。訪問するときにいう。今はない。

しゃわギ [ɕaʋagɿ]［動 I類 a型］〔しゃわぎー、し
ゃわがん〕騒ぐ。論戦になる。ざわめく。子供

が遊ぶ。

しゃわギんキ゚ [ɕaʋagɿnkɿ]［動 I類 c型］〔しゃわ
ギんきー、しゃわギんかん〕騒ぎ立てる。激し

い論戦になる。〈しゃわギ〉（騒ぐ）の強調語。

しゃわリ゚ [ɕaʋaɭ]［名］〔しゃわリ゚まい...〕障り。差
し支え。支障。【例】しゃわリ゚ら ねーん やう

ん しー とぅらし（さしさわりがないように

やってあげなさい）。

しゃわリ゚ [ɕaʋaɭ]［動 I類 a型］〔しゃわりー、し

ゃわらん〕触れる。さわる。【例】あんなが み

ぱなう しゃわリ゚（お⺟さんの顔をさわる）。

しゃん [ɕan]［名］〔しゃ⸣んまい...〕封。魔除け。
すすきの葉を結んで作る。門に置く。食べ物に

も乗せる。〈ふー〉（封）とも言う。

しゃん [ɕan]［名］〔しゃんまい...〕桟。戸や障子
の骨。戸の骨組み。戸にゆるみのないように使

う木材。

しゃん [ɕan]［名］〔しゃんまい...〕魚のえら。呼
吸器官。食用にならない。

しゃん [ɕan]［名］〔しゃ⸣んまい...〕丘。岳。崖。
嶺。【例】しゃんぬ すー（崖から流れる水）。

じゃん [dʑan]［名］〔じゃんまい...〕じゅごん。海
馬。

しゃんか [ɕanka]［名］〔しゃんかまい...〕あの世。
しゃんが いつ [ɕanga itsɿ]［名］〔しゃん⸣がいつ

⸢まい...〕三分の一。
しゃんかく [ɕankaku]［名］〔しゃ⸣んかく⸢まい...〕
三角。

しゃんかくなム [ɕankakunam]［名］〔しゃんか⸣
くなム⸢まい...〕三角波。沖の波がぶつかって
三角形を作ること。

しゃんがつ [ɕangatsɿ]［名］〔しゃ⸣んがつまい...〕
三月。

しゃんがまつ [ɕangamatsɿ]［名］〔しゃんがま⸣つ
まい...〕戸や障子の骨組。戸や掃除を支える材
木。

しゃんぎ [ɕangi]［名］〔しゃん⸣ぎまい...〕鳥肌。
【例】ぴーしゃんどぅ しゃんぎぬ むいリ゚（寒

さに鳥肌が立つ）。

じゃんキ゚ [dʑankɿ]［名］〔じゃんキ゚まい...〕串さ
し。串に刺した食べもの。家の建築の棟上げの

祝い食。

じゃんキ゚ [dʑankɿ]［動 I類 a型］〔じゃんきー、じ
ゃんかん〕突き刺す。銛で魚を突く。【例】う

ぷにう うめーすにー じゃんキ゚（大根を箸で

刺す）。

じゃんきん [dʑankin]［名］〔じゃんき⸣んまい...〕
じゃんけん。【類】「はいやー」。

じゃんぐじゃんぐ [dʑangudʑangu]［擬］〔じゃん
ぐじゃんぐてぃー...〕三味線を弾く真似。幼児

204



しゅー

語。

じゃんぐみかす [dʑangumikasɿ]［動 I類 c型］〔じ
ゃんぐみかしー、じゃんぐみかしゃん〕三味線

の弾く真似をする。

しゃんしム [ɕanɕim]［名］〔しゃんしムまい...〕三
線。三味線。琉球三線のこと。三弦の楽器。

じゃんじゃらす [dʑandʑarasɿ]［動 I類 c型］〔じ
ゃんじゃらしー、じゃんじゃらしゃん〕ばらば

らにする。こなごなにする。

じゃんじゃりリ゚ [dʑandʑariɭ]［動 II類 a型］〔じ
ゃんじゃりー、じゃんじゃりん〕ばらばらにな

る。こなごなになる。破れる。壊れる。【例】う

ぷかでぃんどぅ ふにぬ じゃんじゃりー（台

風で船が大破した）。

しゃんしゅ [ɕanɕu]［名］［植］〔しゃんしゅまい...〕
さんしょう（の木）。

しゃんしゅぎー [ɕanɕugiː]［名］［植］〔しゃんし
ゅぎーまい...〕さんしょう。

しゃんしゅふ [ɕanɕufu]［名］［貝］〔しゃ⸣んしゅ
ふ⸢まい...〕しゃこがいの一種。海底の砂を移
動する種類。【類】「あずかリ゚」。「かイ゚」。

しゃんしゅふぐー [ɕanɕufuguː]［名］［貝］〔しゃ
⸣んしゅふ⸢ぐーまい...〕しゃこ貝。【類】「しゃ
んしゅふ」。

しゃんすキ゚ [ɕansɿkɿ]［名］〔しゃ⸣んすキ゚⸢まい...〕
やぐら。十五夜遊びの月見棚。八月おどりの地

謡棚。

しゃんだい [ɕandai]［名］〔しゃんだ⸣いまい...〕
供え物。仏壇に供えたお下がり。【例】しゃん

だいゆ うがみ（供え物を食べなさい）。

しゃんどぅ [ɕandu]［名］〔しゃん⸣どぅまい...〕人
名。男性。

しゃんとぅキ゚ [ɕantukɿ]［名］〔しゃ⸣んとぅキ゚⸢ま
い...〕午後の三時。畑仕事の休み時間。

しゃんとぅキ゚べーり [ɕantukɿbeːri]［名］〔しゃん
とぅ⸣キ゚べーりまい...〕三時の日照り。一日の最
も暑い時間。

しゃんとぅキ゚ゆくー [ɕantukɿjukuː]［名］〔しゃん
とぅ⸣キ゚ゆくー⸢まい...〕三時休み。

じゃんにん [dʑannin]［名］〔じゃんにんまい...〕
残念。落胆。心残り。【例】らくしんゆ しー

じゃんにん（落選して残念だ）。

しゃんぬ すー [ɕannu sɿː]［名］〔しゃんぬす⸣ー
まい...〕岩から染み出る水。丘・崖・峰などか
ら流れる水のこと。

じゃんふしゃ [dʑanfuɕa]［名］［海草］〔じゃんふ⸣
しゃまい...〕りゅうきゅうすがも。じゅごんの
草の意。じゅごんの食草。【類】「いムふしゃ」。

しゃんまい [ɕanmai]［名］〔しゃんま⸣いまい...〕
三枚。三枚肉。三枚鍋。

しゃんまいなび [ɕanmainabi]［名］〔しゃんまい
な⸣びまい...〕三枚鍋。いもをふかすのに用い
る。

しゃんみん [ɕanmin]［名］〔しゃんみ⸣んまい...〕
計算。思考。思案。【例】しゃんみん しらいん

（思案できない）。

しゃんみんじゅーしゃーリ゚ [ɕanmindʑuːɕaːɭ]［形］
〔しゃんみ⸣んじゅーしゃまい...〕計算力がある。
思案にすぐれる。考える能力がある。

しゃんゆム [ɕan.jum]［動 I類 c型］〔しゃんゆみ
ー、しゃんゆまん〕だだをこねる。

しゅ [ɕu]［助数］〜升。容量の単位。1升は 1合
の 10倍。【例】いっしゅビん（一升瓶）。

じゅ [dʑu]［感］さあ。いざ。【例】じゅ、かまん
けー（さあ、向うへ行こう）。いムーけー じゅ

（海へさぁ行こう）。

しゅい [ɕui]［名］〔しゅいまい...〕添え。添える
こと。加え。足し。

しゅいやー [ɕuijaː]［名］〔しゅ⸣いやーまい...〕添
え家。⺟家につけたして物置きにする所。床板

は張らず土間である。

しゅいリ゚ [ɕuiɭ]［動 II類 a型］〔しゅいー、しゅ
いん〕添える。加える。足す。【例】しゅいー

むたしゃだ（足して持たせなさい）。くるー し

ゅいる（これを添えなさい）。しゅいんな（添

えるな）。

しゅー [ɕuː]［名］〔しゅ⸣ーまい...〕祖父。父⺟の
父。

しゅー [ɕuː]［名］〔しゅ⸣ーまい...〕年寄りの男性。
年を取った男性。

しゅー [ɕuː]［名］〔しゅ⸣ーまい...〕主。琉球国王。
【例】しゅーが ふに（琉球国王の派遣した船）。
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しゅー

【類】「しゅーがなす」。

しゅー [ɕuː]［名］〔しゅーま⸣い...〕潮。海水。【類】
「うぷしゅ」。

しゅー [ɕuː]［名］〔しゅーま⸣い...〕野菜。食用と
して畑に栽培される植物。〈あうぱ〉野菜。【類】

「やしゃい」。

じゅー [dʑuː]［接尾］〜中。仕事の最中。【例】す
まじゅー（島の中。島いっぱい。島全体）。

じゅー [dʑuː]［名］〔じゅーま⸣い...〕十。数のこ
と。

じゅー [dʑuː]［名］〔じゅ⸣ーまい...〕重箱。料理
を詰める重箱。二段、三段に重ねる器。「重」は

重箱の略。

じゅー [dʑuː]［名］〔じゅーま⸣い...〕尾。しっぽ。
【例】じゅーゆ ふリ゚（尾を振る）。にかぬ じゅ

ー（猫の尾）。かビとぅリ゚ぬ じゅー（凧の尾）。

しゅーあるーみつ [ɕuːaruːmitsɿ]［名］［地］〔し
ゅーあるーみ⸣つまい...〕水納島の〈とぅぶり〉
の名前。村史参照。【類】「うぷい」。

しゅーい [ɕuːi]［名］〔しゅーい⸣んまい...〕周囲。
まわり。周辺。辺り一面。【例】ぱるぬ しゅー

い（畑の周辺）。【類】「ままーリ゚」。

じゅーいちがつ [dʑuːitɕigatsɿ]［名］〔じゅーい⸣
ちがつまい...〕十一月。霜月。立冬・小雪の季
節。

しゅーかう [ɕuːkau]［名］〔しゅーかうまい...〕焼
香。仏壇に線香を立てて焼香する。【同】「しゅ

ーこー」。

しゅーかうじん [ɕuːkaudʑin]［名］〔しゅーかう
じ⸣んまい...〕香典。

じゅーかき [dʑuːkaki]［名］〔じゅーか⸣きまい...〕
馬の尾に紐（ひも）をかける。

じゅーがつ [dʑuːgatsɿ]［名］〔じゅーが⸣つまい...〕
十月。今は新暦の十月。寒露・霜降の季節。さ

しばの来る季節。

じゅーがつなつがま [dʑuːgatsɿnatsɿgama]［名］〔じ
ゅーがつなつが⸣ままい...〕旧暦の十月の暖か
い日和。小春日和。

しゅーがま [ɕuːgama]［名］〔しゅーが⸣ままい...〕
祖父の兄弟の末っ子。

しゅーがま [ɕuːgama]［名］〔しゅーが⸣ままい...〕

野菜の愛称。

しゅーから [ɕuːkara]［名］〔しゅーか⸣らまい...〕
塩辛。魚の塩漬け。

しゅーかりぐい [ɕuːkarigui]［名］〔しゅ⸣ーかり
ぐいまい...〕生まれ付きのかすれ声。

じゅーがリ゚ら [dʑuːgaɭɭa]［名］〔じゅ⸣ーがリ゚ら⸢
まい...〕尻尾の短い凧がぐら付く様。

じゅーがリ゚らーリ゚ [dʑuːgaɭɭaːɭ]［形］〔じゅーがリ゚
⸣らまい...〕凧の尾が軽いために安定しない様。
人の落ちつきのないことにも例える。

しゅーギじゃー [ɕuːgɿdʑaː]［名］〔しゅーギじゃ⸣
ーまい...〕祝い座。

じゅーキ゚すぃ [dʑuːkɿsi]［名］〔じゅーキ゚⸣すぃま
い...〕尾が切れること。成功しない意味。苦労
すること。

しゅーギふくる [ɕuːgɿfukuru]［名］〔しゅー⸣ギふ
くるまい...〕お祝いの金の封筒。

しゅーく [ɕuːku]［名］〔しゅー⸣くまい...〕証拠。
じゅーぐにつ [dʑuːgunitsɿ]［名］〔じゅーぐに⸣つ
まい...〕旧暦の十五日。仏壇に花を活ける。

じゅーぐにつじゅー [dʑuːgunitsɿdʑuː]［名］〔じゅ
ーぐにつじゅ⸣ーまい...〕十五日の潮。大潮。

じゅーぐや [dʑuːguja]［名］〔じゅーぐ⸣やまい...〕
十五夜。旧暦の八月十五夜。十五夜遊びをす

る。

じゅーぐやあすビ [dʑuːgujaasɿbɿ]［名］〔じゅー
ぐ⸣やあすビまい...〕十五夜遊び。ふかぎを持
ち寄って遊ぶ。劇も演じる。今はない。

じゅーぐやつキ゚ [dʑuːgujatsɿkɿ]［名］〔じゅーぐ⸣
やつキ゚まい...〕十五夜の月。

しゅーこー [ɕuːkoː]［名］〔しゅーこーまい...〕焼
香。【同】「しゅーかう」。

じゅーさんにんキ゚ [dʑuːsanninkɿ]［名］〔じゅーさ
⸣んにんキ゚まい...〕死後 13年忌。

じゅーし [dʑuːɕi]［名］〔じゅー⸣しまい...〕雑炊。
雑煮。炊き込みご飯。

じゅーじゆくー [dʑuːdʑijukuː]［名］〔じゅーじゆ
く⸣ーまい...〕十時頃に休むこと。

しゅーしん [ɕuːɕin]［名］〔しゅーしん⸣ゆまい...〕
修身。国⺠学校時代の教科書。

しゅーず [ɕuːdzɿ]［名］〔しゅー⸣ずまい...〕小路。
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横道。

しゅーずき [ɕuːdzɿki]［名］〔しゅーず⸣きまい...〕
潮漬け。材木を渚に埋めること。

しゅーずきぎー [ɕuːdzɿkigiː]［名］〔しゅーずきぎ
⸣ーまい...〕渚に埋めた木。潮（海水）に漬けた
木。

しゅーつつキ゚ [ɕuːtsɿtsɿkɿ]［名］［魚］〔しゅーつつ
キ゚まい...〕ぎすの仲間。【類】「ビーがー」。

しゅーてぃ [ɕuːti]［名］〔しゅーてぃまい...〕潮
流。離岸流。

しゅーにー [ɕuːniː]［名］〔しゅーに⸣ーまい...〕塩
煮。塩味で炊くこと。

しゅーにーイ゚ズぅ [ɕuːniːɿzu]［名］〔しゅーに⸣ー
イ゚ズぅまい...〕塩味で炊く魚。

じゅーにがつ [dʑuːnigatsɿ]［名］〔じゅーにが⸣つ
まい...〕十二月。師走。大雪・冬至の季節。ク
リスマス・大晦日などの行事がある。

じゅーにし [dʑuːniɕi]［名］［干支］〔じゅーに⸣し
まい...〕十二支。子（ねずみ）。丑（牛）。寅（⻁）。
卯（兎）。辰（⻯）。已（蛇）。午（馬）。未（羊）。

申（猿）。酉（鶏）。戌（犬）。亥（猪）。

しゅーぬ ぱな [ɕuːnu pana]［名］〔しゅーぬぱ⸣
なまい...〕海面。波の上。

しゅーぬ ぱな [ɕuːnu pana]［名］〔しゅーぬぱ⸣な
まい...〕潮だまりにできる泡のこと。潮の泡。

しゅーぬ ぴーリ゚ [ɕuːnu piːɭ]［連語］潮がひくこ
と。引き潮。

しゅーぬーリ゚ [ɕuːnuːɭ]［名］〔しゅーぬー⸣リ゚ま
い...〕潮上り。津波。

じゅーばく [dʑuːbaku]［名］〔じゅーば⸣くまい...〕
重箱。料理を詰める重箱。二段・三段に重ねる

器。

じゅーばくじゃかな [dʑuːbakudʑakana]［名］〔じ
ゅーばくじゃか⸣なまい...〕重箱に詰めたご馳
走。

しゅーばん [ɕuːban]［名］〔しゅーばんまい...〕週
番。学校で一週間当番すること。当番は生徒が

勤める。

しゅーぶ [ɕuːbu]［名］〔しゅー⸣ぶまい...〕勝負。
勝ちと負け。【例】しゅーぼー つきった（勝負

はついた）。しゅーぶ すが（喧嘩しに行く）。

しゅーふけ [ɕuːfuke]［名］［貝］〔しゅーふ⸣けま
い...〕二枚貝の大きなもの。砂にいて移動する。

しゅーぷすがーき [ɕuːpusɿgaːki]［名］〔しゅーぷ⸣
すがーきまい...〕海の物が欲しいこと。潮の香
りのするものが食べたいこと。【類】「しゅーぷ

っさ」。

しゅーぷすがーきリ゚[ɕuːpusɿgaːkiɭ]［動 II類］〔し
ゅーぷすがーきー、しゅーぷすがーきん〕〔し

ゅ⸣ーぶすかーきー ぶリ゚〕海の物が欲しい。潮

の香りのするものが食べたい。

しゅーぷすしゃーリ゚ [ɕuːpusɿɕaːɭ]［形］〔しゅーぷ
す⸣しゃまい...〕海の物が欲しい。海の香りが
欲しい。

しゅーふつ [ɕuːfutsɿ]［名］〔しゅーふつ⸣んまい...〕
渚。波打ち際。水際。【例】しゅーふつぬ みみ

ずとぅリ゚（波打ち際でごかいを取る）。

しゅーぷっさ [ɕuːpussa]［名］〔しゅーぷっ⸣さま
い...〕海の物が欲しいこと。潮の香りのするも
のが食べたい。【類】「しゅーぷすがーき」。

じゅーぶに [dʑuːbuni]［名］〔じゅーぶにまい...〕
尾骨。豚の尾骨をいう。

しゅーぶん [ɕuːbun]［名］〔しゅーぶ⸣んまい...〕
秋分。二十四節気の一つ。秋の彼岸。9月 23日
頃。昼と夜の⻑さが等しくなる。

じゅーぶん [dʑuːbun]［名］〔じゅーぶ⸣んまい...〕
十分。充分。満ち足りていること。【類】「じゃ

うぶん」。「じょーぶん」。

じゅーまーしぇ [dʑuːmaːɕe]［名］［鳥］〔じゅー
まー⸣しぇまい...〕せきれい。

しゅーまん [ɕuːman]［名］〔しゅーま⸣んまい...〕
小満。二十四節気の一つ。5 月 21 日頃。雨の
多い時期。

しゅーまんあみ [ɕuːman.ami]［名］〔しゅーま⸣ん
あみまい...〕小満の雨。

しゅーまんばうしゅ [ɕuːmanbauɕu]［名］〔しゅ
ーま⸣んばうしゅまい...〕小満芒種。小満と芒
種の季節をまとめた言い方。沖縄では、雨の時

期。【同】「しゅーまんぼーしゅ」。

しゅーまんばうしゅあみ [ɕuːmanbauɕuami]［名］
〔しゅーま⸣んばうしゅあみまい...〕小満芒種の
雨。小満芒種の季節に降る雨。【同】「しゅーま
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んぼーしゅあみ」。

しゅーまんぼーしゅ [ɕuːmanboːɕu]［名］〔しゅー
ま⸣んぼーしゅまい...〕小満芒種。小満と芒種
の季節をまとめた言い方。沖縄では、雨の時期。

【同】「しゅーまんばうしゅ」。

しゅーまんぼーしゅあみ [ɕuːmanboːɕuami]［名］
〔しゅーま⸣んぼーしゅあみまい...〕小満芒種の
雨。小満芒種の季節に降る雨。【同】「しゅーま

んばうしゅあみ」。

しゅーみず [ɕuːmidzɿ]［名］〔しゅーみ⸣ずまい...〕
潮水。海水。

しゅーム [ɕuːm]［動 I類 c型］〔しゅーみー、し
ゅーまん〕惚れる。好きになる。

しゅームつ [ɕuːmtsɿ]［名］〔しゅーム⸣つまい...〕
満潮。潮が満つこと。1日 2回起こる。

しゅーむリ゚ [ɕuːmuɭ]［名］〔しゅーむリ゚まい...〕総
盛り。⻨穂礼の行事に神酒やご馳走をいただく

こと。

しゅーやー [ɕuːjaː]［名］〔しゅ⸣ーやーまい...〕祖
父の家。父方の家。

しゅーゆどぅム [ɕuːjudum]［名］〔しゅーゆどぅ⸣
ムまい...〕潮淀み。潮の流れが止まること。干
満の中間の潮のこと。【例】しゅーや ゆどぅみ

った（潮の流れが止まった）。

しゅーり [ɕuːri]［名］〔しゅー⸣りまい...〕修理。
修繕。【例】やーぬ しゅーり（家の補修）。

しゅーり [ɕuːri]［感］歌のはやし。多良間しゅん
かにのはやし。

じゅーるくにつ [dʑuːrukunitsɿ]［名］〔じゅーる⸣
くにつまい...〕十六日。旧暦の一月の十六日祭。
あの世の正月といわれる。

しゅが [ɕuga]［接尾］〜が。〜けれども。しかし。
それなのに。逆接。【例】すーしゅが（やるけ

れども）。ぱらっじゅが（走るけれども）。

しゅがー [ɕugaː]［名］〔しゅがーんま⸣い...〕塩川。
多良間村字塩川。嶺間・大道・大木・古川の四

つの支部がある。

しゅがーうたき [ɕugaːutaki]［名］〔しゅがーうた
き⸣んまい...〕塩川御嶽。

しゅがーがー [ɕugaːgaː]［名］〔しゅがーがー⸣ん
まい...〕塩川井戸。泉。

しゅがーふつ [ɕugaːfutsɿ]［名］〔しゅがーふつ⸣ん
まい...〕塩川方言。

しゅかい [ɕukai]［名］〔しゅかいまい...〕疎開。
希望に燃えて新天地へ移住すること。水納島は

1961年に宮古島の高野地区へ移住した。
しゅがす [ɕugasɿ]［動 I類 c型］〔しゅがしー、し
ゅがしゃん〕そよがせる。風に当てる。風に当

たらせる。切り干し大根を風に当てる。

しゅがふに [ɕugafuni]［名］〔しゅがふにまい...〕
主の船。琉球国王の派遣した船。人頭税を運ぶ

ための船。

しゅからあず [ɕukaraadzɿ]［名］〔しゅからあ⸣ず
まい...〕しょっぱい味。塩分の多いこと。【例】
まーしゅにーや しゅからあず（塩炊きのもの

はしょっぱい）。

しゅからしゃーリ゚ [ɕukaraɕaːɭ]［形］〔しゅから⸣
しゃまい...〕塩辛。しょっぱい。塩分の多い味。
しょっぱいの味。【例】しゅからしゃん ならん

（しょっぱくてたまらない）。

しゅがらす [ɕugarasɿ]［動 I類 a型］〔しゅがらし
ー、しゅがらしゃん〕着飾らせる。おしゃれさ

せる。【例】すたふじゃーや しゅがらすどぅく

ま（支度座は着飾らせる所）。

しゅがらす [ɕugarasɿ]［動 I類 c型］〔しゅがらし
ー、しゅがらしゃん〕準備させる。支度させる。

八月おどりの出演準備をさせる。

しゅがらす [ɕugarasɿ]［動 I類 c型］〔しゅがらし
ー、しゅがらしゃん〕風に吹かせる。風を利用

して冷やす。【例】あつむぬー しゅがらす（熱

いものを風に吹かせる）。【類】「しゅがす」。

しゅからばーがギな [ɕukarabaːgagɿna]［名］［植］
〔しゅからば⸣ーがギなまい...〕草の名。芝の仲
間。

しゅからふつ [ɕukarafutsɿ]［名］〔しゅからふ⸣つ
まい...〕しょっぱい味を好む人。塩分の多い味
を好む人。

しゅからぶに [ɕukarabuni]［名］〔しゅからぶ⸣に
まい...〕向う脛（すね）。すねの前の部分。空
骨か。骨が向き出ていてぶつけると痛い部分。

【類】「からしゅに」。

しゅからむぬ [ɕukaramunu]［名］〔しゅからむ⸣
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ぬまい...〕しょっぱいもの。塩味の強いもの。
塩辛、塩漬けしたもの。

しゅがリ゚ [ɕugaɭ]［名］〔しゅが⸣リ゚まい...〕準備。
【例】めーくんけーぬ しゅがリ゚（宮古への準備

だ）。

しゅがリ゚ [ɕugaɭ]［名］〔しゅが⸣リ゚まい...〕着飾
り。装い。

しゅがリ゚ [ɕugaɭ]［動 I類 c型］〔しゅがりー、し
ゅがらん〕準備する。【例】いしゅぎー しゅが

り（急いで準備しなさい）。

しゅがリ゚ [ɕugaɭ]［動 I類 c型］〔しゅがりー、し
ゅがらん〕着飾る。【例】たうかーしー しゅが

リ゚どぅす（一人で着付けできる）。【類】「がー

リ゚」。

しゅがリ゚がギな [ɕugaɭgagɿna]［名］［植］〔しゅ
が⸣リ゚がギなまい...〕おひしば。〈ぶなじぇー〉
の兄妹が津波のときにしがみついたとされる。

【類】「にーじゅーがギな」。

しゅがリ゚ギん [ɕugaɭgɿn]［名］〔しゅがリ゚ギ⸣んま
い...〕外出用の着物や洋服。【例】めーんけー
ぬ しゅがリ゚ギん（集会場へ着る衣服）。

しゅギ [ɕugɿ]［動 I類 c型］〔しゅぎー、しゅが
ん〕そよぐ。吹く。風が吹く。【例】かでぃん

きーぬ しゅぎー ぶリ゚（風に木がそよいでい

る）。

しゅギ [ɕugɿ]［動 I類 c型］〔しゅぎー、しゅが
ん〕削ぐ。剥ぎ取る。【類】「かしゅギ」。

しゅく [ɕuku]［名］程。それ程。【例】うんしゅく
なー（それほどに）。うんしゅく ぱたらキ゚（そ

れほどの働き）。

しゅく [ɕuku]［名］〔しゅくまい...〕職。職業。仕
事。職務。役目。【例】しゅくぱぎ（職を失う）。

しゅくー とぅみリ゚（職を求める）。

しゅく [ɕuku]［名］〔しゅくま⸣い...〕底。地底。
海底。【例】しゅくずー（低い土地の畑）。いム

ぬ しゅく（海の底。海底）。

じゅく [dʑuku]［名］〔じゅくまい...〕俗。俚言。
ことわざ。【例】んけーんじゅく（昔のことわ

ざ）。

しゅくがムなリ゚ [ɕukugamnaɭ]［名］〔しゅくがム
なリ゚まい...〕遠い所の雷。遠雷。

しゅくがらす [ɕukugarasɿ]［名］〔しゅくがら⸣す
まい...〕塩漬けにしたあいごの稚魚。【同】「し
ゅふがらす」。

しゅくギ [ɕukugɿ]［名］［植］〔しゅく⸣ギまい...〕
くさぎ。

しゅくギぎー [ɕukugɿgiː]［名］［植］〔しゅくギぎ
⸣ーまい...〕くさぎの木。

しゅくギやま [ɕukugɿjama]［名］〔しゅくギや⸣ま
まい...〕くさぎの木の林。

しゅくずー [ɕukudzɿː]［名］〔しゅくずーまい...。
しゅくず⸣ーまい...〕低い土地。低い所の畑。土
地が低くなっていること。

しゅくだい [ɕukudai]［名］〔しゅくだいまい...〕
宿題。家庭学習のために出される課題。【例】し

ゅくだいや すたムな（宿題はやったか）。

しゅくだい [ɕukudai]［名］〔しゅくだいまい...〕
食台。飯台。食事に使う台。

しゅくにん [ɕukunin]［名］〔しゅくにんまい...〕
職人。専門的な技術を持っている人。たたみ職

人。機織職人。大工。庭師。左官。

しゅくぱが [ɕukupaga]［名］〔しゅくぱ⸣がまい...〕
失業者。

しゅくぱぎむぬ [ɕukupagimunu]［名］〔しゅくぱ
ぎむ⸣ぬまい...〕失業者。無職者。失職者。

しゅくぱぎリ゚ [ɕukupagiɭ]［動 II 類 c 型］〔しゅ
くぱぎー、しゅくぱぎん〕失業する。職を失う。

【例】やみーどぅ しゅくぱぎたリ゚（病気のため

に失業した）。

しゅくばる [ɕukubaru]［名］〔しゅくば⸣るまい...〕
低い所の畑。【例】しゅくばるんや みずたまリ゚

（低い所の畑には水がたまる）。

しゅくびー [ɕukubiː]［名］〔しゅくびーまい...〕底
冷え。冬の風のない日の寒さ。体のしんまで寒

くなること。

しゅくぶみキ゚[ɕukubumikɿ]［動 I類 a型］〔しゅく
ぶみきー、しゅくぶみかん〕心の底から暑い。

しゅくまーリ゚ [ɕukumaːɭ]［名］〔しゅくまー⸣リ゚ま
い...〕鋸の一種。木材を丸く切るような⻭を持
つの鋸。

しゅくまどぅ [ɕukumadu]［名］〔しゅくま⸣どぅ
まい...〕神事のとき、ひまで仕事をしないこと。
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その人。

しゅくゆく [ɕukujuku]［名］〔しゅくゆ⸣くまい...〕
食欲。食い気。食べたい欲望。【例】やみーぬ

あとー しゅくゆくぬ いでぃリ゚（病気の後は

食欲が出る）。

しゅしつ [ɕuɕitsɿ]［名］〔しゅし⸣つまい...〕素質。
生まれつき持っている性質。特に将来を期待さ

れる能力。

しゅしゃ [ɕuɕa]［名］［昆虫］〔しゅ⸣しゃまい...〕
くまぜみ。

しゅじゃ [ɕudʑa]［名］〔しゅ⸣じゃまい...〕兄。年
上の男の人。先輩。【類】「あにっすぅ」。「しゅ

じゃっすぅ」。

しゅじゃすだい [ɕudʑasɿdai]［名］〔しゅ⸣じゃす
だいまい...〕先輩次第。年⻑から順番。【例】し
ゅじゃすだい すきらいー わーり（先輩から

先に召し上がって下さい）。

しゅじゃた [ɕudʑata]［名］〔しゅじゃ⸣たまい...〕
先輩達。兄達。【例】しゅじゃたが ムめ（先輩

の皆様）。キ゚むかぎしゅじゃた（優しいお兄さ

んたち）。

しゅじゃっすぅ [ɕudʑassu]［名］〔しゅじゃっす
ぅまい...〕先輩。年上の人。【例】あんゆーリ゚ら
ー じゅしゃっすぅ（ぼくより先輩だ）。

しゅしゅ [ɕuɕu]［名］〔しゅしゅまい...〕裾。着
物の裾。着物の下の部分。【例】キ゚んぬ しゅし

ゅー あぎる（着物の裾を上げなさい）。

しゅじゅ [ɕudʑu]［名］〔しゅ⸣じゅまい...〕処女。
乙女。小娘。未婚の若い女性。

しゅじゅあんが [ɕudʑuanga]［名］〔しゅ⸣じゅあ
んがまい...〕若いお姉さん。

しゅしゅギ [ɕuɕugɿ]［動 I類 c型］〔しゅしゅぎ
ー、しゅしゅがん〕濯ぐ。洗濯の最後に濯ぐこ

と。

しゅしゅぬかす [ɕuɕunukasɿ]［動 I類 c型］〔し
ゅしゅぬかしー、しゅしゅぬかしゃん〕そその

かす。唆す。おだてる。誘う。【例】しゅしゅぬ

かしー かーす（そそのかして買わせる）。

しゅしゅリ゚ [ɕuɕuɭ]［動 I類 c型］〔しゅしゅりー、
しゅしゅらん〕拭く。台を拭く。床を拭く。【例】

あれーってぃーから しゅしゅり（洗ってから

拭きなさい）。

しゅす [ɕusɿ]［動 I類 c型］〔しゅしー、しゅしゃ
ん〕差す。持ち上げる。【例】たーらう しゅし

ー ぬーしリ゚（俵を差し上げて乗せる）。

しゅずき [ɕudzɿki]［名］〔しゅず⸣きまい...〕塩漬
け。野菜などを塩漬けにすること。

しゅだー ぶらいん [ɕudaː burain]［連語］やらな
いではおられない。

しゅたい [ɕutai]［名］〔しゅたいまい...〕所帯。独
立した生活をするための家庭。【類】「きないむ

つ」。

しゅたいみん [ɕutaimin]［名］〔しゅたいみんま
い...〕初対面。初めて顔を会わせること。最初
の対面。

しゅたつ [ɕutatsɿ]［名］［植］〔しゅたつまい...〕そ
てつ。そてつ地獄。そてつを食料とした。1950
年ごろまで苦しい生活があった。

しゅだつ [ɕudatsɿ]［動 I類 c型］〔しゅだてぃー、
しゅだたん〕育つ。成⻑する。生⻑する。動物・

植物に言う。【例】かぷぎ しゅだつ（あれほど

大きく育つ）。【類】「ヴぇーがリ゚」。

しゅたつぎーやま [ɕutatsɿgiːjama]［名］［植］〔し
ゅたつぎ⸣ーやままい...〕蘇鉄の木の林。

しゅたつやま [ɕutatsɿjama]［名］［植］〔しゅたつ
や⸣ままい...〕蘇鉄林。

しゅだてぃ [ɕudati]［名］〔しゅだてぃま⸣い...〕育
て。育てること。

しゅだてぃ [ɕudati]［名］〔しゅだ⸣てぃまい...〕添
手。熱い鍋をつかむときの添える物。

しゅだてぃリ゚ [ɕudatiɭ]［動 II類 c型］〔しゅだて
ぃー、しゅだてぃん〕育てる。成⻑させる。生

⻑させる。【例】しゅだてぃー ヴぇーがらす

（手塩にかけて育てる）。【類】「ヴぇーがらす」。

しゅっ [ɕuʔ]［擬］滑りやすい状態。【例】うなギ
ェー しゅってぃー ぴんぎリ゚（鰻は手から滑

って逃げた）。

じゅつ [dʑutsɿ]［名］〔じゅつまい...〕術。技。技
術。奇術。魔術。【例】じゅつう かきリ゚（術を

かける）。

しゅつげう [ɕutsɿgeu]［名］〔しゅつげ⸣うまい...〕
卒業。学び終える。学校を去る。【例】しゅつ
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しゅばや

げおしき（卒業式）。

しゅつげうしき [ɕutsɿgeuɕiki]［名］〔しゅつげう
し⸣きまい...〕卒業式。

しゅった [ɕutta]［擬］すべる様子。【例】しゅっ
たてぃー まるびー（すべって転んだ）。【同】

「しょった」。

しゅったしゅった [ɕuttaɕutta]［擬］〔しゅったし
ゅったてぃー...〕滑りやすい状態。アイススケ
ートの床。

しゅったみかす [ɕuttamikasɿ]［動 I類 c型］〔し
ゅったみかしー、しゅったみかしゃん〕滑りや

すい状態にする。

しゅったみキ゚ [ɕuttamikɿ]［動 I類 c型］〔しゅっ
たみきー、しゅったみかん〕非常に滑りやすい

状態である。

しゅってぃー [ɕuttiː]［擬］さっと立つ様。
しゅでぃ [ɕudi]［名］〔しゅでぃまい...〕袖。衣服
の腕を通す部分。【例】しゅでぃう んキ゚（袖を

通す）。

しゅでぃえー [ɕudieː]［名］〔しゅでぃえーまい...〕
たすき。和服の袖をたくしあげるひも。

しゅでぃえーぎ [ɕudieːgi]［名］〔しゅでぃえーぎ
まい...〕たすき。また、たすきをかけること。

しゅとぅキ゚ [ɕutukɿ]［名］〔しゅとぅキ゚ま⸣い...〕潮
時。よい機会、チャンス。【例】しゅとぅキ゚ぬ

イ゚ズぅ（漁のよい潮時）。

しゅどぅまリ゚ [ɕudumaɭ]［名］〔しゅどぅま⸣リ゚ま
い...〕潮止まり。干潮と満潮の中間の潮。

しゅない [ɕunai]［名］〔しゅないま⸣い...〕供え。
しゅない [ɕunai]［名］〔しゅないま⸣い...〕備え。
準備。

しゅないむぬ [ɕunaimunu]［名］〔しゅないむ⸣ぬ
まい...〕供えもの。供えてあるもの。

しゅないリ゚ [ɕunaiɭ]［動 II類 c型］〔しゅないー、
しゅないん〕供える。【例】しゅないる（供え

よ）。かうゆ つきー しゅないる（線香を立て

て供えよ）。

しゅないリ゚ [ɕunaiɭ]［動 II類 c型］〔しゅないー、
しゅないん〕備える。準備する。【例】しゅな

いる（備えよ）。しゅないー うき（備えておき

なさい）。しゅないった（準備した）。

しゅなう [ɕunau]［動 I類 c型］〔しゅねー、しゅ
なーん〕備わる。

しゅなかいリ゚ [ɕunakaiɭ]［動 I類］〔しゅなかいり
ー、しゅなかいらん〕〔しゅ⸣なかいりー ⸢ぶリ゚
〕ぶっ倒れる。仰向けになる。焼いた魚の体が

曲がることもいう。【例】ぶがりー しゅなかい

リ゚（疲れきってぶっ倒れる）。

しゅなまリ゚ [ɕunamaɭ]［動 I 類 a 型］〔しゅなま
りー、しゅなまらん〕支度する。準備する。用

意する。【例】ぱるんけー しゅなまリ゚（畑仕事

の支度をする）。

しゅなんか [ɕunanka]［名］〔しゅなんかまい...〕
初七日。死後 7日目。死後 7日目の法事。

しゅに [ɕuni]［名］〔しゅにまい...〕海底の盛り
上がった所。

しゅに [ɕuni]［名］〔しゅにまい...〕宗根。隣り近
所。里。【例】ぱいじゅに（南の里）。しゅにで

ーんぬ しゃにつ（近所の人たちの浜遊び）。

しゅにんへい [ɕuninhei]［名］〔しゅにんへ⸣いま
い...〕初年兵。日本の軍国主義時代の兵役のこ
と。兵役 1年目のこと。

しゅぬー [ɕunuː]［動 I類 c型］〔しゅねー、しゅ
なーん〕備わる。揃う。

しゅば [ɕuba]［名］〔しゅばま⸣い...〕そば。食料
のそば。【例】めーくんけー しゅばふーが（宮

古へそば食べに）。

しゅば [ɕuba]［名］〔しゅばんま⸣い...〕そば。側。
横。物の近く。【例】みつぬ しゅば（道の側）。

やーぬ しゅば（家の近く）。

しゅぱーら [ɕupaːra]［副］腹いっぱい。満腹。【例】
しゅぱーら ふぇーった（いっぱい食べた）。ば

たしゅぱーら（お腹がいっぱい）。

しゅばだい [ɕubadai]［名］〔しゅばだ⸣いまい...〕
そば賃。そば代金。

しゅぱつむぬ [ɕupatsɿmunu]［名］〔しゅぱつむ
ぬまい...〕初めて経験をすること。又はその人。
八月おどりの出演の初心者に言う。

しゅばみつ [ɕubamitsɿ]［名］〔しゅばみ⸣つまい...〕
わき道。横道。細道。小路。【類】「いみみつ」。

しゅばや [ɕubaja]［名］〔しゅば⸣やまい...〕そば
屋。【例】めーくぬ しゅばや（宮古のそば屋）。
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じゅばん

いだぬ しゅばやんけー（どこのそば屋に行こ

うか）。

じゅばん [dʑuban]［名］〔じゅば⸣んまい...〕女性
の下着。和服用の肌着。じばん。

しゅビ [ɕubɿ]［名］［魚］〔しゅビまい...〕きはだ
まぐろ。

しゅピさがーき [ɕupɿsagaːki]［名］〔しゅピ⸣さが
ーきまい...〕野菜が欲しいこと。年中栽培のな
い時代に冬の時期に野菜を食べることを切実

に望むこと。

しゅふ [ɕufu]［名］［魚］〔しゅふまい...〕あいご
の稚魚。【例】しゅふがらす（あいごの稚魚の

塩漬け）。

しゅふがらす [ɕufugarasɿ]［名］〔しゅふがら⸣す
まい...〕塩漬けにしたあいごの稚魚。【同】「し
ゅくがらす」。

しゅぶき [ɕubuki]［名］〔しゅぶ⸣きまい...〕潮吹
き。飛沫。台風時の潮吹き。【例】きーぬ ぱー

や しゅぶきだり（木の葉は潮吹きで汚れてい

る）。

しゅぷギ [ɕupugɿ]［名］〔しゅぷギまい...〕帯。和
服の胴の部分を締める布。【類】「かーしゅぷ

ギ」。

しゅふすキ゚ [ɕufusɿkɿ]［名］〔しゅふす⸣キ゚まい...〕
あいごの稚魚を網で掬うこと。

しゅぷすしゃーリ゚ [ɕupusɿɕaːɭ]［形］野菜が欲し
い。年中栽培のない時代に冬の時期に野菜が食

べたい。

しゅふつ [ɕufutsɿ]［名］〔しゅふ⸣つまい...〕潮時。
漁をするのによい時。【例】ましゅふつじゅー

（旧暦の 15日頃の潮時）。
しゅぶん [ɕubun]［名］〔しゅぶ⸣んまい...〕処分。
捨てること。始末すること。【例】やりギんゆ

しゅぶん すー（疲れた着物を処分する）。

しゅぺーり [ɕupeːri]［名］〔しゅぺー⸣りまい...〕
潮のひくこと。干潮。【例】しゅぺーりんや イ゚

ズぉー かからん（干潮時には魚は釣れない）。

しゅまリ゚ [ɕumaɭ]［動 I類 a型］〔しゅまりー、し
ゅまらん〕染まる。色が染み込む。悪に染まる。

【例】あかぐーぬ しゅまリ゚（食紅が染まる）。

しゅみむぬ [ɕumimunu]［名］〔しゅみむぬまい...〕

染めもの。染めたもの。【例】ぺんきにー しゅ

みむぬ（ペンキで染めたもの）。

しゅみリ゚ [ɕumiɭ]［動 II類 a型］〔しゅみー、し
ゅみん〕染める。【例】かんばくー あかぐーに

ー しゅみリ゚（かまぼこを食紅で染める）。

しゅム [ɕum]［動 I類 c型］〔しゅみー、しゅま
ん〕染む。着物などに色がつく。

しゅムたがー [ɕumtagaː]［名］［井戸］〔しゅム⸣
たがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

しゅむつ [ɕumutsɿ]［名］〔しゅむ⸣つまい...〕書
物。本。読み物。書籍。【例】しゅむつう ゆム

（本を読む）。たーが しゅむつが（誰の本か）。

しゅムぱリ゚ [ɕumpaɭ]［動 I類 c型］〔しゅんぱり
ー、しゅんぱらん〕体を硬直させる。けいれん

を起す。【例】ぱギぬ しゅんぱリ゚（脚がけいれ

んを起こす）。

しゅら [ɕura]［名］〔しゅ⸣らまい...〕梢。草木の
先の方。【例】すっじゃぬ しゅら（さとうきび

の梢頭部）。

しゅらーす [ɕuraːsɿ]［動 I類 c型］〔しゅらーし
ー、しゅらーしゃん〕集める。集合させる。揃

える。【例】やらびう しゅらーす（子どもを集

める）。キ゚すぃー ふつう しゅらーす（切り口

を揃える）。

しゅらきリ゚ [ɕurakiɭ]［動 II類 c型］〔しゅらきー、
しゅらきん〕開墾する。整地する。平坦にする。

【例】きーゆ しゅらきー ぱるん なす（木を

切って畑を作る）。

しゅらす [ɕurasɿ]［動 I類 c型］〔しゅらしー、し
ゅらしゃん〕元気付ける。励ます。

しゅらす [ɕurasɿ]［動 I類 c型］〔しゅらしー、し
ゅらしゃん〕目覚めさせる。【例】しゅらしー

がっこーんけー いかし（目覚めさせて学校へ

行かせなさい）。

しゅらす [ɕurasɿ]［動 I類 c型］〔しゅらしー、し
ゅらしゃん〕刈らす。切らす。草を刈らせる。

【例】きーぬ ゆだう しゅらし（木の枝を切ら

せなさい）。

しゅらす [ɕurasɿ]［動 I類 c型］〔しゅらしー、し
ゅらしゃん〕剃らす。ひげを剃らせる。【例】ピ

ぎう しゅらしゃだ（ひげを剃らせなさい）。
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しゅるー

しゅらす [ɕurasɿ]［動 I類 c型］〔しゅらしー、し
ゅらしゃん〕反らす。反り返らす。【例】くす

ぶにう しゅらす（背中を反らせる）。

しゅらましゃリ゚ [ɕuramaɕaɭ]［名］〔しゅらましゃ
⸣リ゚まい...〕先勝。先行。先攻。善は急げ。

しゅリ゚ [ɕuɭ]［名］〔しゅ⸣リ゚まい...〕ひげを剃るも
の（剃刀）。【例】しゅリ゚る とぅギ（剃刀を研

ぐ）。

しゅリ゚ [ɕuɭ]［動 I類 c型］〔しゅりー、しゅらん〕
剃る。ひげを剃る。【例】あかしゅリ゚（散髪す

る）。ピぎしゅリ゚まどぅまい ねーん（ひげを剃

る時間もない）。

しゅリ゚ [ɕuɭ]［動 I類 c型］〔しゅりー、しゅらん〕
刈る。切る。草を刈る。【例】しゅり（切りなさ

い。刈りなさい）。けーしゅリ゚が（茅を刈りに

行く）。

しゅリ゚ [ɕuɭ]［動 I類 c型］〔しゅりー、しゅらん〕
反る。反り返る。背伸びする。【例】あぱなき

ー しゅリ゚（上を向いて背伸びする）。

しゅり [ɕuri]［名］〔しゅり⸣んまい...〕首里。琉
球王府の首都。大都会の行政府。那覇市の首里

城の所在地。

じゅり [dʑuri]［名］〔じゅりまい...〕尾類。遊女。
女郎。

しゅりかいリ゚ [ɕurikaiɭ]［動 I類 c型］〔しゅりか
いりー、しゅりかいらん〕反り返る。【例】が

べうイ゚ズぅぬ しゅりかいリ゚（やせた魚は反り

返る）。

しゅりかヴヴィ゚ [ɕurikavvɿ]［動 I類 c型］〔しゅ
りかヴヴぃー、しゅりかヴヴぁん〕生き生きし

ている状態にある。立派である。植物が勢いよ

く育っている。【例】くぬ いーや しゅりかヴ

ヴぃー ぶリ゚（この絵は立派だ）。

しゅりじゃかな [ɕuridʑakana]［名］〔しゅりじゃ
か⸣なまい...〕酢でもんだ肴（さかな）。スツウ
プナカの料理。魚とあきののげしを酢でもんだ

もの。

しゅりしゅり [ɕuriɕuri]［擬］〔しゅりしゅりてぃ
ー...〕生き生きとしている様子。【例】くぬ ふ

しゃー あみぬ っふィ゚たリ゚ばどぅ しゅりしゅ

りてぃー ぶリ゚（この草は雨が降ったので⻘々

している）。

しゅりすば [ɕurisɿba]［名］〔しゅりす⸣ばまい...〕
唇が反っていること、またはその人。

しゅりばー [ɕuribaː]［名］〔しゅりば⸣ーまい...〕
出っ⻭。【類】「ながばー」。

しゅリ゚まー [ɕuɭmaː]［名］〔しゅリ゚ま⸣ーまい...〕散
髪のやり残し。

しゅリ゚まーがなまリ゚ [ɕuɭmaːganamaɭ]［名］〔しゅ
リ゚ま⸣ーがなまリ゚まい...〕散髪のやり残しがあ
る頭。下手な髪型の頭。

しゅりみかす [ɕurimikasɿ]［動 I類 c型］〔しゅり
みかしー、しゅりみかしゃん〕生き生きとした

状態にする。

しゅりみキ゚ [ɕurimikɿ]［動 I類 c型］〔しゅりみき
ー、しゅりみかん〕生き生きとする。【例】あ

みぬ うかぎんどぅ しゅりみきー ぶリ゚（雨の

お陰で元気になっている）。

しゅりみム [ɕurimim]［名］〔しゅりみ⸣ムまい...〕
耳の反り立つこと。またその人。

しゅりリ゚ [ɕuriɭ]［動 II類 a型］〔しゅりー、しゅ
りん〕生き生きする。元気である。【例】しゅり

ー わーりー ぶムべーム（お元気でいらっし

ゃいますか？）。しゅりー ぶムな（元気か。達

者でいるか。目下にいう）。しゅりームな（元

気か。達者か。目下にいう）。

しゅりリ゚ [ɕuriɭ]［動 II類 a型］〔しゅりー、しゅ
りん〕目覚める。【例】しゅりった（目覚めた）。

みだ しゅりん（まだ目覚めない）。ぐじんどぅ

しゅりリ゚（5時に目覚める）。
しゅる [ɕuru]［助数］土地の面積の単位。【例】や
しゅる（一反）。やしゅるばる（一反畑）。

しゅる [ɕuru]［名］［植］〔しゅるまい...〕くろつ
ぐ。【類】「まに」。

しゅる [ɕuru]［名］〔しゅ⸣るまい...〕くろつぐの
繊維。縄の材料になる。腐れないから水タンク

のろ過装置に使用した。

しゅるいリ゚ [ɕuruiɭ]［動 II類 c型］〔しゅるいー、
しゅるいん〕揃える。【例】しゅるいー まーな

げーん なし（揃えて同じ⻑さにしなさい）。

しゅるー [ɕuruː]［動 I類 c型］〔しゅれー、しゅ
らーん〕集まる。【例】しゅるーどぅくな（集
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しゅるしゅる

まる所）。しゅれーった（集まった）。しゅらー

ん（集まらない）。

しゅるしゅる [ɕuruɕuru]［擬］〔しゅるしゅるて
ぃー...〕清潔である状態。

しゅるばん [ɕuruban]［名］〔しゅるばんまい...〕
そろばん。計算器具。

しゅるみかす [ɕurumikasɿ]［動 I 類 c 型］〔しゅ
るみかしー、しゅるみかしゃん〕清潔にする。

【例】あれー しゅるみかし（洗って清潔にしな

さい）。

しゅるみキ゚ [ɕurumikɿ]［動 I類 c型］〔しゅるみ
きー、しゅるみかん〕清潔である。【例】しゅ

るみキ゚ギん（清潔な衣服）。

しゅるムぬ [ɕurumnu]［名］〔しゅるム⸣ぬまい...〕
くろつぐの繊維で作った蓑。

しゅれーうがん [ɕureːugan]［名］〔しゅれーうが
⸣んまい...〕首里御願。拝所。首里王府の役人が
作ったとされる。

しゅれーがー [ɕureːgaː]［名］〔しゅれーがー⸣ん
まい...〕首里井戸。首里の役人が掘らせたとさ
れる。1906年。

しゅん [ɕun]［名］〔しゅ⸣んまい...〕損。欠損。損
害。【例】しゅんゆ しー ねーん（損をしてし

まった）。

じゅん [dʑun]［名］〔じゅんまい...〕純。純粋。【例】
じゅんぬ むぬ（純粋なもの）。くぬ しゃけー

じゅんすい（この酒は水割りしていない）。

じゅん [dʑun]［名］〔じゅんまい...〕正常。正確。
【例】ヴヴぁがどぅ じゅん（君の言うことが正

しい）。

じゅん [dʑun]［名］〔じゅ⸣んまい...〕順。順番。
順序。【例】ういから じゅん（年上から順）。じ

ゅんー ならび（順に並びなさい）。

しゅんかに [ɕunkani]［名］〔しゅんか⸣にまい...〕
しょんがない。「たらましゅんかに」のこと。多

良間⺠謡。情緒豊か。情愛に富み、別離の歌と

して名歌に数えられる。

しゅんかんまかリ゚ [ɕunkanmakaɭ]［名］〔しゅん
かんまか⸣リ゚まい...〕素焼きの大きい碗。

しゅんぎく [ɕungiku]［名］［植］〔しゅんぎ⸣くま
い...〕春菊。

じゅんしゃ [dʑunɕa]［名］〔じゅんしゃまい...〕巡
査。警察官。

じゅんぬ むぬ [dʑunnu munu]［名］〔じゅんぬ
む⸣ぬまい...〕純の物。本物。正しいこと。

じゅんばん [dʑunban]［名］〔じゅんばんまい...〕
順番。順序。【例】じゅんばんゆ きみリ゚（順番

を決める）。

じゅんぷー [dʑunpuː]［名］〔じゅんぷーまい...〕
順風。帆船の進む方向に吹く風のこと。追い風。

物事がスムーズに運ぶこと。

しゅんぶん [ɕunbun]［名］〔しゅんぶ⸣んまい...〕
春分。二十四節気の一つ。春の彼岸の頃。3月
21日頃。昼と夜の⻑さが等しくなる。

しょー [ɕoː]［助数］反物を数える単位。
しょー [ɕoː]［名］〔しょ⸣ーまい...〕性。相性。生
れつきの性質。苦労性。心配性。貧乏性。

しょー [ɕoː]［名］〔しょーまい...〕正。本物。【例】
しょーむぬ（本物）。くれー しょーむぬ（これ

は本物だ）。【同】「しゃう」。

しょー [ɕoː]［名］〔しょーまい...。しょ⸣ーにーま
い...〕竿。竹の棒。釣り竿。物干し竿。棒高跳
の竿。【同】「しゃう」。

じょー [dʑoː]［助数］〜丈。⻑さの単位。1丈は 10
尺。

じょー [dʑoː]［名］〔じょ⸣ーまい...〕情。なさけ。
真心。【例】じょーぬ ふっつー（良い仲にある。

心が通じ合う）。

じょー [dʑoː]［名］〔じょ⸣ーまい...〕門。【例】な
がじょー（門から住宅まで⻑いこと）。【同】「じ

ゃう」。【類】「じゃうふつ」。「じょーふつ」。

じょー [dʑoː]［感］さあ。【例】じょー ぱずみ（さ

あはじめよう）。じょー ばが かたみ（さあぼ

くが担ごう）。

じょーいしゃ [dʑoːiɕa]［名］〔じょーい⸣しゃま
い...〕良い医者。診察のていねいな医者。名医。
【同】「じゃういしゃ」。

じょーヴヴぁ [dʑoːvva]［名］〔じょーヴ⸣ヴぁま
い...〕良い子。かしこい子ども。利口な子ども。
気の利く子ども。【同】「じゃうヴヴぁ」。

じょーヴぇーがリ゚ [dʑoːveːgaɭ]［動 I類 c型］〔じ
ょーヴぇーがりー、じょーヴぇーがらん〕立派
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に成⻑する。【同】「じゃうヴぇーがリ゚」。

じょーうりー [dʑoːuriː]［名］〔じょーうり⸣ーま
い...〕良い潤い。良い湿り。農業に適した湿り。
【同】「じゃううりー」。

しょーか [ɕoːka]［名］〔しょー⸣かまい...〕唱歌。
国⺠学校の音楽の教科。

しょーか [ɕoːka]［擬］〔しょーかまい...〕空っぽ。
さっぱり。林であったが木がなくなったときに

言う。さえぎるものがないこと。【例】きーゆ

キ゚ーばどぅ しょーかてぃー なリ゚（木を切る

と空っぽになる）。【同】「しゃうか」。

しょーが [ɕoːga]［名］［植］〔しょー⸣がまい...〕し
ょうが。

しょーかしょーか [ɕoːkaɕoːka]［擬］〔しょーかし
ょーかてぃー...〕さえぎるもののない様。【同】
「しゃうかしゃうか」。

しょーかす [ɕoːkasɿ]［動 I類 a型］〔しょーかし
ー、しょーかしゃん〕縄をつけて引かせる。【例】

ぬーまん うすやまう しょーかす（馬に鋤を

引かせる）。【同】「しゃうかす」。

しょーがつ [ɕoːgatsɿ]［名］〔しょ⸣ーがつまい...〕
正月。新年。年始。【同】「しゃうがつ」。【類】

「ミ゚ーどぅす」。

しょーがつあすだ [ɕoːgatsɿasɿda]［名］〔しょ⸣ー
がつあすだまい...〕正月用の下駄。正月を迎え
て全て新しいものへと心が弾む。【同】「しゃう

がつあすだ」。

しょーがつあすビ [ɕoːgatsɿasɿbɿ]［名］〔しょ⸣ー
がつあすビまい...〕正月遊び。男は駒まわし、
女はまりつき。【同】「しゃうがつあすビ」。

しょーがついりみ [ɕoːgatsɿirimi]［名］〔しょ⸣ー
がついりみまい...〕正月用の費用。準備すべき
もの。各家庭の好みによって準備される。【同】

「しゃうがついりみ」。

しょーがつえーぐ [ɕoːgatsɿeːgu]［名］〔しょ⸣ーが
つえーぐまい...〕正月を祝う歌。【同】「しゃう
がつえーぐ」。

しょーがつえーム [ɕoːgatsɿeːm]［名］〔しょ⸣ーが
つえームまい...〕正月の暗い夜。旧正月は新月
にあたるから暗い夜である。【同】「しゃうがつ

えーム」。

しょーがつギん [ɕoːgatsɿgɿn]［名］〔しょ⸣ーがつ
ギんまい...〕正月の晴れ着。【同】「しゃうがつ
ギん」。

しょーがっこー [ɕoːgakkoː]［名］小学校。
しょーがっこーがー [ɕoːgakkoːgaː]［名］［井戸］
〔しょーがっこーがーまい...〕小学校にある井
戸。人工井戸。

しょーかみかす [ɕoːkamikasɿ]［動 I類 c型］〔し
ょーかみかしー、しょーかみかしゃん〕空っぽ

にする。すがすがしくする。空き地にする。【同】

「しゃうかみキ゚」。

しょーかみキ゚ [ɕoːkamikɿ]［動 I類 c型］〔しょー
かみきー、しょーかみかん〕空っぽになる。す

がすがしくなる。空き地になってさえぎる物が

なくなる。【同】「しゃうかみかす」。

じょーからた [dʑoːkarata]［名］〔じょーから⸣た
まい...〕立派な体格。【例】うやんーだかりー
ぬ じょーからた（親に似て大きい体格）。【同】

「じゃうからた」。

しょーかん [ɕoːkan]［名］〔しょーかんまい...〕小
寒。二十四節気の一つ。1月 6日頃。

しょーかん [ɕoːkan]［名］〔しょーかんまい...〕新
年の清めの塩のこと。【同】「しゃうかん」。【類】

「くがにしゃうかん」。「くがにしょーかん」。

しょーキ゚[ɕoːkɿ]［動 I類 a型］〔しょーきー、しょ
ーかん〕連れる。手を引く。引きずる。手綱を

引く。【例】やらびぬ てぃーう しょーキ゚（子

どもの手を引く）。【同】「しゃうキ゚」。

しょーき [ɕoːki]［名］〔しょー⸣きまい...〕箕。広く
浅いざる。穀物を精げたり干したりする。【同】

「しゃうき」。【類】「むいじょーき」。

じょーギ [dʑoːgɿ]［名］〔じょーギま⸣い...。じょ
ーギにーまい...〕定木。物差し。

じょーぎしゃーリ゚ [dʑoːgiɕaːɭ]［形］〔じょーぎ⸣し
ゃまい...〕容姿のきれいなこと。美人の相。【例】
じょーぎムまり（美人の相）。【同】「じゃうぎ、

じゃうぎしゃ」。

じょーぎピとぅ [dʑoːgipɿtu]［名］〔じょーぎピ⸣と
ぅまい...〕人格や人間性に富んだ人。【同】「じ
ゃうぎピとぅ」。

しょーきぶに [ɕoːkibuni]［名］〔しょーきぶ⸣にま
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い...〕肋骨。あばらぼね。【例】しょーきぶにぬ
たらーん（肋骨の数が足りない）。【同】「しゃ

うきぶに」。【類】「やかたぶに」。

じょーきん [dʑoːkin]［名］〔じょーき⸣んまい...〕
雑巾。汚れをふきとるのに用いられる布。

じょーぐ [dʑoːgu]［名］〔じょーぐまい...〕上戸。
酒に強い人。【類】「しゃきじょーぐ」。

じょーぐ [dʑoːgu]［名］〔じょーぐまい...〕漏斗
（ろうと）。容器に液体を注ぎ入れる器具。

しょーじ [ɕoːdʑi]［名］〔しょー⸣じまい...〕障子。
部屋の内と外を仕切る建具。白い和紙を張る。

しょーしき [ɕoːɕiki]［名］〔しょーし⸣きまい...〕葬
式。死者をほうむるための儀式。葬儀。

しょーじき [ɕoːdʑiki]［形］〔しょーじ⸣きまい...〕
正直。うそいつわりのないこと。素直であるこ

と。

じょーしき [dʑoːɕiki]［名］〔じょーし⸣きまい...〕
常識。一般人がもっている共通した知識・分

別。

しょーじきむぬ [ɕoːdʑikimunu]［名］〔しょーじ
きむ⸣ぬまい...〕正直者。正直な人。

じょーしゃ [dʑoːɕa]［名］〔じょー⸣しゃまい...〕良
さ。善さ。正しさ。よいこと。【同】「じゃうし

ゃ」。

じょーしゃーリ゚ [dʑoːɕaːɭ]［形］〔じょー⸣しゃま
い...〕良い。正しい。信頼できる。【例】じょー
やらび（気だての良い子）。【同】「じゃうしゃ

ーリ゚」。

じょーしゅ [dʑoːɕu]［名］〔じょー⸣しゅまい...〕上
酒。

しょーしゅじゅ [ɕoːɕudʑu]［名］［植］〔しょーし
ゅ⸣じゅまい...〕想思樹。豆科の根粒植物。葉は
緑肥にする。【類】「しょーしゅじゅぎー」。

しょーしゅじゅぎー [ɕoːɕudʑugiː]［名］〔しょー
しゅ⸣じゅぎーまい...〕想思樹。【類】「しょーし
ゅじゅ」。

しょーしょ [ɕoːɕo]［名］〔しょー⸣しょまい...〕小
暑。二十四節気の一つ。7月 8日頃。

しょーず [ɕoːdzɿ]［名］〔しょー⸣ずまい...〕忌明
け。死後の四十九日間。【同】「しゃうず」。

しょーず [ɕoːdzɿ]［名］〔しょー⸣ずまい...〕掃除。

ゴミや汚れを取り除くこと。【例】みなかぬ し

ょーず（庭の掃除）。みつぬ しょーず（道の掃

除）。【同】「しゃうず」。

じょーず [dʑoːdzɿ]［名］〔じょー⸣ずまい...〕上手。
手際のよいこと。【例】ずーじょーず（字が上

手）。ぱなすじょーず（話し上手）。【同】「じゃ

うず」。

じょーずー [dʑoːdzɿː]［名］〔じょーず⸣ーまい...〕
良い畑。良い土地。作物がよく育つ畑。【同】「じ

ゃうずー」。【類】「っふぁいずー」。

じょーすかま [dʑoːsɿkama]［名］〔じょーすか⸣ま
まい...〕良い仕事。仕事の出来のよいこと。行
き届いた仕事。【同】「じゃうすかま」。

しょーずがら [ɕoːdzɿgara]［名］〔しょーずが⸣ら
まい...〕掃除のときに出るごみ。芥。【同】「し
ゃうずがら」。

しょーずぐる [ɕoːdzɿguru]［名］〔しょーずぐ⸣る
まい...〕ゴミ。掃除のゴミ。ちりあくた。【同】
「しゃうずぐる」。

じょーずしゃーリ゚ [dʑoːdzɿɕaːɭ]［形］〔じょーず⸣
しゃまい...〕上手。【同】「じゃうずしゃーリ゚」。

しょーずたばく [ɕoːdzɿtabaku]［名］〔しょーずた
ば⸣くまい...〕供え物としてのたばこ。【同】「し
ゃうずたばく」。

しょーずばり [ɕoːdzɿbari]［名］〔しょーずばりま
い...〕忌明け。喪が明けること。【同】「しゃう
ずばり」。

しょーずまーリ゚ [ɕoːdzɿmaːɭ]［名］〔しょーずまー
⸣リ゚まい...〕掃除回り。掃除の検査。役場職員が
検査した。【同】「しゃうずまーリ゚」。

しょーずんな [ɕoːdzɿnna]［名］〔しょーずん⸣なま
い...〕しめ縄。お産のときに張る縄。【同】「し
ゃうずんな」。

しょーせつ [ɕoːsetsɿ]［名］〔しょーせ⸣つまい...〕
小雪。二十四節気の一つ。11月 23日頃。

しょーだん [ɕoːdan]［名］〔しょーだ⸣んまい...〕
相談。【例】むぬしょーだんぬどぅ あリ゚（大事

な相談がある）。【同】「しゃうだん」。

しょーつキ゚[ɕoːtsɿkɿ]［動 I類］〔しょーつきー、し
ょーつかん〕〔しょ⸣ーつきー ⸢ぶリ゚〕思い知る。
さとる。本心に戻る。反省する。【同】「しゃう
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つキ゚」。

じょーてぃんキ゚ [dʑoːtinkɿ]［名］〔じょーてぃん⸣
キ゚まい...〕よい天気。よい日和。【同】「じゃう
てぅんキ゚」。【類】「かぎわーつキ゚」。

じょーとぅー [dʑoːtuː]［形］〔じょーとぅーまい...〕
上等。良いこと。【同】「じゃうとぅー」。

じょーどぅけ [dʑoːduke]［名］〔じょーどぅ⸣けま
い...〕よい日和。晴天。雨降り続きの後に言う。
畑仕事のできることを喜ぶ。【同】「じゃうどぅ

け」。

じょーとぅす [dʑoːtusɿ]［名］〔じょーとぅ⸣すま
い...〕よい年。豊年。台風の被害のない年。旱
魃のない年。【同】「じゃうとぅす」。

じょーどぅす [dʑoːdusɿ]［名］〔じょーどぅ⸣すま
い...〕よい友だち。【例】じょーどぅすう とぅ

みる（よい友だちを探しなさい）。【同】「じゃ

うどぅす」。

じょーどぅり [dʑoːduri]［名］〔じょーどぅ⸣りま
い...〕よい凪。木の枝も動かないほどの凪。【同】
「じゃうどぅり」。【類】「ビたなぎ」。

じょーどぅりがま [dʑoːdurigama]［名］〔じょー
どぅりが⸣ままい...〕とても良い凪。とてもよい
天気。【例】じょーどぅりがまんや いだリ゚ す

ー（凪の日にはいざりに行く）。【同】「じゃう

どぅりがま」。

しょーなん [ɕoːnan]［名］〔しょーな⸣んまい...〕遭
難。生死にかかわる危険に遭うこと。【例】ぜ

んぽまるぬ しょーなん（善宝丸の遭難）。

じょーに [dʑoːni]［名］［料理］〔じょー⸣にまい...〕
雑煮。雑炊。

じょーにしゃい [dʑoːniɕai]［名］〔じょーにしゃ⸣
いまい...〕好⻘年。立派な⻘年。【同】「じゃう
にしゃい」。

しょーにつ [ɕoːnitsɿ]［名］〔しょーにつまい...〕正
日。本番。八月おどりの仲筋・塩川の正日。【同】

「しゃうにつ」。

しょーにん [ɕoːnin]［名］〔しょーにんまい...〕正
人。15歳から 50歳までの男性。働き手。

じょーぬ かム [dʑoːnu kam]［名］〔じょー⸣ぬか
ム⸢まい...〕門の神。【同】「じゃうぬかム」。

じょーぬー [dʑoːnuː]［名］〔じょーぬ⸣ーまい...〕

上納。税金。租税。【例】じょーぬーゆ うしゃ

みリ゚（納税する）。【同】「じゃうぬー」。

しょーばかリ゚ [ɕoːbakaɭ]［名］〔しょーばかリ゚ま
い...。しょーばか⸣リ゚まい...〕竿秤。計量物とお
もりとつり合うように支点をおいてはかる計

器。【同】「しゃうばかリ゚」。

じょーふ [dʑoːfu]［名］〔じょー⸣ふまい...〕上布。
等級の上の布。宮古上布。稲石という女性が初

めて作り、首里王府に献上した。【同】「じゃう

ふ」。

じょーぶくる [dʑoːbukuru]［名］〔じょ⸣ーぶくる
まい...〕状袋。封筒。書状の袋（手紙袋）の意。

じょーふつ [dʑoːfutsɿ]［名］〔じょ⸣ーふつまい...〕
門。【同】「じゃうふつ」。

じょーぶん [dʑoːbun]［名］〔じょーぶ⸣んまい...〕
十分。それでよい。結構。【例】うすかしー じ

ょーぶん（それだけで十分）。【同】「じゃうぶ

ん」。

しょーみん [ɕoːmin]［名］〔しょーみ⸣んまい...〕
素麺。そうめん。【例】しょーみんゆ かーしー

わーり（そうめんを売って下さい）。【同】「し

ゃうみん」。

しょーみんずる [ɕoːmindzɿru]［名］〔しょーみ⸣
んずるまい...〕素麺汁。そうめん汁。焼き魚を
「だし」にするのが一般的だった。【同】「しゃう

みんずる」。

しょーみんばく [ɕoːminbaku]［名］〔しょーみ⸣
んばくまい...〕素麺箱。そうめん箱。そうめん
の入った箱。製糖時には箱のまま買った。【同】

「しゃうみんばく」。

しょーみんぶっとぅる [ɕoːminbutturu]［名］〔し
ょーみ⸣んぶっとぅるまい...〕茹でた素麺を油
で炒めたもの。【同】「しゃうみんぶっとぅる」。

【類】「ちゃんぷる」。

しょーむぬ [ɕoːmunu]［名］〔しょーむぬまい...〕
正物。本物。本人。にせものでないもの。【例】

くぬ ピとー しょーむぬ（この人は正に本人

だ）。【同】「しゃうむぬ」。

しょーや ねーん [ɕoːja neːn]［連語］常識がない。
分別のつかないこと。またその人。忘れものを

すること。【例】しょーや ねーん むぬイ゚ー（わ
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しょーゆー

けの分からないことを言う）。【同】「しゃうや

ねーん」。

しょーゆー [ɕoːjuː]［名］〔しょーゆ⸣ーまい...〕醤
油。【例】しょーゆーゆ かうが（醤油を買いに

行く）。

しょしょ [ɕoɕo]［名］〔しょ⸣しょまい...〕処暑。
二十四節気の一つ。8月 24日頃。

しょった [ɕotta]［擬］すべる様子。【例】しょっ
たてぃー まるびー（しょったと転んだ）。【同】

「しゅった」。

しょったしょった [ɕottaɕotta]［擬］〔しょったし
ょったてぃー...〕すべる様子。

しょったみかす [ɕottamikasɿ]［動 I類 c型］〔し
ょったみかしー、しょったみかしゃん〕滑りや

すくする。

しょったみキ゚ [ɕottamikɿ]［動 I類 c型］〔しょっ
たみきー、しょったみかん〕滑りやすい。

しょっふぁしょっふぁ [ɕoffaɕoffa]［擬］渚の潮
の音。潮騒。波打ち際の波の音。

しら [ɕira]［名］〔し⸣らまい...〕お産。出産。分
娩。【類】「うしゃん」。

しらいな [ɕiraina]［名］〔し⸣らいなまい...〕子犬
を産んだばかりの犬。子犬を連れている親犬。

しらいリ゚ [ɕiraiɭ]［動 II類 a型］〔しらいー、しら
いん〕できる。可能である。【例】しらいどぅ

す（できる）。ぬーまい しらいん（何もできな

い）。【類】「しらりリ゚」。

しらうす [ɕirausɿ]［名］〔し⸣らうすまい...〕子牛
を生んだばかりの牛。子牛を連れている親牛。

しらがしゃうみん [ɕiragaɕaumin]［名］〔しら⸣が
しゃうみんまい...〕しらがそうめん。【同】「し
らがしょーみん」。

しらがしょーみん [ɕiragaɕoːmin]［名］〔しら⸣が
しょーみんまい...〕しらがそうめん。【同】「し
らがしゃうみん」。

しらだむぬ [ɕiradamunu]［名］〔し⸣らだむぬま
い...〕お産のときの産婦を温める薪。〈やらう
ぎー〉の生の木を準備した。

しらどぅリ゚ [ɕiraduɭ]［名］〔し⸣らどぅリ゚まい...〕
ひなを守る親鶏。ひなを連れている鶏。子連れ

の鶏。人が近づくと威嚇した。

しらにか [ɕiranika]［名］〔し⸣らにかまい...〕子猫
を生んだばかりの猫。子猫を連れている親猫。

しらにつ [ɕiranitsɿ]［名］〔し⸣らにつまい...〕産
褥熱。産婦の熱。

しらぬーま [ɕiranuːma]［名］〔し⸣らぬーままい...〕
子馬を生んだばかりの馬。子馬を連れている親

馬。

しらび [ɕirabi]［名］〔しらびま⸣い...〕調べ。【同】
「すらび」。

しらびぐとぅ [ɕirabigutu]［名］調べ事。調査。【同】
「すらびぐとぅ」。

しらびリ゚ [ɕirabiɭ]［動 II類 c型］〔しらびー、し
らびん〕調べる。【同】「すらびリ゚」。

しらぴんだ [ɕirapinda]［名］〔し⸣らぴんだまい...〕
子山羊を産んだばかりの山羊。子山羊を連れて

いる親山羊。

しらみず [ɕiramidzɿ]［名］〔し⸣らみずまい...〕初
湯。うぶゆ。湯を沸かして、たらいに入れ、赤

ちゃんの頭髪、顔、胴体を洗う。

しらやー [ɕirajaː]［名］〔し⸣らやーまい...〕お産
のある家。

しらやヴヴぃ [ɕirajavvi]［名］〔しらやヴ⸣ヴぃま
い...〕赤ちゃんが生まれて間もなく死ぬこと。
【例】しらやヴヴぃやらび（生まれて間もなく

亡くなった赤ちゃん）。

しらゆーじゅ [ɕirajuːdʑu]［名］〔し⸣らゆーじゅ
まい...〕お産の祝い。誕生祝い。【類】「しらよ
ーイ゚」。

しらよーイ゚ [ɕirajoːɿ]［名］〔し⸣らよーイ゚まい...〕
誕生祝い。誕生 4日目に行う。朝早く浜の〈な
ぐらし〉を採り、〈ムな〉（にら）を炊き、吸い

物を造る。【類】「くからふ」。「しらゆーじゅ」。

「ゆかしゃうずばり」。

しらりリ゚ [ɕirariɭ]［動 II類 a型］〔しらりー、しら
りん〕できる。可能である。【類】「しらいリ゚」。

しらわー [ɕiraʋaː]［名］〔し⸣らわーまい...〕子豚
を生んだばかりの豚。子豚を連れている親豚。

しる [ɕiru]［名］〔しるまい...〕城。首里城。中城
城跡。今帰仁城跡。座喜味城跡。勝連城跡。【類】

「ぐすく」。

しるムばい [ɕirumbai]［名］〔しるムば⸣いまい...〕
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しんしー

城奪い。陣取り遊び。二組に分かれて陣地を作

り、一人づつ陣地を離れ、その人をまえにかか

り、陣地内に入ると負けとする。男の子の遊

び。

しろませいあん [ɕiromaseian]［名］〔しろ⸣ませい
あんまい...〕城間正安。人頭税廃止運動の中心
人物。那覇出身。

しわ [ɕiʋa]［名］〔しわまい...〕世話。世話するこ
と。【例】しわすな（世話をするな。世話の必

要ないこと）。やムピとぅぬ しわう すー（病

人の世話をする。病人を看護する）。

しわ [ɕiʋa]［名］心配。不安。【例】しわすな（心
配するな）。しわうてーん しー ぶリ゚（心配ば

かりしている）。

しわ [ɕiʋa]［名］〔しわまい...〕皮ふのしわ。顔の
しわ。布や衣服のしわは「ピだ」。

しわ すーや あまリ゚ [ɕiʋa sɿːja amaɭ]［連語］案
ずるほどではない。

しわぐとぅ [ɕiʋagutu]［名］〔しわぐとぅまい...〕
心配事。不安になること。

しん [ɕin]［助数］〜銭。お金を数える単位。【例】
いっしん（一銭）。なんしん（何銭）。

しん [ɕin]［名］〔し⸣んまい...〕千。【例】しんい
ん（千円）。しんにん（千人）。しんから（千匹）。

なんじんにん（何千人）。

しん [ɕin]［名］〔しんまい...〕舟。船。【例】まー
らんしん（やんばる船）。きかいしん（機械船）。

ぽんぽんしん（焼玉エンジンの船）。

しん [ɕin]［名］〔し⸣んまい...〕芯。ランプやろう
そくの火をつける部分。【例】とぅーずム（灯心

のランプの芯）。しんゆ つム（芽を摘む）。い

んぴつぬ しん（鉛筆の芯）。

しん [ɕin]［名］〔し⸣んまい...〕線。高校生の制
服の白線。運動会の白線。【例】かビん しんゆ

ピキ゚（紙に線を引く）。

しん [ɕin]［名］〔し⸣んまい...〕栓・びんなどの口
を密封するのに使用するもの。【例】ビんぬ し

ん（瓶の栓）。

じん [dʑin]［名］〔じんま⸣い...〕銭。ぜに。金銭。
【例】ぐまじん（小さい金）。かにじん（硬貨）。

かビじん（紙幣）。【類】「じんかに」。

じん [dʑin]［名］〔じ⸣んまい...〕膳。料理を乗せ
る台。またその上の料理。【類】「うじん」。

じん [dʑin]［名］〔じんま⸣い...〕油。おつゆ鍋に
浮かぶ油。【例】ムまイ゚ズぉー じんゆ ふつど

ぅす（美味しい魚は玉のような油が浮く）。

しんか [ɕinka]［名］〔しん⸣かまい...〕臣下。部下。
人夫。仲間。【例】きうぬ しんかー いつたー

リ゚（今日の人夫は 5人）。【同】「すんか」。
しんかい [ɕinkai]［名］〔しんか⸣いまい...〕心海。
心海上人のこと。人名。和尚。1695年多良間へ
の流刑。村史参照。

じんかに [dʑinkani]［名］〔じんか⸣にまい...〕銭
金。金銭。【例】じんかにう まうきリ゚（お金を

儲ける）。

じんかビ [dʑinkabɿ]［名］〔じんか⸣ビまい...〕銭
紙。

じんからす [dʑinkarasɿ]［名］〔じんから⸣すまい...〕
金貸し。金を貸すこと。

じんかリ゚ [dʑinkaɭ]［名］〔じんか⸣リ゚まい...〕借金。
借金すること。【例】じんかリ゚が まーリ゚（借金

するために歩きまわる）。

しんぎり [ɕingiri]［名］〔し⸣んぎりまい...〕千切
り。大根の千切り。干し大根。

じんぐーる [dʑinguːru]［名］〔じんぐー⸣るまい...〕
独楽の一種。糸を巻きつけて投げてまわす。

じんぐーるまーす [dʑinguːrumaːsɿ]［名］〔じんぐ
ー⸣るまーすまい...〕陣独楽回し。独楽回し遊
び。【同】「ずんぐーるまーす」。

じんぐき [dʑinguki]［名］〔じんぐ⸣きまい...〕紙
銭を焼く桶。

しんくつ [ɕinkutsɿ]［名］〔しんく⸣つまい...〕洗
骨。埋葬した後に遺骨を洗い清めること。

じんぐとぅ [dʑingutu]［名］〔じんぐとぅまい...。
じんぐ⸣とぅまい...〕金にまつわること。金銭
問題。

じんぐり [dʑinguri]［名］〔じんぐ⸣りまい...〕金
を細かくすること。金をくずす。両替。【例】い

んとぅ どるぬ じんぐり（円とドルの両替）。

じんざい [dʑindzai]［名］〔じんざ⸣いまい...〕ぜ
んざい。お汁粉。

しんしー [ɕinɕiː]［名］〔しんし⸣ーまい...〕先生。
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しんじくム

教師。学識の高い人に言う。

しんじくム [ɕindʑikum]［動 I類 c型］〔しんじく
みー、しんじくまん〕信じ込む。【例】ぱなす

う しんじくム（話を信じ込む）。

しんしつしゃーリ゚ [ɕinɕitsɿɕaːɭ]［形］〔しんしつ
⸣しゃまい...〕親切。【例】しんしつな ピとぅ

（親切な人）。しんしつん ならーす（親切に教

える）。

しんじむぬ [ɕindʑimunu]［名］〔しんじむぬま
い...〕信者。宗教を信仰する人。【例】かムしん
じむぬ（神を崇める人）。

じんしゃんみん [dʑinɕanmin]［名］〔じんしゃん
み⸣んまい...〕銭勘定。金の計算。

しんじゅ [ɕindʑu]［名］〔しん⸣じゅまい...〕先祖。
その家の先祖の代々。

しんじゅがなす [ɕindʑuganasɿ]［名］〔しんじゅが
な⸣すまい...〕先祖様。先祖を敬う言葉。

しんじリ゚ [ɕindʑiɭ]［動 II類 a型］〔しんじー、し
んじん〕信じる。疑わない。

しんじリ゚ [ɕindʑiɭ]［動 II類 a型］〔しんじー、し
んじん〕煎じる。【例】やとぅーふつう しんじ

ー ぬみ（よもぎを煎じて飲みなさい）。

しんず [ɕindzɿ]［名］〔しんずまい...〕煎じ汁。
しんぞー [ɕindzoː]［名］〔しんぞ⸣ーまい...〕心臓。
幼児語としては「うどぅるキ゚がま」という。【類】

「ばしゃなリ゚」。

じんたうじー [dʑintaudʑiː]［名］〔じんた⸣うじー
まい...〕人頭税。1637年から 1903年の間、15
歳から 50歳までに課せられた税。【同】「じん
とーじー」。【類】「にんたうじー」。「にんとー

じー」。

しんたく [ɕintaku]［名］〔しんた⸣くまい...〕洗濯。
【例】たらいんどぅ しんたくーばー すー（た

らいに洗濯をばやる）。【類】「キ゚んあるー」。

しんたく [ɕintaku]［名］〔しんた⸣くまい...〕選
択。二つ以上のものから選ぶこと。【例】いで

ぃうが しんたく しゅーずー（どれを選ぶか）。

【類】「いらビ」。

しんたくいた [ɕintakuita]［名］〔しんた⸣くいた
まい...〕洗濯板。表面にでこぼこのある板。

じんたば [dʑintaba]［名］〔じんた⸣ばまい...〕銭

束。札束。紙幣の束になったもの。

しんだん [ɕindan]［名］［植］〔しんだ⸣んまい...〕
せんだん。

しんだんぎー [ɕindangiː]［名］［植］〔しんだ⸣ん
ぎーまい...〕せんだんの木。

しんちょー [ɕintɕoː]［名］〔し⸣んちょーまい...〕
船⻑。船頭。【同】「しぇんちょー」。【類】「しん

どぅー」。

しんてぃ [ɕinti]［名］〔しん⸣てぃまい...〕千年。千
年間。

じんでぃまー [dʑindimaː]［名］〔じんでぃま⸣ー
まい...〕現金による支払い。手間賃。

しんどぅー [ɕinduː]［名］〔しんどぅ⸣ーまい...〕船
頭。

じんとぅリ゚ [dʑintuɭ]［名］〔じんとぅ⸣リ゚まい...〕
陣取り。遊びの一つ。

じんとーじー [dʑintoːdʑiː]［名］〔じんと⸣ーじー
まい...〕人頭税。1637年から 1903年の間、15
歳から 50歳までに課せられた税。【同】「じん
たうじー」。【類】「にんたうじー」。「にんとー

じー」。

じんぬ まーや あリ゚ [dʑinnu maːja aɭ]［連語］金
の力。高い値段の物は価値がある。

じんぬぬつ [dʑinnunutsɿ]［名］〔じんぬぬ⸣つま
い...〕銭の命。予算以上の買い物をするときの
言い方。

しんびつ [ɕinbitsɿ]［名］〔しんび⸣つまい...〕餞
別。旅に行く人に激励する意味の金銭をあげる

こと。

じんふくる [dʑinfukuru]［名］〔じんふく⸣るま
い...〕銭袋。財布。

じんふつ [dʑinfutsɿ]［名］〔じんふ⸣つまい...〕魚
の煮汁に油が浮かぶこと。高級魚に見られる。

じんふつ [dʑinfutsɿ]［名］〔じんふ⸣つまい...〕銭
打ち。紙銭を作ること。丸印のついた木を紙銭

用紙に打つこと。

じんふて [dʑinfute]［名］〔じんふ⸣てまい...〕薬指
のこと。赤ちゃんをあやすときのことば。「う

いび」参照。

じんぶん [dʑinbun]［名］〔じんぶ⸣んまい...〕知
恵。分別。機転。才気。弁えること。
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じんもーき

じんまうき [dʑinmauki]［名］〔じんまう⸣きまい...〕
金儲け。【例】やまとぅんけー じんまうきが

（日本本土へ出稼ぎ）。【同】「じんもーき」。

じんむつ [dʑinmutsɿ]［名］〔じんむつまい...。じ
んむ⸣つまい...〕金持。

しんむつだい [ɕinmutsɿdai]［名］〔しんむつだ⸣い
まい...。しんむ⸣つだいまい...〕進物台。葬式の
ときに使われる、茶、塩、香などを乗せるため

の台。

しんめーなび [ɕinmeːnabi]［名］〔しんめ⸣ーなび
まい...〕四枚鍋。大型の鍋。

じんもーき [dʑinmoːki]［名］〔じんもー⸣きまい...〕
金儲け。【同】「じんまうき」。
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す

̶ す ̶

す [sɿ]［終］〜ます。丁寧語の終助詞。文末に付
き聞き手に対して丁寧を表わす。沖縄語の〈さ

い〉（〜ます）、古語の〈しられ〉（申し上げる）

などと同源であると思われる。宮古本島にも昭

和初期頃まで使われていた記述がある。現在は

全く使わない。⺟音が発音されず、無声音であ

る。【例】すつうぷなかうばー しぇいだいん

しー ぶリ゚すだいす（スツウプナカをば星団に

しているわけです）。うーあみぬ っふぃーど

ぅ やなみつん なりー ぶリ゚なーす（大雨が降

って悪い道になっていますなあ）。

すいよー [sɿijoː]［名］〔すいよ⸣ーまい...〕水曜日。
すー [sɿː]［名］〔すーまい...〕汁。【例】ムすー（味
噌汁）。ゆでぃずー（茹で汁）。すたムすー（こ

ぼした汁）。

すー [sɿː]［名］〔すーまい...〕巣。【例】とぅリ゚ぬ
すー（鶏の巣）。すーかキ゚（巣作り）。

すー [sɿː]［名］〔すーまい...〕酢。【例】すーしょ
ーゆー（酢醤油）。

すー [sɿː]［動変則 a型］〔しー、しゅん〕する。や
る。行う。【例】すーかちぇーん（しながら。や

りながら）。すーがつな（しながら。やりなが

ら）。すーかちぇーな（しながら。やりながら）。

ぱるー すーかちぇーな（農業をしながら）。す

たリ゚（やった。終わった）。あんしー すたリ゚

（そのようにやった）。

すー [sɿː]［動 I類 a型］〔っすぃー、っさん〕知
る。【例】うれーとぅム っさんな（それさえ知

らないのか）。かぬ しゅーや かながいぬ く

とぅーばー ムーな っすぃーどぅ わーりーリ゚

（あのおじいさんは昔のことを全部しっていら

っしゃる）。

すー [sɿː]［動 I類 c型］〔っすぃー、っさん〕磨
る。擦る。【例】すーとぅギ（皮を擦りむく）。

すー [sɿː]［動 I類 c型］〔っすぃー、っさん〕刷
る。印刷する。【例】ふんゆ すーぐまた（本を

印刷するべきだ）。

ずー [dzɿː]［接尾］〜するつもりだ。〜するよ。〜し
よう。意志接辞。【例】いかずー（行くよ）。ゆ

イ゚うから ふぁーず（先に晩ご飯を食べよう）。

ずー [dzɿː]［名］〔ず⸣ーまい...〕字。文字。文章。
【例】ずーゆム（本を読むこと）。ずーかキ゚（字

を書くこと）。かなずー（かな文字）。

ずー [dzɿː]［名］〔ず⸣ーまい...〕地。土地。地面。
地べた。畑。【例】ずーん びーる（地面に座り

なさい）。

ずヴ [dzɿv]［名］〔ず⸣ヴまい...〕髄。中心の部分。
大切な部分。脳髄。

ずヴ [dzɿv]［名］〔ず⸣ヴまい...〕木の芯。そてつ
の芯は食用になる。中心的な役割。【例】かれ

ー ピとぅぬ ずヴ（彼は中心人物だ）。

すーあい [sɿːai]［名］〔すーあいまい...〕酢和え。
酢の和え物。

すーあな [sɿːana]［名］〔すーあ⸣なまい...〕巣穴。
蛸や魚の住み家。【類】「あでぃく」。「あでぃ

ふ」。

すヴヴィ゚ [sɿvvɿ]［動 I類 c型］〔すヴヴぃー、す
ヴヴぁん〕ちぢんでいる葉を広げる。【例】あ

だんぬ ぱーう すヴヴィ゚（あだんの葉のちぢ

みを広げる）。

すヴヴィ゚ [sɿvvɿ]［動 I類 c型］〔すヴヴぃー、す
ヴヴぁん〕なぐる。たたく。【例】あうだきし

ー すヴヴィ゚（⻘竹でなぐる）。

すヴヴぃリ゚ [sɿvviɭ]［動 II類 c型］〔すヴヴぃー、
すヴヴぃん〕すっぱくなる。

ずーが [dzɿːga]［連語］〜しようか。【例】ぬーゆ
が しゅーずーが（何をやろうか）。

すーかキ゚ [sɿːkakɿ]［動 I類 c型］〔すーかきー、す
ーかかん〕散らかる。【例】すーかキ゚やー（整

頓されていない家）。

ずーかキ゚ [dzɿːkakɿ]［名］〔ず⸣ーかキ゚まい...〕字
書き。字を書くこと。勉強すること。学問をす

ること。

すーかきリ゚ [sɿːkakiɭ]［動 II類 c型］〔すーかきー、
すーかきん〕仕事をやり始める。
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すーぬくリ゚

ずーかけ [dzɿːkake]［名］〔ず⸣ーかけまい...〕字が
得意な人。知識のある人。学問のすぐれた人。

ずーかでぃ [dzɿːkadi]［名］〔ずーか⸣でぃまい...〕
畑を耕すこと。昔、鍬を使った。今はトラクタ

ー。

ずーかでぃあぐ [dzɿːkadiagu]［名］〔ず⸣ーかでぃ
あぐまい...〕畑を耕す人夫。

ずーかでぃぶい [dzɿːkadibui]［名］〔ず⸣ーかでぃ
ぶいまい...〕畑を耕して賃金をもらうこと。

すーぐな [sɿːguna]［名］〔すーぐなまい...〕やる
人。手伝う人。仕事の分担。

すーぐまリ゚ [sɿːgumaɭ]［名］〔すーぐま⸣リ゚まい...〕
巣籠り。鶏が抱卵すること。鶏の巣ごもりは約

20日間で孵化する。
すーぐりしゃーリ゚ [sɿːguriɕaːɭ]［形］〔すーぐり⸣し
ゃまい...〕やりにくい。難しい。仕事の難しい
こと。

すヴしゃーリ゚[sɿvɕaːɭ]［形］〔すヴ⸣しゃまい...〕す
っぱい。【例】ムみぶしぬ すヴしゃぬ（梅干し

のすっぱいこと）。

ずーしゃず [dzɿːɕadzɿ]［名］〔ず⸣ーしゃずまい...〕
地佐事。平⺠から地税を徴集する係。

すーじゅーしゃーリ゚ [sɿːdʑuːɕaːɭ]［形］〔すーじゅ
ーしゃまい...〕仕事に強い。仕事が達者である。

すーじゅーしゃーリ゚ [sɿːdʑuːɕaːɭ]［形］〔すーじゅ
ー⸣しゃまい...〕酢強い。（食べ物は）酢が濃い。

すーじょーゆー [sɿːdʑoːjuː]［名］〔すーじょーゆ⸣
ーまい...〕酢醤油。

すーす [sɿːsɿ]［名］〔すー⸣すまい...〕しし。肉（赤
身）のこと。

すーす [sɿːsɿ]［名］〔すー⸣すまい...〕獅子。【例】
すーすぶーギ（獅子舞）。

すーずき [sɿːdzɿki]［名］〔すーずきまい...。すー
ず⸣きまい...〕酢漬け。

ずーすキ゚ [dzɿːsɿkɿ]［名］〔ず⸣ーすキ゚まい...〕地鋤。
畑を馬耕すること。今はトラクターで鋤く。

ずーすキ゚でぃまー [dzɿːsɿkɿdimaː]［名］〔ずー⸣す
キ゚でぃまーまい...〕畑を耕した手間賃。

すーすたム [sɿːsɿtam]［名］〔すーすた⸣ムまい...〕
汁を鍋からこぼすこと。いもを煮た汁をこぼす

こと。

すーすぬ みー [sɿːsɿnu miː]［名］〔すーす⸣ぬみー
⸢まい...〕獅子舞の演奏曲。

すーすぶーギ [sɿːsɿbuːgɿ]［名］〔すー⸣すぶーギま
い...〕獅子舞いを誘導する芸人。

ずーだい [dzɿːdai]［名］〔ず⸣ーだいまい...〕地代
金。畑を売買した代金。

すーたリ゚ [sɿːtaɭ]［動 I類 c型］〔すーたりー、す
ーたらん〕汁がしたたる。汁がしたたること。

すーたり゚むぬ [sɿːtari゚munu]［名］〔すーたり゚む⸣ぬ
まい...〕汁や水でぬれているもの。

すーつっふィ゚ [sɿːtsɿffɿ]［名］〔すーつっ⸣ふィ゚ま
い...〕巣作り。鳥類の巣作り。

すーとぅギ [sɿːtugɿ]［動 I 類 c 型］〔すーとぅぎ
ー、すーとぅがん〕擦過する。転んで皮ふを擦

りむく。【類】「すーぱギ」。

すーなうす [sɿːnausɿ]［動 I類 a型］〔すーなうし
ー、すーなうしゃん〕やり直す。【同】「すーの

ーす」。

すーなぎな [sɿːnagina]［連語］知っているくせに。
【例】すーなぎなまい ならーしゃん（知ってい

るくせに教えない）。

すーにリ゚ [sɿːniɭ]［動 I類 c型］〔すーにりー、す
ーにらん〕擦り練る。練る込む。

ずーにん [dzɿːnin]［名］〔ず⸣ーにん...〕地方。三
味線演奏をする人達。八月おどり参照。

ずーにんじゃー [dzɿːnindʑaː]［名］〔ず⸣ーにんじ
ゃーまい...〕三線座。地謡座。地謡担当。

ずーぬ ぬす [dzɿːnu nusɿ]［名］〔ずー⸣ぬぬす⸢ま
い...〕地主。土地の所有者。

ずーぬ みー [dzɿːnu miː]［名］〔ずー⸣ぬみー⸢ま
い...〕地中。地下。畑の中。【例】ずーぬ みー

んかてーん（畑仕事ばかり）。

すーぬくす [sɿːnukusɿ]［動 I類 c型］〔すーぬく
しー、すーぬくしゃん〕やり残す。【例】ふし

ゃとぅリ゚る すーぬくしー（草取りをやり残し

た）。

すーぬくリ゚ [sɿːnukuɭ]［動 I 類］〔すーぬくりー、
すーぬくらん〕〔すーぬくリ゚まい...〕やり残る。
やるのが残る。【例】ヴヴぁが すーぬくリ゚（君

のやり残しだ）。かすかどぅ すーぬくリ゚たリ゚

（あれだけやるのが残った）。
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すーのーす

すーのーす [sɿːnoːsɿ]［動 I類 a型］〔すーのーし
ー、すーのーしゃん〕やり直す。【同】「すーな

うす」。

すーぱギ [sɿːpagɿ]［動 I類 c型］〔すーぱぎー、す
ーぱがん〕擦りむく。【例】まるびー すーぱぎ

ー ねーん（転んで擦りむいてしまった）。【類】

「すーとぅギ」。「すーぷギ」。

ずーぱぎ [dzɿːpagi]［名］〔ずーぱ⸣ぎまい...〕畑
がやせること。やせた畑になること。【例】か

リ゚が ぱろー ずーぱぎー ぶリ゚（彼の畑はやせ

地になっている）。【類】「ぱぎずー」。

ずーぱぎリ゚ [dzɿːpagiɭ]［動 II類 c型］〔ずーぱぎ
ー、ずーぱぎん〕頭髪がはげる。

ずーぱぎリ゚ [dzɿːpagiɭ]［動 II類 c型］〔ずーぱぎ
ー、ずーぱぎん〕畑がやせる。やせた畑になる。

すーふかす [sɿːfukasɿ]［動 I類 c型］〔すーふかし
ー、すーふかしゃん〕知りつくす。何でも分か

る。

すーぷギ [sɿːpugɿ]［動 I類 c型］〔すーぷぎー、す
ーぷがん〕擦りむく。皮ふを擦りむく。【類】「す

ーとぅギ」。「すーぱギ」。

すーふしゃがリ゚ [sɿːfuɕagaɭ]［動 I類 c型］〔すー
ふしゃがりー、すーふしゃがらん〕隙間がない。

散らかる。足の踏み場もない。

すーぶすしゃーリ゚ [sɿːbusɿɕaːɭ]［形］〔すーぶす⸣し
ゃまい...〕したい。やりたい。やる意欲。【例】
すーぶっしゃーリ゚（やりたいなあ）。

すーぶすむぬ [sɿːbusɿmunu]［名］〔すーぶすむ⸣
ぬまい...〕やりたいもの。【例】すーぶすむの
ー ぬーが（やりたいものは何か）。

すーふつ [sɿːfutsɿ]［名］〔すーふつまい...〕仕事
をやりかけている所。

すーべー [sɿːbeː]［名］〔すーべ⸣ーまい...〕擦る係。
墨を擦る人。背中を擦る人。【例】すムゆ すー

べー（墨を擦る係）。すりばちん すーべー（す

り鉢に擦る係）。

すーべー [sɿːbeː]［名］〔すーべーまい...〕仕事の
係。仕事人。職人。【例】かたずきう すーべー

（片付けの係）。

すーべーしゃーリ゚ [sɿːbeːɕaːɭ]［形］〔すーべーしゃ
まい...〕仕事の早い人。手際よい人。【例】ぬー

まい すーべーピとぅ（何をさせても早い人）。

すーまーす [sɿːmaːsɿ]［動 I類 a型］〔すーまーし
ー、すーまーしゃん〕やり残す。仕事をやり残

す。

ずームなか [dzɿːmnaka]［名］〔ずームな⸣かまい...〕
土地のまん中。畑のまん中。【例】ずームなか

ぬ とぅムばら（畑のまん中の岩）。

すヴむぬ [sɿvmunu]［名］〔すヴむ⸣ぬまい...〕す
っぱいもの。すっぱい味のもの。【例】なまふ

ぬーや すヴむぬどー（生のみかんはすっぱい

よ）。

すーめー [sɿːmeː]［名］〔すーめーまい...〕やり勝
負。何か競争すること。【例】えーぐー すーめ

ー（歌の勝負）。

すーや ねーん [sɿːja neːn]［連語］潮がない。干
潮のこと。瀬が干あがっていること。

すーやヴヴィ゚ [sɿːjavvɿ]［動 I類 a型］〔すーやヴ
ヴぃー、すーやヴヴぁん〕しそこなう。失敗す

る。仕損じる。

すーやすしゃーリ゚ [sɿːjasɿɕaːɭ]［形］〔すーやす⸣し
ゃまい...〕やりやすい。簡単。【例】ぶどぅリ゚ら
すーやすどー（踊りは簡単だ）。

すーやすしゃーリ゚ [sɿːjasɿɕaːɭ]［形］〔すーやす⸣し
ゃまい...〕知りやすい。理解しやすい。【例】す
ーやすむんだい（分かりやすい問題）。

すーやな [sɿːjana]［名］〔すーや⸣なまい...〕雨の
⻑降り。⻑雨にうんざりするときに言う。【例】

まいにつ すーやな ありー すぐとー しらい

ん（雨ばかり降って仕事はできない）。

すーり [sɿːri]［名］〔すー⸣りまい...〕排便を溜め
る所。また、その汚物のこと。水肥。下肥。人

糞尿。

すーりかたみ [sɿːrikatami]［名］〔すー⸣りかたみ
まい...〕水肥（下肥）を担ぐこと。

すーりたぐ [sɿːritagu]［名］〔すー⸣りたぐまい...〕
水肥（下肥）を入れる桶。

すーりだみ [sɿːridami]［名］〔すー⸣りだみまい...〕
便所の汚物を溜める所。

すーんなす [sɿːnnasɿ]［動 I類 c型］〔すーんなし
ー、すーんなしゃん〕こなごなにする。だめに

なす。無駄なことをやってしまう。【例】だう
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すがリ゚

ゆ すーん なしー（道具を不用物にしてしま

った）。

すかいす [sɿkaisɿ]［動 I類 a型］〔すかいしー、す
かいしゃん〕仕返す。やり直す。報復する。【例】

すかいすな（仕返しをするな）。

すかいっとぅ [sɿkaittu]［副］たっぷり。満腹した
時に言う。【例】すかいっとぅ ふぇーった（満

足するまで食べた）。

すかいリ゚ [sɿkaiɭ]［動 II類 a型］〔すかいー、す
かいん〕くくる。しばる。かける。【例】あでぃ

まーう すかいリ゚（たすきをくくる）。にむつう

すかいリ゚（荷物をくくる）。

すかいリ゚ [sɿkaiɭ]［動 II類 a型］〔すかいー、すか
いん〕押し返される。勝負に負けていく。【例】

くーるまーすん すかいリ゚（駒回し遊びに押し

返される）。【同】「すかりリ゚」。

すかきリ゚ [sɿkakiɭ]［動 II類 a型］〔すかきー、す
かきん〕けんかをしかける。ふっかける。【例】

ぴんだー すかきった（山羊はけんかをふっか

けた）。

すかきリ゚ [sɿkakiɭ]［動 II類 a型］〔すかきー、す
かきん〕仕掛ける。仕事を始める。【例】じょ

ー すかきる（さぁ、仕事を始めよう）。

すかしゃいリ゚ [sɿkaɕaiɭ]［動 II 類 c 型］〔すかし
ゃいー、すかしゃいん〕騙される。【例】すか

しゃいー ねーん（だまされてしまった）。【同】

「すかしゃりリ゚」。

すかしゃりリ゚ [sɿkaɕariɭ]［動 II類 c型］〔すかし
ゃりー、すかしゃりん〕騙される。【同】「すか

しゃいリ゚」。

すかす [sɿkasɿ]［動 I類 c型］〔すかしー、すかし
ゃん〕だます。【例】すかし（だましなさい）。

すかしった（だました）。

すかす [sɿkasɿ]［動 I類 a型］〔すかしー、すかし
ゃん〕畑を鋤かす。耕させる。耕してもらう。

【例】すかし（鋤かしなさい）。すかしった（鋤

かせた）。

すかす [sɿkasɿ]［動 I類 a型］〔すかしー、すかし
ゃん〕髪をすかす。梳かす。梳かしてもらう。

【例】すかし（梳かしなさい）。すかしった（梳

かせた）。

すかた [sɿkata]［名］〔すか⸣たまい...〕仕方。や
り方。方法。【例】すかたぬ ばリ゚ら（やりかた

が悪い）。

すがた [sɿgata]［名］〔すが⸣たまい...〕姿。容姿。
性格。人となり。

すかたー ならん [sɿkataː naran]［連語］仕方な
い。しょうがない。【例】ぬーが しらいリ゚、す

かたー ならん（何ができようか、仕方ない）。

【類】「すかたーねーん」。

すかたー ねーん [sɿkataː neːn]［連語］仕方ない。
しょうがない。【類】「すかたーならん」。

すかたしゃーリ゚ [sɿkataɕaːɭ]［形］〔すかた⸣しゃま
い...〕不潔。【例】すかたむぬ（不潔者）。

すかたむぬ [sɿkatamunu]［名］〔すか⸣たむぬま
い...〕不潔者。【類】「なばだりむぬ」。「ふきつ
むぬ」。

すかたリ゚ [sɿkataɭ]［動 I類 c型］〔すかたりー、す
かたらん〕ただれる。皮ふがただれる。皮ふが

たるむ。

すかたリ゚ [sɿkataɭ]［動 I類 c型］〔すかたりー、す
かたらん〕だらしない。洋服がだらしない。【例】

すかたリ゚ふくー きー ぶリ゚（よれよれの服を

着ている）。

すかま [sɿkama]［名］〔すか⸣ままい...〕仕事。【例】
すかまー ねーん（仕事がない）。

すかま [sɿkama]［名］〔すかま⸣んまい...〕昼どき。
真昼。【例】きうぬ すかま（今日の昼時）。

すかまギん [sɿkamagɿn]［名］〔すか⸣まギんまい...〕
仕事着。

すかまだーり [sɿkamadaːri]［名］〔すかまだー⸣り
まい...〕わずらわしいこと。手間どること。貴
重な時間を費やすこと。【類】「すぐとぅだー

り」。「すくつだーり」。

すかまだーりリ゚ [sɿkamadaːriɭ]［動 II類 c型］〔す
かまだーりー、すかまだーりん〕わずらわしい。

手間どる。貴重な時間を費やす。【類】「すぐと

ぅだーりリ゚」。「すくつだーりリ゚」。

すかリ゚ [sɿkaɭ]［動 I類 c型］〔すかりー、すから
ん〕縄でしばる。縄をかける。【例】にーゆ す

かリ゚（荷に縄をかける）。

すがリ゚ [sɿgaɭ]［動 I類 c型］〔すがりー、すがら
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ん〕くってかかる。【例】すがりー えー ぶリ゚

（くってかかってけんかしている）。

すかりリ゚[sɿkariɭ]［動 II類 a型］〔すかりー、すか
りん〕押し返される。勝負に負けていく。【同】

「すかいリ゚」。

すキ゚ [sɿkɿ]［動 I類 c型］〔すきー、すかん〕鋤く。
馬耕する。畑を耕す。開墾する。【例】ずーす

キ゚（畑を耕す）。

すキ゚ [sɿkɿ]［動 I類 c型］〔すきー、すかん〕押し
返す。陣盗り遊びで相手を押し返すこと。【例】

すキ゚ぐーる（押し返す独楽まわし遊び）。

すキ゚ [sɿkɿ]［動 I 類 c 型］〔すきー、すかん〕網
で魚を掬い取る。または、手で水を掬い取る。

【例】しゅふすキ゚（あいごの稚魚を獲る）。

すキ゚ [sɿkɿ]［動 I類 c型］〔すきー、すかん〕敷く。
【例】むっすぅー すキ゚（むしろを敷く）。ぐざ

う すキ゚ぐまた（ござを敷くべきだ）。

すキ゚ [sɿkɿ]［動 I類 c型］〔すきー、すかん〕梳く。
【例】あかう ふすにー すキ゚（髪を櫛で梳く）。

すキ゚ [sɿkɿ]［動 I類 c型］〔すきー、すかん〕好く。
好む。好き。【例】かるー すキ゚ば すムむぬー

（彼を好きになればよいものを）。

すギ [sɿgɿ]［動 I類 c型］〔すぎー、すがん〕かじ
る。ねずみが木をかじる。

すぎ [sɿgi]［名］［植］〔すぎまい...〕すげ。草本。
杉ではない。

すぎ [sɿgi]［名］杉。杉板。材木の杉。
すキ゚ー [sɿkɿː]［名］［魚］〔すキ゚⸣ーまい...〕なまこ。
なまこの総称。

すキ゚ー [sɿkɿː]［名］〔すキ゚⸣ーまい...〕敷居。
すキ゚ー [sɿkɿː]［名］〔すキ゚⸣ーまい...〕敷居。部屋
を仕切る戸の通りをよくする溝のある横木の

こと。【同】「しきー」。

すキ゚うくす [sɿkɿukusɿ]［動 I類 c型］〔すキ゚うく
しー、すキ゚うくしゃん〕鋤きおこす。【例】と

らくたーしー すキ゚ うくす（トラクターで鋤

きおこす）。

すキ゚ぐーる [sɿkɿguːru]［名］〔すキ゚ぐー⸣るまい...〕
陣取り遊びの独楽まわし。独楽回しの競争。【類】

「くーるまーす」。

すキ゚くるす [sɿkɿkurusɿ]［動 I類 a型］〔すキ゚くる

しー、すキ゚くるしゃん〕ひき殺す。

すキ゚た [sɿkɿta]［名］〔すキ゚⸣たまい...〕大人用の
おしめ。

すキ゚た [sɿkɿta]［名］〔すキ゚⸣たまい...〕鍋の下に
敷く丸く作ったもの。

すきなふ [sɿkinafu]［名］〔すきなふまい...〕手伝
い。【例】きうや キ゚だリ゚ぬ すきなふ すが（今

日は祭りの手伝いをしに行く）。

すキ゚なみリ゚ [sɿkɿnamiɭ]［動 II類 a型］〔すキ゚なみ
ー、すキ゚なみん〕敷き並べる。運動場にシート

を敷き並べる。

すキ゚に [sɿkɿni]［名］〔すキ゚にまい...〕敷き寝。畜
舎に敷く乾草。

すキ゚ふに [sɿkɿfuni]［名］〔すキ゚ふにまい...〕くば
の葉を船に見立てて乗り、もう一人が引っぱる

遊び。

すきぶん [sɿkibun]［名］〔すきぶ⸣んまい...〕供え
盆。仏壇に供える盆。供えるための料理。

すキ゚まー [sɿkɿmaː]［名］〔すキ゚まーまい...〕畑の
耕し残った部分。耕し残した所。

すキ゚まー [sɿkɿmaː]［名］〔すキ゚まーまい...〕敷く
ための余地。敷く間のこと。

すキ゚むぬ [sɿkɿmunu]［名］〔すキ゚むぬまい...。すキ゚
む⸣ぬまい...〕敷き物。ゴザ。むしろ。シート。
昔は広い木の葉。

すキ゚めー [sɿkɿmeː]［名］〔すキ゚めーまい...〕陣地
の取り勝負。押しあい。【類】「すキ゚ぐーる」。

すきリ゚[sɿkiɭ]［動 I類 c型］〔すきりー、すきらん〕
仕切る。区切る。【例】じゃーう すきリ゚（部屋

を仕切る）。【類】「しきリ゚」。

すきリ゚ [sɿkiɭ]［動 II 類 a 型］〔すきー、すきん〕
供える。仏壇に供えものをする。【例】あしゃ

ぶんゆ すきリ゚（朝の料理を供える）。【類】「ヴ

ぇーしリ゚」。

すきリ゚ [sɿkiɭ]［動 II 類 a 型］〔すきー、すきん〕
年上の人に贈る。年上の人に差し上げる。

すぎリ゚[sɿgiɭ]［動 II類 a型］〔すぎー、すぎん〕す
げる。取りつける。【例】でぃーう すぎリ゚（柄

をつける）。

すぎリ゚ [sɿgiɭ]［動 II類 c型］〔すぎー、すぎん〕過
ぎる。【例】すぎー ねーん（過ぎてしまった）。
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ずぎリ゚ [dzɿgiɭ]［名］〔ずぎリ゚まい...〕竹の筒。茶
入れ。茶筒。

ずきん [dzɿkin]［名］〔ずき⸣んまい...〕頭巾。頭
の被り物。

すぐ [sɿgu]［副］直ぐ。直ちに。【例】すぐ くー

ずー（直ぐに来る）。【類】「あかなま」。

ずぐーる [dzɿguːru]［名］〔ずぐー⸣るまい...〕木
のコマを地面に回して遊ぶ。

すぐす [sɿgusɿ]［動 I類 c型］〔すぐしー、すぐし
ゃん〕過ごす。【例】たらまん すぐす（多良間

に過ごす）。

すくつ [sɿkutsɿ]［名］〔すくつまい...〕仕事。【類】
「すかま」。「すぐとぅ」。

すくつしゃーリ゚ [sɿkutsɿɕaːɭ]［形］〔すくつ⸣しゃ
まい...〕粗末。粗末なこと。粗末にする。物を
大事にしない。【例】ふーむぬー すくつ すー

（食べ物を粗末にする）。

すくつだーり [sɿkutsɿdaːri]［名］〔すくつだー⸣り
まい...〕わずらわしいこと。手間どること。貴
重な時間を費やすこと。【類】「すかまだーり」。

「すぐとぅだーり」。

すくつだーりリ゚ [sɿkutsɿdaːriɭ]［動 II類 c型］〔す
くつだーりー、すくつだーりん〕わずらわしい。

手間どる。貴重な時間を費やす。【類】「すかま

だーりリ゚」。「すぐとぅだーりリ゚」。

すぐとぅ [sɿgutu]［名］〔すぐとぅまい...〕仕事。
【例】すぐとぅーばー すぐとぅぬどぅ ならー

す（仕事は仕事が教える）。【類】「すかま」。「す

くつ」。

すぐとぅギん [sɿgutugɿn]［名］〔すぐとぅギんま
い...〕仕事着。野良着。

すぐとぅだーり [sɿgutudaːri]［名］〔すぐとぅだ
ーりまい...〕わずらわしいこと。手間どること。
貴重な時間を費やすこと。【類】「すかまだー

り」。「すくつだーり」。

すぐとぅだーりリ゚[sɿgutudaːriɭ]［動 II類 c型］〔す
ぐとぅだーりー、すぐとぅだーりん〕わずらわ

しい。手間どる。貴重な時間を費やす。【類】「す

かまだーりリ゚」。「すくつだーりリ゚」。

すぐなま [sɿgunama]［副］直ちに今。【例】すぐ
なま ぱりー くー（直ちに走って来なさい）。

【類】「あかなま」。

すぐまリ゚ [sɿgumaɭ]［動 I 類 c 型］〔すぐまりー、
すぐまらん〕巣籠る。鶏の抱卵。【同】「すぐむ

リ゚」。

すくム [sɿkum]［名］〔すくムまい...〕予行。八月
おどりの予行練習のこと。試行。

すくム [sɿkum]［動 I 類 c 型］〔すくみー、すく
まん〕仕込む。技術を仕込む。味噌を仕込む。

【例】ぶどぅリ゚る しくム（踊りを仕込む）。

すぐむリ゚ [sɿgumuɭ]［動 I類 c型］〔すぐむりー、
すぐむらん〕巣籠る。鶏の抱卵。【同】「すぐま

リ゚」。

すぐり [sɿguri]［名］〔すぐ⸣りまい...〕優れるこ
と。優秀であること。【例】すぐりっふぁ（優

秀な子）。

すぐりしゃに [sɿguriɕani]［名］〔すぐりしゃ⸣に
まい...〕優れ血統。優れ系統。【類】「すぐりた
に」。「すぐりしゃにピキ゚」。「すぐりピキ゚」。「す

ぐりピキ゚たに」。

すぐりしゃにピキ゚ [sɿguriɕanipɿkɿ]［名］〔すぐり
しゃにピキ゚まい...。すぐりしゃにピ⸣キ゚まい...〕
優れ血統。優れ系統。【類】「すぐりたに」。「す

ぐりたにピキ゚」。「すぐりしゃに」。「すぐりピキ゚

」。

すぐりたに [sɿguritani]［名］〔すぐりたにまい...。
すぐりた⸣にまい...〕優れ血統。優れ系統。【例】
かぬ やーや すぐりたに（あの家はすぐれ系

統だ）。【類】「すぐりしゃに」。「すぐりしゃに

ピキ゚」。「すぐりピキ゚」。「すぐりピキ゚たに」。

すぐりたにピキ゚ [sɿguritanipɿkɿ]［名］〔すぐりた
にピ⸣キ゚まい...〕優れ血統。優れ系統。【類】「す
ぐりたに」。「すぐりしゃに」。「すぐりしゃにピ

キ゚」。「すぐりピキ゚」。

すぐりつーしゃに [sɿguritsɿːɕani]［名］〔すぐりつ
ーしゃにまい...。すぐりつーしゃ⸣にまい...〕優
れ血統。優れ系統。

すぐりつーたに [sɿguritsɿːtani]［名］〔すぐりつー
た⸣にまい...〕優れ血統。優れ系統。

すぐりピキ゚ [sɿguripɿkɿ]［名］〔すぐりピ⸣キ゚まい...〕
優れ血統。優れ系統。【類】「すぐりたに」。「す

ぐりしゃに」。「すぐりしゃにピキ゚」。「すぐりピ
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キ゚たに」。

すぐりピとぅ [sɿguripɿtu]［名］〔すぐりピとぅま
い...。すぐりピ⸣とぅまい...〕優れ者。優れた人。
優秀な人。【例】たらまんや すぐりピとぅぬ

たばりーリ゚（多良間にはすぐれ者が多い）。【類】

「すぐりむぬ」。

すぐりむぬ [sɿgurimunu]［名］〔すぐりむぬまい...。
すぐりむ⸣ぬまい...〕優れ者。優秀な者。傑物。
【類】「すぐりピとぅ」。

すぐりリ゚ [sɿguriɭ]［動 II類 c型］〔すぐりー、す
ぐりん〕優れる。優秀である。秀でる。

すけーす [sɿkeːsɿ]［動 I類 a型］〔すけーしー、す
けーしゃん〕散らかす。散らす。車の荷を落と

して散らかす。

すけーリ゚ [sɿkeːɭ]［動 I類 a型］〔すけーりー、す
けーらん〕散らかる。【例】かでぃん ふかいー

すけーりリ゚（風に吹かれて散らかる）。

すけーリ゚ [sɿkeːɭ]［動 I類 a型］〔すけーりー、す
けーらん〕騒ぐ。物騒ぎする。【例】っすぅイ゚

う しー すけーりーリ゚（だだをこねて騒いで

いる）。

すこーリ゚ [sɿkoːɭ]［動 I類 a型］〔すこーりー、す
こーらん〕準備する。用意する。支度する。【例】

ヴぇーしむぬー すこーリ゚（供えものを準備す

る）。

ずさん [dzɿsan]［名］〔ずさんまい...〕持参。【例】
びんとーずさん（弁当持参）。

すじ [sɿdʑi]［名］〔すじまい...〕条（すじ）。【例】
すじまキ゚（条を作って種子を播く）。【同】「す

ず」。

すじまキ゚ [sɿdʑimakɿ]［名］〔すじま⸣キ゚まい...〕播
種の方法。条を作って播くこと。条播き。【同】

「すずまキ゚」。

すじゅいり [sɿdʑuiri]［名］〔すじゅい⸣りまい...〕
四升入れのかめ。

すじゅーくにつ [sɿdʑuːkunitsɿ]［名］〔すじゅーく
につまい...〕四十九日。死後七日（なんか）の
七回目の法事。【同】「しじゅーくにつ」。

すす [sɿsɿ]［名］〔すすまい...〕煤。鍋の底の黒いよ
ごれ。煙によって家の中にできる黒いよごれ。

すず [sɿdzɿ]［助数］〜筋。繊維の数え方。【例】ぶ

ーゆ ふたすず ピにリ゚（麻糸を 2本撚る）。
すず [sɿdzɿ]［助数］〜本。本数の数え方。【例】す
っじゃぬ ふたすず（さとうきびの二本）。ムー

ぬ ふたすず（いもづる 2本）。
すず [sɿdzɿ]［名］〔すずまい...〕粒。米粒。粟粒。
穀物の種子を数えるときに言う。【例】あみす

ず（雨粒。小雨）。

すず [sɿdzɿ]［名］〔す⸣ずまい...〕筋。条。【例】す
ずまキ゚（条を作って種子を播く）。【同】「すじ」。

すず [sɿdzɿ]［名］〔す⸣ずまい...〕茎。つる。【例】
ぶーギすず（さとうきびの茎）。ムーぎーぬ す

ず（いもづる）。

すず [sɿdzɿ]［名］［魚］〔すずまい...〕だつ。
すず [sɿdzɿ]［名］〔すずまい...〕鈴。
すずかしゃーリ゚ [sɿdzɿkaɕaːɭ]［形］〔すずか⸣しゃ
まい...〕静か。静かな状態。

すずかす [sɿdzɿkasɿ]［動 I類 a型］〔すずかしー、
すずかしゃん〕沈める。【類】「すずみリ゚」。

すずかむぬ [sɿdzɿkamunu]［名］〔すずかむ⸣ぬま
い...〕静かなこと。子供たちが静かにしている
光景。【例】ゆーどぅりんや すずかむぬ（夕凪

には静かだ）。

すずキ゚ [sɿdzɿkɿ]［動 I類 c型］〔すずきー、すず
かん〕退く。

すずキ゚ [sɿdzɿkɿ]［動 I類 c型］〔すずきー、すず
かん〕沈む。隠れる。【例】すずきー みーらい

ん（沈んで見えない）。【類】「すずム」。

ずずキ゚ [dzɿdzɿkɿ]［動 I類 c型］〔ずずきー、ずず
かん〕頭つく。頭をつきあわせる。赤ちゃんと

⺟のスキンシップ。

すずキ゚すぃ [sɿdzɿkɿsi]［名］〔すずキ゚⸣すぃまい...〕
雨の止むこと。片時の晴れ間。雨あがり。

すずキ゚すぃリ゚ [sɿdzɿkɿsiɭ]［動 II類 c型］〔すずキ゚
すぃー、すずキ゚すぃん〕雨が止む。片時晴れる。

雨があがる。

すすだリ゚ [sɿsɿdaɭ]［動 II 類 c 型］〔すすだりー、
すすだりん〕鍋のすすで汚れる。鍋のすすで手

や顔や衣服が汚れる。【同】「すすだりリ゚」。

すすだり [sɿsɿdari]［名］〔すすだりまい...〕鍋の
すすで汚れること。鍋のすすで手や顔や衣服が

汚れること。
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すたぐー

すすだりリ゚ [sɿsɿdariɭ]［動 II類 c型］〔すすだり
ー、すすだりん〕鍋のすすで汚れる。鍋のすす

で手や顔や衣服が汚れる。【同】「すすだリ゚」。

すずにー [sɿdzɿniː]［名］〔すずに⸣ーまい...〕芋を
そのままの状態で煮ること。

すずにームー [sɿdzɿniːmm]［名］〔すずに⸣ームー
まい...〕炊いた芋。

すずまキ゚ [sɿdzɿmakɿ]［名］〔すずま⸣キ゚まい...〕播
種の方法。条を作って播くこと。条播き。【同】

「すじまキ゚」。

すすます [sɿsɿmasɿ]［動 I 類 c 型］〔すすましー、
すすましゃん〕進ます。進める。【例】すぐとぅ

ー すすます（仕事を進める）。まいんけー す

すます（前に進める）。

すずます [sɿdzɿmasɿ]［動 I類 a型］〔すずましー、
すずましゃん〕沈ませる。沈める。

すずまリ゚ [sɿdzɿmaɭ]［動 I類 c型］〔すずまりー、
すずまらん〕静まる。静かになる。止む。【例】

かでー すずまりった（風は止んだ）。かムなリ゚

ら すずまりー（雷は止んだ）。

すすみリ゚ [sɿsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔すすみー、す
すみん〕勧める。促す。【例】むぬふーゆ すす

みリ゚（食事を勧める）。

すずみリ゚ [sɿdzɿmiɭ]［動 II類 c型］〔すずみー、す
ずみん〕しまっておく。大切に片づけること。

【例】ふゆむぬー すずみリ゚（冬物を片付ける）。

すずみリ゚ [sɿdzɿmiɭ]［動 II類 a型］〔すずみー、す
ずみん〕沈める。【例】いしう すずみー うみ

たてぃリ゚（石を沈めて埋めさせる）。【類】「す

ずかす」。

すずム [sɿdzɿm]［動 I類 a型］〔すずみー、すず
まん〕沈む。【例】すずまん（沈まない）。すず

みー とぅビ（沈んでいく）。【類】「すずキ゚」。

すずむぬ [sɿdzɿmunu]［名］〔すずむぬまい...〕粒
物。穀類のこと。【例】すずむぬぬ かみ（穀類

を入れるかめ）。

すずリ゚ [sɿdzɿɭ]［名］〔すず⸣リ゚まい...〕硯。墨を擦
る道具。

すずりぶた [sɿdzɿributa]［名］〔すずりぶ⸣たまい...〕
かまばこ・豆腐・昆布・てんぷらの四種類をス

ツウプナカの当日神に供える料理。

すた [sɿta]［名］〔すたまい...〕下。下方。下位。
【類】「すたーら」。

すた [sɿta]［名］〔すたまい...〕舌。
すたあギ [sɿtaagɿ]［名］〔すたあギまい...〕下あ
ご。

すだーすだ [sɿdaːsɿda]［重複］とても涼しいこと。
すたーでぃ [sɿtaːdi]［名］〔すたーでぃまい...〕風
下。下方。【例】かでぃすたーでぃんけー ふに

う ぱらすな（風下へ向けて船を走らせるな）。

すたーら [sɿtaːra]［名］〔すたーらまい...〕下の方。
下層。【例】すたーらん うつき（下に置きなさ

い）。すたーらう みー あリ゚き（下を見て歩き

なさい）。【類】「すた」。

すたーらぬ やー [sɿtaːranu jaː]［名］〔すたーら
ぬや⸣ーまい...〕低い所の家。隣の家が低い土
地にあること。

すたーらばた [sɿtaːrabata]［名］〔すたーらばたま
い...〕下腹部。【例】すたーらばたぬ やム（下

腹部が痛い）。

すたい [sɿtai]［感］ほめことば。できたぞ。すば
らしいぞ。【例】すたい、ばーれ（でかしたぞ、

よい子だ）。【同】「したい」。

すだい [sɿdai]［名］〔すだいまい...〕次第。【例】す
だいん うぽーぷ なリ゚（次第に大きくなる）。

すだいん [sɿdain]［連語］次第に。
すたうい [sɿtaui]［名］〔すたういまい...〕下上。
下も上も。平等。【例】すたういや ねーんどー

（人の世には下も上もないよ）。

すたうき [sɿtauki]［名］〔すたうきまい...〕下請
け。下請け仕事。下請け工事。

すたがう [sɿtagau]［動 I類 a型］〔すたけげー、す
たがーん〕従う。【例】きみリ゚くとぅんや すた

がうどぅす（決めたことには従う）。【同】「す

たぐー」。「すたごー」。

すだかでぃ [sɿdakadi]［名］〔すだかでぃまい...〕
涼風。【例】きーぬ すたぬ すだすかでぃ（木

の下の涼しい風）。

すたギ [sɿtagɿ]［名］〔すたギまい...〕下着。肌着。
【例】すたギう あるー（下着を洗う）。

すたぐー [sɿtaguː]［動 I類 a型］〔すたげー、す
たがーん〕従う。
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すたぐくる

すたぐくる [sɿtagukuru]［名］〔すたぐくるまい...〕
下心。ひそかなもくろみ。野心。【例】かれー

すたぐくるー むてぃーリ゚（彼は下心がある）。

すたじぇーふ [sɿtadʑeːfu]［名］〔すたじぇーふま
い...〕大工の見習い。

すたしゃ [sɿtaɕa]［名］〔すた⸣しゃまい...〕夫の
父。義父。呼称としては言わない。「すとぅま」

参照。【類】「すたしゃうや」。

すだしゃ [sɿdaɕa]［名］〔すだ⸣しゃまい...〕涼し
さ。

すたしゃーリ゚ [sɿtaɕaːɭ]［形］〔すたしゃまい...〕や
りたい。したい。希望を表わす。

すだしゃーリ゚ [sɿdaɕaːɭ]［形］〔すだ⸣しゃまい...〕
涼しい。【例】すだしゃぬ（とても涼しいこと）。

きーぬ すたー すだーすむぬ（木の下は涼し

い）。

すたしゃうや [sɿtaɕauja]［名］〔すた⸣しゃうやま
い...〕夫の父。義父。【類】「すたしゃ」。

すたしらび [sɿtaɕirabi]［名］〔すたしらびまい...〕
下調べ。前もって調査すること。

すだす [sɿdasɿ]［動 I類 c型］〔すだしー、すだし
ゃん〕巣出す。ひなをかえす。孵化させる。【例】

くがう すだす（卵を孵化させる）。

すだす [sɿdasɿ]［動 I類 c型］〔すだしー、すだし
ゃん〕脱皮させる。

すだす [sɿdasɿ]［動 I類 c型］〔すだしー、すだし
ゃん〕火を消す。電灯を消す。【例】とぅーリ゚る

すだし（ランプを消しなさい）。

すたずかい [sɿtadzɿkai]［名］〔すたずかいまい...。
すたずか⸣いまい...〕下使い。下働き。雑事に働
く人。【例】すたずかいからどぅ うぷしゃ な

リ゚（下働きから成⻑する）。

すたずキ゚ [sɿtadzɿkɿ]［名］〔すたずキ゚まい...。すた
ず⸣キ゚まい...〕下敷。字を書くのに紙の下に敷く
もの。ざるの下に敷くもの。

すたすた [sɿtasɿta]［擬］〔すたすたてぃー...〕早
いこと。仕事の早いことに言う。

すたすば [sɿtasɿba]［名］〔すたす⸣ばまい...。すた
すばまい...〕下くちびる。【例】すたすばう か

みー 「ヴ」ゆ イ゚ー（下くちびるを噛んで「ヴ」

の発音をする）。

すたずム [sɿtadzɿm]［名］〔すたずムまい...〕下積
み。能力が認められずに下働きすること。

すたたか [sɿtataka]［副］したたか。ひどく。強
く。厳しく。激しく。【例】すたたか イ゚ズぁい

ー（ひどく叱られた）。

すただん [sɿtadan]［名］〔すただんまい...〕下司。
「あだんやぬあず」の一節にある。【例】すただ

んぬ ばう（下司の女傑）。

すたっぱ [sɿtappa]［名］〔すたっ⸣ぱまい...〕下っ
端。身分や地位の低いこと。【例】すたっぱむ

ぬ（下働き者）。

すたてぃー [sɿtatiː]［副］急いで。【例】すたてぃ
ー しゅだ（急いでしなさい）。すたてぃー ふ

ぁい（早く食べなさい）。

すたてぃなうす [sɿtatinausɿ]［動 I類 c型］〔すた
てぃなうしー、すたてぃなうしゃん〕仕立て直

す。【例】ふくー すたてぃなうす（洋服を仕立

て直す）。

すたてぃリ゚ [sɿtatiɭ]［動 II類 a型］〔すたてぃー、
すたてぃん〕こぼす。【例】たらいぬ みずう

すたてぃリ゚（たらいの水をこぼす）。ふーぬく

リ゚る すたてぃリ゚（残飯をこぼして捨てる）。

すたてぃリ゚ [sɿtatiɭ]［動 II類 a型］〔すたてぃー、
すたてぃん〕仕立てる。【例】ふくー すたてぃ

リ゚（服を仕立てる）。

すたどぅリ゚ [sɿtaduɭ]［名］〔すたどぅリ゚まい...〕下
取り。【例】くるまう すたどぅリ゚ すみたリ゚（車

を下取りさせた）。

すたなム [sɿtanam]［名］〔すたな⸣ムまい...〕舌で
なめる。舌なめずり。

すたなムめ [sɿtanamme]［名］〔すたなム⸣めま
い...〕舌をなめるくせの人。

すたぬ だん [sɿtanu dan]［名］〔すたぬだ⸣んま
い...〕下の段。【例】すたぬ だんがみ うりる

（下の段まで下りなさい）。

すたぬリ゚ [sɿtanuɭ]［名］〔すたぬリ゚まい...〕下塗
り。下地を塗ること。【例】ぺんきぬ すたぬリ゚

（ペンキ゚の下塗り）。

すたば [sɿtaba]［名］〔すたばまい...〕下葉。下の
方の葉。【同】「すたばー」。

すたばー [sɿtabaː]［名］〔すたばーまい...〕下の
230



すっじゃ

⻭。

すたばー [sɿtabaː]［名］〔すたばーまい...〕下葉。
下の方の葉。【例】たばくぬ すたばー（たばこ

の下葉）。【同】「すたば」。

すたばた [sɿtabata]［名］〔すたばたまい...〕下腹。
下腹部。【例】すたばたぬ いでぃリ゚（下腹部が

出ている）。

すたばたらキ゚ [sɿtabatarakɿ]［名］〔すたばたらキ゚
まい...。すたばたら⸣キ゚まい...〕下働き。目立た
ない働き。

すたばらイ゚ [sɿtabaraɿ]［名］〔すたばら⸣イ゚まい...〕
白い⻭を見せて人を馬鹿にするような笑い方。

すたばるー [sɿtabaruː]［名］〔すたばるーまい...。
すたばる⸣ーまい...〕うすら笑い。白い⻭を見
せて人を馬鹿にするような笑い方。

すたふ [sɿtafu]［名］〔すた⸣ふまい...〕支度。準
備。八月おどりの支度座。おどりの衣装。

すたふキ゚ [sɿtafukɿ]［動 I類］〔すたふきー、すた
ふかん〕〔すたふキ゚まい...〕下向く。うつむく。
人に見られたくない負の思考。

すたふキ゚まーリ゚ [sɿtafukɿmaːɭ]［名］〔すたふキ゚ま
ーリ゚まい...。すたふキ゚まー⸣リ゚まい...〕人に見え
ないようにこそこそ歩きまわる。

すたふキ゚むぬ [sɿtafukɿmunu]［名］〔すたふキ゚む
ぬまい...。すたふキ゚む⸣ぬまい...〕自分一人の生
活をすること。他人と付き合いのない者。

すたふじゃー [sɿtafudʑaː]［名］〔すたふじゃ⸣ー
まい...〕八月おどりの身支度の担当。衣装係の
座。

すだま [sɿdama]［名］［植］〔すだ⸣ままい...〕じゅ
ずだま。野生でじゅず玉のような実をつける。

実を糸に貫いて女の子が遊ぶ。

すだまぎー [sɿdamagiː]［名］［植］〔すだまぎ⸣ー
まい...〕木の一種。

すだます [sɿdamasɿ]［動 I類 c型］〔すだましー、
すだましゃん〕涼ませる。涼しくする。

すたみ [sɿtami]［名］〔すた⸣みまい...〕下見。前
もって調べること。下検分。【例】しきじょー

ぬ すたみ（式場の下見）。

すだみ [sɿdami]［名］〔すだ⸣みまい...〕涼み。涼を
求めること。【例】みなかん すだみ すー（庭

に涼みをとる）。

すたム [sɿtam]［動 I類 c型］〔すたみー、すたま
ん〕こぼす。水や汁をこぼす。【例】ムーぬ す

ーう すたム（いもの煮汁をこぼす）。

すたム [sɿtam]［感］やった。やるべきことを終
わったときに言う。【例】すぐとー すたムどー

（仕事はやったぞ）。

すだム [sɿdam]［動 I類 c型］〔すだみー、すだま
ん〕涼む。木の陰に涼む。

すたやく [sɿtajaku]［名］〔すたやくまい...〕下役。
下級の役人。琉球王朝の島役人。

すたゆだ [sɿtajuda]［名］〔すたゆだまい...〕下枝。
【例】すたゆだう うらす（下枝を切る）。

すたら [sɿtara]［擬］〔すたらてぃー...〕すべって
転ぶときの様子。急に倒れる様。すってんころ

り。

すたらみかす [sɿtaramikasɿ]［動 I類 c型］〔すた
らみかしー、すたらみかしゃん〕滑らして転ば

せる。

すたらみキ゚ [sɿtaramikɿ]［動 I類 c型］〔すたらみ
きー、すたらみかん〕滑って転ぶ。

すたリ゚ [sɿtaɭ]［動 II 類 c 型］〔すたー、すたん〕
廃れる。【例】なーぬ すたリ゚（名前が廃れる）。

すまふつぬ すたりリ゚（島ことばが廃れる）。

すだリ゚[sɿdaɭ]［名］〔すだ⸣リ゚まい...〕簾（すだれ）。
すつ [sɿtsɿ]［名］〔す⸣つまい...〕節。時節。時期。
その頃。【例】しーとーぬ すつ（製糖時期）。

すつうぷなか [sɿtsɿupunaka]［名］〔すつうぷな⸣
かまい...〕豊年祈願祭。節祭り。村史参照。

すつき [sɿtsɿki]［名］〔すつきまい...。すつきま⸣
い...〕躾け。【例】すつきぬ よーしゃーリ゚（躾

けが弱い）。

すつきリ゚ [sɿtsɿkiɭ]［動 II類 a型］〔すつきー、す
つきん〕躾ける。叱る。なぐる。特訓する。【例】

すつきる（しつけよ）。くぬ やらべー すつき

らいん（この子は手に負えない）。

すつキ゚んキ゚ [sɿtsɿkɿnkɿ]［動 I類 a型］〔すつキ゚んき
ー、すつキ゚んかん〕いじめる。強くしつける。

すっじゃ [sɿddʑa]［名］［植］〔すっ⸣じゃまい...〕
さとうきび。イネ科の植物。砂糖の原料。多良

間の特産物。【類】「ぶーギ」。
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すっじゃうい

すっじゃうい [sɿddʑaui]［名］〔すっ⸣じゃういま
い...〕さとうきびの植え付け。条を作って節の
ついた茎を植える。

すっじゃぐる [sɿddʑaguru]［名］〔すっ⸣じゃぐる
まい...〕サトウキビの搾りかす。

すっじゃす [sɿddʑasɿ]［動 I類 c型］〔すっじゃし
ー、すっじゃしゃん〕煎じる。【例】やとぅーふ

つう すっじゃす（よもぎを煎じる）。【類】「す

っずー」。

すっじゃなギ [sɿddʑanagɿ]［名］〔すっ⸣じゃなギ
まい...〕さとうきびの収穫。さとうきびを手刈
りする。今はハーベスターも使用する。

すっじゃらす [sɿddʑarasɿ]［動 I類 c型］〔すっじ
ゃらしー、すっじゃらしゃん〕濡らす。床を濡

らすときに言う。

すっじゃリ゚ [sɿddʑaɭ]［名］〔すっじゃ⸣リ゚まい...〕
水たまり。湿り。濡れている所。【例】すっじ

ゃリ゚んか ぱギう あるー（水たまりに足を洗

う）。

すっじゃリ゚ [sɿddʑaɭ]［動 I類 c型］〔すっじゃり
ー、すっじゃらん〕ぬれる。【例】すっじゃり

った（濡れた）。

すっずー [sɿddzɿː]［動 I類 c型］〔すっじー、す
っじゃん〕煎じる。【例】やとぅーふつう すっ

ずー（よもぎを煎じる）。【類】「すっじゃす」。

すったふり [sɿttafuri]［名］〔すったふ⸣りまい...〕
知ったかぶり。知らないのに知っているような

ふりをする。

すっピー [sɿppɿː]［動 I類 c型］〔すっピしー、す
っピしゃん〕吸う。液体を吸う。【同】「すピー」。

すっふィ゚ [sɿffɿ]［動 I類 c型］〔すっふぃー、すっ
ふぁん〕すくう。網ですくう。手ですくう。

すつみず [sɿtsɿmidzɿ]［名］〔すつみ⸣ずまい...〕ス
ツウプナカの若水。

すてぃあム [sɿtiam]［名］〔すてぃあムまい...。す
てぃあ⸣ムまい...〕網を前日にしかけて翌日揚
げる漁のこと。

すてぃー うキ゚ [sɿtiː ukɿ]［連語］あきらめる。止
める。【例】がくむんや すてぃー うき（学問

は止めなさい）。【類】「すてぃーうつキ゚」。

すてぃー うつキ゚[sɿtiː utsɿkɿ]［連語］あきらめる。

止める。【例】かぬ すぐとぅー すてぃー う

つき（あの仕事はやるな）。【類】「すてぃーう

キ゚」。

すてぃかー [sɿtikaː]［接続］すると...。したら...。
【例】あんしー すてぃかー だいずどー（そう

したら大変だよ）。

すでぃかいリ゚ [sɿdikaiɭ]［動 I類 c型］〔すでぃか
いりー、すでぃかいらん〕蛇が脱皮する。若返

る。

すでぃがぷー [sɿdigapuː]［名］〔すでぃがぷ⸣ーま
い...〕ありがとう。感謝すること。お礼のこと
ば。【例】やぐみ すでぃがぷー（まことに感謝

に耐えない）。

すでぃがぷー [sɿdigapuː]［名］〔すでぃがぷ⸣ーま
い...〕結婚。女性の家へ男性側が感謝を伝える。

すてぃがら [sɿtigara]［名］〔すてぃが⸣らまい...〕
捨てかす。ゴミ。不用物。

すでぃがら [sɿdigara]［名］〔すでぃが⸣らまい...〕
孵化した卵の殻。脱けがら。蛇の抜け殻。【類】

「すでぃぐー」。

すてぃじゃん [sɿtidʑan]［名］〔すてぃじゃんま
い...。すてぃじゃ⸣んまい...〕物を粗末にするこ
と。ほったらかし。【例】すてぃじゃんゆ し

ー ぷどぅわーすたリ゚（ほったらかしにして育

てた）。

すてぃずー [sɿtidzɿː]［名］〔すてぃずーまい...〕捨
て釣り。魚の穴に釣針を置いたままにしておく

漁のしかた。

すてぃだい [sɿtidai]［名］〔すてぃだいまい...〕捨
て値。安い値段。【例】すてぃだいにー かうた

リ゚（安値で買った）。【類】「やすだい」。

すでぃみず [sɿdimidzɿ]［名］〔すでぃみ⸣ずまい...〕
若返り水。スツウプナカの最終日の朝、各家庭

で〈にーじゅーがギな〉（力芝）の上に水浴び

をする。健康を祈願する。【類】「ばかみず」。

すでぃムー [sɿdimm]［名］〔すでぃム⸣ーまい...〕
⻑い時間に栄養分がなくなったいも。食用にな

らない。炭水化物のないいものこと。

すてぃむぬ [sɿtimunu]［名］〔すてぃむぬまい...〕
捨て物。値うちのないもの。価値のないもの。

落としもの。遺失物。
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すとぅりリ゚

すてぃリ゚ [sɿtiɭ]［動 II類 a型］〔すてぃー、すて
ぃん〕捨てる。【例】すてぃんな（捨てるな）。

うるーばー すてぃる（それは捨てなさい）。

すでぃリ゚ [sɿdiɭ]［動 II類 c型］〔すでぃー、すで
ぃん〕脱皮する。

すでぃリ゚ [sɿdiɭ]［動 II類 c型］〔すでぃー、すで
ぃん〕孵化する。卵からかえる。【例】すでぃ

がた（孵化間近）。すでぃった（孵化した）。

すでーがキ゚ [sɿdeːgakɿ]［名］〔すでーが⸣キ゚まい...〕
次第書。八月おどりの出演の順番を書いたも

の。

すでーリ゚ [sɿdeːɭ]［動 I類 c型］〔すでーりー、す
でーらん〕鈴なりに実る。たわわに実る。【例】

ずまみぬ すでーりリ゚（落花生が鈴なりになっ

ている）。

ずとぅ [dzɿtu]［名］〔ず⸣とぅまい...〕地頭。琉球
国時代の役人。

すとぅうや [sɿtuuja]［名］〔すとぅう⸣やまい...〕
義父。夫や妻の父。

すとぅがつ [sɿtugatsɿ]［名］〔す⸣とぅがつ⸢まい...〕
旧盆。先祖を迎えて三日間三食を備える行事。

村史参照。【類】「うぶん」。

すとぅギ [sɿtugɿ]［動 I類 c型］〔すとぅぎー、す
とぅがん〕なぐる。馬を鞭打つ。人にも言う。

【例】ぬーまう すとぅぎー ぱらす（馬を鞭打

って走らせる）。

すとぅとぅ [sɿtutu]［名］［魚］〔すとぅ⸣とぅま
い...〕はりせんぼん。【類】「あばしゃ」。

すとぅとぅリ゚ [sɿtutuɭ]［名］［鳥］〔すとぅとぅ⸣
リ゚まい...〕白鳥。しらさぎ。さぎの仲間。

すとぅにリ゚ [sɿtuniɭ]［動 II類 c型］〔すとぅにー、
すとぅにん〕仕留める。たたきつける。【例】す

まう とぅりー すとぅにリ゚（相撲をとってた

たきつける）。

すとぅま [sɿtuma]［名］〔すとぅ⸣ままい...〕姑。夫
の⺟。義⺟。呼称としては言わない。【類】「す

とぅまあんな」。「すとぅまムま」。

すとぅまあんな [sɿtumaanna]［名］〔すとぅ⸣まあ
んなまい...〕姑。夫の⺟。義⺟。呼称としては
言わない。【類】「すとぅま」。「すとぅまムま」。

すとぅまびらイ゚ [sɿtumabiraɿ]［名］〔すとぅまび

ら⸣イ゚まい...。すとぅ⸣まびらイ゚まい...〕嫁と姑
の付き合い。

すとぅまムま [sɿtumamma]［名］〔すとぅ⸣まムま
まい...〕姑。夫の⺟。義⺟。呼称としては言わ
ない。【類】「すとぅま」。「すとぅまあんな」。

すとぅム [sɿtum]［名］〔すとぅ⸣ムまい...〕すだ
れ。屋根の下地になるすすきを編んだもの。

すとぅむてぃ [sɿtumuti]［名］〔すとぅむ⸣てぃま
い...〕朝。夜明け。夜が明けてしばらく。【例】
すとぅむてぃゆしゃらび（朝と夕方）。【類】「ゆ

ーあき」。

すとぅむてぃじゅー [sɿtumutidʑuː]［名］〔すとぅ
むてぃじゅーまい...〕朝の潮時。月半ばの頃の
潮時。【類】「ぺーしゅ」。

すとぅむてぃずキ゚ [sɿtumutidzɿkɿ]［名］〔すとぅ
むてぃず⸣キ゚まい...〕朝の月。残月。有明の月。
【類】「しゃーかずキ゚」。「しぇーかずキ゚」。

すとぅむてぃぬ かず [sɿtumutinu kadzɿ]［連語］
朝ごと。毎朝。【例】すとぅむてぃぬ かず え

ー ぶリ゚（毎朝けんかしている）。

すとぅむてぃぺーし [sɿtumutipeːɕi]［連語］朝早
く。早朝。【例】すとぅむてぃぺーし ふしゃか

リ゚（朝早く草刈に行く）。

すとぅむてぃやき [sɿtumutijaki]［名］〔すとぅむ
てぃや⸣きまい...〕朝焼け。雨の兆候と言われ
る。

すとぅムま [sɿtumma]［名］〔す⸣とぅムままい...〕
義⺟。

すとぅらす [sɿturasɿ]［動 I類 c型］〔すとぅらし
ー、すとぅらしゃん〕潤す。しめらす。畑を雨

が潤す。濡らす。【例】きうぬ あめー すとぅ

らしー（今日の雨は畑を潤した）。

すとぅリ゚ [sɿtuɭ]［動 I類 c型］〔すとぅりー、す
とぅらん〕潤う。畑が雨で潤う。畑に入れない

ほどの潤い。【例】キ゚んぬ すとぅリ゚（衣服がず

ぶぬれになる）。

すとぅリ゚あみ [sɿtuɭami]［名］〔すとぅリ゚あ⸣みま
い...〕大雨。畑に入れないほどの大雨。豪雨。

すとぅりリ゚ [sɿturiɭ]［動 II類 c型］〔すとぅりー、
すとぅりん〕雨にずぶ濡れる。大雨のために畑

に入れられない状態になる。
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ずどーん

ずどーん [dzɿdoːn]［擬］射撃の音。地響きするよ
うな音。【例】ずどーんがずどーんてぃー なり

ー ぶたリ゚（しきりにドカンと鳴っていた）。

ずどーん [dzɿdoːn]［擬］落ちる様。【例】ずどー
んてぃー うてぃー ねーん（ズドーんと落ち

てしまった）。

すととーごーっとー [sɿtotoːgoːttoː]［擬］きじ鳩
の鳴き声。

すな [sɿna]［名］〔す⸣なまい...〕仕草。行い。
すな [sɿna]［名］〔す⸣なまい...〕品。品物。【例】
かぎすなむぬ（きれいな品物）。

すなー ねーん [sɿnaː neːn]［連語］品位がないこ
と。出来が悪いこと。

すなーか [sɿnaːka]［名］〔すなーかまい...〕静か。
おとなしい。黙っていること。おとなしくして

いること。

すなーかす [sɿnaːkasɿ]［動 I類 a型］〔すなーかし
ー、すなーかしゃん〕静かにする。黙る。【例】

すなーか しー ぶリ゚（だまっている）。

すなーす [sɿnaːsɿ]［動 I類 c型］〔すなーしー、す
なーしゃん〕合わせる。【例】たかしゃう すな

ーす（高さを合わせる）。ふくー すなーす（服

を体に合わせる）。

すなーす [sɿnaːsɿ]［動 I類 c型］〔すなーしー、す
なーしゃん〕揃える。準備する。【例】すなー

し（揃えよ。準備しなさい）。すなーしー うつ

き（揃えて置きなさい。準備しておきなさい）。

すなーしー ぶり（揃えていなさい）。すなーし

ー（揃えた。準備した）。すなーしった（揃え

た。準備した）。

すなう [sɿnau]［動 I類 c型］〔すねー、すなーん〕
つりあう。はまる。ちょうどよい。ぴったり。

【例】すねーった（ぴったりだ）。【同】「すぬー」。

すなうす [sɿnausɿ]［動 I類 a型］〔すなうしー、す
なうしゃん〕しなおす。やりなおす。【同】「す

のーす」。

すなかぎしゃーリ゚ [sɿnakagiɕaːɭ]［形］〔すなかぎ
⸣しゃまい...〕品位がある。上品。品格がよい。
きれい。品行がよい。

すなかず [sɿnakadzɿ]［名］〔すなかずまい...。す
なか⸣ずまい...〕品数。品物の種類。

すなさだみ [sɿnasadami]［名］〔すなさだ⸣みま
い...。す⸣なさだみまい...〕品定め。【例】すな
さだみう しーから かい（品定めをしてから

買いなさい）。

すなす [sɿnasɿ]［動 I類 a型］〔すなしー、すなし
ゃん〕死なす。殺す。何げなく発する。悪意は

ない。【例】すなし（死なせ。殺せ。憎い人に何

げなく言う）。

すなムずが [sɿnamdzɿga]［名］〔すなムず⸣がま
い...〕品質の悪い物のこと。手仕事のよくない
人のこと。

すなムずぎしゃーリ゚ [sɿnamdzɿgiɕaːɭ]［形］〔すな
ムずぎ⸣しゃまい...〕品質が悪い。仕事の仕上
がりがよくない。

すなむぬ [sɿnamunu]［名］〔すなむ⸣ぬまい...〕品
物。物品。

ずなん [dzɿnan]［名］〔ずなんまい...〕次男。
ずなんあじゃ [dzɿnan.adʑa]［名］〔ずなんあじゃ
まい...〕次男。

ずなんぺーが [dzɿnanpeːga]［名］〔ずなんぺーが
まい...〕兄弟姉妹のうち次男次女は活気があっ
て自立心の旺盛のこと。次男は大胆不敵である

ことのたとえ。【類】「ぺーが」。

すに [sɿni]［名］〔す⸣にまい...〕脛（すね）。ひざ
から下の部分。

すにういか [sɿniuika]［名］〔すにういかぬどぅ...〕
火の玉。【例】すにういかぬどぅ みーらい ぶ

たリ゚（火の玉が見えていた）。

すにがた [sɿnigata]［名］〔すにがたまい...〕死に
近いこと。【類】「すにばた」。

すにがら [sɿnigara]［名］〔すにがらまい...〕死骸。
死体。

すにばかーリ゚ [sɿnibakaːɭ]［名］〔すにばかーリ゚ま
い...〕死に別れ。死別。【同】「すんばかーリ゚」。

すにばた [sɿnibata]［名］〔すにばたまい...〕死に
近いこと。【類】「すにがた」。

すにむぬ [sɿnimunu]［名］〔すにむぬまい...〕死
んでいるもの。枯れているもの。

すにリ゚ [sɿniɭ]［動混合 a型］〔すにー、すなん〕死
ぬ。【例】すにふーリ゚（死んだふり）。すにった

（死んだ）。やみー すにリ゚（病のため死ぬ）。す
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すピだしぇー

にる（死ね。何気なく言う。悪意はない）。す

なん（死なない）。

すぬー [sɿnuː]［動 I類 c型］〔すねー、すなーん〕
合う。はまる。ちょうどよい。【例】すぬー く

つェー ねーん（合う靴はない）。【同】「すな

う」。

すぬギ [sɿnugɿ]［動 I類 c型］〔すぬぎー、すぬが
ん〕凌ぐ。【例】やーしゃう すぬギ（飢えを凌

ぐ）。

すぬビ [sɿnubɿ]［動 I類 c型］〔すぬびー、すぬば
ん〕忍ぶ。【例】にかぬ すぬビ（猫が忍んでい

る）。

すぬぶし [sɿnubuɕi]［名］〔すぬぶ⸣しまい...〕仕
上世。上納物を保管する所。倉庫。多良間は北

海岸の仲泊にあった。

すぬリ゚ [sɿnuɭ]［名］［海藻］〔すぬリ゚まい...。すぬ
リ゚ま⸣い...〕もずく。

すのーす [sɿnoːsɿ]［動 I類 a型］〔すのーしー、す
のーしゃん〕しなおす。やりなおす。【同】「す

なうす」。

すば [sɿba]［名］〔すばま⸣い...〕くちびる。
すば [sɿba]［名］〔すばま⸣い...〕瓶（かめ）のふ
ち。かめの口。

すぱイ゚ [sɿpaɿ]［名］［昆虫］〔すぱ⸣イ゚まい...〕蝿
の小さいもの。腐ったものにたかる。

すばしゅら [sɿbaɕura]［名］〔すばしゅ⸣らまい...〕
唇が反りあがっている人。

ずばた [dzɿbata]［名］〔ずば⸣たまい...〕地機。織
機の低いもの。

すばだら [sɿbadara]［名］〔すばだ⸣らまい...〕く
ちびるが垂れている人。【同】「すばだれ」。

すばだリ゚むぬ [sɿbadaɭmunu]［名］〔すばだリ゚む⸣
ぬまい...〕くちびるが垂れている人。気嫌の悪
い子ども。

すばだれ [sɿbadare]［名］〔すばだ⸣れまい...〕く
ちびるが垂れている人。【同】「すばだら」。

すぱっじゅリ゚ [sɿpaddʑuɭ]［動 I類 c型］〔すぱっ
じゅりー、すぱっじゅらん〕すべり落ちる。す

べり転がる。外れ落ちる。【例】すぶんぬ すぱ

っじゅリ゚（ズボンがはずれ落ちた）。

すばどぅ [sɿbadu]［連語］したら。するので。【例】

あんしー すばどぅ（そのようにしたら）。

すばどぅらがみ [sɿbaduragami]［名］〔すばどぅ⸣
らがみまい...〕縁のあるかめ。

すぱな [sɿpana]［名］〔すぱ⸣なまい...〕ねじまわ
し。工具。

ずばな [dzɿbana]［名］〔ずばなまい...〕茅の新芽
のこと。刈り取った後の原野から出芽するこ

と。

ずばぬキ゚ [dzɿbanukɿ]［動 I類 c型］〔ずばぬきー、
ずばぬかん〕ずば抜ける。並み外れである。

すばぱリ゚[sɿbapaɭ]［動 I類 c型］〔すばぱりー、す
ばぱらん〕くちびるが荒れる。

すばリ゚ [sɿbaɭ]［名］〔すば⸣リ゚まい...〕小便。小水。
おしっこ。

すばリ゚ぐムやム [sɿbaɭgum.jam]［名］［病］〔すば
⸣リ゚ぐムやム⸢まい...〕尿つまり病。膀胱炎。

すばリ゚ずつム [sɿbaɭdzɿtsɿm]［名］〔すば⸣リ゚ずつム
まい...〕膀胱。

すビ [sɿbɿ]［名］［貝］〔すビまい...〕ほしだから
がい。きいろだから。網のおもりにする。

すビ [sɿbɿ]［動 I類 a型］〔すびー、すばん〕吸う。
汁を吸う。ストローで吸う。

すビ [sɿbɿ]［動 I類 a型］〔すびー、すばん〕赤子
の洟垂れを⺟が口で吸い取る。

ずピ [dzɿpɿ]［副］是非。どうしても。【例】ずピ
わーり（是非いらっしゃい）。

すピー [sɿpɿː]［動 I類 c型］〔すピすぃー、すピ
さん〕口で吸い取る。さとうきびを食べるとき、

汁を吸い取る。【例】すとろーしー すピー（ス

トローで吸う）。【同】「すっピー」。

すピしゃ [sɿpɿɕa]［名］〔すピ⸣しゃまい...〕耳の
聞こえない人。

すピすぃむぬ [sɿpɿsimunu]［名］〔すピすぃむ⸣ぬ
まい...〕耳の聞こえない人。

すピすぃリ゚ [sɿpɿsiɭ]［動 II類 c型］〔すピすぃー、
すピすぃん〕耳が遠くなる。聞こえが悪くな

る。

すピだ [sɿpɿda]［名］〔すピだまい...〕しぼむこと。
しぼむもの。水分のないもの。

すピだしぇー [sɿpɿdaɕeː]［名］〔すピだしぇ⸣ーま
い...〕豆の実の入らないさや。
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すピつキ゚

すピつキ゚ [sɿpɿtsɿkɿ]［動 I類 c型］〔すピつきー、
すピつかん〕くっつく。幼児が⺟にくっついて

歩くこと。【例】すピつキ゚な、ゆっじ（くっつ

くな、離れなさい）。あんなん すピつきー ぶ

リ゚（お⺟さんにくっついてまわっている）。

すピつきリ゚ [sɿpɿtsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔すピつき
ー、すピつきん〕くっつける。二人をくっつけ

るときにも言う。

すピにしゃーリ゚ [sɿpɿniɕaːɭ]［形］〔すピに⸣しゃま
い...〕しなやかさ。

すピにむぬ [sɿpɿnimunu]［名］〔すピにむ⸣ぬま
い...〕しなやかなもの。弾力性のあるもの。粘
り強い人。

すピにやム [sɿpɿnijam]［名］〔すピにや⸣ムまい...〕
軽い痛み。弱くてしつこい痛み。弱くて永く続

く痛み。

すびリ゚ [sɿbiɭ]［動 I類 c型］〔すびりー、すびら
ん〕滑る。落ちる。受験に不合格する。

すぷーてぃー [sɿpuːtiː]［副］湿っぽいこと。湿気
の多いこと。

すふしゃ [sɿfuɕa]［名］［植］〔すふ⸣しゃまい...〕
ぎしぎし。

すふしゃーリ゚[sɿfuɕaːɭ]［形］〔すふしゃまい...〕す
っぱい。すっぱい味がする。

すぷしゃーリ゚ [sɿpuɕaːɭ]［形］〔すぷしゃまい...〕
湿っぽい。湿気が多い。

すぷた [sɿputa]［名］〔すぷたまい...〕水分がなく
なって縮まること。【例】すぷたん なりー か

りー ぶリ゚（水分がなくなって枯れている）。

すぷたら [sɿputara]［名］〔すぷた⸣らまい...〕不
潔者。【同】「すぷたれ」。

すぷたリ゚ [sɿputaɭ]［動 II類 c型］〔すぷたー、す
ぷたん〕汚れる。【例】すぷたリ゚ピとぅ（汚れ

て見ぐるしい人）。

すぷたり [sɿputari]［名］〔すぷた⸣りまい...〕汚
れ。【例】すぷたりむぬ（汚れもの）。

すぷたリ゚むぬ [sɿputaɭmunu]［名］〔すぷたリ゚む⸣
ぬまい...〕不潔者。汚れている人。汚れ物。

すぷたれ [sɿputare]［名］〔すぷた⸣れまい...〕不
潔者。【同】「すぷたら」。

ずふねーリ゚ [dzɿfuneːɭ]［名］〔ずふねー⸣リ゚まい...〕

船を降りても船酔いが治らないこと。地船酔

か。

すぶます [sɿbumasɿ]［動 I類 c型］〔すぶましー、
すぶましゃん〕しぼませる。【例】みずう かき

んにー すぶます（水をかけないからしぼませ

る）。

すぶみリ゚ [sɿbumiɭ]［動 II類 c型］〔すぶみー、す
ぶみん〕しぼめる。【例】ぺーりん すぶみった

（日照りにしぼんでしまった）。

すぶム [sɿbum]［動 I類 c型］〔すぶみー、すぶま
ん〕しぼむ。【例】みずう かきんにー すぶみ

ー ねーん（水をかけないからしぼんでしまっ

た）。

ずぶら [dzɿbura]［名］〔ずぶ⸣らまい...〕ずぼら。
だらしない。いい加減。

すぶリ゚ [sɿbuɭ]［名］［植］〔すぶ⸣リ゚まい...〕冬瓜。
【類】「とーがん」。

すぶリ゚ [sɿbuɭ]［動 I類 c型］〔すぶりー、すぶら
ん〕絞る。搾る。さとうきびを圧搾する。タオ

ルを絞る。【例】すぶりー ぷし（絞って干しな

さい）。

すぶリ゚かす [sɿbuɭkasɿ]［名］〔すぶリ゚か⸣すまい...〕
搾り粕。さとうきびの搾り粕。【同】「すぶリ゚が

ら」。「すぶリ゚ぐる」。

すぶリ゚がら [sɿbuɭgara]［名］〔すぶリ゚が⸣らまい...〕
搾り殻。さとうきびの搾り殻。【同】「すぶリ゚か

す」。「すぶリ゚ぐる」。

すぶリ゚ぐる [sɿbuɭguru]［名］〔すぶリ゚ぐ⸣るまい...〕
搾り殻。さとうきびの搾り殻。【同】「すぶリ゚が

ら」。「すぶリ゚かす」。

ずぶん [dzɿbun]［名］〔ずぶ⸣んまい...〕ズボン。
ずぶん [dzɿbun]［名］〔ずぶんまい...〕時分。よ
い頃合。【例】ゆイ゚ふーずぶん（夕食時）。

すま [sɿma]［名］〔すまんま⸣い...〕島。故郷や集
落にも言う。【例】たらまずま（多良間島）。み

んなずま（水納島）。

すま [sɿma]［名］〔すままい...〕村。集落。故郷。
国。

すま [sɿma]［名］〔すままい...〕相撲。角力。大
相撲。宮古角力。腕相撲。

すまい [sɿmai]［名］〔すまいまい...〕仕舞。終り。
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すまリ゚

終了。【同】「とぅずみ」。

すまい [sɿmai]［名］〔すまいまい...〕住い。住宅。
住家。住所。

すまいリ゚[sɿmaiɭ]［動 II類 a型］〔すまいー、すま
いん〕終る。終了。閉める。【例】すまいる（終

りなさい。閉めなさい）。ムめ すまいる（もう

終りなさい）。すまいん（終らない。閉めない）。

みだ すまいん（まだ終らない）。

すまいリ゚ [sɿmaiɭ]［動 II類 a型］〔すまいー、す
まいん〕住む。住んでいること。居住。【例】く

じゅから すまいーリ゚（去年から住んでいる）。

すまうーヴヴぅリ゚ [sɿmauːvvuɭ]［名］［植］島瓜。
まくわうり。

すまかぎ [sɿmakagi]［名］〔すまか⸣ぎまい...〕島
影。島の形。

すまぐーしゅ [sɿmaguːɕu]［名］［植］〔すまぐー⸣
しゅまい...〕島唐辛子。在来の唐辛子。とても
辛い。

すまぐに [sɿmaguni]［名］〔すまぐ⸣にまい...〕島
国。周囲を海に囲まれた国。

すまげーばつ [sɿmageːbatsɿ]［名］［昆虫］〔すま
げーば⸣つまい...〕島蜂。ちびあしながばち。在
来のもっとも小さい蜂。人間にもたとえて、小

さい体で意地っ張りの人。

すまじゅー [sɿmadʑuː]［名］〔すまじゅーんまい...〕
島中。島全体。【例】すまじゅー うーあみ（島

中大雨）。

すます [sɿmasɿ]［動 I類 c型］〔すましー、すまし
ゃん〕済ませる。終わらせる。【例】うっかう

すます（借金を返す）。

すます [sɿmasɿ]［動 I 類 c 型］〔すましー、すま
しゃん〕澄ませる。汚れ水を澄ませる。上澄み。

【例】すますみず（澄ませた水）。

すまずま [sɿmadzɿma]［名］〔すまずま⸣んまい...〕
島々。宮古群島は八つの島々からなっている。

すまだてぃ [sɿmadati]［名］〔すまだ⸣てぃまい...〕
島建て。村建。集落のはじまり。

すまとぅなぎ [sɿmatunagi]［副］島のある限り。
この世の限り。島と共に。

すまとぅリ゚ [sɿmatuɭ]［名］〔すまとぅ⸣リ゚まい...〕
相撲をとること。

すまとぅれ [sɿmature]［名］〔すまとぅ⸣れまい...〕
相撲の強い人。力士。

すまながし [sɿmanagaɕi]［名］〔すまなが⸣しま
い...〕島流し。流刑。流罪。遠島。多良間には
流刑の史実がある。

すまぬ ばん [sɿmanu ban]［名］〔すまぬば⸣んま
い...〕島の番。島の番をする意味。旅に出ない
人のこと。

すまぬ ばんだか [sɿmanu bandaka]［名］〔すま
ぬば⸣んだかまい...〕島の番鷹。落ち鷹。はぐれ
鷹。さしばのこと。

すまぬ ピとぅ [sɿmanu pɿtu]［名］〔すまぬピ⸣と
ぅまい...〕島人。平⺠のこと。昔は士族に対す
る平⺠のこと。昔の差別語。

すまぬ ピとぅ [sɿmanu pɿtu]［名］〔すまぬピ⸣と
ぅまい...〕同郷人。同じ島の人。故郷を同じに
する人。

すまぬーま [sɿmanuːma]［名］〔すまぬー⸣まま
い...〕島馬。宮古馬のこと。

すまばんだか [sɿmabandaka]［名］〔すまば⸣んだ
かまい...〕島番鷹。はぐれ鷹。はぐれたさしば
のこと。【類】「うてぃだか」。「びっびーだか」。

「ゆらりだか」。

すまふしゃら [sɿmafuɕara]［名］〔す⸣まふしゃら⸢
まい...〕悪霊の進入を防ぐということでポーグ
に縄を張る行事。その縄には豚の骨を吊す。村

史参照。

すまふつ [sɿmafutsɿ]［名］〔すまふ⸣つまい...〕島
ことば。方言。島の方言。故郷の言葉。

ずまみ [dzɿmami]［名］［植］〔ずま⸣みまい...〕落
花生。地豆の意。【類】「ぴーなつ」。

すまやま [sɿmajama]［名］〔すまや⸣ままい...〕杣
山。

すまやまぴっさ [sɿmajamapissa]［名］〔すまや⸣
まぴっさまい...〕杣山筆者。琉球王国時代の役
人。

すまリ゚ [sɿmaɭ]［動 I類 c型］〔すまりー、すまら
ん〕結わえる。縛る。草を縛る。【例】すまリ゚ん

なー（縛る縄）。【類】「まるキ゚」。

すまリ゚ [sɿmaɭ]［動 I類 c型］〔すまりー、すまら
ん〕閉まる。
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ずみ

ずみ [dzɿmi]［名］〔ず⸣みまい...〕心地よい。快
い。上出来。

ずみーずみ [dzɿmiːdzɿmi]［重複］とても心地よ
い。この上ない快いこと。【類】「ずみ」。

すみくム [sɿmikum]［動 I類 c型］〔すみくみー、
すみくまん〕住み込む・職業として住み込む。

【例】まっちゃん すみくム（商店に住み込んで

働く）。

ずみしゃーリ゚ [dzɿmiɕaːɭ]［形］〔ずみ⸣しゃまい...〕
気持よい。快適。心地よい。

すみず [sɿmidzɿ]［名］〔すみ⸣ずまい...〕弁当。食
料。畑や海へ持って行くのが普通である。

すみずでぃリ゚ [sɿmidzɿdiɭ]［名］〔すみ⸣ずでぃリ゚
まい...〕弁当籠。竹製のかご。海や畑へ持って
行く。【同】「すみでぃリ゚」。

すみっす [sɿmissɿ]［動 I類 c型］〔すみっしー、す
みっしゃん〕させる。仕事をさせる。勉強させ

る。

すみっす [sɿmissɿ]［動 I類 a型］〔すみっしー、す
みっしゃん〕顔を洗わせる。

すみでぃリ゚[sɿmidiɭ]［名］〔す⸣みでぃリ゚まい...〕弁
当籠。竹製のかご。海や畑へ持って行く。【同】

「すみずでぃリ゚」。

すみリ゚ [sɿmiɭ]［動 II類 c型］〔すみー、すみん〕
（顔を）洗う。洗顔する。【例】みぱなう すみ

リ゚（顔を洗う）。

すみリ゚ [sɿmiɭ]［動 II類 a型］〔すみー、すみん〕
させる。【例】あんしー すみリ゚（そのようにさ

せる）。

すム [sɿm]［名］〔す⸣ムまい...〕潜ること。水中
の仕事。【例】すムイ゚ー（潜って水中に仕事す

る）。

すム [sɿm]［名］〔す⸣ムまい...〕炭。木炭。炭火。
【類】「うキ゚ー」。

すム [sɿm]［名］〔す⸣ムまい...〕墨。習字用墨。い
かの墨。

すム [sɿm]［名］〔す⸣ムまい...〕学問すること。〈す
ム〉（墨）から。【類】「すムならイ゚」。

すム [sɿm]［動 I類 c型］〔すみー、すまん〕住む。
居住する。住まう。【例】くまん すまずー（こ

こに住みたい）。うまん すムぶすしゃーリ゚（そ

こに住みたい）。

すム [sɿm]［動 I類 c型］〔すみー、すまん〕済む。
済ませる。返済する。

すム [sɿm]［動 I類 c型］〔すみー、すまん〕しみ
る。

すむ [sɿmu]［名］〔すむんまい...〕下。上座に対
する下座。また、近い所に対する遠い所。【例】

すむばる（遠い所にある畑）。

すムイ゚ー [sɿmɿː]［動 I類］〔すムイ゚ズぃー、すムイ゚
ズぁん〕〔す⸣ムズぃー ぶリ゚〕潜る。潜り入る。

すムーすム [sɿmmsɿm]［重複］しみること。とて
もしみること。

すムかキ゚ [sɿmkakɿ]［名］〔すムか⸣キ゚まい...〕墨
書き。学問する。勉強する。修業する。

すムかキ゚だう [sɿmkakɿdau]［名］〔すムかキ゚だ⸣う
まい...〕学習用具。学問や勉強するために必要
な道具。【同】「すムかキ゚どー」。

すムかキ゚だうず [sɿmkakɿdaudzɿ]［形］〔すムかキ゚
だう⸣ずまい...〕勉強のよくできること。学者。
【同】「すムかキ゚どーず」。

すムかキ゚どー [sɿmkakɿdoː]［名］〔すムかキ゚ど⸣ー
まい...〕学習用具。学問や勉強するために必要
な道具。【同】「すムかキ゚だう」。

すムかキ゚どーず [sɿmkakɿdoːdzɿ]［形］〔すムかキ゚
どー⸣ずまい...〕勉強のよくできること。学者。
【同】「すムかキ゚だうず」。

すムかけ [sɿmkake]［名］〔すムか⸣けまい...〕勉
強にすぐれる人。優等生。学問のできる人。

すむぐリ゚ [sɿmuguɭ]［名］〔すむぐ⸣リ゚まい...〕素
潜り。足にひれをつけないで潜ること。

ずムしゃーリ゚ [dzɿmɕaːɭ]［形］〔ずム⸣しゃまい...〕
心地よい。【同】「ずみしゃーリ゚」。

ずむす [dzɿmusɿ]［名］〔ずむ⸣すまい...〕回虫。ぎ
ょう虫。【類】「ばたむす」。

すムすれ [sɿmsɿre]［名］〔すムす⸣れまい...〕学問
の優れた人。墨を擦る人。

すムたリ゚むぬー [sɿmtaɭmunuː]［連語］〜すればよ
かったのに。〜済んだのに。【例】ぱるーば す

ムたリ゚むぬー（払えばよかったのに）。

すムつぶ [sɿmtsɿbu]［名］〔すムつ⸣ぶまい...〕墨
つぼ。大工用の道具。
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するがな

すムな [sɿmna]［名］［植］〔すムなまい...。すム
なま⸣い...〕ねぎ。

すムなー [sɿmnaː]［名］〔すムな⸣ーまい...〕墨縄。
木材に墨つけをする糸のこと。

すムならーす [sɿmnaraːsɿ]［名］〔すムならー⸣す
まい...〕墨習わし。勉強を教える。教授する。

すムならイ゚ [sɿmnaraɿ]［名］〔すムなら⸣イ゚まい...〕
墨習い。勉強。学問。勉強を教えてもらう。【同】

「すムなるー」。【類】「すムかキ゚」。

すムならイ゚だう [sɿmnaraɿdau]［名］〔すムならイ゚
だ⸣うまい...〕学習用具。学問や勉強するため
に必要な道具。【同】「すムならイ゚どー」。

すムならイ゚どー [sɿmnaraɿdoː]［名］〔すムならイ゚
ど⸣ーまい...〕学習用具。学問や勉強するため
に必要な道具。【同】「すムならイ゚だう」。

すムなるー [sɿmnaruː]［名］〔すムなる⸣ーまい...〕
墨習い。勉強。学問。勉強を教えてもらう。【同】

「すムならイ゚」。【類】「すムかキ゚」。

すムなるーだう [sɿmnaruːdau]［名］〔すムなるー
だ⸣うまい...〕学習用具。学問や勉強するため
に必要な道具。【同】「すムなるーどー」。

すムなるーどー [sɿmnaruːdoː]［名］〔すムなるー
ど⸣ーまい...〕学習用具。学問や勉強するため
に必要な道具。【同】「すムなるーだう」。

すむぬ ぱる [sɿmunu paru]［名］〔すむぬぱ⸣るま
い...〕下の畑。集落から遠い所の畑。【類】「す
むばる」。

すむばたらキ゚ [sɿmubatarakɿ]［名］〔すむばたら
キ゚まい...〕下働き。目立たない仕事。

すむばる [sɿmubaru]［名］〔すむば⸣るまい...〕下
畑。集落から遠いところの畑。【類】「すむぬぱ

る」。

すムむぬー [sɿmmunuː]［連語］〜すればよいの
に。〜済むのに。【例】かんしー すば すムむ

ぬー（こうすればよいのに）。

すムやキ゚ [sɿm.jakɿ]［名］〔すムや⸣キ゚まい...〕炭
焼き。

すムゆム [sɿm.jum]［名］〔すムゆ⸣ムまい...〕墨
読み。学問すること。修業。

すムゆムだう [sɿm.jumdau]［名］〔すムゆムだ⸣
うまい...〕学問や勉強するために必要な道具。

【同】「すムゆムどー」。

すムゆムどー [sɿm.jumdoː]［名］〔すムゆムど⸣ー
まい...〕学問や勉強するために必要な道具。【同】
「すムゆムだう」。

すムゆめ [sɿm.jume]［名］〔すムゆ⸣めまい...〕墨
読め。学問のよくできる人。

すむリ゚ [sɿmuɭ]［動 I類 c型］〔すむりー、すむら
ん〕巣守る。卵が孵化しない。

すむリ゚くが [sɿmuɭkuga]［名］〔すむ⸣リ゚くがまい...〕
孵化しない卵。

すらす [sɿrasɿ]［動 I類 c型］〔すらしー、すらし
ゃん〕擦らせる。【例】すムゆ すらす（墨を擦

らせる）。

ずらす [dzɿrasɿ]［動 I類 c型］〔ずらしー、ずら
しゃん〕じらせる。動かす。離す。話を焦らせ

る。【例】じかんゆ ずらす（時間をずらす）。

すらび [sɿrabi]［名］調べ。【同】「しらび」。
すらびぐとぅ [sɿrabigutu]［名］調べ事。調査。【同】
「しらびぐとぅ」。

すらびリ゚ [sɿrabiɭ]［動 II類］〔しらびー、しらび
ん〕調べる。【同】「しらびリ゚」。

すりくム [sɿrikum]［動 I 類 c 型］〔すりくみー、
すりくまん〕擦り込む。こすって中にしみ込ま

せる。【例】てぃーしー すりくム（手ですり込

む）。

ずりくム [dzɿrikum]［動 I類 a型］〔ずりくみー、
ずりくまん〕ずれこむ。時間がずれ込む。【例】

じかんぬ ずれくム（時間がずれ込む）。

すりむぬ [sɿrimunu]［名］〔すりむ⸣ぬまい...〕刷
り物。印刷物。

すりリ゚ [sɿriɭ]［動 II類 c型］〔すりー、すりん〕擦
れる。【例】くつぬ すりリ゚（靴が擦れる）。

ずりリ゚ [dzɿriɭ]［動 II類 c型］〔ずりー、ずりん〕
ずれる。はずれる。二つのものが合わなくなる。

【例】ずりんなてぃー みーる（ずれないか見な

さい）。

する [sɿru]［名］〔するま⸣い...〕汁。おつゆ。液体。
【例】ぶーギずる（きび汁）。ぴんだずる（ヤギ

汁）。

するがな [sɿrugana]［名］〔するが⸣なまい...〕お
ろし器。大根などを擦るための道具。
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するぎな

するぎな [sɿrugina]［名］〔するぎ⸣なまい...〕お
つゆ杓子。

ずるきリ゚ [dzɿrukiɭ]［動 II類 c型］〔ずるきー、ず
るきん〕怠ける。さぼる。【例】すぐとぅー ず

るきリ゚（仕事を怠ける）。

するす [sɿrusɿ]［名］〔する⸣すまい...〕しるし。印。
証拠。【例】がんじゅーしゃぬ するす（健康の

しるし）。

するす [sɿrusɿ]［動 I類 c型］〔するしー、するし
ゃん〕印す。印しを付ける。

するまかリ゚[sɿrumakaɭ]［名］〔するまか⸣リ゚まい...〕
おつゆ椀。

するみ [sɿrumi]［名］〔するみまい...〕するめ。
するみ [sɿrumi]［名］〔する⸣みまい...〕白身。卵
の白身。白身の魚。

ずろーす [dzɿroːsɿ]［名］〔ずろー⸣すまい...〕女性
用の下着。

すん [sɿn]［助数］〜寸。⻑さの単位。1寸は 1尺
の 10分の 1。

すん [sɿn]［動変則 a 型］〔すにー、すにん〕死
ぬ。【例】やみーどぅ すんたリ゚（病気で死ん

だ）。【類】「みーぬうてぃリ゚」。

すんあぱなき [sɿn.apanaki]［連語］［罵声］死ん
でしまえ。憎い人へ言う。

すんか [sɿnka]［名］〔すん⸣かまい...〕臣下。仲間。
人夫。

すんがた [sɿngata]［名］〔すんがたまい...〕死に
近いこと。【類】「すんばた」。

ずんぎ [dzɿngi]［名］〔ずんぎまい...〕魚の小骨。
ずんぐーるまーす [dzɿnguːrumaːsɿ]［名］〔ずんぐ
ー⸣るまーすまい...〕陣独楽回し。独楽回し遊
び。【同】「じんぐーるまーす」。

ずんばい [dzɿnbai]［名］〔ずんばいまい...〕満載。
積み荷の多いこと。

すんばかーリ゚ [sɿnbakaːɭ]［名］〔すんばかーリ゚ま
い...〕死に別れ。死別。【同】「すにばかーリ゚」。

すんばた [sɿnbata]［名］〔すんばたまい...〕死に
近い。【類】「すんがた」。

すんぱたらキ゚ [sɿnpatarakɿ]［名］〔すんぱたらキ゚
まい...〕死に働き。重労働。一心不乱に働くこ
と。

すんぱっじゃき [sɿnpaddʑaki]［名］〔すんぱっじ
ゃきまい...〕死にそこない。いのち拾い。

すんぱっじゃきリ゚ [sɿnpaddʑakiɭ]［動 II 類 a 型］
〔すんぱっじゃきー、すんぱっじゃきん〕死に損

なう。命拾いする。

すんびー [sɿnbiː]［名］〔すんびーまい...。すんび
⸣ーまい...〕泥酔。死に酔い。【例】かれー す

んびーう しーリ゚（彼は泥酔だ）。

すんピとぅ [sɿnpɿtu]［名］〔すんピとぅまい...。す
んピ⸣とぅまい...〕死人。【例】すんピとぅぬ み

ぱな（死に顔）。

すんぶり [sɿnburi]［名］〔すんぶりまい...〕死に
惚れ。死ぬほど惚れる。べた惚れ。【類】「まー

ぶり」。

すんぽー [sɿnpoː]［名］〔すんぽ⸣ーまい...〕寸法。
⻑さを計測すること。

すんみぱな [sɿnmipana]［名］〔すんみぱなまい...。
すんみぱ⸣なまい...〕死に顔。

すんやム [sɿn.jam]［名］〔すんやムまい...。すん
や⸣ムまい...〕死ぬほど痛い。耐えられないほ
ど痛いこと。
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そんやくば

̶ そ ̶

そー [soː]［名］〔そーまい...〕相。手相。顔つき。
様子。

そーく [soːku]［名］〔そーくまい...〕倉庫。
そーこー [soːkoː]［名］〔そーこ⸣ーまい...〕霜降。
二十四節気の一つ。10月 23日頃。

そーずぅく [soːdzuku]［名］〔そーずぅ⸣くまい...〕
相続。財を受け継ぐこと。

そーとー [soːtoː]［形］〔そーとーまい...〕相当。程
度の大きいこと。【例】そーとーな むぬ（大し

たもの）。

そーどー [soːdoː]［名］〔そーどーまい...〕騒動。
大勢の人が騒ぎ立てる。多良間騒動。

そーば [soːba]［名］〔そーばまい...〕相場。値段。
買い物の値段に言う。

そーびつかい [soːbitsɿkai]［名］〔そーびつか⸣い
まい...〕送別会。

そん [son]［名］〔そんまい...〕村。多良間村。村
史参照。

そんちょー [sontɕoː]［名］〔そんちょ⸣ーまい...〕
村⻑。村⺠の⻑。村の最高責任者。

そんやくば [son.jakuba]［名］〔そんやく⸣ばまい...〕
村役場。村の行政の中枢機関。

241



た

̶ た ̶

た [ta]［接尾］〜達。複数を表わす。【例】やらび
た（子ども達）。べーた（私達）。うやた（親達）。

しゅーた（おじいさん達）。

た [ta]［接尾］〜方。〜辺り。〜方向。【例】くまた
（この辺り）。かまた（あの辺り）。うまた（その

辺り）。

だ [da]［接尾］〜せよ。命令接辞。【例】しゅだ
（やれよ）。ふぁーだ（食べよ）。

たー [taː]［名］二。数の単位。〈てぃー、たー、み
ー〉（一、二、三）のように数えるときに使う。

たー [taː]［名］［疑］〔たーがむぬまい...。たーが
む⸣ぬまい...〕誰。助詞〈が〉（〜が、〜の）助詞
としか使われない。【例】たーが（誰が。誰の）。

たーが すぐとぅ（誰の仕事）。くれー たーが

すぐとぅが（誰の仕事か？）。たーが むぬ（誰

のもの）。くれー たーが むぬが（これは誰の

ものか？）。たーが わじゃ（誰の仕事）。くれ

ー たーが わじゃが（これは誰の仕業か？）。

たー [taː]［名］〔たーまい...〕田。たんぼ。【例】
たらまだー（石垣島にある多良間村有の田）。

だー [daː]［名］〔だーまい...〕広場。辻。集会場
所。【例】っふぁむリ゚だー（子守する広場）。い

すムにだー（雨乞いをする四辻）。

だー [daː]［感］馬を止めることば。
だー ぶらいん [daː burain]［連語］〜ないではお
られない。【例】ぬまだー ぶらいん（飲まない

ではいられない）。

たーイ゚ズぅ [taːɿzu]［名］［魚］〔たーイ゚ズぅまい...〕
鮒（ふな）。

たーヴヴぁす [taːvvasɿ]［動 I類 c型］〔たーヴヴ
ぁしー、たーヴヴぁしゃん〕めまいさせる。

たーヴヴィ゚ [taːvvɿ]［動 I類 c型］〔たーヴヴぃー、
たーヴヴぁん〕めまいする。【例】たーヴヴぃ

った（めまいした）。

たーく [taːku]［擬］〔たーく⸣んまい...〕泥酔して
いる様。

だーぐ [daːgu]［名］〔だー⸣ぐまい...〕だんご。餅
の小さいもの。⻨粉を水でこねて作る。

たーくみかす [taːkumikasɿ]［動 I類 c型］〔たー
くみかしー、たーくみかしゃん〕泥酔させる。

たーくみキ゚ [taːkumikɿ]［動 I類 c型］〔たーくみ
きー、たーくみかん〕泥酔する。よれよれの状

態になる。

だーぐむつー [daːgumutsɿː]［名］〔だー⸣ぐむつー
まい...〕だんご餅。

たーしー [taːɕiː]［助］〜まで。【例】うまたーしー
（そこまで）。

たーしーがみ [taːɕiːgami]［連語］〜まで。【例】ピ
さらたーしーがみ いキ゚たリ゚（平良まで行った）。

たーす [taːsɿ]［動 I類 c型］〔たーしー、たーしゃ
ん〕くっつける。ぶつける。【例】たーし（くっ

つけなさい。ぶつけよ）。

だーす [daːsɿ]［助数］ダース。本数の単位。1だ
ーすは 12本。

たーすめー [taːsɿmeː]［名］〔たーすめ⸣ーまい...〕
ぶつけ勝負。

たーち [taːtɕi]［名］二つ。しゃむいの用語。
たーち [taːtɕi]［感］幼児語。赤ちゃんを立たせ
る。起立させる。

だーってぃー [daːttiː]［擬］すばやい様。
たービ [taːbɿ]［名］〔たー⸣ビまい...〕足袋。地下
足袋。

たームー [taːmm]［名］〔たーム⸣ーまい...〕どろ
んこ遊び。雨の後にどろんこになって遊ぶ。

たームーピさ [taːmmpɿsa]［名］〔たーム⸣ーピさ
まい...〕土踏まずのない足。

たーら [taːra]［名］〔たーらまい...。たーらま⸣
い...〕俵。粟俵。⻨俵。豆俵。

たーらぐー [taːraguː]［名］〔たーらぐーまい...。
たーらぐ⸣ーまい...〕俵籠。穀物を入れる袋。

たーリ゚ [taːɭ]［助数］〜たり。〜人。〜名。人数の単
位。【例】ふたーリ゚（二人）。ミ゚たーリ゚（三人）。ゆ

たーリ゚（四人）。いつたーリ゚（五人）。ムたーリ゚

（六人）。ななたーリ゚（七人）。やたーリ゚（八人）。

くくぬたーリ゚（九人）。とぅたーリ゚（十人）。
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だいよー

たーリ゚ [taːɭ]［動 II類 a型］〔たーりー、たーり
ん〕十分寝ること。熟睡する。【例】たーりー

（熟睡）。にんたーりー（寝むり足りた）。たーり

った（熟睡した）。ムめ たーりった（もう熟睡

した）。

だーり [daːri]［接尾］仕事に邪魔や妨げが入る際
に使う言葉。複合語の形で使う。【例】てぃま

ーだーり（手間のかかる。ややこしい）。

たーりリ゚ [taːriɭ]［動 II 類 a 型］〔たーりー、た
ーりん〕合わせる。同調する。譲り合う。【例】

あんー たーりー しる（私に合わせてしなさ

い）。やらびん たーりー しー わーり（子ど

もに合わせてやって下さい）。たーりった（合

わせた）。ピさん たーりった（足に合った）。

たーん なす [taːn nasɿ]［連語］田にする。雨降
りに畑に入ると、どろんこになることから、田

んぼのようだと例える。

たーん なリ゚ [taːn naɭ]［連語］田になる。雨降り
の畑に入るとどろんこになって、田んぼのよう

になること。

たイ゚ [taɿ]［名］〔た⸣イ゚まい...〕松明。いざり用の
明り。

たイ゚ [taɿ]［名］〔たイ゚ま⸣い...〕束。火種用の束。
昔、いざり用に枯れすすきを束にした。

たい [tai]［名］〔た⸣いまい...。たいま⸣い...〕嫉
妬。ねたみ。そねみ。

だい [dai]［助数］〜台。車の数の単位。【例】ぐ
だい（五台）。

だい [dai]［名］〔だ⸣いまい...〕代。代金。値段。
金額。【類】「にだん」。

だい [dai]［名］〔だ⸣いまい...〕代用。代わり。代
用教員。代車。

だい [dai]［名］〔だ⸣いまい...〕台。飯台。指揮台。
たいあん [taian]［名］〔たいあ⸣んまい...〕大安。
たいがい [taigai]［副］大概。大体。おおよそ。
たいかく [taikaku]［名］〔たいかくまい...〕体格。
体つき。

だいがく [daigaku]［名］〔だいがくまい...〕大学。
大学校。最高学府。

たいかん [taikan]［名］〔たいかんまい...〕大寒。
二十四節気の一つ。1月 20日頃。

たいぎ [taigi]［名］〔たい⸣ぎまい...〕大儀。ご苦
労の意味。

だいき [daiki]［名］〔だい⸣きまい...〕大基。シー
トーヤーの⻭車を支える本体。

だいきち [daikitɕi]［名］〔だいき⸣ちまい...〕大
吉。

たいく [taiku]［名］〔たい⸣くまい...〕太鼓。
たいけいしゅ [taikeiɕu]［名］〔たいけい⸣しゅま
い...〕大茎種。さとうきびの種類。茎の太い品
種。

たいしつ [taiɕitsɿ]［名］〔たいしつ⸣んまい...〕大
切。重要。大事なもの。

たいしゅ [taiɕu]［名］〔たい⸣しゅまい...〕大暑。
二十四節気の一つ。7月 23日頃。

たいしゅく [taiɕuku]［名］〔たいしゅ⸣くまい...〕
退職。

たいしょー [taiɕoː]［名］〔たいしょ⸣ーまい...〕大
将。

だいず [daidzɿ]［名］［植］〔だい⸣ずまい...〕大豆。
だいず [daidzɿ]［形］〔だい⸣ずまい...〕大事。大変
な事。大事なこと。危険である。やばい。【例】

だいずな くとぅ（大事な事）。

たいせつ [taisetsɿ]［名］〔たいせ⸣つまい...〕大雪。
二十四節気の一つ。12月 7日頃。

だいたい [daitai]［副］大体。おおよそ。大部分。
だいだい [daidai]［副］代々。何代も続く。
だいだま [daidama]［名］〔だいだままい...〕ダイ
ナマイト。

たいてぃー [taitiː]［副］大抵。大部分。
だいとぅかい [daitukai]［名］〔だいとぅか⸣いま
い...〕大都会。

だいばん [daiban]［形］〔だいば⸣んまい...〕大盤。
大型。【例】だいばんピとぅ（大きい人）。

たいふー [taifuː]［名］〔たいふーまい...〕台風。
大風。宮古島を襲った大きな台風はサラ（1959
年 9月）、コラ（1966年 9月）、デラ（1968年
9月）がある。

たいまつ [taimatsɿ]［名］〔たいま⸣つまい...〕松
明。枯れすすきを束ねて火をつけ、照明具とす

る。

だいよー [daijoː]［名］〔だいよ⸣ーまい...〕代用。
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たいら

代用教員。

たいら [taira]［名］〔たいらまい...〕子どもなど
が太っていること。

たいらヴヴぁ [tairavva]［名］〔たいらヴヴぁま
い...〕太っている子ども。【類】「たいらやら
び」。

たいらぎリ゚ [tairagiɭ]［動 II類 c型］〔たいらぎー、
たいらぎん〕たいらげる。全部食べる。残さず

食べる。【例】たいらぎった（全部食べた）。

たいらやらび [tairajarabi]［名］〔たいらやらび
まい...〕太っている子ども。【類】「たいらヴヴ
ぁ」。

たいリ゚ [taiɭ]［動 II類 c型］〔たいー、たいん〕嫉
妬する。ねたむ。そねむ。【例】たいんな（嫉妬

するな。ねたむな）。

たいリ゚ [taiɭ]［動 II類 c型］〔たいー、たいん〕耐
える。【例】たいる（耐えなさい。がまんしな

さい）。たいんな（耐えるな）。やムゆばー た

いんな（病気は耐えるな）。

たいりく [tairiku]［名］〔たいり⸣くまい...。たい
りくゆーリ゚らまい...〕体力。根気。

たいわん [taiʋan]［名］［地］〔たいわんんけ⸣ーま
い...〕台湾。

たいわんばしゃ [taiʋanbaɕa]［名］〔たいわんば⸣
しゃまい...〕台湾バナナ。【同】「たいわんばし
ょー」。

たいわんばしょー [taiʋanbaɕoː]［名］〔たいわん
ばしょ⸣ーまい...〕台湾バナナ。【同】「たいわん
ばしゃ」。

たいわんぼー [taiʋanboː]［名］〔たいわんぼ⸣ーま
い...〕円方脱毛症。

たう [tau]［名］［疑］〔たうまい...〕誰。【例】ヴ
ヴぁー たうが（君は誰か）。たうがー（誰かな

あ）。たうげーら（誰かなあ）。

たう [tau]［名］〔たう⸣んけーまい...〕唐。唐の
国。中国。【同】「とー」。

だう [dau]［名］〔だ⸣うまい...〕道具。【同】「ど
ー」。

だう [dau]［擬］たくさんあること。【例】だうど
ー（たくさんあるよ）。

だヴヴぁ [davva]［擬］〔だヴヴぁてぃー...〕重い

物を放り投げる様。

たヴヴィ゚ [tavvɿ]［動 I類 c型］〔たヴヴぃー、た
ヴヴぁん〕たぐる。引き寄せる。【例】たヴヴ

ぃ（引き寄せよ。たぐれ）。んなーう たヴヴぃ

（縄を引け）。たヴヴぃー くー（引き寄せて来

なさい）。

たうヴヴぁ [tauvva]［名］〔たうヴ⸣ヴぁまい...〕
台所。⺟家と離れた物置き。【同】「とーヴヴ

ぁ」。【類】「やーがま」。

たうかー [taukaː]［名］〔たうかーまい...。たうか
⸣ーまい...〕一人。一人者。【例】たうかーしー
（一人で）。たうかーなー（一人づつ）。たうかー

にー（一人だけで）。【同】「とーかー」。

たうかーあすビ [taukaːasɿbɿ]［名］〔たうかーあす
ビまい...〕一人遊び。【同】「とーかーあすビ」。

たうかーあリ゚キ゚ [taukaːaɭkɿ]［名］〔たうかーあリ゚
キ゚ま⸣い...〕一人歩き。【同】「とーかーあリ゚キ゚」。

たうかーヴヴぁ [taukaːvva]［名］〔たうかーヴ⸣ヴ
ぁまい...〕一人っ子。【同】「とーかーヴヴぁ」。

たうかーくらす [taukaːkurasɿ]［名］〔たうかーく
ら⸣すまい...〕一人暮らし。【同】「とーかーくら
す」。

たうかーばるー [taukaːbaruː]［名］〔たうかーば
るーまい...〕一人笑い。【同】「とーかーばる
ー」。

たうかーびきヴヴぁ [taukaːbikivva]［名］〔たう
かーびきヴヴぁまい...〕一人息子。【同】「とー
かーびきヴヴぁ」。

たうかーぶリ゚みキ゚ [taukaːbuɭmikɿ]［動 I類 c型］
〔たうかーぶリ゚みきー、たうかーぶリ゚みかん〕一

人でつぶやく。一人でぶつぶつを言う。【同】「と

ーかーぶリ゚みキ゚」。

たうかーまつまつ [taukaːmatsɿmatsɿ]［連語］一
人待ち待ち。待ち合わせをそれぞれの場所で待

つこと。【同】「とーかーまつまつ」。

たうかーみーみー [taukaːmiːmiː]［連語］お互い
に見合う。【同】「とーかーみーみー」。【類】「ピ

とぅリ゚みーみー」。

たうかーみどぅム [taukaːmidum]［名］〔たうか
ーみどぅ⸣ムまい...〕一人女。未婚の女性。【同】
「とーかーみどぅム」。
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だかー

たうかーみどぅムヴヴぁ [taukaːmidumvva]［名］
〔たうかーみどぅムヴヴぁまい...〕一人娘。【同】
「とーかーみどぅムヴヴぁ」。

たうかーむぬ [taukaːmunu]［名］〔たうかーむぬ
まい...〕一人者。独身のこと。【同】「とーかー
むぬ」。

たうかーむぬふー [taukaːmunufuː]［名］〔たうか
ーむぬふーまい...〕一人で食べる。【同】「とー
かーむぬふー」。

たうかーむぬゆム [taukaːmunujum]［名］〔たう
かーむぬゆ⸣ムまい...〕一人言を言う。【同】「と
ーかーむぬゆム」。

たうがに [taugani]［名］〔たうが⸣にまい...〕唐金。
宮古⺠謡。【同】「とーがに」。

たうぎー [taugiː]［名］［植］〔たうぎーまい...〕た
ぶのき。【同】「とーぎー」。

たうす [tausɿ]［動 I類 c型］〔たうしー、たうし
ゃん〕倒す。【例】きーゆ たうす（木を倒す）。

【同】「とーす」。

だうず [daudzɿ]［名］〔だう⸣ずまい...〕上手。【同】
「どーず」。

だうずしゃーリ゚ [daudzɿɕaːɭ]［形］〔だうず⸣しゃ
まい...〕上手。【同】「どーずしゃーリ゚」。

たうた [tauta]［名］［疑］〔たうたまい...〕誰ら。
誰たち。【同】「とーた」。

たうたう [tautau]［擬］〔たうたうてぃー...〕作物
が生い茂る様。【同】「とーとー」。

だうだう [daudau]［擬］〔だうだうてぃー...〕た
くさん。

たうたが ムめ [tautaga mme]［名］［疑］〔たう
た⸣がムめ⸢まい...〕誰ら。誰たち。【同】「とー
たがムめ」。

たうとぅ [tautu]［名］〔たうとぅま⸣い...〕唐沖。神
に祈りをすることば。手を合わせて祈る。【同】

「とーとぅ」。

たうとぅがなす [tautuganasɿ]［名］〔たうとぅが
な⸣すまい...〕神を尊敬することば。【同】「とー
とぅがなす」。

たうに [tauni]［名］〔たうにまい...〕豚の給飼器。
【同】「とーに」。

たうピ [taupɿ]［名］〔たう⸣ピまい...〕当日。行事

の中心の日。【同】「とーピ」。

たうふ [taufu]［名］〔たう⸣ふまい...〕豆腐。【同】
「とーふ」。

たうふかす [taufukasɿ]［名］〔たう⸣ふかすまい...〕
豆腐粕。おから。うのはな。【同】「とーふかす」。

たうふつ [taufutsɿ]［名］〔たうふ⸣つまい...〕ぎ
こちない言葉。久しぶりに帰省した人の島こと

ば。【同】「とーふつ」。

たうふばく [taufubaku]［名］〔たうふば⸣くまい...〕
豆腐を固まらせる箱。【同】「とーふばく」。

たうふゆー [taufujuː]［名］〔たうふゆ⸣ーまい...〕
湯豆腐。おぼろ豆腐。【同】「とーふゆー」。

たうみかす [taumikasɿ]［動 I類 c型］〔たうみか
しー、たうみかしゃん〕（肥料などを入れて）生

い茂らせる。

だうみかす [daumikasɿ]［動 I類 c型］〔だうみか
しー、だうみかしゃん〕多くする。たくさんの

人を集める。

たうみキ゚[taumikɿ]［動 I類 c型］〔たうみきー、た
うみかん〕生い茂る。草や農作物が繁茂する。

だうみキ゚ [daumikɿ]［動 I類 c型］〔だうみきー、
だうみかん〕多い。たくさんの人が集まる。大

勢の人がいる。

たうむム [taumum]［名］［植］〔たうむムまい...〕
やまもも。在来種のもも。【同】「とーむム」。

たうらす [taurasɿ]［動 I類 c型］〔たうらしー、た
うらしゃん〕倒す。【例】たうらし（倒せ）。き

ーゆ たうらし（木を倒せ）。きーゆ たうらす

（木を倒す）。【同】「とーらす」。

だうり [dauri]［助］〜らしい。【例】あんしーぎ
だうり（そうらしい）。【同】「どーり」。

だうり [dauri]［名］〔だうりまい...〕道理。正し
い理論。【例】むぬぬ だうり（ものの道理）。

【同】「どーり」。

たか [taka]［名］〔たかまい...〕鷹。さしばのこ
と。

たかー [takaː]［接尾］〜ば。〜したら。条件を表わ
す。【例】うんすたかー（そうすれば）。ふーた

かー（食べれば）。【同】「たからー」。「てぃか

ー」。「てぃからー」。

だかー [dakaː]［接尾］〜なければ。〜なかったら。
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たかあす

【例】うんしー しゅだかー（そうしなければ）。

【同】「だからー」。

たかあす [takaasɿ]［名］〔たかあ⸣すまい...〕高足。
腿を上げて歩くこと。

たかあたリ゚ [takaataɭ]［名］〔たかあた⸣リ゚まい...〕
高あたり。高くつくこと。費用が高いこと。

たかーながー [takaːnagaː]［名］［井戸］〔たかー
ながーまい...〕井戸の名。人工井戸。

たかうじん [takaudʑin]［名］〔たかうじ⸣んまい...〕
高いお膳。4ヵ所に脚がある膳。

たかがまつ [takagamatsɿ]［名］〔たかがま⸣つま
い...〕頬が高いこと。またその人。

たかぎー [takagiː]［名］〔たかぎ⸣ーまい...〕高木。
【例】たかぎーんどぅ かでー あたリ゚（高い木

に風は当たる）。

たかごー [takagoː]［名］〔たかご⸣ーまい...〕鷹の
歌。宮古一円に歌った。

たかしがー [takaɕigaː]［名］［井戸］〔たか⸣しが
ーまい...〕井戸の名。人工井戸。

たかしばま [takaɕibama]［名］［地］〔たか⸣しば
ままい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村
史参照。

たかしゃ [takaɕa]［名］〔たか⸣しゃまい...〕高さ。
【例】たかしゃめー（高さ比べ）。

たかしゃ [takaɕa]［名］〔たか⸣しゃまい...〕崇む
こと。先祖を崇むこと。崇拝。【例】かムゆ た

かしゃ（神を拝む）。

たかしゃ なす [takaɕa nasɿ]［連語］高くなす。【例】
いすう たかしゃ なす（椅子を高くする）。

たかしゃ なリ゚[takaɕa naɭ]［連語］高くなる。【例】
くじゅゆーリ゚らー たかしゃ なりった（去年

より背が伸びた）。

たかしゃーリ゚ [takaɕaːɭ]［形］〔たか⸣しゃまい...〕
高い。値段・身の丈・草丈・山の高さなどに言

う。【例】たかどぅくな（高い所）。たかだい（値

段が高い）。

たかしゃーリ゚ [takaɕaːɭ]［形］〔たか⸣しゃまい...〕
崇。敬う。【例】たかしゃすー（崇拝する）。

たかしゃめー [takaɕameː]［名］〔たか⸣しゃめー
まい...〕背くらべ。

たかじゅーし [takadʑuːɕi]［名］〔たかじゅーしま

い...。たかじゅー⸣しまい...〕さしばの雑炊。
たかしり [takaɕiri]［名］［貝］〔たかし⸣りまい...〕
たかせ貝。【同】「たかすり」。

たかす [takasɿ]［動 I類 c型］〔たかしー、たかし
ゃん〕炊かせる。米を炊かせる。【例】たかし

（炊かせよ。米を炊かせよ）。

たかす [takasɿ]［動 I類 c型］〔たかしー、たかし
ゃん〕焚かせる。火を熾させる。【例】たかし

（焚かせよ。火を熾させよ）。

だかす [dakasɿ]［動 I類 a型］〔だかしー、だか
しゃん〕抱かせる。【例】だかし（抱かせよ）。

っふぁう だかし（子どもを抱かせよ）。だかし

ゃ（抱かせよう。自分の子を他人に抱いてもら

う）。だかしゃまん（抱かさない。自分の子を

他人に抱いて欲しくない）。

たかすり [takasɿri]［名］［貝］〔たかす⸣りまい...〕
たかせ貝。【同】「たかしり」。

たかすりぬし [takasɿrinuɕi]［名］［貝］〔たかす⸣
りぬしまい...〕たかせ貝。

たかすんず [takasɿndzɿ]［名］〔たかすんずまい...。
たかすん⸣ずまい...〕さしばの煎じ汁。さしば
のお汁。

たかた [takata]［名］［地］〔たか⸣たまい...〕多良
間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

たかだい [takadai]［名］〔たかだ⸣いまい...〕高代。
高値。

たかだい [takadai]［名］〔たかだいまい...。たか
だ⸣いまい...〕高台。多良間小学校校歌の歌詞
「こうだい」のこと。

たかどぅくな [takadukuna]［名］〔たかどぅく⸣な
まい...〕高い所。

たかとぅリ゚ [takatuɭ]［名］〔たかとぅリ゚まい...。た
かとぅ⸣リ゚まい...〕さしば狩。寒露の時期にさし
ばを捕獲する。今は禁止。

たかなム [takanam]［名］〔たかな⸣ムまい...〕高
波。波浪。

たかにつ [takanitsɿ]［名］〔たかにつまい...〕高
熱。体温の高いこと。熱っぽいこと。

たかぬ すばリ゚ [takanu sɿbaɭ]［名］〔たかぬすば⸣
リ゚まい...〕さしばの小便。さしばの飛来すると
きの雨のこと。

246



たかんじゃ

たかぬ つかイ゚ [takanu tsɿkaɿ]［名］［鳥］〔たか
ぬつか⸣イ゚まい...〕あかはらだかのこと。

たかぬ やー [takanu jaː]［名］〔たかぬや⸣ーま
い...〕さしばの家。宮古の人たちはさしばの行
きつく所は多良間島の林の中だと歌にした。

たかぬずム [takanudzɿm]［名］〔たかぬず⸣ムま
い...〕高望み。身の程しらず。

たかぱ [takapa]［名］〔たか⸣ぱまい...〕高い所。
【類】「たかどぅくな」。「たかぱな」。

たかばーっふぇ [takabaːffe]［名］［鳥］〔たかばー
っ⸣ふぇまい...〕むくどり。さしばの飛来する 1
ヶ月前に群れをなす。

たかぱーどぅリ゚ [takapaːduɭ]［名］〔たかぱーどぅ
⸣リ゚まい...〕乳児の這う様。四肢を使って這う。
【同】「たかぺーどぅリ゚」。

たかばた [takabata]［名］〔たかば⸣たまい...〕高
機。機織機。

たかばな [takabana]［名］〔たかばなまい...〕さ
しばを捕獲する仕掛け。おとり。罠。

たかぱな [takapana]［名］〔たかぱなまい...〕高
い所。【類】「たかどぅくな」。「たかぱ」。

たかぱな [takapana]［名］〔たかぱ⸣なまい...〕高
い鼻。またその人。

たかび [takabi]［名］〔たかびまい...〕崇み。拝む
こと。神への祈り。村たかび。【例】かずたか

び（鍛冶崇）。

たかびし [takabiɕi]［名］〔たかび⸣しまい...〕高い
干瀬。引き潮の時に最初に現れる干瀬。

たかびリ゚ [takabiɭ]［動 II類 c型］〔たかびー、た
かびん〕崇み。拝む。崇拝する。

たかぶリ゚[takabuɭ]［動 I類 c型］〔たかぶりー、た
かぶらん〕知識があるように見せかける。【例】

たかぶリ゚な（えらそうにするな）。

たかぶり [takaburi]［名］〔たかぶりまい...〕えら
そうにしていること。

たかぶりむぬ [takaburimunu]［名］〔たかぶりむ
⸣ぬまい...〕えらそうな人。人間性に欠ける人。

たかぺーどぅリ゚ [takapeːduɭ]［名］〔たかぺーどぅ
⸣リ゚まい...〕乳児の這う様。四肢を使って這う。
【同】「たかぱーどぅリ゚」。

たかま [takama]［名］［魚］〔たか⸣ままい...〕と

びはぜ。【類】「むつーべ」。

たかましゃれ [takamaɕare]［名］〔たかましゃ⸣れ
まい...〕中指。

たかまっふぁ [takamaffa]［名］〔たかまっ⸣ふぁ
まい...〕高枕。枕を高くする。生活が安定する
たとえ。

たかまリ゚ [takamaɭ]［動 I類 c型］〔たかまりー、
たかまらん〕高まる。高くなる。

たかみリ゚ [takamiɭ]［動 II類 c型］〔たかみー、た
かみん〕高める。高くする。高くする作業。【例】

ムめぴっちゃ たかみる（もう少し高めよ）。

たかムな [takamna]［名］［貝］〔たかム⸣なまい...〕
たかせがい。

たかむぬ [takamunu]［名］〔たかむ⸣ぬまい...〕高
いもの。高い人。高い木。高い家。

たかやすム [takajasɿm]［名］〔たかやす⸣ムまい...〕
太陽の入りがおそいこと。晴れた日のこと。

たから [takara]［名］〔たからにーまい...。たから
にーま⸣い...〕宝。大切なもの。子宝。

たからー [takaraː]［接尾］〜ば。〜したら。条件
を表わす。【例】くるー すたからー だみどー

（これをしたらだめだよ）。【同】「たかー」。「て

ぃかー」。「てぃからー」。

だからー [dakaraː]［接尾］〜なければ。〜なかっ
たら。【例】くるー しゅだからー だいずどー

（これをしなかったら大変だよ）。【同】「だか

ー」。

たからす [takarasɿ]［動 I 類 c 型］〔たからしー、
たからしゃん〕たからせる。群がらせる。【例】

ぱイ゚う たからすな（蝿をたからすな）。

たからむぬ [takaramunu]［名］〔たからむ⸣ぬま
い...〕宝物。主として子どものこと。「宝石」は
誤り。

たかリ゚ [takaɭ]［動 I類 c型］〔たかりー、たから
ん〕たかる。群がる。【例】たかりー ぶリ゚（群

がっている。群衆）。しゃたんどぅ あかリ゚ぬ

たかリ゚（砂糖に蟻が群がる）。

たかりー [takariː]［名］〔たかり⸣ーまい...〕高い
利子。高利。

たかんじゃ [takandʑa]［名］〔たかん⸣じゃまい...〕
背の高い人。
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たキ゚ [takɿ]［動 I類 c型］〔たきー、たかん〕炊く。
煮る。【例】まーしゅたキ゚（塩を作ること）。

たキ゚ [takɿ]［動 I類 a型］〔たきー、たかん〕焚く。
火を焚く。薪を燃やす。

たき [taki]［名］〔た⸣きまい...〕丈。身⻑。【例】
たけー あリ゚（丈はある。衣服を作るときの布

の⻑さの足りていること）。たけー たらーん

（丈は足りない。体格の大きい人に布地の⻑さ

が足りない）。

たき [taki]［名］〔た⸣きまい...〕せい。故。原因。
仕業。【例】ヴヴぁが たき（君のせいだ）。

たき [taki]［名］［植］〔たきまい...〕竹。【例】あ
うだき（⻘竹）。たきぼー（竹棒）。たけー ね

ーん（竹やぶは見るかげもない）。

だキ゚ [dakɿ]［動 I類 a型］〔だきー、だかん〕抱
く。子守する。【例】だキ゚あんが（守姉）。だき

ー ヴぇーがらし（抱いて大きくしなさい。子

守して育てなさい）。だキ゚な（抱くな）。

だき [daki]［接尾］〜だけ。〜程。【例】うんだき
（それだけ。それほど）。くんだき（これだけ）。

かんだき（あれだけ）。

だき [daki]［接尾］〜のように。〜の如く。【例】な
がしがーぬ みずだき（ナガシガーの水のよう

に）。

たキ゚あぎリ゚ [takɿagiɭ]［動 II類 c型］〔たキ゚あぎ
ー、たキ゚あぎん〕炊きあげる。【例】まーしょ

ー たキ゚あぎった（塩は炊きあげた）。

だキ゚あに [dakɿani]［名］〔だキ゚あ⸣にまい...〕抱き
姉。子守した姉のこと。

たきうビー [takiubɿː]［名］〔たきうビーまい...。
たきうビ⸣ーまい...〕竹の帯。竹のたが。【例】た
るぬ たきうビー（樽（桶）の竹帯）。

たきぐす [takigusɿ]［名］〔たきぐすまい...〕竹の
鞭。竹の棒。

たきぐす [takigusɿ]［名］〔たきぐすまい...〕竹串。
竹でできている串。

たきくび [takikubi]［名］〔たきく⸣びまい...〕竹
の壁。竹で作った壁。

たキ゚くム [takɿkum]［動 I類 c型］〔たキ゚くみー、
たキ゚くまん〕炊き込む。保存食として余計に炊

くこと。

たきじぇーふ [takidʑeːfu]［名］〔たきじぇーふま
い...〕竹細工。竹の工作。ざるを作る。

たきじゃう [takidʑau]［名］〔たきじゃうまい...〕
竹竿。物干し竿。釣り竿。

たぎす [tagisɿ]［名］［植］〔たぎ⸣すまい...〕のい
ちご。

たぎすやま [tagisɿjama]［名］［植］〔たぎ⸣すやま
まい...〕野苺の生い茂っている所。

だキ゚つキ゚[dakɿtsɿkɿ]［動 I類 c型］〔だキ゚つきー、だ
キ゚つかん〕抱きつく。子どもが⺟を抱きつく。

たきつつ [takitsɿtsɿ]［名］〔たきつつまい...〕竹
筒。竹で作った筒。水筒。

たキ゚でぃリ゚ [takɿdiɭ]［動 II類 c型］〔たキ゚でぃー、
たキ゚でぃん〕炊き出す。大勢の人に料理するこ

と。

たきぬ っふぁ [takinu ffa]［名］〔たきぬっ⸣ふぁ
まい...〕竹の子。

たきぬ ぱな [takinu pana]［名］〔たきぬぱなま
い...。たきぬぱ⸣なまい...〕竹の花。60 年に一
度咲くといわれる。

たきばうキ゚ [takibaukɿ]［名］〔たきばうキ゚まい...〕
竹箒。竹で作った箒。【同】「たきぼーキ゚」。

たきふギ [takifugɿ]［名］〔たきふギまい...〕竹釘。
竹の釘。船大工が用いる。

だキ゚ふし [dakɿfuɕi]［名］〔だキ゚ふ⸣しまい...〕抱
きくせ。赤ちゃんに抱くくせをつけると成育が

遅くなる。

たきふす [takifusɿ]［名］〔たきふすまい...〕竹櫛。
竹で作った櫛。

たきふでぃ [takifudi]［名］〔たきふでぃまい...〕
竹筆。大工道具。木材に竹筆で墨をつける。

たきぶとぅ [takibutu]［名］〔たきぶ⸣とぅまい...〕
丈太。身⻑の大きいこと。またその人。【類】「う

ぷピとぅ」。

たきぼーキ゚ [takiboːkɿ]［名］〔たきぼーキ゚まい...〕
竹箒。竹で作った箒。【同】「たきばうキ゚」。

だキ゚ます [dakɿmasɿ]［名］〔だキ゚ますまい...〕抱
桝。生後初めての十五夜に神酒を仏壇に供える

こと。

たきやま [takijama]［名］〔たきやままい...〕竹
山。竹林。八重山遠見の竹林。
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たきやリ゚ [takijaɭ]［名］〔たきやリ゚まい...〕竹槍。
竹で作った槍。戦時に婦人の訓練に使った。

たギらす [tagɿrasɿ]［動 I 類 c 型］〔たギらしー、
たギらしゃん〕たぎらす。沸騰させる。煮つめ

る。【例】ぬくリ゚る たぎらし（残りはたぎらし

なさい）。

たきリ゚ [takiɭ]［動 I類 c型］〔たきりー、たきら
ん〕病人の弱い声。うめき声。

たギリ゚ [tagɿɭ]［動 I類 c型］〔たギりー、たギら
ん〕たぎる。煮え立つ。湧き上がる。たぎり立

つ。勇ましいこと。【例】たぎリ゚なび（煮え立

つ鍋）。

たく [taku]［名］［魚］〔たくま⸣い...〕蛸。【例】た
こー いでぃが（蛸はどれか。漁から帰って来

る人に言う）。たかだいたく（高い値の蛸）。た

こー たかだい（蛸は高値）。たこー ムまむぬ

（蛸はおいしい）。

たぐ [tagu]［名］〔た⸣ぐまい...〕桶。樽。【類】「ぐ
き」。

たくヴヴぁ [takuvva]［名］〔たくヴ⸣ヴぁまい...〕
小児麻痺の子。

たぐかたみ [tagukatami]［名］〔たぐかた⸣みま
い...〕桶担ぎ。桶を担ぐこと。【例】みずたぐか
たみ（水桶担ぎ）。

たくたく [takutaku]［擬］〔たくたくてぃー...〕蛸
のようにやわらかい体。元気のない人のこと。

たくとぅれ [takuture]［名］〔たくとぅ⸣れまい...〕
蛸とり名人。

たくぬ っふぃ [takunu ffi]［名］〔たくぬっ⸣ふぃ
まい...〕蛸のすみ。

たくぬ てぃー [takunu tiː]［名］〔たくぬてぃ⸣ー
まい...〕蛸の手。蛸の足のこと。

たくぬ やー [takunu jaː]［名］〔たくぬや⸣ーま
い...〕蛸の家。蛸の巣穴。【類】「あでぃく」。「あ
でぃふ」。

たくまーリ゚ [takumaːɭ]［名］〔たくまー⸣リ゚まい...〕
蛸とり回り。蛸とり漁。

たくまいリ゚ [takumaiɭ]［動 II類 c型］〔たくまい
ー、たくまいん〕ねらわれる。陥いれられる。

【例】かリ゚んどぅ たくまいー ねーん（彼に陥

れられた）。【同】「たくまりリ゚」。

たくまりリ゚ [takumariɭ]［動 II 類 c 型］〔たくま
りー、たくまりん〕ねらわれる。陥いれられる。

【同】「たくまいリ゚」。

たくみかす [takumikasɿ]［動 I 類 c 型］〔たくみ
かしー、たくみかしゃん〕元気をなくす。なよ

なよさせる。殴ってよちよちさせる。

たぐみがに [tagumigani]［名］〔た⸣ぐみがにま
い...〕桶めがね。船上からのぞきこむためのめ
がね。

たくみキ゚ [takumikɿ]［動 I類 c型］〔たくみきー、
たくみかん〕元気がない。なよなよする。

たくム [takum]［動 I類 c型］〔たくみー、たくま
ん〕ねらう。陥いれる。

たぐゆー [tagujuː]［名］〔た⸣ぐゆーまい...〕桶結
い。桶作り。

たぐリ゚ [taguɭ]［動 I類 c型］〔たぐりー、たぐら
ん〕たぐり寄せる。物を引き寄せるために縄を

たぐること。【例】ふにう たぐリ゚（船をたぐり

寄せる）。

たくわい [takuʋai]［名］〔たくわいまい...〕貯え。
貯金。食糧を貯えること。

たくわいリ゚ [takuʋaiɭ]［動 II類］〔たくわいー、た
くわいん〕〔たくわいまい...〕貯える。貯金す
る。食糧を貯える。【例】じんゆ たくわいリ゚

（お金を貯える。貯金する）。ふーむぬーたくわ

いリ゚（食べ物を貯える）。

たけー ならん [takeː naran]［連語］手に追えな
い。相手にできない。【類】「ぎずェーならん」。

たこーやま [takoːjama]［名］〔たこ⸣ーやままい...〕
八月おどりの笠おどりの歌。多幸山。

たしゃーリ゚ [taɕaːɭ]［形］したい。やりたい。【例】
すばリ゚ すたしゃーリ゚（小便したい）。

たす [tasɿ]［動 I類 c型］〔たしー、たしゃん〕足
す。加える。添える。つぎたす。

だす [dasɿ]［名］〔だ⸣すまい...〕だし。味を出さ
せるもの。【例】かちゅーだす（カツオだし）。

たすかしゃーリ゚ [tasɿkaɕaːɭ]［形］〔たすか⸣しゃ
まい...〕確か。【例】たすかん あムどー（確か

にあるよ）。たすかげーらい（確かなことかな

あ）。ぱなすェー たすかげーらい（話は確か

かなあ）。たすかべーム（確かですか）。うれー
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たすかべーム（これは確かなことですか）。た

すかやー（確かだなあ）。かリ゚が ぱなすェー

たすかやー（彼の話は確かだなあ）。

たすかみリ゚ [tasɿkamiɭ]［動 II類 c型］〔たすかみ
ー、たすかみん〕確かめる。【例】まーんてぃ

ーな たすかみリ゚（本当か確かめる）。

たすからん [tasɿkaran]［連語］役に立たない。
たすからん むぬ [tasɿkaran munu]［名］〔たすか
らんむ⸣ぬまい...〕役立たず。

たすかリ゚ [tasɿkaɭ]［動 I類 c型］〔たすかりー、た
すからん〕助かる。楽になる。【例】たすから

ん（助からない。生き返らない）。かしーすば

たすかリ゚（手伝うから楽になる）。

たすき [tasɿki]［名］〔たす⸣きまい...〕たすきが
け。着物の袖をたくしあげるのに使うひも。

たすき [tasɿki]［名］〔たすきま⸣い...〕助け。助け
ること。手伝うこと。補助すること。奉仕する

こと。

たすきあい [tasɿkiai]［名］〔たすきあ⸣いまい...〕
助け合い。【例】たすきあい すが（助け合いの

仕事に行く）。

たすきリ゚ [tasɿkiɭ]［動 II類 c型］〔たすきー、た
すきん〕助ける。救助する。援助する。ボラン

ティア。【例】じんしー たすきリ゚（金で援助す

る）。

たすなみ [tasɿnami]［名］〔たすなみまい...〕注意。
悪いことをした子どもに対する注意。

たすなみリ゚ [tasɿnamiɭ]［動 II類 a型］〔たすなみ
ー、たすなみん〕悪いことをした子どもに注意

する。軽く教えること。

たすなム [tasɿnam]［動 I 類 a 型］〔たすなみー、
たすなまん〕嗜む。好む。趣味する。勉強する。

習う。

たずにリ゚ [tadzɿniɭ]［動 II類 c型］〔たずにー、た
ずにん〕尋ねる。

だすむぬ [dasɿmunu]［名］〔だ⸣すむぬまい...〕だ
しの利いた食べもの。

ただ [tada]［副］ひたすら。【例】ただ ぱりー

ぶたリ゚（ひたすら走ってばかりいた）。

ただ [tada]［副］無料。【例】ただむぬ（無料の
もの）。みーむのー ただ（見物は無料）。

だだ [dada]［擬］〔だだてぃー...〕持っていたも
のが力尽きて落ちること。

だだー [dadaː]［擬］液体がこぼれる様。勢よく
こぼれること。【例】だだーてぃー むりー ぶ

リ゚（勢よくたくさんこぼれている）。

だだーてぃー [dadaːtiː]［副］家の雨もりのひど
い様。

たたかイ゚ [tatakaɿ]［名］〔たたか⸣イ゚まい...〕戦い。
競争。勝負。戦争。

たたかう [tatakau]［動 I類 c型］〔たたけー、た
たかーん〕戦う。武器を持って戦うこと。【同】

「たたくー」。「たたこー」。

たたキ゚ [tatakɿ]［名］〔たた⸣キ゚まい...。たたキ゚ま⸣
い...〕オリオン座の三つ星。

たたキ゚ [tatakɿ]［動 I類 c型］〔たたきー、たたか
ん〕叩く。手や棒で叩く。穀物を精げる。【例】

たたかだ（叩きなさい。肩をたたきなさい）。た

たきー うくし（叩いて起こしなさい）。たたき

ー とぅらし（叩いてしまえ。こらしめろ）。た

たきー ならーし（叩いて教えよ。人にも動物

にも言う）。たたきー ならし（叩いて鳴らしな

さい。鐘や太鼓を叩くこと）。たたきー みーだ

（叩いてごらんなさい）。たたきー みーる（叩

いてみよ）。

ただキ゚ [tadakɿ]［動 I類 c型］〔ただきー、ただか
ん〕尋ねる。尋問する。取り調べる。訪問する。

たたキ゚ばリ゚ [tatakɿbaɭ]［動 I類 c型］［罵声］〔た
たキ゚ばりー、たたキ゚ばらん〕叩いて割る。

たたキ゚ふー [tatakɿfuː]［動 I類 c型］［罵声］〔た
たキ゚ふぇー、たたキ゚ふぁーん〕食いやがる。

たたキ゚ぶリ゚ [tatakɿbuɭ]［動 I類 c型］〔たたキ゚ぶり
ー、たたキ゚ぶらん〕叩き折る。叩く。殴る。木

の枝を叩き折る。

たたキ゚んキ゚ [tatakɿnkɿ]［動 I類 c型］〔たたキ゚ん
きー、たたキ゚んかん〕叩き込む。

たたくー [tatakuː]［動 I類 c型］〔たたけー、たた
かーん〕戦う。【同】「たたかう」。「たたこー」。

ただぐとぅ [tadagutu]［名］〔ただぐとぅまい...〕
平常の事。いつもの事。【例】ただぐとー あら

ん（平常でない）。

たたこー [tatakoː]［動 I類 c型］〔たたけー、たた
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かーん〕戦う。【同】「たたかう」。「たたくー」。

たたす [tatasɿ]［動 I類 c型］〔たたしー、たたし
ゃん〕立たせる。

たたす [tatasɿ]［動 I類 c型］〔たたしー、たたし
ゃん〕建たせる。

たたす [tatasɿ]［動 I類 c型］〔たたしー、たたし
ゃん〕経たせる。

ただす [tadasɿ]［動 I類 c型］〔ただしー、ただし
ゃん〕糾す。糾断。正す。【例】ただし（糾しな

さい）。

たたずキ゚ [tatadzɿkɿ]［名］〔た⸣たずキ゚⸢まい...〕来
月。次の月。

ただなぐミ゚ [tadanagumɿ]［名］〔ただ⸣なぐミ゚ま
い...〕多田名組。八月おどりの組踊りの一つ。
村史参照。

ただなリ゚ [tadanaɭ]［名］［植］〔ただな⸣リ゚まい...〕
みやこじまぼたんづる。

ただばたらキ゚ [tadabatarakɿ]［名］〔ただばたらキ゚
まい...〕無駄働き。

たたます [tatamasɿ]［動 I類 c型］〔たたましー、
たたましゃん〕たたませる。【例】キ゚んゆ たた

ます（着物をたたませる）。

たたみ [tatami]［名］〔たたみまい...〕畳。和室の
敷き物。

だだみキ゚ [dadamikɿ]［動 I類 c型］〔だだみきー、
だだみかん〕落ちこぼれる。こぼれることの強

調語。家の雨もりがひどい様。【例】いつばん

から だだみキ゚（一番から落ちた）。

たたみやー [tatamijaː]［名］〔たたみやーまい...〕
畳工場。畳商売の人。

たたム [tatam]［動 I類 c型］〔たたみー、たたま
ん〕たたむ。着物をたたむ。店を閉じる。【例】

もーふー たたム（毛布をたたむ）。

だたム [datam]［接尾］〜しなかった。過去否定
の接辞。【例】ふぁーだたム（食べなかった）。

いかだたム（行かなかった）。

ただむぬ [tadamunu]［名］〔ただむぬまい...〕無
料もの。もらいもの。

たたリ゚ [tataɭ]［動 I類 c型］〔たたりー、たたら
ん〕祟る。災厄に陥れる。

ただりリ゚ [tadariɭ]［動 II類 c型］〔ただりー、た

だりん〕ただれる。皮ふがただれる。【例】ふ

くぬ ただりリ゚（服がただれる）。

たちあい [tatɕiai]［名］〔たちあ⸣いまい...〕立ち
合い。立ち合い演説。

たちあいにん [tatɕiainin]［名］〔たちあいに⸣んま
い...〕立ち合い人。立ち合うための人。

たちあう [tatɕiau]［動 I類 c型］〔たちえー、た
ちあーん〕立ち合う。【同】「たちおー」。

たちおー [tatɕioː]［動 I類 c型］〔たちえー、たち
あーん〕立ち合う。【同】「たちあう」。

たちぬキ゚ [tatɕinukɿ]［動 I類 c型］〔たちぬきー、
たちぬかん〕立ち退く。居場所を離れる。【例】

たちぬきった（立ち退いて行った。居場所を離

れて移動した）。

たつ [tatsɿ]［名］［干支］〔た⸣つまい...〕辰。十二
支の五番目。辰年。たつどぅい。⻯。

たつ [tatsɿ]［名］〔た⸣つまい...〕家畜小屋。畜舎。
【例】うすだつ（牛小屋）。ぬーまだつ（馬小屋）。

ぴんだだつ（山羊小屋）。

たつ [tatsɿ]［名］〔た⸣つまい...〕膵臓。
たつ [tatsɿ]［名］〔た⸣つまい...〕剣。つるぎ。刀。
日本刀。

たつ [tatsɿ]［動 I類 c型］〔たてぃー、たたん〕立
つ。起立する。【例】たてぃった（立った）。

たつ [tatsɿ]［動 I類 c型］〔たてぃー、たたん〕経
つ。経過する。一日経つなど。

たつ [tatsɿ]［動 I類 c型］〔たてぃー、たたん〕鋭
い。刃物がよく切れる。

だつ [datsɿ]［名］［魚］〔だ⸣つまい...〕だつ。新
しい言い方。【類】「すず」。

たつあぎリ゚ [tatsɿagiɭ]［動 II類 c型］〔たつあぎ
ー、たつあぎん〕立ち上げる。棟上げする。建

設する。【例】たつあぎった（立ち上げた。建

設した）。

たつういギ [tatsɿuigɿ]［名］〔たつうい⸣ギまい...〕
立ち泳ぎ。

たっかーす [takkaːsɿ]［動 I類 c型］〔たっかーし
ー、たっかーしゃん〕くっつける。二つ以上の

物をくっつける。【例】いたう たっかーす（板

をくっつける）。

たつかにリ゚ [tatsɿkaniɭ]［動 II類 c型］〔たつかに
251



たつからす

ー、たつかにん〕立ち兼ねる。立ちにくい。【例】

ぱギやみー たつかにリ゚（足が痛くて立ちにく

い）。

たつからす [tatsɿkarasɿ]［動 I類 a型］〔たつから
しー、たつからしゃん〕火を熾す。【例】ちき

ぎにー たつからす（マッチで燃やす）。

たつかリ゚ [tatsɿkaɭ]［動 I 類 a 型］〔たつかりー、
たつからん〕火が熾る。火が燃える。【例】う

まつェー たつかりった（火は燃えた）。

たつがり [tatsɿgari]［名］〔たつが⸣りまい...〕立
ち枯れ。木の立ち枯れ。

たつがりぎー [tatsɿgarigiː]［名］〔たつがりぎ⸣ー
まい...〕立ち枯れの木。

たつがりリ゚ [tatsɿgariɭ]［動 II類 c型］〔たつがり
ー、たつがりん〕立ち枯れる。木が立ち枯れす

る。

たつギキ゚ [tatsɿgɿkɿ]［名］〔たつギ⸣キ゚まい...〕立
ち聞き。こっそり聞く。立ち止って聞く。

たつきリ゚ [tatsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔たつきー、た
つきん〕火を熾す。火を燃やす。火を焚く。

たつきリ゚ [tatsɿkiɭ]［動 I類 a型］〔たつきりー、た
つきらん〕断ち切る。交際を断つ。【例】かリ゚と

ー たつきリ゚ぐまた（彼とは縁を切る）。

だっくく [dakkuku]［名］〔だっく⸣くまい...〕脱
穀。穀類を精げること。

たつぐりしゃーリ゚ [tatsɿguriɕaːɭ]［形］〔たつぐり⸣
しゃまい...〕立ちにくい。【例】つぶすぬ やみ

ー たつぐりしゃーリ゚（ひざ通でたちにくい）。

たっしゃ [taɕɕa]［名］〔たっしゃまい...〕達者。元
気。

たっじゃす [taddʑasɿ]［動 I類 c型］〔たっじゃし
ー、たっじゃしゃん〕たぎらす。食べ残りの鍋

のものを温める。

たっずー [taddzɿː]［動 I類 c型］〔たっじー、た
っじゃん〕たぎる。食べ残りの鍋のものが温ま

る。

たつすかま [tatsɿsɿkama]［名］〔たつすか⸣まま
い...〕立ち仕事。立ったままの仕事。

たつすぐとぅ [tatsɿsɿgutu]［名］〔たつすぐ⸣とぅ
まい...〕立ち仕事。立ったままの仕事。

だったい [dattai]［名］〔だった⸣いまい...〕脱退。

団体から退ける。

たつっふぁがリ゚ [tatsɿffagaɭ]［動 I類 c型］〔たつ
っふぁがりー、たつっふぁがらん〕立ちふさが

る。

たつどぅい [tatsɿdui]［名］［干支］〔たつどぅい
まい...〕辰年生まれ。

たつどぅーす [tatsɿduːsɿ]［名］〔たつどぅー⸣すま
い...〕立ち通し。立ったままの姿勢。

たつどぅす [tatsɿdusɿ]［名］〔たつどぅすまい...〕
辰年。辰年生れ。

たつどぅまリ゚ [tatsɿdumaɭ]［動 I類 c型］〔たつど
ぅまりー、たつどぅまらん〕立ち止まる。

たつなうらす [tatsɿnaurasɿ]［動 I類 c型］〔たつ
なうらしー、たつなうらしゃん〕立ち直らせる。

厳しくしつける。【例】たつなうらしった（立

ち直らせた）。【同】「たつのーらす」。

たつなうリ゚ [tatsɿnauɭ]［動 I類 c型］〔たつなう
りー、たつなうらん〕立ち直る。【同】「たつの

ーリ゚」。

たつにリ゚ [tatsɿniɭ]［名］〔たつに⸣リ゚まい...〕立っ
て歌う〈ニリ゚〉（神歌）。

たつぬイ゚ [tatsɿnuɿ]［名］［干支］〔たつぬイ゚まい...〕
辰の日。

たつぬイ゚ぬ ピー [tatsɿnuɿnu pɿː]［名］［干支］〔た
つぬイ゚ぬピーまい...〕辰の日。

たつぬイ゚ムまり [tatsɿnuɿmmari]［名］［干支］〔た
つぬイ゚ムま⸣りまい...〕辰の日生まれ。辰の日に
生まれた人。

たつのーらす [tatsɿnoːrasɿ]［動 I 類 c 型］〔たつ
のーらしー、たつのーらしゃん〕立ち直らせる。

厳しくしつける。【同】「たつなうらす」。

たつのーリ゚ [tatsɿnoːɭ]［動 I類 c型］〔たつのーり
ー、たつのーらん〕立ち直る。【同】「たつなう

リ゚」。

たつびー [tatsɿbiː]［名］〔たつび⸣ーまい...〕ひざ
を曲げた状態の座り方。

だっふぁ [daffa]［擬］〔だっふぁてぃー...〕大股
で力強く歩くときに言う。

だっふぁだっふぁ [daffadaffa]［擬］大股で力強
く歩くときに言う。「だっふぁ」を強調した言

い方。
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たどぅリ゚つキ゚

だっふぁみキ゚[daffamikɿ]［動 I類 c型］〔だっふぁ
みきー、だっふぁみかん〕大股で力強く歩く。

たつふしゃがリ゚ [tatsɿfuɕagaɭ]［動 I類 c型］〔た
つふしゃがりー、たつふしゃがらん〕立ちふさ

がる。妨害する。【例】てぃーゆ ピすぅぎー

たつふしゃがリ゚（両手を広げて立ちふさがる）。

【同】「たつっふぁがリ゚」。

たつむどぅリ゚ [tatsɿmuduɭ]［動 I類 c型］〔たつむ
どぅりー、たつむどぅらん〕立ち戻る。用事を

済まさないで立ち戻る。

たつゆリ゚ [tatsɿjuɭ]［動 I類 c型］〔たつゆりー、た
つゆらん〕立ち寄る。

たつんてぃ [tatsɿnti]［名］［干支］〔たつんてぃま
い...〕辰年。

たてぃ [tati]［名］〜種類。種類別。【例】ミ゚たて
ぃ（三種類）。ゆたてぃ（四種類）。

たてぃ [tati]［名］〔た⸣てぃまい...〕縦。【例】た
てぃゆく（縦横）。

だてぃ [dati]［名］〜沿い。【例】いムだてぃ（海
に沿って）。しゅばだてぃ（側に沿って）。

だてぃ [dati]［名］〜建て。【例】にかいだてぃ（二
階建て）。

たてぃかい [tatikai]［名］〔たてぃか⸣いまい...〕立
て替え。他人に替って支払う。

たてぃかいリ゚ [tatikaiɭ]［動 II類 c型］〔たてぃか
いー、たてぃかいん〕立て替える。

たてぃずる [tatidzɿru]［名］〔たてぃず⸣るまい...〕
味噌に水や湯を注ぐだけの汁。【同】「たてぃム

すー」。

たてぃだてぃ [tatidati]［名］〔た⸣てぃだてぃま
い...〕いろいろ。さまざま。【例】たてぃだてぃ
すこーリ゚（色々料理を作る）。

たてぃなー [tatinaː]［名］〔たてぃなーまい...〕立
て縄。船から一本釣りする漁のこと。

たてぃなうす [tatinausɿ]［動 I類 c型］〔たてぃな
うしー、たてぃなうしゃん〕建て直す。【例】が

ばやーう たてぃなうす（古い家を建て直す）。

【同】「たてぃのーす」。

たてぃのーす [tatinoːsɿ]［動 I類 c型］〔たてぃの
ーしー、たてぃのーしゃん〕建て直す。【例】が

ばやーう たてぃのーす（古い家を建て直す）。

【同】「たてぃなうす」。

たてぃふだ [tatifuda]［名］〔たてぃふ⸣だまい...〕
立て札。看板。

たてぃまい [tatimai]［名］〔たてぃまいまい...。た
てぃま⸣いまい...〕建前。表向き。原則。

たてぃます [tatimasɿ]［名］〔たてぃま⸣すまい...〕
建て増すこと。増築。

たてぃムすー [tatimsɿː]［名］〔たてぃムす⸣ーま
い...〕味噌に水や湯を注ぐだけの汁。【同】「た
てぃずる」。

たてぃゆく [tatijuku]［名］〔た⸣てぃゆくんまい...〕
縦横。【例】たてぃゆく みーる（縦横を見ろ）。

たてぃリ゚ [tatiɭ]［動 II類 c型］〔たてぃー、たて
ぃん〕立てる。建てる。【例】ぱらう たてぃリ゚

（柱を立てる）。

たてぃん なリ゚ [tatin naɭ]［連語］縦になる。縦
に並ぶ。

たてーす [tateːsɿ]［動 I類 c型］〔たてーしー、た
てーしゃん〕混ぜる。酒を水割りする。【例】た

てーし（酒を水割りしなさい）。

たてーすじゃき [tateːsɿdʑaki]［名］〔たてーすじ
ゃ⸣きまい...〕水割り酒。

たてーすむぬ [tateːsɿmunu]［名］〔たてーすむ⸣ぬ
まい...〕水割りしたもの。水割りした酒。

たとぅい [tatui]［副］たとえ。【例】たとぅい あ

んしー あらばまい（たとえそうであっても）。

たとぅい [tatui]［副］たとえ。かりに。【例】た
とぅいばなす（たとえ話）。

たとぅいじゅく [tatuidʑuku]［名］〔たとぅいじゅ
⸣くまい...〕喩え諺。

たとぅいばなす [tatuibanasɿ]［名］〔たとぅいば
な⸣すまい...〕たとえ話。【例】んけーんぬ た

とぅいばなす（昔のたとえ話）。

たとぅいリ゚[tatuiɭ]［動 II類 c型］〔たとぅいー、た
とぅいん〕たとえる。たとえて言う。【例】いら

いピとぅー たとぅいリ゚（偉い人をたとえる）。

たどぅリ゚ [taduɭ]［動 I類 c型］〔たどぅりー、た
どぅらん〕辿る。探す。求める。たどり着く。

【例】やっとぅしー たどぅりー キ゚ー（やっと

のことでたどり着いた）。

たどぅリ゚つキ゚ [taduɭtsɿkɿ]［動 I類 c型］〔たどぅ
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たな

リ゚つきー、たどぅリ゚つかん〕辿り着く。

たな [tana]［名］〔たなまい...〕棚。本棚。水屋。
【例】たなぬ うい（棚の上）。たなぬ ういゆ

みーる（棚の上を見よ）。たなぬ すた（棚の

下）。たなぬ なか（棚の中。棚に置かれている

もの）。たなぬ ほん（棚の本。本棚の本）。た

なう かきリ゚（棚を作る）。

たなかキ゚ [tanakakɿ]［名］〔たなか⸣キ゚まい...〕棚
作り。木を組み合わせて棚を作ること。

たなぎリ゚ [tanagiɭ]［動 II類 c型］〔たなぎー、た
なぎん〕手をはずす。仕事を止める。「手投げ

る」が語源。【例】たなぎる（手をはずせ。仕事

を止めよ）。

たなばた [tanabata]［名］〔たなばたまい...〕七
夕。7月 7日の星祭り。昔は旧暦に行った。

たに [tani]［名］〔たにま⸣い...〕種子。血統。来年
の種子。種子繁殖作物の種子。穀類など。【例】

たねー とぅらん（種子は取っていない）。たね

ー ねーん（種子はない）。

たに [tani]［名］〔たにまい...。たにゆーリ゚⸣らま
い...〕陰のう。睾丸。【例】たねー とぅらん

（睾丸は取っていない。去勢はしていない）。た

ねー ねーん（睾丸はない。去勢した家畜のこ

と）。【類】「ふぐリ゚」。

たに [tani]［名］〔たにまい...〕ぐりぐりしている
もの。【例】いムまらだに（りんぱ腺の肥大）。

たにうき [taniuki]［名］〔たにう⸣きまい...〕種受
け。血統を継ぐこと。血統のよい種（しゅ）を

継承すること。作物や家畜に言う。

たにうす [taniusɿ]［名］〔たにう⸣すまい...〕種牛。
種つけ用の牛。繁殖用の牛。牡牛。

たにうらす [taniurasɿ]［名］〔たにうら⸣すまい...〕
種下ろし。種蒔きのこと。苗床に種子を播くこ

と。【同】「たにうるす」。

たにうるす [taniurusɿ]［名］〔たにうる⸣すまい...〕
種下ろし。種蒔きのこと。苗床に種子を播くこ

と。【同】「たにうらす」。

たにがー [tanigaː]［名］［井戸］〔たにがーまい...〕
井戸の名。自然井戸。

たにがー [tanigaː]［名］［地］〔たにが⸣ーまい...〕
多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

たにがーリ゚ [tanigaːɭ]［名］〔たにがー⸣リ゚まい...〕
種変わり。血統ちがい。突然変異。変わり者。

人に言う。

たにがーリ゚むぬ [tanigaːɭmunu]［名］〔たにがーリ゚
む⸣ぬまい...〕親とちがった性格、体格のこと。

たにがし [tanigaɕi]［名］〔たにが⸣しまい...〕糸。
縫い糸。

たにキ゚すぃ [tanikɿsi]［名］〔たにキ゚⸣すぃまい...〕
種切れ。血統切れ。

たにキ゚すぃリ゚ [tanikɿsiɭ]［動 II類 c型］〔たにキ゚
すぃー、たにキ゚すぃん〕種が切れる。血統が切

れる。血統が途絶える。

たにく [taniku]［名］〔たに⸣くまい...〕小さなか
たまり。【例】たにくー つっふぃ（小さなかた

まりを作れ）。

たにくたにく [tanikutaniku]［擬］〔たにくたにく
てぃー...〕小さな塊が転がっている様。

だにしゃーリ゚ [daniɕaːɭ]［形］〔だに⸣しゃまい...〕
易い。簡単である。動詞に付いて「〜しやすい」

を表わす。【例】かキ゚だにしゃーリ゚（書きやす

い）。すーだにしゃーリ゚（しやすい）。

たにしゅく [taniɕuku]［名］〔たにしゅ⸣くまい...〕
谷底。八月おどりの笠おどりの一節。

たにすー [tanisɿː]［名］〔たにす⸣ーまい...〕血統。
血筋。一族。【例】かんけー たにすー（彼らは

一族だ）。【類】「しゃに」。

たにつー [tanitsɿː]［名］〔たにつ⸣ーまい...〕血す
じ。血統。系統。遺伝。【同】「たにすー」。

たにつキ゚ [tanitsɿkɿ]［動 I類 c型］〔たにつきー、
たにつかん〕種付く。交尾する。

たにつき [tanitsɿki]［名］〔たにつ⸣きまい...〕種
つけ。交尾させること。

たにつきリ゚ [tanitsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔たにつき
ー、たにつきん〕種付ける。交尾させる。【類】

「つーばす」。

たにとぅリ゚[tanituɭ]［名］〔たにとぅ⸣リ゚まい...〕種
取り。睾丸をとる。去勢。【類】「ふぐリ゚とぅリ゚」。

たにとぅれ [taniture]［名］〔たにとぅ⸣れまい...〕
去勢する人。

たにぬーま [taninuːma]［名］〔たにぬー⸣ままい...〕
種馬。雄馬。繁殖用の馬。
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たばくやけ

たにビ [tanibɿ]［名］〔たにビまい...〕種火。次の
火つけまで残しておく炭火。

たにピキ゚ [tanipɿkɿ]［名］〔たにピ⸣キ゚まい...〕血
統。系統。遺伝。【類】「しゃにピキ゚」。

たにぴんだ [tanipinda]［名］〔たにぴん⸣だまい...〕
種山羊のこと。繁殖用の山羊。

たにまキ゚ [tanimakɿ]［名］〔たにま⸣キ゚まい...〕種
播。播種。

たにまキ゚うりー [tanimakɿuriː]［名］〔たにまキ゚う
り⸣ーまい...〕種播きのよい潤い。畑の潤い。畑
のしめりけ。

たにまキ゚ずぶん [tanimakɿdzɿbun]［名］〔たにま
キ゚ずぶ⸣んまい...〕種播きのよい時期。

たにむぬ [tanimunu]［名］〔たにむぬまい...。た
にむ⸣ぬまい...〕種物。播種用種子のこと。

たにゆー [tanijuː]［名］〔たにゆ⸣ーまい...〕種子
油。菜種の油。てんぷらなどの揚げ物に使用す

る。【類】「まーゆー」。

たにリ゚ [taniɭ]［動 II 類 c 型］〔たにー、たにん〕
捻。ひねる。指先で紙を捻る。こよりを作る。

【例】いとぅー たにリ゚（糸を捻る）。【類】「ピ

にリ゚」。

たにわー [taniʋaː]［名］〔たにわ⸣ーまい...〕種豚
のこと。繁殖用の豚。

たぬがキ゚ [tanugakɿ]［動 I類 a型］〔たぬがきー、
たぬがかん〕頼る。当てにする。

たぬがきリ゚ [tanugakiɭ]［動 II類 a型］〔たぬがき
ー、たぬがきん〕頼りにする。当てにする。【例】

あじゃう たぬがきリ゚（兄を当てにする）。【同】

「たるがきリ゚」。

だぬキ゚ぎー [danukɿgiː]［名］［植］〔だぬキ゚ぎ⸣ー
まい...〕まるばちしゃの木。

たぬすます [tanusɿmasɿ]［動 I類 c型］〔たぬすま
しー、たぬすましゃん〕楽しませる。【例】ぶ

どぅりー たぬすます（踊って楽しませる）。

たぬすム [tanusɿm]［動 I類 a型］〔たぬすみー、
たぬすまん〕楽しむ。【例】ぱちゅがつぶどぅ

リ゚る たぬすム（八月おどりを楽しむ）。

たぬまいリ゚ [tanumaiɭ]［動 II類 c型］〔たぬまい
ー、たぬまいん〕頼まれる。【例】かしーう た

ぬまいリ゚（手伝いを頼まれる）。【同】「たぬま

りリ゚」。

たぬまりリ゚ [tanumariɭ]［動 II類 c型］〔たぬまり
ー、たぬまりん〕頼まれる。【同】「たぬまいリ゚

」。

たぬム [tanum]［動 I類 c型］〔たぬみー、たぬま
ん〕頼む。【例】たぬムぐとぅぬ あリ゚（頼み事

がある）。

たねー [taneː]［感］どれか。請求するときに言う。
【例】たねー ばが ゆい（どれかぼくがもらお

う）。

たねーリ゚むぬ [taneːɭmunu]［名］〔たねーリ゚む⸣ぬ
まい...〕手慣れた者。器用な人。

たねーリ゚ら ねーん [taneːɭɭa neːn]［連語］手慣れ
ない。不器用。

たねーリ゚らーリ゚ [taneːɭɭaːɭ]［形］〔たねーリ゚⸣らま
い...〕手慣れている。【例】たねーリ゚ら ねーん

（ぎこちない）。

たばく [tabaku]［名］［植］〔たば⸣くまい...〕たば
こ。嗜好品としてのたばこ。たばこの葉。

たばくうるす [tabakuurusɿ]［名］〔たば⸣くうるす
まい...〕たばこ刻み。乾燥したたばこの葉を刻
む。

たばくぬ ふしゅ [tabakunu fuɕu]［名］〔たばく
⸣ぬふしゅ⸢まい...〕煙草のやに。きせるにつく
やに。

たばくふキ゚[tabakufukɿ]［名］〔たば⸣くふキ゚まい...〕
喫煙。たばこを吸うこと。【類】「たばくやキ゚」。

たばくふけ [tabakufuke]［名］〔たば⸣くふけま
い...〕喫煙家。【類】「たばくやけ」。

たばくぶん [tabakubun]［名］〔たばくぶ⸣んまい...〕
たばこ盆。燠（おき）を入れた盆。【類】「うキ゚

とぅリ゚」。

たばくぼーちょー [tabakuboːtɕoː]［名］〔たば⸣く
ぼーちょーまい...〕たばこの葉を刻む包丁。

たばくまっちゃ [tabakumattɕa]［名］〔たば⸣くま
っちゃまい...〕たばこ販売店。

たばくやキ゚[tabakujakɿ]［名］〔たば⸣くやキ゚まい...〕
喫煙。たばこを吸うこと。【類】「たばくふキ゚」。

たばくやけ [tabakujake]［名］〔たば⸣くやけま
い...〕喫煙家。たばこを吸う人。【類】「たばく
ふけ」。
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だぱだぱ

だぱだぱ [dapadapa]［擬］〔だぱだぱてぃー...〕水
滴が落ちる様。

だぱみかす [dapamikasɿ]［動 I類 c型］〔だぱみ
かしー、だぱみかしゃん〕水滴を落とす。

だぱみキ゚ [dapamikɿ]［動 I類 c型］〔だぱみきー、
だぱみかん〕水滴が落ちる。

たばらす [tabarasɿ]［動 I 類 c 型］〔たばらしー、
たばらしゃん〕くっつけさせる。汚す。染める。

泥をくっつける。【例】いるー たばらす（色を

染める）。

たばらす [tabarasɿ]［動 I 類 c 型］〔たばらしー、
たばらしゃん〕束ねさせる。【例】ふしゃう た

ばらす（草を束ねさせる）。

たばらす [tabarasɿ]［動 I 類 c 型］〔たばらしー、
たばらしゃん〕群がらす。集まらす。集めるこ

と。【例】あかリ゚る たばらす（蟻を集める）。

たばらす [tabarasɿ]［動 I 類 c 型］〔たばらしー、
たばらしゃん〕喧嘩させる。【例】ふたーリ゚る

たばらし（二人を喧嘩させよ）。【同】「あうや

ー」。「おーやー」。

たばらん [tabaran]［連語］立ち打ちできないこ
と。強すぎること。

たばリ゚ [tabaɭ]［動 I類 c型］〔たばりー、たばら
ん〕くっつく。染まる。汚れる。

たばリ゚ [tabaɭ]［動 I類 c型］〔たばりー、たばら
ん〕束ねる。しばる。【例】たばリ゚な（束ねる

な）。ふしゃう たばらだ（草を束ねなさい）。

たばリ゚ [tabaɭ]［動 I類 c型］〔たばりー、たばら
ん〕群がる。集まる。【例】あかリ゚ぬ たばリ゚（蟻

が群がる）。

たばリ゚ [tabaɭ]［動 I類 c型］〔たばりー、たばら
ん〕喧嘩する。【例】たばリ゚な（喧嘩するな）。

たばリ゚めー [tabaɭmeː]［名］〔たばリ゚め⸣ーまい...〕
束ね勝負。さとうきびを束ねる競争。

たばリ゚んな [tabaɭnna]［名］〔たばリ゚ん⸣なまい...〕
束ねる縄。縛る縄。

たビ [tabɿ]［名］〔たビまい...〕島外にいること。
【例】かれー たビんどぅ ぶリ゚（彼は島外にい

る）。

たビ [tabɿ]［名］〔たビまい...〕旅。旅行。【例】う
キ゚なーたビ（沖縄本島への旅）。たビから（旅

から）。めーくたビから（宮古島から）。たビん

けー（旅へ。旅行に出かける）。

だビ [dabɿ]［名］〔だビまい...〕荼毘。葬式。
たビうしゃぎ [tabɿuɕagi]［名］〔たビうしゃぎま
い...〕旅の見送り。

たぴおか [tapioka]［名］［植］〔たぴお⸣かまい...〕
きゃっさば。【類】「なんよームー」。

たビぎー [tabɿgiː]［名］［植］〔たビぎーまい...〕お
おはぎ。紙の原料。

たビしゅがリ゚ [tabɿɕugaɭ]［名］〔たビしゅがリ゚ま
い...。たビしゅが⸣リ゚まい...〕旅への支度。旅行
支度。

たビずかり [tabɿdzɿkari]［名］〔たビずかりまい...。
たビずか⸣りまい...〕旅疲れ。

たビたつ [tabɿtatsɿ]［名］〔たビたつまい...〕旅へ
の出発。旅立ち。

たビとぅ [tabɿtu]［名］〔たビ⸣とぅまい...〕でこ
ぼこ。しわ。紙、布、衣服のしわ。人には言わ

ない。

たビなり [tabɿnari]［名］〔たビなりまい...〕旅慣
れ。旅行に慣れていること。

たビなりむぬ [tabɿnarimunu]［名］〔たビなりむ
ぬまい...〕旅行に慣れたもの。

たビにがイ゚ [tabɿnigaɿ]［名］〔たビにがイ゚まい...〕
航海安全願い。船旅の時代の願い事。

たビぱい [tabɿpai]［名］〔たビぱ⸣いまい...〕旅栄
え。他の地で栄えること。

たビピとぅ [tabɿpɿtu]［名］〔たビピとぅまい...〕
旅行者。旅人。【例】かれー たビピとぅが や

う（彼は旅行者のようだ）。

たビまーれ [tabɿmaːre]［名］〔たビまーれまい...〕
旅回れ。旅行の好きな人。

たビましゃリ゚がた [tabɿmaɕaɭgata]［名］〔たビま
しゃリ゚が⸣たまい...〕精霊ばった。

たビましゃれ [tabɿmaɕare]［名］［昆虫］〔たビま
しゃ⸣れまい...〕しょうりょうばった。

たビムかい [tabɿmkai]［名］〔たビムかいまい...〕
旅迎え。旅から来る人を迎える。【類】「ふなム

かい」。

だふ [dafu]［擬］〔だふてぃー...〕重い物の落ち
る様子。
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たまらす

たぷギ [tapugɿ]［動 I類 a型］〔たぷぎー、たぷ
がん〕たたむ。衣類などをたたむ。

たぶく [tabuku]［名］［植］〔たぶ⸣くまい...〕たば
こ。【同】「たばく」。

だふだふ [dafudafu]［擬］〔だふだふてぃー...〕集
会所にわがままな歩きをする様。【類】「だっふ

ぁだっふぁ」。

だぶだぶ [dabudabu]［擬］〔だぶだぶてぃー...〕
衣服のサイズの大きいときに言う。

だふみキ゚ [dafumikɿ]［動 I類 c型］〔だふみきー、
だふみかん〕大勢の人たちが足音を立てて騒

ぐ。

だぶらす [daburasɿ]［動 I類 c型］〔だぶらしー、
だぶらしゃん〕だぶらせる。重ねさせる。重複

させる。【例】だぶらすな（重複させるな）。

だぶリ゚ [dabuɭ]［動 I類 c型］〔だぶりー、だぶら
ん〕だぶる。重なる。重複する。

たぼーリ゚ [taboːɭ]［動 I類 c型］〔たぼーりー、た
ぼーらん〕賜わる。下さる。【例】あみぬ たぼ

ーりー わーリ゚（雨を下さる）。

たま [tama]［名］〔たままい...〕玉。球。ボール。
丸いもの。【例】たまう イ゚ズぃる（玉を入れ

よ）。【類】「まーリ゚」。

たま [tama]［名］〔たままい...〕砲弾。弾丸。【例】
たまう くみる（弾を込めなさい）。

たま [tama]［名］〔たままい...〕ボタン。【例】た
まう つきリ゚（ボタンをつける）。

たま [tama]［名］〔たままい...〕水滴。植物の葉
の水滴。

たま [tama]［名］〔たままい...〕分け前。取り前。
【例】あが たまー ねーん（ぼくの分け前はな

い）。

たま [tama]［副］まれ。久しい。【例】たまん（た
まに。ときどき）。たまんや（たまには）。たま

んや くだ（たまには来なさい）。たまんや あ

すビが くー（たまには遊びに来なさい）。

たまイ゚ズぃ [tamaɿzi]［名］〔たまイ゚⸣ズぃまい...〕
玉入れ。【例】たまイ゚ズぃしょーぶ（玉入れ競

争）。

たまうぎー [tamaugiː]［名］［植］〔たま⸣うぎーま
い...〕はすのはぎり。

たまうつ [tamautsɿ]［名］〔たまうつま⸣い...〕取
り前を平等に分ける。【同】「たまふつ」。

だまがらす [damagarasɿ]［動 I類 c型］〔だまが
らしー、だまがらしゃん〕あきれさせる。おど

ろかす。びっくりさせる。【例】だまがらしー

みー（驚かしてみよう）。

だまがリ゚ [damagaɭ]［動 I類 c型］〔だまがりー、
だまがらん〕たまげる。おどろく。苦労する。

【例】かるー みーたかー だまがリ゚どぅす（彼

を見たらたまげる）。

たまくがに [tamakugani]［名］〔たまくが⸣にま
い...〕玉⻩金。子どもの愛称。

たます [tamasɿ]［名］〔たま⸣すまい...〕魂。霊。
だます [damasɿ]［動 I類 c型］〔だましー、だま
しゃん〕だます。うそをつく。【例】ピとぅー

だます（他人をだます）。

たますうかび [tamasɿukabi]［名］〔たま⸣すうか
びまい...〕魂拾い。事故の起きた所に行ってそ
この小石を拾って本人にあげること。

たますェー ねーん [tamasɘː neːn]［連語］魂はな
い。とても驚くときに体から魂がいなくなるた

とえ。

だますん [damasɿn]［副］突然に。急に。【例】か
るー だますん しー うつき（彼をとっさにや

っつけてしまえ）。

たまつキ゚ [tamatsɿkɿ]［動 I 類 c 型］［病］〔たま
つきー、たまつかん〕癲癇になる。精神科の病

気。

たまとー [tamatoː]［名］［植］〔たまと⸣ーまい...〕
トマト。

たまな [tamana]［名］［植］〔たまなまい...〕きゃ
べつ。玉菜。

だまな [damana]［助］〜ずつ。【例】ふたーつだ
まな（二つずつ）。

たまぬ ばり [tamanu bari]［名］〔たまぬば⸣りま
い...〕ガラスの割れた破片。

たまばき [tamabaki]［名］〔たまばきまい...。た
まば⸣きまい...〕取り前を配分すること。

たまふつ [tamafutsɿ]［名］〔たまふつま⸣い...〕取
り前を平等に分ける。【同】「たまうつ」。

たまらす [tamarasɿ]［動 I類 a型］〔たまらしー、
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たまリ゚

たまらしゃん〕溜めさせる。

たまリ゚ [tamaɭ]［動 I類 a型］〔たまりー、たまら
ん〕貯まる。溜まる。金が貯まる。水が溜まる。

【例】たまらん（貯まらない。貯金できない。池

に水がないこと）。

だまリ゚ [damaɭ]［動 I類 c型］〔だまりー、だまら
ん〕黙る。

たまリ゚じゅーしゃーリ゚ [tamaɭdʑuːɕaːɭ]［形］〔た
まリ゚じゅーしゃまい...〕よく溜まる。旱魃のと
きも水溜りのよいこと。

だまリ゚ふし [damaɭfuɕi]［名］〔だまリ゚ふ⸣しまい...〕
言葉を言わないくせ。

だまリ゚むぬ [damaɭmunu]［名］〔だまリ゚む⸣ぬま
い...〕無言の者。

たまリ゚よーしゃーリ゚ [tamaɭjoːɕaːɭ]［形］〔たまリ゚
よー⸣しゃまい...〕よく溜らない。釣瓶に穴が
開いて中々水が溜らない。

たまん [taman]［名］［魚］〔たまんまい...〕はま
ふえふき。

たまん [taman]［副］たまに。まれに。【例】たま
んや あすビが くー（たまには遊びに来なさ

い）。

たまんぐー [tamanguː]［名］［貝］〔たま⸣んぐー
まい...〕さざえの抜け殻。

たみ [tami]［名］〔たみまい...〕ため。故。せい。
【例】ヴヴぁが たみ（君のため。君故に。君の

せい）。

たみ [tami]［名］〔たみま⸣い...〕矯め。【例】ぬー
まぬ ちみたみ（馬の爪を矯める）。

たみ [tami]［名］〔たみま⸣い...〕我慢。痛いこと
を我慢すること。

たみ [tami]［名］〔たみま⸣い...〕溜め。溜めるこ
と。

たみ [tami]［名］〔たみま⸣い...〕貯め。貯金。貯
蔵。貯めること。

だみ [dami]［形］〔だみまい...〕駄目。無駄。【例】
あんしー すたかー だみどー（そんなことを

したらだめだよ）。だめー あらん（駄目ではな

い。失敗ではない）。だみん なし（駄目になし

てしまえ）。だみん なすな（駄目にするな）。

たみー [tamiː]［感］どれか。【例】たみー みし

ー みーる（どれか見せてごらん）。【類】「ため

ー」。

たみいき [tamiiki]［名］〔たみい⸣きまい...〕溜池。
農業用の溜池。用水池。1931 年には溜池が完
成した。

たみがま [tamigama]［名］〔たみが⸣ままい...〕我
慢。じっとすること。子どもに言う。【例】たみ

がま しゅだ（がまんしなさい。静かにしなさ

い。じっとしていなさい）。たみがま しる（が

まんしなさい。静かにしなさい）。

たみギむ [tamigɿmu]［名］〔たみギ⸣むまい...〕自
制心。心を平静にすること。

たみす [tamisɿ]［名］〔たみすま⸣い...〕試し。試
み。【例】たみすん しー みーる（試しにやっ

てごらん）。

たみす [tamisɿ]［動 I類 c型］〔たみしー、たみし
ゃん〕試す。教訓。【例】たみすむぬどー（しっ

かり試して見よう）。

たみず [tamidzɿ]［名］〔たみずまい...〕味噌を水
で溶かした汁。

たみすむぬ [tamisɿmunu]［名］〔たみすむ⸣ぬま
い...〕試しもの。こころみるもの。教訓とした
いもの。

たみすん [tamisɿn]［副］試しに。【例】たみすん
しー みーる（試しにやってごらん）。

だみぬ むぬ [daminu munu]［名］〔だみぬむ⸣ぬ
まい...〕駄目のもの。失敗もの。不用もの。

たみみず [tamimidzɿ]［名］〔たみみずまい...〕溜
め水。天水を溜めた水。水がめの水。

たみやー [tamijaː]［名］〔たみや⸣ーまい...〕酒つ
ぼ。ばかす。酒入れ。【類】「ばたす」。

たみやー [tamijaː]［名］〔たみや⸣ーまい...〕小型
の甕。

たみリ゚ [tamiɭ]［動 II類 c型］〔たみー、たみん〕
矯める。直す。正す。矯正する。【例】たみる

（直しなさい）。つぬー たみリ゚（角を矯める）。

たみリ゚ [tamiɭ]［動 II類 a型］〔たみー、たみん〕
狙う。的を狙う。

たみリ゚ [tamiɭ]［動 II類 a型］〔たみー、たみん〕
ボールを受ける。

たみリ゚ [tamiɭ]［動 II類 c型］〔たみー、たみん〕
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我慢する。耐える。【例】たみる（我慢しなさ

い）。たみー ぶり（我慢しなさい）。

たみリ゚ [tamiɭ]［動 II類 a型］〔たみー、たみん〕
溜める。水をかめに溜める。【例】たみる（溜

めなさい。雨を水がめに溜める）。たみー う

き（溜めておきなさい。貯めておきなさい。貯

蔵しなさい）。

だみリ゚ [damiɭ]［動 II類 c型］〔だみー、だみん〕
なぐる。ぶんなぐる。叩く。【例】だみる（なぐ

れ。叩け）。だみんな（なぐるな）。

たム [tam]［接尾］〜たよ。【例】すたム（したよ）。
みーたム（見たよ）。かキ゚たム（書いたよ）。ふ

ーたム（食べたよ）。

だム [dam]［助］〜さえも。〜でも。【例】かリ゚だ
ムどぅ すー（彼でさえもできる）。

たむたす [tamutasɿ]［動 I類 c型］〔たむたしー、
たむたしゃん〕保たせる。保持させる。【例】た

むたしゃだ（保たせよ）。

たむつ [tamutsɿ]［動 I類 c型］〔たむてぃー、た
むたん〕保つ。保持する。【例】たむたいん（保

つことができない）。

たむとぅ [tamutu]［名］〔たむ⸣とぅまい...〕袂。
和服の袖の袋状の所。

たむぬ [tamunu]［名］〔たむ⸣ぬまい...〕薪。たき
ぎ。【例】たむぬすが（薪取りに）。たむぬー し

ー くー（薪を取って来なさい）。たむぬー め

ーす（薪を燃やす）。たむぬー ゆしる（薪を集

めなさい。薪取りをしなさい）。

たむぬうーす [tamunuuːsɿ]［名］〔たむ⸣ぬうーす
まい...〕薪運び。馬車で運ぶ。

たむぬヴぇーき [tamunuveːki]［名］〔たむ⸣ぬヴ
ぇーきうまい...〕薪がたくさんあること。

たむぬかたみ [tamunukatami]［名］〔たむ⸣ぬか
たみまい...〕薪担ぎ。

たむぬばリ゚[tamunubaɭ]［名］〔たむ⸣ぬばリ゚まい...〕
薪割り。

たむぬピすぅー [tamunupɿsuː]［名］〔たむぬピす
ぅ⸣ーまい...〕薪拾い。林の中の枯れ枝などを
拾う。

たむぬめーす [tamunumeːsɿ]［名］〔たむ⸣ぬめー
すまい...〕薪を燃やすこと。

たむぬめーすべー [tamunumeːsɿbeː]［名］〔たむ⸣
ぬめーすべーまい...〕薪を燃やす係。製糖小屋
の火を燃やす係。

だムまー [dammaː]［助］〜さえも。【例】かリ゚だ
ムまー（彼でさえも）。しゅーだムまー（おじ

いさんでさえも）。

だムまーどぅ [dammaːdu]［連語］〜でさえも。【例】
かリ゚だムまーどぅ（彼でさえも）。

だムまだムま [dammadamma]［擬］畳や布団を
叩くような音。

だムまみかす [dammamikasɿ]［動 I類 c型］〔だ
ムまみかしー、だムまみかしゃん〕強い力で叩

く。太鼓を力強く叩く。

だムまみキ゚ [dammamikɿ]［動 I類 c型］〔だムま
みきー、だムまみかん〕叩く音がする。騒がし

い音がする。

だムみかす [dammikasɿ]［動 I 類 c 型］〔だムみ
かしー、だムみかしゃん〕強い力で叩く。太鼓

を力強く叩く。【例】だムみかすな（強く叩く

な）。

だムみキ゚ [dammikɿ]［動 I類 c型］〔だムみきー、
だムみかん〕叩く音がする。

ためー [tameː]［感］どれか。【例】ためー みし

ー みーる（どれか見せてごらん）。【類】「たみ

ー」。

たやす [tajasɿ]［動 I類 c型］〔たやしー、たやし
ゃん〕絶やす。【例】たやすな（絶やすな）。

たゆらいー わーり [tajuraiː ʋaːri]［連語］よろし
くお願いします。【同】「たゆらいーわーり」。

たゆらりー わーり [tajurariː ʋaːri]［連語］よろ
しくお願いします。【同】「たゆらりーわーり」。

たゆリ゚ [tajuɭ]［動 I類 c型］〔たゆりー、たゆら
ん〕頼る。【例】たゆリ゚な（頼るな）。ピとぅん

たゆリ゚な（他人に頼るな）。たゆりー くー（頼

って来なさい）。たゆりー ぶり（頼っていなさ

い）。

たゆり [tajuri]［名］〔たゆ⸣りまい...〕便り。旅の
人からの知らせ。【例】たゆりぬ あリ゚（便りが

ある）。

たゆり [tajuri]［名］〔たゆ⸣りまい...〕頼り。【例】
ヴヴぁがどぅ たゆり（君が頼りだ）。
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たゆリ゚がい

たゆリ゚がい [tajuɭgai]［名］〔たゆリ゚が⸣いまい...〕
頼り甲斐。【例】かれー たゆリ゚がいぬ あリ゚（彼

は頼り甲斐がある）。

たゆリ゚やすしゃーリ゚ [tajuɭjasɿɕaːɭ]［形］〔たゆリ゚
やす⸣しゃまい...〕頼り易いこと。信頼してい
ること。

だら [dara]［終］〜そうだ。〜その通り。〜そうだ
ろう。【例】あんしーだら（そうだよ）。つげー

ヴヴぁだら（次は君の番だろう）。

だらー [daraː]［終］〜そうだよ。〜だろう。【例】
くまだらー（ここだろう）。うまだらー（そこ

だろう）。かまだらー（向こうだろう）。

たらーす [taraːsɿ]［動 I類 a型］〔たらーしー、た
らーしゃん〕補足する。満たせる。【例】しゅい

ー たらーし（添えて満たしなさい）。【類】「う

ギなう」。

だらーなー [daraːnaː]［終］〜そうだよなあ。【例】
うれー じんだらーなー（それは金だよなあ）。

しゃうがつだらーなー（正月だよな）。にちよ

ーだらーなー（日曜日だよな）。

たらーんずキ゚ [taraːndzɿkɿ]［名］〔たらーんず⸣キ゚
まい...〕旧暦の 29日まである月。

たらーんむぬ [taraːnmunu]［名］〔たらーんむ⸣ぬ
まい...〕足りないもの。のろい人。七分とも言
う。

たらイ゚ [taraɿ]［名］〔たらイ゚まい...〕足りること。
たらい [tarai]［名］〔たら⸣いまい...〕洗面用（び
んだらい）。洗濯用のたらい。

たらイ゚ずキ゚ [taraɿdzɿkɿ]［名］〔たらイ゚ず⸣キ゚まい...〕
お産の月。子どもの生まれる予定の月。

たらイ゚ずキ゚ [taraɿdzɿkɿ]［名］〔たらイ゚ず⸣キ゚まい...〕
旧暦の 30日まである月。

たらいリ゚ [taraiɭ]［動 II類 a型］〔たらいー、た
らいん〕ゆずり合う。ゆずる。【例】やらびん

たらいリ゚（子どもにゆずる）。

たらいリ゚ [taraiɭ]［動 II類 a型］〔たらいー、た
らいん〕足す。満たしてあげる。足してあげる。

【例】くるーまい たらいる（これをも足しなさ

い）。

たらき [taraki]［名］〔たら⸣きまい...〕同年。同年
輩。

たらギ [taragɿ]［名］［病］〔たらギまい...〕湿疹。
たらぎ [taragi]［名］［病］〔たらぎまい...〕皮膚
病。【類】「しゃみ」。「たらぎやム」。

たらぎやム [taragijam]［名］［病］〔たらぎや⸣ム
まい...〕皮膚病。【類】「しゃみ」。「たらぎ」。

だらきリ゚ [darakiɭ]［動 II類 c型］〔だらきー、だ
らきん〕だらける。だらしない。【例】だらき

ー ねーん（だらけてしまった）。

だらしゃー [daraɕaː]［終］そうでしょう。〜でし
ょう。【例】かまだらしゃー（向うでしょう）。

くんだらしゃー（来ないでしょう）。ふらんー

だらしゃー（降るでしょう）。

たらす [tarasɿ]［動 I類 c型］〔たらしー、たらし
ゃん〕垂らす。水を垂らす。小便を垂れる。【例】

いとぅー たらす（糸を垂らす）。

だらす [darasɿ]［動 I類 c型］〔だらしー、だらし
ゃん〕垂らす。緩くする。縄を緩く張る。

だらす [darasɿ]［動 I類 c型］〔だらしー、だらし
ゃん〕疲れさせる。苦労させる。困らす。【例】

っふぁん だらしゃいリ゚（子どもに苦労させら

れる）。

たらたら [taratara]［擬］〔たらたらてぃー...〕汗
がしたたり落ちる様。

だらだら [daradara]［擬］〔だらだらてぃー...〕だ
らだら。しまりのないこと。ぐずぐず。

たらふ [tarafu]［名］〔たら⸣ふまい...〕茶請を入
れる皿。

たらま [tarama]［名］［地］〔たらま⸣んまい...〕多
良間。多良間島。沖縄県宮古郡多良間村。多良

間島と水納島からなる。村史参照。

たらましゃうがつ [taramaɕaugatsɿ]［名］〔たら⸣
ましゃうがつまい...〕多良間正月。旧暦の 1月
1日。旧正月。【同】「たらましょーがつ」。

たらましゃた [taramaɕata]［名］〔たら⸣ましゃた
まい...〕多良間島産の黒糖。【同】「たらましゃ
た」。

たらまじゃた [taramadʑata]［名］〔たら⸣まじゃ
たまい...〕多良間砂糖。多良間島名産の黒糖。
【同】「たらまじゃた」。

たらましゅんかに [taramaɕunkani]［名］〔たら⸣
ましゅんかにまい...〕多良間村の⺠謡。叙情歌。
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だリ゚まき

多良間節（ニコライ・ネフスキー）。

たらましょーがつ [taramaɕoːgatsɿ]［名］〔たら⸣
ましょーがつまい...〕多良間正月。旧暦の 1月
1日。旧正月。【同】「たらましゃうがつ」。

たらまじんじゃ [taramadʑindʑa]［名］〔たら⸣ま
じんじゃまい...〕多良間神社。土原豊見親を守
護神とする。

たらまずま [taramadzɿma]［名］［地］〔たら⸣まず
ままい...〕多良間島。

たらまどぅー [taramaduː]［名］〔たら⸣まどぅーま
い...〕多良間島と宮古島の間の距離。その距離
の遠いこと。遠いことのたとえ。絶海の孤島。

たらまぬ しゅー [taramanu ɕuː]［名］〔たらま⸣
ぬしゅー⸢まい...〕多良間の首里大屋子のこと。

たらまばな [taramabana]［名］［植］〔たら⸣まば
なまい...〕紅花のこと。染料に使う。

たらままみ [taramamami]［名］〔たら⸣ままみま
い...〕多良間豆。緑豆。【類】「あうまみ」。「お
ーまみ」。

たらまやから [taramajakara]［名］〔たら⸣まやか
らまい...〕村のならず者の七人兄弟。

たらまゆー [taramajuː]［名］〔たら⸣まゆーまい...〕
多良間の世。多良間島が楽園であるようにと願

いをこめて言う。

たらまゆー [taramajuː]［名］〔たらまゆ⸣ーまい...。
たら⸣まゆーまい...〕多良間村の⺠謡。豊年豊
作を祈願する歌。

たらまゆー [taramajuː]［名］〔たら⸣まゆーまい...〕
村有船の名前。かりゆすの意味がある。

たらみかす [taramikasɿ]［動 I類 c型］〔たらみか
しー、たらみかしゃん〕こぼす。車から積み荷

をこぼす。

たらみキ゚ [taramikɿ]［動 I類 c型］〔たらみきー、
たらみかん〕（水などが）こぼれる。こぼれ落

ちる。（汗が）したたる。したたり落ちる。車

から積み荷がこぼれる。

たリ゚ [taɭ]［接尾］〜た。過去接辞。【例】ふーたリ゚
（食べた）。かキ゚たリ゚（書いた）。

たり [tari]［名］〔たりま⸣い...〕垂れ。垂れるこ
と。雨だれ。

たり [tari]［名］〔たりま⸣い...〕造ること。【例】

しゃきたり（酒造り）。

たり [tari]［名］〔たりま⸣い...〕溶かすこと。【例】
ムーだり（煮たいもをつぶして溶かす）。ムし

ゅだり（味噌を溶かした汁）。

だリ゚ [daɭ]［動 II類 c型］〔だりー、だりん〕疲
れる。【例】だリ゚むぬがー（疲れきったなあ）。

だり [dari]［名］〔だりま⸣い...〕疲れ。だるいこ
と。

だリ゚かヴヴィ゚ [daɭkavvɿ]［動 I類 c型］〔だリ゚か
ヴヴぃー、だリ゚かヴヴぁん〕疲れ果てる。【同】

「だりかヴヴィ゚」。

だりかヴヴィ゚ [darikavvɿ]［動 I類 c型］〔だりか
ヴヴぃー、だりかヴヴぁん〕疲れ果てる。【例】

だりかヴヴィ゚すぐとぅ（重労働）。【同】「だリ゚

かヴヴィ゚」。

たりかす [tarikasɿ]［名］〔たりかすまい...。たり
か⸣すまい...〕酒粕。

たリ゚ぎ なリ゚ [taɭgi naɭ]［連語］〜であったかのよ
うに。【例】みーたリ゚ぎ なりー（見たかのよう

に）。

だリ゚キ゚んびー [daɭkɿnbiː]［名］〔だリ゚キ゚んびーまい...〕
尻をつけて座ること。疲れるときのこと。

たりしゃがリ゚ [tariɕagaɭ]［動 I類 c型］〔たりし
ゃがりー、たりしゃがらん〕垂れ下がる。【例】

ゆだぬ たりしゃがリ゚（枝が垂れ下がる）。

だリ゚だリ゚ [daɭdaɭ]［擬］〔だリ゚だリ゚てぃーまい...〕
とても柔らかいこと。衣服が大きすぎる。しま

りのないこと。

だリ゚つー [daɭtsɿː]［名］〔だリ゚つ⸣ーまい...〕垂れ
乳。張りのない乳房。

たリ゚つきリ゚ [taɭtsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔たリ゚つき
ー、たリ゚つきん〕相撲で相手を裏返しにするこ

と。【例】たリ゚つきたリ゚（投げ飛ばしてやった）。

たリ゚つきリ゚ [taɭtsɿkiɭ]［動 II類］〔たリ゚つきー、た
リ゚つきん〕〔たリ゚つきま⸣い...〕壁にどろを投げ
つける。塗りつける。【例】どぅるー たリ゚つき

らいー（どろを投げつけられた）。

たりにつ [tarinitsɿ]［名］〔たりにつまい...〕夜間
に発熱を起すこと。【類】「ぶリ゚やき」。

だリ゚まき [daɭmaki]［名］〔だリ゚まきまい...〕つわ
り。【類】「っふぁまき」。
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だリ゚みかす

だリ゚みかす [daɭmikasɿ]［動 I類 c型］〔だリ゚みか
しー、だリ゚みかしゃん〕疲れ果てさせる。こき

使って困憊させる。

だリ゚みキ゚ [daɭmikɿ]［動 I 類 c 型］〔だリ゚みきー、
だリ゚みかん〕疲れ果てる。

だリ゚むぬ [daɭmunu]［名］〔だリ゚む⸣ぬまい...〕怠
け者。役立たず。

だリ゚らーリ゚ [daɭɭaːɭ]［形］〔だリ゚⸣らまい...〕疲れ
ていること。

たリ゚らたリ゚ら [taɭɭataɭɭa]［擬］泥の感触。
だリ゚らだリ゚ら [daɭɭadaɭɭa]［擬］〔だリ゚らだリ゚らて
ぃーまい...〕だらだらした動作。

だリ゚らみキ゚ [daɭɭamikɿ]［動 I類 c型］〔だリ゚らみ
きー、だリ゚らみかん〕だらだらする。

たりリ゚ [tariɭ]［動 II 類 c 型］〔たりー、たりん〕
垂れる。小便を垂れる。【例】んなーぬ たりー

ぶリ゚（縄が垂れている）。ぱんだリ゚ぬ たりー

（鼻水が出ている）。

たりリ゚ [tariɭ]［動 II 類 c 型］〔たりー、たりん〕
造る。【例】しゃきう たりリ゚（酒造りをする）。

ぶーギじゃきう たりリ゚（さとうきびの酒を造

る。

たりリ゚ [tariɭ]［動 II類 c型］〔たりー、たりん〕溶
かす。撹拌する。混ぜる。【例】くずう たりリ゚

（澱粉を溶かす）。

たりリ゚ [tariɭ]［動 II 類 a 型］〔たりー、たりん〕
足りる。満ちる。【類】「たるー」。

だりリ゚ [dariɭ]［動 II 類 c 型］〔だりー、だりん〕
垂れる。緩くなる。

だりリ゚ [dariɭ]［動 II 類 c 型］〔だりー、だりん〕
疲れる。苦しくなる。【例】だりー ねーん（疲

れてしまった）。だりー ぶリ゚（疲れている）。

たる [taru]［名］〔た⸣るまい...〕人名。「太郎」が
変化したもの。

たる [taru]［名］〔たるまい...。た⸣るまい...〕樽。
桶。【例】たるがー（シートーヤーの黒糖を入

れるもの）。

たるー [taruː]［動 I類 a型］〔たれー、たらーん〕
足りる。揃う。満ちる。【例】たらーん（足りな

い。不足）。たれー（足りた）。たれーった（足

りた）。たれーぶリ゚（足りている）。【類】「たり

リ゚」。

だるー [daruː]［名］〔だる⸣ーまい...〕怠け者。役
立たず。

たるがー [tarugaː]［名］〔たるがーまい...〕樽桶。
シートーヤーで煮つめた黒糖を詰める樽。

たるがーやー [tarugaːjaː]［名］〔たるがーやーま
い...〕樽を作る工場。

たるがきリ゚ [tarugakiɭ]［動 II類 a型］〔たるがき
ー、たるがきん〕頼りにする。当てにする。【同】

「たぬがきリ゚」。

たるき [taruki]［名］〔たるきまい...〕垂木。屋根
の板を支える木材。

たるずみ [tarudzɿmi]［名］〔たるずみまい...〕樽
詰め。黒糖を樽に詰めること。

たるます [tarumasɿ]［動 I類 c型］〔たるましー、
たるましゃん〕ゆるます。ゆるめる。縄の張り

を緩める。【例】たるましゃだ（ゆるめなさい）。

たるみリ゚ [tarumiɭ]［動 II類 c型］〔たるみー、た
るみん〕ゆるめる。【例】しゅぷギう たるみリ゚

（帯をゆるめる）。

たるム [tarum]［動 I類 a型］〔たるみー、たるま
ん〕弛む。ゆるむ。竹が弛む。帯がゆるむ。【例】

たるムなー（ゆるむ縄）。たるみー ぶリ゚（ゆる

くなっている）。

たん [tan]［助数］反。反物の⻑さを表す。土地
の面積を表す。1反は 10畝。

たん [tan]［名］〔たんまい...〕炭。木炭。石炭。
たん [tan]［名］〔たんまい...〕痰。気道の粘膜か
ら分泌される粘液性の物質。

たん [tan]［名］〔たんまい...〕だに。牛の皮ふに
寄生して吸血する。

だん [dan]［名］〔だんまい...〕壇。壇上。演壇。
だん [dan]［名］〔だんまい...。だ⸣んまい...〕段。
階段。

たんかー [tankaː]［名］〔たんかーまい...〕向かい
合っている人。

たんかー [tankaː]［名］〔たんかーまい...〕つれ合
い。夫婦。

たんかー [tankaː]［名］〔たんかーまい...〕子ども
が生まれて一年目。満 1年の誕生日。

だんかー [dankaː]［名］〔だんかーまい...。だん
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か⸣ーまい...〕相談。話し合い。語り合うこと。
たんかーみー [tankaːmiː]［名］〔たんかーみ⸣ーま
い...〕年子の子の生まれること。

たんかーよーイ゚ [tankaːjoːɿ]［名］〔たんかーよー
⸣イ゚まい...〕生後満一年の誕生祝い。

たんがーら [tangaːra]［名］〔たんがーらまい...〕
木炭。薪の燃えきったもの。植物が炭化したも

の。

たんキ゚ [tankɿ]［名］〔たんキ゚まい...〕短気。気み
じか。辛抱できないこと。

たんキ゚むぬ [tankɿmunu]［名］〔たんキ゚む⸣ぬまい...〕
短気者。気みじかな人。

たんく [tanku]［名］〔たん⸣くまい...〕タンク。水
を貯蔵する大きな容器。【類】「みずたんく」。

たんぐしゅ [tanguɕu]［名］〔たんぐしゅまい...〕
木炭。木の燃え粕。食べ物の焼き過ぎたもの。

こげ。

だんじぇん [dandʑen]［副］断然。断固。
だんじゅ [dandʑu]［名］〔だん⸣じゅまい...〕男女。
たんたぴ [tantapi]［名］［植］〔たんた⸣ぴまい...〕
とうごま。

たんたぴ [tantapi]［名］［植］〔たんたぴまい...〕
唐胡麻。種子からひまし油を取る。

だんだん [dandan]［名］〔だんだんまい...〕数々。
【例】やなふつぬ だんだん（悪口の数々）。あ

わりぬ だんだん（哀れの数々）。

だんだん [dandan]［副］段々。次第に。
だんつがい [dantsɿgai]［名］〔だんつがいまい...〕
段ちがい。大きな差。

たんでぃ [tandi]［名］〔たん⸣でぃまい...〕何とぞ。
堪忍してもらう。許しを乞う。服従する。謝罪。

だんどぅり [danduri]［名］〔だんどぅ⸣りまい...〕
段取り。手はずをととのえる。

だんなずキ゚ [dannadzɿkɿ]［名］〔だん⸣なずキ゚⸢ま
い...〕遊びの一種。歩いてくる人を、両手を広
げてじゃまをすること。

たんなふくる [tannafukuru]［名］〔たんなふく⸣
るまい...〕菓子。「たんなふくるー」という人
名が語源。

だんぱん [danpan]［名］〔だんぱ⸣んまい...〕談判。
かけあい。

たんぷ [tanpu]［名］〔たんぷまい...〕担保。抵当。
だんま [danma]［擬］〔だんまてぃー...〕大きな
音。物騒な物音。

たんむぬ [tanmunu]［名］〔たんむぬまい...〕反
物。織り物。宮古上布。
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̶ ち ̶

ちーたつ [tɕiːtatsɿ]［名］〔ちーたつまい...〕つい
たち。その月の初めの日。【同】「つーたつ」。

ちーたつじゅー [tɕiːtatsɿdʑuː]［名］〔ちーたつじ
ゅ⸣ーまい...〕旧暦の 1 日の潮。干満の差が大
きい。大潮。【同】「つーたつじゅー」。

ちーたつじゅーぐにつ [tɕiːtatsɿdʑuːgunitsɿ]［名］
〔ちーたつじゅーぐに⸣つまい...〕旧暦の 1日と

15日。その日は仏壇に花を生ける。【同】「つー
たつじゅーぐにつ」。

ちがいリ゚ [tɕigaiɭ]［動 II類 c型］〔ちがいー、ち
がいん〕違える。間違える。

ちきだき [tɕikidaki]［名］〔ちきだ⸣きまい...〕付
け竹。マッチ。

ちきびった [tɕikibitta]［名］〔ちきびっ⸣たまい...〕
さざえのふた。

ちきびった [tɕikibitta]［名］〔ちきびっ⸣たまい...〕
サザエのふた。おはじき遊びにした。

ちぎリ゚[tɕigiɭ]［名］〔ちぎ⸣リ゚まい...〕契り。約束。
ちぎリ゚ [tɕigiɭ]［動 I類］〔ちぎりー、ちぎらん〕契
る。約束する。

ちくおんき [tɕikuonki]［名］〔ちくおん⸣きまい...〕
蓄音機。

ちくく [tɕikuku]［名］〔ちく⸣くまい...〕遅刻。定
刻に遅れる。

ちくしょー [tɕikuɕoː]［名］〔ちくしょ⸣ーまい...〕
畜生。鳥・獣・虫・魚の総称。ののしり言葉。

ちじくまリ゚ [tɕidʑikumaɭ]［動 I類 c型］〔ちじく
まりー、ちじくまらん〕縮こまる。【例】ちじ

くまらん（縮こまらない）。ちじくまリ゚な（縮

こまるな）。

ちじまリ゚ [tɕidʑimaɭ]［動 I類 a型］〔ちじまりー、
ちじまらん〕縮まる。【例】ぬつぬどぅ ちじま

リ゚（命が縮まる）。

ちじみリ゚ [tɕidʑimiɭ]［動 II 類 a 型］〔ちじみー、

ちじみん〕縮める。【例】なぎう ちじみリ゚（⻑

さを縮める）。

ちじム [tɕidʑim]［動 I類 a型］〔ちじみー、ちじ
まん〕縮む。【例】ずぶんぬ ちじム（ズボンが

縮む）。

ちじらす [tɕidʑirasɿ]［動 I類 a型］〔ちじらしー、
ちじらしゃん〕縮らせる。【例】ちじらし（縮

らせ）。ちじらすな（縮らせるな）。

ちじりリ゚ [tɕidʑiriɭ]［動 II類 a型］〔ちじりー、ち
じりん〕縮れる。【例】あかぬ ちじりリ゚（髪が

縮れる）。

ちび [tɕibi]［名］〔ちびうまい...〕尻。うしろ。後
方。最後尾。【例】むリ゚ちび（最も後の方）。あ

が ちびんや たうまい ぶらーん（ぼくの後に

は誰もいない）。

ちび [tɕibi]［名］〔ちびまい...〕容器の裏。底。【例】
なびぬ ちび（鍋の底）。

ちびう なムミ゚ [tɕibiu nammɿ]［連語］尻をなめ
る。何もできない者はできる人のまねでもしな

さいと言うときに使う。

ちびう ぬがーん [tɕibiu nugaːn]［連語］尻をふ
かない。後始末をしないこと。

ちびうー [tɕibiuː]［動 I類 a型］〔ちびわいー、ち
びわーん〕後を追う。【例】ちびう わい（後を

追え）。かリ゚が ちびう わい（彼の後を追え）。

ちびヴぇー [tɕibiveː]［名］〔ちびヴぇーまい...〕追
っかけてばかりいる人。

ちびかた [tɕibikata]［名］〔ちびかたんまい...〕後
方。後側。家の裏側。

ちびから [tɕibikara]［連語］後から。後方から。
【例】ちびから くー（後から来なさい）。

ちびからぎ [tɕibikaragi]［名］〔ちびからぎまい...〕
尻をからげること。和服の裾を腰まであげるこ

と。

ちびからぎリ゚ [tɕibikaragiɭ]［動 II 類 a 型］〔ち
びからぎー、ちびからぎん〕着物の裾をからげ

る。

ちびがリ゚むぬ [tɕibigaɭmunu]［名］〔ちびがリ゚むぬ
まい...〕尻の軽い者。歩きの早い人。骨おしみ
しない人。軽率な人にも言う。

ちびがリ゚らーリ゚ [tɕibigaɭɭaːɭ]［形］〔ちびがリ゚らま
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い...〕尻軽。軽快である。動作が速い。
ちびぐー [tɕibiguː]［名］〔ちびぐーまい...〕臀部。
尻の骨。尾骶骨。坐骨。

ちびぐーやム [tɕibiguːjam]［名］〔ちびぐーやム
まい...〕坐骨痛。

ちびしゃぐな [tɕibiɕaguna]［名］〔ちびしゃぐな
まい...〕尻すぼみ。

ちびしゃぐな [tɕibiɕaguna]［名］〔ちびしゃぐな
まい...〕尻すぼみ。尻の小さいこと。

ちびすキ゚ [tɕibisɿkɿ]［名］〔ちびす⸣キ゚まい...〕尻
敷き。おしめ。おむつ。

ちびすずキ゚ [tɕibisɿdzɿkɿ]［動 I類 a型］〔ちびす
ずきー、ちびすずかん〕後ずさりする。後退す

る。尻込みする。怖気つく。

ちびたー [tɕibitaː]［名］〔ちびた⸣ーまい...〕尻で
押し合いをすること。

ちびだかうしゅム [tɕibidakauɕum]［名］〔ちびだ
かうしゅムまい...〕体を前にかがめる姿勢。

ちびたリ゚ [tɕibitaɭ]［名］〔ちびたリ゚まい...〕尻の
両側。臀部（でんぶ）。

ちびぬぐー [tɕibinuguː]［名］〔ちびぬぐ⸣ーまい...〕
尻ぬぐい。達人の尻を拭う。見習うというこ

と。

ちびばイ゚ [tɕibibaɿ]［名］〔ちびばイ゚まい...〕後這
い。後を追っかけること。子どもが⺟の後を追

っかけること。

ちびぱギ [tɕibipagɿ]［名］〔ちびぱギまい...〕後
足。四肢動物の後脚。

ちびばリ゚ [tɕibibaɭ]［名］〔ちびばリ゚まい...〕後を
追うこと。子供が⺟の後を追っかけること。

ちびピーき [tɕibipɿːki]［名］〔ちびピーきまい...〕
底に穴があること。鍋や桶やざるの底に穴のあ

ること。

ちびピーきたぐ [tɕibipɿːkitagu]［名］〔ちびピー
きた⸣ぐまい...〕底に穴のある桶。

ちびピーきなび [tɕibipɿːkinabi]［名］〔ちびピー
きな⸣びまい...〕底に穴のある鍋。

ちびふキ゚ [tɕibifukɿ]［名］〔ちびふ⸣キ゚まい...〕尻
ふき。物事の後始末をきちんとすること。

ちびふしゅ [tɕibifuɕu]［名］〔ちびふしゅまい...〕
びりっこ。最後尾。成績の悪いこと。

ちびぶたむす [tɕibibutamusɿ]［名］［虫］〔ちびぶ
⸣たむすまい...〕うじ虫。

ちびふつ [tɕibifutsɿ]［名］〔ちびふつまい...〕後と
前。前後。【例】ちびふつう みーる（前後をよ

く見よ）。

ちびぶったむす [tɕibibuttamusɿ]［名］〔ちびぶっ
たむすまい...〕ハエの幼虫。

ちびぶに [tɕibibuni]［名］〔ちびぶにまい...〕尻
の骨。尾骶骨。

ちびゆっずー [tɕibijuddzɿː]［動 I類 a型］〔ちび
ゆっじー、ちびゆっじゃん〕後ずさりする。座

った姿勢で後ろへ寄せる。

ちびるム [tɕibirum]［名］〔ちびるムまい...〕肛
門。

ちびるムぶに [tɕibirumbuni]［名］〔ちびるムぶに
まい...〕尾骨。尾骶骨。坐骨。

ちびわイ゚ [tɕibiʋaɿ]［名］〔ちびわイ゚まい...〕後追
い。子どもが大人の後を追いかけること。

ちびんけー ふつ [tɕibinkeː futsɿ]［連語］後向き。
後を見ること。

ちぶるー [tɕiburuː]［名］〔ちぶる⸣ーまい...〕頭
脳、知識の弱い人を卑下して言う。頭の悪いこ

と。【類】「つぶるー」。

ちみ [tɕimi]［名］〔ちみまい...〕爪。人の爪。動
物の爪。【同】「つみ」。

ちみぐる [tɕimiguru]［名］〔ちみぐ⸣るまい...〕細
い竹。糸を巻く竹。機織り用の糸を巻く細い竹。

【同】「つみぐる」。

ちみぬ っふぁ [tɕiminu ffa]［名］〔ちみぬっ⸣ふ
ぁまい...〕爪の子。爪の根にある半月。爪のゆ
か。【同】「つみぬっふぁ」。

ちみぬ ふしゅ [tɕiminu fuɕu]［名］〔ちみぬふ⸣し
ゅまい...〕爪の垢。【同】「つみぬふしゅ」。

ちみぬ むきリ゚ [tɕiminu mukiɭ]［連語］爪が落ち
る。【同】「つみぬむきリ゚」。

ちゃー [tɕaː]［名］〔ちゃーま⸣い...〕茶。茶の葉。
お茶。【例】たらまちゃー（濃いお茶）。ちゃー

う ふかす（お茶を湧かす）。ちゃーう すきリ゚

（お茶を供える。お茶を差し上げる）。

ちゃー [tɕaː]［副］ずっと。しょっちゅう。いつ
も。【例】ちゃー すぐとぅ（ずっと仕事を続け
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る）。

ちゃー がんじゅー [tɕaː gandʑuː]［連語］いつも
元気。常に健康。

ちゃー ますーぐ [tɕaː masɿːgu]［副］ずっとまっ
すぐ。一直線。

ちゃーが [tɕaːga]［感］どうだ。【例】ちゃーが ば

ぬー みーる（どうだおれを見よ）。

ちゃーかす [tɕaːkasɿ]［名］〔ちゃーか⸣すまい...〕
お茶の粕。

ちゃーき [tɕaːki]［助］〜そんなことばかり。【例】
ぱりーちゃーき（走ってばかり）。【類】「てー

な」。

ちゃーぎー [tɕaːgiː]［名］［植］〔ちゃーぎ⸣ーま
い...〕茶の木。

ちゃーす [tɕaːsɿ]［動 I類 c型］〔ちゃーしー、ち
ゃーしゃん〕合わす。合わせる。酒コップを合

わす。

ちゃーずぎり [tɕaːdzɿgiri]［名］〔ちゃーずぎ⸣り
まい...〕茶筒。茶入れ。【同】「ちゃーずつ」。

ちゃーずつ [tɕaːdzɿtsɿ]［名］〔ちゃーず⸣つまい...〕
茶筒。茶入れ。【同】「ちゃーずぎり」。

ちゃーちょーき [tɕaːtɕoːki]［名］〔ちゃーちょー⸣
きまい...〕お茶の茶請け。【同】「ちゃうき」。

ちゃーな [tɕaːna]［助］〜だけ。たったそれだけと
いう意味。【例】うすけちゃーな（たったそれ

だけ）。

ちゃーなば [tɕaːnaba]［名］〔ちゃーな⸣ばまい...〕
茶の垢。茶のあく。茶渋。

ちゃーぬ ぱー [tɕaːnu paː]［名］〔ちゃーぬぱ⸣ー
まい...〕茶の葉。

ちゃーぬムあぐ [tɕaːnum.agu]［名］〔ちゃーぬム
あ⸣ぐまい...〕茶のみ友だち。

ちゃーぬムうぐなーリ゚[tɕaːnum.ugunaːɭ]［名］〔ち
ゃーぬムうぐなー⸣リ゚まい...〕茶のみ集まり。

ちゃーぬムぱなす [tɕaːnumpanasɿ]［名］〔ちゃー
ぬムぱな⸣すまい...〕茶のみの雑談。

ちゃーぬめ [tɕaːnume]［名］〔ちゃーぬ⸣めまい...〕
お茶をとくに飲む人。

ちゃーふかす [tɕaːfukasɿ]［名］〔ちゃーふか⸣すま
い...〕お茶を沸かす。

ちゃーふかすぶら [tɕaːfukasɿbura]［名］〔ちゃー

ふかすぶ⸣らまい...〕お茶を沸かすほら貝。
ちゃーぷすしゃーリ゚ [tɕaːpusɿɕaːɭ]［形］〔ちゃー
ぷす⸣しゃまい...〕お茶が欲しい。お茶を欲し
がる。

ちゃーぶに [tɕaːbuni]［名］〔ちゃーぶ⸣にまい...〕
茶柱。

ちゃーみー [tɕaːmiː]［名］〔ちゃーみーてーん...〕
見てばかりいること。常に見ていること。いつ

も見ていること。赤ちゃんは⺟の顔をじっと見

ている。

ちゃーらす [tɕaːrasɿ]［動 I類 c型］〔ちゃーらし
ー、ちゃーらしゃん〕合わせる。酒コップを合

わせる。【例】ちゃーらすな（合わせるな）。

ちゃーリ゚ [tɕaːɭ]［動 II類 c型］〔ちゃーりー、ち
ゃーりん〕合わさる。【同】「ちゃーりリ゚」。

ちゃーリ゚むぬ [tɕaːɭmunu]［名］〔ちゃーリ゚む⸣ぬ
まい...〕合わせたもの。

ちゃーりリ゚ [tɕaːriɭ]［動 II類 c型］〔ちゃーりー、
ちゃーりん〕合わさる。合体の意味もある。重

なる。二つのものが一つになる。【例】ちゃー

りった（合わせた）。ちゃーりん（合わせられ

ない）。【同】「ちゃーリ゚」。

ちゃーんとぅ [tɕaːntu]［副］ちゃんと。しっかり。
きちんと。正確に。正しく。【例】ちゃーんとぅ

すまいる（きちんと始末しなさい）。【同】「ち

ゃんとぅ」。

ちゃうき [tɕauki]［名］〔ちゃう⸣きまい...〕茶請
け。茶の子。お菓子。【同】「ちょーき」。

ちゃうなん [tɕaunan]［名］〔ちゃうな⸣んまい...〕
⻑男。嫡男。【同】「ちょーなん」。【類】「ちゃく

す」。

ちゃうみん [tɕaumin]［名］〔ちゃうみ⸣んまい...〕
帳面。ノート。学習用ノート。【同】「ちょーみ

ん」。

ちゃくす [tɕakusɿ]［名］〔ちゃく⸣すまい...〕嫡子。
⻑男。

ちゃくすヴヴぁ [tɕakusɿvva]［名］〔ちゃくすヴ⸣
ヴぁまい...〕嫡子。⻑男。

ちゃくすみどぅム [tɕakusɿmidum]［名］〔ちゃく
すみどぅ⸣ムまい...〕⻑女。

ちゃくすムまが [tɕakusɿmmaga]［名］〔ちゃくす
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ムま⸣がまい...〕嫡孫。⻑男の子。
ちゃたう [tɕatau]［名］〔ちゃた⸣うまい...〕茶湯。
仏壇にお茶を供えること。【同】「ちゃとー」。

ちゃとー [tɕatoː]［名］〔ちゃと⸣ーまい...〕茶湯。
仏壇にお茶を供えること。【同】「ちゃたう」。

ちゃばん [tɕaban]［名］〔ちゃば⸣んまい...〕茶碗。
湯のみ。【同】「ちゃわん」。

ちゃばんじゃき [tɕabandʑaki]［名］〔ちゃばんじ
ゃ⸣きまい...〕茶碗酒。茶碗で酒を回し飲みす
ること。

ちゃぶん [tɕabun]［名］〔ちゃぶ⸣んまい...〕茶盆。
茶を飲む容器を乗せる盆。

ちゃみ [tɕami]［名］〔ちゃ⸣みまい...〕悪知恵をは
たらかすこと。

ちゃみリ゚ [tɕamiɭ]［動 II類 c型］〔ちゃみー、ち
ゃみん〕ちょろまかす。ずるがしこい。盗む。

【例】ちゃみる（盗め）。ちゃみった（ちょろま

かした。盗んだ）。ちゃみらいん（ちょろまか

せない。盗むことができない）。

ちゃムー [tɕamm]［擬］竹を叩くときのような
音。

ちゃムちゃム [tɕamtɕam]［擬］四つ竹踊りの竹
の音（琉球古典舞踊）。

ちゃムまちゃムま [tɕammatɕamma]［擬］竹を叩
くときのような音。

ちゃムみかす [tɕammikasɿ]［動 I類 c型］〔ちゃ
ムみかしー、ちゃムみかしゃん〕叩く。叩き鳴

らす。

ちゃムみキ゚ [tɕammikɿ]［動 I類 c型］〔ちゃムみ
きー、ちゃムみかん〕竹を叩くときのような音

がする。【例】ゆつだきぬどぅ ちゃムみきー

ぶリ゚（四つ竹が鳴りひびいている）。

ちゃら [tɕara]［擬］〔ちゃらてぃー...〕ガラスや
コップなどが割れる音。

ちゃらみかす [tɕaramikasɿ]［動 I類 c型］〔ちゃ
らみかしー、ちゃらみかしゃん〕たたき割る。

ガラスの割れる音の響きが耳に強く感じる。

ちゃらみキ゚ [tɕaramikɿ]［動 I類 c型］〔ちゃらみ
きー、ちゃらみかん〕ガラスやコップなどが割

れる。

ちゃわん [tɕaʋan]［名］〔ちゃわ⸣んまい...〕茶碗。

【同】「ちゃばん」。

ちゃわんじゃき [tɕaʋandʑaki]［名］〔ちゃわん
じゃ⸣きまい...〕祝い座に茶碗で酒を飲むこと。
【同】「ちゃばんじゃき」。

ちゃんくちゃんく [tɕankutɕanku]［擬］〔ちゃん
くちゃんくてぃー...〕風が強風のために左右に
動く様。

ちゃんくまキ゚[tɕankumakɿ]［動 I類］〔ちゃんくま
きー、ちゃんくまかん〕〔ちゃん⸣くまきー ぶ

リ゚〕居場所で激しく動く。強風に渦巻く。

ちゃんちゃん [tɕantɕan]［名］〔ちゃんちゃ⸣んま
い...〕合わせの冬着。綿入れの着物。

ちゃんとぅ [tɕantu]［副］ちゃんと。きちんと。
【例】ちゃんとぅ すまいる（きちんと始末しな

さい）。【同】「ちゃーんとぅ」。

ちゃんなぎリ゚ [tɕannagiɭ]［動 II類 c型］〔ちゃん
なぎー、ちゃんなぎん〕放り投げる。ぽい捨て。

ちゃんぷる [tɕanpuru]［名］〔ちゃんぷ⸣るまい...〕
多くの食材を混ぜて油で炒めた料理。そうめん

ちゃんぷる。とうふちゃんぷる。

ちゅー [tɕuː]［名］〔ちゅ⸣ーまい...〕中。普通。並。
上中下の中。

ちゅーあたリ゚ [tɕuːataɭ]［名］〔ちゅーあた⸣リ゚ま
い...〕強いあたり。食中毒や風邪に対すること
ば。

ちゅーか [tɕuːka]［名］〔ちゅー⸣かまい...〕急須。
ちゅーがい [tɕuːgai]［名］〔ちゅーがいまい...〕錫
で出来た酒入れ。二つ組で結婚式に用いる。

ちゅーがっこー [tɕuːgakkoː]［名］中学校。
ちゅーがっこーがー [tɕuːgakkoːgaː]［名］［井戸］
〔ちゅーがっこーがーまい...〕中学校の近くに
ある人工井戸。

ちゅーかでぃ [tɕuːkadi]［名］〔ちゅーか⸣でぃま
い...〕強風。大風。台風。【類】「うぷかでぃ」。

ちゅーぎ なリ゚ [tɕuːgi naɭ]［連語］強そうに見せ
る。【例】ちゅーぎ なりーリ゚（誇示して見せ

る）。

ちゅーぎしゃーリ゚ [tɕuːgiɕaːɭ]［形］〔ちゅーぎ⸣し
ゃまい...〕強そうである。

ちゅーきず [tɕuːkidzɿ]［名］〔ちゅーき⸣ずまい...〕
重傷。
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ちゅーキ゚やム [tɕuːkɿjam]［名］［病］〔ちゅー⸣キ゚
やムまい...〕通風。

ちゅーく [tɕuːku]［副］強く。厳しく。【例】ちゅ
ーく ならーし（厳しく教えよ）。ちゅーく イ゚

ズぃ（強く言え。強く指導しなさい。強く叱り

なさい）。ちゅーく すつきる（強く躾けなさ

い。厳しく指導しなさい）。ちゅーく すとぅぎ

（強くなぐれ。強くたたけ）。ちゅーく たたき

（強くたたけ。強くなぐれ）。ちゅーく みんぎ

（強く揉みなさい。年寄りが子どもに対して患

部を揉ませるときに言う）。ちゅーく イ゚ー（強

く言う。厳しく注意する）。【同】「ちゅーふ」。

ちゅーくひん [tɕuːkuhin]［名］〔ちゅーくひ⸣んま
い...〕中古品。

ちゅーしゃーリ゚ [tɕuːɕaːɭ]［形］〔ちゅー⸣しゃま
い...〕強い。【例】ちゅーかでぃ（強い風）。ち
ゅーピとぅ（強い人）。

ちゅーじゃき [tɕuːdʑaki]［名］〔ちゅーじゃ⸣きま
い...〕強い酒。度数の強い酒。

ちゅーじゃら [tɕuːdʑara]［名］〔ちゅーじゃらま
い...〕中皿。【類】「なかじゃら」。

ちゅーじゅーく [tɕuːdʑuːku]［副］強く強くもっ
と強くの意。重複語。

ちゅーちゅー [tɕuːtɕuː]［名］〔ちゅーちゅ⸣ーま
い...〕幼児語。ちんちん。男女の陰部のこと。

ちゅーちゅー [tɕuːtɕuː]［擬］〔ちゅーちゅ⸣ーま
い...〕ねずみの愛称。

ちゅーちょー [tɕuːtɕoː]［名］〔ちゅーちょーま
い...〕通帳。預金・貯金通帳。

ちゅーとぅ [tɕuːtu]［名］〔ちゅーとぅまい...〕中
途。半端。

ちゅーどぅく [tɕuːduku]［名］〔ちゅーどぅ⸣くま
い...〕中毒。食中毒。ガス中毒。アルコール中
毒。

ちゅーどぅくイ゚ズぅ [tɕuːdukuɿzu]［名］〔ちゅー
どぅ⸣くイ゚ズぅまい...〕中毒させる魚。

ちゅーとぅたいがく [tɕuːtutaigaku]［名］〔ちゅ
ーとぅたいが⸣くまい...〕中途退学。

ちゅーにつ [tɕuːnitsɿ]［名］〔ちゅーにつまい...。
ちゅーに⸣つまい...〕強い熱。高熱。体温の高い
こと。

ちゅーばー [tɕuːbaː]［名］〔ちゅーば⸣ーまい...〕
強い人。力の強い人。学問の強い人。忍耐力の

ある人。

ちゅーピとぅ [tɕuːpɿtu]［名］〔ちゅーピ⸣とぅま
い...〕強人。体力、学力、精神力の強い人。腕
力の強人。

ちゅーふ [tɕuːfu]［副］強く。厳しく。【同】「ち
ゅーく」。

ちゅーふー [tɕuːfuː]［名］［病］〔ちゅーふ⸣ーま
い...〕痛風。

ちゅーぶる [tɕuːburu]［名］〔ちゅーぶ⸣るまい...〕
中古。中古品。

ちゅーまリ゚ [tɕuːmaɭ]［動 I類 a型］〔ちゅーまり
ー、ちゅーまらん〕強くなる。強まる。【例】か

でー ちゅーまリ゚（風は強まる）。

ちゅーむく [tɕuːmuku]［名］〔ちゅーむ⸣くまい...〕
注目。気をつける。注視。

ちゅーむぬ [tɕuːmunu]［名］〔ちゅーむ⸣ぬまい...〕
強い物体。固いもの。強い風。破れないもの。

折れないもの。

ちゅーむん [tɕuːmun]［名］〔ちゅーむ⸣んまい...〕
注文。依頼すること。【例】こーひーぬ ちゅー

むん（コーヒーの注文）。

ちゅーやム [tɕuːjam]［名］〔ちゅーや⸣ムまい...〕
重い病気。重病。大病。

ちゅーらす [tɕuːrasɿ]［動 I類 c型］〔ちゅーらし
ー、ちゅーらしゃん〕強くなす。強める。

ちゅーリ゚ [tɕuːɭ]［動 I類 c型］〔ちゅーりー、ち
ゅーらん〕強くなる。強まる。病気が治る。子

どもが成⻑する。【例】やムぬ ちゅーりー（病

気が重くなる）。

ちゅーリ゚にふしゃーリ゚ [tɕuːɭnifuɕaːɭ]［形］〔ちゅ
ーリ゚にふ⸣しゃまい...〕成⻑の遅いこと。子ども
に言う。

ちゅーリ゚べーしゃーリ゚ [tɕuːɭbeːɕaːɭ]［形］〔ちゅー
リ゚べー⸣しゃまい...〕成⻑の早いこと。子どもに
言う。

ちゅーリ゚やらび [tɕuːɭjarabi]［名］〔ちゅーリ゚やら
⸣びまい...〕早熟の子ども。

ちゅーるー [tɕuːruː]［名］〔ちゅーる⸣ーまい...〕中
老。50代の男。スツウプナカの中心的役割。古
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い言い方。【同】「ちゅーるー」。

ちゅーるーじゃー [tɕuːruːdʑaː]［名］〔ちゅーる⸣
ーじゃーまい...〕中老座。古い言い方。【同】「ち
ゅーろーじゃー」。

ちゅーろー [tɕuːroː]［名］〔ちゅーろ⸣ーまい...〕
中老。50代の男。スツウプナカの中心的役割。
【同】「ちゅーるー」。

ちゅーろーじゃ [tɕuːroːdʑa]［名］〔ちゅー⸣ろー
じゃまい...〕中老座。スツウプナカの組織。新
しい言い方。【同】「ちゅーるーじゃー」。

ちゅきん [tɕukin]［名］〔ちゅき⸣んまい...〕貯金。
ちゅくぐ [tɕukugu]［名］〔ちゅく⸣ぐまい...〕勅
語。天皇のことば。教育勅語。1945年の敗戦で
なくなった。

ちゅくげき [tɕukugeki]［名］〔ちゅくげ⸣きまい...〕
直撃。戦争用語。台風の直撃とも言う。

ちゅっこー [tɕukkoː]［名］〔ちゅっこ⸣ーまい...〕
直行。寄り道をしないで目的地に行くこと。

ちゅっちゅっ [tɕuttɕuʔ]［擬］すずめの鳴き声。
ちゅぱーら [tɕupaːra]［名］〔ちゅぱーらまい...〕
満腹満足。十分。【例】ちゅぱーら ふぇーった

（腹いっぱい食べた）。【類】「すかいっとぅ」。

ちゅらしゃーリ゚ [tɕuraɕaːɭ]［形］〔ちゅら⸣しゃま
い...〕美。きれい。組踊の「ちゅらいなぐ」美
女。日常生活には言わない。

ちゅるちゅる [tɕurutɕuru]［擬］〔ちゅるちゅるて
ぃー...〕液体の流れる様子。

ちゅるまかす [tɕurumakasɿ]［動 I類 c型］〔ちゅ
るまかしー、ちゅるまかしゃん〕ちょろまかす。

だます。うそつき。【例】じんゆ ちゅるまかす

（金をだまし取る）。

ちょー [tɕoː]［助数］〜丁。数の単位。さとう樽を
数えること。

ちょー [tɕoː]［名］〔ちょーまい...〕⻑。上の人。
偉い人。村⻑。学⻑。会⻑。

ちょー [tɕoː]［名］〔ちょ⸣ーまい...〕帳。帳面。帳
簿。

ちょーき [tɕoːki]［名］〔ちょー⸣きまい...〕茶請。
お茶菓子。【同】「ちゃうき」。

ちょーごー [tɕoːgoː]［名］〔ちょーご⸣ーまい...〕
調合。配合。調合肥料。配合飼料。金肥のこと。

ちょーし [tɕoːɕi]［名］〔ちょー⸣しまい...〕調子。
具合。体調。口調。順調。組踊の台詞の唱え方。

ちょーじゅ [tɕoːdʑu]［名］〔ちょー⸣じゅまい...〕
⻑寿。【例】ちょーじゅぬ うぷしゅー（⻑寿の

大主・八月おどりの演目）。

ちょーじゅ [tɕoːdʑu]［名］〔ちょー⸣じゅまい...〕
⻑女。

ちょーしんがー [tɕoːɕingaː]［名］〔ちょーし⸣んが
ーまい...〕穀物や塩などを入れる大きな麻袋。

ちょーず [tɕoːdzɿ]［名］［植］〔ちょー⸣ずまい...〕
丁子。香料にする。

ちょーだい [tɕoːdai]［名］〔ちょーだいまい...〕頂
戴。幼児語。

ちょーだんす [tɕoːdansɿ]［名］〔ちょーだんす⸣ん
まい...〕和箪笥。たんす。

ちょーちょー [tɕoːtɕoː]［名］［昆虫］〔ちょ⸣ーち
ょー⸢まい...〕蝶々。【類】「ぱびる」。

ちょーちん [tɕoːtɕin]［名］〔ちょーち⸣んまい...〕
凧の一種。【同】「とーつム」。

ちょーつがい [tɕoːtsɿgai]［名］〔ちょーつが⸣いま
い...〕開き戸や開き蓋などに取り付けて開閉で
きるような金具。

ちょーどぅ [tɕoːdu]［副］丁度。都合のよいこと。
ぴったし。

ちょーなん [tɕoːnan]［名］〔ちょーな⸣んまい...〕
⻑男。嫡男。【同】「ちゃうなん」。【類】「ちゃく

す」。

ちょーひー [tɕoːhiː]［名］〔ちょーひ⸣ーまい...〕徴
兵。兵役につくこと。

ちょーひーきんしゃ [tɕoːhiːkinɕa]［名］〔ちょー
ひ⸣ーきんしゃまい...〕徴兵検査。

ちょーぶ [tɕoːbu]［助数］町歩。土地や畑の面積
の単位。1町歩は 10反。

ちょーぶ [tɕoːbu]［名］〔ちょー⸣ぶまい...〕帳簿。
帳面。金銭出納を記す帳面。

ちょーみん [tɕoːmin]［名］〔ちょーみ⸣んまい...〕
帳面。ノート。学習用ノート。【同】「ちゃうみ

ん」。

ちょーよー [tɕoːjoː]［名］〔ちょーよ⸣ーまい...〕徴
用。軍事作業に行くこと。

ちょーん ぬーらん むぬイ゚ー [tɕoːn nuːran
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munuɿː]［連語］書き留めるほどの話ではない
こと。

ちょんがー [tɕongaː]［名］〔ちょんが⸣ーまい...〕
独身者。男女に言う。

ちら [tɕira]［名］〔ち⸣らまい...〕奴。あの奴など
と使う。【例】かぬちら（あの奴）。くぬちら（こ

の奴）。

ちらかす [tɕirakasɿ]［動 I類 a型］〔ちらかしー、
ちらかしゃん〕散らかす。散乱させる。【例】ふ

ーむぬー ちらかす（食べ物を散らかす）。

ちらかリ゚ [tɕirakaɭ]［動 I 類 a 型］〔ちらかりー、
ちらからん〕散らかる。散乱する。【例】ちら

かりー ぶリ゚（散らかっている）。

ちらす [tɕirasɿ]［動 I類 a型］〔ちらしー、ちらし
ゃん〕散らす。【例】かでぃん ちらしー（風に

散らした）。

ちらす [tɕirasɿ]［動 I類 c型］〔ちらしー、ちらし
ゃん〕皮ふの傷の化膿を止める。【例】しゃで

ぃふぬ ぱーにー ちらす（はまゆうの葉で散

らす）。

ちり [tɕiri]［名］〔ちりまい...〕塵。芥。ごみ。【類】
「あふた」。

ちりあふた [tɕiriafuta]［名］〔ちりあふたまい...。
ちりあふ⸣たまい...〕塵芥。ちりあくた。

ちりぐい [tɕirigui]［名］〔ちりぐ⸣いまい...〕甲高
い声。

ちりとぅれ [tɕiriture]［名］〔ちりとぅ⸣れまい...〕
塵収集者。

ちんちん [tɕintɕin]［名］〔ちんち⸣んまい...〕幼児
語。男女の陰部。【同】「ちゅーちゅー」。
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つーぬふつ

̶ つ ̶

つー [tsɿː]［名］〔つーまい...〕乳。乳房。乳汁。
【例】つーぬ あいリ゚（乳汁がしたたる）。つー

ぬ ぱリ゚（乳房が張る）。つーぬ あがリ゚（乳汁

の出が止まる）。

つー [tsɿː]［名］〔つーまい...〕パパイヤの汁。果
汁。

つー [tsɿː]［名］〔つーまい...〕つるべ。くばずー。
かにずー。

つー [tsɿː]［名］〔つーまい...〕釣針。
つー [tsɿː]［名］〔つーまい...〕釣り。釣りをする
こと。【例】つーすが（釣りに行く）。

つヴ [tsɿv]［名］〔つヴ⸣んまい...〕露。【例】あし
ゃつヴ（朝露）。

つーあがリ゚ [tsɿːagaɭ]［名］〔つーあが⸣リ゚まい...〕
乳上り。⺟乳がでなくなること。

つーあがリ゚ [tsɿːagaɭ]［動 I類 a型］〔つーあがり
ー、つーあがらん〕血があがる。興奮する。

つーあぐ [tsɿːagu]［名］〔つーあ⸣ぐまい...〕他人
の⺟の乳を一緒に飲んだ人たち。

つーあぐ [tsɿːagu]［名］〔つーあぐまい...〕釣り
に行く友。

つーあじゃ [tsɿːadʑa]［名］〔つーあ⸣じゃまい...〕
乳⺟の男の子。

つーあんが [tsɿːanga]［名］〔つーあん⸣がまい...〕
乳⺟の女の子。

つーあんな [tsɿːanna]［名］〔つーあん⸣なまい...〕
乳⺟。他人の⺟。乳を飲ませてくれた他人の

⺟。

つーいリ゚キ゚ [tsɿːiɭkɿ]［名］〔つーいリ゚キ゚まい...〕豚
の血で食材を和えた食べ物。炒りもの。

つヴヴぃリ゚ [tsɿvviɭ]［動 II類 c型］〔つヴヴぃー、
つヴヴぃん〕すっぱいものを食べたときの⻭の

感覚。

つヴヴぃリ゚ [tsɿvviɭ]［動 II類 c型］〔つヴヴぃー、

つヴヴぃん〕刃物が切れなくなる。

つーが [tsɿːga]［助数］いもの数え方。【例】ふた
つーが（二個のいも）。

つーがーら [tsɿːgaːra]［名］［病］〔つーがー⸣らま
い...〕乳腺炎。村史より。

つーかき [tsɿːkaki]［名］〔つーか⸣きまい...〕井戸
に落ちたつるべを引っかける道具。すいじ貝を

用いた。

つーがしゃ [tsɿːgaɕa]［名］［病］〔つーが⸣しゃま
い...〕乳房炎。村史より。

つーギ [tsɿːgɿ]［名］〔つー⸣ギまい...〕いぼ。こぶ。
ヤギなどの肉たれ。【例】ぴんだぬ つーギ（山

羊の首のこぶ）。

つーギ [tsɿːgɿ]［名］〔つー⸣ギまい...〕植物の突起。
さとうきびの側芽。

つーギばー [tsɿːgɿbaː]［名］〔つーギば⸣ーまい...〕
八重⻭。【類】「やいばー」。

つーけうだい [tsɿːkeudai]［名］〔つーけうだいま
い...〕乳兄弟。血のつながらない乳⺟に育てら
れた者同士。

つーげがー [tsɿːgegaː]［名］［井戸］〔つー⸣げがー
まい...〕井戸の名。人工井戸。

つーしゃに [tsɿːɕani]［名］〔つーしゃ⸣にまい...〕
血統。血族。【類】「つーたに」。

つーすー [tsɿːsɿː]［名］〔つーすーまい...〕釣りを
すること。釣ること。【例】つーう しー ぶリ゚

（釣りをしている）。

つーたつ [tsɿːtatsɿ]［名］〔つーたつまい...〕つい
たち。その月の初めの日。【同】「ちーたつ」。

つーたつじゅー [tsɿːtatsɿdʑuː]［名］〔つーたつじ
ゅーまい...〕旧暦の 1日の潮。干満の差が大き
い。大潮。【同】「ちーたつじゅー」。

つーたつじゅーぐにつ [tsɿːtatsɿdʑuːgunitsɿ]［名］
〔つーたつじゅーぐにつまい...〕旧暦のついた
ちと十五日。【同】「ちーたつじゅーぐにつ」。

つーたに [tsɿːtani]［名］〔つーた⸣にまい...〕血統。
遺伝。系統。家系。【類】「つーしゃに」。

つーちょー [tsɿːtɕoː]［名］〔つーちょーまい...〕通
帳。預金・貯金通帳。

つーぬ ふつ [tsɿːnu futsɿ]［名］〔つーぬふ⸣つま
い...〕乳の口。乳首。
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つーば

つーば [tsɿːba]［連語］〜らしいので。想像。【例】
ごーかくつーばゆ（合格らしいよ）。

つーぱしゃム [tsɿːpaɕam]［名］［虫］〔つーぱしゃ
⸣ムまい...〕さそり。【類】「かうな」。「こーな」。

つーばす [tsɿːbasɿ]［動 I類 c型］〔つーばしー、つ
ーばしゃん〕交尾させる。【類】「たにつきリ゚」。

つーぱなり [tsɿːpanari]［名］〔つーぱな⸣りまい...〕
乳離れ。離乳。

つービ [tsɿːbɿ]［動 I類 c型］〔つーびー、つーば
ん〕交尾する。

つーふーヴヴぁ [tsɿːfuːvva]［名］〔つーふーヴ⸣ヴ
ぁまい...〕乳飲児。ちのみご。

つームま [tsɿːmma]［名］〔つーム⸣ままい...〕乳
⺟。【類】「つーあんな」。

つーむム [tsɿːmum]［名］〔つーむムまい...〕血和
え。豚の血で和え、炒る料理。【類】「つーいリ゚

キ゚」。

つが [tsɿga]［名］〔つ⸣がまい...〕桝。穀物の量を
計る計器。1升桝。5合桝。1合枡。

つがー [tsɿgaː]［名］〔つがーんまい...〕津川。津
川部落。

つかーいむぬ [tsɿkaːimunu]［名］〔つかーいむ⸣ぬ
まい...〕使われ物。労働者。

つかーいリ゚ [tsɿkaːiɭ]［動 II類 a型］〔つかーいー、
つかーいん〕使われる。手伝いする。奉公する。

【例】まっちゃん つかーいリ゚（店に奉公する）。

【同】「つかーりリ゚」。

つがーがー [tsɿgaːgaː]［名］［井戸］〔つがーが⸣ー
まい...〕自然井戸。今はない。

つかーす [tsɿkaːsɿ]［動 I類 a型］〔つかーしー、つ
かーしゃん〕使わせる。道具を貸してあげる。

【例】あんー つかーし（ぼくに貸してくれ）。

つかーす [tsɿkaːsɿ]［動 I類 a型］〔つかーしー、つ
かーしゃん〕用事を頼んで行かせる。【例】か

るー つかーし（彼を頼んだ）。

つかーりリ゚ [tsɿkaːriɭ]［動 II類 a型］〔つかーり
ー、つかーりん〕使われる。手伝いする。奉公

する。【同】「つかーいリ゚」。

つかイ゚ [tsɿkaɿ]［名］〔つかイ゚まい...〕使者。伝達
する人。

つがイ゚ [tsɿgaɿ]［名］〔つがイ゚まい...〕違い。違い

こと。相違。【例】つがイ゚むぬイ゚ー（間違う言

葉）。【同】「つがイ゚」。

つかイ゚くなす [tsɿkaɿkunasɿ]［動 I類 c型］〔つか
イ゚くなしー、つかイ゚くなしゃん〕使いこなす。

道具に馴れる。

つかイ゚くム [tsɿkaɿkum]［動 I類 c型］〔つかイ゚く
みー、つかイ゚くまん〕使いこむ。横領。【例】つ

かいくみー ねーん（使い込んでしまった）。

つかいす [tsɿkaisɿ]［動 I 類 a 型］〔つかいしー、
つかいしゃん〕招待する。お供する。【例】し

ゅーたう つかいす（老人を招待する）。

っがいたんでぃ [ggaitandi]［感］すごいことだ。
おどろくこと。感嘆などを表す。

つかイ゚むぬ [tsɿkaɿmunu]［名］〔つかイ゚む⸣ぬまい...〕
使用人。奉公人。小使い。

つがいリ゚ [tsɿgaiɭ]［動 II類 a型］〔つがいー、つ
がいん〕違える。【例】みつう つがいリ゚（道を

まちがえる）。【同】「ちがいリ゚」。

つがう [tsɿgau]［動 I類 a型］〔つけげー、つがー
ん〕違う。

つかぎ [tsɿkagi]［名］〔つか⸣ぎまい...〕食事。食
糧。【例】きゅーぬ つかぎ（今日の食糧）。つ

かぎぬ まーす（食事ごと）。

つかぎむぬ [tsɿkagimunu]［名］〔つかぎむぬま
い...。つかぎむ⸣ぬまい...〕食事。【例】ピーま
ぬ つかぎ（昼の食事）。

つかぐる [tsɿkaguru]［名］〔つかぐ⸣るまい...〕近
頃。この頃。

つかしゃ [tsɿkaɕa]［名］〔つかしゃまい...〕近さ。
近いこと。近い所。

つかしゃ [tsɿkaɕa]［名］〔つかしゃまい...〕司。祝
女。巫女（かんなぎ）。司祭者。のろ。

つかしゃーリ゚ [tsɿkaɕaːɭ]［形］〔つか⸣しゃまい...〕
近い。近い距離である。近縁である。

つかしゃぎー [tsɿkaɕagiː]［名］［植］〔つかしゃぎ
⸣ーまい...〕ながみぽちょーじ（村史）。

つかしゃムま [tsɿkaɕamma]［名］〔つかしゃム⸣ま
まい...〕司祭者。のろ。

つかしゃやー [tsɿkaɕajaː]［名］〔つかしゃやーん
けー...〕平良にある漲水御嶽。

つかす [tsɿkasɿ]［動 I類 c型］〔つかしー、つかし
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つからくらび

ゃん〕種つけする。交尾させる。【例】たにつ

かし（交尾させよ）。

つかす [tsɿkasɿ]［動 I類 c型］〔つかしー、つかし
ゃん〕突かせる。棒で突くこと。【例】ばうし

ー つかし（棒で突かせなさい）。

つかす [tsɿkasɿ]［動 I類 c型］〔つかしー、つかし
ゃん〕搗かせる。杵で穀物を搗く。【例】あー

う つかし（粟を搗かせなさい）。

つがす [tsɿgasɿ]［動 I類 a型］〔つがしー、つが
しゃん〕継がせる。継承させる。【例】いぱい

ゆ つがし（位牌を継がせなさい）。

つがす [tsɿgasɿ]［動 I類 c型］〔つがしー、つがし
ゃん〕注がせる。【例】しゃきう つがし（酒を

注がせなさい）。

つかずキ゚ [tsɿkadzɿkɿ]［動 I類 c型］〔つかずきー、
つかずかん〕近づく。【例】つかずキ゚な（近づ

くな）。

つかずきリ゚ [tsɿkadzɿkiɭ]［動 II類 c型］〔つかず
きー、つかずきん〕近づける。【例】つかずき

る（近づけろ）。つかずきんな（近づけるな）。

つかどぅくな [tsɿkadukuna]［名］〔つかどぅく⸣
なまい...〕近い所。近辺。近所。

つかなーす [tsɿkanaːsɿ]［動 I類 c型］〔つかなー
しー、つかなーしゃん〕養わせる。飼わせる。

【例】あんー つかなーし（ぼくに養わせよ）。

つかぬー [tsɿkanuː]［動 I類 c型］〔つかねー、つ
かなーん〕養う。家畜を飼育する。【例】つか

ねー ぶリ゚（養っている。飼育している）。つか

ねー みーる（養ってみよ。飼育してみよ）。つ

かねー わーり（養って下さい。飼育して下さ

い）。

つかぬーいキ゚むす [tsɿkanuːikɿmusɿ]［名］〔つかぬ
ーいキ゚むすまい...。つかぬーいキ゚む⸣すまい...〕
飼育している家畜。

つかぬーいな [tsɿkanuːina]［名］〔つかぬーい⸣な
まい...〕飼育している犬。

つかぬーヴヴぁ [tsɿkanuːvva]［名］〔つかぬーヴ⸣
ヴぁまい...〕養育している子ども。父⺟のない
子のこと。

つかぬーうす [tsɿkanuːusɿ]［名］〔つかぬーう⸣す
まい...〕飼育している牛。

つかぬーうや [tsɿkanuːuja]［名］〔つかぬーう⸣や
まい...〕養育している親。養父⺟。

つかぬーぐりしゃーリ゚ [tsɿkanuːguriɕaːɭ]［形］〔つ
かぬーぐり⸣しゃまい...〕養うのにむずかしい
こと。難儀なこと。

つかぬーとぅリ゚ [tsɿkanuːtuɭ]［名］〔つかぬーとぅ
⸣リ゚まい...〕飼育している鶏。

つかぬーにか [tsɿkanuːnika]［名］〔つかぬーに⸣
かまい...〕飼育している猫。

つかぬーぬーま [tsɿkanuːnuːma]［名］〔つかぬー
ぬー⸣ままい...〕飼育している馬。

つかぬーぬす [tsɿkanuːnusɿ]［名］〔つかぬーぬ⸣
すまい...〕飼育している主。家畜の主。

つかぬーばき [tsɿkanuːbaki]［名］〔つかぬーばき
まい...。つかぬーば⸣きまい...〕家畜を養ってそ
の見返りに分けてもらうこと。

つかぬーぴんだ [tsɿkanuːpinda]［名］〔つかぬー
ぴん⸣だまい...〕飼育している山羊。

つかぬーやすしゃーリ゚ [tsɿkanuːjasɿɕaːɭ]［形］〔つ
かぬーやす⸣しゃまい...〕飼育し易いこと。養
育しやすいこと。

つかぬーわー [tsɿkanuːʋaː]［名］〔つかぬーわ⸣ー
まい...〕飼育している豚。

つかふ [tsɿkafu]［名］〔つかふ⸣んまい...〕近く。近
い。近所。近辺。

つかふ なリ゚ [tsɿkafu naɭ]［連語］近くなる。【例】
つかふ なりった（近くなった）。

つかふばる [tsɿkafubaru]［名］〔つか⸣ふばるま
い...〕近い畑。近い所にある畑。

つかます [tsɿkamasɿ]［動 I類 c型］〔つかましー、
つかましゃん〕掴ませる。【例】つかまし（掴

ませろ）。

つかム [tsɿkam]［動 I類 c型］〔つかみー、つか
まん〕掴む。【例】つかまん（掴まない）。つか

まいん（掴まえられない）。つかみー みーだ

（掴んでごらん）。つかみー ゆいる（掴んでも

らいなさい）。

つから [tsɿkara]［名］〔つからまい...〕力。腕力。
体力。脚力。

つからくらび [tsɿkarakurabi]［名］〔つからくら⸣
びまい...〕力比べ。
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つからすぐとぅ

つからすぐとぅ [tsɿkarasɿgutu]［名］〔つからすぐ
とぅまい...。つからすぐ⸣とぅまい...〕力仕事。
重労働。

つからだみす [tsɿkaradamisɿ]［名］〔つからだみ⸣
すまい...〕力だめし。

つからまき [tsɿkaramaki]［名］〔つからまきま
い...〕力負け。

つからみどぅム [tsɿkaramidum]［名］〔つからみ
どぅ⸣ムまい...〕力強い女。女傑。才女。

つかリ゚ [tsɿkaɭ]［動 I類 a型］〔つかりー、つから
ん〕浸る。水に浸る。【例】いムー つかリ゚（海

に入る）。

つかり [tsɿkari]［名］〔つかりまい...〕疲れ。だる
い。【例】つかれー ねーん（疲れはない）。

つかりすギ [tsɿkarisɿgɿ]［動 II 類 c 型］〔つかり
ー、つかりん〕疲れ過ぎる。過労になる。農繁

期に口々に言う。

つかりなうす [tsɿkarinausɿ]［名］〔つかりなうす
まい...〕疲れ直し。夕方の酒。労働をいやすこ
と。【同】「つかりのーす」。【類】「ぶがりなう

す」。

つかりのーす [tsɿkarinoːsɿ]［名］疲れ直し。夕方
の酒。【同】「つかりなうす」。

つかりリ゚ [tsɿkariɭ]［動 II類 a型］〔つかりー、つ
かりん〕疲れる。【例】つかりった（疲れた）。

つがわ [tsɿgaʋa]［名］〔つがわんまい...〕津川部
落。つがー。午支部。仲午。

つキ゚ [tsɿkɿ]［名］〔つキ゚ま⸣い...〕月。天体の月。年
月の月。【例】つキ゚がなす（お月様）。ミ゚かずキ゚

（三日月）。ふたつキ゚（二ヶ月）。なすずキ゚（臨

月）。

つキ゚ [tsɿkɿ]［動 I類 c型］〔つきー、つかん〕付
く。【例】なばぬ つキ゚（垢が付く）。

つキ゚ [tsɿkɿ]［動 I類 c型］〔つきー、つかん〕突
く。【例】イ゚ズぅつキ゚（魚を突く）。ぼーしー つ

キ゚（棒で突く）。つかん（突かない）。ぼーしー

つキ゚な（棒で突くな）。

つキ゚ [tsɿkɿ]［動 I類 c型］〔つきー、つかん〕種
子付けする。交尾。【例】つかん（種子つけに

失敗すること）。

つキ゚ [tsɿkɿ]［動 I類 c型］〔つきー、つかん〕着

く。【例】ふにぬつキ゚（船が着く）。つかん（着

かない）。ふねー みだ つかん（船はまだ着か

ない）。

つキ゚ [tsɿkɿ]［動 I類 c型］〔つきー、つかん〕搗く。
【例】ゆにつキ゚（粟を搗く）。むつーつキ゚（餅搗

き）。みだ つかん（まだ搗いていない）。

つギ [tsɿgɿ]［名］〔つギまい...〕さしば捕獲用の
とりで。

つギ [tsɿgɿ]［名］〔つギんまい...〕悪い。失敗。【例】
ましゃりー つギん なリ゚（ますます悪くなる）。

きしゃゆーリ゚らー つギ（先より悪い）。

つギ [tsɿgɿ]［動 I類 a型］〔つぎー、つがん〕継
ぐ。【例】うきつギ（受け継ぐ）。

つギ [tsɿgɿ]［動 I類 a型］〔つぎー、つがん〕接
ぐ。【例】きーゆ つギ（木を接ぐ）。

つギ [tsɿgɿ]［動 I類 a型］〔つぎー、つがん〕注
ぐ。【例】しゃきう つギ（酒を注ぐ）。

つぎ [tsɿgi]［名］〔つぎまい...〕告げ。告げるこ
と。

つぎ [tsɿgi]［名］〔つ⸣ぎまい...〕次。順序。【例】
つぎぬ ばん（次の番だ）。

つきあい [tsɿkiai]［名］〔つきあいまい...〕付き合
い。付き合う。

つきあヴヴぁ [tsɿkiavva]［名］〔つきあヴ⸣ヴぁま
い...〕付け油。髪につける油。

つキ゚あかリ゚ [tsɿkɿakaɭ]［名］〔つキ゚あか⸣リ゚まい...〕
月あかり。月光。

つキ゚あがリ゚ [tsɿkɿagaɭ]［動 I類 a型］〔つキ゚あがり
ー、つキ゚あがらん〕増⻑する。いい気になる。

つキ゚あぎリ゚ [tsɿkɿagiɭ]［動 II類 a型］〔つキ゚あぎ
ー、つキ゚あぎん〕突き上げる。押し上げる。

つキ゚あたリ゚ [tsɿkɿataɭ]［動 I類 a型］〔つキ゚あたり
ー、つキ゚あたらん〕突き当たる。【例】ぱらん

つきあたリ゚（柱につきあたる）。

つきあに [tsɿkiani]［名］〔つきあ⸣にまい...〕付け
姉。子守はしなくても形だけの守姉。

つギー [tsɿgɿː]［動 I類］〔つギすぃー、つギさん〕
妨害する。邪魔する。【例】みつう つギー（道

を防ぐ）。

つキ゚うしゅム [tsɿkɿuɕum]［動 I類］〔つキ゚うしゅ
みー、つキ゚うしゅまん〕社交性のない人が仲間
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からはずれてうつむく。人前に堂々と自分を表

現できない。または、その人。

つキ゚うしゅムむぬ [tsɿkɿuɕummunu]［名］〔つキ゚
うしゅムむぬまい...〕仲間からはずれてうつむ
いてばかりいる、社交性のない人。

つキ゚うす [tsɿkɿusɿ]［名］〔つキ゚う⸣すまい...〕搗き
臼。木臼。石臼。

つきうっとぅ [tsɿkiuttu]［名］〔つきうっ⸣とぅま
い...〕子守はされなくても形だけの守子。

つキ゚うとぅす [tsɿkɿutusɿ]［動 I類 a型］〔つキ゚うと
ぅしー、つキ゚うとぅしゃん〕突き落とす。【例】

ふにから つキ゚うとぅす（船の上から突き落と

す）。

つきうや [tsɿkiuja]［名］〔つきう⸣やまい...〕付け
親。形だけの父。

つキ゚かいリ゚ [tsɿkɿkaiɭ]［動 II類 c型］〔つキ゚かい
ー、つキ゚かいん〕付け替える。【例】ぼたんゆ

つキ゚かいリ゚（ボタンを付け替える）。

つキ゚がき [tsɿkɿgaki]［名］〔つキ゚が⸣きまい...〕月
掛け。毎月掛け金を出すこと。

つキ゚がなす [tsɿkɿganasɿ]［名］〔つキ゚がな⸣すまい...〕
お月様。月の敬称。

つキ゚がに [tsɿkɿgani]［名］〔つキ゚が⸣にまい...〕突
き鐘。災害の時などに突く鐘。【類】「かに」。

つきぎ [tsɿkigi]［名］〔つき⸣ぎまい...〕附き木。燐
寸（まっち）。発燭。【同】「つきだき」。

つギき [tsɿgɿki]［名］〔つギきまい...〕接ぎ木。
つきくム [tsɿkikum]［動 I類 c型］〔つきくみー、
つきくまん〕付け込む。チャンスをとらえる。

付け入る。【例】なまぬ ばーすん つきくム（今

のチャンスに付け込む）。

つぎくム [tsɿgikum]［動 I類 c型］〔つぎくみー、
つぎくまん〕注ぎ込む。金を注ぎ込む。財産を

注ぎ込む。【例】ぱちんくん つぎくム（パチン

コに注ぎ込む）。

つキ゚しゅ [tsɿkɿɕu]［名］〔つキ゚⸣しゅまい...〕月の
夜。月あかりのきれいなときに言う。【同】「つ

キ゚すぅ」。

つキ゚しゅい [tsɿkɿɕui]［名］〔つキ゚しゅいま⸣い...〕
付き添え。

つキ゚しゅいリ゚ [tsɿkɿɕuiɭ]［動 II類 c型］〔つキ゚し

ゅいー、つキ゚しゅいん〕付き添える。

つキ゚しゅー [tsɿkɿɕuː]［動 I類 c型］〔つキ゚しぇー、
つキ゚しゃーん〕付き添う。【例】つキ゚しゅいー

いキ゚（付き添って行く）。

つキ゚すぅ [tsɿkɿsu]［名］〔つキ゚⸣すぅまい...〕月の
夜。月あかりのきれいなときに言う。【同】「つ

キ゚しゅ」。

つキ゚ずキ゚ [tsɿkɿdzɿkɿ]［副］月々。毎月。月ごと。
つキ゚すまい [tsɿkɿsɿmai]［名］〔つキ゚すま⸣いまい...〕
月末。

つキ゚ずみリ゚ [tsɿkɿdzɿmiɭ]［動 II類 a型］〔つキ゚ず
みー、つキ゚ずみん〕問い詰める。子供が⺟にね

だるときにも言う。【例】しょーじきん イ゚ーけ

つキ゚ずみたリ゚（正直に言うまで問い詰めた）。

つキ゚ずム [tsɿkɿdzɿm]［動 I類 a型］〔つキ゚ずみー、
つキ゚ずまん〕攻め立てる。要求する。ねだる。

【例】あんなんけー つキ゚ずム（⺟にねだる）。

つきずる [tsɿkidzɿru]［名］〔つきずるまい...。つ
きず⸣るまい...〕漬け汁。漬け物の汁。

つキ゚たうす [tsɿkɿtausɿ]［動 I類 a型］〔つキ゚たう
しー、つキ゚たうしゃん〕突き倒す。【例】しない

しー つキ゚たうす（竹刀で突き刺す）。【同】「つ

キ゚とーす」。

つきだき [tsɿkidaki]［名］〔つきだ⸣きまい...〕付
け竹。つきぎ。マッチ。

つきたす [tsɿkitasɿ]［動 I 類 c 型］〔つきたしー、
つきたしゃん〕付け足す。添える。増やす。【例】

くるーまい つきたし（これも添えなさい）。

つギたす [tsɿgɿtasɿ]［動 I 類 c 型］〔つギたしー、
つギたしゃん〕継ぎ足す。縄を継ぎ足す。

つギたす [tsɿgɿtasɿ]［動 I 類 a 型］〔つギたしー、
つギたしゃん〕注ぎ足す。コップの残りの酒に

注ぎ加える。

つキ゚たつ [tsɿkɿtatsɿ]［名］〔つキ゚たつまい...〕つい
たち。毎月の一日。その月の一日。

つキ゚たリ゚ [tsɿkɿtaɭ]［動 I類 a型］〔つキ゚たりー、つ
キ゚たらん〕搗き混ぜる。麹（こうじ）と豆を臼

に搗き混ぜる。【例】ムーゆ つキ゚たリ゚（煮た芋

を搗きこねる）。

つキ゚ぬ むぬ [tsɿkɿnu munu]［名］〔つキ゚ぬむ⸣ぬ
まい...〕月経。
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つキ゚ぬ ゆー [tsɿkɿnu juː]［名］〔つキ゚ぬゆ⸣ーま
い...〕月の夜。月が見える夜。

つキ゚ぱー ねーん [tsɿkɿpaː neːn]［連語］理由のな
いこと。わけの分からないこと。【例】つキ゚ぱー

ねーん むぬイ゚ー（わけの分からない言い方）。

つキ゚ぱずみ [tsɿkɿpadzɿmi]［名］〔つキ゚ぱず⸣みま
い...〕月初め。月の初めの日。

つきふしゅリ゚ [tsɿkifuɕuɭ]［名］〔つきふしゅ⸣リ゚ま
い...〕付け薬。こう薬。

つキ゚ふた [tsɿkɿfuta]［名］〔つキ゚ふたまい...〕すき
間のないほど散らかっている様。隙間のないほ

ど物が置かれていること。

つキ゚ふつ [tsɿkɿfutsɿ]［名］〔つキ゚ふつまい...。つキ゚
ふ⸣つまい...〕着く所。船の着く所。桟橋。

つギふつ [tsɿgɿfutsɿ]［名］〔つギふ⸣つまい...〕さ
しば捕獲用の小屋を作ること。とりでを作るこ

と。さしばは世界保護鳥。

つキ゚ふっずー [tsɿkɿfuddzɿː]［動 I類 c型］〔つキ゚
ふっじー、つキ゚ふっじゃん〕いじくる。棒で突

きあさること。【例】たくぬ やーう つキ゚ふっ

ずー（蛸の巣を突き歩く）。

つキ゚みんギ [tsɿkɿmingɿ]［動 I類 a型］〔つキ゚みん
ぎー、つキ゚みんがん〕突き痛める。親指で強く

押し痛める。【例】むむにう つキ゚みんギ（腿を

突き痛める）。

つきむぬ [tsɿkimunu]［名］〔つきむぬまい...〕漬
け物。

つきムま [tsɿkimma]［名］〔つきム⸣ままい...〕付
け⺟。形だけの⺟。

つキ゚やヴヴィ゚ [tsɿkɿjavvɿ]［動 I類 a型］〔つキ゚や
ヴヴぃー、つキ゚やヴヴぁん〕他人の悪口を言っ

て仲を悪くさせる。お節介。

つキ゚やヴヴィ゚ [tsɿkɿjavvɿ]［動 I類 c型］〔つキ゚や
ヴヴぃー、つキ゚やヴヴぁん〕突き破る。障子を

突き破るなどに言う。

つキ゚やぶリ゚ [tsɿkɿjabuɭ]［動 I類 a型］〔つキ゚やぶ
りー、つキ゚やぶらん〕突き破る。

つキ゚ゆに [tsɿkɿjuni]［名］〔つキ゚ゆ⸣にまい...〕搗
き粟。臼で搗いて精げた粟。粟のことを「ゆに」

とも言う。

つきリ゚ [tsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔つきー、つきん〕

付ける。くっつける。ボタンをつける。薬をつ

ける。【例】べにう つきリ゚（紅を付ける）。

つきリ゚ [tsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔つきー、つきん〕
火を点ける。点火する。点灯する。

つきリ゚ [tsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔つきー、つきん〕
漬ける。漬け物を作る。【例】ぴリ゚る つきリ゚

（ニンニクを漬ける）。

つきリ゚ [tsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔つきー、つきん〕
着ける。船を着ける。車を横着けにする。

つぎリ゚ [tsɿgiɭ]［動 II類 a型］〔つぎー、つぎん〕
告げる。報告する。

つギん なリ゚ [tsɿgɿn naɭ]［連語］ますます悪くな
る。

つキ゚んキ゚ [tsɿkɿnkɿ]［動 I類 a型］〔つキ゚んきー、
つキ゚んかん〕突っ込む。やみくもに行く。【例】

つキ゚んきー キ゚ー（突っ込んで来る。やみくも

に走ってくること）。

つくい [tsɿkui]［名］〔つく⸣いまい...〕机。
つくー [tsɿkuː]［動 I類 a型］〔つけー、つかーん〕
使う。使用する。【例】つかい（使いなさい）。

つけー ぴならす（使って減らす）。【同】「つこ

ー」。

つくーかた [tsɿkuːkata]［名］〔つくーか⸣たまい...〕
使い方。使用法。

つくーなり [tsɿkuːnari]［名］〔つくーなりまい...〕
使い慣れ。【例】つくーなりかたな（使い慣れ

た包丁）。

つくーなりリ゚ [tsɿkuːnariɭ]［動 II類 a型］〔つく
ーなりー、つくーなりん〕使い慣れる。

つくーぱてぃリ゚ [tsɿkuːpatiɭ]［動 II類 a型］〔つ
くーぱてぃー、つくーぱてぃん〕使い果たす。

【例】つくーぱてぃんけ くー（使い果たさない

うちに来なさい）。

つくーピとぅ [tsɿkuːpɿtu]［名］〔つくーピとぅま
い...。つくーピ⸣とぅまい...〕使用人。【類】「つ
くーべー」。

つくーふっずー [tsɿkuːfuddzɿː]［動 I類 c型］〔つ
くーふっじー、つくーふっじゃん〕こき使う。

【例】ぬーまう つくーふっずー（馬をここき使

う）。

つくーべー [tsɿkuːbeː]［名］〔つくーべーまい...〕
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使用人。【類】「つくーピとぅ」。

つくーみず [tsɿkuːmidzɿ]［名］〔つくーみずまい...。
つくーみ⸣ずまい...〕使うための水。生活用水。

つくーみつ [tsɿkuːmitsɿ]［名］〔つくーみつまい...。
つくーみ⸣つまい...〕使い道。使う目的。用途。

つくーやすしゃーリ゚ [tsɿkuːjasɿɕaːɭ]［形］〔つくー
やすしゃまい...〕使い易い。抵抗のないこと。道
具が使いやすい。子供の利口なことにも言う。

つくーゆー [tsɿkuːjuː]［名］〔つくーゆーまい...。
つくーゆ⸣ーまい...〕使う用途。使用するため
のもの。

つくき [tsɿkuki]［名］〔つくきま⸣い...〕重ねるこ
と。ある物の上に乗せること。

つくきリ゚ [tsɿkukiɭ]［動 II類 c型］〔つくきー、つ
くきん〕重ねる。【例】じゅーばくー つくきリ゚

（重箱を重ねる）。

つくくなーリ゚ [tsɿkukunaːɭ]［動 I類 c型］〔つく
くなーりー、つくくなーらん〕重なる。幾重に

も重なる。

つくす [tsɿkusɿ]［動 I類 c型］〔つくしー、つく
しゃん〕尽す。

つくどぅん [tsɿkudun]［名］〔つくどぅ⸣んまい...〕
筑登之。琉球王府の役職。

つけうす [tsɿkeusɿ]［名］［植］〔つけうすまい...〕
しゃりんばい。

つげー [tsɿgeː]［名］〔つげーまい...〕ひかがみ。よ
ぼろ。膝の後ろのくぼみ。膝窩（しっか）。【同】

「つげーリ゚」。

つげーす [tsɿgeːsɿ]［動 I 類 a 型］〔つげーしー、
つげーしゃん〕糸を結ぶ。たくさんの糸を結ぶ

こと。結び合わせる。【例】いとぅー つげーす

（糸を結ぶ）。

つげーリ゚ [tsɿgeːɭ]［名］〔つげー⸣リ゚まい...〕ひか
がみ。よぼろ。膝の後ろのくぼみ。膝窩。【同】

「つげー」。

つげーリ゚ [tsɿgeːɭ]［動 I類 a型］〔つげーりー、つ
げーらん〕連なる。結びつく。【例】いとー つ

げーりーリ゚（糸は結ばれている）。

つごー [tsɿgoː]［名］〔つごーま⸣い...〕都合。事情。
金を工面する。

つさー [tsɿsaː]［助］〜だそうだ。【例】かれー キ゚

ムつさー（彼は来るんだそうだ）。

っさあぱなキ゚ [ssaapanakɿ]［動 I類 a型］〔っさあ
ぱなきー、っさあぱなかん〕ぼんやりする。ぽ

かんとして上を見る。【例】っさあぱなキ゚ すな

（ぼんやりするな）。

っさいリ゚ [ssaiɭ]［動 II類 a型］〔っさいー、っさ
いん〕申しあげる。【例】っさいる（申しあげな

さい）。っさいまん（申しあげない）。っさいど

ぅす（申しあげる）。っさいぐまた（申しあげ

るべきだ。申しあげたい）。っさいたムな（申

しあげたか）。

っさいリ゚ [ssaiɭ]［動 II類 a型］〔っさいー、っさ
いん〕理解できる。わかりやすい。【例】っさい

まん（理解できない）。っさいどぅす（理解で

きる）。っさいぐまた（理解できるべきだ）。っ

さいたムな（理解できたか）。【同】「っさりリ゚」。

っさがらす [ssagarasɿ]［動 I類 c型］〔っさがら
しー、っさがらしゃん〕ぶら下がらす。【例】ゆ

だん っさがらす（枝にぶら下がらす）。

っさがリ゚ [ssagaɭ]［動 I類 c型］〔っさがりー、っ
さがらん〕ぶら下がる。【例】てぃつぼーん っ

さがリ゚（鉄棒にぶら下がる）。

っさぎ [ssagi]［名］〔っさ⸣ぎまい...〕白髪。
っさきょーぎん [ssakjoːgin]［名］〔っさきょーぎ⸣
んまい...〕狂言。おもしろおかしく振る舞うこ
と。その舞台。

っさきょーぎん [ssakjoːgin]［名］〔っさきょーぎ
⸣んまい...〕狂言めいたふざけ。【例】たらーん
むぬぬ っさきょーぎん（お馬鹿さんの悪ふざ

け）。【同】「っさけうぎん」。

っさきょーだい [ssakjoːdai]［名］〔っさきょーだ⸣
いまい...〕きょうだいであるかのように気が合
う仲間。【例】ヴヴぁとぅ ばんとー っさきょ

ーだい（あなとと私とはよく気が合う仲間だ）。

【同】「っさけうだい」。

っさきリ゚[ssakiɭ]［動 I類 c型］〔っさきりー、っさ
きらん〕しらける。夜が明ける。座が白ける。

っさく [ssaku]［名］〔っさ⸣くまい...〕咳。しわぶ
き。喉や気管から出る強い呼気。

っさくやム [ssakujam]［名］［病］〔っさ⸣くやム
まい...〕結核。肺結核。
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っさけうぎん

っさけうぎん [ssakeugin]［名］〔っさけうぎ⸣んま
い...〕狂言めいたふざけ。【例】ヴヴぁとぅ ば

んとー っさけうだい（あなとと私とはよく気

が合う仲間だ）。【同】「っさきょーぎん」。

っさけうだい [ssakeudai]［名］〔っさけうだ⸣いま
い...〕きょうだいであるかのように気が合う仲
間。【例】たらーんむぬぬ っさけうぎん（お馬

鹿さんの悪ふざけ）。【同】「っさきょーだい」。

っさす [ssasɿ]［名］〔っさすまい...〕知らせ。伝
達。前兆。前ぶれ。海の濁りは台風が近くにあ

る。とんぼが地面近くに群れると台風前兆。

っさす [ssasɿ]［動 I類 a型］〔っさしー、っさし
ゃん〕知らせる。【例】っさすな（知らせるな）。

でぃんわしー っさす（電話で知らせる）。

っさすべー [ssasɿbeː]［名］〔っさすべーまい...。
っさすべ⸣ーまい...〕知らせる係。伝達係。

っさすむぬ [ssasɿmunu]［名］〔っさすむぬまい...。
っさすむ⸣ぬまい...〕お知らせ。通知。便り。広
報。

っさにす [ssanisɿ]［名］〔っさにすまい...〕秋の
季節。白い夏。夏の終り。【同】「っさムす」。

っさぱがム [ssapagam]［動 I類 c型］〔っさぱが
みー、っさぱがまん〕うす笑いをする。

っさびむぬ [ssabimunu]［名］〔っさびむ⸣ぬまい...〕
穀物を精げたもの。

っさびリ゚ [ssabiɭ]［動 I類 c型］〔っさびりー、っ
さびらん〕精げる。整える。穀物を精げる。箕

で粟の種とごみを選り分ける。【例】あーう っ

さびる（粟を精げなさい）。

っさぺー [ssapeː]［名］［病］〔っ⸣さぺー⸢まい...〕
白くも。白なまず。皮ふにできる斑点。

っさム [ssam]［名］［昆虫］〔っさ⸣ムまい...〕虱。
哺乳動物に寄生して吸血する。

っさムす [ssamsɿ]［名］〔っさムすまい...。っさム
⸣すまい...〕秋。秋の頃。秋の季節。涼しい北風
（白風）が吹く季節。【同】「っさにす」。

っさムずム [ssamdzɿm]［名］〔っさ⸣ムずムまい...〕
虱とり。女性の頭髪に寄生する虱を指先で掴ん

でとる。

っさリ゚ [ssaɭ]［名］［昆虫］〔っさリ゚まい...〕白蟻。
っさり [ssari]［名］〔っさ⸣りまい...〕発情。交尾

の状態になること。

っさりリ゚ [ssariɭ]［動 II類 a型］〔っさりー、っさ
りん〕知られる。知れ渡る。

っさりリ゚ [ssariɭ]［動 II類 a型］〔っさりー、っさ
りん〕理解できる。わかりやすい。【同】「っさ

いリ゚」。

っさん しゃきぬム [ssan ɕakinum]［名］〔っさん
しゃきぬ⸣ムまい...〕酒の暴飲。馬鹿飲み。

っさんけ [ssanke]［連語］知らないうちに。いつ
の間にか。【例】っさんけ ヴぇーがりーぶリ゚

（知らないうちに大きく育っている）。

っさんたんでぃ [ssantandi]［連語］全くだ。その
通りだ。【例】っさんたんでぃ イ゚ーねーん（全

くだ、言う通りだ）。

っさんたんでぃ [ssantandi]［連語］知る由もな
い。知らないよ。知るものか。【例】っさんた

んでぃ かリ゚が くとぅー（知るもんか、彼の

ことを）。

っさんピとぅ [ssanpɿtu]［名］〔っさんピ⸣とぅま
い...〕知らない人。初対面の人。

っさんふー [ssanfuː]［名］〔っさんふ⸣ーまい...〕
暴食。暴飲。馬鹿食い。

っさんふーリ゚ [ssanfuːɭ]［名］〔っさんふーリ゚ま
い...〕知らないふり。知らぬ顔。

っじーば [ddʑiːba]［接尾］〜するだろう、いやし
ない。〜するはずがない。反語を表わす。【例】

けんりょくんや かたいっじーば（権力には勝

てるはずがない）。

っしぇー [ɕɕeː]［感］動物を追い払うときのこと
ば。

っじば [ddʑiba]［接尾］〜するつもりなので、〜す
るので。意志の接辞に理由の接辞が付いた形。

【例】あた でぃんわう しゅっじば（明日電話

するから）。あた くっじば（明日行くので）。

っしぱギ [ɕɕipagɿ]［名］〔っしぱ⸣ギまい...〕後ろ
足。

っしゃな [ɕɕana]［形］〔っしゃ⸣なまい...〕汚い。
不潔。【例】っしゃなしゃ（汚いなあ）。っしゃ

なしゃん ならん（汚くてたまらない）。

っしゃなぎしゃーリ゚ [ɕɕanagiɕaːɭ]［形］〔っしゃな
ぎ⸣しゃまい...〕汚らしい。品のないこと。【例】
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っすぅばた

っしゃなぎぱなす（汚らしい話）。

っしゃなしゃーリ゚ [ɕɕanaɕaːɭ]［形］〔っしゃな⸣し
ゃまい...〕汚い。不潔。下品。

っしゃなみず [ɕɕanamidzɿ]［名］〔っしゃなみ⸣ず
まい...〕汚水。【類】「ゆぐりみず」。

っしゃなむぬ [ɕɕanamunu]［名］〔っしゃなむ⸣ぬ
まい...〕汚い物。【類】「ゆぐりむぬ」。

っしゃなむぬイ゚ー [ɕɕanamunuɿː]［名］〔っしゃな
むぬイ゚⸣ーまい...〕汚い言葉。下品な言葉。

っじゅが [ddʑuga]［接尾］〜するつもりだが。意
志を表わす〈〜ずー〉に逆接を表わす〈〜しゅ

が〉が融合した形。【例】きゅー しゅっじゅが

（今日やるつもりだが）。

つず [tsɿdzɿ]［名］〔つずまい...〕唾（つば）。唾液
（だえき）。

つず [tsɿdzɿ]［名］〔つずんまい...〕頂。頂上。嶺。
丘。てっぺん。

っすぃぱギ [ssipagɿ]［名］〔っすぃぱ⸣ギまい...〕
後の足（脚）。四つ足動物の後脚。

っすぃばら [ssibara]［名］〔っすぃばらんまい...〕
後方。後方の家。

っすぃばら まいばら [ssibara maibara]［名］〔っ
すぃばらまいば⸣らまい...〕後隣・前隣。後と前
の両隣。

っすぃばらやー [ssibarajaː]［名］〔っすぃばらや
⸣ーまい...〕後ろ隣。後ろの家。

っすぅ [ssu]［名］〔っ⸣すぅまい...〕白。白色。【例】
っすぅどぅリ゚（白鳥）。っすぅふむ（白い雲）。

っすぅいる（白色）。

っすぅあヴヴぁ [ssuavva]［名］〔っすぅあヴ⸣ヴ
ぁまい...〕豚の肉についている白い脂。

っすぅあか [ssuaka]［名］〔っ⸣すぅあか⸢まい...〕
白赤。白色と赤色。

っすぅあか [ssuaka]［名］〔っすぅあ⸣かまい...〕
白髪。

っすぅイ゚ [ssuɿ]［名］〔っすぅ⸣イ゚まい...〕だだをこ
ねること。幼児があれこれ言うこと。【例】っ

すぅイ゚てーな（だだばかりこねる）。

っすぅいる [ssuiru]［名］〔っすぅい⸣るまい...〕白
色。白いクレヨン。

っすぅうきん [ssuukin]［名］［植］〔っすぅうき⸣

んまい...〕白ウコン。ウコンの一種。
っすぅーっすぅ [ssuːssu]［重複］白いこと。とて
も白いこと。

つすぅが [tsɿsuga]［助］〜だそうだが。「つさー」
に逆接を表す「しゅが」が付いた形。【例】まー

つき キ゚たリ゚つすぅが（一緒に来たそうだが）。

っすぅがー [ssugaː]［名］〔っすぅが⸣ーまい...〕白
い肌。白い肌の人。生まれつき肌の白い人。【例】

っすぅがーむぬ（肌色の白い人）。

っすぅかビ [ssukabɿ]［名］〔っすぅか⸣ビまい...〕
白紙。文字の書いていない紙。

っすぅき [ssuki]［名］［植］〔っすぅきま⸣い...〕く
さとべら。

っすぅぎー [ssugiː]［名］〔っすぅぎ⸣ーまい...〕白
い毛。【例】っすぅぎーぬーま（白い毛の馬。白

馬）。

っすぅきばま [ssukibama]［名］［地］〔っすぅき
ば⸣ままい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

っすぅギん [ssugɿn]［名］〔っすぅギ⸣んまい...〕白
い着物。のろの着物。白装束。白衣。

っすぅギんがま [ssugɿngama]［名］〔っすぅギん
が⸣ままい...〕産着。赤ちゃんの産着を愛おし
く言う。

っすぅくー [ssukuː]［名］〔っすぅく⸣ーまい...〕皮
膚のただれ。ふけ。頭の毛につくふけ。【類】「ふ

き」。

っすぅしゃーリ゚ [ssuɕaːɭ]［形］〔っすぅ⸣しゃま
い...〕白い。白色の。白い物。

っすぅじゃた [ssudʑata]［名］〔っすぅじゃ⸣たま
い...〕白糖。精製糖。【類】「じゃらみ」。

っすぅどぅリ゚ [ssuduɭ]［名］〔っすぅどぅ⸣リ゚ま
い...〕白鳥。白色レグホン。野鳥の中で白い鳥
のこと。

っすぅなム [ssunam]［名］〔っすぅな⸣ムまい...〕
白波。干瀬に打ち砕ける波。【類】「ぶりなム」。

っすぅぬーま [ssunuːma]［名］〔っすぅぬー⸣まま
い...〕白馬。白色の馬。戦時中に上官の乗る馬。

っすぅぬぬ [ssununu]［名］〔っすぅぬ⸣ぬまい...〕
白布。白色の布。

っすぅばた [ssubata]［名］〔っすぅば⸣たまい...〕
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っすぅぱま

白旗。運動会に使用する紅白の旗の白い方。

っすぅぱま [ssupama]［名］〔っすぅぱ⸣ままい...〕
白浜。白い砂浜。

っすぅぱん [ssupan]［名］〔っすぅぱ⸣んまい...〕
爪半月。爪の生え際にある、半月の形をしてい

る部分。爪のゆか。

っすぅピぎ [ssupɿgi]［名］〔っすぅピ⸣ぎまい...〕
白ひげ。白髪は「っすぅあか」とも言う。

っすぅぶーがギな [ssubuːgagɿna]［名］［植］〔っ
すぅぶ⸣ーがギなまい...〕えのころぐさ。

っすぅふむ [ssufumu]［名］〔っすぅふ⸣むまい...〕
白雲。多良間しゅんかにの一節にある。

っすぅまイ゚ [ssumaɿ]［名］〔っすぅま⸣イ゚まい...〕
白米。精米。精白米。糠を除いた米。

っすぅます [ssumasɿ]［動 I類 c型］〔っすぅまし
ー、っすぅましゃん〕白くなす。白色に染める。

っすぅミ゚ー [ssumɿː]［名］〔っすぅミ゚⸣ーまい...〕白
身。卵白。卵の白身。

っすぅみず [ssumidzɿ]［名］〔っすぅみ⸣ずまい...〕
白水。酒のこと。妻に対して酒と言いにくいか

ら言う。

っすぅム [ssum]［動 I類 c型］〔っすぅみー、っ
すぅまん〕白む。白くなる。東の空が白くなる。

顔や肌の色が白くなる。病人のこと。

っすぅむつー [ssumutsɿː]［名］〔っすぅむつ⸣ーま
い...〕白い餅。着色しない餅。紅白餅の白い方。

っすぅムなぐ [ssumnagu]［名］〔っすぅムな⸣ぐ
まい...〕白い砂。庭を清めるための白い砂。砂
浜の砂。

っすぅムに [ssumni]［名］［地］〔っ⸣すぅムに⸢ま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。

っすぅむぬ [ssumunu]［名］〔っすぅむ⸣ぬまい...〕
白いもの。白色系の色すべてに言う。

っすぅゆ [ssuju]［名］［魚］〔っすぅ⸣ゆまい...〕た
いの仲間。

っすぅわー [ssuʋaː]［名］〔っすぅわ⸣ーまい...〕白
い豚。黒い豚に対して言う。

つずかしゃ [tsɿdzɿkaɕa]［名］〔つずか⸣しゃまい...〕
物入れ。〈まぐ〉より大きい。

つずかす [tsɿdzɿkasɿ]［動 I類 c型］〔つずかしー、

つずかしゃん〕続けさせる。続ける。

つずキ゚ [tsɿdzɿkɿ]［動 I類 c型］〔つずきー、つず
かん〕続く。【例】あみつずキ゚（雨続き）。つず

き（続け）。あが あとぅん つずき（ぼくの後

に続け）。

つずきリ゚ [tsɿdzɿkiɭ]［動 II類 c型］〔つずきー、つ
ずきん〕続ける。【例】えーぐー つずきる（歌

を続けなさい）。

つずぬム [tsɿdzɿnum]［名］〔つずぬ⸣ムまい...〕唾
を呑むこと。

つずます [tsɿdzɿmasɿ]［動 I類 c型］〔つずましー、
つずましゃん〕握らす。【例】じんゆ つずます

（金を握らす）。

つずム [tsɿdzɿm]［名］〔つずムま⸣い...〕鼓。太鼓。
日本の打楽器。

つずム [tsɿdzɿm]［動 I類 a型］〔つずみー、つず
まん〕握る。【例】じんゆ つずム（金を握る）。

つたい [tsɿtai]［名］〔つたいまい...〕伝え。伝言。
言い伝え。

つたいリ゚ [tsɿtaiɭ]［動 II類 a型］〔つたいー、つ
たいん〕伝える。【例】つたいる（伝えよ）。ぱ

なすう つたいリ゚（話を伝える）。

つだに [tsɿdani]［名］〔つだにまい...〕乳房のし
こり。思春期に起きる現象。

つたわリ゚ [tsɿtaʋaɭ]［動 I 類 a 型］〔つたわりー、
つたわらん〕伝わる。伝来。【例】んけーんじ

ゅくぬ つたわリ゚（諺が伝わる）。

つちはら [tsɿtɕihara]［名］〔つちはら⸣んまい...〕
土原。土原部落。ムたばる。仲子。子支部。

つつ [tsɿtsɿ]［名］〔つつまい...〕筒。木の筒。竹
の筒。物入れ。

つつかす [tsɿtsɿkasɿ]［動 I類 c型］〔つつかしー、
つつかしゃん〕鳥につつかせる。突かせる。【例】

とぅリ゚ん つつかしー（鳥につつかせた）。

つっかみリ゚ [tsɿkkamiɭ]［動 II類 c型］〔つっかみ
ー、つっかみん〕高い所へ差し上げる。

つつキ゚ [tsɿtsɿkɿ]［動 I類 c型］〔つつきー、つつ
かん〕つつく。突く。鳥の口ばしで突く。棒の

先で突く。魚の釣り針に食いつく手ごたえがす

る。【例】いぐムしー つつキ゚（銛でつつく）。

つっキ゚ー [tsɿkkɿː]［動 I類 c型］〔つっキ゚すぃー、
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つっふー

つっキ゚さん〕切る。ねじって切る。根菜類を突

き切る。【例】いとぅー つっキ゚すぃー（糸をね

じ切った）。

つっくム [tsɿkkum]［動 I 類 a 型］〔つっくみー、
つっくまん〕突込む。勇ましく走って来る。【例】

つっくみー ぱりー キ゚ー（突っ込んで走って

くる）。

つっけーす [tsɿkkeːsɿ]［動 I類 a型］〔つっけーし
ー、つっけーしゃん〕双方が反対側から来て出

会う。すれ違う。【例】みつん つけーしー（道

にすれ違った）。

つつしム [tsɿtsɿɕim]［動 I類 c型］〔つつしみー、
つつしまん〕慎む。慎重に振る舞う。自粛する。

【例】ぱなすう つつしみよー（話を慎みなさい

よ）。

つつしゅでぃ [tsɿtsɿɕudi]［名］〔つつしゅでぃま
い...。つつしゅ⸣でぃまい...〕和服の筒袖。

つったつ [tsɿttatsɿ]［動 I類 c型］〔つったてぃー、
つったたん〕突っ立つ。直立する。

つっとぅ [tsɿttu]［名］〔つっ⸣とぅまい...〕つと。
苞。土産。旅からの土産。【例】つっとぅーばー

むただな くだ（お土産を持たずに来なさい）。

つっとぅリ゚ [tsɿttuɭ]［名］〔つっとぅ⸣リ゚まい...〕正
気。正常な精神状態。【例】つっとぅリ゚ら ねー

ん（正気がない。ぼんやり）。

つっとぅリ゚ [tsɿttuɭ]［動 I類 c型］〔つっとぅりー、
つっとぅらん〕ぼんやりする。だまる。【例】つ

っとぅりー たつ（ぼんやりして立っている）。

つっとぅリ゚むぬ [tsɿttuɭmunu]［名］〔つっとぅリ゚
む⸣ぬまい...〕ぼんやり者。

つつぬき [tsɿtsɿnuki]［名］〔つつぬきまい...〕筒
ぬけ。秘密がもれること。

つつぬきリ゚ [tsɿtsɿnukiɭ]［動 II類 a型］〔つつぬ
きー、つつぬきん〕筒ぬける。秘密がもれる。

つっぱにリ゚ [tsɿppaniɭ]［動 II類 c型］〔つっぱに
ー、つっぱにん〕突っぱねる。拒否する。【例】

ムまどーてぃー つっぱにリ゚（いやだとことわ

る）。

つっぱリ゚ [tsɿppaɭ]［動 I類 a型］〔つっぱりー、つ
っぱらん〕支える。家や木が倒れないように支

える。またその材木。

つっぱリ゚ [tsɿppaɭ]［動 I類 a型］〔つっぱりー、つ
っぱらん〕突っ張る。筋肉が突っ張る。

つつビ [tsɿtsɿbɿ]［名］〔つつ⸣ビまい...〕すす。鍋
の底の黒い汚れ。ランプの煙の汚れ。天井のす

す。

つっふィ゚ [tsɿffɿ]［動 I類 c型］〔つっふぃー、つ
っふぁん〕作る。工作。畑で作物を栽培する。

【例】かビとぅリ゚ら つっふぃった（凧を作り終

わった）。

つっふィ゚かい [tsɿffɿkai]［名］〔つっふィ゚か⸣いま
い...〕作り替え。改造。【例】やーぬ つっふィ゚

かい（家の改造）。

つっふィ゚ぐい [tsɿffɿgui]［名］〔つっふィ゚ぐ⸣いま
い...〕作り声。わざとらしい発声。

つっふィ゚なうす [tsɿffɿnausɿ]［動 I類 c型］〔つっ
ふィ゚なうしー、つっふィ゚なうしゃん〕作り直す。

作り変える。新しいものに作り変える。【例】た

なう つっふィ゚なうす（棚を作り変える）。【同】

「つっふィ゚のーす」。

つっふィ゚なうリ゚ [tsɿffɿnauɭ]［動 I類 c型］〔つっ
ふィ゚なうりー、つっふィ゚なうらん〕作り直る。

修理で品物が元通りに戻る。

つっふィ゚のーす [tsɿffɿnoːsɿ]［動 I類 c型］〔つっふ
ィ゚のーしー、つっふィ゚のーしゃん〕作り直す。作

り変える。新しいものに作り変える。【同】「つ

っふィ゚なうす」。

つっふィ゚ばなす [tsɿffɿbanasɿ]［名］〔つっふィ゚ば
な⸣すまい...〕作り話。本物に基づかない話。

つっふィ゚ばるー [tsɿffɿbaruː]［名］〔つっふィ゚ばる
⸣ーまい...〕作り笑い。無理して笑うこと。

つっふィ゚むぬ [tsɿffɿmunu]［名］〔つっふィ゚む⸣ぬ
まい...〕作り物。自作品。自家製のもの。

つっふィ゚むぬイ゚ー [tsɿffɿmunuɿː]［名］〔つっふィ゚
むぬイ゚⸣ーまい...〕作り語り。作り話をする。う
そつき。

つっふィ゚やヴヴィ゚ [tsɿffɿjavvɿ]［動 I類 c型］〔つ
っふィ゚やヴヴぃー、つっふィ゚やヴヴぁん〕作り

損ねる。作品を失敗する。【例】つっふィ゚やヴ

ヴぃー ねーん（作り損ねてしまった）。

つっふー [tsɿffuː]［動 I類 c型］〔つっふぇー、つ
っふぁーん〕繕う。
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つっふー

つっふー [tsɿffuː]［動 I類 c型］〔つっふぇー、つ
っふぁーん〕落ち着く。心を落ち着かせる。

つっふー [tsɿffuː]［動 I類 c型］〔つっふぇー、つ
っふぁーん〕精げる。選別する。さとうきび、

野菜などの葉を取り除く。【例】つっふぁい（精

げよ）。つっふぇーった（精げた）。

つっふーぐる [tsɿffuːguru]［名］〔つっふーぐ⸣る
まい...〕精げた皮。精げた後の不用物。

つっぷかす [tsɿppukasɿ]［動 I類 a型］〔つっぷか
しー、つっぷかしゃん〕突き破る。

つっぷがす [tsɿppugasɿ]［動 I類 a型］〔つっぷが
しー、つっぷがしゃん〕突き破る。【例】しょ

ーじう つっぷがす（障子を突き破る）。

つっふリ゚ [tsɿffuɭ]［動 I類 c型］〔つっふりー、つ
っふらん〕作る。自作する。自分で生産する。

【例】むずふリ゚う つっふリ゚（作物を生産する）。

つつぷリ゚がー [tsɿtsɿpuɭgaː]［名］［井戸］〔つつぷ
リ゚が⸣ーまい...〕井戸の名。人工井戸。

つっふリ゚むぬ [tsɿffuɭmunu]［名］〔つっふリ゚む⸣ぬ
まい...〕作り物。工作物。農産物。

つつます [tsɿtsɿmasɿ]［動 I類 c型］〔つつましー、
つつましゃん〕包ませる。包ます。もらいもの

をする。【例】きーぬ ぱーん つつます（木の

葉に包ます）。

つつム [tsɿtsɿm]［動 I類 c型］〔つつみー、つつ
まん〕包む。風呂敷に包む。紙に包む。【例】つ

つみー ゆいる（包んでもらいなさい）。

つつムばな [tsɿtsɿmbana]［名］〔つつムば⸣なま
い...〕包み花。神事のとき紙に穀物を包んだも
の。

つつムむつー [tsɿtsɿmmutsɿː]［名］〔つつムむつ⸣
ーまい...〕葉で包んで作った餅。

つつんキ゚ [tsɿtsɿnkɿ]［動 I類 c型］〔つつんきー、
つつんかん〕やみくもに向かって来る。無鉄砲

に振舞う。【例】つつんきー ぱりー キ゚ー（や

みくもに走ってくる）。

つつんキ゚むぬ [tsɿtsɿnkɿmunu]［名］〔つつんキ゚む⸣
ぬまい...〕落ちつきのないもの。

つてぃ [tsɿti]［名］〔つてぃまい...〕つて。手がか
り。てづる。人づて。

つとぅ [tsɿtu]［名］〔つ⸣とぅまい...〕軒石。飾り

石。

つとぅまリ゚ [tsɿtumaɭ]［動 I類 c型］〔つとぅまり
ー、つとぅまらん〕つとまる。耐えられる。務

まる。【例】つとぅまリ゚ムげーらい（耐えられ

るかな）。

つとぅみ [tsɿtumi]［名］〔つとぅみまい...〕勤め。
務め。勤務。働き。

つとぅみあぎ [tsɿtumiagi]［名］〔つとぅみあぎま
い...〕勤め上げ。勤めを無事に終わること。

つとぅみあぎリ゚ [tsɿtumiagiɭ]［動 II類 a型］〔つ
とぅみあぎー、つとぅみあぎん〕勤め上げる。

勤めを無事に終わる。

つとぅみにん [tsɿtuminin]［名］〔つとぅみにんま
い...〕勤め人。職業人。公務員。

つとぅみリ゚ [tsɿtumiɭ]［動 II類 a型］〔つとぅみ
ー、つとぅみん〕勤める。務める。【例】かいし

ゃん つとぅみリ゚（会社に勤める）。

つどぅリ゚ [tsɿduɭ]［名］［鳥］〔つどぅ⸣リ゚まい...〕
千鳥。しぎの総称。【類】「いムどぅリ゚」。「ぱま

つく」。

つどぅリ゚ふしゃ [tsɿduɭfuɕa]［名］［植］〔つどぅ⸣
リ゚ふしゃまい...〕しまにしきそう。

つな [tsɿna]［名］〔つ⸣なまい...〕綱。【同】「んな」。
つながリ゚ [tsɿnagaɭ]［名］つながり。関わり。血縁
関係。【例】つながリ゚ぬ あリ゚（関わりがある）。

つながリ゚ [tsɿnagaɭ]［動 I類 a型］〔つながりー、
つながらん〕繋がる。関わる。

つなギ [tsɿnagɿ]［動 I類 a型］〔つなぎー、つな
がん〕繋ぐ。結びつける。馬や牛を繋ぐ。【例】

きーん つなぎ（木につなぐ）。【同】「んなギ」。

つぬ [tsɿnu]［名］〔つぬま⸣い...〕角。【例】うす
ぬ つぬ（牛の角）。【同】「んぬ」。

つぬじゃら [tsɿnudʑara]［名］〔つぬじゃ⸣らまい...〕
角皿。神酒を飲む皿。スツウプナカ参照。【同】

「んぬじゃら」。

つぬなし [tsɿnunaɕi]［名］〔つぬな⸣しまい...〕山
羊の角のないもの。

つぬぶしやー [tsɿnubuɕijaː]［名］〔つぬぶしやー
まい...〕仕上世屋。年貢の倉庫。【同】「しぬぶ
しやー」。

つぬム [tsɿnum]［名］［昆虫］〔つぬ⸣ムまい...〕こ
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っふぁうやき

くぞうむし。穀類につく虫。

つぬム [tsɿnum]［動 I類］〔つぬみー、つぬまん〕
〔つぬムま⸣い...〕唾を呑む。唾を飲み込む。
つぬリ゚ [tsɿnuɭ]［動 I 類 c 型］〔つぬりー、つぬ
らん〕募る。募集。【例】しぇんしゅー つぬリ゚

（選手を募集する）。

つばき [tsɿbaki]［名］［植］〔つば⸣きまい...〕椿。
つばきあヴヴぁ [tsɿbakiavva]［名］〔つば⸣きあヴ
ヴぁまい...〕椿油。女性が髪につける油。

つぱら [tsɿpara]［名］〔つぱらまい...〕旧暦の九
月頃の嵐。大嵐。【同】「つぱリ゚」。

つぱリ゚ [tsɿpaɭ]［名］〔つぱリ゚まい...〕突張り。柱
と柱を貫く木材。

っふ [ffu]［名］〔っ⸣ふまい...〕黒。黒色。黒いも
の。【例】っふぉー ねーん（黒色はない）。

つぶ [tsɿbu]［助数］〜坪。土地や畑の面積の単位。
1坪は 6尺平方。

つぶ [tsɿbu]［名］〔つぶまい...〕つぼ。容器。物
事の大事な所。要点。急所。人間のからだのつ

ぼ。

っふぁ [ffa]［名］〔っふぁまい...〕子。子供。動
物の子。植物の根から生じたもの（竹の子）。

っふぁーっふぁ [ffaːffa]［重複］まっ暗。暗やみ。
っふぁい [ffai]［名］〔っふぁいまい...〕肥料。金
肥。堆肥。きゅう肥。下肥。緑肥。

っふぁいうーす [ffaiuːsɿ]［名］〔っふぁいうー⸣す
まい...〕肥料運び。肥料運搬。

っふぁいうくす [ffaiukusɿ]［名］〔っふぁいうく⸣
すまい...〕肥料起こし。畜舎から食べ粗や糞を
出すこと。

っふぁいうす [ffaiusɿ]［名］〔っふぁいうすまい...〕
太った牛。高値の牛。

っふぁいうずム [ffaiudzɿm]［名］〔っふぁいうず⸣
ムまい...〕肥料を畑に埋めること。植え付け準
備。

っふぁいかいす [ffaikaisɿ]［名］〔っふぁいかいす
まい...。っふぁいかい⸣すまい...〕堆肥を上下に
返すこと。

っふぁいかたみ [ffaikatami]［名］〔っふぁいかた
みまい...。っふぁいかた⸣みまい...〕肥料担ぎ。
畑に肥料を担ぐこと。

っふぁいずー [ffaidzɿː]［名］〔っふぁいずーま
い...〕肥えた土地。肥えた畑。作物がよく育つ
畑。肥沃地。【類】「じゃうずー」。「じょーず

ー」。

っふぁいっす [ffaissɿ]［動 I類 c型］〔っふぁいっ
しー、っふぁいっしゃん〕太らせる。

っふぁいつっふィ゚ [ffaitsɿffɿ]［名］〔っふぁいつっ
⸣ふィ゚まい...〕肥料作り。緑肥を栽培する。枯れ
葉を腐らせる。

っふぁいピとぅ [ffaipɿtu]［名］〔っふぁいピ⸣とぅ
まい...〕太った人。腹の大きい人。

っふぁいぷーリ゚ [ffaipuːɭ]［名］〔っふぁいぷー⸣リ゚
まい...〕肥料を畑に散布すること。【類】「っふ
ぁいまキ゚」。

っふぁいまキ゚ [ffaimakɿ]［名］〔っふぁいまキ゚ま
い...〕肥料を畑に散布すること。【類】「っふぁ
いぷーリ゚」。

っふぁいまき [ffaimaki]［名］〔っふぁいまきま
い...〕肥料負け。手が肥料によってただれるこ
と。

っふぁいまみ [ffaimami]［名］〔っふぁいまみま
い...。っふぁいま⸣みまい...〕肥料用の豆科の植
物。根に根瘤菌のある植物。主として「はまた

なまめ」。

っふぁいムます [ffaimmasɿ]［名］〔っふぁいムま
す⸣うまい...〕枯れ草を畜舎に入れて踏ませる
こと。

っふぁいリ゚[ffaiɭ]［動 II類 c型］〔っふぁいー、っ
ふぁいん〕太る。肥満になる。

っふぁヴぇーき [ffaveːki]［名］〔っふぁヴぇーき
まい...。っふぁヴぇー⸣きまい...〕子宝。子宝の
家。【同】「っふぁうやき」。【類】「っふぁだか

ら」。

っふぁヴぇーだ [ffaveːda]［名］〔っふぁヴぇーだ
まい...〕子鼠。

っふぁうす [ffausɿ]［名］〔っ⸣ふぁうすまい...〕子
牛。

っふぁうむー [ffaumuː]［名］〔っふぁうむ⸣ーま
い...〕子を思うこと。子について思案すること。
子育て。養育。

っふぁうやき [ffaujaki]［名］〔っふぁうや⸣きま
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っふぁえーム

い...〕子宝。子宝の家。【同】「っふぁヴぇーき」。
【類】「っふぁだから」。

っふぁえーム [ffaeːm]［名］〔っふぁえームまい...〕
まっ暗。暗い夜。明りのない部屋。

っふぁかなしゃーリ゚ [ffakanaɕaːɭ]［形］〔っふぁ
かなしゃまい...〕子を可愛がる。子煩悩。

っふぁがム [ffagam]［動 I類 a型］〔っふぁがみ
ー、っふぁがまん〕太陽が隠れる。暗くなりつ

つある。

っふぁがリ゚ [ffagaɭ]［動 I類 a型］〔っふぁがりー、
っふぁがらん〕暗くなりかける。夕方のこと。

っふぁがリ゚ [ffagaɭ]［動 I 類 a 型］〔っふぁがり
ー、っふぁがらん〕明りを妨げる。明りを遮断

する。目の前に人が立つこと。【例】っふぁが

りー たつ（明りを妨げて立つ）。

っふぁじみ [ffadʑimi]［名］〔っふぁじみまい...〕
守宮（やもり）。

っふぁしゃーリ゚ [ffaɕaːɭ]［名］〔っふぁしゃーリ゚ま
い...〕子守する。子を連れること。

っふぁしゃーリ゚[ffaɕaːɭ]［形］〔っふぁしゃまい...〕
暗い。

っふぁしゅだてぃ [ffaɕudati]［名］〔っふぁしゅ
だてぃまい...。っふぁしゅだ⸣てぃまい...〕子育
て。子の養育。

っふぁす [ffasɿ]［動 I類 c型］〔っふぁしー、っ
ふぁしゃん〕挟む。手を戸に挟む。紙を挟む。

【例】てぃーゆ っふぁす（手を鋏む）。

っふぁす [ffasɿ]［動 I類 c型］〔っふぁしー、っ
ふぁしゃん〕降らせる。

っふぁだから [ffadakara]［名］〔っふぁだからま
い...〕子宝。子宝の家。【同】「っふぁうやき」。

っふぁだに [ffadani]［名］〔っふぁだにまい...。っ
ふぁだ⸣にまい...〕子種。精子。卵子。

っふぁつ [ffatsɿ]［名］〔っふぁつまい...〕鍬。畑
を耕す農具。農夫の必需品。

っふぁつかでぃ [ffatsɿkadi]［名］〔っふぁつかで
ぃまい...〕鍬で耕すこと。

っふぁつかぬー [ffatsɿkanuː]［名］〔っふぁつかぬ
ーまい...。っふぁつかぬ⸣ーまい...〕子を養う。
子育て。子の養育。

っふぁどぅリ゚ [ffaduɭ]［名］〔っふぁどぅリ゚まい...〕

ひな。ひよこ。鶏の子。

っふぁなす [ffanasɿ]［名］〔っふぁな⸣すまい...〕
お産。出産。

っふぁなすムま [ffanasɿmma]［名］〔っふぁなす
ム⸣ままい...〕産婆。取り上げ婆。助産師。

っふぁなすよーイ゚ [ffanasɿjoːɿ]［名］〔っふぁなす
よー⸣イ゚まい...〕出産祝い。誕生祝い。

っふぁならーす [ffanaraːsɿ]［名］〔っふぁならー
⸣すまい...〕子の教育。家庭教育。子の躾。

っふぁぬーま [ffanuːma]［名］〔っふぁぬーまま
い...〕子馬。

っふぁぬムま [ffanumma]［名］〔っふぁぬム⸣ま
まい...〕子の⺟。⺟親。実⺟。

っふぁばす [ffabasɿ]［名］〔っふぁば⸣すまい...〕
梯子。

っふぁばつ [ffabatsɿ]［名］〔っふぁば⸣つまい...〕
はしご（梯子）。

っふぁびリ゚ [ffabiɭ]［動 II類 a型］〔っふぁびー、
っふぁびん〕持ち上げる。支える。

っふぁまき [ffamaki]［名］〔っふぁまきまい...〕
つわり。【類】「だリ゚まき」。

っふぁまリ゚ [ffamaɭ]［動 I類 c型］〔っふぁまり
ー、っふぁまらん〕狭まる。いっぱいになる。

ぴったりする。【例】っふぁまりった（ぴった

り合った）。

っふぁまリ゚ [ffamaɭ]［動 I類 c型］〔っふぁまり
ー、っふぁまらん〕混雑する。身動き出来ない

ほどに混み合う。

っふぁむつ [ffamutsɿ]［名］〔っふぁむつまい...〕
子育て。子の養育。

っふぁむぬ [ffamunu]［名］〔っふぁむぬまい...。
っふぁむ⸣ぬまい...〕暗いこと。

っふぁムまが [ffammaga]［名］〔っふぁムまがま
い...〕子や孫。子孫。

っふぁムまり [ffammari]［名］〔っふぁムまりま
い...〕お産。子の誕生。

っふぁむリ゚[ffamuɭ]［名］〔っふぁむ⸣リ゚まい...〕子
守。昔、雇いの子守の習慣があった。おもらし

に耐えて一日中子守した。子守歌が作られた。

っふぁむリ゚えーぐ [ffamuɭeːgu]［名］〔っふぁむ
リ゚えーぐまい...。っふぁむリ゚えー⸣ぐまい...〕子
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っふまみ

守歌。「成人になったら守姉の恩をわすれるな」

と歌う。

っふぁむリ゚だー [ffamuɭdaː]［名］〔っふぁむリ゚だ
⸣ーまい...〕子守歌の題名。

っふぁむれ [ffamure]［名］〔っふぁむ⸣れまい...〕
守姉のこと。子守娘。子守少女。授乳以外は少

女たちが子守した。無給でやっていた。

っふぁリ゚ [ffaɭ]［動 I類 c型］〔っふぁりー、っふ
ぁらん〕閉まる。

っふィ゚ [ffɿ]［動 I類 c型］〔っふぃー、っふぁん〕
釣れる。魚がよく釣れる。【例】うんしゅく っ

ふィ゚（たくさん釣れる）。

っふィ゚ [ffɿ]［動 I類 c型］〔っふぃー、っふぁん〕
閉める。戸を閉める。【例】やどぅー っふぃ

（戸を閉めよ）。

っふィ゚ [ffɿ]［動 I類 c型］〔っふぃー、っふぁん〕
降る。雨が降る。【例】あめー っふぃった（雨

は降った）。

っふぃ [ffi]［名］〔っ⸣ふぃまい...〕いかや蛸の墨。
っふぃずー [ffidzɿː]［名］〔っふぃず⸣ーまい...〕墨
釣り。いかや蛸の墨で魚を釣ること。

っふぃま [ffima]［名］〔っふぃままい...〕来間。来
間島。

っふぃまずま [ffimadzɿma]［名］〔っふぃまず⸣ま
まい...〕来間島。

っふぃリ゚ [ffiɭ]［動 II類 a型］〔っふぃー、っふぃ
ん〕呉れる。あげる。与える。【例】っふぃずー

（呉れたい。あげたい。与えたい）。

っふーっふ [ffuːffu]［重複］黒々。黒いものが増
えること。

っふぇーま [ffeːma]［名］［地］〔っふぇーまま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。

っふぇーまうたき [ffeːmautaki]［名］〔っふぇー
まうた⸣きまい...〕普天間御嶽。航海安全の神
様を祀る。

っふえーム [ffueːm]［名］〔っふえームまい...〕暗
闇。

っふがー [ffugaː]［名］〔っふが⸣ーまい...〕色の
黒い肌。

っふがに [ffugani]［名］〔っふが⸣にまい...〕鉄。

っふから [ffukara]［名］［魚］〔っふか⸣らまい...〕
くろはぎ。

っふぎ [ffugi]［名］〔っふ⸣ぎまい...〕陰毛。黒毛。
っふきふす [ffukifusɿ]［名］〔っふきふ⸣すまい...〕
黒煙。

っふくるくる [ffukurukuru]［擬］〔っふくるく⸣る
まい...〕まっ黒。日焼けした頬のこと。愛称。

っふしぇー [ffuɕeː]［名］〔っふしぇ⸣ーまい...〕黒
くなった豆のさや。⻑雨による被害。

っふしゃーリ゚[ffuɕaːɭ]［形］〔っふ⸣しゃまい...〕黒
い。黒色の。

っふじゃた [ffudʑata]［名］〔っふじゃ⸣たまい...〕
黒砂糖。多良間産の黒糖は定評がある。

つぶす [tsɿbusɿ]［名］〔つぶすまい...〕膝。ひざ小
僧。

つぶす [tsɿbusɿ]［動 I類 a型］〔つぶしー、つぶ
しゃん〕潰す。溶かす。ひまつぶし。

っふすー [ffusɿː]［名］〔っふす⸣ーまい...〕黒いす
す。鍋の底のすす。汚れも言う。

つぶすじゃら [tsɿbusɿdʑara]［名］〔つぶすじゃら
まい...。つぶすじゃ⸣らまい...〕膝皿。半月板。
膝小僧。

っふたんぐしゅ [ffutanguɕu]［名］〔っふたんぐ⸣
しゅまい...〕黒炭のから。木炭。料理のこげに
もたとえる。

つぶどぅくな [tsɿbudukuna]［名］〔つぶどぅくな
まい...〕つぼどころ。勘所。急所。つぼ。

っふなばだり [ffunabadari]［名］〔っふな⸣ばだり
まい...〕黒い汚れ。汚れのひどいこと。

っふび [ffubi]［名］［魚］〔っふ⸣びまい...〕かわ
はぎ。

っふビかリ゚ [ffubɿkaɭ]［名］〔っふビか⸣リ゚まい...〕
黒光。黒光すること。日焼けした子供の顔を褒

めて言う。

っふふむ [ffufumu]［名］〔っふふ⸣むまい...〕黒
雲。雨雲。雷雲。⻯巻の発生する雲。

っふます [ffumasɿ]［動 I類 c型］〔っふましー、っ
ふましゃん〕黒くする。黒色にする。【例】すム

ゆ ぬりー っふます（墨を塗って黒くする）。

っふまみ [ffumami]［名］［植］〔っふま⸣みまい...〕
黒豆。十五夜の「ふかぎ」に用いる。
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っふみー

っふみー [ffumiː]［名］〔っふみ⸣ーまい...〕黒い
目。黒目。瞳の黒いこと。その人。

っふみキ゚ [ffumikɿ]［動 I 類 c 型］〔っふみきー、
っふみかん〕黒くなる。色が黒くなる。肌が太

陽で黒くなる。

っふム [ffum]［動 I類 c型］〔っふみー、っふま
ん〕黒くなる。黒色になる。黒みをあびる。空

が黒くなる。日焼けする。曇る。【例】てぃだん

ぷしゃいー っふム（太陽に照らされて黒くな

る）。

つぶム [tsɿbum]［動 I類 a型］〔つぶみー、つぶ
まん〕しぼむ。葉がしぼむ。花がしぼむ。小さ

くなる。

っふムた [ffumta]［名］〔っふム⸣たまい...〕黒土。
肥沃土。

つぶリ゚ [tsɿbuɭ]［名］［植］〔つぶ⸣リ゚まい...〕ひょ
うたん。

つぶリ゚ぐー [tsɿbuɭguː]［名］〔つぶ⸣リ゚ぐーまい...〕
ひょうたんの殻。比喩的に頭蓋骨。中のわたを

出して乾かして、水入れに使う。種物を入れる

のにも使う。【例】つぶリ゚ぐーぬどぅ ゆー あ

リ゚（頭蓋骨がたくさんある）。

つぶりリ゚ [tsɿburiɭ]［動 II類 c型］〔つぶりー、つ
ぶりん〕潰れる。くずれる。倒産する。失敗す

る。【例】うぷかでぃんどぅ やーぬ つぶりー

（台風に家がくずれた）。

つぶる [tsɿburu]［名］〔つぶ⸣るまい...〕頭。知識。
知恵。

つぶるー [tsɿburuː]［名］〔つぶる⸣ーまい...〕頭の
悪い人。

つぶるがに [tsɿburugani]［名］〔つぶるが⸣にま
い...〕差し金。大工用具。角定木。【同】「ばん
じゅーがに」。

つま [tsɿma]［名］［魚］〔つ⸣ままい...〕しゃこ。鋭
い爪ではじく。【類】「ぱずか」。

つまぎリ゚ [tsɿmagiɭ]［動 II類 a型］〔つまぎー、つ
まぎん〕積み上げる。

つます [tsɿmasɿ]［動 I類 a型］〔つましー、つま
しゃん〕積ませる。船や車に荷物を積ませる。

【例】くるまう つまし（車を積ませなさい）。

つまずキ゚ [tsɿmadzɿkɿ]［動 I 類 c 型］〔つまずき

ー、つまずかん〕躓く。歩行中に足先を物に当

てて前のめりになる。【例】ぱギう きりー つ

まずきー（足を蹴って躓いた）。

つまらす [tsɿmarasɿ]［動 I類 c型］〔つまらしー、
つまらしゃん〕詰まらせる。水の出口が詰ま

る。

つまらす [tsɿmarasɿ]［動 I類 c型］〔つまらしー、
つまらしゃん〕金がなくなる。欠けてあとがな

い。

つまらん [tsɿmaran]［連語］つまらないこと。【例】
つまらん ぱなす（つまらない話。役に立たな

い話）。

つまリ゚ [tsɿmaɭ]［名］［病］〔つま⸣リ゚まい...〕便秘。
つまリ゚ [tsɿmaɭ]［動 I 類 c 型］〔つまりー、つま
らん〕詰まる。行事が詰まる。空いた時間がな

い。隙間がない。

つまリ゚ [tsɿmaɭ]［動 I類 c型］〔つまりー、つまら
ん〕金に困る。欠けてあとがない。資金の目途

が立たない。【例】じんぬ つまりった（資金の

やりくりができなくなった）。

つみ [tsɿmi]［名］〔つ⸣みまい...〕罪。科。罪科。
つみいり [tsɿmiiri]［名］〔つみい⸣りまい...〕詰襟。
男子の学生服。

つみうるす [tsɿmiurusɿ]［動 I類 a型］〔つみうる
しー、つみうるしゃん〕積み下ろす。荷物を積

んだり下ろしたりする。荷役。【同】「つムうる

す」。

つみくム [tsɿmikum]［動 I類 c型］〔つみくみー、
つみくまん〕詰め込む。【例】かばんー つみく

ム（鞄に詰め込む）。

つみくム [tsɿmikum]［動 I類 c型］〔つみくみー、
つみくまん〕積み込む。荷物を積み込む。【例】

にーう つみくム（荷を積み込む）。

つみたてぃ [tsɿmitati]［名］〔つみた⸣てぃまい...〕
積み立て。貯金すること。

つみたてぃリ゚ [tsɿmitatiɭ]［動 II類 c型］〔つみた
てぃー、つみたてぃん〕積み立てる。貯金する。

つみとぅが [tsɿmituga]［名］〔つみとぅ⸣がまい...。
つ⸣みとぅがまい...〕罪と科。

つみにんぷ [tsɿmininpu]［名］〔つみにん⸣ぷま
い...〕住み込みの使用人。
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つんぷん

つみリ゚ [tsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔つみー、つみん〕
詰める。

つみリ゚[tsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔つみー、つみん〕短
くする。髪を短く切る。ひもや縄を短くする。

つム [tsɿm]［動 I類 a型］〔つみー、つまん〕積
む。荷物を積む。【例】つまいん（積めない）。

つままん（積まないよ）。

つム [tsɿm]［動 I類 c型］〔つみー、つまん〕摘
む。摘み取る。摘心。花を摘む。芽を摘む。【例】

ぱなう つムが（花を摘みに行く）。

つムうるす [tsɿm.urusɿ]［動 I類 a型］〔つムうる
しー、つムうるしゃん〕積み下ろす。荷物を積

んだり下ろしたりする。荷役。【同】「つみうる

す」。

つむギ [tsɿmugɿ]［名］〔つむ⸣ギまい...〕紬（つむ
ぎ）。

つムつム [tsɿmtsɿm]［擬］〔つムつムてぃー...〕目
をぱちぱちすること。

つムにら [tsɿmnira]［名］〔つムにらまい...〕⻨粉
を水で粘ってだんご汁にしたもの。戦中戦後の

主食の代用。水団（すいとん）。

つムぬくす [tsɿmnukusɿ]［動 I類 a型］〔つムぬ
くしー、つムぬくしゃん〕積み残す。積み残し

たもの。

つムぶリ゚ [tsɿmbuɭ]［動 I類］〔つムぶりー、つム
ぶらん〕〔つムぶリ゚まい...〕ポッきりと折る。へ
し折る。

つムま [tsɿmma]［擬］木の枝や鞭が簡単に折れ
る様。ぽきんと折れる様。

つムまつムま [tsɿmmatsɿmma]［擬］〔つんまつん
まてぃー...〕目をぱちぱちすること。

つムまみかす [tsɿmmamikasɿ]［動 I類 c型］〔つ
ムまみかしー、つムまみかしゃん〕ぽきんと折

る。

つムまみキ゚ [tsɿmmamikɿ]［動 I類 c型］〔つムま
みきー、つムまみかん〕ぽきんと折れる。

つむリ゚[tsɿmuɭ]［名］〔つむリ゚まい...〕つもり。【例】
うるー すーつむリ゚（それをやるつもりだ）。

つむリ゚ [tsɿmuɭ]［動 I類 a型］〔つむりー、つむ
らん〕積もる。高く積もる。【例】たーらぬ つ

むリ゚（俵が積もる）。

つむリ゚ [tsɿmuɭ]［動 I類］〔つむりー、つむらん〕
〔つむリ゚まい...〕見積もる。段取りする。準備す
る。

つむリ゚ [tsɿmuɭ]［動 I類 a型］〔つむりー、つむ
らん〕節約する。つめる。【例】じんゆ つむリ゚

（金を節約する）。

つめ [tsɿme]［名］〔つ⸣めまい...〕ため。せい。故。
【例】ヴヴぁが つめん（君のせいで）。あみぬ

つめん やすム（雨のせいで休む）。

つや [tsɿja]［名］〔つやまい...〕艶。光沢。
つリ゚ [tsɿɭ]［動 I類 c型］〔つりー、つらん〕（筋
肉が）つる。

つリ゚ [tsɿɭ]［動 I類 a型］〔つりー、つらん〕吊る。
蚊帳を吊る。

つりあい [tsɿriai]［名］〔つりあいまい...。つりあ
⸣いまい...〕連れ合い。夫婦。

つる [tsɿru]［名］〔つるまい...〕弦。三味線の弦。
小弦。中弦。大弦。

つる [tsɿru]［名］［鳥］〔つるまい...〕鶴。
つるかみ [tsɿrukami]［名］〔つるか⸣みまい...〕鶴
⻲。縁起もの。めでたい座の舞踊。

つるだい [tsɿrudai]［名］〔つるだいまい...〕卓袱
台。お供え物を供える台。

つるだみ [tsɿrudami]［名］〔つるだみまい...〕調
弦。弦合わせ。

つん [tsɿn]［名］［魚］〔つ⸣んまい...〕くろだい。
みなみくろだい。

つんキ゚ [tsɿnkɿ]［動 I 類 c 型］〔つんきー、つん
かん〕つねる。親指と人差指で皮ふをつねる。

【例】つんきー なかす（つねって泣かせる）。

つんギ [tsɿngɿ]［動 I類 c型］〔つんぎー、つんが
ん〕紡ぐ。機織りの糸を紡ぐ。

つんギやま [tsɿngɿjama]［名］〔つんギや⸣ままい...〕
糸を紡ぐ道具。【類】「むみんやま」。

つんぎん [tsɿngin]［名］〔つんぎ⸣んまい...〕賃金。
手間賃。給料。

つんだ [tsɿnda]［名］〔つんだまい...〕釣針を結ぶ
糸。細い針金。

つんだがに [tsɿndagani]［名］〔つんだが⸣にまい...〕
釣り用の細い針金。【類】「つんだ」。

つんぷん [tsɿnpun]［名］〔つんぷ⸣んまい...〕屏門。
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つんぷん

目かくし屏。外から家の中が見えないように積

まれた石垣。
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てぃーうピキ゚

̶ て ̶

てぃ [ti]［助数］〜年。〜年間。年数を数える。【例】
ふたてぃ（二年）。ミ゚ーてぃ（三年）。いふてぃ

（何年）。

てぃあてぃ [tiati]［名］〔てぃあ⸣てぃまい...〕手
当て。賃金。給料。

てぃー [tiː]［助］〜だそうだ。【例】あんしーてぃ
ー（そのようだそうだ）。くんしーてぃー（こ

んなにだそうだ）。

てぃー [tiː]［助］〜と。〜といって。【例】かんし
ーてぃー イ゚ー（こんなにだと言う）。うんしー

しるてぃー イ゚ーそー たうが（そんなにやれ

と言うのは誰か）。かんしーてぃー イ゚ーたか

ー（こんなにだよと言ったら）。うんしーてぃ

ー イ゚ーばまい キ゚かん（そんなにだよと言っ

ても聞かない）。あんしーてぃーげーらい（そ

んなことだろうか）。あみてぃーどぅ イ゚ー（雨

だと言う）。かんしーてぃー すたかー（こんな

にしたら）。つー ふぁーてぃー なきーリ゚（お

っぱいを欲しくて泣いている）。てぃーや（と

は）。あんしーてぃーや ねーん（そんなことは

ない）。てぃーまい（とも）。あんしーてぃーま

い イ゚ズぁいん（そうとも言えない）。

てぃー [tiː]［名］一。一つ。〈てぃー、たー、みー〉
（一、二、三）のように数えるときに使う。【例】

てぃー、たー、みー、ゆー（一、二、三、四）。

てぃー [tiː]［名］〔てぃーま⸣い...〕手。技術。流
儀。流派。【例】からでぃー（手ぶら）。たーが

てぃーが（誰の作った技術か）。みどぅムでぃ

ー（女性のおどり方）。てぃーにー（手で。手で

すること）。うるーばー てぃーにー しる（そ

れをば手でやりなさい）。てぃーや とぅりー

（手をば取って）。

てぃー [tiː]［名］〔てぃーま⸣い...〕空手。琉球空
手。

でぃー [diː]［名］〜里。〜地域。【例】にぬぱでぃ
ー（北の方の里）。とぅらぬぱでぃー（寅の方

の里）。しゃリ゚ぬぱでぃー（⻄の方の里）。

でぃー [diː]［名］〔でぃーまい...〕柄。【例】でぃ
ーう つきリ゚（柄をつける）。

でぃー [diː]［感］さあ。【例】でぃーいしゅぎ（さ
あ、急げ）。

てぃー ぶリ゚ [tiː buɭ]［連語］〜としている。【例】
あみぬ っふぁてぃー ぶリ゚（雨が降ろうとし

ている）。てぃー ぶリ゚ば（そうしているから）。

あんしー てぃー ぶリ゚ば（そんなにしている

から）。

てぃーあーす [tiːaːsɿ]［名］〔てぃーあー⸣すまい...〕
手合せ。おどりや三味線の練習。

てぃーあらしゃーリ゚ [tiːaraɕaːɭ]［形］〔てぃーあ
ら⸣しゃまい...〕手荒い。不器用。

てぃーあらむぬ [tiːaramunu]［名］〔てぃーあ⸣ら
むぬまい...〕手荒い人。仕事の荒い人。粗雑な
人。

てぃーう イ゚ズぃリ゚ [tiːu ɿziɭ]［連語］手を入れる。
手を加える。補修する。

てぃーう いだす [tiːu idasɿ]［連語］手を出す。な
ぐる。【例】てぃーう いだすな（なぐるな）。

てぃーう うつ [tiːu utsɿ]［連語］手を打つ。拍手。
【同】「てぃーゆふつ」。

てぃーう かみリ゚ [tiːu kamiɭ]［連語］手を合わす。
合掌する。神を拝む。祈る。願う。

てぃーう だキ゚ [tiːu dakɿ]［連語］手を抱く。腕
組みする。

てぃーう つきリ゚ [tiːu tsɿkiɭ]［連語］手を付ける。
食べ物に手をつける。【例】ペーふ てぃーゆ

つきる（早く食べなさい）。

てぃーう つくー [tiːu tsɿkuː]［連語］手を使う。
【例】てぃーゆ つかい（手を使いなさい）。

てぃーう とぅリ゚ [tiːu tuɭ]［連語］手を取る。手
をつなぐ。親しくする。同意する。賛成する。

てぃーう ねーリ゚ [tiːu neːɭ]［連語］手を出す。な
ぐる。

てぃーう ぱなす [tiːu panasɿ]［連語］手を離す。
自由にさせる。

てぃーう ピキ゚ [tiːu pɿkɿ]［連語］手を引く。手を
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てぃーうピすぅぎリ゚

つなぐ。親しくする。手を引いて歩く。しりぞ

く。引き下がる。引退する。

てぃーう ピすぅぎリ゚ [tiːu pɿsugiɭ]［連語］手を
広げる。手広くする。仕事を広げる。

てぃーう むいかす [tiːu muikasɿ]［連語］手を動
かす。働くこと。仕事をすること。

てぃーう ムばす [tiːu mbasɿ]［連語］手を伸ばす。
仕事を広げる。

てぃーうい [tiːui]［名］〔てぃーう⸣いまい...〕手
植え。手作業で植える。

てぃーえーぎ [tiːeːgi]［名］〔てぃーえー⸣ぎまい...〕
手を縛る。

てぃーかぎしゃーリ゚ [tiːkagiɕaːɭ]［形］〔てぃーか
ぎ⸣しゃまい...〕手の器用なこと。上品なこと。

てぃーかぎむぬ [tiːkagimunu]［名］〔てぃーかぎ
む⸣ぬまい...〕手の器用な人。上品な人。

てぃーかきリ゚ [tiːkakiɭ]［動 II類 c型］〔てぃーか
きー、てぃーかきん〕手を掛ける。手伝ってや

る。なぐるの意味もある。

てぃーがムまリ゚ [tiːgammaɭ]［名］〔てぃーがんま
⸣リ゚まい...〕手のいたずら。

てぃーがムまれ [tiːgammare]［名］〔てぃーがん
ま⸣れまい...〕いたずらっこ。悪戯をする子。

てぃーがめー [tiːgameː]［連語］〜ということまで
も。【例】あんしーてぃーがめー（そういうこ

とまでも）。

てぃーぐぱしゃーリ゚ [tiːgupaɕaːɭ]［形］〔てぃーぐ
ぱ⸣しゃまい...〕不器用。不器用な人。手の荒い
人。

てぃーぐましゃーリ゚ [tiːgumaɕaːɭ]［形］〔てぃー
ぐま⸣しゃまい...〕手が細い。器用である。品位
がある。

てぃーさい [tiːsai]［名］〔てぃ⸣ーさいまい...〕体
裁。

てぃーしゃどぅリ゚ [tiːɕaduɭ]［動 I類 c型］〔てぃ
ーしゃどぅりー、てぃーしゃどぅらん〕手探る。

暗い所で物を探す。

てぃーしゅ [tiːɕu]［名］〔てぃー⸣しゅまい...〕亭
主。家主。座主。

てぃーすぐとぅ [tiːsɿgutu]［名］〔てぃーすぐ⸣と
ぅまい...〕手仕事。

てぃーだキ゚[tiːdakɿ]［名］〔てぃーだ⸣キ゚まい...〕腕
組み。腕を組むこと。【例】てぃーう だきー

ぶリ゚（腕を組んでいる）。

てぃーだリ゚ [tiːdaɭ]［動 II 類 c 型］〔てぃーだり
ー、てぃーだりん〕手疲れる。なまける。

てぃーだれ [tiːdare]［名］〔てぃーだ⸣れまい...〕怠
け者。

てぃーどぅ [tiːdu]［名］〔てぃー⸣どぅまい...〕程
度。くらい。【例】くぬ てぃーどぅん しる（こ

の程度にしなさい）。

てぃーとー [tiːtoː]［名］〔てぃーとーまい...。て
ぃーと⸣ーまい...〕抵当。

てぃーな [tiːna]［助］〜だけ。【例】うすかてぃー
な（それだけ）。【同】「てーな」。

てぃーなー [tiːnaː]［名］〔てぃーな⸣ーまい...〕手
縄。手綱。馬の手綱。

てぃーながしゃーリ゚ [tiːnagaɕaːɭ]［形］〔てぃーな
が⸣しゃまい...〕手⻑い。盗むこと。どろぼうで
ある。

てぃーならす [tiːnarasɿ]［名］〔てぃーならす⸣う
まい...〕手馴らし。試しに行うこと。予行。

てぃーにー [tiːniː]［名］〔てぃーにーんまい...〕丁
寧。やさしい。念入り。親切。

てぃーにふしゃーリ゚ [tiːnifuɕaːɭ]［形］〔てぃーに
ふ⸣しゃまい...〕手の遅いこと。仕事の遅いこ
と。不器用であること。

てぃーにん [tiːnin]［名］〔てぃーにんまい...〕定
年。定年退職。

てぃーぬ [tiːnu]［連語］〜との。〜という。【例】あ
んしーてぃーぬ くとー ねーん（そういうこ

とはない）。

てぃーぬ あがリ゚ [tiːnu agaɭ]［連語］手が上がる。
上手になる。上達する。なぐるにも言う。

てぃーぬ あキ゚ [tiːnu akɿ]［連語］手が空く。ひ
まになる。休む。

てぃーぬ あや [tiːnu aja]［名］〔てぃーぬあ⸣やま
い...〕手相。手の紋。

てぃーぬ かかリ゚ [tiːnu kakaɭ]［連語］手がかか
る。手をやく。忙しくなる。

てぃーぬ くす [tiːnu kusɿ]［名］〔てぃーぬく⸣す
まい...〕手の甲。
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てぃーわじゃ

てぃーぬ なりリ゚ [tiːnu nariɭ]［連語］手が馴れる。
仕事に馴れる。扱い馴れる。

てぃーぬ ばー [tiːnu baː]［連語］〜ということ
だ。【例】かんしーてぃーぬ ばー（こういうこ

とだ）。

てぃーぬ ばた [tiːnu bata]［名］〔てぃーぬば⸣た
まい...〕手のひら。掌。

てぃーぬ ぱなりリ゚ [tiːnu panariɭ]［連語］手が離
れる。子育てが終わる。

てぃーぬ ふギ [tiːnu fugɿ]［名］〔てぃーぬふ⸣ギ
まい...〕手首。【類】「てぃふギ」。

てぃーぬ まーらん [tiːnu maːran]［連語］手が回
らない。忙しいこと。

てぃーぬ むぬ [tiːnu munu]［名］〔てぃーぬむ⸣
ぬまい...〕お手のもの。得意とするもの。

てぃーぬ むぬ [tiːnu munu]［連語］〜というも
の。【例】かんしーてぃーぬ むぬ（こうもの

だ）。

てぃーばう [tiːbau]［名］〔てぃーば⸣うまい...〕短
い棒。

てぃーぱギ [tiːpagɿ]［名］〔てぃーぱ⸣ギまい...〕手
足。

てぃーぱっずー [tiːpaddzɿː]［動 I類 c型］〔てぃ
ーぱっじー、てぃーぱっじゃん〕手がじっとし

ていない。

てぃーぱっずーっふぁ [tiːpaddzɿːffa]［名］〔てぃ
ーぱっずーっ⸣ふぁまい...〕手がじっとしてい
ない子ども。

てぃーぱっずーやらび [tiːpaddzɿːjarabi]［名］〔て
ぃーぱっずーやら⸣びまい...〕手がじっとして
いない子ども。

てぃーピさ [tiːpɿsa]［名］〔てぃーピ⸣さまい...〕手
足。

てぃーふがましゃーリ゚ [tiːfugamaɕaːɭ]［形］〔てぃ
ーふがま⸣しゃまい...〕手がじっとしていない
こと。

てぃーふギ [tiːfugɿ]［名］〔てぃーふ⸣ギまい...〕手
首。【同】「てぃふギ」。【類】「かいなふギ」。

てぃーふし [tiːfuɕi]［名］〔てぃーふ⸣しまい...〕手
ぐせ。盗む。

てぃーふリ゚ [tiːfuɭ]［名］〔てぃーふ⸣リ゚まい...〕手

を振ること。

てぃーぶリ゚ [tiːbuɭ]［名］〔てぃーぶ⸣リ゚まい...〕手
を折ること。踊の手法。

てぃーべーしゃーリ゚ [tiːbeːɕaːɭ]［形］〔てぃーべ
ー⸣しゃまい...〕手が早い。喧嘩が好き。

てぃーべーむぬ [tiːbeːmunu]［名］〔てぃーべ⸣ー
むぬまい...〕手の早い者。喧嘩好き。

てぃーぼー [tiːboː]［名］〔てぃーぼ⸣ーまい...〕短
い棒。

てぃーまい [tiːmai]［連語］〜ということでも。【例】
あんしーてぃーまい あらん（そうということ

でもない）。

てぃーまっふぁ [tiːmaffa]［名］〔てぃーまっ⸣ふ
ぁまい...〕手枕。

てぃームたビ [tiːmtabɿ]［名］〔てぃームた⸣ビま
い...〕手でいじくる。

てぃームだら [tiːmdara]［連語］〜とのことだよ。
【例】あんしーてぃムだら（そういうことだよ）。

てぃームビー [tiːmbɿː]［名］〔てぃームビ⸣ーま
い...〕手・腕のしびれ。

てぃーや [tiːja]［連語］〜としては。〜そうとは。
【例】あんしーてぃーや あらん（そういうこと

はない）。

てぃーや つきらいん [tiːja tsɿkirain]［連語］手
はつけられない。どうしようもない。

てぃーや つきん [tiːja tsɿkin]［連語］手は付けな
い。そのままの状態のこと。

てぃーや ねーん [tiːja neːn]［連語］手はない。方
法はない。やり方はない。

てぃーやぱしゃーリ゚ [tiːjapaɕaːɭ]［形］〔てぃーや
ぱ⸣しゃまい...〕手がしなやか。器用なこと。

てぃーやぱむぬ [tiːjapamunu]［名］〔てぃーや⸣ぱ
むぬまい...〕手の器用な人。上手な人。上品な
人。

てぃーやリ゚ [tiːjaɭ]［名］〔てぃーや⸣リ゚まい...〕手
槍。

てぃーよー [tiːjoː]［名］〔てぃーよ⸣ーまい...〕手
まね。他人の仕事をまねる。

てぃーり [tiːri]［名］〔てぃー⸣りまい...〕手入れ。
手を加える。草花の手入れ。

てぃーわじゃ [tiːʋadʑa]［名］〔てぃーわ⸣じゃま
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てぃーんしゅく

い...〕手作業。手仕事。【同】「てぃわじゃ」。
てぃーん しゅく [tiːn ɕuku]［連語］手に職。技
術を身につけること。

てぃうい [tiui]［名］〔てぃう⸣いまい...〕手負い。
相手から傷を受けること。

てぃヴヴぁがらす [tivvagarasɿ]［動 I類 c型］〔て
ぃヴヴぁがらしー、てぃヴヴぁがらしゃん〕投

げ捨てる。仕事を中途半端にする。

てぃヴヴぁす [tivvasɿ]［動 I類 c型］〔てぃヴヴ
ぁしー、てぃヴヴぁしゃん〕投げさせる。仕事

を止めさせる。

てぃヴヴィ゚ [tivvɿ]［動 I類 c型］〔てぃヴヴぃー、
てぃヴヴぁん〕投げる。ボールを投げる。仕事

をやめる。【例】てぃヴヴぁ（投げ。投げよう）。

てぃヴヴぅリ゚ [tivvuɭ]［動 I 類 c 型］〔てぃヴヴ
ぅりー、てぃヴヴぅらん〕投げる。物を投げる。

仕事がいやになってやめる。【同】「てぃヴヴィ゚

」。

てぃうくり [tiukuri]［名］〔てぃうく⸣りまい...〕
手遅れ。

てぃうず [tiudzɿ]［名］〔てぃう⸣ずまい...〕手水。
手洗い。洗面。

てぃうち [tiutɕi]［名］〔てぃうちまい...。てぃう
⸣ちまい...〕手落ち。

てぃかー [tikaː]［接尾］〜ば。〜たら。条件を表
わす。〈たかー〉や〈たからー〉より古い発音。

【例】あんしー すてぃかー（そうしたら）。【同】

「たかー」。「たからー」。「てぃからー」。

てぃがかリ゚ [tigakaɭ]［動 I類 c型］〔てぃがかり
ー、てぃがからん〕手がかる。糸口をつかむ。

手に引っかかる。

てぃがきリ゚ [tigakiɭ]［動 II類 c型］〔てぃがきー、
てぃがきん〕手がける。手をつける。仕事をは

じめる。

てぃかぎん [tikagin]［名］〔てぃかぎ⸣んまい...〕
手加減。手心。

でぃかす [dikasɿ]［動 I類 c型］〔でぃかしー、で
ぃかしゃん〕成功する。上出来である。立派で

ある。

でぃかす [dikasɿ]［動 I類 c型］〔でぃかしー、で
ぃかしゃん〕大漁する。

でぃかすぎ [dikasɿgi]［名］〔でぃかす⸣ぎまい...〕
出稼ぎ。

てぃがなーす [tiganaːsɿ]［動 I類 c型］〔てぃがな
ーしー、てぃがなーしゃん〕手叶わせる。手伝

わせる。

てぃがぬー [tiganuː]［動 I類 c型］〔てぃがねー、
てぃがなーん〕手叶う。手伝う。

てぃがミ゚ [tigamɿ]［名］〔てぃがミ゚まい...〕手紙。
便り。

てぃがら [tigara]［名］〔てぃがらまい...〕手柄。
功績。

てぃからー [tikaraː]［接尾］〜ば。〜たら。条件を
表わす。〈たかー〉や〈たからー〉より古い発

音。【例】あんしー すてぃからー（そうした

ら）。【同】「たかー」。「たからー」。「てぃかー」。

てぃがらばなす [tigarabanasɿ]［名］〔てぃがらば
な⸣すまい...〕手柄話。自慢話。

てぃキ゚ [tikɿ]［名］〔てぃキ゚まい...〕敵。仇。
でぃき [diki]［名］〔でぃきま⸣い...〕出来。出来
映え。【例】むずふリ゚ぬ でぃき（作物の出来）。

でぃきぐとぅ [dikigutu]［名］〔でぃきぐ⸣とぅま
い...〕出来事。起った事。

でぃきしょーがつ [dikiɕoːgatsɿ]［名］〔でぃきし
ょ⸣ーがつまい...〕立派な正月。【同】「でぃきし
ゃうがつ」。

てぃきとー [tikitoː]［形］〔てぃきと⸣ーまい...〕適
当。

てぃきにん [tikinin]［形］〔てぃきに⸣んまい...〕
適任。

でぃきのーリ゚ [dikinoːɭ]［動 I類 a型］〔でぃきの
ーりー、でぃきのーらん〕農作物が豊作のこと。

【同】「でぃきなうリ゚」。

でぃきぶつ [dikibutsɿ]［名］〔でぃきぶつまい...〕
頭のよいこと。成績優秀な人。

でぃきむぬ [dikimunu]［名］〔でぃきむぬまい...〕
上出来。人や家畜や農作物に言う。

でぃきやらび [dikijarabi]［名］〔でぃきやらびま
い...。でぃきやら⸣びまい...〕出来る子ども。優
秀児。頭の良い子。

でぃきリ゚ [dikiɭ]［動 II類 c型］〔でぃきー、でぃ
きん〕出来る。優秀である。
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てぃつや

てぃぐす [tigusɿ]［名］〔てぃぐ⸣すまい...〕釣り用
の糸。細糸。

てぃくずリ゚ [tikudzɿɭ]［動 I類 c型］〔てぃくずり
ー、てぃくずらん〕手こずる。扱いにくい。

てぃぐたい [tigutai]［名］〔てぃぐたいまい...〕手
応え。反応。

でぃくぶく [dikubuku]［名］〔でぃくぶ⸣くまい...〕
でこぼこ。

でぃし [diɕi]［名］〔でぃしま⸣い...〕弟子。教え
子。見習い。

てぃじゃかしゃーリ゚ [tidʑakaɕaːɭ]［形］〔てぃじゃ
か⸣しゃまい...〕手荒である。粗雑。粗末。

てぃしゃず [tiɕadzɿ]［名］〔てぃしゃ⸣ずまい...〕
手拭い。タオル。【類】「しゃず」。

てぃしゃどぅリ゚ [tiɕaduɭ]［名］〔てぃしゃどぅ⸣リ゚
まい...〕手探り。暗い所で物を探すこと。

でぃしゃばリ゚ [diɕabaɭ]［動 I類 c型］〔でぃしゃ
ばりー、でぃしゃばらん〕でしゃばる。よけい

な口出しをする。

てぃずかム [tidzɿkam]［動 I 類 c 型］〔てぃずか
みー、てぃずかまん〕手掴む。手で直接掴み取

る。

てぃずリ゚ [tidzɿɭ]［動 I類 c型］〔てぃずりー、て
ぃずらん〕手擦る。合掌する。

てぃそー [tisoː]［名］〔てぃそーまい...〕手相。手
の紋。

てぃだ [tida]［名］〔てぃ⸣だまい...〕太陽。【例】
てぃだぬ あリ゚け（太陽のあるうちに。日が暮

れないうちに）。

てぃだあがリ゚ [tidaagaɭ]［名］〔てぃ⸣だあがリ゚ま
い...〕太陽があがること。日がのぼること。

てぃだいリ゚ [tidaiɭ]［動 II類］〔てぃだいー、てぃ
だいん〕〔てぃだいま⸣い...〕おごる。支払う。

てぃだうてぃ [tidauti]［名］〔てぃ⸣だうてぃま
い...〕太陽がしずむこと。日が暮れること。

てぃだがなす [tidaganasɿ]［名］〔てぃだがな⸣す
まい...〕太陽を崇拝することば。

てぃだすき [tidasɿki]［名］〔てぃだす⸣きまい...〕
手助け。

てぃだてぃ [tidati]［名］〔てぃだてぃま⸣い...〕手
立て。方法。対策。

てぃだてぃリ゚ [tidatiɭ]［動 II類 c型］〔てぃだて
ぃー、てぃだてぃん〕手立てる。方法を見つけ

る。対策を練る。

てぃだぬ イ゚ー [tidanu ɿː]［名］〔てぃだ⸣ぬイ゚ーま
い...〕太陽の入り。日の入り。日没。日暮れ。

てぃだぬ イ゚ーとぅけ [tidanu ɿːtuke]［名］〔てぃ
だ⸣ぬイ゚ーとぅけ⸢まい...〕太陽の入り頃。日の
入り頃。

てぃだぷす [tidapusɿ]［名］〔てぃだぷ⸣すまい...〕
太陽に干すこと。日干し。洗濯物の日干し。

てぃだふむリ゚ [tidafumuɭ]［名］〔てぃだふむ⸣リ゚ま
い...〕日食。

でぃたらみ [ditarami]［名］〔でぃたら⸣みまい...〕
でたらめ。

てぃちがい [titɕigai]［名］〔てぃちが⸣いまい...〕
手ちがい。ちょっとの間違え。

てぃちょー [titɕoː]［名］〔てぃちょ⸣ーまい...〕手
帳。

てぃつ [titsɿ]［名］〔てぃつまい...〕鉄。固い金属。
建築、造船、鉄道などに用いる。

てぃっきん [tikkin]［名］〔てぃっき⸣んまい...〕鉄
筋。鉄筋コンクリート。

てぃっしゃ [tiɕɕa]［名］〔てぃっ⸣しゃまい...〕製
糖の⻭車。

てぃっすー [tissɿː]［名］〔てぃっす⸣ーまい...〕手
を摺ること。手を擦ること。寒いときに手を擦

り合う。

てぃっずー [tiddzɿː]［動 I類 c型］〔てぃっじー、
てぃっじゃん〕手を摺り合わせる。

てぃつずき [titsɿdzɿki]［名］〔てぃつず⸣きまい...〕
手続き。

てぃった [titta]［名］〔てぃっ⸣たまい...〕手を打
つ。拍手。【例】てぃったふつ（拍手する）。

てぃっぷー [tippuː]［名］〔てぃっぷーまい...〕鉄
砲。

てぃっぷーだま [tippuːdama]［名］〔てぃっぷー
だ⸣ままい...〕鉄砲丸。行って来ない人のこと
も言う。

てぃつぼー [titsɿboː]［名］〔てぃつぼ⸣ーまい...〕
鉄棒。

てぃつや [titsɿja]［名］〔てぃつ⸣やまい...〕徹夜。
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てぃどぅらイ゚

てぃどぅらイ゚ [tiduraɿ]［名］〔てぃどぅら⸣イ゚ま
い...〕側から余計な手出しをすること。ちょっ
かい。

てぃどぅリ゚ [tiduɭ]［動 I類 c型］〔てぃどぅりー、
てぃどぅらん〕手取る。受け取る。

てぃどぅり [tiduri]［名］〔てぃどぅ⸣りまい...〕手
取り。給料の額。

てぃなうす [tinausɿ]［名］〔てぃなう⸣すまい...〕
手直し。補修。

てぃならイ゚ [tinaraɿ]［名］〔てぃならイ゚まい...。て
ぃなら⸣イ゚まい...〕手習い。修業。

てぃにむつ [tinimutsɿ]［名］〔てぃにむ⸣つまい...〕
手荷物。

てぃぬ [tinu]［連体］〜という。【例】まーんてぃ
ぬ ぱなす（確かという話）。

てぃぬかリ゚ [tinukaɭ]［名］〔てぃぬかリ゚まい...。て
ぃぬか⸣リ゚まい...〕手ぬかり。手落ち。

てぃぬキ゚ [tinukɿ]［名］〔てぃぬ⸣キ゚まい...〕手抜
き。

てぃはい [tihai]［名］〔てぃはいまい...〕手配。段
取り。準備する。

てぃぱキ゚ [tipakɿ]［名］［植］〔てぃぱ⸣キ゚まい...〕
つばき。

てぃぱずみ [tipadzɿmi]［名］〔てぃぱず⸣みまい...〕
手始め。仕事始め。

てぃぱずみリ゚ [tipadzɿmiɭ]［動 II類 c型］〔てぃ
ぱずみー、てぃぱずみん〕手始める。仕事を始

める。

てぃばなす [tibanasɿ]［動 I類 c型］〔てぃばなし
ー、てぃばなしゃん〕手放す。自由にする。

てぃびキ゚ [tibikɿ]［名］〔てぃび⸣キ゚まい...〕刺⻘。
昔の若い女性の手に刺⻘の習慣があった。

てぃビさ [tibɿsa]［名］〔てぃビ⸣さまい...〕手足。
てぃふ [tifu]［名］〔てぃ⸣ふまい...〕鎌の刃の部
分を柄にしっかり止める「たが」。金属や竹の

輪。

てぃふギ [tifugɿ]［名］〔てぃふ⸣ギまい...〕手首。
【例】てぃふギう まーしー みーる（手首を回

してごらん）。【同】「てぃーふギ」。

てぃぶくる [tibukuru]［名］〔てぃぶく⸣るまい...〕
手袋。

てぃふしゅリ゚[tifuɕuɭ]［名］〔てぃふしゅ⸣リ゚まい...〕
釣り糸。【類】「てぃぐす」。「つんだ」。

てぃふす [tifusɿ]［名］〔てぃふ⸣すまい...〕かせ。
てぃふすーしゃーリ゚ [tifusɿːɕaːɭ]［形］〔てぃふす
ー⸣しゃまい...〕不器用。手があらい。

てぃふっずー [tifuddzɿː]［動 I 類 c 型］〔てぃふ
っじー、てぃふっじゃん〕手探る。手でいじく

る。

てぃふつム [tifutsɿm]［名］〔てぃふつムまい...。
てぃふつ⸣ムまい...〕手こぶし。こぶし。握りこ
ぶし。拳骨。

てぃふなギ [tifunagɿ]［名］［魚］〔てぃふな⸣ギま
い...〕白色のうつぼ。

てぃふん [tifun]［名］〔てぃふ⸣んまい...〕手本。
でぃま [dima]［名］〔でぃ⸣ままい...〕でま。うそ
の情報。

てぃまー [timaː]［名］〔てぃまーまい...〕手間賃。
賃金。

てぃまーじん [timaːdʑin]［名］〔てぃまーじ⸣んま
い...〕手間賃。

てぃまーだーりしゃーリ゚ [timaːdaːriɕaːɭ]［形］〔て
ぃまーだーり⸣しゃまい...〕めんどうくさい。邪
魔である。

てぃまーだーりリ゚[timaːdaːriɭ]［動 II類 c型］〔て
ぃまーだーりー、てぃまーだーりん〕めんどう

くさい。手間取る。

てぃまーふー [timaːfuː]［名］〔てぃまーふ⸣ーま
い...〕手間のかかること。

てぃまーふぇー [timaːfeː]［名］〔てぃまーふぇ⸣
ーまい...〕手間かかる人。邪魔者。

てぃまつん [timatsɿn]［名］〔てぃまつ⸣んまい...〕
手間賃。給料。

てぃまどぅリ゚ [timaduɭ]［動 I類 a型］〔てぃまど
ぅりー、てぃまどぅらん〕手間どる。

てぃまぬキ゚ [timanukɿ]［名］〔てぃまぬ⸣キ゚まい...〕
手招き。手を振ること。

てぃム [tim]［終］〜だそうだ。〜らしい。【例】あ
たー あみてぃムどー（明日は雨らしいよ）。く

るー むてぃー くーてぃムどー（これを持っ

て来いということだよ）。

てぃムたビ [timtabɿ]［動 I類 c型］〔てぃムたび
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てぃんばり

ー、てぃムたばん〕手でいじくる。

てぃむつ [timutsɿ]［名］〔てぃむ⸣つまい...〕手持
ち。手持ち金。

でぃむどぅリ゚ [dimuduɭ]［動 I類 c型］〔でぃむど
ぅりー、でぃむどぅらん〕出戻る。嫁いだ女が

戻って来る。

てぃムどー [timdoː]［連語］〜そうらしいよ。【例】
あみてぃムどー（雨らしいよ）。

てぃムま [timma]［名］〔てぃム⸣ままい...〕天馬。
天馬船。手こぎ小型船。渡し舟。【類】「てぃん

ましん」。

てぃら [tira]［名］〔てぃらまい...〕寺。
てぃらか [tiraka]［名］〔てぃらかまい...。てぃら

⸣かまい...〕明り。光り。
てぃらかす [tirakasɿ]［動 I類 c型］〔てぃらかし
ー、てぃらかしゃん〕照り輝かせる。

てぃらがリ゚ [tiragaɭ]［動 I類 a型］〔てぃらがり
ー、てぃらがらん〕照り上がる。光り輝く。

てぃらきリ゚ [tirakiɭ]［動 I 類 c 型］〔てぃらきり
ー、てぃらきらん〕照り輝く。

てぃらじゃ [tiradʑa]［名］［貝］〔てぃら⸣じゃま
い...〕まがきがい。【類】「ゆなが」。

てぃらす [tirasɿ]［動 I類 c型］〔てぃらしー、て
ぃらしゃん〕照らす。

てぃらやま [tirajama]［名］〔てぃらやまんまい...〕
寺山。心海和尚の住居跡。村史参照。

てぃリ゚ [tiɭ]［名］〔てぃ⸣リ゚まい...〕ざる。かご。物
入れ。雑物を入れるふたのないかご。てぼ。

てぃリ゚ [tiɭ]［動 I類 c型］〔てぃりー、てぃらん〕
照る。光る。輝く。太陽や月が光を放って輝く。

てぃリ゚んキ゚ [tiɭnkɿ]［動 I類 c型］〔てぃリ゚んきー、
てぃリ゚んかん〕照り輝く。

てぃわき [tiʋaki]［名］〔てぃわ⸣きまい...〕手分
け。分担。

てぃわじゃ [tiʋadʑa]［名］〔てぃわ⸣じゃまい...〕
手作業。手仕事。【同】「てぃーわじゃ」。

てぃわたす [tiʋatasɿ]［動 I類 c型］〔てぃわたし
ー、てぃわたしゃん〕手渡す。

てぃん [tin]［名］〔てぃんまい...〕天。天空。空。
天体。神。国王。【例】てぃんぬ ぷす（天の星）。

てぃんからぬ あみ（天からの雨）。

てぃんヴぇむぬ [tinvemunu]［名］〔てぃんヴぇ
む⸣ぬまい...〕貢物。上納物。献上物。国王への
送り物。

てぃんが [tinga]［名］〔てぃんがまい...〕天下。天
下をとる。

てぃんがなす [tinganasɿ]［名］〔てぃんがな⸣すま
い...〕天加奈志。琉球国王。

てぃんキ゚ [tinkɿ]［名］〔てぃんキ゚まい...〕天気。空
模様。気象。

てぃんキ゚やヴヴィ゚ [tinkɿjavvɿ]［動 I類 c型］〔て
ぃんキ゚やヴヴぃー、てぃんキ゚やヴヴぁん〕天気

が悪くなる。【例】てぃんキ゚やヴヴィ゚とぅけ（天

気が悪くなる時）。

てぃんきん [tinkin]［名］〔てぃんき⸣んまい...〕転
勤。職場の異動。

てぃんぐく [tinguku]［名］〔てぃんぐくまい...〕
天国。

てぃんじゃら [tindʑara]［名］〔てぃんじゃらま
い...。てぃんじゃ⸣らまい...〕同じ状態の天候が
続くこと。

てぃんじょー [tindʑoː]［名］〔てぃんじょ⸣ーま
い...〕天井。

てぃんだく [tindaku]［名］［植］〔てぃんだ⸣くま
い...〕ほうせんか。【同】「てぃんさぐ」。

でぃんちゅー [dintɕuː]［名］〔でぃんちゅ⸣ーま
い...〕電柱。電信柱。

てぃんとぅ ずー [tintu dzɿː]［連語］天と地。大
きな差のこと。

でぃんとー [dintoː]［名］〔でぃんとーまい...〕伝
統文化。

でぃんとー [dintoː]［名］〔でぃんとーまい...〕電
灯。天井灯。懐中電灯。

てぃんにー [tinniː]［名］〔てぃんにーまい...〕天。
空。宇宙。大空。天の根か。

てぃんぬ ムじゅ [tinnu mdʑu]［名］〔てぃんぬム
⸣じゅまい...〕天の溝。天の川。天の河。銀河。
川の流れのように見える星の集まり。織姫星と

彦星の七夕伝説は有名。

てぃんばつ [tinbatsɿ]［名］〔てぃんばつまい...〕
天罰。

てぃんばり [tinbari]［名］〔てぃんばりまい...〕天
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てぃんピぐリ゚

割れ。台風前の空模様。

てぃんピぐリ゚ [tinpɿguɭ]［名］〔てぃんピぐリ゚ま
い...〕冷え込み。寒いこと。

てぃんぷら [tinpura]［名］〔てぃんぷ⸣らまい...〕
てんぷら。【類】「ぱんびム」。

でぃんぽー [dinpoː]［名］〔でぃんぽーまい...〕電
報。電信によって文字や符号を送ったり受けた

りする通信。【例】でぃんぽーゆ ふつ（電報を

打つ）。

てぃんまー [tinmaː]［名］〔てぃんまーまい...〕予
想しない雨が降ること。通り雨。スコール。

てぃんまがく [tinmagaku]［名］〔てぃん⸣まがく
まい...〕船員。船乗り。

てぃんましん [tinmaɕin]［名］〔てぃんまし⸣んま
い...〕天馬船。手こぎ小型船。渡し舟。

てぃんまら [tinmara]［名］〔てぃんま⸣らまい...〕
手淫。男性の自慰行為。

てぃんミ゚キ゚ [tinmɿkɿ]［動 I類 c型］〔てぃんミ゚き
ー、てぃんミ゚かん〕同じ状態の天候が続く。

でぃんわ [dinʋa]［名］〔でぃん⸣わまい...〕電話。
電話をかけること。

てぃんーけー つず [tinnkeː tsɿdzɿ]［連語］天に
唾。天に唾を吐くと自分に返ってくる。他人に

害を与えようとするとかえって自分が損する。

てー [teː]［接尾］〜なさいませ。尊敬語の命令形。
尊敬語の補助動詞〈わーリ゚〉と使う。【例】な

らーし っふぃー わーリ゚てー（ご教示くださ

いませ）。

てー [teː]［名］〔て⸣ーまい...〕力。腕力。体力。
でー [deː]［感］どうぞ。目上の人に言う。物を差
し上げること。

てーか [teːka]［助］〜だけ。〜ばかり。〜さえ。【例】
あんしーてーか（そんなにばかり）。ムめ うん

だきてーか（もうそれだけだ）。うすかてーか

（たったそれだけ）。いつつてーかー ねーん（5
個だけではない）。【類】「てーな」。「てーん」。

てーかな [teːkana]［連語］〜だけ。〜しか。【類】
「てーか」。「てーん」。

てーすしゃーリ゚ [teːsɿɕaːɭ]［形］〔てーす⸣しゃま
い...〕たやすい。容易。簡単。【例】うるー す

ーや てーすむぬ（それをやることは容易だ）。

てーな [teːna]［助］〜だけ。〜ばかり。〜しか。〜
のみ。【例】あんしーてーなー あらん（それだ

けではない）。みどぅムてーなー むたいん（女

性だけでは持てない）。ふーむぬてーなー あ

らだたム（食べ物ばかりではなかった）。【類】

「てーか」。「てーん」。

でーな [deːna]［接尾］同士。仲間。友人。【例】あ
ぐでーな（仲間同士）。

てーむぬ [teːmunu]［名］〔て⸣ーむぬまい...〕力
持ち。

てーん [teːn]［助］〜だけ。〜ばかり。【例】うす
かてーん（それだけ）。べーたてーん（我々だ

け）。てーんや あらん（だけではない。ばかり

ではない）。あんしーてーんや あらん（それば

かりではない）。【類】「てーか」。「てーな」。

でーん [deːn]［接尾］共に。一緒に。同士。【例】
どぅすでーん（友だちどうし）。【類】「まーつ

き」。「まーどぅん」。

でーん [deːn]［副］一番。最も。【例】でーん ち

び（もっともうしろ。最後尾）。でーん きちぎ

（とてもきれいだ）。

でーんがー [deːngaː]［副］一番。最も。【例】ヴ
ヴぁがどぅ でーんがー かじぇーぶリ゚（君が

とても多い）。【類】「でーんなー」。

でーんなー [deːnnaː]［副］とても。最も。一番。
【例】くリ゚がどぅ でーんなー うーしゃーリ゚（こ

れがもっとも大きい）。くリ゚がどぅ でーんな

ー じゃうとぅー（これが一番良い）。【類】「で

ーんがー」。

でーんなーぬ むぬ [deːnnaːnu munu]［名］〔で
ーんなーぬむ⸣ぬまい...〕大変なもの。大事な
もの。【例】じんや でーんなーぬ むぬ（お金

は最も大切なものだ）。

でーんぬ [deːnnu]［連体］最高の。一番の。【類】
「でーんなーぬ」。

てん [ten]［名］〔てんまい...〕点。点数。100点。
満点。

でん [den]［名］［植］〔べ⸣んまい...〕ほていおお
い。浮き草。家の柱や壁に掛ける。【同】「れん」。

てんく [tenku]［副］とても小さいこと。とても
少ないこと。持ち物をたずねられたとき「てん
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でんせいぎー

く」という。【類】「いぴーちゃ」。「いみーち

ゃ」。

でんしゅばとぅ [denɕubatu]［名］［鳥］〔でん⸣し
ゅばとぅまい...〕伝書鳩。通信文を運ぶように
訓練された鳩。

でんせいぎー [denseigiː]［名］［植］〔でんせ⸣い
ぎーまい...〕つのくさねむ。夜は葉を閉じる。
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とぅ

̶ と ̶

とぅ [tu]［助］〜と。【例】くリ゚とぅ くリ゚とぅ（こ

れとこれと）。ヴヴぁとぅ ばんとぅ（君とぼく

と）。

とぅ [tu]［助数］斗。容量の単位。1斗は 10升。
どぅ [du]［助］〜ぞ。〜こそ。焦点の助詞。【例】く
リ゚どぅ ヴヴぁが むぬ（これこそ君のものだ）。

あんしーどぅ ぶリ゚（そんなにしている）。

どぅあい [duai]［名］〔どぅあいまい...〕度合い。
程度。

どぅあリ゚ [duaɭ]［連語］〜ぞある。【例】うんだき
どぅ あリ゚（それだけある）。

とぅい [tui]［接尾］〜して。〜しながら。【例】あ
んしー すとぅい（そんなにしながら）。【同】

「とぅりー」。

とぅい [tui]［名］［干支］〔とぅいまい...〕えと。
干支。五行・十干・十二支。五行＝木、火、土、

金、水。十干＝甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、辛、

壬、癸。十二支＝子、丑、寅、卯、辰、⺒、午、

未、申、酉、戌、亥。生れ年。

とぅい [tui]［名］〔とぅいまい...。とぅ⸣いまい...〕
樋。雨樋。雨垂を流す樋。

とぅい [tui]［名］〔とぅいま⸣い...〕問い。質問。
とぅいただす [tuitadasɿ]［動 I 類 c 型］〔とぅい
ただしー、とぅいただしゃん〕問い糾す。【例】

なかばまい とぅいただす（泣いても問いただ

す）。

とぅいつみリ゚ [tuitsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔とぅい
つみー、とぅいつみん〕問い詰める。【例】と

ぅいつみるばどぅ なきー（問い詰めたら泣い

た）。

とぅいまい [tuimai]［接尾］していても。【例】あ
んしー すとぅいまい（そんなにしていても）。

とぅいや [tuija]［接尾］〜しては。【例】あんしー
すとぅいや（そんなにしては）。

とぅー [tuː]［名］〔とぅーまい...〕沖。大海。大
洋。沖合。【類】「うぷとぅー」。

とぅー [tuː]［名］〔とぅーまい...〕十。【例】てぃ
ー（一つ）。たー（二つ）。みー（三つ）。ゆー

（四つ）。いつ（五）。むー（六）。なな（七）。や

ー（八）。くぬ（九）。とぅー（十）。

どぅー [duː]［名］〔どぅ⸣ーまい...〕自分。本人。
我。仲間。【例】どぅーしー（自分で）。どぅー

が（我が）。どぅーでーな（仲間同士）。どぅー

んけー（自分へ。自分のために）。どぅーが む

ぬ（本人のもの）。

どぅー [duː]［名］〔どぅ⸣ーまい...〕胴。胴体。身
体。

とぅーいし [tuːiɕi]［名］〔とぅーいしまい...〕軒
石。家のまわりの石。飾り石。

どぅーが くとぅ [duːga kutu]［名］〔どぅー⸣が
くとぅ⸢まい...〕自分の事。自分自身。【同】「ど
ぅーぬくとぅ」。

どぅーが たき [duːga taki]［連語］自分のせい。
どぅーが どぅー [duːga duː]［名］〔どぅー⸣がど
ぅー⸢まい...〕自分の体。自分自身。

どぅーが どぅーむつ [duːga duːmutsɿ]［名］〔ど
ぅー⸣がどぅー⸢むつまい...〕自分自身を大切に
する。自分のことは自分で責任を持つ。

どぅーが やー [duːga jaː]［連語］我が家。自家。
持ち家。

どぅーがキ゚ [duːgakɿ]［名］〔どぅ⸣ーがキ゚まい...〕
体を掻く。四肢動物は木に体をこすりつけて掻

く。

どぅーかぎん [duːkagin]［名］〔どぅーかぎ⸣んま
い...〕体の具合。体の調子。【例】どぅーかぎん
ゆ ばっスぃんな（体の具合を忘れるな。無理

をするな）。

とぅーかす [tuːkasɿ]［動 I類 c型］〔とぅーかし
ー、とぅーかしゃん〕穴を貫かせる。穴を開け

る。【例】しょーじう とぅーかす（障子紙に穴

を開けさせる）。【類】「ぷーかす」。

どぅーかた [duːkata]［名］〔どぅーか⸣たまい...〕
我が方。味方。同志。

どぅーかだ [duːkada]［名］〔どぅーか⸣だまい...〕
体臭。からだのにおい。
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どぅーとーかー

どぅーがたみ [duːgatami]［名］〔どぅー⸣がたみ
まい...〕自分のため。自分の利益のため。自分
を守るため。

とぅーかち [tuːkatɕi]［名］〔とぅーか⸣ちまい...〕
八十八歳の祝い。米（ゆに）の祝い。米寿。斗

掻（とかき）のこと。

どぅーかってぃー [duːkattiː]［名］〔どぅーかって
ぃ⸣ーまい...〕自分勝手。わがまま。【例】どぅ
ーかってぃぬ やらび（自分勝手な子）。

どぅーがらっふィ゚ [duːgaraffɿ]［名］〔どぅーがら
っ⸣ふィ゚まい...〕自分のことだけ考える。利己主
義。

どぅーがリ゚ら [duːgaɭɭa]［名］〔どぅ⸣ーがリ゚らま
い...〕身軽いこと。落ちつきのないこと。

どぅーがリ゚らーリ゚ [duːgaɭɭaːɭ]［形］〔どぅ⸣ーがリ゚
らまい...〕身軽い。落ちつきがない。

とぅーキ゚ [tuːkɿ]［動 I類 c型］〔とぅーきー、と
ぅーかん〕貫く。穴を開ける。【例】かビう と

ぅーキ゚（紙に穴を開ける）。【類】「ぷーキ゚」。

とぅーきリ゚ [tuːkiɭ]［動 II類 c型］〔とぅーきー、
とぅーきん〕貫ける。穴が開く。【例】とぅー

きった（貫いた。穴が開いた）。とんねるぬ と

ぅーきリ゚（トンネルが貫通した）。

とぅーきリ゚ [tuːkiɭ]［動 II類 c型］〔とぅーきー、
とぅーきん〕透き通る。【例】いムぬ しゅく

がみ とぅーきリ゚（海の底まで透き通って見え

る）。

どぅーぐみやー [duːgumijaː]［名］〔どぅーぐみや
ーまい...〕刑務所。拘置所。監獄。牢屋。

どぅーぐりしゃーリ゚ [duːguriɕaːɭ]［形］〔どぅーぐ
り⸣しゃまい...〕気まずい。【例】どぅーぐりむ
ぬがー（気まずいなあ）。

とぅーじ [tuːdʑi]［名］〔とぅー⸣じまい...〕冬至。
二十四節気の一つ。小正月。12月 22日頃。【類】
「いみしゃうがつ」。

とぅーしゃ [tuːɕa]［名］〔とぅー⸣しゃまい...〕遠
さ。遠いこと。

とぅーしゃーリ゚[tuːɕaːɭ]［形］〔とぅー⸣しゃまい...〕
遠い。【例】やまとー とぅーしゃん ならん（本

土は遠くてならない）。たらまー あてぃどぅ

とぅーしゃーリ゚（多良間はあまりにも遠い）。

とぅーす [tuːsɿ]［動 I類 c型］〔とぅーしー、とぅ
ーしゃん〕通す。針の穴に糸を通す。【例】みつ

う とぅーす（道を通す）。くるまう とぅーす

（車を通す）。がーう とぅーす（我を通す）。

どぅーす [duːsɿ]［接尾］〜通し。夜通し。一貫し
て。【例】ゆどぅーす（夜通し）。

とぅーずかす [tuːdzɿkasɿ]［動 I類 c型］〔とぅー
ずかしー、とぅーずかしゃん〕言い聞かせる。

説教する。【例】ぱなしー とぅーずかす（話し

て言い聞かせる）。

とぅーずきリ゚ [tuːdzɿkiɭ]［動 II類 c型］〔とぅー
ずきー、とぅーずきん〕言いつける。説教する。

【例】とぅーずきった（言いつけた。教えた）。と

ぅーずきる（言いつけなさい）。

どぅーすま [duːsɿma]［名］〔どぅーす⸣ままい...〕
自分の島。自分の里。故郷。

とぅーずム [tuːdzɿm]［名］〔とぅーず⸣ムまい...〕
灯芯。角ランプやほやランプの灯芯のこと。

どぅーた [duːta]［名］［代］〔どぅー⸣たまい...〕我
々。私たち。ぼくたち。私ども。

どぅーたでーん [duːtadeːn]［連語］自分たちだ
け。仲間同志。【例】どぅーたでーん しゃきう

ぬム（仲間同士酒を飲む）。

どぅーだリ゚[duːdaɭ]［動 II類］〔どぅーだりー、ど
ぅーだりん〕〔どぅ⸣ーだりー ぶリ゚〕体がだる

い。疲れる。元気がない。

とぅーつム [tuːtsɿm]［名］〔とぅーつ⸣ムまい...〕
リンパ腺の肥大したもの。【同】「とーつム」。

とぅーつム [tuːtsɿm]［名］〔とぅーつ⸣ムまい...〕
提灯。証明用具。提灯の形をした凧。【同】「と

ーつム」。

とぅーてぃミ゚ーてぃ [tuːtimɿːti]［名］〔とぅーて
ぃミ゚ー⸣てぃまい...〕十三年忌。

とぅーとぅー [tuːtuː]［擬］幼児語。鶏の呼び方。
【同】「どぅーどぅー」。

どぅーどぅー [duːduː]［副］各人。めいめい。【例】
どぅーどぅーが むぬー むてぃ（めいめいの

ものを持ちなさい）。

どぅーとーかー [duːtoːkaː]［名］〔どぅ⸣ーとーか
ー⸢まい...〕自分一人。【例】どぅーとーかー ぱ

りーぶリ゚（自分一人走っている）。
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とぅーなか

とぅーなか [tuːnaka]［名］〔とぅーな⸣かまい...〕
海上。沖合い。沖の真ん中。大海の真ん中。航

海の途中。

どぅーぬ [duːnu]［連語］自分の。【例】どぅーぬ
むぬー むてぃ（自分のものを持て）。

どぅーぬ かんがい [duːnu kangai]［名］〔どぅー
⸣ぬかんがい⸢まい...〕自分の考え。自分の思い。
自分の意思。

どぅーぬ くとぅ [duːnu kutu]［名］〔どぅー⸣ぬ
くとぅ⸢まい...〕自分の事。自分自身。【同】「ど
ぅーがくとぅ」。

どぅーぬ すま [duːnu sɿma]［名］〔どぅー⸣ぬす
ま⸢まい...〕自分の島。故郷。生れ島。

どぅーぬ すまピとぅ [duːnu sɿmapɿtu]［名］〔ど
ぅー⸣ぬすま⸢ピとぅまい...〕自分の島の人。同
郷人。郷友。

どぅーぬ すまふつ [duːnu sɿmafutsɿ]［名］〔どぅ
ー⸣ぬすま⸢ふつまい...〕自分の島の言葉。方言。
島言葉。【類】「すまふつ」。「たらまふつ」。

どぅーぬ むたん [duːnu mutan]［連語］体を持
てない。体力の弱いこと。

どぅーぬ よーリ゚ [duːnu joːɭ]［連語］体力が落ち
る。体力が弱くなる。【例】やみー どぅーぬ

よーリ゚（病気のために体力が弱くなる）。

とぅーぬかす [tuːnukasɿ]［動 I類 a型］〔とぅー
ぬかしー、とぅーぬかしゃん〕遠のかす。遠ざ

ける。【例】うぷかでぃう とぅーぬかしー わ

ーり（台風を遠のけて下さい）。

とぅーぬキ゚ [tuːnukɿ]［動 I類 a型］〔とぅーぬき
ー、とぅーぬかん〕遠のく。【例】かれー とぅ

ーぬきった（彼は離れて行った）。うぷかでー

とぅーぬキ゚どぅす（台風は遠ざかるだろう）。

とぅーピ [tuːpɿ]［名］〔とぅー⸣ピまい...〕当日。
行事の当日。行事の本番。

どぅーピキ゚かヴヴぅリ゚ [duːpɿkɿkavvuɭ]［動 I類 c
型］〔どぅーピキ゚かヴヴぅりー、どぅーピキ゚かヴ

ヴぅらん〕自分のことを無理して言いふらす。

ひがみ心で自分のことを言いふらす。

とぅーピっつ [tuːpɿttsɿ]［名］〔とぅーピっ⸣つま
い...〕十一。十一歳。十一個。

どぅーふキ゚ [duːfukɿ]［名］〔どぅーふ⸣キ゚まい...〕

体を拭く。体の汗を拭く。タオルで拭く。

どぅーぶに [duːbuni]［名］〔どぅ⸣ーぶにまい...〕
体と骨。体全部。【例】どぅーぶにぬ やム（体

全体が痛い）。

とぅーまーリ゚[tuːmaːɭ]［名］〔とぅーまーリ゚まい...〕
遠回り。道を遠回りして行く。

どぅーまーリ゚[duːmaːɭ]［名］〔どぅーまーリ゚まい...。
どぅーまー⸣リ゚まい...〕胴回り。胸囲。復囲。

とぅーみ [tuːmi]［名］〔とぅーみまい...〕遠見。
船の行き来を監視するための施設。昔〈やーま

どぅーみ〉（八重山遠見）と〈めーくどぅーみ〉

（宮古遠見）があった。

とぅーみがに [tuːmigani]［名］〔とぅーみが⸣にま
い...〕望遠鏡。

とぅーみだい [tuːmidai]［名］〔とぅーみだいま
い...〕遠見台。「やーまどぅーみ」。「めーくど
ぅーみ」。

どぅーむつ [duːmutsɿ]［名］〔どぅ⸣ーむつ⸢まい...〕
自分で生きること。自活。

どぅーむつじょーず [duːmutsɿdʑoːdzɿ]［形］〔ど
ぅ⸣ーむつじょーずまい...〕自分の生活を楽し
んでいること。世渡りが上手であること。

とぅームなか [tuːmnaka]［名］〔とぅームなかま
い...〕沖の途上。航海中。洋上。

どぅームばす [duːmbasɿ]［名］〔どぅームば⸣すま
い...〕体を伸ばすこと。横になること。休むこ
と。

とぅーむム [tuːmum]［名］［植］〔とぅーむムま
い...〕桃。在来種の桃。

どぅーむム [duːmum]［名］〔どぅーむ⸣ムまい...。
どぅ⸣ーむムまい...〕体を揉むこと。疲れをほ
ぐすこと。

どぅーめーがリ゚ [duːmeːgaɭ]［動 I類］〔どぅーめ
ーがりー、どぅーめーがらん〕〔どぅ⸣ーめーが
りー ぶリ゚〕自分の自慢ばかりする。

どぅーめーすしゃーリ゚ [duːmeːsɿɕaːɭ]［形］〔どぅ
ーめーす⸣しゃまい...〕体調がよい。

どぅーやぱしゃーリ゚ [duːjapaɕaːɭ]［形］〔どぅー
やぱ⸣しゃまい...〕体がやわらかい。

どぅーやます [duːjamasɿ]［名］〔どぅーやま⸣すま
い...〕体を痛めること。怪我をすること。
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とぅかミ゚か

どぅーやム [duːjam]［名］〔どぅーや⸣ムまい...〕
体の調子の悪いこと。体のどこか痛いこと。

どぅーよーしゃーリ゚ [duːjoːɕaːɭ]［形］〔どぅーよ
ー⸣しゃまい...〕体力が弱い。

どぅーよーむぬ [duːjoːmunu]［名］〔どぅーよ⸣ー
むぬまい...〕体力の弱い人。病人。

とぅーリ゚ [tuːɭ]［名］〔とぅー⸣リ゚まい...〕溝。水
の流れ。

とぅーリ゚ [tuːɭ]［名］〔とぅー⸣リ゚まい...〕灯籠。ラ
ンプ。角ランプ。ホヤランプ。石油ランプ。

とぅーリ゚ [tuːɭ]［動 I類 c型］〔とぅーりー、とぅ
ーらん〕通る。通う。通学する。【例】いつまい

とぅーリ゚（いつも通る）。

とぅーリ゚ [tuːɭ]［動 I類 c型］〔とぅーりー、とぅ
ーらん〕透る。

とぅーり [tuːri]［名］〔とぅー⸣りまい...〕通り。通
路。道路。通い道。

どぅーリ゚ [duːɭ]［名］〜通り。〜その通りに。〜い
つものように。

とぅーリ゚くす [tuːɭkusɿ]［動 I類 c型］〔とぅーリ゚
くしー、とぅーリ゚くしゃん〕通り越す。

とぅーリ゚ばた [tuːɭbata]［名］〔とぅーリ゚ば⸣たま
い...〕葬式の旗。

とぅーリ゚みつ [tuːɭmitsɿ]［名］〔とぅーリ゚み⸣つま
い...〕通り道。

どぅーれ [duːre]［名］〜ころ。夜の遅いことも言
う。【例】なまどぅーれ（今頃）。

どぅーん たーりリ゚ [duːn taːriɭ]［連語］自分の体
力や知識に合わせること。

どぅーんけー かキ゚ーんキ゚ [duːnkeː kakɿːnkɿ]［連
語］自分のためだけに仕掛ける。私利私欲。我

田引水。

とぅか [tuka]［助］〜とか。【例】くまとぅか か

まとぅか（こことか、向うとか）。

とぅか [tuka]［名］〔とぅかまい...〕十日。十日
間。

とぅが [tuga]［名］〔とぅがまい...〕科。とが。罪
科。

とぅかい [tukai]［名］〔とぅかいまい...〕都会。
とぅかいつか [tukaitsɿka]［名］〔とぅかいつかま
い...〕15日。

とぅかキ゚ [tukakɿ]［名］〔とぅか⸣キ゚まい...〕斗掻。
升に盛った穀物を平らにする棒。

とぅかきん [tukakin]［名］［魚］〔とぅかき⸣んま
い...〕いそまぐろ。

とぅかくくぬか [tukakukunuka]［名］〔とぅかく
くぬかまい...〕19日。

とぅかぐす [tukagusɿ]［副］十日越し。十日越し
の夜の雨。夜の雨は畑仕事に支障がない意。

とぅかじゃ [tukadʑa]［名］［魚］〔とぅか⸣じゃま
い...〕にじはぎ。くろはぎ。【類】「くーしゅく」。

とぅかす [tukasɿ]［動 I類 c型］〔とぅかしー、と
ぅかしゃん〕解かす。もつれた糸を解かす。解

決する。【例】むんだいゆ とぅかす（問題を解

かす）。

とぅかす [tukasɿ]［動 I類 c型］〔とぅかしー、と
ぅかしゃん〕溶かす。【例】しゃたう とぅかす

（砂糖を溶かす）。

とぅがす [tugasɿ]［動 I類 c型］〔とぅがしー、と
ぅがしゃん〕研がす。【例】かたなう とぅがす

（包丁を研がす）。

どぅかた [dukata]［名］〔どぅかたまい...〕土方。
大工。土木工事の従業員。

とぅかなっじゃ [tukanaddʑa]［名］［植］〔とぅか
なっじゃまい...〕はすのはぎり。熟した実を吹
いて鳴らす。

とぅかなんか [tukananka]［名］〔とぅかなんかま
い...〕17日。

とぅがにん [tuganin]［名］〔とぅがにんまい...〕
科人。罪人。

とぅかぱつか [tukapatsɿka]［名］〔とぅかぱつか
まい...〕20日。

とぅかピとぅい [tukapɿtui]［名］〔とぅかピとぅ
いまい...〕11日。

とぅかふつか [tukafutsɿka]［名］〔とぅかふつか
まい...〕12日。月の 12日目。

とぅがみ [tugami]［名］〔とぅがみまい...〕とが
め。とがめること。非難。

とぅかミ゚ーか [tukamɿːka]［名］〔とぅかミ゚ーかま
い...〕13日。【同】「とぅかミ゚か」。

とぅかミ゚か [tukamɿka]［名］〔とぅかミ゚かまい...〕
13日。【同】「とぅかミ゚ーか」。
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とぅがみリ゚

とぅがみリ゚ [tugamiɭ]［動 II 類 c 型］〔とぅがみ
ー、とぅがみん〕とがめる。【例】くくるー と

ぅがみリ゚（心をとがめる）。

とぅかムーか [tukammka]［名］〔とぅかムーかま
い...〕16日。

とぅかやうか [tukajauka]［名］〔とぅかやうかま
い...〕18日。【同】「とぅかよーか」。

とぅかゆか [tukajuka]［名］〔とぅかゆかまい...〕
14日。

とぅかよーか [tukajoːka]［名］〔とぅかよーかま
い...〕18日。【同】「とぅかやうか」。

とぅがらす [tugarasɿ]［動 I類 c型］〔とぅがらし
ー、とぅがらしゃん〕尖らす。棒の先を尖らす。

【例】きーゆ きっじー とぅがらす（木を削っ

て尖らす）。

とぅがリ゚ [tugaɭ]［動 I類 c型］〔とぅがりー、と
ぅがらん〕尖る。棒の先が尖る。【例】とぅが

りった（尖った）。しゃキ゚ぬ とぅがリ゚（先の尖

り）。

とぅがリ゚ら [tugaɭɭa]［名］［地］〔とぅがリ゚⸣らま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。

とぅキ゚ [tukɿ]［名］〔とぅキ゚まい...〕易者。巫女
（かんなぎ）。解き明かす人。占い人。【類】「ゆ

た」。

とぅキ゚ [tukɿ]［名］時。時間。時期。【例】うぬ
とぅキ゚（その時）。いっとぅキ゚（一時）。

とぅギ [tugɿ]［動 I 類 c 型］〔とぅぎー、とぅが
ん〕研ぐ。刃物を研ぐこと。砥石に研ぐ。やす

りで研ぐ。【例】とぅすん とぅぎ（砥石に研ぎ

なさい）。やすーしー とぅぎ（やすりで研ぎな

さい）。

とぅきー [tukiː]［名］〔とぅき⸣ーまい...〕時計。
とぅギさ [tugɿsa]［名］〔とぅギ⸣さまい...〕三股
の銛。漁具。三本に返しのある銛。

とぅキ゚どぅキ゚ [tukɿdukɿ]［副］時々。たまに。
どぅキ゚なくとぅ [dukɿnakutu]［副］あんまり。ひ
どいこと。【例】かぬ やらべー どぅキ゚なくと

ぅ（あの子はあまりにもひどい）。

どぅキ゚ぬ むぬ [dukɿnu munu]［名］〔どぅキ゚ぬむ
⸣ぬまい...〕特別な者。ひどい者。野郎。

とぅきリ゚ [tukiɭ]［動 II類 c型］〔とぅきー、とぅ
きん〕溶ける。

とぅぎリ゚ [tugiɭ]［動 II類 c型］〔とぅぎー、とぅ
ぎん〕遂げる。

とぅキ゚んや [tukɿn.ja]［副］時には。たまには。【例】
とぅキ゚んや あすビが くだ（たまには遊びに

来なさい）。

とぅく [tuku]［名］〔とぅくまい...〕得。利益。【例】
とぅこー ねーん（利益はない）。

とぅく [tuku]［名］〔とぅ⸣くまい...〕徳。身につ
けた優れた人格。人徳。

とぅく [tuku]［名］〔とぅくまい...〕床。床の間。
どぅく [duku]［名］〔どぅくまい...〕毒。
とぅくっとぅ [tukuttu]［副］静かに。おとなしい
こと。【例】とぅくっとぅピとぅ（泰然とした

人）。

とぅくに [tukuni]［名］〔とぅくにまい...〕家を建
てる土台。

とぅくにだみ [tukunidami]［名］〔とぅくにだみ
まい...〕家の建築儀式。

とぅくにつキ゚ [tukunitsɿkɿ]［名］〔とぅくにつ⸣キ゚
まい...〕家の建築土台を整える作業。

とぅくる [tukuru]［名］〔とぅくるまい...〕所。場
所。【例】にんどぅくる（寝室）。なるーとぅく

る（習う所・学校）。

とぅけ [tuke]［名］時。【例】あみぬ とぅけ（雨

のとき）。かぬ とぅけんや（あの時は）。あつ

どぅけ（暑い時）。

とぅげ [tuge]［名］〔とぅ⸣げまい...〕あだんの葉
を裂く用具。

とぅげ [tuge]［名］〔とぅ⸣げまい...〕魚を突く用
具。【類】「とぅギさ」。

とぅしぐ [tuɕigu]［名］〔とぅしぐまい...〕年子。
一年の差の子。

とぅじくみ [tudʑikumi]［名］〔とぅじくみまい...〕
閉じ込め。閉じ込めること。

とぅじくみリ゚ [tudʑikumiɭ]［動 II類 c型］〔とぅ
じくみー、とぅじくみん〕閉じ込める。【例】と

ぅじくみんな（閉じ込めるな）。とぅじくみる

（閉じ込めよ）。

とぅじくム [tudʑikum]［動 I類 c型］〔とぅじく
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どぅすばかーリ゚

みー、とぅじくまん〕閉じ込む。【例】ぴんだ

う まキ゚んか とぅじくみー うき（ヤギを囲い

の中に閉じ込めておけ）。

とぅじまり [tudʑimari]［名］〔とぅじま⸣りまい...〕
戸じまり。戸じまりすること。【例】うぷかで

ぃんや とぅじまりう しる（台風には戸じま

りをせよ）。

とぅじリ゚ [tudʑiɭ]［動 II類 c型］〔とぅじー、と
ぅじん〕閉じる。終了する。【例】きうぬ うぐ

なーリ゚る とぅじリ゚（今日の集会を閉じる）。

とぅす [tusɿ]［名］〔とぅ⸣すまい...〕砥石。刃物
を研ぐ石。

とぅす [tusɿ]［名］〔とぅすま⸣い...〕年。歳。年
齢。老齢。歳月。年月。【例】とぅすぬ ぱずみ

（年の始め）。とぅすんや かたいん（年齢と体

力はままならない）。

とぅず [tudzɿ]［名］〔とぅずまい...〕妻。奥さん。
【例】ばかとぅず（若い妻）。とぅずぬ うかぎ

（妻の内助の功）。【類】「みどぅム」。

どぅす [dusɿ]［名］〔どぅすまい...〕友。友だち。
友人。朋友。仲間。同志。

どぅす [dusɿ]［連語］〜ぞする。〜するよ。動詞
の焦点形を作る。焦点助詞の〈どぅ〉と〈す〉

（する）から成り、〈どぅすば〉〈〜ぞするので〉、

〈どぅすたリ゚〉（〜ぞした）、〈どぅしゅーずー〉

（〜ぞしよう）などのように活用することがで

きる。【例】あリ゚どぅす（あるよ）。ぴんだうば

ー ふーどぅす？（山羊は食べるの？）。ぬムど

ぅしゅーずー（飲むよ）。

どぅず [dudzɿ]［名］〔どぅずまい...〕土間。床板
のない所。

どぅすうぐなーリ゚ [dusɿugunaːɭ]［名］〔どぅすう
ぐなーリ゚まい...〕友だちの集まり。仲間の集い。

とぅすが まーす [tusɿga maːsɿ]［副］一年中。一
年を通して。年から年中。

とぅすかた [tusɿkata]［名］〔とぅすかたまい...〕
年上。先輩。年⻑者。年輩者。

とぅずかた [tudzɿkata]［名］〔とぅずかたまい...〕
妻の方。妻の方の親戚。姻戚。【類】「みどぅム

かた」。

とぅずかなしゃーリ゚ [tudzɿkanaɕaːɭ]［形］〔とぅ

ずかなしゃまい...〕妻想いである。妻を愛する。
愛妻。

どぅすかなしゃーリ゚ [dusɿkanaɕaːɭ]［形］〔どぅす
かなしゃまい...〕友人想いである。友人を愛す
る。

どぅすがぱな [dusɿgapana]［名］〔どぅすがぱ⸣な
まい...〕優れた子ども。級友で一番成績優秀。
【類】「ピとぅがぱな」。

とぅすぐる [tusɿguru]［名］〔とぅすぐ⸣るまい...〕
年頃。年の頃。結婚適齢期。

とぅすすた [tusɿsɿta]［名］〔とぅすすたまい...〕年
下。年下の者。【例】かれー あんゆーリ゚らー

とぅすすた（彼はぼくより年下だ）。

とぅずっふぁ [tudzɿffa]［名］〔とぅずっふぁま
い...〕妻子。【例】とぅずっふぁう つかぬー

（妻子を養う）。

どぅすでーな [dusɿdeːna]［名］〔どぅすでーなま
い...〕友だちどうし。

とぅずとぅみ [tudzɿtumi]［名］〔とぅずとぅ⸣みま
い...〕妻をめとる。結婚。【例】とぅずとぅみず
ぶん（妻をめとる時分・年頃）。

とぅすなかば [tusɿnakaba]［名］〔とぅすなか⸣ば
てぃーまい...〕一年の半分。年半。【例】とぅす
なかばー きー ねーん（一年の半分は来てし

まった）。

とぅすぬ イ゚ー [tusɿnu ɿː]［名］〔とぅすぬイ゚⸣ー
まい...〕大晦日の神に供える飯。大晦日の神に
供える料理。

とぅすぬ かず [tusɿnu kadzɿ]［連語］毎年。年々。
年毎に。【例】とぅすぬ かず たビ すー（毎

年旅行する）。【類】「まいとぅす」。

とぅすぬ くー [tusɿnu kuː]［名］〔とぅすぬく⸣ー
まい...〕年の功。年⻑者は人生経験の功がある
こと。

とぅすぬ しみ [tusɿnu ɕimi]［名］〔とぅすぬし⸣
みまい...〕年の末。年の締め。年末。

とぅすぬ ピー [tusɿnu pɿː]［名］〔とぅすぬピ⸣ー
まい...〕大晦日。一年の最後の日。12月 31日。

とぅすぬ ゆー [tusɿnu juː]［名］〔とぅすぬゆ⸣ー
まい...〕年の夜。大晦日の夜。

どぅすばかーリ゚ [dusɿbakaːɭ]［名］〔どぅすばかー
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とぅすぱずみ

リ゚まい...〕友との別れ。友との惜別。
とぅすぱずみ [tusɿpadzɿmi]［名］〔とぅすぱず⸣み
まい...〕年始め。年始。

どぅすビ [dusɿbɿ]［名］〔どぅす⸣ビまい...〕生れ
た年の干支。その日。

どぅすびらイ゚ [dusɿbiraɿ]［名］〔どぅすびらイ゚ま
い...〕友との付き合い。友だち付き合い。

とぅずぶとぅ [tudzɿbutu]［名］〔とぅずぶとぅま
い...〕夫婦。【類】「みうとぅ」。「みうとぅら」。

とぅずまギ [tudzɿmagɿ]［名］〔とぅずま⸣ギまい...〕
妻と性交すること。結婚すること。

とぅずまギよーイ゚ [tudzɿmagɿjoːɿ]［名］〔とぅず
まギよー⸣イ゚まい...〕結婚祝い。

とぅずまらす [tudzɿmarasɿ]［動 I類 c型］〔とぅ
ずまらしー、とぅずまらしゃん〕終わらせる。

閉じさせる。完了させる。

とぅずまリ゚ [tudzɿmaɭ]［動 I類 a型］〔とぅずま
りー、とぅずまらん〕終わる。【例】みだ とぅ

ずまらんな（まだ終わらないか。まだまとまら

ないか）。あたがめー とぅずまリ゚どぅす（明日

まで終了する）。

とぅずみ [tudzɿmi]［名］〔とぅずみま⸣い...〕終
り。終了。完了。【例】ぱちゅがつぶどぅリ゚ぬ

とぅずみ（八月おどりの最終日）。しーとーぬ

とぅずみ（製糖の終了）。

とぅずみがた [tudzɿmigata]［名］〔とぅずみが⸣た
まい...〕終りに近いこと。

とぅずみよーイ゚ [tudzɿmijoːɿ]［名］〔とぅずみよ
ー⸣イ゚まい...〕終了祝い。【例】しーとーぬ と

ぅずみよーイ゚（製糖の終了祝い）。

とぅずみリ゚ [tudzɿmiɭ]［動 II類 c型］〔とぅずみ
ー、とぅずみん〕終わる。仕上げる。仕事を打

ちあげる。成し遂げる。完結させる。【例】ぶ

どぅリ゚ら とぅずみった（八月おどりは終了し

た）。

とぅたーら [tutaːra]［名］〔とぅたーらまい...〕十
俵。

とぅたーリ゚ [tutaːɭ]［名］〔とぅたーリ゚まい...〕十
人。

どぅだい [dudai]［名］〔どぅだいまい...〕土台。
基礎。基準。【例】くんくりぬ どぅだい（コン

クリートの土台）。

とぅだいリ゚ [tudaiɭ]［動 II類 c型］〔とぅだいー、
とぅだいん〕途絶える。途切れる。【例】ピと

ぅぬ とぅだいー みーらいん（人通りが途絶

えて見えない）。

とぅだな [tudana]［名］〔とぅだなまい...〕戸棚。
物置の棚。

とぅたん [tutan]［名］〔とぅた⸣んまい...〕トタン。
【同】「とぅたんがに」。

とぅたんがに [tutangani]［名］〔とぅた⸣んがにま
い...〕トタン。【同】「とぅたん」。

とぅたんやー [tutan.jaː]［名］〔とぅた⸣んやーま
い...〕トタンぶきの家。【例】とぅたんやーや
あみぬ んがますむぬ（トタン家は雨のときや

かましい）。

とぅっくり [tukkuri]［名］〔とぅっく⸣りまい...〕
銚子。徳利。

どぅっけん [dukken]［名］［植］〔どぅっけ⸣んま
い...〕ひめくまやなぎ。つる性で岩盤を這う。

とぅっとぅる [tutturu]［名］〔とぅっとぅ⸣るま
い...〕ぽんやり。ぼんやり者。

とぅっとぅるみーリ゚ [tutturumiːɭ]［動 II類 c型］
〔とぅっとぅるみー、とぅっとぅるみーん〕ぼん

やりする。

とぅっぱ [tuppa]［擬］吐き出させるための幼児
語。【例】とぅっぱてぃー ぱき（吐き出せ）。

どぅっふぁ [duffa]［擬］〔どぅっふぁてぃー...〕
重い物の落ちる様。穴に落ちる様。

どぅっふぁみかす [duffamikasɿ]［動 I類 c型］〔ど
ぅっふぁみかしー、どぅっふぁみかしゃん〕重

い物などを音を立てて落とす。

どぅっふぁみキ゚ [duffamikɿ]［動 I類 c型］〔どぅ
っふぁみきー、どぅっふぁみかん〕重いものな

どが音を立てて落ちる。

どぅっふぁら [duffara]［擬］穴に落ちる様。
どぅっふぁらみかす [duffaramikasɿ]［動 I類 c型］
〔どぅっふぁらみかしー、どぅっふぁらみかし

ゃん〕穴に落とす。

どぅっふぁらみキ゚[duffaramikɿ]［動 I類 c型］〔ど
ぅっふぁらみきー、どぅっふぁらみかん〕穴に

落ちる。
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とぅなみリ゚

とぅでぃリ゚ [tudiɭ]［動 II 類 c型］〔とぅでぃー、
とぅでぃん〕とじる。綴じること。ホッチキス

でとじる。

どぅどぅー [duduː]［擬］〔どぅどぅーてぃー...〕
水が勢よく流れる様。大勢の人が走る様。【例】

みずェー どぅどぅーてぃー ぱりー ぶリ゚（水

は勢いよく流れている）。

とぅどぅかしゃーリ゚ [tudukaɕaːɭ]［形］〔とぅどぅ
か⸣しゃまい...〕おとなしい。静か。

とぅどぅかす [tudukasɿ]［動 I 類 c 型］〔とぅど
ぅかしー、とぅどぅかしゃん〕轟かせる。名高

くする。響かせる。

とぅどぅかす [tudukasɿ]［動 I 類 c 型］〔とぅど
ぅかしー、とぅどぅかしゃん〕届かせる。配達

させる。配らせる。

とぅどぅかむぬ [tudukamunu]［名］〔とぅどぅか
むぬまい...。とぅどぅかむ⸣ぬまい...〕おとなし
い者。落ちついている人。静かにしている人。

とぅどぅキ゚ [tudukɿ]［動 I類 c型］〔とぅどぅき
ー、とぅどぅかん〕轟く。名高い。名声。

とぅどぅキ゚ [tudukɿ]［動 I類 c型］〔とぅどぅき
ー、とぅどぅかん〕届く。【例】てぃがミ゚ぬ と

ぅどぅキ゚（手紙が届く）。

とぅどぅきリ゚ [tudukiɭ]［動 II類 c型］〔とぅどぅ
きー、とぅどぅきん〕届ける。届け出る。申し

出る。【例】やくばんけー っふぁぬ ムまりう

とぅどぅきが（役場へ子の出生届けをする）。

とぅどぅくーリ゚ [tudukuːɭ]［動 I類 c型］〔とぅど
ぅくーりー、とぅどぅくーらん〕滞る。停滞す

る。止まってしまう。【例】じんぱるーぬどぅ

とぅどぅくーりった（金の支払いが滞った）。

とぅとぅぬいリ゚ [tutunuiɭ]［動 II類 c型］〔とぅ
とぅぬいー、とぅとぅぬいん〕整える。片付け

る。揃える。【例】とぅとぅぬいー うき（整え

ておきなさい）。

とぅとぅぬー [tutunuː]［動 I類 c型］〔とぅとぅ
ねー、とぅとぅなーん〕整う。揃う。まとまる。

【例】きーむぬ ぬ とぅとぅねー ぶリ゚（着る

着物が整っている）。

とぅどぅまリ゚ [tudumaɭ]［動 I 類 c 型］〔とぅど
ぅまりー、とぅどぅまらん〕とどまる。留まる。

滞在する。【例】うぷかでぃぬ とぅどぅまリ゚

（台風が停滞している）。

とぅとぅみ [tutumi]［助］〜と共に。〜と一緒に。
【例】ヴヴぁとぅとぅみ（君と共に）。

とぅとぅみ [tutumi]［助］〜まで。【例】にーとぅ
とぅみ（根っこまで・根こそぎ）。

とぅとぅみキ゚ [tutumikɿ]［動 I類 c型］〔とぅと
ぅみきー、とぅとぅみかん〕動悸。心臓がどき

どきすること。

どぅどぅみキ゚ [dudumikɿ]［動 I類 c型］〔どぅど
ぅみきー、どぅどぅみかん〕勢いよく流れる。

大勢の人が走る。どよめく。

とぅどぅみリ゚ [tudumiɭ]［動 II類 c型］〔とぅど
ぅみー、とぅどぅみん〕殺す。打ちのめす。と

どめる。

とぅとぅリ゚ [tutuɭ]［動 I類 c型］〔とぅとぅりー、
とぅとぅらん〕ぼんやりする。

とぅとぅリ゚むぬ [tutuɭmunu]［名］〔とぅとぅリ゚む
⸣ぬまい...〕ぼんやり者。【類】「とぅとぅるー」。
「とぅとぅれ」。

とぅとぅるー [tuturuː]［名］〔とぅとぅる⸣ーま
い...〕ぽんやり者。【同】「とぅとぅれ」。【類】
「とぅとぅリ゚むぬ」。

とぅとぅれ [tuture]［名］〔とぅとぅ⸣れまい...〕ぼ
んやり者。【同】「とぅとぅるー」。【類】「とぅ

とぅリ゚むぬ」。

とぅなー [tunaː]［名］〔とぅなーまい...〕二十銭。
とぅないリ゚ [tunaiɭ]［動 II類 c型］〔とぅないー、
とぅないん〕唱える。台詞を言う。

とぅなか [tunaka]［名］〔とぅなかんまい...〕海
の上。沖合。洋上。

とぅなぎ [tunagi]［助］〜とともに。【例】すまと
ぅなぎ（島と共に。島のある限り）。

とぅなます [tunamasɿ]［動 I類 a型］〔とぅなま
しー、とぅなましゃん〕きちんと揃える。

とぅなみ [tunami]［名］〔とぅなみま⸣い...〕平た
くすること。同じ高さにすること。揃えること。

整えること。

とぅなみリ゚ [tunamiɭ]［動 II類 c型］〔とぅなみ
ー、とぅなみん〕均す。平均にする。地をなら

す。揃える。【類】「なだらきリ゚」。
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とぅなム

とぅなム [tunam]［動 I類 c型］〔とぅなみー、と
ぅなまん〕平均になる。水平になる。同じ高さ

になる。揃う。

とぅなら [tunara]［名］［植］〔とぅな⸣らまい...〕
あきののげし。

とぅなリ゚ [tunaɭ]［名］〔とぅなリ゚まい...〕隣。隣
近所。

とぅなリ゚ぐみ [tunaɭgumi]［名］〔とぅなリ゚ぐみま
い...。とぅなリ゚ぐ⸣みまい...〕隣組。

とぅなリ゚びらイ゚ [tunaɭbiraɿ]［名］〔とぅなリ゚びら
⸣イ゚まい...〕近所付き合い。

とぅにかく [tunikaku]［副］とにかく。
とぅぬ [tunu]［名］〔とぅ⸣ぬまい...〕殿。殿様。
とぅぬイ゚ [tunuɿ]［名］［干支］〔とぅぬ⸣イ゚まい...〕
酉の日。【同】「とぅリ゚ぬイ゚」。

とぅぬイ゚ぬ ピー [tunuɿnu pɿː]［名］［干支］〔と
ぅぬイ゚⸣ぬピーまい...〕酉の日。【同】「とぅリ゚ぬ
イ゚ぬピー」。

とぅぬイ゚ムまり [tunuɿmmari]［名］［干支］〔とぅ
ぬイ゚ムま⸣りまい...〕酉の日生まれ。酉の日に生
まれた人。【同】「とぅリ゚ぬイ゚ムまり」。

とぅぬギ [tunugɿ]［動 I類 a型］〔とぅぬぎー、と
ぅぬがん〕小刻みに動く。体を揺り動かす。八

月おどりの総引の一つ。

とぅぬつ [tunutsɿ]［名］〔とぅぬ⸣つまい...〕殿内。
首里城。子守歌の一節。2019年 10月 31日焼
失。

とぅばがらす [tubagarasɿ]［動 I類 a型］〔とぅば
がらしー、とぅばがらしゃん〕はばたかす。凧

揚げをする。

とぅばがリ゚ [tubagaɭ]［動 I類 a型］〔とぅばがり
ー、とぅばがらん〕飛び上がる。鳥が飛んでい

く。凧が揚がる。

とぅぱキ゚ [tupakɿ]［名］〔とぅぱ⸣キ゚まい...〕唾を
吐き出すこと。ところ構わず唾を吐く。行儀の

悪いことの一つ。

とぅばす [tubasɿ]［名］〔とぅばすまい...〕火持ち
のよい木。松の木の根。炭火を翌朝まで木灰に

入れて種火とした。

とぅばす [tubasɿ]［動 I類 a型］〔とぅばしー、と
ぅばしゃん〕飛ばす。紙飛行機を飛ばす。鳥を

逃す。

とぅばすなー [tubasɿnaː]［名］〔とぅばすなーま
い...〕風を利用して釣り糸を飛ばす漁の方法。
満潮時に行う。

とぅばらーま [tubaraːma]［名］〔とぅばらー⸣ま
まい...〕八重山の⺠謡。

とぅビ [tubɿ]［動 I類 a型］〔とぅびー、とぅば
ん〕行く。帰って行く。【例】なーが やーんけ

ー とぅビ（自分の家に帰る）。

とぅビ [tubɿ]［動 I類 a型］〔とぅびー、とぅば
ん〕飛ぶ。跳ぶ。はねる。ジャンプする。空を

飛ぶ。高跳する。幅跳する。【例】とぅびー か

つみる（跳んでつかまえろ）。

とぅビあがリ゚ [tubɿagaɭ]［動 I 類 a 型］〔とぅビ
あがりー、とぅビあがらん〕跳び上がる。【同】

「とぅばがリ゚」。

とぅビいり [tubɿiri]［名］〔とぅビいりまい...〕飛
び入り。舞台に予定外の人が参加すること。

とぅビうきリ゚ [tubɿukiɭ]［動 II類 c型］〔とぅビ
うきー、とぅビうきん〕跳び起きる。元気よく

起きる。

とぅビきリ゚ [tubɿkiɭ]［動 I類 a型］〔とぅビきり
ー、とぅビきらん〕飛び切る。とびぬけて優れ

る。【例】くれー とぅビきり ムましゃーリ゚（こ

れは飛びきりうまい）。

とぅビくいリ゚ [tubɿkuiɭ]［動 II類 a型］〔とぅビ
くいー、とぅビくいん〕跳び越える。【例】に

んピとぅー とぅビくいリ゚（寝ている人を飛び

越える）。

とぅビくす [tubɿkusɿ]［動 I類 a型］〔とぅビくし
ー、とぅビくしゃん〕飛び越す。

とぅビくム [tubɿkum]［動 I 類 a 型］〔とぅビく
みー、とぅビくまん〕跳び込む。【例】ふにか

ら とぅビくム（船の上から飛び込む）。

とぅビぬーリ゚ [tubɿnuːɭ]［動 I類 a型］〔とぅビぬ
ーりー、とぅビぬーらん〕飛び乗る。定員を越

えて乗船する。昔、チケットのない人も乗船し

た。

とぅビゆ [tubɿju]［名］［魚］〔とぅビ⸣ゆまい...〕
とびうお。航海中に見える飛魚はトンボのよう

だった。
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どぅみかす

どぅぶ [dubu]［名］〔どぅぶまい...〕どぶ。下水
溜め。

どぅぶ [dubu]［擬］〔どぅぶてぃー...〕穴にドン
と落ちる様。

どぅふかす [dufukasɿ]［動 I 類 c 型］〔どぅふか
しー、どぅふかしゃん〕突き破る。【例】いた

う どぅふかす（板を突き破る）。

どぅふぎ [dufugi]［名］［植］〔どぅふ⸣ぎまい...〕
でいご。でいごの木。【例】どぅふぎぬ ぱな

（でいごの花。沖縄県の県花）。

とぅぶきリ゚ [tubukiɭ]［動 II 類 a 型］〔とぅぶき
ー、とぅぶきん〕ひらける。しらける。夜が明

ける。

どぅふきリ゚ [dufukiɭ]［動 II 類 c 型］〔どぅふき
ー、どぅふきん〕穴ができる。朽ちた木に穴が

開く。【例】どぅふきった（穴が開いた）。

どぅぶく [dubuku]［名］〔どぅぶくまい...〕土木。
土木工事。

とぅぶた [tubuta]［名］〔とぅぶたまい...〕落ち着
きのない者。

とぅぶてぃむぬ [tubutimunu]［名］〔とぅぶてぃ
むぬまい...〕軽率。あわて者。落ちつきのない
者。【例】とぅぶてぃむぬぬ わじゃ（あわて者

の仕事）。

とぅぶてぃリ゚ [tubutiɭ]［動 II類 a型］〔とぅぶて
ぃー、とぅぶてぃん〕落ち着かなくなる。【例】

とぅぶてぃんぐとぅ しる（落ち着いてやりな

さい）。

とぅぶり [tuburi]［名］〔とぅぶりまい...〕浜辺に
通じる道。「跳び下り」の意か。多良間島に 46
ヶ所、水納島に 7 ヶ所の〈とぅぶり〉がある。
村史。

とぅべう [tubeu]［動 I類 c型］〔とぅべー、とぅ
ばーん〕往き交う。出会う。道路上で歩きなが

ら出会う。

とぅまい [tumai]［助］〜とも。【例】ヴヴぁとぅ
まい（君とも）。かリ゚とぅまい（彼とも）。うや

とぅまい（親とも）。

どぅまヴヴぁす [dumavvasɿ]［動 I類 c型］〔どぅ
まヴヴぁしー、どぅまヴヴぁしゃん〕惑わす。

どぅまヴヴぃむぬ [dumavvimunu]［名］〔どぅま

ヴヴぃむ⸣ぬまい...〕まぬけ者。ぼんやり者。仕
事に抜かりがあること。

どぅまヴヴぃリ゚ [dumavviɭ]［動 II類 c型］〔どぅ
まヴヴぃー、どぅまヴヴぃん〕戸惑う。迷う。

狼狽。まごつく。【例】どぅまヴヴぃー ねーん

（まごついてしまった）。【類】「とぅまどー」。

とぅまどー [tumadoː]［動 I 類 a 型］〔とぅまで
ー、とぅまだーん〕戸惑う。迷う。狼狽。【類】

「どぅまヴヴぃリ゚」。

とぅまらす [tumarasɿ]［動 I類 a型］〔とぅまら
しー、とぅまらしゃん〕止まらす。止めさせる。

車を止めさせる。【例】すぐとぅー とぅまらす

（仕事を中止させる）。

とぅまらす [tumarasɿ]［動 I類 a型］〔とぅまら
しー、とぅまらしゃん〕泊らす。泊めさせる。

宿泊させる。【例】とぅまらしゃだ（宿泊させ

なさい）。

とぅまリ゚ [tumaɭ]［名］〔とぅまリ゚んまい...〕泊。
〈とぅまリ゚うたき〉（泊御嶽）のこと。

とぅまリ゚ [tumaɭ]［動 I類 a型］〔とぅまりー、と
ぅまらん〕止まる。【例】ぱなすぬ とぅまリ゚

（話が止まる）。くるまぬ とぅまリ゚（車が止ま

る）。

とぅまリ゚ [tumaɭ]［動 I類 a型］〔とぅまりー、と
ぅまらん〕泊る。【例】たかぬ とぅまリ゚ぎー

（さしばの泊る木）。

とぅまリ゚うたき [tumaɭutaki]［名］〔とぅまリ゚うた
きんまい...〕泊御嶽。

どぅまんぎリ゚ [dumangiɭ]［動 II類 a型］〔どぅま
んぎー、どぅまんぎん〕たまげる。驚く。びっ

くりする。【例】どぅまんぎー ねーん（びっく

りしてしまった）。

どぅまんなか [dumannaka]［名］〔どぅまんなか
んまい...〕ど真ん中。ちょうど真ん中。まん真
ん中。【例】とぅかいぬ どぅまんなか（都会の

ど真ん中）。

とぅみあます [tumiamasɿ]［動 I類 c型］〔とぅみ
あましー、とぅみあましゃん〕探しきれない。

探しあぐねる。【例】ばっすぃむぬー とぅみあ

ましー（忘れものを探しあぐねた）。

どぅみかす [dumikasɿ]［動 I類 c型］〔どぅみか
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とぅみがに

しー、どぅみかしゃん〕勢よく走らせる。【例】

ふなムかいが どぅみかす（船を迎えに走り出

す）。

とぅみがに [tumigani]［名］〔とぅみが⸣にまい...〕
留金。継ぎ目が外れないように留めておく金

具。

どぅみキ゚[dumikɿ]［動 I類 c型］〔どぅみきー、ど
ぅみかん〕一⻫に走り出す。集団で走り出す。

【例】まらそんゆ どぅみキ゚（マラソンを走り出

す）。

とぅみただキ゚ [tumitadakɿ]［動 I 類 c 型］〔とぅ
みただきー、とぅみただかん〕探し求め尋ねる。

家族を探し尋ねる。

とぅみまぐらす [tumimagurasɿ]［動 I類 c型］〔と
ぅみまぐらしー、とぅみまぐらしゃん〕探し惑

わす。探しまわる。

とぅみむぬ [tumimunu]［名］〔とぅみむ⸣ぬまい...〕
探しもの。拾いもの。【例】じんぬ とぅみむぬ

（金の拾い物）。

とぅみらいリ゚ [tumiraiɭ]［動 II類 c型］〔とぅみ
らいー、とぅみらいん〕見つかる。探される。

【例】ぴんぎぴんだー とぅみらいー（逃げた山

羊は見付かった）。

どぅみらいリ゚ [dumiraiɭ]［動 II類 c型］〔どぅみ
らいー、どぅみらいん〕叩かれる。殴られる。

【同】「どぅみらりリ゚」。

どぅみらりリ゚ [dumirariɭ]［動 II類 c型］〔どぅみ
らりー、どぅみらりん〕叩かれる。殴られる。

【同】「どぅみらいリ゚」。

とぅみリ゚ [tumiɭ]［動 II類 a型］〔とぅみー、と
ぅみん〕止める。【例】くるまう とぅみリ゚（車

を止める）。

とぅみリ゚ [tumiɭ]［動 II類 a型］〔とぅみー、と
ぅみん〕泊める。宿泊させる。【例】あが やー

ん とぅみリ゚（私の家に泊める）。

とぅみリ゚ [tumiɭ]［動 II類 a型］〔とぅみー、と
ぅみん〕探す。求める。探し当てる。見付かる。

【例】しゅくー とぅみリ゚（職を探す）。

どぅみリ゚ [dumiɭ]［動 II類 c型］〔どぅみー、ど
ぅみん〕叩く。なぐる。

とぅみんかにリ゚ [tuminkaniɭ]［動 II類］〔とぅみ

んかにー、とぅみんかにん〕探しかねる。【例】

とぅみんかにー ぶリ゚（探しかねている）。

とぅム [tum]［助］〜だけでも。〜さえも。【例】う
れーとぅム しゅだ（それだけでもしなさい）。

ヴヴぁーとぅム やーん ぶり（君だけでも家

にいなさい）。

とぅむ [tumu]［名］〔とぅ⸣むまい...〕お供。伴。
同伴。【例】とぅむー しらいー わーり（いら

っしゃって下さい）。

とぅむ [tumu]［名］〔とぅむ⸣んまい...〕船の後。
船尾。艫。

どぅム [dum]［助］もっと。【例】あんどぅム し

らいん（ぼくはもっと）。

とぅムかいリ゚ [tumkaiɭ]［動 I 類 c 型］〔とぅム
かいりー、とぅムかいらん〕ふり返る。振り向

く。【例】とぅムかいりー みーリ゚（振り向いて

見る）。【類】「とぅムまーリ゚」。

とぅむすー [tumusɿː]［連語］お供する。招待す
る。随行する。【例】うたきんけー とぅむ す

ー（御嶽にお伴する）。

とぅむずな [tumudzɿna]［名］〔とぅ⸣むずなまい...〕
とも綱。もやい綱。船を岸壁につなげる綱。

とぅむだうり [tumudauri]［名］〔とぅむだう⸣り
まい...〕共倒れ。一緒に倒れること。選挙に共
倒れすること。無理して助けようとして共倒れ

すること。

とぅムだす [tumdasɿ]［動 I類 a型］〔とぅムだし
ー、とぅムだしゃん〕外へ出させる。外出させ

る。【例】ぴんだう まキ゚から とぅムだす（山

羊を囲いから出す）。【類】「ぬムだす」。

とぅムたつ [tumtatsɿ]［動 I類 a型］〔とぅムたて
ぃー、とぅムたたん〕急に立ち上がる。

とぅムたつ [tumtatsɿ]［動 I類 c型］〔とぅムたて
ぃー、とぅムたたん〕突っ立つ。ぼんやりして

立つ。

とぅムでぃぱずみ [tumdipadzɿmi]［名］〔とぅム
でぃぱずみまい...〕出産後のはじめての外出。

とぅムでぃリ゚ [tumdiɭ]［動 II類 a型］〔とぅムで
ぃー、とぅムでぃん〕外出する。家畜が小屋か

ら逃げる。【例】あみぬ ぱりるばどぅ とぅム

でぃリ゚（雨が晴れるから外出する）。【類】「ぬ

308



とぅらどぅす

ムでぃリ゚」。

とぅムばら [tumbara]［名］〔とぅムばらま⸣い...〕
岩。〈あまがーとぅムばら〉。〈とぅがリ゚らとぅ

ムばら〉。

とぅムべん [tumben]［名］［植］〔とぅムべ⸣んま
い...〕⻯舌蘭。葉。多肉質。葉を渚に埋めて繊維
をとる。多肉の葉の先と両側に鋭い棘がある。

昔、葉を浜辺に埋めて腐らせて、繊維を取って

ロープを作った。馬の手綱、船のアンカー綱に

使用した。

どぅムま [dumma]［擬］跳び下りる様。【類】「ぶ
どぅリ゚げーム」。

どぅムまー [dummaː]［助］〜さえ。比較用語。【例】
かリ゚どぅムまーどぅ すー（彼でさえもしてい

る）。

とぅムまーリ゚ [tummaːɭ]［動 I類 a型］〔とぅムま
ーりー、とぅムまーらん〕止まって回る。ふり

返る。【例】とぅムまーりー みーリ゚（振り返っ

て見る）。【類】「とぅムかいリ゚」。

どぅムまどぅムま [dummadumma]［擬］〔どぅム
まどぅムまてぃー...〕太鼓をたたく音。工事現
場の大きい音。

どぅムみかす [dummikasɿ]［動 I 類 c 型］〔どぅ
ムみかしー、どぅムみかしゃん〕騒ぎ立てる。

器物を（激しく）打ち鳴らす。威勢よくたたく。

オーケストラの出す音など。

どぅムみキ゚ [dummikɿ]［動 I類 c型］〔どぅムみ
きー、どぅムみかん〕爆発音がする。

どぅむリ゚ [dumuɭ]［動 I類 c型］〔どぅむりー、ど
ぅむらん〕どもる。

とぅやう [tujau]［動 I類 c型］〔とぅいぇー、と
ぅやーん〕会う。交わる。会談する。

どぅゆー [dujuː]［名］〔どぅゆ⸣ーまい...〕土曜
日。

どぅゆー [dujuː]［名］〔どぅゆ⸣ーまい...〕土用。
土用うなぎ。季節。夏のもっとも暑い季節。立

秋の前の 18日間。
どぅゆーなム [dujuːnam]［名］〔どぅゆーな⸣ムま
い...〕土用波。土用の時期の海のうねり。

とぅゆます [tujumasɿ]［動 I類 a型］〔とぅゆま
しー、とぅゆましゃん〕響ます。とよむこと。

鳴りひびかせる。有名にさせる。

どぅゆみキ゚ [dujumikɿ]［動 I類 c型］〔どぅゆみ
きー、どぅゆみかん〕どよめく。音が鳴りひび

く。

とぅゆム [tujum]［動 I類 a型］〔とぅゆみー、と
ぅゆまん〕響む。有名になる。出生する。

とぅゆめ [tujume]［名］〔とぅゆ⸣めまい...〕豊見
親。響む人。土原春源のこと。幼名を〈うどぅ

る〉（宇曽呂）という。1500年に多良間島主と
なる。村史参照。

とぅら [tura]［名］〔とぅらまい...〕⻁。
とぅら [tura]［名］〔とぅらまい...〕寅。十二支の
三番目。寅年。とぅらどぅい。⻁。

どぅら [dura]［名］〔どぅらまい...〕銅鑼金。船
の出航に鳴らす。【類】「どぅらがに」。

どぅらー [duraː]［終］〜だからねえ。【例】あんし
ーどぅらー（そうだからねえ）。

どぅらがに [duragani]［名］〔どぅらがにまい...〕
銅鑼金。【類】「どぅら」。

とぅらかみ [turakami]［名］〔とぅらかみまい...〕
一石入れのかめ。

とぅらかみ [turakami]［名］〔とぅらかみまい...〕
大きなかめ。

とぅらぎリ゚ [turagiɭ]［動 II類 c型］〔とぅらぎー、
とぅらぎん〕取り上げる。敷き物をあげること。

【例】むっすー とぅらぎリ゚（筵をあげる）。

どぅらぐい [duragui]［名］〔どぅらぐいまい...〕
どら声。太って濁った声。

とぅらしぶ [turaɕibu]［名］〔とぅらし⸣ぶまい...〕
寅支部。天川。大道。【類】「しおとぅら」。「な

かとぅら」。

とぅらす [turasɿ]［動 I類 c型］〔とぅらしー、と
ぅらしゃん〕取らせる。与える。渡す。あげる。

【例】ばとんゆ つらす（バトンを渡す）。しょ

ーじょーゆ とぅらす（賞状をあげる）。

とぅらすみー [turasɿmiː]［名］〔とぅらすみ⸣ーま
い...〕渡し前。配分。出し前。

とぅらどぅい [turadui]［名］［干支］〔とぅらどぅ
いまい...〕寅の干支。寅年。寅年生れ。【例】あ
んや とぅらどぅい（私は寅年生れだ）。

とぅらどぅす [turadusɿ]［名］［干支］〔とぅらど
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ぅすまい...〕寅年。寅年生まれ。【例】あんや
とぅらどぅす（私は寅年だ）。

とぅらぬ じゅー [turanu dʑuː]［名］［植］〔とぅ
らぬじゅ⸣ーまい...〕ちとせらん。【類】「とらの
おう」。

とぅらぬイ゚ [turanuɿ]［名］［干支］〔とぅらぬイ゚ま
い...〕寅の日。

とぅらぬイ゚ぬ ピー [turanuɿnu pɿː]［名］［干支］
〔とぅらぬイ゚ぬピーまい...〕寅の日。
とぅらぬイ゚ムまり [turanuɿmmari]［名］［干支］〔と
ぅらぬイ゚ムまりまい...〕寅の日生まれ。寅の日
に生まれた人。

とぅらぬぱ [turanupa]［名］［干支］〔とぅらぬぱ
まい...〕寅の方角。東北東。東の方。

とぅらぬぱでぃー [turanupadiː]［名］［地］〔とぅ
らぬぱでぃーまい...〕寅の里。塩寅。仲寅。【類】
「とぅらしぶ」。

とぅらんてぃ [turanti]［名］［干支］〔とぅらんて
ぃまい...〕寅年。

とぅリ゚ [tuɭ]［名］〔とぅリ゚まい...〕鳥。鳥の総称。
鶏。

とぅリ゚ [tuɭ]［名］［干支］〔とぅリ゚まい...〕酉。十
二支の十番目。酉年。〈とぅリ゚どぅい〉。鶏。

とぅリ゚ [tuɭ]［動 I類 c型］〔とぅりー、とぅらん〕
取る。獲る。採る。撮る。捕る。【例】とぅり

（取れ）。うるー とぅり（それを取れ）。

とぅリ゚ [tuɭ]［動 I類 c型］〔とぅりー、とぅらん〕
収穫する。取り入れる。【例】ムーとぅリ゚（芋

掘り）。あーとぅリ゚（粟の収穫）。

とぅり [turi]［名］〔とぅりまい...〕凪。【例】と
ぅりがま（気持ちよい天気）。

とぅリ゚あーす [tuɭaːsɿ]［名］〔とぅリ゚あー⸣すまい...〕
闘鶏。

とぅりー [turiː]［接尾］〜して。〜しながら。付帯
の接辞。【例】あんしー すとぅりー（そうしな

がら）。

とぅリ゚うー [tuɭuː]［名］〔とぅリ゚う⸣ーまい...〕鶏
追い。鶏を追っぱらうこと。庭にむしろを敷い

て収穫物を干したときに鶏を追っ払った。

とぅリ゚うとぅす [tuɭutusɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚う
とぅしー、とぅリ゚うとぅしゃん〕取り落とす。

とぅリ゚かいす [tuɭkaisɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚か
いしー、とぅリ゚かいしゃん〕取り返す。

とぅリ゚かいリ゚ [tuɭkaiɭ]［動 II類 c型］〔とぅリ゚か
いー、とぅリ゚かいん〕取り替える。

とぅリ゚かくム [tuɭkakum]［動 I類 c型］〔とぅリ゚
かくみー、とぅリ゚かくまん〕取り囲む。【例】あ

ムにー とぅリ゚かくム（網で取り囲む）。【類】

「とぅリ゚ぱてぃリ゚」。

とぅリ゚かつみリ゚ [tuɭkatsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔と
ぅリ゚かつみー、とぅリ゚かつみん〕捕りつかまえ

る。捕り押さえる。【例】うっじゃう とぅリ゚か

つみリ゚（うずらを取り押さえる）。

とぅリ゚キ゚ー [tuɭkɿː]［動 I類 c型］〔とぅリ゚キ゚すぃ
ー、とぅリ゚キ゚さん〕取りきる。【例】とぅリ゚キ゚

すぃー ねーん（取り切って何もない）。

とぅりきす [turikisɿ]［動 I類 c型］〔とぅりきし
ー、とぅりきしゃん〕取り消す。打ち消す。な

かったことにする。

とぅりきみ [turikimi]［名］〔とぅりき⸣みまい...〕
取り決め。約束。契約。話し合い。

とぅりきみリ゚ [turikimiɭ]［動 II類 c型］〔とぅり
きみー、とぅりきみん〕取り決める。決定する。

とぅリ゚ぐぱん [tuɭgupan]［名］〔とぅリ゚ぐぱんま
い...〕鶏の肉料理。

とぅりくム [turikum]［動 I類 c型］〔とぅりくみ
ー、とぅりくまん〕取り込む。洗濯物を取り込

む。外から内へ取り込む。

とぅりしまリ゚[turiɕimaɭ]［動 I類 c型］〔とぅりし
まりー、とぅりしまらん〕取り締まる。【例】き

ーさつぬ とぅりしまリ゚（警察が取り締まる）。

【同】「とぅリ゚すまリ゚」。

とぅリ゚じゃた [tuɭdʑata]［名］〔とぅリ゚じゃ⸣たま
い...〕取り沙汰。うわさ。話が広がること。

とぅりしゅるいリ゚ [turiɕuruiɭ]［動 II類 c型］〔と
ぅりしゅるいー、とぅりしゅるいん〕取り揃え

る。【例】とぅりしゅるいー うかん（取り揃え

ていない）。

とぅリ゚すまリ゚ [tuɭsɿmaɭ]［動 I類］〔とぅリ゚すまり
ー、とぅリ゚すまらん〕〔とぅ⸣リ゚すまりー ぶリ゚〕

取り締まる。捕らえる。【例】きーさつぬ とぅ

リ゚すまリ゚（警察が取り締まる）。【同】「とぅり
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しまリ゚」。

とぅリ゚すらび [tuɭsɿrabi]［名］〔とぅリ゚すら⸣びま
い...。とぅ⸣リ゚すらびまい...〕取調べ。

とぅリ゚すらびリ゚ [tuɭsɿrabiɭ]［動 II類 c型］〔とぅ
リ゚すらびー、とぅリ゚すらびん〕取り調べる。

とぅリ゚だす [tuɭdasɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚だし
ー、とぅリ゚だしゃん〕取り出す。

とぅりたてぃリ゚ [turitatiɭ]［動 II 類 c 型］〔とぅ
りたてぃー、とぅりたてぃん〕取り立てる。徴

収する。

とぅりちがい [turitɕigai]［名］〔とぅりちが⸣いま
い...〕取り違い。取り違えること。誤解するこ
と。

とぅりちがいリ゚ [turitɕigaiɭ]［動 II類 c型］〔とぅ
りちがいー、とぅりちがいん〕取り違える。誤

解する。【例】ぱなすう とぅりちがいリ゚（話を

誤解する）。

とぅリ゚つかぬー [tuɭtsɿkanuː]［名］〔とぅリ゚つかぬ
⸣ーまい...〕鶏を飼育する。養鶏。各家庭で養鶏
をしていた。

とぅりつぎ [turitsɿgi]［名］〔とぅりつ⸣ぎまい...〕
取り継ぎ。間に立って伝達すること。

とぅりつきリ゚ [turitsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔とぅり
つきー、とぅりつきん〕取り付ける。【例】やく

しゅくー とぅりつきリ゚（約束を取り付ける）。

カーテンゆ とぅりつきリ゚（カーテンを取り付

ける）。

とぅリ゚てぃ [tuɭti]［名］〔とぅリ゚てぃまい...〕馬車
の前方の両側にある部品。先端にロープをかけ

て馬の鞍にしかける。

とぅリ゚どぅい [tuɭdui]［名］［干支］〔とぅリ゚どぅ
いまい...〕酉年生まれ。鶏。

とぅリ゚なうす [tuɭnausɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚な
うしー、とぅリ゚なうしゃん〕取り直す。【同】「と

ぅリ゚のーす」。

とぅリ゚なキ゚ [tuɭnakɿ]［名］〔とぅリ゚なキ゚まい...〕鶏
の鳴くこと。一番鶏。二番鶏。時を知らせる鶏

の鳴くこと。

とぅリ゚なキ゚ばな [tuɭnakɿbana]［名］〔とぅリ゚なキ゚ば
なまい...〕鶏の鳴く頃。鶏の鳴く時刻。未明。

とぅリ゚ぬ きん [tuɭnu kin]［名］〔とぅリ゚ぬき⸣ん

まい...〕鳥の蹴爪。
とぅリ゚ぬ くが [tuɭnu kuga]［名］〔とぅリ゚ぬく⸣が
まい...〕鶏の卵。各家庭に巣を作ってあった。

とぅリ゚ぬ くす [tuɭnu kusɿ]［動 I類 c型］〔とぅ
リ゚ぬくしー、とぅリ゚ぬくしゃん〕取り残す。【例】

ムーぬ とぅリ゚ぬくす（芋の掘り残し）。

とぅリ゚ぬ すー [tuɭnu sɿː]［名］〔とぅリ゚ぬす⸣ーま
い...〕鶏の巣。鳥の巣。鳩の巣は村落内にもあ
った。

とぅリ゚ぬ すーやー [tuɭnu sɿːjaː]［名］〔とぅリ゚ぬ
す⸣ーやーまい...〕散らかっている家のことを
ひにくって言う。粗末な家。

とぅリ゚ぬ つか [tuɭnu tsɿka]［名］〔とぅリ゚ぬつ⸣
かまい...〕鳥塚。水納島にある。

とぅリ゚ぬ っふぁ [tuɭnu ffa]［名］〔とぅリ゚ぬっ⸣
ふぁまい...〕ひよこ。

とぅリ゚ぬ ぱに [tuɭnu pani]［名］〔とぅリ゚ぬぱ⸣に
まい...〕鳥の羽。翼。鳥の羽毛。「鷲の羽を茅と
して」と〈あだんやぬあず〉の歌にある。

とぅリ゚ぬ ふしゅ [tuɭnu fuɕu]［名］〔とぅリ゚ぬふ⸣
しゅまい...〕鳥のふん。肥料として重宝がられ
た。

とぅリ゚ぬ やー [tuɭnu jaː]［名］〔とぅリ゚ぬや⸣ー
まい...〕鶏小屋。掘っ立て小屋であった。多く
の家では屋敷の周囲の木に止まらせた。

とぅリ゚ぬイ゚ [tuɭnuɿ]［名］［干支］〔とぅリ゚ぬ⸣イ゚ま
い...〕酉の日。【同】「とぅぬイ゚」。

とぅリ゚ぬイ゚ぬ ピー [tuɭnuɿnu pɿː]［名］［干支］〔と
ぅリ゚ぬイ゚ぬピーまい...〕酉の日。【同】「とぅぬ
イ゚ぬピー」。

とぅリ゚ぬイ゚ムまり [tuɭnuɿmmari]［名］［干支］〔と
ぅリ゚ぬイ゚ムま⸣りまい...〕酉の日生まれ。酉の日
に生まれた人。【同】「とぅぬイ゚ムまり」。

とぅリ゚のーす [tuɭnoːsɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚の
ーしー、とぅリ゚のーしゃん〕取り直す。【同】「と

ぅリ゚なうす」。

とぅリ゚ぱっじゃき [tuɭpaddʑaki]［名］〔とぅリ゚ぱ
っじゃきまい...〕取り損ね。もう少しのところ
で取り逃すこと。

とぅリ゚ぱっじゃきリ゚ [tuɭpaddʑakiɭ]［動 II類 c型］
〔とぅリ゚ぱっじゃきー、とぅリ゚ぱっじゃきん〕取
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り損ねる。

とぅリ゚ぱてぃリ゚ [tuɭpatiɭ]［動 II類 a型］〔とぅリ゚
ぱてぃー、とぅリ゚ぱてぃん〕取り果てる。取り

尽す。残らず取ってしまう。【例】ぴしムなう

とぅリ゚ぱてぃんな（さざえを取り尽すな）。【類】

「とぅリ゚キ゚ー」。

とぅりばら [turibara]［名］〔とぅりばらまい...。
とぅりば⸣らまい...〕ぼんやり者。気のきかな
い者。間抜け者。【同】「とぅりばれ」。

とぅりばリ゚ [turibaɭ]［動 I類 a型］〔とぅりばり
ー、とぅりばらん〕ぼんやりする。【例】とぅ

りばらんぐとぅ しる（ぼんやりしないでやり

なさい）。

とぅりばれ [turibare]［名］〔とぅりばれまい...。
とぅりば⸣れまい...〕ぼんやり者。気のきかな
い者。間抜け者。【同】「とぅりばら」。

とぅりひき [turihiki]［名］〔とぅりひ⸣きまい...〕
取引。売り買い。

とぅりピぐリ゚ [turipɿguɭ]［名］〔とぅりピぐリ゚ま
い...〕風のない冷え込み。冬の凪の寒気。底冷
え。身にしみる冷気。

とぅリ゚ぴんがす [tuɭpingasɿ]［動 I類 c型］〔とぅ
リ゚ぴんがしー、とぅリ゚ぴんがしゃん〕取り逃す。

とぅリ゚ふちき [tuɭfutɕiki]［名］［病］〔とぅリ゚ふち
きまい...〕湿疹。

とぅりまい [turimai]［名］〔とぅりま⸣いまい...〕
取り前。取り分。【例】くすかー あが とぅり

まい（これだけはぼくの取り前だ）。【類】「と

ぅリ゚ー」。

とぅリ゚みー [tuɭmiː]［名］〔とぅリ゚み⸣ーまい...〕取
り前。取り分。【類】「とぅりまい」。

とぅリ゚みー [tuɭmiː]［名］〔とぅリ゚みーまい...〕鳥
目。夜盲症。夕方になって光線の少ないときに

見えにくいこと。鳥は夜目がきかないことから

言う。

とぅリ゚むつ [tuɭmutsɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚むて
ぃー、とぅリ゚むたん〕取り持つ。もてなす。仲

立ちする。世話をする。【例】じゃーう とぅリ゚

むつ（座を取り持つ）。

とぅり゚むどぅす [turi゚mudusɿ]［動 I 類 c 型］〔と
ぅり゚むどぅしー、とぅり゚むどぅしゃん〕取り戻

す。【例】やみーたリ゚ ぶんゆ とぅリ゚むどぅす

（病気していた分を取り戻す）。

とぅリ゚やま [tuɭjama]［名］〔とぅリ゚やままい...〕鳥
山。かつお鳥の群れること。

とぅリ゚やみ [tuɭjami]［名］〔とぅリ゚やみまい...〕取
り止め。中止。行事を中止すること。台風のた

めの中止。

とぅりゆしリ゚ [turijuɕiɭ]［動 II類 c型］〔とぅり
ゆしー、とぅりゆしん〕取り寄せる。注文する。

【例】すなむぬー とぅりゆしリ゚（品物を取り寄

せる）。

とぅりリ゚ [turiɭ]［動 II類 a型］〔とぅりー、とぅ
りん〕凪ぐ。風がやむ。海が静かになる。【例】

かでー とぅりった（風は凪いだ）。

とぅリ゚んキ゚ [tuɭnkɿ]［動 I 類 c 型］〔とぅリ゚んき
ー、とぅリ゚んかん〕取り込む。洗濯物を片付け

る。【例】やーんかんけー とぅリ゚んキ゚（家の中

へ取り込む）。

とぅリ゚んキ゚ [tuɭnkɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚んきー、
とぅリ゚んかん〕収穫する。家族総出で収穫する。

【例】まみう とぅリ゚んキ゚（豆を収穫する）。

とぅりんキ゚ [turinkɿ]［動 I類 c型］〔とぅりんき
ー、とぅりんかん〕無風状態である。海の波は

静かである。

とぅリ゚んてぃ [tuɭnti]［名］［干支］〔とぅリ゚んて
ぃまい...〕酉年。

とぅリ゚んなす [tuɭnnasɿ]［動 I類 c型］〔とぅリ゚ん
なしー、とぅリ゚んなしゃん〕取り除ける。

どぅる [duru]［名］〔どぅるまい...〕どろ。泥。泥
土。【例】どぅるだり（泥まみれ）。

どぅるだり [durudari]［名］〔どぅるだりまい...〕
泥まみれ。どろんこ。泥だらけであること。泥

で汚れること。

どぅるだりリ゚ [durudariɭ]［動 II類 a型］〔どぅる
だりー、どぅるだりん〕泥だらけである。泥で

汚れる。

とぅるとぅる [turuturu]［擬］〔とぅるとぅるて
ぃー...〕とろとろ溶ける様。【例】とぅるとぅ
るてぃー とぅきリ゚（とろとろ溶ける）。

どぅるどぅる [duruduru]［擬］〔どぅるどぅるて
ぃー...〕煮えたぎる様。【例】ムーぬ どぅるど
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とーざい

ぅるてぃー にー ぶリ゚（芋がぐつぐつ煮えた

ぎっている）。

どぅるぱギ [durupagɿ]［名］〔どぅるぱ⸣ギまい...〕
泥足。泥に汚れた裸足。【類】「どぅるだりぱ

ギ」。

とぅるます [turumasɿ]［動 I類 c型］〔とぅるま
しー、とぅるましゃん〕止めさせる。動いてい

るものを止めさせる。【例】なきーリ゚るー とぅ

るます（泣き止ませる）。

とぅるみ [turumi]［名］［魚］〔とぅるみまい...〕
よこしまたまがしら。

どぅるみず [durumidzɿ]［名］〔どぅるみずまい...〕
泥水。泥で汚れた水。

どぅるみつ [durumitsɿ]［名］〔どぅるみつまい...〕
泥道。舗装されない道に雨が降ると泥で汚れ

る。

とぅるム [turum]［動 I類 a型］〔とぅるみー、と
ぅるまん〕止まる。動いていたものが止まる。

【例】とぅるみった（止まった。動いていたもの

が止まった）。

どぅるムた [durumta]［名］〔どぅるム⸣たまい...〕
泥土。粘土。

どぅるゆー [durujuː]［名］〔どぅるゆーまい...〕泥
土に水が入って液状になること。

とぅんがら [tungara]［名］〔とぅんが⸣らまい...〕
友だち。ごく親しい友。ともがら。

とぅんがらあぐ [tungaraagu]［名］〔とぅんが⸣ら
あぐまい...〕寝泊りする友。ともがら。泊り友
だち。数人が同じ家に寝る習慣があった。

とぅんがらやー [tungarajaː]［名］〔とぅんがらや
⸣ーまい...〕寝泊りする家。気の合う友だちが
寝泊りする家。親友と寝泊りする家。

どぅんかんしゃーリ゚ [dunkanɕaːɭ]［形］〔どぅん
かんしゃまい...〕鈍感。感じ方の鈍い人。

とぅんじー [tundʑiː]［名］〔とぅんじ⸣ーまい...〕
冬至。二十四節の一つ。小正月。12月 22日頃。
【類】「いみしゃうがつ」。

とぅんじーがま [tundʑiːgama]［名］〔とぅんじー
が⸣ままい...〕冬至を小さい正月と呼ぶ。

とぅんじーじゅーし [tundʑiːdʑuːɕi]［名］〔とぅん
じ⸣ーじゅーしまい...〕冬至の日食べる雑炊。

どぅんじゅく [dundʑuku]［名］〔どぅんじゅくま
い...〕どん底。最悪の状態。

とぅんてぃ [tunti]［名］［干支］〔とぅんてぃま
い...〕酉の年。

とぅんとぅる [tunturu]［名］〔とぅんとぅるま
い...〕大きな体に強面の人。

とー [toː]［助］〜とは。【例】かリ゚とー しゅーま

ん（彼とはやらない）。

とー [toː]［名］〔とー⸣んまい...〕唐。中国。【同】
「たう」。

とー [toː]［感］さあ。【例】とー やらしー みー

だ（さあやってみよ）。

とー [toː]［感］終り。おしまい。【例】とー ムめ

どー（とー終わりだ）。とー なまどー（とー今

だよ。今の通りだよ）。

どー [doː]［終］〜ぞ。〜よ。〜だぞ。〜だよ。【例】
くまどー（ここだよ）。あんなー ぶムどー（お

⺟さんはいるよ）。かれー しんしーどー（彼は

先生だぞ）。

どー [doː]［名］〔ど⸣ーまい...〕道具。農具。勉強
用具。その他全ての道具に言う。【例】つーどー

ゆ しゅないる（釣り道具を備えよ）。【同】「だ

う」。

とー ムめ [toː mme]［感］よし終りだ。終了。も
うおしまい。

とーヴヴぁ [toːvva]［名］〔とーヴ⸣ヴぁまい...〕台
所。離れ。⺟屋から離れた小屋。【同】「たうヴ

ヴぁ」。

とーかー [toːkaː]［名］〔とーか⸣ーまい...〕一人。
【同】「たうかー」。

とーかーヴヴぁ [toːkaːvva]［名］〔とーかーヴ⸣ヴ
ぁまい...〕一人子。【同】「たうかーヴヴぁ」。

とーかーむぬ [toːkaːmunu]［名］〔とーかーむ⸣ぬ
まい...〕一人もの。独身。【同】「たうかーむぬ」。

とーかーゆム [toːkaːjum]［名］〔とーかーゆ⸣ムま
い...〕独り言。【同】「たうかーゆム」。

とーがに [toːgani]［名］〔とーが⸣にまい...〕宮古
⺠謡。とーがにあやぐ。いらうとーがに。宮古

を代表する名歌。とーがにあやぐは座を清める

意味がある。【同】「たうがに」。

とーざい [toːdzai]［感］東⻄。静かにするように
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とーじぇん

声かけをする。

とーじぇん [toːdʑen]［副］当然。そうあるべきこ
と。あたりまえ。

とーしん [toːɕin]［名］〔とーし⸣んまい...〕当選。
選挙に当選する。くじに当選する。

とーしんばリ゚ [toːɕinbaɭ]［名］［病］〔とーしんば⸣
リ゚まい...〕おたふくかぜ。【同】「とーつムばリ゚
」。

とーす [toːsɿ]［動 I類 c型］〔とーしー、とーし
ゃん〕倒す。【例】きーゆ とーす（木を倒す）。

とーすな（倒すな）。てぃキ゚う とーす（敵を倒

す）。【同】「たうす」。

どーず [doːdzɿ]［形］〔どー⸣ずまい...〕上手。手際
よいこと。出来のよいこと。【同】「じゃうず」。

「じょーず」。

どーずしゃーリ゚ [doːdzɿɕaːɭ]［形］〔どーず⸣しゃま
い...〕上手。

とーだい [toːdai]［名］〔とーだいまい...〕灯台。
航路標識。【例】みんなずまぬ とーだい（水納

島の灯台）。

とーたビ [toːtabɿ]［名］〔とーたビまい...〕唐旅。
琉球から中国への旅。【同】「たうたビ」。

とーつム [toːtsɿm]［名］〔とーつ⸣ムまい...〕提灯。
照明具。提灯を形どった凧。【同】「とぅーつ

ム」。

とーつムばリ゚ [toːtsɿmbaɭ]［名］［病］〔とーつム
ば⸣リ゚まい...〕おたふくかぜ。耳下腺がはれる。
子供が多く発病する。

とーてぃ すけ [toːti sɿke]［副］とても満足。【例】
とーてぃ すけ ふぇーった（満腹するまで食

べた）。

とーてぃー [toːtiː]［副］とても。【例】とーてぃ
ー きつぎ（とてもきれい）。

とーてぃー [toːtiː]［副］充分。満足。【例】とー
てぃー イ゚ザだ（充分だと言え）。

とーとぅ [toːtu]［名］〔とーとぅまい...〕唐沖。神
に祈りのことば。琉球と中国間の航海安全を意

味する。【同】「たうとぅ」。

とーとぅがなす [toːtuganasɿ]［名］〔とーとぅが
な⸣すまい...〕神を敬う祈りのことば。【同】「た
うとぅがなす」。

とーとー [toːtoː]［感］よしよし。それでよし。【例】
とーとー ばーれ（よしよし良い子だ）。

とーとーめー [toːtoːmeː]［名］〔とーと⸣ーめーま
い...〕幼児語。月の愛称。

とーに [toːni]［名］〔とーにまい...〕豚の飼育器。
石材や木材で作った。【同】「たうに」。

とーばた [toːbata]［名］［植］〔とーばたまい...〕
はまあざみ。村史。

とーピ [toːpɿ]［名］〔とー⸣ピまい...〕当日。行事
の中心の日。【同】「たうピ」。

とーふ [toːfu]［名］〔とー⸣ふまい...〕豆腐。大豆・
下大豆の実を石臼でひいて煮つめ、海水を入れ

て凝固させる。たんぱく質が豊富。畑の肉。【同】

「たうふ」。

とーふかす [toːfukasɿ]［名］〔とーふか⸣すまい...〕
豆腐粕。おから。うのはな。【同】「たうふかす」。

とーふちゃんぷる [toːfutɕanpuru]［名］〔とー⸣ふ
ちゃんぷるまい...〕豆腐の炒めもの。【同】「た
うふちゃんぷる」。

とーふなび [toːfunabi]［名］〔とーふな⸣びまい...〕
豆腐を作る鍋。【同】「たうふなび」。

とーふばく [toːfubaku]［名］〔とーふば⸣くまい...〕
豆腐箱。豆腐を固める箱。【同】「たうふばく」。

とーふピキ゚ [toːfupɿkɿ]［名］〔とー⸣ふピキ゚まい...〕
豆腐を作る。大豆を石臼でひくこと。【同】「た

うふピキ゚」。

とーふまみ [toːfumami]［名］〔とーふま⸣みまい...〕
豆腐豆。大豆のこと。【同】「たうふまみ」。

とーふムぶす [toːfumbusɿ]［名］〔とー⸣ふムぶす
まい...〕豆腐に野菜などを入れて炒めた料理。
【同】「たうふんぶす」。

とーふやー [toːfujaː]［名］〔とー⸣ふやーまい...〕
豆腐作りの家。【同】「たうふやー」。

とーふゆー [toːfujuː]［名］〔とーふゆ⸣ーまい...〕
豆腐ができあがった汁。【同】「たうふゆー」。

とーぶん [toːbun]［名］〔とーぶ⸣んまい...〕当分。
しばらくの間。

とーふんけー ふギ [toːfunkeː fugɿ]［諺］豆腐に
釘。無駄なことのたとえ。

どーム [doːm]［擬］破裂音。
どームどーム [doːmdoːm]［擬］満潮のこと。幼
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どんない

児語。

どームみかす [doːmmikasɿ]［動 I類 c型］〔どー
ムみかしー、どームみかしゃん〕破裂音の音を

立てる。

どームみキ゚ [doːmmikɿ]［動 I類 c型］〔どームみ
きー、どームみかん〕破裂音の音がする。

とーむム [toːmum]［名］［植］〔とーむムまい...〕
やまもも。在来種のもも。【同】「たうむム」。

とーむるくし [toːmurukuɕi]［名］［植］〔とーむ
るく⸣しまい...〕とうもろこし。

どーやぶり [doːjaburi]［名］〔どーやぶ⸣りまい...〕
牢破り。遊びの一つ。【同】「ろーやぶり」。

どーり [doːri]［名］〔どーりまい...〕道理。【同】
「だうり」。

とーりリ゚ [toːriɭ]［動 II類 c型］〔とーりー、とー
りん〕倒れる。【例】きーぬ とーりリ゚（木が倒

れる）。【同】「たうりリ゚」。

とーんぎ [toːngi]［名］［植］〔とーんぎまい...〕こ
ばんもち。さぼてんの仲間。有毒。するどいと

げがある。白い乳状の樹液が出る。【類】「きり

んかく」。

どて [dote]［名］〔どてまい...〕土手。用水池の
周囲を高く築いた堤。川の土手ではない。【類】

「げんば」。

どムま [domma]［擬］〔どムまてぃー...〕重い物
の落ちる様。

どムまみかす [dommamikasɿ]［動 I類 c型］〔ど
ムまみかしー、どムまみかしゃん〕重い物など

を音を立てて落とす。

どムまみキ゚ [dommamikɿ]［動 I類 c型］〔どムま
みきー、どムまみかん〕重いものなどが音を立

てて落ちる。

どんない [donnai]［副］たくさん。どんどん。【例】
たむぬー どんない むてぃー くー（薪をどん

どん持って来なさい）。【類】「ばんない」。
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な

̶ な ̶

な [na]［接尾］〜な。名詞修飾。【例】だいずな
くとぅ（大事なこと）。

な [na]［接尾］〜どんどん。〜ずっと。動詞の重複
形の一種を作る。【例】いキ゚ないキ゚ばどぅ とぅ

みらいたいリ゚（どんどん行ったら発見できた）。

な [na]［接尾］〜するな。禁止を表す。【例】かキ゚
な（書くな）。イ゚ーな（言うな）。なキ゚な（泣く

な）。

な [na]［助］〜ずつ。〜宛。【例】ピっつな（一つ
ずつ）。ふたーつな（二つずつ）。

な [na]［助］〜で。〜に。【例】あが イ゚ーねーん

な しる（私の言う通りにしなさい）。

なー [naː]［助］〜ほど。【例】あんしーなー すな

（それほどにしなくてもよい）。くすきなー（こ

れ程）。うすきなー（それ程）。

なー [naː]［名］［代］〔なーまい...〕自分。他人を
自分として言う。【例】なーが むぬ（自分のも

の）。なーが むてぃうまい っさいん（自分の

分をも知らない）。

なー [naː]［名］〔なーま⸣い...〕菜。葉菜。野菜類。
【類】「あうぱじゅー」。「なーじゅー」。

なー [naː]［名］〔なーまい...〕名。名前。【例】や
らびなー（童名）。やーぬ なー（屋号）。ピと

ぅぬ なー（人名）。あが なー（私の名）。きー

ぬ なー（木の名）。イ゚ズぅぬ なー（魚の名）。

なー [naː]［名］〔なーま⸣い...〕縄。綱。糸。【例】
つーなー（釣り糸）。うぶなー（浮きにつける

縄）。なーピキ゚（綱引き）。なーかき（綱かけ）。

なーう ぱリ゚（縄を張る）。【類】「んなー」。

なーうるす [naːurusɿ]［名］〔なーうる⸣すまい...〕
名前をつけること。誕生 4日目に行われる命名
式。祖先の名前を書いた紙をお盆に載せて振る

い落として決める。戸籍の名前ではない。【類】

「なーかみ」。「なーつき」。「なーゆリ゚」。

なーが めーめー [naːga meːmeː]［名］〔なーが
めー⸣めーまい...〕人それぞれ。各自。

なーかみ [naːkami]［名］〔なーか⸣みまい...〕名
前をつけること。【類】「なーうるす」。「なーつ

き」。「なーゆリ゚」。

なーかみよーイ゚ [naːkamijoːɿ]［名］〔なーかみよ
ー⸣イ゚まい...〕命名の祝い。【類】「なーつきよー
イ゚」。

なーがらす [naːgarasɿ]［動 I類 a型］〔なーがら
しー、なーがらしゃん〕名上げさせる。名声を

揚げる。よい評判にする。出世させる。【例】す

まう なーがらす（島の名誉をあげる）。

なーがリ゚ [naːgaɭ]［動 I類 a型］〔なーがりー、な
ーがらん〕名上がる。名が上がる。名誉。ほこ

りになる。【例】なーがりった（名を揚げた）。

なーぎ [naːgi]［名］〔なーぎまい...〕名上げ。
なーぎリ゚ [naːgiɭ]［動 II類 a型］〔なーぎー、なー
ぎん〕名を上げる。有名になる。ほめる。【例】

すまう なーぎリ゚（島の名を揚げる）。

なーじゅー [naːdʑuː]［名］〔なーじゅ⸣ーまい...〕
白菜。菜っ葉。

なーす [naːsɿ]［動 I類 c型］〔なーしー、なーし
ゃん〕繕わせる。衣服を繕う。縄を綯わせる。

【例】キ゚んゆ なーす（衣服を縫わせる）。

なーすたリ゚ [naːsɿtaɭ]［動 I類 c型］〔なーすたり
ー、なーすたらん〕名前が廃れる。不名誉にな

る。

なーつき [naːtsɿki]［名］〔なーつきまい...。なーつ
⸣きまい...〕名前をつけること。命名。【類】「な
ーうるす」。「なーかみ」。「なーゆリ゚」。

なーつきよーイ゚ [naːtsɿkijoːɿ]［名］〔なーつきよー
⸣イ゚まい...〕命名の祝い。【類】「なーかみよーイ゚
」。

なーっふぃ [naːffi]［名］〔なーっふぃまい...。なー
っ⸣ふぃまい...〕名前をくれること。命名。【類】
「なーうるす」。「なーかみ」。「なーつき」。

なーどぅ [naːdu]［連語］〜ほど。【例】あんしー
なーどぅ うむー（それ程に思う）。あんしーな

どぅ ばきらいリ゚（それ程に分けられる）。

なーなびとー [naːnabitoː]［名］〔なーな⸣びとー
まい...〕片足ジャンプ。スキップ。
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なヴヴぅリ゚

なーぬ [naːnu]［連語］〜ほどの。【例】あんしー
なーぬ やムゆばー にでぃる（それ程の痛さ

は耐えなさい）。あんしーなーぬ ばきぶん（そ

れ程の分け前）。

なーぬ ふつ [naːnu futsɿ]［名］〔なーぬふ⸣つま
い...〕縄の口。縄の先端。綱の先端。【例】な
ーぬ ふつう かつみる（縄の先端を持ちなさ

い）。

なーぱい [naːpai]［名］〔なーぱ⸣いまい...〕縄延
え。縄を延えること。漁の縄を延えること。綱

引き。

なーまい [naːmai]［連語］それほど多く。【例】う
すかなーまい（それほどたくさん）。うすけな

ーまい あが むてぃな（そんなにたくさんぼ

くの分か）。

なーまき [naːmaki]［名］〔なーまきまい...。なー
ま⸣きまい...〕名負け。名前にそぐわないこと。

なーゆリ゚ [naːjuɭ]［名］〔なーゆ⸣リ゚まい...〕誕生し
た子の命名の時、先祖の名前を書いた紙を盆に

乗せて選ぶこと。3回ゆり落として多い方の名
前をつける。【類】「なーうるす」。「なーかみ」。

「なーつき」。

なーゆリ゚ [naːjuɭ]［名］〔なーゆ⸣リ゚まい...〕縄撚
り。縄綯い。太いロープを撚るのに 3人がかり
で行う。

なーん っさがリ゚ [naːn ssagaɭ]［連語］縄につか
まる。縄にぶら下がる。【例】ふにぬ なーん

っさがリ゚（船のロープにぶら下がって遊ぶ）。

ない [nai]［名］〔ないまい...〕地震。
ない [nai]［名］〔ないまい...〕苗。きび苗。たばこ
苗。苗木。【例】まつぎーぬ ない（松木の苗）。

ない [nai]［名］〔ないま⸣い...〕萎えること。し
おれること。草木が水不足のためにしおれるこ

と。太陽の強い光線によってしおれること。

ないがた [naigata]［名］〔ないが⸣たまい...〕太陽
の光線が弱くなる頃。午後のこと。太陽の光線

がゆるむ頃。太陽が南中を過ぎた頃。

ないギ [naigɿ]［動 I類 c型］〔ないぎー、ないが
ん〕びっこをひく。足が不自由である。【例】ぱ

ギやみー ないぎー ぶリ゚（足のけがでびっこ

している）。

ないぎ [naigi]［名］〔ないぎまい...〕苗木。【例】
まつぬ ないぎ（松の苗木）。

ないずキ゚ [naidzɿkɿ]［名］［植］〔ないず⸣キ゚まい...〕
むらさきかたばみ。

ないっす [naissɿ]［動 I類 c型］〔ないっしー、な
いっしゃん〕萎えさせる。太陽の光線でしおれ

させる。【例】うぷにう ないっす（大根を萎れ

させる）。

ないっすむぬ [naissɿmunu]［名］〔ないっすむ⸣ぬ
まい...〕萎えさせたもの。太陽の光線でしおれ
させたもの。漬け物にするためにしおれさせ

る。

ないない [nainai]［名］〔ないな⸣いまい...〕内々。
うちわ。表向きにしない。

ないふしゃ [naifuɕa]［名］〔ないふ⸣しゃまい...〕
萎えた草。しおれた草。

ないぷってぃリ゚ [naiputtiɭ]［動 II類 c型］〔ない
ぷってぃー、ないぷってぃん〕すっかりしおれ

る。

ないむぬ [naimunu]［名］〔ないむ⸣ぬまい...〕萎
えたもの。しおれたもの。

ないらす [nairasɿ]［動 I類 c型］〔ないらしー、な
いらしゃん〕萎えさせる。萎縮させる。【例】て

ぃだん ないらす（太陽の光線に萎れさせる）。

ないらす [nairasɿ]［動 I類 c型］〔ないらしー、な
いらしゃん〕捻挫する。【例】ぱギう ないらし

ー（足を捻挫した）。

ないリ゚ [naiɭ]［動 II類 c型］〔ないー、ないん〕萎
える。しおれる。【例】ないがた（萎えようとし

てる。しおれそうだ。萎える頃）。ないぐまた

（萎えるべきだ）。ないー ぶリ゚（萎えている）。

ないリ゚ [naiɭ]［動 I 類 c 型］〔ないりー、ないら
ん〕捻挫する。【例】ういびぬ ないりー ぶリ゚

（指を捻挫した）。

なう [nau]［動 I類 c型］〔ねー、なーん〕綯う。
縄を綯う。【例】なうぐまた（綯うべきだ）。【同】

「のー」。

なヴヴぅらす [navvurasɿ]［動 I類 c型］〔なヴヴ
ぅらしー、なヴヴぅらしゃん〕滑らせる。

なヴヴぅリ゚ [navvuɭ]［動 I類 c型］〔なヴヴぅり
ー、なヴヴぅらん〕すべる。【例】ぬリ゚じゅん
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なヴヴぅリ゚らーリ゚

なヴヴぅりー（ねんじゅもにすべった）。

なヴヴぅリ゚らーリ゚ [navvuɭɭaːɭ]［形］〔なヴヴぅリ゚
⸣らまい...〕足もとがすべすべしていること。

なうがらー [naugaraː]［名］〔なうがらーまい...〕
何やら。何か。

なうがらー [naugaraː]［副］たくさん。山ほど。
なうがらむぬ [naugaramunu]［名］〔な⸣うがらむ
ぬまい...〕邪魔者。

なうしゃ [nauɕa]［名］［鳥］〔なうしゃまい...〕の
すり。【同】「のーしゃ」。

なうしゃ ねーん [nauɕa neːn]［連語］大したこ
とない。【例】なうしゃ ねーん きず（大した

ことない傷）。【同】「ぬーしゃねーん」。「のー

しゃねーん」。【類】「ぬーっふぁねーん」。

なうす [nausɿ]［動 I類 c型］〔なうしー、なうし
ゃん〕直す。治す。元の状態にする。【例】ゆが

みー ぶリ゚るー なうし（曲がっているものを

直せ）。【同】「のーす」。

なうむぬ [naumunu]［名］〔なうむ⸣ぬまい...〕縫
い物。衣服の繕いもの。【例】あんなが なうむ

ぬ（⺟の縫い物）。【同】「ぬーむぬ」。「のーむ

ぬ」。

なうゆがみ [naujugami]［連語］それだけはご免
だ。【例】なうゆがみ すてぃる（それだけはだ

めだ、捨てろ）。

なうらす [naurasɿ]［動 I 類 c 型］〔なうらしー、
なうらしゃん〕実らせる。豊作にさせる。【同】

「のーらす」。

なうリ゚ [nauɭ]［動 I類 c型］〔なうりー、なうら
ん〕実る。稔る。作物の豊作。【例】なうりった

（実った。稔った）。【同】「のーリ゚」。

なうリ゚ [nauɭ]［動 I類 c型］〔なうりー、なうら
ん〕直る。治る。世直りの意味もある。【例】な

うりった（直った。治った）。【同】「のーリ゚」。

なか [naka]［名］〔なか⸣んまい...〕中。間。仲間。
中心。中央。内側。内部。【例】やーなか（家

中）。なかピとぅ（仲人）。

ながあーム [nagaaːm]［名］〔ながあー⸣ムまい...〕
⻑いあくび。

ながーなが [nagaːnaga]［重複］とても⻑いこと。
【例】ながーながぬ すっじゃ（とても⻑いさと

うきび）。

なかあに [nakaani]［名］〔なかあ⸣にまい...〕中ご
ろの年の女の人。中年の女性。

ながあみ [nagaami]［名］〔ながあ⸣みまい...〕⻑
雨。雨続き。梅雨時の雨。小満の頃の⻑雨。

なかーら [nakaːra]［副］半分。【例】ふくるぬ な

かーら（袋の半分）。なかーらばた（食事の足

りないこと）。なかーらばきどー（半分ずつだ

よ）。【同】「なから」。

なかーらす [nakaːrasɿ]［動 I類 c型］〔なかーら
しー、なかーらしゃん〕分けさせる。配らせる。

【例】なかーらし（分けさせよ。配らせよ）。

なかーらむぬ [nakaːramunu]［名］〔なかーらむ
ぬまい...〕気のきかない者。常識のない者。

なかーリ゚ [nakaːɭ]［動 I類 c型］〔なかーりー、な
かーらん〕分ける。分配する。配る。【例】な

かーら（分けよう。配分しよう。配ろう）。な

かーり（分けよ。分配しなさい。配りなさい）。

ゆぬんーだかりー なかーリ゚（同じように分け

てあげる）。

なかーリ゚むぬ [nakaːɭmunu]［名］〔なかーリ゚む⸣ぬ
まい...〕分けたもの。分配したもの。配りもの。
分け前。取り前。もらいもの。

なかい [nakai]［名］〔なか⸣いまい...〕片足で跳
ぶ。片足ジャンプ。

なかいがま [nakaigama]［名］〔なかいが⸣まま
い...〕片足でジャンプすること。

なかいがまやー [nakaigamajaː]［名］〔なかいが⸣
まやーまい...〕片足で跳びながら相手を押し合
いする遊び。両腕を胸に組むか、両腕で押すか

話し合って行う。

ながいキ゚ [nagaikɿ]［名］〔ながい⸣キ゚まい...〕⻑息。
息を止めて⻑いこといられること。潜水の時に

言う。

ながいき [nagaiki]［名］〔ながいきまい...〕⻑生
き。⻑命。⻑寿。【類】「ながぬつ」。

ながいキ゚むぬ [nagaikɿmunu]［名］〔ながい⸣キ゚む
ぬまい...〕⻑息者。海に⻑いこと潜っていられ
る人。

なかいだ [nakaida]［名］〔なかい⸣だまい...〕中ご
ろの年の男の人。中年の男性。
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なかすず

ながいふ [nagaifu]［副］⻑いこと。久しく。⻑ら
く。【例】ながいふ みーらいん（⻑いこと会え

ない）。

なかいり [nakairi]［名］〔なかい⸣りまい...〕スツ
ウプナカの海人が一時座に戻り休むこと。みず

のえたつ（壬辰）の日とされる。

なかう とぅリ゚ [nakau tuɭ]［連語］仲を取り持つ。
仲裁。【例】ふたーリ゚が なかう とぅリ゚（二人

の仲裁をする）。

なかういび [nakauibi]［名］〔な⸣かういびまい...〕
中指。【同】「たかましゃれ」。【類】「たかまし

ゃれ」。

ながういび [nagauibi]［名］〔ながうい⸣びまい...〕
⻑い指。指の⻑いこと。

ながうっすぅ [nagaussu]［名］〔ながうっ⸣すぅま
い...〕⻑い後頭部。後頭部のとがった人。

ながえーぐ [nagaeːgu]［名］〔ながえー⸣ぐまい...〕
⻑い歌。古謡。神歌。〈にリ゚〉。〈あまぐいぬに

リ゚〉。〈あがリ゚んけーぬにリ゚〉。〈かでぃかリ゚ぬに

リ゚〉。村史参照。

ながぐー [nagaguː]［名］〔ながぐーまい...〕⻑い
瀬。

なかくび [nakakubi]［名］〔なかく⸣びまい...〕中
の壁。一番座と二番座の仕切り。

なかぐる [nakaguru]［名］〔なかぐる⸣んまい...〕
中頃。中程。中間。半ば。

ながぐる [nagaguru]［名］〔ながぐ⸣るまい...〕⻑
い銛。深海に潜って魚を突く銛。

なかさる [nakasaru]［名］〔な⸣かさるん⸢まい...〕
仲申。宮良区のこと。

ながしがー [nagaɕigaː]［名］〔ながしがーんま
い...〕宮良部落にある洞穴。泉。スツウプナカ
の祭場。世直し井戸といわれる。【類】「ゆなう

がー」。

ながじばん [nagadʑiban]［名］〔ながじば⸣んま
い...〕⻑じゅばん。和服の肌着。

ながしゃ [nagaɕa]［名］〔なが⸣しゃまい...〕⻑さ。
【例】ながしゃめー（⻑さ比べ）。

ながじゃー [nagadʑaː]［名］〔ながじゃ⸣ーまい...〕
⻑座。⻑居。

ながしゃーリ゚ [nagaɕaːɭ]［形］〔なが⸣しゃまい...〕

⻑い。永い。物が⻑い。時間が⻑い。【例】な

がやム（⻑い病気）。あてぃどぅ ながしゃーリ゚

（あまり⻑すぎる）。

ながしゃいリ゚ [nagaɕaiɭ]［動 II類 c型］〔ながし
ゃいー、ながしゃいん〕流される。潮流に流さ

れる。【例】かだーがみ ながしゃいリ゚（遠くま

で流される）。【同】「ながしゃりリ゚」。

ながしゃキ゚ [nagaɕakɿ]［名］［地］〔ながしゃ⸣キ゚ま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。

ながしゃめー [nagaɕameː]［名］〔なが⸣しゃめー
まい...〕⻑さ比べ。【例】すっじゃぬ ながしゃ

めー（さとうきびの⻑さ比べ）。

なかしゃら [nakaɕara]［名］［地］〔なかしゃ⸣ら
まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史
参照。

なかしゃらがー [nakaɕaragaː]［名］［井戸］〔なか
しゃらが⸣ーまい...〕井戸の名。人工井戸。

ながしゃりリ゚ [nagaɕariɭ]［動 II類 c型］〔ながし
ゃりー、ながしゃりん〕流される。【例】かだー

がみ ながしゃりリ゚（遠くまで流される）。【同】

「ながしゃいリ゚」。

ながじゅー [nagadʑuː]［名］〔ながじゅ⸣ーまい...〕
⻑尾。⻑いしっぽ。

ながしゅでぃ [nagaɕudi]［名］〔ながしゅ⸣でぃま
い...〕⻑袖。和服の⻑い袖。

なかじゅに [nakadʑuni]［名］〔なかじゅ⸣にまい...〕
仲宗根。組おどりの仲宗根豊見親のこと。

なかす [nakasɿ]［動 I類 a型］〔なかしー、なか
しゃん〕泣かす。子供を鳴かす。【例】たたきー

なかす（叩いて泣かす）。【同】「なけーす」。

なかす [nakasɿ]［動 I類 a型］〔なかしー、なかし
ゃん〕鳴かす。えさのない山羊を鳴かす。【例】

とぅリ゚る なかす（鳥を鳴かす）。【類】「ばんか

す」。

ながす [nagasɿ]［動 I類 c型］〔ながしー、ながし
ゃん〕流す。水を流す。海に流す。うわさを流

す。島流しをする。

なかずー [nakadzɿː]［名］〔なかず⸣ーまい...〕中
間の土地。【類】「なかずー」。

なかすず [nakasɿdzɿ]［名］〔なかすずまい...〕仲
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ながずぶん

筋。多良間村字仲筋のこと。

ながずぶん [nagadzɿbun]［名］〔ながずぶ⸣んま
い...〕⻑ズボン。中学生になると男生徒は⻑ズ
ボンを着る。

なかずる [nakadzɿru]［名］〔なかず⸣るまい...〕中
弦。三味線の中の弦。

なかだ [nakada]［名］〔なかだまい...〕台所。炊
事場。⺟屋の離れ。物置も兼ねる。

ながた [nagata]［名］〔ながたまい...〕翌日。次の
日。【例】うんぬ ながた（その日の翌日）。な

がたがみ かかりー（翌日までかかった）。

なかたがい [nakatagai]［名］〔なかたがい⸣う...〕
仲違い。不和。仲が悪くなる。対立する。【例】

とぅなリ゚でーん なかたがい すー（隣同士対

立する）。

ながたしぇーか [nagataɕeːka]［名］〔ながたしぇ
ーかんまい...〕翌日の明け方。

ながたすとぅむてぃ [nagatasɿtumuti]［名］〔なが
たすとぅむてぃまい...〕翌日の朝。明朝。次の
日の朝。【例】ながたすとぅむてぃがみ びーふ

しゃりーたリ゚（翌朝まで酔っていた）。

ながたピーま [nagatapɿːma]［名］〔ながたピーま
んまい...〕翌日の午後。

ながたゆしゃらび [nagatajuɕarabi]［名］〔ながた
ゆしゃらびんまい...〕翌日の夕方。

ながたゆねーん [nagatajuneːn]［名］〔ながたゆね
ーんまい...〕翌日の夜。翌日の夕方。

ながたよーイ゚ [nagatajoːɿ]［名］〔ながたよーイ゚ま
い...〕祝いの翌日の関係者の慰労会。

なかだるム [nakadarum]［名］〔なかだる⸣ムま
い...〕中だるみ。中ゆるみ。途中で一字緊張が
ゆるむこと。

ながちび [nagatɕibi]［名］〔ながち⸣びまい...〕⻑
尻。⻑座。⻑居。他人の家に⻑く座り続けて帰

ろうとしないこと。【類】「ながびー」。

ながつずキ゚ [nagatsɿdzɿkɿ]［名］〔ながつず⸣キ゚ま
い...〕⻑続き。日照りが⻑く続くこと。雨が⻑
く続くこと。⻑く連なっていること。⻑く繋が

っていること。

ながてぃ [nagati]［名］〔ながてぃまい...〕いかの
⻑い手。触手。

ながてぃ [nagati]［名］〔ながてぃまい...〕⻑い手。
盗むこと。どろぼう。盗みぐせ。

ながてぃーむぬ [nagatiːmunu]［名］〔ながてぃ⸣
ーむぬまい...〕盗みぐせのある者。どろぼう。

なかとぅぶり [nakatuburi]［名］［地］〔なかとぅ
ぶ⸣りまい...〕水納島の〈とぅぶり〉の名前。村
史参照。

なかとぅまリ゚ [nakatumaɭ]［名］［地］〔なかとぅ
ま⸣リ゚まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

なかとぅリ゚ [nakatuɭ]［名］〔な⸣かとぅリ゚⸢まい...〕
仲取り。仲を取り持つ。仲裁。【例】ムーなが

なかとぅリ゚べー（皆の仲を取り持つ役）。

なかとら [nakatora]［名］〔な⸣かとらん⸢まい...〕
仲寅。天川区のこと。

なかなうリ゚ [nakanauɭ]［名］〔なかなう⸣リ゚まい...〕
仲直り。和解。仲たがいしていた者同士が和解

すること。【同】「なかのーリ゚」。

ながに [nagani]［名］〔ながにまい...〕背中。動物
の背中の肉のこと。【例】わーぬ ながに（豚の

背中の肉）。

ながぬつ [naganutsɿ]［名］〔ながぬつまい...。な
がぬ⸣つまい...〕⻑命。⻑寿。⻑生き。【例】な
がぬつぬ あやかリ゚（⻑命の肖り）。【類】「なが

いき」。

ながぬつむぬ [naganutsɿmunu]［名］〔ながぬつ
む⸣ぬまい...〕⻑命者。⻑生き者。⻑寿者。うわ
さをしている所にその本人が来ると、その人に

対して〈ながぬつむぬ〉という。

ながぬどぅ [naganudu]［名］〔ながぬ⸣どぅまい...〕
⻑いのど。野鳥の⻑いのど。首の⻑い人にも言

う。

なかねー [nakaneː]［名］〔な⸣かねーん⸢まい...〕仲
子。土原区のこと。

なかば [nakaba]［名］〔なかばまい...〕半ば。中
途。中間。中ほど。【例】すぐとー なまどぅ

なかば（仕事は今中間だ）。

ながぱー [nagapaː]［名］〔ながぱ⸣ーまい...〕⻑い
⻭。出っ⻭。【類】「しゅりばー」。

ながばい [nagabai]［名］〔ながば⸣いまい...〕⻑延
え。車の荷物を締める⻑い縄のこと。牛や馬の
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ながむつ

手綱につぎ足す綱のこと。

ながぱギ [nagapagɿ]［名］〔ながぱ⸣ギまい...〕⻑
い脚。野鳥の⻑い脚。人にも言う。

なかばすー [nakabasɿː]［名］〔なかばす⸣ーまい...〕
中の戸。中の襖。

ながばた [nagabata]［名］〔ながば⸣たまい...〕小
腸。胃と大腸の間にある消化器官。【類】「まが

れ」。

ながばなす [nagabanasɿ]［名］〔ながばな⸣すま
い...〕⻑話。【例】かれー ながばなすうどぅ す

ー（彼は⻑話をする）。

ながばに [nagabani]［名］［鳥］〔ながばにまい...〕
こあじさし。海鳥の仲間。

ながばま [nagabama]［名］［地］〔ながばままい...〕
多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

ながぱリ゚ [nagapaɭ]［名］〔ながぱ⸣リ゚まい...〕⻑い
針。時計の⻑針。

ながばるがー [nagabarugaː]［名］［井戸］〔なが
ばるが⸣ーまい...〕井戸の名。人工井戸。

なかビ [nakabɿ]［名］〔なかビまい...〕中日。八月
おどりの中の日。

ながびー [nagabiː]［名］〔ながび⸣ーまい...〕⻑居。
⻑座。【類】「ながちび」。

ながビかす [nagabɿkasɿ]［動 I類 c型］〔ながビか
しー、ながビかしゃん〕⻑びかせる。時間が過

ぎる。【例】やムゆ ながビかしー（病気を⻑引

かせた）。

ながビキ゚ [nagabɿkɿ]［動 I類 c型］〔ながビきー、
ながビかん〕⻑びく。⻑いことになる。【例】こ

ーじぬ ながビキ゚（工事が⻑引く）。

ながピだ [nagapɿda]［名］〔ながピ⸣だまい...〕⻑
い浜辺。⻑い渚。

なかビとぅ [nakabɿtu]［名］〔なかビとぅまい...。
なかビ⸣とぅまい...〕仲人。媒介人。媒酌人。

ながぴむ [nagapimu]［名］〔ながぴ⸣むまい...〕旱
魃。⻑期間にわたる旱魃。

ながぶい [nagabui]［名］〔ながぶいまい...〕⻑吠
え。犬の⻑吠え。犬が声を⻑くひいて吠えるこ

と。犬の遠吠え。

ながふたい [nagafutai]［名］〔ながふた⸣いまい...〕
⻑い額。額の突き出ていること。

ながふちゃ [nagafutɕa]［名］〔ながふ⸣ちゃまい...〕
つるはし。土木工事の道具。

ながふつ [nagafutsɿ]［名］〔ながふ⸣つまい...〕⻑
い口。野鳥の⻑いくちばし。尖った口。

ながふつどぅリ゚ [nagafutsɿduɭ]［名］〔ながふ⸣つ
どぅリ゚まい...〕⻑いくちばしの鳥。

なかぶに [nakabuni]［名］〔なかぶ⸣にまい...〕中
骨。椎骨。背椎動物の背柱。家庭の中心の人物。

大黒柱。【例】やーぬ なかぶに（家の大黒柱）。

ながぶに [nagabuni]［名］〔ながぶにまい...。な
がぶ⸣にまい...〕⻑身もの。身⻑の高い人。

ながぶみキ゚ [nagabumikɿ]［名］〔ながぶみ⸣キ゚ま
い...〕⻑い暑さ。暖かい日の続くこと。夏の⻑
い蒸し暑さのこと。

なかぺーがー [nakapeːgaː]［名］［井戸］〔な⸣かぺ
ー⸢がーまい...〕井戸の名。人工井戸。

ながぺーり [nagapeːri]［名］〔ながぺー⸣りまい...〕
⻑い日照。旱ばつ。

なかミ゚ [nakamɿ]［名］〔なか⸣ミ゚まい...〕動物の内
臓。内臓の料理。

なかみ [nakami]［名］〔なか⸣みまい...〕中身。中
味。内容。包みの中身。

ながみ [nagami]［名］〔ながみま⸣い...〕眺め。【例】
きつぎながみ（きれいな眺め）。

なかミ゚ずる [nakamɿdzɿru]［名］〔なか⸣ミ゚ずるま
い...〕内臓のおつゆ。

ながみつーげ [nagamitsɿːge]［名］〔ながみつー⸣
げまい...〕⻑いまつげ。

ながみぱな [nagamipana]［名］〔ながみぱ⸣なま
い...〕⻑面。面⻑の人。⻑い顔の人。馬面。

ながみム [nagamim]［名］〔ながみ⸣ムまい...〕⻑
い耳。聞こえの悪くなった耳。その人。

ながみリ゚ [nagamiɭ]［動 II類 c型］〔ながみー、な
がみん〕眺める。【例】ながみーてーな（眺めて

ばかり）。ながみぶっしゃぬ（眺めていたい）。

ぷすう ながみリ゚（星を眺める）。

ながみリ゚ [nagamiɭ]［動 II類 c型］〔ながみー、な
がみん〕⻑めにする。⻑めに切る。【例】ムめ

ぴ ながみる（もっと⻑くしなさい）。

ながむつ [nagamutsɿ]［名］〔ながむつまい...〕⻑
持ち。保存食の⻑持ち。【例】ムしゅん つきリ゚
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ながムにやま

ばどぅ ながむつ すー（味噌漬けの方が⻑持

ちする）。

ながムにやま [nagamnijama]［名］〔ながム⸣にや
ままい...〕⻑嶺山。多良間の⻄側にある嶺。

ながむぬ [nagamunu]［名］〔ながむ⸣ぬまい...〕⻑
い物。縄、糸、紐、綱などに言う。蛇。

ながムばす [nagambasɿ]［動 I類 c型］〔ながムば
しー、ながムばしゃん〕⻑く延ばす。横に寝か

せる。

ながムビ [nagambɿ]［動 I類 c型］〔ながムびー、
ながムばん〕⻑く延びる。横に寝る。横に伏す。

【例】ながムびー ゆくい（横になって休みなさ

い）。

なかムま [nakamma]［名］〔な⸣かムまん⸢まい...〕
仲午。津川区のこと。

なかむらじっさく [nakamuradʑissaku]［名］〔な
かむ⸣らじっさくまい...〕中村十作。人頭税廃
止運動の中心人物。新潟県出身。

なかむリ゚ [nakamuɭ]［名］〔なかむ⸣リ゚まい...〕1合
枡のこと。1合は 1升の 10分の 1。

なかやーばし [nakajaːbaɕi]［名］〔なかや⸣ーばし
まい...〕⺟屋と台所の間。台所は別に離れてい
た。

なかやかにむり [nakajakanimuri]［名］〔なかや
かにむりまい...〕仲屋金盛豊見親のこと。

ながやき [nagajaki]［名］〔ながやきまい...〕夕焼
けが⻑い時間続くこと。台風の前兆。

なかやみ [nakajami]［名］〔なかや⸣みまい...〕中
止め。中途。遊びを途中で退けること。学業を

途中で止めること。学校を卒業しないこと。仕

事を途中で止める。

ながやム [nagajam]［名］〔ながやムまい...〕⻑痛。
⻑患い。⻑期療養。⻑い養生。

ながやムむぬ [nagajammunu]［名］〔ながやムむ
⸣ぬまい...〕⻑期療養の人。

ながゆ [nagaju]［名］［魚］〔ながゆまい...〕ぼら。
なかゆくー [nakajukuː]［名］〔なかゆく⸣ーまい...〕
中休み。10時休み。3時休み。

なから [nakara]［名］〔なからまい...〕半。半分。
容器の半分の量。【例】なからむぬ（容器に少し

のものが入っていること）。【同】「なかーら」。

ながらす [nagarasɿ]［動 I類 c型］〔ながらしー、
ながらしゃん〕流す。【類】「ながす」。

なからばた [nakarabata]［名］〔なからば⸣たま
い...〕腹半分。食事の足りないこと。

なからむぬ [nakaramunu]［名］〔なからむ⸣ぬま
い...〕半分者。知恵の足りない者。度量のない
者。

ながり [nagari]［名］〔なが⸣りまい...。ながりま⸣
い...〕流れ。時代の流れ。流行。

ながりあみ [nagariami]［名］〔ながりあ⸣みまい...〕
流れ雨。通り雨。にわか雨。スコール。

ながりがー [nagarigaː]［名］〔ながりがーまい...。
ながりが⸣ーまい...〕流れ川。河川。水の流れて
いる川。大雨のときに道路が川のように水が流

れることも言う。

ながりぶす [nagaribusɿ]［名］〔ながりぶ⸣すまい...〕
流れ星。流星。

ながりみず [nagarimidzɿ]［名］〔ながりみ⸣ずま
い...〕流れ水。

ながりむぬ [nagarimunu]［名］〔ながりむぬま
い...〕流れ者。放浪者。

ながりむぬ [nagarimunu]［名］〔ながりむぬま
い...。ながりむ⸣ぬまい...〕流れ物。漂流物。浜
に打ち上げられているもの。【類】「ゆリ゚むぬ」。

ながりリ゚ [nagariɭ]［動 II類 c型］〔ながりー、な
がりん〕流れる。水が流れる。電気が流れる。

流産する。駄目になる。漂流する。

なキ゚ [nakɿ]［動 I類 a型］〔なきー、なかん〕泣
く。【例】なキ゚な（泣くな）。なキ゚ばかーリ゚（泣く

くらい）。なキ゚ばかーリ゚ やみー ぶリ゚（泣くく

らい痛い）。なきー くらす（泣いて暮らす）。

なキ゚ [nakɿ]［動 I類 a型］〔なきー、なかん〕鳴
く。啼く。【例】とぅリ゚ぬ なキ゚（鳥が鳴く）。

なギ [nagɿ]［動 I類 c型］〔なぎー、ながん〕薙ぐ。
木薙。草木を鎌やおので切り倒す。【例】きー

なギ（木を薙ぎ倒す）。すっじゃなギ（きび倒

し。きび刈り）。なぎー かいらす（薙ぎ倒す）。

なギな（薙ぐな。木を切るな）。

なギ [nagɿ]［動 I類 c型］〔なぎー、ながん〕な
ぐる。たたく。【例】なぎー かいらす（なぐり

倒す）。なギな（なぐるな。たたくな）。
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なギんキ゚

なギ [nagɿ]［動 I類 c型］〔なぎー、ながん〕凪
ぐ。風が弱くなる。海が静かになる。【例】あ

たー なギぐまた（明日は凪になるだろう）。

なぎ [nagi]［名］〜辺り。〜地方。【例】くまなぎ
（ここら辺）。ぱいなぎ（南の地方）。いだなぎ

（どこら辺）。

なぎ [nagi]［名］〜頃。〜時分。【例】あたなぎ（明
日頃）。

なぎ [nagi]［名］〔な⸣ぎまい...〕⻑さ。【例】ゆぬ
なぎ（同じ⻑さ）。すまとぅなぎ（島のある限

り）。

なぎ [nagi]［名］〔なぎま⸣い...〕凪。静か。おだ
やかな天気。波のおだやかなこと。

なキ゚ヴヴぁ [nakɿvva]［名］〔なキ゚ヴヴぁまい...〕
よく泣く子。【例】なキ゚ヴヴぁー つーうどぅ

ふー（泣く子はおっぱいがもらえる）。

なキ゚ぐい [nakɿgui]［名］〔なキ゚ぐいまい...〕泣き
声。【例】やらびぬ なキ゚ぐい（子供の泣き声）。

なキ゚ぐい [nakɿgui]［名］〔なキ゚ぐいまい...〕鳴き
声。啼き声。【例】にかぬ なキ゚ぐい（猫の啼き

声）。ぱとぅぬ なキ゚ぐい（鳩の鳴き声）。

なギじゅリ゚ [nagɿdʑuɭ]［動 I 類 c 型］〔なギじゅ
りー、なギじゅらん〕薙ぎ切る。鎌で草を刈り

払う。

なギたうす [nagɿtausɿ]［動 I類 c型］〔なギたう
しー、なギたうしゃん〕薙ぎ倒す。【例】きー

ゆ なギたうす（木をなぎ倒す）。【同】「なギと

ーす」。

なキ゚だら [nakɿdara]［名］〔なキ゚だらまい...〕泣き
虫。【同】「なキ゚だれ」。

なキ゚だリ゚ [nakɿdaɭ]［名］〔なキ゚だリ゚まい...〕泣き
虫であること。

なキ゚だれ [nakɿdare]［名］〔なキ゚だれまい...〕泣き
虫。【同】「なキ゚だら」。

なキ゚っちゃ [nakɿttɕa]［名］〔なキ゚っちゃまい...〕
泣き虫。乳児のよく泣くこと。乳児の泣くのは

健康の証拠だと言われる。

なキ゚とぅまリ゚ [nakɿtumaɭ]［動 I類 a型］〔なキ゚と
ぅまりー、なキ゚とぅまらん〕泣き止む。【例】つ

ーゆ ふーばどぅ なキ゚とぅまリ゚（おっぱいを

食べると泣き止む）。【類】「なキ゚とぅるム」。

なキ゚とぅるム [nakɿturum]［動 I 類 a 型］〔なキ゚
とぅるみー、なキ゚とぅるまん〕泣き止む。【類】

「なキ゚とぅまリ゚」。

なぎな [nagina]［接尾］〜ながら。〜つつ。【例】ふ
ーなぎな（食べながら）。

なギなた [nagɿnata]［名］〔なギなたまい...〕⻑刀。
なぎなた。八月おどりのはるぐに兄弟の⻑刀。

なキ゚ななキ゚ [nakɿnanakɿ]［連語］泣きに泣く。泣
いてばかりいる。泣き止まないこと。

なキ゚ばかーリ゚ [nakɿbakaːɭ]［名］〔なキ゚ばかーリ゚ま
い...。なキ゚ばかー⸣リ゚まい...〕泣き別れ。惜別。
桟橋で見送る人の涙が見られた。

なキ゚ばるー [nakɿbaruː]［名］〔なキ゚ばるーまい...。
なキ゚ばる⸣ーまい...〕泣き笑い。泣きながら笑う
こと。心で泣いて顔で笑う。

なキ゚ふし [nakɿfuɕi]［名］〔なキ゚ふしまい...。なキ゚
ふ⸣しまい...〕泣くくせ。泣きぐせ。【例】なキ゚
ふしう つきんな（泣きぐせをつけるな）。

なキ゚ふしゅ [nakɿfuɕu]［名］〔なキ゚ふしゅまい...〕
泣き虫。

なギぶリ゚[nagɿbuɭ]［動 I類 c型］〔なギぶりー、な
ギぶらん〕殴る。薙ぎ折るか。木を薙ぎ折る。

なキ゚まいび [nakɿmaibi]［名］〔なキ゚まいびまい...〕
泣きまね。乳児がだだをこねること。乳児が涙

のない泣き方をすること。

なキ゚みぱな [nakɿmipana]［名］〔なキ゚みぱなまい...。
なキ゚みぱ⸣なまい...〕泣き顔。泣いている顔つ
き。

なキ゚むぬイ゚ー [nakɿmunuɿː]［名］〔なキ゚むぬイ゚ーま
い...。なキ゚むぬイ゚⸣ーまい...〕泣きながら言うこ
と。泣くような言い方。【類】「なキ゚むぬゆム」。

なキ゚むぬゆム [nakɿmunujum]［名］〔なキ゚むぬゆ
ムまい...。なキ゚むぬゆ⸣ムまい...〕泣きながらお
しゃべりすること。【類】「なキ゚むぬイ゚ー」。

なキ゚ゆム [nakɿjum]［名］〔なキ゚ゆムまい...〕泣き
言。自分の悲しみをくどくど訴える言葉。

なぎリ゚ [nagiɭ]［動 II類 c型］〔なぎー、なぎん〕
凪ぐ。

なギんキ゚ [nagɿnkɿ]［動 I 類 c 型］〔なギんきー、
なギんかん〕強くたたく。草木を薙ぐ。〈なギ〉

（薙ぐ）の強調語。【例】なギんキ゚な（たたくな・
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なキ゚んなキ゚

薙ぐな）。

なキ゚んなキ゚ [nakɿnnakɿ]［連語］泣くに泣く。泣
き止まないこと。瞼が腫れるまで泣くこと。

なぐ [nagu]［名］〔なぐまい...〕名子。いやしい
人。今は死語。

なぐい [nagui]［名］〔なぐ⸣いまい...〕波のうね
り。余波。台風前後の波のうねり。【例】きゅ

ーや うぷなぐい（今日は大きなうねりだ）。

なぐかでぃ [nagukadi]［名］〔なぐか⸣でぃまい...〕
和風。無風状態。和やかな風。そよ風。「まみが

ぱな」の一節に「なぐかじぬ なゆらしば」と

ある。

なぐしゃみリ゚ [naguɕamiɭ]［動 II類 c型］〔なぐ
しゃみー、なぐしゃみん〕慰める。いたわる。

【例】なぐしゃみー うてぃつかす（なぐさめて

落ちつかせる）。

なぐらし [naguraɕi]［名］〔なぐら⸣しまい...〕浜
辺にある珊瑚のかけら。【同】「なぐるし」。

なぐらちゃーぎー [naguratɕaːgiː]［名］〔なぐらち
ゃーぎーまい...〕せんだんぐさ。村史参照。

なぐり [naguri]［名］〔なぐりまい...〕名残り。余
韻。余情。余波。面影。【例】かながいぬ なぐ

り（昔の名残）。

なぐるし [naguruɕi]［名］〔なぐる⸣しまい...〕浜
辺にある珊瑚のかけら。【同】「なぐらし」。

なけーす [nakeːsɿ]［動 I類 a型］〔なけーしー、な
けーしゃん〕泣かす。泣かせる。【例】つんキ゚す

ぃー なけーす（ひねって泣かせる）。【類】「な

かす」。

なしゃき [naɕaki]［名］〔なしゃ⸣きまい...〕情。情
愛。同情。思いやり。人情。親切心。【類】「に

んじょー」。

なしゃす [naɕasɿ]［動 I類 c型］〔なしゃしー、な
しゃしゃん〕産ます。産ませる。【例】くがう

なしゃす（卵を産ませる）。

なしゃすムま [naɕasɿmma]［名］〔なしゃすム⸣ま
まい...〕産ませる婆。産婆。子を取りあげる人。
【類】「なすみムま」。

なす [nasɿ]［動 I類 c型］〔なしー、なしゃん〕産
す。産む。生む。お産をする。【例】っふぁう

なす（子を産む）。

なす [nasɿ]［動 I類 c型］〔なしー、なしゃん〕成
す。為す。成就する。成功する。

なすあがリ゚ [nasɿagaɭ]［動 I 類 c 型］〔なすあが
りー、なすあがらん〕産みあがる。産み終える。

妊娠しなくなる。

なすあんな [nasɿanna]［名］〔なすあん⸣なまい...〕
実⺟。産みの⺟。

なすヴヴぁ [nasɿvva]［名］〔なすヴ⸣ヴぁまい...〕
産児。産んだ児。実子。

なすうや [nasɿuja]［名］〔なすう⸣やまい...〕両親。
生みの親。

なすがーしゃ [nasɿgaːɕa]［名］〔なすがー⸣しゃま
い...〕産む苦しみ。お産の苦しみ。

なすがた [nasɿgata]［名］〔なすが⸣たまい...〕お
産の近いこと。家畜にも言う。

なすがりー [nasɿgariː]［名］〔なすがり⸣ーまい...〕
成す嘉例。子宝。多産。

なずき [nadzɿki]［名］〔なずきまい...〕かこつけ。
転嫁。口実。

なすキ゚ー [nasɿkɿː]［動 I類 c型］〔なすキ゚すぃー、
なすキ゚さん〕産み終える。

なすキ゚しゃ [nasɿkɿɕa]［名］〔なすキ゚⸣しゃまい...〕
末っ子。【同】「なすっちゃ」。【類】「うとぅが」。

なずきリ゚ [nadzɿkiɭ]［動 II類 a型］〔なずきー、な
ずきん〕かこつける。転嫁する。口実する。【例】

ばたやムー なずきー ゆくー（腹痛にかこつ

けて休む）。あみん なずきリ゚（雨にかこつけ

る）。

なすずキ゚ [nasɿdzɿkɿ]［名］〔なすず⸣キ゚まい...〕産
み月。臨月。【例】たたずキ゚ぬどぅ なすずキ゚

（来月が臨月だ）。

なすっちゃ [nasɿttɕa]［名］〔なすっ⸣ちゃまい...〕
末っ子。【同】「なすキ゚しゃ」。【類】「うとぅが」。

なすっふぁ [nasɿffa]［名］〔なすっ⸣ふぁまい...〕
産児。実子。【類】「なすむぬっふぁ」。

なすどーず [nasɿdoːdzɿ]［形］〔なすどー⸣ずまい...〕
産み上手。賢い⺟に言う。健康な子を産んだ⺟

を賞賛することば。

なすばた [nasɿbata]［名］〔なすば⸣たまい...〕産
腹。臨月の腹。

なすビ [nasɿbɿ]［名］［植］〔なす⸣ビまい...〕茄子。
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なつキ゚

なすピすぅがリ゚ [nasɿpɿsugaɭ]［動 I類 c型］〔な
すピすぅがりー、なすピすぅがらん〕産み増え

る。産み広がる。子孫繁栄。末広がる。

なすピすぅぎリ゚ [nasɿpɿsugiɭ]［動 II類 c型］〔な
すピすぅぎー、なすピすぅぎん〕産み増やす。

産み広げる。子孫を広げる。

なすみムま [nasɿmimma]［名］〔なすみム⸣まま
い...〕産ませる婆。産婆。子を取りあげる人。
【類】「なしゃすムま」。

なすみリ゚ [nasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔なすみー、な
すみん〕産ませる。

なすむぬぬ っふぁ [nasɿmununu ffa]［名］〔なす
むぬぬっ⸣ふぁまい...〕産児。実子。愛児。育て
た子。

なすムま [nasɿmma]［名］〔なすム⸣ままい...〕産
んだ⺟。実⺟。【類】「なすあんな」。

なた [nata]［名］〔なたま⸣い...〕山薙。草木を切
り倒す道具。【類】「やまなギ」。

なだ [nada]［名］〔なだま⸣い...〕涙。泪。【例】な
だぬ うてぃリ゚（涙が出る）。なだう ぬぐー（涙

を拭く）。【類】「みーぬなだ」。

なだうとぅす [nadautusɿ]［名］〔なだうとぅ⸣すま
い...〕涙を落とす。泣くこと。涙が出ること。

なだかー [nadakaː]［名］〔な⸣だかー⸢まい...〕同
じ高さ。【同】「なだけー」。

なだキ゚ [nadakɿ]［名］〔なだ⸣キ゚まい...〕はいきび。
なだけー [nadakeː]［名］〔な⸣だけーまい...〕同じ
高さ。【例】なだけーどぅ あリ゚（同じ高さある

よ）。【同】「だなかー」。【類】「ゆぬなだけー」。

なだじゅーしゃーリ゚ [nadadʑuːɕaːɭ]［形］〔なだじ
ゅー⸣しゃまい...〕涙をこらえること。泣かな
いこと。

なたにあヴヴぁ [nataniavva]［名］〔なたにあヴ⸣
ヴぁまい...〕菜種油。【類】「なたにゆー」。

なたにゆー [natanijuː]［名］〔なたにゆ⸣ーまい...〕
菜種油。【類】「なたにあヴヴぁ」。

なだみリ゚ [nadamiɭ]［動 II 類 c 型］〔なだみー、
なだみん〕なだめる。機嫌を取る。【例】かぬ

やらびう なだみる（あの子の機嫌を取りなさ

い）。【類】「すかす」。

なだよーしゃーリ゚ [nadajoːɕaːɭ]［形］〔なだよー⸣

しゃまい...〕涙弱い。涙もろい。泣きやすい。
なだよーむぬ [nadajoːmunu]［名］〔なだよ⸣ーむ
ぬまい...〕涙弱い者。涙もろい者。泣きやすい
人。

なだら [nadara]［名］〔なだらまい...〕平。平坦。
【例】なだらずー（平坦な土地、畑）。

なだらかしゃーリ゚ [nadarakaɕaːɭ]［形］〔なだらか
⸣しゃまい...〕平たい。平坦である。

なだらかぬ むぬ [nadarakanu munu]［名］〔なだ
らか⸣ぬむぬまい...〕平坦なもの。平坦な土地。

なだらキ゚ [nadarakɿ]［動 I類 a型］〔なだらきー、
なだらかん〕平坦になる。

なだらきリ゚ [nadarakiɭ]［動 II類 a型］〔なだらき
ー、なだらきん〕平坦にする。均す。【例】ずー

う なだらきリ゚（畑を平坦にする）。【類】「とぅ

なみリ゚」。

なだらずー [nadaradzɿː]［名］〔なだらずーまい...〕
平坦地。平地。平坦な畑。

なだらみつ [nadaramitsɿ]［名］〔なだらみつま
い...〕平坦な道。でこぼこのない道。轍（わだ
ち）のない道。

なちゃーら [natɕaːra]［名］［海草］〔なちゃー⸣ら
まい...〕かいじんそう（海人草）。虫下し用に
使用。

なつ [natsɿ]［名］〔なつまい...〕夏。四季の一つ。
一年中でもっとも暑い季節。

なつうい [natsɿui]［名］〔なつう⸣いまい...〕夏植
え。夏の季節に植える作物。【例】すっじゃぬ

なつうい（さとうきびの夏植え）。

なつかしゃーリ゚ [natsɿkaɕaːɭ]［形］〔なつか⸣しゃ
まい...〕懐かしい。【例】どーそーかいや なつ

かすむぬ（同窓会は懐かしい）。

なつかでぃ [natsɿkadi]［名］〔なつかでぃまい...〕
夏の風。南風が多く吹く。

なつかでぃ [natsɿkadi]［名］〔なつかでぃまい...〕
夏風邪。夏の流行風邪。夏にひく風邪。

なつがま [natsɿgama]［名］〔なつが⸣ままい...〕旧
暦の 10月の温かい日和。

なつがり [natsɿgari]［名］〔なつがりまい...〕夏枯
れ。夏の雨の少ない時期に作物が枯れる。

なつキ゚ [natsɿkɿ]［動 I類 c型］〔なつきー、なつか
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なつぎ

ん〕懐く。子どもが懐く。なじむ。馴れる。【例】

にかぬ なつキ゚（猫がなつく）。

なつぎ [natsɿgi]［名］〔なつぎまい...〕夏着。夏の
衣服。

なつギん [natsɿgɿn]［名］〔なつギんまい...〕夏用
の衣類。夏の制服。

なっじゃ [naddʑa]［名］［植］〔なっじゃまい...〕
桑の実。【類】「がーぬキ゚ぬなリ゚」。

なっじゃぎー [naddʑagiː]［名］〔なっじゃぎ⸣ーま
い...〕桑の木。

なつじゅー [natsɿdʑuː]［名］〔なつじゅーまい...〕
夏の潮。潮がよく引く。

なつじゅー [natsɿdʑuː]［副］夏中。夏いっぱい。
なっちゃかん [nattɕakan]［連語］役に立たない
こと。未熟なこと。素人。【例】なっちゃかん

むぬ（未熟者）。

なっちゃキ゚ [nattɕakɿ]［動 I類］〔なっちゃきー、
なっちゃかん〕役に立つ。もったいない。動詞

であるが、活用が限られている。

なっちゃキ゚むぬ [nattɕakɿmunu]［名］〔なっちゃ
キ゚む⸣ぬまい...〕役に立つもの。もったいないも
の。

なっとぅ [nattu]［副］絶対。【例】なっとぅ ム

まどー（絶対いやだよ）。

なっとぅく [nattuku]［名］〔なっとぅ⸣くまい...〕
納得。認めること。承諾。

なつぬ どぅゆー [natsɿnu dujuː]［名］〔なつぬど
ぅゆ⸣ーまい...〕夏の土用。夏の真っ盛り。

なつまき [natsɿmaki]［名］〔なつまきまい...〕夏
負け。夏ばて。暑さに負けて食欲が劣ること。

なつむき [natsɿmuki]［名］〔なつむきまい...〕夏向
き。夏向けの品。洋服や食品の夏向けのもの。

なつむぬ [natsɿmunu]［名］〔なつむぬまい...〕夏
物。夏用の品物。

なつムまり [natsɿmmari]［名］〔なつムま⸣りま
い...〕夏生れ。夏に生まれる子。

なつやすム [natsɿjasɿm]［名］〔なつやす⸣ムまい...〕
夏休み。学校は幼児、児童、生徒の⻑い休暇。

なてぃ [nati]［接尾］頃。【例】ゆかなてぃ（三日
前の頃）。ミ゚ーてぃなてぃ（一昨年）。

なでぃ [nadi]［名］〔なでぃま⸣い...〕撫で。撫で

ること。子どもの頭を撫でる。親しみの表現。

なでぃまーす [nadimaːsɿ]［動 I類 c型］〔なでぃ
まーしー、なでぃまーしゃん〕撫で回す。愛情

のこもった撫で方。【例】かなまリ゚る なでぃま

ーす（頭を撫で回す）。

なでぃリ゚ [nadiɭ]［動 II類 c型］〔なでぃー、なで
ぃん〕撫でる。頭を撫でる。【例】ぬーまぬ み

ぱなう なでぃリ゚（馬の顔を撫でる）。

なな [nana]［接尾］〜で。【例】しゅんぐとぅなな
くー（しないで来なさい）。むたんぐとぅなな

くー（持たないで来なさい）。

なな [nana]［名］〔な⸣なまい...〕七。七つ。七歳。
なない [nanai]［名］〔なないまい...〕七重。
なないやい [nanaijai]［名］〔なないや⸣いまい...〕
七重八重。遠くから見る山々の景色。【例】な

ないやいん かしゃにる（幾重にも重ねよ）。

ななぎな [nanagina]［接尾］〜ながら。【例】ふー
ななぎな（食べながら）。あリ゚キ゚ななぎな（歩

きながら）。

ななげー [nanageː]［名］〔な⸣なげー⸢まい...〕同
じ⻑さ。【類】「ゆぬななげー」。

ななじゅーなな [nanadʑuːnana]［名］〔ななじゅ
⸣ーななまい...〕七十七。七十七歳。喜寿。

ななじゅーななぬ よーイ゚ [nanadʑuːnananu joːɿ]
［名］〔ななじゅーななぬよーイ゚⸣まい...〕七十七
の祝い。喜寿の祝い。

ななしゅつ [nanaɕutsɿ]［名］〔ななしゅ⸣つまい...〕
七十。七十歳。

ななすな [nanasɿna]［名］〔ななす⸣なまい...〕七
品目。七種類の品物。

ななすまふつ [nanasɿmafutsɿ]［名］〔ななすまふ⸣
つまい...〕純朴でない言葉。慣れ親しんだ言葉
と違う言葉。ぎこちない言葉遣い。

ななたてぃじゅーし [nanatatidʑuːɕi]［名］〔なな
たてぃじゅー⸣しまい...〕たくさんの食材を使
った雑炊。

ななつ [nanatsɿ]［名］〔なな⸣つまい...〕七つ。七
歳。

ななつがしゃ [nanatsɿgaɕa]［名］［病］〔ななつが
⸣しゃまい...〕癤。

ななつぶす [nanatsɿbusɿ]［名］〔ななつぶ⸣すま
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なびぬくるず

い...〕七つ星。北斗七星。柄杓星。
ななてぃ [nanati]［名］〔なな⸣てぃまい...〕七年
間。七回忌。七年忌。

なななム [nananam]［名］〔ななな⸣ムまい...〕七
回目の大波のこと。大海では七つの大波がある

と言われる。

なななんか [nanananka]［名］〔なななん⸣かま
い...〕七掛け七日。四十九日忌。法事。

ななまかリ゚[nanamakaɭ]［名］〔ななまか⸣リ゚まい...〕
七杯目の椀。だだをこねた子が七杯も食べると

いうこと。

ななまがリ゚[nanamagaɭ]［名］〔ななまが⸣リ゚まい...〕
七曲り。道路が曲りくねっていること。

ななみ [nanami]［名］〔ななみまい...〕斜め。傾
斜。

ななゆム [nanajum]［名］〔ななゆ⸣ムまい...〕七
読み。機織の用語。縦糸の数。琉球舞踊の「か

しかき」の一節。〈ななゆみ〉（七読）と〈はて

ん〉（二十読）とある。

なぬリ゚ [nanuɭ]［動 I類 a型］〔なぬりー、なぬら
ん〕名乗る。申し出る。出頭する。【例】どぅー

しー なぬり（自分で名乗れ）。

なは [naha]［名］〔なは⸣んまい...〕那覇。沖縄県
庁の所在地。

なば [naba]［名］〔な⸣ばまい...〕垢。汚れ。【例】
なばだり（垢だらけ）。

なばだら [nabadara]［名］〔な⸣ばだら⸢まい...〕汗
まみれな人。【同】「なばだれ」。

なばだリ゚ [nabadaɭ]［動 II類］〔なばだりー、なば
だりん〕〔な⸣ばだりー ぶリ゚〕垢まみれになる。

なばだり [nabadari]［名］〔な⸣ばだりまい...〕垢
垂れ。汚れていること。

なばだりキ゚ん [nabadarikɿn]［名］〔な⸣ばだりキ゚ん
まい...〕汚れた着物・衣服。畑仕事で汚れた衣
服。洗濯していない衣服。

なばだりむぬ [nabadarimunu]［名］〔な⸣ばだり
むぬまい...〕垢のついた人。汚れた衣類や物の
こと。【例】いつまい なばだりむぬ（いつ見て

も垢だらけの人）。【類】「すかたむぬ」。「ふき

つむぬ」。

なばだりムまり [nabadarimmari]［名］〔な⸣ばだ

りムまりまい...〕垢まみれの生まれ。汚れを平
気にしている人。

なばだりやらび [nabadarijarabi]［名］〔な⸣ばだ
りやらびまい...〕汚れている子ども。汗で汚れ
ている子ども。風呂のない時代の子供の体は汚

れていた。

なばだりリ゚ [nabadariɭ]［動 II 類］〔なばだりー、
なばだりん〕〔な⸣ばだりー ぶリ゚〕垢まみれに

なる。

なばだれ [nabadare]［名］〔な⸣ばだれ⸢まい...〕汗
まみれな人。【同】「なばだら」。

なばに [nabani]［名］［病］〔なば⸣にまい...〕梅
毒。

なび [nabi]［名］〔な⸣びまい...〕鍋。【例】ムーに
ーなび（芋を煮る鍋）。するなび（汁鍋）。

なびがーら [nabigaːra]［名］〔な⸣びがーらまい...〕
シートーヤーの鍋の側面に付く板状の黒糖。

【類】「かーら」。

なびかす [nabikasɿ]［動 I類 c型］〔なびかしー、
なびかしゃん〕なびかせる。風がさとうきびを

なびかす。【例】あかう なびかす（髪をなびか

せる）。

なびがま [nabigama]［名］〔なびが⸣ままい...〕小
さい鍋。少人数の料理をする小さい鍋。

なびがま [nabigama]［名］〔なびが⸣ままい...〕鍋
を乗せる釜。土で作った釜。石を 3個置いた一
時的な鎌。【類】「うかま」。

なびキ゚ [nabikɿ]［動 I類 c型］〔なびきー、なびか
ん〕なびく。台風には大木もなびく。【例】す

っじゃぬ かでぃん なびキ゚（さとうきびが風

になびく）。

なびすキ゚ [nabisɿkɿ]［名］〔なびす⸣キ゚まい...〕鍋
敷。鍋を乗せる敷物。すすきを丸めて作る。

なびつつビ [nabitsɿtsɿbɿ]［名］〔な⸣びつつビま
い...〕鍋のすす。鍋の底に付くすす。定期的に
金具ですす落としをした。【類】「なびぬくる

ず」。

なびぬ くー [nabinu kuː]［名］〔なびぬく⸣ーま
い...〕鍋の修理。鍋を繕う。各家庭を廻って鍋
の修理をする専門の人がいた。

なびぬ くるず [nabinu kurudzɿ]［名］〔なびぬ⸣く
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るず⸢まい...〕鍋のすす。【類】「なびつつビ」。
なびぬ しゅく [nabinu ɕuku]［名］〔なび⸣ぬしゅ
くん⸢まい...〕鍋の底。鍋の内側や外側から見
た底。

なびぬ ピてぃつ [nabinu pɿtitsɿ]［名］〔なび⸣ぬ
ピてぃつ⸢まい...〕鍋の一つ。鍋いっぱい。鍋に
たくさんの身が入っている意味。

なびぱんびム [nabipanbim]［名］〔な⸣びぱんびム
まい...〕鍋てんぷら。平焼き。半片。

なびふた [nabifuta]［名］〔なびふ⸣たまい...〕鍋
のふた。茅で編んだものと板のふたがある。

なびふたかヴヴぇ [nabifutakavve]［名］鍋のふた
を被ること。台所に居残る人のこと。

なびふっずー [nabifuddzɿː]［名］〔な⸣びふっずー
まい...〕鍋をあさること。

なびら [nabira]［名］［植］〔なび⸣らまい...〕へち
ま。糸瓜。

なふしゃ [nafuɕa]［名］〔なふしゃまい...〕砂粉。
砂石。

なふしゃずー [nafuɕadzɿː]［名］〔なふしゃずーま
い...〕砂粉の多い畑。海に近い所の畑。砂地。

なふしゃみつ [nafuɕamitsɿ]［名］〔なふしゃみつ
まい...〕砂粉道。石粉の多い道。

なふしゃらん [nafuɕaran]［連語］実力のないこ
と。役に立たないこと。【例】なふしゃらん む

ぬイ゚ー（無知な言い方）。

なふしゃらんむぬ [nafuɕaranmunu]［名］〔なふ
しゃらんむ⸣ぬまい...〕実力のない人。役に立
たないもの。またその人。

なふだ [nafuda]［名］〔なふ⸣だまい...〕名札。衣
服につける名札。荷物につける名札（荷札）。

なま [nama]［接頭］中途半端な〜。未熟な〜。な
んとなく。ちょっとの〜。【例】なまんーしゃむ

ぬ（ちょっと似ている・話の内容が似ている）。

なまぷりむぬ（なんとなく馬鹿みたい）。

なま [nama]［名］〔なまま⸣い...〕今。現在。ごく
近いこと。現代。【例】なまぬ ゆー（現在の

世）。なまー あらん（今ではない。今じゃない。

時が早いこと）。

なま [nama]［名］〔な⸣ままい...〕生。生の状態。
【例】なまイ゚ズぅ（生魚）。なまやしゃい（生野

菜）。

なまあし [namaaɕi]［名］〔なまあしまい...〕生汗。
あぶら汗。

なまイ゚ズぅ [namaɿzu]［名］〔なまイ゚ズぅまい...〕
生魚。鮮魚。

なまいまき [namaimaki]［名］〔なまいまきまい...〕
名前負け。【類】「なーまき」。

なまうぶい [namaubui]［名］〔なまうぶ⸣いまい...〕
生覚え。うろ覚え。ぼんやりと覚える。

なまかーらキ゚ [namakaːrakɿ]［名］〔なまかーら⸣
キ゚まい...〕生乾き。半乾き。

なまがくむん [namagakumun]［名］〔なまがくむ
⸣んまい...〕生学問。なまかじり。知ったふり。

なまかだ [namakada]［名］〔なまかだまい...〕生
のにおい。生臭い。

なまがた [namagata]［名］〔なまがたまい...〕つ
いさっき。最近。近頃。近年。

なまがたがま [namagatagama]［名］〔なまがたが
⸣ままい...〕ついさっき。ごく近い頃。

なまから [namakara]［連語］今から。今度から。
【例】なまから いかずー（今行くよ）。

なまぎー [namagiː]［名］〔なまぎーまい...〕生木。
乾かない木。燃やせない木。切ったばっかりの

木。枯れていない木。

なまきず [namakidzɿ]［名］〔なまきずまい...〕生
傷。治っていない傷。

なまきふし [namakifuɕi]［名］〔なまきふ⸣しま
い...〕怠ける癖。

なまきリ゚ [namakiɭ]［動 II類 c型］〔なまきー、な
まきん〕怠ける。【例】なまきーてーん（怠け

てばっかり）。

なまくが [namakuga]［名］〔なまくがまい...〕生
卵。料理していない卵。

なまぐみ [namagumi]［名］〔なまぐみまい...〕生
ごみ。生のままのごみ。住宅から出されるご

み。

なまぐみ [namagumi]［名］〔なまぐみまい...〕生
米。煮えていない米。【類】「なままイ゚」。

なまぐる [namaguru]［名］〔なまぐ⸣るまい...〕今
頃。近頃。【例】キ゚ぬーぬ なまぐる（昨日の今

頃）。
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なまぐるす [namagurusɿ]［名］〔なまぐるすま
い...〕生殺し。半殺し。

なまじぇーか [namadʑeːka]［名］〔なまじぇーか
んまい...〕夜明け前。未明。【例】なまじぇーか
うきー（夜明け前に起きた）。

なまじみ [namadʑimi]［名］〔なまじみまい...〕生
爪。指の爪。【例】なまじみう むきー（生爪を

剥いだ）。

なまじゃり [namadʑari]［名］〔なまじゃりまい...〕
生乾き。半乾き。洗濯物の半乾きしたもの。【例】

なまじゃりむのー きーらいん（半乾きの衣服

は着られない）。

なまじゃり [namadʑari]［名］〔なまじゃりまい...〕
生枯れ。完全に枯れていないこと。【例】なま

じゃりたむのー むいん（完全に枯れない薪は

燃えない）。

なましゅ [namaɕu]［名］〔なま⸣しゅまい...〕小
潮。旧暦の 7 日・20 日頃の潮。干満の差が小
さい潮。【類】「からしゅ」。

なまじゅー [namadʑuː]［名］〔なまじゅ⸣ーまい...〕
生野菜。生鮮野菜。【類】「なまやしゃい」。

なまじゅなま [namadʑunama]［名］〔なまじゅな
⸣ままい...〕未熟のまま。熟しないまま。【例】な
まじゅなま ふーたリ゚（未熟のまま食べた）。

なます [namasɿ]［名］〔なますまい...〕肴。刺身
のこと。生魚と野菜。酒の肴。【例】イ゚ズぅな

ます（魚のさしみ）。

なまずぶん [namadzɿbun]［名］〔なまずぶ⸣んま
い...〕今時分。今頃。

なまだうふ [namadaufu]［名］〔なまだうふまい...〕
生豆腐。揚げていない豆腐。【同】「なまどー

ふ」。

なまだき [namadaki]［名］〔なまだきまい...〕生
竹。⻘竹。昔、先輩たちが教育の一環として使

用した。

なまだむぬ [namadamunu]［名］〔なまだむぬま
い...〕生の薪。乾燥しない薪。木や木の枝を切
って薪として干して使用する。

なまだリ゚ [namadaɭ]［動 II類 c型］〔なまだりー、
なまだりん〕怠ける。疲れる。労働の意志がな

い。【同】「なまだりリ゚」。

なまだリ゚むぬ [namadaɭmunu]［名］〔なまだリ゚む⸣
ぬまい...〕怠け者。仕事を嫌う者。だらだらし
ているもの。

なまだりリ゚ [namadariɭ]［動 II類 c型］〔なまだ
りー、なまだりん〕怠ける。疲れる。労働の意

志がない。【同】「なまだリ゚」。

なまちきな [namatɕikina]［名］〔なまちき⸣なま
い...〕生のまま。【例】なまちきな ふぁい。

なまつきてぃ [namatsɿkiti]［副］今にいたるまで。
今なお。【例】なまつきてぃ たらまんけーや

くん（今に至るまで多良間に来ない）。なまつき

てぃ ばっすぃん（今にいたるまで忘れない）。

なまてぃーん [namatiːn]［副］突然に。急に。急
な話。【例】なまてぃーん イ゚ーな（突然言う

な）。なまてぃーんや しらいん（急にはできな

い）。

なまどぅー [namaduː]［名］〔なまどぅーまい...〕
生胴。生の体。生き身。生きている体。【例】な

まどぅーゆ きが すな（生の体に怪我を負わ

すな）。

なまどぅーれ [namaduːre]［名］〔なまどぅーれま
い...〕この時間。今となって。平常でない時間
帯。【例】なまどぅーれ ぬーぬ ばーが（こん

な時間に何の用事か）。

なまどー [namadoː]［連語］今だぞ。今がチャン
ス。【例】なまどー、いしゅぎ（今だぞ、急ぎな

さい〕。

なまどーふ [namadoːfu]［名］〔なまどーふまい...〕
生豆腐。揚げていない豆腐。【同】「なまだう

ふ」。

なまなぎな [namanagina]［副］生のまま。【例】
なまなぎな ふぁい（生のまま食べなさい）。

なまにー [namaniː]［名］〔なまに⸣ーまい...〕生
煮え。半煮え。【例】なまにーむのー ふぁーい

ん（半煮えのものは食べられない）。

なまにームー [namaniːmm]［名］〔なまに⸣ームー
まい...〕半煮えの芋。

なまにに [namanini]［名］〔なまに⸣にまい...〕生
寝。半寝。熟睡しないこと。寝不足。【類】「に

んたーらん」。

なまぬ ぺうす [namanu peusɿ]［名］〔なまぬぺう
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⸣すまい...〕今がチャンス。今が適期。【例】あ
めー ぱりった、なまぬ ぺうす とぅび（雨は

止んだ、今のうちに行きなさい）。

なまぬ まま [namanu mama]［副］今のまま。今
の通り。そのまま。【例】なまぬなましー じゃ

うぶん（今のままで良い）。

なまはんか [namahanka]［名］〔なまはん⸣かま
い...〕生半可。中途半端。熱意のないこと。【例】
なまはんかぬ すぐとぅ（中途半端な仕事）。

なまびー [namabiː]［名］〔なまび⸣ーまい...〕生
酔い。ほろ酔い。中途半端な酔い。

なまびリ゚ [namabiɭ]［名］〔なまびリ゚まい...〕生の
にんにく。加工していないにんにく。【例】な

まぴリ゚る ムしゅん つきー ふーたリ゚（生のに

んにく味噌につけて食べた）。

なまぷす [namapusɿ]［名］〔なまぷ⸣すまい...〕生
干し。生乾し。半干し。半乾し。充分乾いてい

ないこと。

なまぶりむぬ [namaburimunu]［名］〔なまぶりむ
ぬまい...〕よく冗談を言う人。当てにならない
人。信用できない人。非常識の人。七分ともい

う。【類】「しちぶ」。

なままイ゚ [namamaɿ]［名］〔なままイ゚まい...〕生
米。収穫したばかりの米。煮えていない米。【類】

「なまぐみ」。

なままい [namamai]［副］今も。現在も。現代も。
【例】なままい ゆぬくとぅ（今も同じだ）。な

ままい かーらん（今も変っていない）。

なまムー [namamm]［名］〔なまム⸣ーまい...〕生
芋。熱を加えていない芋。

なまムしゅ [namamɕu]［名］〔なまム⸣しゅまい...〕
生味噌。味噌汁に使う前の味噌。

なまむぬ [namamunu]［名］〔なまむぬまい...〕生
もの。生の食品。生鮮食品。

なまむリ゚ [namamuɭ]［名］〔なまむリ゚まい...。な
まむ⸣リ゚まい...〕生のままもぎとること。熟しな
い実をもぐこと。果実の塾しないものをもぎ取

ること。

なまめーすしゃーリ゚ [namameːsɿɕaːɭ]［形］〔なま
めーす⸣しゃまい...〕生楽。半分楽。半分やさし
い。仕事が軽い。勉強がそれ程難しくないこと。

【例】なまめーすむのー あらん（ちょっと楽な

ものではない）。【類】「なまやすしゃーリ゚」。

なまやき [namajaki]［名］〔なまや⸣きまい...〕生
焼け。半焼け。【例】なまやきむぬ（生焼けし

た食べ物）。

なまやしゃい [namajaɕai]［名］〔なまやしゃ⸣い
まい...〕生野菜。【類】「なまじゅー」。

なまやすしゃーリ゚ [namajasɿɕaːɭ]［形］〔なまやす
⸣しゃまい...〕生易い。半分易い。ちょっと易
い。それほど難しくない。【類】「なまめーしゃ

ーリ゚」。

なまらす [namarasɿ]［動 I類 c型］〔なまらしー、
なまらしゃん〕止めさせる。停止させる。動き

を止める。マラソンの選手を監督が止める。

なまらす [namarasɿ]［動 I類 c型］〔なまらしー、
なまらしゃん〕辞めさせる。辞退させる。公職

を辞めさせる。【例】しゅくー なまらす（公職

を辞めさせる）。【類】「やみっす」。

なまらん [namaran]［連語］調子が落ちない。【例】
ふーぬ なまらん（いつまでも食べている）。

なまリ゚ [namaɭ]［動 I 類 c 型］〔なまりー、なま
らん〕止まる。動きが止まる。停止する。鈍る。

機織りが故障して止まる。休む。【例】かでー

なまりった（風は止んだ）。ばるーぬ なまらん

（笑いが止まらない）。

なまリ゚ [namaɭ]［動 I類 c型］〔なまりー、なまら
ん〕辞める。辞退する。

なまり [namari]［名］〔なま⸣りまい...〕鉛。
なまりぶす [namaribusɿ]［名］〔なまりぶ⸣すま
い...〕半燻製のかつお節。

なまんーしゃーリ゚ [namannɕaːɭ]［形］〔なまんー
しゃまい...〕少し似ている。ちょっと似ている。
【例】かれー うやんや なまんーしゃーリ゚（彼

は親に少し似ている）。

なみ [nami]［名］〔なみまい...〕並。普通。等し
い。【例】ピとぅなみん（人並みに）。

なみとぅリ゚ [namituɭ]［名］並取り。平等に取る
こと。分配を平等にすること。

なみひらがー [namihiragaː]［名］［井戸］〔なみ
ひ⸣らがーまい...〕波平井戸。井戸の名。人工井
戸。
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なやム

なみリ゚ [namiɭ]［動 II類 c型］〔なみー、なみん〕
なめる。馬鹿にする。【例】ピとぅー なみんな

（人を馬鹿にするな）。

なみリ゚ [namiɭ]［動 II類 c型］〔なみー、なみん〕
並べる。【例】なみー うつき（並べて置きなさ

い）。つくいゆ なみリ゚（机を並べる）。

なム [nam]［名］〔なムま⸣い...〕波。浪。【例】ぶ
りなム（砕ける波）。っすぅなム（砕けた白い

波）。なムぬ ぶりリ゚（大波。波浪）。

なム [nam]［名］〔なムま⸣い...〕並び。【例】やま
ぬ なム（山の並び）。ピとぅぬ なム（人並み・

たくさんの人）。

なム [nam]［動 I類 a型］〔なみー、なまん〕並
である。普通である。人並みである。平均的で

ある。

なム [nam]［動 I類 a型］〔なみー、なまん〕並
ぶ。【例】しーとぅぬ なみー ぶリ゚（生徒が並

んでいる）。

なムあらしゃーリ゚ [nam.araɕaːɭ]［形］〔なムあら⸣
しゃまい...〕波が荒い。波浪が高い。時化の海。
荒波のこと。

なムー [namm]［動 I類 c型］〔なムみー、なムま
ん〕舐める。舌で舐める。

なムかでぃ [namkadi]［名］〔なムか⸣でぃまい...〕
波と風と。嵐。【例】なムかでぃぬ ちゅーしゃ

ーリ゚（波浪が強い）。

なムかでぃたつ [namkaditatsɿ]［動 I類 c型］〔な
ムかでぃたてぃー、なムかでぃたたん〕（海に

ついて）波風が立つ。争いごとが起きる。

なムじゃ [namdʑa]［名］〔なムじゃまい...〕銀。
錫。宝物という意味。「とうがにあやぐ」の一

節にある。

なムじゅーしゃーリ゚ [namdʑuːɕaːɭ]［形］〔なムじ
ゅー⸣しゃまい...〕波の高いこと。波の荒いこ
と。時化の海。

なムだうり [namdauri]［名］〔なムだうりまい...〕
並倒れ。次々と倒れること。【同】「なムどー

り」。

なムだつ [namdatsɿ]［動 I類 c型］〔なムだてぃ
ー、なムだたん〕波立つ。

なムだとぅがー [namdatugaː]［名］［井戸］〔なム

だ⸣とぅがーまい...〕並里井戸。井戸の名。人工
井戸。

なムつかす [namtsɿkasɿ]［動 I類 c型］〔なムつか
しー、なムつかしゃん〕焦がす。鍋の料理を焦

がす。

なムつキ゚ [namtsɿkɿ]［名］〔なムつ⸣キ゚まい...〕こ
げ。鍋の底につくこげ。

なムつキ゚かだ [namtsɿkɿkada]［名］〔なムつ⸣キ゚か
だまい...〕こげ臭いこと。こげのにおい。

なムどーり [namdoːri]［名］〔なムどーりまい...〕
並倒れ。次々と倒れること。【同】「なムだう

り」。

なムぬ しゅく [namnu ɕuku]［名］〔なムぬしゅ
⸣くまい...〕波の底。海底。

なムぬ ぱな [namnu pana]［名］〔なムぬぱ⸣なま
い...〕波の花。波の泡。岩礁に砕ける飛沫。白
波。

なムぬ ぶり [namnu buri]［名］〔なムぬぶ⸣りま
い...〕外洋の波が干瀬に砕ける様。白波を見て
言う。

なムぬ ぶりふつ [namnu burifutsɿ]［名］〔なムぬ
ぶりふ⸣つまい...〕外洋の波の砕け散る所。【類】
「ぷかびし」。

なムぬ ぶりリ゚ [namnu buriɭ]［連語］外洋の波が
干瀬に砕ける。白波を見て言う。「大海のいそ

もとどろに寄せる波。割れて砕けて裂け散るか

も」（源実朝）。

なムぶり [namburi]［名］〔なムぶ⸣りまい...〕波
折れ。リーフにくだける白波。

なムます [nammasɿ]［動 I類 c型］〔なムましー、
なムましゃん〕舐めさせる。アイスケーキをな

めさせる。

なムミ゚ [nammɿ]［動 I類 c型］〔なムミみー、な
ムミまん〕舐める。【例】なムみ（舐めなさい）。

うすェー ぱなう なムミ゚（牛は鼻を舐める）。

なやます [najamasɿ]［動 I類 c型］〔なやましー、
なやましゃん〕悩ませる。苦しませる。【例】い

つまい あんなう なやます（いつも⺟を悩ま

せる）。

なやム [najam]［動 I類 c型］〔なやみー、なやま
ん〕悩む。苦しむ。【例】なやみーてーん（悩ん
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なら

でばっかりだ）。

なら [nara]［名］［代］〔ならまい...〕自分。自身。
本人。【例】ならが むぬ（自分のもの。本人の

もの）。ならが たき（本人のせい）。

ならーしゃいリ゚ [naraːɕaiɭ]［動 II類 c型］〔なら
ーしゃいー、ならーしゃいん〕教えられる。習

わされる。教わる。【例】うやん ならーしゃい

リ゚（親に教わる）。【同】「ならーしゃりリ゚」。

ならーしゃりリ゚ [naraːɕariɭ]［動 II類 c型］〔なら
ーしゃりー、ならーしゃりん〕教えられる。習

わされる。教わる。【例】うやん ならーしゃり

リ゚（親に教わる）。【同】「ならーしゃいリ゚」。

ならーす [naraːsɿ]［動 I類 c型］〔ならーしー、な
らーしゃん〕教える。教授する。【例】しーと

ぅー ならーす（生徒を教える）。

ならーすかた [naraːsɿkata]［名］〔ならーすか⸣た
まい...〕教え方。教える方法。教える技術。教
授法。指導法。

ならーすぐりしゃーリ゚ [naraːsɿguriɕaːɭ]［形］〔な
らーすぐ⸣りしゃまい...〕教えにくい。【例】な
らーすぐりやらび（教えにくい子供）。

ならーすしんしー [naraːsɿɕinɕiː]［名］〔ならーす
しんし⸣ーまい...〕教える先生。学校の先生。教
師。恩師。

ならーすっふぁ [naraːsɿffa]［名］〔ならーすっ⸣ふ
ぁまい...〕教え子。弟子。生徒たち。

ならーすどーず [naraːsɿdoːdzɿ]［形］〔ならーすど
ー⸣ずまい...〕教え方の上手なこと。指導法の
よいこと。

ならーすぬ むぬ [naraːsɿnu munu]［名］〔なら
ーす⸣ぬむぬ⸢まい...〕教え方次第。教える方法。
【例】やらべー ならーすぬ むぬ（子供は教え

方次第だ）。

ならーすやヴヴィ゚[naraːsɿjavvɿ]［動 I類 c型］〔な
らーすやヴヴぃー、ならーすやヴヴぁん〕教え

が悪い。躾けが悪い。あまやかされる。

ならイ゚ぐとぅ [naraɿgutu]［名］〔ならイ゚ぐ⸣とぅま
い...〕習い事。稽古。習得すること。教養を身
につけること。趣味で塾に通うこと。【同】「な

らうぐとぅ」。「なるーぐとぅ」。

ならうぐとぅ [naraugutu]［名］〔ならうぐ⸣とぅ

まい...〕習い事。稽古。習得すること。教養を身
につけること。趣味で塾に通うこと。【同】「な

らイ゚ぐとぅ」。「なるーぐとぅ」。

ならす [narasɿ]［動 I類 a型］〔ならしー、ならし
ゃん〕鳴らす。【例】かにう ならす（鐘を鳴ら

す）。

ならす [narasɿ]［動 I類 c型］〔ならしー、ならし
ゃん〕慣れさせる。馴れさせる。【例】いなう

ならす（犬を馴れさせる）。

ならす [narasɿ]［動 I類 c型］〔ならしー、ならし
ゃん〕均す。平坦にする。【例】ずーゆ ならす

（土地を均す）。

ならす [narasɿ]［動 I 類 c 型］〔ならしー、なら
しゃん〕実らせる。稔らせる。果実を実らす。

【例】まみう ならす（豆を実らせる）。

ならた [narata]［名］［代］〔ならたまい...〕自分
たち。あの人たち。【例】かぬ やーや ならた

が むぬ（あの家はあの人たちのものだ）。【同】

「なんた」。

ならたうけー [narataukeː]［名］［代］〔ならたう
け⸣ーまい...〕自分一人。【例】ならたうけー や

ーん ぶリ゚（自分一人家にいる）。

ならたが むぬ [narataga munu]［名］［代］〔なら
たがむ⸣ぬまい...〕自分たちのもの。【同】「なん
たがむぬ」。

ならたが ムめ [narataga mme]［名］［代］〔なら
たがム⸣めまい...〕自分たち。あの人たち。【例】
ならたが ムめまい うぐなーりー ぶリ゚（あ

の人たちも集まっている）。【同】「なんたがム

め」。

ならたでーな [naratadeːna]［名］［代］〔ならた
でーなまい...〕自分たちだけ。あの人たちだけ。
【同】「なんたでーな」。

ならばす [narabasɿ]［動 I類 a型］〔ならばしー、
ならばしゃん〕並ばせる。整列させる。【例】に

りつん ならばし（2列に並ばせなさい）。
ならビ [narabɿ]［動 I類 a型］〔ならびー、なら
ばん〕並ぶ。整列する。【例】ならびー あリ゚き

（並んで歩きなさい）。

ならびリ゚[narabiɭ]［動 I類 a型］〔ならびりー、な
らびらん〕並べる。
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なんか

ならむいむぬ [naramuimunu]［名］〔ならむ⸣いむ
ぬまい...〕自生したもの。自然に生えたもの。
畑に種子が落ちて自生したもの。

なリ゚ [naɭ]［名］〔なリ゚ま⸣い...〕実。果実。【例】か
ぶちゃぬ なリ゚（かぼちゃの実）。ふぬーぬ な

リ゚（みかんの実）。

なリ゚ [naɭ]［動 I類 c型］〔なりー、ならん〕成る。
成就する。【例】したい、みぐとぅん なりー

（よくぞ見事に成し遂げた）。

なリ゚ [naɭ]［動 I類 c型］〔なりー、ならん〕実る。
稔る。【例】ならん（実らない）。なリ゚どぅす（実

るよ）。なりった（実った。稔った）。

なリ゚ [naɭ]［動 I類 c型］〔なりー、ならん〕でき
る。可能である。【例】なリ゚どぅす（出来るよ。

成功するよ）。なりった（出来た）。なリ゚たかー

（できるなら）。

なリ゚ [naɭ]［動 I類 a型］〔なりー、ならん〕鳴る。
【例】かにぬどぅ なりー ぶリ゚（鐘が鳴ってい

る）。

なり [nari]［名］〔な⸣りまい...〕しきたり。習慣。
【例】うぬ すまぬ なり（その島の習慣）。

なり [nari]［名］〔な⸣りまい...〕慣れ。馴れ。馴
れ染むこと。

なりあい [nariai]［名］〔なりあ⸣いまい...〕馴れ
合い。親しく触れ合うこと。ぐるになること。

なりーなり [nariːnari]［重複］手際よいこと。熟
練。【例】すぐとぅぬ なりーなり（仕事の手際

がよい）。

なリ゚ぎ なりー [naɭgi nariː]［連語］できるかのよ
うに。出来るふりして。【例】なリ゚ぎ なりー

むぬゆムな（出来るふりして話すな）。

なりぎ なりー [narigi nariː]［連語］慣れたかの
ように。出来るふりして。【例】なりぎ なりー

むぬゆムな（出来るふりして話すな）。【類】「な

リ゚ぎなりー」。

なりすみリ゚ [narisɿmiɭ]［動 II類 c型］〔なりすみ
ー、なりすみん〕慣れさせる。馴れさせる。【例】

やーん なりすみリ゚（家に慣れさせる）。

なリ゚たかー [naɭtakaː]［副］なるべく。できるな
ら。【例】なリ゚たかー まーつき いか（できるこ

となら一緒に行こう）。【同】「なリ゚てぃかー」。

なリ゚てぃかー [naɭtikaː]［副］なるべく。できる
なら。【例】なリ゚てぃかー まーつき いか（で

きることなら一緒に行こう）。【同】「なリ゚たか

ー」。

なリ゚とぅゆム [naɭtujum]［動 I類 a型］〔なリ゚と
ぅゆみー、なリ゚とぅゆまん〕鳴り響む。社会に

響き渡る。【例】なリ゚とぅゆみー ぶリ゚（鳴りひ

びいている）。

なりぬ むぬ [narinu munu]［名］〔なり⸣ぬむぬ⸢
まい...〕馴れてこそよいのだ。【例】すぐとー
なりぬむぬ（仕事は馴れることだ）。

なリ゚ねーん [naɭneːn]［副］できる程度に。出来る
範囲で。【例】なリ゚ねーん しる（出来る程度に

しなさい）。なリ゚ねーん キ゚ばリ゚（できる範囲で

頑張れ）。

なリ゚むぬ [naɭmunu]［名］〔なリ゚む⸣ぬまい...〕実
るもの。果実のつく作物。その実。

なリ゚むぬ [naɭmunu]［名］〔なリ゚むぬまい...〕鳴る
もの。音の出るもの。大きな音を出すものにも

言う。音のよくひびくもの。

なりむぬ [narimunu]［名］〔なりむ⸣ぬまい...〕馴
れたもの。熟練したもの。乗馬に馴れた。【例】う

んてぃんや なりむぬ（運転は馴れたものだ）。

なりゆキ゚ [narijukɿ]［名］〔なりゆキ゚⸣うまい...〕成
り行き。

なりリ゚ [nariɭ]［動 II 類 c 型］〔なりー、なりん〕
慣れる。馴れる。順応する。【例】なりった（慣

れた）。なりー ねーん（慣れてしまった）。す

まんや みだ なりん（島にはまだ慣れない）。

なるー [naruː]［動 I類 c型］〔なれー、ならーん〕
習う。学ぶ。学習する。稽古する。練習する。勉

強する。【例】すムゆ なるー（勉強する）。し

ゃムしんゆ なるー（三線を稽古する）。ぶどぅ

リ゚る なるー（踊りを稽古する）。

なるーぐとぅ [naruːgutu]［名］習い事。稽古。習
得すること。教養を身につけること。趣味で塾

に通うこと。【同】「ならうぐとぅ」。「ならイ゚ぐ

とぅ」。

なるふどぅ [narufudu]［副］成る程。納得するこ
と。

なんか [nanka]［名］〔なんかまい...〕七日。死後
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なんかみす

七日の法要。

なんかみす [nankamisɿ]［名］〔なんかみすまい...〕
スツウプナカの七日神酒。【類】「うぷみす」。

なんギ [nangɿ]［名］〔なん⸣ギまい...〕難儀。
なんギくるー [nangɿkuruː]［名］〔なん⸣ギくるー
まい...〕難儀苦労。

なんギしゃーリ゚ [nangɿɕaːɭ]［形］〔なんギ⸣しゃま
い...〕難儀である。困難である。【例】うぬ す

ぐとぅ なんギしゃーリ゚（この仕事は難儀だ）。

なんギでぃまー [nangɿdimaː]［名］〔なん⸣ギでぃ
まーまい...〕難儀手間賃。労賃。

なんくる [nankuru]［副］何とか。【例】なんくる
なリ゚どぅす（何とかなるよ）。

なんざん [nandzan]［名］〔なんざ⸣んまい...〕難
産。

なんじゅ [nandʑu]［副］なんら。あまり。否定文
に使われる。【例】なんじゅ すかんにばゆ（な

んら好みではないよ）。なんじゅ キ゚むぷがん

（何ら気に入らない）。

なんじゅぎしゃーリ゚ [nandʑugiɕaːɭ]［形］〔なんじ
ゅぎ⸣しゃまい...〕どうもよくないようだ。不満
のようである。好きでないようである。【例】な

んじゅぎみぱな（どうも気に入らない顔だ）。

なんた [nanta]［名］［代］〔なんたまい...〕自分た
ち。あの人たち。【例】なんたがどぅ すぐむた

（あの人たちがやるべきだ）。【同】「ならた」。

なんたが ムめ [nantaga mme]［名］［代］〔なん
たがム⸣めまい...〕自分たち。あの人たち。【例】
なんたが ムめまい うぐなーりー ぶリ゚（あ

の人たちも集まっている）。【同】「ならたがム

め」。

なんだき [nandaki]［名］〔なんだ⸣きまい...〕同
じ量。【類】「ゆぬなんだき」。

なんたでーな [nantadeːna]［名］［代］〔なんたで
ーなまい...〕自分たちだけ。あの人たちだけ。
【同】「ならたでーな」。

なんとぅ [nantu]［副］何としても。【例】なんと
ぅ ならまん（何としてもできない）。

なんとぅキ゚ [nantukɿ]［副］［疑］なんとき。【例】
かれー なんとぅキ゚んが キ゚たリ゚（彼はいつ来

たか）。

なんば [nanba]［名］〔なんばまい...〕滑車。井戸
水を汲みあげるのに綱をかける。

なんよー [nan.joː]［名］〔なんよー⸣んまい...〕南
洋。

なんよームー [nan.joːmm]［名］［植］〔なんよ⸣ー
ムーまい...〕きゃっさば。南洋芋。【類】「たぴ
おか」。
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にーすきリ゚

̶ に ̶

にあぎ [niagi]［名］〔にあ⸣ぎまい...〕二揚げ。三
味線の二弦の音を揚げる。

にあぎ [niagi]［名］〔にあ⸣ぎまい...〕荷揚げ。船
の荷役のこと。船から荷物を下ろすこと。

にあぎ [niagi]［名］〔にあ⸣ぎまい...〕値上げ。商
品の値段を上げること。

にあし [niaɕi]［名］〔にあ⸣しまい...〕寝汗。寝て
いて出る汗。

にー [niː]［助］〜に。〜上に。〜で。【例】ういにー
（上に）。くるまにー（車に）。つくいにー（机

の上に）。うやが ぱなすにーや（父の話では）。

ういにー ぬーしリ゚（上に乗せる）。ゆかにー

うつキ゚（床の上に置く）。

にー [niː]［名］二。二つ。二歳。
にー [niː]［名］〔に⸣ーまい...〕子。ね。子年。十
二支の一番目。北。ねずみ。

にー [niː]［名］〔にーま⸣い...〕荷。積み荷。重荷。
負担。【例】にーゆ うーす（荷物を運ぶ）。

にー [niː]［名］〔にーま⸣い...〕根。根っこ。根気。
根性。【例】にーぬ むとぅ（根の元）。すまん

にーう うらす（島に落ち着く）。

にー [niː]［名］〔にーま⸣い...〕音。音程。【例】い
とぅに（三線の弦の音）。

にーいし [niːiɕi]［名］〔にーい⸣しまい...〕根石。
岩盤。【同】「にーいす」。

にーいす [niːisɿ]［名］〔にーい⸣すまい...〕根石。
岩盤。【同】「にーいし」。

にーイ゚ズぅ [niːɿzu]［名］〔にーイ゚ズぅまい...〕煮
魚。料理した魚。

にーうーす [niːuːsɿ]［名］〔にーうー⸣すまい...〕荷
運び。荷物を運ぶこと。貨物運搬。

にーうらす [niːurasɿ]［名］〔にーうら⸣すまい...〕
荷下ろし。荷を下ろすこと。荷役。【同】「にー

うるす」。

にーうらす [niːurasɿ]［名］〔にーうら⸣すまい...〕
根下ろし。根を下ろすこと。根付くこと。定着。

【同】「にーうるす」。

にーうるす [niːurusɿ]［名］〔にーうる⸣すまい...〕
荷下ろし。荷を下ろすこと。荷役。【例】ふに

ぬ にーうるす（船から荷を下ろす）。【同】「に

ーうらす」。

にーうるす [niːurusɿ]［名］〔にーうる⸣すまい...〕
根下ろし。根を下ろすこと。根付くこと。定着。

【同】「にーうらす」。

にーか [niːka]［名］〔にーかまい...〕遅い時間。夕
方。【同】「にーけ」。

にーかばイ゚ [niːkabaɿ]［名］〔にーかばイ゚まい...〕
遅い時間帯まで仕事をすること。日が暮れるま

で畑仕事をすること。【同】「にーけばイ゚」。

にーキ゚ [niːkɿ]［名］〔にーキ゚まい...〕寝息。寝て
いて鼻を鳴らす音。

にーけ [niːke]［名］〔にーけまい...〕遅い時間。夕
方。【同】「にーか」。

にーけばイ゚ [niːkebaɿ]［名］〔にーけばイ゚まい...〕
遅い時間帯まで仕事をすること。【類】「にーか

ばイ゚。

にーじゅーがギな [niːdʑuːgagɿna]［名］［植］〔に
ーじゅ⸣ーがギなまい...〕おいしば。ちからし
ば（俗名）。スツウプナカの朝にこのしばに立

って足を洗う。〈ぶなじぇー〉兄弟が津波のと

きにしがみついたとされる。【類】「しゅがリ゚が

ギな」。

にーじゅーしゃーリ゚ [niːdʑuːɕaːɭ]［形］〔にーじゅ
ー⸣しゃまい...〕荷が多い。荷物を多く積んで
ある。

にーじゅーしゃーリ゚ [niːdʑuːɕaːɭ]［形］〔にーじゅ
ー⸣しゃまい...〕根の強い植物。根の張りの強
い植物。

にーしゅら [niːɕura]［名］〔にーしゅ⸣らまい...〕
根と梢。【例】にーしゅらう みーる（根元のし

っかりしている人は将来立派な人になる）。

にーすギ [niːsɿgɿ]［動 II類 a型］〔にーすぎー、に
ーすぎん〕煮過ぎる。【同】「にーすぎリ゚」。

にーすきリ゚ [niːsɿkiɭ]［動 II類 a型］〔にーすきー、
にーすきん〕煮供える。料理して供える。【例】
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にーすぎリ゚

にーすきる（煮供えなさい）。

にーすぎリ゚ [niːsɿgiɭ]［動 II類 a型］〔にーすぎー、
にーすぎん〕煮過ぎる。煮過ぎ。【例】にーす

ぎたかー ムましゃ ねーん（煮過ぎたらおい

しくない）。【同】「にーすギ」。

にーすこーリ゚なー [niːsɿkoːɭnaː]［名］〔にーすこ
ーリ゚な⸣ーまい...〕荷造り縄。梱包用の縄。

にーずる [niːdzɿru]［名］〔にーずるまい...〕煮汁。
シートーヤーの鍋に入れてあるきび汁のこと。

にーにんばう [niːninbau]［名］〔にーにんば⸣うま
い...〕若者の棒踊り。【同】「にーにんぼー」。

にーにんぼー [niːninboː]［名］〔にーにんぼ⸣ーま
い...〕若者の棒踊り。【同】「にーにんばう」。

にーピキ゚ [niːpɿkɿ]［名］〔にーピ⸣キ゚まい...〕結婚。
新婚。

にーふム [niːfum]［名］〔にーふ⸣ムまい...〕根踏
み。根を踏むこと。大地をしっかり踏むこと。

根を下ろして栄える。繁栄。【同】「にームー」。

にームー [niːmm]［名］〔にーム⸣ーまい...〕根踏
み。根を踏むこと。大地をしっかり踏むこと。

根を下ろして栄える。繁栄。【同】「にーふム」。

にームー [niːmm]［名］〔にームーまい...〕煮た
芋。煮たさつま芋のこと。【例】かーにームー

（皮をつけたまま煮た芋）。

にーむぬ [niːmunu]［名］〔にーむぬまい...〕煮物。
料理。【例】あんなが にーむぬ（⺟の料理）。

にーや ふまん [niːja fuman]［連語］根は踏まな
い。地に足がつかないこと。不安定。

にーリ゚ [niːɭ]［動 II類 a型］〔にー、にーん〕煮
る。料理する。鍋に炊く。炊事する。

にーん むつ [niːn mutsɿ]［連語］根に持つ。恨む
こと。【例】いつがみまい にーん むつ（いつ

までも根に持つ）。

にーんてぃ [niːnti]［名］［干支］〔にーん⸣てぃま
い...〕子年。子の年。

にーんてぃやーっすぅ [niːntijaːssu]［名］〔にーん
⸣てぃやーっすぅまい...〕子年の大飢饉。大凶
作。大不作。

にヴ [niv]［名］〔に⸣ヴまい...〕柄杓（ひしゃく）。
シートーヤーの鍋のきび汁に使う柄杓。ひょう

たんの実で作る（ニコライ・ネフスキー）。

にヴヴぅリ゚ [nivvuɭ]［名］〔にヴヴぅ⸣リ゚まい...〕木
の根っこ。根元。

にうき [niuki]［名］〔にう⸣きまい...〕寝起き。【例】
まーつき にうき すー（一緒に寝起きする）。

にヴしゃ [nivɕa]［名］〔にヴ⸣しゃまい...〕遅いこ
と。

にヴしゃーリ゚ [nivɕaːɭ]［形］〔にヴ⸣しゃまい...〕
遅い。時間が遅い。仕事が遅い。【例】にヴし

ゃぬ（遅いなあ）。

にヴたらぎー [nivtaragiː]［名］［植］〔にヴた⸣ら
ぎーまい...〕ぎんねむ。【類】「ににヴヴぅリ゚ぎ
ー」。「にむりぎー」。

にうち [niutɕi]［名］〔にう⸣ちまい...〕値うち。価
値。【例】いすかぬ にうち（どれぐらいの値う

ち）。

にか [nika]［名］〔に⸣かまい...〕猫。【例】やーに
か（家の飼い猫）。やまにか（野良猫）。

にがーす [nigaːsɿ]［動 I類 c型］〔にがーしー、に
がーしゃん〕願わせる。祈願させる。【例】ゆ

たん にがーす（ゆたに願わせる）。

にがイ゚ [nigaɿ]［名］〔にが⸣イ゚まい...〕願う行事。
神事。【例】かムにがイ゚（神事）。

にがい [nigai]［名］〔にが⸣いまい...〕願うこと。
祈願すること。

にがイ゚ぐとぅ [nigaɿgutu]［名］〔にがイ゚ぐ⸣とぅま
い...〕願い事。家庭や御嶽で願い事をする。

にがイ゚でぃリ゚ [nigaɿdiɭ]［動 II類 c型］〔にがイ゚で
ぃー、にがイ゚でぃん〕願い出る。申し出る。申

請する。【例】やくばんけー にがイ゚でぃリ゚（役

場に願い出る）。

にがイ゚むぬ [nigaɿmunu]［名］〔にがイ゚む⸣ぬまい...〕
願い物。行事。神事。神に供える物。

にかいやー [nikaijaː]［名］〔にかいや⸣ーまい...〕
二階建ての家。

にかがま [nikagama]［名］〔にかが⸣ままい...〕小
さな猫。比ゆ的に、赤子のこと。

にかす [nikasɿ]［動 I類 c型］〔にかしー、にかし
ゃん〕寝かせる。

にがつ [nigatsɿ]［名］〔にが⸣つまい...〕二月。新
暦の二月。立春・雨水の季節。【例】だきー に

かす（抱いて寝かせる）。
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にしゃい

にがつかでぃまーリ゚ [nigatsɿkadimaːɭ]［名］〔にが
つかでぃまー⸣リ゚まい...〕旧暦二月の嵐のこと。
風向きが急変して天気が悪くなること。

にかつつく [nikatsɿtsɿku]［名］［鳥］〔にかつつ⸣
くまい...〕あおばずく。【類】「ふくるー」。

にがてぃ [nigati]［名］〔にがてぃまい...〕苦手。
不得意。【例】えーごー にがてぃ（歌は苦手

だ）。

にがらむぬ [nigaramunu]［名］〔にがらむ⸣ぬま
い...〕早起きする人。早く目が覚める人。

にく [niku]［名］〔に⸣くまい...〕肉。食肉。筋肉。
脂肪のない肉を言う。【類】「すーす」。

にぐー [niguː]［名］［貝］〔にぐ⸣ーまい...〕とが
りしらなみ。しゃこがいの仲間。珊瑚礁に根付

いている。

にぐー [niguː]［動 I類 c型］〔にげー、にがーん〕
願う。神に祈願する。先輩にお願いする。

にぐーす [niguːsɿ]［動 I類 c型］〔にぐーしー、に
ぐーしゃん〕根こそぎ取る。根こそぎ倒す。【例】

きーう にぐーす しる（木を根こそぎ倒せ）。

にぐーふつ [niguːfutsɿ]［名］〔にぐーふ⸣つまい...〕
願いことば。祈祷。一般に「たうとぅ」、「とー

とぅ」と言う。

にぐーべー [niguːbeː]［名］〔にぐーべ⸣ーまい...〕
願いをする人。祈りをする人。

にぐーリ゚ [niguːɭ]［動 II類 c型］〔にぐーりー、に
ぐーりん〕根こそぎ倒れる。【例】にぐーりー

（根こそぎ倒れた）。【同】「にぐーりリ゚」。

にぐーりリ゚ [niguːriɭ]［動 II類 c型］〔にぐーりー、
にぐーりん〕根こそぎ倒れる。【例】にぐーり

ー（根こそぎ倒れた）。【同】「にぐーリ゚」。

にくずり [nikudzɿri]［名］〔にくず⸣りまい...〕荷
崩れ。荷がくずれ落ちること。

にくずりリ゚ [nikudzɿriɭ]［動 II類 c型］〔にくずり
ー、にくずりん〕荷崩れる。荷が崩れ落ちる。

にぐとぅ [nigutu]［名］〔にぐとぅま⸣い...〕寝言。
たわごと。寝ている間に無意識に言うことば。

【類】「にむぬゆム」。

にくム [nikum]［動 I 類 c 型］〔にくみー、にく
まん〕煮込む。【例】にくー にくム（肉を煮込

む）。

にくム [nikum]［動 I類 c型］〔にくみー、にくま
ん〕憎む。憎く思う。【例】ピとぅん にくまい

んな（人に憎まれるな）。

にぐリ゚ [niguɭ]［動 I類 c型］〔にぐりー、にぐら
ん〕濁る。【例】いきぬ にぐリ゚（池の水が濁

る）。

にぐリ゚みず [niguɭmidzɿ]［名］〔にぐリ゚み⸣ずまい...〕
濁り水。汚れ水。

にくりん [nikurin]［名］〔にくり⸣んまい...〕殺鼠
剤。ねずみの駆除薬。

にぐるま [niguruma]［名］〔にぐる⸣ままい...〕荷
車。荷馬車。荷を運ぶ車。

にけ [nike]［名］〔に⸣けまい...〕今夜。【例】にけ
ー あみやー（今夜は雨だなあ）。

にごー [nigoː]［名］〔にご⸣ーまい...〕二号。めか
け。

にじ [nidʑi]［名］〔にじまい...〕ねじ。【例】にじ
う まキ゚（ねじを巻く）。とぅきーぬ にじ（時

計のねじ）。

にしずまリ゚ [niɕidzɿmaɭ]［動 I類 c型］〔にしずま
りー、にしずまらん〕寝静まる。夜の静けさを

意味する。

にじまーす [nidʑimaːsɿ]［名］〔にじまー⸣すまい...〕
ねじ回し。

にじまーす [nidʑimaːsɿ]［動 I類 c型］〔にじまー
しー、にじまーしゃん〕ねじ回す。ねじ伏せる。

力ずくで押えつける。【例】やらびう にじまー

す（子供をねじ伏せる）。

にじまぎリ゚ [nidʑimagiɭ]［動 II類 c型］〔にじま
ぎー、にじまぎん〕ねじ曲げる。腕をねじ曲げ

る。金属をねじ曲げる。

にしみ [niɕimi]［名］〔にし⸣みまい...〕煮しめ。
にしみリ゚[niɕimiɭ]［動 II類 a型］〔にしみー、にし
みん〕煮しめる。よく味をしみこませる。【例】

うぷにう にしみリ゚（大根を煮しめる）。

にじム [nidʑim]［動 I類 a型］〔にじみー、にじ
まん〕にじむ。液体がにじむ。【例】すムぬ に

じム（墨がにじむ）。

にしむぬ [niɕimunu]［名］〔にしむぬまい...〕偽
物。似非物。本物のように見せかけたもの。

にしゃい [niɕai]［名］〔にしゃ⸣いまい...〕二才。
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にしゃいがっさ

⻘年。若者。

にしゃいがっさ [niɕaigassa]［名］〔にしゃいがっ
⸣さまい...〕二才頭。字の役員。〈かっさ〉は「頭」
の意味。

にしゃいぶどぅリ゚ [niɕaibuduɭ]［名］〔にしゃいぶ
どぅ⸣リ゚まい...〕二才踊り。八月おどりの一つ。

にしゃぎ [niɕagi]［名］〔にしゃ⸣ぎまい...〕値下
げ。商品の値段を下げること。

にじリ゚ [nidʑiɭ]［動 I類 c型］〔にじりー、にじら
ん〕ねじる。⻑いものの両端を持って反対向き

に回す。【例】しゃずう にじリ゚（タオルをねじ

る）。

にしんだがー [niɕindagaː]［名］［井戸］〔にしん⸣
だがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

にす [nisɿ]［名］〔にすんまい...〕北。北の方角。
【例】にすぬ やま（北の山）。にすんけー ふつ

（北向き）。【類】「にぬぱ」。

にすかでぃ [nisɿkadi]［名］〔にすかでぃまい...〕
北風。

にすかでぃびらふ [nisɿkadibirafu]［名］〔にすか
でぃびらふまい...〕北風の寒さ。

にすギ [nisɿgɿ]［動 II類 c型］〔にすぎー、にす
ぎん〕寝過ぎる。【同】「にすぎリ゚」。【類】「にん

すギ」。

にすぎ [nisɿgi]［名］〔にす⸣ぎまい...〕寝過ぎ。【類】
「にんすぎ」。

にすぎリ゚ [nisɿgiɭ]［動 II類 c型］〔にすぎー、に
すぎん〕寝過ぎる。【同】「にすギ」。【類】「にん

すぎリ゚」。

にずくリ゚ [nidzɿkuɭ]［名］〔にずく⸣リ゚まい...〕荷作
り。梱包。【例】めーくんけーぬ にずくり（宮

古へ行く荷作りだ）。

にすばる [nisɿbaru]［名］〔に⸣すばる⸢まい...〕北
の方の畑・土地。

にすみっじ [nisɿmiddʑi]［名］［地］〔にすみっじ
まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史
参照。

にすむてぃ [nisɿmuti]［名］〔にすむてぃまい...〕
北の方の里。

にすむてぃいム [nisɿmutiim]［名］〔にすむてぃ
いムまい...〕北の海。

にすむら [nisɿmura]［名］〔にすむ⸣らまい...〕北
の方の集落。

にすむらピとぅ [nisɿmurapɿtu]［名］〔にすむらピ
とぅまい...〕北の方の集落の人。

にすむらふつ [nisɿmurafutsɿ]［名］〔にすむらふ
つまい...〕北の方の集落の入り口。

にたがリ゚ [nitagaɭ]［動 I類 c型］〔にたがりー、に
たがらん〕だだをこねる。わがままをする。反

抗する。ひねくれる。【例】あんなんけー にた

がリ゚（⺟に拗ねる）。

にたがリ゚ [nitagaɭ]［動 I類 c型］〔にたがりー、に
たがらん〕嫉妬する。ねたむ。うらめしく思う。

【例】にたがリ゚むぬイ゚ー（うらめしい話をする）。

にたぎなリ゚ [nitaginaɭ]［動 I類 c型］〔にたぎな
りー、にたぎならん〕ねたましい。ねたましそ

うだ。残念そうだ。

にたしゃ [nitaɕa]［名］〔にたしゃまい...〕ねたさ。
残念。妬む。

にたしゃーリ゚ [nitaɕaːɭ]［形］〔にた⸣しゃまい...〕
残念。妬ましい。【例】にたしゃん ならん（残

念でたまらない）。

にたしゃーリ゚ [nitaɕaːɭ]［形］〔にた⸣しゃまい...〕
悲しい。【例】にたしゃん ならん（悲しくてた

まらない）。

にだま [nidama]［名］〔にだままい...〕目覚めの
悪いこと。寝不足。【例】にだまー ねーん（寝

不足はない）。

にだまみぱな [nidamamipana]［名］〔にだまみぱ
なまい...〕寝不足顔。

にたむぬ [nitamunu]［名］〔にたむ⸣ぬまい...〕憎
いこと。残念なこと。恨めしいこと。【例】ぱな

すう キ゚きー にたむぬ（話を聞いて残念だ）。

にだん [nidan]［名］〔にだんまい...〕値段。商品
の値段。【類】「だい」。

にちょー [nitɕoː]［名］〔にちょ⸣ーまい...〕スツウ
プナカの組織の中の二番かしら。

にちよー [nitɕijoː]［名］〔にちよ⸣ーまい...〕日曜
日。

につ [nitsɿ]［名］〔につまい...〕日。日数。【例】じ
ゅーぐにつ（十五日）。まいにつ（毎日）。

につ [nitsɿ]［名］〔につまい...〕熱。体温。【例】に
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ににつかり

つェー ねーん（熱はない。平温）。につぬ あ

リ゚（熱がある）。

につキ゚ [nitsɿkɿ]［動 I類 c型］〔につきー、につか
ん〕寝つく。ぐっすり寝る。【例】につきった

（寝付いた）。

につき [nitsɿki]［名］〔につきまい...〕煮つけ。煮
つけ料理。

につきリ゚ [nitsɿkiɭ]［動 II類 a型］〔につきー、に
つきん〕煮付ける。

につさまし [nitsɿsamaɕi]［名］〔につさま⸣しま
い...〕熱さまし。熱さましくすり。

にっしゅく [niɕɕuku]［名］〔にっしゅ⸣くまい...〕
日食。太陽と地球の間に月が入って太陽が隠さ

れる現象。【類】「てぃだふむリ゚」。

にっしん [niɕɕin]［名］〔にっし⸣んまい...〕熱心。
心をこめて打ち込む。【例】にっしん ぱたらき

（心を込めて働け）。

にっとー [nittoː]［名］〔にっと⸣ーまい...〕日当。
日給。一日の手間賃。

にでぃじゅーしゃーリ゚ [nididʑuːɕaːɭ]［形］〔にで
ぃじゅー⸣しゃまい...〕耐え強い。忍耐強い。子
供が痛いことを我慢するときに言う。

にでぃリ゚ [nidiɭ]［動 II類 c型］〔にでぃー、にで
ぃん〕耐える。辛抱する。我慢する。【例】ぴー

しゃう にでぃリ゚（寒さに耐える）。

にどぅい [nidui]［名］［干支］〔にどぅ⸣いまい...〕
子年。子年生れ。子生まれの人。

にどぅす [nidusɿ]［名］［干支］子年。
にどぅふしゃ [nidufuɕa]［名］〔にどぅふ⸣しゃま
い...〕粟の草取りを二度行うこと。種播きの後
の二度目の草取りのこと。

にとぅまリ゚ [nitumaɭ]［動 I類 c型］〔にとぅまり
ー、にとぅまらん〕寝泊る。友人の家に寝泊り

する。

になう [ninau]［名］［魚］〔になうまい...〕べら
の仲間。【同】「にのー」。

ににあぐ [niniagu]［名］〔ににあ⸣ぐまい...〕寝る
友。妻のこと。【同】「にんあぐ」。

ににヴヴぅリ゚ [ninivvuɭ]［動 I 類 a 型］〔ににヴ
ヴぅりー、ににヴヴぅらん〕居眠りする。やり

ながら眠ってしまう。居眠り運転。テレビを見

ながら眠る。机に座ったまま眠る。〈ふにう く

ギ〉（船を漕ぐ）とも言う。

ににヴヴぅリ゚ぎー [ninivvuɭgiː]［名］［植］〔にに
ヴヴぅリ゚ぎーまい...〕ぎんねむ。【類】「にヴた
らぎー」。「にむりぎー」。

ににがた [ninigata]［名］〔ににが⸣たまい...〕熟
睡に近い頃。【同】「にんがた」。

ににがまらしゃーリ゚ [ninigamaraɕaːɭ]［形］〔にに
がまら⸣しゃまい...〕寝つかれないこと。【同】
「にんがまらしゃーリ゚」。

ににがまリ゚ [ninigamaɭ]［動 I類 c型］〔ににがま
りー、ににがまらん〕寝ることを飽きる。【同】

「にんがまリ゚」。

ににギん [ninigɿn]［名］〔ににギ⸣んまい...〕寝巻
き。

ににくっじ [ninikuddʑi]［名］〔ににくっ⸣じまい...〕
寝不足。不眠。【同】「にんくっじ」。

ににくっじリ゚ [ninikuddʑiɭ]［動 II類 c型］〔にに
くっじー、ににくっじん〕寝不足になる。不眠

である。【例】ゆーきう しー ににくっじー ぶ

リ゚（夜通し起きたので寝不足だ）。【同】「にん

くっじリ゚」。

ににずー [ninidzɿː]［名］〔ににず⸣ーまい...〕寝る
所。【同】「にんずー」。

ににすギ [ninisɿgɿ]［動 II類 c型］〔ににすぎー、
ににすぎん〕寝過ぎる。【同】「にんすギ」。

ににすぎ [ninisɿgi]［名］〔ににすぎま⸣い...〕寝過
ぎ。【同】「にんすぎ」。

ににすぎリ゚ [ninisɿgiɭ]［動 II類 c型］〔ににすぎ
ー、ににすぎん〕寝過ぎる。【同】「にんすぎリ゚

」。

ににずぶん [ninidzɿbun]［名］〔ににずぶ⸣んま
い...〕寝る時分。就寝時間。【同】「にんずぶん」。

ににずみしゃーリ゚ [ninidzɿmiɕaːɭ]［形］〔ににずみ
⸣しゃまい...〕寝心地がよい。【同】「にんずみし
ゃーリ゚」。

ににすみリ゚ [ninisɿmiɭ]［動 II類 c型］〔ににすみ
ー、ににすみん〕寝かせる。【類】「ににっす」。

ににだま [ninidama]［名］〔ににだ⸣ままい...〕よ
く眠る人。【同】「にんだま」。

ににつかり [ninitsɿkari]［名］〔ににつか⸣りまい...〕
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ににつかりリ゚

寝疲れ。【同】「にんつかり」。

ににつかりリ゚ [ninitsɿkariɭ]［動 II類 c型］〔にに
つかりー、ににつかりん〕寝疲れる。【同】「に

んつかりリ゚」。

ににっす [ninissɿ]［動 I類 c型］〔ににっしー、に
にっしゃん〕寝かせる。【例】ににっすぃーか

ら すぐとぅー しる（寝かせてから仕事をし

なさい）。【類】「ににすみリ゚」。

ににどぅくな [ninidukuna]［名］〔ににどぅく⸣な
まい...〕寝る場所。【同】「にんどぅくな」。

ににどぅくま [ninidukuma]［名］〔ににどぅく⸣ま
まい...〕寝る場所。【同】「にんどぅくま」。

ににぱな [ninipana]［名］〔ににぱ⸣なまい...〕寝
初め。赤ちゃんを寝かすときに言う。【同】「に

んぱな」。

ににふーリ゚ [ninifuːɭ]［名］〔ににふー⸣リ゚まい...〕
寝るふり。寝たふり。【同】「にんふーリ゚」。

ににふし [ninifuɕi]［名］〔ににふ⸣しまい...〕寝ぐ
せ。【例】ににふしぬ あリ゚（寝癖があるよ）。

【同】「にんふし」。

ににふしゅ [ninifuɕu]［名］〔ににふしゅまい...〕
よく寝る人。遅く起きる人。早起きしない人。

【同】「にんふしゅ」。

ににふたーリ゚ [ninifutaːɭ]［動 I類 c型］〔ににふ
たーりー、ににふたーらん〕居眠りする。【同】

「にんふたーリ゚」。

ににふたしゃ [ninifutaɕa]［名］〔ににふたしゃま
い...〕眠たさ。【同】「にんふたしゃ」。

ににふたしゃーリ゚[ninifutaɕaːɭ]［形］〔ににふたし
ゃまい...〕眠たい。【例】ぶがりー ににふたし

ゃん ならん（疲れて眠りたくてたまらない）。

【同】「にんふたしゃーリ゚」。

ににふつ [ninifutsɿ]［名］〔ににふ⸣つまい...〕寝
始め。【同】「にんふつ」。

ににまっふぁ [ninimaffa]［名］〔ににまっ⸣ふぁま
い...〕寝枕。昔は木の枕で寝た。【同】「にんま
っふぁ」。

ににむしゃ [ninimuɕa]［名］［魚］〔ににむ⸣しゃ
まい...〕しまはぜ。はぜの仲間。

ににむっすぅ [ninimussu]［名］〔ににむっ⸣すぅ
まい...〕寝るむしろ。ござ。昼間は片付けて夜

だけ敷く筵。【同】「にんむっすぅ」。

ににむぬイ゚ー [ninimunuɿː]［名］〔ににむぬイ゚ー
まい...〕寝言。寝ていて無意識にしゃべること。
【同】「にんむぬイ゚ー」。

ににむぬゆム [ninimunujum]［名］〔ににむぬゆ⸣
ムまい...〕寝言。【同】「にむぬゆム」。「にんむ
ぬゆム」。【類】「にぐとぅ」。「にむぬイ゚ー」。

ににリ゚ [niniɭ]［動 II 類 c 型］〔ににー、ににん〕
寝る。眠る。

にぬイ゚ [ninuɿ]［名］［干支］〔にぬ⸣イ゚まい...〕子
の日。

にぬイ゚ぬ ピー [ninuɿnu pɿː]［名］［干支］〔にぬ
イ゚⸣ぬピーまい...〕子の日。

にぬイ゚ムまり [ninuɿmmari]［名］［干支］〔にぬイ゚
ムまりまい...〕子の日生まれ。子の日に生まれ
た人。

にぬぱ [ninupa]［名］〔にぬぱ⸣んまい...〕子の方
角。北の方角。北極星の見える方向。

にぬぱでぃー [ninupadiː]［名］〔にぬ⸣ぱでぃーん
まい...〕子の里。土原。嶺間。

にぬぱぶす [ninupabusɿ]［名］〔にぬ⸣ぱぶすま
い...〕北極星。北の方角の星。昔は航海の目印
とされた。「てぃんさぐぬはな」の一節にある。

〈ゆる はらす ふにや にぬふぁぶす みああて

ぃ〉（夜走らせる船は北極星を見当て）。

にのー [ninoː]［名］［魚］〔にのーまい...〕せなす
じべら。べらの仲間。【同】「になう」。

にのみやきんじろー [ninomijakindʑiroː]［名］〔に
のみ⸣やきんじろーまい...〕二宮金次郎。二宮尊
徳の幼名。多良間小学校の校庭に像が立つ。勤

勉家。働きながら勉学に励む。

にば [niba]［接尾］〜しないので。〜しないから。
【例】しゅーまんにば（やらないので。やらない

から）。ににまんにば（寝ないので・寝ないか

ら）。

にばイ゚[nibaɿ]［名］〔にば⸣イ゚まい...〕根這い。根張
り。根っこ。草木の根。植物の根の張り具合。

にばい [nibai]［名］〔にば⸣いまい...〕二倍。
にばリ゚ [nibaɭ]［名］［魚］〔にば⸣リ゚まい...〕はた
の総称。めばる。

にばリ゚ [nibaɭ]［動 I類 c型］〔にばりー、にばら
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にまき

ん〕ねばる。頑張る。耐える。【例】にばリ゚ば

どぅ イ゚ズぉー とぅらいリ゚（ねばれば魚は釣

れる）。

にばリ゚ずー [nibaɭdzɿː]［名］〔にば⸣リ゚ずーまい...〕
はた釣り。釣りのこと。投げ釣りではたをと

る。

にばん [niban]［名］〔にば⸣んまい...〕二番。二番
目。

にばんじゃー [nibandʑaː]［名］〔にばんじゃ⸣ーま
い...〕二番座。一番座の次の部屋。

にばんどぅリ゚ [nibanduɭ]［名］〔にばんどぅ⸣リ゚ま
い...〕二番鶏。一番鶏の次に鳴く鶏。

にばんなび [nibannabi]［名］〔にばんな⸣びまい...〕
二番鍋。製糖小屋の二番目の鍋。

にびー [nibiː]［名］〔にび⸣ーまい...〕寝冷え。冷
えて寝ること。

にびキ゚ [nibikɿ]［動 I類 c型］〔にびきー、にびか
ん〕値引きする。【類】「まきリ゚」。

にびし [nibiɕi]［名］〔にび⸣しまい...〕根岩。岩
盤。

にぶい [nibui]［名］〔にぶ⸣いまい...〕首。頸。【例】
ながにぶい（⻑い首）。しゃずう にぶいん ま

キ゚（タオルを首に巻く）。

にふしゃーリ゚ [nifuɕaːɭ]［形］〔にふ⸣しゃまい...〕
遅い。時間が遅い。仕事が遅い。駆け足が遅い。

【例】ぱギやみーリ゚ばどぅ にふしゃーリ゚（足が

痛いので遅い）。

にふしゃらす [nifuɕarasɿ]［動 I類 a型］〔にふし
ゃらしー、にふしゃらしゃん〕煮腐らせる。煮

物を腐らせる。一旦煮たものが腐らせること。

【例】なつんや にふしゃらす（夏には煮腐らせ

る）。

にふしゃり [nifuɕari]［名］〔にふしゃりま⸣い...〕
煮腐れ。煮物の腐れ。一旦煮たものが腐ること。

【例】にふしゃりむのー わーぬ むてぃ（煮腐

ったものは豚に与えよ）。

にふしゃりかだ [nifuɕarikada]［名］〔にふしゃり
か⸣だまい...〕煮腐れ臭。煮腐れもののにおい。

にふしゃりリ゚ [nifuɕariɭ]［動 II類 a型］〔にふし
ゃりー、にふしゃりん〕煮腐れる。煮たものが

腐れる。

にぶしゅく [nibuɕuku]［名］〔にぶしゅ⸣くまい...〕
寝不足。不眠。【例】ゆべー にぶしゅくどぅ

あたリ゚（昨夜は寝不足だった）。

にぶとぅ [nibutu]［名］〔にぶ⸣とぅまい...〕ねぶ
と。おでき。皮ふのはれもの。根太。

にぶリ゚ [nibuɭ]［動 I類 c型］〔にぶりー、にぶら
ん〕鈍る。悪くなる。【例】かなまリ゚ぬ にぶリ゚

（頭が悪くなる）。

にぶり [niburi]［名］〔にぶ⸣りまい...〕寝ぼけ。起
きたばかりの甘えた声。

にぶリ゚ぐい [nibuɭgui]［名］〔にぶリ゚ぐ⸣いまい...〕
寝ぼけ声。【同】「にぶりぐい」。

にぶりぐい [niburigui]［名］〔にぶりぐ⸣いまい...〕
寝ぼけ声。【同】「にぶリ゚ぐい」。

にぶりどぅリ゚ [niburiduɭ]［名］〔にぶりどぅ⸣リ゚ま
い...〕寝ぼけ鶏。鳴き時を違える鶏。

にぶりみぱな [niburimipana]［名］〔にぶりみぱ⸣
なまい...〕寝ぼけ顔。寝ぼけた顔つき。朝起き
てまだ目覚めていない顔。

にぶリ゚むぬイ゚ー [nibuɭmunuɿː]［名］〔にぶリ゚むぬ
イ゚⸣ーまい...〕寝ぼけ物言い。寝言。寝ている間
に発する言葉。【同】「にぶりむぬイ゚ー」。

にぶりむぬイ゚ー [niburimunuɿː]［名］〔にぶりむぬ
イ゚⸣ーまい...〕寝ぼけ物言い。寝言。寝ている間
に発する言葉。【同】「にぶリ゚むぬイ゚ー」。

にぶりリ゚ [niburiɭ]［動 II類 c型］〔にぶりー、に
ぶりん〕寝ぼける。

にふん [nifun]［名］〔にふ⸣んまい...〕日本。日本
国。日本人。

にへく [niheku]［名］〔にへ⸣くまい...〕二百。に
ひゃく。【例】にへくめーとる（二百メートル

競走）。

にへくとぅか [nihekutuka]［名］〔にへくとぅ⸣か
まい...〕二百十日。立春から数えて 210日。9
月 1日頃。台風の季節。

にまーす [nimaːsɿ]［動 I類 c型］〔にまーしー、に
まーしゃん〕根回す。木を移植するとき行う作

業。【例】まつぎーう にまーす（松の木を根回

しする）。

にまき [nimaki]［名］〔にま⸣きまい...〕寝巻き。
寝間着。
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にむつ

にむつ [nimutsɿ]［名］〔にむ⸣つまい...〕荷物。手
荷物。船や車の積み荷。【例】たビんけーぬ に

むつ（旅行の荷物）。

にむとぅ [nimutu]［名］〔にむとぅ⸣んまい...〕根
元。根っこ。【例】にむとぅん ムたう ゆしる

（根元に土を寄せなさい）。

にむぬイ゚ー [nimunuɿː]［名］〔にむぬイ゚⸣ーまい...〕
寝言を言うこと。寝ている間に無意識に言う。

【類】「にんむぬゆム」。

にむぬゆム [nimunujum]［名］〔にむぬゆ⸣ムま
い...〕寝言。【同】「ににむぬゆム」。「にんむぬ
ゆム」。【類】「にぐとぅ」。「にむぬイ゚ー」。

にむりぎー [nimurigiː]［名］［植］〔にむりぎ⸣ー
まい...〕ぎんねむ。夕方に日光が弱くなると葉
を閉じる。豆科の植物。【類】「にヴたらぎー」。

「ににヴヴぅリ゚ぎー」。

にゅーさつ [njuːsatsɿ]［名］〔にゅーさ⸣つまい...〕
入札。工事の入札。

にら [nira]［名］［植］〔にらまい...〕韮。風味食
材。

にらイ゚ [niraɿ]［名］〔にらイ゚ま⸣い...〕狙い。目当
て。【例】きゅーぬ にらいや（今日の狙いは）。

にらいゆ つきリ゚（目当てをつける）。

にらいかない [niraikanai]［名］〔にらいかな⸣い
から...〕海の彼方にあるとされる浄土。楽土。

にらう [nirau]［動 I類 c型］〔にれー、にらーん〕
狙う。【例】うーむぬー にらうぐまた（大物を

狙うべきだ）。

にらまいリ゚ [niramaiɭ]［動 II類 c型］〔にらまい
ー、にらまいん〕睨まれる。【例】ちゅーピと

ー にらまいリ゚（強い人は狙われる）。【同】「に

らまりリ゚」。

にらまりリ゚ [niramariɭ]［動 II類 c型］〔にらまり
ー、にらまりん〕睨まれる。【同】「にらまいリ゚

」。

にらム [niram]［動 I類 c型］〔にらみー、にらま
ん〕睨む。じっと睨む。【例】あんなが みぱな

う にらム（⺟の顔をじっと睨む）。

にリ゚ [niɭ]［名］〔に⸣リ゚まい...〕古謡。神歌。⻑歌。
〈雨乞いぬにリ゚〉。〈あがリ゚んけーぬ にリ゚〉。〈か

ずがムぬ にリ゚〉。〈ムたばるとぅゆめぬ にリ゚〉

等々。村史参照。【例】にリ゚る っさいー わー

り（神歌を申しあげなさい）。

にリ゚ [niɭ]［動 I類 c型］〔にりー、にらん〕練る。
水でこねる。【例】ムたう にリ゚（土をこねる）。

にリ゚あーす [niɭaːsɿ]［動 I 類 c 型］〔にリ゚あーし
ー、にリ゚あーしゃん〕練り合わせる。

にリ゚なうす [niɭnausɿ]［動 I類 c型］〔にリ゚なうし
ー、にリ゚なうしゃん〕練り直す。【同】「にリ゚の

ーす」。

にリ゚のーす [niɭnoːsɿ]［動 I類 c型］〔にリ゚のーし
ー、にリ゚のーしゃん〕練り直す。【同】「にリ゚な

うす」。

にリ゚ら [niɭɭa]［名］〔にリ゚⸣らまい...〕地の底。地
中深い所。【例】にリ゚らがみ かでぃリ゚（地中深

くまで掘る）。

にリ゚らがリ゚ら [niɭɭagaɭɭa]［名］〔にリ゚⸣らがリ゚らう
⸢しー...〕寝たり起きたりすること。⻑雨のと
き仕事が出来なくて家で寝たり起きたりする。

にる [niru]［名］〔に⸣るまい...〕ねる。冬用の綿
入れの衣類。【類】「にるギん」。

にるギん [nirugɿn]［名］〔に⸣るギんまい...〕ねる。
冬用の綿入れの衣類。【類】「にる」。

にん [nin]［助数］〜人。人を数える。【例】さん
にん（三人）。ぐにん（五人）。

にん [nin]［助数］〜年。〜年間。年数の単位。【例】
さんにん（三年）。ぐにん（五年）。

にん [nin]［名］〔にんまい...〕念。思い。丹念。
【例】にんいり（念を入れる）。にんや ねーん

（熱心でない。粘りがない）。

にんあぐ [nin.agu]［名］〔にんあ⸣ぐまい...〕寝る
友。妻のこと。【同】「ににあぐ」。

にんイ゚ー [ninɿː]［名］〔にんイ゚ーまい...〕念入り。
入念。注意深くすること。【同】「にんいり」。

にんいり [nin.iri]［名］〔にんいりまい...〕念入り。
入念。注意深くすること。【同】「にんイ゚ー」。

にんがきリ゚ [ningakiɭ]［動 II類 c型］〔にんがき
ー、にんがきん〕念がける。専念する。念を入

れる。ひたすらにする。懸命にする。【例】す

ぐとぅー にんがきる（仕事に専念せよ）。

にんがた [ningata]［名］〔にんが⸣たまい...〕熟睡
に近い頃。【例】やがてぃ にんがた（もう少し
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にんだま

で寝る頃だ）。【同】「ににがた」。

にんがまらしゃーリ゚ [ningamaraɕaːɭ]［形］〔にん
がまら⸣しゃまい...〕寝つかれない。近所の騒
がしい音で寝付かれない。【同】「ににがまらし

ゃーリ゚」。

にんがまリ゚ [ningamaɭ]［動 I類 c型］〔にんがま
りー、にんがまらん〕寝ることを飽きる。雨続

きには家の中に寝転んでばかりいるのでそう

いう状況になる。【同】「ににがまリ゚」。

にんキ゚[ninkɿ]［名］〔にん⸣キ゚まい...〕年忌。命日。
にんキ゚こーくー [ninkɿkoːkuː]［名］〔にん⸣キ゚こー
くーまい...〕年忌法要。法事のこと。

にんぎつ [ningitsɿ]［名］〔にんぎつまい...〕年月。
歳月。【例】にんぎつぬ たつべーむぬ（年月の

経つのは早いものだ）。

にんきゅー [ninkjuː]［名］〔にんきゅーまい...〕年
給。年俸。

にんぎん [ningin]［名］〔にんぎ⸣んまい...〕人間。
人。人類。人柄。人物。【例】うどぅろー にん

ぎんぬどぅ ムまりー ぶリ゚（ウドゥルは人間

として立派だ）。

にんくっじ [ninkuddʑi]［名］〔にんくっ⸣じまい...〕
寝不足。不眠。【同】「ににくっじ」。

にんくっじリ゚ [ninkuddʑiɭ]［動 II類 c型］〔にん
くっじー、にんくっじん〕寝不足になる。不眠

である。【同】「ににくっじリ゚」。

にんぐる [ninguru]［名］〔にんぐ⸣るまい...〕めか
け。愛人。

にんしぇー [ninɕeː]［名］〔にんしぇ⸣ーまい...〕忍
耐強い人。よく頑張る人。【例】にんしぇーん

どぅ イ゚ズぉー とぅらいリ゚（忍耐強い人に魚

は釣れる）。

にんじゃー [nindʑaː]［名］〔にんじゃ⸣ーまい...〕
寝室。寝床。

にんじゅ [nindʑu]［名］〔にん⸣じゅまい...〕人衆。
人々。人員。仕事をする人数。

にんじゅー [nindʑuː]［副］年中。一年中。一年
間。

にんじょー [nindʑoː]［名］〔にんじょ⸣ーまい...〕
人情。思いやり。【例】にんじょーぬ ふかピと

ぅ（人情深い人）。【類】「なしゃき」。

にんずー [nindzɿː]［名］〔にんず⸣ーまい...〕寝る
所。【同】「ににずー」。

にんすぅー [ninsuː]［名］〔にんすぅーまい...〕年
数。【例】にんすぅーぬどぅ たらーん（年数が

足りない）。

にんすギ [ninsɿgɿ]［動 II類 c型］〔にんー、にん
ん〕寝過ぎる。【同】「にんすぎリ゚」。【類】「にす

ギ」。

にんすぎ [ninsɿgi]［名］〔にんすぎま⸣い...〕寝過
ぎ。【類】「にすぎ」。

にんすぎリ゚ [ninsɿgiɭ]［動 II 類 c 型］〔にんすぎ
ー、にんすぎん〕寝過ぎる。【同】「にんすギ」。

【類】「にすぎリ゚」。

にんすけーリ゚ [ninsɿkeːɭ]［動 I類 c型］〔にんすけ
ーりー、にんすけーらん〕子どもが寝て落ちつ

かない。寝返りが激しい。

にんずぶん [nindzɿbun]［名］〔にんずぶ⸣んまい...〕
寝る時分。就寝時間。【同】「ににずぶん」。

にんずみしゃーリ゚ [nindzɿmiɕaːɭ]［形］〔にんずみ
⸣しゃまい...〕寝心地がよい。【同】「ににずみし
ゃーリ゚」。

にんそー [ninsoː]［名］〔にんそ⸣ーまい...〕人相。
人の顔だち。顔のつくり。【類】「かくず」。

にんたーらん [nintaːran]［連語］熟睡しないこと。
【類】「なまにに」。

にんたうじー [nintaudʑiː]［名］〔にんた⸣うじー
まい...〕人頭税。1637年から 1903年の間、15
歳から 50歳までに課せられた税。【同】「にん
とーじー」。【類】「じんたうじー」。「にんたう

じー」。

にんたがいら [nintagaira]［名］〔にん⸣たがいら⸢
まい...〕横になったり起きたりすること。

にんたがいリ゚ [nintagaiɭ]［動 I類 c型］〔にんた
がいりー、にんたがいらん〕寝ころがる。【例】

あみふリ゚んや にんたがいリ゚（雨降りには寝転

がる）。【同】「にんたがリ゚」。

にんたがリ゚ [nintagaɭ]［動 I類 c型］〔にんたがり
ー、にんたがらん〕寝ころがる。【例】あみふリ゚

んや にんたがリ゚（雨降りには寝転がる）。【同】

「にんたがいリ゚」。

にんだま [nindama]［名］〔にんだ⸣ままい...〕よ
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にんつかり

く眠る人。【同】「ににだま」。

にんつかり [nintsɿkari]［名］〔にんつか⸣りまい...〕
寝疲れ。寝すぎ。【同】「ににつかり」。

にんつかりリ゚ [nintsɿkariɭ]［動 II類 c型］〔にん
つかりー、にんつかりん〕寝疲れる。寝すぎる。

【同】「ににつかりリ゚」。

にんてぃ [ninti]［名］［干支］〔にん⸣てぃまい...〕
子年。ねずみ年。

にんてぃやーっすぅ [nintijaːssu]［名］〔にん⸣て
ぃやーっすぅまい...〕子年の大飢饉。1852年 3
度にわたって台風があり、家や農作物も全滅し

た。その上疫病にも苦しめられ 2139人の死者
が出た。

にんとぅー [nintuː]［名］〔にんとぅーまい...〕年
頭。年始廻り。新年の挨拶廻り。

にんとぅーじー [nintuːdʑiː]［名］〔にんとぅ⸣ーじ
ーまい...〕人頭税。琉球王府が宮古、八重山に
課した重税。1637 年から 1903 年まで 266 年
間。

にんどぅくな [nindukuna]［名］〔にんどぅく⸣な
まい...〕寝る場所。【同】「にんどぅくま」。「に
んどぅくる」。

にんどぅくま [nindukuma]［名］〔にんどぅく⸣ま
まい...〕寝る場所。

にんどぅくら [nindukura]［名］〔にんどぅく⸣ら
まい...〕寝床。

にんとーじー [nintoːdʑiː]［名］〔にんと⸣ーじーま
い...〕人頭税。1637年から 1903年の間、15歳
から 50歳までに課せられた税。【同】「じんと
ーじー」。

にんない [ninnai]［名］〔にんないまい...〕年内。
【例】にんないん すまいる（年内に終わりなさ

い）。

にんにん [ninnin]［副］年々。毎年。【同】「とぅ
すぬかず」。

にんぱな [ninpana]［名］〔にんぱ⸣なまい...〕寝
初め。赤ちゃんを寝かすときに言う。【同】「に

にぱな」。

にんぷ [ninpu]［名］〔にん⸣ぷまい...〕人夫。労働
者。昔の言い方。

にんふーリ゚ [ninfuːɭ]［名］〔にんふーリ゚まい...〕寝

るふり。寝たふり。【同】「ににふーリ゚」。

にんふげーリ゚ [ninfugeːɭ]［動 I類 c型］〔にんふ
げーりー、にんふげーらん〕寝つかれず動転す

る。

にんふし [ninfuɕi]［名］〔にんふ⸣しまい...〕寝ぐ
せ。【同】「ににふし」。

にんふたーリ゚ [ninfutaːɭ]［動 I 類 c 型］〔にんふ
たーりー、にんふたーらん〕居眠りする。【同】

「ににふたーリ゚」。

にんふたしゃーリ゚ [ninfutaɕaːɭ]［形］〔にんふたし
ゃまい...〕眠たい。【同】「ににふたしゃーリ゚」。

にんふつ [ninfutsɿ]［名］〔にんふ⸣つまい...〕寝始
め。【同】「ににふつ」。

にんぶつ [ninbutsɿ]［名］〔にんぶ⸣つまい...〕念
仏。仏に声を出して唱える。多良間には無い。

にんまつ [ninmatsɿ]［名］〔にんまつまい...〕年
末。年の暮れ。

にんまっふぁ [ninmaffa]［名］〔にんまっ⸣ふぁま
い...〕寝枕。昔は木の枕で寝た。【同】「ににま
っふぁ」。

にんむっすぅ [ninmussu]［名］〔にんむっ⸣すぅま
い...〕寝るむしろ。ござ。【同】「ににむっすぅ」。

にんむぬゆム [ninmunujum]［名］〔にんむぬゆ⸣
ムまい...〕寝言。【同】「ににむぬゆム」。「にむ
ぬゆム」。【類】「にぐとぅ」。「にむぬイ゚ー」。

にんや ねーん [nin.ja neːn]［連語］忍耐のない
こと。飽きやすい人。
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ぬーかいリ゚

̶ ぬ ̶

ぬ [nu]［助］〜が。〜の。主格と属格の助詞。【例】
ぬーまぬ ふしゃ（馬の草）。ぴんだ ぬふしゃ

（山羊の草）。ぬーまぬどぅ ふしゃう ふぇー

ぶリ゚（馬が草を食べている）。ヴヴぁが みなか

んどぅ ぴんだぬ ぶリ゚ろー（君の庭に山羊が

いるよ）。【類】「が」。

ぬ ねーん [nu neːn]［接尾］〜のように。【例】う
ぬ ピとぅぬ ねーん しる（その人のようにし

なさい）。

ぬ ねーんしー [nu neːnɕiː]［接尾］〜のようにし
て。【例】うぬ ピとぅぬ ねーん しー（その

人のようにして）。

ぬ ぷどぅ [nu pudu]［連語］〜のほど。いつ頃。
【例】あかリ゚ぬ ぷどぅ いみしゃーリ゚（蟻ほど

小さい）。

ぬ ムめ [nu mme]［連語］〜たち。〜ら。〜ども。
複数を表わす。【例】やらびぬ ムめ（子供た

ち）。かんキ゚たが ムめ（あれら・あの人たち）。

【類】「ぬけー」。

ぬいくム [nuikum]［動 I 類 c 型］〔ぬいくみー、
ぬいくまん〕縫い込む。合わせの着物を作るの

に棉を縫い込む。

ぬー [nuː]［名］［疑］〔ぬーまい...〕何。【例】ぬ
ーが（何か）。くぬ つつムや ぬーが（この包

みは何か）。ぬーが しらいリ゚（何ができるか）。

ぬーぬが（何が）。ぬーぬが ぷっさーリ゚ば（何

が欲しいか）。ぬーぬが しらいリ゚（何が出来る

か）あんや ぬーぬが しらいリ゚ば（ぼくには何

ができるか）。ぬーがてぃー（何かと）。ぬーが

てぃー みしる（何かと見せなさい）。ぬーぐと

ぅが（何ごとか）。かぬ うとー ぬーぐとぅが

（あの音は何ごとか）。ぬーから（何から）。ぬー

ぬ つみ（何の罪か。何の罰か。何の科か）。ぬ

ーすたリ゚がげーら（何をしたか分からないが）。

ぬーゆてーん（何をばかり）。ぬーゆてーんが

しー ぶリ゚ば（何をばかりしているのか）。

ぬー [nuː]［名］〔ぬーま⸣い...〕野。野原。原野。
荒れ地。【例】ぬーんけー ふしゃかリ゚が（野へ

草刈りに）。ずーぬ ぬーん なりー（畑が荒れ

地になった）。

ぬー [nuː]［動 I 類 c 型］〔ねー、なーん〕縫う。
糸で縫う。繕う。【例】やりふくー ぬー（破れ

た服を縫う）。

ぬー [nuː]［動 I 類 c 型］〔ねー、なーん〕綯う。
縄を綯う。【例】ぬーまぬ んなーう ぬー（馬

の手綱を綯う）。

ぬー あリ゚ば [nuː aɭba]［連語］それがどうした
か。【例】あんしー イ゚ーたかー ぬー あリ゚ば

（そんなことを言ったら、それがどうしたと言

うのか）。

ぬー しゅばが [nuː ɕubaga]［連語］どうすれば。
【例】ぬー しゅばが わーてぃ ならずー（ど

うすればよくなるだろうか）。

ぬー すたリ゚くとぅ [nuː sɿtaɭkutu]［連語］どうし
たことか。何をどうしたか。【例】ヴヴぁくれ

ーが ぬー すたリ゚ くとぅが（君ほどの者がど

うしたか）。

ぬー ねーんが [nuː neːnga]［連語］何がどれほど
に。【例】ぬーねーんが しらいリ゚（どれほどの

ことができるか）。ぬーねーんが ふぁーいリ゚

（どれほど食べるか）。

ぬー やらばまい [nuː jarabamai]［連語］何がな
んでも。まさか。いくらなんでも。【例】ぬー

やらばまい とーしん すーどぅす（何がなん

でも当選するよ）。

ぬーが [nuːga]［連語］何か。どうしたか。口喧
嘩のときなどに言う。【例】ヴヴぁがまー ぬー

が（君こそ何か）。

ぬーが しらいリ゚ [nuːga ɕiraiɭ]［連語］何ができ
る。仕方がない。どうにもならない。【例】ま

きーから ぬーが しらいリ゚（負けてしまった

のは仕方ない）。

ぬーがー [nuːgaː]［連語］何かなあ。【例】かれー
ぬーがー（あれは何かなあ）。

ぬーかいリ゚ [nuːkaiɭ]［動 II類 c型］〔ぬーかいー、
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ぬーがらー

ぬーかいん〕縫い替える。衣服を作り替える。

【例】どぅーん あーしー ぬーかいリ゚（自分の

体に合わせて縫いかえる）。

ぬーがらー [nuːgaraː]［名］〔ぬーがらーまい...〕
何か。何やら。【例】ぬーがらーぬ みーらいリ゚

（何やら見える）。

ぬーがらす [nuːgarasɿ]［動 I類 c型］〔ぬーがら
しー、ぬーがらしゃん〕はかどらせる。【例】す

ぐとぅー ぬーがらす（仕事をはかどらせる）。

ぬーがリ゚ [nuːgaɭ]［動 I類 a型］〔ぬーがりー、ぬ
ーがらん〕はかどる。進捗する。仕事が順調に

進む。能率が上がる。【例】ぬーがリ゚むぬどー

（仕事がよくはかどる）。

ぬーがリ゚むぬ [nuːgaɭmunu]［名］〔ぬーがリ゚む⸣ぬ
まい...〕よくはかどる。【例】かしー すば ぬ

ーがリ゚むぬ（手伝うからはかどる）。

ぬーギん [nuːgɿn]［名］〔ぬーギ⸣んまい...〕縫っ
た着物。自作の着物。

ぬーくリ゚ [nuːkuɭ]［連語］あれこれ。なんだかか
んだか。なんやかんや。【例】ぬーくリ゚てぃー

しゃもーギ（あれこれと取り乱す）。

ぬーしー [nuːɕiː]［副］［疑］どのように。【例】ぬ
ーしーが すぐまたが（どのようにしようか）。

ぬーしゃ [nuːɕa]［副］［疑］どんな。どんな様子。
【例】しきんや ぬーしゃが あたリ゚（テストは

どんなだったか）。

ぬーじゅー [nuːdʑuː]［名］〔ぬーじゅ⸣ーまい...〕
山菜。野の食草。

ぬーしリ゚ [nuːɕiɭ]［動 II類 a型］〔ぬーしー、ぬ
ーしん〕乗せる。載せる。車に乗せる。新聞に

載せる。【例】くリ゚が わーびん ぬーしリ゚（こ

れの上に乗せる）。

ぬーずー [nuːdzɿː]［動 I類 c型］〔ぬーっじー、ぬ
ーっじゃん〕うめく。呻く。【例】ばたやみー

ぬーじー ぶリ゚（腹痛で呻いている）。

ぬーっふぁ ねーん [nuːffa neːn]［連語］何も大
したことはない。【例】ぬーっふぁ ねーん や

ム（大したことのない病気だ）。【類】「ぬーし

ゃねーん」。

ぬーてぃーが イ゚ー [nuːtiːga ɿː]［連語］何という
か。何を言っているか。

ぬーてぃーまい [nuːtiːmai]［連語］どういうこと。
【例】ぬーてぃーまいどぅ イ゚ー（わけの分から

ないことを言う）。

ぬーてぃーまい ねーん [nuːtiːmai neːn]［連語］
何ともない。何の知らせもない。便りもない。

【例】たビからー ぬーてぃーまい ねーん（旅

の人からは何の知らせもない）。

ぬーてぃや ねーん [nuːtija neːn]［連語］何の理
由もない。【例】ぬーてぃーや ねーん なきー

ぶリ゚（わけが分からないが泣いている）。

ぬーどぅ ぬーてぃー ねーん [nuːdu nuːtiː neːn]
［連語］何を理由に。何となく。何がどうしたと

いうのか。【例】ぬーどぅ ぬーてぃー ねーん

ばしゃっじーリ゚（何の理由か分らないが怒って

いる）。ぬーどぅ ぬーてぃー ねーん なきー

ぶリ゚（何となく泣いている）。

ぬーどぅい [nuːdui]［名］［疑］〔ぬ⸣ーどぅいがが
らまい...〕何干支。何年生まれ。干支は何の年
生まれ。

ぬーぬ ばーが [nuːnu baːga]［連語］何の意味か。
何のわけか。どうしたことか。【例】ばれー ぶ

リ゚ろー ぬーぬ ばーが（笑っているのはどう

いう意味か）。

ぬーぬイ゚ [nuːnuɿ]［名］［疑］〔ぬー⸣ぬイ゚がやら
まい...〕何の日。干支は何の日。

ぬーばかリ゚ [nuːbakaɭ]［連語］何ほどの。どれほ
どの。【例】ぬーばかリ゚ぬ ピとぅが（どれほど

の人か）。

ぬーぱずみ [nuːpadzɿmi]［名］〔ぬーぱず⸣みま
い...〕縫い初め。太平洋戦争が終わるとアメリ
カ軍の払い下げ軍服を体に合うように作り替

えた。

ぬーぱリ゚ [nuːpaɭ]［名］〔ぬーぱ⸣リ゚まい...〕縫い
針。縫い針の他に「待ち針」がある。待ち針は

布がずれないように止める針。

ぬーピとぅ [nuːpɿtu]［名］〔ぬ⸣ーピとぅまい...〕
何人。どんな人。どれ程の地位の人か。

ぬーピとぅ [nuːpɿtu]［名］〔ぬーピ⸣とぅまい...〕
縫う人。裁縫している人。どの家庭でも⺟はア

メリカ軍の払い下げ軍服を作り替える裁縫人

であった。
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ぬーぴんだ [nuːpinda]［名］〔ぬーぴん⸣だまい...〕
野山羊。野に放し飼いの山羊。放牧山羊のこ

と。

ぬーふつ [nuːfutsɿ]［名］〔ぬーふ⸣つまい...〕縫い
口。縫い初める部分。

ぬーふつ [nuːfutsɿ]［名］〔ぬーふ⸣つまい...〕野の
入り口。

ぬーぷどぅ [nuːpudu]［名］［疑］〔ぬーぷどぅま
い...。ぬ⸣ーぷどぅまい...〕何程。いか程。【例】
ぬーぷどぅぬ きくが（いか程の客か）。

ぬーぶり [nuːburi]［連語］何の迷いか。【例】ぬ
ーぶりう しーリ゚（何の迷いがあるのか）。

ぬーま [nuːma]［名］〔ぬー⸣ままい...〕三線の駒。
三線の弦を乗せる具。

ぬーま [nuːma]［名］〔ぬー⸣ままい...〕馬。野馬
か。

ぬーまあるー [nuːmaaruː]［名］〔ぬー⸣まあるー
まい...〕馬洗い。海辺で泳がせた。夏の畑仕事
で汗をかいた馬を泳がせた。

ぬーまい [nuːmai]［連語］何も。何でも。何をも。
【例】ぬーまい ねーん（何もない）。ぬーまい

しらいん（何も出来ない。手伝いをしてあげら

れない）。

ぬーまい あらん [nuːmai aran]［連語］何でもな
い。【例】ぬーまい あらんにー（何の心配事で

はないからなあ）。

ぬーまい いかまい [nuːmai ikamai]［連語］何も
かも。

ぬーまうー [nuːmauː]［名］〔ぬー⸣まうーまい...〕
馬を追う。馬追い。シートーヤーの馬追い。

ぬーまヴヴぁい [nuːmavvai]［名］〔ぬー⸣まヴヴ
ぁいまい...〕馬小屋から出た肥料。

ぬーまうーべー [nuːmauːbeː]［名］〔ぬー⸣まうー
べーまい...〕馬を追う係。さとうきびは⻭車で
圧搾した。馬の力が動力源だった。その馬を追

い立てる係のことである。

ぬーまじゅー [nuːmadʑuː]［名］〔ぬー⸣まじゅー
まい...〕馬汁。

ぬーまだつ [nuːmadatsɿ]［名］〔ぬー⸣まだつま
い...〕馬小屋。厩舎（きゅうしゃ）。

ぬーまつかぬー [nuːmatsɿkanuː]［名］〔ぬー⸣まつ

かぬー⸢まい...〕馬を飼うこと。馬に草や水を
給すること。

ぬーまぬ かムぎ [nuːmanu kamgi]［名］〔ぬーま
⸣ぬかムぎ⸢まい...〕馬のたてがみ。

ぬーまぬ しー [nuːmanu ɕiː]［名］〔ぬーま⸣ぬし
ー⸢まい...〕馬の背。

ぬーまぬ っふぁ [nuːmanu ffa]［名］〔ぬーま⸣ぬ
っふぁ⸢まい...〕馬の子。子馬。

ぬーまぬ っふぁい [nuːmanu ffai]［名］〔ぬーま
⸣ぬっふぁいまい...〕馬小屋から出される肥料。
厩肥（きゅうひ）。

ぬーまぬ ふしゃ [nuːmanu fuɕa]［名］〔ぬーま⸣
ぬふしゃ⸢まい...〕馬の草。馬の飼料用の草。

ぬーまぬ ふしゅ [nuːmanu fuɕu]［名］〔ぬーま⸣
ぬふしゅ⸢まい...〕馬の糞。馬糞（ばふん）。

ぬーまぬ ふら [nuːmanu fura]［名］〔ぬーま⸣ぬ
ふら⸢まい...〕馬の鞍。

ぬーまぬ みぱな [nuːmanu mipana]［名］〔ぬー
ま⸣ぬみぱな⸢まい...〕馬の顔。

ぬーまぱらす [nuːmaparasɿ]［名］〔ぬー⸣まぱら
す⸢まい...〕馬を走らせる。

ぬーまぶに [nuːmabuni]［名］〔ぬー⸣まぶにまい...〕
馬の骨。

ぬーみー [nuːmiː]［名］〔ぬーみ⸣ーまい...〕縫い
目。

ぬーみつ [nuːmitsɿ]［名］〔ぬーみ⸣つまい...〕野
道。山道。【類】「やまみつ」。

ぬームいけム [nuːm.ikem]［連語］どうにも。【例】
きふしゃんどぅ ぬーム いけム ならん（煙た

くて、どうにもならない）。

ぬームかーム [nuːmkaːm]［副］何もかも。あれ
これ。【例】ぬーム かーム ゆいー キ゚ー（何

もかももらってくる）。

ぬーむぬ [nuːmunu]［名］〔ぬーむ⸣ぬまい...〕縫
い物。縫う仕事。裁縫。

ぬームまり [nuːmmari]［名］［疑］〔ぬ⸣ームまり
まい...〕どういう生れ。どういう生い立ちか。
【例】ぬームまりうが すたリ゚ば（どんな教え受

けたか）。

ぬーやとぅム [nuːjatum]［連語］何も。【例】ぬ
ーやとぅム ねーん（何もない）。
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ぬーやま [nuːjama]［名］〔ぬーや⸣ままい...〕野
山。荒れ放題の畑。

ぬーゆが うすけ [nuːjuga usɿke]［連語］何をそ
んなに。何をそこまで。【例】ぬーゆが うすけ

ゆムが（何をそんなに言っているか）。

ぬーゆがみ [nuːjugami]［連語］なんでそれくら
いのことは。【例】ぬーゆがみ すてぃだ（なに

もそれくらいのものは捨てろ）。

ぬーゆまい [nuːjumai]［連語］何をも。どんなこ
とでも。【例】かれー ぬーゆまい すーどぅす

（彼はどんなことでもやるよ）。

ぬーらす [nuːrasɿ]［動 I類 a型］〔ぬーらしー、ぬ
ーらしゃん〕乗せる。上がらせる。登らせる。

乗り上げる。【例】ぬーまぬ しーん ぬーらす

（馬の背に乗せる）。

ぬーリ゚ [nuːɭ]［動 I類 a型］〔ぬーりー、ぬーらん〕
乗る。上がる。登る。載る。乗り上がる。【例】

ぬーリ゚ぶっしゃん ならん（乗りたくてたまら

ない）。

ぬーリ゚うくり [nuːɭukuri]［名］〔ぬーリ゚うくりま
い...〕乗り遅れ。船の出港に間に合わない。

ぬーリ゚うくりリ゚ [nuːɭukuriɭ]［動 II類 a型］〔ぬ
ーリ゚うくりー、ぬーリ゚うくりん〕乗り遅れる。

ぬーリ゚くす [nuːɭkusɿ]［動 I類 a型］〔ぬーリ゚くし
ー、ぬーリ゚くしゃん〕乗り越す。

ぬーリ゚じゃうず [nuːɭdʑaudzɿ]［形］〔ぬーリ゚じゃ
うずまい...〕乗り上手。乗馬のよいこと。【同】
「ぬーリ゚じょーず」。

ぬーリ゚しゃか [nuːɭɕaka]［名］〔ぬーリ゚しゃかま
い...〕上り坂。登り坂。〈うりしゃか〉（下り坂）
に対して言う。【類】「ぬーリ゚しゃかま」。

ぬーリ゚しゃかま [nuːɭɕakama]［名］〔ぬーリ゚しゃ
か⸣ままい...〕上り坂。登り坂。〈うりしゃかま〉
（下り坂）に対して言う。【類】「ぬーリ゚しゃか」。

ぬーリ゚しゅーぶ [nuːɭɕuːbu]［名］〔ぬーリ゚しゅー
ぶまい...。ぬーリ゚しゅー⸣ぶまい...〕乗り勝負。
上り勝負。登り勝負。

ぬーリ゚ずみしゃーリ゚ [nuːɭdzɿmiɕaːɭ]［形］〔ぬー
リ゚ずみしゃまい...〕乗り心地のよいこと。【例】
ぬーリ゚ずみぬーま（乗り心地のよい馬）。

ぬーリ゚なり [nuːɭnari]［名］〔ぬーリ゚なりまい...〕

乗り馴れ。【例】ぬーリ゚なりぬーま（乗りなれ

た馬）。

ぬーリ゚なりリ゚ [nuːɭnariɭ]［動 II類 a型］〔ぬーリ゚
なりー、ぬーリ゚なりん〕乗り馴れる。【例】み

だ ぬーリ゚なりん（まだ乗りなれていない）。

ぬーリ゚ふき [nuːɭfuki]［名］〔ぬーリ゚ふきまい...〕
出港する船に飛び乗ること。乗船券を持たない

人が船の出港直前に飛び乗る。

ぬーリ゚ふつ [nuːɭfutsɿ]［名］〔ぬーリ゚ふつまい...〕上
り口。海辺から陸上に上がるところ。【類】「と

ぅぶり」。

ぬーリ゚まーす [nuːɭmaːsɿ]［動 I類 c型］〔ぬーリ゚
まーしー、ぬーリ゚まーしゃん〕乗り回す。

ぬーリ゚みつ [nuːɭmitsɿ]［名］〔ぬーリ゚みつまい...。
ぬーリ゚み⸣つまい...〕上り道。登り道。海辺から
陸上へ上がる道。【類】「とぅぶり」。

ぬーリ゚むぬ [nuːɭmunu]［名］〔ぬーリ゚むぬまい...。
ぬーリ゚む⸣ぬまい...〕乗物。昔は馬車。

ぬーん なす [nuːn nasɿ]［連語］野になすこと。畑
を荒れさせること。不在地主の畑。

ぬーん なリ゚ [nuːn naɭ]［連語］野になる。畑が荒
れ地になること。

ぬーんてぃ [nuːnti]［名］［疑］〔ぬーんてぃがや
らまい...〕何年。干支は何の年。

ぬーんまい [nuːnmai]［連語］何にも。どうにで
も。【例】ぬーんまい ならだ（どうにでもなっ

てしまえ）。

ぬか [nuka]［名］〔ぬかまい...〕糠。精米のとき
に出る粉状のもの。鶏の飼料に用いた。ぬか漬

けの食品もある。

ぬがーす [nugaːsɿ]［動 I類 c型］〔ぬがーしー、ぬ
がーしゃん〕拭わす。拭かせる。【例】あしう

ぬがーす（汗を拭かせる）。

ぬかーぬか [nukaːnuka]［重複］ゆっくりゆっく
り。【例】ぬかーぬか しる（ゆっくりゆっくり

しなさい）。

ぬがーらす [nugaːrasɿ]［動 I類 c型］〔ぬがーら
しー、ぬがーらしゃん〕免れさせる。免除させ

る。休ませる。【例】きゅーぬ すぐとぅー ぬ

がーらす（今日の仕事は休み）。

ぬがーり [nugaːri]［名］〔ぬがーりま⸣い...〕免れ。
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ぬくす

免除。

ぬがーりリ゚ [nugaːriɭ]［動 II 類 c型］〔ぬがーり
ー、ぬがーりん〕免れる。免除される。【例】つ

みぬ ぬがーりリ゚（罪が免れる）。ぬがーりぐま

た（免れるべきだ）。

ぬがいリ゚ [nugaiɭ]［動 II類 c型］〔ぬがいー、ぬ
がいん〕追い越される。成績が追い越される。

【例】ぬがいー ねーん（追い越されてしまっ

た）。【同】「ぬがりリ゚」。

ぬかぐる [nukaguru]［名］〔ぬかぐるまい...。ぬ
かぐ⸣るまい...〕おとなしそうで実は怖い人。

ぬかしゃーリ゚ [nukaɕaːɭ]［形］〔ぬか⸣しゃまい...〕
遅い。おとなしい。【例】ぬかピとぅ（仕事の遅

い人・仕事のゆっくりした人・大人しい人）。

ぬかず [nukadzɿ]［接尾］〜ごとに。【例】ゆだぬ
かず なりー ぶリ゚ばゆ（枝ごとに実っている

よ）。

ぬがす [nugasɿ]［動 I類 c型］〔ぬがしー、ぬが
しゃん〕逃せる。

ぬかすぐり [nukasɿguri]［名］〔ぬかすぐ⸣りまい...〕
遅れて優れること。晩熟。晩生。心身の発達に

言う。

ぬがなーらす [nuganaːrasɿ]［動 I類 c型］〔ぬが
なーらしー、ぬがなーらしゃん〕免れさせる。

免除する。放免する。解放する。【同】「んがな

ーらす」。

ぬがなーリ゚ [nuganaːɭ]［動 I類 c型］〔ぬがなーり
ー、ぬがなーらん〕免れる。免除される。放免

する。解放する。【同】「んがなーリ゚」。

ぬがなーりリ゚ [nuganaːriɭ]［動 II類 c型］〔ぬが
なーりー、ぬがなーりん〕免れる。免除される。

放免する。解放する。【同】「んがなーりリ゚」。

ぬかピとぅ [nukapɿtu]［名］〔ぬかピとぅまい...〕
動作のゆっくりとした人。大人しい人。

ぬかむぬ [nukamunu]［名］〔ぬかむぬまい...〕お
となしい人。仕事のおそい人。

ぬかり [nukari]［名］〔ぬかりま⸣い...〕手落ち。手
ぬかり。【例】ばんや ぬかれー ねーん（ぼく

は手落ちはない）。

ぬがりリ゚ [nugariɭ]［動 II類 c型］〔ぬがりー、ぬ
がりん〕追い越される。成績が追い越される。

【例】ぬがりー ねーん（追い越されてしまっ

た）。【同】「ぬがいリ゚」。

ぬキ゚ [nukɿ]［名］〔ぬキ゚まい...〕貫。柱と柱を連
結する木材。

ぬキ゚ [nukɿ]［名］〔ぬキ゚まい...〕軒。庇（ひさし）。
雨垂れ。【類】「あムだリ゚」。

ぬキ゚ [nukɿ]［動 I類 a型］〔ぬきー、ぬかん〕抜
ける。退く。【例】かれー ぬキ゚ぐまた（彼は退

くべきだ）。

ぬき [nuki]［名］〔ぬきまい...〕離れている所。【例】
ぬきぬ ピとぅ（離れた所の人）。

ぬギ [nugɿ]［動 I類 c型］〔ぬぎー、ぬがん〕追
い越す。【例】かるー ぬがずー（彼を追い越そ

う）。

ぬきしゃーリ゚ [nukiɕaːɭ]［形］〔ぬき⸣しゃまい...〕
遠い。

ぬきば [nukiba]［名］〔ぬきばんけーまい...〕遠
い所。郊外。

ぬきばる [nukibaru]［名］〔ぬきばる⸣んけーま
い...〕遠い所の畑。

ぬきびらイ゚ [nukibiraɿ]［名］〔ぬきびらイ゚まい...〕
離れた所の人との付き合い。親戚以外の人との

付き合い。

ぬきみ [nukimi]［名］〔ぬきみまい...〕抜け目。抜
けた所。手ぬかり。手落ち。

ぬキ゚ム [nukɿm]［名］〔ぬキ゚ムまい...〕にきび。
ぬきむぬ [nukimunu]［名］〔ぬきむぬまい...〕除
け者。嫌われ者。

ぬきリ゚ [nukiɭ]［動 II類 c型］〔ぬきー、ぬきん〕
除ける。退く。脱落する。【例】たうかー ぬき

リ゚（一人退ける）。

ぬキ゚んでぃリ゚ [nukɿndiɭ]［動 II類 c型］〔ぬキ゚ん
でぃー、ぬキ゚んでぃん〕抜きんでる。

ぬぐー [nuguː]［動 I類 c型］〔ぬげー、ぬがーん〕
拭く。拭き取る。【例】あしう ぬぐー（汗を拭

く）。みぱなう ぬぐー（顔を拭く）。

ぬくギ [nukugɿ]［名］〔ぬく⸣ギまい...〕鋸（のこ
ぎり）。木を切り倒したり、枝を切り払ったり、

木工、金工、石工などに使われる。糸鋸。電動

鋸。

ぬくす [nukusɿ]［動 I類 c型］〔ぬくしー、ぬく
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しゃん〕残す。余り物をそのままにしておく。

【例】ぬくすな（残すな）。

ぬくリ゚ [nukuɭ]［動 I類 c型］〔ぬくりー、ぬくら
ん〕残る。余り物がそのままある。【例】ぬく

りー ぶリ゚（残りがある）。

ぬくリ゚むぬ [nukuɭmunu]［名］〔ぬくリ゚む⸣ぬま
い...〕残り物。余り物。食べ物の残り物に言う。

ぬけー [nukeː]［接尾］〜たち。〜ら。〜ども。【例】
やらびぬ けー（子ども達）。【類】「ぬムめ」。

ぬし [nuɕi]［名］［貝］〔ぬ⸣しまい...〕つのれい
し。巻貝の仲間。

ぬし [nuɕi]［名］〔ぬ⸣しまい...〕宮古角力の技の
一つ。相手の脚を蹴り上げて倒す。

ぬじゃキ゚ [nudʑakɿ]［名］〔ぬじゃ⸣キ゚まい...〕野
崎。久松集落のこと。

ぬしゅきリ゚ [nuɕukiɭ]［動 II 類 a 型］〔ぬしゅき
ー、ぬしゅきん〕覗く。覗き見する。立ち寄る。

のぞいて様子を見る。【例】ぬしゅきー ぶリ゚

（覗いている）。

ぬす [nusɿ]［名］〔ぬ⸣すまい...〕主。家主。地主。
所有者。【例】やーぬす（家主）。ずーぬす（地

主）。ぬーまぬ ぬす（馬の飼い主）。

ぬず [nudzɿ]［名］〔ぬずまい...〕虹。雨あがりに
太陽と反対側の空に見られる円弧状の帯。太陽

の光線を屈折して七色の色彩が見える。

ぬずキ゚ [nudzɿkɿ]［動 I類 a型］〔ぬずきー、ぬず
かん〕覗く。覗き見る。訪問する。【例】やーん

かう ぬずキ゚（家の中を覗く）。

ぬずきー みーリ゚ [nudzɿkiː miːɭ]［連語］近寄って
見る。訪問する。【例】ぴっちゃ ぬずきー み

ーリ゚（ちょっと覗いてみる）。

ぬすたい [nusɿtai]［副］［疑］どうして。【例】ぬ
すたい くんが（どうして来ないか）。ぬすたい

なきー ぶリ゚ば（どうして泣いているか）。

ぬすたいてぃー [nusɿtaitiː]［副］［疑］どうして
か。どういうわけか。【例】ぬすたいてぃー く

んにば（どういうわけで来ないのか）。

ぬすどぅ [nusɿdu]［名］〔ぬす⸣どぅまい...〕盗人。
どろぼう。

ぬすまいリ゚ [nusɿmaiɭ]［動 II類 c型］〔ぬすまい
ー、ぬすまいん〕盗まれる。【例】じんゆ ぬ

すまいー ねーん（お金を盗まれてしまった）。

【同】「ぬすまりリ゚」。

ぬずまいリ゚ [nudzɿmaiɭ]［動 II類 a型］〔ぬずま
いー、ぬずまいん〕望まれる。好かれる。求婚

されること。【例】みどぅムー ぬずまいリ゚（女

性に好かれる）。【同】「ぬずまりリ゚」。

ぬすまりリ゚ [nusɿmariɭ]［動 II 類 c 型］〔ぬすま
りー、ぬすまりん〕盗まれる。【例】じんゆ ぬ

すまりー ねーん（お金を盗まれてしまった）。

【同】「ぬすまいリ゚」。

ぬずまりリ゚ [nudzɿmariɭ]［動 II類 a型］〔ぬずま
りー、ぬずまりん〕望まれる。好かれる。求婚

されること。【例】みどぅムー ぬずまりリ゚（女

性に好かれる）。【同】「ぬずまいリ゚」。

ぬすム [nusɿm]［動 I類 c型］〔ぬすみー、ぬすま
ん〕盗む。【例】ピとぅぬ むぬー ぬすム（他

人のものを盗む）。ピとぅぬ ぱなすう ぬすム

（人の話をこっそり聞く）。

ぬずム [nudzɿm]［動 I類 a型］〔ぬずみー、ぬず
まん〕望む。好きになる。惚れる。求婚する。欲

しがる。【例】ばが ぬずム くとー しんしー

（私の望むことは先生になることだ）。

ぬずムな [nudzɿmna]［名］［植］〔ぬずム⸣なま
い...〕のびる。山菜として貴重な食材。

ぬすムむぬ [nusɿmmunu]［名］〔ぬすムむ⸣ぬま
い...〕盗んだ物。盗難品。

ぬちー [nutɕiː]［擬］〔ぬちーてぃーまい...〕ぼん
やりすること。ぐずぐずしていること。

ぬつ [nutsɿ]［名］〔ぬ⸣つまい...〕命。生命。寿命。
【例】ぬつどぅ たから（命こそ宝）。ぬつう す

てぃんな（命を捨てるな）。みずう ぬましー

ぬつう むたす（水を飲ませて命を持たせる）。

やっとぅしー ぬつェー むてぃった（やっと

のことで命拾いした）。

ぬついでぃ [nutsɿidi]［名］〔ぬ⸣ついでぃまい...〕
命拾い。【同】「ぬつんでぃ」。

ぬつう むつたム [nutsɿu mutsɿtam]［連語］命を
持ったぞ。命拾いしたぞ。のどの渇きに水を得

るときに言う。【例】みずう ぬみー ぬつう む

つたム（水を飲んで命拾いした）。

ぬつうたす [nutsɿutasɿ]［名］〔ぬつ⸣うたすまい...〕
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命落とし。死ぬこと。【同】「ぬつうとぅす」。

ぬつうとぅす [nutsɿutusɿ]［名］〔ぬつ⸣うとぅす
まい...〕命落とし。死ぬこと。【同】「ぬつうた
す」。

ぬつが ぱだ [nutsɿga pada]［連語］命のある限
り。終生。一生。【例】ぬつがぱが すまんどぅ

ぶリ゚（一生島に住んでいる）。【類】「ぬつとぅ

とぅみ」。

ぬつがいリ゚ [nutsɿgaiɭ]［動 I類 c型］〔ぬつがい
りー、ぬつがいらん〕生き返る。

ぬっじゅ [nuddʑu]［名］〔ぬっじゅまい...〕縫う
糸。裁縫に使う糸。糸。細い糸。

ぬつじゅーしゃーリ゚ [nutsɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔ぬ⸣つ
じゅーしゃまい...〕命に強い。生命力が強い。
生命力がある。【例】くるまん ぱにらいーまい

ぬつじゅーむぬ（車にはねられても命運のある

人）。

ぬつじゅーむぬ [nutsɿdʑuːmunu]［名］〔ぬ⸣つじ
ゅーむぬまい...〕生命力の強い人。

ぬっずー [nuddzɿː]［動 I類 c型］〔ぬっじー、ぬ
っじゃん〕うめく。呻く。苦しくうめく。【例】

やムピとぅぬ ぬっじー ぶリ゚（病人がうなっ

ている）。

ぬつすてぃ [nutsɿsɿti]［名］〔ぬ⸣つすてぃまい...〕
命捨て。命がけで働くこと。命がらがら。覚悟

すること。

ぬったい [nuttai]［副］なぜ。どうして。【例】ぬ
ったい くんが（なぜ来ないのか）。

ぬったいてぃー [nuttaitiː]［副］［疑］なぜ。どう
して。【例】ぬったいてぃー くんが（なぜ来な

いのか）。

ぬつたすき [nutsɿtasɿki]［名］〔ぬ⸣つたすきう⸢ま
い...〕命助け。救命。【例】いしゃー ぬつたす

きすぐとぅ（医者は命を助ける仕事だ）。

ぬつどぅ たから [nutsɿdu takara]［連語］命ぞ宝。
命こそ宝。琉球国王尚泰の名言。明治政府に連

行されたときに言った。「嘆くなよ臣下命こそ

宝」。

ぬつどぅくな [nutsɿdukuna]［名］〔ぬ⸣つどぅく
なまい...〕命どころ。急所。【例】かなまリ゚ら
ぬつどぅくな（頭は急所だ）。【同】「ぬつどぅ

くま」。

ぬつどぅくま [nutsɿdukuma]［名］〔ぬ⸣つどぅく
ままい...〕命どころ。急所。【例】かなまリ゚ら
ぬつどぅくま（頭は急所だ）。【同】「ぬつどぅ

くな」。

ぬつとぅとぅみ [nutsɿtutumi]［副］命と共に。命
ある限りに。生涯。【例】かるーばー ぬつとぅ

とぅみ ばっすぃらいん（彼のことは生涯忘れ

られない）。【類】「ぬつがぱだ」。

ぬつとぅリ゚ [nutsɿtuɭ]［名］〔ぬ⸣つとぅリ゚⸢まい...〕
命とり。

ぬつとぅリ゚やム [nutsɿtuɭjam]［名］［病］〔ぬ⸣つ
とぅリ゚やム⸢まい...〕命取り病気。昔、肺結核に
言った。

ぬつぬ あリ゚ [nutsɿnu aɭ]［連語］命がある。生き
ている。【例】いつがみまい ぬつぬ あリ゚てぃ

ー うむーな（いつまでも命があると思うな）。

ぬつぬ あリ゚け [nutsɿnu aɭke]［連語］命のあるう
ち。生存中に。存命中に。【例】うやぬ ぬつぬ

あリ゚け ならい（親が命があるうちに習いなさ

い）。

ぬっふぃリ゚ [nuffiɭ]［動 II類 a型］〔ぬっふぃー、
ぬっふぃん〕押入する。入れる。中に入れる。

差し込む。突っ込む。【例】ふつんけー てぃー

ゆ ぬっふぃー かまいたリ゚（口に手を入れて

噛まれた）。【類】「さしくム」。

ぬつふーむぬ [nutsɿfuːmunu]［名］〔ぬ⸣つふーむ
ぬまい...〕命とり。大きな賭けをするときに言
う。【例】うれー ぬつふーむぬ（それは命取り

だ）。

ぬつむたす [nutsɿmutasɿ]［名］〔ぬ⸣つむたすま
い...〕命持たせ。命を持たせること。生きかえ
らせること。

ぬつむつ [nutsɿmutsɿ]［名］〔ぬ⸣つむつ⸢まい...〕
命持ち。命を持つこと。助かること。生き返る

こと。病気が治ること。【例】ヴヴぁが うかぎ

ぬつェー むつたム（君のおかげで助かった）。

ぬつむつむぬ [nutsɿmutsɿmunu]［名］〔ぬ⸣つむつ
むぬまい...〕生きているもの。生物。生き物。命
のあるもの。生命のある物。

ぬつよーしゃーリ゚ [nutsɿjoːɕaːɭ]［形］〔ぬ⸣つよー
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しゃまい...〕命が弱い。生命力が弱い。生きる
運が弱い。薄命である。

ぬつよーむぬ [nutsɿjoːmunu]［名］〔ぬ⸣つよーむ
ぬまい...〕命の弱いもの。生命力のよわいもの。
薄命。

ぬつんだす [nutsɿndasɿ]［動 I 類］〔ぬつんだし
ー、ぬつんだしゃん〕〔ぬ⸣つんだしー ⸢ぶリ゚〕
生き返らす。【例】ぬつんだす くとー しらい

ん（生き返らすことはできない）。

ぬつんでぃ [nutsɿndi]［名］〔ぬ⸣つんでぃ⸢まい...〕
命拾い。【同】「ぬついでぃ」。

ぬつんでぃリ゚ [nutsɿndiɭ]［動 II類］〔ぬつんでぃ
ー、ぬつんでぃん〕〔ぬ⸣つんでぃー ⸢ぶリ゚〕生
き返る。命拾いする。【例】やとぅー やキ゚ばど

ぅ ぬつんでぃリ゚（灸をしたら生き返った）。

ぬどぅ [nudu]［名］〔ぬどぅまい...〕のど。咽喉。
首の前の方。喉首。【類】「にぶい」。

ぬどぅぐら [nudugura]［名］〔ぬどぅぐ⸣らまい...〕
首の骨。

ぬどぅぬ かーきリ゚ [nudunu kaːkiɭ]［連語］のど
の渇くこと。【例】ぬどぅぬ かーきった（喉が

渇いた）。

ぬどぅふギ [nudufugɿ]［名］〔ぬどぅふ⸣ギまい...〕
首。首筋。【例】ぱなピキ゚う しー ぬどぅふギ

ぬ やム（風邪をひいてのどが痛い）。【類】「ふ

ギ」。「ふギぶに」。

ぬどぅぶとぅき [nudubutuki]［名］〔ぬどぅぶと
ぅ⸣きまい...〕のどぼとけ。

ぬどぅぶに [nudubuni]［名］〔ぬどぅぶ⸣にまい...〕
首の骨。頚椎。気管。

ぬぬ [nunu]［名］〔ぬぬまい...。ぬぬゆーリ゚⸣らま
い...〕布。反物。織物のこと。【例】ばしゃぬぬ
（芭蕉布）。ぬのー うりった（布は織った）。

ぬぬうリ゚ [nunuuɭ]［名］〔ぬぬう⸣リ゚まい...〕布織
り。機織り。【例】ぬぬうリ゚あんがた（機織り

する姉さんたち）。

ぬぬうれ [nunuure]［名］〔ぬぬう⸣れまい...〕布
織りをする人。機織りをする人。

ぬぬどー [nunudoː]［名］［地］〔ぬぬどーまい...〕
多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

ぬぬどー [nunudoː]［名］〔ぬぬどーまい...〕布堂。

平良にある。

ぬぬばた [nunubata]［名］〔ぬぬば⸣たまい...〕布
織り機。地機（ずばた）。高機（たかばた）。

ぬぬぱば [nunupaba]［名］〔ぬぬぱばまい...〕布
幅（巾）。織物の幅。

ぬぬふしどー [nunufuɕidoː]［名］〔ぬぬふしど⸣ー
まい...〕布干し堂。平良港の近くにある地区。

ぬぬふつ [nunufutsɿ]［名］〔ぬぬふ⸣つまい...〕布
口。布の口。

ぬぬまキ゚ [nunumakɿ]［名］〔ぬぬま⸣キ゚まい...〕布
巻き。機織りの布を巻く部品。

ぬばしー [nubaɕiː]［副］［疑］どう。どうやって。
【例】かぎんや ぬばしーが すーが（加減はど

うするのか）。くれー ぬばしーが（これはどう

だ）。

ぬばしーぬ [nubaɕiːnu]［連体］［疑］どのような。
【例】かれー ぬばしーぬ ピとぅが（彼はどの

ような人かなあ）。

ぬばしーまい [nubaɕiːmai]［連語］どうしても。
どうにかして。ぜひとも。なんとかして。なん

としても。【例】ぬばしーまい しんしーん な

しゃだかー ならん（どうしても先生になさな

いといけない）。

ぬばす [nubasɿ]［動 I類 c型］〔ぬばしー、ぬば
しゃん〕延期する。延ばす。【例】ぬばし（延

ばしなさい）。あたんけー ぬばす（明日に延ば

す）。

ぬばすぬばす [nubasɿnubasɿ]［副］延ばし延ばし。
行事の延期が続くこと。【類】「ぬビぬビ」。

ぬばなす [nubanasɿ]［名］〔ぬばな⸣すまい...〕野
放し。放任。放し飼い。勝手気まま。

ぬばる [nubaru]［名］〔ぬば⸣るまい...〕野原。野
原集落。宮古島市上野字野原。

ぬビ [nubɿ]［名］〔ぬビまい...〕野火。
ぬビ [nubɿ]［動 I類 c型］〔ぬびー、ぬばん〕延
期になる。

ぬビ [nubɿ]［動 I類 c型］〔ぬびー、ぬばん〕伸
びる。

ぬビあがリ゚ [nubɿagaɭ]［動 I類 c型］〔ぬビあが
りー、ぬビあがらん〕伸び上がる。背伸びする。

爪先で立つ。成績が向上する。収穫物が増える。
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経済が伸びる。

ぬビちじみ [nubɿtɕidʑimi]［名］〔ぬ⸣ビちじみま
い...〕伸び縮み。【例】ぐむぬ ぬびちじみ（ゴ

ムの伸び縮み）。

ぬビちじみリ゚ [nubɿtɕidʑimiɭ]［動 II類］〔ぬビち
じみー、ぬビちじみん〕〔ぬ⸣ビちじみー ⸢ぶリ゚
〕伸び縮む。

ぬビぬビ [nubɿnubɿ]［副］延び延び。行事の延期
が続くこと。【類】「ぬばすぬばす」。

ぬびリ゚ [nubiɭ]［名］［植］〔ぬび⸣リ゚まい...〕のび
る。山菜の名前。昔、味噌をつけて食べた。

ぬびリ゚ [nubiɭ]［動 I類 c型］〔ぬびりー、ぬびら
ん〕延びる。延期する。

ぬふーぬふ [nufuːnufu]［重複］とても温かい。【例】
ぬふーぬふぬ やー（とても暖かい家だ）。

ぬふぎしゃーリ゚ [nufugiɕaːɭ]［形］〔ぬふぎ⸣しゃ
まい...〕温かそうだ。暖かそうだ。【例】ぬふぎ
ふく（温かそうな服）。

ぬぶし [nubuɕi]［名］〔ぬぶしまい...〕のぼせ。の
ぼせること。

ぬふしゃーリ゚ [nufuɕaːɭ]［形］〔ぬふ⸣しゃまい...〕
温かい。暖かい。【例】ぬふしゃぬ（温かいな

あ）。

ぬぶしリ゚ [nubuɕiɭ]［動 II類 c型］〔ぬぶしー、ぬ
ぶしん〕のぼせる。うぬぼれる。思い上がる。

【例】ぬぶしー ぶリ゚（頭がぽーっとしている）。

ぬふずま [nufudzɿma]［名］〔ぬふず⸣ままい...〕温
かい島。暖かい島。温暖な島。

ぬふどぅくな [nufudukuna]［名］〔ぬふどぅく⸣な
まい...〕温かい所。ぬくい所。暖房のきいた部
屋。温暖な土地。【同】「ぬふどぅくま」。

ぬふどぅくま [nufudukuma]［名］〔ぬふどぅく⸣
ままい...〕温かい所。ぬくい所。暖房のきいた
部屋。温暖な土地。【同】「ぬふどぅくな」。

ぬふまーらす [nufumaːrasɿ]［動 I類 c型］〔ぬふ
まーらしー、ぬふまーらしゃん〕温かくしてあ

げる。温める。暖かくしてやる。【例】ピぬー

ムみー ぬふまーらす（火に当たって温める）。

ぬふまーリ゚ [nufumaːɭ]［動 I類 c型］〔ぬふまーり
ー、ぬふまーらん〕温かさを順番にする。【例】

ぬふまーりってぃー すぐとぅ しる（順番に

温まって仕事にかかれ）。

ぬふます [nufumasɿ]［動 I類 c型］〔ぬふましー、
ぬふましゃん〕温める。火に当てる。【例】く

るー ぬふまし（この人を温めなさい）。

ぬふまリ゚ [nufumaɭ]［動 I類］〔ぬふまりー、ぬふ
まらん〕温もる。暖を取る。熱いお茶で体が温

まる。【例】うまつん ぬふまリ゚（火に当たって

温もる）。

ぬふみリ゚ [nufumiɭ]［動 II類 c型］〔ぬふみー、ぬ
ふみん〕温める。熱いお茶で体を温める。

ぬふム [nufum]［動 I 類 c 型］〔ぬふみー、ぬふ
まん〕温む。火に当たる。温まる。【例】ぬふみ

った（温まった）。

ぬぶリ゚くどぅキ゚ [nubuɭkudukɿ]［名］〔ぬぶリ゚くど
ぅキ゚まい...〕上り口説き。琉球舞踊の一つ。七・
五調の軽快な歌詞。

ぬます [numasɿ]［動 I類 c型］〔ぬましー、ぬま
しゃん〕飲ませる。家畜にも言う。【例】みず

う ぬます（水を飲ませる）。

ぬみくム [numikum]［動 I類 c型］〔ぬみくみー、
ぬみくまん〕飲み込む。液体や食べ物を咽喉へ

おろす。

ぬム [num]［名］［昆虫］〔ぬ⸣ムまい...〕蚤。人畜
の皮ふから吸血する。

ぬム [num]［名］〔ぬ⸣ムまい...〕鑿。大工用のの
み。木材に穴を開けたり、溝を掘ったりする工

具。

ぬム [num]［動 I類 c型］〔ぬみー、ぬまん〕飲
む。呑む。【例】ぬみ（飲みなさい）。ちゃーう

ぬみー わーり（お茶を召上って下さい）。ちゃ

ーうぬまずー（お茶を飲みたい）。しゃきうば

ー ぬままん（飲まない）。

ぬムーキ゚ [nummkɿ]［動 I類 c型］〔ぬムーきー、
ぬムーかん〕飲み込む。液体や食べ物を咽喉へ

おろす。

ぬムキ゚ー [numkɿː]［動 I類 c型］〔ぬムキ゚すぃー、
ぬムキ゚さん〕飲みきる。残さないで飲みきる。

コップの酒を飲み切る。【例】ぬムキ゚すぃった

（飲みきった）。【類】「ぬムぱてぃリ゚」。

ぬムだす [numdasɿ]［動 I類 a型］〔ぬムだしー、
ぬムだしゃん〕外へ出すこと。家畜を外へ出す
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ぬムでぃぱずみ

こと。【例】ぬーまう ぬムだす（馬を外へ出

す）。【類】「とぅムだす」。

ぬムでぃぱずみ [numdipadzɿmi]［名］〔ぬムでぃ
ぱずみまい...〕赤ちゃんが生まれてから始めて
門に出ること。

ぬムでぃリ゚ [numdiɭ]［動 II類 a型］〔ぬムでぃー、
ぬムでぃん〕外へ出る。外出する。【例】ぴん

だぬ ぬムでぃリ゚（山羊が外へ出る）。【類】「と

ぅムでぃリ゚」。

ぬムとぅリ゚ [numtuɭ]［名］〔ぬ⸣ムとぅリ゚⸢まい...〕
蚤取り。蚤の駆除。指でつまんで取る。

ぬムぬくリ゚[numnukuɭ]［名］〔ぬムぬく⸣リ゚まい...〕
飲み残り。飲み残し。【例】しゃきぬ ぬムぬく

リ゚（酒の飲み残し）。

ぬムぱてぃ [numpati]［名］〔ぬムぱ⸣てぃまい...〕
飲み果て。飲み干し。【例】しゃけー ぬムぱて

ぃ（酒は飲み干しだ）。

ぬムぱてぃリ゚ [numpatiɭ]［動 II類 c型］〔ぬムぱ
てぃー、ぬムぱてぃん〕飲む果てる。飲み干す。

【例】ぬムぱてぃる（飲み干せよ）。【類】「ぬム

キ゚ー」。

ぬムまーリ゚ [nummaːɭ]［動 I類 c型］〔ぬムまー
りー、ぬムまーらん〕飲み回る。飲み回す。順

番に飲む。【例】しゃきう ぬムまーリ゚（酒を飲

み回す）。

ぬムみず [nummidzɿ]［名］〔ぬムみ⸣ずまい...〕飲
み水。飲料水。今は上水道の水。昔は井戸水。

雨水も沸かして飲んだ。

ぬムむぬ [nummunu]［名］〔ぬムむ⸣ぬまい...〕飲
み物。炭酸飲料。コーヒー。お茶。ジュース。ア

ルコール飲料。店にある飲み物。

ぬらす [nurasɿ]［動 I類 a型］〔ぬらしー、ぬらし
ゃん〕塗らす。塗らせる。色を塗らす。塗料を

塗らす。【例】ぬらし（塗らせよ）。ペンキう ぬ

らす（ペンキを塗らせる）。いるー ぬらす（色

を塗らせる）。

ぬリ゚ [nuɭ]［名］［海草］〔ぬリ゚まい...〕海苔。あお
のり。あおさ。普通は食用の商品「海苔」を言

う。【類】「あーしゃ」。

ぬリ゚ [nuɭ]［名］〔ぬリ゚まい...〕糊。澱粉糊。接着
糊。凧作りに使う糊は芋の澱粉糊であった。

ぬリ゚ [nuɭ]［動 I類 a型］〔ぬりー、ぬらん〕塗る。
壁面にペンキを塗る。【例】ペンキう ぬリ゚（ペ

ンキを塗る）。

ぬリ゚かい [nuɭkai]［名］〔ぬリ゚かいまい...〕乗り換
え。

ぬリ゚かいリ゚ [nuɭkaiɭ]［動 II類 a型］〔ぬリ゚かいー、
ぬリ゚かいん〕乗り換える。宮古から乗り換えて

那覇に行く。船を乗り換えて本土に行くこと。

【例】ぬリ゚かいー やーまんけー（乗り換えて八

重山へ行く）。

ぬリ゚き [nuɭki]［名］〔ぬリ゚きまい...〕乗り気。気
乗り。その気になる。【例】みだ ぬリ゚きん な

らん（まだその気にならない）。

ぬリ゚くい [nuɭkui]［名］〔ぬリ゚くいまい...〕乗り越
え。困難を乗り越えること。【同】「ぬりくい」。

ぬりくい [nurikui]［名］〔ぬりくいまい...〕乗り
越え。困難を乗り越えること。【同】「ぬリ゚く

い」。

ぬリ゚くいリ゚ [nuɭkuiɭ]［動 II類 a型］〔ぬリ゚くいー、
ぬリ゚くいん〕乗り越える。困難を克服する。荒

波を乗り越える。【例】くんなんゆ ぬリ゚くいリ゚

（困難を乗り越える）。【同】「ぬりくいリ゚」。

ぬりくいリ゚ [nurikuiɭ]［動 II類 a型］〔ぬりくい
ー、ぬりくいん〕乗り越える。困難を克服する。

荒波を乗り越える。【例】くんなんゆ ぬりくい

リ゚（困難を乗り越える）。【同】「ぬリ゚くいリ゚」。

ぬリ゚じゅ [nuɭdʑu]［名］〔ぬリ゚じゅまい...〕ねんじ
ゅも。雨後の野に生える。藍藻類。食用。「い

しくらげ」とも。

ぬりばん [nuriban]［名］〔ぬりば⸣んまい...〕黒
板。教室の黒板。【同】「のりばん」。

ぬリ゚ふしゅリ゚ [nuɭfuɕuɭ]［名］〔ぬリ゚ふしゅリ゚ま
い...。ぬリ゚ふしゅ⸣リ゚まい...〕塗り薬。膏薬。患
部の皮膚に塗る薬。塗布剤。

ぬりふむ [nurifumu]［名］〔ぬりふむまい...。ぬ
りふ⸣むまい...〕雲。〈ぬり〉（雲の別名）〈ふむ〉
（雲）からできた語。多良間⺠謡「しゅんかに」

に出る。

ぬりむぬ [nurimunu]［名］〔ぬりむ⸣ぬまい...〕乗
り物。飛行機。船。自転車。今になって自動車

は全家庭に普及した。
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ぬんき

ぬりムま [nurimma]［名］〔ぬりム⸣ままい...〕乗
り馬。馬跳び。背を丸めて馬に見立て、その上

に別の人が乗る遊び。男子の遊び。

ぬるー [nuruː]［動 I類 c型］〔ぬれー、ぬらーん〕
呪う。相手の災いを願う。【例】かるー ぬるー

（彼を呪う）。

ぬるー [nuruː]［擬］〔ぬるーてぃーまい...〕のろ
い。仕事の遅いこと。動作ののろいこと。

ぬるしゃーリ゚ [nuruɕaːɭ]［形］〔ぬる⸣しゃまい...〕
ぬるい。思ったより冷たい。

ぬるしゃーリ゚ [nuruɕaːɭ]［形］〔ぬる⸣しゃまい...〕
鈍い。動作が鈍い。

ぬるちゃー [nurutɕaː]［名］〔ぬるちゃ⸣ーまい...〕
冷たい茶。冷めた茶。熱くないお茶。【類】「ピ

ぐリ゚ちゃー」。

ぬるぬる [nurunuru]［擬］〔ぬるぬるてぃー...〕ぬ
るい状態。動作や仕事の鈍い人にも言う。

ぬるぬる [nurunuru]［擬］ねばねばした様。【例】
すキ゚ーや ぬるぬる しーリ゚（なまこはねばね

ばしている）。

ぬるます [nurumasɿ]［動 I類 c型］〔ぬるましー、
ぬるましゃん〕温める。暖める。【例】ちゃーう

いぴーちゃ ぬるます（お茶を少し温める）。

ぬるム [nurum]［動 I類 c型］〔ぬるみー、ぬるま
ん〕温まる。暖まる。【例】みずぬ ぬるム（水

が温まる）。

ぬんかー [nunkaː]［名］〔ぬんか⸣ーまい...〕のん
気者。のんびり者。

ぬんき [nunki]［名］〔ぬん⸣きまい...〕のん気。の
んびりした性格。【例】ぬんきむぬ（のん気者）。
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ねーう

̶ ね ̶

ねーう [neːu]［擬］ねこの鳴きまね。
ねーしー [neːɕiː]［接尾］〜ようにして。〜如く。
【例】くリ゚が ねーしー しる（この人のように

しなさい）。【同】「ねーんしー」。

ねーしぶ [neːɕibu]［名］〔ねーし⸣ぶまい...〕子支
部。土原、嶺間。仲子。塩子。

ねーぱーぎー [neːpaːgiː]［名］〔ねーぱ⸣ーぎーま
い...〕すりこぎ。すり鉢に使う。

ねーリ゚ [neːɭ]［動 I 類 a 型］〔ねーりー、ねーら
ん〕差し出す。ものをくれる。手に持っている

ものを相手に見せる。

ねーリ゚ [neːɭ]［動 I 類 a 型］〔ねーりー、ねーら
ん〕手を出す。なぐる。【例】てぃーゆ ねーリ゚

な（手を出すな・殴るな）。

ねーん [neːn]［接尾］〜ように。〜如く。【例】く
リ゚が ねーん（これのように）。なリ゚ねーんどぅ

なリ゚（なるようになる）。

ねーん [neːn]［動変則］〔―、―〕〜しまった。【例】
あんしー しー ねーん（そんなにやってし

まった）。ばっすぃー ねーん（忘れてしまっ

た）。

ねーん [neːn]［動変則 c型］〔ねーんぐとぅ、―〕
無い。〈あリ゚〉（有る）の否定語幹。なにも無い。

【例】ねーんしゅゆリ゚らー ます（無いよりまし

だ）。あかむっとぅ ねーん（少しもない）。

ねーん じん [neːn dʑin]［名］〔ねー⸣んじん⸢ま
い...〕無いお金。なけなしの金。

ねーん なす [neːn nasɿ]［連語］無くす。無くし
てしまう。【例】ふぇー ねーん なす（食べて

しまう）。

ねーん なリ゚ [neːn naɭ]［連語］無くなる。【例】
ねーん なりー ねーん（無くなって何もない。

なくなってしまった）。

ねーんしー [neːnɕiː]［接尾］〜ようにして。〜如

く。【例】くリ゚が ねーんしー しる（この人の

ようにしなさい）。【同】「ねーしー」。

ねな [nena]［接尾］〜せずに。【例】あんしー し

ゅんぐとぅねな（そのようにせずに）。

ねる [neru]［名］〔ね⸣るまい...〕着物の種類。冬
用で綿入れ。

ねるギん [nerugɿn]［名］〔ね⸣るギんまい...〕綿入
れの着物。
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のーリ゚ゆー

̶ の ̶

のー [noː]［名］〔のーまい...〕脳。頭脳。脳髄。頭
の働き。【類】「じゃヴヴぁ」。

のーいっきつ [noːikkitsɿ]［名］〔のーいっき⸣つま
い...〕脳溢血。

のーきリ゚ [noːkiɭ]［動 II類 c型］〔のーきー、の
ーきん〕直すこと。正しくする。【例】のーき

る（元に直しなさい）。【同】「なうきリ゚」。【類】

「まなうきリ゚」。「まのーきリ゚」。

のーす [noːsɿ]［動 I類 c型］〔のーしー、のーしゃ
ん〕直す。治す。病気を治す。【例】のーし（直

しなさい・治しなさい）。やムゆ のーす（病気

を治す）。【同】「なうす」。

のーらす [noːrasɿ]［動 I類 c型］〔のーらしー、の
ーらしゃん〕実らせる。豊作にさせる。【同】「な

うらす」。

のーリ゚ [noːɭ]［動 I 類 c 型］〔のーりー、のーら
ん〕実る。稔る。豊作になる。作物がよくでき

る。作物がよい出来栄えになる。【例】のーリ゚

まみ（豊作の豆）。【同】「なうリ゚」。

のーリ゚ [noːɭ]［動 I類 c型］〔のーりー、のーらん〕
直る。治る。病気が直る。世直りの意味もある。

【例】やムや のーりった（病気が治った）。【同】

「なうリ゚」。

のーリ゚ゆー [noːɭjuː]［名］〔のーリ゚ゆ⸣ーまい...〕直
る世。豊年。豊作。世果報。〈みるくゆー〉（弥

勒世）。【同】「なうリ゚ゆー」。
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ば

̶ は ̶

ば [ba]［接尾］〜か。疑問詞を含む疑問文の述語
に付く。【例】ぬーぬが ぷっさーリ゚ば（何が欲

しいか）。いつが キ゚たリ゚ば（いつ来たか）。

ば [ba]［接尾］〜ので。〜から。理由、原因を表す。
【例】たかしゃーリ゚ば とぅらいん（高いので取

れない）。

ば [ba]［接尾］〜たら（…起こった）。〜すると（…
起こった）。ある出来事が起こると次の出来事

が起こるという意味を表す。【例】すまう みー

るばどぅ みーや みーん きーぬ あたリ゚（島

を見たら見たことのない木があった）。

ば [ba]［名］［代］我。吾。私。ぼく。この形式
は格助詞〈が〉（〜が・〜の）とのみ使われる。

【例】ばが（私の。私が）。ばが ならーすムど

ー（私が教えてやるよ）。くれー ばがむぬ（こ

れは私のものだ）。【類】「あ」。

ば [ba]［名］場。【例】すなば（砂場）。うんどー
ば（運動場）。

ぱ [pa]［名］方角。【例】にぬぱ（子の方）。とぅ
らぬぱ（寅の方）。ムまぬぱ（午の方）。しゃリ゚

ぬぱ（申の方）。

ばー [baː]［接尾］〜すればいいなあ。〜したいも
のだなあ。願望を表す接辞。【例】あんしー し

ゅーばー（そのようにしたい）。

ばー [baː]［名］〔ば⸣ーまい...〕時。場合。【例】キ゚
ーばーんや でぃんわう しる（来る時には電

話しなさい）。

ばー [baː]［名］〔ば⸣ーまい...〕理由。訳。意味。
【例】あんしーぬ ばーだらーなー（そういうわ

けだろう）。

ぱー [paː]［名］〔ぱーまい...〕葉。【例】きーぬ
ぱー（木の葉）。まつぬ ぱーたむぬ（松の葉の

薪）。

ぱー [paː]［名］〔ぱーま⸣い...〕⻭。【例】ぱーぬ

むいリ゚（⻭が生える）。

ぱー [paː]［名］〔ぱーま⸣い...〕刃。【例】かたな
ぬ ぱー（刀の刃）。

はーい [haːi]［感］呼ぶ声。答える声。村の中で
薪取りする女性たちが〈みがー〉と呼べば〈は

ーい〉と答える。

ぱーいしゃ [paːiɕa]［名］〔ぱーい⸣しゃまい...〕⻭
医者。

ぱーうや [paːuja]［名］〔ぱ⸣ーうやまい...〕義父。
夫の父。【類】「すとぅうや」。

ぱーかキ゚ [paːkakɿ]［名］〔ぱーか⸣キ゚まい...〕葉掻
き。葉を剥ぎ取ること。

ぱーかぎしゃーリ゚ [paːkagiɕaːɭ]［形］〔ぱーかぎ⸣
しゃまい...〕⻭がきれい。⻭並びがきれい。

ぱーかぎむぬ [paːkagimunu]［名］〔ぱーか⸣ぎむ
ぬまい...〕⻭のきれいな人。⻭並びのきれいな
人。

ぱーがつー [paːgatsɿː]［名］［海草］〔ぱー⸣がつー
⸢まい...〕海綿。海辺に打ち上げられる。

ぱーかム [paːkam]［名］〔ぱーか⸣ムまい...〕⻭を
咬む。⻭をくいしばる。⻭ぎしり。意気ごむ。

寝ていて無意識に⻭をぎしぎし鳴らす。

ぱーがら [paːgara]［名］〔ぱーがらまい...〕葉殻。
さとうきびの枯れ葉のこと。

ぱーからむいふしゃ [paːkaramuifuɕa]［名］［植］
〔ぱーからむいふ⸣しゃまい...〕せいろんべんけ
いそう。【類】「かーふしゃ」。

ばーき [baːki]［助］〜ほど。量のこと。【例】う
んしゅくばーき（それほどに）。うすかばーき

（それほどたくさん）。

ばーき [baːki]［名］〔ばー⸣きまい...〕ざる。竹製
の広口のざる。

ぱーじゅーしゃーリ゚ [paːdʑuːɕaːɭ]［形］〔ぱーじゅ
ー⸣しゃまい...〕⻭が強い。

ばーす [baːsɿ]［名］〔ばー⸣すまい...〕時。場合。
【例】ばーすんや（する時には）。にーずー ば

ーすんや（煮る時は）。くーずー ばーすんや

（来る時には）。

ばーす [baːsɿ]［動 I類 a型］〔ばーしー、ばーし
ゃん〕割る。さばく。裂く。【例】たきう ばー

す（竹を割る）。
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ぱーす [paːsɿ]［動 I類 c型］〔ぱーしー、ぱーし
ゃん〕這わす。生わす。つる性の植物を這わす。

【例】ぱーし（這わせよ）。

ぱーたぶく [paːtabuku]［名］〔ぱーたぶくまい...〕
葉たばこ。乾燥したたばこの葉を刻んで吸う。

ぱーだむぬ [paːdamunu]［名］〔ぱーだむぬまい...。
ぱーだむ⸣ぬまい...〕葉の薪。枯れ葉を薪にする
こと。あだんの枯れ葉。松の枯れ葉・落ち葉。

ぱーつキ゚ [paːtsɿkɿ]［名］〔ぱーつキ゚まい...〕旧暦
12月。【類】「ふーつキ゚」。

ぱーってぃー [paːttiː]［擬］太陽の光がまぶしく
光る様。曇っていた空が明るくなる。

ばーっふぁいリ゚ [baːffaiɭ]［動 II 類 c 型］〔ばー
っふぁいー、ばーっふぁいん〕からかわれる。

【例】びーふしゃりむぬぬ ばーっふぁいリ゚（酔

っぱらいがからかわれる）。【同】「ばーっふぁ

りリ゚」。

ばーっふぁりリ゚ [baːffariɭ]［動 II類 c型］〔ばー
っふぁりー、ばーっふぁりん〕からかわれる。

【例】びーふしゃりむぬぬ ばーっふぁりリ゚（酔

っぱらいがからかわれる）。【同】「ばーっふぁ

いリ゚」。

ばーっふィ゚ [baːffɿ]［動 I類 c型］〔ばーっふぃー、
ばーっふぁん〕からかう。馬鹿にする。あざむ

く。【例】あぬー ばーっふィ゚（私をからかう

な）。

ぱーどぅらす [paːdurasɿ]［動 I類 c型］〔ぱーど
ぅらしー、ぱーどぅらしゃん〕這わせる。【例】

あかヴヴぁう ぱーどぅらす（赤ちゃんを這わ

せる）。

ぱーどぅリ゚[paːduɭ]［動 I類 c型］〔ぱーどぅりー、
ぱーどぅらん〕這う。よつんばいする。【例】ぱ

ーどぅりー ぶリ゚（這っている）。

ぱーならす [paːnarasɿ]［名］〔ぱーなら⸣すまい...〕
⻭を鳴らすこと。寝ていて⻭をぎしぎしするこ

と。

ぱーぬ ふしゅ [paːnu fuɕu]［名］〔ぱーぬふ⸣し
ゅまい...〕⻭のくそ。⻭垢。

ばーばー [baːbaː]［名］〔ば⸣ーばーまい...〕場所
場所。所々。折々。その場その場。【例】ばーば

ーんや（場所場所には。折々には）。

ばーぶ [baːbu]［感］子馬を⺟馬の所へ呼び寄せ
るときに言う。

ぱーふっずー [paːfuddzɿː]［名］〔ぱーふっず⸣ーま
い...〕⻭をいじくる。つまよーじを使うこと。

ぱームま [paːmma]［名］〔ぱ⸣ームままい...〕義
⺟。夫の⺟。

ぱームま [paːmma]［名］〔ぱ⸣ームままい...〕産
婆。

ぱーもー [paːmoː]［名］〔ぱーも⸣ーまい...〕前⻭
のない人。子どもに多い。

ぱーやしゃい [paːjaɕai]［名］〔ぱーやしゃ⸣いま
い...〕葉野菜。

ぱーゆ かム [paːju kam]［連語］⻭を咬む。相手
を威嚇する。【例】ぱーう かみー すかきリ゚（⻭

を噛んで挑戦する）。

ぱーよーしゃーリ゚ [paːjoːɕaːɭ]［形］〔ぱーよー⸣し
ゃまい...〕⻭が弱い。

ぱーよーむぬ [paːjoːmunu]［名］〔ぱーよ⸣ーむぬ
まい...〕⻭の弱い者。

はーりー [haːriː]［名］〔はーり⸣ーまい...〕ハーリ
ー。爬龍船競漕。旧暦 5月 4日。

ばーれ [baːre]［感］よい子。子どもを褒めること
ば。【例】ばーれどー（よい子だな）。ばーれが

ばーれ（とてもよい子）。

ぱーんギ [paːngɿ]［名］〔ぱーん⸣ギまい...〕⻭を
抜くこと。抜⻭。乳⻭を糸で縛って引き抜いた。

その⻭は屋根の上に投げた。次のように唱え

た。〈ヴぇーだぬ ぱーとぅ むいめー〉（ねず

みの⻭と生え勝負だ）。ねずみの⻭のように強

い⻭が生えることを願った。

ぱーんとぅ [paːntu]［名］〔ぱーん⸣とぅまい...〕⻭
の欠けている人。

ばーんや [baːn.ja]［連語］〜するときは。〜する場
合は。【例】しゅーずー ばーんや（仕事をする

時は）。

はい [hai]［感］さあ。それ。【例】はい、キ゚ばり
ー みーる（それ頑張れ）。

ばい [bai]［名］〔ば⸣いまい...〕倍。二倍。【例】ば
い なりー ぶリ゚（二倍になっている）。

ぱイ゚ [paɿ]［名］〔ぱイ゚まい...〕灰。木灰。石灰。
ぱイ゚ [paɿ]［名］［昆虫］〔ぱイ゚まい...〕蠅。蠅の総
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称。【例】ぱイ゚う わい（蝿を追え）。

ぱい [pai]［名］〔ぱい⸣んまい...〕南。南の方角。
【例】ぱいんけー（南へ。南の方へ）。ぱいんけ

ー ふつ（南へ向く）。

ぱイ゚いし [paɿiɕi]［名］〔ぱイ゚いしまい...〕石灰を
造る用の石。珊瑚のこと。

ぱイ゚いる [paɿiru]［名］〔ぱイ゚い⸣るまい...〕灰色。
【例】ふむぬ ぱイ゚いる（雲の灰色）。

はいいん [haiin]［名］［病］〔はいい⸣んまい...〕肺
炎。

ぱイ゚がしゃ [paɿgaɕa]［名］［病］〔ぱイ゚がしゃま
い...〕頭皮の病気。

ぱいかた [paikata]［名］〔ぱいか⸣たゆーリ゚らま
い...〕南の方。南の所。南側。南隣。

ぱいかでぃ [paikadi]［名］〔ぱいか⸣でぃまい...〕
南風。はえ。しろはえ。くろはえ。夏に多く吹

く。【類】「かーつーばい」。

はいから [haikara]［名］〔はいか⸣らまい...〕おし
ゃれ。その人。

ぱイ゚キ゚ー [paɿkɿː]［名］〔ぱイ゚キ゚⸣ーまい...〕腱。筋。
靭帯。筋肉と骨をむすびつける筋状の組織。

はいきう [haikiu]［名］〔はいきうまい...〕配給。
戦後に米国からの配給物資のこと。

はいきっかく [haikikkaku]［名］［病］〔はいきっ
か⸣くまい...〕肺結核。

はいさ [haisa]［感］かけ声。勢いをつける声援。
ぱイ゚たかリ゚ [paɿtakaɭ]［名］〔ぱイ゚たか⸣リ゚まい...〕
蝿がたかること。

ぱイ゚だす [paɿdasɿ]［動 I類 c型］〔ぱイ゚だしー、ぱ
イ゚だしゃん〕這い出す。虫が這い出る。

ぱイ゚たたキ゚ [paɿtatakɿ]［名］〔ぱイ゚たた⸣キ゚まい...〕
蝿たたき。蝿をたたくこと。蝿を追っ払うこと。

蝿をたたくもの。

ぱいつキ゚ふつ [paitsɿkɿfutsɿ]［名］［地］〔ぱいつキ゚
ふ⸣つまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

ぱいっす [paissɿ]［動 I類 c型］〔ぱいっしー、ぱ
いっしゃん〕生やす。

ぱいっす [paissɿ]［動 I類 c型］〔ぱいっしー、ぱ
いっしゃん〕這わせる。つる性の植物を這わせ

る。

ぱいっす [paissɿ]［動 I類 c型］〔ぱいっしー、ぱ
いっしゃん〕栄えさせる。

ぱイ゚でぃ [paɿdi]［名］〔ぱイ゚でぃま⸣い...〕這い出。
這い出ること。外へ出ること。分家すること。

ぱイ゚でぃヴヴぁ [paɿdivva]［名］〔ぱイ゚でぃヴ⸣ヴ
ぁまい...〕分家した子。分家した家族。

ぱイ゚でぃやー [paɿdijaː]［名］〔ぱイ゚でぃや⸣ーま
い...〕分家した家。本家から移転していった家。

ぱイ゚でぃリ゚ [paɿdiɭ]［動 II類 c型］〔ぱイ゚でぃー、
ぱイ゚でぃん〕這い出る。外出する。外へ出る。

分家する。【例】やーから ぱイ゚でぃリ゚（家から

外出する）。

ばいどぅ [baidu]［名］〔ばい⸣どぅまい...〕培土。
作物の根に土寄せすること。作物の根に肥料を

施して土を被せること。

ばいどぅく [baiduku]［名］［病］〔ばいどぅくま
い...〕梅毒。

ぱいどぅに [paiduni]［名］〔ぱいどぅ⸣にまい...〕
南宗根。スツウプナカの祭場。

ぱいなー [painaː]［名］〔ぱいなーまい...。ぱいな
⸣ーまい...〕延え縄。延縄漁。漁の方法。海上に
縄を延える漁のこと。

ぱいぬ いム [painu im]［名］〔ぱい⸣ぬいムー⸢ま
い...〕南の海。島の南側の海。

ぱいぬっじ [painuddʑi]［名］［地］多良間島の〈と
ぅぶり〉の名前。村史参照。

ぱイ゚ぬふしゅ [paɿnufuɕu]［名］〔ぱイ゚ぬふ⸣しゅ
まい...〕蝿のくそ。

ぱイ゚ぬリ゚ [paɿnuɭ]［名］〔ぱイ゚ぬリ゚まい...〕漆喰
塗り。瓦屋根の瓦に漆喰を塗る。

はいのーかばん [hainoːkaban]［名］〔はいの⸣ー
かばんまい...〕背のう鞄。リュックサック。

ぱいばる [paibaru]［名］〔ぱいば⸣るまい...〕南の
方の畑・土地。

ぱいみっじ [paimiddʑi]［名］［地］〔ぱいみっ⸣じ
まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史
参照。

ぱいむてぃ [paimuti]［名］〔ぱいむ⸣てぃまい...〕
南の方の里。

ぱいむてぃいム [paimutiim]［名］〔ぱいむ⸣てぃ
いムまい...〕南の海。
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ばかーリ゚

ぱいむら [paimura]［名］〔ぱいむ⸣らまい...〕南
の方の集落。

ぱいむらピとぅ [paimurapɿtu]［名］〔ぱいむ⸣ら
ピとぅまい...〕南の方の集落の人。

ぱいむらふつ [paimurafutsɿ]［名］〔ぱいむ⸣らふ
つまい...〕南の方の集落の入り口。

はいやー [haijaː]［名］〔は⸣いやー⸢まい...〕じゃ
んけん。〈いし〉（ぐー）、〈ぱしゃム〉（ちょき）、

〈ふるしき〉（ぱー）を競い合う。

ぱイ゚やキ゚ [paɿjakɿ]［名］〔ぱイ゚やキ゚まい...〕石灰石
を焼いて石灰を造ること。【類】「いしやキ゚」。

ぱイ゚やキ゚がま [paɿjakɿgama]［名］〔ぱイ゚やキ゚が⸣ま
まい...〕石灰石を焼く窯（かま）。前泊港の近く
にあったが、今はない。【類】「いしやキ゚がま」。

はいよ [haijo]［感］驚いた時に発する。
はいよーさー [haijoːsaː]［感］驚いた時に発する。
ばいらす [bairasɿ]［名］［病］〔ばいら⸣すまい...〕
バイラス病。さつもいもの病気。葉が縮れる。

芋ができない。

ばいリ゚ [baiɭ]［動 II 類 a 型］〔ばいー、ばいん〕
割る。酒を水割りする。【例】しゃきう ばいー

くー（酒を水割りしてきなさい）。

ぱいリ゚ [paiɭ]［動 II類 c型］〔ぱいー、ぱいん〕栄
える。繁盛する。繁栄する。【例】すまぬ ぱい

リ゚（島が栄える）。

ぱいリ゚ [paiɭ]［動 II類 c型］〔ぱいー、ぱいん〕映
える。似合う。輝く。立派に見える。似合う。

ぱいリ゚ [paiɭ]［動 II類 c型］〔ぱいー、ぱいん〕延
える。縄を延える。

ばう [bau]［名］〔ば⸣うまい...〕偉人。傑物。「王」
に対応。（ニコライ・ネフスキーによる）。〈あ

だんやぬあず〉の歌に出てくる〈ばう〉。【同】

「ぼー」。

ばう [bau]［名］〔ば⸣うまい...〕棒。竹の棒。木の
棒。金棒。【例】ばうあーす（棒合わせ）。【同】

「ぼー」。

ぱう [pau]［名］〔ぱうま⸣い...〕蛇。【同】「ぽー」。
ぱう [pau]［動 I類 c型］〔ぺー、ぱーん〕這う。
赤子が這う。【同】「ぽー」。【類】「ぺーどぅリ゚」。

ぱうキ゚ [paukɿ]［名］〔ぱう⸣キ゚まい...〕箒。竹箒。
すすきの箒。【同】「ぽーキ゚」。

ぱうキ゚ [paukɿ]［動 I類 c型］〔ぱうきー、ぱうか
ん〕掃く。掃除する。【同】「ぽーキ゚」。

ぱうぎん [paugin]［名］〔ぱうぎ⸣んまい...〕方言。
【同】「ほーぎん」。「ぽーぎん」。

ぱうぎんふだ [pauginfuda]［名］〔ぱうぎ⸣んふだ
まい...〕方言札。【同】「ほーぎんふだ」。「ぽー
ぎんふだ」。

ばうしゅ [bauɕu]［名］〔ばう⸣しゅまい...〕芒種。
二十四節気の一つ。6月 6日頃。【同】「ぼーし
ゅ」。

ばうず [baudzɿ]［名］〔ばう⸣ずまい...〕坊主。【同】
「ぼーず」。

ぱうちゃ [pautɕa]［名］〔ぱう⸣ちゃまい...〕料理
人。スツウプナカのクバン座の責任者。【同】「ぽ

ーちゃ」。

ぱうつム [pautsɿm]［動 I 類 c 型］〔ぱうつみー、
ぱうつまん〕⻭で唇を咬む。威嚇する。

ぱうどぅー [pauduː]［名］〔ぱうどぅ⸣ーまい...〕
蛇胴。蛇のような体。怪我の治りやすい人。怪

我をしたときに回復の早い体のこと。

はうり [hauri]［名］〔はう⸣りまい...〕羽織。和服。
八月おどりの〈うぷぬす〉（大主）の着る丈の

短い外衣。

ぱうリ゚ [pauɭ]［動 I類 c型］〔ぱうりー、ぱうら
ん〕羽織る。着る。衣服を身につける。【例】キ゚

んゆ ぱうリ゚（着物を着る）。

ばか [baka]［名］［罵声］〔ば⸣かまい...〕馬鹿。
ぱか [paka]［名］〔ぱかまい...〕墓。墓地。
ばかーらす [bakaːrasɿ]［動 I類 c型］〔ばかーら
しー、ばかーらしゃん〕別れさせる。分ける。

一つの物を別々にする。離す。【例】うすぬ っ

ふぁう ばかーらす（牛の子を離す）。

ばかーリ゚ [bakaːɭ]［助］〜くらい。〜ばかり。【例】
ゆぬなぎばかーリ゚（同じ⻑さくらい）。くすか

ばかーリ゚（これくらい）。やらびばかーリ゚（子

供くらい）。あんしーばかーリ゚（それくらい）。

ばかーリ゚ [bakaːɭ]［助］〜頃。【例】さんじばかー
リ゚（三時頃）。あたばかーリ゚（明日頃）。やーに

ばかーリ゚（来年頃）。

ばかーリ゚ [bakaːɭ]［動 II類 c型］〔ばかーりー、ば
かーりん〕別れる。分かれる。離れる。離婚す
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ばかーり

る。【例】ふたーリ゚らー ばかーりー（二人は離

婚した）。【同】「ばかーりリ゚」。

ばかーり [bakaːri]［名］〔ばかーりま⸣い...〕別れ。
分かれ。離れ。

ばかーリ゚ぐりしゃーリ゚ [bakaːɭguriɕaːɭ]［形］〔ば
かーリ゚ぐり⸣しゃまい...〕別れ苦しい。別れづら
い。離れづらい。名残惜しい。

ばかーりリ゚[bakaːriɭ]［動 II類 c型］〔ばかーりー、
ばかーりん〕別れる。分かれる。離れる。離婚

する。【例】うすぬ っふぁー ばかーりぐまた

（牛の子は離れるべきだ）。【同】「ばかーリ゚」。

ぱかいし [pakaiɕi]［名］〔ぱかいしまい...〕墓石。
【同】「ぱかいす」。

ぱかいす [pakaisɿ]［名］〔ぱかいすまい...〕墓石。
【同】「ぱかいし」。

ばかがいリ゚ [bakagaiɭ]［動 I 類 c 型］〔ばかがい
りー、ばかがいらん〕若返る。若くなる。【例】

くじゅゆーリ゚らー ばかがいりー（去年より若

返っている）。

ばかがム [bakagam]［名］〔ばかが⸣ムまい...〕若
い神。人が死んで間もないこと。

ばかぎ なリ゚ [bakagi naɭ]［連語］若々しくなる。
【例】ピぎう しゅリ゚たかー ばかぎ なリ゚（髭を

そると若く見える）。

ばかぎー [bakagiː]［名］〔ばかぎ⸣ーまい...〕若木。
苗木。幼木。生えて間もない木。

ばかぎしゃーリ゚ [bakagiɕaːɭ]［形］〔ばかぎ⸣しゃ
まい...〕若そうである。若く見える。【例】い
つ みーリ゚ばまい ばかぎ（いつ見ても若く見

える）。

はかし [hakaɕi]［名］〔はか⸣しまい...〕博士。知
識人。秀才。学者。研究者。

ばかしゃ [bakaɕa]［名］〔ばか⸣しゃまい...〕おか
しさ。

ばかしゃ [bakaɕa]［名］〔ばか⸣しゃまい...〕若さ。
ばかしゃーリ゚ [bakaɕaːɭ]［形］〔ばか⸣しゃまい...〕
おかしい。【例】ばかしゃぬ（おかしいこと）。

ばかしゃん ならん（おかしくてたまらない）。

ヴヴぁう みーたかー ばかしゃーリ゚（君を見

るとおかしいよ）。

ばかしゃーリ゚ [bakaɕaːɭ]［形］〔ばか⸣しゃまい...〕

若い。若年である。若年者である。【例】キ゚む

がめー ばかしゃーリ゚（心だけは若い）。ばかし

ゃーリ゚け ぱたらき（若いうちに働け）。

ぱかしゃうず [pakaɕaudzɿ]［名］〔ぱかしゃうず
まい...〕墓掃除。お盆祭の 7日前に墓を掃除す
る。【同】「ぱかしょーず」。

ばかじゅなま [bakadʑunama]［名］〔ばかじゅな
⸣ままい...〕野菜が塾しない状態。【例】ばかじ
ゅなまう しー ふー（熟していない状態で食

べる）。

ばかしょー [bakaɕoː]［名］〔ばかしょ⸣ーまい...〕
若相。若づくりの人。年齢より若く見える人。

ぱかしょーず [pakaɕoːdzɿ]［名］〔ぱかしょーずま
い...。ぱかしょー⸣ずまい...〕墓掃除。お盆祭の
7日前に墓を掃除する。【同】「ぱかしゃうず」。

ばかじら [bakadʑira]［名］〔ばかじ⸣らまい...〕お
産して間もないこと。

ばかす [bakasɿ]［名］〔ばか⸣すまい...〕酒入れ。酒
つぼ。口が小さく胴が膨らんだつぼ。

ばかす [bakasɿ]［名］〔ばか⸣すまい...〕味噌醗酵
用のかめ。味噌貯蔵用のかめ。

ばかす [bakasɿ]［動 I類 a型］〔ばかしー、ばか
しゃん〕神酒や味噌を醗酵させる。麹菌で淡水

物やたんぱく質を分解させる。【例】かうずう

ばかしー ぶリ゚（麹を醗酵させている）。

ばかす [bakasɿ]［動 I類 c型］〔ばかしー、ばかし
ゃん〕分ける。仲裁する。【例】えー ぶリ゚るー

ばかす（喧嘩している人たちを仲裁する）。

ぱかす [pakasɿ]［動 I類 c型］〔ぱかしー、ぱかし
ゃん〕吐き出させる。口の物を吐かせる。胃か

ら吐き出させる。

ぱかす [pakasɿ]［動 I類 c型］〔ぱかしー、ぱかし
ゃん〕吐かす。事実を吐かす。【例】まくとぅ

ー ぱかす（もことを吐かせる）。

ぱかす [pakasɿ]［動 I類 a型］〔ぱかしー、ぱか
しゃん〕首にかける。メダルをかける。【例】ほ

ーげんふだう ぱかす（方言札を首にかける）。

ぱかす [pakasɿ]［動 I類 c型］〔ぱかしー、ぱかし
ゃん〕解かせる。問題を解かす。

ぱがす [pagasɿ]［動 I類 c型］〔ぱがしー、ぱがし
ゃん〕船をはぐ。造船する。【例】ふにう ぱぎ
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ばかみどぅム

ー ぶリ゚（船を造っている）。

ぱがす [pagasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱがしー、ぱが
しゃん〕剥がす。さとうきびの葉を剥がせる。

【例】サロンパスう ぱがす（サロンパスを剥が

す）。

ばかずキ゚ [bakadzɿkɿ]［名］〔ばかずキ゚まい...。ば
かず⸣キ゚まい...〕若月。月はじめの月。

ばかすぎしゃーリ゚ [bakasɿgiɕaːɭ]［形］〔ばかすぎ⸣
しゃまい...〕おかしなふり。変な格好。【例】ば
かすぎピとぅ（変な格好の人）。

ばかすビ [bakasɿbɿ]［動 II類 c型］〔ばかすびー、
ばかすびん〕馬鹿にする。さげすむ。みくびる。

あざむく。【例】ばかすびんな（馬鹿にするな）。

ばかすむぬ [bakasɿmunu]［名］〔ばかすむ⸣ぬま
い...〕おかしなこと。くだらない。変な者。

ばかずん [bakadzɿn]［名］〔ばかず⸣んまい...〕若
死。早死。若くして死ぬこと。

ばかっさぎ [bakassagi]［名］〔ばかっさ⸣ぎまい...〕
若白髪。若者の白髪。

ばかとぅず [bakatudzɿ]［名］〔ばかとぅ⸣ずまい...〕
若妻。新妻。若奥様。

ばかどぅリ゚ [bakaduɭ]［名］〔ばかどぅリ゚まい...。
ばかどぅ⸣リ゚まい...〕若鳥。幼鳥。さしばの若鶏
は目が⻘いことで分る。

ばかどぅリ゚ [bakaduɭ]［名］〔ばかどぅリ゚まい...〕
農作物を未熟のまま収穫すること。

ぱかどぅリ゚ [pakaduɭ]［動 I 類 c 型］〔ぱかどぅ
りー、ぱかどぅらん〕はかどる。仕事が順調に

進むこと。【例】かしー すばどぅ ぱかどぅリ゚

（手伝いするとはかどる）。

ばかなす [bakanasɿ]［名］〔ばかな⸣すまい...〕若
くして子どもを産むこと。

ばかなつ [bakanatsɿ]［名］〔ばかな⸣つまい...〕若
夏。4－ 5月頃の季節。【類】「うるずム」。

ぱがに [pagani]［名］〔ぱが⸣にまい...〕はがね。鋼
鉄。体力の丈夫な人にもたとえる。【例】かリ゚が

どぅーや ぱがにどー（彼の体ははがねだ）。

ばかにしゃい [bakaniɕai]［名］〔ばかにしゃ⸣いま
い...〕若二才。⻘年。若者。年齢の若い男。

ばかばー [bakabaː]［名］〔ばかば⸣ーまい...〕若
葉。茎の先の若い葉。【例】うるずムんや ばか

ばーぬ いでぃリ゚（若夏には若葉が出る）。

ばかばい [bakabai]［名］〔ばかば⸣いまい...〕若生
え。草木の新芽。若芽の萌え出ること。

ばかばかてぃー [bakabakatiː]［副］若々しい。健
康な人。言動が若く見えること。【例】いつまい

ばかばかてぃーぬ ピとぅ（いつも活発な人）。

ばかぱぎ [bakapagi]［名］〔ばかぱ⸣ぎまい...〕若
禿げ。若い人の髪の毛の禿げ。

ばかふしゃ [bakafuɕa]［名］〔ばかふ⸣しゃまい...〕
若草。春の若草。萌え出る野の若草。

ぱかふつ [pakafutsɿ]［名］〔ぱかふ⸣つまい...〕仕
事のはじまり。

ぱかふつ [pakafutsɿ]［名］〔ぱかふ⸣つまい...〕墓
の入り口。

ぱかま [pakama]［名］〔ぱか⸣ままい...〕袴。和
服。【例】ぱかまう きーとぅい いあいう す

ー（袴を着て「居合道」をする）。

ぱがま [pagama]［名］〔ぱが⸣ままい...〕羽釜。米
を炊くもの。

ばかみうとぅ [bakamiutu]［名］〔ばかみう⸣とぅ
まい...〕若夫婦。新婚の夫婦。【類】「ばかみう
とぅら」。

ばかみうとぅら [bakamiutura]［名］〔ばかみ⸣う
とぅらまい...〕若夫婦。新婚の夫婦。【類】「ば
かみうとぅ」。

ばかみが [bakamiga]［名］〔ばかみ⸣がまい...〕若
い女。乙女。少女。むすめ。

ばかみず [bakamidzɿ]［名］〔ばかみずまい...。ば
かみ⸣ずまい...〕若水。スツウプナカの朝の水。
伝説によると、人間は死ぬことはなかった。そ

れは、毎年「節」の夜に天から若水が落ちて、

人間が他の動物より先にこれを浴びたからで

あった。ところがある年、蛇が人間より先に若

水を浴びた。人間が来た時は水は汚れていたの

で、手と足だけ洗った。蛇は脱皮して若返り、

人間は手足の爪ばかりが生えるようになった

と。【類】「すでぃみず」。

ばがみどぅ [bagamidu]［連語］〜すればいいのに。
【例】かんしー すばがみどぅ（こんなにすれば

よいのに）。

ばかみどぅム [bakamidum]［名］〔ばかみどぅ⸣ム
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ぱかム

まい...〕若い女性。乙女。【類】「ばかみが」。
ぱかム [pakam]［名］〔ぱか⸣ムまい...〕女性用の
着衣。

ぱがム [pagam]［動 I類 a型］〔ぱがみー、ぱが
まん〕笑う。微笑む。苦笑いをする。心は苦し

いけれども、顔で笑う。

ばかムしゅ [bakamɕu]［名］〔ばかム⸣しゅまい...〕
若い味噌。醗酵が進んでいない味噌。

ばかむぬ [bakamunu]［名］〔ばかむぬまい...〕若
者。若い男女。作物では未熟もの。

ぱかやま [pakajama]［名］〔ぱかや⸣ままい...〕墓
山。墓地。墓地のある森林。

ぱからす [pakarasɿ]［動 I類 c型］〔ぱからしー、
ぱからしゃん〕計らす。測らす。計量させる。

【例】なぎう ぱからす（⻑さを測らせる）。ま

すにー ぱからす（枡で量らす）。

ばかリ゚ [bakaɭ]［助］〜くらい。【例】あんしーば
かリ゚（それくらい）。

ぱかリ゚ [pakaɭ]［名］〔ぱか⸣リ゚まい...〕秤。計り。
計測する道具。計器。間縄。巻尺。枡。⻑さ・

重さ・量などをはかる道具。

ぱかリ゚ [pakaɭ]［動 I類 c型］〔ぱかりー、ぱから
ん〕計る。量る。計測する。

ぱかリ゚ぬ ふぐリ゚ [pakaɭnu fuguɭ]［名］〔ぱかリ゚⸣
ぬふぐリ゚まい...〕竿ばかりの重り。〈ふぐリ゚〉は
陰のうのこと。

ぱがりリ゚ [pagariɭ]［動 II類 c型］〔ぱがりー、ぱ
がりん〕剥がれる。皮が剥がれる。

ばキ゚ [bakɿ]［動 I類 a型］〔ばきー、ばかん〕湧
く。沸く。涌く。湯が沸く。泡が出る。【例】ゆ

ーぬ ばきー ぶリ゚（湯が沸いている）。

ばキ゚ [bakɿ]［動 I類 a型］〔ばきー、ばかん〕醗酵
する。味噌や酒のもろみが醗酵する。【例】ム

しょー ばきった（味噌が醗酵した）。

ばキ゚ [bakɿ]［動 I類 c型］〔ばきー、ばかん〕割
る。木材を縦に割る。木材を加工する。製材す

る。【例】きーゆ ばキ゚（木を加工する）。

ばき [baki]［名］〔ばきま⸣い...〕化け。化けるこ
と。姿を変えること。本物に見せかけること。

ばき [baki]［名］〔ばきま⸣い...〕分け。分けるこ
と。分配すること。別々にすること。区分する

こと。【例】ばきまい（分け前）。

ぱキ゚ [pakɿ]［動 I類 c型］〔ぱきー、ぱかん〕首
にかける。【例】にぶいん しゃずう ぱキ゚（首

にタオルをかける）。

ぱキ゚ [pakɿ]［動 I類 c型］〔ぱきー、ぱかん〕吐
く。口から食べたものを吐く。【例】むぬぱか

てぃー ぶリ゚（物を吐こうとしている）。

ぱギ [pagɿ]［名］〔ぱ⸣ギまい...〕脚。足。【例】ぱ
ギう あるー（足を洗う）。ぱギう きリ゚（足を

つまずく）。

ぱギ [pagɿ]［動 I類 c型］〔ぱぎー、ぱがん〕船
を造る。造船する。【例】ふにぱギ（船造り）。

ぱギ [pagɿ]［動 I類 c型］〔ぱぎー、ぱがん〕剥
ぐ。【例】ぱーう ぱギ（葉を剥ぐ）。

ぱぎ [pagi]［名］〔ぱぎま⸣い...〕禿げ。頭髪の禿
げ。

ぱぎ [pagi]［名］〔ぱぎま⸣い...〕不漁。磯禿げ。
【例】いしゅぱぎ（漁が悪い）。

ばキ゚あがリ゚ [bakɿagaɭ]［動 I類 c型］〔ばキ゚あがり
ー、ばキ゚あがらん〕湧き上がる。勢が増す。盛

り上がる。【例】おーいんぬ ばキ゚あがリ゚（応援

が湧き上がる）。

ぱギあとぅ [pagɿatu]［名］〔ぱ⸣ギあとぅまい...〕
足跡。

ぱギーしゃーリ゚ [pagɿːɕaːɭ]［形］〔ぱギー⸣しゃま
い...〕不愉快。金属音。

ぱギがき [pagɿgaki]［名］〔ぱ⸣ギがきまい...〕足
相撲。足かけ。

ぱぎがなまら [pagiganamara]［名］〔ぱぎがなま
⸣らまい...〕禿げ頭。またはその人。【同】「ぱぎ
がなまれ」。

ぱぎがなまリ゚ [pagiganamaɭ]［名］〔ぱぎがなま⸣
リ゚まい...〕禿げ頭。禿げている頭。

ぱぎがなまれ [pagiganamare]［名］〔ぱぎがなま
⸣れまい...〕禿げ頭。またはその人。【同】「ぱぎ
がなまら」。

ぱギがリ゚むぬ [pagɿgaɭmunu]［名］〔ぱ⸣ギがリ゚む
ぬまい...〕足軽。軽い足どり。歩き方の軽快な
こと。またその人。

ぱギがリ゚らーリ゚ [pagɿgaɭɭaːɭ]［形］〔ぱギがリ゚⸣ら
まい...〕足軽。軽い足どり。歩き方の軽快なこ
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ばキ゚みず

と。

ばキ゚ギさ [bakɿgɿsa]［名］〔ばキ゚ギ⸣さまい...〕き
しのうえとかげ。

ぱぎじゃに [pagidʑani]［名］〔ぱぎじゃ⸣にまい...〕
禿げる血統。

ぱギじゅーしゃ [pagɿdʑuːɕa]［名］〔ぱ⸣ギじゅー
しゃまい...〕脚力が強いこと。遠い所も短時間
で歩けること。

ぱギじゅーしゃーリ゚ [pagɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔ぱ⸣ギじ
ゅーしゃまい...〕脚力が強い。遠い所も短時間
で歩ける。

ぱギじゅーむぬ [pagɿdʑuːmunu]［名］〔ぱ⸣ギじ
ゅーむぬまい...〕脚力が強いこと。またその人。
遠い所も短時間で歩けること。またその人。

ばきずぶん [bakidzɿbun]［名］〔ばきずぶ⸣んま
い...〕分けて良い時分。子牛や子馬の分けて良
い頃。子離れする時期。

ばキ゚だ [bakɿda]［名］〔ばキ゚だまい...〕脇。
ぱぎた [pagita]［名］〔ぱぎ⸣たまい...〕やせた畑。
なまけ者の畑。【類】「ぱぎずー」。「ぱぎばる」。

ばキ゚だぎー [bakɿdagiː]［名］〔ばキ゚だぎ⸣ーまい...〕
脇の毛。

ばキ゚だす [bakɿdasɿ]［動 I類 c型］〔ばキ゚だしー、
ばキ゚だしゃん〕湧き出す。湯が沸き出す。発酵

する。醗酵の良いこと。【例】ムしょー ばキ゚だ

しった（味噌が醗酵した）。

ばきだま [bakidama]［名］〔ばきだ⸣ままい...〕分
け前。取り分。取り前。貰い分。等分すること。

ばきだまずー [bakidamadzɿː]［名］〔ばきだ⸣まず
ーまい...〕分け前の畑。親ゆずりの畑。

ぱギだリ゚ [pagɿdaɭ]［動 II類］〔ぱギだりー、ぱギ
だりん〕〔ぱ⸣ギだりー ⸢ぶリ゚〕脚が疲れる。足
がだるい。【同】「ぱギだりリ゚」。

ぱギだりリ゚ [pagɿdariɭ]［動 II 類］〔ぱギだりー、
ぱギだりん〕〔ぱ⸣ギだりー ぶリ゚〕脚が疲れる。

足がだるい。【同】「ぱギだリ゚」。

ばきちゃー [bakitɕaː]［名］〔ばきちゃ⸣ーまい...〕
分け合い。平等に分ける。等分する。

ばきつ [bakitsɿ]［名］〔ばき⸣つまい...〕バケツ。
ばキ゚でぃリ゚ [bakɿdiɭ]［動 II 類 c 型］〔ばキ゚でぃ
ー、ばキ゚でぃん〕湧き出る。飛び出る。醗酵す

る。醗酵の良いこと。【例】んがばつぬ ばキ゚で

ぃリ゚（くまばちが巣から飛び出る）。

ぱキ゚でぃリ゚ [pakɿdiɭ]［動 II類 c型］〔ぱキ゚でぃー、
ぱキ゚でぃん〕吐き出す。口から食べ物を吐き出

す。

ぱギならす [pagɿnarasɿ]［名］〔ぱ⸣ギならすまい...〕
脚馴らす。軽い運動。

ぱギぬ ういび [pagɿnu uibi]［名］〔ぱギ⸣ぬうい
び⸢まい...〕足の指。

ぱギぬぐー [pagɿnuguː]［名］〔ぱ⸣ギぬぐーまい...〕
足を拭くこと。

ばキ゚ばー [bakɿbaː]［名］〔ばキ゚ば⸣ーまい...〕鋸の
一種。木材を縦に切るような刃を持つ。

ぱぎばうず [pagibaudzɿ]［名］〔ぱぎばう⸣ずま
い...〕禿げ頭。【同】「ぱぎぼーず」。

ぱぎぱる [pagiparu]［名］〔ぱぎぱ⸣るまい...〕や
せた畑。耕土が浅く石ころの多い畑。【類】「ぱ

ぎずー」。「ぱぎた」。

ばきピだてぃ [bakipɿdati]［名］〔ばきピだ⸣てぃ
まい...〕分け隔て。仕切り。差別すること。区
別。

ばきピだてぃリ゚ [bakipɿdatiɭ]［動 II類 c型］〔ば
きピだてぃー、ばきピだてぃん〕分け隔てる。

仕切る。差別する。区別する。

ぱギぶがり [pagɿbugari]［名］〔ぱ⸣ギぶがりま
い...〕脚の疲れ。足のだるいこと。

ぱギふギ [pagɿfugɿ]［名］〔ぱギふ⸣ギまい...〕足
首。

ぱギぶに [pagɿbuni]［名］〔ぱ⸣ギぶにまい...〕足
の骨。向うずね。

ばきぶん [bakibun]［名］〔ばきぶ⸣んまい...〕分
け前。【類】「ばきまい」。

ぱぎぼーず [pagiboːdzɿ]［名］〔ぱぎぼー⸣ずまい...〕
禿げ頭。【同】「ぱぎばうず」。

ばきまい [bakimai]［名］〔ばきま⸣いまい...〕分
け前。【類】「ばきぶん」。

はぎます [hagimasɿ]［動 I類 a型］〔はぎましー、
はぎましゃん〕励ます。激励する。力づける。

【例】やムむぬー はぎます（病人を励ます）。

ばキ゚みず [bakɿmidzɿ]［名］〔ばキ゚みずまい...。ば
キ゚み⸣ずまい...〕湧水。泉。自然の恵みの泉を言
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ばキ゚ムしゅ

う。〈ながしがー〉〈あまがー〉〈ふだがー〉〈ぶ

しゃとぅがー〉〈しゅががー〉など。

ばキ゚ムしゅ [bakɿmɕu]［名］〔ばキ゚ム⸣しゅまい...〕
十分醗酵した味噌。熟成した味噌。〈ばキ゚ムし

ゅ〉のあることは裕福を意味する。

ぱキ゚むぬ [pakɿmunu]［名］〔ぱキ゚む⸣ぬまい...〕首
にかけるもの。

ぱキ゚むぬ [pakɿmunu]［名］〔ぱキ゚む⸣ぬまい...〕吐
いたもの。

ばきやー [bakijaː]［名］〔ばきや⸣ーまい...〕分け
合うこと。

ぱギやム [pagɿjam]［動 I類］〔ぱギやみー、ぱギ
やまん〕〔ぱ⸣ギやみー ⸢ぶリ゚〕足が痛む。足が
疲れる。

ぱギゆくー [pagɿjukuː]［名］〔ぱ⸣ギゆくーまい...〕
足を休ませる。足の疲れを治す。

ぱギよーしゃーリ゚ [pagɿjoːɕaːɭ]［形］〔ぱ⸣ギよー
しゃまい...〕足が弱い。

ぱギよーむぬ [pagɿjoːmunu]［名］〔ぱ⸣ギよーむ
ぬまい...〕足の弱い者。脚力の弱い者。

ばきリ゚ [bakiɭ]［動 II類 c型］〔ばきー、ばきん〕
化ける。姿を変える。本物に見せかける。【例】

みどぅムー ばぎリ゚（女に化ける）。きしょーゆ

しー ばきリ゚（化粧して化ける）。

ばきリ゚ [bakiɭ]［動 II類 c型］〔ばきー、ばきん〕
分ける。【例】ゆーつん ばきる（四つに分け

よ）。ムーなん ばきリ゚（皆に分ける）。

ぱぎリ゚ [pagiɭ]［動 II類 c型］〔ぱぎー、ぱぎん〕
禿げる。

ぱぎリ゚ [pagiɭ]［動 II類 c型］〔ぱぎー、ぱぎん〕
畑がやせる。

ぱぎリ゚ [pagiɭ]［動 II類 c型］〔ぱぎー、ぱぎん〕
くじで外れる。くじ引きをして負ける。

ぱぎリ゚ [pagiɭ]［動 II類 c型］〔ぱぎー、ぱぎん〕
魚が取れない。不漁。【例】きうや ぱぎった

（今日は魚が取れない）。

ぱく [paku]［名］〔ぱくま⸣い...〕箱。【例】ふんば
く（本箱）。くつばく（靴箱）。ふでぃばく（筆

箱）。

ばくー [bakuː]［動 I類 c型］〔ばけー、ばかーん〕
奪う。【例】ばかい（奪いなさい）。ばけー くー

（奪って来い）。かぬ つきだきう ばけー くー

（あのマッチを奪って来い）。

ぱぐーしゃーリ゚ [paguːɕaːɭ]［形］〔ぱぐー⸣しゃま
い...〕いやな音を聞いて身震いする。

ぱぐーしゃーリ゚ [paguːɕaːɭ]［形］〔ぱぐー⸣しゃま
い...〕はがゆい。怖い。危なっかしい。危ない。

ばくーむぬ [bakuːmunu]［名］〔ばくーむ⸣ぬま
い...〕奪ったもの。強奪したもの。

ぱぐーむぬ [paguːmunu]［名］〔ぱぐーむ⸣ぬま
い...〕はがゆいこと。怖いこと。危険な所にい
ること。

ばくーめー [bakuːmeː]［名］〔ばくーめ⸣ーまい...〕
奪い合い。取り合い。

ぱくじゃた [pakudʑata]［名］〔ぱくじゃたまい...〕
箱に詰めた黒糖。

ぱくずみ [pakudzɿmi]［名］〔ぱくずみまい...〕箱
詰め。

ばくだん [bakudan]［名］〔ばくだ⸣んまい...〕爆
弾。爆薬を爆発させる武器。突然に人を驚かす

ことのたとえにも言う。

ばくち [bakutɕi]［名］〔ばく⸣ちまい...〕博打。と
ばく。ギャンブル。

はくぶく [hakubuku]［名］〔はくぶ⸣くまい...〕白
墨。チョーク。

はくらい [hakurai]［名］〔はくら⸣いまい...〕舶
来。外国から来たもの。

はくらいひん [hakuraihin]［名］〔はくらいひ⸣ん
まい...〕舶来品。外国の品物。

ぱぐりリ゚ [paguriɭ]［動 II類 c型］〔ぱぐりー、ぱ
ぐりん〕はぐれる。迷い子になる。【例】っふぁ

ぬどぅ ぱぐりー（子供がはぐれてしまった）。

はくるー [hakuruː]［名］〔はくるー⸣んまい...〕白
露。二十四節気の一つ。新暦の 9月 8日頃。

ばくるー [bakuruː]［名］〔ばくる⸣ーまい...〕博労。
馬喰。牛馬の売買人。

ばけーリ゚ [bakeːɭ]［動 II類 c型］〔ばけーりー、ば
けーりん〕別れる。【例】ばけーりった（分か

れた）。【同】「ばけーりリ゚」。

ばけーりリ゚ [bakeːriɭ]［動 II 類 c 型］〔ばけーり
ー、ばけーりん〕別れる。【同】「ばけーリ゚」。

ばし [baɕi]［名］〔ばし⸣んまい...〕間。境。隙間。
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はしょーふ

海峡。【例】ぱらぬ ばし（柱と柱の間）。やーば

し（家と家の間）。ふむぬ ばし（雲の間）。み

んなばし（水納島と多良間島の間）。

ばしゃ [baɕa]［名］［植］〔ば⸣しゃまい...〕芭蕉。
バナナの木。樹皮は織物の繊維をとる。葉で食

べ物を包む。【同】「ばしょー」。

ばしゃ [baɕa]［名］〔ば⸣しゃまい...〕馬車。荷馬
車。【例】ばしゃん うーす（馬車に載せる）。か

らばしゃ（荷のない馬車）。

ばしゃいとぅ [baɕaitu]［名］〔ば⸣しゃいとぅま
い...〕芭蕉糸。織物に使う。

ばしゃが ぱー [baɕaga paː]［名］〔ばしゃ⸣がぱ
ー⸢まい...〕芭蕉の葉。

ばしゃがー [baɕagaː]［名］〔ば⸣しゃがーまい...〕
芭蕉の皮。【同】「ばすがー」。

ばしゃがっさ [baɕagassa]［名］〔ば⸣しゃがっさ
まい...〕芭蕉の葉のこと。葉が広いこと。食べ
物を包むのに用いる。

ぱじゃきリ゚ [padʑakiɭ]［動 II類 c型］〔ぱじゃき
ー、ぱじゃきん〕開ける。荒れ地を耕す。開墾

する。広げる。【例】ふくるー ぱじゃきリ゚（袋

を広げる）。

ばしゃギん [baɕagɿn]［名］〔ば⸣しゃギんまい...〕
芭蕉の糸で作った着物。夏用の着物。

ばしゃくばま [baɕakubama]［名］［地］〔ば⸣しゃ
くばままい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

ばしゃっじゃす [baɕaddʑasɿ]［動 I 類 a 型］〔ば
しゃっじゃしー、ばしゃっじゃしゃん〕怒らせ

る。悲しませる。【例】あんなう ばしゃっじゃ

す（⺟を悲しませる）。

ばしゃっずー [baɕaddzɿː]［動 I類 a型］〔ばしゃ
っじー、ばしゃっじゃん〕怒る。悲しむ。悲し

くなる。【例】あんなが ばしゃっじー ぶリ゚（⺟

が怒っている）。

ばしゃなリ゚ [baɕanaɭ]［名］〔ばしゃな⸣リ゚まい...〕
心臓。芭蕉の雄花の形と色が心臓に似ているこ

とから。

ばしゃなリ゚ [baɕanaɭ]［名］〔ばしゃな⸣リ゚まい...〕
芭蕉の実。バナナ。

ばしゃぬぬ [baɕanunu]［名］〔ば⸣しゃぬぬまい...〕

芭蕉布。芭蕉の糸で織った布。

ばしゃぱギ [baɕapagɿ]［名］［病］〔ば⸣しゃぱギ
まい...〕風土病でむくんだ足。【同】「ばしょー
ぱギ」。

ばしゃばしゃ [baɕabaɕa]［擬］〔ばしゃばしゃて
ぃー...〕頭髪のばさばさしている様。やどかり
の這う様。

ばしゃふた [baɕafuta]［名］［鳥］〔ば⸣しゃふたま
い...〕うぐいす（村史）。

ぱしゃまリ゚ [paɕamaɭ]［動 I類 c型］〔ぱしゃまり
ー、ぱしゃまらん〕挟まる。【例】やどぅん ぱ

しゃまりー（戸に挟まれた）。

ばじゃみキ゚ [badʑamikɿ]［動 I類 c型］〔ばじゃみ
きー、ばじゃみかん〕騒ぐ。子どもたちが騒ぐ。

【例】やらびぬ ばじゃみきー ぶリ゚（子供が騒

いでいる）。

ぱしゃム [paɕam]［名］〔ぱしゃ⸣ムまい...〕鋏。裁
断に使うもの。切断するのに使う道具。紙に穴

を開けるペンチ。

ぱしゃム [paɕam]［動 I類 c型］〔ぱしゃみー、ぱ
しゃまん〕挟む。洗濯物を挟む。【例】やどぅ

ん ぱしゃム（戸に鋏む）。うめーすしー ぱし

ゃム（箸で挟む）。【類】「っふぁす」。

ばしゃむて [baɕamute]［名］〔ば⸣しゃむて⸢まい...〕
馬車持ち。馬車を操る人。車夫。

ぱしゃムべー [paɕambeː]［名］〔ぱしゃムべ⸣ーま
い...〕座でご馳走をはさんで配る人。

ぱしゃムまーリ゚ [paɕammaːɭ]［名］〔ぱしゃムま
ーリ゚まい...〕食べ物を挟んで差し上げて回るこ
と。

ぱしゃムむぬ [paɕammunu]［名］〔ぱしゃムむ⸣
ぬまい...〕挟むもの。物を挟むことのできるも
の。箸。紙はさみ。

ぱしゃムむぬ [paɕammunu]［名］〔ぱしゃムむ⸣
ぬまい...〕副食物。さしみ。肴。つまみなど。

ばしょー [baɕoː]［名］［植］〔ばしょ⸣ーまい...〕芭
蕉。バナナの実る木。【同】「ばしゃ」。

ばしょーぱギ [baɕoːpagɿ]［名］〔ばしょ⸣ーぱギ
まい...〕風土病でむくんだ足。【同】「ばしゃぱ
ギ」。

はしょーふ [haɕoːfu]［名］［病］〔はしょー⸣ふま
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ばしょーふ

い...〕破傷風。
ばしょーふ [baɕoːfu]［名］〔ばしょー⸣ふまい...〕
芭蕉布。芭蕉の糸で織った布。

ばす [basɿ]［名］［鳥］〔ばすまい...〕鷲。かんむ
りわし。〈ばすぬとぅリ゚〉（八重山の舞踊）。

ぱす [pasɿ]［名］〔ぱすま⸣い...〕橋。【例】ぱすう
かきリ゚（橋を架ける）。

ぱす [pasɿ]［名］〔ぱ⸣すまい...〕箸。昔、畑で食事
するときは小枝を使用した。【類】「うめーす」。

ぱず [padzɿ]［助］〜はず。たぶん...だろう。【例】
すーぱず（するはず）。ぱリ゚ぱず（走るはず）。

あんしー すーぱず（そうするはず）。

ぱず [padzɿ]［名］〔ぱずまい...〕恥。【例】ぱずう
かキ゚（恥をかく）。

ぱすー [pasɿː]［名］〔ぱす⸣ーまい...〕戸。【類】「や
どぅ」。

ぱすーす [pasɿːsɿ]［名］〔ぱすー⸣すまい...〕⻭ぐ
き。

ぱすーやどぅ [pasɿːjadu]［名］〔ぱす⸣ーやどぅま
い...〕戸。【類】「やどぅばすー」。

ぱずか [padzɿka]［名］〔ぱず⸣かまい...〕はじき。
うずら捕獲器の仕掛け。えさを食べようとする

と弾き返る仕掛けになっている。

ばすがー [basɿgaː]［名］〔ば⸣すがーまい...〕芭蕉
の木の皮。繊維（糸）をとる皮。【同】「ばしゃ

がー」。

ばすがーうでぃ [basɿgaːudi]［名］〔ば⸣すがーう
でぃまい...〕細い腕。やせた腕。またはその人。

ぱすかうしゃーリ゚ [pasɿkauɕaːɭ]［形］〔ぱすかう⸣
しゃまい...〕痒い。ちくちくと痒い。【同】「ぱ
すこーしゃーリ゚」。

ぱすかうむぬ [pasɿkaumunu]［名］〔ぱすかうむ⸣
ぬまい...〕かゆいこと。ちくちくすること。【同】
「ぱすこーむぬ」。

ぱすかき [pasɿkaki]［名］〔ぱすか⸣きまい...〕橋
架け。橋を架けること。

ぱすかき [pasɿkaki]［名］〔ぱ⸣すかき⸢まい...〕箸
掛け。食べ物に箸を掛けること。仏壇の供え物

に箸を掛けること。

ぱずかしゃーリ゚ [padzɿkaɕaːɭ]［形］〔ぱずか⸣しゃ
まい...〕恥ずかしい。【例】えーぐすーや ぱず

かすむぬ（歌を歌うことは恥ずかしい）。

ぱずかす [padzɿkasɿ]［動 I類 c型］〔ぱずかしー、
ぱずかしゃん〕弾かす。破裂させる。【例】か

やくー ぱずかす（火薬を爆発させる）。

ぱすかむぬ [pasɿkamunu]［名］〔ぱすかむ⸣ぬま
い...〕元気者。気のきく者。骨おしみのない人。
賢い人。

ぱすかやらび [pasɿkajarabi]［名］〔ぱすかやら⸣
びまい...〕元気な子。賢い子。

ぱずキ゚ [padzɿkɿ]［名］［病］〔ぱず⸣キ゚まい...〕口
角炎。口の両わきの病気。

ぱずキ゚ [padzɿkɿ]［名］〔ぱず⸣キ゚まい...〕唇の両側。
口角。

ぱずキ゚ [padzɿkɿ]［動 I類 c型］〔ぱずきー、ぱず
かん〕弾く。弦楽器を指で弾く。ごむで弾く。

銃で撃つ。【例】しゃムしゃんゆ ぱずキ゚（三線

を弾く）。

ぱずきリ゚ [padzɿkiɭ]［動 II類 c型］〔ぱずきー、ぱ
ずきん〕弾ける。泡が弾ける。風船が弾ける。

爆弾が弾ける。

ぱすこーしゃーリ゚ [pasɿkoːɕaːɭ]［形］〔ぱすこー⸣
しゃまい...〕かゆい。ちくちくする。【同】「ぱ
すかうしゃーリ゚」。

ぱすこーむぬ [pasɿkoːmunu]［名］〔ぱすこーむ⸣
ぬまい...〕かゆいこと。ちくちくすること。【同】
「ぱすかうむぬ」。

ぱすなが [pasɿnaga]［名］［魚］〔ぱすな⸣がまい...〕
とがりえびす。夜釣りにとれる。ぷかびしの割

れ目にとれる。

ぱずぱず [padzɿpadzɿ]［擬］〔ぱずぱずてぃーま
い...〕着衣が小さく体に合わない様。

ぱずます [padzɿmasɿ]［動 I類 c型］〔ぱずましー、
ぱずましゃん〕弾ませる。ふくらませる。風船

をふくらます。【例】かまつう ぱずます（ほっ

ぺたを膨らませる）。【類】「ふくぱらす」。

ぱずまリ゚ [padzɿmaɭ]［動 I類 a型］〔ぱずまりー、
ぱずまらん〕始まる。【例】とぅすぬ ぱずまリ゚

（年が始まる）。しーとーぬ ぱずまリ゚（製糖が

始まる）。

ぱずみ [padzɿmi]［名］〔ぱずみまい...〕初め。初
めること。【例】ぱずみん んだす（初めに出
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ぱたうリ゚

す）。

ぱずみてぃ [padzɿmiti]［副］初めて。初めてのこ
と。最初。【例】ぱずみてぃ なるー（初めて習

う）。なるーぱずみてぃ（習い初め）。

ぱずみリ゚ [padzɿmiɭ]［動 II 類 a 型］〔ぱずみー、
ぱずみん〕始める。開始する。【例】すぐとぅ

ー ぱずみリ゚（仕事を始める）。

ぱずム [padzɿm]［動 I類 c型］〔ぱずみー、ぱず
まん〕弾む。膨らむ。【例】ふキ゚ばどぅ ぱずム

（吹けば弾む）。ぱなすぬ ぱずム（話が弾む）。

【類】「ふくぱリ゚」。

ぱずり [padzɿri]［名］〔ぱずりま⸣い...〕はずれ。
外れ。予報がそれる。村はずれ。

ぱずりリ゚ [padzɿriɭ]［動 II類 c型］〔ぱずりー、ぱ
ずりん〕はずれる。外れる。離れる。【例】いと

ぅぬ ぱずりリ゚（糸が外れる）。ふずぬ ぱずり

リ゚（籤がはずれる）。

ばた [bata]［名］〔ばたま⸣い...〕腹。腸。内臓。腹
腔。【例】うぷばた（太い腹・妊婦の腹）。ばた

ぬ ぴなリ゚（腹が減る）。すぐとぅー しー ばた

う ぴならし（仕事をして腹を減らしなさい）。

ばた [bata]［名］〔ばたま⸣い...〕わた。果実の内
部。【例】まんじゅーぬ ばた（パパイヤの内

部）。がうらぬ ばた（にがうりのわた）。

ばた [bata]［名］間近。辺り。【例】いムばた（海
の近く）。あみばた（雨が近い）。

ばだ [bada]［名］〔ばだまい...〕割れ目。干瀬の
割れ目。【類】「ばり」。

ばだ [bada]［名］〔ばだまい...〕浜。浜辺。海辺。
【例】ばだうりー あすビ（浜辺で遊ぶ）。

ぱた [pata]［名］二十。【例】ぱたつ（二十歳）。
ぱたてぃ（二十年）。

ぱた [pata]［名］〔ぱたま⸣い...〕旗。【例】ぱたふ
リ゚（旗振り）。たいりょーばた（大漁旗）。

ぱた [pata]［名］〔ぱたま⸣い...〕機織り器。高機。
地機。【例】たかばた（高機）。ずばた（地機）。

ぱたうリ゚（機織り）。

ぱた [pata]［名］〔ぱたま⸣い...〕端。【例】ゆかば
た（床の端）。つくいぬ ぱた（机の端）。

ぱた [pata]［擬］〔ぱたてぃー...〕急に倒れるこ
と。【例】ぱたてぃー たうりー（急に倒れた）。

ぱだ [pada]［名］〔ぱだま⸣い...〕肌。皮ふ。【例】
ぱだいる（肌色）。ぱだぬ ありリ゚（肌が荒れ

る）。ぱだぬ やきリ゚（日焼けする）。

ぱだ [pada]［名］〔ぱだまい...〕体調。体の具合。
元気。健康。【例】ぱだみキ゚（体調のよいこと）。

ぱだ [pada]［名］〔ぱだまい...〕頃。間。時。時
代。【例】うんぬ ぱだ（その頃）。やらびぱだ

（子供の頃・幼い頃）。

ばたー たらーん [bataː taraːn]［連語］腹は足り
ない。食事が足りないこと。料理の少ないこ

と。

ぱだー ねーん [padaː neːn]［連語］元気がない。
体調が悪い。病をしている。

ばたー やみーどぅ なす [bataː jamiːdu nasɿ]［連
語］腹を痛めて子は産まれる。⺟の苦労のこと。

お産の苦しいこと。

ばたあヴヴぁ [bataavva]［名］〔ばたあヴ⸣ヴぁま
い...〕腹の脂肪。皮下脂肪。

ぱたあぎむぬ [pataagimunu]［名］〔ぱたあぎむ⸣
ぬまい...〕旗揚げ物。竿のこと。【類】「ぱたか
きむぬ」。

ぱだーぱだ [padaːpada]［重複］体調のよいこと。
【例】かれー ぱだーぱだ ぶムな（彼は体の調

子はよいかなあ。彼は元気かなあ）。

ぱだあり [padaari]［名］〔ぱだあ⸣りまい...〕肌荒
れ。皮膚がかさかさしていること。

ばたいし [bataiɕi]［名］〔ばたい⸣しまい...〕腹石。
石垣を積むとき中に入れる小石のこと。石垣の

中身。【同】「ばたいす」。

ばたいす [bataisɿ]［名］〔ばたい⸣すまい...〕腹石。
石垣を積むとき中に入れる小石のこと。石垣の

中身。【同】「ばたいし」。

ばたいず [bataidzɿ]［名］〔ばたい⸣ずまい...〕腹
意地。腹の力。しっかり食事をとること。

ぱだいる [padairu]［名］〔ぱだい⸣るまい...〕肌
色。体調を見るときに言う。【例】ぱだいるぬ

っすぅム（肌色が白くなる）。

ばだうり [badauri]［名］〔ばだう⸣りまい...〕浜下
り。浜辺に下りること。

ぱたうリ゚ [patauɭ]［名］〔ぱたう⸣リ゚まい...〕機織
り。
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ぱだか

ぱだか [padaka]［名］〔ぱだ⸣かまい...〕裸。裸体。
【例】ぱだか なリ゚（裸になる）。ぱだかぬーま

（裸馬）。

ばたがー [batagaː]［名］〔ばたが⸣ーまい...〕腹
皮。【例】かちゅーぬ ばたがー（かつおの腹

皮）。【類】「ぱらがー」。

ぱだがー [padagaː]［名］〔ぱだが⸣ーまい...〕肌
皮。皮膚。

ばたがーしゃーリ゚ [batagaːɕaːɭ]［形］〔ばたがー⸣
しゃまい...〕満腹で苦しい。【同】「ばたぐーし
ゃーリ゚」。

ぱたがキ゚ [patagakɿ]［名］〔ぱたが⸣キ゚まい...〕端
垣。はしっこ。危険を伴う端。

ぱだかぎしゃーリ゚ [padakagiɕaːɭ]［形］〔ぱだかぎ
⸣しゃまい...〕肌色がきれい。健康体。元気であ
る。

ぱたかきまかリ゚ [patakakimakaɭ]［名］〔ぱたかき
まか⸣リ゚まい...〕端の割れた椀。端の欠けた椀。
ふちの割れた椀や湯のみは縁起が悪いとされ

る。

ぱたかきむぬ [patakakimunu]［名］〔ぱたかきむ
⸣ぬまい...〕旗掛け物。旗を揚げる物。竿のこ
と。【類】「ぱたあぎむぬ」。

ぱたかきむぬ [patakakimunu]［名］〔ぱたかきむ
⸣ぬまい...〕端の割れた器。端の欠けた器。端の
欠けた椀。ふちの割れた椀や湯のみは縁起が悪

いとされる。

ぱたがま [patagama]［名］〔ぱたがま⸣んまい...〕
端っこ。不安定な所。【例】ふにぬ ぱたがま

（船端）。ぱたがまん うつキ゚な（端っこに置く

な）。

ぱだかむギ [padakamugɿ]［名］［植］〔ぱだかむ⸣
ギまい...〕裸⻨。

ぱたからす [patakarasɿ]［動 I類 a型］〔ぱたから
しー、ぱたからしゃん〕開けさせる。脚を開け

させる。【例】こんぱすう ぱたからす（コンパ

スを開けさせる）。【同】「ぱちゃからす」。

ぱたかリ゚ [patakaɭ]［動 I 類 a 型］〔ぱたかりー、
ぱたからん〕開く。脚を開く。【例】ぱギう ぱ

たかリ゚（脚を開く）。【同】「ぱちゃかリ゚」。

ぱたき [pataki]［名］〔ぱた⸣きまい...〕畑。農耕

地。耕作地。【類】「ぱる」。

ぱだぎ [padagi]［名］〔ぱだぎまい...〕肌着。下
着。

ぱたきず [patakidzɿ]［名］［地］〔ぱ⸣たきず⸢ま
い...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参
照。

ぱだきリ゚ [padakiɭ]［動 II類 c型］〔ぱだきー、ぱ
だきん〕開ける。外す。ボタンを外す。【例】や

どぅー ぱだきリ゚（戸を開ける）。

ばたぐあい [bataguai]［名］〔ばたぐあ⸣いまい...〕
腹の具合。腹の調子。

ばたぐー [bataguː]［名］〔ばたぐーまい...〕腹。腹
甲。おなか。【例】あかヴヴぁう ばたぐーん

ぬーしリ゚（赤ちゃんを腹の上に乗せる）。

ばたぐーぐー [bataguːguː]［擬］満腹の状態のこ
と。

ばたぐーしゃーリ゚ [bataguːɕaːɭ]［形］〔ばたぐー⸣
しゃまい...〕満腹で苦しい。食べ過ぎ。腹苦か。
【同】「ばたがーしゃーリ゚」。

ばたぐーむぬ [bataguːmunu]［名］〔ばたぐーむ
ぬまい...〕満腹だ。【例】あてぃ ふーゆ しー

ばたぐーむぬ（あまりたくさん食べたので苦し

い）。

ばたぐるみキ゚ [batagurumikɿ]［動 I類 c型］〔ば
たぐるみきー、ばたぐるみかん〕腹が鳴く。腹

がごろごろ鳴く。空腹である。

はだし [hadaɕi]［名］〔はだ⸣しまい...〕裸足。素
足。新しい言い方。【例】はだししー がっこー

んけー（裸足で学校へ行く）。【類】「からぱギ」。

「からピさ」。

ぱだしゃーリ゚ [padaɕaːɭ]［形］〔ぱだしゃまい...〕
体調が良い。顔色が良い。肌色が良い。元気。

ぱたじゃう [patadʑau]［名］〔ぱたじゃ⸣うまい...〕
旗竿。主に竹の棒を使用する。【同】「ぱたじょ

ー」。

ばたじゃにふしゃーリ゚ [batadʑanifuɕaːɭ]［形］憎
らしい。うるさくつきまとう。【例】くぬ やら

べー ばたじゃにふむぬどー（この子はうるさ

くつきまとっているよ）。

ばたじゅーしゃーリ゚ [batadʑuːɕaːɭ]［形］〔ばたじ
ゅー⸣しゃまい...〕腹強い。胃腸の丈夫なこと。
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ばたふしゃらす

腹持ちの良い食べ物。

ぱたじょー [patadʑoː]［名］〔ぱたじょ⸣ーまい...。
ぱたじょーまい...〕旗竿。主に竹の棒を使用す
る。【同】「ぱたじゃう」。

ばたす [batasɿ]［名］〔ばた⸣すまい...〕酒を入れ
る手桶。【類】「たみやー」。

ばたす [batasɿ]［動 I類 a型］〔ばたしー、ばたし
ゃん〕渡す。伝馬船で本船へ渡す。

ぱたす [patasɿ]［動 I類 c型］〔ぱたしー、ぱたし
ゃん〕果たす。成し遂げる。責任を果たす。【例】

かたるー むぬー ぱたす（話し合ったことを

果たす）。

ばたずみしゃーリ゚ [batadzɿmiɕaːɭ]［形］〔ばたず
み⸣しゃまい...〕腹の具合・調子が良い。

ばたちゅーらす [batatɕuːrasɿ]［名］〔ばたちゅー
ら⸣すまい...〕腹を強くすること。食事を十分
にとること。

ぱたつ [patatsɿ]［名］〔ぱたつまい...〕二十。二十
歳。

ぱたてぃ [patati]［名］〔ぱたてぃまい...〕二十年。
二十年間。

ぱたてぃー [patatiː]［副］はたと。突然。【例】ぱ
たてぃーたうりー（はたと倒れた）。

ばたどぅー [bataduː]［名］〔ばたどぅ⸣ーまい...〕
内臓。

ばたどー [batadoː]［名］〔ばたど⸣ーまい...〕腹わ
た。内蔵。

ばたな [batana]［名］［昆虫］〔ばた⸣なまい...〕あ
おどうがね。こがねむしの幼虫。さとうきびの

害虫。

ばたぬ なリ゚ [batanu naɭ]［連語］腹が鳴る。空
腹。腹がごろごろ鳴る。【例】やーしゃんどぅ

ばたぬ なリ゚（ひもじくて腹が鳴る）。

ばたぬ ぴなリ゚ [batanu pinaɭ]［連語］腹が減る。
空腹になる。腹がすく。

ばたぬ まがリ゚ [batanu magaɭ]［連語］腹が曲が
る。空腹になる。【例】やーしゃんどぅ ばたぬ

まがりーリ゚（空腹で腹がへこんでいる）。

ばたぬ むっげーリ゚ [batanu muggeːɭ]［連語］腹
わたが煮えくり返ること。激怒。放し飼いの山

羊に作物を食い荒らされたときなどに言う。

ばたばーき [batabaːki]［副］腹いっぱい。満腹。
【例】ばたばーき ふーたムどー（腹いっぱい食

べたよ）。

ぱたぱギ [patapagɿ]［名］〔ぱたぱ⸣ギまい...〕ト
ラホーマ。トラコーマ。

ばたばた [batabata]［擬］〔ばたばたてぃー...〕手
足をばたばたすること。風が戸をばたばたさせ

る。

ぱたぱた [patapata]［擬］〔ぱたぱたてぃー...〕鶏
の羽ばたき。羽音。鳥の飛び立つときの羽音。

ぱたぱた [patapata]［擬］〔ぱたぱたてぃー...〕旗
のはためくこと。

ぱたぱた [patapata]［擬］〔ぱたぱたてぃー...〕忙
しく動きまわること。【例】いでぃふにんや ぱ

たぱたてぃー すー（船の出港のときは忙しく

する）。

ぱたぱた [patapata]［擬］〔ぱたぱたてぃー...〕怒
りにふるえること。寒さに震えること。【例】ぱ

たぱたてぃー ふリ゚ー（怒り・寒さに震える）。

【類】「ぷとぅぷとぅ」。

ばたぱリ゚ [batapaɭ]［名］〔ばたぱ⸣リ゚まい...〕腹張
り。胃もたれ。胃に食べ物が残っているような

感じ。

ばたピぐリ゚ [batapɿguɭ]［名］〔ばたピぐ⸣リ゚まい...〕
腹冷え。腹が冷える。就寝中に腹のあたりがは

だけて冷えること。

ばたぴなリ゚ [batapinaɭ]［名］〔ばたぴな⸣リ゚まい...〕
腹が減ること。空腹のこと。

ばたふ [batafu]［名］〔ばた⸣ふまい...〕腹布。財
布。腹巻や帯に金をしまった。

ばたぶ [batabu]［名］〔ばた⸣ぶまい...〕腹の大き
い人。出っ腹。

ばたふか [batafuka]［名］〔ばたふ⸣かまい...〕激
怒する人。

ばたふがま [batafugama]［名］へそくり。
ばたふくる [batafukuru]［名］〔ばたふく⸣るま
い...〕腹袋。腹腔。ふところの意。【例】あんな
が ばたふくる（⺟のふところ）。【類】「ばたふ

つく」。

ばたふしゃらす [batafuɕarasɿ]［動 I類 c型］〔ば
たふしゃらしー、ばたふしゃらしゃん〕腹腐ら
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ばたふしゃり

す。怒らす。立腹させる。【例】ばたふしゃら

すむぬ（立腹させること）。

ばたふしゃり [batafuɕari]［名］〔ばたふしゃ⸣り
まい...〕腹腐れ。腹が立つこと。腹立たしい。
【例】ばたふしゃりむぬイ゚ー（腹立たしい話）。

ばたふしゃりリ゚ [batafuɕariɭ]［動 II類 c型］〔ば
たふしゃりー、ばたふしゃりん〕腹腐れる。怒

る。しゃくにさわる。腹が立つ。【例】ぱなすう

キ゚きー ばたふしゃりリ゚（話を聞いて怒る）。

ばたふしゅリ゚ [batafuɕuɭ]［名］〔ばたふしゅ⸣リ゚ま
い...〕腹薬。胃薬。整腸剤。

ばたふつく [batafutsɿku]［名］〔ばたふつ⸣くま
い...〕ふところ。懐。【類】「ばたふくる」。

ばたふっずー [batafuddzɿː]［動 I類 c型］〔ばた
ふっじー、ばたふっじゃん〕腹をいじくる。怒

らせる。いらだたせる。【例】イ゚ー くとぅー

キ゚かん ばたふっずー（言うことを聞かないで

怒らせる）。

ばたぶに [batabuni]［名］〔ばたぶ⸣にまい...〕お
腹の筋肉。【例】ばたぶにぬやム（笑い転げる）。

ばたぶにぬ ねーん [batabuninu neːn]［連語］腹
の皮が痛くなるまで笑うこと。抱腹絶倒。【類】

「ばたぶねーねーん」。

ばたぶねー ねーん [batabuneː neːn]［連語］腹
の皮が痛くなるまで笑うこと。抱腹絶倒。【類】

「ばたぶにぬねーん」。

ばたまがリ゚[batamagaɭ]［名］〔ばたまが⸣リ゚まい...〕
腹が曲がること。空腹のこと。

ばたみかす [batamikasɿ]［動 I 類 c 型］〔ばたみ
かしー、ばたみかしゃん〕ばたばたさせる。さ

わがしい音をたてる。はためかす。【例】かで

ぃん ばたみかす（風邪にはためかす）。

ぱだみかす [padamikasɿ]［動 I類 c型］〔ぱだみ
かしー、ぱだみかしゃん〕心地よくする。体調

をよくする。

ばたみキ゚ [batamikɿ]［動 I類 c型］〔ばたみきー、
ばたみかん〕怒る。怒りふるえる。【例】ばた

みきー ぶリ゚（怒っている）。

ぱたみキ゚ [patamikɿ]［動 I類 c型］〔ばたみきー、
ばたみかん〕はためく。風にはためく。【例】か

でぃん ぱたみキ゚（風にはためく）。

ぱだみキ゚ [padamikɿ]［動 I類 c型］〔ぱだみきー、
ぱだみかん〕心地よくなる。体調がよくなる。

ばたむす [batamusɿ]［名］〔ばたむ⸣すまい...〕胃
腸に寄生する虫。回虫。ぎょう虫。回虫の駆除

に海人草を煎じて飲んだ。【類】「ずむす」。

ばたムたす [batamtasɿ]［動 I類 c型］〔ばたムた
しー、ばたムたしゃん〕腹を満たせる。家畜に

対して言う。家畜の腹を満たすことは楽でな

い。

ばたムつ [batamtsɿ]［動 I 類 c 型］〔ばたムてぃ
ー、ばたムたん〕お腹が満ちる。満腹になる。

ばたむつ [batamutsɿ]［名］〔ばたむ⸣つまい...〕腹
持ち。腹に食べ物が⻑くある感覚。【例】ばた

ムつけ ふぁい（満腹するまで食べなさい）。

ぱだむぬ [padamunu]［名］〔ぱだむ⸣ぬまい...〕体
調のよいこと。天気のよいことにも言う。【例】

かれー ぱだむぬ（彼の体調はよい）。

はたムばい [hatambai]［名］〔はたムば⸣いまい...〕
旗うばい。旗取り遊び。

ばたやム [batajam]［動 I 類 c 型］〔ばたやみー、
ばたやまん〕腹痛になる。胃腸が痛む。

ぱたゆム [patajum]［名］〔ぱたゆ⸣ムまい...〕二
十読み。機織りの経糸（縦糸）の数。宮古上布

の最高作品とされる。

ばたよーしゃーリ゚ [batajoːɕaːɭ]［形］〔ばたよー⸣
しゃまい...〕胃腸が弱い。【例】ばたよーしゃ
ーリ゚ば しゃけー ぬまいん（胃が弱いから酒

は飲めない）。

ばたよーむぬ [batajoːmunu]［名］〔ばたよ⸣ーむ
ぬまい...〕胃腸の弱い人。胃を壊しやすい人。

ぱだら [padara]［名］［魚］〔ぱだ⸣らまい...〕やく
しまいわし。

ぱたらかす [patarakasɿ]［動 I類 a型］〔ぱたらか
しー、ぱたらかしゃん〕働かせる。稼がせる。

【例】やまとぅん ぱたらかす（本土に出稼ぎさ

せる）。

ぱたらキ゚ [patarakɿ]［動 I類 a型］〔ぱたらきー、
ぱたらかん〕働く。稼ぐ。【例】ぱたらきー キ゚

ー（働いて来る）。ゆーどぅ ぱたらキ゚（よく働

く）。

ぱたらキ゚じゅーしゃーリ゚ [patarakɿdʑuːɕaːɭ]［形］
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〔ぱたらキ゚じゅー⸣しゃまい...〕働き強い。稼ぎ
強い。働き者である。骨身を惜しまず働く。

ぱたらキ゚でぃまー [patarakɿdimaː]［名］〔ぱたら
キ゚でぃま⸣ーまい...〕働き賃金。手間賃。給料。
労賃。【例】ピとぅいぬ ぱたらキ゚でぃまー（一

日分の手間賃）。

ぱたらキ゚ばんず [patarakɿbandzɿ]［名］〔ぱたらキ゚
ばん⸣ずまい...〕働き盛り。働くのに勢いがあ
ること。その時期。心身ともに充実して働く時

期。【例】るくじゅーがめー ぱたらキ゚ばんず

（60歳までは働き盛りだ）。
ぱたらキ゚べー [patarakɿbeː]［名］〔ぱたらキ゚べー
まい...〕働き手。働く人。仕事のよくできる人。
【例】ぱたらキ゚べーや ぶどぅリ゚る みーん（働

き手は踊りは見ない）。

ぱたらキ゚むぬ [patarakɿmunu]［名］〔ぱたらキ゚む
ぬまい...〕働きもの。稼ぎの多い人。【例】ぱた
らキ゚むぬぬ ぱろー きつぎ（働き者の畑はき

れい）。

ぱたらくん なリ゚ [patarakun naɭ]［連語］わき目
も振らず働くこと。一心不乱。【例】ゆくーま

い しゅん ぱたらくん なリ゚（休みもしないで

働く）。

ばたらす [batarasɿ]［動 I類 a型］〔ばたらしー、ば
たらしゃん〕渡らせる。【例】さんばしから ふ

にんけー ばたらす（桟橋から船に渡らせる）。

ばたリ゚ [bataɭ]［動 I類 a型］〔ばたりー、ばたら
ん〕渡る。【例】ぱすう ばたリ゚（橋を渡る）。

ばたりー キ゚ー（渡って来る）。たかぬ ばたリ゚

（さしばが渡る）。

ばたリ゚とぅリ゚ [bataɭtuɭ]［名］〔ばたリ゚とぅ⸣リ゚ま
い...〕渡り鳥。

ぱちゃからす [patɕakarasɿ]［動 I類 a型］〔ぱち
ゃからしー、ぱちゃからしゃん〕開ける。足を

開ける。【同】「ぱたからす」。

ぱちゃかリ゚ [patɕakaɭ]［動 I類 a型］〔ぱちゃかり
ー、ぱちゃからん〕開く。足を開く。【例】ぱギ

う ぱちゃかリ゚（脚を開く）。【同】「ぱたかリ゚」。

ぱちゃかリ゚ピさ [patɕakaɭpɿsa]［名］〔ぱちゃかリ゚
ピ⸣さまい...〕足の指が開いている形の足。

ぱちゅがつ [patɕugatsɿ]［名］〔ぱ⸣ちゅがつ⸢ま

い...〕八月。葉月。立秋・処暑の季節。
ぱちゅがつうがム [patɕugatsɿugam]［名］〔ぱち
ゅがつうが⸣ムまい...〕八月おどり。豊作祈願
祭。旧暦の 8月 8日から始まる。村史参照。【類】
「ぱちゅがつぶどぅリ゚」。

ぱちゅがつピがん [patɕugatsɿpɿgan]［名］〔ぱち
ゅがつピが⸣んまい...〕八月彼岸。秋分の日。

ぱちゅがつぶどぅリ゚ [patɕugatsɿbuduɭ]［名］〔ぱ
ちゅがつぶどぅ⸣リ゚まい...〕八月おどり。豊作祈
願祭。村史参照。【類】「ぱちゅがつうがム」。

ばつ [batsɿ]［名］〔ば⸣つまい...〕罰。科。悪事の
報い。たたり。【例】ばつう かヴヴィ゚（罰が当

たる）。

ぱつ [patsɿ]［名］〔ぱ⸣つてぃーまい...〕八。八つ。
八歳。

ぱつ [patsɿ]［名］〔ぱつまい...〕初。初物。【例】
ぱつう とぅリ゚（供え物から最初に一部とる）。

【類】「ぱな」。

ぱつ [patsɿ]［名］［昆虫］〔ぱ⸣つまい...〕蜂。蜂
の総称。【類】「げーばつ」。

ぱつ [patsɿ]［名］〔ぱ⸣つまい...〕鉢。鉢物。【例】
ぱつん ういリ゚（鉢に植える）。

ぱつ [patsɿ]［名］〔ぱつま⸣い...〕大きな皿。
ぱつヴヴぁ [patsɿvva]［名］〔ぱつヴヴぁまい...〕
初子。一番目の子。【類】「ういが」。

ぱつか [patsɿka]［名］〔ぱつかまい...〕20日。月
の 20番目の日。

ぱつかいつか [patsɿkaitsɿka]［名］〔ぱつかいつ⸣
かまい...〕25日。

ばつかヴヴィ゚むぬ [batsɿkavvɿmunu]［名］〔ばつか
ヴヴィ゚む⸣ぬまい...〕罰かぶり。罰当たり。【類】
「ばつかヴヴぇ」。

ばつかヴヴぇ [batsɿkavve]［名］〔ばつかヴ⸣ヴぇ
まい...〕罰かぶり。罰当り。【類】「ばつかヴヴ
ィ゚むぬ」。

ぱつかうしゃーリ゚ [patsɿkauɕaːɭ]［形］〔ぱつかう
⸣しゃまい...〕痛がゆい。痒い。

ぱつかくくぬか [patsɿkakukunuka]［名］〔ぱつか
くくぬかまい...〕29日。

ぱつかじゅー [patsɿkadʑuː]［名］〔ぱつかじゅー
まい...〕20日潮。
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ぱつかずキ゚ [patsɿkadzɿkɿ]［名］〔ぱつかずキ゚ま
い...〕20日の月。

ぱつかとぅか [patsɿkatuka]［名］〔ぱつかとぅか
まい...〕30日。

ぱつかなんか [patsɿkananka]［名］〔ぱつかなん⸣
かまい...〕27日。

ぱつかピとぅい [patsɿkapɿtui]［名］〔ぱつかピと
ぅ⸣いまい...〕21日。

ぱつかふつか [patsɿkafutsɿka]［名］〔ぱつかふつ
⸣かまい...〕22日。

ぱつかミ゚か [patsɿkamɿka]［名］〔ぱつかミ゚かまい...〕
23日。

ぱつかムーか [patsɿkammka]［名］〔ぱつかムー⸣
かまい...〕26日。

ぱつかやうか [patsɿkajauka]［名］〔ぱつかやうか
まい...〕28日。【同】「ぱつかよーか」。

ぱつかゆか [patsɿkajuka]［名］〔ぱつかゆ⸣かま
い...〕24日。

ぱつかよーか [patsɿkajoːka]［名］〔ぱつかよー⸣か
まい...〕28日。【同】「ぱつかやうか」。

はつくい [hatsɿkui]［名］〔はつくいまい...〕初恋。
【例】かれー あが はつくい（あの女性は私の

初恋だ）。

ぱっさ [passa]［名］〔ぱっ⸣さまい...〕帆柱。帆か
け船の柱。ヨットの帆柱。【例】ふにぬ ぱっさ

（船の帆柱）。

ぱっじ [paddʑi]［名］〔ぱっじま⸣い...〕外れ。離
れ。【例】うやぱっじ（親のない子。孤児）。っ

ふぁばっじ（子離れ・家畜の子を離すこと）。

ばっじゃーリ゚ [baddʑaːɭ]［形］〔ばっ⸣じゃまい...〕
いらいらする。

ばっじゃう [baddʑau]［動 I 類 a 型］〔ばっじぇ
ー、ばっじゃーん〕なぐる。【例】ピとぅーば

ー ばっじゃうな（人をなぐるな）。【同】「ばっ

じゅー」。

ばっじゃう [baddʑau]［動 I 類 a 型］〔ばっじぇ
ー、ばっじゃーん〕魚を捌く。【例】イ゚ズぅー

ばっじゃい（魚を捌きなさい）。【同】「ばっじ

ゅー」。

ぱっじゃき [paddʑaki]［名］〔ぱっじゃ⸣きまい...〕
当てはずれ。【例】ふーぱっじゃき（食べはぐ

れ）。

ぱっじゃきリ゚ [paddʑakiɭ]［動 II類 c型］〔ぱっじ
ゃきー、ぱっじゃきん〕当てはずれる。【例】ふ

ーぱっじゃきリ゚（食べはぐれる）。

ぱっじゃす [paddʑasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱっじゃ
しー、ぱっじゃしゃん〕外させる。ぬがせる。

衣服をぬがす。【例】キ゚んゆ ぱっじゃしー う

いがす（着物を外して泳がせる）。

ぱつじゃん [patsɿdʑan]［名］〔ぱつじゃ⸣んまい...〕
初産。初めてのお産。【類】「ういじゃん」。

ばっじゅー [baddʑuː]［動 I類 a型］〔ばっじぇー、
ばっじゃーん〕なぐる。【例】ピとぅーばー ば

っじゅーな（人をなぐるな）。【同】「ばっじゃ

う」。

ばっじゅー [baddʑuː]［動 I類 a型］〔ばっじぇー、
ばっじゃーん〕魚を捌く。【例】イ゚ズぅー ばっ

じゃい（魚を捌きなさい）。【同】「ばっじゃう」。

ぱつじゅーぱつ [patsɿdʑuːpatsɿ]［名］〔ぱつじゅ⸣
ーぱつまい...〕八十八歳。米寿「とーかち」。本
来の意味は斗掻。

ぱっじリ゚ [paddʑiɭ]［動 II類 c型］〔ぱっじー、ぱ
っじん〕外れる。離れる。親と離れる。【例】う

やとぅ ぱっじリ゚（親と離れて迷い子になる）。

ばっすぃ [bassi]［名］〔ばっすぃまい...〕忘れ。忘
却。

ばっすぃぐりしゃーリ゚ [bassiguriɕaːɭ]［形］〔ばっ
すぃぐり⸣しゃまい...〕忘れがたい。【例】ばっ
すぃぐりしんしー（忘れがたい先生）。

ばっすぃべーしゃーリ゚ [bassibeːɕaːɭ]［形］〔ばっ
すぃべー⸣しゃまい...〕忘れが早い。もの忘れ
が早い。

ばっすぃむぬ [bassimunu]［名］〔ばっすぃむ⸣ぬ
まい...〕忘れ物。落し物。【例】ばっすぃむぬー
とぅどぅきー（落し物を届けた）。

ばっすぃリ゚ [bassiɭ]［動 II類 a型］〔ばっすぃー、
ばっすぃん〕忘れる。忘却する。【例】ムまり

ずまうばー ばっすぃんな（故郷を忘れるな）。

しんしーぬ くとー ばっすぃらいん（先生の

ことは忘れられない）。

ぱっずー [paddzɿː]［動 I類 c型］〔ぱっじー、ぱ
っじゃん〕外す。衣服を外す。衣服を脱ぐ。【例】
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ぱっずーな（外すな）。キ゚んゆ ぱっじー（着物

を脱いだ）。

ぱつだキ゚ [patsɿdakɿ]［名］〔ぱつだキ゚まい...〕初
抱き。お産の後始めて我が子を抱くこと。生ま

れた子が初めて太陽を拝むこと。

ぱったぱった [pattapatta]［擬］次々に。どんど
ん。

ぱつたビ [patsɿtabɿ]［名］〔ぱつたビまい...〕初
旅。【例】ぱつたビェー じゅーさんどぅ あた

リ゚（初旅は 13歳だった）。
ぱったみかす [pattamikasɿ]［動 I類 c型］〔ぱっ
たみかしー、ぱったみかしゃん〕次々に勢いよ

くする。

ぱったみキ゚ [pattamikɿ]［動 I類 c型］〔ぱったみ
きー、ぱったみかん〕次々に勢いよく来る。ど

んどん勢いよくやってくる。

ばっち [battɕi]［名］〔ばっ⸣ちまい...〕遊びの一
種。紙を折って地面において、相手が叩いてそ

れをひっくり返すことに成功したら貰う。

ばっちゃみリ゚ [battɕamiɭ]［動 II類 c型］〔ばっち
ゃみー、ばっちゃみん〕こっそり取る。【例】っ

さんふーリ゚ ばっちゃみリ゚（知られないように

こっそり取りる）。

ばっちゅム [battɕum]［感］もういい。知るか。【例】
たーが ばっちゅムが（誰が知るもんか）。

ばってぃー [battiː]［擬］さっと。【例】ばってぃ
ー とぅらだ（さっと取りなさい）。

ぱってぃー [pattiː]［擬］突然の出来事に驚く様。
ぱつどぅみ [patsɿdumi]［名］〔ぱ⸣つどぅみまい...〕
初婚。最初の妻。

ぱつなリ゚ [patsɿnaɭ]［名］〔ぱつなリ゚まい...〕初生
り。初めての果実。【例】なすビぬ ぱつなリ゚

（茄子の初実り）。

ぱつなんか [patsɿnanka]［名］〔ぱつなん⸣かま
い...〕初七日。死後七日目。初七日の法事。

ぱつぬすー [patsɿnusɿː]［名］〔ぱつぬす⸣ーまい...〕
蜂の巣。

ばっぱい [bappai]［名］〔ばっぱいま⸣い...〕間違
え。取り違え。

ばっぱいリ゚ [bappaiɭ]［動 II 類 c 型］〔ばっぱい
ー、ばっぱいん〕間違う。取り違える。【例】し

ゃばう ばっぱいー ねーん（ぞうりを間違え

てしまった）。えームんや ばっぱいどぅす（暗

い所では取り違える）。

ぱつみム [patsɿmim]［名］〔ぱつみムまい...〕初
耳。初めて聞く。【例】あんしーぬ ぱなすェー

ぱつみム（そういう話は初耳だ）。

ぱつムしゅ [patsɿmɕu]［名］〔ぱつム⸣しゅまい...〕
初めて開ける味噌。甕に仕込んでからはじめて

開ける味噌。【例】かばすぱつムしゅ（香ばし

い初味噌）。

ぱつむぬ [patsɿmunu]［名］〔ぱつむぬまい...〕初
物。初めての収穫物。【例】くとぅすぬ ぱつむ

ぬ（今年の初めての収穫物）。

ぱつムまが [patsɿmmaga]［名］〔ぱつムまがま
い...〕初孫。【例】ぱつムまがぬ ムまりー（初

孫が生まれた）。

ぱつむリ゚ [patsɿmuɭ]［名］〔ぱつむリ゚まい...〕料理
を盛ること。

ぱてぃ [pati]［名］〔ぱ⸣てぃまい...〕果て。【例】
すまぬ ぱてぃ（島の果て）。いキ゚ぱてぃ（行き

果て）。

ぱてぃ [pati]［名］〔ぱてぃま⸣い...〕勇ましいこ
と。命知らず。【例】ぱてぃむぬ（命知らずの

人）。ぱてぃすぐとぅ（命がけの仕事）。

はでぃしゃーリ゚ [hadiɕaːɭ]［形］〔はでぃしゃま
い...〕はで。派手。【例】きーむぬぬ はでぃ（着

るものが派手）。しーかつぬ はでぃ（生活が派

手）。

ぱてぃすかま [patisɿkama]［名］〔ぱてぃすか⸣ま
まい...〕命がけの仕事。危険な仕事。【例】かれ
ー ぱてぃすかまう しーリ゚（彼は危険な仕事

をしている）。

ぱてぃむぬ [patimunu]［名］〔ぱてぃむ⸣ぬまい...〕
命知らずの人。命がけの人。度胸がある人。い

ちかばちかやる人。

ぱてぃリ゚ [patiɭ]［動 II類 c型］〔ぱてぃー、ぱて
ぃん〕果てる。終わる。すっかり成し遂げる。

【例】ふーぱてぃリ゚（食べ終わる）。ぱなすぱて

ぃらいん（話しきれない）。

ぱてぃリ゚ [patiɭ]［動 II類 c型］〔ぱてぃー、ぱて
ぃん〕命をかけてやる。【例】ぱてぃー しる
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（命がけでやれ）。

ぱてぃわじゃ [patiʋadʑa]［名］〔ぱてぃわ⸣じゃま
い...〕命がけの仕事。【例】ぱてぃわじゃうば
ー すな（危険な仕事はやるな）。

ばどぅ [badu]［接尾］だから。理由を表す「ば」
に焦点の助詞「どぅ」が付いたもの。【例】あ

んしー あリ゚ばどぅ（そうであるから）。

ぱとぅ [patu]［名］［鳥］〔ぱ⸣とぅまい...〕鳩。主
としてきじばとのこと。【類】「ぱとぅがみ」。

「ムーばとぅ」。

ぱとぅがみ [patugami]［名］〔ぱとぅがみまい...〕
鳩。【類】「ぱとぅ」。「ムーばとぅ」。

ぱどぅみ [padumi]［名］〔ぱどぅ⸣みまい...〕⻭止
め。行き過ぎないように手立てすること。【例】

ぱどぅみう かきリ゚（⻭止めをかける）。とぅー

ずきー ぱどぅみを かきリ゚（言い聞かせて止

めさせる）。

ぱどぅみリ゚ [padumiɭ]［動 II類 c型］〔ぱどぅみ
ー、ぱどぅみん〕⻭止める。

ばどぅム [badum]［接尾］〜恐れがある。〜しない
ように。【例】あふりばどぅム（あふれないよ

うに）。

ぱとぅムに [patumni]［名］〔ぱ⸣とぅムに〕鳩胸、
またはその人。胸骨が突き出ている胸。

ぱどぅら [padura]［名］［鳥］〔ぱどぅ⸣らまい...〕
すずめ。【類】「やーぬっふぁどぅリ゚」。

ばな [bana]［助数］堆肥の体積の単位。役場の指
導で堆肥の増産をした。堆肥の増産のため検査

した。

ばな [bana]［助数］土地の面積の単位。1ばなは
10反。1町歩のこと。

ばな [bana]［名］はじめ。頃。時期。【例】にん
ばな（寝る頃）。うきばな（起きる頃）。

ばな [bana]［名］〔ばなまい...〕罠。しかけ。捕
獲用の仕掛け。【例】たかばな（さしばを捕獲

する罠）。

ぱな [pana]［名］〔ぱなまい...。ぱなゆーリ゚⸣らま
い...〕鼻。【例】ぱなだリ゚（鼻垂れ）。ぱなだリ゚
る すビ（洟垂れをとる）。

ぱな [pana]［名］〔ぱなまい...。ぱなんけ⸣ー...〕
花。草木の花。花金。花札。盛り。【例】ぱない

き（花生け）。

ぱな [pana]［名］〔ぱなま⸣い...〕華。すぐれるこ
と。【例】あぐが ぱな（友の華）。どぅすぬ ぱ

な（友の華）。ピとぅが ぱなん なりー（優れ

る人になった）。

ぱな [pana]［名］〔ぱなまい...〕頂上。岩の上。木
の上。家の上。【類】「ぱなた」。「ぱんた」。

ぱな [pana]［名］初め。先頭。先物。供え物から
一部を取ったもの。【例】ぱなゆに（初粟）。【類】

「うぱな」。

ぱな [pana]［名］〔ぱなまい...〕（イカ釣りなどの）
場所。【例】いかぱな（いかの釣れる所）。

ぱなー ピかんけ [panaː pɿkanke]［連語］くしゃ
みをしないうちに。素早いこと。息つく間もな

いこと。【例】ぱなー ピかんけ すまいー キ゚

ー（息つく間もなく仕事を終えてくる）。

ばなーてぃー [banaːtiː]［擬］光り輝くこと。星が
光っている様。【例】きゅーや ぷすぬ ばなー

てぃー ぶリ゚（今日は星が光り輝いている）。

ぱないか [panaika]［名］〔ぱない⸣かまい...〕花い
か。食紅で赤く染めたいか。祭りやめでたい行

事に作る。

ぱないキ゚ [panaikɿ]［名］〔ぱない⸣キ゚まい...〕鼻息。
【例】ぬーまぬ ぱないキ゚ぬ あらしゃぬ（馬の

鼻息の荒いことよ）。

ぱないき [panaiki]［名］〔ぱない⸣きまい...〕花生
け。仏壇の花瓶に花を生けること。その花瓶。

ぱなか [panaka]［名］〔ぱなかまい...〕最中。さ
なか。たけなわ。【例】すぐとぅぬ ぱなか（仕

事の最中）。だんかーぬ ぱなか（相談の途中）。

っふぁむつぱなか（子育ての最中）。【類】「し

ゃなか」。

ぱながた [panagata]［名］〔ぱながたまい...〕花
形。芸人のすぐれ者。人気役者。花形役者。

ぱながら [panagara]［名］〔ぱながらまい...。ぱ
なが⸣らまい...〕花柄。模様。

ぱなギ [panagɿ]［名］〔ぱなギまい...〕ふざけ。冗
談をする。たわむれる。【例】うぐなーリ゚ とぅ

くなん ぱなギう すー（集会所にふざける）。

ぱなギ [panagɿ]［名］〔ぱなギまい...〕船の舳（へ
さき）。船首。尖り。船の先の方。
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ぱなギ [panagɿ]［動 I類 c型］〔ぱなぎー、ぱな
がん〕ふざける。冗談をする。

ぱなぎー [panagiː]［名］〔ぱなぎ⸣ーまい...〕花木。
草花。【例】ぱなぎーぬ かぎしゃぬ（花木のき

れいなことよ）。

ぱなぎー [panagiː]［名］〔ぱなぎーまい...。ぱな
ぎ⸣ーまい...〕鼻毛。

ぱなぐい [panagui]［名］〔ぱなぐいまい...〕鼻声。
鼻にかかった声。

ぱなぐー [panaguː]［名］〔ぱなぐーまい...〕鼻づ
まり。風邪をひいていること。【例】ぱなぐー

ぬ なうらん（風邪が治らない）。

ぱなぐみ [panagumi]［名］〔ぱなぐ⸣みまい...〕花
米。仏壇に供える米。白米を洗い、清めたもの。

【類】「あらイ゚ぐみ」。

ぱなじぶく [panadʑibuku]［名］〔ぱなじぶ⸣くま
い...〕釣り竿を途中で切ったもの。烏賊釣りに
使う。【類】「ぱなだき」。

ぱなじゃき [panadʑaki]［名］〔ぱなじゃきまい...。
ぱなじゃ⸣きまい...〕初酒。酒造りのとき、最初
に出る酒。

ぱなす [panasɿ]［名］〔ぱな⸣すまい...〕話。語り。
うわさ。会話。【例】あんなが ぱなす（⺟の

話）。んけーんばなす（昔話）。ふらんすぬ ぱ

なす（フランスの話）。

ぱなす [panasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱなしー、ぱな
しゃん〕放す。【例】ぴんだう ぱなす（山羊を

放す）。ぱとぅー やまんけー ぱなす（鳩を山

に放す）。

ぱなす [panasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱなしー、ぱな
しゃん〕外す。衣服を外す。衣服を脱ぐ。【例】

いとぅー ぱなす（糸を外す）。ふくー ぱなす

（服を外す）。

ぱなす [panasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱなしー、ぱな
しゃん〕離す。【例】てぃーゆ ぱなす（手を離

す）。ふたーリ゚る ぱなす（二人を離す）。

ぱなす [panasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱなしー、ぱな
しゃん〕話す。【例】ぱなすつきん（話し尽きな

い）。ぱなすぱてぃらいん（話しきれない）。ぱ

なすん ならん（話にならない）。

ぱなすあぐ [panasɿagu]［名］〔ぱなすあ⸣ぐまい...〕

話し友だち。話し仲間。おしゃべり仲間。話し

相手。【例】ぱなすあぐー とぅみリ゚（話し友を

探す）。

ぱなすー [panasɿː]［名］〔ぱなすーまい...〕鼻汁。
ぱなすがい [panasɿgai]［名］〔ぱなすが⸣いまい...〕
放し飼い。放牧。【例】ぴんだぬ ぱなすがい

（山羊の放し飼い）。

ぱなすキ゚ [panasɿkɿ]［名］〔ぱなすキ゚まい...〕感冒。
風邪引き。【類】「かでぃ」。「ぱなピキ゚」。

ぱなすぐい [panasɿgui]［名］〔ぱなすぐ⸣いまい...〕
話し声。【例】ゆなかん ぱなすぐいぬ キ゚かい

リ゚（夜中に話し声が聞こえる）。

ぱなすじょーず [panasɿdʑoːdzɿ]［形］〔ぱなすじ
ょー⸣ずまい...〕話し上手。分りやすい話をす
る人。

ぱなすびた [panasɿbita]［形］〔ぱなすび⸣たまい...〕
話し下手。口下手。話し方の下手な人。

ぱなすぶり [panasɿburi]［名］〔ぱなすぶ⸣りまい...〕
話に夢中。話を聞くときに言う。【例】ぱなす

ぶりう しー やーんけー いかん（話に夢中に

なって家に帰らない）。【類】「むぬゆムぶり」。

ぱなすべー [panasɿbeː]［名］話し手。話者。
ぱなずまリ゚ [panadzɿmaɭ]［名］〔ぱなずま⸣リ゚ま
い...〕鼻づまり。

ぱなずまリ゚ [panadzɿmaɭ]［動 I類 c型］〔ぱなず
まりー、ぱなずまらん〕鼻づまる。鼻づまりす

る。【例】ぱなずまりー いキ゚がーしゃーリ゚（鼻

づまりして息苦しい）。

ぱなた [panata]［名］〔ぱなたんまい...〕頂上。崖
の上。梢。【同】「ぱんた」。【類】「ぱなふつ」。

「ぱなむつ」。

ばなだき [banadaki]［名］〔ばなだ⸣きまい...〕罠
竹。縛って罠を作るもの。竹の先に罠を作る。

ぱなだき [panadaki]［名］〔ぱなだ⸣きまい...〕釣り
竿を途中で切ったもの。烏賊釣りに使う。【類】

「ぱなじぶく」。

ぱなだら [panadara]［名］〔ぱなだ⸣らまい...〕は
なったれ。いやしめる言葉。【同】「ぱなだれ」。

ぱなだリ゚ [panadaɭ]［名］〔ぱなだリ゚まい...〕鼻垂
れ。鼻水。【例】ぱなだリ゚る すビ（鼻垂れをと

る）。
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ぱなだリ゚やらび [panadaɭjarabi]［名］〔ぱなだリ゚
やら⸣びまい...〕鼻垂れ小僧。いつも鼻を垂れ
ている子供。

ぱなだりリ゚ [panadariɭ]［動 II類 c型］〔ぱなだり
ー、ぱなだりん〕鼻垂れる。鼻水が出る。

ぱなだれ [panadare]［名］〔ぱなだ⸣れまい...〕は
なったれ。いやしめる言葉。【同】「ぱなだら」。

ぱなつー [panatsɿː]［名］〔ぱなつーまい...。ぱな
つ⸣ーまい...〕鼻血。【例】ぱなつーや あぱな

キ゚ばどぅ とぅまリ゚（鼻血は仰向けにすると止

まる）。

ぱなでぃ [panadi]［名］〔ぱなでぃまい...〕先の
部分。半島の先の部分。

ぱなでぃ [panadi]［名］〔ぱなでぃんまい...〕船
の舳（へさき）。馬の鼻先。尖った所。

ぱなとぅリ゚ [panatuɭ]［名］〔ぱなとぅ⸣リ゚まい...〕
いか釣りの場所を確保すること。一番鶏の鳴く

頃に決った場所に木の枝を立てて話し合いを

していか釣り場を決めること。

ぱなとぅリ゚[panatuɭ]［名］〔ぱなとぅリ゚まい...。ぱ
なとぅ⸣リ゚まい...〕鼻垂れをとること。

ぱなならす [pananarasɿ]［名］〔ぱななら⸣すま
い...〕鼻を鳴らす。いびき。

ばなぬすビ [bananusɿbɿ]［名］〔ばなぬす⸣ビま
い...〕罠結び。引っ張るとはずれるようにして
ある縛り方。さしばやばったを捕獲するため用

いる。今はさしば捕獲は禁止。

ぱなぱぎ [panapagi]［名］〔ぱなぱぎまい...。ぱ
なぱ⸣ぎまい...〕鼻禿げ。鼻の赤い人。

ばなばな [banabana]［擬］〔ばなばなてぃー...〕光
り輝くこと。星が光っている様。星のきれいな

こと。星の輝く夜のこと。

ぱなばな [panabana]［名］〔ぱなば⸣なまい...〕各
種職場の⻑たち。

ぱなばな [panabana]［副］華々。賑やか。出生し
た人たち。【例】ぱちゅがつぶどぅリ゚ら ぱなば

などー（八月おどりは賑やかだ）。

ぱなぱんびム [panapanbim]［名］〔ぱなぱんび⸣
ムまい...〕花天ぷら。花天婦羅。花天麩羅。多
良間菓子。

ぱなピー [panapɿː]［名］〔ぱなピ⸣ーまい...〕くし

ゃみ。くさめ。【例】ぱなピーまどぅまい ねー

ん（くしゃみをする暇もない。少しの容赦も与

えない）。

ぱなピキ゚ [panapɿkɿ]［名］〔ぱなピキ゚まい...。ぱな
ピ⸣キ゚まい...〕風邪ひき。感冒。【類】「かでぃ」。
「ぱなすキ゚」。

ぱなピぎ [panapɿgi]［名］〔ぱなピぎまい...〕鼻
毛。鼻ひげ。

ぱなぶー [panabuː]［名］〔ぱなぶーまい...〕鼻緒。
下駄の鼻緒。凧の鼻緒。【例】ぱなぶーぬ キ゚す

ぃー ねーん（鼻緒が切れてしまった）。

ぱなふしゅ [panafuɕu]［名］〔ぱなふしゅまい...。
ぱなふ⸣しゅまい...〕鼻くそ。【例】ぱなふしゅ
ー とぅリ゚（鼻くそを取る）。

ぱなふつ [panafutsɿ]［名］〔ぱなふつんまい...〕断
崖。崖。【例】ぱなふつんや きーや ねーん（断

崖には木がない）。【類】「ぱなた」。

ぱなぶに [panabuni]［名］〔ぱなぶにまい...。ぱ
なぶ⸣にまい...〕鼻骨。

ばなみかす [banamikasɿ]［動 I類 c型］〔ばなみ
かしー、ばなみかしゃん〕光らす。輝かせる。

花火を打ち上げる。

ばなみキ゚ [banamikɿ]［動 I類 c型］〔ばなみきー、
ばなみかん〕光り輝く。花火が夜座路に輝く。

ぱなみず [panamidzɿ]［名］〔ぱなみずまい...。ぱ
なみ⸣ずまい...〕鼻水。鼻垂れ。鼻汁。【例】ぱ
なみずぬ とぅまらん（鼻水が止まらない）。

ぱなむつ [panamutsɿ]［名］〔ぱなむつんまい...〕
断崖。崖。【例】ぱなむつん ぴんだぬ ぶリ゚（断

崖に山羊がいる）。【類】「ぱなた」。

ぱなむぬ [panamunu]［名］〔ぱなむぬまい...〕初
物。作物を収穫した最初のもの。【例】くとぅ

すぬ ぱなむぬ（今年の初物）。

ぱなやかす [panajakasɿ]［動 I類 c型］〔ぱなやか
しー、ぱなやかしゃん〕華やかにする。華やぐ。

【例】しゅるーとぅい ぱなやかし（集まって華

やかにしなさい）。

ぱなやギ [panajagɿ]［動 I類 c型］〔ぱなやぎー、
ぱなやがん〕華やぐ。にぎやかなこと。【例】ぶ

どぅリ゚ら ぱなやぎーリ゚（踊りは華やいでる）。

ぱなやく [panajaku]［名］〔ぱなやくまい...〕花
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役。劇の主役。

ぱなゆに [panajuni]［名］〔ぱなゆ⸣にまい...〕花
粟。精げた粟。仏壇に供える粟。

ぱならす [panarasɿ]［動 I類 a型］〔ぱならしー、
ぱならしゃん〕離れさせる。離す。子を親から

離す。【例】うすぬ っふぁう ぱならす（牛の

子を離す）。

ぱなり [panari]［名］［地］〔ぱな⸣りまい...〕多良
間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

ぱなり [panari]［名］〔ぱなりま⸣い...〕離れ。離
れること。

ぱなりずま [panaridzɿma]［名］〔ぱなりず⸣まま
い...〕離島。【例】めーくんや ぱなりずまぬ ゆ

ー あリ゚（宮古には離島が多い）。

ぱなりばなり [panaribanari]［副］離れ離れ。散り
散り。【例】あぐぬ ムめー ぱなりばなり（級

友たちは散り散りだ）。

ぱなりリ゚ [panariɭ]［動 II類 c型］〔ぱなりー、ぱ
なりん〕離れる。親元を離れる。級友と別れる。

結んだ糸が外れる。【例】かリ゚とー ぱなりー

ぶリ゚（彼と離れている）。いつがらーや ぱなり

ぐまた（いつかは離れるべきだ）。

ぱなんな [pananna]［名］〔ぱなんなまい...。ぱな
ん⸣なまい...〕鼻縄。鼻綱。手綱（たづな）。【例】
ぬーまぬ ぱなんな（馬の手綱）。

ばに [bani]［名］〔ばにまい...〕ばね。弾性を持た
せたもの。振動をゆるくするもの。

ぱに [pani]［名］〔ぱにまい...〕羽。翼。羽毛。
ぱにがイ゚ [panigaɿ]［名］〔ぱにがイ゚まい...〕魚の
背びれ。魚の胸びれ。とびうおのひれ。

ぱにかいす [panikaisɿ]［動 I類 c型］〔ぱにかい
しー、ぱにかいしゃん〕跳ね返す。【同】「ぱに

かいらす」。

ぱにかいらす [panikairasɿ]［動 I類 c型］〔ぱにか
いらしー、ぱにかいらしゃん〕跳ね返す。【同】

「ぱにかいす」。

ぱにかいリ゚ [panikaiɭ]［動 I類 c型］〔ぱにかいり
ー、ぱにかいらん〕跳ね返る。曲げた竹が元に

戻る。

ぱにとぅばす [panitubasɿ]［動 I類 c型］〔ぱにと
ぅばしー、ぱにとぅばしゃん〕跳ね飛ばす。

ぱにやま [panijama]［名］〔ぱ⸣にやま⸢まい...〕う
ずら捕獲器。びろうの葉柄で作る。

ぱにらいリ゚ [paniraiɭ]［動 II類 c型］〔ぱにらい
ー、ぱにらいん〕水をかけられる。【例】ぱに

らいった（水をかけられた）。くるまん みずう

ぱにらいー（車に水をはねられた）。

ぱにらいリ゚ [paniraiɭ]［動 II類 c型］〔ぱにらい
ー、ぱにらいん〕不合格する。【例】ぱにらい

った（不合格した）。

ぱにらいリ゚ [paniraiɭ]［動 II類 c型］〔ぱにらい
ー、ぱにらいん〕仲間から外される。【例】ぱ

にらいった（仲間から外された）。

ぱにリ゚ [paniɭ]［動 II類 c型］〔ぱにー、ぱにん〕
跳ねる。ジャンプする。

ぱにリ゚ [paniɭ]［動 II類 c型］〔ぱにー、ぱにん〕
水をかける。遊びの中で水をかけ合う。水がは

ねる。

ぱにリ゚[paniɭ]［動 II類 c型］〔ぱにー、ぱにん〕断
る。追い返す。仲間にしない。不合格にする。

ばにん [banin]［名］〔ばに⸣んまい...〕たわし。し
ゅろで作った食器を洗う道具。

ばぬ ぶん [banu bun]［連語］〜する場合。〜する
なら。【例】しゅばぬぶん（働くなら）。

ばぬー [banuː]［連語］我を。私を。ぼくを。〈ば
ん〉（私）に対格の助詞〈う〉（〜を）が付いた

形式。【例】ばぬーまい しゅいる（ぼくも仲間

に入れよ）。【類】「あぬー」。

ぱねーま [paneːma]［名］〔ぱねー⸣ままい...〕撒
き散らすこと。怒りながら手当たり次第に物を

投げ散らす。【例】ぱねーましー すてぃる（め

ちゃくちゃにしてしまえ）。

ぱば [paba]［名］〔ぱばまい...〕巾。幅。【例】か
たぱば（肩幅）。ぬぬぱば（布幅）。くいぬ ぱ

ば（声の幅）。ぱばう キ゚かす（力を利かせる）。

ぱばかす [pabakasɿ]［動 I類 c型］〔ぱばかしー、
ぱばかしゃん〕求めさせる。探させる。買わせ

る。【例】たばくーばー やらびんや ぱばかす

な（煙草を子供に買わせるな）。

ぱばキ゚ [pabakɿ]［動 I類 c型］〔ぱばきー、ぱば
かん〕求める。探して来る。買ってくる。【例】

ぱばかん（求めない。探してこない。買ってこ

379



ぱびる

ない）。

ぱびる [pabiru]［名］［昆虫］〔ぱび⸣るまい...〕蝶。
蝶の総称。凧にとりつけるしかけ。

ばふ [bafu]［名］〔ば⸣ふまい...〕糸巻き。機織の
糸を巻く具。石垣に棒を差して糸を乾かし、そ

れを〈ばふ〉で巻き取った。

ばふうす [bafuusɿ]［名］〔ばふう⸣すまい...〕巨大
な牛。太った牛。闘牛。【例】ばふうすん んー

しゃーリ゚（闘牛に似ている）。【類】「うぷうす」。

ぱぶどぅリ゚ [pabuduɭ]［名］〔ぱぶどぅリ゚まい...〕
端踊り。八月おどり参照。

ぱぶどぅリ゚じゃー [pabuduɭdʑaː]［名］〔ぱぶどぅ
リ゚じゃーまい...〕端踊の座。

ばべ [babe]［名］［魚］〔ば⸣べまい...〕めじな。
ぱま [pama]［名］〔ぱま⸣んまい...〕浜。浜辺。海
浜。砂浜。

ばまい [bamai]［接尾］〜けれども。〜しても。【例】
あんしー あらばまい（そうだけれども。そ

うだとしても）。【類】「ばム」。

ぱまがん [pamagan]［名］［蟹］〔ぱ⸣まがんまい...〕
すながに。つのめがに。砂浜に穴を掘って住む。

走るのが速い。【類】「ぺるま」。

ぱましゅふつ [pamaɕufutsɿ]［名］〔ぱましゅふつ
⸣んまい...〕浜の潮口。渚。波打ち際。【例】ぱ
ましゅふつん ぺるまぬ あすびーリ゚（渚にス

ナガニが遊んでいる）。

ぱまずー [pamadzɿː]［名］〔ぱまず⸣ーまい...〕浜
釣り。浜にいて投げ釣りすること。

ぱまつく [pamatsɿku]［名］［鳥］〔ぱ⸣まつく⸢ま
い...〕千鳥。村史参照。【類】「いムどぅリ゚」。「つ
どぅリ゚」。

ぱまっふリ゚ [pamaffuɭ]［名］［貝］〔ぱま⸣っふリ゚⸢
まい...〕いそはまぐり。

ぱまっふリ゚ [pamaffuɭ]［名］〔ぱま⸣っふリ゚⸢まい...〕
お盆の送り行事。

ぱまっふリ゚ぐー [pamaffuɭguː]［名］［貝］〔ぱ⸣ま
っふリ゚⸢ぐーまい...〕いそはまぐりの殻。

ぱままーリ゚ [pamamaːɭ]［名］〔ぱままー⸣リ゚まい...〕
浜廻り。浜をめぐっていくこと。

ばまム [bamam]［接尾］〜でも。【例】くばまム
ゆぬむぬ（来てもいい）。

ぱまリ゚ [pamaɭ]［動 I 類 c 型］〔ぱまりー、ぱま
らん〕かんばる。精を出す。夢中になる。熱中

する。【例】ぱまり（がんばれ）。ぱまリ゚ピとぅ

（頑張る人）。

ぱまれ [pamare]［名］〔ぱまれまい...〕頑張る人。
精出す人。働き者。夢中になる人。熱中する人。

ぱまんかだてぃ [pamankadati]［連語］浜づたい
に。

はみがきぐー [hamigakiguː]［名］〔はみが⸣きぐ
ーまい...〕⻭磨き粉。

ばみキ゚ [bamikɿ]［動 I類 c型］〔ばみきー、ばみ
かん〕わめく。大声を発する。叫ぶ。

ぱみくム [pamikum]［動 I類 c型］〔ぱみくみー、
ぱみくまん〕はめこむ。填める。しっかり合わ

せる。【例】ふしゃビう ぱみくム（楔を打ち込

む）。

ぱみリ゚ [pamiɭ]［動 II類 c型］〔ぱみー、ぱみん〕
はめる。合わせる。【例】ぱみー むいかすな

（はめて動かすな）。

はム [ham]［擬］幼児に対して叱るまねをする。
上下の唇を噛んで叱る。

ばム [bam]［接尾］〜しても。譲歩の接辞。【例】
いかばム（行っても）。しゅばム（しても）。【類】

「ばまい」。

ぱむぬ [pamunu]［名］〔ぱむ⸣ぬまい...〕刃物。刃
の付いているもの。切ったり、削ったりする道

具。

ばムねーまい [bamneːmai]［接尾］〜しなくても。
【例】しゅばムねーまい ゆるむぬ（しなくても

よい）。

ばムばム [bambam]［擬］一所懸命。
ぱムぱム [pampam]［擬］太っているさま。【例】
わーぬ ぱムぱムてぃー っふぇー ぶリ゚（豚が

ぽっちゃりと太っている）。

ぱムぶリ゚ [pambuɭ]［動 I 類 c 型］〔ぱんぶりー、
ぱんぶらん〕噛み砕く。【例】イ゚ズぅぬ かなま

リ゚る ぱんぶリ゚（魚の頭を噛み砕く）。【類】「か

ムぶリ゚」。

ぱムまい [pammai]［名］〔ぱムまいまい...〕飯米。
食料。食材。食べ物。

ばムみかす [bammikasɿ]［動 I 類 c 型］〔ばんみ
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かしー、ばんみかしゃん〕強くたたく。力強い

ことの言い方。【例】たいくー ばんみかす（太

鼓を打ち鳴らす）。

ぱムみかす [pammikasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱんみ
かしー、ぱんみかしゃん〕太らせる。家畜を肥

育する。【例】ぱんみかすばどぅ たかだい（太

らすと高い値がつく）。

ばムみキ゚ [bammikɿ]［動 I類 c型］〔ばんみきー、
ばんみかん〕騒がしくなる。力強い音が聞こえ

る。【例】スピーカーぬ ばんみキ゚（スピーカー

の音が騒がしい）。

ぱムみキ゚ [pammikɿ]［動 I類 c型］〔ぱんみきー、
ぱんみかん〕太ること。家畜が丸々と肥えるこ

と。【例】ぱんムキ゚わー（太った豚）。

ぱやーす [pajaːsɿ]［動 I類 c型］〔ぱやーしー、ぱ
やーしゃん〕這わす。つる性の植物を這わせ

る。【例】きーんけー ぱやーす（木に這わせ

る）。【類】「ぱーす」。「ぱいっす」。

ぱやう [pajau]［名］〔ぱやう⸣んまい...〕パヤオ。
浮き魚礁。

ぱやがってぃん [pajagattin]［名］〔ぱやがってぃ
⸣んまい...〕早合点。早とちり。早のみこみ。

ぱやまらす [pajamarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱやま
らしー、ぱやまらしゃん〕早まらせる。急かせ

る。せき立てる。【同】「ぺーまらす」。

ぱやまリ゚ [pajamaɭ]［動 I類 a型］〔ぱやまりー、
ぱやまらん〕早まる。予定より早くなること。

時間が繰り上げられる。【例】じかんぬ ぱやま

リ゚（時間が早まる）。【同】「ぺーまリ゚」。

ぱやみリ゚ [pajamiɭ]［動 II類 a型］〔ぱやみー、ぱ
やみん〕早める。予定より早くする。時間を繰

り上げる。【例】あみ あリ゚ば ぱやみリ゚（雨だ

から早める）。【同】「ぺーみリ゚」。

ぱやらす [pajarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱやらしー、
ぱやらしゃん〕流行させる。広める。【例】え

ーぐー ぱやらす（歌を流行させる）。

ぱやリ゚ [pajaɭ]［動 I類 c型］〔ぱやりー、ぱやら
ん〕流行する。【例】ぱやリ゚やム（流行性の病

気）。うとぅーリ゚ぬ ぱやリ゚（お通りがはやる）。

ぱやリ゚ぐとぅ [pajaɭgutu]［名］〔ぱやリ゚ぐ⸣とぅま
い...〕流行する事柄。服の流行。髪形の流行。

ぱやリ゚むぬ [pajaɭmunu]［名］〔ぱやリ゚む⸣ぬまい...〕
流行しているもの。今の世の中は千変万化の流

行である。

ぱやリ゚やム [pajaɭjam]［名］〔ぱやリ゚や⸣ムまい...〕
流行する病気。風邪。流行性感冒。

ばゆ [baju]［終］〜よ。
ばら [bara]［名］〜方。〜側。〜里。【例】まいばら
（前の方。前どなり）。いリ゚ばら（⻄側）。にすば

ら（北の里）。

ばら [bara]［名］〔ばらゆーリ゚⸣らまい...〕わら。⻨
わら。

ばら [bara]［名］〔ばらまい...〕後遺症。【例】に
んばら（寝た後の痛いところ）。っふぁつかで

ぃばら（鍬を使った後の疲れ）。

ばら [bara]［名］［植］〔ばらまい...〕薔薇。薔薇
の木。薔薇の花。

ぱら [para]［助数］〜原。〜村。村、集落を数える。
【例】ミ゚ぱら（三原・三つの集落）。

ぱら [para]［名］〔ぱ⸣らまい...〕〜側。〜方。【例】
くムぱら（こちら側）。うムぱら（そちら側）。

かムぱら（向こう側）。

ぱら [para]［名］〔ぱ⸣らまい...〕柱。屋根を支え
る材木。【例】ムなかばら（中心の柱）。とぅく

ばら（床柱）。

ばらーす [baraːsɿ]［動 I類 a型］〔ばらーしー、ば
らーしゃん〕笑わせる。笑わす。【例】ばらー

す むぬイ゚ー（笑わす言葉）。

ぱらーす [paraːsɿ]［動 I類 c型］〔ぱらーしー、ぱ
らーしゃん〕掃かせる。【例】みなかう ぱらー

す（庭を掃かせる）。

ぱらーす [paraːsɿ]［動 I類 c型］〔ぱらーしー、ぱ
らーしゃん〕払わせる。金を払わせる。【例】じ

んゆ ぱらーす（お金を払わせる）。

ぱらイ゚ [paraɿ]［名］〔ぱら⸣イ゚まい...〕祓い。おは
らい。清めること。

ぱらいうとぅす [paraiutusɿ]［動 I類 c型］〔ぱら
いうとぅしー、ぱらいうとぅしゃん〕払い落と

す。【例】やーにーぬ きーぬ ぱーう ぱらい

うとぅす（屋根の木の葉っぱを払い落とす）。

はらいさぎ [haraisagi]［名］〔はらいさ⸣ぎまい...〕
払い下げ。米軍の軍服の払い下げ。払い下げ
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品。

ぱらイ゚にがイ゚ [paraɿnigaɿ]［名］〔ぱらイ゚にが⸣イ゚
まい...〕祓いの祈願。

ぱらか [paraka]［擬］〔ぱらかてぃー...〕がりが
り噛む様。

ぱらがー [paragaː]［名］〔ぱらが⸣ーまい...〕かつ
おの腹の皮。【類】「ばたがー」。

ぱらがたまリ゚ [paragatamaɭ]［名］〔ぱらがたま⸣
リ゚まい...〕便秘。ふんづまり。大便が出なくな
ること。

ぱらかみキ゚ [parakamikɿ]［動 I類 c型］〔ぱらか
みきー、ぱらかみかん〕がりがり噛む。

ばらじゃん [baradʑan]［名］〔ばらじゃ⸣んまい...〕
わら算。昔の計算の方法。

ばらしゅぷギ [baraɕupugɿ]［名］〔ばらしゅぷ⸣ギ
まい...〕わら帯。わら綱を帯にする。わら縄を
帯にすること。

ばらす [barasɿ]［名］〔ばら⸣すまい...〕砂利。コ
ンクリートに使う。

ばらす [barasɿ]［動 I 類 a 型］〔ばらしー、ばら
しゃん〕あばかせる。はかせる。【例】ばらし

（あばかせなさい）。ばらしー すてぃる（あば

かせてしまえ）。

ばらす [barasɿ]［動 I類 a型］〔ばらしー、ばらし
ゃん〕割らせる。【例】ばらし（割らせなさい）。

ばらしー すてぃる（割らしてしまえ）。

ぱらす [parasɿ]［動 I類 c型］〔ぱらしー、ぱらし
ゃん〕走らす。【例】ぱらし（走らせなさい）。

ふにう ぱらす（船を走らす）。ぬーまう ぱら

す（馬を走らせる）。

ぱらす [parasɿ]［動 I類 c型］〔ぱらしー、ぱらし
ゃん〕注ぐ。流す。【例】ぱらし（注ぎなさい）。

ぱらしー すてぃる（注いで捨てなさい）。みず

う ぱらす（水を流す）。

ぱらす [parasɿ]［動 I類 a型］〔ぱらしー、ぱらし
ゃん〕張らせる。障子を張らせる。【例】まく

ー ぱらす（幕を張らす）。あムゆ ぱらす（網

を張らす）。

ぱらす [parasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱらしー、ぱら
しゃん〕晴らせる。気晴らしさせる。雨の晴れ

るのを待つ。【例】あみう ぱらしーから いき

（雨が晴れてから行きなさい）。

ぱらたてぃ [paratati]［名］〔ぱ⸣らたてぃ⸢まい...〕
柱建て。建築の柱を建てること。

ぱらたてぃにがイ゚ [paratatinigaɿ]［名］〔ぱらた⸣
てぃにがイ゚まい...〕柱建て願い。建築の柱を建
てるときに願い事。

ぱらちがい [paratɕigai]［名］〔ぱらちが⸣いまい...〕
腹ちがい。腹ちがいの子。

ばらばら [barabara]［擬］沸騰する様子。
ばらばら [barabara]［擬］〔ばらばらてぃー...〕乱
れている。まとまりがないこと。

ぱらぱら [parapara]［擬］〔ぱらぱらてぃー...〕ト
タン屋根の雨の音。

ばらビ [barabɿ]［名］［植］〔ばら⸣ビまい...〕わら
び。胞子植物。

はらまき [haramaki]［名］〔はらま⸣きまい...〕腹
巻。冷えるのを防ぐために腹に巻く幅の広い

布。

ばらまキ゚ [baramakɿ]［動 I類］〔ばらまきー、ば
らまかん〕〔ばらま⸣キ゚まい...〕ばら撒く。散播
する。種子の播き方。種子をばらばらに散らし

て播く。

ばらまキ゚ [baramakɿ]［動 I類 c型］〔ばらまきー、
ばらまかん〕ばら蒔く。ばら撒く。撒き散らす。

散乱させる。【例】まみう ばらまキ゚（豆をばら

蒔く）。ふにから むつーう ばらまキ゚（船の上

から餅をばらまきする）。

ぱらまキ゚ [paramakɿ]［名］〔ぱらま⸣キ゚まい...〕腹
巻。

ぱらます [paramasɿ]［動 I類 c型］〔ぱらましー、
ぱらましゃん〕孕ます。妊娠させる。【例】う

すう ぱらます（牛を妊娠させる）。

ばらみキ゚ [baramikɿ]［動 I類 c型］〔ばらみきー、
ばらみかん〕お湯や煮汁の沸騰する様子。【例】

ゆーや ばらみきった（お湯は沸いた）。

ばらみキ゚ [baramikɿ]［動 I類 c型］〔ばらみきー、
ばらみかん〕戦争中の爆撃の音。【例】てぃっ

ぷーぬ ばらみキ゚（鉄砲の射撃の音がする）。

ぱらム [param]［名］〔ぱらムま⸣い...〕卵巣。魚
の卵巣。カニ類にも言う。その他の動物には言

わない。
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ぱらム [param]［動 I類 c型］〔ぱらみー、ぱらま
ん〕孕む。妊娠する。身ごもる。【例】ぱらみっ

た（身ごもった）。

ぱらムばた [parambata]［名］〔ぱらムば⸣たまい...〕
孕む腹。身ごもる腹。【類】「うぷばた」。

ぱらムまき [parammaki]［名］〔ぱらムま⸣きま
い...〕孕み負け。つわり。

ぱらムみどぅム [parammidum]［名］〔ぱらムみ
どぅ⸣ムまい...〕妊婦。

ぱらムむぬ [parammunu]［名］〔ぱらムむ⸣ぬま
い...〕子持ち。魚・カニなどの卵を持っている
もの。

ぱらムむぬ [parammunu]［名］〔ぱらムむ⸣ぬま
い...〕孕む女。妊婦。

ぱらムやすしゃーリ゚ [param.jasɿɕaːɭ]［形］〔ぱら
ムやす⸣しゃまい...〕孕みやすい。

ばらんな [baranna]［名］〔ば⸣らんなまい...〕わ
ら縄。わら綱。

はり [hari]［名］〔はりまい...〕梁。柱を固定する
ために、柱の上にかけわたす材木。

ばリ゚ [baɭ]［動 I類 a型］〔ばりー、ばらん〕割る。
砕く。薪を割る。【例】いしう ばリ゚（畑の石を

割る）。ばらんーな（割ろうか）。たむのー ば

りった（薪は割り終えた）。

ばり [bari]［名］〔ばりまい...〕割れ。破片。かけ
ら。【例】たまぬ ばり（グラスやびんの割れた

破片）。

ばり [bari]［名］〔ばりまい...〕割れ目。干瀬の割
れ目。【類】「ぷかばり」。

ばり [bari]［名］〔ばりまい...〕持ち分。仕事の分
担。割り当てられている面積。【例】くまー ヴ

ヴぁが ばり（ここは君の分担）。ばりふつ（分

担する所）。

ぱリ゚ [paɭ]［名］〔ぱ⸣リ゚まい...〕針。【例】ぱリ゚ぬ
みー（針の穴）。

ぱリ゚ [paɭ]［動 I類 c型］〔ぱりー、ぱらん〕走る。
【例】ぱリ゚ぐまた（走るべきだ）。ぱり（走れ。行

け）。ぱりー いき（走っていけ）。ぱらんーな

（走ろうか）。

ぱリ゚ [paɭ]［動 I類 c型］〔ぱりー、ぱらん〕出る。
汗が出る。

ぱリ゚ [paɭ]［動 I類 a型］〔ぱりー、ぱらん〕張る。
紙を張る。テントを張る。【例】しょーじう ぱ

リ゚（障子を張る）。

ぱり [pari]［名］〔ぱりま⸣い...〕晴れ。【例】にふ
んばり（日本晴れ）。

ぱり [pari]［連語］走れ。用事を早く済ませるた
めに言う。

はりあい [hariai]［名］〔はりあいまい...〕張り合
うこと。競うこと。【例】すぐとぅん はりあい

ぬ あリ゚（仕事に張り合いが出る）。

ぱりあがリ゚ [pariagaɭ]［動 I類 c型］〔ぱりあがり
ー、ぱりあがらん〕晴れあがる。晴れわたる。

【例】あめー ぱりあがりった（雨は晴れ上がっ

た）。

はりあぎリ゚ [hariagiɭ]［動 II類 a型］〔はりあぎ
ー、はりあぎん〕張り上げる。声を張り上げる。

【例】うぷぐいゆ はりあぎリ゚（大声を張り上げ

る）。

ぱりー くー [pariː kuː]［連語］走ってきなさい。
早く会いたい人に言う。

ばリ゚かさみ [baɭkasami]［名］〔ばリ゚かさみまい...〕
割重。人頭税を追加すること。

ぱリ゚かビ [paɭkabɿ]［名］〔ぱリ゚かビまい...〕貼り
紙。

ばりがみ [barigami]［名］〔ばりがみまい...〕割れ
がめ。酒に強い人。割れがめはいくら酒を入れ

ても満たないことのたとえ。

ばりき [bariki]［名］〔ばり⸣きまい...〕馬力。機
械の出力。エンジンの力。

はりきリ゚ [harikiɭ]［動 I類 a型］〔はりきりー、は
りきらん〕張りきる。【例】うんしゅく はりき

リ゚な（それほど張りきるな）。

はりくム [harikum]［動 I類 c型］〔はりくみー、
はりくまん〕張り込む。見張りする。【例】き

ーさつぬ はりくム（警察が張り込む）。

はりくム [harikum]［動 I類 a型］〔はりくみー、
はりくまん〕無理して大金を出す。【例】ムめ

ぴ はりくみ（もっと大金を出せ）。

ぱリ゚だす [paɭdasɿ]［動 I類 c型］〔ぱリ゚だしー、ぱ
リ゚だしゃん〕張り出す。

ばリ゚だむぬ [baɭdamunu]［名］〔ばリ゚だむぬまい...〕
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はりつ

割った薪。

はりつ [haritsɿ]［名］〔はりつま⸣い...〕破裂。爆
発。【例】はなびぬ はりつ（花火が破裂する）。

ぱリ゚つキ゚ [paɭtsɿkɿ]［名］〔ぱ⸣リ゚つキ゚⸢まい...〕針
突き。刺⻘。昔の少女たちの間に流行した。手

の甲に施した。

ぱリ゚ぬ うや [paɭnu uja]［名］〔ぱリ゚⸣ぬうや⸢ま
い...〕針の親。茅葺きの屋根を葺くときに中に
針を持つ係。茅葺きの家の屋根の上にいて、下

から針を出すことを指示する人。

ぱリ゚ぬ みー [paɭnu miː]［名］〔ぱリ゚⸣ぬみー⸢ま
い...〕針の穴。【例】ぱリ゚ぬ みーん いとぅー

とぅーす（針の穴に糸を通す）。

ぱりば [pariba]［名］〔ぱりばまい...〕晴れ場。集
会所。イベント会場。たくさんの人が集まる場

所。

ぱリ゚ばく [paɭbaku]［名］〔ぱ⸣リ゚ばくまい...〕針
箱。裁縫用具入れ。

ばりばり [baribari]［擬］〔ばりばりてぃー...〕活
動的なこと。勢いのよいこと。元気のよいこ

と。

ぱりぱり [paripari]［擬］〔ぱりぱりてぃー...〕意
気盛んなこと。若さのあふれていること。

ばりふつ [barifutsɿ]［名］〔ばりふつまい...〕仕事
のはじまり。仕事をやりかける所。【例】ばり

ふつん たつ（仕事をはじめるために立つ）。

ぱリ゚ふつ [paɭfutsɿ]［名］〔ぱリ゚ふ⸣つまい...〕水を
注ぐ口。水道口。急須の口。

ばりまイ゚ [barimaɿ]［名］〔ばりまイ゚まい...〕割れ
米。砕け米。戦後の配給米。

ぱリ゚まうぷとぅぬ [paɭmauputunu]［名］〔ぱリ゚⸣ま
うぷとぅぬまい...〕塩川御嶽の伝説の人物。塩
川御嶽の守護神。

ぱリ゚まがー [paɭmagaː]［名］［井戸］〔ぱリ゚⸣まが
ーまい...〕自然井戸の名。

ばりむぬ [barimunu]［名］〔ばりむぬまい...〕割
れもの。割れたもの。ガラス製品。陶器類。【例】

ばりむぬー あつかう（割れ物を取り扱う）。

ぱリ゚めー [paɭmeː]［名］〔ぱリ゚め⸣ーまい...〕走り
競争。走り勝負。かけっこ。レース。

ばリ゚やすしゃーリ゚ [baɭjasɿɕaːɭ]［形］〔ばリ゚やすし

ゃまい...〕割りやすい。割ることがたやすい。
ばりやすしゃーリ゚ [barijasɿɕaːɭ]［形］〔ばりやす⸣
しゃまい...〕割れやすい。【例】まかリ゚ら ばり

やすむぬ（椀は割れやすい）。

ばリ゚らーリ゚ [baɭɭaːɭ]［形］〔ばリ゚⸣らまい...〕悪い。
【例】あがどぅ ばリ゚らーリ゚（私が悪い）。ばリ゚

らーリ゚ろー たうが（悪いのは誰か）。

ばりリ゚ [bariɭ]［動 II類 a型］〔ばりー、ばりん〕
ばれる。発覚する。【例】やーぬ かどー まー

らんけ ばりった（家を出ないうちにばれた）。

ばりリ゚ [bariɭ]［動 II類 a型］〔ばりー、ばりん〕
割れる。【例】ばりった（割れた）。

ぱりリ゚ [pariɭ]［動 II類 a型］〔ぱりー、ぱりん〕
腫れる。おできが腫れる。【例】にぶとー うぽ

ーぷ ぱりった（おできは大きくなった）。

ぱりリ゚ [pariɭ]［動 II類 a型］〔ぱりー、ぱりん〕
解ける。神事が解ける。喪が明ける。疑惑が解

ける。【例】にがイ゚や ぱりった（願いは解け

た）。

ぱりリ゚[pariɭ]［動 II類 c型］〔ぱりー、ぱりん〕晴
れる。雨が止むこと。【例】ぱりった（晴れた）。

あめー ぱりった（雨は晴れた。雨は止んだ）。

ぱリ゚る [paɭɭu]［名］［魚］〔ぱリ゚⸣るまい...〕さよ
り。【類】「みずぱリ゚る」。

ぱリ゚んキ゚ [paɭnkɿ]［動 I類 c型］〔ぱリ゚んきー、ぱ
リ゚んかん〕一所懸命走る。走りこむ。

ぱる [paru]［名］〔ぱ⸣るまい...〕春。うるずム。四
季の一つ。3月から 5月。⻘春期。思春期。春
の氏。

ぱる [paru]［名］〔ぱ⸣るまい...〕畑。農場。【例】
ぱるんけー（畑へ。畑へ行くこと）。

ぱるあき [paruaki]［名］〔ぱるあ⸣きまい...〕畑に
すること。耕す。開墾。

ぱるイ゚ズぁ [paruɿza]［名］〔ぱるイ゚⸣ズぁまい...〕
農業専門の人。

ぱるいでぃ [paruidi]［名］〔ぱるい⸣でぃまい...〕
畑へ行くこと。農業をすること。【例】ぱるい

でぃしゅなまリ゚（畑へ行く準備）。

ばるー [baruː]［動 I類 a型］〔ばれー、ばらーん〕
笑う。【例】うぷぐいにー ばるー（大声で笑

う）。っさぱがムゆ しー ばるー（あざ笑う）。
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ぱるんなギさ

ぱるー [paruː]［動 I類 c型］〔ぱれー、ぱらーん〕
集める。掃う。掃除する。掃き集める。清掃す

る。

ぱるー [paruː]［動 I類 c型］〔ぱれー、ぱらーん〕
払う。金を払う。代金を支払う。

ばるーぎー [baruːgiː]［名］［植］〔ばるーぎーま
い...〕さるすべり。

ばるーぐい [baruːgui]［名］〔ばるーぐいまい...〕
笑い声。

ばるーふぐム [baruːfugum]［名］〔ばるーふぐム
まい...。ばるーふぐ⸣ムまい...〕笑窪（えくぼ）。
【類】「ふぐム」。

ぱるがキ゚[parugakɿ]［名］〔ぱるが⸣キ゚まい...〕畑の
垣。畑の境界。石積みや木を植えて垣を造る。

ぱるぎー [parugiː]［名］〔ぱるぎ⸣ーまい...〕畑で
着る衣服。農作業着。【類】「ぱるギん」。

ぱるギん [parugɿn]［名］〔ぱるギ⸣んまい...〕畑で
着る衣服。農作業着。【例】ゆぐりぱるギん（汚

れた農作業の衣服）。【類】「ぱるぎー」。

ぱるしぇー [paruɕeː]［名］〔ぱるしぇ⸣ーまい...〕
畑屋。農業を専門にする人。農家。

ぱるしゅがリ゚ [paruɕugaɭ]［名］〔ぱるしゅが⸣リ゚ま
い...〕畑への支度。作業服の支度。

ぱるすー [parusɿː]［名］〔ぱるす⸣ーまい...〕畑仕
事。農業に従事する。農業に打ち込みこと。

ぱるすかま [parusɿkama]［名］〔ぱるすか⸣まま
い...〕畑仕事。農業にうちこむこと。【類】「ぱ
るすぐとぅ」。「ぱるわじゃ」。

ぱるすぐとぅ [parusɿgutu]［名］〔ぱるすぐ⸣とぅ
まい...〕畑仕事。農業。【類】「ぱるすかま」。「ぱ
るわじゃ」。

ぱるだう [parudau]［名］〔ぱるだ⸣うまい...〕畑
に使う道具。農作業の道具。農具の一式。【同】

「ぱるどー」。

ぱるだてぃしん [parudatiɕin]［名］〔ぱるだてぃ
し⸣んまい...〕春立船。琉球王府の貢納船。春の
南風を帆に受けて宮古・八重山から首里城へ人

頭税を運ぶ船。

ぱるどぅなリ゚ [parudunaɭ]［名］〔ぱるどぅな⸣リ゚ま
い...〕畑隣。他人の畑が隣接していること。声
をかけ合って農業の楽しさを語り合ったりす

る仲間。

ぱるどー [parudoː]［名］〔ぱるど⸣ーまい...〕畑に
使う道具。農作業の道具。手作業に変って今は

機械化の時代になった。【例】ぱるどーゆ しゅ

がリ゚（畑仕事に使う道具を備える）。【同】「ぱ

るだう」。

ぱるにんじゅ [parunindʑu]［名］〔ぱるにん⸣じゅ
まい...〕畑人衆。畑仕事の仲間。

ぱるぬ かム [parunu kam]［名］〔ぱる⸣ぬかム⸢
まい...〕畑の神。

ぱるばん [paruban]［名］〔ぱるば⸣んまい...〕畑
の番。畑の見張り役。農作物の盗難を防ぐため

に畑の番をする。

ぱるばんやー [paruban.jaː]［名］〔ぱるば⸣んやー
まい...〕畑の番小屋。農具を保管したり、湯沸
しをする休憩所。番小屋としても使用する。

ぱるピとぅ [parupɿtu]［名］〔ぱるピ⸣とぅまい...〕
農業者。農夫。農業を専業とする人。

ぱるまーリ゚ [parumaːɭ]［名］〔ぱるまー⸣リ゚まい...〕
畑廻り。畑を巡視する。作物の生育状態を見る

こと。畑を監視すること。

ぱるまイ゚ [parumaɿ]［名］〔ぱるま⸣イ゚まい...〕陸
稲。おかぼ。今は絶滅した。

ぱるまっつー [parumattsɿː]［名］〔ぱるまっつ⸣ー
まい...〕畑の祭りごと。豊作祈願をする。各家
庭で行う畑の祭り。自家製の神酒を供える。凧

揚げもした。

ぱるみつ [parumitsɿ]［名］〔ぱるみ⸣つまい...〕畑
道。農道。畑仕事をするのに往復する道。

ぱるムーたぎー [parummtagiː]［名］［植］〔ぱる
ムー⸣たぎーまい...〕けいぬびわ。村史。

ぱるムな [parumna]［名］［虫］〔ぱるム⸣なまい...〕
かたつむり。【同】「ムなみ」。

ぱるムなかずー [parumnakadzɿː]［名］〔ぱるム
な⸣かずーまい...〕袋地。他の畑に囲まれた畑。
【類】「ふくるずー」。

ぱるやー [parujaː]［名］〔ぱるや⸣ーまい...〕畑の
家。集落から離れた住家。番小屋をも言う。

ぱるわじゃ [paruʋadʑa]［名］〔ぱるわ⸣じゃまい...〕
畑仕事。農作業。

ぱるんなギさ [parunnagɿsa]［名］〔ぱるんなギ⸣
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はん

さまい...〕畑仕事ばかりして世間知らずの人。
はん [han]［名］〔はんまい...〕半。半分。容器の
半分の量。距離・時間・人数にも言う。

はん [han]［名］〔はんまい...〕班。組分け。
ばん [ban]［名］［代］〔ば⸣んまい...〕我。私。僕。
【例】ばんーけー（我に。私に。僕に）。ばんまい

（我も。私も。僕も）。ばんまい いかずー（ぼ

くも行くよ）。【類】「あん」。

ばん [ban]［名］〔ば⸣んまい...〕番。見張り。当
番。順番。【例】ばんにん（番人）。ぺーしぬ ば

ん（早番）。ごばん（5番）。
ぱん [pan]［名］〔ぱんまい...〕印。判。印鑑。【例】
ぱんゆ うす（判を押す）。

ぱん [pan]［名］〔ぱんまい...〕斑。斑点。痣（あ
ざ）。【例】あかばん（赤い痣）。

はんがく [hangaku]［名］〔はんがくまい...〕半額。
半分の値段。

ばんかす [bankasɿ]［動 I 類 a 型］〔ばんかしー、
ばんかしゃん〕喚かす。わめかせる。泣かせる。

鳴かせる。【例】わーう ばんかす（豚を喚か

す）。【類】「なかす」。

ぱんかす [pankasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぱんかしー、
ぱんかしゃん〕めくらす。めくる。（まぶたや

男根の⻲頭の皮を）めくる。

ばんキ゚ [bankɿ]［動 I類 a型］〔ばんきー、ばんか
ん〕喚く。大声で喚く。大声で騒ぐ。吠える。動

物が騒ぐ。【例】とーしんゆ しー ばんキ゚（当

選して大騒ぎする）。

ぱんキ゚ [pankɿ]［動 II類 c型］〔ぱんー、ぱんん〕
めくられる。（まぶたなどが）めくられる。【同】

「ぱんきリ゚」。

ぱんき [panki]［名］〔ぱんきま⸣い...〕めくられ。
めくられる状態。

ぱんキ゚ー [pankɿː]［動 I類 c型］〔ぱんキ゚すぃー、
ぱんキ゚さん〕噛み切る。【例】いとぅー ぱんキ゚

ー（糸を噛み切る）。【類】「ふぁんキ゚ー」。

ばんキ゚ぎー [bankɿgiː]［名］［植］〔ばんキ゚ぎーま
い...〕桑の木。実は〈なっじゃ〉。【類】「がーぬ
キ゚」。

はんきち [hankitɕi]［名］〔はんき⸣ちまい...〕ハ
ンカチ。

ぱんきまら [pankimara]［名］〔ぱんきま⸣らまい...〕
⻲頭の皮がめくれている男根（陰茎）。

ぱんきリ゚ [pankiɭ]［動 II類 c型］〔ぱんきー、ぱ
んきん〕めくられる。（まぶたなどが）めくら

れる。【例】みーぬ かーう ぱんきリ゚（瞼をめ

くる）。【同】「ぱんキ゚」。

はんぐ [hangu]［名］〔はんぐまい...〕飯盒（はん
ごう）。飯を炊く用具。軍隊の必需品。

ぱんく [panku]［擬］〔ぱんくてぃー...〕丸々とし
た状態。太っていること。

ぱんくぱんく [pankupanku]［擬］〔ぱんくぱんく
てぃー...〕丸々とした状態。太っていること。
【類】「ぱんぱん」。

ぱんくみかす [pankumikasɿ]［動 I類 c型］〔ぱん
くみかしー、ぱんくみかしゃん〕丸々とする。

太らせる。家畜を太らせることに言う。

ぱんくみキ゚ [pankumikɿ]［動 I類 c型］〔ぱんくみ
きー、ぱんくみかん〕丸々としている。太る。

ばんしゅ [banɕu]［名］〔ばん⸣しゅまい...〕番所。
役場。琉球国時代の行政府。【類】「ぶムやー」。

ばんじゅーがに [bandʑuːgani]［名］〔ばんじゅー
が⸣にまい...〕差金。番匠金。曲尺。大工用具。

はんじゅく [handʑuku]［名］〔はんじゅくまい...〕
半熟。ゆで卵に言う。果実などの実が十分に熟

しないこと。

はんじゅくくが [handʑukukuga]［名］〔はんじゅ
くく⸣がまい...〕半熟卵。

はんしゅでぃ [hanɕudi]［名］〔はんしゅでぃま
い...〕半袖。衣服の袖が肘ぐらいまでのもの。

はんじょー [handʑoː]［名］〔はんじょーまい...〕
繁昌。繁盛。【例】しょーばいはんじょー（商

売繁盛）。

ばんじるー [bandʑiruː]［名］〔ばんじる⸣ーまい...〕
ばんじろう。グアバ。【類】「ばんつきるー」。「む

ム」。

ばんず [bandzɿ]［名］〔ばんずまい...〕繁時。最盛
期。盛りの時。よい時期。好機。子供の成⻑期

や農作物の収穫時期などに言う。【例】よーイ゚

ぬ ばんず（祝い座が盛りあがっている時）。

はんずぶん [handzɿbun]［名］〔はんずぶんまい...〕
半ズボン。
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ばんーけーくまリ゚

ばんた [banta]［名］［代］〔ばん⸣たまい...〕我等。
私たち。僕たち。我々。【例】ばんたが（我々の。

我々が）。ばんたが むぬ（我々のもの）。ばん

たが すたリ゚（我々がやった）。

ぱんた [panta]［名］〔ぱんたまい...〕頂上。てっ
ぺん。木の上部。屋根の上。石垣の上。【同】「ぱ

なた」。

はんだい [handai]［名］〔はんだいまい...〕飯台。
ちゃぶだい。

ばんたが ムめ [bantaga mme]［名］［代］〔ばん
た⸣がムめ⸢まい...〕私達。聞き手を含まない一
人称排他複数。

ぱんたしゃ [pantaɕa]［名］〔ぱんたしゃまい...〕
忙しさ。忙しいこと。多忙。猫の手も借りたい

忙しさ。

ぱんたしゃーリ゚ [pantaɕaːɭ]［形］〔ぱんたしゃま
い...〕繁多。忙しい。多忙。仕事に多忙である。
【例】すっじゃういぱんた（きび植えで忙しい）。

ぱんだす [pandasɿ]［動 I 類 a 型］〔ぱんだしー、
ぱんだしゃん〕はみ出す。ある範囲や枠からは

み出す。【例】くるまから にーぬ ぱんだす（車

から荷がはみ出る）。

ぱんだま [pandama]［名］［植］〔ぱ⸣んだままい...〕
水前寺菜。

ぱんたむぬ [pantamunu]［名］〔ぱんたむぬまい...〕
忙しいこと。忙しい人。多忙を極める人。【例】

しんしーや ぱんたむぬ（先生は忙しい人だ）。

ぱんだら [pandara]［名］〔ぱんだ⸣らまい...〕は
なったれ。【同】「ぱんだれ」。

ぱんだリ゚ [pandaɭ]［名］〔ぱんだリ゚まい...〕鼻垂
れ。鼻水。

ぱんだりリ゚ [pandariɭ]［動 II類 c型］〔ぱんだり
ー、ぱんだりん〕鼻垂れる。鼻水が出る。

ぱんだれ [pandare]［名］〔ぱんだ⸣れまい...〕は
なったれ。【同】「ぱんだら」。

はんちょー [hantɕoː]［名］〔はんちょーまい...〕班
⻑。

ばんつきるー [bantsɿkiruː]［名］［植］〔ばんつき
る⸣ーまい...〕グアバ。グアバは最近の移入植
物。【類】「ばんじるー」。「むム」。

ぱんつまー [pantsɿmaː]［名］〔ぱんつまーまい...〕

気まぐれ者。お調子者。

ぱんでぃリ゚ [pandiɭ]［動 II類 c型］〔ぱんでぃー、
ぱんでぃん〕外れる。はみ出る。範囲からはみ

出る。【例】りつから ぱんでぃリ゚（列から外れ

る）。

はんとぅ [hantu]［名］〔はんとぅまい...〕半途。
卒業しないこと。学校を途中で退学すること。

【例】がっこーゆ はんとぅ（学校を途中で止め

る）。

はんとぅす [hantusɿ]［名］〔はんとぅすまい...〕半
年。【例】くとぅすまい はんとぅす なりった

（今年も半年経った）。

はんどー [handoː]［名］〔はんどーまい...〕反動。
鉄棒の技の一つ。【例】はんどーあがり（足で

蹴る反動で棒に上がる）。

ばんない [bannai]［副］たくさん。どんどん。【例】
たむぬー ばんない むてぃー くー（薪をどん

どん持って来なさい）。【類】「どんない」。

ぱんのー [pannoː]［名］〔ぱんの⸣ーまい...〕藩王。
琉球王のこと。

ぱんぱん [panpan]［擬］〔ぱんぱんてぃー...〕着
衣の小さいこと。着衣が小さく体に合わないこ

と。

ぱんびム [panbim]［名］〔ぱんび⸣ムまい...〕半片。
天ぷら。油揚げ。【例】ピさぱんびム（平焼き

てんぷら）。ぱなぱんびム（花形のてんぷら）。

ぱんぶん [panbun]［名］〔ぱんぶ⸣んまい...〕半分。
【例】ぱんぶんばき（半分づつ）。みつぬ ぱん

ぶん（道半ば）。ばたぱんぶん（腹半分）。

ばんべー [banbeː]［名］〔ば⸣んべーまい...〕番を
する係。番人。シートーヤーの番人。

ぱんまい [panmai]［名］〔ぱんまいまい...〕飯米。
主食。食糧。昔の主食は芋。

ばんやー [ban.jaː]［名］〔ば⸣んやーまい...〕番小
屋。畑の小屋。畑の物置小屋。

ばんやーがま [ban.jaːgama]［名］〔ば⸣んやーがま
⸢まい...〕作付けした後に畑の真ん中にすすき
を三本結んで立てたもの。豊作祈願や魔除の意

味を持つ。

ばんーけー くまリ゚ [bannkeː kumaɭ]［連語］番に
入る。入賞する。【例】ばんーけー くまらん
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ばんーけーくまリ゚

（番に入らない。入賞しない）。
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びーっさす

̶ ひ ̶

ひー [hiː]［擬］他人を欺くこと。
ビー [bɿː]［名］［干支］〔ビ⸣ーまい...〕亥（い）。
十二支の十二番。亥年。猪。

びー [biː]［名］〔びーまい...〕座り。座ること。
びー [biː]［名］〔びーま⸣い...〕酔い。酔うこと。
魚に中毒すること。

ピー [pɿː]［名］〔ピーまい...〕日。【例】くがにビ
ー（うれしい日）。うんぬ ピー（あの日）。ピ

かず（日数）。

ピー [pɿː]［名］〔ピーまい...〕火。
ピー [pɿː]［名］〔ピーまい...〕女性の陰部。
ピー [pɿː]［動 I類 c型］〔ピすぃー、ピさん〕く
しゃみをする。

ピー [pɿː]［動 I類 c型］〔ピすぃー、ピさん〕放
る。おならを出す。【例】ぴーゆピー（屁をへ

る）。

ぴー [piː]［名］〔ぴーま⸣い...〕干。潮が引くこと。
干潮。

ぴー [piː]［名］〔ぴーま⸣い...〕屁。おなら。
びーあぐ [biːagu]［名］〔びーあぐまい...〕座席を
一緒にする友。

ビーがー [bɿːgaː]［名］［魚］〔ビーが⸣ーまい...〕
（水納方言）とらぎすの仲間。【類】「しゅーつつ

キ゚」。

ピーかす [pɿːkasɿ]［動 I類 c型］〔ピーかしー、ピ
ーかしゃん〕穴を開けさせる。破らせる。【例】

しょーじう ピーかす（障子に穴を開ける）。

ひーき [hiːki]［形］〔ひー⸣きまい...〕平気。【例】
ぴーしゃらばまい ひーき（寒くても平気だ）。

ピーキ゚ [pɿːkɿ]［動 I類 c型］〔ピーきー、ピーか
ん〕穴を開ける。潰す。【例】ばうしー ピーキ゚

（棒で開ける）。しょーじう ピーキ゚（障子に穴

を開ける）。

ピーき [pɿːki]［名］〔ピーきま⸣い...〕穴。ほら穴。

かくれる所。【例】ピーきから みーリ゚（穴か

ら見る）。っふぁじみぬ ピーきんけー くまリ゚

（やもりが穴に入る）。

ピーきリ゚ [pɿːkiɭ]［動 II類 c型］〔ピーきー、ピー
きん〕穴が開く。破れる。【例】トンネルぬ ピ

ーきリ゚（トンネルが貫通した）。

ひーじー [hiːdʑiː]［名］〔ひーじーまい...〕平生。
普段。常に。【例】ひーじーから きたいる（平

生から鍛えよ）。

ぴーしゃ [piːɕa]［名］〔ぴー⸣しゃまい...〕寒さ。
寒いこと。寒い感覚。さむけ。

ぴーしゃーリ゚ [piːɕaːɭ]［形］〔ぴー⸣しゃまい...〕寒
い。【例】あみん ムにー ぴーしゃーリ゚（雨に

濡れて寒い）。

ぴーしゃぐぱリ゚ [piːɕagupaɭ]［名］〔ぴー⸣しゃぐ
ぱリ゚まい...〕寒さにこごえる。寒さにちぢこま
る。【例】イ゚ズぅまい ぴーしゃぐぱリ゚る しー

すにー ぶリ゚（魚も寒さに凍えて死んでいる）。

ぴーしゃぐまリ゚ [piːɕagumaɭ]［名］〔ぴー⸣しゃぐ
まリ゚まい...〕寒さのために家にこもる。

ぴーしゃむぬ [piːɕamunu]［名］〔ぴー⸣しゃむぬ
まい...〕寒いこと。

ぴーしゃむや [piːɕamuja]［名］〔ぴー⸣しゃむやま
い...〕寒がり屋。【例】ういピとー ぴーしゃむ

や（老人は寒がり屋だ）。

ひーじょー [hiːdʑoː]［名］〔ひーじょーまい...〕平
常。平素。普段。いつもの通り。

びーすかま [biːsɿkama]［名］〔びーすか⸣ままい...〕
座ってやる仕事。【例】ぬぬうリ゚ら びーすかま

（機織りは座ってやる仕事だ）。

びーずみしゃーリ゚ [biːdzɿmiɕaːɭ]［形］〔びーずみ
⸣しゃまい...〕座り心地の良いこと。

びーすみリ゚ [biːsɿmiɭ]［動 II 類 c 型］〔びーすみ
ー、びーすみん〕座らせる。

ビーた [bɿːta]［名］〔ビー⸣たまい...〕発育の良く
ないこと。栄養不良の子。

びーだい [biːdai]［名］〔びーだいまい...〕座る台。
腰掛け。座椅子。

ぴーちゃ [piːtɕa]［副］少し。少量のもの。【同】
「いぴーちゃ」。「いぴっちゃ」。「ぴっちゃ」。

びーっさす [biːssasɿ]［動 I類 c型］〔びーっさし
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びーっさす

ー、びーっさしゃん〕座らせる。場所を指示し

て座らせる。【例】いすん びーっさす（椅子に

座らせる）。【類】「びーっす」。

びーっさす [biːssasɿ]［動 I類 c型］〔びーっさし
ー、びーっさしゃん〕酔わせる。中毒させる。

【類】「びーっす」。

びーっす [biːssɿ]［動 I類 a型］〔びーっしー、び
ーっしゃん〕座らせる。場所を指示して座らせ

る。【例】いすん びーっす（椅子に座らせる）。

【類】「びーっさす」。

びーっす [biːssɿ]［動 I類 c型］〔びーっしー、び
ーっしゃん〕酔わせる。中毒させる。【類】「び

ーっさす」。

ピーてぃリ゚ [pɿːtiɭ]［名］〔ピーてぃリ゚まい...〕日
照り。日差し。日光。【例】ピーでぃリ゚んや や

かいー（日光に焼かれた・日焼けした）。

ピーてぃリ゚あみ [pɿːtiɭami]［名］〔ピーてぃリ゚あ⸣
みまい...〕日照り雨。日差し雨。にわか雨。通
り雨。

びーどぅくま [biːdukuma]［名］〔びーどぅくまま
い...〕座る場所。席。座席。【類】「しき」。

ピーに [pɿːni]［名］〔ピーにまい...〕昼寝。午睡。
ビーにリ゚ [bɿːniɭ]［名］〔ビ⸣ーにリ゚まい...〕正座し
たまま歌う神歌。

ぴーぬ かリ゚ら [piːnu kaɭɭa]［連語］屁の軽さ。と
ても軽いこと。

ひーはー [hiːhaː]［擬］笑う様。
ぴーぱーぐー [piːpaːguː]［名］〔ぴーぱ⸣ーぐーま
い...〕かます。わらで作った袋。肥料・穀物を
入れる。【類】「かまじーぐー」。「くちき」。「く

ちきぐー」。

ぴーピー [piːpɿː]［名］〔ぴーピ⸣ーまい...〕屁をへ
ること。

ぴーぴー [piːpiː]［擬］〔ぴーぴ⸣ーまい...〕貧々・
貧しいこと。貧乏。【例】かんけが やーや ぴ

ーぴー（彼らの家は貧しいよ）。じんや ねーん

ぴーぴー（金はないピーピーだ）。

ぴーピせ [piːpɿse]［名］〔ぴーピ⸣せまい...〕よく
屁をへる人。おならを放る人。

ぴーふキ゚ [piːfukɿ]［名］〔ぴーふ⸣キ゚まい...〕ふい
ご。鍛冶屋の送風装置。

びーふしゃら [biːfuɕara]［名］〔びーふしゃ⸣らま
い...〕酔腐れ。酔いつぶれる人。

ぴーふしゃり [piːfuɕari]［名］〔ぴーふしゃ⸣りま
い...〕屁の臭いこと。

ぴーふしゃりかっじゃ [piːfuɕarikaddʑa]［名］［植］
〔ぴーふしゃりかっ⸣じゃまい...〕へくそかずら。
【類】「かっじゃ」。

びーふしゃりみぱな [biːfuɕarimipana]［名］〔び
ーふしゃりみぱ⸣なまい...〕酔った顔。酔っ払
った顔。【類】「びーみぱな」。

びーふしゃりリ゚ [biːfuɕariɭ]［動 II類 c型］〔びー
ふしゃりー、びーふしゃりん〕酔っ払う。

ぴーふしゃりリ゚ [piːfuɕariɭ]［動 II類 c型］〔ぴー
ふしゃりー、ぴーふしゃりん〕屁が臭い。

びーふてぃ [biːfuti]［名］〔びーふてぃま⸣い...〕錆
びること。錆び付くこと。

びーふてぃかたな [biːfutikatana]［名］〔びーふて
ぃかた⸣なまい...〕錆び付いた包丁。

びーふてぃリ゚ [biːfutiɭ]［動 II類 c型］〔びーふて
ぃー、びーふてぃん〕錆びる。錆がつく。金属

が錆びる。刃物の切れ味が悪くなる。

ぴーぶら [piːbura]［名］〔ぴーぶらまい...〕煙突。
ピーま [pɿːma]［名］〔ピーままい...〕午後。真昼。
昼間。白昼。昼どき。【例】ピーまから（昼から。

午後から）。ピーまから ぱるんけー（昼から畑

へ行く）。ピーまがみ（昼まで。昼間での時間）。

ピーまがみぬ すぐとぅ（昼間での仕事）。

ピーまあとぅ [pɿːmaatu]［名］〔ピーまあ⸣とぅま
い...〕昼後。午後。【例】ピーまあとぅん くだ

（午後に来なさい）。

びーまいび [biːmaibi]［名］〔びーまいびまい...〕
ちょっとだけ座ること。【例】びーまいびてー

な（ちょっとだけ座った）。

びーまいび [biːmaibi]［名］〔びーまい⸣びまい...〕
酔ったふり。【例】びーまいびぬ うむっし（酔

ったふりして愉快だ）。

ピーまがリ゚ [pɿːmagaɭ]［動 I類 a型］〔ピーまが
りー、ピーまがらん〕昼さなかになる。白昼に

なる。【例】ピーまがリ゚ぬ わじゃ（昼さなかの

仕事）。ピーまがらんけ ぱるんけー いか（昼

になる前に畑に行こう）。
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ひがいり

ピーまがリ゚どぅーれ [pɿːmagaɭduːre]［名］〔ピー
まがリ゚どぅーれまい...〕昼さなか。白昼。

ピーまずぶん [pɿːmadzɿbun]［名］〔ピーまずぶん
まい...〕昼頃。昼の時。【例】なまー ピーまず

ぶん（今は昼頃だ）。

ピーまどぅーれ [pɿːmaduːre]［名］〔ピーまどぅ
ーれまい...〕昼というのに。【例】ピーまどぅ
ーれ しゃきぬム（昼というのに酒を飲む）。

ピーまむぬ [pɿːmamunu]［名］〔ピーまむぬまい...〕
昼食。昼ご飯。【例】ピーまむぬどー（昼食だ

よ）。【類】「ピすぃリ゚」。

ピーまゆくー [pɿːmajukuː]［名］〔ピーまゆく⸣ー
まい...〕昼休み。【例】きーぬ かぎん ピー

まゆくー（木の陰に昼休み）。

びーみぱな [biːmipana]［名］〔びーみぱ⸣なまい...〕
酔った顔。【類】「びーふしゃりみぱな」。

ひーみん [hiːmin]［名］〔ひーみんまい...〕平⺠。
庶⺠。普通の人。現代は言わない。

びーむぬ [biːmunu]［名］〔びーむぬまい...〕座る
もの。椅子。座布団。【例】びーむぬー むてぃ

ー くー（椅子を持って来なさい）。

びーや たつたつ [biːja tatsɿtatsɿ]［連語］座った
り立ったり。落ちつきのないこと。

びーリ゚ [biːɭ]［動 II類 a型］〔びー、びーん〕座
る。【例】くまん びーリ゚（ここに座る）。びー

る（座りなさい）。うまん びーる（そこに座り

なさい）。いしゅぎーぶリ゚ば びーまん（忙しい

から座らない）。

びーリ゚ [biːɭ]［動 II類 c型］〔びー、びーん〕酔
う。中毒する。魚に中毒する。【例】しゃきん

びーリ゚（酒に酔う）。

びーリ゚ [biːɭ]［動 II類］〔びー、びーん〕止まる。
駐車する。

ぴーリ゚ [piːɭ]［動 II類 c型］〔ぴー、ぴーん〕潮が
引く。【例】ゆーどぅ ぴーリ゚（よく干く潮だ）。

ビーる [bɿːru]［名］〔ビー⸣るまい...〕ひ弱いこと。
かよわいこと。【例】ビーるっふぁ（ひよわな

子）。

びーる [biːru]［名］〔びー⸣るまい...〕⻨酒。ビー
ル。

ビーるく [bɿːruku]［名］〔ビーる⸣くまい...〕精力

がないこと。だらだらしていること。または、

その人。

びーるくまーす [biːrukumaːsɿ]［動 I類］〔びーる
くまーしー、びーるくまーしゃん〕〔びーる⸣く
まーしー ぶリ゚〕欺く。馬鹿にする。【類】「び

ぐまーらす」。

ビーるくまーリ゚ [bɿːrukumaːɭ]［名］〔ビーる⸣くま
ーリ゚まい...〕あれこれ言うこと。たぶらかすこ
と。落ちつかないこと。

ビーるみかす [bɿːrumikasɿ]［動 I類 c型］〔ビー
るみかしー、ビーるみかしゃん〕力を尽きさせ

る。弱らせる。

ビーるみキ゚ [bɿːrumikɿ]［動 I類 c型］〔ビーるみ
きー、ビーるみかん〕力尽きる。

ピーんしゅー [pɿːnɕuː]［形］〔ピーんしゅーまい...〕
貧相。貧乏。貧乏者。貧困者。

ピーんしゅーしゃーリ゚ [pɿːnɕuːɕaːɭ]［形］〔ピーん
しゅーしゃまい...〕貧相。貧乏。貧弱。みずぼ
らしい姿。その人。

ビーんてぃ [bɿːnti]［名］［干支］〔ビーん⸣てぃま
い...〕亥年。

ぴうイ゚[piuɿ]［名］〔ぴうイ゚まい...。ぴうイ゚ま⸣い...〕
日取り。【例】かぎぴうイ゚（よい日取り。佳き

日）。

びヴヴぅリ゚がっさ [bivvuɭgassa]［名］［植］〔びヴ
ヴぅリ゚がっ⸣さまい...〕くわずいも。くわずいも
の葉。有毒。葉は物を包むのに適す。

びうす [biusɿ]［名］〔びう⸣すまい...〕釣り竿。【類】
「つーしゃう」。

びうすだき [biusɿdaki]［名］〔びう⸣すだきまい...〕
釣り竿を作るのに適した竹。また、その釣り

竿。

ビがー [bɿgaː]［名］〔ビがーまい...〕豚舎に付け
足した用便する穴。

ビがイ゚ [bɿgaɿ]［名］［貝］〔ビがイ゚まい...〕しゃこ
貝。

ひかいリ゚ [hikaiɭ]［動 II類 a型］〔ひかいー、ひ
かいん〕控える。待機する。

ひがいり [higairi]［名］〔ひがい⸣りまい...〕日帰
り。【例】ひがいりしー めーくんけー（日帰り

で宮古島へ）。
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ビかいリ゚

ビかいリ゚ [bɿkaiɭ]［動 II類 a型］〔ビかいー、ビか
いん〕金を巻き上げられる。とばく。【例】ビか

いー ねーん（巻き上げられてしまった）。【同】

「ビかりリ゚」。

ピかぎ [pɿkagi]［名］〔ピかぎまい...〕毎日の食事
のこと。三度の食事のこと。

ピかぎ [pɿkagi]［名］〔ピか⸣ぎまい...〕日陰。日
影。木陰。【例】ピかぎん ゆかーだ（日陰に休

みなさい）。

ピかぎ [pɿkagi]［名］〔ピかぎまい...〕引き上げ。
引き上げること。

ピがキ゚ [pɿgakɿ]［名］〔ピがキ゚まい...〕日除け。日
差しをさえぎるためのもの。

ピかぎがー [pɿkagigaː]［名］〔ピかぎがーまい...〕
釣瓶で水を汲み上げる人口井戸。

ピかぎみず [pɿkagimidzɿ]［名］〔ピかぎみ⸣ずま
い...〕引きあげ水。釣瓶を使って井戸から汲み
上げる水。

ピかぎむぬ [pɿkagimunu]［名］〔ピかぎむ⸣ぬま
い...〕毎日の食べ物。食料。

ピかぎリ゚ [pɿkagiɭ]［動 II類 a型］〔ピかぎー、ピ
かぎん〕引きあげる。【例】つーう ピかぎる

（つるべを引き上げなさい）。んなーしー ピか

ぎリ゚（縄で引き上げる）。

ピがしゃ [pɿgaɕa]［名］〔ピが⸣しゃまい...〕日傘。
パラソル。

ビかす [bɿkasɿ]［動 I類 a型］〔ビかしー、ビかし
ゃん〕金をまきあげる。

ピかす [pɿkasɿ]［動 I 類 a 型］〔ピかしー、ピか
しゃん〕引かせる。【例】つーなーう イ゚ズぅん

ピかす（釣り糸を魚に引かす）。

ピかず [pɿkadzɿ]［名］〔ピかずまい...〕日数。日
取り。【例】すつうぷなかぬ ピかず（豊年祭の

日取り）。

ぴがす [pigasɿ]［動 I類 c型］〔ぴがしー、ぴがし
ゃん〕削らす。【例】かちゅーゆ ぴがす（かつ

お節を削らす）。かなしー ぴがす（鉋で削ら

す）。

ピかずとぅリ゚ [pɿkadzɿtuɭ]［名］〔ピかずとぅ⸣リ゚ま
い...〕日数取り。日取り。日選。吉日を選ぶ。

ピがむイ゚ [pɿgamuɿ]［名］〔ピがむ⸣イ゚まい...〕シ

ートーヤーの火を燃やす人。

ピがら [pɿgara]［名］〔ピがらまい...〕日柄。その
日の吉凶。【例】かぎピがら（佳き日。吉日）。

ピからす [pɿkarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ピからしー、
ピからしゃん〕光らす。照らす。【例】くまう

ピからす（ここを照らす）。

ピがらむぬ [pɿgaramunu]［名］〔ピがらむぬま
い...〕日柄物。時期のもの。

ピかリ゚[pɿkaɭ]［名］〔ピかリ゚まい...〕光。輝き。【例】
ぷすぬ ピかリ゚（星の輝き）。

ピかリ゚ [pɿkaɭ]［動 I類 c型］〔ピかりー、ピから
ん〕光る。輝く。【例】ぷすぬ ピかリ゚（星が輝

く）。

ピかリ゚むぬ [pɿkaɭmunu]［名］〔ピかリ゚む⸣ぬまい...〕
光るもの。輝くもの。【例】かぬ ピかリ゚むのー

ぬーが（あの光るものは何か）。

ビかりリ゚[bɿkariɭ]［動 II類 a型］〔ビかりー、ビか
りん〕金を巻き上げられる。とばく。【同】「ビ

かいリ゚」。

ピがん [pɿgan]［名］〔ピが⸣んまい...〕彼岸。春の
彼岸・秋の彼岸。春分・秋分。

ビキ゚ [bɿkɿ]［動 I類 c型］〔ビきー、ビかん〕賭け
る。とばくする。いちかばちかかける。

びき [biki]［接頭］雄〜。男〜。牡〜。【例】びき
どぅム（男性）。びきうす（牡牛）。びきぬーま

（牡馬）。

ピキ゚ [pɿkɿ]［名］［魚］〔ピキ゚まい...〕すずめだい
の仲間。

ピキ゚ [pɿkɿ]［名］〔ピキ゚まい...〕縁。血筋。血統。
親戚。【例】ピキ゚ぬ あリ゚（後押しがある）。【類】

「くす」。

ピキ゚ [pɿkɿ]［動 I類 c型］〔ピきー、ピかん〕引く。
曳く。綱を引く。引き寄せる。【例】んなう ピ

キ゚（綱を引く）。

ピキ゚ [pɿkɿ]［動 I類 c型］〔ピきー、ピかん〕草や
野菜を引き抜く。

ピキ゚ [pɿkɿ]［動 I類 c型］〔ピきー、ピかん〕弾く。
三線を弾く。弦楽器を弾き鳴らす。

ピキ゚ [pɿkɿ]［動 I類 c型］〔ピきー、ピかん〕舞台
で演技が終わって退場していく。

ピキ゚ [pɿkɿ]［動 I類 c型］〔ピきー、ピかん〕風邪
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ピキ゚しゃキ゚

をひく。

ピキ゚ [pɿkɿ]［動 I類 c型］〔ピきー、ピかん〕潮が
ひく。潮が干く。干潮になる。

ピキ゚ [pɿkɿ]［動 I類 c型］〔ピきー、ピかん〕挽く。
臼でひく。【例】くーゆ ピキ゚（粉にする）。

ピギ [pɿgɿ]［動 I 類 c 型］〔ピぎー、ピがん〕削
る。かんなで木を削る。かつお節を削る。【同】

「きっずー」。

ピぎ [pɿgi]［名］〔ピぎまい...〕サトウキビの葉っ
ぱにある棘。

ピぎ [pɿgi]［名］〔ピぎまい...〕ひげ。毛。繊維。
【例】ピぎむしゃ（毛むくじゃら）。

ピキ゚あーす [pɿkɿaːsɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚あーし
ー、ピキ゚あーしゃん〕引き合わせる。仲を取り

持つ。【例】ふたーリ゚る ピキ゚あーす（二人を引

き合わす）。

ピキ゚あい [pɿkɿai]［名］〔ピキ゚あいまい...〕引き合
い。綱の引き合い。綱引き。

ピキ゚あがリ゚ [pɿkɿagaɭ]［動 I 類 a 型］〔ピキ゚あが
りー、ピキ゚あがらん〕引き上がる。引き終わる。

仕事が終わる。

ピキ゚あぎリ゚ [pɿkɿagiɭ]［動 II類 a型］〔ピキ゚あぎ
ー、ピキ゚あぎん〕引きあげる。仕事を終わる。

【例】すたから ピキ゚あぎリ゚（下から引き上げる）。

すぐとぅー ピキ゚あぎリ゚（仕事を引きあげる）。

【同】「ピかぎリ゚」。

びきういピとぅ [bikiuipɿtu]［名］〔びきういピと
ぅまい...。びきういピ⸣とぅまい...〕男の老人。

びきヴヴぁ [bikivva]［名］〔びきヴヴぁまい...〕男
児。男の子。

ひきうきリ゚ [hikiukiɭ]［動 II類 c型］〔ひきうき
ー、ひきうきん〕引き受ける。承諾する。【例】

すぐとぅー ひきうきリ゚（仕事を引き受ける）。

ピキ゚うくす [pɿkɿukusɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚うく
しー、ピキ゚うくしゃん〕引き起こす。寝ている

子を引き起こす。【例】ピキ゚うくし（引き起こ

せ）。

びきうす [bikiusɿ]［名］〔びきうすまい...〕雄牛。
牡牛。

ピキ゚うす [pɿkɿusɿ]［名］〔ピキ゚う⸣すまい...〕挽き
臼。木臼・石臼がある。

ピキ゚うたす [pɿkɿutasɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚うた
しー、ピキ゚うたしゃん〕引き落とす。預金から

代金を引き落とす。【例】みずだいゆ ピキ゚うた

す（水代金を引き落とす）。

びきうっとぅ [bikiuttu]［名］〔びきうっとぅま
い...〕年下の男の子。

びきうとぅだら [bikiutudara]［名］〔びきう⸣とぅ
だらまい...〕男の兄弟。

ピキ゚うるす [pɿkɿurusɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚うる
しー、ピキ゚うるしゃん〕引き下ろす。前にいる

人を引き下ろす。【例】かるー ピキ゚うるす（彼

を引き下ろす）。

びきがーら [bikigaːra]［名］〔びきがーらまい...〕
雄の瓦。牡瓦。

ひきかい [hikikai]［名］〔ひきかいまい...。ひき
か⸣いまい...〕引き換え。交換。代金と引き換え
ること。

ピキ゚かいす [pɿkɿkaisɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚かい
しー、ピキ゚かいしゃん〕引き返す。

ひきかいリ゚ [hikikaiɭ]［動 II 類 c 型］〔ひきかい
ー、ひきかいん〕引き換える。交換する。ある

品物と別の品物を交換する。【例】すなむぬー

ひきかいリ゚（品物を引き換える）。

びきかだ [bikikada]［名］〔びきかだまい...〕男の
におい。男の体臭。

びきぎー [bikigiː]［名］〔びきぎーまい...〕雄の
木。そてつ。パパイヤなどに見られる。果実は

ならない。雌雄異株。

びききょーだい [bikikjoːdai]［名］〔びききょーだ
いまい...〕男兄弟。【同】「びきけうだい」。

ピギぐる [pɿgɿguru]［名］〔ピギぐ⸣るまい...〕削
り殻。大工のかんなくず。かつお節の削りこ。

びきけうだい [bikikeudai]［名］〔びきけうだいま
い...〕男兄弟。【同】「びききょーだい」。

ピキ゚しみ [pɿkɿɕimi]［名］〔ピキ゚しみまい...〕引き
締め。気持ちの緊張。

ピキ゚しみリ゚ [pɿkɿɕimiɭ]［動 II類 a型］〔ピキ゚しみ
ー、ピキ゚しみん〕引き締める。気持ちを緊張さ

せる。

ピキ゚しゃキ゚ [pɿkɿɕakɿ]［動 I 類 a 型］〔ピキ゚しゃ
きー、ピキ゚しゃかん〕引き裂く。紙を引き裂く。
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びきじゃす

引きちぎる。

びきじゃす [bikidʑasɿ]［名］〔びきじゃすまい...〕
男勝り。男みたいな振る舞いをする女性。

ピキ゚しゃんぐー [pɿkɿɕanguː]［名］〔ピキ゚しゃ⸣んぐ
ーまい...〕引き合い。競り合い。うばいあい。引
く手あまた。人気の物品を引き合いすること。

びきしゅがリ゚ [bikiɕugaɭ]［名］〔びきしゅがリ゚ま
い...〕男の扮装。男の装い。男の格好。男装。

ピぎしゅリ゚ [pɿgiɕuɭ]［名］〔ピぎしゅ⸣リ゚まい...〕
ひげ剃り。

ピギすみ [pɿgɿsɿmi]［名］［魚］〔ピギす⸣みまい...〕
ひらめ。

ピキ゚たヴヴィ゚ [pɿkɿtavvɿ]［動 I類 a型］〔ピキ゚た
ヴヴぃー、ピキ゚たヴヴぁん〕引き寄せる。船を

引き寄せる。【例】ふにう ピキ゚たヴヴィ゚（船を

引き寄せる）。

ピキ゚たうす [pɿkɿtausɿ]［動 I類 a型］〔ピキ゚たう
しー、ピキ゚たうしゃん〕引き倒す。【同】「ピキ゚

とーす」。

ピキ゚たうらす [pɿkɿtaurasɿ]［動 I 類 c 型］〔ピキ゚
たうらしー、ピキ゚たうらしゃん〕引き倒す。縄

をかけて引き倒す。【例】きーゆ ピキ゚たうらす

（木を引き倒す）。【同】「ピキ゚とーらす」。

ピキ゚だす [pɿkɿdasɿ]［動 I類 a型］〔ピキ゚だしー、
ピキ゚だしゃん〕引き出す。ひっぱり出す。【類】

「ピキ゚でぃリ゚」。

びきだつ [bikidatsɿ]［名］〔びきだつまい...〕男や
もめ。男の独身。

びきだつきない [bikidatsɿkinai]［名］〔びきたつ
きな⸣いまい...〕男やもめの家族。

びきだつむぬ [bikidatsɿmunu]［名］〔びきだつむ
ぬまい...〕男やもめ。独身の男。

ひきつ [hikitsɿ]［名］〔ひきつまい...〕秘訣。よい
考えのこと。よい方法。

ひきつき [hikitsɿki]［名］［病］〔ひきつ⸣きまい...〕
引きつけ。けいれん。

びきっじゃり [bikiddʑari]［名］〔びきっじゃりま
い...〕雄が雌へじゃれること。【例】びきっじ
ゃりぬーま（雌馬にじゃれる雄馬）。

びきっじゃりリ゚ [bikiddʑariɭ]［動 II類 a型］〔び
きっじゃりー、びきっじゃりん〕雄が雌へじゃ

れる。

ピキ゚でぃリ゚ [pɿkɿdiɭ]［動 II類 a型］〔ピキ゚でぃー、
ピキ゚でぃん〕引き出す。ひっぱり出す。【例】う

なギう ピキ゚でぃリ゚（うなぎを穴から引き出す）。

【類】「ピキ゚だす」。

びきとぅだ [bikituda]［名］〔び⸣きとぅだまい...〕
男兄弟。【類】「びきとぅだら」。

びきとぅだら [bikitudara]［名］〔び⸣きとぅだら
まい...〕男兄弟。【類】「びきとぅだ」。

びきどぅっけん [bikidukken]［名］［植］〔びきど
ぅっけ⸣んまい...〕くろいげ。

びきどぅム [bikidum]［名］〔びきどぅムまい...〕
男。男性。男子。男児。

びきどぅムっふぁ [bikidumffa]［名］〔びきどぅ
ムっ⸣ふぁまい...〕男の子。男児。

びきどぅムぶり [bikidumburi]［名］〔びきどぅム
ぶ⸣りまい...〕女性が男性に惚れること。男狂
い。

びきどぅムむぬ [bikidummunu]［名］〔びきどぅ
ムむぬまい...〕男もの。男性用のもの。男性用
の衣装。

びきどぅリ゚ [bikiduɭ]［名］〔びきどぅリ゚まい...〕雄
の鶏。

ピキ゚とーす [pɿkɿtoːsɿ]［動 I類 a型］〔ピキ゚とーし
ー、ピキ゚とーしゃん〕引き倒す。【同】「ピキ゚た

うす」。

ピキ゚とーらす [pɿkɿtoːrasɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚と
ーらしー、ピキ゚とーらしゃん〕引き倒す。【例】

きーゆ ピキ゚とーらす（木を引き倒す）。【同】

「ピキ゚たうらす」。

ピキ゚なー [pɿkɿnaː]［名］〔ピキ゚なーまい...〕引き
縄。曳き縄漁。航海中の船から釣り縄を引いて

漁すること。

ピキ゚なす [pɿkɿnasɿ]［動 I類 a型］〔ピキ゚なしー、
ピキ゚なしゃん〕片付ける。のける。整頓する。

【例】はんだいぬ むぬー ピキ゚なす（飯台の上

のものを片付ける）。

ピキ゚にん [pɿkɿnin]［名］〔ピキ゚にんまい...〕人頭
税を納められない人のこと。役立たずの意味。

今は死語。

びきぬーま [bikinuːma]［名］〔びきぬーままい...〕
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雄の馬。牡馬。

ピキ゚ぱ [pɿkɿpa]［名］〔ピキ゚⸣ぱまい...〕八月おど
りの総人員が舞台を一巡すること。

ピキ゚ぱがす [pɿkɿpagasɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚ぱが
しー、ピキ゚ぱがしゃん〕引き剥がす。くっつい

ているものを引き剥ぐこと。【例】ばしゃぎー

ぬ かーう ピキ゚ぱがす（芭蕉の木の皮を引き

剥がす）。

ピキ゚ばくー [pɿkɿbakuː]［動 I類 c型］〔ピキ゚ばけ
ー、ピキ゚ばかーん〕引き奪う。引っぱり取る。

強奪する。【例】むつむぬー ピキ゚ばくー（持ち

物をキ強奪する）。

びきばしゃ [bikibaɕa]［名］［植］〔びきばしゃま
い...〕糸芭蕉。【同】「びきばしょー」。

びきばしょー [bikibaɕoː]［名］［植］〔びきばしょ
ーまい...〕糸芭蕉。【同】「びきばしゃ」。

びきばな [bikibana]［名］〔びきばなまい...〕雄花。
雄しべのある花。カボチャ・キュウリなどに見

られる。パパイヤ・蘇鉄は株が雌雄別である。

ピキ゚ぱなす [pɿkɿpanasɿ]［動 I 類 a 型］〔ピキ゚ぱ
なしー、ピキ゚ぱなしゃん〕引き離す。強引に離

す。男女の仲を引き離す。【例】ふたーリ゚る ピ

キ゚ぱなす（二人の仲を引き離す）。

ピキ゚ぱリ゚ [pɿkɿpaɭ]［名］〔ピキ゚ぱリ゚まい...〕腱。靭
帯。【類】「ぱイ゚つー」。

ピキ゚ぱリ゚ [pɿkɿpaɭ]［動 I類 a型］〔ピキ゚ぱりー、ピ
キ゚ぱらん〕引っ張る。縄を引っ張る。綱を引っ

張る。【例】ちゅーく んなーう ピキ゚ぱリ゚（強

く縄を引っ張れ）。

びきぴんだ [bikipinda]［名］〔びきぴんだまい...〕
雄の山羊。

ピキ゚まーす [pɿkɿmaːsɿ]［動 I類 a型］〔ピキ゚まー
しー、ピキ゚まーしゃん〕野原に家畜を移動させ

て飼育する。

ピキ゚まーらす [pɿkɿmaːrasɿ]［動 I類 a型］〔ピキ゚
まーらしー、ピキ゚まーらしゃん〕曳き回す。家

畜を手綱をつけて移動して飼うこと。

ピキ゚まーリ゚ [pɿkɿmaːɭ]［名］〔ピキ゚まーリ゚うまい...〕
豆腐作りのとき、大豆を挽くのに家を順に移り

回ること。

ひきみ [hikimi]［名］〔ひきみまい...〕ひけめ。気

おくれ。弱み。【例】ひきみすな（ひけめをと

るな）。

ピキ゚みー [pɿkɿmiː]［名］〔ピキ゚みーまい...〕流し
目。横目。白い目。【例】かリ゚が ピキ゚みー（彼

の流し目）。

ピぎムー [pɿgimm]［名］〔ピぎムーまい...〕髭芋。
繊維の多い芋。熟しすぎて繊維質になった芋。

ぴギムー [pigɿmm]［名］〔ぴギム⸣ーまい...〕削っ
た芋。芋を削ったもの。

ピぎむしゃ [pɿgimuɕa]［名］〔ピぎむ⸣しゃまい...〕
ひげの多いこと。毛むくじゃら。

ピキ゚むたぎリ゚ [pɿkɿmutagiɭ]［動 II類 c型］〔ピキ゚
むたぎー、ピキ゚むたぎん〕引き起こす。抱き起

こす。寝ている子を抱き起こす。【例】ピキ゚ム

たぎる（引き起こせ）。

ピキ゚ムだリ゚ [pɿkɿmdaɭ]［動 I類 c型］〔ピキ゚ムだ
りー、ピキ゚ムだらん〕引きちぎる。たたき破る。

たたき壊す。ぶち壊す。【例】ぱくー ピキ゚ムだ

リ゚（箱を叩き壊す）。

ピキ゚むっさぎリ゚ [pɿkɿmussagiɭ]［動 II類 a型］〔ピ
キ゚むっさぎー、ピキ゚むっさぎん〕引きむしる。

引き切る。

ピキ゚むっすー [pɿkɿmussɿː]［動 I類 c型］〔ピキ゚む
っすぃー、ピキ゚むっさん〕引きちぎる。引きむ

しる。【例】やしゃいゆ ピキ゚むっすー（野菜を

引きちぎる）。

ピキ゚むどぅリ゚ [pɿkɿmuduɭ]［動 I類 c型］〔ピキ゚む
どぅりー、ピキ゚むどぅらん〕引き返す。【例】あ

み ありー ピキ゚むどぅリ゚（雨のために引き返

す）。

びきむぬ [bikimunu]［名］〔びきむぬまい...〕雄。
動物の雄のこと。人には言わない。

ピキ゚ムばす [pɿkɿmbasɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚ムば
しー、ピキ゚ムばしゃん〕引き伸ばす。引き延ば

す。ゴムを引き伸ばす。巻いてある綱を引き延

ばす。

びきムまが [bikimmaga]［名］〔びきムまがまい...。
びきムま⸣がまい...〕男の孫。

ピキ゚やどぅ [pɿkɿjadu]［名］〔ピキ゚や⸣どぅまい...〕
引き戸。

びきやとぅーふしゃ [bikijatuːfuɕa]［名］［植］く
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まつづら。村史より。

びきやどぅむリ゚ [bikijadumuɭ]［名］［貝］〔びきや
どぅむリ゚まい...〕くもがい。村史より。

ピキ゚やぶリ゚ [pɿkɿjabuɭ]［動 I類 c型］〔ピキ゚やぶ
りー、ピキ゚やぶらん〕引き裂く。引き破る。タ

オルを引き裂いて傷の手当をする。

びきやまがー [bikijamagaː]［名］［井戸］〔びきや
まがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

びきやらび [bikijarabi]［名］〔びきやらびまい...〕
男の子。男児。

ピキ゚ゆしリ゚ [pɿkɿjuɕiɭ]［動 II類］〔ピキ゚ゆしー、ピ
キ゚ゆしん〕〔ピキ゚ゆしリ゚まい...〕引き寄せる。船
を引き寄せる。

びきゆすキ゚ [bikijusɿkɿ]［名］［植］〔びきゆすキ゚
まい...〕すすきの一種。葉が細くて、棘がある。
縄を綯う材料として使われる。

びきら [bikira]［名］〔びき⸣らまい...〕男の独り
者。独身者。

びきリ゚ [bikiɭ]［名］〔びきリ゚まい...〕男性のこと。
男の兄弟。息子。

ピキ゚んギ [pɿkɿngɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚んぎー、ピ
キ゚んがん〕引き抜く。大根や人参を引き抜く。

杭を引き抜く。

ピキ゚んだす [pɿkɿndasɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚んだ
しー、ピキ゚んだしゃん〕引き出す。無理やりに

引き出す。

ピキ゚んなす [pɿkɿnnasɿ]［動 I類 c型］〔ピキ゚んな
しー、ピキ゚んなしゃん〕引きのける。

びぐ [bigu]［名］［植］〔び⸣ぐまい...〕いぐさ。筵・
茣蓙の材料。

びぐ [bigu]［名］［昆虫］〔び⸣ぐまい...〕蝉の幼
虫。くまぜみの幼虫。

ピくー [pɿkuː]［擬］〔ピくーてぃーまい...〕滑ら
かである様。【例】ピくーてぃー なし（滑らか

になしなさい）。

びぐーしゃーリ゚ [biguːɕaːɭ]［形］〔びぐー⸣しゃま
い...〕くすぐったい。【例】びぐーしゃん なら

ん（くすぐったくてたまらない）。

びぐーびぐ [biguːbigu]［重複］むずむずする。く
すぐったいこと。

ピぐす [pɿgusɿ]［名］〔ピぐ⸣すまい...〕火串。薪

の燃え具合を調節する棒。

ひくたりリ゚ [hikutariɭ]［動 II類 a型］〔ひくたり
ー、ひくたりん〕へこたれる。気力をなくす。

くじける。へたばる。【例】あっちゃんや ひく

たりリ゚（暑さにへこたれる）。

びぐっずー [biguddzɿː]［動 I類 a型］〔びぐっじ
ー、びぐっじゃん〕くすぐる。【例】びぐっじ

ー ばらーし（くすぐって笑わしなさい）。

びぐまーらす [bigumaːrasɿ]［動 I類 c型］〔びぐ
まーらしー、びぐまーらしゃん〕あざむく。馬

鹿にする。【例】だましー びぐまーらす（騙し

て馬鹿にする）。【類】「びーるくまーす」。

びぐまーリ゚ [bigumaːɭ]［動 I類 c型］〔びぐまー
りー、びぐまーらん〕落ち着かないでそわそわ

する。

ぴくまーリ゚ [pikumaːɭ]［動 I類 c型］〔ぴくまー
りー、ぴくまーらん〕めまいする。酒の飲みす

ぎ。

ピくみかす [pɿkumikasɿ]［動 I類 c型］〔ピくみか
しー、ピくみかしゃん〕滑らかにさせる。【例】

かーぐつう しゅしゅりー ぴくみかす（革靴

を磨いて滑らかにする）。

ピくみキ゚ [pɿkumikɿ]［動 I類 c型］〔ピくみきー、
ピくみかん〕金持ちになる。【類】「ふくみキ゚」。

ピくみリ゚ [pɿkumiɭ]［動 II類 c型］〔ピくみー、ピ
くみん〕滑らかにする。【例】ピくみー みーだ

（滑らかにしてごらん）。

びぐむっすぅ [bigumussu]［名］〔び⸣ぐむっすぅ
まい...〕いぐさむしろ。ござ。

ピぐらす [pɿgurasɿ]［動 I類 c型］〔ピぐらしー、
ピぐらしゃん〕冷やす。【例】うーヴヴぅリ゚る

ピぐらす（まくわうりを冷やす）。

びぐリ゚ [biguɭ]［動 I類 c型］〔びぐりー、びぐら
ん〕えぐる。くりぬく。刃物でえぐり取る。

ピぐリ゚ [pɿguɭ]［名］〔ピぐリ゚ま⸣い...〕冷えること。
冷めること。

ピぐリ゚あし [pɿguɭaɕi]［名］〔ピぐリ゚あ⸣しまい...〕
冷や汗。【例】ばキ゚だから ピぐリ゚あしぬ いで

ぃリ゚（脇から冷や汗が出る）。

ピぐリ゚かでぃ [pɿguɭkadi]［名］〔ピぐリ゚かでぃま
い...。ピぐリ゚か⸣でぃまい...〕冷たい風。寒気。
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寒風。冬の北風。

ピぐリ゚かでぃまーリ゚ [pɿguɭkadimaːɭ]［名］〔ピぐ
リ゚かでぃまーリ゚まい...〕寒気の急変。風向きが
急に変わる。寒冷前線の発生。

ピぐリ゚ちゃー [pɿguɭtɕaː]［名］〔ピぐリ゚ちゃーま
い...。ピぐリ゚ちゃ⸣ーまい...〕冷たいお茶。

ピぐリ゚みず [pɿguɭmidzɿ]［名］〔ピぐリ゚み⸣ずまい...〕
冷たい水。冷水。氷水とも言う。

ピぐリ゚むぬ [pɿguɭmunu]［名］〔ピぐリ゚む⸣ぬまい...〕
冷たいもの。冷やした食品。

ピぐリ゚ゆー [pɿguɭjuː]［名］〔ピぐリ゚ゆ⸣ーまい...〕
冷めた湯。冷めている湯。ぬるい湯。

ピぐリ゚らーリ゚ [pɿguɭɭaːɭ]［形］〔ピぐリ゚⸣らまい...〕
冷たい。【例】ピぐリ゚むぬ（冷たい食べ物）。ピ

ぐリ゚かでぃ（冷たい風）。

ピぐりリ゚ [pɿguriɭ]［動 II類 c型］〔ピぐりー、ピ
ぐりん〕冷える。【例】ゆねーんや ピぐりリ゚

（夜は冷える）。

ひぐる [higuru]［名］〔ひぐるまい...〕日頃。平
生。普段。【例】ひぐるから きたいる（日頃か

ら鍛えよ）。

ピぐるー [pɿguruː]［名］〔ピぐる⸣ーまい...〕冷た
い人。薄情な人。思いやりのない人。情けのな

い人。

ビけー [bɿkeː]［助］〜程。【例】ぬーまビけー て

ーぬ あリ゚（馬程に力がある）。うやビけー あ

ぱらぎしゃ ねーん（親ほどきれいではない）。

ピけーらす [pɿkeːrasɿ]［動 I 類 a 型］〔ピけーら
しー、ピけーらしゃん〕引き合わせる。反対方

向からのものを引き合わせる。男女の仲を引き

合わせる。

ピけーリ゚ [pɿkeːɭ]［動 II 類 a 型］〔ピけーりー、
ピけーりん〕反対方向からのものがつながる。

【例】いらうとぅ めーくぬ ピけーリ゚（伊良部

島と宮古島が繋がる）。【同】「ピけーりリ゚」。

ピげーリ゚ [pɿgeːɭ]［動 I類 c型］〔ピげーりー、ピ
げーらん〕潮が引きはじめる。潮が引いていく。

【例】しゅーや ピげーりった（潮は引きはじめ

た）。

ぴげーリ゚ [pigeːɭ]［動 I類 c型］〔ぴげーりー、ぴ
げーらん〕悪い考えをする。悪だくみをする。

悪がしこく振舞う。ずるがしこいことをする。

ぴげーリ゚むぬ [pigeːɭmunu]［名］〔ぴげーリ゚む⸣ぬ
まい...〕悪がしこい者。悪だくみする者。うそ
つき。信用できない者。

ピけーりリ゚ [pɿkeːriɭ]［動 II 類 a 型］〔ピけーり
ー、ピけーりん〕反対方向からのものがつなが

る。トンネルが両方からつながる。【同】「ピけ

ーリ゚」。

ピさ [pɿsa]［名］〔ピさまい...〕足。足首以下。【例】
ピさう きリ゚（足を痛める）。

ピさーす [pɿsaːsɿ]［動 I類 a型］〔ピさーしー、ピ
さーしゃん〕拾わす。【例】たむぬー ピさーす

（薪を拾わす）。ぐみう ピさーす（ゴミを拾わ

す）。

ピさうっすぅ [pɿsaussu]［名］〔ピさうっすぅま
い...〕後頭部の平たいこと。また、その人。

ピさかうしゃーリ゚ [pɿsakauɕaːɭ]［形］〔ピさかう⸣
しゃまい...〕足の裏が痒い。【同】「ピさこーし
ゃーリ゚」。

ピさかす [pɿsakasɿ]［動 I 類 c 型］〔ピさかしー、
ピさかしゃん〕平たくする。低くする。低める。

ピさかた [pɿsakata]［名］〔ピさかたまい...〕足
跡。

ピさきリ゚ [pɿsakiɭ]［名］〔ピさき⸣リ゚まい...〕足蹴
り。石ころ道で小石につまずくこと。

ピさきリ゚ [pɿsakiɭ]［動 II類 c型］〔ピさきー、ピ
さきん〕平たくする。平坦にする。【類】「ピさ

しゃなす」。

ピさこーしゃーリ゚ [pɿsakoːɕaːɭ]［形］〔ピさこー⸣
しゃまい...〕足の裏が痒い。【同】「ピさかうし
ゃーリ゚」。

ビさし [bɿsaɕi]［名］〔ビさしまい...〕家の柱を支
える石。礎石。土台となる石。

ピさしゃ なす [pɿsaɕa nasɿ]［連語］平たくする。
平坦にする。【類】「ピさきリ゚」。

ピさしゃーリ゚ [pɿsaɕaːɭ]［形］〔ピさ⸣しゃまい...〕
平たい。低い。

ピさじゅー [pɿsadʑuː]［名］［植］〔ピさじゅーま
い...〕ちしゃ。レタス。

ピさぬ ばた [pɿsanu bata]［名］〔ピさぬば⸣たま
い...〕足の裏。
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ピさばな [pɿsabana]［名］〔ピさばなまい...〕低い
鼻。

ピさぱんびム [pɿsapanbim]［名］〔ピさぱんび⸣ム
まい...〕平焼きてんぷら。

ピさふギ [pɿsafugɿ]［名］〔ピさふギまい...〕足首。
ピさふしゅ [pɿsafuɕu]［名］〔ピさふ⸣しゅまい...〕
足の汚れ。足の裏の汚れ。

ピさふつ [pɿsafutsɿ]［名］〔ピさふ⸣つまい...〕平
口。平たい口。またその人。

ピさます [pɿsamasɿ]［動 I類 c型］〔ピさましー、
ピさましゃん〕平たくする。低くする。低める。

【例】たたきー ピさます（叩いて低くする）。

ピさまずキ゚ [pɿsamadzɿkɿ]［名］〔ピさまずキ゚うま
い...〕ひざまずき。正座。【類】「ピさまずキ゚び
ー」。

ピさまずキ゚ [pɿsamadzɿkɿ]［動 I類］〔ピさまずき
ー、ピさまずかん〕〔ピさまずキ゚まい...〕ひざま
ずく。正座する。【例】ピさまずキ゚とぅい しゃ

ムしんゆ ピキ゚（ひざまずいて三線を弾く）。

ピさまずキ゚びー [pɿsamadzɿkɿbiː]［名］〔ピさまず
キ゚びーうまい...〕ひざまずき。正座。【類】「ピ
さまずキ゚」。

ピさみが [pɿsamiga]［名］［昆虫］〔ピ⸣さみが⸢ま
い...〕にーにーぜみ。あぶらぜみ。

ピさみリ゚ [pɿsamiɭ]［動 II類 c型］〔ピさみー、ピ
さみん〕平たくする。低くする。低める。

ピさム [pɿsam]［動 I類 c型］〔ピさみー、ピさま
ん〕平たくなる。低くなる。【例】ピさみった

（低くなった）。【類】「ビだム」。

ピさむギ [pɿsamugɿ]［名］〔ピさむギまい...〕平
⻨。押し⻨。精げた⻨を平たくして商品にした

もの。

ピさムビー [pɿsambɿː]［名］〔ピさムビ⸣ーまい...〕
足のしびれ。

ピさやー [pɿsajaː]［名］〔ピさやーまい...〕平屋。
ピさら [pɿsara]［名］〔ピさらんまい...〕平良。宮
古島市の中心地。

ぴし [piɕi]［名］［貝］〔ぴ⸣しまい...〕くろちょう
がい。

ぴし [piɕi]［名］〔ぴ⸣しまい...〕干瀬。【類】「ぐ
ー」。

ぴしあか [piɕiaka]［名］〔ぴしあ⸣かまい...〕薄毛。
ぴしあまム [piɕiamam]［名］〔ぴしあま⸣ムまい...〕
干瀬やどかり。

ぴしいた [piɕiita]［名］〔ぴしい⸣たまい...〕薄板。
ぴしーぴし [piɕiːpiɕi]［重複］とても薄いこと。
【例】ぴしーぴしぬ あか（薄い髪）。

ぴしうい [piɕiui]［名］〔ぴしう⸣いまい...〕間を
広く植えること。作物の間隔の広いこと。

ぴしギん [piɕigɿn]［名］〔ぴしギ⸣んまい...〕薄い
着物。夏の衣服。

びしくム [biɕikum]［名］［貝］〔びしく⸣ムまい...〕
りゅきゅうひばり貝。

ぴししゃーリ゚ [piɕiɕaːɭ]［形］〔ぴし⸣しゃまい...〕
薄い。密であない。濃厚でない。【例】ぴしぬ

ぬ（薄い布）。ぴしまキ゚（まばらに播くこと）。

ぴしちゃー [piɕitɕaː]［名］〔ぴしちゃ⸣ーまい...〕
薄いお茶。

ぴしなム [piɕinam]［名］〔ぴしな⸣ムまい...〕干
瀬にくだける波。

びしばリ゚がー [biɕibaɭgaː]［名］［井戸］〔びしばリ゚
がーまい...〕井戸の名。人工井戸。

ぴしムな [piɕimna]［名］［貝］〔ぴしム⸣なまい...〕
さざえ。ちょうせんさざえ。【類】「ムな」。

ぴしむぬ [piɕimunu]［名］〔ぴしむ⸣ぬまい...〕薄
いもの。【例】ぴしむぬどぅ ます（薄い方がよ

い）。

ピじゃう [pɿdʑau]［名］〔ピじゃ⸣うまい...〕火竿。
シートーヤーの窯（かま）に使う⻑い棒のこと。

【同】「ピじょー」。

ピじゃら [pɿdʑara]［名］〔ピじゃらまい...〕太陽
にさらされること。

ぴしゅ [piɕu]［名］〔ぴ⸣しゅまい...〕つむじ。【例】
ふたぴしゅ（二つのつむじ）。

ぴしゅ [piɕu]［名］〔ぴ⸣しゅまい...〕渦。どくろ。
【例】ぴしゅまキ゚（渦巻く）。

ピじゅー [pɿdʑuː]［名］〔ピじゅ⸣ーまい...〕一日。
一日の間。

ピじゅー [pɿdʑuː]［名］〔ピじゅ⸣ーまい...〕煙突。
ピじゅーが まーす [pɿdʑuːga maːsɿ]［名］〔ピじ
ゅー⸣が まーす⸢まい...〕一日中。

ぴしゆーがま [piɕijuːgama]［名］〔ぴしゆーが⸣ま
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まい...〕薄いお粥。
ピじゅーしゃーリ゚ [pɿdʑuːɕaːɭ]［形］火持ちが強
い。炭火が⻑持ちする。

びしゅくム [biɕukum]［名］［貝］〔びしゅく⸣ムま
い...〕ほそすじひばりがい。

ぴしゅまキ゚ [piɕumakɿ]［名］〔ぴしゅまキ゚⸣うま
い...〕渦巻き。渦巻くこと。つむじ風。蛇のど
くろ。

ピじょー [pɿdʑoː]［名］〔ピじょ⸣ーまい...〕火竿。
シートーヤーの窯（かま）に使う⻑い棒のこと。

【同】「ピじゃう」。

びしリ゚ [biɕiɭ]［動 II 類 c 型］〔びしー、びしん〕
座らせる。据える。建築工事に土台を据える。

ぴしんキ゚ [piɕinkɿ]［動 I類 c型］〔ぴしんきー、ぴ
しんかん〕押し込む。詰め込む。口の中にたく

さん食べ物を押し込む。【類】「うすんキ゚」。

ぴず [pidzɿ]［名］〔ぴずま⸣い...〕肘。【例】ぴず
ずキ゚（肘で突く）。

ビズぁす [bɿzasɿ]［動 I類 a型］〔ビズぁしー、ビ
ズぁしゃん〕座らせる。【例】わーらん ビズぁ

す（上の方に座らせる）。【類】「びーっす」。

ピすぃリ゚ [pɿsiɭ]［名］〔ピすぃリ゚まい...〕昼飯。昼
食。【類】「ピーまむぬ」。

ピすぅー [pɿsuː]［動 I類 a型］〔ピ゚せー、ピさー
ん〕拾う。【例】ぐみピすぅー（ゴミ拾い）。ピせ

ー（拾った）。じんゆ ピせー（お金を拾った）。

ピすぅーむぬ [pɿsuːmunu]［名］〔ピすぅーむ⸣ぬ
まい...〕拾いもの。拾得物。【例】ピすぅーむぬ
ー とぅどぅきリ゚（拾い物を届ける）。

ピすぅがらす [pɿsugarasɿ]［動 I類 c型］〔ピすぅ
がらしー、ピすぅがらしゃん〕広げる。畑を広

げる。

ピすぅがリ゚ [pɿsugaɭ]［動 I類 a型］〔ピすぅがり
ー、ピすぅがらん〕広がる。【例】ぱなすぬ ピ

すぅがリ゚（話が広がる）。すぐとぅぬ ピすぅが

リ゚（事業が広がる）。

ピすぅギ [pɿsugɿ]［名］〔ピすぅ⸣ギまい...〕広場。
ピすぅギ [pɿsugɿ]［名］〔ピすぅギま⸣い...〕平坦
地。広場。

ピすぅぎリ゚ [pɿsugiɭ]［動 II類 c型］〔ピすぅぎー、
ピすぅぎん〕広げる。畑を広げる。【例】しゃ

なう ピすぅぎリ゚（傘を広げる）。

ピすぅしゃ [pɿsuɕa]［名］〔ピすぅ⸣しゃまい...〕広
さ。大きさ。【例】やすキ゚ぬ ピすぅしゃ（屋敷

の広いこと）。

ピすぅしゃーリ゚ [pɿsuɕaːɭ]［形］〔ピすぅ⸣しゃま
い...〕広いこと。大きいこと。【例】ぱるぬ ピ

すぅしゃぬ（畑の広いことよ）。

ピすぅま [pɿsuma]［名］［鳥］〔ピすぅ⸣ままい...〕
ひよどり。

ピすぅまらす [pɿsumarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ピす
ぅまらしー、ピすぅまらしゃん〕広める。情報

を広める。

ピすぅまリ゚ [pɿsumaɭ]［動 I類 c型］〔ピすぅまり
ー、ピすぅまらん〕広まる。情報が広まる。【例】

ぱなすぬ ピすぅまリ゚（話が広まる）。【類】「ピ

すぅがリ゚」。

ピすぅみリ゚ [pɿsumiɭ]［動 II 類 c 型］〔ピすぅみ
ー、ピすぅみん〕広める。【例】すまふつう ピ

すぅみリ゚（島ことばを広める）。

ピすぅむぬ [pɿsumunu]［名］〔ピすぅむ⸣ぬまい...〕
広いこと。

ひずき [hidzɿki]［名］〔ひずきまい...〕日付。年
月日。【例】ひずきう かきー うき（日付を書

いておきなさい）。

ぴずキ゚ [pidzɿkɿ]［名］〔ぴず⸣キ゚まい...〕杼（ひ）。
梭。機織の縦糸の間を往復する道具。【類】「う

まふきかまふきめーらびがま」。

ぴずぐす [pidzɿgusɿ]［名］〔ぴずぐすまい...〕火鞭。
火の燃える具合を調節する棒。引っ掻き棒。

ぴずぐる [pidzɿguru]［名］〔ぴずぐ⸣るまい...〕肘
鉄砲。【例】ぴずぐるー ふぁーす（肘鉄砲をく

らわす）。

ぴずずキ゚ [pidzɿdzɿkɿ]［名］〔ぴずずキ゚まい...〕肘
付き。肘鉄砲。

ぴずぶ [pidzɿbu]［名］〔ぴず⸣ぶまい...〕肘が曲が
っていること。またその人。

びずる [bidzɿru]［名］〔びず⸣るまい...〕つまずい
て転ぼうとする様。膝から転ぶ様。

ピだ [pɿda]［名］〔ピだ⸣んまい...〕海浜。浜。浜
辺。砂浜。渚。【類】「ぱましゅふつ」。

ピだ [pɿda]［名］〔ピだまい...〕布や衣服のしわ。
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ピたー

【例】ピだゆリ゚べーキ゚ん（しわよりやすい着物）。

ピたー [pɿtaː]［擬］〔ピたーてぃーまい...〕平たい
こと。【例】ピたーてぃーぬ いム（静かな海）。

ピたーてぃーぬ すま（平たい島）。

ピたーか [pɿtaːka]［名］〔ピたー⸣かまい...〕ぼん
やり。気のきかないこと。【例】ピたーかう し

ー たつな（ぼんやりして立つな）。

ピたーかむぬ [pɿtaːkamunu]［名］〔ピたーかむ⸣
ぬまい...〕ぼんやり者。鈍感なこと。【例】ヴぇ
ぬ、ピたーかむぬ（おい、ぼんやり者め）。

ビだービだ [bɿdaːbɿda]［重複］低いことを強調す
ること。

ピだうー [pɿdauː]［名］〔ピだう⸣ーまい...〕浜辺
を追う。満潮時に浜辺に網で漁をすること。

ピだうり [pɿdauri]［名］〔ピだう⸣りまい...〕浜下
り。旧暦 3月 3日の海で遊ぶ行事。【類】「しゃ
につ」。

ピたきな [pɿtakina]［副］すぐさま。するや否や。
同時に。【例】かリ゚が キ゚とー ピたきな（彼が

来るやいなや）。【類】「ふたきな」。

ビだしゃーリ゚ [bɿdaɕaːɭ]［形］〔ビだ⸣しゃまい...〕
低い。【例】ビだピとぅ（身⻑の低い人）。ビだ

やー（低い家）。ビだすま（山のない島）。

ぴたしゃーリ゚ [pitaɕaːɭ]［形］〔ぴた⸣しゃまい...〕
下手。出来の悪いこと。【例】ぴたすぐとぅ（出

来の悪い仕事）。

ピだす [pɿdasɿ]［動 I類 c型］〔ピだしー、ピだし
ゃん〕干らす。ごはんを炊きあげる。鍋の中の

水分をなくする。潮が引いて魚が潮溜りに残さ

れることにも言う。【例】まイ゚う ピだす（ご飯

を炊き上げる）。イ゚ズぅぬ ピださいーリ゚（魚が

潮溜りに残されている）。

ぴだつ [pidatsɿ]［名］〔ぴだつま⸣い...〕隔て。仕
切りをすること。間を仕切ること。仕切り戸。

ぴだてぃ [pidati]［名］〔ぴだ⸣てぃまい...〕隔て
ること。仕切ること。区別する。分け隔てる。

ぴだてぃリ゚ [pidatiɭ]［動 II類 c型］〔ぴだてぃー、
ぴだてぃん〕隔てる。仕切る。区別する。差別

する。遠ざける。【例】みつう ぴだてぃリ゚（道

を隔てる）。【類】「ピだみリ゚」。

ビたなぎ [bɿtanagi]［名］〔ビたな⸣ぎまい...〕よ

い凪。【類】「じゃうどぅり」。「じょーどぅり」。

びたなぎ [bitanagi]［名］〔びたな⸣ぎまい...〕べ
た凪。風の止むこと。波の静かなこと。【例】き

ゅーぬ いムや びたなぎ（今日の海はべた凪

だ）。

ピだに [pɿdani]［名］〔ピだにまい...〕火種。燠
（おき）。炭火。【類】「うキ゚ー」。

ビだピとぅ [bɿdapɿtu]［名］〔ビだピ⸣とぅまい...〕
身⻑の低い人。

ぴたふしゅ [pitafuɕu]［名］〔ぴたふ⸣しゅまい...〕
へたくそ。つたないこと。【例】ぱなすぬ ぴた

ふしゅ（話がへたくそだ）。

ピだふつ [pɿdafutsɿ]［名］〔ピだふ⸣つまい...〕渚。
浜辺。陸と海との境界。

ピだま [pɿdama]［名］〔ピだままい...〕火の玉。
【類】「ういか」。

ビだます [bɿdamasɿ]［動 I類 a型］〔ビだましー、
ビだましゃん〕低くさせる。高さを調整して低

くする。【例】ういゆ キ゚すぃー ビだまし（上

の方を切って低くしなさい）。

ビだみリ゚ [bɿdamiɭ]［動 II類 a型］〔ビだみー、ビ
だみん〕低くする。高さを低くする。【例】た

たきー ビだみる（たたいて低くしなさい）。

ピだみリ゚ [pɿdamiɭ]［動 II類 c型］〔ピだみー、ピ
だみん〕隔てる。差別する。区別する。遠ざけ

る。【類】「ぴだてぃリ゚」。

ビだム [bɿdam]［動 I 類 a 型］〔ビだみー、ビだ
まん〕低くなる。【例】ういピとー ビだムどぅ

す（老人は低くなる）。

ビだむぬ [bɿdamunu]［名］〔ビだむぬまい...〕身
⻑の低いこと。また、その人。低い物。

ぴたむぬ [pitamunu]［名］〔ぴたむぬまい...〕下
手な人。不器用な人。言葉の下手な人。

ピだゆリ゚ [pɿdajuɭ]［動 I類 c型］〔ピだゆりー、ピ
だゆらん〕しわよる。しわになる。しわくしゃ

になる。

びだリ゚ [bidaɭ]［動 I類 a型］〔びだりー、びだら
ん〕いざる。膝を曲げたり尻を地につけて仕事

をすること。

ピだリ゚ [pɿdaɭ]［名］〔ピだリ゚まい...〕左。左側。左
利き。その人。
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ぴったーまったー

ピだリ゚てぃー [pɿdaɭtiː]［名］〔ピだリ゚てぃ⸣ーま
い...〕左手。左腕。

ピだリ゚ぱギ [pɿdaɭpagɿ]［名］〔ピだリ゚ぱギまい...。
ピだリ゚ぱ⸣ギまい...〕左足。左脚。

ピだリ゚まーリ゚ [pɿdaɭmaːɭ]［名］〔ピだリ゚まー⸣リ゚ま
い...〕左回り。左向き。

ピだリ゚まキ゚ [pɿdaɭmakɿ]［名］〔ピだリ゚ま⸣キ゚まい...〕
左巻き。頭の働きの鈍い人に言う。

ピだリ゚むぬ [pɿdaɭmunu]［名］〔ピだリ゚む⸣ぬまい...〕
左利きの人。

びだりリ゚ [bidariɭ]［動 II類 a型］〔びだりー、び
だりん〕尻をついて転ぶ。建造物が台風に倒れ

ることも言う。

びだリ゚わじゃ [bidaɭʋadʑa]［名］〔びだリ゚わ⸣じゃ
まい...〕座ってする仕事。

ピだリ゚んな [pɿdaɭnna]［名］〔ピだリ゚ん⸣なまい...〕
左縄。「すまふしゃら」の縄。悪除けの縄。

ピだれ [pɿdare]［名］〔ピだ⸣れまい...〕左利きの
人。

びつ [bitsɿ]［名］〔び⸣つまい...〕植物の梢の若い
部分。あだんの芯。さとうきびの芯。

びつ [bitsɿ]［名］〔びつ⸣ぬむぬ⸢まい...〕別。別の
物。別事情。特別。別人。別居。【例】びつぬ

むぬ（別のもの）。

ぴつ [pitsɿ]［名］〔ぴ⸣つまい...〕ひつ。ふたのつ
いた大きな箱。着物入れ。

ぴつ [pitsɿ]［名］［干支］〔ぴ⸣つまい...〕未。十二
支の八番目。未年。ぴつどぅい。羊。

ピっかいらす [pɿkkairasɿ]［動 I類 c型］〔ピっか
いらしー、ピっかいらしゃん〕ひっくり返す。

ひっかかリ゚ [hikkakaɭ]［動 I類 c型］〔ひっかかり
ー、ひっかからん〕引っかかること。木の枝に

引っかかる。だまされる。【例】かビとぅリ゚ぬ

きーん ひっかかリ゚（凧が木に引っかかる）。

ひっかきリ゚ [hikkakiɭ]［動 II類 c型］〔ひっかき
ー、ひっかきん〕引っかける。魚を釣る。女を

引っかける。誘惑する。【例】みどぅムゆ ひっ

かきリ゚（女をだます）。

ひっからぎリ゚ [hikkaragiɭ]［動 II類 c型］〔ひっ
からぎー、ひっからぎん〕着物の裾を腰までか

らげること。【例】みずたまリ゚んや ひっからぎ

リ゚（水溜りには裾をひっからげる）。

びつかんがい [bitsɿkangai]［名］〔びつかんが⸣い
まい...〕別考え。別に思うこと。別の事実。

ピっキ゚ー [pɿkkɿː]［動 I類 c型］〔ピっキ゚すぃー、
ピっキ゚さん〕引きちぎる。引き破る。引きむし

る。【例】いとぅ－ ピっキ゚ー（糸を引きむし

る）。

ピっくーす [pɿkkuːsɿ]［動 I類 a型］〔ピっくーし
ー、ピっくーしゃん〕引き抜く。引き起こす。

根こそぎ引き抜く。

ひっくす [hikkusɿ]［動 I 類 a 型］〔ひっくしー、
ひっくしゃん〕引っ越す。移住する。移転。転

居。【例】やーう ひっくす（住居を引っ越す）。

ひっくみリ゚ [hikkumiɭ]［動 II類 a型］〔ひっくみ
ー、ひっくみん〕引っ込める。手を引っ込める。

考えを引っ込める。【例】ぱなすう ひっくみリ゚

（話を止める）。

ひっくム [hikkum]［動 I 類 c 型］〔ひっくみー、
ひっくまん〕引っ込むこと。かくれること。人

に見られないこと。

ピっけーす [pɿkkeːsɿ]［動 I類 a型］〔ピっけーし
ー、ピっけーしゃん〕つなぎ合わせる。くっつ

ける。

ピっけーらす [pɿkkeːrasɿ]［動 I類 a型］〔ピっけ
ーらしー、ピっけーらしゃん〕引っ付ける。く

っ付ける。繋げる。紐を合わせる。二つ以上の

ものをまとめる。

ピっけーリ゚ [pɿkkeːɭ]［動 I類 a型］〔ピっけーり
ー、ピっけーらん〕つなぎ合う。くっつく。つ

ながる。

ぴっしゃ [piɕɕa]［名］〔ぴっ⸣しゃまい...〕筆者。
琉球王朝の書記官。訴杣山筆者（材木係）・耕

作筆者（農事係）・耕作仮筆者（農事係）の三

種。

びつずま [bitsɿdzɿma]［名］〔びつず⸣ままい...〕別
の島。他の島。他所の村。他所の里。他所の集

落。

ビった [bɿtta]［擬］〔ビったてぃーまい...〕軽く
抜ける様。大根が軽く引き抜ける様。【例】ビ

ったてぃー んぎー（軽く抜けた）。

ぴったーまったー [pittaːmattaː]［副］云々。言葉
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を中断して後を省略する。【例】「いムーけー

いかまんぎ なりー」「ぴったーまったー」（海

に行かないと...）。
ビったビった [bɿttabɿtta]［擬］〔ビったビったて
ぃーまい...〕軽く抜けること。

ビったみかす [bɿttamikasɿ]［動 I類 c型］〔ビっ
たみかしー、ビったみかしゃん〕軽く抜く。

ビったみキ゚ [bɿttamikɿ]［動 I類 c型］〔ビったみ
きー、ビったみかん〕軽く抜ける。

ぴっちー [pittɕiː]［名］〔ぴっち⸣ーまい...〕一日
中。終日。

ぴっちーが てぃまー [pittɕiːga timaː]［名］〔ぴっ
ちー⸣がてぃまー⸢まい...〕一日分の手間賃。日
当。【同】「ピとぅいがてぃまー」。

ぴっちーが まーす [pittɕiːga maːsɿ]［名］〔ぴっ
ちー⸣がまーす⸢まい...〕一日中。終日。朝から
夕方まで。

ぴっちゃ [pittɕa]［副］少し。少しのもの。量の
少ないこと。【同】「いぴーちゃ」。「いぴっち

ゃ」。「ぴーちゃ」。

ぴっちゃきリ゚ [pittɕakiɭ]［動 II類 c型］〔ぴっち
ゃきー、ぴっちゃきん〕破る。紙、衣服を破る。

衣服が壁の釘に当って破れる。【例】かビう ぴ

っちゃぎリ゚（紙を破る）。

ひっちゃら [hittɕara]［名］〔ひっちゃらまい...〕
へっちゃら。平気であること。

ピっつ [pɿttsɿ]［名］〔ピっ⸣つまい...〕一つ。一個。
一歳。

ピっつげーリ゚ [pɿttsɿgeːɭ]［名］〔ピっつげー⸣リ゚ま
い...〕一歳ちがい。一歳ちがいの兄弟。【例】ピ
っつげーリ゚る しー ムまりリ゚（一つちがいで

生まれる）。

ビってぃー [bɿttiː]［擬］〔ビってぃーてぃーま
い...〕急におどろくときのこと。思わずおどろ
くこと。【例】ぱうゆ みー ビってぃー うど

ぅるきー（蛇を見て思わず驚いた）。

ぴっとぅ [pittu]［名］〔ぴっ⸣とぅまい...〕釣の不
漁のことを言う。何も収穫もないこと。【類】「い

しゅぱぎ」。「ぱぎ」。

ぴつどぅい [pitsɿdui]［名］［干支］〔ぴつどぅい
まい...〕未年。未年生まれ。

ぴっとぅぴっとぅ [pittupittu]［擬］〔ぴっとぅぴ
っとぅてぃーまい...〕とてもすべり易いこと。
すべり台。

ぴっとぅみかす [pittumikasɿ]［動 I類 c型］〔ぴ
っとぅみかしー、ぴっとぅみかしゃん〕滑らせ

る。

ぴっとぅみキ゚ [pittumikɿ]［動 I類 c型］〔ぴっと
ぅみきー、ぴっとぅみかん〕滑りやすい。

びつなび [bitsɿnabi]［名］〔びつな⸣びまい...〕別
鍋。同じ家族が別々に料理すること。病人のた

めに特別に料理をすること。病人のいる家のこ

と。

ぴつぬイ゚ [pitsɿnuɿ]［名］［干支］〔ぴつぬイ゚まい...〕
未の日。

ぴつぬイ゚ぬ ピー [pitsɿnuɿnu pɿː]［名］［干支］〔ぴ
つぬイ゚ぬピーまい...〕未の日。

ぴつぬイ゚ムまり [pitsɿnuɿmmari]［名］［干支］〔ぴ
つぬイ゚ムま⸣りまい...〕未の日生まれ。未の日に
生まれた人。

ぴつぬてぃ [pitsɿnuti]［名］〔ぴつぬ⸣てぃまい...〕
未年。ひつじ年。ひつじ年生れ。

びっびー [bibbiː]［擬］さしばの鳴き声。【類】「び
っびーだか」。

びっびーだか [bibbiːdaka]［名］〔び⸣っびー⸢だか
まい...〕落ち鷹。はぐれ鷹。はぐれさしば。

びつびつ [bitsɿbitsɿ]［副］別々。それぞれ。各々。
各人。めいめい。

びっぴん [bippin]［名］〔びっぴ⸣んまい...〕別嬪。
美人。別品。

びつむんだい [bitsɿmundai]［名］〔びつむんだ⸣
いまい...〕別問題。直接には関係のない別の事
柄。

ぴつんてぃ [pitsɿnti]［名］［干支］〔ぴつんてぃま
い...〕未年。未年生まれ。

ピでぃイ゚ズぅ [pɿdiɿzu]［名］〔ピでぃイ゚⸣ズぅま
い...〕引き潮に沖に行かなかった魚。潮が引い
て残された魚。

ピてぃつ [pɿtitsɿ]［名］〔ピてぃ⸣つまい...〕一つ。
一個。一冊。一本。一つ心。

ピてぃつ なリ゚ [pɿtitsɿ naɭ]［連語］一つになる。
一緒になる。夫婦になる。結婚する。考えが一
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つになる。【類】「まーつきなリ゚」。

ピてぃつが ゆイ゚ [pɿtitsɿga juɿ]［名］〔ピてぃつ
⸣がゆイ゚⸢まい...〕一つちがいのこと。一年差の
子。年子。一つちがいで生まれること。【類】「ピ

てぃつみー」。

ピてぃつぐい [pɿtitsɿgui]［名］〔ピてぃつぐ⸣いま
い...〕一つ越え。一つ越し。一つ越しに生まれ
た子。

ピてぃっちゅ [pɿtittɕu]［名］〔ピてぃっ⸣ちゅま
い...〕同じ年輩。同窓。同級生。生まれが同じ
年のこと。【類】「あぐ」。

ピてぃつみー [pɿtitsɿmiː]［名］〔ピてぃつみ⸣ーま
い...〕一つちがい。一年目に生まれた子。年子。
【類】「ピてぃつがゆイ゚」。

ピてぃでぃ [pɿtidi]［名］〔ピてぃ⸣でぃまい...〕同
年。同年生れ。同級生。【類】「あぐ」。

ピでぃまー [pɿdimaː]［名］〔ピでぃまーまい...〕
日手間。日当。日雇いの賃金。

ピでぃリ゚ [pɿdiɭ]［名］〔ピでぃ⸣リ゚まい...〕火起こ
し器。火を起こす道具。

ピでぃリ゚ [pɿdiɭ]［名］〔ピでぃ⸣リ゚まい...〕傷跡。
皮ふの傷跡。

ピでぃリ゚ [pɿdiɭ]［動 II類 c型］〔ピでぃー、ピで
ぃん〕干く。潮が干く。干あがる。【例】しゅー

や ピでぃった（潮は干いた）。

ピでぃリ゚ [pɿdiɭ]［動 II 類 c 型］〔ピでぃー、ピ
でぃん〕水分がなくなる。鍋の汁がなくなる。

【例】なびぬ すろー ピでぃった（鍋の汁はな

くなった）。

ピでぃリ゚ [pɿdiɭ]［動 II類 c型］〔ピでぃー、ピで
ぃん〕（潮が引いて魚が潮溜に）残される。

びどぅ [bidu]［名］〔び⸣どぅまい...〕えさ。魚釣り
のえさ。人をだまして誘い込むことにも言う。

ピとぅ [pɿtu]［名］一つ。【例】ピとぅけーり（一
回）。ピとぅん（一度）。ピとぅてぃー（一つの

手）。ピとぅゆー（一夜）。ピとぅしゅ（一度目

の漁）。

ピとぅ [pɿtu]［名］〔ピとぅまい...〕人。人間。者。
他人。自分以外の者。【例】たまらピとぅ（多

良間の人）。ピとぅぬ すま（他人の里）。かぬ

ピとぅ（あの人）。

ピとぅあたリ゚ [pɿtuataɭ]［名］〔ピとぅあたリ゚ま
い...。ピとぅあた⸣リ゚まい...〕人当り。人つきあ
い。

ピとぅあんすん [pɿtuansɿn]［名］〔ピとぅあんす
⸣んまい...〕一安心。

ビどぅい [bɿdui]［名］［干支］〔ビどぅ⸣いまい...〕
亥年。いのしし年。十二支の十二番目。猪。

ピとぅい [pɿtui]［名］〔ピとぅ⸣いまい...〕一重。
【例】ピとぅいみーぬ かー（一重まぶた）。

ピとぅい [pɿtui]［名］〔ピとぅ⸣いまい...〕一日。
ひとひ。【例】あかピとぅい（たった一日）。【同】

「ピじゅー」。「ぴっちー」。

ピとぅいが てぃまー [pɿtuiga timaː]［名］〔ピと
ぅい⸣がてぃまー⸢まい...〕一日分の手間賃。日
当。【同】「ぴっちーがてぃまー」。

ピとぅいが まーす [pɿtuiga maːsɿ]［副］一日中。
終日。朝から夕方まで。【例】ピとぅいがまー

す ににー ぶリ゚（一日中寝ている）。【同】「ピ

じゅーがまーす」。「ぴっちーがまーす」。

ピとぅいキ゚ [pɿtuikɿ]［名］〔ピとぅい⸣キ゚まい...〕
一息。深呼吸すること。【例】ピとぅいキ゚しー

とぅり（一回の潜りで取って来い）。

ピとぅいギん [pɿtuigɿn]［名］〔ピとぅいギ⸣んま
い...〕一重の着物。

ピとぅいずム [pɿtuidzɿm]［名］〔ピとぅいず⸣ムま
い...〕一重積み。石垣の積み方。

ピとぅいちばい [pɿtuitɕibai]［名］〔ピとぅいちば
⸣いまい...〕人一倍。【例】ピとぅいちばい ぱ

たらキ゚むぬ（人一倍働き者）。

ピとぅいふつか [pɿtuifutsɿka]［名］〔ピとぅいふ
つ⸣かまい...〕一日二日。【例】ピとぅいふつか
とぅまり（一日二日泊りなさい）。

ピとぅいみーぬ かー [pɿtuimiːnu kaː]［名］〔ピ
とぅいみーぬか⸣ーまい...〕一重まぶた。

ピとぅうー [pɿtuuː]［名］〔ピとぅう⸣ーまい...〕一
隻。船の数単位。【例】めーくんけー ピとぅう

ー かゆー（宮古へは一隻通っている）。

ピとぅうヴヴぃ [pɿtuuvvi]［名］〔ピとぅうヴ⸣ヴ
ぃまい...〕人怯え。人をおそれる。【同】「ピと
ぅいヴヴぃ」。

ピとぅうーき [pɿtuuːki]［名］〔ピとぅうー⸣きま
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い...〕一桶。シートーヤーのきび汁を溜める桶
の一つ分。【例】ピとぅうーき ぬーまう ぱら

す（きび汁を一桶分馬を引かせる）。

ピとぅうくリ゚ [pɿtuukuɭ]［名］〔ピとぅうくリ゚ま
い...〕人送り。葬式。

ピとぅうしゃい [pɿtuuɕai]［名］〔ピとぅうしゃい
まい...〕人を馬鹿にする。侮る。いじめる。【例】
ピとぅうしゃいむぬイ゚ー（人を馬鹿にするよう

な話）。

ピとぅうしゅり [pɿtuuɕuri]［名］〔ピとぅうしゅ
⸣りまい...〕人恐れ。人怖れ。人怯え。【例】ピ
とぅうしゅりむぬ（人恐れのひどい者）。

ピとぅうっじ [pɿtuuddʑi]［名］〔ピとぅうっじま
い...。ピとぅうっ⸣じまい...〕人怖れ。人恐れ。
人怯え。【類】「ピとぅうヴヴぃ」。

ピとぅうどぅるキ゚ [pɿtuudurukɿ]［名］〔ピとぅう
どぅるキ゚まい...。ピとぅうどぅる⸣キ゚まい...〕一
度おどろく。びっくりする。二度と驚かないと

いうこと。

ピとぅうやまイ゚ [pɿtuujamaɿ]［名］〔ピとぅうや
まイ゚まい...〕人尊い。尊敬する。敬うこと。【例】
かれー ピとぅうやまイ゚ぬ ねーん（彼は敬う

ことを知らない）。

ピとぅかーリ゚むぬ [pɿtukaːɭmunu]［名］〔ピとぅか
ーリ゚むぬまい...〕人変り者。他人と変る者。変
人。

ピとぅがヴぇー [pɿtugaveː]［名］〔ピとぅがヴぇ⸣
ーまい...〕庶⺠のために行う儀式。スツウプナ
カに行われる。

ピとぅかうだキ゚ [pɿtukaudakɿ]［名］〔ピとぅかう
だキ゚まい...。ピとぅかうだ⸣キ゚まい...〕一抱き。
一抱え。手に持てるだけの量。【例】ピとぅか

うだキ゚ぬ ふしゃ（一抱き分の草）。

ピとぅかぎ [pɿtukagi]［名］〔ピとぅかぎまい...。
ピとぅか⸣ぎまい...〕人影。人の姿。【例】ピと
ぅかげー みーらいん（人の姿は見えない）。

ピとぅかた [pɿtukata]［名］〔ピとぅか⸣たまい...〕
人形。にんぎょう。人の形をしたもの。

ピとぅかたまリ゚ [pɿtukatamaɭ]［名］〔ピとぅかた
ま⸣リ゚まい...〕一塊。一つの集団。一つの群れ。
【例】たかぬ ピとぅかたまリ゚（さしばの一つの

群れ）。

ピとぅかたみ [pɿtukatami]［名］〔ピとぅかた⸣み
まい...〕一担ぎ。一回で担ぐだけの量。

ピとぅかなしゃ [pɿtukanaɕa]［名］〔ピとぅかな
しゃまい...〕人愛す。愛情。【例】ピとぅかなし
ゃピとぅ（人情深い人）。

ピとぅがぱな [pɿtugapana]［名］〔ピとぅがぱ⸣な
まい...〕優れた子ども。【同】「どぅすがぱな」。

ピとぅかまリ゚ [pɿtukamaɭ]［名］〔ピとぅかまリ゚ま
い...。ピとぅかま⸣リ゚まい...〕人嫌い。人間の集
まりに嫌気をさすこと。

ピとぅキ゚ー [pɿtukɿː]［名］〔ピとぅキ゚⸣ーまい...〕
一切れ。【例】ピとぅキ゚ーや にかん ふぁーし

（一切れは猫にあげなさい）。

ピとぅきヴヴぅリ゚ [pɿtukivvuɭ]［名］〔ピとぅきヴ
ヴぅ⸣リ゚まい...〕一軒。一軒家。

ピとぅキ゚すぃ [pɿtukɿsi]［名］〔ピとぅキ゚⸣すぃま
い...〕一切れ。【例】ピとぅキ゚すぃまい すてぃ

んな（一切れでも捨てるな）。

ピとぅキ゚すぃ [pɿtukɿsi]［名］〔ピとぅキ゚⸣すぃま
い...〕畑の一区画。【例】ぱるぬ ピとぅキ゚すぃ

（畑の一区画）。

ピとぅきない [pɿtukinai]［名］〔ピとぅきな⸣いま
い...〕一家族。一家内。一戸。一家庭。一所帯。
同じ家庭。

ピとぅくい [pɿtukui]［名］〔ピとぅく⸣いまい...〕
一声。一言。【例】うやが ピとぅくい（父の一

声）。

ピとぅくー [pɿtukuː]［名］〔ピとぅく⸣ーまい...〕
一個。卵、貝、かめなどに言う。【例】くがぬ

ピとぅくー（卵一個）。ムなぬ ピとぅくー（さ

ざえの一個）。ムしゅがみぬ ピとぅくー（味噌

がめの一個）。

ピとぅくだリ゚ [pɿtukudaɭ]［名］〔ピとぅくだリ゚ま
い...。ピとぅくだ⸣リ゚まい...〕一くだり。一曲。
一節。三味線の地謡に用いる。

ピとぅくとぅ [pɿtukutu]［名］〔ピとぅく⸣とぅま
い...〕一言。いちごん。【例】ピとぅくとぅ ぱ

なしー わーり（一言話して下さい）。

ピとぅくとぅ [pɿtukutu]［名］〔ピとぅく⸣とぅま
い...〕一事。一つの仕事。一つの出来事。【例】
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ピとぅくとぅ あムどー（一つの事件が起こる

ぞ）。

ピとぅぐとぅ [pɿtugutu]［名］〔ピとぅぐとぅま
い...〕人事。他人事。よそ事。自分に関係のな
いこと。

ピとぅくみ [pɿtukumi]［名］〔ピとぅく⸣みまい...〕
一組。一つの仲間。一揃い。【例】ぐにんピと

ぅくみ（5人で一組）。
ピとぅぐみ [pɿtugumi]［名］〔ピとぅぐみまい...〕
人ごみ。人の大集団。【例】ピとぅぐみぬ なか

（人混みの中）。

ピとぅくる [pɿtukuru]［名］〔ピとぅく⸣るまい...〕
一頃。あるとき。一時。以前あるとき。【例】ピ

とぅくるぬ いずェー ねーん（ひと頃の意地

はない）。

ピとぅくるす [pɿtukurusɿ]［名］〔ピとぅくるすま
い...〕人殺し。他人を殺すこと。

ピとぅけーん [pɿtukeːn]［名］〔ピとぅけー⸣んま
い...〕一度に。【例】ピとぅけーん ふーな（一

度に食べてしまうな）。

ピとぅしゃキ゚ [pɿtuɕakɿ]［名］〔ピとぅしゃキ゚んま
い...〕人先に。【例】ピとぅしゃキ゚ん しる（人

より先にやれ）。

ピとぅしゃすういび [pɿtuɕasɿuibi]［名］〔ピとぅ
しゃすうい⸣びまい...〕人差指。

ピとぅしゃだみ [pɿtuɕadami]［名］〔ピとぅしゃ
だ⸣みまい...〕人定め。人を確かめること。

ピとぅしゅるい [pɿtuɕurui]［名］〔ピとぅしゅる
⸣いまい...〕一揃え。【例】ピとぅしゅるい す

ないった（一揃えを準備した）。

ピとぅすかす [pɿtusɿkasɿ]［名］〔ピとぅすか⸣すま
い...〕人だまし。詐欺。

びどぅすキ゚ [bidusɿkɿ]［名］〔び⸣どぅすキ゚まい...〕
えさ取り。魚釣りのえさを取ること。浜のごか

い取り。

ピとぅすキ゚ [pɿtusɿkɿ]［名］〔ピとぅす⸣キ゚まい...〕
一式。一揃えのもの。

ピとぅすぐとぅ [pɿtusɿgutu]［名］〔ピとぅすぐと
ぅまい...。ピとぅすぐ⸣とぅまい...〕一仕事。片
仕事。仕事の終わっていないこと。【例】ピと

ぅすぐとぅ すまいーから（一仕事終わってか

ら）。

ピとぅすず [pɿtusɿdzɿ]［名］〔ピとぅす⸣ずまい...〕
一粒。一本。【例】まイ゚ぬ ピとぅすず（米の一

粒）。すっじゃぬ ピとぅすず（きびの一本）。

ピとぅすな [pɿtusɿna]［名］〔ピとぅす⸣なまい...〕
一品。一種類の品物。

ピとぅすま [pɿtusɿma]［名］〔ピとぅす⸣ままい...〕
同じ島。同郷。同じ故郷。【例】ピとぅすまぬ

ムまり（同じ島の生まれ）。

ピとぅずま [pɿtudzɿma]［名］〔ピとぅずままい...〕
人妻。他人の妻。

ピとぅずま [pɿtudzɿma]［名］〔ピとぅずままい...〕
他の島。よその島。他の地域。他の里。

ピとぅずまピとぅ [pɿtudzɿmapɿtu]［名］〔ピとぅ
ずまピとぅまい...〕他の島の人。よその人。外
国の人。

ピとぅずム [pɿtudzɿm]［名］〔ピとぅずムまい...〕
人詰め。人混み。大勢の人の混雑。【例】うと

ぅリ゚ピとぅずム（ひどい人混みだ）。

ピとぅそーどー [pɿtusoːdoː]［名］〔ピとぅそーど
⸣ーまい...〕一騒動。【例】ピとぅそーどー う

きリ゚（一騒動起きるぞ）。

ピとぅたーら [pɿtutaːra]［名］〔ピとぅたー⸣らま
い...〕一俵。【例】まみぬ ピとぅたーら（豆の

一俵）。【類】「いっぴゅー」。

ピとぅたイ゚ [pɿtutaɿ]［名］〔ピとぅた⸣イ゚まい...〕
一束。松明の一束のこと。

ピとぅたうかー [pɿtutaukaː]［名］〔ピとぅたうか
⸣ーまい...〕人一人。【例】ピとぅたうかー み

ーん（人一人も見えない）。【同】「ピとぅたう

けー」。

ピとぅたうけー [pɿtutaukeː]［名］〔ピとぅたうけ
⸣ーまい...〕人一人。【例】ピとぅたうけー み

ーん（人一人も見えない）。【同】「ピとぅたう

かー」。

ピとぅたき [pɿtutaki]［名］〔ピとぅたきまい...〕
人並み。普通の人のようであること。

ピとぅたぐ [pɿtutagu]［名］〔ピとぅた⸣ぐまい...〕
一桶。一桶分の水。

ピとぅだすき [pɿtudasɿki]［名］〔ピとぅだす⸣き
まい...〕人助け。奉仕。
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ピとぅだすけーどぅーたすき

ピとぅだすけー どぅーたすき [pɿtudasɿkeː duː-
tasɿki]［諺］人助けは身の助け。

ピとぅだに [pɿtudani]［名］〔ピとぅだにうまい...〕
人種。血統。遺伝。精子。卵子。

ピとぅたぬがき [pɿtutanugaki]［名］〔ピとぅたぬ
が⸣きまい...〕他人頼り。依頼。他人任せ。

ピとぅだぬム [pɿtudanum]［名］〔ピとぅだぬム
まい...。ピとぅだぬ⸣ムまい...〕人頼み。他人に
頼むこと。他人を雇うこと。他人の応援。

ピとぅたばリ゚ [pɿtutabaɭ]［名］〔ピとぅたば⸣リ゚ま
い...〕一束。草の一束。きびの一束。【例】ピと
ぅたばリ゚ん なし（一束にまとめなさい）。

ピとぅたま [pɿtutama]［名］〔ピとぅた⸣ままい...〕
一人分。一人の分け前。【例】ピとぅたまな ば

きる（一人分ずつ分けなさい）。

ピとぅだま [pɿtudama]［名］〔ピとぅだままい...〕
人魂。妖火。

ピとぅつーが [pɿtutsɿːga]［名］〔ピとぅつー⸣がま
い...〕一個。さつまいもの一個。【例】ピとぅつ
ーがまい すてぃんな（さつまいもの一個たり

とも捨てるな）。

ピとぅつかイ゚ [pɿtutsɿkaɿ]［名］〔ピとぅつかイ゚ま
い...。ピとぅつか⸣イ゚まい...〕人使い。他人を雇
うこと。他人の手伝いを必要とすること。【同】

「ピとぅつくー」。

ピとぅつがい [pɿtutsɿgai]［名］〔ピとぅつがいま
い...〕人ちがい。【類】「ピとぅまつがい」。

ピとぅつかム [pɿtutsɿkam]［名］〔ピとぅつか⸣ム
まい...〕一掴み。一握り。片手で握れるだけの
量。

ピとぅつキ゚ [pɿtutsɿkɿ]［名］〔ピとぅつ⸣キ゚まい...〕
一月。一ヶ月。一月の間。

ピとぅつずキ゚ [pɿtutsɿdzɿkɿ]［名］〔ピとぅつず⸣キ゚
まい...〕一続き。連結していること。一繋がり。
とぎれていないこと。

ピとぅつなギ [pɿtutsɿnagɿ]［名］〔ピとぅつな⸣ギ
まい...〕一つなぎ。一続き。つなぎ目のないこ
と。結び目のないこと。

ピとぅつぶ [pɿtutsɿbu]［名］〔ピとぅつ⸣ぶまい...〕
一坪。土地の面積の単位。1坪は 3.3平方メー
トル。

ピとぅつぶ [pɿtutsɿbu]［名］〔ピとぅつ⸣ぶまい...〕
一粒。一本。【例】まみぬ ピとぅつぶ（豆の一

粒）。しゃきがみぬ ピとぅつぶ（酒がめの一

本）。【類】「ピとぅすず」。

ピとぅてぃ [pɿtuti]［名］〔ピとぅてぃまい...。ピ
とぅ⸣てぃまい...〕一年。ひととせ。

ピとぅでぃー [pɿtudiː]［名］〔ピとぅでぃ⸣ーま
い...〕人手。他人の手。他人の所有。他人の働
き。【例】ピとぅでぃーん なりー（他人の手に

なった・他人の所有物になった）。ピとぅでぃ

ーう たぬム（他人の手伝いを頼む）。

ピとぅてぃが まーす [pɿtutiga maːsɿ]［副］一年
中。年中。終年。【例】ピとぅてぃがまーす や

みーリ゚（一年中病気している）。

ピとぅとぅーリ゚ [pɿtutuːɭ]［名］〔ピとぅとぅー⸣リ゚
まい...〕一通り。大体のこと。ざっと。【例】ピ
とぅとぅーリ゚すまい（一通り終わった）。

ピとぅとぅーリ゚ [pɿtutuːɭ]［名］〔ピとぅとぅーリ゚
まい...。ピとぅとぅー⸣リ゚まい...〕人通り。通り
道。人の往来すること。

ピとぅとぅくな [pɿtutukuna]［名］〔ピとぅとぅ
く⸣なまい...〕一ヶ所。一つの場所。一ところ。
同じ場所。【同】「ピとぅとぅくま」。【類】「ピ

とぅとぅくる」。

ピとぅとぅくま [pɿtutukuma]［名］〔ピとぅとぅ
く⸣ままい...〕一ヶ所。一つの場所。一ところ。
同じ場所。【同】「ピとぅとぅくな」。【類】「ピ

とぅとぅくる」。

ピとぅとぅくる [pɿtutukuru]［名］〔ピとぅとぅ
く⸣るまい...〕一ヶ所。一つの場所。一ところ。
同じ場所。【類】「ピとぅとぅくな」。「ピとぅと

ぅくま」。

ピとぅなび [pɿtunabi]［名］〔ピとぅな⸣びまい...〕
一鍋。一回目の鍋。シートーヤーの一回目の黒

糖の炊きあげ。

ピとぅなみ [pɿtunami]［名］〔ピとぅなみまい...〕
人並。世間並。【例】ピとぅなみん ぱたらき

（人並みに働け）。

ピとぅなム [pɿtunam]［名］〔ピとぅなムまい...〕
人並み。人の並び。

ピとぅなり [pɿtunari]［名］〔ピとぅなりまい...〕
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ピとぅぶどぅリ゚

人馴れ。人慣れ。人慣れしている動物。ペット。

ピとぅにー [pɿtuniː]［名］〔ピとぅに⸣ーまい...〕
一荷。一回目の荷。さとうきびを運搬する一回

目の車。

ピとぅにー [pɿtuniː]［名］〔ピとぅに⸣ーまい...〕
一本の根。大根、人参など根菜類の一本。

ピとぅにに [pɿtunini]［名］〔ピとぅに⸣にまい...〕
一寝。次の仕事までの間にちょっと寝る。【例】

ピとぅににう しーから すぐとぅー すー（ち

ょっと寝てから仕事にかかる）。【同】「ピとぅ

にん」。

ピとぅにん [pɿtunin]［名］〔ピとぅに⸣んまい...〕
一寝。次の仕事までの間にちょっと寝る。【例】

ピとぅにんゆ しーから すぐとぅー すー（ち

ょっと寝てから仕事にかかる）。【同】「ピとぅ

にに」。

ピとぅぬ あとぅ [pɿtunu atu]［名］〔ピとぅぬあ
⸣とぅまい...〕人の後。人の後方。【例】ピとぅ
ぬ あとぅん なリ゚な（人の後になるな）。

ピとぅぬ くい [pɿtunu kui]［名］〔ピとぅぬく⸣い
まい...〕人の声。【例】ピとぅぬ くいぬ すば

ゆ（人の声だよ）。

ピとぅぬ なー [pɿtunu naː]［名］〔ピとぅぬな⸣ー
まい...〕人の名前。名前。人名。【例】ピとぅぬ
なーう あびリ゚（人の名前を呼ぶ）。

ピとぅぬ なしゃけー まつが ぱーんどぅ つつ

ム [pɿtunu naɕakeː matsɿga paːndu tsɿtsɿm]［諺］
人の情は松の葉に包む。

ピとぅぬ ぬつ [pɿtunu nutsɿ]［名］〔ピとぅぬぬ⸣
つまい...〕人の命。人命。【例】ピとぅぬ ぬつ

ェー っさいん（人の命は分らない）。

ピとぅぬ ぱな [pɿtunu pana]［名］〔ピとぅぬぱ⸣
なまい...〕人の上。偉人になること。他人の上
に立つこと。指導者。

ピとぅぬ ふつ [pɿtunu futsɿ]［名］〔ピとぅぬふ⸣
つまい...〕人の口。うわさ。評判。【例】ピとぅ
ぬふつェー やなむぬ（うわさは怖い）。

ピとぅぬ まいび [pɿtunu maibi]［名］〔ピとぅぬ
まいびまい...。ピとぅぬまい⸣びまい...〕人のま
ね。人まね。

ピとぅぬ みー [pɿtunu miː]［名］〔ピとぅぬみ⸣ー

まい...〕人の目。はた目。他人の目。用心する
こと。

ピとぅぬ むぬ [pɿtunu munu]［名］〔ピとぅぬむ
⸣ぬまい...〕人のもの。他人のもの。

ピとぅぬ むぬイ゚ー [pɿtunu munuɿː]［名］〔ピとぅ
ぬむぬイ゚⸣ーまい...〕他人の言うこと。うわさ。

ピとぅぬ やー [pɿtunu jaː]［名］〔ピとぅぬや⸣ー
まい...〕他人の家。人の住んでいる家。

ピとぅばーき [pɿtubaːki]［名］〔ピとぅばー⸣きま
い...〕一つのざる分。ざる一杯分。

ピとぅぱく [pɿtupaku]［名］〔ピとぅぱ⸣くまい...〕
一箱。一箱分。【例】ピとぅぱくぬ たうふ（豆

腐の一箱）。

ピとぅぱずかすしゃーリ゚ [pɿtupadzɿkasɿɕaːɭ]［形］
〔ピとぅぱずかす⸣しゃまい...〕世間体。恥ずか
しいこと。

ピとぅぱだ [pɿtupada]［名］〔ピとぅぱ⸣だまい...〕
一時。一頃。片時。【例】ピとぅぱだー もーき

ー（一頃は儲かった）。

ピとぅぱな [pɿtupana]［名］〔ピとぅぱ⸣なまい...〕
一時。一頃。片時。【例】ピとぅぱなしゃキ゚（花

の咲くのは一時だ）。

ピとぅばらーす [pɿtubaraːsɿ]［名］〔ピとぅばらー
すまい...。ピとぅばらー⸣すまい...〕他人を笑わ
せること。

ピとぅばるー [pɿtubaruː]［名］〔ピとぅばるーま
い...〕他人を笑うこと。

ピとぅびらイ゚ [pɿtubiraɿ]［名］〔ピとぅびらイ゚ま
い...〕他人つきあい。交際。

ピとぅふーしゃば [pɿtufuːɕaba]［名］〔ピとぅふ
ーしゃ⸣ばまい...〕人喰い鮫。

ピとぅふぇー [pɿtufeː]［名］〔ピとぅふぇ⸣ーま
い...〕人喰い。危険を感じた時にいう。【例】く
ぬ ピとぅふぇーや（この野郎は）。

ピとぅふくる [pɿtufukuru]［名］〔ピとぅふく⸣る
まい...〕一袋。一袋分。

ピとぅふつ [pɿtufutsɿ]［名］〔ピとぅふ⸣つまい...〕
一口。一度に口に入れるだけの大きさ・量。

ピとぅぶどぅリ゚ [pɿtubuduɭ]［名］〔ピとぅぶどぅ
⸣リ゚まい...〕一跳び。一飛び。【例】やまとぅま
い ピとぅぶどぅリ゚（本土までも一飛びだ）。
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ピとぅふに

ピとぅふに [pɿtufuni]［名］〔ピとぅふ⸣にまい...〕
一つの船。同じ船。一緒の船。共同体の意味。

【類】「ゆぬふに」。

ピとぅぶに [pɿtubuni]［名］〔ピとぅぶにまい...。
ピとぅぶ⸣にまい...〕人骨。

ピとぅまーリ゚ [pɿtumaːɭ]［名］〔ピとぅまー⸣リ゚ま
い...〕一回り。一回目を終わる。

ピとぅまい [pɿtumai]［名］〔ピとぅまいまい...〕
人前。群衆。【例】ピとぅまいんけー んでぃる

（人前に出よ）。

ピとぅまかす [pɿtumakasɿ]［名］〔ピとぅまかす
まい...〕他人任せ。他人に任せること。

ピとぅます [pɿtumasɿ]［名］〔ピとぅますまい...〕
人々の列。人々の並んでいること。

ピとぅまた [pɿtumata]［名］〔ピとぅま⸣たまい...〕
一股。一歩。一足。【例】ピとぅまたどぅ あリ゚

（すぐ近くだ）。

ピとぅまたうがム [pɿtumataugam]［名］〔ピとぅ
ま⸣たうがムまい...〕ひとまた御願所。ひとま
た御嶽。塩川の八月おどり場。

ピとぅまつ [pɿtumatsɿ]［名］〔ピとぅまつまい...。
ピとぅま⸣つまい...〕人待ち。他人を待つこと。

ピとぅまとぅみ [pɿtumatumi]［名］〔ピとぅまと
ぅ⸣みまい...〕一まとめ。一括。総括。全て。

ピとぅみ [pɿtumi]［名］〔ピとぅ⸣みまい...〕一目。
ちらっと見ること。【例】ピとぅみーしー すー

（一目でわかる）。

ピとぅみ [pɿtumi]［副］一緒。共同。諸共。【類】
「まーつき」。

ピとぅみ なリ゚ [pɿtumi naɭ]［連語］一緒になる。
結婚する。夫婦になる。

ピとぅみー [pɿtumiː]［名］〔ピとぅみ⸣ーまい...〕
人を見ること。他人に教わる。他人を参考にす

る。

ピとぅみーやらび [pɿtumiːjarabi]［名］〔ピとぅみ
ーやら⸣びまい...〕人をじっと見る子ども。人
見知り。

ピとぅみつ [pɿtumitsɿ]［名］〔ピとぅみつまい...〕
人道。人の道。道筋。一つの道。

ピとぅみぱな [pɿtumipana]［名］〔ピとぅみぱ⸣な
まい...〕顔がそっくりなこと。うり二つ。

ピとぅむかす [pɿtumukasɿ]［名］〔ピとぅむか⸣す
まい...〕一昔。過ぎた日のこと。過ぎた年月。

ピとぅむとぅ [pɿtumutu]［名］〔ピとぅむ⸣とぅま
い...〕一本（ひともと）。一株。一つの根。一
つの根元。【例】ピとぅむとぅから ばかーりー

（一本の根元から分かれる）。

ピとぅムに [pɿtumni]［名］〔ピとぅム⸣にまい...〕
一群れ。

ピとぅむリ゚た [pɿtumuɭta]［名］〔ピとぅむリ゚⸣たま
い...〕一群れ。一塊。群集。集会。

ピとぅむリ゚つキ゚ [pɿtumuɭtsɿkɿ]［名］〔ピとぅむリ゚
つキ゚まい...。ピとぅむリ゚つ⸣キ゚まい...〕一ヶ所に
まとまっていること。

ピとぅめー [pɿtumeː]［名］〔ピとぅめーまい...〕
人の前。公衆の前。人の集団の意。

ピとぅゆー [pɿtujuː]［名］〔ピとぅゆ⸣ーまい...〕
一夜。一晩。【例】ピとぅゆーや とぅまりー

（一晩泊った）。

ピとぅゆーが まーす [pɿtujuːga maːsɿ]［副］一夜
通し。夜通し。一晩中。【例】ピとぅゆーがま

ーす あみぬ っふィ゚（一晩中雨が降る）。

ピとぅゆくー [pɿtujukuː]［名］〔ピとぅゆくーま
い...。ピとぅゆく⸣ーまい...〕一休み。【例】ピ
とぅゆくー しーから ぱずみる（一休みして

から始めよ）。

ピとぅゆだ [pɿtujuda]［名］〔ピとぅゆ⸣だまい...〕
一枝。【例】きーぬ ピとぅゆだ（木の一枝）。

ピとぅゆム [pɿtujum]［名］〔ピとぅゆ⸣ムまい...〕
一読み。機織の縦糸の数。一読みは 80本。「か
しかき」の舞踊には 7読みと 20読みと歌う。

びとぅらす [biturasɿ]［動 I類 c型］〔びとぅらし
ー、びとぅらしゃん〕満足させる。満腹させる。

【例】びとぅらすけ ふぁーしー（満足させるま

でたべさせた）。

ピとぅリ゚まつまつ [pɿtuɭmatsɿmatsɿ]［名］〔ピと
ぅ⸣リ゚まつまつまい...〕一人待ち待ち。待ち合わ
せをそれぞれの場所で待つこと。

ピとぅリ゚みーみー [pɿtuɭmiːmiː]［連語］お互いに
見合う。【類】「たうかーみーみー」。「とーかー

みーみー」。

ピとぅリ゚むつむつ [pɿtuɭmutsɿmutsɿ]［連語］助け
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ぴばつ

合い。

びとぅりリ゚ [bituriɭ]［動 II類 c型］〔びとぅりー、
びとぅりん〕満足する。満腹する。【例】びと

ぅりリ゚け ふーたム（満足するまで食べた）。

ピとぅリ゚る [pɿtuɭɭu]［名］〔ピとぅリ゚⸣るまい...〕
一尋。⻑さの単位。両手を広げた⻑さ。

ピとぅん [pɿtun]［名］〔ピとぅ⸣んまい...〕一度。
一回。【例】ピとぅんまい ふたんまい（一度も

二度も）。ピとぅんなー（一度づつ）。ピとぅん

なーどー（一度づつだぞ）。

ピとぅんけー うす [pɿtunkeː usɿ]［連語］他人へ
押しつける。責任を他人に押しつける。

ピとぅんけー みぱな [pɿtunkeː mipana]［連語］
他人への顔向け。面目。

ピなー [pɿnaː]［名］〔ピな⸣ーまい...〕火縄。火種
用の束。埋み火。翌朝まで畑に土をかぶせてお

く火種縄。

ピなーう やーしーどぅ むくーばー とぅリ゚ [pɿ-
naːu jaːɕiːdu mukuːbaː tuɭ]［諺］火縄を結わせて
婿を取る。

ピなか [pɿnaka]［名］〔ピなかまい...〕日中。昼
間。

ピなかいリ゚ [pɿnakaiɭ]［動 I類］〔ピなかいりー、
ピなかいらん〕〔ピ⸣なかいりー ⸢ぶリ゚〕ひっく
り返る。驚きを表現する様。

ぴならす [pinarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぴならしー、
ぴならしゃん〕減らす。少なくする。【例】ふ

ぇー ぴならす（食べて減らす）。

ぴなリ゚ [pinaɭ]［動 I類 a型］〔ぴなりー、ぴなら
ん〕減る。少なくなる。【例】ふーたかー ぴな

リ゚どぅす（食べたら減る）。

びに [bini]［名］〔び⸣にまい...〕紅。口紅。食紅。
【例】びにう つきー ぶどぅらす（口紅をつけ

て躍らせる）。【同】「べに」。

ひにくりむぬ [hinikurimunu]［名］〔ひにくりむ
⸣ぬまい...〕ひねくれ者。性格的にひねくれた
者。

ひにくりリ゚ [hinikuriɭ]［動 II類 c型］〔ひにくり
ー、ひにくりん〕ひねくれる。ねじける。素直

でない。【例】ひにくりやらび（ひねくれた子

供）。

びにつ [binitsɿ]［名］〔びにつまい...〕微熱。熱の
ちょっと高いこと。

ピにつ [pɿnitsɿ]［名］〔ピにつまい...〕日にち。日
数。

ピにリ゚ [pɿniɭ]［動 I類 c型］〔ピにりー、ピにら
ん〕ねじる。捻る。こよりを作る。糸をひねる。

撚る。【例】ういびしー ピにリ゚（指先でひね

る）。

ビぬイ゚ [bɿnuɿ]［名］［干支］〔ビぬ⸣イ゚まい...〕亥
の日。

ビぬイ゚ぬ ピー [bɿnuɿnu pɿː]［名］［干支］〔ビぬ
イ゚⸣ぬピーまい...〕亥の日。

ビぬイ゚ムまり [bɿnuɿmmari]［名］［干支］〔ビぬ
イ゚ムま⸣りまい...〕亥の日生まれ。亥の日に生ま
れた人。

ピぬか [pɿnuka]［名］〔ピぬかまい...〕太陽の近
くの雲にできる虹のようなもの。

ピぬかム [pɿnukam]［名］〔ピぬか⸣ムまい...〕火
の神。

ビぬてぃ [bɿnuti]［名］［干支］〔ビぬ⸣てぃまい...〕
亥の日。

ピぬてぃ [pɿnuti]［名］〔ピぬ⸣てぃまい...〕火の
手。炎（ほのお）。

ピぬムー [pɿnumm]［動 I類 c型］〔ピぬムみー、
ピぬムまん〕火に当たる。暖を取る。

ピぬむぬしゃうず [pɿnumunuɕaudzɿ]［名］〔ピぬ
むぬしゃう⸣ずまい...〕虫払いの行事。【同】「ピ
ぬむぬしょーず」。【類】「うぷり」。

ピぬむぬしょーず [pɿnumunuɕoːdzɿ]［名］〔ピぬ
むぬしょー⸣ずまい...〕虫払いの行事。【同】「ピ
ぬむぬしゃうず」。【類】「うぷり」。

ピぬムます [pɿnummasɿ]［動 I類 c型］〔ピぬム
ましー、ピぬムましゃん〕火に当てる。暖を取

らせる。

びばキ゚ [bibakɿ]［動 I類 c型］〔びばきー、びばか
ん〕吐く。胃のものを吐く。

びばくー [bibakuː]［動 I類 c型］〔びばけー、び
ばかん〕胸がむかつく。吐こうとしている。

ピばす [pɿbasɿ]［名］〔ピば⸣すまい...〕火箸。炭
火を挟むもの。木の枝を使用した。

ぴばつ [pibatsɿ]［名］〔ぴば⸣つまい...〕火鉢。
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ぴばつぐーしゅ

ぴばつぐーしゅ [pibatsɿguːɕu]［名］［植］〔ぴば⸣
つぐーしゅまい...〕ひはつもどき。香辛料。

ぴびしゃーリ゚[pibiɕaːɭ]［形］〔ぴび⸣しゃまい...〕遠
慮深い。考えが小さい。ものごとにこまかい。

ビふてぃら [bɿfutira]［名］〔ビふてぃ⸣らまい...〕
火の粉。

ピぶり [pɿburi]［名］〔ピぶ⸣りまい...〕灯ぼれ。照
明に蛾が飛んでくること。

ひま [hima]［名］〔ひままい...〕唐胡麻。種子か
らひまし油を取る。その種には猛毒のリシンが

ある。

ピまき [pɿmaki]［名］〔ピま⸣きまい...〕日負け。
日焼け。

ぴむ [pimu]［名］〔ぴむまい...〕旱魃。日照り続
き。

ビムー [bɿmm]［擬］勢いよく回る様。回転の速
い様。物体の動きが速い様。勢いのよい様。【例】

くーるー ビムーてぃー まーす（独楽を勢い

良く回す）。

ピムー [pɿmm]［動 I類 c型］〔ピムみー、ピムま
ん〕しびれる。足がしびれる。

ピムー [pɿmm]［動 I類 a型］〔ピムみー、ピムま
ん〕ねじれる。反り返る。

ぴむじゃら [pimudʑara]［名］〔ぴむじゃらまい...〕
日照り続き。日照りが続いている状態。

ぴむじゃらどぅキ゚ [pimudʑaradukɿ]［名］〔ぴむじ
ゃ⸣らどぅキ゚まい...〕干ばつが続く時期。

ピムまがリ゚ [pɿmmagaɭ]［動 I類 c型］〔ピんまが
りー、ピんまがらん〕ひん曲る。力強く曲げら

れる。

ぴむまき [pimumaki]［名］〔ぴむまきまい...〕草
などが日照りにしなびること。

ピムまぎリ゚ [pɿmmagiɭ]［動 II類 c型］〔ピんまぎ
ー、ピんまぎん〕ひん曲げる。力強く曲げるこ

と。事実をねじ曲げる。釣り竿が強く曲がる。

【例】てぃっきんゆ ピんまぎリ゚（鉄筋を曲げ

る）。

ピムます [pɿmmasɿ]［動 I類 a型］〔ピムましー、
ピムましゃん〕ねじる。ねじらせる。反り返す。

ビムまビムま [bɿmmabɿmma]［擬］〔ビムまビム
まてぃー...〕頭がひどく痛いこと。

ビムまみかす [bɿmmamikasɿ]［動 I類 c型］〔ビ
ムまみかしー、ビムまみかしゃん〕頭をひどく

痛くする。

ビムまみキ゚ [bɿmmamikɿ]［動 I類 c型］〔ビムま
みきー、ビムまみかん〕頭がひどく痛い。

ビムみかす [bɿmmikasɿ]［動 I類 c型］〔ビムみか
しー、ビムみかしゃん〕勢いよく回す。速く回

す。

ビムみキ゚ [bɿmmikɿ]［動 I類 c型］〔ビムみきー、
ビムみかん〕勢いよく回る。速く回る。勢いが

激しい。

ぴら [pira]［名］〔ぴ⸣らまい...〕へら。農業の道
具。主として除草に使用する。【例】ぴらとぅ

リ゚（箆で農作業をすること）。ぴらしー しゃヴ

ヴィ゚（箆で耕作する）。

ぴらイ゚ [piraɿ]［名］〔ぴら⸣イ゚まい...〕付き合い。
交際。

びらかす [birakasɿ]［動 I 類 c 型］〔びらかしー、
びらかしゃん〕仰向けにさせる。大の字にさせ

る。【例】びらかしー ににっすぃ（仰向けに寝

かせよ）。

ひらがな [hiragana]［名］〔ひらがなまい...〕平仮
名。

ひらキ゚ [hirakɿ]［動 I類 c型］〔ひらきー、ひらか
ん〕開く。発展させる。【例】やまう ひらきー

（山を開墾した）。

ひらき [hiraki]［名］〔ひらきまい...〕開き。発展。
差。

びらキ゚ [birakɿ]［動 I類 c型］〔びらきー、びらか
ん〕仰向けに寝る。大の字になる。【例】ぱりー

きー びらきー（走ってきて仰向けに寝る）。

ひらきリ゚ [hirakiɭ]［動 II類 a型］〔ひらきー、ひ
らきん〕開ける。発展する。【例】すまぬ ひら

きリ゚（島が発展する）。かながいゆリ゚らー ひら

きった（昔より発展した）。

びらきリ゚ [birakiɭ]［動 II類 c型］〔びらきー、び
らきん〕仰向けになる。大の字になる。寝転が

る。

びらす [birasɿ]［動 I類 c型］〔びらしー、びらし
ゃん〕塗らす。塗料を塗らせる。漆喰を塗らせ

る。【例】ぺんきう びらす（ペンキを塗らす）。
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ぴんぎぬーま

ぴらずー [piradzɿː]［名］〔ぴらず⸣ーまい...〕へ
ら・鎌・砥石などを入れる袋。

ぴらずか [piradzɿka]［名］〔ぴらずかまい...〕へ
らの柄。

びらふ [birafu]［名］〔びらふまい...〕ざる。【類】
「てぃリ゚」。

ぴらふ [pirafu]［名］〔ぴらふまい...〕寒さ。寒気。
寒波。冬将軍。冷え込み。

ぴらふぬ すー [pirafunu sɿː]［名］〔ぴらふぬす⸣
ーまい...〕寒さの巣。冬の黒雲のこと。冬将軍。
寒さの来る前触れ。

びリ゚ [biɭ]［動 I類 c型］〔びりー、びらん〕塗る。
塗装。【例】ぺんきう びリ゚（ペンキを塗る）。ム

たう びリ゚（土を塗る）。

ぴリ゚ [piɭ]［名］［植］〔ぴリ゚まい...〕にんにく。
ぴり [piri]［名］〔ぴりまい...〕畳のへり。
ぴリ゚ずき [piɭdzɿki]［名］〔ぴリ゚ずきまい...〕にん
にく漬け。

びリ゚んキ゚ [biɭnkɿ]［動 I類 c型］〔びリ゚んきー、び
リ゚んかん〕塗り込む。すり込む。【例】あなう

びリ゚んきー ふしゃギ（穴にすり込んで塞ぐ）。

ひる [hiru]［助数］尋。⻑さの単位。1尋は大人
の両手を広げた⻑さ。【同】「リ゚る」。

ピる [pɿru]［名］〔ピるまい...〕昼。昼間。日の出
から日没まで。

ビるー [bɿruː]［擬］白光している様。
ピるー [pɿruː]［動 I類 c型］〔ピれー、ピらーん〕
つきあう。交際する。【例】とぅなリ゚ピるー（隣

つきあい。近所つきあい）。

ピるしゃなか [pɿruɕanaka]［名］〔ピるしゃなか
まい...〕真昼間。ひるさなか。

ピるぬ すかま [pɿrunu sɿkama]［名］〔ピるぬす
か⸣ままい...〕昼の仕事。

ビるビる [bɿrubɿru]［擬］白くつやある様。
ピるますぐとぅ [pɿrumasɿgutu]［名］〔ピる⸣ます
ぐとぅまい...〕珍しいこと。

ピるますしゃーリ゚ [pɿrumasɿɕaːɭ]［形］〔ピるます
⸣しゃまい...〕不思議。珍しい。奇妙。【例】ピ
るますぱなす（不思議な話）。ピるますくとぅ

ぬ いでぃリ゚（珍しい事が起きる）。

ピるますむぬ [pɿrumasɿmunu]［名］〔ピるま⸣す

むぬまい...〕不思議なこと。珍しいこと。
ビるみキ゚ [bɿrumikɿ]［動 I類 c型］〔ビるみきー、
ビるみかん〕白くつやがある。

ピるみリ゚ [pɿrumiɭ]［動 II類 c型］〔ピるみー、ピ
るみん〕広める。宣伝する。【例】すまムーな

ピるみリ゚（島全体に広める）。【同】「ピすぅみ

リ゚」。

ビん [bɿn]［名］〔ビ⸣んまい...〕瓶。【例】しゃき
ビん（酒瓶）。いっしゅビん（一升瓶）。

ビん [bɿn]［名］〔ビ⸣んまい...〕便。たより。【例】
ふなビん（船便）。ビんぐとぅ（便ごとに）。

びん [bin]［名］〔び⸣んまい...〕弁。言葉。【例】び
んぐし（弁護士）。びんぬ たつ（弁が立つ）。

ピん [pɿn]［名］辺。あたり。【例】うぬ ピん（そ

のあたり。あの頃）。うぬ ピんや うぷかでぃ

どぅ あたリ゚（その頃は台風だった）。

びんかい [binkai]［名］〔びんか⸣いまい...〕弁解。
いいわけ。【例】びんかいゆ すな（言い訳をす

るな）。

ピんかいリ゚ [pɿnkaiɭ]［動 I類 c型］〔ピんかいり
ー、ピんかいらん〕反り返る。よじれる。【例】

いたぬ ピんかいリ゚（板が反り返る）。

ぴんがす [pingasɿ]［動 I類 c型］〔ぴんがしー、ぴ
んがしゃん〕逃す。取り逃がす。【例】ぱとぅ

ー ぴんがす（鳩を逃がす）。

ピんがん [pɿngan]［名］〔ピんが⸣んまい...〕彼岸。
春分。秋分。暑さも寒さも彼岸まで。昼の⻑さ

と夜の⻑さが同じ。【同】「ピがん」。

ビんキ゚ [bɿnkɿ]［動 I類 c型］〔ビんきー、ビんか
ん〕廃れる。おちぶれる。【例】すぐとぅぬ ビ

んきー（仕事が廃れる）。

ピんキ゚ [pɿnkɿ]［名］［病］〔ピんキ゚まい...〕ぜんそ
く。

ぴんぎ [pingi]［名］〔ぴんぎま⸣い...〕逃げること。
逃亡。

ぴんぎうす [pingiusɿ]［名］〔ぴんぎう⸣すまい...〕
逃げた牛。飼い主から逃げ回る牛。

ひんきつ [hinkitsɿ]［名］〔ひんき⸣つまい...〕貧
血。

ぴんぎぬーま [pinginuːma]［名］〔ぴんぎぬー⸣ま
まい...〕逃げた馬。飼い主から逃げ回る馬。
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ぴんぎまーリ゚

ぴんぎまーリ゚ [pingimaːɭ]［動 I類］〔ぴんぎまー
りー、ぴんぎまーらん〕〔ぴんぎまーリ゚まい...〕
逃げ回る。【例】ぬすどぅぬ ぴんぎまーリ゚（盗

人が逃げ回る）。

ぴんぎむぬ [pingimunu]［名］〔ぴんぎむ⸣ぬま
い...〕逃げる者。仕事をなまけて逃げ回る人。
〈ぴんぎぬーま〉とも言う。

ビんきリ゚ [bɿnkiɭ]［動 II類 c型］〔ビんきー、ビ
んきん〕廃れる。落ちぶれる。【例】しゃきう

ぬみー ビんきリ゚（酒のせいで廃れる）。

ぴんぎリ゚ [pingiɭ]［動 II類 c型］〔ぴんぎー、ぴ
んぎん〕逃げる。逃亡する。【例】ぬーまぬ ぴ

んぎー（馬が逃げた）。ぴんだぬ ぴんぎー ぶ

らーん（山羊が逃げてしまった）。

ぴんぐ [pingu]［名］〔ぴん⸣ぐまい...〕鍋に付く
すす。

びんぐし [binguɕi]［名］〔びんぐ⸣しまい...〕弁護
士。

びんぐつ [bingutsɿ]［名］〔びんぐ⸣つまい...〕お
しゃべり。おしゃべりな人。口達者。多弁な人。

【類】「むぬゆめ」。

びんけう [binkeu]［名］〔びんけうまい...〕勉強。
学習。修業。【例】びんけうや すたムな（勉強

はやったか）。

びんけうだう [binkeudau]［名］〔びんけうだ⸣う
まい...〕勉強するために必要な道具。学習用具。
【同】「びんけうどー」。

びんけうどー [binkeudoː]［名］〔びんけうど⸣ー
まい...〕勉強するために必要な道具。学習用具。
【同】「びんけうだう」。

ひんさい [hinsai]［名］〔ひんさいまい...〕返済。
借金を返すこと。

ひんじ [hindʑi]［名］〔ひんじまい...〕返事。返信。
【例】てぃがミ゚ぬ ひんじう かキ゚（手紙の返事

を書く）。

びんじゅ [bindʑu]［名］〔びん⸣じゅまい...〕便所。
トイレ。

びんた [binta]［名］〔びん⸣たまい...〕こめかみ。
顔の横の部分。【類】「かたつま」。「みムたヴヴ

ぁ」。

ぴんだ [pinda]［名］〔ぴん⸣だまい...〕山羊。伝説

「空手の名人「もとぶさーる」は山羊の崖を走る

技はできなかった」。【例】ぴんだまキ゚（山羊小

屋）。びきぴんだぬ かだ（雄山羊のにおい）。

びんたう [bintau]［名］〔びんたうまい...〕弁当。
【同】「びんとー」。

ぴんたう [pintau]［名］〔ぴんたうまい...〕返答。
返事。【同】「ぴんとー」。

ぴんだヴヴぁい [pindavvai]［名］〔ぴん⸣だヴヴ
ぁいまい...〕山羊小屋から出た肥料。

びんたうばく [bintaubaku]［名］〔びんたうば⸣く
まい...〕弁当箱。【同】「びんとーばく」。

ぴんだじゅー [pindadʑuː]［名］〔ぴん⸣だじゅー
まい...〕山羊汁。【類】「ぴんだずる」。

ぴんだずる [pindadzɿru]［名］〔ぴん⸣だずるま
い...〕山羊汁。【類】「ぴんだじゅー」。

ぴんだだつ [pindadatsɿ]［名］〔ぴん⸣だだつまい...〕
山羊小屋。【類】「ぴんだまキ゚」。

ぴんだつかぬー [pindatsɿkanuː]［名］〔ぴん⸣だつ
かぬーまい...〕山羊を飼うこと。山羊の飼育。
【例】ぴんだつかぬーや うすつかぬー（山羊を

飼うことは牛を飼うことと同じ草の量）。

ぴんだぬ ふしゃ [pindanu fuɕa]［名］〔ぴんだ⸣
ぬふしゃ⸢まい...〕山羊の草。山羊の飼養の草。

ぴんだビーき [pindabɿːki]［名］〔ぴん⸣だビーき
まい...〕山羊捕獲用の穴。〈っすぅきばま〉海
岸にある。首里王府の役人の歓迎会は〈っすぅ

きばま〉海岸で行われた。

ぴんだまキ゚[pindamakɿ]［名］〔ぴん⸣だまキ゚まい...〕
山羊牧。山羊小屋。【類】「ぴんだだつ」。

びんだらい [bindarai]［名］〔びんだら⸣いまい...〕
洗面器。

びんつきあヴヴぁ [bintsɿkiavva]［名］〔び⸣んつき
あヴヴぁ⸢まい...〕びんつけ油。髪油。髪に付け
る油。女性の髪を固めて形を整える油。びんは

鬢のこと。年輩の女性や力士の髪につける油。

びんどぅみ [bindumi]［名］〔び⸣んどぅみまい...〕
女性の頭髪を挟むもの。

びんとー [bintoː]［名］〔びんとーまい...〕弁当。
【例】びんとーゆ むてぃー ぱるんけー（昼食

の食べ物を持って畑に行く）。【同】「びんたう」。

【類】「ぱんまい」。
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びんり

ぴんとー [pintoː]［名］〔ぴんとーまい...〕返答。
返事。【同】「ぴんたう」。

びんとーばく [bintoːbaku]［名］〔びんとーば⸣く
まい...〕弁当箱。【同】「びんたうばく」。

ぴんなぎしゃーリ゚ [pinnagiɕaːɭ]［形］〔ぴんなぎ
⸣しゃまい...〕変。不審。あやしい。変に思う。
不審に感じる。様子があやしい。

ぴんなぎピとぅ [pinnagipɿtu]［名］〔ぴんな⸣ぎピ
とぅまい...〕不審者。いじわるな人。正常でな
い人。

ぴんなぎむぬ [pinnagimunu]［名］〔ぴんな⸣ぎむ
ぬまい...〕怖い動物。あやしい書物。

ぴんなしゃーリ゚ [pinnaɕaːɭ]［形］〔ぴんな⸣しゃま
い...〕変。変わった。普通と違った。疑問に思
う。【例】ぴんなしゃん ならん（とても変なこ

とだ。不審に思えてならない）。

ぴんなむぬ [pinnamunu]［名］〔ぴん⸣なむぬま
い...〕変な物。変なこと。あやしいこと。普通
と変ったこと。

びんぬ かぬー [binnu kanuː]［連語］弁が叶う。
弁達者。雄弁。能弁。

びんぴ [binpi]［名］［病］〔びん⸣ぴまい...〕便秘。
ぴんふ [pinfu]［名］〔ぴんふんまい...〕宮古南⻄
園のある土地の名。ハンセン病患者の居住地。

びんり [binri]［形］〔びん⸣りまい...〕便利。【例】
なまぬ ゆーや びんり（今の世の中は便利）。
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̶ ふ ̶

ふ [fu]［接頭］不。否定。【例】ふごーかく（不合
格）。ふまじみ（不真面目）。ふむき（不向き）。

ふでぃき（不出来）。

ぶ [bu]［接頭］不。無。【例】ぶきゆー（不器用）。
ぶりー（無礼）。

ぶ [bu]［助数］分。⻑さの単位。1分は 10寸の
10分の 1。約 3ミリメートル。

ぶ [bu]［助数］歩。面積の単位。1歩は 3.3平方
メートル。1坪のこと。

ぷ [pu]［擬］火を消すときに発する。ローソクの
火を「ぷ」と消す。

ふぁーす [faːsɿ]［動 I類 a型］〔ふぁーしー、ふ
ぁーしゃん〕食べさせる。【例】かーすう ふぁ

ーす（お菓子を食べさせる）。ふぁーし（食べ

させなさい）。にかん ふぁーし（猫にあげなさ

い）。ふぁーしゃまん（食べさせない）。ヴヴぁ

んや ふぁーしゃまん（君にはあげない）。ふぁ

ーすぐまた（食べさせるべきだ。養うべきだ。

育てるべきだ）。

ふぁーす [faːsɿ]［動 I類 a型］〔ふぁーしー、ふ
ぁーしゃん〕打ちつける。くらわす。さしこむ。

くさびを打ち込む。【例】ぎんのーしー ふぁー

す（げんのうで打ち付ける）。

ふぁーす [faːsɿ]［動 I類 a型］〔ふぁーしー、ふ
ぁーしゃん〕轢（ひ）く。さとうきびを⻭車に

噛ます。【例】すっじゃう ぱーぐるまん ふぁ

ーす（さとうきびを⻭車に噛ませる）。

ふぁーすべー [faːsɿbeː]［名］〔ふぁーすべーま
い...。ふぁーすべ⸣ーまい...〕さとうきびを⻭車
に噛ます係。両側に向かい合って座る。

ふぁーすべー [faːsɿbeː]［名］〔ふぁーすべーま
い...。ふぁーすべ⸣ーまい...〕食べさせる人。養
う人。育てる人。養育者。

ふぁーすんキ゚ [faːsɿnkɿ]［動 I類 a型］〔ふぁーす

んきー、ふぁーすんかん〕強く言いつける。【例】

ふぁーすんきー ならーす（怒号して教える）。

ふぁーん ふぁーん ななまかリ゚ [faːn faːn nana-
makaɭ]［諺］食べないとだだをこねていて七杯
も食べること。

ぶあい [buai]［名］〔ぶあいまい...〕歩合。ある数
量に対する他の数量を比較すること。パーセン

ト。

ふぁイ゚すギ [faɿsɿgɿ]［動 II類 a型］〔ふぁイ゚ー、ふ
ぁイ゚ん〕食べすぎる。【同】「ふーすギ」。

ふぁイ゚だくム [faɿdakum]［名］〔ふぁイ゚だくムう
まい...〕食いだくみ。悪だくみ。巧妙な知恵で
企むこと。

ふぁイ゚つキ゚ [faɿtsɿkɿ]［動 I類 c型］〔ふぁイ゚つき
ー、ふぁイ゚つかん〕噛み付く。くわえる。【例】

にかぬ ヴぇーだう ふぁイ゚つキ゚（猫がねずみ

を噛み付く）。

ふぁイ゚ふくり [faɿfukuri]［名］〔ふぁイ゚ふくりま
い...〕選り好み。あれこれと食べ物を選ぶこと。
ぜいたく者。

ふぁイ゚ふくりむぬ [faɿfukurimunu]［名］〔ふぁイ゚
ふくりむぬまい...〕美食家。美味しいものだけ
を食べる人。

ふぁムぶリ゚ [fambuɭ]［動 I類 c型］〔ふぁんぶり
ー、ふぁんぶらん〕噛み砕く。【例】イ゚ズぅぬ

かなまリ゚る ふぁんぶリ゚（魚の頭を噛み砕く）。

【類】「かムぶリ゚」。

ふぁんキ゚ー [fankɿː]［動 I類 c型］〔ふぁんキ゚すぃ
ー、ふぁんキ゚さん〕噛む。噛み切る。噛み付く。

【例】あかヴヴぁぬ あんなが つーゆ ふぁん

キ゚ー（赤ちゃんが⺟の乳首を噛む）。

ふい [fui]［名］〔ふ⸣いまい...〕笛。ホイッスル。
ぶい [bui]［名］〔ぶいまい...〕浮き具。漁に使用
する。とれた魚貝を浮かすもの。【例】あムぬ

ぶい（網の浮き）。

ぶい [bui]［名］〔ぶいまい...〕稼ぎ。稼ぐこと。
【例】ぶい すが（稼ぎに行く）。ずーかでぃぶ

い（畑を耕して稼ぐ）。

ぶい [bui]［名］〔ぶ⸣いまい...〕吠え。犬の吠え
声。

ぷい [pui]［名］〔ぷいまい...〕大きさ。【例】ゆ
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ふーうがム

ぬぷい（同じ大きさ）。かリ゚が ぷい（彼の大き

さ）。うやが ぷい なり（親ほどになれ）。

ぶいぎ [buigi]［名］〔ぶいぎまい...〕駒まわしに
使う棒。駒打ち棒。〈くーるまーす〉に使用す

る棒。

ふいぐ [fuigu]［名］〔ふい⸣ぐまい...〕ふいご。鍛
冶屋の送風機。【類】「ぴーふキ゚」。

ふいちみリ゚ [fuitɕimiɭ]［動 II類 c型］〔ふいちみ
ー、ふいちみん〕口に物をくわえる。少ない食

べ物を遠慮しながら口に入れる。【同】「ふいつ

みリ゚」。

ふいつまーらす [fuitsɿmaːrasɿ]［動 I類 c型］〔ふ
いつまーらしー、ふいつまーらしゃん〕振り回

す。子供の手を握ったまま振り回す。

ふいつみリ゚ [fuitsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔ふいつみ
ー、ふいつみん〕口に物をくわえる。少ない食

べ物を遠慮しながら口に入れる。【同】「ふいち

みリ゚」。

ふイ゚でぃ [fuɿdi]［名］〔ふイ゚⸣でぃまい...〕食べた
芋の皮。残飯。【類】「あイ゚でぃ」。

ぶいふー [buifuː]［名］〔ぶいふ⸣ーまい...〕稼ぎ
運のあること。働き者。仕事が見付かること。

【例】ぶいふーぬ あリ゚（仕事が見付かった）。

ぶいリ゚ [buiɭ]［動 II類 c型］〔ぶいー、ぶいん〕稼
ぐ。働く。【例】ぶいー くー（稼いでこい）。

ぶいリ゚ [buiɭ]［動 II類 c型］〔ぶいー、ぶいん〕吠
える。【例】いなぬ ぶいリ゚（犬が吠える）。い

なぬ ぶいリ゚くい（犬の吠える声）。

ぶいんる [buinru]［名］〔ぶいん⸣るまい...〕無遠
慮。遠慮のない人。好き勝手にすること。

ふー [fuː]［名］〔ふー⸣ゆまい...〕封。閉じる。封
筒。密封。封印。【例】ふー しる（閉じなさ

い）。

ふー [fuː]［名］〔ふーまい...〕まじない。すすきの
葉を結んで食べ物や門に置く。【類】「しゃん」。

ふー [fuː]［名］〔ふ⸣ーまい...〕運。めぐりあい。幸
運。【例】ふーぬ あリ゚ ピとぅ（運のある人）。

ふー [fuː]［名］〔ふーま⸣い...〕麩。食品。
ふー [fuː]［動 I類 a型］〔ふぇー、ふぁーん〕食
う。食べる。【例】ふーむぬ（食べ物）。ふぁー

いリ゚（食べられる）。やらびんまい ふぁーいリ゚

（子どもにも食べられる）。ふぁーいん（食べら

れない）。ぱーもーんや ふぁーいん（⻭のない

者には食べられない）。ふぁーだ（食べなさい。

食べよ）。ぺーふ ふぁーだ（早く食べなさい）。

ふぁーまん（食べない）。ムめ ふぁーまん（も

う食べない）。ふぁーん（食べない）。みだ ふ

ぁーん（まだ食べていない）。ふぁい（食べな

さい。喰え）。ふーぶっしゃぬ（食べたい）。ぱ

んびムゆ ふーぶっしゃぬ（てんぷらを食べた

い）。

ふー [fuː]［擬］熱い食べ物を冷ますときの様。「ふ
ー」と息を吹きかける。

ぶー [buː]［名］〔ぶーまい...〕入江。湾。深み。干
瀬の割れ目。

ぶー [buː]［名］〔ぶーま⸣い...〕緒。紐（ひも）。凧
のひも。靴のひも。下駄のひも。ぞうりのひも。

【類】「ぱなぶー」。

ぶー [buː]［名］［植］〔ぶーま⸣い...〕麻。苧（う）。
ちょま。宮古上布の原料。麻の糸そのものを指

すこともある。

ぶー [buː]［擬］ほら貝の吹く音。屁の音。
ぷー [puː]［名］〔ぷーま⸣い...〕帆。【例】ぷーし
ん（帆船）。ぷーゆ あぎる（帆を揚げよ）。

ぷー [puː]［名］〔ぷーま⸣い...〕穂。すすき、さと
うきび、あわ、⻨、茅などの穂。科本科植物の

穂。

ふーあぱなキ゚ [fuːapanakɿ]［動 I類 a型］〔ふーあ
ぱきー、ふーあぱかん〕喰いやがる。【例】ぺ

ーぺー ふーあぱなき（早く喰いやがれ）。

ふーあリ゚ [fuːaɭ]［連語］運がある。【例】ふーあ
リ゚ピとぅ（幸運な人）。

ふーあリ゚むぬ [fuːaɭmunu]［名］〔ふ⸣ーあリ゚むぬ
まい...〕運の強い人。幸運な人。

ぶーいとぅ [buːitu]［名］〔ぶーい⸣とぅまい...〕麻
糸。麻の繊維。宮古上布を織る。

ぶーヴヴぁす [buːvvasɿ]［動 I類 c型］〔ぶーヴヴ
ぁしー、ぶーヴヴぁしゃん〕ゆり動かす。ふる

い落とす。ゆすぶる。【例】ゆいしゃーう ぶー

ヴヴぁす（ぶらんこを揺り動かす）。

ふーうがム [fuːugam]［動 I類 c型］〔ふーうがみ
ー、ふーうがまん〕（食べ物を）いただく。神
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ふーうん

にそなえてあるものをいただく。目上の人にご

ちそうになる。

ふーうん [fuːun]［名］〔ふーう⸣んまい...〕喰う
運。食べる運。思いがけないご馳走にありつく

こと。【類】「ふーふー」。

ぶーがし [buːgaɕi]［名］〔ぶーが⸣しまい...〕麻糸
を紡いだ綛糸。麻糸。機織りの糸。

ぷーかす [puːkasɿ]［動 I類 c型］〔ぷーかしー、ぷ
ーかしゃん〕おだてる。【例】ぷーかすばどぅ

うむっし（おだてると愉快だ）。

ぷーかす [puːkasɿ]［動 I類 c型］〔ぷーかしー、ぷ
ーかしゃん〕穴を開ける。壁に穴を開ける。障

子に穴を開ける。【類】「とぅーかす」。

ふーかまリ゚ [fuːkamaɭ]［動 I類 a型］〔ふーかま
りー、ふーかまらん〕食べ飽きる。【例】しゅた

つう ふーかまりー（ソテツを食べ飽きた）。

ぶーギ [buːgɿ]［名］［植］〔ぶー⸣ギまい...〕さと
うきび。宮古諸島の基幹作物。黒糖の原料。外

来の言い方。【類】「すっじゃ」。

ぶーギ [buːgɿ]［動 I類 a型］〔ぶーぎー、ぶーが
ん〕洗う。すすぐ。【例】ぶーぎーから ぷし

（すすいでから干しなさい）。

ぶーギ [buːgɿ]［動 I類 a型］〔ぶーぎー、ぶーが
ん〕誘う。はやす。【例】すーすぶーギ（獅子舞

の誘い手）。

ぷーキ゚ [puːkɿ]［名］〔ぷーキ゚まい...〕風気。はや
り風邪。【例】ぷーキ゚ぬ ぱやりーリ゚（風邪が流

行っている）。

ぷーキ゚ [puːkɿ]［動 I類 c型］〔ぷーきー、ぷーか
ん〕はしゃぐ。よろこぶ。調子にのる。【例】ぷ

ーきった（調子に乗った）。

ぷーキ゚ [puːkɿ]［動 I類 c型］〔ぷーきー、ぷーか
ん〕穴を開ける。【例】いリ゚しー ぷーキ゚（いり

で開ける）。【類】「とぅーキ゚」。

ぷーギ [puːgɿ]［名］〔ぷーギまい...〕格好をとる
こと。写真に写るときのポーズ。【例】ぷーギ

う とぅり（格好をとりなさい）。

ぷーギ [puːgɿ]［動 I類 c型］〔ぷーぎー、ぷーが
ん〕まねる。挙動する。〜の様子である。

ぶーぎー [buːgiː]［名］［植］〔ぶーぎ⸣ーまい...〕
麻の木。

ぶーギかたみ [buːgɿkatami]［名］〔ぶー⸣ギかたみ
まい...〕さとうきびを担ぐこと。束ねたきびを
馬車の所まで担ぐ。

ぶーギぐる [buːgɿguru]［名］〔ぶー⸣ギぐるまい...〕
さとうきびの殻。圧搾した殻。さとうきびの汁

をしぼった殻。

ぶーギじゃき [buːgɿdʑaki]［名］〔ぶー⸣ギじゃき
まい...〕さとうきびを原料にして造った酒。

ぶーギしゃに [buːgɿɕani]［名］〔ぶー⸣ギしゃに
まい...〕さとうきびの苗。植えるために切った
苗。

ぶーギすぶリ゚ [buːgɿsɿbuɭ]［名］〔ぶーギ⸣すぶリ゚
まい...〕さとうきび搾り。製糖。【類】「しーと
ー」。

ぷーキ゚とぅぶり [puːkɿtuburi]［名］［地］〔ぷーキ゚
とぅぶ⸣りまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名
前。村史参照。

ぶーギべー [buːgɿbeː]［名］〔ぶーギべーまい...〕
誘い手。獅子舞の誘い手。

ぷーきみー [puːkimiː]［名］〔ぷーきみ⸣ーまい...〕
開けた穴。

ぷーキ゚やム [puːkɿjam]［名］〔ぷーキ゚や⸣ムまい...〕
風気。はやり風邪。

ぷーきリ゚ [puːkiɭ]［動 II類 c型］〔ぷーきー、ぷ
ーきん〕はしゃぐ。喜ぶ。喜びいさむ。

ぷーきリ゚ [puːkiɭ]［動 II類 c型］〔ぷーきー、ぷ
ーきん〕ほうける。ぼんやりする。

ぶーしぇー [buːɕeː]［名］〔ぶーしぇ⸣ーまい...〕数
当て遊び。二人が小石を握り持って両方の石を

合わせる。

ぶーしゃキ゚ [buːɕakɿ]［名］〔ぶーしゃ⸣キ゚まい...〕
糸を作ること。糸を紡ぐ工程の一つ。

ふーじゅーしゃーリ゚ [fuːdʑuːɕaːɭ]［形］〔ふーじゅ
ー⸣しゃまい...〕運が強い。強運。

ぷーしん [puːɕin]［名］〔ぷーしんまい...〕帆船。
ふーずき [fuːdzɿki]［名］［植］〔ふーずきまい...。
ふーず⸣きまい...〕ほうずき。

ぶーた [buːta]［名］［魚］〔ぶー⸣たまい...〕しろ
くらべら。

ぷーたつ [puːtatsɿ]［名］〔ぷーた⸣つまい...〕帆立
ち。浜下りに供える魚のこと。水納島の行事。
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ふーらす

ふーつキ゚ [fuːtsɿkɿ]［名］〔ふーつキ゚まい...〕旧暦
11月。冬の季節も言う。

ぶーとぅリ゚ [buːtuɭ]［名］〔ぶーとぅリ゚まい...〕行
事の最後。行事の翌日の慰労。

ふーぬすビ [fuːnusɿbɿ]［名］〔ふーぬすビまい...〕
封結び。厄払いをする縛り方。魔よけ用の結び

方。

ふーぱっじゃきリ゚ [fuːpaddʑakiɭ]［動 II 類 a 型］
〔ふーぱっじゃきー、ふーぱっじゃきん〕食いは

ぐれる。食い運がない。

ふーぱてぃリ゚ [fuːpatiɭ]［動 II類 c型］〔ふーぱて
ぃー、ふーぱてぃん〕全部食べ終わる。完食す

る。

ふーばらム [fuːbaram]［名］〔ふーばら⸣ムまい...〕
食事の後の大きくなった腹。

ぶーピキ゚ [buːpɿkɿ]［名］〔ぶーピ⸣キ゚まい...〕糸を
紡ぐこと。

ぷーピキ゚かべった [puːpɿkɿkabetta]［名］［魚］〔ぷ
ーピキ゚かべったまい...〕はたたてだい。【類】「か
べった」。

ふーふー [fuːfuː]［名］〔ふーふ⸣ーまい...〕喰う
運。食べる運。思いがけないご馳走にありつく

こと。【類】「ふーうん」。

ふーふー [fuːfuː]［擬］熱い食べ物を冷ます様。
ぶーぶー [buːbuː]［擬］〔ぶーぶーてぃー...〕蝿や
蚊の飛び回る様。

ぶーふしゃ [buːfuɕa]［名］［植］〔ぶーふ⸣しゃま
い...〕のからむし。麻に似た植物。葉の裏は白
い。

ぶーふちき [buːfutɕiki]［名］〔ぶーふち⸣きまい...〕
糸くず。

ふーふつ [fuːfutsɿ]［名］〔ふーふ⸣つまい...〕虫に
さされた跡。はれ。

ふーべー [fuːbeː]［名］〔ふーべ⸣ーまい...〕食べる
人。働かない者。学生。子どもたち。

ふーべーしゃーリ゚ [fuːbeːɕaːɭ]［形］〔ふーべー⸣し
ゃまい...〕食べ方の早いこと。早食い。

ふーべーむぬ [fuːbeːmunu]［名］〔ふーべーむぬ
まい...〕早喰い者。食事の早い者。

ふーべーらす [fuːbeːrasɿ]［動 I類］〔ふーべーら
しー、ふーべーらしゃん〕〔ふーべーら⸣すま

い...〕食事を早く終わらせる。急いで食べさせ
る。片付けを気にすること。

ぷーミ゚ [puːmɿ]［名］〔ぷーミ゚まい...〕風味。味。
【例】しゃきぬ かばすぷーミ゚（酒のいい風味）。

ぶーみキ゚ [buːmikɿ]［動 I 類 c 型］〔ぶーみきー、
ぶーみかん〕飛び回る。

ぶームー [buːmm]［名］〔ぶーム⸣ーまい...〕麻糸
を績むこと。織り糸を績むこと。

ぶームーまぐ [buːmmmagu]［名］〔ぶームーま⸣
ぐまい...〕つむいだ糸を整えて入れるかご。

ぶームーやま [buːmm.jama]［名］〔ぶーム⸣ーや
ままい...〕麻糸を績む機械。【類】「たかばた」。
「ずばた」。「むみんやま」。

ふーむぬ [fuːmunu]［名］〔ふーむぬまい...〕食べ
物。食糧。食材。【例】ふーむぬー とぅみリ゚（食

糧を求める）。

ぷームまら [puːmmara]［名］〔ぷームまらまい...〕
小さい人。小さく生まれる子のこと。動物にも

言う。【類】「ぷームまりむぬ」。

ぷームまり [puːmmari]［名］〔ぷームまりまい...〕
小さいこと。体つきが小柄であること。

ぷームまりむぬ [puːmmarimunu]［名］〔ぷームま
りむぬまい...〕小さい人。動物にも言う。【類】
「ぷームまら」。

ぷームまりムまり [puːmmarimmari]［名］〔ぷー
ムまりムま⸣りまい...〕小さく生まれること。出
産のとき小さく生まれること。

ふーめー [fuːmeː]［名］〔ふーめーまい...〕食べ勝
負。子どもの食欲を促す。

ふーや ねーん [fuːja neːn]［連語］運のないこと。
不運。

ふーゆー [fuːjuː]［名］〔ふーゆ⸣ーまい...〕食用。
食べ物の準備。【例】どぅーが ふーゆー（自分

の食べるべきもの）。

ふーよーしゃーリ゚ [fuːjoːɕaːɭ]［形］〔ふーよー⸣し
ゃまい...〕運が弱い。不運。

ふーよーむぬ [fuːjoːmunu]［名］〔ふーよ⸣ーむぬ
まい...〕運に弱い者。不運な人。

ふーらす [fuːrasɿ]［動 I類 a型］〔ふーらしー、ふ
ーらしゃん〕震わす。声を震わす。風が戸を振

動させる。【例】くいゆ ふーらす（声を震わ
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ふーリ゚

す）。

ふーリ゚ [fuːɭ]［名］〔ふーリ゚まい...〕ふり。まね。
【例】すんふーリ゚（死んだふり）。っさんふーリ゚

（知らないふり）。

ぷーリ゚ [puːɭ]［名］〔ぷーリ゚ま⸣い...〕穂礼。豊年
豊作祈願祭り。神へ感謝する。【例】あーぷー

リ゚（粟の豊年祭）。むギぷーリ゚（⻨の豊年祭）。

ムーぷーリ゚（芋の豊年祭）。

ぷーリ゚ [puːɭ]［動 I類 c型］〔ぷーりー、ぷーらん〕
放る。散らかす。播く。種子播きをする。【例】

たにう ぷーリ゚（種をまく）。むつーう ぷーリ゚

（餅を放る）。

ぶーれ [buːre]［名］〔ぶー⸣れまい...〕同年。【類】
「ピてぃっちゅ」。

ぷか [puka]［名］〔ぷか⸣んまい...〕沖。外海。大
洋。【例】ぷかなム（沖の波）。

ぷか [puka]［名］〔ぷか⸣んまい...〕外。外側。【例】
やーぬ ぷか（家の外）。ぷかぬ ピとぅ（他

人）。

ぷかー ねーん [pukaː neːn]［連語］外にない。そ
れ以外はない。やるしかない。【例】あんしー

すー ぷかー ねーん（そんなにやる以外はな

い）。

ふかーふか [fukaːfuka]［重複］とても深いこと。
ぷかあリ゚キ゚[pukaaɭkɿ]［名］〔ぷかあリ゚⸣キ゚まい...〕外
歩き。干潮時に干瀬の遠い所の漁をする。【類】

「ぷかまーリ゚」。

ふかいキ゚ [fukaikɿ]［名］〔ふかい⸣キ゚まい...〕深息。
深呼吸。【類】「うぷいキ゚」。

ぷかいでぃ [pukaidi]［名］〔ぷ⸣かいでぃまい...〕
外出。産後に初めて外出すること。

ぷかいでぃギん [pukaidigɿn]［名］〔ぷかいでぃギ
⸣んまい...〕外出用の着物。よそ行き用の衣服。

ふかいム [fukaim]［名］〔ふかい⸣ムまい...〕深海。
【例】ぷかいムぬ イ゚ズぅ（深海の魚）。

ぷかいム [pukaim]［名］〔ぷかい⸣ムまい...〕外海。
干瀬より外の海。大洋。大海。外洋。

ふがいらす [fugairasɿ]［動 I類 c型］〔ふがいらし
ー、ふがいらしゃん〕怒らせる。騒がせる。い

やがらせる。【例】うぐなーリ゚ とぅくなん ふ

がいらす（集会所に怒らせる）。

ふがいリ゚ [fugaiɭ]［動 II類 c型］〔ふがいー、ふが
いん〕怒る。逆らう。争う。反抗する。【例】ふ

がいりーてーん（怒ってばっかり）。【類】「が

いリ゚」。

ぶがいリ゚ [bugaiɭ]［動 II類 c型］〔ぶがいー、ぶ
がいん〕ぶり返す。病気が再発する。【例】や

ムぬ ぶがいりー（病気が再発した）。

ふかうむくとぅ [fukaumukutu]［名］〔ふかうむ
く⸣とぅまい...〕深学問。専門の修業。知識の豊
かなこと。

ふかがー [fukagaː]［名］〔ふかが⸣ーまい...〕深井
戸。掘り抜き井戸の深さのこと。

ふかがくむん [fukagakumun]［名］〔ふかがくむ⸣
んまい...〕深い学問。高学歴。

ふかかす [fukakasɿ]［動 I類 c型］〔ふかかしー、
ふかかしゃん〕風に当てる。【例】かでぃん ふ

かかし（風に当てよ）。

ぷかかす [pukakasɿ]［動 I類 c型］〔ぷかかしー、
ぷかかしゃん〕突き破る。【例】いしぬ がらす

う ぷかかす（投げた石がガラスを割る）。

ふかかでぃ [fukakadi]［名］〔ふかか⸣でぃまい...〕
深耕。土地を深く掘ること。畑を深く耕すこ

と。

ふかかんがい [fukakangai]［名］〔ふかかんが⸣い
まい...〕深い思いつき。熱心に考える。深くつ
きとめること。

ふかぎ [fukagi]［名］〔ふか⸣ぎまい...〕吹き上げ
餅。餅にあずきを付けたもの。十五夜に作って

食べる。

ふがぎ [fugagi]［名］〔ふがぎまい...〕首振り。頭
を前に振る。凧が空中に首振りする。相手に同

意することを知らせる。〈ふギ〉（首）と〈あぎ〉

（上げ）からできた語。

ふかきず [fukakidzɿ]［名］〔ふかき⸣ずまい...〕深
傷。重病の傷。

ふかぎリ゚ [fukagiɭ]［動 II類 c型］〔ふかぎー、ふ
かぎん〕吹き上げる。強風に物が吹き上げられ

ること。【例】てんとぬ ふかぎリ゚（テントが吹

き上がる）。

ふがぎリ゚ [fugagiɭ]［動 II類 a型］〔ふがぎー、ふ
がぎん〕頷く。首を縦に振る。
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ふがましゃーリ゚

ぷかぐー [pukaguː]［名］〔ぷかぐ⸣ーまい...〕白
波がたっている所。干瀬の端っこ。外海との境

界。【類】「ぷかびし」。

ぷかくび [pukakubi]［名］〔ぷかく⸣びまい...〕外
壁。【例】やーぬ ぷかくび（家の外壁）。

ふかじみ [fukadʑimi]［名］〔ふかじみまい...〕深
爪。爪を深く切ること。【同】「ふかずみ」。

ふかしゃ [fukaɕa]［名］〔ふか⸣しゃまい...〕深さ。
ふかしゃーリ゚ [fukaɕaːɭ]［形］〔ふか⸣しゃまい...〕
深い。土の中の深い所。【例】ふかいム（深い

海）。ふかやま（深山）。ふかしゃ ねーん（深く

ない）。ムじょー ふかしゃーリ゚（溝は深い）。

ふかしゃーリ゚ [fukaɕaːɭ]［形］〔ふか⸣しゃまい...〕
難しい。

ふかじゃう [fukadʑau]［名］〔ふかじゃ⸣うまい...〕
⻑い門。奥まった門構え。【同】「ふかじょー」。

【類】「ながじゃう」。「ながじょー」。

ふかじゃき [fukadʑaki]［名］〔ふかじゃ⸣きまい...〕
深酒。酒の飲み過ぎ。【例】ゆべー ふかじゃき

あたリ゚（昨夜は深酒だった）。

ふかじょー [fukadʑoː]［名］〔ふかじょ⸣ーまい...〕
⻑い門。奥まった門構え。【同】「ふかじゃう」。

【類】「ながじゃう」。「ながじょー」。

ふかす [fukasɿ]［動 I類 c型］〔ふかしー、ふかし
ゃん〕吹かせる。鳴らす。【例】ぶらう ふかす

（ほら貝を吹き鳴らす）。

ふかす [fukasɿ]［動 I類 c型］〔ふかしー、ふかし
ゃん〕吸わす。タバコを吸う。【例】たばくー

ふかす（タバコを吸わせる。喫煙させる）。

ふかす [fukasɿ]［動 I類 c型］〔ふかしー、ふかし
ゃん〕家を葺かす。家を建てさせる。【例】け

ーやーう ふかす（茅葺きの家を作らせる）。

ふかす [fukasɿ]［動 I類 c型］〔ふかしー、ふかし
ゃん〕湧かす。沸かす。蒸かす。【例】ゆーゆ

ふかす（湯を沸かす）。

ふかす [fukasɿ]［動 I 類 c 型］〔ふかしー、ふか
しゃん〕くぐらせる。穴を通す。針の穴を通す。

【例】ぱリ゚ぬ みーゆ ふかす（針の穴を通す）。

ふかす [fukasɿ]［動 I類 c型］〔ふかしー、ふかし
ゃん〕大小の便をもらす。【例】すばリ゚る ふか

す（小便をもらす）。

ふかす [fukasɿ]［動 I類 c型］〔ふかしー、ふかし
ゃん〕束ねたものをほどく。【例】ふしゃたば

リ゚る ふかす（草束をほどく）。

ふかす [fukasɿ]［動 I類 c型］〔ふかしー、ふかし
ゃん〕拭かせる。体を拭かせる。【例】あしう

ふかす（汗を拭かす）。

ぷがす [pugasɿ]［動 I類 c型］〔ぷがしー、ぷが
しゃん〕穿つ。穴を開ける。

ぷかすかま [pukasɿkama]［名］〔ぷかすか⸣まま
い...〕外仕事。野外の仕事。外働き。海や畑の
仕事。〈やーすかま〉に対して言う。【類】「ぷ

かすぐとぅ」。「ぷかわじゃ」。

ぷかすぐとぅ [pukasɿgutu]［名］〔ぷかすぐ⸣とぅ
まい...〕外仕事。外働き。海や畑の仕事。〈やー
すぐとぅ〉に対して言う。【類】「ぷかすかま」。

「ぷかわじゃ」。

ぷかずま [pukadzɿma]［名］〔ぷかず⸣ままい...〕外
の島。他の島。他所の地域。

ふかずみ [fukadzɿmi]［名］〔ふかずみまい...〕深
爪。爪を深く切ること。【同】「ふかじみ」。

ふかすみず [fukasɿmidzɿ]［名］〔ふかすみ⸣ずま
い...〕沸かした水。お湯。【例】ふかすみずうど
ぅ ぬム（沸かした水を飲む）。

ぷかでぃー [pukadiː]［名］〔ぷかでぃ⸣ーまい...〕
相撲の大外がり。土原豊見親の牛と闘ったとき

の技。伝説。〈うどぅる〉少年は牛と闘ったと

きに〈ぷかでぃー〉で投げつけたと。

ぷかぱイ゚でぃ [pukapaɿdi]［名］〔ぷかぱイ゚⸣でぃ
まい...〕外出。産後の初めの外出。

ぷかばたらキ゚ [pukabatarakɿ]［名］〔ぷかばたら⸣
キ゚まい...〕外働き。外で働くこと。

ぷかばり [pukabari]［名］〔ぷかば⸣りまい...〕干
瀬の外側の割れ目。

ぷかびし [pukabiɕi]［名］〔ぷかび⸣しまい...〕遠い
所の干瀬。白波の立つ所。外海との境界。【類】

「なムぬぶりふつ」。

ぷかまーリ゚ [pukamaːɭ]［名］〔ぷかまー⸣リ゚まい...〕
外回り。家に居ないこと。会わないように外を

歩くこと。外海で漁をすること。

ふがましゃーリ゚ [fugamaɕaːɭ]［形］〔ふがま⸣しゃ
まい...〕うるさい。煩わしい。文句がましい。
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ふがますむぬ

【例】ふがますういピとぅ（口うるさい老人）。

ふがますむぬ [fugamasɿmunu]［名］〔ふがますむ
⸣ぬまい...〕うるさい人。気が難しい人。口やか
ましい人。【類】「ふがますムまり」。

ふがますムまり [fugamasɿmmari]［名］〔ふがま
すムま⸣りまい...〕うるさい人。気が難しい人。
【類】「ふがますむぬ」。

ふがまっしゃーリ゚ [fugamaɕɕaːɭ]［形］〔ふがまっ⸣
しゃまい...〕うるさい。煩わしい。文句がまし
い。【例】ふがまっしゃぬ（うるさくてたまら

ないなあ。うるさいなあ）。

ふかみー [fukamiː]［名］〔ふかみ⸣ーまい...〕深い
目。普通の人よりくぼんだ目の人。

ぷかムまが [pukammaga]［名］〔ぷかムま⸣がま
い...〕外孫。外に居る孫たちのこと。〈やーム
まが〉に対して言う。

ふかむんだい [fukamundai]［名］〔ふかむんだ⸣い
まい...〕深い問題。難しい問題。難題。

ふかやま [fukajama]［名］〔ふかや⸣ままい...〕深
山。深い森。深い林。【類】「やまぬみー」。

ふがらか [fugaraka]［形］〔ふがらかまい...〕ほが
らか。楽しい。【例】かれー いつまい ふがら

か（彼はいつも朗らかだ）。

ぷからしゃーリ゚ [pukaraɕaːɭ]［形］〔ぷからしゃま
い...〕誇らしい。うれしい。よろこばしい。【例】
ぷからしゃん ならん（とても喜ばしい）。ぷか

らすぱなす（うれしい話）。

ふがらす [fugarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ふがらしー、
ふがらしゃん〕精神的に苦しめる。

ぶがらす [bugarasɿ]［動 I類 c型］〔ぶがらしー、
ぶがらしゃん〕疲れさせる。疲労させる。【例】

ぬったいてぃーが あぬー ぶがらすば（どう

してぼくを苦労させるのか）。

ぷからすぐとぅ [pukarasɿgutu]［名］〔ぷからす
ぐ⸣とぅまい...〕誇らしごと。うれしい事。楽し
い出来事。祝い事。【例】ぷからすぐとぅぬ つ

ずキ゚（うれしいことが続く）。

ぷからすばなす [pukarasɿbanasɿ]［名］〔ぷからす
ばな⸣すまい...〕誇らし話。うれしい話。うれし
い便り。めでたい話。朗報。

ぷからすみぱな [pukarasɿmipana]［名］〔ぷから

すみぱ⸣なまい...〕誇らし顔。うれしい顔。笑
顔。にこにこしていること。

ぷからすむぬ [pukarasɿmunu]［名］〔ぷからすむ
⸣ぬまい...〕誇らしいこと。うれしいこと。【例】
ぷからすむぬがー（うれしいなあ）。

ふかリ゚ [fukaɭ]［名］〔ふか⸣リ゚まい...〕深み。深い
所。【例】ふかリ゚んけー いキ゚な（深い所に行く

な）。

ぶがり [bugari]［名］〔ぶがりま⸣い...〕疲れ。疲
労。きついこと。くたびれ。【例】ぶがりすぐ

とぅ（きつい仕事）。

ぶがりなうす [bugarinausɿ]［名］〔ぶがりなう⸣す
まい...〕疲れ直し。疲れいやし。慰労。働いた
後に飲む酒。

ふがりリ゚ [fugariɭ]［動 II類 c型］〔ふがりー、ふ
がりん〕（精神的に）苦しむ。

ぶがりリ゚ [bugariɭ]［動 II類 c型］〔ぶがりー、ぶ
がりん〕疲れる。くたびれる。疲労。【例】ぶど

ぅリ゚みーまい ぶがりどぅす（おどろの見物も

疲れる）。

ぷかわじゃ [pukaʋadʑa]［名］〔ぷかわ⸣じゃまい...〕
外仕事。外働き。【類】「ぷかすかま」。「ぷかす

ぐとぅ」。

ふかん [fukan]［名］〔ふか⸣んまい...〕保管。大切
にしまう。

ぷかんけー ふつ [pukankeː futsɿ]［連語］外へ向
くこと。外向き。よそ向き。

ふキ゚ [fukɿ]［名］〔ふキ゚ま⸣い...〕茎。芽ぶく。梢。
【例】すっじゃぬ ふキ゚（さとうきびの茎）。【類】

「びつ」。

ふキ゚ [fukɿ]［動 I類 c型］〔ふきー、ふかん〕吹く。
風が吹く。息を吹く。吹き鳴らす。【例】ぶら

う ふキ゚（法螺貝を吹く）。ラッパう ふキ゚（ラ

ッパを鳴らす）。

ふキ゚ [fukɿ]［動 I類 c型］〔ふきー、ふかん〕吸う。
タバコを吸う。

ふキ゚ [fukɿ]［動 I類 c型］〔ふきー、ふかん〕家を
葺く。家を作る。家を建てる。【例】やーう ふ

キ゚（家を建てる）。

ふキ゚ [fukɿ]［動 I類 c型］〔ふきー、ふかん〕湯が
沸く。沸騰する。【例】ゆーや ふきった（お湯
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が沸いた）。

ふキ゚ [fukɿ]［動 I類 c型］〔ふきー、ふかん〕拭く。
汗を拭く。【例】ぱギう ふキ゚（足を拭く）。あ

しう ふキ゚（汗を拭く）。

ふき [fuki]［名］〔ふ⸣きまい...〕ふけ。乾燥した
ときに皮ふにできるふけ。【類】「っすぅくー」。

ふき [fuki]［名］〔ふきま⸣い...〕老け。老けるこ
と。【例】ふきピとぅ（老けた人）。

ふギ [fugɿ]［名］〔ふギまい...〕首。頸。襟。【例】
ふギう だリ゚（首をたれる）。てぃーぬ ふギ（手

首）。キ゚んぬ ふギ（着物の襟）。【類】「ぬどぅ

ふギ」。「ふギぶに」。

ふギ [fugɿ]［名］〔ふギまい...〕釘。【例】たきふギ
（竹釘）。きーふギ（木釘）。かにふギ（金釘）。

ぶき [buki]［名］〔ぶきま⸣い...〕ぼけ。痴呆。も
うろくになること。【例】ぶきういピとぅ（ぼ

け老人）。

ぷき [puki]［名］〔ぷきま⸣い...〕ほこり。埃。ぬ
か。米ぬか。粟ぬか。⻨ぬか。細かいもの。【例】

ムたぶき（土ほこり）。

ふキ゚あがリ゚ [fukɿagaɭ]［動 I 類 a 型］〔ふキ゚あが
りー、ふキ゚あがらん〕吹き上がる。噴き上がる。

沸きこぼれる。【例】かでぃん ふキ゚あがリ゚（風

に吹き上がる）。しゅーぬ ふキ゚あがリ゚（潮が噴

き上がる）。

ふキ゚あぎリ゚ [fukɿagiɭ]［動 II類 a型］〔ふキ゚あぎー、
ふキ゚あぎん〕家をふきあげる。建築の終了。【例】

やーや ふキ゚あぎった（家は葺き終わった）。

ぷきあみ [pukiami]［名］〔ぷきあ⸣みまい...〕小
雨。霧雨。こぬか雨。細雨。【類】「くまあみ」。

ふきーき [fukiːki]［名］〔ふきー⸣きまい...〕不景
気。

ふきーざい [fukiːdzai]［名］〔ふきーざ⸣いまい...〕
不経済。

ふキ゚かい [fukɿkai]［名］〔ふキ゚か⸣いまい...〕家の
ふき替え。

ふキ゚かいす [fukɿkaisɿ]［動 I類 c型］〔ふキ゚かい
しー、ふキ゚かいしゃん〕吹き返す。返し風が起

こる。

ふキ゚がら [fukɿgara]［名］〔ふキ゚が⸣らまい...〕吸
殻。たばこの吸い殻。

ふキ゚くム [fukɿkum]［動 I類 c型］〔ふキ゚くみー、
ふキ゚くまん〕吹き込む。風が家の中に吹き込む。

録音する。【例】くびから かでぃぬ ふキ゚くム

（壁から風が吹き込む）。

ふキ゚ぐる [fukɿguru]［名］〔ふキ゚ぐ⸣るまい...〕吸
い殻。タバコの吸い殻。

ふきしゃう [fukiɕau]［名］〔ふきしゃ⸣うまい...〕
老け性。【同】「ふきしょー」。

ふキ゚しゃうず [fukɿɕaudzɿ]［名］〔ふキ゚しゃう⸣ずま
い...〕拭き掃除。雑巾を使って掃除する。【同】
「ふキ゚しょーず」。

ふきしょー [fukiɕoː]［名］〔ふきしょ⸣ーまい...〕
老け性。【同】「ふきしゃう」。

ふキ゚しょーず [fukɿɕoːdzɿ]［名］〔ふキ゚しょー⸣ずま
い...〕拭き掃除。雑巾を使って掃除する。【同】
「ふキ゚しゃうず」。

ふキ゚たうす [fukɿtausɿ]［動 I類 c型］〔ふキ゚たう
しー、ふキ゚たうしゃん〕吹き倒す。【同】「ふキ゚

とーす」。

ふきだぎー [fukidagiː]［名］［植］〔ふきだぎ⸣ー
まい...〕りゅうきゅうこくたん。黒木。三線の
材料。

ぷきだり [pukidari]［名］〔ぷきだ⸣りまい...〕ほ
こりだらけ。【例】かなまリ゚ぬ ぷきだり（頭は

ほこりだらけ）。

ぷきだりリ゚ [pukidariɭ]［動 II類 c型］〔ぷきだり
ー、ぷきだりん〕ほこりだらけである。

ふきつ [fukitsɿ]［名］〔ふきつまい...〕補欠。穴う
め。予備。【例】ふきつしぇんしゅ（補欠の選

手）。

ふきつ [fukitsɿ]［形］〔ふきつまい...〕不吉。
ふきつ [fukitsɿ]［形］〔ふきつまい...〕不潔。汚い
こと。昔は風呂はなかった。

ふきつつ [fukitsɿtsɿ]［名］〔ふきつつまい...〕す
す。鍋の底のすす。

ふきつむぬ [fukitsɿmunu]［名］〔ふきつむ⸣ぬま
い...〕不潔者。【類】「すかたむぬ」。「なばだり
むぬ」。

ふキ゚でぃリ゚ [fukɿdiɭ]［動 II類 c型］〔ふキ゚でぃー、
ふキ゚でぃん〕芽吹く。芽生える。芽が出る。【例】

みーぬ ふキ゚でぃリ゚（芽吹く）。
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ふキ゚とぅばす

ふキ゚とぅばす [fukɿtubasɿ]［動 I類 c型］〔ふキ゚と
ぅばしー、ふキ゚とぅばしゃん〕吹き飛ばす。子

どもの病気を親が吹き飛ばす。【例】につうば

ー てぃーん ぬーしー ふキ゚とぅばす（熱は手

のひらに乗せて吹き飛ばす）。

ふギどぅみ [fugɿdumi]［名］〔ふギどぅみまい...〕
釘止め。釘付け。厳重にする。

ふキ゚とーす [fukɿtoːsɿ]［動 I類 c型］〔ふキ゚とーし
ー、ふキ゚とーしゃん〕吹き倒す。【同】「ふキ゚た

うす」。

ふキ゚なー [fukɿnaː]［名］〔ふキ゚な⸣ーまい...〕葺く
縄。茅ぶきの家の屋根をしめつける縄。〈あだ

んやぬ あず〉の歌に出てくる。

ふきふき [fukifuki]［擬］〔ふきふきてぃー...〕く
ぐり抜ける様子。群衆の中を子供がくくり抜け

る。

ぷきぷき [pukipuki]［擬］〔ぷきぷきまい...〕小雨
が降りはじめる様。

ふギぶに [fugɿbuni]［名］〔ふギぶにまい...〕首。
頸。襟。【類】「ぬどぅふギ」。

ふキ゚みず [fukɿmidzɿ]［名］〔ふキ゚み⸣ずまい...〕沸
く水。お湯。

ふきみつ [fukimitsɿ]［名］〔ふきみ⸣つまい...〕抜
け道。小路。

ふギムビー [fugɿmbɿː]［名］〔ふギムビ⸣ーまい...〕
首のしびれ。

ふきゅー [fukjuː]［名］〔ふきゅーまい...〕補給。
ふキ゚ゆー [fukɿjuː]［名］〔ふキ゚ゆ⸣ーまい...〕沸く
湯。お湯。

ぶきゆー [bukijuː]［形］〔ぶきゆーまい...〕不器
用。

ふきリ゚ [fukiɭ]［動 II 類 c 型］〔ふきー、ふきん〕
穴をくぐり抜ける。魚が網を抜ける。【例】き

ーぬ みーゆ ふきリ゚（木の中を抜ける）。あム

ぬ みーゆ ふきリ゚（網の目を抜ける）。

ふきリ゚ [fukiɭ]［動 II 類 c 型］〔ふきー、ふきん〕
大便小便を途中でもらす。【例】すばリ゚ぬ ふき

ー（おしっこをもらした）。

ふきリ゚ [fukiɭ]［動 II 類 c 型］〔ふきー、ふきん〕
老ける。ぼける。痴呆になる。【例】いつがみ

まい ふきん（いつまでも老けない）。しゅーや

ふきーらん（おじいさんはぼけていない）。

ふきリ゚ [fukiɭ]［動 II 類 c 型］〔ふきー、ふきん〕
ほどける。結んだ糸がほとける。ベルトがはず

れる。【例】いとぅぬ ふきリ゚（糸がほどける）。

しゅぷギぬ ふきリ゚（帯がほどける）。

ふきん [fukin]［名］〔ふき⸣んまい...〕布巾。机や
台を拭くもの。

ふきん [fukin]［名］〔ふき⸣んまい...〕保険。保険
をかけること。

ぷきん なリ゚ [pukin naɭ]［連語］ほこりになる。
見えなくなる。動きの素早いこと。行動の素早

い人。脱兎の如く。【類】「ぷけーとぅム みー

らいん」。

ふキ゚んキ゚ [fukɿnkɿ]［動 I 類 c 型］〔ふキ゚んきー、
ふキ゚んかん〕吹き込む。風がいえの中に吹き込

む。

ふギんギ [fugɿngɿ]［名］〔ふギん⸣ギまい...〕釘抜
き。釘を抜くこと。ペンチなどで釘を抜くこ

と。

ふく [fuku]［名］〔ふくま⸣い...〕福。幸福。幸せ。
【例】ふくー つきリ゚（幸福を願う）。

ふく [fuku]［名］〔ふ⸣くまい...〕服。洋服。
ふく [fuku]［名］〔ふくまい...。ふ⸣くまい...〕肺。
肺臓。脊椎動物にとって大切な呼吸器官。【例】

キ゚むとぅ ふく（肝と肺）。

ふぐ [fugu]［名］［魚］〔ふぐまい...〕ふぐ。ふぐ
の仲間。

ぷく [puku]［名］〔ぷくまい...〕茅葺きの屋根の
茅を押える木材。

ふくい [fukui]［名］〔ふく⸣いまい...〕すす。天井
にこびりついているほこり。

ぷくギぎー [pukugɿgiː]［名］［植］〔ぷくギぎ⸣ー
まい...〕ふくぎ。福木。多良間村の村木。【例】
しゅがーうたきぬ ぷくギぎー（塩川御嶽の福

木並木）。

ふくきリ゚ [fukukiɭ]［動 II類 a型］〔ふくきー、ふ
くきん〕ふくれる。大きくなる。【類】「ふくぱ

リ゚」。

ふくく [fukuku]［名］〔ふくくま⸣い...〕ふくろ。
袋。衣服の袋。ポケット。

ふくく [fukuku]［名］〔ふくくま⸣い...〕浜にうち
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ふくリ゚

あげられた海藻。海苔。

ふくた [fukuta]［名］〔ふく⸣たまい...〕ぼろ。ぼ
ろ切れ。

ふくな [fukuna]［名］［植］〔ふくなま⸣い...〕はる
ののげし。

ふくなぬ あいじゅー [fukunanu aidʑuː]［名］〔ふ
くなぬあいじゅ⸣ーまい...〕はるののげしの和
え物。

ふくにん [fukunin]［名］〔ふくにんまい...〕福人。
幸福な人。金持。

ふくぬかム [fukunukam]［名］〔ふくぬか⸣ムま
い...〕福の神。

ふくぱらす [fukuparasɿ]［動 I 類 a 型］〔ふくぱ
らしー、ふくぱらしゃん〕膨らませる。息を吹

き込んで膨らませる。ゴム風船を膨らませる。

【例】かまつう ふくぱらす（ほっぺを膨らませ

る）。【類】「ぱずます」。

ふくぱリ゚[fukupaɭ]［動 I類 a型］〔ふくぱりー、ふ
くぱらん〕膨らむ。頬を膨らますことから、子

供がだだをこねることにもいう。【例】ぐむま

ーリ゚ぬ ふくぱリ゚（ゴム鞠が膨らむ）。かまつぬ

ふくぱリ゚（ほっぺが膨らむ）。【類】「ぱずム」。

ふくふく [fukufuku]［擬］〔ふくふくてぃー...〕福
々。ほくほく。心にゆとりがあること。

ぶくぶく [bukubuku]［擬］〔ぶくぶくてぃー...〕
泡だつ様。蟹の出す泡。お茶の泡。

ふくます [fukumasɿ]［動 I類 c型］〔ふくましー、
ふくましゃん〕口に物を入れる。【例】つーう

ふくます（おっぱいを含ませる）。

ふぐます [fugumasɿ]［動 I類 a型］〔ふぐましー、
ふぐましゃん〕へこます。くぼます。車のタイ

ヤーが地面をくぼます。【例】みつう ふぐます

（道路をへこませる）。

ふぐまらす [fugumarasɿ]［動 I類 a型］〔ふぐま
らしー、ふぐまらしゃん〕ほけませる。くぼま

せる。【例】こーじう しー みつう ふぐまら

す（工事によって道路を窪まらせる）。

ふくまリ゚ [fukumaɭ]［動 I類 c型］〔ふくまりー、
ふくまらん〕はれる。皮膚がはれる。【類】「ふ

くりリ゚」。

ふぐまリ゚ [fugumaɭ]［動 I類 c型］〔ふぐまりー、

ふぐまらん〕へこむ。くぼむ。

ふくみかす [fukumikasɿ]［動 I 類 c 型］〔ふくみ
かしー、ふくみかしゃん〕畑を耕して土を軟ら

かくする。

ふくみキ゚ [fukumikɿ]［動 I類 c型］〔ふくみきー、
ふくみかん〕畑を耕して土がやわらかくなる。

ふくみキ゚ [fukumikɿ]［動 I類 c型］〔ふくみきー、
ふくみかん〕福めく。金持になる。

ふくみリ゚ [fukumiɭ]［動 II類 c型］〔ふくみー、ふ
くみん〕含める。範囲。【例】すまー ムーな ふ

くみー ぱなし（島全体を含めて話しなさい）。

ふくム [fukum]［動 I 類 c 型］〔ふくみー、ふく
まん〕銜える。口に物を含む。言葉をつつしむ。

【例】ふくまんぐとぅ ぱなし（口に含まないで

話しなさい）。

ふぐム [fugum]［名］〔ふぐ⸣ムまい...〕窪み。穴。
窪地。低い土地。

ふぐム [fugum]［名］〔ふぐムまい...〕笑窪。【類】
「ばるーふぐム」。

ふぐム [fugum]［動 I類 a型］〔ふぐみー、ふぐ
まん〕窪む。

ふぐムずー [fugumdzɿː]［名］〔ふぐムずーまい...。
ふぐムず⸣ーまい...〕窪地。窪んだ土地。低い土
地。低い所の畑。

ふくらいリ゚ [fukuraiɭ]［動 II類 a型］〔ふくらい
ー、ふくらいん〕金をごまかされる。【例】ふ

くらいー ねーん（ごまかされてしまった）。

ふくらす [fukurasɿ]［動 I類 a型］〔ふくらしー、
ふくらしゃん〕水につけて置くこと。水分をふ

くませる。豆を水につけて置く。【例】まみう

ふくらす（豆を水につけておく）。

ふくらす [fukurasɿ]［動 I類 a型］〔ふくらしー、
ふくらしゃん〕福増やす。金持になる。

ふくらます [fukuramasɿ]［動 I類 a型］〔ふくら
ましー、ふくらましゃん〕膨らませる。脹らま

せる。

ふくリ゚ [fukuɭ]［動 I類 a型］〔ふくりー、ふくら
ん〕ごまかす。金をごまかす。詐欺。【例】ふく

らいー ねーん（詐欺に会ってしまった）。

ふくリ゚ [fukuɭ]［動 I類 a型］〔ふくりー、ふくら
ん〕囲む。集める。魚を網に追い込む。【例】ヴ
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ふくリ゚

ぇー きー ふくり（集めてきて囲みなさい）。

ふくリ゚ [fukuɭ]［動 I類 a型］〔ふくりー、ふくら
ん〕縛る。

ふぐリ゚ [fuguɭ]［名］〔ふぐリ゚ま⸣い...〕陰のう。「睾
丸」は誤り。

ふぐリ゚ [fuguɭ]［名］〔ふぐリ゚まい...〕竿秤のおも
り。

ふくリ゚あム [fukuɭam]［名］〔ふくリ゚あムまい...〕
袋網。四つ手網。

ふぐリ゚あム [fuguɭam]［名］〔ふぐリ゚あムまい...〕
四つ手網。【類】「うしゃム」。

ふぐリ゚だに [fuguɭdani]［名］〔ふぐリ゚だにまい...〕
精巣。

ふぐリ゚とぅリ゚ [fuguɭtuɭ]［名］〔ふぐリ゚とぅ⸣リ゚ま
い...〕陰のう取。去勢。種取り。【類】「たにと
ぅリ゚」。

ふくリ゚なー [fukuɭnaː]［名］〔ふくリ゚なーまい...〕
おおいかりなまこ。

ふくりリ゚ [fukuriɭ]［動 II類 a型］〔ふくりー、ふ
くりん〕腫れる。むくむ。むくみ。【例】むす

ん しゃしゃいー ふくりリ゚（虫に刺されて腫

れる）。

ふくりリ゚ [fukuriɭ]［動 II類 a型］〔ふくりー、ふ
くりん〕水につけた干物がふくらむ。

ふくりリ゚ [fukuriɭ]［動 II類 a型］〔ふくりー、ふ
くりん〕肥料の効き過ぎて作物が実らない。徒

⻑。甘やかされて育つ子にも言う。【例】ふく

りむのー しゅだたん（厳しさのない物は実ら

ない）。

ふくりリ゚[fukuriɭ]［動 II類 a型］〔ふくりー、ふく
りん〕金がたまる。金持になる。太くなる。【例】

じんふくるぬ ふくりリ゚（財布がふくれる）。

ふくりリ゚ [fukuriɭ]［動 II類 a型］〔ふくりー、ふ
くりん〕子どもがだだをこねること。ぐずる。

【例】イ゚ーくとぅー キ゚かん ふくりリ゚（言うこ

とを聞かずにふくれる）。

ふくる [fukuru]［名］〔ふくるま⸣い...〕袋。紙袋。
ポケット。肥料袋。レジ袋。

ふくるー [fukuruː]［名］［鳥］〔ふくる⸣ーまい...〕
ふくろう。りゅうきゅうこのはずく。【類】「に

かつつく」。

ふくるく [fukuruku]［名］〔ふくる⸣くまい...〕福
禄。家庭繁栄。富貴繁栄。

ふくるくじゅ [fukurukudʑu]［名］〔ふくるく⸣じ
ゅまい...〕福禄寿。八月おどりの演目の一つ。
家庭繁栄・富貴繁栄・健康⻑寿。

ふくるしゅでぃ [fukuruɕudi]［名］〔ふくるしゅ⸣
でぃまい...〕袋袖。和服。

ふくるずー [fukurudzɿː]［名］〔ふくるず⸣ーまい...〕
袋地。他の畑に囲まれた畑。【類】「ぱるムなか

ずー」。

ぷけーとぅム みーらいん [pukeːtum miːrain]［連
語］埃さえ見えない。動きの素早いこと。【類】

「ぷきんなリ゚」。

ふげーらす [fugeːrasɿ]［動 I 類 c 型］〔ふげーら
しー、ふげーらしゃん〕騒がせる。暴れさせる。

【例】じゃーう ふげーらす（集会の場を騒がせ

る）。

ふげーリ゚ [fugeːɭ]［動 I類 c型］〔ふげーりー、ふ
げーらん〕騒ぐ。混乱になる。暴れる。【例】び

ーふしゃりー ふげーりリ゚（酔いつぶれて暴れ

る）。

ふげーリ゚むぬ [fugeːɭmunu]［名］〔ふげーリ゚む⸣ぬ
まい...〕騒々しい者。落ちつきのない人。乱暴
者。

ふげーりリ゚ [fugeːriɭ]［動 II類 c型］〔ふげーりー、
ふげーりん〕騒ぐ。ふざける。紛糾。乱暴にな

る。【例】うぐなーリ゚とぅくなん ふげーりリ゚

（集会の場にふざける）。

ふこー [fukoː]［名］〔ふこーまい...〕不孝。親不
孝。不孝者。

ふこー [fukoː]［名］〔ふこーまい...〕不幸。不幸
せ。【例】ふこーぬ あリ゚（死んだ人がある）。

ふこーひー [fukoːhiː]［名］〔ふこーひ⸣ーまい...〕
不公平。

ふし [fuɕi]［名］〔ふしまい...〕くせ。【例】ピと
ぅふし（ひとくせ）。ななふし（ななくせ）。

ふしあリ゚むぬ [fuɕiaɭmunu]［名］〔ふしあリ゚む⸣ぬ
まい...〕くせのある者。【類】「ふしあれ」。

ふしあリ゚むぬ [fuɕiaɭmunu]［名］〔ふしあ⸣リ゚むぬ
⸢まい...〕節のある植物。禾本科の植物のこと。

ふしあれ [fuɕiare]［名］〔ふしあ⸣れまい...〕くせ
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ふしゃだに

のある者。【類】「ふしあリ゚むぬ」。

ふしぇーキ゚ [fuɕeːkɿ]［動 I類 a型］〔ふしぇーき
ー、ふしぇーかん〕茂る。繁茂する。草木が生

い茂る。【類】「ふしぇーリ゚」。

ふしぇーリ゚ [fuɕeːɭ]［名］［鳥］〔ふしぇーリ゚まい...〕
鳥。しろはら。林の中の枝から枝へ飛び回る。

ふしぇーリ゚ [fuɕeːɭ]［動 I類 a型］〔ふしぇーりー、
ふしぇーらん〕茂る。繁茂する。草木が生い茂

る。【類】「ふしぇーキ゚」。

ふしだリ゚むぬ [fuɕidaɭmunu]［名］〔ふしだリ゚む⸣
ぬまい...〕難癖ばかりつける人。

ふしだりむぬ [fuɕidarimunu]［名］〔ふしだ⸣りむ
ぬまい...〕（さとうきびなど）節だらけの植物。
節の多い植物。節と節の間の短いこと。

ふしつきリ゚ [fuɕitsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔ふしつき
ー、ふしつきん〕難癖（なんくせ）をつける。

ふしみ [fuɕimi]［名］〔ふしみう...〕節目。区切。
【例】ふしみう つきリ゚（節目をつける）。

ふしむぬ [fuɕimunu]［名］〔ふ⸣しむぬまい...〕く
せ者。怪しい者。【例】くぬ ぱなすェー ふし

むぬどー（あの話はくせものだ）。

ふしゃ [fuɕa]［名］〔ふしゃまい...。ふしゃゆーリ゚
⸣ら...〕草。雑草。野草。牧草。家畜のえさにな
る草。

ふしゃ [fuɕa]［名］［病］〔ふしゃまい...〕くさ。
瘡。風土病。フィラリア。【類】「ふしゃやム」。

ふしゃ [fuɕa]［名］〔ふしゃまい...〕巫女。かんな
ぎ。のろ。司祭。【類】「かムかかれ」。

ぶしゃ [buɕa]［名］〔ぶしゃまい...〕スツウプナ
カの準備をする中心的な人物。スツウプナカの

神酒造り担当。

ぷしゃ [puɕa]［名］［昆虫］〔ぷ⸣しゃまい...〕あ
おどうがねの幼虫。

ぷしゃ [puɕa]［名］〔ぷ⸣しゃまい...〕量を表す。
【例】ゆぬぷしゃ（同じ量）。

ぶしゃいム [buɕaim]［名］〔ぶしゃいムまい...〕ス
ツウプナカのブシャ座の漁のこと。

ぷしゃいリ゚ [puɕaiɭ]［動 II類 c型］〔ぷしゃいー、
ぷしゃいん〕日干しにされる。洗濯物や日干し

の食べ物のこと。日陰のない所で働いたり、子

どもが遊んだりすること。

ふしゃがらす [fuɕagarasɿ]［動 I類 a型］〔ふしゃ
がらしー、ふしゃがらしゃん〕塞がらせる。閉

じさせる。【例】かでぃぬ やどぅー ふしゃが

らす（風が戸を閉じさせる）。

ふしゃかリ゚ [fuɕakaɭ]［名］〔ふしゃか⸣リ゚まい...〕
草刈。【例】ぴんだぬ ふしゃかリ゚（山羊の草

刈）。じゅ、ふしゃかリ゚が（さあ、草刈に行こ

う）。

ふしゃがリ゚ [fuɕagaɭ]［動 I類 a型］〔ふしゃがり
ー、ふしゃがらん〕塞がる。閉じる。【例】みー

らいんにー ふしゃがリ゚な（見えないから塞が

るな）。

ふしゃかれ [fuɕakare]［名］〔ふしゃか⸣れまい...〕
草刈上手。手馴れた草刈。

ふしゃき [fuɕaki]［名］〔ふしゃきまい...〕草木。
野の草木。草や木。

ふしゃギ [fuɕagɿ]［動 I類 a型］〔ふしゃぎー、ふ
しゃがん〕塞ぐ。閉じる。【例】みつう ふしゃ

ギな（道を塞ぐな）。

ふじゃきリ゚ [fudʑakiɭ]［動 II類 c型］〔ふじゃき
ー、ふじゃきん〕ふざける。野次をとばす。【例】

いムー ふじゃきリ゚（海にはふざけるな）。

ぶしゃじゃー [buɕadʑaː]［名］〔ぶしゃじゃーま
い...〕ぶしゃの座。スツウプナカの準備をする
中心的な役割。組織。

ふしゃしゃーリ゚ [fuɕaɕaːɭ]［形］〔ふしゃ⸣しゃま
い...〕臭。【例】ふしゃしゃ（臭さ）。ふしゃしゃ
ぬ（臭いなあ）。ばキ゚だぬ ふしゃしゃーリ゚（脇

が臭い）。ぴーぬ ふしゃしゃーリ゚（屁が臭い）。

ふしゃしゃヴヴィ゚ [fuɕaɕavvɿ]［名］〔ふしゃしゃ
ヴ⸣ヴィ゚まい...〕草取り。除草。【例】あーぬ ふ

しゃしゃヴヴィ゚（粟の草取り）。みなかぬ ふし

ゃしゃヴヴィ゚（庭の草取り）。

ふしゃじゃら [fuɕadʑara]［名］〔ふしゃじゃ⸣らま
い...〕畑が草木で荒れていること。

ぶしゃだてぃ [buɕadati]［名］〔ぶしゃだてぃま
い...〕スツウプナカのブシャ座の員数を揃える
こと。

ふしゃだに [fuɕadani]［名］〔ふしゃだ⸣にまい...〕
雑草の種子。【例】ふしゃだにぬ むいリ゚（雑草

が生える）。
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ぶしゃだむぬ

ぶしゃだむぬ [buɕadamunu]［名］〔ぶしゃだむぬ
まい...〕スツウプナカのブシャ座の神酒をつく
る薪のこと。

ふしゃだり [fuɕadari]［名］〔ふしゃだ⸣りまい...〕
除草の後に残った切れはし。【例】ふしゃだれー

ぬくらん（刈り取った後に残りものはない）。

ふしゃとぅがー [fuɕatugaː]［名］［井戸］〔ふしゃ
とぅが⸣ーまい...〕現在の集落の東にある自然
井戸。

ふしゃとぅがーむら [fuɕatugaːmura]［名］［地］
〔ふしゃとぅが⸣ーむらまい...〕ふしゃとぅがー
（井戸）を中心としてできたとされる集落。伝

説。

ふしゃとぅリ゚ [fuɕatuɭ]［名］〔ふしゃとぅ⸣リ゚ま
い...〕草取り。除草。箆で粟を間引きしながら
除草する。【例】あーぬ ふしゃとぅリ゚（粟の草

取り）。

ふしゃなギ [fuɕanagɿ]［名］〔ふしゃな⸣ギまい...〕
草薙ぎ。草を薙ぐこと。草を薙ぎ払うこと。荒

れた畑の草木を薙ぎ払うこと。

ふしゃぬふしゃーリ゚ [fuɕanufuɕaːɭ]［形］〔ふしゃ
ぬふ⸣しゃまい...〕温もり。温和である。平和で
ある。団らん。団結。偕楽。ふれあい。和気藹

々。【例】ふしゃぬふうぐなーリ゚（温もりのあ

る集い）。

ふしゃぬみー [fuɕanumiː]［名］〔ふしゃぬみ⸣ー
まい...〕草叢（くさむら）。草の生い茂るとこ
ろ。荒地のこと。

ふしゃぬムー [fuɕanumm]［名］〔ふしゃぬム⸣ー
まい...〕芋掘りした後に残ったいも。貧しい家
の女性が芋畑を歩き回って残った芋を掘った。

島人は黙認した。【類】「あこーでぃぬムー」。

ふしゃばく [fuɕabaku]［名］〔ふしゃば⸣くまい...〕
草賭博。刈った草を出し合って賭ける。

ふしゃばな [fuɕabana]［名］〔ふしゃば⸣なまい...〕
草花。草や花。

ふしゃビ [fuɕabɿ]［名］〔ふしゃビまい...〕楔（く
さび）。堅固にする道具。楔を打つ。結び付き

を強くする。

ふしゃびー [fuɕabiː]［名］〔ふしゃび⸣ーまい...〕
臭い屁。

ふしゃふー [fuɕafuː]［名］〔ふしゃふーまい...〕草
を食う。草食動物。【例】ゆーがまーす ふしゃ

ふーうとぅぬ キ゚かいー（夜通し草を食べる音

が聞こえた）。

ふしゃぼー [fuɕaboː]［名］〔ふしゃぼ⸣ーまい...〕
草の茂った畑。荒れ地。【類】「ありずー」。「あ

りぬー」。

ふしゃやム [fuɕajam]［名］［病］〔ふしゃや⸣ムま
い...〕風土病。フィラリア。マラリア。蚊の媒
介による病気。

ふしゃやムぱギ [fuɕajampagɿ]［名］〔ふしゃや⸣
ムぱギまい...〕風土病患者の足。

ふしゃやムむぬ [fuɕajammunu]［名］〔ふしゃや
ムむ⸣ぬまい...〕風土病患者。

ふしゃらす [fuɕarasɿ]［動 I類 c型］〔ふしゃらし
ー、ふしゃらしゃん〕腐らす。食べ物を腐敗さ

せる。冷蔵庫のない時代のこと。

ふしゃり [fuɕari]［名］〔ふしゃりま⸣い...〕腐れ。
腐敗。朽ち。【例】ふしゃりかだ（腐れた匂い）。

ふしゃりぎー（朽ち木）。

ふしゃりきっふリ゚ [fuɕarikiffuɭ]［名］〔ふしゃり
きっふ⸣リ゚まい...〕げっぷ。おくび。胃の中のガ
スが口から出ること。【類】「きっふリ゚」。

ふしゃりリ゚ [fuɕariɭ]［動 II類 c型］〔ふしゃりー、
ふしゃりん〕腐れる。朽ちる。倒木が朽ち果て

る。食べ物が腐れる。

ふしゅ [fuɕu]［名］〔ふしゅま⸣い...〕大便。くそ。
鼻くそ。侮蔑の意味もある。

ふじゅ [fudʑu]［名］〔ふじゅまい...〕補助。【例】
ふじゅきん（補助金）。

ぶしゅ [buɕu]［名］〔ぶしゅまい...〕へそ。
ふしゅ ふぁい [fuɕu fai]［連語］くそ食え。とて
も怒るときに言う。

ぷじゅー [pudʑuː]［名］〔ぷじゅ⸣ーまい...〕タバ
コ入れ。【同】「ぷどぅー」。【類】「くしゃす」。

ふしゅかす [fuɕukasɿ]［名］〔ふしゅか⸣すまい...〕
くそ粕。（人が）だめであること。侮蔑して言

う。

ふしゅかすむぬ [fuɕukasɿmunu]［名］〔ふしゅか
すむ⸣ぬまい...〕くそ粕者。だめな奴。

ふしゅがなまら [fuɕuganamara]［名］〔ふしゅが
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ぷす

なま⸣らまい...〕くそ頭（の人）。【同】「ふしゅ
がなまれ」。

ふしゅがなまリ゚ [fuɕuganamaɭ]［名］〔ふしゅがな
ま⸣リ゚まい...〕くそ頭。侮蔑して言う。

ふしゅがなまれ [fuɕuganamare]［名］〔ふしゅが
なま⸣れまい...〕くそ頭（の人）。【同】「ふしゅ
がなまら」。

ふしゅく [fuɕuku]［名］〔ふしゅくまい...〕不足。
ふしゅぐどぅん [fuɕugudun]［名］〔ふしゅぐどぅ

⸣んまい...〕くそ愚鈍。侮蔑して言う。
ふしゅすばリ゚ [fuɕusɿbaɭ]［名］〔ふしゅすば⸣リ゚ま
い...〕し尿。大小便。

ふしゅだすからん [fuɕudasɿkaran]［連語］能のな
い。役立たず。

ふしゅだり [fuɕudari]［名］〔ふしゅだ⸣りまい...〕
くそ汚れ。くそまみれ。

ふしゅつかム [fuɕutsɿkam]［名］〔ふしゅつか⸣ム
まい...〕くそ片付け。くそ始末。

ぶしゅぬ ぶー [buɕunu buː]［名］〔ぶしゅ⸣ぬぶ
ー⸢まい...〕へその緒。

ふしゅばうちら [fuɕubautɕira]［名］〔ふしゅばう
ち⸣らまい...〕ひどいやんちゃ者。【同】「ふしゅ
ぼーちら」。

ふしゅばた [fuɕubata]［名］〔ふしゅば⸣たまい...〕
くそ腹。とても怒るときに言う。【例】ふしゅ

ばたぬ んでぃリ゚（腹がにえくりかえる）。

ふしゅピー [fuɕupɿː]［名］［病］〔ふしゅピ⸣ーま
い...〕下痢。糞放り。【類】「やまだつ」。

ふしゅふぇー [fuɕufeː]［名］〔ふしゅふぇ⸣ーま
い...〕言いなりになること。自分の意見のない
こと。

ふしゅふき [fuɕufuki]［名］〔ふしゅふ⸣きまい...〕
糞漏れ。トイレに行くまでに途中に大便をもら

すこと。

ぶしゅぶしゅ [buɕubuɕu]［擬］〔ぶしゅぶしゅて
ぃー...〕うようよ。虫がたくさんいる様。

ぶじゅぶじゅ [budʑubudʑu]［擬］うようよ。虫が
うようよしている。

ふしゅぼーちら [fuɕuboːtɕira]［名］〔ふしゅぼー
ち⸣らまい...〕ひどいやんちゃ者。【同】「ふしゅ
ばうちら」。

ふしゅまじみ [fuɕumadʑimi]［形］〔ふしゅまじ⸣
みまい...〕くそまじめ。まじめな人に対してか
らかう。

ふしゅまリ゚ [fuɕumaɭ]［動 I 類］〔ふしゅまりー、
ふしゅまらん〕〔ふしゅま⸣リ゚まい...〕大便をす
る。くそまる。排便。

ふしゅまリ゚たしゃーリ゚ [fuɕumaɭtaɕaːɭ]［形］〔ふ
しゅまリ゚た⸣しゃまい...〕大便したい。便意を感
じる。

ぶじゅみキ゚ [budʑumikɿ]［動 I類 c型］〔ぶじゅみ
きー、ぶじゅみかん〕うようよする。

ふしゅやうがー [fuɕujaugaː]［名］〔ふしゅやうが
⸣ーまい...〕とても弱いこと。弱虫。【同】「ふし
ゅよーがー」。

ふしゅよーがー [fuɕujoːgaː]［名］〔ふしゅよーが
⸣ーまい...〕とても弱いこと。弱虫。【同】「ふし
ゅやうがー」。

ふしゅリ゚ [fuɕuɭ]［名］〔ふしゅ⸣リ゚まい...〕薬。飲
ぐすり。貼りぐすり。

ふしゅリ゚だい [fuɕuɭdai]［名］〔ふしゅ⸣リ゚だいま
い...〕薬代。薬を買うのに支払う。

ふしゅん むたいリ゚ [fuɕun mutaiɭ]［連語］糞に持
たれる。自分でトイレの始末ができないこと。

大便を自分で処理できない老人のこと。

ふしょーにん [fuɕoːnin]［名］〔ふしょーに⸣んま
い...〕保証人。

ふす [fusɿ]［名］〔ふ⸣すまい...〕櫛（くし）。髪を
梳くもの。【類】「ゆくぐし」。

ふす [fusɿ]［名］〔ふ⸣すまい...〕節（ふし）。ぐす。
禾本科の植物の節。【例】すっじゃぬ ふす（さ

とうきびの節）。

ふず [fudzɿ]［名］〔ふずまい...〕くじ。【例】ふず
やぱ（くじ運の強い人）。

ぶす [busɿ]［名］〔ぶ⸣すまい...〕不美人。男性に
は言わない。

ぶす [busɿ]［名］〔ぶすまい...〕武士。強い人。戦
国時代の武士。【例】みどぅムぶす（男まさり）。

【類】「さむらい」。

ぷす [pusɿ]［名］〔ぷすま⸣い...〕星。星座。【例】
にぬぱぶす（北極星）。みがぶす（織姫星）。み

かるぶす（彦星）。ムにぶす（すばる）。ゆイ゚ふ
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ぷす

ーぶす（宵の明星）。しぇーかぶす（明けの明

星）。ななつぶす（北斗七星）。

ぷす [pusɿ]［名］〔ぷすまい...〕節。かつお節。
ぷす [pusɿ]［動 I類 c型］〔ぷしー、ぷしゃん〕干
す。乾かす。【例】ぷすむぬ（干し物。洗濯物）。

ぷすムー（干しいも）。

ふすあな [fusɿana]［名］〔ふすあ⸣なまい...〕節穴。
板の節のとれた穴。

ふずうらす [fudzɿurasɿ]［名］〔ふずうら⸣すまい...〕
くじおろし。子どもの命名のときの儀式のこ

と。先祖の名前を書いた小さな紙を盆に乗せて

選り落とす。

ふずうるす [fudzɿurusɿ]［名］〔ふずうる⸣すまい...〕
くじ下ろし。くじ引き。命名の儀式。

ふずうん [fudzɿun]［名］〔ふずうんまい...〕くじ
運。

ぷすぎ なリ゚ [pusɿgi naɭ]［連語］欲しくなる。欲
しそうに見える。【例】ぷすぎなりー みー ぶ

リ゚（欲しそうに見ている）。みー ぶたかー ぷ

すぎなリ゚（見ていたら欲しくなる）。

ぶすぎしゃーリ゚[busɿgiɕaːɭ]［形］〜しそうだ。【例】
あみぬ ふリ゚ぶすぎしゃーリ゚（雨が降りそうだ）。

ふずぐぱしゃーリ゚ [fudzɿgupaɕaːɭ]［形］〔ふずぐ
ぱしゃまい...〕くじ運のないこと。【類】「うん
よーしゃーリ゚」。

ふずぐぱむぬ [fudzɿgupamunu]［名］〔ふずぐぱ
むぬまい...〕くじ運のない人。

ぶすしゃーリ゚ [busɿɕaːɭ]［形］〜したい。動詞に付
き、「〜したい」を表す。【例】みーぶすしゃー

リ゚（見たい）。ふーぶすしゃーリ゚（食べたい）。

ぷすしゃーリ゚ [pusɿɕaːɭ]［形］〔ぷす⸣しゃまい...〕
欲しい。望む。欲望する。【例】ぷすむぬ（欲し

いもの）。ぬーゆが ぷすしゃーリ゚ば（何が欲し

いか）。

ぶすっ [busɿʔ]［擬］〔ぶすってぃー...〕突き刺す
こと。【類】「じゃっふぁ」。「じゃふ」。

ふすなす [fusɿnasɿ]［名］［植］〔ふすな⸣すまい...〕
くちなし。花びらが 6 枚ある。【同】「ふつな
す」。

ふすばく [fusɿbaku]［名］〔ふ⸣すばくまい...〕櫛
箱。

ぶずビキ゚ [budzɿbɿkɿ]［名］〔ぶずビキ゚まい...〕く
じ引き。【類】「ふずんギ」。

ぷすムー [pusɿmm]［名］〔ぷすム⸣ーまい...〕干
し芋。さつまいもを輪切りにして干したもの。

貯蔵して飢饉（ききん）に備える。

ぷすムーぬ イ゚ー [pusɿmmnu ɿː]［名］〔ぷすム⸣ー
ぬイ゚ー⸢まい...〕干し芋の飯。

ぷすむぬ [pusɿmunu]［名］〔ぷすむぬまい...〕干
し物。洗濯物。干し芋、干し魚、干し大根など。

ふずやぱしゃーリ゚ [fudzɿjapaɕaːɭ]［形］〔ふずやぱ
しゃまい...〕くじ運のよいこと。その人。

ふずんギ [fudzɿngɿ]［名］〔ふずんギまい...〕くじ
引き。【類】「ふずビキ゚」。

ふた [futa]［名］〔ふたまい...〕蓋。貝の蓋。【例】
なびふた（鍋の蓋）。ふたでぃリ゚（蓋のついた

ざる）。ぴしムなぬ ふた（さざえの蓋）。

ふた [futa]［名］二。二つ。二倍。両方。【例】ふ
たーつ（二つ）。ふたてぃー（両手）。ふたなぎ

（二倍の⻑さ。二倍の距離）。ふたぱく（二箱）。

ふだ [fuda]［名］〔ふ⸣だまい...〕札。表札。投票用
紙。【例】なふだ（名札）。ふだイ゚ズぃ（投票す

る）。ほーげんふだ（方言札）。たてぃふだ（立

札）。

ぶた [buta]［接尾］量を表す。【例】ミ゚ーぶた（鍋
の中に食材の多いこと）。すーぶた（汁の多い

こと）。

ぶだ [buda]［名］〔ぶ⸣だまい...〕伯父。叔父。父
や⺟の兄弟。

ぷだ [puda]［副］危く。もう少しで。約。およそ。
ほぼ。【例】ぷだ だいずどぅ あたリ゚（もう少

しで大変でした）。ぷだ いつからばかリ゚らー

（およそ 5匹ぐらいかな）。
ふたーつ [futaːtsɿ]［名］〔ふたーつまい...〕二つ。
二個。二歳。【例】ふたーつが あじゃ（二つ上

の兄）。ふたーつが あんが（二つ上の姉）。ふ

たーつが うっとぅ（二つ年下の弟妹）。ふたー

つがゆイ゚（二つちがいの生まれ）。

ぷだーぷだ [pudaːpuda]［重複］もう少しのとこ
ろだった。危いところだった。「ぷだ」を強め

る。

ふたーリ゚ [futaːɭ]［名］〔ふたーリ゚まい...〕二人。
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ふたでぃリ゚

ふたい [futai]［名］〔ふたいまい...〕額。【類】「ふ
たいがム」。

ふたい [futai]［名］〔ふたいまい...〕二重。【例】
ふたいみーぬ かー（二重のまぶた）。

ぶだい [budai]［名］〔ぶだ⸣いまい...〕ぶたい。舞
台。八月おどり場の演舞所。

ふたいがム [futaigam]［名］〔ふたいがムまい...〕
額。

ふだイ゚ズぃ [fudaɿzi]［名］〔ふ⸣だイ゚ズぃまい...〕
投票する。【類】「ふだかキ゚」。

ふたいなー [futainaː]［名］〔ふたいな⸣ーまい...〕
二重縄。縄を更に二重にして作った縄。

ふたいぱが [futaipaga]［名］〔ふたいぱ⸣がまい...〕
額が禿げている人。額の大きい人。

ふたいぱぎ [futaipagi]［名］〔ふたいぱぎまい...〕
額禿げ。額の大きい人。

ふたうや [futauja]［名］〔ふたうやまい...〕両親。
父⺟。

ふたが [futaga]［名］〔ふた⸣がまい...〕双子。双
生児。

ふだかキ゚ [fudakakɿ]［名］〔ふ⸣だかキ゚⸢まい...〕札
書き。投票すること。【類】「ふだイ゚ズぃ」。

ぶだがま [budagama]［名］〔ぶだが⸣ままい...〕末
の伯父、叔父。季父（きふ）。

ふたから [futakara]［名］〔ふたからまい...〕二匹。
動物のみに言う。

ふだキ゚ [fudakɿ]［動 I類 c型］〔ふだきー、ふだ
かん〕強く殴る。強くたたく。

ふたきな [futakina]［副］即刻。すぐさま。する
や否や。【例】あみぬ ぱりー ふたきな（雨の

晴れるとすぐに）。【類】「ピたきな」。

ふたきない [futakinai]［名］〔ふたきないまい...〕
二家族。二所帯。

ふたきないむつ [futakinaimutsɿ]［名］〔ふたきな
いむ⸣つまい...〕二家族持ち。二家族のめんど
うを見る。

ふたきなぬ [futakinanu]［連体］やったばかりの。
したばかりの。【例】けー ふたきなぬ ふく（買

ったばかりの服）。

ふたぐくる [futagukuru]［名］〔ふたぐく⸣るま
い...〕二つ心。相反する心。裏切りの心。浮気

心。

ふたけーり [futakeːri]［名］〔ふたけーりまい...〕
二度。二回。

ぶだしゃ [budaɕa]［名］〔ぶだ⸣しゃまい...〕伯父
達。叔父達。

ぶだしゃぬ けー [budaɕanu keː]［名］〔ぶだしゃ
⸣ぬけー⸢まい...〕おじたち。

ぶだしゃぬ ムめ [budaɕanu mme]［名］〔ぶだし
ゃ⸣ぬムめ⸢まい...〕おじたち。

ぶだた [budata]［名］〔ぶだ⸣たまい...〕おじたち。
ぶだたが けー [budataga keː]［名］〔ぶだた⸣がけ
ー⸢まい...〕おじたち。

ぶだたが ムめ [budataga mme]［名］〔ぶだた⸣が
ムめ⸢まい...〕おじたち。

ぶだたぬ けー [budatanu keː]［名］〔ぶだた⸣ぬ
けー⸢まい...〕おじたち。

ふたつがー [futatsɿgaː]［名］［井戸］〔ふたつが⸣
ーまい...〕ふたつがー（泉）。島の⻄側にある
自然井戸。

ふたつがーむら [futatsɿgaːmura]［名］〔ふたつが
⸣ーむらまい...〕ふたつがー（井戸）を中心とし
てできたとされる集落。伝説。

ふたつきリ゚ [futatsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔ふたつき
ー、ふたつきん〕相撲で投げ飛ばす。

ふたっじ [futaddʑi]［名］［地］〔ふたっじまい...〕
多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

ふたっじうがん [futaddʑiugan]［名］〔ふたっじう
が⸣んまい...〕金志川金盛豊見親の娘を祀る。

ふたつどぅリ゚ [futatsɿduɭ]［動 I類 c型］〔ふたつ
どぅりー、ふたつどぅらん〕ためらう。迷う。

どうしようかと思案する。どちらにしようかと

迷う。「二つ取り」の意味。

ふたつばなり [futatsɿbanari]［名］〔ふたつばな⸣
りまい...〕二つ離れ。伊良部の⻑山海岸にある
二つの岩のこと。昔、平良港を出港した多良間

行きの村有船はこの岩を目印にした。

ふたてぃ [futati]［名］〔ふたてぃまい...〕二年。
二年目。

ふたでぃー [futadiː]［名］〔ふたでぃーまい...〕二
手。両手。

ふたでぃリ゚ [futadiɭ]［名］〔ふたでぃリ゚まい...〕蓋
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ふたとぅーリ゚

のついたざる。主として食べ物を入れる。

ふたとぅーリ゚[futatuːɭ]［名］〔ふたとぅーリ゚まい...〕
二通り。もう一つの考え。

ふたとぅす [futatusɿ]［名］〔ふたとぅすまい...〕
二年。二年の間。二年間。

ふだどぅみ [fudadumi]［名］〔ふ⸣だどぅみまい...〕
札止め。入場券の販売を止める。

ふたなか [futanaka]［名］〔ふたな⸣かまい...〕二
つの間。ためらうこと。どっちにしようか。【類】

「ふたつどぅリ゚」。

ふたなんか [futananka]［名］〔ふたなんかまい...〕
ふた七日。七日が二回。死者の二回目の七日法

要。

ふたばき [futabaki]［名］〔ふたばきまい...〕二分
け。二等分。二つに分けること。

ふたぱギ [futapagɿ]［名］〔ふたぱギまい...〕二足。
両足。両脚。

ふたばし [futabaɕi]［名］〔ふたばしまい...〕二つ
の間。はざま。はさまれる。迷う。ためらう。

【例】ふたばしん ぱしゃまいリ゚（二つの間に挟

まれる）。

ふだばに [fudabani]［名］〔ふだばにまい...〕産
羽。初羽。ひよこの羽毛。

ふたばり [futabari]［名］〔ふたばりまい...〕二割
れ。二つに割れること。

ふたぴしゅ [futapiɕu]［名］〔ふたぴしゅまい...。
ふたぴ⸣しゅまい...〕二重のつむじ。二つのつ
むじ。

ふたぷしゃ [futapuɕa]［名］〔ふたぷしゃまい...〕
二倍の量。【例】くじゅゆリ゚らー ふたぷしゃ

あリ゚どぅす（去年より二倍の収穫がある）。

ふたまキ゚ [futamakɿ]［名］〔ふたまキ゚まい...〕二
巻。二巻のつむじ。

ふたまた [futamata]［名］〔ふたまたまい...〕二
股。木の枝が二つに分かれていること。道路が

二股になっていること。

ふたまたぎー [futamatagiː]［名］〔ふたま⸣たぎー
まい...〕根から幹が二つ分かれている木。

ふだみ [fudami]［名］〔ふだみまい...〕わらじ。
ふたみー [futamiː]［名］〔ふたみ⸣ーまい...〕二目。
二つの目。【例】ふたみーゆ ぷらき（二つの目

を開けてよく見なさい）。

ふたみつ [futamitsɿ]［名］〔ふたみつまい...〕二道。
二つの道。二つに分かれる道路。分かれ道。

ふだやー [fudajaː]［名］〔ふ⸣だやーまい...〕スツ
ウプナカの祭場の一つ。

ふだやーじゅに [fudajaːdʑuni]［名］〔ふ⸣だやー⸢
じゅにまい...〕ふだやーの祭祀の組織。天川と
津川。

ぷだらー [pudaraː]［副］危く。もう少しで。約。
ほぼ。およそ。【例】ぷだらー ぬーが しゅー

ます（危くも何もなかった）。

ふたリ゚る [futaɭɭu]［名］〔ふたリ゚るまい...〕二尋。
⻑さの単位。一尋は大人の両手を広げた⻑さ。

ふだんそー [fudansoː]［名］［植］〔ふだんそ⸣ーま
い...〕ちしゃ。【同】「くだんそー」。

ふちき [futɕiki]［名］〔ふちきまい...〕糸くず。け
ば。擦り切れた糸くず。抜け落ちた髪の毛。

ふちきだリ゚ [futɕikidaɭ]［動 II類 c型］〔ふちきだ
りー、ふちきだりん〕元気がない。弱々しい。

みすぼらしい。散髪しない様。やせた人などに

言う。

ふちび [futɕibi]［名］〔ふち⸣びまい...〕いぼ。
ふちゃー [futɕaː]［擬］油揚げの様子。
ぶちゅーリ゚ [butɕuːɭ]［名］〔ぶちゅー⸣リ゚まい...〕
発育の遅い子。

ふつ [futsɿ]［名］〔ふつまい...〕口。言葉。評判。
仕事口。【例】ぱたらキ゚ふつ（働く所。就職場

所）。ふつゆム（台詞）。かぎふつ（きれいな言

葉）。たらまふつ（多良間方言）。やなふつ（下

品な言葉）。

ふつ [futsɿ]［名］〔ふつまい...〕くちばし。【例】
とぅリ゚ぬ ふつ（鳥のくちばし）。ながふつどぅ

リ゚（⻑いくちばしの鳥）。

ふつ [futsɿ]［名］食べる回数。【例】ピとぅふつ
（一口。一口食べる）。

ふつ [futsɿ]［名］〔ふつまい...〕リーフの割れて
いるところ。リーフの開いている所。

ふつ [futsɿ]［名］〔ふつまい...〕向き。方向。【例】
ちびんけー ふつ（後ろへ向く）。

ふつ [futsɿ]［名］〔ふつまい...〕縁。へり。はし
っこ。端。側。【例】やどぅふつ（戸の口、戸の
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ぶっくム

へり）。いでぃふつ（出口）。あかぬ むいふつ

（髪の生え際）。

ふつ [futsɿ]［動 I類 c型］〔ふてぃー、ふたん〕さ
しば捕獲砦を作る。【類】「つきふつ」。

ふつ [futsɿ]［動 I類 c型］〔ふてぃー、ふたん〕打
つ。太鼓を打つ。【例】あーふつ（粟打ち）。む

ギふつ（⻨打ち）。じんふつ（紙銭を作る）。

ふつあーす [futsɿaːsɿ]［名］〔ふつあー⸣すまい...〕
口合わせ。口裏を合わせる。

ふつあき [futsɿaki]［名］〔ふつあ⸣きまい...〕口開
け。仕事をはじめる。【例】すぐとぅぬ ふつあ

き（仕事の始め）。【類】「ぱかふつ」。

ふつあまーリ゚ [futsɿamaːɭ]［動 I類 c型］〔ふつあ
まーりー、ふつあまーらん〕言いたい放題。自

制がない。【類】「あばしゃ」。

ふつあらしゃーリ゚ [futsɿaraɕaːɭ]［形］〔ふつあら⸣
しゃまい...〕口が荒い。口が悪い。言葉が荒い。
下品な言葉である。罵声である。

ふついでぃ [futsɿidi]［名］〔ふつい⸣でぃまい...〕
口出し。初めに言い出す。

ふついでぃリ゚ [futsɿidiɭ]［動 II類 c型］〔ふつい
でぃー、ふついでぃん〕最初に言い出す。口火

を切る。【例】いきんゆ ふついでぃリ゚（意見の

口火を切る）。

ふつーぐ [futsɿːgu]［名］〔ふつーぐまい...〕普通
語。共通語。方言に対する語。

ふつか [futsɿka]［名］〔ふつかまい...〕二日。月は
じめの二日目。二日間。

ふつがーリ゚ [futsɿgaːɭ]［名］〔ふつがーリ゚まい...〕
口変り。赤ちゃんの食事を変ること。離乳食。

ふつがーリ゚ [futsɿgaːɭ]［動 I類 c型］〔ふつがーり
ー、ふつがーらん〕口自慢。【類】「うぷむぬゆ

ム」。

ふつかぎしゃーリ゚ [futsɿkagiɕaːɭ]［形］〔ふつかぎ
⸣しゃまい...〕言葉がきれい。上品である。品位
のある言葉。

ふっかきリ゚ [fukkakiɭ]［動 II類 c型］〔ふっかき
ー、ふっかきん〕ふっかける。いいがかりをす

る。【例】びーふしゃりとぅい ふっかきリ゚（酔

っ払って言いがかりをする）。

ふつがしゃ [futsɿgaɕa]［名］［病］〔ふつが⸣しゃ

まい...〕口角炎。口角が白くただれる。
ふつかぬー [futsɿkanuː]［動 I類 c型］〔ふつかね
ー、ふつかなーん〕口叶う。口達者である。能

弁である。【類】「ふつかない」。

ふつから ムまり [futsɿkara mmari]［連語］口か
ら生まれ。口達者なこと。口から先に生まれる。

おしゃべりする人に言う。

ぶつかリ゚ [butsɿkaɭ]［動 I 類 c 型］〔ぶつかりー、
ぶつからん〕ぶつかる。【例】くるむぬ ぶつか

リ゚（車がぶつかる）。

ふつがリ゚むぬ [futsɿgaɭmunu]［名］〔ふつがリ゚むぬ
まい...〕口軽な人。軽々しく口外する人。

ふつがリ゚らーリ゚ [futsɿgaɭɭaːɭ]［形］〔ふつがリ゚⸣ら
まい...〕口軽。軽々しく言うこと。〈ふつぐぱ
しゃーリ゚〉に対して言う。

ふつき [futsɿki]［名］〔ふつきまい...〕ほつれた糸。
細い糸。けば。擦り切れた糸。【同】「ふちき」。

ぶつきリ゚ [butsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔ぶつきー、ぶ
つきん〕ぶつける。打ち当てる。【例】くるま

う ぶつきリ゚（車をぶつける）。

ふつく [futsɿku]［名］〔ふつくまい...〕ふところ。
懐。和服の襟の交叉するところ。⺟は大切なも

のを入れていた。財布の役目もした。【例】あ

んなが ふつく（⺟の懐）。

ふつぐたい [futsɿgutai]［名］〔ふつぐたいまい...〕
口答え。反抗すること。抵抗すること。

ふつぐぱしゃーリ゚ [futsɿgupaɕaːɭ]［形］〔ふつぐぱ
⸣しゃまい...〕口がかたいこと。軽々しく口に
出さない。〈ふつがリ゚らーリ゚〉に対して言う。

ふつくぱら [futsɿkupara]［名］〔ふつくぱ⸣らま
い...〕吃り。吃る人。言葉に自信のない人。

ふつくぱリ゚ [futsɿkupaɭ]［動 I類 c型］〔ふつくぱ
りー、ふつくぱらん〕口がこわばる。言葉がス

ムーズに出ない。

ぶっくみリ゚ [bukkumiɭ]［動 II類 c型］〔ぶっくみ
ー、ぶっくみん〕ぶっ込める。一括する。ぶっ

くるめて行うこと。【例】ムーな ぶっくみる

（全部ぶっくるめよ）。

ぶっくム [bukkum]［動 I 類 c 型］〔ぶっくみー、
ぶっくまん〕ぶっ込む。一括してしまう。【例】

ぶっくムどぅ ます（ぶっこめた方がいい）。
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ふつぐるま

ふつぐるま [futsɿguruma]［名］〔ふつぐるまま
い...〕口車。だますこと。口達者。だまし上手。

ふつごーしゃーリ゚ [futsɿgoːɕaːɭ]［形］〔ふつごー
しゃまい...〕渋い。食べ物の味が渋い。

ふっじゃ [fuddʑa]［名］［魚］〔ふっ⸣じゃまい...〕
鯨。

ふつじゃうず [futsɿdʑaudzɿ]［形］〔ふつじゃうず
まい...〕口上手。口達者。口先だけの人。【同】
「ふつじょーず」。

ふつしゃだリ゚ [futsɿɕadaɭ]［名］〔ふつしゃだリ゚ま
い...〕口先。物事を軽く言い放つ。口の軽いこ
と。

ふつしゃビしゃーリ゚ [futsɿɕabɿɕaːɭ]［形］〔ふつし
ゃビ⸣しゃまい...〕口淋。食べ物がないこと。お
しゃべりの出来ないこと。

ぷっしゃん かーき [puɕɕan kaːki]［連語］欲望に
渇いて。欲しさに耐えられないこと。【例】み

ずう ぷっしゃん かーき（水が欲しくて耐え

られない）。

ふつじゃんしム [futsɿdʑanɕim]［名］〔ふつじゃん
しムまい...〕口三味線。口で三味線のまねをす
る。

ふつじゅーしゃーリ゚ [futsɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔ふつじ
ゅー⸣しゃまい...〕口の強いこと。言葉の強い
こと。我の強いこと。【類】「がーじゅーしゃー

リ゚」。

ふつじゅーむぬ [futsɿdʑuːmunu]［名］〔ふつじゅ
ーむ⸣ぬまい...〕口の強い者。口答えの強い人。
我を張る人。【類】「がーじゅーむぬ」。

ふつじょーず [futsɿdʑoːdzɿ]［形］〔ふつじょーず
まい...〕口上手。口達者。口先だけの人。【同】
「ふつじゃうず」。

ふつすー [futsɿsɿː]［動変則 a型］〔ふつしー、ふ
つしゅん〕向く。向う。向いて見る。【例】かま

んけー ふつ すー（向こうへ向く）。

ふっずー [fuddzɿː]［動 I類 c型］〔ふっじー、ふ
っじゃん〕探す。探る。あさる。ほじくる。【例】

えームふっずー（暗い所を探す）。

ふつずキ゚ [futsɿdzɿkɿ]［名］〔ふつず⸣キ゚まい...〕神
に祈りを告げること。祈祷すること。〈とーと

ぅかムがなす、たすきー わーり〉（尊い神様、

ご加護ください）など。

ぶった [butta]［名］〔ぶっ⸣たまい...〕丸いもの。
気泡。丸い尖り。球状のもの。

ぶった [butta]［擬］〔ぶったてぃー...〕内側から
何かが飛び出す様。【例】ぶったてぃー いでぃ

リ゚（ぶったと飛び出る）。ぶったてぃー ぶら

ーん（いつの間に居ない）。【類】「ぶったてぃ

ー」。

ふつだうず [futsɿdaudzɿ]［形］〔ふつだうずまい...〕
口上手。口達者。口先だけの人。【同】「ふつど

ーず」。

ふっだふー [fuddafuː]［名］〔ふっ⸣だふーまい...〕
草笛。【類】「ぐーとぅがにー」。

ぶったぶった [buttabutta]［擬］内側から飛び出
すことの強い言い方。昆虫などが巣穴から勢い

よく飛び出して行く様。気泡が多い様。

ぶったみかす [buttamikasɿ]［動 I類 c型］〔ぶっ
たみかしー、ぶったみかしゃん〕泡立てる。泡

をたくさん出す。

ぶったみキ゚ [buttamikɿ]［動 I類 c型］〔ぶったみ
きー、ぶったみかん〕泡立つ。泡がたくさん出

る。

ぶつだん [butsɿdan]［名］〔ぶつだ⸣んまい...〕仏
壇。

ふっちゃす [futtɕasɿ]［動 I類 c型］〔ふっちゃし
ー、ふっちゃしゃん〕移す。移転させる。病気

を伝染させる。

ふっちゃす [futtɕasɿ]［動 I類 c型］〔ふっちゃし
ー、ふっちゃしゃん〕映す。写す。

ふっつー [futtsɿː]［名］〔ふっつーまい...〕港。船
着き場。港へ船の出入りする航路。干瀬の割れ

目。前泊港。普天間港。高穴漁港。【例】ふっ

つーや あかん（波の荒いときは港口は入れな

い）。

ふっつー [futtsɿː]［動 I類 c型］〔ふっちー、ふっ
ちゃん〕移る。転居する。病気が移る。【例】ふ

っちー（移った。転居した。変えた）。インフ

ルエンザぬ ふっつー（病気がうつる）。

ふっつー [futtsɿː]［動 I類 c型］〔ふっちー、ふっ
ちゃん〕写る。水面に写る。映る。

ふつつー [futsɿtsɿː]［名］〔ふつつ⸣ーまい...〕口汁。
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唾液。つば。【例】やーしゃんどぅ ふつつーぬ

ぱリ゚（ひもじくて唾液が出る）。

ぶつつーが しぇーか [butsɿtsɿːga ɕeːka]［名］〔ぶ
つつー⸣がしぇーかまい...〕一昨日の明け方。

ぶつつーが すとぅむてぃ [butsɿtsɿːga sɿtumuti]
［名］〔ぶつつー⸣がすとぅむてぃ⸢まい...〕一昨
日の朝。

ぶつつーが ピーま [butsɿtsɿːga pɿːma]［名］〔ぶ
つつー⸣がピーまんまい...〕一昨日の午後。

ぶつつーが ゆー [butsɿtsɿːga juː]［名］〔ぶつつー
⸣がゆー⸢まい...〕一昨日の夜。

ぶつつーが ゆしゃらび [butsɿtsɿːga juɕarabi]［名］
〔ぶつつー⸣がゆしゃらびん⸢まい...〕一昨日の夕
方。

ぶつつーが ゆなか [butsɿtsɿːga junaka]［名］〔ぶ
つつー⸣がゆなかん⸢まい...〕一昨日の夜中。

ぶつつーが ゆねーん [butsɿtsɿːga juneːn]［名］一
昨日の夜。一昨日の夕方。

ぶっつずキ゚ [buttsɿdzɿkɿ]［動 I類 c型］〔ぶっつず
きー、ぶっつずかん〕ぶっ続ける。ずっと続け

る。【例】すぐとぅー ぶっつずキ゚（仕事をぶっ

続ける）。

ぶってぃー [buttiː]［擬］屁の出る音。
ふつてーな [futsɿteːna]［連語］口だけ。口ばかり。
口先だけ。行動のともなわないこと。

ぶっとぅーし [buttuːɕi]［副］ぶっ通し。止まらな
い。休まない。【例】ぶっとぅーし ぱりー ぶ

リ゚（ぶっ通し走っている）。

ふつとぅがリ゚ [futsɿtugaɭ]［動 I類 c型］〔ふつと
ぅがりー、ふつとぅがらん〕口尖る。唇を尖ら

す。不満である。

ふつどぅみ [futsɿdumi]［名］〔ふつどぅみまい...〕
口止め。口外することを禁ずること。

ぶっとぅる [butturu]［名］［貝］〔ぶっとぅ⸣るま
い...〕いもがいの仲間。「あんぼいながい」は
猛毒もある。

ぶっとぅる [butturu]［名］〔ぶっとぅ⸣るまい...〕
そうめんを茹でて油で炒めた食べ物。【類】「し

ゃうみんぶっとぅる」。「しょーみんぶっとぅ

る」。

ふつどーず [futsɿdoːdzɿ]［形］〔ふつどーずまい...〕

口上手。口達者。口先だけの人。【同】「ふつだ

うず」。

ふつなうす [futsɿnausɿ]［名］〔ふつなうすまい...。
ふつなう⸣すまい...〕口直し。まずい物を食べた
後に口直しに食べること。【同】「ふつのーす」。

ふつなうす [futsɿnausɿ]［名］〔ふつなうすまい...〕
口直し。油っこいものを食べたあとの口直し。

ふつなギ [futsɿnagɿ]［名］［魚］〔ふつな⸣ギまい...〕
いそふえふき。

ふつなす [futsɿnasɿ]［名］［植］〔ふつなすまい...〕
くちなし。花びらは 6枚。【同】「ふすなす」。

ふつなまリ゚ [futsɿnamaɭ]［名］〔ふつなまリ゚まい...〕
口休み。おしゃべりの止まること。子供の食事

を止めるときにも言う。

ふつなムー [futsɿnamm]［名］〔ふつなム⸣ーまい...〕
口舐め。口を舐める癖。

ふつなムめ [futsɿnamme]［名］〔ふつなム⸣めま
い...〕口を舐めるくせのある人。唇を舌で舐め
る癖のある人。

ふつにふしゃーリ゚ [futsɿnifuɕaːɭ]［形］〔ふつにふ
⸣しゃまい...〕口遅い。食事の遅いこと。

ふつぬ かだ [futsɿnu kada]［名］〔ふつぬかだま
い...〕口のにおい。口臭。

ふつぬ かぬー [futsɿnu kanuː]［連語］口が叶う。
口達者である。おしゃべりである。

ふつぬ くぱリ゚ [futsɿnu kupaɭ]［連語］口がこわ
ばる。言葉が詰まる。うそがばれて言葉が詰ま

る。

ふつぬ だリ゚ [futsɿnu daɭ]［連語］口が疲れる。噛
み続けてあごが疲れる。

ふつぬ ぱな [futsɿnu pana]［連語］口先だけ。心
のこもらない話。

ふつぬ ぱなす [futsɿnu panasɿ]［名］〔ふつぬぱ
なすまい...〕口で伝えること。言葉で伝えるこ
と。口碑伝承。

ふつぬ ぶい [futsɿnu bui]［名］〔ふつぬぶ⸣いま
い...〕口の分。食べる分。食べるだけの仕事。賃
金を目的としない仕事。賃金はなく食事だけに

する仕事。

ふつぬ ぶがりリ゚ [futsɿnu bugariɭ]［連語］口が疲
れる。何回も同じ事を言うこと。
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ふつぬふしゃがリ゚

ふつぬ ふしゃがリ゚ [futsɿnu fuɕagaɭ]［連語］傷口
がふさがる。おしゃべりが止まる。

ふつぬぐー [futsɿnuguː]［名］〔ふつぬぐ⸣ーまい...〕
口ぬぐい。言わなかったふり。

ふつのーす [futsɿnoːsɿ]［名］〔ふつのーすまい...。
ふつのー⸣すまい...〕口直し。まずい物を食べた
後に口直しに食べること。【同】「ふつなうす」。

ふつぱが [futsɿpaga]［名］〔ふつぱ⸣がまい...〕毒
舌の人。口が悪い人。弁えもなく人に迷惑を掛

けるようなことを言う人。

ふつぱぎ [futsɿpagi]［名］［病］〔ふつぱぎまい...〕
口角炎。口の両側が白くただれる。

ふつぱぎ [futsɿpagi]［名］〔ふつぱ⸣ぎまい...〕毒
舌。口の悪いこと。言いたい放題。

ふつぱぎむぬ [futsɿpagimunu]［名］〔ふつぱぎむ
ぬまい...〕毒舌者。口の悪い者。

ふつび [futsɿbi]［名］〔ふつ⸣びまい...〕口笛。唇を
鳴らすこと。穀物を精げるとき風を呼ぶ習慣。

【例】ふつびう ならす（口笛を鳴らす）。

ふつピぎ [futsɿpɿgi]［名］〔ふつピぎまい...〕口ひ
げ。

ふつぷらか [futsɿpuraka]［名］〔ふつぷら⸣かま
い...〕天蓋（てんがい）。葬式の行列に加わる
もの。葬式のとき一番前に魔除をするもの。

ふつぶリ゚ [futsɿbuɭ]［動 I 類 c 型］〔ふつぶりー、
ふつぶらん〕打ち払う。殴り飛ばす。叩く。野

良犬や野良猫を棒などを持って追い払う。【同】

「うつぶリ゚」。

ふつべーしゃーリ゚ [futsɿbeːɕaːɭ]［形］〔ふつべー⸣
しゃまい...〕口早。告げ口する人。

ふつまいしゃ [futsɿmaiɕa]［名］〔ふつまいしゃま
い...〕おべっか。へつらい。お世辞。

ふつまいび [futsɿmaibi]［名］〔ふつまいびまい...〕
口まね。言葉をまねること。

ふつまみ [futsɿmami]［名］［植］〔ふつま⸣みま
い...〕下大豆。

ぶつみつ [butsɿmitsɿ]［名］〔ぶつみ⸣つまい...〕仏
滅。

ふつムかう [futsɿmkau]［動 I 類］〔ふつムけー、
ふつムかーん〕〔ふつムかうまい...〕口向う。さ
し向う。口答えする。【同】「ふつムくー」。

ふつムくー [futsɿmkuː]［動 I類］〔ふつムけー、ふ
つムかーん〕〔ふつムくーまい...〕口向う。さ
し向う。口答えする。【同】「ふつムかう」。

ふつムけー [futsɿmkeː]［名］〔ふつムけーまい...〕
向かい合うこと。

ふつやヴヴぃ [futsɿjavvi]［名］〔ふつやヴヴぃま
い...〕おいしい食べ物の後にまずい物を食べる
こと。

ふつゆくー [futsɿjukuː]［名］〔ふつゆくーまい...〕
口休み。おしゃべりを止める。

ふつゆすギ [futsɿjusɿgɿ]［名］〔ふつゆすギまい...〕
口すすぎ。うがい。

ふつゆム [futsɿjum]［名］〔ふつゆムまい...〕口読
み。口上。組踊の台詞。唱え。

ふつん しゃーらん [futsɿn ɕaːran]［連語］口に障
らない。つつしみのある言葉。

ふつん ふぁーいリ゚ [futsɿn faːiɭ]［連語］口に食わ
れる。口は災いのもと。

ふつんけー [futsɿnkeː]［名］〔ふつんけーまい...〕
口答え。反抗。口げんか。罵りあうこと。【例】

ふつんけー すー（口答えする。反抗する）。

ふでぃ [fudi]［名］〔ふでぃまい...〕筆。毛筆。鉛
筆。筆記用具。

ぷてぃ [puti]［名］〔ぷ⸣てぃまい...〕頭髪の禿げ
の分部。傷のいえた部分。

ふでぃいり [fudiiri]［名］〔ふでぃい⸣りまい...〕筆
入れ。筆箱。鉛筆入れ。

ふでぃがキ゚ [fudigakɿ]［名］〔ふでぃが⸣キ゚まい...〕
筆書き。書道。習字。学問。

ふでぃき [fudiki]［名］〔ふでぃ⸣きまい...〕不出
来。不作。作物が昨年より収穫の少ないこと。

ふてぃぎー [futigiː]［名］〔ふてぃぎ⸣ーまい...〕腐
った木。朽木。

ふてぃきたう [futikitau]［形］〔ふてぃきた⸣うま
い...〕不適当。【同】「ふてぃきとー」。

ふてぃきとー [futikitoː]［形］〔ふてぃきと⸣ーま
い...〕不適当。【同】「ふてぃきたう」。

ふでぃたてぃ [fuditati]［名］〔ふでぃた⸣てぃま
い...〕筆立て。

ふてぃっふぁい [futiffai]［名］〔ふてぃっふぁ⸣い
まい...〕腐熟した肥料。完熟した肥料。
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ふでぃとぅリ゚[fudituɭ]［名］〔ふでぃとぅリ゚まい...。
ふでぃとぅ⸣リ゚まい...〕筆取り。勉学する。学問
する。修業する。

ふてぃばー [futibaː]［名］〔ふてぃば⸣ーまい...〕虫
⻭。

ふでぃばく [fudibaku]［名］〔ふでぃば⸣くまい...〕
筆箱。筆入れ。筆記用具入れ。

ふてぃふしゃり [futifuɕari]［名］〔ふてぃふしゃ
りまい...〕やけくそになること。

ふてぃふしゃりむぬ [futifuɕarimunu]［名］〔ふて
ぃふしゃりむ⸣ぬまい...〕とても臭いこと。

ふてぃムー [futimm]［名］〔ふてぃム⸣ーまい...〕
腐れた芋。さつま芋の腐れたもの。

ふてぃリ゚ [futiɭ]［動 II類 c型］〔ふてぃー、ふて
ぃん〕朽ちる。腐る。

ぷてぃリ゚ [putiɭ]［名］〔ぷてぃリ゚ま⸣い...〕火照り。
ほてること。熱くなった顔のこと。

ぶとぅ [butu]［名］〔ぶとぅまい...〕夫。旦那。主
人。

ぷとぅ [putu]［擬］気がかりなことや心配事に言
う。【例】ぷとぅみきー ぶリ゚（心配だからどう

しようか）。

ぷどぅ [pudu]［名］〔ぷどぅまい...〕体格。から
だつき。体躯。

ぷどぅ ねーん [pudu neːn]［連語］程ない。【例】
あが たきぷどぅ ねーん（私の高さほどない）。

ぶとぅい [butui]［連語］〜において。〜して。【例】
あんしー ぶとぅい（そうしておいて）。【同】

「ぶとぅりー」。

ぷどぅい [pudui]［名］〔ぷどぅいま⸣い...〕成⻑。
生育。子供の成⻑。植物の生育。

ぷどぅいばな [puduibana]［名］〔ぷどぅいば⸣な
まい...〕成⻑期。

ぶとぅいまい [butuimai]［連語］〜しているのに。
【例】あんしー ぶとぅいまい（そんなにしてい

るのに）。

ぷどぅいみむぬ [puduimimunu]［名］〔ぷどぅい
みむぬまい...〕体格の小さい人。小柄な人。

ぷどぅいリ゚ [puduiɭ]［動 II類 c型］〔ぷどぅいー、
ぷどぅいん〕成⻑する。大きくなる。

ぷどぅー [puduː]［名］〔ぷどぅ⸣ーまい...〕タバ

コ入れ。【同】「ぷじゅー」。【類】「くしゃす」。

ぷどぅー [puduː]［動 II類 c型］〔ぷどー、ぷど
ん〕成⻑する。動物や植物にも言う。

ぷどぅうぷむぬ [puduupumunu]［名］〔ぷどぅう
ぷむ⸣ぬまい...〕体格の大きいもの。

ぷどぅかす [pudukasɿ]［動 I類 c型］〔ぷどぅか
しー、ぷどぅかしゃん〕ほどかす。糸をほどく

こと。解く。

ぷとぅき [putuki]［名］〔ぷとぅきま⸣い...〕仏。精
神的にゆったり見える人。

ぷどぅキ゚[pudukɿ]［名］〔ぷどぅ⸣キ゚まい...〕筬（お
さ）。機織の道具。横糸を織り込む。

ぷどぅキ゚ [pudukɿ]［動 I類 c型］〔ぷどぅきー、ぷ
どぅかん〕ほどく。糸の結びをほどく。解く。

ぷとぅきくくる [putukikukuru]［名］〔ぷとぅき
くく⸣るまい...〕仏心。精神的に立派な人。

ぷとぅきぶに [putukibuni]［名］〔ぷとぅきぶに
まい...〕喉仏。

ぷとぅきリ゚ [putukiɭ]［動 II類 c型］〔ぷとぅきー、
ぷとぅきん〕ほとける。糸をほとけること。解

ける。

ぷとぅす [putusɿ]［動 I類 c型］〔ぷとぅしー、ぷ
とぅしゃん〕ほとける。はずす。解く。【同】「ぷ

ぬす」。

ふとぅたす [fututasɿ]［動 I類 c型］〔ふとぅたし
ー、ふとぅたしゃん〕腐らせる。堆肥を腐敗さ

せる。

ぶとぅつー [bututsɿː]［名］〔ぶとぅつ⸣ーまい...〕
一昨日。昨日の前の日。おととい。【同】「ぶと

ぅとぅイ゚」。

ふとぅてぃぎー [fututigiː]［名］〔ふとぅてぃぎ⸣
ーまい...〕朽木。枯木。

ふとぅてぃっふぁい [fututiffai]［名］〔ふとぅて
ぃっふぁ⸣いまい...〕完熟肥料。

ふとぅてぃムー [fututimm]［名］〔ふとぅてぃム⸣
ーまい...〕腐った芋。収穫する前から腐ってい
る芋。

ふとぅてぃむぬ [fututimunu]［名］〔ふとぅてぃ
む⸣ぬまい...〕腐ったもの。朽ちたもの。

ふとぅてぃリ゚ [fututiɭ]［動 II類 c型］〔ふとぅて
ぃー、ふとぅてぃん〕腐る。朽ちる。〈ふてぃ
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リ゚〉より意味合いが強い。

ぶとぅとぅイ゚ [bututuɿ]［名］〔ぶとぅとぅ⸣イ゚ま
い...〕一昨日。昨日の前の日。おととい。【同】
「ぶとぅつー」。

ぷとぅぷとぅ [putuputu]［擬］怒るときにふるえ
ること。寒いときにふるえること。【類】「ぱた

ぱた」。

ぶとぅむつ [butumutsɿ]［名］〔ぶとぅむ⸣つまい...〕
夫を持つこと。結婚すること。

ぶとぅむつずぶん [butumutsɿdzɿbun]［名］〔ぶと
ぅむつずぶ⸣んまい...〕結婚適齢期。

ぶどぅらす [budurasɿ]［動 I類 a型］〔ぶどぅら
しー、ぶどぅらしゃん〕踊らす。

ぶどぅリ゚ [buduɭ]［名］〔ぶどぅリ゚まい...〕踊り。
舞い。舞踊。

ぶどぅリ゚ [buduɭ]［動 I類 a型］〔ぶどぅりー、ぶ
どぅらん〕跳ぶ。跳び上がる。跳び下りる。

ぶどぅリ゚ [buduɭ]［動 I類 a型］〔ぶどぅりー、ぶ
どぅらん〕踊る。舞う。演じる。

ぶとぅりー [buturiː]［連語］〜において。〜して。
【例】あんしー ぶとぅりー（そうしておいて）。

ぱりー ぶとぅりー（走っていて）。【同】「ぶと

ぅい」。

ぶどぅリ゚かぎしゃーリ゚ [buduɭkagiɕaːɭ]［形］〔ぶ
どぅリ゚かぎ⸣しゃまい...〕踊り上手。踊り馴れて
いる。身のこなしの良いこと。

ぶどぅリ゚ギん [buduɭgɿn]［名］〔ぶどぅリ゚ギんま
い...〕踊りの衣装。踊りを見物する着物。

ぶどぅリ゚げーム [buduɭgeːm]［名］〔ぶどぅリ゚げー
ムまい...〕高い所から飛び降りること。

ぶどぅリ゚じゃー [buduɭdʑaː]［名］〔ぶどぅリ゚じゃ
ーまい...〕踊り座。土原うがム。ピとぅまたう
がム。

ぶどぅリ゚じゃうず [buduɭdʑaudzɿ]［形］〔ぶどぅ
リ゚じゃうずまい...〕踊り上手。観衆の目に美し
く映える踊り。【同】「ぶどぅリ゚じょーず」。

ぶどぅリ゚じょーず [buduɭdʑoːdzɿ]［形］〔ぶどぅリ゚
じょーずまい...〕踊り上手。観衆の目に美しく
映える踊り。【同】「ぶどぅリ゚じゃうず」。

ぶどぅリ゚でぃリ゚ [buduɭdiɭ]［動 II類 c型］〔ぶど
ぅリ゚でぃー、ぶどぅリ゚でぃん〕踊り出る。飛び

出る。勢いよく跳び出る。

ぶどぅリ゚どぅくな [buduɭdukuna]［名］〔ぶどぅリ゚
どぅくなまい...〕踊り所。踊り場所。【同】「ぶ
どぅリ゚どぅくま」。【類】「ぶどぅリ゚じゃー」。

ぶどぅリ゚どぅくま [buduɭdukuma]［名］〔ぶどぅ
リ゚どぅくままい...〕踊り所。踊り場所。【同】「ぶ
どぅリ゚どぅくな」。【類】「ぶどぅリ゚じゃー」。

ぶどぅリ゚にんじゅ [buduɭnindʑu]［名］〔ぶどぅリ゚
にん⸣じゅまい...〕踊り人数。踊り仲間。踊り
手。

ぶどぅリ゚まーる [buduɭmaːru]［名］〔ぶどぅリ゚ま
ーるまい...〕踊り順番。酒座の親ぼくの座に行
う。座を盛り上げる。

ぷとぅりリ゚ [puturiɭ]［動 II類 c型］〔ぷとぅりー、
ぷとぅりん〕はずれる。解ける。結んであった

ものがはずれる。

ぶどぅリ゚んキ゚ [buduɭnkɿ]［動 I類 a型］〔ぶどぅ
リ゚んきー、ぶどぅリ゚んかん〕飛び込む。海に飛

び込む。船員が冬の海に飛び込む。

ぶどぅれ [budure]［名］［魚］〔ぶどぅ⸣れまい...〕
はぜの仲間。

ぷどぅわーす [puduʋaːsɿ]［動 I類 c型］〔ぷどぅ
わーしー、ぷどぅわーしゃん〕成⻑させる。子

守する。子育てする。

ふとぅん [futun]［名］〔ふとぅ⸣んまい...〕布団。
ふなうしゃぎ [funauɕagi]［名］〔ふなうしゃ⸣ぎま
い...〕船見送り。朝の桟橋は黒山の人だかりだ
った。

ぷなか [punaka]［名］〔ぷなかまい...〕祭り。う
ぷなか。大祭り。【類】「すつうぷなか」。

ふながく [funagaku]［名］〔ふなが⸣くまい...〕船
員。乗組員。

ふながム [funagam]［名］〔ふなが⸣ムまい...〕船
の神。操舵室に祀られる。

ふなギ [funagɿ]［動 I類 a型］〔ふなぎー、ふな
がん〕性交する。

ぶなぐ [bunagu]［名］〔ぶなぐまい...〕女。いな
ぐ。若い女性。

ぶなぐあず [bunaguadzɿ]［名］〔ぶなぐあ⸣ずま
い...〕女按司。女傑。「あだんやぬあず」参照。

ぶなじぇー [bunadʑeː]［名］〔ぶなじぇーまい...〕
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島立ての神をまつる祠のある拝所。大津波に兄

妹はここで「おひしば」にしがみつき難をのが

れたとされる。二人は夫婦になって島の再建に

努めた（村史）。

ふなじぇーふ [funadʑeːfu]［名］〔ふなじぇー⸣ふ
まい...〕船大工。【類】「ふなだいく」。

ふなじゅく [funadʑuku]［名］〔ふなじゅくまい...〕
船底。

ふなずム [funadzɿm]［名］〔ふなず⸣ムまい...〕船
積み。船に荷を積むこと。

ふなた [funata]［名］［罵声］〔ふなたまい...〕野
郎。〈ふなた〉は借用語で「蛙」のことを指す。

【例】くぬ ふなた（この野郎）。

ふなだいく [funadaiku]［名］〔ふなだい⸣くまい...〕
船大工。【類】「ふなじぇーふ」。

ふなだま [funadama]［名］〔ふなだ⸣ままい...〕船
主の分け前。

ふなつキ゚ [funatsɿkɿ]［名］〔ふなつ⸣キ゚まい...〕船
着き。船着き場。桟橋。

ふなつん [funatsɿn]［名］〔ふなつ⸣んまい...〕船
賃。運賃。

ふなぬす [funanusɿ]［名］〔ふなぬ⸣すまい...〕船
主。

ふなばた [funabata]［名］〔ふなばたまい...〕船
端。波の荒れた日の航海は船端から海水が入っ

た。

ふなび [funabi]［名］〔ふな⸣びまい...〕農作業を
手伝って手間賃を払わず食事で済ませる。

ふなビん [funabɿn]［名］〔ふなビ⸣んまい...〕船
便。船で郵便物を送った。

ふなムかい [funamkai]［名］〔ふなムか⸣いまい...〕
船迎え。桟橋で旅から来る人を迎えること。家

族・他人・公務員を問わない。

ふなムかいよーイ゚ [funamkaijoːɿ]［名］〔ふなムか
⸣いよーイ゚まい...〕船迎え祝い。歓迎会。

ぶならがま [bunaragama]［名］〔ぶならが⸣まま
い...〕女性の愛称。

ふなり [funari]［名］〔ふなりまい...〕不慣れ。仕
事に慣れていないこと。

ぶなリ゚ [bunaɭ]［名］〔ぶなリ゚まい...〕女性。【類】
「いなぐ」。「ぶなぐ」。「みどぅム」。

ぶなリ゚ぶす [bunaɭbusɿ]［名］〔ぶなリ゚ぶ⸣すまい...〕
織女星。織姫星。【類】「みがぶす」。

ふに [funi]［名］〔ふ⸣にまい...〕舟。船。〈しゃば
に〉（くり舟）。〈てぃんま〉（天馬船）。〈きか

いしん〉（機械船）。〈じょーきしん〉（蒸気船）。

【例】ふにう まつ（船を待つ。平良からの船を

待つ）。ふねー いつが（船はいつ出港か。人々

はいつも船のことが気になった）。ふねー あた

（船は明日。船の出港を人々が言い合う）。ふね

ー いでぃった（船は出港した。人々は航海安

全を祈った）。ふねー つきった（船は着いた。

人々は都会のニュースを待ちかねた）。ふねー

みーらいん（船は見えない。船の入港を待ちわ

びる）。

ぷに [puni]［名］〔ぷ⸣にまい...〕骨。人骨。魚の
骨。動物の骨。凧の骨。傘の骨。中心人物。【例】

ぷにう とぅリ゚（骨を取る。骨を除く。魚の骨

を取り除いて食べること）。ぷにう とぅりー

ふぁい（骨を取り除いてから食べよ）。ぷにう

ぶリ゚（骨を折る。骨折り。めんどうを見る）。ぷ

ねー あリ゚どぅす（骨はあるよ。魚の小骨に注

意するよう子どもに促す）。

ぷにイ゚ズぅ [puniɿzu]［名］〔ぷ⸣にイ゚ズぅ⸢まい...〕
骨魚。骨の多い魚。小骨の多い魚。

ふにがま [funigama]［名］〔ふにが⸣ままい...〕小
船。平良から帰る船に愛称で言う。

ふにくギ [funikugɿ]［名］〔ふ⸣にくギまい...〕船
漕ぎ。航海すること。船を操舵する。

ふにくギめー [funikugɿmeː]［名］〔ふ⸣にくギめー
まい...〕船漕ぎ勝負。競漕。ハーリーにしゃば
にを漕ぐ。

ぷにぐみ [punigumi]［名］〔ぷにぐ⸣みまい...〕骨
組。凧の骨組。建造物の骨組。

ぷにじゃら [punidʑara]［名］〔ぷ⸣にじゃらまい...〕
骨だらけ。また、やせた人のこと。

ぷにじゅーしゃーリ゚ [punidʑuːɕaːɭ]［形］〔ぷ⸣にじ
ゅーしゃまい...〕魚の小骨の多いこと。

ぷにつギ [punitsɿgɿ]［名］〔ぷ⸣につギまい...〕骨
接ぎ。骨折が治ること。

ぷにとぅ かー [punitu kaː]［連語］骨と皮。やせ
た人のこと。
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ふにどー

ふにどー [funidoː]［連語］船が見えたぞ。人頭税
を運ぶために首里王府から来る船を島役人が

見つけて、島中を走りながら叫んだ。

ぷにぬ ふすぶす [puninu fusɿbusɿ]［名］〔ぷに⸣
ぬふす⸢ぶすまい...〕骨の節々。

ぷにぬ ぶりリ゚ [puninu buriɭ]［連語］骨が折れ
る。困難な仕事。

ふにぬ ゆー [funinu juː]［名］〔ふに⸣ぬゆー⸢ま
い...〕船底に溜まる海水。【類】「あか」。

ふにぱギ [funipagɿ]［名］〔ふ⸣にぱギまい...〕船
を作ること。造船。

ふにぱギじぇーふ [funipagɿdʑeːfu]［名］〔ふ⸣にぱ
ギじぇーふまい...〕船大工。

ふにぱらす [funiparasɿ]［名］〔ふ⸣にぱらすまい...〕
船を走らせること。操舵すること。舵取りをす

ること。

ぷにぶリ゚ [punibuɭ]［名］〔ぷ⸣にぶリ゚まい...〕骨
折。

ぷにやすム [punijasɿm]［名］〔ぷにやす⸣ムまい...〕
骨休み。休憩。疲れをいやす。

ぷにやぱらキ゚ [punijaparakɿ]［名］〔ぷ⸣にやぱら
キ゚まい...〕疲れをいやすこと。休憩。

ぷにやム [punijam]［名］〔ぷ⸣にやムまい...〕骨
痛。労働に疲れること。疲労すること。

ふぬー [funuː]［名］〔ふぬ⸣ーまい...〕みかん。み
かんの実。【類】「ふぬーぬなリ゚」。

ふぬーぎー [funuːgiː]［名］［植］〔ふぬ⸣ーぎーま
い...〕みかんの木。九年⺟（くねも）。

ふぬーぬ なリ゚ [funuːnu naɭ]［名］〔ふぬー⸣ぬな
リ゚⸢まい...〕みかんの実。【類】「ふぬー」。

ぷぬす [punusɿ]［動 I類 c型］〔ぷぬしー、ぷぬ
しゃん〕解く。はずす。結び糸をはずす。【類】

「ぱなす」。

ぷぬりリ゚ [punuriɭ]［動 II類 c型］〔ぷぬりー、ぷ
ぬりん〕解ける。外れる。結び糸がはずれる。

ふねーリ゚ [funeːɭ]［名］〔ふねー⸣リ゚まい...〕船酔
い。6時間の宮古旅は船酔は覚悟した。

ぶば [buba]［名］〔ぶばまい...〕伯⺟。叔⺟。父
⺟の姉妹。【類】「ぶばま」。

ぶばイ゚ [bubaɿ]［名］〔ぶばイ゚まい...〕若芽。原野
の刈り取った後の若芽。

ぶばがま [bubagama]［名］〔ぶばが⸣ままい...〕伯
⺟叔⺟へ愛称をつけて呼ぶ。

ぶばな [bubana]［名］〔ぶばなまい...〕穂花。さ
とうきびやすすきの花。

ぶばま [bubama]［名］〔ぶば⸣ままい...〕伯⺟。叔
⺟。おば。【類】「ぶば」。

ぷばらム [pubaram]［名］〔ぷばら⸣ムまい...〕穂
孕み。つぼみの状態。

ふひつゆー [fuhitsɿjuː]［形］〔ふひつゆ⸣ーまい...〕
不必要。

ふびん [fubin]［形］〔ふびんまい...〕不便。
ぶふ [bufu]［擬］〔ぶふてぃー...〕突き刺して穴
をあけるときに言う。

ぶふー [bufuː]［擬］空気が抜ける様。
ぶふっじむぬ [bufuddʑimunu]［名］〔ぶふっじむ

⸣ぬまい...〕発育の悪いもの。人には言わない。
ぶふっじリ゚ [bufuddʑiɭ]［動 II類 c型］〔ぶふっじ
ー、ぶふっじん〕発育が悪い。

ふまーリ゚ [fumaːɭ]［動 I類 c型］〔ふまーりー、ふ
まーらん〕一つの食器を複数の人が使用する。

工具を共同使用する。

ふまーリ゚うじん [fumaːɭudʑin]［名］〔ふまーリ゚う
じ⸣んまい...〕同じ膳で食べること。

ふます [fumasɿ]［動 I類 a型］〔ふましー、ふま
しゃん〕汲ませる。井戸から水を汲ませる。

ぷみかす [pumikasɿ]［動 I類 a型］〔ぷみかしー、
ぷみかしゃん〕温める。部屋を温める。冷たい

食べ物を温める。

ぷみキ゚ [pumikɿ]［動 I類 a型］〔ぷみきー、ぷみ
かん〕温かくなる。温暖になる。味噌が醗酵す

る。

ぷみキ゚がしゃ [pumikɿgaɕa]［名］［病］〔ぷみキ゚が
⸣しゃまい...〕水痘。

ぷみキ゚かだ [pumikɿkada]［名］〔ぷみキ゚か⸣だま
い...〕醗酵しているにおい。味噌の醗酵する匂
い。

ぷみキ゚すつ [pumikɿsɿtsɿ]［名］〔ぷみキ゚す⸣つまい...〕
温かくなる季節。温かくなる時節。

ぷみキ゚まき [pumikɿmaki]［名］〔ぷみキ゚ま⸣きま
い...〕夏負け。夏に食欲のないこと。

ぷみキ゚わーつキ゚ [pumikɿʋaːtsɿkɿ]［名］〔ぷみキ゚わ
438



ふゆギん

ーつ⸣キ゚まい...〕暑い天気。
ぷみリ゚ [pumiɭ]［動 II類 c型］〔ぷみー、ぷみん〕
ほめる。たたえる。表彰する。

ふム [fum]［動 I類 c型］〔ふみー、ふまん〕踏む。
【例】ふムたうす（踏み倒す）。ぱギしー ふム

（足で踏む）。【同】「ムー」。

ふム [fum]［動 I 類 c 型］〔ふみー、ふまん〕履
く。【例】しゃばう ふム（草履を履く）。【同】

「ムー」。

ふム [fum]［動 I 類 c 型］〔ふみー、ふまん〕汲
む。水を汲む。【同】「ムー」。

ふム [fum]［動 I 類 c 型］〔ふみー、ふまん〕組
む。組を作る。並ぶ。【例】ゆたーリ゚ ふム（四

人組を作る）。

ふむ [fumu]［名］〔ふむま⸣い...〕雲。「く」音が
「ふ」音に変化した。

ふムくいリ゚ [fumkuiɭ]［動 II類 a型］〔ふムくい
ー、ふムくいん〕踏み越える。【同】「ムーくい

リ゚」。

ふムずきリ゚ [fumdzɿkiɭ]［動 II類 a型］〔ふムずき
ー、ふムずきん〕踏み付ける。侮る。踏み付け

にする。いじめる。

ふムずくー [fumdzɿkuː]［動 I類 a型］〔ふムずけ
ー、ふムずかーん〕踏み使う。酷使する。こき

使う。さんざん働かせる。

ふムた [fumta]［名］〔ふムたまい...〕踏むこと。
踏みつけること。

ふムたうす [fumtausɿ]［動 I類 a型］〔ふムたう
しー、ふムたうしゃん〕踏み倒す。相手をやっ

つける。【同】「ふムとーす」。

ふムだす [fumdasɿ]［動 I 類 c 型］〔ふムだしー、
ふムだしゃん〕汲み出す。便所の汚物を汲み取

る。

ふムだみリ゚ [fumdamiɭ]［動 II類 a型］〔ふムだみ
ー、ふムだみん〕踏み固める。運動場の土を踏

み固める。

ふムだリ゚[fumdaɭ]［動 I類 a型］〔ふムだりー、ふ
ムだらん〕踏みつける。

ふムつキ゚ [fumtsɿkɿ]［動 I類 a型］〔ふムつきー、
ふムつかん〕踏み付ける。

ふムでぃリ゚ [fumdiɭ]［動 II類 a型］〔ふムでぃー、

ふムでぃん〕汲み出す。

ふムでぃリ゚ [fumdiɭ]［動 II 類 a 型］〔ふムでぃ
ー、ふムでぃん〕踏み出る。希望に満ちて島を

出る。

ふムとーす [fumtoːsɿ]［動 I類 a型］〔ふムとーし
ー、ふムとーしゃん〕踏み倒す。相手をやっつ

ける。【同】「ふムたうす」。

ふムぱずす [fumpadzɿsɿ]［動 I類 a型］〔ふムぱ
ずしー、ふムぱずしゃん〕踏みはずす。踏み損

なう。

ふムばリ゚[fumbaɭ]［動 I類 a型］〔ふムばりー、ふ
ムばらん〕踏みほぐす。【同】「ムーばリ゚」。

ぶムみかす [bummikasɿ]［動 I類 c型］〔ぶムみか
しー、ぶムみかしゃん〕強く叩いて音を出す。

ぶムみかす [bummikasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぶんみ
かしー、ぶんみかしゃん〕勢いがある。一目散。

【例】ぶんみかしー とぅビ（一目散に走って行

く）。【同】「ぶムみかす」。

ぶムみキ゚ [bummikɿ]［動 I類 c型］〔ぶムみきー、
ぶムみかん〕強い音が出る。

ふムみず [fummidzɿ]［名］〔ふムみ⸣ずまい...〕汲
む水。井戸から汲んで来た水。

ぶムやー [bum.jaː]［名］〔ぶ⸣ムやーまい...〕〈ぶ
ームーやー〉。直訳は苧（う）を績（う）む家。

麻を績む所。首里王府の役人の仕事場。役場。

【類】「ばんしゅ」。

ふむリ゚ [fumuɭ]［動 I類 c型］〔ふむりー、ふむら
ん〕くもる。曇る。ガラスがくもる。

ふや [fuja]［名］〔ふやまい...〕ホヤ。ホヤランプ
のこと。

ぶやきリ゚ [bujakiɭ]［動 II類 c型］〔ぶやきー、ぶ
やきん〕ぼやける。

ふやらんぷ [fujaranpu]［名］〔ふやらんぷまい...〕
ホヤランプ。

ふゆ [fuju]［名］〔ふゆまい...〕冬。冬の季節。
ふゆー [fujuː]［形］〔ふゆーまい...〕怠け。骨苦
しみ。怠惰。怠慢。ぐーたら。

ふゆうぷなか [fujuupunaka]［名］〔ふゆうぷなか
まい...〕水納島の冬の祭り。

ふゆギん [fujugɿn]［名］〔ふゆギんまい...〕冬着。
冬に着るもの。
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ふゆじゅー

ふゆじゅー [fujudʑuː]［名］〔ふゆじゅーまい...〕
冬の潮。夜の潮がよく引く。

ふゆじゅー [fujudʑuː]［副］冬中。冬の全部。
ふゆしゅがリ゚ [fujuɕugaɭ]［名］〔ふゆしゅが⸣リ゚ま
い...〕冬支度。冬への準備。

ふゆでぃん [fujudin]［名］〔ふゆでぃ⸣んまい...〕
冬の天気。冬の空。寒空。【類】「ふゆでぃんキ゚

」。「ふゆわーつキ゚」。

ふゆでぃんキ゚ [fujudinkɿ]［名］〔ふゆでぃん⸣キ゚ま
い...〕冬の天気。冬の空。寒空。【類】「ふゆで
ぃん」。「ふゆわーつキ゚」。

ふゆぬ どぅゆー [fujunu dujuː]［名］〔ふゆぬど
ぅゆ⸣ーまい...〕冬の土用。冬の真っ盛り。

ふゆむぬ [fujumunu]［名］〔ふゆむぬまい...〕冬
物。冬の衣服。

ふゆムまり [fujummari]［名］〔ふゆムま⸣りまい...〕
冬生れ。冬の生まれ。

ふゆやすム [fujujasɿm]［名］〔ふゆやす⸣ムまい...〕
冬休み。

ふゆわーつキ゚ [fujuʋaːtsɿkɿ]［名］〔ふゆわーつ⸣キ゚
まい...〕冬の天気。冬の空。寒空。【類】「ふゆ
でぃん」。「ふゆでぃんキ゚」。

ふら [fura]［名］〔ふ⸣らまい...〕鞍。馬の背につ
けるもの。【類】「ぬーまぬふら」。

ぶら [bura]［名］［貝］〔ぶ⸣らまい...〕法螺。ほら
貝。

ぶら [bura]［名］〔ぶ⸣らまい...〕筒。空っぽの細
⻑い物。

ぶら [bura]［名］〔ぶ⸣らまい...〕自慢。誇張。【例】
ぶらふけ（自慢する人）。

ふらいリ゚ [furaiɭ]［動 II類 a型］〔ふらいー、ふ
らいん〕ふられる。嫌われる。【例】ふらいん

（ふれらない。嫌われない）。

ぶらいリ゚ [buraiɭ]［動 II類 a型］〔ぶらいー、ぶ
らいん〕居られる。住める。住んでいられる。

【例】ぶらいん（居られない。住めない。住んで

いられない）。

ぶらかいす [burakaisɿ]［動 I類］〔ぶらかいしー、
ぶらかいしゃん〕〔ぶ⸣らかいしー ⸢ぶリ゚〕ひっ
くり返す。

ぶらかいらす [burakairasɿ]［動 I類］〔ぶらかい

らしー、ぶらかいらしゃん〕〔ぶ⸣らかいしー ⸢
ぶリ゚〕ひっくり返す。【例】ぶらかいしー とぅ

みる（ひっくり返して探せ）。

ぶらかいリ゚ [burakaiɭ]［動 I類］〔ぶらかいりー、
ぶらかいらん〕〔ぶ⸣らかいりー ⸢ぶリ゚〕ひっく
り返る。倒れる。転ぶ。

ぷらかす [purakasɿ]［動 I類 a型］〔ぷらかしー、
ぷらかしゃん〕開けさせる。赤ちゃんの口を開

けさせる。

ぷらキ゚ [purakɿ]［動 I類 a型］〔ぷらきー、ぷら
かん〕開く。口を開ける。袋を開ける。封筒を

開ける。道を拓く。開墾する。

ぶらぎリ゚ [buragiɭ]［動 II類 c型］〔ぶらぎー、ぶ
らぎん〕折りあげる。〈ぶリ゚〉（折る）の強調形。

体が大きくなっても着られるように「折り」を

つける。【例】すっじゃう ぶらぎリ゚（きび収穫

をする）。

ぶらく [buraku]［名］〔ぶら⸣くまい...〕部落。行
政区分。土原、天川、津川、宮良、嶺間、大道、

大木、吉川、水納島。

ぶらしゃがリ゚ [buraɕagaɭ]［動 I類 c型］〔ぶらし
ゃがりー、ぶらしゃがらん〕ぶら下がる。【例】

しんだんぎーん ぶらしゃがリ゚（せんだんにぶ

ら下がる）。てぃつばうん ぶらしゃがリ゚（鉄棒

にぶら下がる）。

ふらす [furasɿ]［動 I類 c型］〔ふらしー、ふらし
ゃん〕降らせる。雨の止むのを待つ。【例】あ

みう ふらしーから やーんけー いき（雨が止

んでから家に行きなさい）。

ぷらす [purasɿ]［動 I類 a型］〔ぷらしー、ぷらし
ゃん〕狂わせる。迷わせる。だめにする。

ぷらす [purasɿ]［動 I類 c型］〔ぷらしー、ぷらし
ゃん〕掘らせる。穴を掘らせる。【例】あなう

ぷらす（穴を掘らせる）。

ぶらふキ゚ [burafukɿ]［名］〔ぶ⸣らふキ゚⸢まい...〕ほ
ら吹き。八月おどりを盛り上げるためのほら吹

き。自慢する意味もある。

ぶらふキ゚べー [burafukɿbeː]［名］〔ぶ⸣らふキ゚べー
まい...〕ほら吹く係。ほらを吹き鳴らす係。

ぶらふけ [burafuke]［名］〔ぶらふ⸣けまい...〕大
げさに言う人。豪語する人。自慢する人。
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ぶりなム

ぶらぶら [burabura]［擬］仕事のないこと。
ぶらやっかん [burajakkan]［名］〔ぶ⸣らやっかん
まい...〕ほら貝を湯沸し器にしたもの。

ふリ゚ [fuɭ]［名］〔ふ⸣リ゚まい...〕豚小屋のこと。【同】
「ふリ゚らー」。

ふリ゚ [fuɭ]［動 I類 c型］〔ふりー、ふらん〕振る。
手を振る。旗を振る。旗を振って応援する。

ふリ゚ [fuɭ]［動 I類 c型］〔ふりー、ふらん〕振る。
割り振る。分ける。平等に分ける。

ふリ゚ [fuɭ]［動 I類 c型］〔ふりー、ふらん〕振る。
彼氏を振る。彼女を振る。

ふリ゚ [fuɭ]［動 I類 c型］〔ふりー、ふらん〕降る。
雨が降る。【例】ふリ゚つずキ゚（降り続く）。

ぶリ゚ [buɭ]［動 I類 a型］〔ぶりー、ぶらん〕居る。
家に居る。住む。【例】すまんどぅ ぶリ゚（島に

住んでいる）。

ぶリ゚ [buɭ]［動 I類］〔ぶりー、ぶらん〕いる。動
詞の接続形に続き、継続相を表わす。また、副

詞句の述語としても機能する。【例】しー ぶリ゚

（している）。ふぇー ぶリ゚（食べている）。あん

しー ぶリ゚（そのようにしている）。ぶるぶるて

ぃー ぶリ゚（沸騰している）。うてぃてぃー ぶ

リ゚（落ちようとしている）。

ぶリ゚ [buɭ]［動 I類 c型］〔ぶりー、ぶらん〕折る。
枝を折る。骨折する。

ぷリ゚ [puɭ]［動 I類 c型］〔ぷりー、ぷらん〕掘る。
地面に穴を開ける。

ぷリ゚ [puɭ]［動 I類 c型］〔ぷりー、ぷらん〕彫る。
彫刻する。

ぷり [puri]［名］〔ぷりまい...〕愚か。愚かなこと。
【例】ぷりむぬゆム（愚かな物言い）。

ぷりあすビ [puriasɿbɿ]［名］〔ぷりあすビまい...〕
愚かな遊び。馬鹿遊び。無駄遊び。

ふリ゚ー [fuɭː]［動 I 類 a 型］〔ふリ゚りー、ふリ゚ら
ん〕震える。こごえる。【例】ぴーしゃん ふリ゚

ー（寒さに震える）。

ぶりー [buriː]［名］〔ぶり⸣ーまい...〕無礼。失礼。
ぷりーぷり [puriːpuri]［重複］気が狂ったよう。
ふリ゚ーやき [fuɭːjaki]［名］〔ふリ゚ーやきまい...〕夜
間に発熱を起すこと。【類】「たりにつ」。

ふリ゚ーやム [fuɭːjam]［名］〔ふリ゚ーや⸣ムまい...〕

高熱が出てふるえる病気。マラリア。フィラリ

ア。

ぷりヴヴぁい [purivvai]［名］〔ぷりヴヴぁいま
い...〕太り過ぎ。ばか太り。肥満。

ぷリ゚うくす [puɭukusɿ]［動 I類 c型］〔ぷリ゚うく
しー、ぷリ゚うくしゃん〕掘り起こす。

ふリ゚うとぅす [fuɭutusɿ]［動 I類 c型］〔ふリ゚うと
ぅしー、ふリ゚うとぅしゃん〕振り落とす。

ぷリ゚かー [puɭkaː]［名］〔ぷリ゚か⸣ーまい...〕掘り
井戸。人口井戸。掘った井戸。

ぶりかいす [burikaisɿ]［動 I 類 c 型］〔ぶりかい
しー、ぶりかいしゃん〕ぶり返す。病気が再発

する。

ぶりき [buriki]［名］〔ぶり⸣きまい...〕ブリキ。鉄
板に錫（すず）をめっきしたもの。

ぷりぎ なリ゚ [purigi naɭ]［連語］馬鹿みたいにな
る。愚か者になる。

ぷりぎしゃーリ゚ [purigiɕaːɭ]［形］〔ぷりぎ⸣しゃま
い...〕馬鹿みたい。馬鹿げている。

ぷりぎムまり [purigimmari]［名］〔ぷりぎムま⸣
りまい...〕馬鹿げた生れ。馬鹿げた振る舞いを
する人。

ふりくム [furikum]［動 I 類 c 型］〔ふりくみー、
ふりくまん〕振り込む。

ぷりしゃきぬム [puriɕakinum]［名］〔ぷりしゃき
ぬムまい...〕大酒飲み。自制なしに酒を飲む。

ふりしゅでぃ [furiɕudi]［名］〔ふりしゅ⸣でぃま
い...〕振袖。たもとの⻑い袖。

ふりだし [furidaɕi]［名］〔ふりだしまい...〕振り
出し。

ふりつき [furitsɿki]［名］〔ふりつ⸣きまい...〕振り
付け。踊りの振り付け。

ぷりっじゃぎしゃーリ゚ [puriddʑagiɕaːɭ]［形］〔ぷ
りっじゃぎ⸣しゃまい...〕馬鹿みたい。あほら
しい。

ぶりってぃーまい [burittiːmai]［連語］居るくせ
に。居ながら。【例】ぶりってぃーまい くい

しゅん（居るのに声がない）。

ふリ゚でぃリ゚ [fuɭdiɭ]［動 II類 c型］〔ふリ゚でぃー、
ふリ゚でぃん〕振り出す。袋の中から振り出す。

ぶりなム [burinam]［名］〔ぶりな⸣ムまい...〕折
441



ぷりぱたらキ゚

れ波。砕ける波。干瀬の白波。

ぷりぱたらキ゚ [puripatarakɿ]［名］〔ぷりぱたらキ゚
まい...〕馬鹿働き。無駄働き。骨折れ損。

ぷりばるー [puribaruː]［名］〔ぷりばるーまい...〕
笑いこげること。笑い過ぎ。意味のない笑い。

ぷりふーリ゚[purifuːɭ]［名］〔ぷりふーリ゚まい...〕知
らないふり。愚か者に見せかける。

ぶりふつ [burifutsɿ]［名］〔ぶりふ⸣つまい...〕折
れ口。折れた部分。

ぶりふつ [burifutsɿ]［名］〔ぶりふ⸣つまい...〕波
の砕ける所。干瀬に砕けている所。

ぶリ゚ぶリ゚ [buɭbuɭ]［擬］ぶつぶつ。鍋の煮たぎる
音。

ぶりまがリ゚ [burimagaɭ]［動 I類 c型］〔ぶりまが
りー、ぶりまがらん〕折れ曲がる。

ぶリ゚まぎリ゚ [buɭmagiɭ]［動 II類 c型］〔ぶリ゚まぎ
ー、ぶリ゚まぎん〕折り曲げる。

ふリ゚まばう [fuɭmabau]［名］〔ふリ゚まば⸣うまい...〕
くるり棒。振り回し棒。豆、⻨、粟、黍の脱穀

用具。【同】「ふリ゚まぼー」。

ふリ゚まぼー [fuɭmaboː]［名］〔ふリ゚まぼ⸣ーまい...〕
くるり棒。振り回し棒。豆、⻨、粟、黍の脱穀

用具。【同】「ふリ゚まばう」。

ぶリ゚み [buɭmi]［名］〔ぶリ゚みまい...〕家内で神事
を行うこと。

ぶリ゚みキ゚ [buɭmikɿ]［動 I類 c型］〔ぶリ゚みきー、
ぶリ゚みかん〕鍋の煮物の炊く音。煮えたぎるこ

と。

ぷりむぬ [purimunu]［名］〔ぷりむぬまい...〕狂
い者。精神病患者。精神異常者。

ぷりむぬ [purimunu]［名］〔ぷりむぬまい...〕正
常でないことを言う人。馬鹿。

ぷりむぬふー [purimunufuː]［名］〔ぷりむぬふー
まい...〕馬鹿食い。暴食。

ぷりむぬゆム [purimunujum]［名］〔ぷりむぬゆ
ムまい...〕馬鹿げた言葉。道理に合わない言い
方。たわごと。

ぶりやすしゃーリ゚ [burijasɿɕaːɭ]［形］〔ぶりやす
⸣しゃまい...〕折れやすい。枯れ枝は折れやす
い。

ぶりゆだ [burijuda]［名］〔ぶりゆ⸣だまい...〕折

れた枝。

ふリ゚らー [fuɭɭaː]［名］〔ふ⸣リ゚らーまい...〕豚小屋。
屋敷内にある豚小屋。

ぶリ゚らぶリ゚ら [buɭɭabuɭɭa]［擬］浮いたり沈んだ
りする様子。どんぶらこ。

ぶりリ゚ [buriɭ]［動 II類 c型］〔ぶりー、ぶりん〕
折れる。【例】ぷにぬ ぶりリ゚（骨が折れる）。ゆ

だぬ ぶりリ゚（枝が折れる）。

ぷりリ゚ [puriɭ]［動 II類 a型］〔ぷりー、ぷりん〕
狂う。呆ける。精神異常になる。

ぷりリ゚ [puriɭ]［動 II類 a型］〔ぷりー、ぷりん〕
惚れる。好きになる。

ふりわきリ゚ [furiʋakiɭ]［動 II類 c型］〔ふりわき
ー、ふりわきん〕振り分ける。

ぷりわじゃ [puriʋadʑa]［名］〔ぷりわ⸣じゃまい...〕
馬鹿働き。無駄働き。

ぶりんかす [burinkasɿ]［動 I類 c型］〔ぶりんか
しー、ぶりんかしゃん〕穴に落としてしまう。

タイヤが窪みに落ちる様。

ぶりんキ゚ [burinkɿ]［動 I 類 c 型］〔ぶりんきー、
ぶりんかん〕穴に落ちる。深みに落ちる。

ぶりんキ゚ [burinkɿ]［動 I 類 c 型］〔ぶりんきー、
ぶりんかん〕建物が倒壊する。崩れる。

ふる [furu]［名］〔ふ⸣るまい...〕風呂。【類】「ゆ
ーふる」。

ぶる [buru]［名］〔ぶ⸣るまい...〕ぼろ。ぼろ切れ。
ふるがに [furugani]［名］〔ふるが⸣にまい...〕古
鉄。スクラップ。

ふるぎ [furugi]［名］〔ふるぎまい...〕古着。
ふるきず [furukidzɿ]［名］〔ふるき⸣ずまい...〕古
傷。

ふるギん [furugɿn]［名］〔ふるギ⸣んまい...〕古い
着物。以前からある着物。

ふるしき [furuɕiki]［名］〔ふるし⸣きまい...〕風呂
敷。

ふるしきずつム [furuɕikidzɿtsɿm]［名］〔ふるし⸣
きずつムまい...〕風呂敷包み。【例】ふんゆ ふ

るしきん つつム（本を風呂敷に包む）。

ふるしゃーリ゚ [furuɕaːɭ]［形］〔ふる⸣しゃまい...〕
古い。

ふるびリ゚ [furubiɭ]［動 I類 c型］〔ふるびりー、ふ
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ふんとー

るびらん〕ほろびる。廃れる。

ぶるぶる [buruburu]［擬］〔ぶるぶるてぃー...〕子
どもがたくさん集まっている様。寒さにふるえ

る。恐怖におびえる。【例】やらびぬ ぶるぶる

てぃー ぶリ゚（子供がたくさんいる）。ぴーしゃ

ん ぶるぶるてぃー ぶリ゚（寒さに凍えている）。

ぶるぶるてぃー あわてぃリ゚（怖くて震えてい

る）。

ぶるぶるやー [buruburujaː]［名］〔ぶるぶ⸣るやー
まい...〕雨降りの泥遊び。どろんこ遊び。

ぶるまー [burumaː]［名］〔ぶるま⸣ーまい...〕ブ
ルマー。女生徒の体育着。

ぶるまうき [burumauki]［名］〔ぶるまう⸣きま
い...〕ぼろもうけ。荒もうけ。【同】「ぶるもー
き」。

ぶるまうす [burumausɿ]［名］〔ぶるまう⸣すまい...〕
鶏の名。肉用の品種。プリマウス。

ぶるまき [burumaki]［名］〔ぶるま⸣きまい...〕ぼ
ろ負け。完敗。

ふるます [furumasɿ]［動 I類 c型］〔ふるましー、
ふるましゃん〕古くする。

ぶるみキ゚ [burumikɿ]［動 I類 c型］〔ぶるみきー、
ぶるみかん〕お湯や鍋の炊き物が沸騰するこ

と。

ふるム [furum]［動 I類 c型］〔ふるみー、ふるま
ん〕古くなる。

ふるむぬ [furumunu]［名］〔ふるむ⸣ぬまい...〕古
物。

ふるムむぬ [furummunu]［名］〔ふるムむ⸣ぬま
い...〕古くなったもの。昔からのもの。

ぶるもーき [burumoːki]［名］〔ぶるもー⸣きまい...〕
ぼろもうけ。荒もうけ。【同】「ぶるまうき」。

ふるやー [furujaː]［名］〔ふるや⸣ーまい...〕古い
家。あばら家。

ふるわた [furuʋata]［名］〔ふるわ⸣たまい...〕古
綿。綿入れの着物の中にある古い綿。

ふわふわ [fuʋafuʋa]［擬］やわらかい。ふくらん
でいる。綿入れの布団。

ふん [fun]［名］〔ふ⸣んまい...〕本。書籍。読物。
【例】ふんだな（本棚）。ふんゆ ゆム（本を読

む）。

ぶん [bun]［名］〔ぶ⸣んまい...〕分。分け前。取
り前。【例】ヴヴぁが ぶん（君の分だ）。

ぶん [bun]［名］〔ぶ⸣んまい...〕盆。食べ物や食
器を乗せる盆。

ぶん [bun]［名］〔ぶ⸣んまい...〕お盆。先祖を家
にお供して三日間拝む行事。旧暦の 7 月 13〜
15日。【類】「すとぅがつ」。

ふんかく [funkaku]［名］〔ふんかくまい...〕本格。
本来の形式や方式にこだわって行動する。

ふんき [funki]［名］〔ふんきんまい...〕本気。本
当の気持。真剣。

ふんぎまリ゚ [fungimaɭ]［名］〔ふんぎまリ゚まい...〕
本決り。決定。議事が決定する。

ぶんくつ [bunkutsɿ]［名］〔ぶんく⸣つまい...〕ぼ
ん骨。老朽。破損した品物。

ぶんくら [bunkura]［名］〔ぶんく⸣らまい...〕ぼ
んくら。まぬけ。まぬけ者。

ふんさい [funsai]［名］〔ふんさ⸣いまい...〕本妻。
最初の妻。

ふんしき [funɕiki]［名］〔ふんしきまい...〕本籍。
ふんしゅく [funɕuku]［名］〔ふんしゅくまい...〕
本職。

ふんしょー [funɕoː]［名］〔ふんしょーまい...〕本
性。

ふんしん [funɕin]［名］〔ふんしんまい...〕本心。
本当の心。

ぷんだい [pundai]［名］〔ぷんだいまい...〕放題。
わがまま。甘えん坊。

ぷんだいむぬ [pundaimunu]［名］〔ぷんだいむ⸣
ぬまい...〕乱暴者。自分勝手な者。

ぷんだいやらび [pundaijarabi]［名］〔ぷんだいや
らびまい...〕わがままな子。だだっ子。甘えっ
子。

ふんだな [fundana]［名］〔ふ⸣んだなまい...〕本
棚。書棚。書架。

ふんちょーし [funtɕoːɕi]［名］〔ふんちょーしま
い...〕本調子。三味線の調弦のこと。合・四・
工。

ふんどぅ [fundu]［名］〔ふんどぅまい...〕本土。日
本本土。沖縄県から見た他の都道府県のこと。

ふんとー [funtoː]［名］〔ふんとーまい...〕本当。
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ふんに

真実。事実。

ふんに [funni]［名］〔ふんにまい...〕本音。
ふんにん [funnin]［名］〔ふんにんまい...〕本人。
ふんばく [funbaku]［名］〔ふ⸣んばくまい...〕本
箱。

ふんばん [funban]［名］〔ふんばんまい...〕本番。
ふんぶん [funbun]［名］〔ふんぶ⸣んまい...〕本分。
その人の果たさなくてはならない務め。

ぷんぷん [punpun]［擬］熱気の充満している様。
ふんむとぅ [funmutu]［名］〔ふんむとぅまい...〕
本元。大元。

ふんむぬ [funmunu]［名］〔ふんむぬまい...〕本
物。

ふんやー [fun.jaː]［名］〔ふ⸣んやーまい...〕本屋。
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ぺーつん

̶ へ ̶

へい [hei]［名］丙。第三位の意味。成績の三位。
ぺうす [peusɿ]［副］たまに。ときどき。まれに。
【例】ぺうすんや くだ（たまには来なさい）。

ぺうすん [peusɿn]［副］たまには。
へー [heː]［感］人をあざ笑うときや小ばかにす
るときに発する。

べー [beː]［終］〜かな。〜だろう。【例】あんしー
べー（そうかな）。

べー [beː]［名］部。係。語り部。【例】すーべー
（やる人）。うくすべー（起こしてあげる人）。む

つべー（持つ係）。

ぺー [peː]［名］〔ぺーま⸣い...〕足で踏む機織機の
器具。

ぺー [peː]［名］［鳥］〔ぺーまい...〕ちょうげんぼ
う。村史参照。

ぺー [peː]［名］〔ぺーまい...〕大きさ。【例】ゆぬ
ぺー（同じ大きさ）。【同】「ぷい」。

ぺー キ゚ー [peː kɿː]［連語］這ってくる。
ぺーあがリ゚ [peːagaɭ]［名］〔ぺーあが⸣リ゚まい...〕
早上り。早仕舞い。仕事が早く終わること。

ぺーあリ゚キ゚ [peːaɭkɿ]［名］〔ぺーあリ゚⸣キ゚まい...〕
早歩き。歩きの早いこと。

ぺーうい [peːui]［名］〔ぺーう⸣いまい...〕早植え。
作物の早植え。

ぺーうき [peːuki]［名］〔ぺーう⸣きまい...〕早起
き。朝起きの早いこと。

ぺーうわリ゚ [peːuʋaɭ]［名］〔ぺーうわ⸣リ゚まい...〕
早終り。仕事が早く終わること。

ぺーが [peːga]［名］〔ぺー⸣がまい...〕勇ましい人。
悪がしこい人。

ぺーキ゚ム [peːkɿm]［名］〔ぺーキ゚⸣ムまい...〕べー
ちん。親雲上。首里王府の役人。【同】「ぺーつ

ん」。

ぺーく [peːku]［名］〔ぺー⸣くまい...〕百。百のう

ち一つも当てにならないこと。うそつき。

ぺーし [peːɕi]［副］早いうち。早い頃。早い時。
ぺーしから [peːɕikara]［連語］早くから。早い頃
から。早い時から。早いうちから。

ぺーしまー [peːɕimaː]［副］間を置かない。早い
間隔。

ぺーしゃ [peːɕa]［名］〔ぺー⸣しゃまい...〕早さ。
ぺーしゃーリ゚[peːɕaːɭ]［形］〔ぺー⸣しゃまい...〕早
い。早いこと。比較して早い。時間が早い。歩

きが早い。走りが早い。【例】ぺーしゃ ねーん

（早くない）。ぺーしゃぬ（早いなあ。早いこと

よ。作物の生育の早いこと）。

ぺーしゃキ゚ [peːɕakɿ]［名］〔ぺーしゃ⸣キ゚まい...〕
早咲。早い開花。

ぺーしゃめー [peːɕameː]［名］〔ぺー⸣しゃめーま
い...〕早さ勝負。走り競争。かけっこ。

ぺーしゅ [peːɕu]［名］〔ぺー⸣しゅまい...〕早い潮。
早朝の潮時。【類】「すとぅむてぃじゅー」。

ぺーしゅがリ゚ [peːɕugaɭ]［名］〔ぺーしゅが⸣リ゚ま
い...〕早い支度。早くから準備する。

ぺーしゅなまリ゚ [peːɕunamaɭ]［名］〔ぺーしゅな
ま⸣リ゚まい...〕早い支度。準備。

ぺーしんか [peːɕinka]［連語］その昔。ずっと昔。
過去。以前。

ぺーす [peːsɿ]［動 I類 c型］〔ぺーしー、ぺーしゃ
ん〕はやす。おだてる。励ます。音頭をとる。

ぺーすぐり [peːsɿguri]［名］〔ぺーすぐ⸣りまい...〕
早く優れること。早熟。早生。心身の発達に言

う。

ぺーすばい [peːsɿbai]［名］〔ぺーすば⸣いまい...〕
おだてに応じること。その人。

ぺーずまい [peːdzɿmai]［名］〔ぺーずま⸣いまい...〕
早じまい。早く終了すること。

ぺーずん [peːdzɿn]［名］〔ぺーず⸣んまい...〕早死。
べーた [beːta]［名］［代］〔べー⸣たまい...〕我等。
私たち。ぼくたち。

ぺーだき [peːdaki]［名］〔ぺーだ⸣きまい...〕機織
の糸を乾かすために延える竹のこと。石垣に竹

棒を差し込んで「ぶー」を乾かした。

ぺーつん [peːtsɿn]［名］〔ぺーつ⸣んまい...〕べー
ちん。親雲上。首里王府の役人。【同】「ぺーキ゚
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べーてぃー

ム」。

べーてぃー [beːtiː]［連語］そうかな。だろう。【例】
あんしーべーてぃー うめー ぶたリ゚（そうか

なと思っていた）。

ぺーとぅずとぅみ [peːtudzɿtumi]［名］〔ぺーとぅ
ずとぅ⸣みまい...〕早い嫁とり。早婚。

ぺーとぅずみ [peːtudzɿmi]［名］〔ぺーとぅず⸣み
まい...〕早閉め。早仕舞い。早い仕上げ。早い
うちに仕事を終えること。

ぺーどぅリ゚ [peːduɭ]［動 I 類 c 型］〔ぺーどぅり
ー、ぺーどぅらん〕這う。四つんばいになる。

ぺーにに [peːnini]［名］〔ぺーに⸣にまい...〕早寝。
早く寝ること。

ぺーぬーま [peːnuːma]［名］〔ぺーぬー⸣ままい...〕
早い馬。駿馬。シートーヤーでさとうきびを圧

搾するのによく走る馬のこと。

ぺーふ [peːfu]［副］早く。急ぐ。【例】ぺーふ く

だ（早く来なさい）。

ぺーふつ [peːfutsɿ]［名］〔ぺーふ⸣つまい...〕早口。
またはその人。口調の早いこと。

ぺーふてぃー [peːfutiː]［副］早く。もっと早く。
急かすこと。【例】ぺーふてぃー しる（もっと

早く仕事はしなさい）。

ぺーぶとぅむつ [peːbutumutsɿ]［名］〔ぺーぶと
ぅむ⸣つまい...〕早婚。早く夫を持つこと。

ぺーふに [peːfuni]［名］〔ぺーふ⸣にまい...〕早船。
船足の早いこと。船の運航の早いこと。

ぺーぺー [peːpeː]［重複］早く早く。【例】ぺーぺ
ー ぱりー くー（早く走って来なさい）。

ぺーぺーてぃー [peːpeːtiː]［副］早く早く。急か
すこと。【例】ぺーぺーてぃー しゅだ（急いで

やれ）。

ぺーます [peːmasɿ]［動 I 類 c 型］〔ぺーましー、
ぺーましゃん〕励ます。激励する。

ぺーまらす [peːmarasɿ]［動 I類 a型］〔ぺーまら
しー、ぺーまらしゃん〕早まらせる。急かせる。

せき立てる。【同】「ぱやまらす」。

ぺーまリ゚ [peːmaɭ]［動 I類 a型］〔ぺーまりー、ぺ
ーまらん〕早まる。時間を繰り上げる。【同】「ぱ

やまリ゚」。

ぺーみム [peːmim]［名］〔ぺーみ⸣ムまい...〕早耳。

聞きつけの早いこと。

ぺーみリ゚ [peːmiɭ]［動 II類 a型］〔ぺーみー、ぺ
ーみん〕早める。時間を繰り上げる。【同】「ぱ

やみリ゚」。

べーム [beːm]［終］〜そうですか。そうでしょう
か。敬意も表わす。【例】あんしーべーム（そ

うですか。そのようにしてよいでしょうか。目

上に言う）。

ぺームす [peːmsɿ]［名］〔ぺームすまい...〕平屋
⻄。土春豊見親の父。

ぺーむぬ [peːmunu]［名］〔ぺーむ⸣ぬまい...〕早
いもの。早い人。仕事の早い人。作物を早く収

穫したもの。かけ走の早い人。

ぺームまり [peːmmari]［名］〔ぺームま⸣りまい...〕
その年の早い月に生まれること。その子。

ぺーリ゚ [peːɭ]［名］〔ぺーリ゚まい...〕酢。すっぱい
味。酢酸飲料。

ぺーり [peːri]［名］〔ぺーりまい...〕日照。⻑い
日照は干ばつ。【類】「ぴむ」。

ぺーりどぅす [peːridusɿ]［名］〔ぺーりどぅ⸣すま
い...〕日照年。干ばつの年。

ぺーわじゃ [peːʋadʑa]［名］〔ぺーわ⸣じゃまい...〕
早業。早技。早い作業。早い技術。

へく [heku]［名］〔へ⸣くまい...〕百。ひゃく。も
も。百歳。【類】「むむ」。

へくしょー [hekuɕoː]［名］〔へくしょ⸣ーまい...〕
百性。ひゃくしょう。農業者。

へくにつ [hekunitsɿ]［名］〔へくに⸣つまい...〕百
日。誕生から百日の記念日。【同】「ぺくにつ」。

ぺくにつ [pekunitsɿ]［名］〔ぺくに⸣つまい...〕百
日。誕生から百日の記念日。【同】「へくにつ」。

へしちゃちょーびん [heɕitɕatɕoːbin]［名］〔へし⸣
ちゃちょーびんまい...〕平敷屋朝敏。手水の緑
の作者。琉球王朝の和文学者。

ぺっき [pekki]［名］〔ぺっ⸣きまい...〕百斤。重さ
の百斤。60キロ。

へっくり [hekkuri]［擬］どっこいしょ。老人の
言うこと。

べっぴん [beppin]［名］〔べっぴ⸣んまい...〕別嬪。
別品。女の子に言う。

べに [beni]［名］〔べ⸣にまい...〕紅。女性の口紅。
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べんけうどー

食紅。かまぼこに塗る紅色。【同】「びに」。

ぺるま [peruma]［名］［蟹］〔ぺる⸣ままい...〕す
ながに。【類】「ぺるまがん」。

ぺるまがん [perumagan]［名］［蟹］〔ぺる⸣まが
んまい...〕すながに。【類】「ぺるま」。

べんけう [benkeu]［名］〔べんけうまい...〕勉強。
学問すること。学習すること。

べんけうだう [benkeudau]［名］〔べんけうだ⸣う
まい...〕勉強するために必要な道具。

べんけうどー [benkeudoː]［名］〔べんけうど⸣ー
まい...〕勉強するために必要な道具。
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ほい

̶ ほ ̶

ほい [hoi]［感］はやし。子守歌の歌詞の一節。
ほいやら [hoijara]［感］はやし。子守歌の歌詞の
一節。

ぼー [boː]［名］〔ぼ⸣ーまい...〕棒。木や竹の棒。
鞭。【同】「ばう」。

ぽー [poː]［名］〔ぽーまい...〕方。方向。方角。
【例】いんぽー（遠方）。なんぽー（南洋諸島）。

ぽー [poː]［名］〔ぽーまい...〕さんぽー。神に供
えものを乗せる台。

ぽー [poː]［名］〔ぽ⸣ーまい...〕蛇。【同】「ぱう」。
ぽー [poː]［動 I類 c型］〔ぺー、ぱーん〕這う。赤
ちゃんが這う。虫が這う。つる植物が這う。か

たつむりが這う。【同】「ぱう」。

ぼーあーす [boːaːsɿ]［名］〔ぼ⸣ーあーす⸢まい...〕
棒合せ。棒おどり。八月おどりの演目の一つ。

ほーい [hoːi]［感］人を呼びかけるときに発する。
ほーいふしゃ [hoːifuɕa]［名］［植］〔ほー⸣いふ
しゃまい...〕りゅうきゅうぼたんづる。村史参
照。

ぽーキ゚ [poːkɿ]［名］〔ぽー⸣キ゚まい...〕箒。竹箒。
すすきの箒。【同】「ぱうキ゚」。

ぽーキ゚ [poːkɿ]［動 I類 c型］〔ぽーきー、ぽーか
ん〕掃く。掃除する。

ぽーぎー [poːgiː]［名］［植］〔ぽーぎーまい...〕み
ずがんぴ。

ほーぎん [hoːgin]［名］〔ほーぎ⸣んまい...〕方言。
島言葉。地域で使われる発音・用語。なまり。

俚言。【同】「ぱうぎん」。「ぽーぎん」。

ぽーぎん [poːgin]［名］〔ぽーぎ⸣んまい...〕方言。
島言葉。地域で使われる発音・用語。なまり。

俚言。【同】「ぱうぎん」。「ほーぎん」。

ほーぎんふだ [hoːginfuda]［名］〔ほーぎ⸣んふだ
まい...〕方言札。戦前、戦中、戦後学校では方
言が禁止された。方言を言う生徒の首に「札」

をかけた。【同】「ぱうぎんふだ」。「ぽーぎんふ

だ」。

ぽーぎんふだ [poːginfuda]［名］〔ぽーぎ⸣んふだ
まい...〕方言札。【同】「ぱうぎんふだ」。「ほー
ぎんふだ」。

ほーく [hoːku]［名］〔ほー⸣くまい...〕ホーク。畜
舎の肥料を起こす道具。枯れ葉を集めるのにも

使う。

ぼーく [boːku]［名］〔ぼー⸣くまい...〕不正。失
格。競技などのルール違反。

ぽーぐ [poːgu]［名］〔ぽー⸣ぐまい...〕抱護。抱護
林。防風林。集落の防備と言われる。2019年に
日本森林学会が林業遺産に認定。

ぼーくーごー [boːkuːgoː]［名］〔ぼーくーご⸣ーま
い...〕防空壕。敵の空襲から身を守るための壕。

ほーくく [hoːkuku]［名］〔ほーく⸣くまい...〕報
告。

ほーこー [hoːkoː]［名］〔ほーこ⸣ーまい...〕奉公。
滅私奉公。丁稚奉公。

ほーこーにん [hoːkoːnin]［名］〔ほーこーに⸣んま
い...〕奉公人。奉公する人。

ぼーし [boːɕi]［名］〔ぼー⸣しまい...〕帽子。
ぼーしゅ [boːɕu]［名］〔ぼー⸣しゅまい...〕芒種。
二十四節気の一つ。6月 6日頃。【同】「ばうし
ゅ」。

ぼーず [boːdzɿ]［名］〔ぼー⸣ずまい...〕坊主。僧
侶。幼児（男）。坊や。

ぼーずがなまら [boːdzɿganamara]［名］〔ぼー⸣ず
がなまらまい...〕坊主頭の人。丸刈頭の人。【同】
「ばうずがなまら」。

ぼーずがなまリ゚ [boːdzɿganamaɭ]［名］〔ぼー⸣ず
がなまリ゚まい...〕坊主頭。丸刈頭。【同】「ばう
ずがなまリ゚」。

ぼーずがなまれ [boːdzɿganamare]［名］〔ぼー⸣ず
がなまれまい...〕坊主頭の人。丸刈頭の人。【同】
「ばうずがなまれ」。

ほーそー [hoːsoː]［名］［病］〔ほーそ⸣ーまい...〕
疱瘡。天然痘。

ほーたい [hoːtai]［名］〔ほーた⸣いまい...〕包帯。
ぼーたうし [boːtauɕi]［名］〔ぼーたう⸣しまい...〕
棒倒し。運動会の男児の演目。【同】「ぼーたう
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ぽんぽんしん

す」。

ぼーたうす [boːtausɿ]［名］〔ぼーたう⸣すまい...〕
棒倒し。運動会の男児の演目。【同】「ぼーたう

し」。

ぽーちゃ [poːtɕa]［名］〔ぽー⸣ちゃまい...〕料理
人。スツウプナカのクバン座の責任者。【同】「ぱ

うちゃ」。

ほーちょー [hoːtɕoː]［名］〔ほーちょ⸣ーまい...〕
包丁。【類】「かたな」。

ぼーちら [boːtɕira]［名］〔ぼーち⸣らまい...〕乱暴
者。腕白者。悪がき。わがままな子ども。

ぼーちり [boːtɕiri]［形］〔ぼーち⸣りまい...〕暴れ。
乱暴。横暴。

ぼーちりみどぅム [boːtɕirimidum]［名］〔ぼーち
りみどぅ⸣ムまい...〕やんちゃ女。おてんば。

ぼーちりむぬ [boːtɕirimunu]［名］〔ぼーちりむ⸣
ぬまい...〕暴れ者。腕白者。手におえない者。

ぼーったん [boːttan]［名］〔ぼー⸣ったん⸢まい...〕
浮き。延縄漁に用いる浮き。

ぼーなギ [boːnagɿ]［名］〔ぼーな⸣ギまい...〕棒や
鞭でたたく。戒めのために言う。

ぼーぬ ぶり [boːnu buri]［名］〔ぼー⸣ぬぶり⸢ま
い...〕棒切れ。

ほーび [hoːbi]［名］〔ほーびまい...〕褒美。賞状。
賞品。

ぼーふリ゚ [boːfuɭ]［名］〔ぼ⸣ーふリ゚⸢まい...〕棒振
り。棒おどり。八月おどりの演目。【類】「ぼー

あーす」。

ぼーぼー [boːboː]［擬］〔ぼーぼーてぃーまい...〕
火が激しく燃える様。草の茂っている畑。

ほーらい [hoːrai]［名］〔ほーら⸣いまい...〕蓬莱。
ほーらいまイ゚ [hoːraimaɿ]［名］〔ほーら⸣いまイ゚ま
い...〕蓬莱米。台湾産の米。

ほーれんそー [hoːrensoː]［名］［植］〔ほーれ⸣ん
そーまい...〕ほうれんそう。緑粟の野菜。

ぼふ [bofu]［擬］〔ぼふてぃー...〕穴に落ちると
きの様子。

ぽまーど [pomaːdo]［名］〔ぽまー⸣どまい...〕ポ
マード。頭髪につける油。

ぽムー [pomm]［擬］人や動物の体温の温かい感
じ。部屋の中の温かい感じ。

ぽんぽん [ponpon]［擬］〔ぽんぽ⸣んまい...〕幼児
語。おなか。おなかを撫でる。

ぽんぽんしん [ponponɕin]［名］〔ぽんぽ⸣んしん
まい...〕ぽんぽん船。焼玉エンジンの音からそ
の名がある。
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ま

̶ ま ̶

ま [ma]［接頭］真。正。【例】まにんぎん（真人
間）。まぐくる（真心）。ましかく（真四角）。ま

じみ（真面目）。

まー [maː]［接頭］真。正。【例】まーむぬ（本物）。
まー [maː]［名］〔ま⸣ーまい...〕〜せい。〜のため。
故。【例】しゃきぬ まー（酒のせい。酒のた

め）。

まー [maː]［名］〔ま⸣ーまい...〕間。空間。間隔。
隙間。時間。【例】まーう とぅリ゚（間をとる。

距離をとる。距離を置く）。

まーあヴヴぁ [maːavva]［名］〔まーあヴヴぁま
い...〕菜種油。【類】「まーゆー」。

まーい [maːi]［名］〔まーいまい...〕間合。頃合。
合間。【例】まーいとぅリ゚（頃合いを見る）。

まーうむくとぅ [maːumukutu]［名］〔まーうむく
⸣とぅまい...〕真実を求める知恵。知識人。

まーかビとぅリ゚ [maːkabɿtuɭ]［名］〔まーかビと
ぅリ゚まい...〕凧の一種。台形で飾り羽をつけた
凧。

まーき [maːki]［名］［植］〔まー⸣きまい...〕槙。い
ぬまき。【類】「けーぎ」。

まーく [maːku]［名］〔まー⸣くまい...〕丸。円。円
形。円陣。円座。ＯＫの合図。Ｏ点のこと。

まーくぶん [maːkubun]［名］〔まー⸣くぶんまい...〕
丸い盆。

まーくまーリ゚ [maːkumaːɭ]［動 I類］〔まーくまー
りー、まーくまーらん〕〔まー⸣くまーりー ぶ

リ゚〕丸くまわる。隊列を組んで円を描くように

回る。

まーくみー [maːkumiː]［名］〔まー⸣くみーまい...〕
丸い目。かわいい目。

まーくみぱな [maːkumipana]［名］〔まー⸣くみぱ
なまい...〕丸い顔。かわいい顔。

まーくむぬ [maːkumunu]［名］〔まー⸣くむぬま

い...〕丸いもの。円形のもの。球（ボール、砲
丸）。地球。夕日。

まーしゅ [maːɕu]［名］〔まー⸣しゅまい...〕塩。食
塩。真塩の意。〈くがにしょーかん〉。塩化ナト

リウム。

まーしゅじゅーしゃーリ゚[maːɕudʑuːɕaːɭ]［形］〔ま
ー⸣しゅじゅーしゃまい...〕塩強い。塩辛い。塩
辛さの程度がはなはだしい。

まーしゅずき [maːɕudzɿki]［名］〔まー⸣しゅずき
まい...〕塩漬け。塩漬の食品。保存食。

まーしゅずる [maːɕudzɿru]［名］〔まー⸣しゅずる
まい...〕塩味の汁。

まーしゅだーら [maːɕudaːra]［名］〔まー⸣しゅだ
ーらまい...〕塩俵。麻袋〈ぴーぱーぐー〉に塩
が入っていた。

まーしゅたキ゚ [maːɕutakɿ]［名］〔まー⸣しゅたキ゚ま
い...〕塩造り。製塩。海水を蒸発させて造る。

まーしゅにー [maːɕuniː]［名］〔まー⸣しゅにーま
い...〕塩煮。塩味で炊いた料理。魚の塩煮。【類】
「しゅーに」。

まーしゅにーイ゚ズぅ [maːɕuniːɿzu]［名］〔まー⸣し
ゅにーイ゚ズぅまい...〕塩味で炊いた魚。【類】「し
ゅーにイ゚ズぅ」。

まーしゅまキ゚ [maːɕumakɿ]［名］〔まー⸣しゅまキ゚
まい...〕塩撒。場所を清めること。行事のとき
に行う。

まーしゅみず [maːɕumidzɿ]［名］〔まー⸣しゅみず
まい...〕塩水。食塩水。塩を水に溶かしたもの。

まーしゅむム [maːɕumum]［名］〔まー⸣しゅむム
まい...〕塩揉み。塩漬け。塩揉みの食品。

まーしゅめー [maːɕumeː]［名］［地］〔まー⸣しゅめ
ーまい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。村
史参照。

まーしゅめー [maːɕumeː]［名］〔まー⸣しゅめーま
い...〕潮広場。多良間島の地名。

まーす [maːsɿ]［接尾］ひねもす。その間にずっ
と。〜中。【例】ぴっちーが まーす（一日中）。

ゆーが まーす（一晩中）。

まーす [maːsɿ]［動 I類 a型］〔まーしー、まーし
ゃん〕回す。転がす。【例】くーるまーす（駒回

し）。
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まーまうや

まーす [maːsɿ]［動 I類 a型］〔まーしー、まーし
ゃん〕残す。【例】すキ゚まーす（耕し残した所）。

まーすがに [maːsɿgani]［名］〔まーすがにまい...〕
回しがね。輪金。【類】「わーがに」。

まーすま [maːsɿma]［名］〔まーすままい...〕着物
の表。

まーすむつ [maːsɿmutsɿ]［動 I 類 c 型］〔まーす
むてぃー、まーすむたん〕回し持つ。転がして

移動する。

まーすやどぅ [maːsɿjadu]［名］〔まーすや⸣どぅま
い...〕まわし戸。ドア。

まーだ [maːda]［副］あまり。【例】まーだ とぅ

リ゚な（あまり取るな）。ピとー まーだ みーん

（人はあまり見ない）。

まーだすからん [maːdasɿkaran]［名］役立たず。
間抜け者。ぼんやりしている。その人。

まーだぬ [maːdanu]［連体］全くの。とても。【例】
まーだぬ すぐりやらび（とても立派な子）。

まーつき [maːtsɿki]［副］一緒に。共に。【例】ま
ーつき あリ゚き（一緒に歩け）。【類】「でーん」。

「まーどぅん」。

まーつき なリ゚ [maːtsɿki naɭ]［連語］一緒になる。
夫婦になる。結婚する。【類】「ピてぃつなリ゚」。

まーっつ [maːttsɿ]［動 I類 a型］〔まーっちー、ま
ーっちゃん〕注意深く見つめる。【同】「まっつ

ー」。

まーっつー [maːttsɿː]［動 I類 a型］〔まーっちー、
まーっちゃん〕注意深く見る。逃さないように

見る。

まーっふぁがリ゚ [maːffagaɭ]［動 I類］〔まーっふ
ぁがりー、まーっふぁがらん〕〔ま⸣ーっふぁが
りー ぶリ゚〕間塞がる。場所が塞がる。置き場

所の邪魔をする。仕事の邪魔をする。

まーてぃふ [maːtifu]［名］［植］〔まーてぃふま
い...〕竹の種類。竹細工に用いる。

まーどぅん [maːdun]［副］一緒に。共に。【例】
まーどぅん いかだ（一緒に行きなさい）。【類】

「でーん」。「まーつき」。

まーなぎ [maːnagi]［名］〔まーなぎまい...〕同じ
⻑さ。【例】まーなぎぬ んな（同じ⻑さの縄）。

まーなげー [maːnageː]［名］〔まーなげーまい...〕

同じ⻑さ。【例】まーなげーん なし（同じ⻑さ

にしなさい）。

まーばー ねーん [maːbaː neːn]［連語］真でない
こと。真実でない。うそっぽい。

まーばた [maːbata]［名］〔まーばたまい...〕真綿。
まーピとぅ [maːpɿtu]［名］〔まーピとぅまい...〕
真の人。真人間。常識のある人。【類】「まにん

ぎん」。

まーピとぅふーリ゚ [maːpɿtufuːɭ]［名］〔まーピと
ぅふーリ゚まい...〕真人間のふりをすること。ま
た、その人。

まーふしゃがらす [maːfuɕagarasɿ]［動 I類］〔ま
ーふしゃがりー、まーふしゃがらん〕〔ま⸣ーふ
しゃがらしー ぶリ゚〕間塞げる。場所を塞げる。

まーふしゃがリ゚ [maːfuɕagaɭ]［動 I類］〔まーふし
ゃがりー、まーふしゃがらん〕〔ま⸣ーふしゃが
リ゚まい...〕間塞がる。場所が塞がる。置き場所
の邪魔をする。仕事の邪魔をする。【同】「まー

っふぁがリ゚」。

まーふぬー [maːfunuː]［名］〔まーふぬ⸣ーまい...〕
温州みかん。【類】「やまとぅふぬー」。

まーぶり [maːburi]［名］〔まーぶりまい...〕ぞっ
こんほれること。【例】かぬじゅん まーぶり

（彼女にぞっこんほれる）。【類】「すんぶり」。

まーぶりむぬ [maːburimunu]［名］〔まーぶりむ⸣
ぬまい...〕お馬鹿さん。冗談をよく言う人。

まーぶりリ゚ [maːburiɭ]［動 II類 a型］〔まーぶり
ー、まーぶりん〕そっこんほれる。

まーま [maːma]［名］〔まー⸣ままい...〕継。継⺟。
継父。

まーまあしゃ [maːmaaɕa]［名］〔まー⸣まあしゃ
まい...〕継父。

まーまーとぅ [maːmaːtu]［副］まんまと。したた
かに。うんと。充分に。【例】まーまーとぅ だ

ましゃいー ねーん（まんまとだまされてしま

った）。

まーまあんな [maːmaanna]［名］〔まー⸣まあんな
まい...〕継⺟。

まーまイ゚ズぁ [maːmaɿza]［名］〔まー⸣まイ゚ズぁま
い...〕継父。

まーまうや [maːmauja]［名］〔まー⸣まうやまい...〕
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まーましゃげーん

継父。

まーましゃげーん [maːmaɕageːn]［副］正確に。正
しく。しっかり。「ましゃげーん」の強調形。

まーまっふぁ [maːmaffa]［名］〔まー⸣まっふぁま
い...〕継子。

まーまムま [maːmamma]［名］〔まー⸣まムまま
い...〕継⺟。

まーむぬ [maːmunu]［名］本物。
まーゆー [maːjuː]［名］〔まーゆーまい...〕菜種油。
料理用の油。【類】「まーあヴヴぁ」。

まーらす [maːrasɿ]［動 I 類 a 型］〔まーらしー、
まーらしゃん〕回す。回転させる。巡らす。巡

視させる。

まーらす [maːrasɿ]［動 I 類 a 型］〔まーらしー、
まーらしゃん〕残す。後のために残す。

まーらん [maːran]［連語］残らない。残さず。一
つも残さず。

まーらんしん [maːranɕin]［名］〔まーら⸣んしん
まい...〕馬艦船。やんばる船。琉球独特の運搬
船。

まーリ゚ [maːɭ]［名］〔まーリ゚んまい...〕まわり。周
囲。【例】ばたまーリ゚（腹囲）。ムにまーリ゚（胸

囲）。

まーリ゚ [maːɭ]［名］〔まー⸣リ゚まい...〕毬。手まり。
【例】まーリ゚ふつ（毬つき）。

まーリ゚ [maːɭ]［動 I類 a型］〔まーりー、まーら
ん〕回る。回転する。巡回する。【例】ぱるまー

リ゚（畑を見てまわる）。たくまーリ゚（蛸とり漁）。

まーリ゚ [maːɭ]［動 I類 a型］〔まーりー、まーら
ん〕（人が）死ぬ。【例】まーりー わーりー（亡

くなられた）。

まーリ゚ [maːɭ]［動 I類 a型］〔まーりー、まーら
ん〕残る。後のために残しておく。

まーりー キ゚ー [maːriː kɿː]［連語］回ってくる。
巡ってくる。順番が回ってくる。畑を巡ってく

る。

まーリ゚きリ゚ [maːɭkiɭ]［名］〔まー⸣リ゚きリ゚⸢まい...〕
毬蹴り。サッカー。

まーリ゚きリ゚ [maːɭkiɭ]［動 I類 a型］〔まーリ゚きり
ー、まーリ゚きらん〕回り終わること。巡り終わ

ること。

まーリ゚ふつ [maːɭfutsɿ]［名］〔まーリ゚ふ⸣つまい...〕
回り口。いつも回っている所。いつも巡り見て

いる所。

まーリ゚ふつ [maːɭfutsɿ]［名］〔まー⸣リ゚ふつ⸢まい...〕
毬つき。毬つき遊び。

まーリ゚むぬ [maːɭmunu]［名］〔まーリ゚むぬまい...〕
回り物。扇風機、観覧車など。

まーリ゚むぬ [maːɭmunu]［名］〔まーリ゚むぬまい...〕
出歩く癖のある人。外出ばかりする人。

まーる [maːru]［名］〔まーるまい...〕回りばんこ。
順番。出番。【例】ヴヴぁが まーる（君の出

番）。まーるー しる（順番を決めること。順繰

りにすること）。まーるー しーどー（順序よく

だよ。順番にやるぞ）。

まーん [maːn]［感］そういえば。【例】まーん、あ
んしーどぅ あたリ゚（そういえばそうだった）。

まーん [maːn]［感］ほんとうに。そうだった。【例】
イ゚ー くとー まーんどー（言うことはほんと

うだ）。

まーん めーた [maːn meːta]［連語］それでもか。
主に女性が使う。【例】まーんめーた、ヴヴぁ

んまい しらいんな（それにしても、君にもで

きないのか）。

まーんがまーん [maːngamaːn]［連語］ほんとう
にどうしたことか。【例】まーんがまーん、う

れー まーんてぃーな（どうしたことかそれは

本当か）。

まーんぎしゃーリ゚[maːngiɕaːɭ]［形］〔まーんぎ⸣し
ゃまい...〕本当のようだ。本当のような話。【例】
まーんぎ なりー（本当であるかのように）。

まーんてぃー [maːntiː]［副］本当だ。本当に。【例】
まーんてぃーげーらい（本当かなあ。そうかな

あ。それは正しいかなあ）。

まーんてぃーぬ [maːntiːnu]［連体］本当の。実
の。【例】まーんてぃーぬ ぱなす（本当の話。

実話）。

まーんてぃーぬ くとぅ [maːntiːnu kutu]［名］〔ま
ーんてぃーぬく⸣とぅまい...〕本当の事。真実。
誠実。事実。

まイ゚ [maɿ]［名］〔まイ゚まい...〕米。稲。白米。米
のご飯。
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まいつ

まい [mai]［接頭］毎〜。ごとに。そのたびに。そ
れぞれ。【例】まいにつ（毎日）。まいにん（毎

年）。まいとぅす（毎年）。

まい [mai]［助］〜も。【例】あんまい（私も）。ヴ
ヴぁまい（君も）。いつも（いつも）。

まい [mai]［助数］〜枚。紙の数の単位。【例】ぐ
まい（5枚）。

まい [mai]［名］〔まい⸣んまい...〕以前。昔。過
去。【例】くぬ まい（この前）。

まい [mai]［名］〔まい⸣んまい...〕前。前方。【類】
「まうけー」。「もーけー」。

まい なリ゚ [mai naɭ]［連語］近くなってくる。終
了が近い。【例】ヴヴぁー まいなり（君は前に

なって行け）。あみぬどぅ まいなリ゚（雨が近く

降りそうだ）。しーとーや まいなりー（製糖

は終りに近くなった）。まいなりーから（終り

が近くなってから。八月おどりが近くなってか

ら）。

まいあす [maiasɿ]［名］〔まいあ⸣すまい...〕前足。
前脚。【類】「まいぱギ」。

まイ゚あるー [maɿaruː]［名］〔まイ゚ある⸣ーまい...〕
米洗い。米をとぐこと。

まイ゚あるーみず [maɿaruːmidzɿ]［名］〔まイ゚ある
ーみ⸣ずまい...〕米のとぎ汁。

まイ゚うぱん [maɿupan]［名］〔まイ゚うぱんまい...。
まイ゚うぱ⸣んまい...〕米ご飯。仏壇に供え物とし
ての言葉。

まいがーがー [maigaːgaː]［名］［井戸］〔まいが⸣
ーがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

まいかき [maikaki]［名］〔まいか⸣きまい...〕前掛
け。エプロン。または、馬の首にかける馬具。

まいがたらう [maigatarau]［動 I類 c型］〔まいが
たれー、まいがたらーん〕前もって話し合う。

まいがたるー [maigataruː]［動 I類 c型］〔まいが
たれー、まいがたらーん〕前もって話し合う。

まいから [maikara]［連語］前から。以前から。【例】
くぬ まいから（この前から）。

まいがリ゚ [maigaɭ]［名］〔まいが⸣リ゚まい...〕前借
り。賃金を前もって借りること。

まいきん [maikin]［名］〔まいき⸣んまい...〕前金。
前銭。代金を前もって支払うこと。

まイ゚くー [maɿkuː]［名］〔まイ゚く⸣ーまい...〕米粉。
餅に用いる。

まイ゚ぐる [maɿguru]［名］〔まイ゚ぐるまい...〕米を
脱穀した殻。米わら。

まいこーじょー [maikoːdʑoː]［名］〔まいこーじ
ょ⸣ーまい...〕前口上。前おきの言葉。

まいしばな [maiɕibana]［名］［地］〔まいしば⸣な
まい...〕水納島の地名。

まいしゃ [maiɕa]［名］〔まいしゃまい...〕おべっ
か。へつらい。お世辞。

まいしゃむぬ [maiɕamunu]［名］〔まいしゃむぬ
まい...〕おべっかを言う人。愛想よく話しかけ
る人。

まイ゚しゅいイ゚ー [maɿɕuiɿː]［名］〔まイ゚しゅいイ゚⸣
ーまい...〕米を添えた飯。芋に米を添えたもの。
米と粟の混ぜご飯。

まいじゅく [maidʑuku]［名］〔まいじゅ⸣くまい...〕
葬式の墓に供え物をするための台。

まいじゅんび [maidʑunbi]［名］〔まいじゅん⸣び
まい...〕前準備。前支度。

まイ゚すず [maɿsɿdzɿ]［名］〔まイ゚すずまい...〕米粒。
ごはん粒。

まいすとぅむてぃ [maisɿtumuti]［名］〔まいすと
ぅむてぃ⸣んまい...〕毎朝。

まいた [maita]［名］〔まいた⸣んまい...〕近く。【例】
ヴヴぁが まいたんどぅ あリ゚（あなたの近く

にある）。

まいた [maita]［名］〔まいたまい...〕女性用のパ
ンツ。【類】「いたム」。

まイ゚だーら [maɿdaːra]［名］〔まイ゚だーらまい...。
まイ゚だー⸣らまい...〕米俵。

まいたしゃなギ [maitaɕanagɿ]［名］〔まいたしゃ
な⸣ギまい...〕ふんどしの一種。前垂れのある
ふんどし。

まいだつ [maidatsɿ]［動 I 類 c 型］〔まいだてぃ
ー、まいだたん〕先がける。前に立つ。前を塞

ぐ。

まいだつ [maidatsɿ]［動 I類］〔まいだてぃー、ま
いだたん〕〔まいだ⸣つまい...〕馬が前脚を上げ
て立つ。

まいつ [maitsɿ]［名］〔まいつまい...〕釿。ちょう
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まいでぃまー

な。大工用具。材木を削る鉋。平斧。【類】「う

ぷがな」。

まいでぃまー [maidimaː]［名］〔まいでぃま⸣ーま
い...〕前手間。前払い。給料の前払い。

まいとぅす [maitusɿ]［名］〔まいとぅすまい...〕
毎年。いつもの年。【類】「まいにん」。

まいどぅまリ゚ [maidumaɭ]［名］［地］〔まいどぅ
ま⸣リ゚まい...〕水納島の〈とぅぶり〉の名前。村
史参照。

まいどぅまリ゚ [maidumaɭ]［名］［地］〔まいどぅ
ま⸣リ゚まい...〕多良間島の〈とぅぶり〉の名前。
村史参照。

まいどぅリ゚ [maiduɭ]［名］〔まいどぅ⸣リ゚まい...〕
前取り。前もって賃金を受けること。

まいなす [mainasɿ]［動 I類］〔まいなしー、まい
なしゃん〕〔ま⸣いなしー ⸢ぶリ゚〕近くなる。目前
だ。前に行かせる。【例】あみう まいなす（雨

を目前にする）。しゃうがつう まいなす（正月

を目前にする）。

まいなび [mainabi]［名］〔ま⸣いなびまい...〕一
番前の鍋。一番鍋。【類】「いつばんなび」。

まいなム [mainam]［名］〔まいなムまい...〕前並。
先頭。上位。

まいにー [mainiː]［名］〔ま⸣いにーまい...〕前荷。
馬車の前の方に荷が多いこと。

まいにつ [mainitsɿ]［副］毎日。日ごとに。いつ
も。

まいにん [mainin]［名］〔まいにんまい...〕毎年。
【類】「まいとぅす」。

まイ゚ぬ イ゚ー [maɿnu ɿː]［名］〔まイ゚ぬイ゚⸣ーまい...〕
米ご飯。おにぎり。【類】「まイ゚うぱん」。

まいぬ つキ゚ [mainu tsɿkɿ]［名］〔まい⸣ぬつキ゚⸢ま
い...〕前月。先月。

まいぬ とぅす [mainu tusɿ]［名］〔まい⸣ぬとぅ
す⸢まい...〕前年。先年。去年。【類】「くじゅ」。

まいぬ ピー [mainu pɿː]［名］〔まい⸣ぬピー⸢ま
い...〕前日。昨日。先日。【類】「キ゚ぬー」。

まイ゚ぬ ゆー [maɿnu juː]［名］〔まイ゚ぬゆ⸣ーまい...〕
おかゆ。【類】「ゆーがま」。

まいばー [maibaː]［名］〔まいば⸣ーまい...〕前⻭。
門⻭。

まいぱギ [maipagɿ]［名］〔まいぱ⸣ギまい...〕前
足。前脚。【類】「まいあす」。

まイ゚ぱムまい [maɿpammai]［名］〔まイ゚ぱムまい
まい...〕米飯。

まいばら [maibara]［名］〔まいばらまい...〕前隣。
前の家。【例】まいばらぬ しゅー（前の隣のお

じいさん）。

まいばらイ゚ [maibaraɿ]［名］〔まいばら⸣イ゚まい...〕
前払い。賃金を前もって支払うこと。

まいばらやー [maibarajaː]［名］〔まいばらや⸣ー
まい...〕前隣。前方の家。

まいび [maibi]［名］〔まいびまい...〕真似。まね。
まねる。偽せる。【例】ピとぅぬ まいび（他人

の真似）。

まイ゚ぴつ [maɿpitsɿ]［名］〔まイ゚ぴ⸣つまい...〕米
ひつ。米を入れる箱。

まいふが [maifuga]［名］〔まいふがまい...〕利口
者。いい子。かしこい子。利発な子。働き者。

まいふがやらび [maifugajarabi]［名］〔まいふが
やらびまい...〕お利口さん。きしこい子。

まいふしゃがリ゚ [maifuɕagaɭ]［動 I 類 c 型］〔ま
いふしゃがりー、まいふしゃがらん〕前塞がる。

前が見えなくなる。【例】きーぬ まいふしゃが

リ゚（木が前を塞いでいる）。

まいぶり [maiburi]［名］〔まいぶ⸣りまい...〕前ぶ
れ。前兆。【例】あみぬ まいぶり（雨の前兆）。

【類】「まいやふつ」。

まいまーリ゚ [maimaːɭ]［動 I 類］〔まいまーりー、
まいまーらん〕〔ま⸣いまーりー ぶリ゚〕目前で

ある。終了間近である。仕事が順調である。

まいまい [maimai]［副］前々。以前。過去。
まいまいから [maimaikara]［連語］前々から。以
前から。かねてから。昔から。

まいむき [maimuki]［名］〔まいむ⸣きまい...〕前
向き。正面を向く。考えが建設的。

まイ゚むつー [maɿmutsɿː]［名］〔まイ゚むつ⸣ーまい...〕
米餅。

まいや みーん [maija miːn]［連語］前は見えな
い。前に進まない。仕事がはかどらないこと。

まいやふつ [maijafutsɿ]［名］〔まいやふ⸣つまい...〕
前兆。前ぶれ。【類】「まいぶり」。
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まいやみー [maijamiː]［連語］目前。終了間近。仕
事が順調であること。

まいゆー [maijuː]［名］〔まいゆーまい...〕毎夜。
毎晩。

まいゆし [maijuɕi]［名］〔まいゆ⸣しまい...〕前寄
せ。くり上げる。予定をくり上げる。

まイ゚ゆに [maɿjuni]［名］［植］〔まイ゚ゆ⸣にまい...〕
米粟。米と粟。精げた粟のことを〈ゆに〉とも

言う。粟を米（よね）に見立てたであろう。

まいよーイ゚ [maijoːɿ]［名］〔まいよー⸣イ゚まい...〕
前祝い。【例】ごーかくぬ まいよーイ゚（合格の

前祝い）。

まいん なリ゚ [main naɭ]［連語］前になる。先に
なる。

まうい [maui]［名］〔まういまい...〕真上。直上。
【例】てぃだー まうい（太陽は南中）。

まヴヴぅリ゚ [mavvuɭ]［名］〔まヴヴぅ⸣リ゚まい...〕
個人守護神。家の中に設ける。

まヴヴぅリ゚たな [mavvuɭtana]［名］〔まヴヴぅ⸣リ゚
たなまい...〕守護神を祭る棚。

まヴヴぅリ゚にがイ゚ [mavvuɭnigaɿ]［名］〔まヴヴぅ
⸣リ゚にがイ゚まい...〕守護神祈願。

まうかー [maukaː]［名］〔まうかーんまい...〕前
方。【例】まうかーう みーる（前を見よ）。【同】

「まうけー」。「もーかー」。「もーけー」。

まうかー なリ゚ [maukaː naɭ]［連語］前になって
歩く。【同】「まうかーなリ゚」。「もーかーなリ゚」。

「もーけーなリ゚」。

まうきリ゚ [maukiɭ]［動 II類 c型］〔まうきー、ま
うきん〕儲ける。【同】「もーきリ゚」。

まうけー [maukeː]［名］〔まうけーんまい...〕前
方。【同】「まうかー」。「もーかー」。「もーけ

ー」。

まうけー なリ゚ [maukeː naɭ]［連語］前になって
歩く。【同】「まうけーなリ゚」。「もーかーなリ゚」。

「もーけーなリ゚」。

まうとぅ [mautu]［副］真ん前。正面。前方。【例】
まうとぅんどぅ あリ゚（真ん前にある）。まうと

ぅー みーる（前方を見よ）。まうとぅん あリ゚

きー（正面にある木）。【同】「もーとぅ」。

まかす [makasɿ]［動 I類 c型］〔まかしー、まか

しゃん〕任す。任せる。責任を持たせる。

まかす [makasɿ]［動 I類 a型］〔まかしー、まか
しゃん〕巻かす。巻かせる。凧揚げのときに糸

を巻かせる。

まかす [makasɿ]［動 I類 a型］〔まかしー、まか
しゃん〕負かす。勝つ。競技で相手を負かす。

まかすみリ゚ [makasɿmiɭ]［動 II類 a型］〔まかす
みー、まかすみん〕巻かせる。糸を巻かせる。

まかすみリ゚ [makasɿmiɭ]［動 II類 a型］〔まかす
みー、まかすみん〕任せる。責任を持たせる。

まかない [makanai]［名］〔まかな⸣いまい...〕賄。
食事の係の人。料理人。賄人。

まかぬー [makanuː]［動 I類 c型］〔まかねー、ま
かなーん〕賄う。食事を準備する。

まがらす [magarasɿ]［動 I類 a型］〔まがらしー、
まがらしゃん〕曲げさせる。【例】たきう まが

らす（竹を曲げさせる）。

まかリ゚ [makaɭ]［名］〔まか⸣リ゚まい...〕椀。飯椀。
汁椀。

まがリ゚ [magaɭ]［名］［地］〔まがリ゚まい...〕多良
間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

まがリ゚ [magaɭ]［動 I類 a型］〔まがりー、まがら
ん〕曲がる。【例】ういべー うつんけー まが

リ゚（指は内側に曲がる）。たきぬ まがリ゚（竹が

曲がる）。

まがリ゚かどぅ [magaɭkadu]［名］〔まがリ゚か⸣どぅ
まい...〕曲がり角。辻。道路の曲がり角。

まがリ゚ぎー [magaɭgiː]［名］〔まがリ゚ぎーまい...〕
曲がった木。曲がったまま成⻑した木。

まかリ゚どー [makaɭdoː]［名］〔まかリ゚ど⸣ーまい...〕
食器類。食事に使う器。

まがリ゚みつ [magaɭmitsɿ]［名］〔まがリ゚みつまい...〕
曲がり道。曲線状になった道。

まがれ [magare]［名］〔まが⸣れまい...〕小腸。大
腸。【類】「ばた」。

まがれめー [magaremeː]［名］［貝］〔まが⸣れめー
⸢まい...〕へびがい。ふたつきへびがい。

まキ゚ [makɿ]［名］〔まキ゚まい...〕牧。囲い。家畜
を飼う所。【類】「ぴんだまキ゚」。

まキ゚ [makɿ]［動 I類 a型］〔まきー、まかん〕巻
く。うず巻く。【例】まきった（巻いた。巻き終
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えること）。【類】「ぴしゅまキ゚」。

まキ゚ [makɿ]［動 I類 c型］〔まきー、まかん〕播
く。蒔く。種を播く。水を撒く。肥料を撒く。

【類】「たにまキ゚」。

まき [maki]［名］〔まきまい...〕負け。敗北。競
技や賭けごとのこと。

まギ [magɿ]［動 I類 c型］〔まぎー、まがん〕性
交する。婚ぐ。

まキ゚あがリ゚ [makɿagaɭ]［動 I類 c型］〔まキ゚あが
りー、まキ゚あがらん〕巻き上がる。つむじ風。

まキ゚あぎリ゚ [makɿagiɭ]［動 II類 a型］〔まキ゚あぎ
ー、まキ゚あぎん〕巻き上げる。舞台の幕を巻き

上げる。

まギー [magɿː]［動 I類 c型］〔まギすぃー、まギ
さん〕間切る。間切りをする。

まギーしゃーリ゚ [magɿːɕaːɭ]［形］〔まギー⸣しゃま
い...〕まぶしい。日光が強い。派手に着飾る。

まぎーしゃーリ゚ [magiːɕaːɭ]［形］〔まぎー⸣しゃま
い...〕大きい。とても大きい。巨大。目に映る
巨大なものに言う。【例】まぎーやー（大きな

ビルディング）。まぎーぱる（広い畑）。まぎー

ピとぅ（力士）。

まキ゚いた [makɿita]［名］〔まキ゚いたまい...〕織機
の糸を巻く器具。

まきいふしゃ [makiifuɕa]［名］〔まきいふしゃま
い...〕負けいくさ。負け戦。太平洋戦争で日本
が負けたこと。

まキ゚いり [makɿiri]［名］〔まキ゚いりまい...〕播き
入れ。

まキ゚いりうがん [makɿiriugan]［名］〔まキ゚いりう
がんまい...〕旧暦 10月に行う播き入れの祈願
行事。村史参照。

まキ゚うでぃ [makɿudi]［名］〔まキ゚うでぃまい...〕
太い腕。たくましい筋肉の腕。その人。

まキ゚かいす [makɿkaisɿ]［動 I類 c型］〔まキ゚かい
しー、まキ゚かいしゃん〕巻き返す。巻き戻す。

延びた縄を巻き返す。

まきかつ [makikatsɿ]［名］〔まきか⸣つまい...〕負
け勝ち。勝負。優劣。

まキ゚かでぃ [makɿkadi]［名］〔まキ゚かでぃまい...〕
巻き風。つむじ風。

まキ゚きはん [makɿkihan]［名］〔まキ゚きは⸣んまい...〕
巻き脚絆。兵隊の脚絆のこと。

まキ゚くム [makɿkum]［動 I類 a型］〔まキ゚くみー、
まキ゚くまん〕巻き込む。台風の強風が家の中へ

巻き込む。善良な人を巻き込む。

まキ゚すた [makɿsɿta]［名］〔まキ゚すたまい...〕機織
の経糸を巻く器具。

まキ゚たばく [makɿtabaku]［名］〔まキ゚たばくまい...〕
巻きたばこ。

まキ゚むどぅす [makɿmudusɿ]［動 I類 c型］〔まキ゚
むどぅしー、まキ゚むどぅしゃん〕巻き戻す。

まきリ゚ [makiɭ]［動 II類 a型］〔まきー、まきん〕
負ける。勝負して負ける。落選する。値引きす

る。商品の代金を値引きする。【例】まきった

（負けた）。ムめぴ ぴーちゃ まきー っふぃま

ん（もう少し値引きしてくれないか）。

まぎリ゚ [magiɭ]［動 II類 a型］〔まぎー、まぎん〕
曲げる。針金を曲げる。自分の意見を曲げる。

まぎり [magiri]［名］〔まぎ⸣りまい...〕間切。三
間切のこと。平良、砂川、下地の三地区。

まく [maku]［名］〔まくまい...〕幕。テント。天
幕。

まぐ [magu]［名］〔ま⸣ぐまい...〕孫。子どもの
子。新しい言い方。【類】「ムまが」。

まぐ [magu]［名］〔ま⸣ぐまい...〕紡いだ麻糸を入
れる籠。

まくがやー [makugajaː]［名］〔まく⸣がやー⸢ま
い...〕島の⻄海岸にある洞穴。まくぱだらの住
み所とされる。

まくがん [makugan]［名］［蟹］〔ま⸣くがんまい...〕
やしがに。

まくがんたみず [makugantamidzɿ]［名］〔ま⸣くが
んたみずまい...〕やしがに料理の汁。

まぐくる [magukuru]［名］〔まぐく⸣るまい...〕真
心。誠実。誠意。

まくとぅ [makutu]［名］〔まく⸣とぅまい...〕真実。
誠。

まくとぅむぬ [makutumunu]［名］〔まくとぅむ⸣
ぬまい...〕誠実な人。正直者。誠な者。

まくぱだら [makupadara]［名］〔ま⸣くぱだら⸢ま
い...〕伝説上の人物。人喰い男とされる。
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まくぶ [makubu]［名］［魚］〔まくぶまい...〕し
ろくらべら。

まくらがた [makuragata]［名］［昆虫］〔まく⸣ら
がたまい...〕いなごの種類。つちいなごの幼虫。
【同】「まくるがた」。

まぐらす [magurasɿ]［動 I類 a型］〔まぐらしー、
まぐらしゃん〕惚れさせる。狼狽させる。

まぐり [maguri]［名］〔まぐりまい...〕まぐれ。紛
れ。偶然。【例】へくてんや まぐり（百点はま

ぐれだ）。

まぐり [maguri]［名］〔まぐりまい...〕狼狽。考
えが定まらないこと。

まぐりあたリ゚ [maguriataɭ]［名］〔まぐりあたリ゚ま
い...〕まぐれ当り。宝くじのまぐれ当り。

まぐりがなまリ゚ [maguriganamaɭ]［名］〔まぐり
がなまリ゚まい...〕馬鹿な考え。

まぐりむぬ [magurimunu]［名］〔まぐりむぬま
い...〕狼狽者。

まぐりリ゚ [maguriɭ]［動 II類 a型］〔まぐりー、ま
ぐりん〕狼狽する。気が動転する。異性に惚れ

込むこと。【例】かなまリ゚ぬ まぐりー（頭がお

かしくなった）。

まぐる [maguru]［名］［魚］〔まぐるまい...〕まぐ
ろ。

まくるがた [makurugata]［名］［昆虫］〔まく⸣る
がたまい...〕いなごの種類。つちいなごの幼虫。
【同】「まくらがた」。

まけー [makeː]［名］［植］〔まけーまい...〕茅（ち
がや）。茅葺き家の原料。

ましゃげーや ねーん [maɕageːja neːn]［連語］ま
ともではない。きちんとしていない。正常では

ない。

ましゃげーん [maɕageːn]［副］まともに。きちん
と。正しく。立派に。

ましゃげーんぬ むぬ [maɕageːnnu munu]［名］
〔ましゃげーん⸣ぬむぬ⸢まい...〕まともな物。き
ちんとした物。まともな人。

ましゃリ゚ [maɕaɭ]［動 I類 a型］〔ましゃりー、ま
しゃらん〕勝る。優れる。

まじゃリ゚[madʑaɭ]［動 I類 c型］〔まじゃりー、ま
じゃらん〕混ざる。混じり合う。

ましゃりー [maɕariː]［副］ますます。かえって。
【例】ましゃりーどぅ っふィ゚（雨はますます降

っている）。ましゃりー あぱらぎしゃ なリ゚

（ますます美人になる）。

ましゃりーまい [maɕariːmai]［副］それ以上に。
【例】ましゃりーまいなー（それ以上のことは

ないよ）。ましゃりーまい うぽーぷ なリ゚（そ

れ以上に大きくなる）。

ましゅーだつ [maɕuːdatsɿ]［動 I類 c型］〔ましゅ
ーりー、ましゅーらん〕直立する。直立の姿勢

になる。

ましゅふつ [maɕufutsɿ]［名］〔ましゅふつまい...〕
潮時の最良の頃。釣りや潮干狩に最もよい頃。

旧暦の 15日前後の潮時のこと。また月初めの
潮時。

ましゅふつじゅー [maɕufutsɿdʑuː]［名］〔ましゅ
ふつじゅ⸣ーまい...〕海の干満の差の大きい頃
の潮。大潮の頃。旧暦の 15日前後の潮。また
月初めの潮時。

まじわリ゚ [madʑiʋaɭ]［動 I類 c型］〔まじわりー、
まじわらん〕交わる。付き合う。

ます [masɿ]［接尾］〜すればよかった。〜欲しい。
【例】しゅーます（やって欲しい）。ふぁーます

（食べたかった）。あんまい えーぐー しゅー

ます（私も歌を歌いたかったなあ）。

ます [masɿ]［名］〔ますまい...〕枡。穀類を量る
道具。1合枡。5合枡。1升枡。【類】「つが」。

ます [masɿ]［名］〔ますまい...〕垣。垣根。【例】
いします（石垣）。

ます [masɿ]［名］〔ますてぃ⸣ーどぅ...〕よい。増
しだ。【例】かリ゚とぅ くリ゚とー いでぃが ま

すが（あれとこれとはとちらが良いか）。

まず [madzɿ]［副］先ず。【例】まず しー みー

る（先ずやってみなさい）。

ますーぐ [masɿːgu]［副］まっすぐ。曲がってい
ない。一直線。【例】ますーぐぬ みつ（まっす

ぐの道）。ますーぐ やーんけー くー（まっす

ぐ家に帰りなさい）。しぇんゆ ますーぐ ピき

（線をまっすぐ引け）。

まずがーてぃー [madzɿgaːtiː]［副］試しに。ちょ
っとだけ。【例】まずがーてぃー ふー（試食す
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る）。【類】「まずてぃー」。

ますがキ゚ [masɿgakɿ]［名］〔ますが⸣キ゚まい...〕ま
せがき。石垣。垣根。【類】「かキ゚」。

まずてぃー [madzɿtiː]［副］試しに。ちょっとだ
け。【例】まずてぃー ふー（試食する）。【類】

「まずがーてぃー」。

まずどー [madzɿdoː]［連語］試してみるときに言
う。他人の試技を見て言う。

ますなー [masɿnaː]［名］〔ますなーまい...〕凧揚
げの縄の角度。地面に対する縄の角度。

ますばリ゚ [masɿbaɭ]［名］〔ますばリ゚まい...〕畝立。
一定の間隔で畑の土を盛り上げて作付け準備

をすること。

まずまリ゚ [madzɿmaɭ]［動 I類 c型］〔まずまりー、
まずまらん〕いっぱいになる。人がいっぱい集

まる。満席になる。

まずみリ゚ [madzɿmiɭ]［動 II類 c型］〔まずみー、
まずみん〕しまう。大切に保管すること。

まずム [madzɿm]［動 I類 c型］〔まずみー、まず
まん〕しまう。冬物は来年までしまう。

まずむぬ [madzɿmunu]［名］〔まずむぬまい...〕化
け物。びっくりするときにも言う。（くぬまず

むぬ）。

また [mata]［名］〔またま⸣い...〕股。股ぐら。木
のまた。道路の角。

また [mata]［名］〔またま⸣い...〕歩。【例】ピと
ぅまた（一歩）。ふたまた（二歩）。

また [mata]［名］〔ま⸣たまい...〕叉。【例】ミ゚ま
た（三叉路）。ゆまた（四叉路）。

また [mata]［名］〔またま⸣い...〕枝。【類】「ゆ
だ」。

また [mata]［副］また。再び。【例】また くだな

ー（また来てよ）。またなー（またか・またも

か）。

またーき [mataːki]［副］一緒に。共に。
またいちゃふ [mataitɕafu]［名］〔またいちゃふま
い...〕またいとこ。親どうしがいとこ。再従兄
弟。

またうい [mataui]［名］〔またう⸣いまい...〕また
植え。植え替えること。生⻑の悪い苗を植え替

える。

またうぷず [mataupudzɿ]［名］〔またうぷ⸣ずま
い...〕曽祖父。【類】「がばしゅー」。

またかキ゚ [matakakɿ]［名］〔またか⸣キ゚まい...〕さ
とうびきやたばこの側芽を取ること。脇芽を取

る。

またかキ゚ [matakakɿ]［名］〔またか⸣キ゚まい...〕又
書き。書き直し。

またかでぃ [matakadi]［名］〔またかでぃまい...。
またか⸣でぃまい...〕再度耕す。二度耕起する。

またからす [matakarasɿ]［名］〔またからすまい...〕
次の人に貸す。持ち主に返さず次の人に貸す。

またがリ゚ [matagaɭ]［動 I 類 c 型］〔またがりー、
またがらん〕跨る。馬に跨る。年がまたがる。

今月から次の月にまたがる。

またギキ゚ [matagɿkɿ]［名］〔またギキ゚まい...〕又
聞き。同じことを二度聞くこと。

またぎリ゚ [matagiɭ]［動 II類 c型］〔またぎー、ま
たぎん〕跨げる。

またぐい [matagui]［名］〔またぐ⸣いまい...〕ま
たぐ。脚を開いて越える。

またけー [matakeː]［感］ほらまた。再び。【例】
またけー なきーリ゚（ほらまた泣いている）。

またす [matasɿ]［動 I類 c型］〔またしー、また
しゃん〕待たせる。

またずー [matadzɿː]［名］〔またず⸣ーまい...〕股
ずれ。【類】「またぱぎ」。

またすキ゚ [matasɿkɿ]［名］〔またすキ゚まい...〕又鋤
き。二度耕す。二度鋤き越す。

またずキ゚ [matadzɿkɿ]［名］〔またずキ゚まい...〕二
度耕すこと。再度耕すこと。

またてぃー [matatiː]［副］またと。二度と。再び。
【例】またてぃーや ねーん（またとないこと）。

またなー [matanaː]［連語］またねえ。あとでね
え。さようなら。別れるときに言う。

またなす [matanasɿ]［名］〔またな⸣すまい...〕又
産し。二度目のお産。

まだに [madani]［名］〔まだ⸣にまい...〕風車。あ
だんの葉で作る。

またにに [matanini]［名］〔またににまい...〕又
寝。又眠り。一度起きて再び寝ること。

またばい [matabai]［名］〔またば⸣いまい...〕股
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間。またぐら。【類】「またばし」。

またばし [matabaɕi]［名］〔またば⸣しまい...〕股
間。またぐら。【類】「またばい」。

またぱリ゚ [matapaɭ]［名］〔またぱ⸣リ゚まい...〕股
開き。

まだま [madama]［名］〔まだままい...〕真玉。球
玉。

またまい [matamai]［副］又も。又しても。【例】
またまい あすばなー（又も遊ぼう）。

またまた [matamata]［副］又又。その上も。重ね
て。【例】またまた うすかムーな（またしても

そんなにたくさん）。

またむつ [matamutsɿ]［名］〔またむ⸣つまい...〕再
婚。

またムまが [matammaga]［名］〔またムまがま
い...〕又孫。ひ孫。曾孫。

まちゃム [matɕam]［名］〔まちゃムまい...〕漁の
方法の一つ。満潮時に網を張って、干潮時に漁

をする。【類】「まつビ」。

まつ [matsɿ]［名］［植］〔ま⸣つまい...〕松の木。
まつ [matsɿ]［名］〔ま⸣つまい...〕町。市場。街。
まつ [matsɿ]［動 I 類 c 型］〔まてぃー、またん〕
待つ。【例】まてぃ（待て）。またずー（待とう）。

まつつきらいん（待ちきれない）。まつぱてぃ

らいん（待ち果てられない。待ちきれない）。

まつヴヴぁす [matsɿvvasɿ]［動 I類 a型］〔まつヴ
ヴぁしー、まつヴヴぁしゃん〕もつれさせる。

からませる。

まつヴヴィ゚ [matsɿvvɿ]［動 I類 a型］〔まつヴヴ
ぃー、まつヴヴぁん〕もつれる。糸がもつれる。

糸がからむ。【同】「まつヴヴィ゚」。

まつヴヴぃリ゚ [matsɿvviɭ]［動 II類 a型］〔まつヴ
ヴぃー、まつヴヴぃん〕もつれる。糸がもつれ

る。糸がからむ。【同】「まつヴヴいリ゚」。

まつうがム [matsɿugam]［動 I 類 c 型］〔まつう
がみー、まつうがまん〕目上の人を待つ。

まつが ぱーだむぬ [matsɿga paːdamunu]［名］〔ま
つ⸣がぱーだむぬまい...〕松の葉の薪。松の枯
葉を薪にすること。

まつが ぱーぱるー [matsɿga paːparuː]［名］〔ま
つ⸣がぱーぱるー⸢まい...〕松の枯葉を集めるこ

と。松の落葉を掃うこと。

まつがい [matsɿgai]［名］〔まつが⸣いまい...〕間
違え。【例】まつがいや ねーん（間違いはな

い）。

まつがい [matsɿgai]［感］ごめんなさい。【例】ば
がどぅ まつがいどー（ごめんなさい。私が悪

かった）。

まつがいリ゚ [matsɿgaiɭ]［動 II類 c型］〔まつがい
ー、まつがいん〕間違える。

まつがう [matsɿgau]［動 I類 c型］〔まつけげー、
まつがーん〕間違う。

まつかに [matsɿkani]［名］〔まつか⸣にまい...〕待
ち兼ね。待ちかねること。

まつがぱー [matsɿgapaː]［名］〔まつ⸣がぱーま
い...〕松の葉。

まつかまいリ゚ [matsɿkamaiɭ]［動 II類 c型］〔まつ
かまいー、まつかまいん〕待ち構える。

まつかまリ゚ [matsɿkamaɭ]［動 I類 c型］〔まつか
まりー、まつかまらん〕待ち飽きる。待ちくた

びれる。

まつぎ [matsɿgi]［名］〔まつ⸣ぎまい...〕まつ毛。
まつぎー [matsɿgiː]［名］［植］〔ま⸣つぎーまい...〕
松木。松の木。

まつぎーいた [matsɿgiːita]［名］〔ま⸣つぎーいた
まい...〕松の木の板。

まつぎーぬ なリ゚ [matsɿgiːnu naɭ]［名］〔ま⸣つぎ
ーぬなリ゚⸢まい...〕松の実。まつぼっくり。まつ
かさ。

まつぎーぬ みム [matsɿgiːnu mim]［名］〔ま⸣つ
ぎーぬみム⸢まい...〕松茸。【類】「まつぬみム」。

まつぎーやま [matsɿgiːjama]［名］〔ま⸣つぎーや
ままい...〕松山。松林。

まつぎーゆか [matsɿgiːjuka]［名］〔ま⸣つぎーゆ
かまい...〕松木の床。松木の板。

まつくがりリ゚ [matsɿkugariɭ]［動 II類 c型］〔ま
つくがりー、まつくがりん〕待ちこがれる。

まっこーぎー [makkoːgiː]［名］［植］〔まっこ⸣ー
ぎーまい...〕はりつるまさき。盆栽用に適す。
【類】「うすぬふぐリ゚ぎー」。

まっさらしゃーリ゚ [massaraɕaːɭ]［形］〔まっさら
しゃまい...〕新品。まあたらしい。【同】「まっ
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しゃらしゃーリ゚」。

まっじくっじ [maddʑikuddʑi]［副］まぜこぜ。掻
き混ぜる。

まっじむぬ [maddʑimunu]［名］〔まっじむ⸣ぬま
い...〕混ぜるためのもの。主として食材。レシ
ピ。

まっしゃらしゃーリ゚ [maɕɕaraɕaːɭ]［形］〔まっし
ゃらしゃまい...〕新品。まあたらしい。【同】「ま
っさらしゃーリ゚」。

まっじリ゚ [maddʑiɭ]［動 II類 c型］〔まっじー、ま
っじん〕混ぜる。混合物にする。

まっしる [maɕɕiru]［名］〔まっしるまい...〕真っ
白。純白。清潔感のあるもの。

まっずー [maddzɿː]［動 I類 c型］〔まっじー、ま
っじゃん〕混じる。混合物になる。

まっずーむぬ [maddzɿːmunu]［名］〔まっずーむ⸣
ぬまい...〕混じりもの。混合物。

まっすぐ [massɿgu]［副］真直ぐ。【同】「ますー
ぐ」。

まつだ [matsɿda]［名］〔まつ⸣だまい...〕織布を巻
き取る丸太。機織用具。巻太の意か。

まったく [mattaku]［副］全く。【類】「じぇんじ
ぇん」。

まっちゃ [mattɕa]［名］〔まっ⸣ちゃまい...〕店。商
店。小売店。町屋。

まっちゃがー [mattɕagaː]［名］［井戸］〔まっ⸣ち
ゃがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

まっつー [mattsɿː]［名］〔まっつーまい...〕秋の
下大豆の収穫の時期のこと。また、旧暦の 9月
に各家庭で神事を行う。子供たちは凧揚げをし

て遊ぶ。

まっつー [mattsɿː]［動 I類 a型］〔まっちー、ま
っちゃん〕祭る。家庭で供え物をして祈る。

まつぬ みム [matsɿnu mim]［名］〔まつ⸣ぬみム⸢
まい...〕松茸。【類】「まつぎーぬみム」。

まっぱだか [mappadaka]［名］〔まっぱだかまい...〕
まる裸。

まつビ [matsɿbɿ]［名］〔まつビまい...〕満潮に仕
掛けた網を潮が引いたときに魚を取る漁のこ

と。【類】「まちゃム」。

まっふぁ [maffa]［名］〔まっふぁま⸣い...〕枕。昔

は木の枕であった。

まっふぁがム [maffagam]［名］〔まっふぁが⸣ム
まい...〕枕上。枕元。

まっふぁずキ゚ [maffadzɿkɿ]［名］〔まっふぁずキ゚ま
い...〕畑の周囲の耕し残る所を再度鋤き起こす
こと。

まつぶがりリ゚ [matsɿbugariɭ]［動 II類 c型］〔ま
つぶがりー、まつぶがりん〕待ち疲れる。待ち

くたびれる。

まつぷしゃ [matsɿpuɕa]［名］〔まつぷ⸣しゃまい...〕
待つこと待つこと。【例】まつぷしゃどぅ また

いリ゚（待ちに待ってまた待って）。

まつやま [matsɿjama]［名］［植］〔ま⸣つやまま
い...〕松林。

まつリ゚ [matsɿɭ]［動 I類 a型］〔まつりー、まつら
ん〕祭る。祀る。

まつり [matsɿri]［名］〔まつりまい...〕祭。祭事。
神事。村主催の祭事や字主催の行事も家庭内の

行事も全て「祭り」と言う。

まつんかにリ゚ [matsɿnkaniɭ]［動 II類 c型］〔まつ
んかにー、まつんかにん〕待ちかねる。待ちく

たびれる。

まてぃふ [matifu]［名］［植］〔まてぃふまい...〕
真竹。麻竹。竹の種類。竹細工に用いる。竹竿

としても使用する。【同】「まーてぃふ」。

まとぅ [matu]［名］〔ま⸣とぅまい...〕的。目標。
目当て。

まどぅ [madu]［名］〔ま⸣どぅまい...〕暇。時間に
余裕があること。合間。仕事が片付く。【例】す

ぐとぅぬ まどぅん いムーけー（仕事の合間

に海へ行く）。

まどぅ [madu]［名］〔まどぅまい...〕窓。昔の家
には窓はなかった。

まどぅすぐとぅ [madusɿgutu]［名］〔ま⸣どぅすぐ
とぅまい...〕本職以外の仕事。本職の合い間に
やる仕事。

まどぅまどぅん [madumadun]［連語］暇暇に。と
きどき。ときおりに。

まとぅまリ゚ [matumaɭ]［動 I類 c型］〔まとぅま
りー、まとぅまらん〕まとまる。統合する。条

件が整う。
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まとぅみやく [matumijaku]［名］〔まとぅみや⸣く
まい...〕まとめ役。話し合いのまとめ役。責任
者。

まとぅみリ゚ [matumiɭ]［動 II類 c型］〔まとぅみ
ー、まとぅみん〕纏める。一ヶ所にまとめる。

話し合いをまとめる。統一する。

まとぅむ [matumu]［名］〔まとぅむまい...〕まと
も。正面。【例】まとぅむぬ かでぃ（正面から

の風。向かい風）。

まどぅむぬ [madumunu]［名］〔まどぅむ⸣ぬま
い...〕おやつ。間食。

まどぅり [maduri]［名］〔まどぅりまい...〕間取
り。部屋の配置。

まないしゃーリ゚ [manaiɕaːɭ]［形］〔まない⸣しゃま
い...〕おとなしい。やさしい。正直。【例】まな
いピとぅ（やさしい人）。

まないむぬ [manaimunu]［名］〔まないむぬま
い...〕おとなしい人。やさしい人。寛大な人。

まないん [manain]［副］しっかりと。正確に。正
しく。【例】まないん かたずきる（しっかり片

付けなさい）。【同】「まねーん」。

まないんてぃー [manaintiː]［副］きちんとして。
正しくて。【例】まないんてぃー まなうきる

（きちんと直しなさい）。【同】「まねーんてぃ

ー」。

まなうき [manauki]［名］〔まなう⸣きまい...〕元
に戻すこと。直すこと。正すこと。傾いている

ものを元に戻すこと。【例】ゆがムゆ まなうき

る（曲がっている所を直しなさい）。

まなうきリ゚ [manaukiɭ]［動 II類 c型］〔まなうき
ー、まなうきん〕元に戻す。元通りにする。直

す。正す。傾いているものを元に戻すこと。

まなく [manaku]［名］〔まな⸣くまい...〕目の子。
目玉。眼球。

まなた [manata]［名］〔まな⸣たまい...〕まな板。
まなつ [manatsɿ]［名］〔まなつまい...〕真夏。夏
の盛り。

まに [mani]［名］〔まにまい...〕うねとうねの間
の低い部分。さとうきびを植える所。一定の間

隔で高低の筋を作る。

まに [mani]［名］［植］〔ま⸣にまい...〕くろつぐ。

まにあう [maniau]［動 I類 c型］〔まにえー、ま
にあーん〕間に合う。

まにキ゚ [manikɿ]［動 I類 c型］〔まにきー、まに
かん〕招く。招待する。案内する。

まにばリ゚ [manibaɭ]［名］〔まにばリ゚まい...〕畝立
て。さとうきびを植えるために〈うに〉と〈ま

に〉を作ること。

まねーん [maneːn]［副］しっかりと。正確に。正
しく。【例】まねーてぃー ぱなし（正しく話

せ）。【同】「まないん」。【類】「まないんてぃ

ー」。

まぱい [mapai]［名］〔まぱいまい...〕真南。【類】
「ぱい」。「ムまぬぱ」。

まばリ゚ [mabaɭ]［名］〔まばリ゚まい...〕短い銛。魚
に使用する。潮干狩に使用する。

まピーま [mapɿːma]［名］〔まピーままい...〕真
昼。太陽の南中した頃。

まピーまがリ゚ [mapɿːmagaɭ]［名］〔まピーまがリ゚
まい...〕真昼。

まピーまがリ゚どぅーれ [mapɿːmagaɭduːre]［名］〔ま
ピーまがリ゚どぅーれまい...〕真昼の暑い時。休
むことなく仕事するときに言う。

まピーまどぅーれ [mapɿːmaduːre]［名］〔まピー
まどぅーれまい...〕真昼時。真昼時だというの
に。【例】まピーまどぅーれ ぱたらきー ぶリ゚

（真昼だというのに働いている）。

まびキ゚ [mabikɿ]［動 I類 c型］〔まびきー、まび
かん〕間引く。生⻑のよい植物や作物を残して

他を除去する。

まぶちゅなー [mabutɕunaː]［名］〔まぶちゅな⸣ー
まい...〕麻縄。茅ぶきの茅をしめつける縄のこ
と。歌謡の「あだんやぬあず」を参照。

まふゆ [mafuju]［名］〔まふゆまい...〕真冬。冬
の盛り。冬の季節。

まぶゆ [mabuju]［名］［魚］〔まぶゆまい...〕てん
ぐはぎ。

まま [mama]［名］その通り。それきり。【例】う
ぬ まま うつきー うき（そのままにしておき

なさい）。

ままーリ゚ [mamaːɭ]［名］〔ままーリ゚まい...〕周り。
周囲。周辺。近辺。
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ままリ゚ [mamaɭ]［動 I類 a型］〔ままりー、まま
らん〕くっつく。染まる。【例】ペンキぬ まま

りー ねーん（ペンキがくっついてしまった）。

【類】「たばリ゚」。

まみ [mami]［名］［植］〔まみま⸣い...〕豆。豆類。
大豆、下大豆、小豆、緑豆、落花生などが栽培

された。

まみ [mami]［名］〔まみま⸣い...〕賢蔵。
まみ [mami]［名］〔まみま⸣い...〕肉刺。たこ。手
仕事の結果によってできるたこ。

まみが ぱな [mamiga pana]［名］〔まみがぱ⸣な
まい...〕豆の花。主として小豆の花を言う。宮
古⺠謡の「まみがぱな」。

まみが ぱなじゅー [mamiga panadʑuː]［名］〔ま
みがぱ⸣なじゅーまい...〕豆の花潮。小豆の花の
咲く頃の海の潮は、気まぐれに満ち潮になるこ

とを戒めている。【同】「まみぬぱなじゅー」。

まみかつ [mamikatsɿ]［名］〔まみか⸣つまい...〕豆
打ち。脱穀。大豆、下大豆、小豆、緑豆などを

「くるり棒」で精げる作業のこと。

まみがら [mamigara]［名］〔まみが⸣らまい...〕豆
殻。豆を精げた後の殻。【類】「まみぐー」。

まみかリ゚ [mamikaɭ]［名］〔まみか⸣リ゚まい...〕豆
刈り。豆の収穫。

まみぎー [mamigiː]［名］［植］〔まみぎ⸣ーまい...〕
豆の木。豆科の木のことではない。

まみぐー [mamiguː]［名］〔まみぐ⸣ーまい...〕豆
殻。豆を精げた後の殻。【類】「まみがら」。

まみぐる [mamiguru]［名］〔まみぐ⸣るまい...〕豆
の実を取った後の豆の木。

まみしリ゚ [mamiɕiɭ]［動 II類 a型］〔まみしー、ま
みしん〕塗りつける。

まみず [mamidzɿ]［名］〔まみずまい...〕真水。天
水。雨水。

まみだーら [mamidaːra]［名］〔まみだー⸣らまい...〕
豆俵。精げた豆を詰めた俵。

まみつきリ゚ [mamitsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔まみつ
きー、まみつきん〕塗りつける。

まみな [mamina]［名］〔まみ⸣なまい...〕もやし。
主として緑豆が使用される。

まみぬ ぱなじゅー [maminu panadʑuː]［名］〔ま

みぬぱ⸣なじゅーまい...〕豆の花潮。「まみがぱ
なじゅー」を参照。【同】「まみがぱなじゅー」。

まみリ゚ [mamiɭ]［動 II類 a型］〔まみー、まみん〕
くっつける。染める。塗る。つける。擦り付け

る。

まむかい [mamukai]［名］〔まむかいまい...〕真
向い。向う側。正面。

まムつきリ゚ [mamtsɿkiɭ]［動 II類 a型］〔まムつ
きー、まムつきん〕塗りつける。くっつける。

まムま [mamma]［名］〔まム⸣ままい...〕浜辺。
まムま [mamma]［名］〔まムま⸣んけーまい...〕浜
辺。砂浜を上がった所。砂浜の上の方の草木の

生えているところ。

まムまー [mammaː]［名］〔まんま⸣ーまい...〕幼
児語。ご飯。

まムめーた [mammeːta]［副］いったいどういう
ことか。主に女性が使う。【例】まムめーた、ヴ

ヴぁまいなー（どうしたというのか、君でも

か）。まムめーた ぬったい なきー ぶリ゚が（い

ったいどういうことで泣いているか）。

まむリ゚ [mamuɭ]［動 I類 a型］〔まむりー、まむ
らん〕守る。護る。保護する。擁護する。

まやーす [majaːsɿ]［動 I類 a型］〔まやーしー、ま
やーしゃん〕撒き散らす。投げ捨てる。投げつ

ける。放り投げる。

まやがらす [majagarasɿ]［動 I 類 a 型］〔まやが
らしー、まやがらしゃん〕舞い上がらせる。投

げ捨てる。投げつける。仕事を途中で止める。

まやがリ゚ [majagaɭ]［動 I類 a型］〔まやがりー、
まやがらん〕舞い上がる。乱れ飛ぶ。【例】ま

キ゚かでぃん まやがりー（つむじ風に乱れ飛ん

だ）。

まゆ [maju]［名］〔ま⸣ゆまい...〕蚕の作るまゆ。
まゆ [maju]［名］〔まゆまい...〕眉。
まゆー [majuː]［動 I類 c型］〔まいぇー、まやー
ん〕迷う。心が迷う。判断に迷う。道に迷う。考

えに迷う。【例】まいぇー ぶリ゚（迷っている）。

まゆき [majuki]［名］〔まゆ⸣きまい...〕魔除け。
まゆぎ [majugi]［名］〔まゆぎまい...〕眉毛。
まゆく [majuku]［名］〔まゆくんまい...〕真横。
まゆなか [majunaka]［名］〔まゆなかまい...。ま
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まるかす

ゆな⸣かまい...〕真夜中。深夜。
まゆぱぎ [majupagi]［名］〔まゆぱ⸣ぎまい...〕眉
禿げ。

まゆばし [majubaɕi]［名］〔まゆば⸣しまい...〕眉
間。眉と眉との間。

まゆわす [majuʋasɿ]［動 I類 c型］〔まゆわしー、
まゆわしゃん〕迷わす。惑わす。

まら [mara]［名］〔まらま⸣い...〕陰茎。男根。
まらうい [maraui]［名］〔まらう⸣いまい...〕男根
の勃起。男根の勇み立つこと。

まらす [marasɿ]［動 I類 c型］〔まらしー、まら
しゃん〕排便させる。

まらたりやらび [maratarijarabi]［名］〔まらたり
やら⸣びまい...〕男根を垂れている子ども。下
着なしの子ども。

まらたりリ゚ [maratariɭ]［動 II類 c型］〔まらたり
ー、まらたりん〕男根を垂れる。下着無しの裸

でいる。

まらつー [maratsɿː]［名］〔まらつ⸣ーまい...〕精
液。

まらぱんき [marapanki]［名］〔まらぱん⸣きまい...〕
男根の⻲頭の皮がむくれること。

まらふぐリ゚[marafuguɭ]［名］〔まらふぐ⸣リ゚まい...〕
陰茎と陰のう。

まらりや [mararija]［名］［病］〔まらり⸣やまい...〕
マラリア。マラリア原虫によって発症する病

気。

まリ゚ [maɭ]［接尾］〜まる。形容詞などの語根に付
き、自動詞を派生させる。【例】ぬるまリ゚（温

まる）。

まリ゚ [maɭ]［名］〔ま⸣リ゚まい...〕珊瑚。主として脳
珊瑚の仲間のこと。家の柱の土台に使用する。

まリ゚ [maɭ]［名］〔ま⸣リ゚まい...〕大腸の下部の組
織のこと。直腸。

まリ゚ [maɭ]［動 I類 c型］〔まりー、まらん〕排便
する。大便を出す。

まり [mari]［名］〔まりまい...〕久しぶり。【例】
ヴヴぁー たまらんけーや まりんどぅ キ゚ーな

ー（あなたは多良間島には久しぶりに来るね）。

【類】「まりかい」。

まり [mari]［形］〔まりんまい...〕稀。希。【例】

ないや まりんどぅ あリ゚（地震は希に来る）。

まリ゚ーちゃ [maɭːtɕa]［副］短く。【例】まリ゚ーち
ゃん なし（短くしなさい）。

まリ゚ーまリ゚ [maɭːmaɭ]［重複］とても短いこと。⻑
さ、距離を表す。

まりかい [marikai]［名］〔まりかいまい...〕久し
ぶり。【例】ヴヴぁー たまらんけーや まりか

いんどぅ キ゚ーなー（あなたは多良間島には久

しぶりに来るね）。【類】「まり」。

まりかい [marikai]［副］稀に。たまに。ときた
ま。

まリ゚ぬつ [maɭnutsɿ]［名］〔まリ゚ぬつまい...〕短
命。【同】「まるぬつ」。

まリ゚ぬどぅ [maɭnudu]［名］〔まリ゚ぬどぅまい...〕
短いのど。短い首。

まリ゚ぱギ [maɭpagɿ]［名］〔まリ゚ぱ⸣ギまい...〕短
い脚。短足。

まリ゚むぬ [maɭmunu]［名］〔まリ゚むぬまい...〕短
いもの。

まリ゚むぬがま [maɭmunugama]［名］〔まリ゚むぬが⸣
ままい...〕とても短い。使いものにならないこ
と。

まリ゚らーリ゚ [maɭɭaːɭ]［形］〔まリ゚らまい...〕短い。
【例】くリ゚がどぅ まリ゚らーリ゚（この方が短い）。

まリ゚んぎ [maɭngi]［名］［病］〔ま⸣リ゚んぎ⸢まい...〕
痔。脱肛。

まリ゚んぎばるー [maɭngibaruː]［名］〔ま⸣リ゚んぎば
るーまい...〕直腸が脱げるまで笑う。爆笑する
こと。【例】まリ゚ぬ んぎリ゚け ばれー（直腸が

脱げるほど笑ったよ）。

まリ゚んぎばんキ゚ [maɭngibankɿ]［名］〔ま⸣リ゚んぎ
ばんキ゚まい...〕直腸が脱げるまで大声で騒ぐ。

まる [maru]［接頭］そっくり。そのまま。全く。
全部。【例】まるもーき（そっくり儲かる）。ま

るみーらい（丸見え。さらける）。

まる [maru]［名］〜丸。船の名につく。
まる [maru]［名］〔まるまい...〕丸。円。【例】あ
かまる（赤い丸）。【類】「まーく」。

まるあんき [maruanki]［名］〔まるあん⸣きまい...〕
まる覚え。そら覚え。

まるかす [marukasɿ]［動 I類 a型］〔まるかしー、
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まるキ゚

まるかしゃん〕縛らせる。ひもや縄で縛らせ

る。

まるキ゚ [marukɿ]［動 I類 a型］〔まるきー、まる
かん〕縛る。束ねる。くくる。【例】ふしゃう

まるキ゚（草を束ねる）。

まるキ゚んな [marukɿnna]［名］〔まるキ゚ん⸣なまい...〕
縛るための縄。

まるしゅん [maruɕun]［名］〔まるしゅ⸣んまい...〕
まるまる損。

まるた [maruta]［名］〔まるたまい...〕丸太。
まるだし [marudaɕi]［名］〔まるだしまい...〕ま
る出し。露出。全てさらけ出す。

まるぬつ [marunutsɿ]［名］〔まるぬ⸣つまい...〕短
命。【同】「まリ゚ぬつ」。

まるぬム [marunum]［名］〔まるぬ⸣ムまい...〕ま
る呑み。噛まないで呑み込むこと。

まるばうず [marubaudzɿ]［名］〔まるばうずま
い...〕まる坊主。頭髪を丸刈りにすること。【同】
「まるぼーず」。

まるぱぎ [marupagi]［名］〔まるぱぎまい...〕丸
禿げ。全部禿げていること。

まるばす [marubasɿ]［動 I類 a型］〔まるばしー、
まるばしゃん〕転ばす。つまずかせる。

まるぱだか [marupadaka]［名］〔まるぱだかま
い...〕丸裸。

まるビ [marubɿ]［動 I類 a型］〔まるびー、まる
ばん〕転ぶ。つまずく。ひっくり返る。

まるぼーず [maruboːdzɿ]［名］〔まるぼーずまい...〕
まる坊主。頭髪を丸刈りにすること。【同】「ま

るばうず」。

まるまうき [marumauki]［名］〔まるまう⸣きま
い...〕まる儲け。【同】「まるもーき」。

まるまるてぃー [marumarutiː]［副］まるまると。
全てそのまま。【例】まるまるてぃー あが む

てぃ（全て我がもの）。

まるみリ゚[marumiɭ]［動 II類 c型］〔まるみー、ま
るみん〕丸める。丸くする。まとめる。円満に

解決する。

まるもーき [marumoːki]［名］〔まるもー⸣きま
い...〕まる儲け。【同】「まるまうき」。

まん [man]［接尾］〜ないよ。〜つもりではない。

意志否定の接辞。【例】しゅーまん（しない）。

ぱなしゃまん（話さない）。いかまん（行かな

い）。かかまん（書かない）。

まん [man]［名］〔ま⸣んまい...〕万。数の単位。
まんいつ [man.itsɿ]［副］万一。もしも。もしも
の事。

まんがいつ [mangaitsɿ]［副］万が一。もしものと
き。ごくまれにあること。もしものこと。

まんがたみ [mangatami]［名］〔まんがたみまい...〕
まるごと担ぐこと。

まんがたみリ゚ [mangatamiɭ]［動 II類 a型］〔まん
がたみー、まんがたみん〕まるごと担ぐ。

まんき [manki]［名］〔まん⸣きまい...〕満期。
まんきリ゚ [mankiɭ]［動 II類 c型］〔まんきー、ま
んきん〕混ぜる。混合する。

まんごー [mangoː]［名］［植］〔まんご⸣ーまい...〕
マンゴー。

まんざい [mandzai]［名］〔まんざ⸣いまい...〕万
歳。琉球舞踊の一つ。組踊の仇討物に登場する。

万歳口説。村史参照。

まんさく [mansaku]［名］〔まんさくまい...〕満
作。豊作。

まんしゅ [manɕu]［名］〔まんしゅまい...〕満潮。
まんじゅー [mandʑuː]［名］〔まんじゅ⸣ーまい...〕
パパイヤの実。【同】「まんじゅーがなリ゚」。

まんじゅー [mandʑuː]［名］〔まんじゅ⸣ーまい...〕
菓子。饅頭。

まんじゅーが なリ゚ [mandʑuːga naɭ]［名］〔まん
じゅー⸣がなリ゚⸢まい...〕パパイヤの実。【同】「ま
んじゅー」。

まんじゅーぎー [mandʑuːgiː]［名］［植］〔まんじ
ゅ⸣ーぎーまい...〕パパイヤ。

まんだい [mandai]［名］〔まんだいまい...〕万代。
永代。永遠。千代。

まんだす [mandasɿ]［動 I類 a型］〔まんだしー、
まんだしゃん〕はみ出させる。はみだす。【例】

ぱくから まんだす（箱からはみ出す）。

まんちゃー [mantɕaː]［名］〔まんちゃ⸣ーまい...〕
混じり合うこと。混ざり合うこと。また、外国

人の間に生まれた子。馬の毛色のちがうことも

言う。ハーフ。
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ミ゚

まんちゃーくんちゃー [mantɕaːkuntɕaː]［副］混
ぜこぜ。ごった混ぜ。

まんてぃ [manti]［名］〔まん⸣てぃまい...〕一万
年。一万年間。

まんてぃ [manti]［名］〔まん⸣てぃまい...〕万年。
まんでぃリ゚ [mandiɭ]［動 II類 a型］〔まんでぃー、
まんでぃん〕はみ出る。【例】ぱくから まんで

ぃリ゚（箱からはみ出る）。

まんてぃん [mantin]［名］〔まんてぃ⸣んまい...〕
満天。

まんてぃん [mantin]［名］〔ま⸣んてぃんまい...〕
満点。

まんなか [mannaka]［名］〔まんなかまい...〕真
ん中。中心。中央。

まんにん [mannin]［名］〔ま⸣んにんまい...〕万人。
大勢の人。群衆。聴衆。観衆。

まんにん [mannin]［名］〔まんにんまい...〕万年。
永年。永代。

まんにんぴつ [manninpitsɿ]［名］〔ま⸣んにんぴつ
まい...〕万年筆。ペン。

まんねーき [manneːki]［名］〔まんねーきまい...。
まんねー⸣きまい...〕真ん中。半分。

まんびき [manbiki]［名］［魚］〔まんび⸣きまい...〕
しいら。【類】「しゃーら」。

まんぶり [manburi]［名］〔まんぶりまい...。ま⸣
んぶりまい...〕まる惚れ。惚れ込むこと。

まんまい [manmai]［名］〔まんまいんまい...〕真
ん前。真正面。

まんまる [manmaru]［名］〔まんまるまい...〕真
丸。真円。【類】「かぎまーく」。

まんまんなか [manmannaka]［名］〔まんまんな⸣
かまい...〕真ん真ん中。どまんなか。

まんりき [manriki]［名］〔ま⸣んりきまい...〕万
力。工具の一つ。斜面を応用した豪力の工具。

ミ゚ [mɿ]［名］三。【例】ミ゚たーリ゚（三人）。ミ゚たイ゚
（三束）。ミ゚か（三日）。
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̶ み ̶

み [mi]［接尾］〜目。〜度。〜番。【例】ぬいみ（縫
い目）。さんどぅみ（三度目）。いつばんみ（一

番目）。

みあい [miai]［名］〔みあいまい...〕見合い。
みあてぃ [miati]［名］〔みあ⸣てぃまい...〕目当。
ミ゚ー [mɿː]［名］〔ミ゚ーまい...〕実。身。肉。中身。
内容。実質。【例】ミ゚ーや ねーん（中身がない。

鍋に具のないこと）。ミ゚ーぬ あリ゚ ぱなす（充

実した話）。

みー [miː]［接頭］雌〜。雌の。【例】みーとぅリ゚
（雌鶏）。みーぬーま（牝馬）。

みー [miː]［名］〔みーま⸣い...〕目。動物の見る
感覚器官。【例】みーぷらキ゚（目を開ける）。み

ーぬ なだ（目の涙）。みーぬ かー（まぶた）。

みーぬ うてぃリ゚（目が落ちる・死ぬ）。みーゆ

すー（目をこする）。みーゆ ぬすム（目を盗

む。見つからないようにする）。みーゆ ぱんキ゚

（目ぶたを裏返しにする）。みーゆ ピかリ゚（目

を張る。厳しく見る）。みーゆ ぷらキ゚（目を開

く。目を開ける）。

みー [miː]［名］〔みーま⸣い...〕目。笊の目。網の
目。【例】くまみーあム（細かい網の目）。

みー [miː]［名］〔みーま⸣い...〕目盛。秤量のとき
に言う。【例】ふたみー（二目盛）。

みー [miː]［名］〔みーま⸣い...〕芽。【例】ばかみ
ー（若い芽）。

みー [miː]［名］〔みーま⸣い...〕見栄え。虚栄心。
みー [miː]［名］〔みーま⸣い...〕穴。【例】ぱリ゚ぬ
みー（針の穴）。みーゆ ぷがす（穴を開ける）。

みー [miː]［名］〔み⸣ーまい...〕すき間。【例】い
しぬ みー（石垣のすき間）。くびぬ みー（壁

の間）。

みー [miː]［名］〔みーんけ⸣ー...〕茂み。【例】き
ーぬ みー（林の中）。やまぬ みー（森の中）。

みー [miː]［名］［干支］〔みーま⸣い...〕⺒。⺒年。
十二支の六番目。〈ミ゚どぅい〉（⺒年）。蛇。

みー みーリ゚ [miː miːɭ]［連語］見てみる。見たこ
とがある。【例】くるーばー みー みーリ゚（こ

れをば見たことがある）。くるーばー みーや

みーん（これをば見たことがない）。

みーあーす [miːaːsɿ]［名］〔みーあー⸣すまい...〕
目を合わせる。

みーあーす [miːaːsɿ]［動 I類 c型］〔みーあーし
ー、みーあーしゃん〕較べる。

みーあらしゃーリ゚ [miːaraɕaːɭ]［形］〔みーあら⸣
しゃまい...〕（笊や網の）目が荒い。【例】みー
あらあム（目の荒い網。目の大きい網）。

みーいしゃ [miːiɕa]［名］〔みーい⸣しゃまい...〕女
医者。女医。【類】「みどぅムいしゃ」。

みーいしゃ [miːiɕa]［名］〔みーい⸣しゃまい...〕目
の医者。眼科の医者。眼科医。

みーうがム [miːugam]［動 I 類 c 型］〔みーうが
みー、みーうがまん〕お目にかかる。

みーうす [miːusɿ]［名］〔みーう⸣すまい...〕雌牛。
牝牛。

みーうっじ [miːuddʑi]［名］〔みーうっ⸣じまい...〕
見るだけで恐がる。相手の強そうな体格に弱音

をはく。

みーうっずー [miːuddzɿː]［動 I類 c型］〔みーう
っじー、みーうっじゃん〕見づらくなる。老眼

になる。

みーうてぃ [miːuti]［名］〔みーう⸣てぃまい...〕目
落ち。臨終。死ぬ。

ミ゚ーうとぅだ [mɿːutuda]［名］〔ミ゚ーうとぅだま
い...〕新しい親戚。

ミ゚ーか [mɿːka]［名］〔ミ゚ーかまい...〕三日。【同】
「ミ゚か」。

みーがーら [miːgaːra]［名］〔みーがー⸣らまい...〕
雌瓦。牝瓦。

ミ゚ーがいらす [mɿːgairasɿ]［動 I類 c型］〔ミ゚ーが
いらしー、ミ゚ーがいらしゃん〕新返らす。新調

する。新品同様にする。

みーかがム [miːkagam]［名］〔みーかが⸣ムまい...〕
水中眼鏡。ゴーグル。

みーかぎん [miːkagin]［名］〔みーかぎ⸣んまい...〕
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目加減。【同】「みかぎん」。

みーがしー [miːgaɕiː]［名］〔みーがし⸣ーまい...〕
見るだけの加勢。他人の仕事を側で見ること。

ミ゚ーかずキ゚ [mɿːkadzɿkɿ]［名］〔ミ゚ーかずキ゚まい...〕
三日月。旧暦の三日の月。【同】「ミ゚かずキ゚」。

ミ゚ーかぬ よーイ゚ [mɿːkanu joːɿ]［名］〔ミ゚ーかぬ
よー⸣イ゚まい...〕三日祝い。新築の三日目の祝い
事。

みーがま [miːgama]［名］〔みーが⸣ままい...〕細
い目。小さい目の人。

みーがまらしゃーリ゚ [miːgamaraɕaːɭ]［形］〔みー
がまら⸣しゃまい...〕見苦しい。見たくない思
い。

みーかまリ゚ [miːkamaɭ]［動 I類 c型］〔みーかま
りー、みーかまらん〕見飽きる。

ミ゚ーがリ゚ [mɿːgaɭ]［動 I類 a型］〔ミ゚ーがりー、ミ゚
ーがらん〕新しくなる。新品のようになる。

ミ゚ーギ [mɿːgɿ]［名］〔ミ゚ーギ⸣んまい...〕右。右側。
右手。右腕。右利き。

みーぎ [miːgi]［名］〔みー⸣ぎまい...〕名義。
みーぎー [miːgiː]［名］〔みーぎ⸣ーまい...〕雌の
木。実のなる木。そてつ、パパイヤなど。雌雄

異株。

ミ゚ーギかた [mɿːgɿkata]［名］〔ミ゚ーギかたまい...〕
右の方。右側。

ミ゚ーギてぃー [mɿːgɿtiː]［名］〔ミ゚ーギてぃーまい...〕
右手。右腕。

ミ゚ーぎまーリ゚ [mɿːgimaːɭ]［名］〔ミ゚ーぎまー⸣リ゚ま
い...〕右まわり。

ミ゚ーぐつ [mɿːgutsɿ]［名］〔ミ゚ーぐつまい...〕新し
い靴。

ミ゚ーぐつ [mɿːgutsɿ]［名］〔ミ゚ーぐつまい...〕新し
い口。初口。商売の初め。

みーくばリ゚ [miːkubaɭ]［動 I類 c型］〔みーくば
りー、みーくばらん〕目配る。目配りをする。

みーくぱリ゚ [miːkupaɭ]［動 I類 c型］〔みーくぱり
ー、みーくぱらん〕眠れない。寝付かれない。

みーぐましゃーリ゚ [miːgumaɕaːɭ]［形］〔みーぐま
⸣しゃまい...〕目が細い。ざるや網の目が細い。

みーぐりしゃーリ゚ [miːguriɕaːɭ]［形］〔みーぐり⸣
しゃまい...〕みっともない。体裁が悪い。

みーぐりしゃーリ゚ [miːguriɕaːɭ]［形］〔みーぐり⸣
しゃまい...〕見えにくい。会えない。

みーぐるぐる [miːguruguru]［連語］目をきょろ
きょろ。

ミ゚ーしゃーリ゚ [mɿːɕaːɭ]［形］〔ミ゚ーしゃまい...〕新
しい。新品の。【例】ミ゚ーゆみ（新婦）。ミ゚ーむ

く（新郎）。ミ゚ーむぬ（新品）。ミ゚ーどぅす（新

玉の年）。【同】「めーしゃーリ゚」。

ミ゚ーしゃうがつ [mɿːɕaugatsɿ]［名］〔ミ゚ーしゃう
が⸣つまい...〕新正月。⻄暦の正月。【同】「ミ゚ー
しょーがつ」。

みーじゅーしゃーリ゚ [miːdʑuːɕaːɭ]［形］〔みーじ
ゅー⸣しゃまい...〕しばらく見えない。しばら
く会っていない。

みーじゅーしゃーリ゚ [miːdʑuːɕaːɭ]［形］〔みーじ
ゅー⸣しゃまい...〕目が強い。視力が強い。遠く
まで見える。

ミ゚ーしょーがつ [mɿːɕoːgatsɿ]［名］〔ミ゚ーしょ⸣ー
がつまい...〕新正月。⻄暦の正月。【同】「ミ゚ー
しゃうがつ」。

みーずー [miːdzɿː]［名］〔みーず⸣ーまい...〕水中
めがねで魚を見ながら釣りをすること。

みーだにしゃーリ゚ [miːdaniɕaːɭ]［形］〔みーだに⸣
しゃまい...〕見やすい。

みーちゃぎしゃーリ゚ [miːtɕagiɕaːɭ]［形］〔みーち
ゃぎ⸣しゃまい...〕いやしい。みすぼらしい。見
ぐるしい。

みーちらー [miːtɕiraː]［名］〔みーちら⸣ーまい...〕
まぶたに傷跡がある人。

みーつ [miːtsɿ]［名］〔みーつまい...〕三つ。三歳。
【例】みーつが うっとぅ（三歳下）。

みーつがしゃに [miːtsɿgaɕani]［名］〔みーつがし
ゃ⸣にまい...〕三つ重ね。三重。重箱の三つ重ね
のこと。

みーつきリ゚ [miːtsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔みーつき
ー、みーつきん〕見詰める。じっと見ること。

にらむ。

みーっちゃぎしゃーリ゚ [miːttɕagiɕaːɭ]［形］〔みー
っちゃぎ⸣しゃまい...〕みっともない。

みーっぱり [miːppari]［名］〔みーっぱ⸣りまい...〕
見栄張り。見栄を張ること。
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みーつぶす [miːtsɿbusɿ]［名］〔みーつぶ⸣すまい...〕
三つ星。オリオン座の三つ星のこと。【類】「た

たキ゚」。

みーつまーリ゚ [miːtsɿmaːɭ]［名］〔みー⸣つまーリ゚⸢
まい...〕地面に四角形の図形を描き、小石を持
って遊ぶ。村史参照。

ミ゚ーてぃ [mɿːti]［名］〔ミ゚ーてぃまい...〕三年。三
年忌。

みーでぃ [miːdi]［名］〔みーでぃまい...〕見栄。見
た目に良いこと。見映え。

ミ゚ーてぃなてぃ [mɿːtinati]［名］〔ミ゚ーてぃな⸣て
ぃまい...〕二年前。一昨年。

みーどぅーしゃーリ゚ [miːduːɕaːɭ]［形］〔みーどぅ
ー⸣しゃまい...〕見遠い。久しぶりである。久
方。【類】「みーじゅーしゃーリ゚」。

みーとぅーす [miːtuːsɿ]［動 I類 c型］〔みーとぅ
ーしー、みーとぅーしゃん〕見通す。見渡す。

みーどぅーす [miːduːsɿ]［動 I類 c型］〔みーどぅ
ーしー、みーどぅーしゃん〕見てばかりいる。

番をする。赤ちゃんの行動を見る。

みーどぅくな [miːdukuna]［名］〔みーどぅく⸣な
まい...〕見所。見て価値のある所。観光地。【類】
「みーどぅくま」。

みーどぅくま [miːdukuma]［名］〔みーどぅく⸣ま
まい...〕見所。見て価値のある所。観光地。【類】
「みーどぅくな」。

ミ゚ーどぅす [mɿːdusɿ]［名］〔ミ゚ーどぅすまい...〕新
年。

みーとぅだ [miːtuda]［名］〔み⸣ーとぅだまい...〕
姉妹。【類】「みーとぅだら」。「みがとぅだ」。

「みがとぅだら」。

みーとぅだら [miːtudara]［名］〔み⸣ーとぅだら
まい...〕姉妹。【類】「みーとぅだ」。「みがとぅ
だ」。「みがとぅだら」。

みーどぅっけん [miːdukken]［名］［植］〔みーど
ぅっけ⸣んまい...〕くろいげ。

みーどぅリ゚[miːduɭ]［名］〔みーどぅ⸣リ゚まい...〕雌
鳥。めんどり。

みーなす [miːnasɿ]［動 I類 c型］〔みーなしー、み
ーなしゃん〕見下す。見くびる。侮る。

みーなり [miːnari]［名］〔みーな⸣りまい...〕見馴

れ。

みーなり キ゚キ゚なり [miːnari kɿkɿnari]［連語］見
馴れ聞き馴れ。見よう見まね。見聞。

みーなりリ゚ [miːnariɭ]［動 II類 c型］〔みーなり
ー、みーなりん〕見馴れる。

みーにつ [miːnitsɿ]［名］〔みーに⸣つまい...〕命日。
忌日。

みーぬ かー [miːnu kaː]［名］〔みーぬか⸣ーま
い...〕目の皮。まぶた。

みーぬ かーぱリ゚ [miːnu kaːpaɭ]［連語］目がかす
む。

みーぬ かぬー [miːnu kanuː]［連語］目が叶う。
【例】みーう かねー ぶリ゚け（目が見えている

うち・生きている間に）。

みーぬ くぱリ゚ [miːnu kupaɭ]［連語］目が凝る。
みーぬ しゃう [miːnu ɕau]［名］〔みーぬしゃ⸣う
まい...〕目の性。目つき。目で見て覚える。【同】
「みーぬしょー」。

みーぬ しょー [miːnu ɕoː]［名］〔みーぬしょ⸣ー
まい...〕目の性。目つき。目で見て覚える。【同】
「みーぬしゃう」。

みーぬ だリ゚ [miːnu daɭ]［連語］目が疲れる。眠
くなる。生気のないこと。

みーぬ ちび [miːnu tɕibi]［名］〔みーぬち⸣びま
い...〕目尻。まなじり。【例】みーぬ ちびしー

まい みーらいん（目尻でも見たくない。嫌い

な人のこと）。

みーぬ っふぁ [miːnu ffa]［名］〔みーぬっ⸣ふぁ
まい...〕目の子。ひとみ。目玉の黒い部分。

みーぬ なだ [miːnu nada]［名］〔みーぬな⸣だま
い...〕目の涙。【類】「なだ」。

みーぬ なリ゚[miːnu naɭ]［名］〔みーぬな⸣リ゚まい...〕
ものもらい。瞼にできる腫れ物。

みーぬ ぱぎリ゚け [miːnu pagiɭke]［連語］目がは
げるまで。待ちくたびれること。

みーぬ ばし [miːnu baɕi]［名］〔みーぬば⸣しま
い...〕目と目の間。

みーぬ ふぐム [miːnu fugum]［連語］目が窪む。
目がへこむ。疲れている人に言う。

みーぬ ふくり [miːnu fukuri]［連語］目がはれ
る。泣くときに見られる。
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みーぬ ふしゃがリ゚ [miːnu fuɕagaɭ]［連語］目が
塞がる。目をつぶる。死ぬこと。

みーぬ ふしゅ [miːnu fuɕu]［名］〔みーぬふ⸣し
ゅまい...〕目のくそ。目やに。

みーぬ ふしゅぬ ぷい [miːnu fuɕunu pui]［連語］
目のくその大きさ。目のくそくらい。ほんの少

し。わずかなこと。

みーぬ ふつ [miːnu futsɿ]［名］〔みーぬふ⸣つま
い...〕まなじり。

みーぬ まい [miːnu mai]［名］〔みーぬまい⸣んま
い...〕目の前。目前。【例】うやけー みーぬ ま

い（金持ちになるのは目の前だ）。

みーぬ むっじリ゚ [miːnu muddʑiɭ]［連語］目がか
すむ。老眼になる。

みーぬあな [miːnuana]［名］〔みーぬあ⸣なまい...〕
涙の穴。涙のもろいこと。

ミ゚ーぬイ゚ー [mɿːnuɿː]［名］〔ミ゚ーぬイ゚⸣ーまい...〕
実の入り。実る。稔る。肉がつく。

みーぬーま [miːnuːma]［名］〔みーぬー⸣ままい...〕
雌の馬。牝馬。

みーばかす [miːbakasɿ]［動 I類 c型］〔みーばか
しー、みーばかしゃん〕見分ける。

みーばく [miːbaku]［名］〔みーば⸣くまい...〕迷
惑。【同】「みーわく」。

みーばし [miːbaɕi]［名］〔みーば⸣しまい...〕目と
目の間。

みーばしゃ [miːbaɕa]［名］［植］〔みーば⸣しゃま
い...〕実芭蕉。実の成る芭蕉。〈みー〉は「雌」
で、木について実がなるものを指す。【同】「み

ーばしょー」。

みーばしょー [miːbaɕoː]［名］［植］〔みーばしょ
⸣ーまい...〕実芭蕉。実の成る芭蕉。〈みー〉は
「雌」で、木について実がなるものを指す。【同】

「みーばしゃ」。

みーばっし [miːbaɕɕi]［名］〔みーばっ⸣しまい...〕
見忘れ。以前に会ったことを忘れること。【同】

「みーばっスぃ」。

みーぱっじゃきリ゚ [miːpaddʑakiɭ]［動 II 類 c 型］
〔みーぱっじゃきー、みーぱっじゃきん〕見外

す。見損ねる。見る機会を失う。

みーばっすぃ [miːbassi]［名］〔みーばっ⸣すぃま

い...〕見忘れ。以前に会ったことを忘れること。
【同】「みーばっし」。

みーばっぱいリ゚ [miːbappaiɭ]［動 II類 c型］〔み
ーばっぱいー、みーばっぱいん〕見誤る。見間

違える。【類】「みーまつがいリ゚」。

みーぱてぃリ゚ [miːpatiɭ]［動 II類 c型］〔みーぱて
ぃー、みーぱてぃん〕見果てる。見終わる。残

らず見る。

みーぱな ぷらかん [miːpana purakan]［連語］目
鼻が開かない。顔中汚れていること。

みーピーき [miːpɿːki]［名］〔みーピー⸣きまい...〕
穴が開いている。壁や戸の穴の開いているこ

と。【類】「みーぷーき」。

みーピーきじん [miːpɿːkidʑin]［名］〔みーピーき
じ⸣んまい...〕穴の開いているお金（銭）。

みーピーきむぬ [miːpɿːkimunu]［名］〔みーピー
きむ⸣ぬまい...〕穴の開いたもの。破れたもの。
【類】「みーぷーきむぬ」。

みーピかリ゚ [miːpɿkaɭ]［名］［鳥］〔みーピか⸣リ゚ま
い...〕めじろ。【類】「めじる」。

みーびき [miːbiki]［名］〔み⸣ーびきまい...〕間性。
雌と雄。雌雄。植物には雌雄同株がある。山羊

の体に雄と雌の器官がある。

みーびきぴんだ [miːbikipinda]［名］〔み⸣ーびき
ぴんだまい...〕雌雄同体の山羊。

みーピとぅ [miːpɿtu]［名］〔みーピ⸣とぅまい...〕
見る人。見物人。観衆。

みーびとぅりリ゚ [miːbituriɭ]［動 II類 c型］〔みー
びとぅりー、みーびとぅりん〕見るだけで腹い

っぱいになる。見物したことに満足する。

みーぴんだ [miːpinda]［名］〔みーぴん⸣だまい...〕
雌の山羊。

みーぷーき [miːpuːki]［名］〔みーぷー⸣きまい...〕
穴。穴が開いているところ。【類】「みーピー

き」。

みーぷーきむぬ [miːpuːkimunu]［名］〔みーぷー
きむ⸣ぬまい...〕穴の開いたもの。破れたもの。
衣服の破れたもの。【類】「みーピーきむぬ」。

みーふかす [miːfukasɿ]［動 I類 c型］〔みーふか
しー、みーふかしゃん〕見透かす。見破る。見

ぬく。見通す。

469



ミ゚ーふく

ミ゚ーふく [mɿːfuku]［名］〔ミ゚ーふくまい...〕新し
い服。【例】ミ゚ーふくー きーとぅい がっこー

んけー（新しい服を着て学校へ行く）。

みーふくり [miːfukuri]［名］〔みーふく⸣りまい...〕
目のはれ。子どもが泣くと目がはれる。

みーふしゃがリ゚ [miːfuɕagaɭ]［動 I類］〔みーふし
ゃがりー、みーふしゃがらん〕〔みーふしゃが⸣
リ゚まい...〕目塞がる。目を細くする。目を閉じ
る。死ぬことも表わす。埃の多い所や煙の充満

している所では目を細くする。

みーぶすしゃーリ゚ [miːbusɿɕaːɭ]［形］〔みーぶす⸣
しゃまい...〕見たい。会いたい。【例】みーぶっ
しゃぬ（とても見たい。とても会いたい）。みー

ぶっしゃん ならん（見たくてたまらない。会

いたくてたまらない）。ぺーぺー みーぶすむ

ぬ（早く会いたいものだ）。

ミ゚ーぶたしゃーリ゚ [mɿːbutaɕaːɭ]［形］〔ミ゚ーぶた
しゃまい...〕身がいっぱい。【例】ミ゚ーぶたなび
（具のいっぱい入った鍋）。

みーまーリ゚ [miːmaːɭ]［動 I類 c型］〔みーまーり
ー、みーまーらん〕見回る。

みーまつがい [miːmatsɿgai]［名］〔みーまつが⸣い
まい...〕見間違え。見誤ること。【類】「みーば
っぱい」。

みーまらぱー [miːmarapaː]［連語］目と男根と⻭。
老人の衰えていく様。

みーみーてぃー しる [miːmiːtiː ɕiru]［連語］時
々見なさい。時々見て歩きなさい。異常事態に

ならないように時々注意していなさい）。【例】

ぱるーばー みーみーてぃー しる（畑をば時

々見回りなさい）。

ミ゚ーむく [mɿːmuku]［名］〔ミ゚ーむくまい...〕新
婿。花婿。新郎。

みーむく [miːmuku]［名］〔みーむ⸣くまい...〕名
目。口実。形だけ。

みーむっじリ゚ [miːmuddʑiɭ]［動 II類 c型］〔みー
むっじー、みーむっじゃん〕目が老いる。老人

の目になる。老眼になる。

ミ゚ーむぬ [mɿːmunu]［名］〔ミ゚ーむぬまい...〕新
品。まあたらしいこと。一年生は着るもの、持

つもの、ランドセルなど新しいものだ。

みーむぬ [miːmunu]［名］〔みーむ⸣ぬまい...〕め
もの。雌。牝。動物に言う。

みーむぬ [miːmunu]［名］〔みーむ⸣ぬまい...〕見
る物。見物。見る価値のある物。見て価値のあ

るもの。

みーや ぐるぐる [miːja guruguru]［連語］目はき
ょろきょろ。戸惑うこと。慌てること。

みーや すーすー [miːja sɿːsɿː]［連語］目をこすり
ながら。まだ目覚めていないこと。

みーや つムまつムま [miːja tsɿmmatsɿmma]［連
語］目はぱちぱち。まばたき。

みーや ぷらかん [miːja purakan]［連語］目が開
かない。笑いこけて目が開かないこと。

ミ゚ーやー [mɿːjaː]［名］〔ミ゚ーやーまい...〕新築家。
新築したばかりの家。

みーやう [miːjau]［名］〔みーや⸣うまい...〕見方。
方法。考え。【例】うんなが みーやう（人それ

ぞれの考えがある）みーやうにー なリ゚どぅす

（見方によって成功する）。【同】「みーよー」。

みーやすむぬ [miːjasɿmunu]［名］〔みーや⸣すむ
ぬまい...〕見やすいこと。見る場所のよいこと。
見物席の良いこと。

みーやどぅむリ゚ [miːjadumuɭ]［名］［貝］〔みーや
どぅむ⸣リ゚まい...〕すいじがい。魔除に用いる。

みーやム [miːjam]［名］〔みーや⸣ムまい...〕目の
痛いこと。目の痛み。眼痛。

みーゆ [miːju]［名］〔みー⸣ゆまい...〕名誉。
みーゆすキ゚ [miːjusɿkɿ]［名］［植］〔みーゆすキ゚ま
い...〕すすきの一種。葉が広くて、棘がない。花
が咲く。

ミ゚ーゆみ [mɿːjumi]［名］〔ミ゚ーゆみまい...〕新嫁。
新婦。花嫁。新妻。

みーよー [miːjoː]［名］〔みーよ⸣ーまい...〕見方。
方法。考え。【例】うんなが みーよー（人それ

ぞれの考えがある）。【同】「みーやう」。

みーらいリ゚ [miːraiɭ]［動 II 類 c 型］〔みーらい
ー、みーらいん〕見られる。見ることができる。

【同】「みーらりリ゚」。

ミ゚ーらがいらす [mɿːragairasɿ]［動 I類 a型］〔ミ゚ー
らがいらしー、ミ゚ーらがいらしゃん〕新しくな

す。新品の状態にする。修理する。修繕する。
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ミ゚ーらがいリ゚ [mɿːragaiɭ]［動 I類 a型］〔ミ゚ーら
がいりー、ミ゚ーらがいらん〕新しくなる。新品

になる。【同】「ミ゚ーらがリ゚」。

ミ゚ーらがリ゚ [mɿːragaɭ]［動 I類 a型］〔ミ゚ーらが
りー、ミ゚ーらがらん〕実る。稔る。作物の収穫

が多くなる。豊作になる。

ミ゚ーらがリ゚ [mɿːragaɭ]［動 I類 a型］〔ミ゚ーらが
りー、ミ゚ーらがらん〕新しくなる。新品になる。

【例】ミ゚ーらがりー ぶリ゚（新しくなっている。

豊作になっている）。【同】「ミ゚ーらがいリ゚」。

ミ゚ーらす [mɿːrasɿ]［動 I類 a型］〔ミ゚ーらしー、ミ゚
ーらしゃん〕実らせる。作物を稔らせる。

ミ゚ーらす [mɿːrasɿ]［動 I類 a型］〔ミ゚ーらしー、ミ゚
ーらしゃん〕新しくなす。修繕して新品同様に

する。

みーらりリ゚ [miːrariɭ]［動 II 類 c 型］〔みーらり
ー、みーらりん〕見られる。見ることができる。

【同】「みーらいリ゚」。

ミ゚ーリ゚ [mɿːɭ]［動 I類 a型］〔ミ゚ーりー、ミ゚ーら
ん〕実る。稔る。熟する。【例】ミ゚ーりー ぶリ゚

（実っている。豊作である）。ミ゚ーりーリ゚（実っ

ている。豊作である）。

みーリ゚[miːɭ]［動 II類 c型］〔みー、みーん〕見る。
居る。【例】みーる（見ろ。見よ。見てごらん）。

みー ぶリ゚（見ている）。みーや みー（見てま

た見る。詳しく見る）。みーや みーん（見たこ

とのない）。みーん（いない。見ない）。みーた

リ゚ぎ なりー ぱなす（見たふりして話す）。

みーるがみーる [miːrugamiːru]［連語］見せびら
かすこと。自慢すること。

みーわー [miːʋaː]［名］〔みーわ⸣ーまい...〕雌の
豚。

みーわく [miːʋaku]［名］〔みーわ⸣くまい...〕迷
惑。【同】「みーばく」。

ミ゚ーん なす [mɿːn nasɿ]［連語］実になす。実現
する。成功させる。

みーん ふーリ゚ [miːn fuːɭ]［名］〔みーんふーリ゚ま
い...〕見ないふり。知らんふり。聞かんふり。

みーんしゃギ [miːnɕagɿ]［動 I 類 c 型］〔みーん
しゃぎー、みーんしゃがん〕会いたくてたまら

ない。待ち侘びる。

みーんしゃぎリ゚ [miːnɕagiɭ]［連語］見たい。会い
たい。

ミ゚ーんてぃ [mɿːnti]［名］［干支］〔ミ゚ーんてぃま
い...〕⺒年。

みうイ゚ [miuɿ]［名］〔みう⸣イ゚まい...〕姪（めい）。
甥（おい）。姪甥。兄弟姉妹の子。

みうい [miui]［名］〔みう⸣いまい...〕目上。
みうイ゚っふぁ [miuɿffa]［名］〔みう⸣イ゚っふぁま
い...〕姪甥子。兄弟姉妹の子。【例】かんけー
みうイ゚っふぁ（彼らは姪甥だ）。

みうイ゚ムまが [miuɿmmaga]［名］〔みうイ゚⸣ムまが
まい...〕姪甥の子。

みうくリ゚ [miukuɭ]［動 I類 c型］〔みうくりー、み
うくらん〕見送る。船を見送る。飛行機を見送

る。

みうす [miusɿ]［動 I類 c型］〔みうしー、みうし
ゃん〕見下す。見下げる。あなどる。【例】か

ーやーてぃー みうすな（貧乏家庭だと見下す

な）。

みうつ [miutsɿ]［名］〔みう⸣つまい...〕身内。親
戚。一門。

みうてぃビー [miutibɿː]［名］〔みう⸣てぃビー⸢ま
い...〕目落ちた日。命日。死亡した日。

みうてぃリ゚ [miutiɭ]［動 II類 c型］〔みうてぃー、
みうてぃん〕目が落ちる。死ぬこと。

みうとぅ [miutu]［名］〔みう⸣とぅまい...〕めお
と。夫婦。【類】「みうとぅら」。

みうとぅあう [miutuau]［名］〔みうとぅあ⸣うま
い...〕夫婦げんか。

みうとぅす [miutusɿ]［動 I類 c型］〔みうとぅし
ー、みうとぅしゃん〕見落とす。気づかない。

間違いを見落とす。

みうとぅちゃばん [miututɕaban]［名］〔みうとぅ
ちゃば⸣んまい...〕夫婦茶碗。一対の茶碗。

みうとぅにー [miutuniː]［名］〔みうとぅに⸣ーま
い...〕夫婦根。永遠の愛。ちぎり。

みうとぅばかーリ゚ [miutubakaːɭ]［名］〔みうとぅ
ばかー⸣リ゚まい...〕夫婦別れ。離婚。【類】「みう
とぅらばかーリ゚」。

みうとぅら [miutura]［名］〔み⸣うとぅらまい...〕
めおと。夫婦。【例】みうとぅらやどぅゆム（夫
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婦げんか）。【類】「みうとぅ」。

みうとぅらばかーリ゚ [miuturabakaːɭ]［名］〔み⸣う
とぅらばかーリ゚まい...〕夫婦別れ。離婚。【類】
「みうとぅばかーリ゚」。

みうとぅらやどぅゆム [miuturajadujum]［名］〔み
う⸣とぅらやどぅゆムまい...〕夫婦げんか。

みうとぅリ゚ [miutuɭ]［動 I類 c型］〔みうとぅり
ー、みうとぅらん〕見劣る。劣勢。比較して言

う。

みうに [miuni]［名］〔みう⸣にまい...〕お船。船。
昔の帆船。琉球王国の船。

みうぶい [miubui]［名］〔みうぶ⸣いまい...〕見覚
え。【例】みうぶいぬ あリ゚ピとぅ（見覚えのあ

る人）。

みうるす [miurusɿ]［動 I 類 c 型］〔みうるしー、
みうるしゃん〕見下す。見おろす。上から下を

見る。あなどる。

ミ゚か [mɿka]［名］〔ミ゚かまい...〕三日。三日間。【同】
「ミ゚ーか」。

みが [miga]［名］〔み⸣がまい...〕免嘉。目娥。女
性の名前。

みかいす [mikaisɿ]［動 I 類 c 型］〔みかいしー、
みかいしゃん〕見返す。後ろを振り向く。見直

す。以前に馬鹿にされた人に立派になった自分

を見せ付ける。

みがヴヴぁ [migavva]［名］〔みがヴヴぁまい...〕
女の子。「免嘉」。〈まつみが〉。〈ゆぬすみが〉。

〈みがんちゃ〉。

みかかす [mikakasɿ]［動 I類 c型］〔みかかしー、
みかかしゃん〕欠かせる。割らせる。【例】み

かかしー ねーん（割ってしまった）。まかリ゚る

みかかす（椀を欠かせる）。

みがキ゚ [migakɿ]［動 I類 c型］〔みがきー、みがか
ん〕みがく。汚れを落としてきれいにする。学

問する。修業する。鍛える。

みかきむぬ [mikakimunu]［名］〔みかきむ⸣ぬま
い...〕まぶたに傷跡のある人。

みかきむぬ [mikakimunu]［名］〔みかきむ⸣ぬま
い...〕縁が欠けているもの。

みかきリ゚ [mikakiɭ]［動 II類 c型］〔みかきー、み
かきん〕欠ける。一部割れる。【例】ちゃばん

ぬ みかきリ゚（茶碗が欠ける）。

みかきリ゚ [mikakiɭ]［動 II類 c型］〔みかきー、み
かきん〕見かける。偶然目にする。見受ける。

【例】たビぬ ピとぅー みかきリ゚（旅人を見か

ける）。

みかぎん [mikagin]［名］〔みかぎ⸣んまい...〕目
加減。目で判断する。食べ頃かを目で判断する。

【同】「みーかぎん」。

みかくし [mikakuɕi]［名］〔みかく⸣しまい...〕目
かくし。目を布で覆って見えないようにする。

昔の⻤ごっこ。

みかす [mikasɿ]［接尾］〜めかす。〜のようにす
る。擬態語・擬音語に付き、他動詞を派生させ

る。【例】ばムみかす（ふるい立たせる）。

ミ゚かずキ゚ [mɿkadzɿkɿ]［名］〔ミ゚かずキ゚まい...〕三
日月。旧暦の三日の月。【同】「ミ゚ーかずキ゚」。

ミ゚かどぅキ゚ [mɿkadukɿ]［名］〔ミ゚かどぅキ゚まい...〕
三日解。死後三日目のこと。

みがとぅだ [migatuda]［名］〔み⸣がとぅだまい...〕
姉妹。【類】「みーとぅだ」。「みーとぅだら」。

「みがとぅだら」。

みがとぅだら [migatudara]［名］〔み⸣がとぅだら
まい...〕姉妹。【類】「みーとぅだ」。「みーとぅ
だら」。「みがとぅだ」。

みがに [migani]［名］〔みが⸣にまい...〕眼鏡。め
がね。

みがにまーリ゚ [miganimaːɭ]［名］〔みがにまー⸣リ゚
まい...〕眼鏡回り。めがねをかけて潜り漁をす
ること。

みがビキ゚ [migabɿkɿ]［名］〔みがビキ゚まい...〕嫁
入り。

みがぶす [migabusɿ]［名］〔みがぶすまい...〕免嘉
星。織女星。織姫星。七夕の星。琴座のベガ。

ミ゚から [mɿkara]［名］〔ミ゚からまい...〕三匹。人
には言わない。

みかるぶす [mikarubusɿ]［名］〔みかるぶ⸣すま
い...〕銘苅星。彦星。牽牛星。牛飼星。七夕の
星。鷲座のアルタイル。

みがわり [migaʋari]［名］〔みがわ⸣りまい...〕身
替り。身代り。塩川の組踊「忠臣身替」。

みキ゚ [mikɿ]［接尾］〜めく。〜のようになる。擬態
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語・擬音語に付き、自動詞を派生させる。【例】

しゅるみキ゚（清潔になる）。ばムみキ゚（騒がし

くなる）。

みくす [mikusɿ]［動 I類 c型］〔みくしー、みく
しゃん〕見越す。先を見る。先見。成り行きを

推し量る。【例】うすだいゆ みくす（牛の値段

を見越す）。

みぐすり [migusɿri]［名］〔みぐす⸣りまい...〕目
薬。

みぐとぅ [migutu]［名］〔みぐとぅまい...〕見事。
立派。【例】みぐとぅな（見事な。立派な）。み

ぐとうん（見事に。立派に）。

みぐまリ゚ [migumaɭ]［動 I類 c型］〔みぐまりー、
みぐまらん〕身ごもる。妊娠。

みぐまりリ゚ [migumariɭ]［動 II類 c型］〔みぐま
りー、みぐまりん〕恵まれる。【例】あみん み

ぐまりリ゚（雨に恵まれる）。てぃんキ゚ん みぐま

りリ゚（天気に恵まれる）。っふぁん みぐまりリ゚

（子に恵まれる）。

みくム [mikum]［名］〔みく⸣ムまい...〕見込み。
予想。のぞみ。

みぐム [migum]［動 I類］〔みぐみー、みぐまん〕
恵む。施す。【例】みぐみー わーり（恵んで下

さい）。じんゆ みぐム（金を恵む）。

みくムつがい [mikumtsɿgai]［名］〔みく⸣ムつが
いまい...〕見込みちがい。予想はずれ。のぞみ
ちがい。

みくムぱが [mikumpaga]［名］〔みく⸣ムぱが⸢ま
い...〕見込みはげの人。見込み負けの人。見込
みのない人。

みくムぱぎ [mikumpagi]［名］〔みく⸣ムぱぎま
い...〕見込みはげ。見込み外れ。当て外れ。

みくムや ねーん [mikum.ja neːn]［連語］見込み
がない。望みがない。

みくら [mikura]［名］〔みく⸣らまい...〕盲目。
みくリ゚ [mikuɭ]［動 I類 c型］〔みくりー、みくら
ん〕めくる。

みぐリ゚ [miguɭ]［動 I類 c型］〔みぐりー、みぐら
ん〕巡る。

ミ゚けーり [mɿkeːri]［名］〔ミ゚けーりまい...〕三度。
三回。

みこー [mikoː]［名］〔みこ⸣ーまい...〕目の窪み。
病気でやせおとろえて目が窪んでいること。

みさう [misau]［名］〔みさうまい...〕操。貞節。
みしかきリ゚ [miɕikakiɭ]［動 II類 c型］〔みしかき
ー、みしかきん〕見せかける。

みしくが [miɕikuga]［名］〔みしく⸣がまい...〕見
せ卵。産卵を促すための卵。

みしだか [miɕidaka]［名］〔みしだ⸣かまい...〕見
せ鷹。おとり用の鷹。

みしむぬ [miɕimunu]［名］〔みしむ⸣ぬまい...〕見
せもの。芸の出し物。料金をとって芸を見せる

出し物。昔、紙芝居や村芝居があった。

みじゃう [midʑau]［名］〔みじゃうまい...〕船を
漕ぐ竿。【同】「みじょー」。

みしゃぎリ゚[miɕagiɭ]［動 II類 c型］〔みしゃぎー、
みしゃぎん〕見下げる。あなどる。軽蔑する。

みじゃす [midʑasɿ]［名］〔みじゃ⸣すまい...〕目
差。琉球王府の役人。吏員。

みじゃす [midʑasɿ]［動 I 類 c 型］〔みじゃしー、
みじゃしゃん〕目ざす。目標に向う。希望を持

つ。

みじゃわリ゚ [midʑaʋaɭ]［動 I類 c型］〔みじゃわ
りー、みじゃわらん〕目障る。不愉快になる。

じゃまになること。またそのもの。

みしゅか [miɕuka]［名］〔みしゅかまい...〕晦日。
旧暦 12月 30日。

みしゅくぬー [miɕukunuː]［動 I類 c型］〔みしゅ
くねー、みしゅくなーん〕見損なう。見誤る。

見違える。

みしゅつ [miɕutsɿ]［名］〔みしゅつまい...〕三十。
三十歳。

みしゅてぃ [miɕuti]［名］〔みしゅてぃまい...〕三
十年。

みじゅな [midʑuna]［名］［魚］〔みじゅ⸣なまい...〕
いわし。【同】「みずん」。

みしゅらす [miɕurasɿ]［動 I 類 c 型］〔みしゅら
しー、みしゅらしゃん〕目覚めさせる。迷いか

ら立ち直させる。

みしゅりむぬ [miɕurimunu]［名］〔みしゅりむ⸣
ぬまい...〕子どもをめざめさせるための食事。

みしゅりリ゚ [miɕuriɭ]［動 II類 c型］〔みしゅりー、
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みじょー

みしゅりん〕目覚める。

みじょー [midʑoː]［名］〔みじょーまい...〕船を
漕ぐ竿。【同】「みじゃう」。

みしリ゚ [miɕiɭ]［動 II類 c型］〔みしー、みしん〕
見せる。【例】みしらいん（見せられない）。

みじるし [midʑiruɕi]［名］〔みじる⸣しまい...〕目
印。船の出入り口の目印。「みおつくし」。目印

をつけること。

みす [misɿ]［名］〔みすまい...〕飯。ご飯。【例】ま
イ゚みす（米ごはん）。あーみす（粟ごはん）。

みす [misɿ]［名］〔みすまい...〕水巣。船。帆船。
みす [misɿ]［名］〔みすまい...〕みき。神酒。ス
ツウプナカに大量に造る。粟・芋で造る。【類】

「みすがま」。

みず [midzɿ]［名］〔みずまい...〕水。【例】みず
んながす（水に流す）。

みずあヴヴぁ [midzɿavva]［名］〔みずあヴ⸣ヴぁ
まい...〕水油。髪につける油。液状の油。

みずあすビ [midzɿasɿbɿ]［名］〔みずあすビまい...〕
水遊び。

みずあみ [midzɿami]［名］〔みずあ⸣みまい...〕水
浴び。体を水で洗うこと。

みずあるー [midzɿaruː]［名］〔みずあるーまい...〕
水洗い。食器洗い。洗濯。農具洗い。海水でぬ

れた衣服や体を水で洗うこと。

みずいり [midzɿiri]［名］〔みずい⸣りまい...〕水入
れ。水筒。一升瓶に水を入れて畑に行った。

みずヴヴぁい [midzɿvvai]［名］〔みずヴヴぁいま
い...〕水肥。下肥。

みずヴぇーき [midzɿveːki]［名］〔みずヴぇーきま
い...〕水の豊富なこと。井戸水に頼る昔は雨が
降ると桶に溜めた。

みずヴぇーす [midzɿveːsɿ]［名］〔みずヴぇーすま
い...〕死者の沐浴。

みずーてぃー [midzɿːtiː]［副］みずみずしいこと。
若々しい。つややかなこと。

みずがーき [midzɿgaːki]［名］〔みずがーきまい...〕
水渇き。のどの渇き。

みずがーリ゚ [midzɿgaːɭ]［名］〔みずがーリ゚まい...〕
水変り。旅に行くとき、その地区の水は水質が

違うということ。

みずかがム [midzɿkagam]［名］〔みずかがムま
い...〕水鏡。水がめの水。洗面器の水。淀んで
いる水。顔を写す澄み切った水面のこと。

みずかきめー [midzɿkakimeː]［名］〔みずかきめ
ーまい...〕水かけ勝負。水遊び。

みずかぎん [midzɿkagin]［名］〔みずかぎんまい...〕
水加減。料理の水加減のこと。

みずがしゃ [midzɿgaɕa]［名］［病］〔みずがしゃ
まい...〕水痘。

みずかたみ [midzɿkatami]［名］〔みずかた⸣みま
い...〕水担ぎ。井戸水を棒の両側に担ぐこと。

みすがま [misɿgama]［名］〔みすが⸣ままい...〕神
酒。【類】「みすがま」。

みずかみ [midzɿkami]［名］〔みずかみまい...〕水
を頭に乗せて運ぶこと。女性が行った。

みずがみ [midzɿgami]［名］〔みずがみまい...〕水
がめ。水を入れるかめ。

みすぎな [misɿgina]［名］〔みすぎ⸣なまい...〕飯
杓子。しゃもじ。

みずぐしゃう [midzɿguɕau]［名］〔みずぐしゃう
まい...〕水苦労。照りが続いて雨の降らないこ
と。【同】「みずぐしょー」。

みずぐしょー [midzɿguɕoː]［名］〔みずぐしょ⸣ー
まい...〕水苦労。照りが続いて雨の降らないこ
と。【同】「みずぐしゃう」。

みずくむリ゚[midzɿkumuɭ]［名］〔みずくむリ゚まい...〕
水溜り。【類】「みずたまリ゚」。

みずずみ [midzɿdzɿmi]［名］〔みずずみまい...〕切
りやすい爪。

みずたま [midzɿtama]［名］〔みずたままい...〕水
玉模様。水飴。

みずたまリ゚[midzɿtamaɭ]［名］〔みずたまリ゚まい...〕
水溜り。【類】「みずくむリ゚」。

みすたり [misɿtari]［名］〔みすた⸣りまい...〕神酒
造り。

みずだりゆー [midzɿdarijuː]［名］〔みずだ⸣りゆ
ーまい...〕ご飯に水やお湯をかけた食べ物。

みずたんく [midzɿtanku]［名］〔みずたんくまい...〕
水タンク。水を貯蔵する大きな容器。【類】「た

んく」。

みずてぃっぷー [midzɿtippuː]［名］〔みずてぃっ
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ミ゚たが

ぷーまい...〕水鉄砲。子供の水遊びに使う道具。
みすてぃリ゚ [misɿtiɭ]［動 II類 c型］〔みすてぃー、
みすてぃん〕見捨てる。見ていながらそのまま

にしておく。見込みがないと知って関係を絶

つ。

みずなば [midzɿnaba]［名］〔みずなばまい...〕水
がめにつく垢。

みずにー [midzɿniː]［名］〔みずにーまい...〕水煮。
水炊き。味をつけないで水だけで煮ること。

みずぬ かム [midzɿnu kam]［名］〔みずぬか⸣ム
まい...〕水の神。

みずぬ っふぁ [midzɿnu ffa]［名］〔みずぬっ⸣ふ
ぁまい...〕水の子。ぼうふら。蚊の幼虫。

みずぬ みー [midzɿnu miː]［名］〔みずぬみ⸣ーま
い...〕水の中。水中。水たまりの中。

みずぬム [midzɿnum]［名］〔みずぬムまい...。み
ずぬ⸣ムまい...〕水飲み。

みずぱずム [midzɿpadzɿm]［名］〔みずぱずムま
い...。みずぱず⸣ムまい...〕水ぶくれ。やけど。

みずばた [midzɿbata]［名］〔みずばたまい...〕水
腹。水の飲み過ぎ。

みずばたす [midzɿbatasɿ]［名］〔みずばたすまい...〕
水入れ。水差し。

みずぱな [midzɿpana]［名］〔みずぱなまい...〕水
鼻。水のような鼻垂れ。

みずぱにめー [midzɿpanimeː]［名］〔みずぱにめ⸣
ーまい...〕水かけ勝負。

みずぱリ゚る [midzɿpaɭɭu]［名］［魚］〔みずぱリ゚⸣る
まい...〕さより。【類】「ぱリ゚る」。

みずびー [midzɿbiː]［名］〔みずびーまい...〕水酔。
水枯れ。水ぐされ。畑の作物が⻑雨になると根

の呼吸ができないため枯死する。【類】「あみび

ー」。「みずふしゃり」。

みずふしゃ [midzɿfuɕa]［名］［植］〔みずふしゃ
まい...〕るりはこべ。

みずふしゃり [midzɿfuɕari]［名］〔みずふしゃり
まい...〕水ぐされ。根ぐされ。⻑雨で作物が根
腐れすること。【類】「あみびー」。「みずびー」。

みずふしゅく [midzɿfuɕuku]［名］〔みずふしゅく
まい...〕水不足。

みずぷっしゃーリ゚ [midzɿpuɕɕaːɭ]［形］〔みずぷっ

⸣しゃまい...〕水が欲しい。喉が渇く。
みすまかリ゚ [misɿmakaɭ]［名］〔みすまかリ゚まい...〕
飯椀。ご飯を入れる椀。【類】「みすわん」。

みずまキ゚ [midzɿmakɿ]［名］〔みずま⸣キ゚まい...〕水
撒き。散水。

みずまき [midzɿmaki]［名］〔みずまきまい...〕水
負け。その土地の水に合わないこと。

みすみすてぃー [misɿmisɿtiː]［副］どうしようも
なく。【例】みすみすてぃー ばかーりリ゚（どう

しようもなく別れる）。

みすみリ゚ [misɿmiɭ]［動 II類 c型］〔みすみー、み
すみん〕見初める。好きになる。男女の仲がよ

くなる。

みずムー [midzɿmm]［名］〔みずム⸣ーまい...〕水
汲み。井戸から水を汲むこと。

みずムーたぐ [midzɿmmtagu]［名］〔みずムーた
⸣ぐまい...〕水汲み用の桶。

みずむす [midzɿmusɿ]［名］〔みずむすまい...〕水
虫。

みずムたビ [midzɿmtabɿ]［名］〔みずムた⸣ビま
い...〕水遊び。

みずむぬ [midzɿmunu]［名］〔みずむぬまい...〕お
いしくないもの。だしのない味噌汁。

みずむリ゚ [midzɿmuɭ]［動 I類 c型］〔みずむりー、
みずむらん〕見積る。予算を計算する。

みずや [midzɿja]［名］〔みず⸣やまい...〕水屋。食
器棚。

みずらすしゃーリ゚ [midzɿrasɿɕaːɭ]［形］〔みずらす
⸣しゃまい...〕珍しい。不思議。

みずわり [midzɿʋari]［名］〔みずわりまい...〕水
割り。酒の水割り。

みすわん [misɿʋan]［名］〔みすわんまい...〕飯椀。
ご飯を入れる椀。【類】「みすまかリ゚」。

みずん [midzɿn]［名］［魚］〔みず⸣んまい...〕いわ
し。【同】「みじゅな」。

みだ [mida]［副］まだ。【例】あめー みだ ぱり

ん（雨はまだ晴れない）。

ミ゚たーリ゚ [mɿtaːɭ]［名］〔ミ゚たーリ゚まい...〕三人。
三名。三兄弟。

ミ゚たが [mɿtaga]［名］〔ミ゚た⸣がまい...〕三つ子。
人間にのみ言う。
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みだか

みだか [midaka]［形］〔みだ⸣かまい...〕見たがる
こと。

みだかむぬ [midakamunu]［名］〔みだ⸣かむぬま
い...〕見たがり屋。見ないと気が休まらない人。
野次馬。

みだす [midasɿ]［動 I類 c型］〔みだしー、みだ
しゃん〕乱す。

みだつ [midatsɿ]［動 I類 c型］〔みだてぃー、み
だたん〕目立つ。際立つ。

みたてぃ [mitati]［名］〔みたてぃま⸣い...〕見立
て。

みたてぃリ゚ [mitatiɭ]［動 II類 c型］〔みたてぃー、
みたてぃん〕見立てる。選ぶ。見積る。

みたな [mitana]［名］［鳥］〔みた⸣なまい...〕くい
な。

みたまリ゚ [mitamaɭ]［動 I類 c型］〔みたまりー、
みたまらん〕盲目になる。

みたまリ゚むぬ [mitamaɭmunu]［名］〔みたまリ゚む⸣
ぬまい...〕けしからん人。

みたまれ [mitamare]［名］［罵声］〔みたま⸣れま
い...〕盲目な人。罵声として「この野郎」。

みだり [midari]［名］〔みだりま⸣い...〕乱れ。
みだりリ゚ [midariɭ]［動 II類 c型］〔みだりー、み
だりん〕乱れる。

みちゃくちゃ [mitɕakutɕa]［副］めちゃくちゃ。
みつ [mitsɿ]［名］〔み⸣つまい...〕道。道路。人道。
人生。【例】みつェー あリ゚かいん（道は歩けな

い）。

みつーげ [mitsɿːge]［名］〔みつー⸣げまい...〕まつ
毛。

ミ゚つキ゚ [mɿtsɿkɿ]［名］〔ミ゚つ⸣キ゚まい...〕三ヶ月。
みつき [mitsɿki]［名］〔みつ⸣きまい...〕目つき。
まなざし。

みつき [mitsɿki]［名］〔みつきま⸣い...〕目つけ。
探し。

みつギ [mitsɿgɿ]［動 I類 c型］〔みつぎー、みつ
がん〕貢ぐ。面倒を見る。

みつきむぬ [mitsɿkimunu]［名］〔みつきむ⸣ぬま
い...〕見つけもの。探したもの。拾ったもの。

みつぎむぬ [mitsɿgimunu]［名］〔みつぎむ⸣ぬま
い...〕貢物。

みつきリ゚ [mitsɿkiɭ]［動 II類 c型］〔みつきー、み
つきん〕見つける。探す。

みっくく [mikkuku]［名］〔みっく⸣くまい...〕密
告。

みっこー [mikkoː]［名］〔みっこ⸣ーまい...〕密航。
みっじ [middʑi]［名］［地］〔みっ⸣じまい...〕多良
間島の〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

みっすー [missɿː]［動 I類 c型］〔みっすぃー、み
っさん〕見て誰であるかを思い出す。

みつぞろい [mitsɿdzoroi]［名］〔みつぞろ⸣いま
い...〕三つ揃い。背広の一着。上着。チョッキ・
ズボン。

みった [mitta]［名］〔みっ⸣たまい...〕目玉。眼球。
瞳。

みった [mitta]［副］めった。【例】みったん（め
ったに）。かんしーぬ むのー みたん ねーん

（このようなものはめったにない）。

みったかった [mittakatta]［副］めちゃくちゃ。こ
てんぱ。こてんこてん。【例】みったかった す

とぅぎー（こてんぱにたたいた）。

みったま [mittama]［名］〔みった⸣ままい...〕目
玉。眼球。瞳。

みったむぬ [mittamunu]［名］〔みったむ⸣ぬま
い...〕目に入ったごみ。

みつなか [mitsɿnaka]［名］〔みつな⸣かまい...〕道
中。途中。

みつなかば [mitsɿnakaba]［名］〔みつなかばま
い...〕道半。途中。仕事の途中。学問の途中。
【類】「みつムなか」。

みつぬ あっじゃ [mitsɿnu addʑa]［名］〔みつ⸣ぬ
あっじゃ⸢まい...〕道端。道の側。

みっふぁかっふぁ [miffakaffa]［副］めちゃくち
ゃ。こてんぱ。【類】「みったかった」。

みっふぁしゃーリ゚ [miffaɕaːɭ]［形］〔みっふぁ⸣し
ゃまい...〕憎い。憎らしい。

みっふぁむぬ [miffamunu]［名］〔みっふぁむ⸣ぬ
まい...〕憎いもの。憎い人。

みつムなか [mitsɿmnaka]［名］〔みつムな⸣かま
い...〕道路の真ん中。道半ば。途中。【類】「み
つなかば」。

みつむリ゚ [mitsɿmuɭ]［動 I類 c型］〔みつむりー、
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みなうす

みつむらん〕見積もる。

みつゆらり [mitsɿjurari]［名］〔みつゆらりまい...〕
道迷い。

みでぃたい [miditai]［形］〔みでぃた⸣いまい...〕
めでたい。

みどぅ [midu]［名］〔み⸣どぅまい...〕目途。目当。
目標。見通し。

みとぅーす [mituːsɿ]［動 I類 c型］〔みとぅーし
ー、みとぅーしゃん〕見通す。

みとぅどぅき [mituduki]［名］〔みとぅどぅきま⸣
い...〕見届け。

みとぅどぅきリ゚ [mitudukiɭ]［動 II類 c型］〔みと
ぅどぅきー、みとぅどぅきん〕見届ける。

みとぅみリ゚ [mitumiɭ]［動 II類 c型］〔みとぅみ
ー、みとぅみん〕認める。目にとめる。

みどぅム [midum]［名］〔みどぅムま⸣い...〕めど
も。女。女性。

みどぅムあず [midum.adzɿ]［名］〔みどぅムあ⸣ず
まい...〕女按司。才女。女傑。歌謡「あだんや
ぬあず」を参照。

みどぅムあすビ [midum.asɿbɿ]［名］〔みどぅムあ
す⸣ビまい...〕女遊び。

みどぅムいじみ [midum.idʑimi]［名］〔みどぅム
いじ⸣みまい...〕女いじめ。女に苦労させるこ
と。

みどぅムいしゃ [midum.iɕa]［名］〔みどぅムい⸣
しゃまい...〕女医者。女医。【類】「みーいしゃ」。

みどぅムういピとぅ [midum.uipɿtu]［名］〔みど
ぅムういピ⸣とぅまい...〕女性の老人。

みどぅムヴヴぁ [midumvva]［名］〔みどぅムヴ⸣
ヴぁまい...〕女の子。少女。娘。

みどぅムうっとぅ [midum.uttu]［名］〔みどぅム
うっとぅまい...。みどぅムうっ⸣とぅまい...〕妹。
年下の女の子。

みどぅムかた [midumkata]［名］〔みどぅムか⸣た
まい...〕女の方。女の方の親戚。妻側の人たち。

みどぅムかた [midumkata]［名］〔みどぅムか⸣た
まい...〕女踊り。女役の芸。

みどぅムぐい [midumgui]［名］〔みどぅムぐ⸣い
まい...〕女の声。女の声に似ていること。

みどぅムけうだい [midumkeudai]［名］〔みどぅ

ムけうだ⸣いまい...〕女兄弟。姉妹。
みどぅムしゅがリ゚ [midumɕugaɭ]［名］〔みどぅム
しゅが⸣リ゚まい...〕女装。女のように着飾る。

みどぅムしゅぷギ [midumɕupugɿ]［名］〔みどぅ
ムしゅぷ⸣ギまい...〕女性の帯。女帯。

みどぅムすかしゃ [midumsɿkaɕa]［名］〔みどぅ
ムすか⸣しゃまい...〕女たらし。女性口説く人。

みどぅムすかす [midumsɿkasɿ]［名］〔みどぅムす
か⸣すまい...〕女口説き。女性を口説くこと。

みどぅムだつ [midumdatsɿ]［名］〔みどぅムだつ
まい...〕女世帯。寡婦。

みどぅムばんず [midumbandzɿ]［名］〔みどぅム
ばん⸣ずまい...〕女盛り。

みどぅムびー [midumbiː]［名］〔みどぅムび⸣ーま
い...〕女性の座り方。

みどぅムぷーギ [midumpuːgɿ]［名］〔みどぅムぷ
ー⸣ギまい...〕女性の素振り。

みどぅムぶす [midumbusɿ]［名］〔みどぅムぶ⸣す
まい...〕女武士。女傑。才女。

みどぅムぶら [midumbura]［名］〔みどぅムぶ⸣ら
まい...〕女狂いの男。

みどぅムぶり [midumburi]［名］〔みどぅムぶ⸣り
まい...〕女狂い。

みどぅムむき [midummuki]［名］〔みどぅムむ⸣
きまい...〕女向き。女性に適したもの。女性用
のもの。

みどぅムむぬ [midummunu]［名］〔みどぅムむぬ
まい...。みどぅムむ⸣ぬまい...〕女もの。女性用
のもの。

みどぅムムまが [midum.mmaga]［名］〔みどぅム
ムま⸣がまい...〕女の孫。

みどぅムムまり [midum.mmari]［名］〔みどぅム
ムま⸣りまい...〕女性のような男。

みどぅムやらび [midum.jarabi]［名］〔みどぅム
やら⸣びまい...〕女の子。少女。娘。

みどぅムらーすしゃーリ゚[midumraːsɿɕaːɭ]［形］〔み
どぅムらーす⸣しゃまい...〕女性らしい。繊細
である。

みとーや ねーん [mitoːja neːn]［連語］みっとも
ない。

みなうす [minausɿ]［動 I 類 c 型］〔みなうしー、
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みなか

みなうしゃん〕見直す。再見当。

みなか [minaka]［名］〔みな⸣かまい...〕庭。庭中。
⺟屋の庭。屋敷内の広場。

みなぎ [minagi]［名］〔みな⸣ぎまい...〕身投げ。
自殺。

みなり [minari]［名］〔みな⸣りまい...〕身なり。服
装。

みなるー [minaruː]［動 I類 c型］〔みなれー、み
ならーん〕見習う。

ミ゚なんか [mɿnanka]［名］〔ミ゚なんかまい...〕三回
目の七日。死者の二十一日目の法事。

みぬかいリ゚ [minukaiɭ]［動 II類 c型］〔みぬかい
ー、みぬかいん〕見抜かれる。見透される。

みぬがす [minugasɿ]［動 I類 c型］〔みぬがしー、
みぬがしゃん〕見逃す。見落とす。見ていなが

ら許す。

みぬキ゚ [minukɿ]［動 I類 c型］〔みぬきー、みぬ
かん〕見抜く。【例】ヴヴぁうばー みぬきった

（君をば見抜いた）。

みぬふしゃしゃーリ゚ [minufuɕaɕaːɭ]［形］〔みぬふ
しゃ⸣しゃまい...〕憎い。嫌い。

みぬリ゚ [minuɭ]［動 I類 c型］〔みぬりー、みぬら
ん〕実る。稔る。上出来。豊作。【例】くとぅす

ェー ゆーどぅ みぬリ゚（今年は豊作だ）。

みぬんでぃ [minundi]［名］〔みぬんでぃま⸣い...〕
初めて外出すること。産後に初めて外出するこ

と。

みぬんでぃリ゚ [minundiɭ]［動 II類 c型］〔みぬん
でぃー、みぬんでぃん〕初めて外出する。産後

に初めて外出する。

みばい [mibai]［名］〔みば⸣いまい...〕見映え。見
栄え。外観。

みぱが [mipaga]［名］〔みぱ⸣がまい...〕結膜炎の
人。

みばかリ゚ [mibakaɭ]［動 I類 c型］〔みばかりー、
みばからん〕見張る。面倒を見る。世話する。

看護。

みぱぎ [mipagi]［名］［病］〔みぱぎま⸣い...〕結膜
炎。眼病。

みぱぎじゃか [mipagidʑaka]［名］［罵声］〔みぱ
ぎじゃ⸣かまい...〕この野郎。「じゃか」はじゃ

こうねずみ。

みぱぎちゃー [mipagitɕaː]［名］〔みぱぎちゃ⸣ー
まい...〕うすいお茶。何度も湯を注いだ茶。

みぱぎみー [mipagimiː]［名］〔みぱぎみ⸣ーまい...〕
目はげ。目はげ目。ただれ目。

みぱぎむぬ [mipagimunu]［名］〔みぱぎむ⸣ぬま
い...〕目はげ者。目のふちの赤い人。目のただ
れた人。

みぱぎリ゚ [mipagiɭ]［動 II類 c型］〔みぱぎー、み
ぱぎん〕目のふちがただれる。失明する。視力

を失う。

みぱな [mipana]［名］〔みぱ⸣なまい...〕目鼻。顔。
顔つき。【例】みぱなぬ あかム（顔が赤くなる。

赤面。恥ずかしい様）。【類】「うむてぃ」。

みぱなー ねーん [mipanaː neːn]［連語］顔はな
い。面目はない。会わせる顔がない。

みぱながー [mipanagaː]［名］〔みぱなが⸣ーまい...〕
顔の皮。面目。【例】みぱながーう むキ゚（顔の

皮をむく。面子つぶす。恥をかかせる）。

みぱながーや ねーん [mipanagaːja neːn]［連語］
顔の皮はない。恥ずかしくて会わせる顔はな

い。

みぱなじゅーしゃーリ゚ [mipanadʑuːɕaːɭ]［形］〔み
ぱ⸣なじゅーしゃまい...〕顔が強い。あつかま
しい。恥知らず。

ミ゚ぱら [mɿpara]［名］〔ミ゚ぱ⸣らまい...〕三原。仲
筋、塩川、水納の三つの字のこと。

みぱら [mipara]［名］〔みぱ⸣らまい...〕目ぶたに
傷跡のある人。

ミ゚ぱらゆー [mɿparajuː]［名］〔ミ゚ぱらゆーまい...〕
三村の世。仲筋・塩川・水納の世。

みぱリ゚ [mipaɭ]［名］〔みぱ⸣リ゚まい...〕目ぶたの
傷跡。

みぱリ゚ぎー [mipaɭgiː]［名］［植］〔みぱリ゚ぎ⸣ーま
い...〕はりつるまさき。【類】「まっこーぎー」。

ミ゚ピしゅ [mɿpɿɕu]［名］〔ミ゚ピしゅまい...〕三重
のつむじ。三つつむじ。

みふぐ [mifugu]［名］〔みふ⸣ぐまい...〕目窪。目
がへこんでいる。奥目。またはその人。

みふしゃーリ゚ [mifuɕaːɭ]［形］〔みふ⸣しゃまい...〕
憎い。
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みムすぶム

みふしゃむぬ [mifuɕamunu]［名］〔みふしゃむ⸣
ぬまい...〕憎い人。

みふたむぬ [mifutamunu]［名］〔みふたむ⸣ぬま
い...〕憎い人。

みふっじじゃか [mifuddʑidʑaka]［名］［罵声］〔み
ふっじじゃ⸣かまい...〕この野郎。怒鳴ること。
「じゃか」はじゃこうねずみ。

みふっじリ゚ [mifuddʑiɭ]［動 II 類 c 型］〔みふっ
じー、みふっじん〕視力が弱い。視力が弱くな

る。

みふまーリ゚ [mifumaːɭ]［動 I類］〔みふまーりー、
みふまーらん〕〔み⸣ふまーりー ぶリ゚〕目がま

わる。体がふらふらする。めまいする。

みぶん [mibun]［名］〔みぶんまい...〕身分。
ミ゚ぺーり [mɿpeːri]［名］〔ミ゚ぺーりまい...〕三回。
畑に一日三回行く。海に一日に三回行く。

みまーす [mimaːsɿ]［動 I 類 c 型］〔みまーしー、
みまーしゃん〕見回す。

みまーリ゚ [mimaːɭ]［動 I類 c型］〔みまーりー、み
まーらん〕見回る。見てまわる。【類】「いムま

ーリ゚」。

みまいリ゚ [mimaiɭ]［動 II類 c型］〔みまいー、み
まいん〕見舞う。慰める。

みまいリ゚ [mimaiɭ]［動 II類 c型］〔みまいー、み
まいん〕修理する。修繕する。

ミ゚また [mɿmata]［名］〔ミ゚またまい...〕三差路。T
字路。

ミ゚また [mɿmata]［名］〔ミ゚またまい...〕三歩。
みまむリ゚ [mimamuɭ]［動 I類 c型］〔みまむりー、
みまむらん〕見守る。

みまゆ [mimaju]［名］〔みま⸣ゆまい...〕目眉。顔
立ち。容貌。

みまリ゚ [mimaɭ]［名］〔みま⸣リ゚まい...〕ものもら
い。

みみじゃー [mimidʑaː]［名］［魚］〔みみじゃ⸣ー
まい...〕ひめふえだい。

みみず [mimidzɿ]［名］〔みみ⸣ずまい...〕みみず。
みみず [mimidzɿ]［名］〔みみ⸣ずまい...〕傷跡。お
できの痕跡。

みム [mim]［名］〔みムゆーリ゚⸣らまい...〕きのこ。
【例】まつぬみム（松茸）。【類】「あだんぬみム」。

「まつぬみム」。

みム [mim]［名］〔みムま⸣い...〕耳。外耳。【例】
みムゆ ふぁんキ゚ー（耳を噛む。耳を噛み付く）。

みムゆ ふしゃギ（耳を塞ぐ。聞かないふりを

する）。【類】「みムばに」。

みムがー [mimgaː]［名］〔みムが⸣ーまい...〕耳皮。
豚の耳皮を湯がいたもの。

みムがくむん [mimgakumun]［名］〔みムがくむ
⸣んまい...〕耳学問。他人の話で知識を得るこ
と。

みムがみ [mimgami]［名］〔みムが⸣みまい...〕耳
がめ。耳のついたかめ。

みむギー [mimugɿː]［動 I 類 c 型］〔みむギすぃ
ー、みむギさん〕目が老化する。読書が困難に

なる。

みむギすぃリ゚ [mimugɿsiɭ]［動 II 類 c 型］〔みむ
ギすぃー、みむギすぃん〕視力が落ちる。老眼

になる。

みムギぱ [mimgɿpa]［名］〔みムギ⸣ぱまい...〕耳
かんざし。耳かきの付いたかんざし。

みムじゅー [mimdʑuː]［名］［植］〔みムじゅ⸣ーま
い...〕きのこ。

みムじゅーしゃーリ゚ [mimdʑuːɕaːɭ]［形］〔みムじ
ゅー⸣しゃまい...〕聴力が強い。

みムしゅら [mimɕura]［名］〔みムしゅ⸣らまい...〕
耳が反り立って見える人。犬や猫にも言う。【類】

「みムしゅりむぬ」。

みムしゅりむぬ [mimɕurimunu]［名］〔みムしゅ
りむ⸣ぬまい...〕耳が反り立って見える人。犬
や猫にも言う。【類】「みムしゅら」。

みムしゅりリ゚ [mimɕuriɭ]［動 II類 c型］〔みムし
ゅりー、みムしゅりん〕耳を反らせる。犬や馬

の耳を立てる。

みムずつム [mimdzɿtsɿm]［名］〔みムずつ⸣ムま
い...〕ほおかぶり。

みムすピしゃ [mimsɿpɿɕa]［名］〔みムすピ⸣しゃ
まい...〕つんぼ。耳の聞こえない人。

みムすピす [mimsɿpɿsɿ]［動 I類 c型］〔みムすピ
しー、みムすピしゃん〕耳が聞こえない。耳が

聞こえなくなる。

みムすぶム [mimsɿbum]［動 I類 c型］〔みムすぶ
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みムたヴヴぁ

みー、みムすぶまん〕耳が後ろへしぼむ。馬が

怒るとき耳がしぼむこと。

みムたヴヴぁ [mimtavva]［名］〔みムたヴ⸣ヴぁま
い...〕こめかみ。また、こめかみを叩くこと。

みムだつ [mimdatsɿ]［名］〔みムだ⸣つまい...〕耳
の高さ。背くらべをするとき身⻑を表わす。

みムたぶ [mimtabu]［名］〔みムた⸣ぶまい...〕耳
たぶ。

みムだら [mimdara]［名］〔みムだ⸣らまい...〕耳
から臭い膿が出る人。または耳朶が大きくて垂

れている人。【同】「みムだれ」。

みムだリ゚ [mimdaɭ]［名］〔みムだ⸣リ゚まい...〕耳だ
れ。耳から出るくさい膿。

みムだリ゚ [mimdaɭ]［名］〔みムだ⸣リ゚まい...〕耳朶。
外耳。【類】「みムたぶ」。

みムだれ [mimdare]［名］〔みムだ⸣れまい...〕耳
から臭い膿が出る人。または耳朶が大きくて垂

れている人。【同】「みムだら」。

みむっずー [mimuddzɿː]［動 I類 c型］〔みむっじ
ー、みむっじゃん〕視力が弱くなる。視力が衰

える。

みむとぅ [mimutu]［名］〔みむ⸣とぅまい...〕身
元。身許。その人の出生から現在までの事柄。

みムどぅーしゃーリ゚ [mimduːɕaːɭ]［形］〔みムど
ぅー⸣しゃまい...〕耳が遠い。耳が遠くなる。聞
こえが悪くなる。難聴である。

みムなリ゚ [mimnaɭ]［名］〔みムな⸣リ゚まい...〕耳鳴
り。

みムぬ あな [mimnu ana]［名］〔みムぬあ⸣なま
い...〕耳の穴。外耳道。

みムぬ っふぁ [mimnu ffa]［名］〔みムぬっ⸣ふぁ
まい...〕鼓膜。

みムぬ ふしゅ [mimnu fuɕu]［名］〔みムぬふ⸣し
ゅまい...〕耳くそ。耳垢。

みムばに [mimbani]［名］〔みムば⸣にまい...〕耳
羽。外耳。

みムばに [mimbani]［名］〔みムば⸣にまい...〕凧
につける飾り羽。

みムふっずー [mimfuddzɿː]［名］〔みムふっず⸣ー
まい...〕耳をほじくること。耳の掃除。

みムべーしゃーリ゚ [mimbeːɕaːɭ]［形］〔みムべー⸣

しゃまい...〕耳が早い。早耳である。情報を知
ることが早い。

みムべーむぬ [mimbeːmunu]［名］〔みムべ⸣ーむ
ぬまい...〕耳の早い人。早耳。情報を知ること
の早い人。地獄耳。

みムゆ たみリ゚ [mim.ju tamiɭ]［連語］耳を立て
る。注意して聞く。耳をそば立てる。

みやーす [mijaːsɿ]［動 I類 c型］〔みやーしー、み
やーしゃん〕比べる。比較する。【例】かリ゚とぅ

くリ゚とぅ みやーす（あれとこれを比較する）。

みやぎ [mijagi]［名］〔みや⸣ぎまい...〕土産。新
しい言い方。【類】「つっとぅ」。

みやす [mijasɿ]［名］〔みや⸣すまい...〕目安。お
およそ。

みやてぃ [mijati]［名］〔みや⸣てぃまい...〕目当
て。頼り。

みやら [mijara]［名］〔みやら⸣んまい...〕宮良。宮
良集落のこと。仲申。申支部。

ミ゚ゆ [mɿju]［名］〔ミ゚⸣ゆまい...〕澪（みお）。水
脈。リーフの割れたところ。船の通り道。

みリ゚ [miɭ]［接尾］〜める。形容詞などの語根に付
き、他動詞を派生させる。【例】ピすぅみリ゚（広

める）。ぺーみリ゚（早める）。

みリ゚ [miɭ]［名］［海藻］〔みリ゚まい...〕みる。海藻
の一種。

みりきんぐー [mirikinguː]［名］〔みりき⸣んぐー
まい...〕メリケン粉。小⻨粉。【類】「むギぐー」。

みりやす [mirijasɿ]［名］〔みりや⸣すまい...〕メリ
ヤス。

みりん [mirin]［名］〔みりんまい...〕未練。
みるく [miruku]［名］〔みる⸣くまい...〕弥勒。人
間が幸せを求める神様。

みるくがム [mirukugam]［名］〔みるくが⸣ムま
い...〕弥勒神。豊穣の神。

みるくどぅす [mirukudusɿ]［名］〔みるくどぅ⸣す
まい...〕弥勒年。豊年。豊作の年。

みるくゆー [mirukujuː]［名］〔みるくゆ⸣ーまい...〕
弥勒世。豊年。

みるくゆがぷー [mirukujugapuː]［名］〔みるくゆ
がぷ⸣ーまい...〕弥勒世果報。豊年満作の果報。

みわき [miʋaki]［名］〔みわきまい...。みわ⸣きま
480



ム

い...〕見分け。
みわきリ゚ [miʋakiɭ]［動 II類 c型］〔みわきー、み
わきん〕見分ける。

みんがす [mingasɿ]［動 I 類 a 型］〔みんがしー、
みんがしゃん〕揉ませる。疲労した体をもませ

る。特に筋肉痛にもませる。

みんギ [mingɿ]［動 I類 a型］〔みんぎー、みんが
ん〕揉む。疲労した体をもみほぐす。

みんきゅ [minkju]［名］〔みんきゅまい...〕免許。
みんじゃ [mindʑa]［名］〔みんじゃまい...。みん⸣
じゃまい...〕かんぱち。頭の傷跡。【類】「ぷて
ぃ」。

みんしゅく [minɕuku]［名］〔みんしゅくまい...〕
免職。

みんたま [mintama]［名］〔みんた⸣ままい...〕目
ん玉。目玉。眼球。瞳。

みんどー [mindoː]［名］〔みんどーまい...〕面倒。
うるさいこと。厄介なこと。

みんな [minna]［名］［地］〔みんなまい...〕水納。
水納島。

みんなうたき [minnautaki]［名］〔みんなうたき
まい...〕水納御嶽。

みんなじんじゃ [minnadʑindʑa]［名］〔みんなじ
んじゃまい...〕水納神社。

みんなずま [minnadzɿma]［名］［地］〔みんなず
まんまい...〕水納島。多良間村字水納。ニコラ
イ・ネフスキーによれば、往古、百合若大臣と

いう人が鹿児島へ帰ってから、臣下を分けて水

納島へ送った。その時から水納島は栄えた。

みんなばし [minnabaɕi]［名］〔みんなばしまい...〕
水納島と多良間島の間。

みんなピとぅ [minnapɿtu]［名］〔みんなピとぅま
い...〕水納人。水納島出身の人。

みんなふつ [minnafutsɿ]［名］〔みんなふつまい...〕
水納語。水納島方言。

みんなぺーゆぬす [minnapeːjunusɿ]［名］〔みん⸣
なぺー⸢ゆぬすまい...〕水納島の首⻑。伝説上
の人物。

みんなみじゃす [minnamidʑasɿ]［名］〔みんなみ
じゃすまい...〕水納目差。水納島の首⻑。

みんよー [min.joː]［名］〔みんよ⸣ーまい...〕⺠謡。

島歌。沖縄県を代表する叙情歌。〈たらましゅ

んかに〉。

ム [m]［接尾］〜む。主に形容詞の語根に付き「〜
の状態になる」という意味の動詞を派生させ

る。【例】っすぅム（白む）。っふム（黒くなる）。

ム [m]［接尾］M語尾。様々な動詞形に付き、話
し手の確信や意思などを表す。【例】あが なら

ーすムどー（私が教えるよ）。ムーな ふーたム

（全部食べたぞ）。
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むい [mui]［名］〔むいまい...〕燃え。燃えること。
むい [mui]［名］〔むいまい...〕萌え。生え。芽生
え。

むいかーリ゚ [muikaːɭ]［動 I類 a型］〔むいかーり
ー、むいかーらん〕生え変わる。植物が生え変

わる。⻭や爪が生え変わる。

むいかヴヴィ゚ [muikavvɿ]［動 I類 c型］〔むいか
ヴヴぃー、むいかヴヴぁん〕生い茂る。

むいかぎん [muikagin]［名］〔むいかぎ⸣んまい...〕
燃え加減。燃え具合。

むいキ゚ [muikɿ]［動 I類 c型］〔むいきー、むいか
ん〕動く。働く。【例】むいかん（動かない。不

動）。てぃーぬ むいキ゚（手が動く・手が働く）。

【同】「むゆキ゚」。【類】「ういキ゚」。

むいキ゚じゅーしゃーリ゚ [muikɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔む
いキ゚じゅー⸣しゃまい...〕よく働くこと。またそ
の人。

むいぐりしゃーリ゚ [muiguriɕaːɭ]［形］〔むいぐり⸣
しゃまい...〕燃えにくい。

むいぐる [muiguru]［名］〔むいぐるまい...〕燃え
るのによい状態。乾いた状態の薪。

むいぐる [muiguru]［名］〔むいぐるまい...〕燃え
殻。燃え粕。

むいじゃうき [muidʑauki]［名］〔む⸣いじゃうき
まい...〕箕（み）。穀物をゆすって選別するの
に使う浅いざる。【同】「むいじょーき」。

むいじょーき [muidʑoːki]［名］〔むいじょー⸣き
まい...〕箕（み）。穀物をゆすって選別するの
に使う浅いざる。【同】「むいじゃうき」。

むいっす [muissɿ]［動 I類 c型］〔むいっしー、む
いっしゃん〕生えさせる。植物を育てる。

むいっす [muissɿ]［動 I類 c型］〔むいっしー、む
いっしゃん〕穀物を精げさせる。

むいっす [muissɿ]［動 I類 a型］〔むいっしー、む

いっしゃん〕燃えさせる。

むいぬくリ゚ [muinukuɭ]［名］〔むいぬくリ゚まい...〕
燃え残り。

むいぱてぃリ゚ [muipatiɭ]［動 II類 a型］〔むいぱ
てぃー、むいぱてぃん〕燃え果てる。燃えつき

る。

むいビー [muibɿː]［名］〔むいビ⸣ーまい...〕炭火。
木炭。

むいピー [muipɿː]［名］〔むいピ⸣ーまい...〕ほの
お。火。

むいピすぅがリ゚ [muipɿsugaɭ]［動 I類 a型］〔む
いピすぅがりー、むいピすぅがらん〕燃え広が

る。

むいムー [muimm]［名］〔むいム⸣ーまい...〕生
え芋。収穫した芋畑に取り残した芋が生えるこ

と。

むいむギ [muimugɿ]［名］〔むいむ⸣ギまい...〕脱
穀した⻨。

むいやすしゃーリ゚ [muijasɿɕaːɭ]［形］〔むいやす⸣
しゃまい...〕燃えやすい。

むいリ゚ [muiɭ]［動 II 類 c 型］〔むいー、むいん〕
穀物を精げる。

むいリ゚ [muiɭ]［動 II類 a型］〔むいー、むいん〕
燃える。【例】むいん（燃えない）。

むいリ゚ [muiɭ]［動 II 類 c 型］〔むいー、むいん〕
萌える。生える。芽を出す。【例】むいん（生え

ない）。

ムー [mm]［名］［植］〔ムーま⸣い...〕芋。さつも
いも。塊根。

ムー [mm]［動 I類］〔ムみー、ムまん〕〔ムーま
い...〕踏む。【例】ずーう ムー（地を踏む）。【類】

「ムーぱギ」。

ムー [mm]［動 I類 c型］〔ムみー、ムまん〕履く。
【例】しゃばう ムー（草履を履く）。

ムー [mm]［動 I類 c型］〔ムみー、ムまん〕汲む。
水を汲む。【例】みずう ムー（水を汲む）。

ムー [mm]［動 I類 c型］〔ムみー、ムまん〕熟す
る。果物が熟する。【例】ばしょーぬなリ゚ら ム

みった（バナナは熟した）。

ムー [mm]［動 I 類 c 型］〔ムみー、ムまん〕績
む。麻の繊維を織り糸に績むこと。【類】「ぶー
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ムー」。

ムー [mm]［動 I類 c型］〔ムみー、ムまん〕膿む。
化膿すること。【例】にぶとぅぬ ムー（おでき

が化膿する）。

むー [muː]［名］六。六つ。六歳。六個。
むー [muː]［名］［海藻］〔むーまい...〕藻（も）。
もずく。

むー [muː]［名］〔むーまい...。むーま⸣い...〕い
み。忌。喪。

ムーあけおだ [mm.akeoda]［名］〔ムーあけお⸣だ
まい...〕芋を売り歩く人。芋商人。

ムーあるー [mm.aruː]［名］〔ムーある⸣ーまい...〕
芋洗い。芋を洗う。

ムーがー [mmgaː]［名］〔ムーが⸣ーまい...〕芋の
皮。食べ残った皮。【類】「ふイ゚でぃ」。

ムーがーら [mmgaːra]［名］〔ムーがー⸣らまい...〕
芋の切り干し。

ムーがーら [mmgaːra]［名］〔ムーがー⸣らまい...〕
芋を輪切にして日に干したもの。

ムーかす [mmkasɿ]［名］〔ムーか⸣すまい...〕芋
粕。芋の澱粉をとった粕。

ムーかでぃ [mmkadi]［名］〔ムーか⸣でぃまい...〕
芋取り。芋の収穫。

ムーキ゚ [mmkɿ]［動 I類 a型］〔ムーきー、ムーか
ん〕汲み入れる。【例】たぐんけー ムーキ゚（桶

に水を入れる）。

ムーキ゚ [mmkɿ]［動 I類 a型］〔ムーきー、ムーか
ん〕踏む。踏み込む。踏みつける。

ムーぎー [mmgiː]［名］［植］〔ムーぎ⸣ーまい...〕
さつま芋。さつま芋の木。いもづる。

ムーぎーぐる [mmgiːguru]［名］〔ムーぎ⸣ーぐる
まい...〕芋殻。芋かずら。

ムーぎーしゃに [mmgiːɕani]［名］〔ムーぎ⸣ーし
ゃにまい...〕芋苗。芋づるの苗。

ムーぎーとぅリ゚ [mmgiːtuɭ]［名］〔ムーぎ⸣ーとぅ
リ゚まい...〕芋苗を取ること。

ムーぎーなか [mmgiːnaka]［名］〔ムーぎ⸣ーなか
まい...〕芋畑。芋畑の中。

ムーぎーぬ ぱー [mmgiːnu paː]［名］〔ムーぎー⸣
ぬぱーまい...〕いもづるの葉。和えもの料理に
する。

ムーぎーぬ ぱーじゅー [mmgiːnu paːdʑuː]［名］
〔ムーぎー⸣ぬぱーじゅーまい...〕芋づるの葉の
おつゆ。

ムーぎーぬ ぱーじゅーし [mmgiːnu paːdʑuːɕi]
［名］〔ムーぎー⸣ぬぱー⸢じゅー⸣しまい...〕芋の
葉の雑炊。

ムーぎーぬ ぱな [mmgiːnu pana]［名］〔ムーぎ
ー⸣ぬぱなまい...〕芋の花。朝顔の花に似てい
る。

ムーキ゚んキ゚ [mmkɿnkɿ]［動 I類 a型］〔ムーキ゚ん
きー、ムーキ゚んかん〕踏み付ける。

ムーく [mmku]［名］〔ムー⸣くまい...〕膿。傷が
化膿してできた粘液。

ムーくいリ゚ [mmkuiɭ]［動 II類 a型］〔ムーくい
ー、ムーくいん〕踏み越える。【同】「ふムくい

リ゚」。

ムーくず [mmkudzɿ]［名］〔ムーく⸣ずまい...〕芋
の澱粉。

ムーくずがな [mmkudzɿgana]［名］〔ムーくずが
⸣なまい...〕芋すり器。芋の澱粉を取る用具。お
ろし器。【類】「しゃみ」。

ムーぐる [mmguru]［名］〔ムーぐ⸣るまい...〕芋
の部分を取った芋づる。

むーずー [muːdzɿː]［動 I類 c型］〔むーっじー、む
ーっじゃん〕視力が弱くなる。視力が衰える。

ムーた [mmta]［名］〔ムー⸣たまい...〕木の実。草
の実。

ムーたぎー [mmtagiː]［名］［植］〔ムー⸣たぎーま
い...〕ふくまんぎ。小粒の実をつける。

ムーたビ [mmtabɿ]［名］〔ムーた⸣ビまい...〕いぬ
びわ。

ムーたビぎー [mmtabɿgiː]［名］［植］〔ムーた⸣ビ
ぎーまい...〕いぬびわ。

ムーだり [mmdari]［名］〔ムーだりまい...〕煮た
さつまいもを水に溶かしたもの。家畜の飼料。

ムーつ [mmtsɿ]［名］〔ムーつまい...〕六。六つ。
六歳。

ムーつきリ゚ [mmtsɿkiɭ]［動 II類 a型］〔ムーつき
ー、ムーつきん〕踏みつける。

ムーてぃ [mmti]［名］〔ムーてぃまい...〕六年。
ムーでぃリ゚[mmdiɭ]［名］〔ムーでぃ⸣リ゚まい...〕芋
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を入れるざる。芋籠。

ムーでぃリ゚ [mmdiɭ]［動 II類 a型］〔ムーでぃー、
ムーでぃん〕汲み出る。汲み出す。入れ物や鍋

から水や汁を汲み出す。

ムーな [mmna]［名］〜辺り。〜ぐらい。場所を表
す名詞に付き「〜辺り」を表わし、量や程度な

どを表す名詞に付き「〜ぐらい」を表す。【例】

くまムーな（ここら辺）。かまムーな（あの辺

り）。ぱるムーな（畑の辺り）。

ムーな [mmna]［名］〔ムーなまい...〕みんな。全
部。全員。皆。【例】ムーなしー（みんなで。皆

揃って）。ムーなしー うギないる（皆で集めな

さい）。

ムーな ぐー [mmna guː]［連語］皆同じだ。同類
という意味。

ムーなしー [mmnaɕiː]［連語］皆で。全員で。【類】
「ムーなにー」。

ムーなにー [mmnaniː]［連語］皆で。全員で。【類】
「ムーなしー」。

ムーなやー [mmnajaː]［名］〔ムーなやーまい...〕
留守。空き家。

ムーにー [mmniː]［名］〔ムーに⸣ーまい...〕芋を
煮ること。いも炊き。

ムーにーずぶん [mmniːdzɿbun]［名］〔ムーにー
ずぶ⸣んまい...〕芋が炊きあがる時分。芋を炊
く時間。

ムーにーなび [mmniːnabi]［名］〔ムーにーな⸣び
まい...〕芋を炊く鍋。

ムーぬ イ゚ー [mmnu ɿː]［名］〔ムーぬイ゚⸣ーまい...〕
芋の飯。炊いた芋を搗き捏ねたもの。

ムーぬ イ゚ーぎー [mmnu ɿːgiː]［名］［植］〔ムー
ぬイ゚⸣ーぎーまい...〕むらさきしきぶ。

ムーぬ すー [mmnu sɿː]［名］〔ムーぬす⸣ーま
い...〕芋を炊いた残り水。

ムーばギ [mmbagɿ]［動 I類 a型］〔ムーばぎー、
ムーばがん〕踏みつける。踏む。

ムーばた [mmbata]［名］〔ムーば⸣たまい...〕い
も腹。三度の食事の主食は芋だった。

ムーばとぅ [mmbatu]［名］［鳥］〔ムーば⸣とぅま
い...〕鳩。きじばと。【類】「ぱとぅ」。「ぱとぅ
がみ」。

ムーぱなだら [mmpanadara]［名］〔ムーぱなだ⸣
らまい...〕膿鼻垂れの人。⻘洟垂れの人。【同】
「ムーぱなだれ」。

ムーぱなだリ゚ [mmpanadaɭ]［名］〔ムーぱなだ⸣リ゚
まい...〕膿鼻垂れ。⻘洟垂れ。

ムーぱなだれ [mmpanadare]［名］〔ムーぱなだ⸣
れまい...〕膿鼻垂れの人。⻘洟垂れの人。【同】
「ムーぱなだら」。

ムーばリ゚ [mmbaɭ]［動 I類 c型］〔ムーばりー、ム
ーばらん〕踏む。踏みつける。【同】「ふムばリ゚

」。

ムーぱんびム [mmpanbim]［名］〔ムーぱんび⸣ム
まい...〕芋てんぷら。

ムーぷーリ゚ [mmpuːɭ]［名］〔ムーぷー⸣リ゚まい...〕
芋の豊作祈願行事。旧暦 6月。

ムーぷリ゚ [mmpuɭ]［名］〔ムーぷ⸣リ゚まい...〕いも
掘り。いも収穫。

ムーます [mmmasɿ]［動 I類 c型］〔ムーましー、
ムーましゃん〕熟させる。果物を熟させる。

ムーみす [mmmisɿ]［名］〔ムーみ⸣すまい...〕い
も神酒。さつまいもで造る神酒。

ムーむぬ [mmmunu]［名］〔ムーむぬまい...〕熟
した物。

ムーむぬ [mmmunu]［名］〔ムーむぬまい...〕履
き物。

ムか [mka]［名］〔ムかまい...〕糠。
ムかーす [mkaːsɿ]［動 I類 a型］〔ムかーしー、ム
かーしゃん〕向わす。向ける。向き合わせる。

【例】やーんけー ムかーす（家に向って行かせ

る）。ムかーしー たたす（向かい合わせて立た

す）。ふたーリ゚る ムかーす（二人を向き合わせ

る）。

ムかい [mkai]［名］〔ムかいまい...〕迎え。【例】
ふなムかい（船迎え）。

ムかい [mkai]［名］〔ムかいんまい...〕向い。正
面。向い側。

ムかいかでぃ [mkaikadi]［名］〔ムかいか⸣でぃま
い...〕向い風。逆風。

ムかいリ゚ [mkaiɭ]［動 II類 a型］〔ムかいー、ム
かいん〕迎える。

むかす [mukasɿ]［名］〔むかすまい...〕昔。以前。
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新しい言い方。【類】「かながい」。「んけーん」。

ムかどぅ [mkadu]［名］〔ムかどぅまい...〕六角。
六角の凧。

ムから [mkara]［名］〔ムからまい...〕六匹。
むかん [mukan]［連語］適しない。適正を欠く。
向かん。

むキ゚ [mukɿ]［動 I類 a型］〔むきー、むかん〕向
く。右に向く。左に向く。

むキ゚ [mukɿ]［動 I類 a型］〔むきー、むかん〕皮
をむく。さとうきびの皮をむく。

むき [muki]［名］〔むきまい...〕向き。適するこ
と。適正であること。

むギ [mugɿ]［名］［植］〔むギま⸣い...〕⻨。大⻨。
小⻨。

むぎー [mugiː]［名］〔むぎーまい...〕無芸。
むきーかく [mukiːkaku]［名］〔むきーかくうま
い...〕無計画。

むぎーむぬ [mugiːmunu]［名］〔むぎーむぬまい...〕
無芸者。

むギうばん [mugɿuban]［名］〔むギうば⸣んまい...〕
⻨ご飯。

むキ゚かー [mukɿkaː]［名］〔むキ゚かーまい...〕剥き
皮。剥いた皮。果物やバナナなどの剥いた皮。

むギがー [mugɿgaː]［名］〔むギが⸣ーまい...〕⻨
の皮。⻨を粉にした後の皮。石臼で粉にする。

むギかうず [mugɿkaudzɿ]［名］〔むギかう⸣ずま
い...〕⻨麹。【同】「むギこーず」。

むギかつ [mugɿkatsɿ]［名］〔むギか⸣つまい...〕⻨
打ち。⻨の脱穀。くるり棒で脱穀すること。

むギかリ゚ [mugɿkaɭ]［名］〔むギか⸣リ゚まい...〕⻨
刈り。⻨の収穫。

むギくー [mugɿkuː]［名］〔むギく⸣ーまい...〕⻨
粉。メリケン粉。てんぷら用。【類】「みりきん

ぐー」。

むギぐる [mugɿguru]［名］〔むギぐ⸣るまい...〕⻨
わら。

むギぐるぼーし [mugɿguruboːɕi]［名］〔むギぐ⸣
るぼーしまい...〕⻨わら帽子。

むギこーず [mugɿkoːdzɿ]［名］〔むギこーずまい...〕
⻨麹。【同】「むギかうず」。

むギだーら [mugɿdaːra]［名］〔むギだー⸣らまい...〕

⻨俵。収穫した⻨を俵にする。

むギだに [mugɿdani]［名］〔むギだにまい...〕⻨
の種子。

むギなか [mugɿnaka]［名］〔むギな⸣かまい...〕⻨
畑。【類】「むギばたき」。「むギばる」。

むギぬ イ゚ー [mugɿnu ɿː]［名］〔むギぬイ゚⸣ーま
い...〕⻨飯。

むギぬ ぷー [mugɿnu puː]［名］〔むギぬぷ⸣ーま
い...〕⻨の穂。

むギぬ ゆー [mugɿnu juː]［名］〔むギぬゆ⸣ーま
い...〕⻨のお粥。

むギばたき [mugɿbataki]［名］〔むギばた⸣きま
い...〕⻨畑。【類】「むギなか」。「むギばる」。

むギばる [mugɿbaru]［名］〔むギば⸣るまい...〕⻨
畑。【類】「むギなか」。「むギばたき」。

むギピキ゚ [mugɿpɿkɿ]［名］〔むギピ⸣キ゚まい...〕⻨
を石臼でひくこと。⻨粉をつくる。

むギぷーリ゚ [mugɿpuːɭ]［名］〔むギぷー⸣リ゚まい...〕
⻨穂礼。旧暦 3月に行われる神事。

むギぶき [mugɿbuki]［名］〔むギぶ⸣きまい...〕⻨
の籾殻。

むギまキ゚ [mugɿmakɿ]［名］〔むギま⸣キ゚まい...〕⻨
播き。10月頃。

むギむつー [mugɿmutsɿː]［名］〔むギむつ⸣ーま
い...〕⻨の粉で作る餅。

むきリ゚ [mukiɭ]［動 II類 a型］〔むきー、むきん〕
向ける。仕向ける。

むきリ゚ [mukiɭ]［動 II類 a型］〔むきー、むきん〕
皮がむけること。

むく [muku]［名］〔む⸣くまい...〕婿。
むくあじゃ [mukuadʑa]［名］〔む⸣くあじゃまい...〕
姉の夫。婿兄。義兄。

むくい [mukui]［名］〔むくいまい...〕報い。仕返
し。

むくいリ゚ [mukuiɭ]［動 II類 a型］〔むくいー、む
くいん〕報いる。

むくきょーだい [mukukjoːdai]［名］〔む⸣くきょ
ーだいまい...〕婿兄弟。妻同志の義兄弟。

むくざい [mukudzai]［名］〔むくざ⸣いまい...〕木
材。

むくじゃう [mukudʑau]［名］〔む⸣くじゃうまい...〕
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むくじょー

花嫁を司る人。世話人。媒酌人。【同】「むくじ

ょー」。

むくじょー [mukudʑoː]［名］〔む⸣くじょーまい...〕
花嫁を司る人。世話人。媒酌人。【同】「むくじ

ゃう」。

むくぞーしん [mukudzoːɕin]［名］〔むくぞーし⸣
んまい...〕木造船。

むくてぃき [mukutiki]［名］〔むくてぃ⸣きまい...〕
目的。

むくとぅリ゚ [mukutuɭ]［名］〔む⸣くとぅリ゚⸢まい...〕
婿取り。娘に婿を迎えること。

むくまう [mukumau]［名］［植］〔むくま⸣うま
い...〕もくまおう。【同】「むくもー」。

むくみ [mukumi]［名］〔むくみまい...〕木目。製
材した柱や板の木目。

むぐム [mugum]［動 II類 a型］〔むー、むん〕無
言である。無口である。黙る。寡黙。

むくもー [mukumoː]［名］［植］〔むくも⸣ーまい...〕
もくまおう。【同】「むくまう」。

むくやーがー [mukujaːgaː]［名］［井戸］〔む⸣くや
ーがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

むくよーし [mukujoːɕi]［名］〔む⸣くよーしまい...〕
婿養子。

むぐリ゚ [muguɭ]［動 I類 a型］〔むぐりー、むぐ
らん〕潜る。水中に潜る。潜水する。ミミズが

土に潜る。潜伏する。

むくるム [mukurum]［動 I類 c型］〔むくるみー、
むくるまん〕もくろむ。

ムけー [mkeː]［名］〔ムけーまい...〕向くこと。
【例】ムけー キ゚ー（向ってくる）。

ムけー キ゚ー [mkeː kɿː]［連語］迎えて来る。
ムけー たつ [mkeː tatsɿ]［連語］向かい合って立
つ。

むげーらす [mugeːrasɿ]［動 I類 a型］〔むげーら
しー、むげーらしゃん〕濁らす。台風は海を濁

らす。【同】「むっげーらす」。

むげーリ゚ [mugeːɭ]［動 I類 c型］〔むげーりー、む
げーらん〕濁る。

むげーリ゚じゃき [mugeːɭdʑaki]［名］〔むげーリ゚じ
ゃ⸣きまい...〕濁り酒。とぶろく。

むげーリ゚みず [mugeːɭmidzɿ]［名］〔むげーリ゚み⸣

ずまい...〕濁り水。汚れ水。
むしきにん [muɕikinin]［名］〔むしきにんまい...〕
無責任。

ムしゃ [mɕa]［感］よせ。だめ。やるな。否定に
言う。【例】ムしゃ すな（よせ、やるな）。ム

しゃ すてぃー うき（よせ止めておけ）。

ムじゃうしゃ [mdʑauɕa]［名］〔ムじゃう⸣しゃま
い...〕あわれ。かわいそう。無情。【同】「ムじ
ょーしゃ」。

ムじゃうしゃーリ゚ [mdʑauɕaːɭ]［形］〔ムじゃう⸣
しゃまい...〕無情。なさけない。【同】「ムじょ
ーしゃーリ゚」。

ムじゃうな むぬ [mdʑauna munu]［名］〔ムじゃ
うなむぬまい...〕気の毒な者。【同】「ムじょー
なむぬ」。

ムじゃうなぎしゃーリ゚ [mdʑaunagiɕaːɭ]［形］〔ム
じゃうなぎ⸣しゃまい...〕哀れに見える。かわ
いそうだ。【同】「ムじょーなぎしゃーリ゚」。

ムじゃうなしゃーリ゚ [mdʑaunaɕaːɭ]［形］〔ムじ
ゃうな⸣しゃまい...〕哀れである。なさけない。
【例】ムじゃうな ピとぅ（無情な人）。

むしゃむしゃ [muɕamuɕa]［擬］〔むしゃむしゃ
てぃー...〕毛むじゃらにいう。毛深いこと。

ムしゅ [mɕu]［名］〔ムしゅまい...。ムしゅゆーリ゚
⸣らまい...〕味噌。

ムじゅ [mdʑu]［名］〔ムじゅまい...〕溝。側溝。低
い所。水を流すための溝。

ムしゅあい [mɕuai]［名］〔ムしゅあいまい...〕味
噌和え。

ムじゅい [mdʑui]［名］［干支］〔ムじゅ⸣いまい...〕
⺒年。⺒年生れ。十二支の六番目。蛇年。【類】

「ムぬてぃ」。

ムしゅがみ [mɕugami]［名］〔ムしゅがみまい...〕
味噌がめ。

ムじゅしゃらい [mdʑuɕarai]［名］〔ムじゅしゃら
⸣いまい...〕溝さらえ。

ムしゅずき [mɕudzɿki]［名］〔ムしゅずきまい...〕
味噌漬け。

ムしゅずきリ゚ [mɕudzɿkiɭ]［名］〔ムしゅずき⸣リ゚ま
い...〕味噌つぼ。味噌を入れる竹筒。

ムしゅだり [mɕudari]［名］〔ムしゅだりまい...〕
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むたぎリ゚

味噌だれ。味噌を水や湯に溶かしたもの。

ムしゅつき [mɕutsɿki]［名］〔ムしゅつ⸣きまい...〕
味噌造り。

ムしゅな [mɕuna]［名］［植］〔ムしゅなまい...〕
ふだんそう。

ムじょーしゃ [mdʑoːɕa]［名］〔ムじょーしゃま
い...〕あわれ。かわいそう。【同】「ムじゃうし
ゃ」。

ムじょーしゃーリ゚ [mdʑoːɕaːɭ]［形］〔ムじょー⸣し
ゃまい...〕無情。なさけない。【同】「ムじゃう
しゃーリ゚」。

ムじょーな むぬ [mdʑoːna munu]［名］〔ムじょ
ーなむぬまい...〕気の毒な者。【同】「ムじゃう
なむぬ」。

ムじょーなぎしゃーリ゚ [mdʑoːnagiɕaːɭ]［形］〔ム
じょーなぎ⸣しゃまい...〕哀れに見える。かわ
いそうだ。【同】「ムじゃうなぎしゃーリ゚」。

むじん [mudʑin]［名］〔むじんまい...〕無尽。担
保。

むす [musɿ]［名］〔むすまい...〕虫。虫の総称。【例】
むすぬ つキ゚（虫がつく。作物に虫がつく）。

むず [mudzɿ]［名］［植］〔むずまい...〕里芋。
むすいヴヴぃ [musɿivvi]［名］〔むすいヴ⸣ヴぃま
い...〕虫を恐がること。

ムすー [msɿː]［名］〔ムす⸣ーまい...〕味噌汁。主
として味噌を溶かしたものに言う。

むすうくリ゚ [musɿukuɭ]［名］〔むすうくリ゚まい...〕
虫送り。大祓い。農作物の害虫を海へ流して豊

作を祈願する行事。【類】「うぷり」。

ムすーなび [msɿːnabi]［名］〔ムす⸣ーなびまい...〕
汁鍋。おつゆ鍋。

ムすーまかリ゚ [msɿːmakaɭ]［名］〔ムす⸣ーまかリ゚
まい...〕汁椀。

ムずが [mdzɿga]［名］〔ムずがまい...〕顔のよく
ない人。不美人。男性にも言う。【類】「ムずぎ

むぬ」。

ムずぎしゃーリ゚ [mdzɿgiɕaːɭ]［形］〔ムずぎしゃま
い...〕顔がよくない。仕事に品がない。

ムずぎむぬ [mdzɿgimunu]［名］〔ムずぎむ⸣ぬま
い...〕容貌のまずい人。【類】「ムずが」。

むすくだす [musɿkudasɿ]［名］〔むすくだ⸣すま

い...〕虫くだし。回虫を駆除する。
むすぬ くー [musɿnu kuː]［名］〔むすぬく⸣ーま
い...〕虫の食った跡。

むすばー [musɿbaː]［名］〔むすばーまい...〕虫⻭。
むすぱー [musɿpaː]［名］［虫］〔むすぱ⸣ーまい...〕
やすで。【類】「あまだリ゚むす」。

むすビ [musɿbɿ]［動 I類 a型］〔むすびー、むす
ばん〕結ぶ。糸などを結ぶ。

むすふしゅリ゚ [musɿfuɕuɭ]［名］〔むすふしゅ⸣リ゚ま
い...〕虫下し薬。

むずふリ゚ [mudzɿfuɭ]［名］〔むずふ⸣リ゚まい...〕作
物。農作物。

むすムー [musɿmm]［名］〔むすム⸣ーまい...〕虫
に食われた芋。

むすわー [musɿʋaː]［名］〔むすわーまい...〕虫の
ついた豚。寄生虫のいる豚。

むすんが [musɿnga]［副］もしかしたら。万一。も
しも。【例】むすんが いしゃぬ ぶらーだかー

（もしも医者がいないなら）。

むすんがぬ ばー [musɿnganu baː]［連語］もしも
の時。万一。

ムた [mta]［名］〔ムたま⸣い...〕土。土壌。
むだ [muda]［形］〔むだまい...〕無駄。無益。役
立たず。

むたいリ゚ [mutaiɭ]［動 II類 c型］〔むたいー、む
たいん〕もたれる。寄りかかる。面倒を見られ

る。

むたいリ゚ [mutaiɭ]［動 II類 c型］〔むたいー、む
たいん〕悪霊にとりつかれる。

ムたがーら [mtagaːra]［名］〔ムたがー⸣らまい...〕
土塊。土くれ。

むたがらす [mutagarasɿ]［動 I 類 c 型］〔むたが
らしー、むたがらしゃん〕盛り上げさせる。

むたがリ゚ [mutagaɭ]［動 I類 c型］〔むたがりー、
むたがらん〕盛り上がる。

むたぎばら [mutagibara]［名］〔むたぎば⸣らま
い...〕持ち上げる後の痛み。

むたぎリ゚ [mutagiɭ]［動 II類 c型］〔むたぎー、む
たぎん〕持ち上げる。力いっぱい重い物を持ち

上げる。

むたぎリ゚ [mutagiɭ]［動 II類 c型］〔むたぎー、む
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ムたす

たぎん〕首をもたげる。台頭。蛇ががま首をも

たげる。

ムたす [mtasɿ]［動 I類 c型］〔ムたしー、ムたし
ゃん〕満たす。水を満たす。満潮を待つことに

も言う。【例】ムたしーから（満潮になってか

ら。満潮を待つこと）。

むたす [mutasɿ]［動 I類 c型］〔むたしー、むた
しゃん〕持たせる。与える。呉れる。

ムただリ゚ [mtadaɭ]［動 II 類 c 型］〔ムただりー、
ムただりん〕土で汚れる。【同】「ムただりリ゚」。

ムただり [mtadari]［名］〔ムただ⸣りまい...〕土汚
れ。体や衣服が土で汚れること。どろだらけ。

ムただりリ゚ [mtadariɭ]［動 II類 c型］〔ムただり
ー、ムただりん〕土で汚れる。【同】「ムただリ゚

」。

ムたつ [mtatsɿ]［動 I類 a型］〔ムたてぃー、ムた
たん〕直立する。突き立つ。

ムたてぃリ゚ [mtatiɭ]［動 II類 a型］〔ムたてぃー、
ムたてぃん〕立てる。立たせる。電柱を立てる。

ムたばす [mtabasɿ]［動 I 類 c 型］〔ムたばしー、
ムたばしゃん〕いじらす。指先で触れて遊ぶ。

おもちゃで遊ばせる。

ムたばつ [mtabatsɿ]［名］［昆虫］〔ムたば⸣つま
い...〕土蜂。じがばち。土で巣を作る。

ムたばる [mtabaru]［名］〔ムたばるんまい...〕土
原。土原部落。仲子。ねーしぶ。

ムたばるうがム [mtabaruugam]［名］〔ムたばる
うがム⸣ーまい...〕仲筋の八月おどり場。土原
御願所。

ムたばるとぅゆめ [mtabarutujume]［名］〔ムたば
るとぅゆ⸣めまい...〕土原豊見親。土原春源公
のこと。幼少にして体格に恵まれ、牛と闘うほ

どの力持ち。1500 年に八重山のアカハチ征伐
に参戦し、1520年には与那国征伐に参戦した。
琉球国王から「豊見親」の称号を授かる。多良

間島の首⻑となる。村史参照。

ムたビ [mtabɿ]［動 I類 c型］〔ムたびー、ムたば
ん〕いじる。

ムたビむぬ [mtabɿmunu]［名］〔ムたビむ⸣ぬま
い...〕いじるもの。玩具。

ムたぶき [mtabuki]［名］〔ムたぶ⸣きまい...〕土

ほこり。土芥。

ムだらす [mdarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ムだらしー、
ムだらしゃん〕破らせる。壊させる。

ムだリ゚ [mdaɭ]［動 I類 c型］〔ムだりー、ムだら
ん〕破る。壊す。

ムだりむぬ [mdarimunu]［名］〔ムだりむ⸣ぬま
い...〕こわれもの。器具や機械が故障したもの。

ムだりやすしゃーリ゚ [mdarijasɿɕaːɭ]［形］〔ムだり
やす⸣しゃまい...〕こわれ易い。

ムだりリ゚ [mdariɭ]［動 II類 c型］〔ムだりー、ム
だりん〕こわれる。破れる。

むちーらいリ゚ [mutɕiːraiɭ]［動 II類 a型］〔むちー
らいー、むちーらいん〕用いられる。

むちーらいん [mutɕiːrain]［連語］用いられない。
用をなさない。役に立たない。

むちゃー [mutɕaː]［名］〔むちゃーまい...〕餅粟。
むちゃーす [mutɕaːsɿ]［動 I 類 c 型］〔むちゃー
しー、むちゃーしゃん〕持ち合わす。持ち寄る。

集める。

ムちゃがリ゚ [mtɕagaɭ]［動 I類 c型］〔ムちゃがり
ー、ムちゃがらん〕満ち上がる。潮が満ち始め

ること。満潮へ向う。

ムつ [mtsɿ]［動 I類 c型］〔ムてぃー、ムたん〕潮
が満つ。満潮になる。

ムつ [mtsɿ]［動 I類 c型］〔ムてぃー、ムたん〕満
つ。満ちる。いっぱいになる。入れ物がいっぱ

いになる。

むつ [mutsɿ]［名］［魚］〔むつまい...〕ふえだい
の仲間。

むつ [mutsɿ]［動 I 類 c 型］〔むてぃー、むたん〕
持つ。手に持つ。【例】むてぃ（持ちなさい）。

むたいリ゚（持つことができる）。

むつ [mutsɿ]［動 I 類 c 型］〔むてぃー、むたん〕
運転する。操縦する。【例】くるまう むつ（車

を運転する）。

むつ [mutsɿ]［動 I 類 c 型］〔むてぃー、むたん〕
育てる。子を育てる。

むつあー [mutsɿaː]［名］〔むつあーまい...〕餅粟。
餅用の粟。

むつあんな [mutsɿanna]［名］〔むつあん⸣なまい...〕
育ての⺟。
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むっとぅむ

むつー [mutsɿː]［名］〔むつーまい...〕漆喰。
むつー [mutsɿː]［名］〔むつーまい...〕餅。【例】あ
ーむつー（粟餅）。むギむつー（⻨餅）。うぷげ

ームむつー（高きびの餅）。

むつー [mutsɿː]［擬］〔むつーまい...〕粘り気の強
いもの。

むつーぐー [mutsɿːguː]［名］〔むつーぐ⸣ーまい...〕
餅用の粉。

むつーじゅー [mutsɿːdʑuː]［名］〔むつーじゅ⸣ー
まい...〕餅を入れた重箱。

むつーぬリ゚ [mutsɿːnuɭ]［名］〔むつーぬリ゚まい...〕
漆喰塗り。

むつーべ [mutsɿːbe]［名］［魚］〔むつー⸣べまい...〕
はぜの仲間。やえやまぎんぽ。泳ぎ回らない。

岩にじっとしている。

むつーむつ [mutsɿːmutsɿ]［擬］〔むつーむつま
い...〕ねばねばの状態。

むつうや [mutsɿuja]［名］〔むつう⸣やまい...〕育
ての父。

むつがしー [mutsɿgaɕiː]［名］〔むつがし⸣ーまい...〕
持つ加勢。手伝い。

むつかすしゃーリ゚ [mutsɿkasɿɕaːɭ]［形］〔むつかす
⸣しゃまい...〕難しい。

むつかすすぐとぅ [mutsɿkasɿsɿgutu]［名］〔むつ
かすすぐ⸣とぅまい...〕難しい仕事。

むつかにリ゚ [mutsɿkaniɭ]［動 II類 c型］〔むつか
にー、むつかにん〕持ち兼ねる。育てかねる。

むつくす [mutsɿkusɿ]［動 I類 c型］〔むつくしー、
むつくしゃん〕持ち越す。次の年へ持ち越す。

むつぐみ [mutsɿgumi]［名］〔むつぐみまい...〕餅
米。餅用の米。

むつくム [mutsɿkum]［動 I類 c型］〔むつくみー、
むつくまん〕持ち込む。

むっげーらす [muggeːrasɿ]［動 I 類 a 型］〔むっ
げーらしー、むっげーらしゃん〕濁す。

むっげーリ゚ [muggeːɭ]［動 I類 a型］〔むっげーり
ー、むっげーらん〕濁る。海の水の透明度が悪

くなる。

むつこーめー [mutsɿkoːmeː]［名］〔むつこーめ⸣
ーまい...〕やり合い。取っ組み合い。レスリン
グのような遊び。子供の遊び。

むっさぎリ゚ [mussagiɭ]［動 II類 c型］〔むっさぎ
ー、むっさぎん〕むしり上げる。むしり取る。

むっじゅリ゚ [muddʑuɭ]［動 I類 c型］〔むっじゅ
りー、むっじゅらん〕引きちぎる。もぎ取る。

むっすぅ [mussu]［名］〔むっすぅまい...。むっす
ぅゆーリ゚⸣らまい...〕むしろ。ござ。筵。

むっすー [mussɿː]［動 I類 a型］〔むっすぃー、む
っさん〕ちぎる。果物の実をもぎ取る。引っぱ

って切る。

むっすぅうリ゚ [mussuuɭ]［名］〔むっすぅう⸣リ゚ま
い...〕むしろ織り。むしろを作ること。

むっすぅやどぅ [mussujadu]［名］〔むっすぅや⸣
どぅまい...〕むしろを戸の代りにすること。

むっすぅやま [mussujama]［名］〔むっすぅや⸣ま
まい...〕むしろ作りの機。むしろの織り機。

むっちゃ [muttɕa]［擬］〔むっちゃてぃー...〕ね
ばりけ。もちもち。

むっちゃみかす [muttɕamikasɿ]［動 I類 c型］〔む
っちゃみかしー、むっちゃみかしゃん〕ねばね

ばにする。

むっちゃみキ゚ [muttɕamikɿ]［動 I類 c型］〔むっ
ちゃみきー、むっちゃみかん〕ねばねばする。

むっちゃむっちゃ [muttɕamuttɕa]［擬］〔むっち
ゃむっちゃてぃー...〕ねばねば。

むっちゃらす [muttɕarasɿ]［動 I類 a型］〔むっち
ゃらしー、むっちゃらしゃん〕くっつける。漆

喰をくっつける。

むっちゃリ゚ [muttɕaɭ]［動 I類 a型］〔むっちゃり
ー、むっちゃらん〕くっつく。ねばりつく。衣

服に汚れがくっつく。【類】「くいリ゚」。

むつでぃまー [mutsɿdimaː]［名］〔むつでぃま⸣ー
まい...〕持ってくれたお礼の金。手伝いの謝礼
金。

むつでぃリ゚ [mutsɿdiɭ]［動 II類 c型］〔むつでぃ
ー、むつでぃん〕持ち育てる。子育てをする。

苦労して育てる。

むっとぅ [muttu]［副］全く。すっかり。全然。と
ても。【例】むっとぅ っさいん（とても分らな

い）。

むっとぅむ [muttumu]［副］もっとも。もっとも
なこと。当然。もちろんのこと。
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むつなうす

むつなうす [mutsɿnausɿ]［動 I 類 c 型］〔むつな
うしー、むつなうしゃん〕持ち直す。上手に育

てる。立派に育てる。【同】「むつのーす」。

むつなうリ゚ [mutsɿnauɭ]［動 I類 c型］〔むつなう
りー、むつなうらん〕持ち直る。育て上げる。

よく育つ。立派に育つ。【同】「むつのーリ゚」。

むつぴんぎリ゚ [mutsɿpingiɭ]［動 II類 c型］〔むつ
ぴんぎー、むつぴんぎん〕持ち逃げる。

むつまーリ゚ [mutsɿmaːɭ]［動 I類 c型］〔むつまー
りー、むつまーらん〕持ち回る。

むつまい [mutsɿmai]［名］〔むつま⸣いまい...〕持
ち前。生れつき。生れつきの性格。

むつむどぅリ゚ [mutsɿmuduɭ]［動 I類 c型］〔むつ
むどぅりー、むつむどぅらん〕持ち戻る。

むつむぬ [mutsɿmunu]［名］〔むつむ⸣ぬまい...〕
持ち物。

むつゆリ゚ [mutsɿjuɭ]［動 I類 c型］〔むつゆりー、
むつゆらん〕持ち寄る。

むつりリ゚ [mutsɿriɭ]［動 II類 c型］〔むつりー、む
つりん〕もつれる。からみ合う。

むてぃ [muti]［名］〔む⸣てぃまい...〕分。もらい
分。取り分。持ち分。【例】うれー あが むて

ぃぬ むぬ（それは私の分のものだ）。

むでぃ [mudi]［名］〔むでぃま⸣い...〕ねじれ。ひ
ねり。

むてぃー いキ゚ [mutiː ikɿ]［連語］持って行く。
むてぃー ヴぇーがらす [mutiː veːgarasɿ]［連語］
養育して成⻑させる。

むでぃかいリ゚ [mudikaiɭ]［動 I類 c型］〔むでぃ
かいりー、むでぃかいらん〕ねじれる。ねじれ

返る。

むてぃなす [mutinasɿ]［動 I類 c型］〔むてぃなし
ー、むてぃなしゃん〕もてなす。接待する。歓

待する。

むでぃぱギ [mudipagɿ]［名］〔むでぃぱ⸣ギまい...〕
足先が内側に向いて歩くこと。O脚。その人。

ムてぃぱリ゚ [mtipaɭ]［動 I類 a型］〔ムてぃぱり
ー、ムてぃぱらん〕口いっぱい食べ物がある。

むてぃまー [mutimaː]［名］〔むてぃまーまい...〕
無手間。手間賃なしの仕事。

むでぃまーす [mudimaːsɿ]［動 I類 c型］〔むでぃ

まーしー、むでぃまーしゃん〕ひねり回す。ひ

ねり曲げる。

ムてぃリ゚ [mtiɭ]［動 II類 c型］〔ムてぃー、ムて
ぃん〕満たす。入れ物をいっぱいにする。【例】

みずう ムてぃリ゚（水を満たす）。

むでぃリ゚ [mudiɭ]［動 II類 c型］〔むでぃー、むで
ぃん〕ねじる。捻る。【例】むでぃー ぶリ゚（ね

じれている）。

むとぅ [mutu]［名］〔む⸣とぅまい...〕元。原因。
むとぅ [mutu]［名］〔むとぅまい...〕元。本。根。
はじめ。【例】やーむとぅ（家元。本家）。むと

ぅー とぅリ゚（元を取る。元を取り戻す）。

ムどぅい [mdui]［名］〔ムどぅ⸣いまい...〕⺒。み。
⺒年。⺒年生れ。十二支の六番目。【同】「ムじ

ゅい」。

むとぅから [mutukara]［連語］元から。もとも
と。はじめから。元来。

むとぅがり [mutugari]［名］〔むとぅが⸣りまい...〕
根本が枯れる。草木の根元が枯れる。

むとぅぐい [mutugui]［名］〔むとぅぐいまい...〕
元肥。作物を植える前にしっかり肥料を施して

おくこと。

むとぅじん [mutudʑin]［名］〔むとぅじんまい...〕
元金。元銭。元手。

むどぅす [mudusɿ]［動 I 類 c 型］〔むどぅしー、
むどぅしゃん〕戻す。取り戻す。元へ返す。

むとぅずー [mutudzɿː]［名］〔むとぅずーまい...〕
元の土地。先祖から受け継いだ土地。

むとぅずま [mutudzɿma]［名］〔むとぅずままい...〕
元島。

むとぅでぃ [mutudi]［名］〔むとぅでぃまい...〕元
手。

むとぅでぃー [mutudiː]［名］〔むとぅでぃーま
い...〕芸の経験者。芸の指導者。

むとぅどぅーリ゚ [mutuduːɭ]［副］元通り。もとの
まま。はじめのように。

むとぅみつ [mutumitsɿ]［名］〔むとぅみつまい...〕
元の道。

むとぅみリ゚ [mutumiɭ]［動 II類 c型］〔むとぅみ
ー、むとぅみん〕求める。請求する。

むとぅむとぅ [mutumutu]［副］もともと。元々。
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ムなぱっじゃき

元来。はじめから。

むとぅやー [mutujaː]［名］〔むとぅやーまい...〕
元の家。本家。

むとぅやすキ゚ [mutujasɿkɿ]［名］〔むとぅやすキ゚ま
い...〕元屋敷。

むどぅリ゚ [muduɭ]［動 I類 c型］〔むどぅりー、む
どぅらん〕ぼける。幼い頃にもどる。もうろく。

むどぅリ゚ [muduɭ]［動 I類 c型］〔むどぅりー、む
どぅらん〕戻る。元の所へ行く。引き返す。

むとぅんじゃく [mutundʑaku]［形］〔むとぅんじ
ゃ⸣くまい...〕無頓着。

ムな [mna]［接頭］空っぽ。空虚。無駄。【例】ム
なむぬ（入れ物が空っぽ）。ムなばく（空箱）。

ムなばたらキ゚（無駄働き）。

ムな [mna]［名］［貝］〔ムなま⸣い...〕さざえ。【類】
「ぴしムな」。

ムな [mna]［名］［植］〔ムなま⸣い...〕にら。食菜。
【類】「ムなじゅー」。

ムなーき [mnaːki]［名］〔ムなーきまい...〕半分。
半ば。未熟。【同】「ムねーき」。

ムなーきばき [mnaːkibaki]［名］〔ムなーきばき
まい...〕半分分け。半分に分けること。【同】「ム
ねーきばき」。

ムないばリ゚ [mnaibaɭ]［名］〔ムないばリ゚まい...〕
空いばり。空騒ぎ。

ムなう [mnau]［動 I類 c型］〔ムねー、ムなーん〕
似合う。

ムなか [mnaka]［名］〔ムなかまい...〕まん中。
ムなかずー [mnakadzɿː]［名］〔ムなかずーまい...〕
中間の土地。【類】「ムなかずー」。

ムなかばら [mnakabara]［名］〔ムなかばらまい...〕
中心の柱。一家を支える中心の人物。【類】「む

やーばら」。

ムなぐ [mnagu]［名］〔ムなぐまい...〕砂。真砂。
【同】「ムなぐー」。

ムなぐあすビ [mnaguasɿbɿ]［名］〔ムなぐあす⸣ビ
まい...〕砂遊び。

ムなぐー [mnaguː]［名］〔ムなぐ⸣ーまい...〕さざ
えの殻。

ムなぐー [mnaguː]［名］〔ムなぐーまい...〕貝殻。
空き殻。

ムなぐずー [mnagudzɿː]［名］〔ムなぐずーまい...〕
砂地。砂の多い畑。

ムなぐばな [mnagubana]［名］〔ムなぐば⸣なま
い...〕外で線香を立てるための砂。

ムなぐぱま [mnagupama]［名］〔ムなぐぱまま
い...〕砂浜。

ムなぐみつ [mnagumitsɿ]［名］〔ムなぐみつま
い...〕砂の道。砂だらけの道。

ムなぐるま [mnaguruma]［名］〔ムなぐるまま
い...〕空車。空の馬車。

ムなじぇー [mnadʑeː]［名］〔ムなじぇーまい...〕
実の入っていない豆のさや。

ムなじゅー [mnadʑuː]［名］［植］〔ムなじゅ⸣ーま
い...〕にら。【類】「ムな」。

ムなす [mnasɿ]［動 I類 a型］〔ムなしー、ムなし
ゃん〕濡らす。

ムなすなリ゚ [mnasɿnaɭ]［動 I類 c型］〔ムなすな
りー、ムなすならん〕手ぶらである。

ムなつまー [mnatsɿmaː]［名］〔ムなつまーまい...〕
意地悪な人。生意気な人。

ムなでぃー [mnadiː]［名］〔ムなでぃーまい...〕手
ぶら。

ムなでぃリ゚ [mnadiɭ]［名］〔ムなでぃリ゚まい...〕何
も入っていないざる。

ムなとぅ [mnatu]［名］〔ムなとぅまい...〕港。船
着き場。

ムななー [mnanaː]［名］〔ムななーまい...〕魚の
かからない縄。

ムななんギ [mnanangɿ]［名］〔ムななんギまい...〕
無駄難儀。無駄働き。骨折り損。

ムなぬ ふた [mnanu futa]［名］〔ムなぬふ⸣たま
い...〕さざえのふた。

ムなばく [mnabaku]［名］〔ムなばくまい...〕何
も入っていない箱。

ムなばた [mnabata]［名］〔ムなばたまい...〕空
腹。

ムなばたらキ゚ [mnabatarakɿ]［名］〔ムなばたらキ゚
まい...〕無駄働き。

ムなぱっじゃき [mnapaddʑaki]［名］〔ムなぱっ
じゃきまい...〕期待はずれ。収穫のないこと。
徒労。
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ムなぱっじゃきリ゚

ムなぱっじゃきリ゚ [mnapaddʑakiɭ]［動 II類 a型］
〔ムなぱっじゃきー、ムなぱっじゃきん〕期待が

外れる。収穫がない。

ムなビかリ゚ [mnabɿkaɭ]［名］〔ムなビか⸣リ゚まい...〕
いなびかり。稲妻。

ムなふしゅ [mnafuɕu]［名］〔ムなふしゅてぃー
まい...〕うそ。うそつき。

ムなふず [mnafudzɿ]［名］〔ムなふずまい...〕空
くじ。

ムなみ [mnami]［名］［貝］〔ムな⸣みまい...〕かた
つむり。おきなわうすかわまいまい。

ムなむギ [mnamugɿ]［名］［植］〔ムなむ⸣ギまい...〕
小⻨。

ムなムすー [mnamsɿː]［名］〔ムなムすーまい...。
ムなムす⸣ーまい...〕具のないおつゆ。一汁一
菜。貧しい家の食事。

ムなむどぅリ゚ [mnamuduɭ]［名］〔ムなむどぅリ゚ま
い...〕空戻り。むなしい戻り。手ぶらで戻る。

ムなむぬふー [mnamunufuː]［名］〔ムなむぬふー
まい...〕無駄食い。働かないで食べること。

ムなやすキ゚ [mnajasɿkɿ]［名］〔ムなやすキ゚まい...〕
空屋敷。

ムに [mni]［名］〔ムにまい...。ムにゆーリ゚⸣らま
い...〕胸。【類】「ムにふつ」。

ムに [mni]［名］〔ムにま⸣い...〕夢。
ムに [mni]［名］〔ムにまい...〕棟。
ムに [mni]［名］〔ムにまい...〕群れ。【例】ムに
どぅリ゚（群れ遊ぶ鳥）。

ムに [mni]［名］〔ムにんまい...〕嶺。丘。【類】「つ
づ」。

ムにあぎ [mniagi]［名］〔ムにあぎまい...〕棟上
げ。

ムにう みーリ゚ [mniu miːɭ]［連語］夢を見る。
ムにかみ [mnikami]［名］〔ムにか⸣みまい...〕棟
を支える柱。大黒柱。

ムにギん [mnigɿn]［名］〔ムにギんまい...〕濡れ
着物。

ムにじゃんみん [mnidʑanmin]［名］〔ムにじゃん
み⸣んまい...〕胸計算。胸算用。

ムにでぃー [mnidiː]［名］〔ムにでぃーまい...〕濡
れ手。

ムにとぅとぅみキ゚[mnitutumikɿ]［動 I類 c型］〔ム
にとぅとぅみきー、ムにとぅとぅみかん〕胸騒

ぐ。動悸する。

ムにどぅリ゚ [mniduɭ]［名］〔ムにどぅ⸣リ゚まい...〕
群れで飛ぶ鳥。渡り鳥のことを言う。

ムにばるやま [mnibarujama]［名］〔ムにば⸣るや
ままい...〕嶺原山。

ムにぶす [mnibusɿ]［名］〔ムにぶ⸣すまい...〕群
れ星。すばる座。【類】「むリ゚かぶす」。「むりぶ

す」。

ムにふつ [mnifutsɿ]［名］〔ムにふつまい...〕胸。
胸の内。

ムにやき [mnijaki]［名］〔ムにやきまい...〕胸や
け。

ムにリ゚ [mniɭ]［動 II類 a型］〔ムにー、ムにん〕
濡れる。

ムぬ [mnu]［名］〔ムぬまい...〕蓑（みの）。昔、雨
具として使用した。くばの葉で作る。

むぬ [munu]［名］〔むぬまい...〕もの。物。食べ
物。化物。書物。【例】あんしーぬ むぬ（そん

なもの）。からむぬ（辛いもの）。むぬー ゆム

（おしゃべりする）。

むぬ [munu]［名］〔むぬま⸣い...〕者。【例】うや
きむぬ（金持）。やからむぬ（いじわるな者）。

むぬ [munu]［名］食事。【例】むぬー にーリ゚（物

を煮る。食事を作る）。むぬー ふー（物を食べ

る。食事をする）。

むぬ やリ゚ば [munu jaɭba]［連語］ものだから。
【例】あんしーぬ むぬやリ゚ば（そういうものだ

から）。

むぬあかす [munuakasɿ]［名］〔むぬあか⸣すま
い...〕ものあかし。ゆた。易者。

むぬあつかう [munuatsɿkau]［名］〔むぬあつか⸣
うまい...〕もの扱い。【同】「むぬあつこー」。

むぬあつこー [munuatsɿkoː]［名］〔むぬあつこ⸣
ーまい...〕もの扱い。【同】「むぬあつかう」。

むぬあなみ [munuanami]［名］〔むぬあな⸣みま
い...〕物乞いすること。ものをねだる事。

むぬあるー [munuaruː]［名］〔むぬある⸣ーまい...〕
もの洗い。

ムぬイ゚ [mnuɿ]［名］［干支］〔ムぬ⸣イ゚まい...〕⺒
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むぬすかま

の日。

むぬイ゚ー [munuɿː]［名］〔むぬイ゚ーまい...〕もの
言い。言葉。言語。

むぬイ゚ーかぎしゃーリ゚ [munuɿːkagiɕaːɭ]［形］〔む
ぬイ゚ーかぎ⸣しゃまい...〕言葉のきれいなこと。

むぬイ゚ーキ゚キ゚ [munuɿːkɿkɿ]［名］〔むぬイ゚ーキ゚キ゚
まい...〕言うことを聞く。言いつけを守る。

むぬイ゚ーくい [munuɿːkui]［名］〔むぬイ゚ーく⸣い
まい...〕話し声。語声。

むぬイ゚ーぐりしゃーリ゚ [munuɿːguriɕaːɭ]［形］〔む
ぬイ゚ーぐり⸣しゃまい...〕話しにくい。

むぬイ゚ーじゃうず [munuɿːdʑaudzɿ]［形］〔むぬイ゚
ーじゃう⸣ずまい...〕話し上手。能弁。【類】「む
ぬイ゚ーじょーず」。

むぬイ゚ーじょーず [munuɿːdʑoːdzɿ]［形］〔むぬイ゚
ーじょー⸣ずまい...〕話し上手。能弁。【類】「む
ぬイ゚ーじゃうず」。

むぬイ゚ーにふしゃーリ゚ [munuɿːnifuɕaːɭ]［形］〔む
ぬイ゚ーにふ⸣しゃまい...〕言葉が遅い。

むぬイ゚ーぱずみ [munuɿːpadzɿmi]［名］〔むぬイ゚ー
ぱず⸣みまい...〕言葉の言いはじめ。

むぬイ゚ーぴた [munuɿːpita]［形］〔むぬイ゚ーぴ⸣た
まい...〕話しへた。【類】「ふつびた」。

むぬイ゚ーぺーしゃーリ゚ [munuɿːpeːɕaːɭ]［形］〔む
ぬイ゚ーぺー⸣しゃまい...〕言葉の覚えが早い。

ムぬイ゚ピー [mnuɿpɿː]［名］［干支］〔ムぬ⸣イ゚ピー
まい...〕⺒の日。

ムぬイ゚ムまり [mnuɿmmari]［名］［干支］〔ムぬイ゚
ムま⸣りまい...〕⺒の日生まれ。⺒の日に生ま
れた人。

むぬいり [munuiri]［名］〔むぬいりまい...。むぬ
い⸣りまい...〕物入れ。

むぬー [munuː]［接尾］〜するものを。〜なのに。
【例】あみぬ っふぃー ぶリ゚むぬー（雨が降っ

ているというのに）。

むぬうヴヴぃ [munuuvvi]［名］〔むぬうヴ⸣ヴぃ
まい...〕物おびえ。ものおじ。

むぬヴヴぇ [munuvve]［名］〔むぬヴ⸣ヴぇまい...〕
物売り。商売人。

むぬうじ [munuudʑi]［名］〔むぬう⸣じまい...〕も
のおじ。物怖じ。

むぬうとぅ [munuutu]［名］〔むぬう⸣とぅまい...〕
物音。

むぬうぶい [munuubui]［名］〔むぬうぶ⸣いまい...〕
物覚え。

むぬうぶいじゅーしゃーリ゚ [munuubuidʑuːɕaːɭ]
［形］〔むぬうぶいじゅー⸣しゃまい...〕物覚えが
強い。記憶力がある。

むぬうむー [munuumuː]［名］〔むぬうむ⸣ーま
い...〕物思い。悩む。苦慮する。

ムぬかしゃ [mnukaɕa]［名］〔ムぬか⸣しゃまい...〕
みのかさ。蓑笠。昔の雨具。くばの葉で作る。

むぬがたリ゚[munugataɭ]［名］〔むぬがた⸣リ゚まい...〕
物語。

むぬかふす [munukafusɿ]［名］〔むぬかふ⸣すま
い...〕物を隠す。秘密。

むぬかんがい [munukangai]［名］〔むぬかんが⸣
いまい...〕物考え。

むぬくー [munukuː]［名］〔むぬく⸣ーまい...〕物
乞い。乞食。

むぬぐとぅ [munugutu]［名］〔むぬぐ⸣とぅまい...〕
物事。

むぬぐぬム [munugunum]［名］〔むぬぐぬ⸣ムま
い...〕物好み。もくろむ。工夫。計画。

むぬさし [munusaɕi]［名］〔むぬさ⸣しまい...〕物
差し。

むぬしゃうだん [munuɕaudan]［名］〔むぬしゃう
だ⸣んまい...〕物相談。相談事。【同】「むぬしょ
ーだん」。

むぬしゃばキ゚ [munuɕabakɿ]［名］〔むぬしゃば⸣
キ゚まい...〕物尋ね。質問すること。尋問。

むぬしゃんみん [munuɕanmin]［名］〔むぬしゃ
んみ⸣んまい...〕物考えをすること。考えをめ
ぐらすこと。いろいろと思案すること。

むぬしゅがリ゚ [munuɕugaɭ]［名］〔むぬしゅが⸣リ゚
まい...〕供え物の準備。

むぬしょーだん [munuɕoːdan]［名］〔むぬしょー
だ⸣んまい...〕物相談。相談事。【同】「むぬしゃ
うだん」。

むぬすー [munusɿː]［名］〔むぬすーまい...〕物知
り。ゆた。

むぬすかま [munusɿkama]［名］〔むぬすか⸣まま
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い...〕仕事。仕業。わざ。【類】「わじゃ」。
むぬすき [munusɿki]［名］〔むぬす⸣きまい...〕物
供え。物を供えること。神仏に供えること。仏

壇に供えること。

むぬすこーリ゚ [munusɿkoːɭ]［名］〔むぬすこー⸣リ゚
まい...〕供え物の準備。

むぬずつム [munudzɿtsɿm]［名］〔むぬずつ⸣ムま
い...〕物包み。

むぬたくム [munutakum]［名］〔むぬたく⸣ムま
い...〕物をたくらむ。計略。策略。

むぬだに [munudani]［名］〔むぬだにまい...〕物
種。穀物の種子。

むぬだねー いらばん ピとぅだにう いらび

[munudaneː iraban pɿtudaniu irabi]［諺］作物は
全部収穫するが、人は血統を選ぶ。

むぬだみす [munudamisɿ]［名］〔むぬだみ⸣すま
い...〕物試し。試み。

むぬっさす [munussasɿ]［名］〔むぬっさ⸣すまい...〕
物知らせ。前兆。自然現象に見られる。

むぬつっふィ゚ [munutsɿffɿ]［名］〔むぬつっ⸣ふィ゚
まい...〕物作り。畑で作物を育てること。

むぬとぅみむぬ [munutumimunu]［名］〔むぬと
ぅみむ⸣ぬまい...〕物探しの癖のある人。見る
目のするどい人。

むぬなずき [mununadzɿki]［名］〔むぬなず⸣きま
い...〕かこつけ。

むぬならーす [mununaraːsɿ]［名］〔むぬならー⸣
すまい...〕物教え。教授すること。指導するこ
と。物数え。物を教えること。

むぬなるー [mununaruː]［名］〔むぬなる⸣ーま
い...〕物習い。物を習うこと。学習すること。勉
強すること。修業すること。

むぬにー [mununiː]［名］〔むぬに⸣ーまい...〕物
煮。物を煮ること。炊事すること。

むぬにーどぅくな [mununiːdukuna]［名］〔むぬ
にーどぅく⸣なまい...〕物煮所。台所。【同】「む
ぬにーどぅくま」。

むぬにーどぅくま [mununiːdukuma]［名］〔むぬ
にーどぅく⸣ままい...〕物煮所。台所。【同】「む
ぬにーどぅくな」。

むぬぬ くとー うまーいん [mununu kutoː

umaːin]［連語］何も考えられない。【例】ぱ
ギやみー むぬぬ くとー うまーいん（足が痛

くて何も考えられない）。

むぬぬ ばつ [mununu batsɿ]［名］〔むぬぬば⸣つ
まい...〕何の罰が当ったのか。⻤神の罰。

むぬぱキ゚ [munupakɿ]［名］〔むぬぱ⸣キ゚まい...〕物
吐き。物を吐くこと。嘔吐。

むぬばっすぃ [munubassi]［名］〔むぬばっ⸣すぃ
まい...〕物忘れ。

むぬばっぱい [munubappai]［名］〔むぬばっぱ⸣
いまい...〕物を取りちがえること。

むぬばなす [munubanasɿ]［名］〔むぬばな⸣すま
い...〕講話。物語。おとぎ話。

むぬふー [munufuː]［名］〔むぬふ⸣ーまい...〕物
食い。食事。

むぬふーぐんキ゚ [munufuːgunkɿ]［名］〔むぬふー
ぐん⸣キ゚まい...〕物食べ根気。食欲。

むぬふーじゃら [munufuːdʑara]［名］〔むぬふー
じゃ⸣らまい...〕物食う皿。生活するための手
段。

むぬふーずぶん [munufuːdzɿbun]［名］〔むぬふー
ずぶ⸣んまい...〕食事時分。

むぬふーずぶん [munufuːdzɿbun]［名］〔むぬふー
ずぶ⸣んまい...〕食欲旺盛な年ごろ。

むぬふーだう [munufuːdau]［名］〔むぬふーだ⸣う
まい...〕食器。または、農具など食べていくた
めの道具。

むぬふーぶすしゃーリ゚[munufuːbusɿɕaːɭ]［形］〔む
ぬふーぶす⸣しゃまい...〕物が食いたい。食欲。

むぬふーゆくー [munufuːjukuː]［名］〔むぬふー
ゆく⸣ーまい...〕食事休憩。

むぬふがましゃーリ゚ [munufugamaɕaːɭ]［形］〔む
ぬふがま⸣しゃまい...〕食べ物にうるさいこと。

むぬぷす [munupusɿ]［名］〔むぬぷ⸣すまい...〕物
干し。洗濯物。穀物や野菜などを日に干すこ

と。

むぬぷすぎしゃーリ゚ [munupusɿgiɕaːɭ]［形］〔む
ぬぷすぎ⸣しゃまい...〕物欲しそうである。【例】
むぬぷすぎ なりー（物欲しそうになって）。

むぬぷすしゃーリ゚ [munupusɿɕaːɭ]［形］〔むぬぷ
す⸣しゃまい...〕物欲しそうな目つき。
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むぬふっずー [munufuddzɿː]［名］〔むぬふっず⸣
ーまい...〕物をかき乱しながら探し物をするこ
と。

むぬまいび [munumaibi]［名］〔むぬまいびまい...。
むぬまい⸣びまい...〕ものまね。

むぬみー [munumiː]［名］〔むぬみ⸣ーまい...〕物
見。見物。

むぬみーピとぅ [munumiːpɿtu]［名］〔むぬみーピ
⸣とぅまい...〕物見る人。超能力の人。

むぬみーピとぅ [munumiːpɿtu]［名］〔むぬみーピ
⸣とぅまい...〕物見高い人。物見たがる人。野次
馬。

むぬみずらすしゃーリ゚ [munumidzɿrasɿɕaːɭ]［形］
〔むぬみずらす⸣しゃまい...〕物珍しい。
むぬムたビ [munumtabɿ]［名］〔むぬムた⸣ビま
い...〕ままごと。

むぬやヴヴィ゚ [munujavvɿ]［名］〔むぬやヴ⸣ヴィ゚
まい...〕物破れ。失敗。仕損じ。

むぬゆム [munujum]［名］〔むぬゆ⸣ムまい...〕お
しゃべり。雑談。

むぬゆムあぐ [munujum.agu]［名］〔むぬゆムあ
⸣ぐまい...〕話し仲間。

むぬゆムあばしゃ [munujum.abaɕa]［名］〔むぬ
ゆムあば⸣しゃまい...〕おしゃべりのひどい人。

むぬゆムぶり [munujumburi]［名］〔むぬゆムぶ
⸣りまい...〕話しに夢中。話しの尽きないこと。
【類】「ぱなすぶり」。

むぬゆムむぬ [munujummunu]［名］〔むぬゆムむ
⸣ぬまい...〕おしゃべり者。会話の好きな人。

むぬゆめ [munujume]［名］〔むぬゆ⸣めまい...〕お
しゃべりの絶えない人。口数の多い人。饒舌

家。

むぬわらい [munuʋarai]［名］〔むぬわらいまい...〕
物笑い。

ムねーき [mneːki]［名］〔ムねーきまい...〕半分。
【同】「ムなーき」。

ムねーきばき [mneːkibaki]［名］〔ムねーきばき
まい...〕半分分け。半分に分けること。【同】「ム
なーきばき」。

むのー うまーいん [munoː umaːin]［連語］心配
で考えられない。心配で落ちつかない。

むのー っさん [munoː ssan]［連語］ものを知ら
ない。わきまえのない。教えを知らない。

むのー っさんむぬ [munoː ssanmunu]［連語］も
のを知らない者。わきまえのない者。

ムばいリ゚ [mbaiɭ]［動 II類 c型］〔ムばいー、ム
ばいん〕おできが化膿する。細菌によって皮膚

におできができる。

ムばいリ゚ [mbaiɭ]［動 II類 c型］〔ムばいー、ム
ばいん〕耐える。辛抱する。【例】ムばいらい

ん（耐えられない・辛抱できない）。あっちゃ

ん ムばいらいん（暑さに耐えられない）。

ムばす [mbasɿ]［動 I類 c型］〔ムばしー、ムばし
ゃん〕延ばす。【例】んなーう ムばす（縄を延

ばす）。

ムばす [mbasɿ]［動 I 類 c 型］〔ムばしー、ムば
しゃん〕伸ばす。曲がっているものを伸ばす。

【例】くすう ムばす（腰を伸ばす）。

ムビ [mbɿ]［動 I類 c型］〔ムびー、ムばん〕伸び
る。延びる。身⻑が伸びる。草が伸びる。延⻑

する。

ムビー [mbɿː]［名］〔んビーま⸣い...〕しびれるこ
と。【例】ピさムビー（足のしびれ）。

ムビばた [mbɿbata]［名］〔ムビば⸣たまい...〕伸
びる時期。成⻑する時期。身⻑の伸びることに

言う。【類】「ムビばんず」。

ムビばんず [mbɿbandzɿ]［名］〔ムビばん⸣ずまい...〕
伸び盛り。成⻑する時期。【類】「ムビばた」。

むふく [mufuku]［名］〔むふくまい...〕喪服。
ムぶしゃー [mbuɕaː]［名］〔ムぶしゃ⸣ーまい...〕
蒸し器。

ムぶす [mbusɿ]［動 I類 c型］〔ムぶしー、ムぶし
ゃん〕蒸す。蒸気で蒸す。いぶす。煙でいぶす。

ムぶすむぬ [mbusɿmunu]［名］〔ムぶすむ⸣ぬま
い...〕蒸したもの。汁を少なめに料理したもの。

ムぶりリ゚ [mburiɭ]［動 II類 c型］〔ムぶりー、ム
ぶりん〕蒸れる。夏の暑い所での仕事に耐えら

れないときにも言う。

ムべう [mbeu]［動 I類 c型］〔ムべー、ムばーん〕
耐える。がまんする。耐える。【例】ムべーいん

（耐えられない）。あっちゃん ムべーいん（暑

くてたまらない）。
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ムべー [mbeː]［名］〔ムべ⸣ーまい...〕山羊。山羊
の啼き声。幼児語。

ムべーじゅーしゃーリ゚ [mbeːdʑuːɕaːɭ]［形］〔ムべ
ーじゅー⸣しゃまい...〕忍耐強い。忍耐強い人。
がまん強い人。辛抱強い人。

ムぼー [mboː]［名］［貝］〔ムぼ⸣ーまい...〕たか
らがい。幼児語。

ムぼー [mboː]［名］〔ムぼ⸣ーまい...〕ひざを曲げ
て両手を床につける動作。「ムぼー」は牛の鳴

き声。幼児語。

ムぼー [mboː]［擬］牛の鳴き声。牛そのものも指
す。幼児語。

ムま [mma]［名］［干支］〔ム⸣ままい...〕午。午
年。十二支の七番目。〈ムまどぅい〉。〈ムまぬ

ぱ〉。南。馬。

ムま [mma]［名］〔ム⸣ままい...〕祖⺟。【類】「う
ムま」。

ムま [mma]［感］いやだ。拒否すること。嫌い。
【例】あかムま しゅーまん（絶対にいやだ、や

らない）。【同】「あかムま」。

ムまーリ゚ [mmaːɭ]［動 I類 c型］〔ムまーりー、ム
まーらん〕回す。次へ回す。ひとりじめしない。

【例】ムまーりー ぬまだ（お互いに回して飲み

なさい）。

ムまイ゚ズぁ [mmaɿza]［名］〔ムまイ゚⸣ズぁまい...〕
⺟と父。父⺟のこと。両親。

ムまうす [mmausɿ]［名］〔ムまう⸣すまい...〕⺟
牛。

ムまが [mmaga]［名］〔ムま⸣がまい...〕孫。子供
の子。【例】ムまがー たらまどぅー（孫の時代

は多良間ほどの距離。孫は遠い存在とという意

味）。

ムまがしゃ [mmagaɕa]［名］［病］〔ムまが⸣しゃ
まい...〕皮ふにできるはれもの。

ムまかた [mmakata]［名］〔ムまか⸣たまい...〕⺟
方。⺟の親族。【例】ムまかたムまり（⺟方の

血を継いでいる）。【類】「あんなかた」。

ムまがつーぎー [mmagatsɿːgiː]［名］［植］〔ムま⸣
がつー⸢ぎーまい...〕あかてつ。

ムまぎ なリ゚ [mmagi naɭ]［連語］いやな態度。気
分のすぐれないこと。気乗りしないこと。

ムまぎ なリ゚ [mmagi naɭ]［連語］おいしそうに
食べること。

ムまぎかだ [mmagikada]［名］〔ムまぎか⸣だま
い...〕おいしそうなにおい。

ムまぎしゃーリ゚ [mmagiɕaːɭ]［形］〔ムまぎ⸣しゃ
まい...〕おいしそうだ。

ムましゃ [mmaɕa]［名］〔ムま⸣しゃまい...〕おい
しさ。

ムましゃーリ゚ [mmaɕaːɭ]［形］〔ムま⸣しゃまい...〕
おいしい。【例】ムましゃぬ（おいしくてたま

らない）。ムましゃん ならん（おいしくてたま

らない）。ムましゃ ねーん（おいしくない）。

ムます [mmasɿ]［動 I類 a型］〔ムましー、ムま
しゃん〕履かせる。履物を履かせる。

ムまだいしゃう [mmadaiɕau]［名］〔ム⸣まだいし
ゃうまい...〕親大将。親玉。子どもを引きつれ
て遊ぶ人。【同】「ムまだいしょー」。

ムまだいしょー [mmadaiɕoː]［名］〔ム⸣まだいし
ょーまい...〕親大将。親玉。子どもを引きつれ
て遊ぶ人。【同】「ムまだいしゃう」。

ムまっふぁ [mmaffa]［名］〔ムまっ⸣ふぁまい...〕
⺟子。親子。【類】「うやっふぁ」。

ムまつまー [mmatsɿmaː]［名］〔ムまつまーまい...〕
気まぐれ者。情緒の不安定な者。

ムまてぃー すけ [mmatiː sɿke]［連語］いやとい
うほど。飽きるまで。

ムまどぅい [mmadui]［名］［干支］〔ムまどぅ⸣い
まい...〕午年生れの人。

ムまどぅす [mmadusɿ]［名］［干支］〔ムまどぅ⸣
すまい...〕午年。午の年。【類】「ムまぬてぃ」。
「ムまんてぃ」。

ムまとぅビ [mmatubɿ]［名］〔ムまとぅ⸣ビまい...〕
馬跳び遊び。

ムまどぅリ゚ [mmaduɭ]［名］〔ム⸣まどぅリ゚まい...〕
⺟鶏。

ムまぬ やー [mmanu jaː]［名］〔ムま⸣ぬやー⸢ま
い...〕⺟の実家。【類】「うムまやー」。「ムまや
ー」。

ムまぬイ゚[mmanuɿ]［名］［干支］〔ムまぬイ゚まい...〕
午の日。

ムまぬイ゚ぬ ピー [mmanuɿnu pɿː]［名］［干支］〔ム
496



ムみ

まぬイ゚⸣ぬピーまい...〕午の日。
ムまぬイ゚ムまり [mmanuɿmmari]［名］［干支］〔ム
まぬイ゚ムま⸣りまい...〕午の日生まれ。午の日に
生まれた人。

ムまぬーま [mmanuːma]［名］〔ム⸣まぬーまま
い...〕⺟馬。子連れ馬。

ムまぬすビ [mmanusɿbɿ]［名］〔ムまぬす⸣ビま
い...〕馬結び。なかなか外れない結び方の一
種。

ムまぬてぃ [mmanuti]［名］［干支］〔ムまぬ⸣て
ぃまい...〕午年。午の年。【同】「ムまんてぃ」。

ムまぬぱ [mmanupa]［名］〔ムまぬ⸣ぱまい...〕午
の方角。南。

ムまぬぱでぃー [mmanupadiː]［名］〔ムまぬ⸣ぱ
でぃーまい...〕午の里。午の方角の集落。午支
部。津川。大木。

ムまぬり [mmanuri]［名］〔ムまぬ⸣りまい...〕馬
乗り。馬乗り遊び。うつむく人の背に飛び乗っ

て遊ぶ。

ムまばく [mmabaku]［名］〔ムまば⸣くまい...〕馬
博労。馬喰。

ムまむぬ [mmamunu]［名］〔ムまむぬまい...。ム
まむ⸣ぬまい...〕おいしいもの。ご馳走。

ムまやー [mmajaː]［名］〔ム⸣まやーまい...〕⺟の
実家。【類】「うムまやー」。「ムまぬやー」。

ムまらす [mmarasɿ]［動 I類 a型］〔ムまらしー、
ムまらしゃん〕生れさせる。生産する。新しく

作り出す。品質のよいものを作る。

ムまり [mmari]［名］〔ムまりまい...〕生れ。出
生。

ムまりかーリ゚ [mmarikaːɭ]［動 I類 a型］〔ムまり
かーりー、ムまりかーらん〕生れ変る。親より

も優れる。

ムまりがい [mmarigai]［名］〔ムまりが⸣いまい...〕
生れ甲斐。生れたしるし。

ムまりかぎしゃーリ゚ [mmarikagiɕaːɭ]［形］〔ムま
りかぎ⸣しゃまい...〕生まれつき賢い子のこと。

ムまりかたつ [mmarikatatsɿ]［名］〔ムまりかた⸣
つまい...〕生れた形。容貌。生れつきの顔。

ムまりずキ゚ [mmaridzɿkɿ]［名］〔ムまりず⸣キ゚ま
い...〕生れ月。臨月。産み月。

ムまりずま [mmaridzɿma]［名］〔ムまりず⸣まま
い...〕生れ島。故郷。郷土。郷里。ふるさと。

ムまりつキ゚[mmaritsɿkɿ]［名］〔ムまりつ⸣キ゚まい...〕
生れつき。天性。生れたときからの性格。

ムまりどぅす [mmaridusɿ]［名］〔ムまりどぅす
まい...。ムまりどぅ⸣すまい...〕生れ年。生れた
年のえと。干支。

ムまりばな [mmaribana]［名］〔ムまりばなまい...〕
生まれた頃。生まれて間もない頃。

ムまりばなから [mmaribanakara]［連語］生れた
頃から。幼少期から。幼い頃から。

ムまりばん [mmariban]［名］〔ムまりばんまい...〕
生れ斑。幼児の頃の尻の⻘い斑。蒙古斑。あざ。

ムまりビー [mmaribɿː]［名］〔ムまりビーまい...〕
生れた日。生れた日の干支。

ムまりやヴヴィ゚ [mmarijavvɿ]［動 I類］〔ムまり
やヴヴぃー、ムまりやヴヴぁん〕〔ムまりやヴ

ヴィ゚まい...〕生れ損ねる。品質の悪いものがで
きる。砂糖の出来が悪い。【同】「ムまりやヴヴ

ぃリ゚」。

ムまりやヴヴぃリ゚ [mmarijavviɭ]［動 II 類 a 型］
〔ムまりやヴヴぃー、ムまりやヴヴぃん〕生れ損

ねる。品質の悪いものができる。砂糖の出来が

悪い。【同】「ムまりやヴヴィ゚」。

ムまりリ゚ [mmariɭ]［動 II類 a型］〔ムまりー、ム
まりん〕できる。仕事の出来具合、上出来・不

出来かを言う。【例】じょーとーしゃたぬ ムま

りリ゚（上等の砂糖ができた）。

ムまりリ゚ [mmariɭ]［動 II類 a型］〔ムまりー、ム
まりん〕生れる。誕生する。子どもが生れる。

よい考えが生れる。

むまりリ゚[mumariɭ]［動 II類 a型］〔むまりー、む
まりん〕世間の荒波に揉まれる。

ムまわー [mmaʋaː]［名］〔ム⸣まわーまい...〕⺟
豚。子連れの豚。

ムまんてぃ [mmanti]［名］［干支］〔ムまん⸣てぃ
まい...〕午年。午の年。【同】「ムまぬてぃ」。

ムミ゚ [mmɿ]［動 I類 c型］〔ムミみー、ムミまん〕
熟する。実が熟すること。【例】ムみった（熟

した）。

ムみ [mmi]［名］［植］〔ムみま⸣い...〕梅。梅の
497



むみぐとぅ

実。

むみぐとぅ [mumigutu]［名］〔むみぐ⸣とぅまい...〕
もめごと。

ムみぶし [mmibuɕi]［名］〔ムみぶ⸣しまい...〕梅
干し。

むみリ゚ [mumiɭ]［動 II類 a型］〔むみー、むみん〕
もめる。話がもつれる。

むみん [mumin]［名］〔むみんまい...〕木綿。
むみんギん [mumingɿn]［名］〔むみんギ⸣んまい...〕
木綿の着物。

むみんばな [muminbana]［名］［植］〔むみんばな
まい...〕木綿花。

むみんやま [mumin.jama]［名］［魚］〔むみんや
ままい...〕みのかさごの仲間。

むみんやま [mumin.jama]［名］〔むみんやまま
い...〕糸繰り機。機織りの糸を巻き取る用具。

むム [mum]［名］〔むムまい...〕ばんじろう。グ
アバ。【類】「ばんじるー」。「ばんつきるー」。

むム [mum]［名］［植］〔むムまい...〕桃。
むム [mum]［動 I類 a型］〔むみー、むまん〕漬
け物をする。食材を漬ける。漬け物を揉む。

むム [mum]［動 I類 a型］〔むみー、むまん〕揉
む。揉みほぐす。紙をぐちゃぐちゃにする。

むむ [mumu]［名］〔むむまい...〕腿。大腿。【類】
「むむに」。

むむ [mumu]［名］〔むむまい...〕百。たくさん。
【例】むむてぃ（百年。百歳）。

むムあるー [mum.aruː]［動 I類 a型］〔むムあれ
ー、むムあらーん〕揉み洗う。

むむか [mumuka]［名］〔むむ⸣かまい...〕百日。
むムぎー [mumgiː]［名］［植］〔むムぎーまい...〕
ばんじろう。グアバ。もも科の植物。果実は独

特の香気と酸味がある。生食。ジャムを作る。

むムぎーぬ むす [mumgiːnu musɿ]［名］［虫］〔む
ムぎーぬむ⸣すまい...〕ななふし。

むむくとぅ [mumukutu]［名］〔むむく⸣とぅま
い...〕百の事。多くの事柄。

むムじゃリ゚ [mumdʑaɭ]［動 I類 a型］〔むムじゃ
りー、むムじゃらん〕揉みつぶす。【同】「むム

だリ゚」。

むムじゅリ゚ [mumdʑuɭ]［動 I類 c型］〔むムじゅ

りー、むムじゅらん〕もぎ取る。果物をもぎ取

る。

むムだリ゚ [mumdaɭ]［動 I類 a型］〔むムだりー、
むムだらん〕揉みつぶす。紙を揉み捨てる。【同】

「むムじゃリ゚」。

むむつ [mumutsɿ]［名］〔むむ⸣つまい...〕百。百
回。たくさん。

むむてぃ [mumuti]［名］〔むむてぃまい...〕もも
とせ。百年。百歳。

むむに [mumuni]［名］〔むむにまい...〕腿。大腿。
ふともも。【類】「むむ」。

むムふっずー [mumfuddzɿː]［動 I類 c型］〔むム
ふっじー、むムふっじゃん〕揉みつぶす。揉み

ほぐす。

ムめ [mme]［名］〜たち。〜ら。複数を表す語。「〜
ぬムめ」又は「〜がムめ」の形で用いる。【例】

やらびぬ ムめ（子ども達）。しゅーたが ムめ

（おじいさん達）。

ムめ [mme]［名］〔ム⸣めてぃー...〕大変なこと。
終止の意味。【例】すぐとー ムめ（仕事は終り

だ）。ムめ だいず（大変だ）。

ムめ [mme]［副］もう。【例】ムめ しゅーまん

（もうしない）。

ムめ [mme]［感］終わり。やっている事が終了す
ること。

ムめ ぴーちゃ [mme piːtɕa]［副］もう少し。【例】
ムめぴーちゃ しゅいだ（もう少し加えなさ

い）。

ムめ ぴーちゃがま [mme piːtɕagama]［副］もう
少し。〈ムめぴーちゃ〉より少量。【例】ムめぴ

ーちゃがま しゅいだ（もう少し加えなさい）。

ムめ ピとぅい [mme pɿtui]［連語］後一日。もう
一日。

ムめ ゆか [mme juka]［連語］後四日。しあさっ
て。

ムめしゃー [mmeɕaː]［感］もう終わりだなあ。仕
事の終了を確認するときに言う。

ムめしゃーい [mmeɕaːi]［感］大変だなあ。子供
に注意するときに言う。

ムめしゃーみー [mmeɕaːmiː]［感］終わったらど
うだ。仕事の終了を促すように言う。
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ムめしゃいく [mmeɕaiku]［感］仕事が終わった
ときに気づくときに言う。

ムめしゃいく [mmeɕaiku]［感］大変だなあ。
ムめしゃいやー [mmeɕaijaː]［連語］大変なこと
だなあ。どうしたのか。

ムめどー [mmedoː]［連語］終りだ。終りだよ。終
わったぞ。終わろう。一段落する。作業・仕事

の終了を告げる。

ムめどー [mmedoː]［連語］大変だ。身に危険を
感じたときに声を出す。

ムめどーさー [mmedoːsaː]［感］注意を呼びかけ
る大事な時に発する。

ムめなー [mmenaː]［連語］さようなら。別れの
挨拶。用事が全て終わって別れること。

ムめぬ むぬ [mmenu munu]［名］〔ムめ⸣ぬむぬ
まい...〕やから者。わがままな人。自分よがり
の人。嫌われ者。

ムめぴ [mmepi]［副］もっと。【例】ムめぴ ゆい

ずー（もっともらいたい）。ムめぴまい（もっ

とたくさん）。ムめぴまい ぱなし（もっともっ

と話せ）。

むや [muja]［名］〔むやまい...〕もや。かすみ。
むやーす [mujaːsɿ]［動 I 類 a 型］〔むやーしー、
むやーしゃん〕集める。揃える。

むやーばら [mujaːbara]［名］〔むや⸣ーばらまい...〕
⺟家柱。中心の柱。中柱。大黒柱。（茅葺きの）

家の中心にある柱。中心となる人物にもたとえ

る。

むやい [mujai]［名］〔むやいまい...〕模合。寄り
合い。頼⺟子講。

むやいじゃー [mujaidʑaː]［名］〔むやいじゃーま
い...〕模合座。

むやいじん [mujaidʑin]［名］〔むやいじんまい...〕
模合銭。模合座に出す金。

むやいにんじゅ [mujainindʑu]［名］〔むやいにん
じゅまい...〕頼⺟子講に参加している人たち。

むやう [mujau]［動 I類 a型］〔むいぇー、むやー
ん〕集まる。集う。【同】「むゆー」。

むやがらす [mujagarasɿ]［動 I 類 a 型］〔むやが
らしー、むやがらしゃん〕盛り上げる。

むやがリ゚ [mujagaɭ]［動 I類 a型］〔むやがりー、

むやがらん〕盛り上がる。

むゆー [mujuː]［動 I類 c型］〔むいぇー、むやー
ん〕集まる。集う。【同】「むやう」。

むゆか [mujuka]［名］〔むゆかまい...〕六日。【同】
「むいか」。

むゆかす [mujukasɿ]［動 I類 c型］〔むゆかしー、
むゆかしゃん〕動かす。【例】むゆかしゃいん

（動かせない。動かすことができない）。【同】「む

いかす」。

むゆキ゚ [mujukɿ]［動 I類 c型］〔むゆきー、むゆ
かん〕動く。働く。【同】「むいキ゚」。【類】「うい

キ゚」。

むゆく [mujuku]［形］〔むゆくてぃ⸣ーまい...〕無
欲。

むゆリ゚ [mujuɭ]［動 I類 a型］〔むゆりー、むゆら
ん〕寄り集まる。

むよー [mujoː]［名］〔むよーまい...〕無用。役に
立たない。

むよー [mujoː]［名］〔むよーまい...〕模様。様子。
状態。【例】あみむよー（雨模様）。

むら [mura]［名］〔むらまい...〕村。村落。集落。
里。

むらうぐなーリ゚ [muraugunaːɭ]［名］〔むらうぐな
ー⸣リ゚まい...〕村⺠集会。

むらうでーリ゚ [muraudeːɭ]［名］〔むらうでー⸣リ゚
まい...〕村⺠による共同作業。

むらがらす [muragarasɿ]［動 I類 a型］〔むらが
らしー、むらがらしゃん〕盛り上げさせる。積

み上げる。【例】たーらう むらがらす（俵を積

み上げる）。

むらがリ゚ [muragaɭ]［動 I類 a型］〔むらがりー、
むらがらん〕群がる。群れる。鳥が群れ飛ぶ。

蟻が砂糖に群がる。

むらがリ゚ [muragaɭ]［動 I類 a型］〔むらがりー、
むらがらん〕盛り上がる。積み上がる。盛会に

なる。【例】たーらぬ むらがリ゚（俵が積み上が

る）。しゃきじゃーぬ むらがリ゚（酒座が盛り上

がる）。

むらぎリ゚ [muragiɭ]［動 II類 a型］〔むらぎー、む
らぎん〕盛り上げる。積み上げる。【例】たー

らう むらぎリ゚（俵を積み上げる）。
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むらさき [murasaki]［名］〔むらさ⸣きまい...〕紫
色。高尚な色として見られる。

むらしゃず [muraɕadzɿ]［名］〔むらしゃずまい...〕
村佐事。番所（役場）の吏員。琉球国の役人。

むらじゅー [muradʑuː]［副］村内全部。村中。島
中。

むらす [murasɿ]［助数］〜山。山盛りにしてある
ものを数える。【例】すっじゃぬ ピとぅむらす

（サトウキビの一山）。

むらす [murasɿ]［名］〔むらすま⸣い...〕おもらし。
むらす [murasɿ]［動 I類 a型］〔むらしー、むら
しゃん〕盛らせる。いっぱいにする。

むらす [murasɿ]［動 I類 c型］〔むらしー、むら
しゃん〕漏らす。洩らす。秘密をもらす。

むらずかふ [muradzɿkafu]［名］〔むらずか⸣ふま
い...〕村近く。集落の近く。

むらたかび [muratakabi]［名］〔むらたかびまい...〕
里の神の祭り。健康や豊作祈願を行う。【類】「し

ゃとぅうがム」。

むらだてぃ [muradati]［名］〔むらだてぃまい...〕
村建て。島建て。人口増の政策。

むらつかふ [muratsɿkafu]［名］〔むらつか⸣ふま
い...〕集落近く。

むらピとぅ [murapɿtu]［名］〔むらピとぅまい...〕
村⺠。村人。島人。

むらふつ [murafutsɿ]［名］〔むらふつまい...〕村
はずれ。集落の境界。集落と外の畑との境界。

【例】むらふつばる（村はずれの畑）。

むらムなか [muramnaka]［名］〔むらムなかま
い...〕村中。集落の中心。

むらやくば [murajakuba]［名］〔むらやく⸣ばま
い...〕村役場。

むリ゚ [muɭ]［接頭］とても。もっとも。【例】むリ゚
ちび（最後尾）。むリ゚とぅ っさいん（とてもわ

からない）。

むリ゚ [muɭ]［名］〔むリ゚ま⸣い...〕森。林。
むリ゚ [muɭ]［動 I類 c型］〔むりー、むらん〕盛る。
【例】しゃきむリ゚（酒を満たす）。うじんー む

リ゚（膳に盛る）。

むリ゚ [muɭ]［動 I類 c型］〔むりー、むらん〕群れ
る。【例】たかぬ むリ゚んきー ぶリ゚（さしばが

群れを作っている）。

むリ゚ [muɭ]［動 I類 c型］〔むりー、むらん〕漏れ
る。雨が漏れる。【例】あみぬどぅ むリ゚（雨が

漏れる）。

むリ゚ [muɭ]［動 I類 c型］〔むりー、むらん〕子守
る。子を守る。子守する。【例】っふぁむリ゚（子

守する）。っふぁむリ゚だー（子守する場所）。

むリ゚ [muɭ]［動 I類 c型］〔むりー、むらん〕捥ぐ。
【例】かぶちゃぬ なリ゚る むリ゚（かぼちゃの実

を捥ぐ）。ふぬーゆ むリ゚（みかんを捥ぐ）。

むリ゚あかリ゚ [muɭakaɭ]［動 I類 a型］〔むリ゚あかり
ー、むリ゚あからん〕すっかり晴れる。晴天。快

晴。

むリ゚あぎリ゚ [muɭagiɭ]［動 II類 c型］〔むリ゚あぎ
ー、むリ゚あぎん〕盛り上げる。

むリ゚あとぅ [muɭatu]［名］〔むリ゚あとぅまい...〕最
後。列の最後。びり。

むリ゚あに [muɭani]［名］〔むリ゚あ⸣にまい...〕守姉。
他の家から頼まれてきて子守する少女。

むリ゚かーリ゚ [muɭkaːɭ]［動 I類 a型］〔むリ゚かーり
ー、むリ゚かーらん〕すっかり変る。【例】どぅ

ーが すまー むリ゚かーリ゚（ふるさとはすっか

り変った）。

むリ゚かいす [muɭkaisɿ]［動 I類 a型］〔むリ゚かい
しー、むリ゚かいしゃん〕もり返す。挽回する。

むリ゚ぎー [muɭgiː]［名］〔むリ゚ぎーまい...〕最後
尾。びり。

むリ゚じゅー [muɭdʑuː]［名］〔むリ゚じゅ⸣ーまい...〕
盛り重。重箱に盛った神への供え物。

むリ゚た [muɭta]［擬］盛り上がっている状態。【例】
かぬ むリ゚たう みーる（あの小高いところを

見なさい）。

むリ゚たみかす [muɭtamikasɿ]［動 I類 c型］〔むリ゚
たみかしー、むリ゚たみかしゃん〕盛り上げる。

盛り上がっている状態にする。

むリ゚たみキ゚ [muɭtamikɿ]［動 I類 c型］〔むリ゚たみ
きー、むリ゚たみかん〕盛り上がる。盛り上がっ

ている状態になる。

むリ゚たむリ゚た [muɭtamuɭta]［擬］数箇所の盛り上
がっている状態。

むリ゚ちび [muɭtɕibi]［名］〔むリ゚ちびまい...〕もっ
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むんぴ

とも尻。最後尾。【類】「でーんがーちび」。「で

ーんちび」。「でーんなーちび」。

むリ゚つキ゚ [muɭtsɿkɿ]［名］〔むリ゚つキ゚まい...〕全部。
まとまった。【例】むリ゚つキ゚じん（不足のない、

まとまった金）。

むリ゚とぅ [muɭtu]［副］完全に。すっかりと。
むリ゚ぱずまリ゚ [muɭpadzɿmaɭ]［名］〔むリ゚ぱずまリ゚
まい...〕最初。もっとはじめの時。【例】べー
たー むリ゚ぱずまリ゚んどぅ いでぃぐまたどー

（我々が最初の出演だよ）。

むリ゚ぱずみ [muɭpadzɿmi]［名］〔むリ゚ぱずみまい...〕
最初。もっとはじめの時。【例】むリ゚ぱずみぬ

すぐとぅ（一番目の仕事。仕事初め）。

むリ゚ぱだか [muɭpadaka]［名］〔むリ゚ぱだかまい...〕
まるはだか。まっぱだか。

むリ゚ぱりリ゚ [muɭpariɭ]［動 II類 c型］〔むリ゚ぱり
ー、むリ゚ぱりん〕すっかり晴れる。快晴。

むりぶす [muribusɿ]［名］〔むりぶ⸣すまい...〕群
星。すばる座。牡牛座にあるプレアデス星団。

【類】「むリ゚かぶす」。

むリ゚やー [muɭjaː]［名］〔むリ゚や⸣ーまい...〕雨漏
りする家。

むリ゚やま [muɭjama]［名］〔むリ゚や⸣ままい...〕森
山。林。

むりリ゚ [muriɭ]［動 II類 c型］〔むりー、むりん〕
漏れる。

むるくす [murukusɿ]［名］［植］〔むるく⸣すまい...〕
もろこし草。染料。

むるくすぎー [murukusɿgiː]［名］［植］〔むるくす
ぎ⸣ーまい...〕やえやまあおき。

むるみ [murumi]［名］〔むるみまい...〕もろみ。
酒こうじのもろみのこと。

むん [mun]［名］〔むんまい...〕門。【類】「じゃ
う」。「じゃうふつ」。「じょー」。「じょーふつ」。

むんく [munku]［名］〔むん⸣くまい...〕文句。な
んくせ。いちゃもん。

むんさつ [munsatsɿ]［名］〔むんさつまい...。む
んさ⸣つまい...〕門札。

むんちゅー [muntɕuː]［名］〔むんちゅーまい...〕
門中。一門。同門。一族。

むんつき [muntsɿki]［名］〔むんつ⸣きまい...〕紋

付。礼装用の和服に家紋がついている。

むんばん [munban]［名］〔むんばんまい...〕門番。
むんぴ [munpi]［名］〔むん⸣ぴまい...〕もんぺ。女
性用のズボン。戦時中の服装。

501



めー

̶ め ̶

めー [meː]［助数］〜枚。鍋の大きさの単位。【例】
さんめーなび（三枚鍋）。しんめーなび（四枚

鍋）。

めー [meː]［名］〔めーまい...〕勝負する。競争す
る。【例】ぱリ゚めー（走り競争）。あうめー（け

んか勝負）。うすめー（押し合い）。

めー [meː]［名］〔めーんけーまい...〕前。人前。
世間。広場。【例】めーんけー わーり（大衆の

所に来て下さい）。

めーか [meːka]［名］〔めーかまい...〕墓。古墳。
【例】うぷめーか（土原豊見親の墓）。【類】「め

ーかばか」。

めーかばか [meːkabaka]［名］〔めーかばかまい...〕
土原豊見親とその妻の墓。【類】「めーか」。

めーがらす [meːgarasɿ]［動 I類 a型］〔めーがら
しー、めーがらしゃん〕荷物を落とす。担いで

いる物を落とす。仕事を投げ捨てる。【同】「ま

やがらす」。

めーがリ゚ [meːgaɭ]［動 I類 a型］〔めーがりー、め
ーがらん〕自慢する。

めーぎ [meːgi]［名］〔めーぎまい...〕見上げ。見
上げること。敬意。

めーぎ [meːgi]［名］〔めーぎまい...〕振り向くこ
と。

めーぎー みーん [meːgiː miːn]［連語］振り向き
もしない。気を悪くして行く人のこと。

めーぎぶすしゃーリ゚ [meːgibusɿɕaːɭ]［形］〔めーぎ
ぶす⸣しゃまい...〕振り向きたい。振り向いて
見たい。振り向いて見たくなる。「あだんやぬ

あず」の一節。【例】めーぎぶすうぷやー（振

り向いて見たくなる立派な住宅）。

めーぎリ゚ [meːgiɭ]［動 II類 c型］〔めーぎー、め
ーぎん〕見上げる。

めーぎリ゚ [meːgiɭ]［動 II類 c型］〔めーぎー、め

ーぎん〕振り向く。【例】めーぎー ぶリ゚（振り

向いて見ている）。めーぎー みーリ゚（振り向い

て見る）。

めーく [meːku]［名］〔めーくまい...〕宮古。宮古
島。宮古島市。広義では宮古諸島。【例】いつ

が めーくんけー キ゚たリ゚ば（いつ宮古島に来

たか）。

めーく [meːku]［名］〔めーくまい...〕この世。現
世。

めーく [meːku]［名］〔めーくまい...〕みやこ。楽
天地。【例】ばが めーく（私の住み良い場所）。

めーくずま [meːkudzɿma]［名］〔めーくず⸣まま
い...〕宮古島。宮古島市。宮古諸島の政治経済
の中心地。

めーくどぅーみ [meːkuduːmi]［名］〔めーくどぅ
ー⸣みまい...〕宮古遠見。人頭税を取り立てる
琉球王府の帆船を見張るための遠見台。

めーくぬーま [meːkunuːma]［名］〔めーくぬー⸣
ままい...〕宮古馬。

めーくピとぅ [meːkupɿtu]［名］〔めーくピ⸣とぅ
まい...〕宮古の人。宮古の住人。広義では多良
間村⺠も含む。

めーくふつ [meːkufutsɿ]［名］〔めーくふ⸣つまい...〕
宮古口。宮古語。宮古方言。多良間語も含む。

めーぐむリ゚ [meːgumuɭ]［名］［地］〔めーぐむリ゚
まい...〕水納島の里の名。

めーしゃーリ゚[meːɕaːɭ]［形］〔めーしゃまい...〕新
しい。新品の。初物である。畑から最初に収穫

したもの。【同】「ミ゚ーしゃーリ゚」。

めーしゅ [meːɕu]［名］〔めーしゅまい...〕新しい
潮。朝の満ち潮。月初めの潮時。

めーす [meːsɿ]［動 I類 a型］〔めーしー、めーし
ゃん〕燃やす。火を燃やす。

めーすかにリ゚ [meːsɿkaniɭ]［動 II類 a型］〔めー
すかにー、めーすかにん〕燃やしかねる。火を

燃やすのに手間取る。

めーずキ゚ [meːdzɿkɿ]［名］〔めーずキ゚まい...〕新
月。月初めの月。上弦の月。特に三日月に愛着

する。

めーすぎしゃーリ゚ [meːsɿgiɕaːɭ]［形］〔めーすぎ⸣
しゃまい...〕楽そうである。心が安らいでいそ
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めだし

うである。金持ちそうである。仕事が軽そうで

ある。

めーすしゃーリ゚ [meːsɿɕaːɭ]［形］〔めーすしゃま
い...〕楽である。易い。楽な仕事。安心する。

めーすむぬ [meːsɿmunu]［名］〔めーすむぬまい...〕
楽な仕事。病気が快方に向う。

めーすむぬ [meːsɿmunu]［名］〔めーすむ⸣ぬま
い...〕燃やすもの。薪。燃やしてかまわないも
の。

めーた [meːta]［副］あるいは。それとも。【例】
くれー めーた ヴヴぁが むぬな（これはある

いは君のものか）。

めーぬ かム [meːnu kam]［名］〔めーぬか⸣ムま
い...〕スツウプナカの四ヶ所の神。

めーみず [meːmidzɿ]［名］〔めーみずまい...〕新
しい水。スツウプナカの翌朝の井戸水。スツウ

プナカの朝早く井戸の水で清める。

めーむぬ [meːmunu]［名］〔めーむぬまい...〕初
物。花物。最初に収穫したもの。

めーめー [meːmeː]［名］〔めー⸣めーまい...〕それ
ぞれ。各自。【例】めーめーん とぅり（各自で

取りなさい）。

めーめー [meːmeː]［名］〔めーめ⸣ーまい...〕幼児
語。目。おめめ。

めーめー [meːmeː]［感］幼児語。山羊を呼ぶ。
めーらがー [meːragaː]［名］［井戸］〔めーらがー
まい...〕井戸の名。人工井戸。

めーらばがー [meːrabagaː]［名］［井戸］〔めーら
ばがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

めーらび [meːrabi]［名］〔めーら⸣びまい...〕乙女。
おとめ。淫乱女。男性を追いかけまわる女性。

めく [meku]［名］〔めくまい...〕脈。
めくとぅリ゚ [mekutuɭ]［名］〔めくとぅ⸣リ゚まい...〕
脈取り。心臓の鼓動を確かめること。

めじる [medʑiru]［名］［鳥］〔めじ⸣るまい...〕め
じろ。【類】「みーピかリ゚」。

めだし [medaɕi]［名］〔めだ⸣しまい...〕芽出し。
さとうきびの芽出し肥料のこと。【同】「みだ

し」。
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もー

̶ も ̶

もー [moː]［接尾］無いこと。【例】ぱーもー（⻭
の欠けている人）。

もー [moː]［動 I類 a型］〔めー、まーん〕舞う。
踊る。【例】もーやー（踊り楽しむ）。【同】「ま

う」。

もー [moː]［擬］牛の鳴きまね。牛の呼び方。
もーかー [moːkaː]［名］〔もーかーまい...〕前方。
【例】くるまうばー もーかーう みー ぱらし

（車をば前を見て走らせ）。【同】「まうかー」。「ま

うけー」。「もーけー」。

もーかリ゚ [moːkaɭ]［動 I類 c型］〔もーかりー、も
ーからん〕儲かる。得する。利益を得る。

もーき [moːki]［名］〔もー⸣きまい...〕儲け。得。
利益。【同】「まうき」。

もーきじゅく [moːkidʑuku]［名］〔もーきじゅ⸣く
まい...〕儲け仕事。出稼ぎ。【同】「まうきじゅ
く」。

もーきじょーず [moːkidʑoːdzɿ]［形］〔もーきじょ
ー⸣ずまい...〕儲け上手。【同】「まうきじょー
ず」。

もーきしょーぶ [moːkiɕoːbu]［名］〔もーきしょー
⸣ぶまい...〕儲け勝負。一生懸命働くこと。【同】
「まうきしょーぶ」。

もーきすかま [moːkisɿkama]［名］〔もーきすか⸣
ままい...〕儲け仕事。出稼ぎ。【同】「まうきす
かま」。

もーきふつ [moːkifutsɿ]［名］〔もーきふ⸣つまい...〕
儲け口。働き口。【同】「まうきふつ」。

もーきむぬ [moːkimunu]［名］〔もーきむ⸣ぬま
い...〕儲けもの。儲け運のあること。思いがけ
ない儲かり。【同】「まうきむぬ」。

もーきリ゚ [moːkiɭ]［動 II類 c型］〔もーきー、も
ーきん〕儲ける。稼ぐ。得する。利益を上げる。

【同】「まうきリ゚」。

もーしくム [moːɕikum]［動 I類 c型］〔もーしく
みー、もーしくまん〕申し込む。

もーちょー [moːtɕoː]［名］〔もーちょ⸣ーまい...〕
盲腸。虫垂。盲腸炎。虫垂炎。

もーとぅ [moːtu]［名］〔もーとぅまい...〕真っす
ぐ。直線。【同】「まうとぅ」。【類】「ますーぐ」。

もーとぅ みーリ゚ [moːtu miːɭ]［連語］真っすぐ前
を見る。【例】もーとぅ みー ぱらし（まっす

ぐ見て走らせ）。【同】「まうとぅみーリ゚」。

もーふ [moːfu]［名］〔もー⸣ふまい...〕毛布。
もームまがー [moːmmagaː]［名］［井戸］〔もーム

⸣まがーまい...〕井戸の名。人工井戸。
もーやー [moːjaː]［名］〔もーや⸣ーまい...〕踊り。
踊ること。一定の型はない自己流で踊る。【例】

しゃきじゃーんや もーやーぬどぅ うむっし

（酒座にはモーヤーが面白い）。

もーるく [moːruku]［名］〔もーるくまい...〕もう
ろく。ぼけ。認知症。

もくまう [mokumau]［名］［植］〔もくま⸣うま
い...〕もくまおう。【同】「もくもー」。

もくまうやま [mokumaujama]［名］［植］〔もく
ま⸣うやまんまい...〕もくまおうの林。【同】「も
くもーやま」。

もくもーやま [mokumoːjama]［名］［植］〔もくも
⸣ーやまんまい...〕もくまおうの林。【同】「もく
まうやま」。

もくよー [mokujoː]［名］〔もくよ⸣ーまい...〕木
曜日。
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やーすかま

̶ や ̶

や [ja]［助］〜は。主題助詞。【例】うまんや ね

ーん（そこにはないよ）。ゆーや なうリ゚（世は

直る）。きゅーや ぴーしゃーリ゚（今日は寒い）。

うんぬ ゆーや あみどぅ あたリ゚（あの夜は雨

だった）。【同】「あ」。

やー [jaː]［助］〜とか。【例】あんしーぬやー く

んしーぬやー（あんなにとかこんなにとか）。

やー [jaː]［終］問い返す。【例】んだんけーが／
ぱるんけーやー（どこへ行くのか／畑に行くん

だよ）。めーくんけーやー（宮古へ行くのさ）。

やー [jaː]［名］八。八つ。八歳。
やー [jaː]［名］〔やーま⸣い...〕家。家屋。家庭。建
物。ビルディング。住宅。

やー [jaː]［名］〔やーま⸣い...〕矢。弓の矢。
やーいな [jaːina]［名］〔やーい⸣なまい...〕家の飼
い犬。ペットとしての犬。

やーがキ゚ [jaːgakɿ]［名］〔やーが⸣キ゚まい...〕家囲
い。屋敷囲い。垣。

やーがくい [jaːgakui]［名］〔やーがく⸣いまい...〕
家の囲い。屋敷囲い。石垣。塀。

やーかず [jaːkadzɿ]［名］〔やーかずまい...〕家ご
と。各家。各戸。【類】「やーぬかず」。

やーかずまーれ [jaːkadzɿmaːre]［名］〔やーかず
まー⸣れまい...〕各家を歩き回るくせのある人。
【類】「やーぬかずまーれ」。

やーかどぅ [jaːkadu]［名］〔やーか⸣どぅまい...〕
家の角。

やーがま [jaːgama]［名］〔やーが⸣ままい...〕⺟屋
の隣の家。離れの小屋。主に台所。【類】「たう

ヴヴぁ」。「とーヴヴぁ」。

やーき [jaːki]［名］〔やー⸣きまい...〕家庭。家族。
【類】「やーきない」。

やーぎー [jaːgiː]［名］〔やーぎ⸣ーまい...〕家で着
る衣服。普段着。【類】「やーギん」。

やーきない [jaːkinai]［名］〔やーきな⸣いまい...〕
家庭。家族。家族の人数。【類】「やーき」。

やーギん [jaːgɿn]［名］〔やーギ⸣んまい...〕家で
着る衣服。普段着。【類】「やーぎー」。

やーくす [jaːkusɿ]［名］〔やーく⸣すまい...〕家の
引越し。転居。

やーぐす [jaːgusɿ]［名］〔やーぐ⸣すまい...〕家の
後ろ。家の裏側。

やーぐまリ゚ [jaːgumaɭ]［名］〔やーぐま⸣リ゚まい...〕
家籠り。家の中にこもる。外出しない。引きこ

もり。【同】「やぐまリ゚」。

やーぐまれ [jaːgumare]［名］〔やーぐま⸣れまい...〕
外出しない人。家から外へ出ない人。

やーじぇーふ [jaːdʑeːfu]［名］〔やーじぇー⸣ふま
い...〕家大工。家の建築専門の大工。

やーしゃ [jaːɕa]［名］〔やー⸣しゃまい...〕ひもじ
さ。空腹。

やーしゃーリ゚ [jaːɕaːɭ]［形］〔やー⸣しゃまい...〕ひ
もじい。空腹である。

やーじゃうぬー [jaːdʑaunuː]［名］〔やーじゃうぬ
⸣ーまい...〕家上納。家に課される税金。【同】
「やーじょーぬー」。

やーしゃがーき [jaːɕagaːki]［名］〔やー⸣しゃがー
きまい...〕空腹で渇ききっている様。飢え苦し
むこと。

やーしゃくーしゃ [jaːɕakuːɕa]［名］〔やー⸣しゃ
くーしゃまい...〕空腹の苦しさ。腹腔の苦しみ。
貧乏であること。

やーしゃどぅ ムましゃ [jaːɕadu mmaɕa]［連語］
空腹にまずいものなし。空腹だからこそおいし

い。

やーしゃなうす [jaːɕanausɿ]［名］〔やー⸣しゃな
うすまい...〕空腹直し。空腹を直すこと。水を
飲んで空腹をまぎらわすこと。

やーしゃばた [jaːɕabata]［名］〔やー⸣しゃばたま
い...〕空腹。

やーじょーぬー [jaːdʑoːnuː]［名］〔やーじょーぬ
⸣ーまい...〕家上納。家に課される税金。【同】
「やーじゃうぬー」。

やーすかま [jaːsɿkama]［名］〔やーすか⸣ままい...〕
家仕事。手間賃のない仕事。
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やーすくつ

やーすくつ [jaːsɿkutsɿ]［名］〔やーすく⸣つまい...〕
家仕事。手間賃のない仕事。

やーすぐとぅ [jaːsɿgutu]［名］〔やーすぐ⸣とぅま
い...〕家仕事。手間賃のない仕事。

やーだい [jaːdai]［名］〔やーだ⸣いまい...〕家の建
築費用。家作りの代金。

やーだう [jaːdau]［名］〔やーだ⸣うまい...〕家に
ある普段使用できる道具のこと。日常生活の必

需品。【同】「やーどー」。

やーつ [jaːtsɿ]［名］〔やーつまい...〕八。八つ。八
歳。

やーっすぅ [jaːssu]［名］〔やーっすぅまい...〕飢
饉（ききん）。〈にんてぃやーっすぅ〉（子年の

飢饉）の項参照。

やーつっふイ゚ [jaːtsɿffuɿ]［名］〔やーつっふ⸣イ゚ま
い...〕家の建築。新築。

やーてぃ [jaːti]［名］〔やーてぃまい...〕八年。八
年間。

やーでぃ [jaːdi]［名］〔やー⸣でぃまい...〕家庭。家
族。

やーどぅなリ゚ [jaːdunaɭ]［名］〔やーどぅな⸣リ゚ま
い...〕家隣。家近所。

やーどぅリ゚ [jaːduɭ]［名］〔やーどぅ⸣リ゚まい...〕屋
敷内に飼っている鶏。

やーどー [jaːdoː]［名］〔やーど⸣ーまい...〕家にあ
る普段使用できる道具のこと。日常生活の必需

品。【同】「やーだう」。

やーなー [jaːnaː]［名］〔やーな⸣ーまい...〕屋号。
家の名前。

やーなー [jaːnaː]［名］〔やーな⸣ーまい...〕童名。
戸籍上の名前とは別の名前。【類】「やらびな

ー」。

やーなか [jaːnaka]［名］〔やーなか⸣んまい...〕家
の中。

やーならーす [jaːnaraːsɿ]［名］〔やーならー⸣すま
い...〕家庭習わし。家庭教育。家のしつけ。

やーなり [jaːnari]［名］〔やーな⸣りまい...〕家習
い。家馴れ。家庭の習慣。【例】やーなりどぅ

ぷかなり（家のしつけは外でも現れる）。

やーなりどぅ ぷかなり [jaːnaridu pukanari]［諺］
家の慣れ、外の慣れ。家の習慣が外で表われ

る。

やーに [jaːni]［名］〔やー⸣にまい...〕来年。【類】
「やーにどぅす」。

やーにー [jaːniː]［名］〔やーに⸣ーまい...〕屋根の
上。屋上。

やーにか [jaːnika]［名］〔やーに⸣かまい...〕家の
飼い猫。ペットとしての猫。

やーにどぅす [jaːnidusɿ]［名］〔やーにどぅすま
い...〕来年。【類】「やーに」。

やーにぬ ちゃむ [jaːninu tɕamu]［名］〔やーに⸣
ぬちゃむ⸢まい...〕童謡の一節。「たかごー」の
歌。さしばの⻑い旅の疲れを憂い、たかごーは

来年も籠る場所はあるだろうか。それは多良間

の森林の奥深い所に営巣しているよ。「やーに

ぬちゃむ。くむリ゚ぬちゃむ」。来年の籠る良い

場所。〈ちゃむ〉は人を表わしていると考えら

れる。つまり、「屋上の人、里の人」の意であ

ろう。

やーにんじゅ [jaːnindʑu]［名］〔やーにん⸣じゅま
い...〕家族の人数。

やーぬ かずまーれ [jaːnu kadzɿmaːre]［名］〔や
ーぬか⸣ずまーれまい...〕各家を歩き回るくせ
のある人。【類】「やーかずまーれ」。

やーぬ かム [jaːnu kam]［名］〔やーぬか⸣ムま
い...〕家の神。

やーぬ くとぅ [jaːnu kutu]［名］〔やーぬく⸣とぅ
まい...〕家の事。家事。雑事。

やーぬ ちび [jaːnu tɕibi]［名］〔やーぬちび⸣んま
い...〕家の後ろ。家の裏側。

やーぬ とぅず [jaːnu tudzɿ]［名］〔やー⸣ぬとぅ
ず⸢まい...〕家のとじ。妻。

やーぬ なー [jaːnu naː]［名］〔やーぬな⸣ーまい...〕
家の名前。屋号。

やーぬ なか [jaːnu naka]［名］〔やーぬなか⸣んま
い...〕家の中。

やーぬ ぬす [jaːnu nusɿ]［名］〔やーぬぬ⸣すま
い...〕家主。家⻑。

やーぬ ぱな [jaːnu pana]［名］〔やーぬぱな⸣んま
い...〕家の上。屋上。いらか。【類】「いリ゚か」。

やーぬ ばん [jaːnu ban]［名］〔やー⸣ぬばん⸢ま
い...〕家の番。留守番。【類】「やーばん」。
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やーまピとぅ

やーぬ みなか [jaːnu minaka]［名］〔やーぬみな
⸣かまい...〕家の庭。

やーぬ よーイ゚ [jaːnu joːɿ]［名］〔やーぬよー⸣イ゚
まい...〕家の祝い。新築祝い。家の建築記念祝
い。

やーぬかず [jaːnukadzɿ]［名］〔やーぬか⸣ずまい...〕
家ごと。各家。各戸。【類】「やーかず」。

やーぬす [jaːnusɿ]［名］〔やーぬ⸣すまい...〕家主。
亭主。大家。【同】「やぬす」。【類】「やーぬぬ

す」。

やーぬっふぁどぅリ゚ [jaːnuffaduɭ]［名］［鳥］〔や
ー⸣ぬっふぁ⸢どぅリ゚まい...〕すずめ。

やーぱイ゚ [jaːpaɿ]［名］［昆虫］〔やーぱ⸣イ゚まい...〕
家にいる蝿。

やーぱイ゚でぃ [jaːpaɿdi]［名］〔やーぱイ゚⸣でぃま
い...〕家這出。外出。嫁いだ女が外出すること。

やーばかーリ゚ [jaːbakaːɭ]［名］〔やーばかー⸣リ゚ま
い...〕分家。

やーばし [jaːbaɕi]［名］〔やーば⸣しまい...〕家と
家の間。

やーばリ゚ [jaːbaɭ]［名］〔やーば⸣リ゚まい...〕家割
り。自らの手で家をこわすこと。

やーばん [jaːban]［名］〔やーば⸣んまい...〕家の
番。留守番。【類】「やーぬばん」。

やーぴんだ [jaːpinda]［名］〔やーぴん⸣だまい...〕
屋敷内に飼っている山羊。屋敷の中に小屋を建

ててそこで飼う。

やーふキ゚ [jaːfukɿ]［名］〔やーふ⸣キ゚まい...〕家葺
き。家造り。新築。

やーふキ゚あぐ [jaːfukɿagu]［名］〔やーふキ゚あ⸣ぐ
まい...〕家葺きの工事人夫。

やーふキ゚けー [jaːfukɿkeː]［名］〔やーふキ゚け⸣ーま
い...〕家葺き用の茅。

やーふキ゚じぇーふ [jaːfukɿdʑeːfu]［名］〔やーふキ゚
じぇー⸣ふまい...〕家葺きの大工。

やーふキ゚なー [jaːfukɿnaː]［名］〔やーふキ゚な⸣ーま
い...〕家葺き用の縄。茅を締め付ける縄。

やーふキ゚にんじゅ [jaːfukɿnindʑu]［名］〔やーふ
キ゚にん⸣じゅまい...〕家葺きの人数。家葺きの作
業人夫。

やーふキ゚ぱリ゚ [jaːfukɿpaɭ]［名］〔やーふキ゚ぱ⸣リ゚ま

い...〕家葺きの針。茅を締める縄を通す穴のあ
る棒のこと。

やーふキ゚ぶい [jaːfukɿbui]［名］〔やーふキ゚ぶ⸣いま
い...〕家葺きの手伝いをして酒や食事をいただ
くこと。賃金はない。

やーふキ゚ゆイ゚ [jaːfukɿjuɿ]［名］〔やーふキ゚ゆ⸣イ゚ま
い...〕家葺き結い。奉仕。仕事のお返し。【類】
「やーふキ゚ゆイ゚まーる」。

やーふキ゚ゆイ゚まーる [jaːfukɿjuɿmaːru]［名］〔やー
ふキ゚ゆイ゚まー⸣るまい...〕家葺き結い。奉仕。仕
事のお返し。【類】「やーふキ゚ゆイ゚」。

やーふキ゚よーイ゚ [jaːfukɿjoːɿ]［名］〔やーふキ゚よー⸣
イ゚まい...〕家葺き祝い。新築祝い。新築祝いの
時に「あだんやぬあず」の歌を歌う。

やーふっずー [jaːfuddzɿː]［名］〔やーふっず⸣ーま
い...〕家の中をあさること。家中を探し回るこ
と。【同】「やーふっず」。

やーふっつー [jaːfuttsɿː]［名］〔やーふっつ⸣ーま
い...〕家移り。転居。

やーま [jaːma]［名］〔やーままい...。やーまゆー
リ゚⸣らまい...〕八重山。八重山群島。

やーまーリ゚ [jaːmaːɭ]［名］〔やーまー⸣リ゚まい...〕
家回り。その人。各家を訪ねて伝令する。

やーまいだ [jaːmaida]［名］［昆虫］〔やーまい⸣だ
まい...〕かまきり。八重山はどこ。

やーまげーばつ [jaːmageːbatsɿ]［名］［昆虫］〔や
ーまげーばつまい...〕あしながばち。

やーまずま [jaːmadzɿma]［名］〔やーまずままい...〕
八重山島。石垣島。

やーまどぅーみ [jaːmaduːmi]［名］〔やーまどぅ
ーみまい...〕八重山遠見。人頭税を取り立てる
船を見張る遠見台。石垣島が見えるからその名

がある。

やーまどぅーみやま [jaːmaduːmijama]［名］〔や
ーまどぅーみやままい...〕八重山遠見山。八重
山遠見台がある所の林。

やーまぬ ムまが すばリ゚ふしゃ [jaːmanu mmaga
sɿbaɭfuɕa]［名］［植］〔やーまぬムま⸣がすばリ゚⸢
ふしゃまい...〕はまきけまん。

やーまピとぅ [jaːmapɿtu]［名］〔やーまピ⸣とぅま
い...〕八重山の住人。八重山群島の住人。八重
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やーまふつ

山出身の人。

やーまふつ [jaːmafutsɿ]［名］〔やーまふつまい...〕
八重山口。八重山方言。八重山語。

やーむつべー [jaːmutsɿbeː]［名］〔やーむつべ⸣ー
まい...〕家を継ぐ人。後継者。家督相続者。

やーむとぅ [jaːmutu]［名］〔やーむ⸣とぅまい...〕
家元。本家。

やームまが [jaːmmaga]［名］〔やームま⸣がまい...〕
家の孫。⻑男孫。

やーむら [jaːmura]［名］〔やーむ⸣らまい...〕集落。
部落。

やーやき [jaːjaki]［名］〔やーや⸣きまい...〕家焼
け。火事。家の火事。

やーやすキ゚ [jaːjasɿkɿ]［名］〔やーやす⸣キ゚まい...〕
家屋敷。

やーゆみ [jaːjumi]［名］〔やーゆ⸣みまい...〕家嫁。
⻑男嫁。

やーら [jaːra]［名］〔やーらまい...〕横腹。【同】
「よーら」。

やーらヴぇーがリ゚ [jaːraveːgaɭ]［動 I類 a型］〔や
ーらヴぇーがりー、やーらヴぇーがらん〕晩生

する。遅咲きする。

やーらキ゚ [jaːrakɿ]［動 I類 a型］〔やーらきー、や
ーらかん〕天気がよくなる。荒れていた天気が

良くなる。

やーらきしゃ [jaːrakiɕa]［名］〔やーらき⸣しゃま
い...〕おだやかな気候。寒さがゆるむ。

やーらぎリ゚ [jaːragiɭ]［動 II類 a型］〔やーらぎー、
やーらぎん〕やわらげる。畑の固い土を耕す。

やーらしゃーリ゚ [jaːraɕaːɭ]［形］〔やーらしゃま
い...〕柔らかい。

やーらばた [jaːrabata]［名］〔やーらばたまい...〕
横腹。

やーらぶに [jaːrabuni]［名］〔やーらぶにまい...〕
肋骨。

やーらむぬ [jaːramunu]［名］〔やーらむぬまい...〕
柔らかいもの。

やーらやム [jaːrajam]［名］〔やーらやムまい...〕
弱い痛み。痛みが⻑びくこと。

やーわじゃ [jaːʋadʑa]［名］〔やーわ⸣じゃまい...〕
家仕事。手間賃のない仕事。

やーん ちべー つかん [jaːn tɕibeː tsɿkan]［連語］
家に尻をつけない。落ちつきのないこと。

やーんけー ふつ [jaːnkeː futsɿ]［連語］家に帰る
途中。家に向いて行っていること。

やい [jai]［名］〔やいま⸣い...〕やせ。やせること。
やいぬーま [jainuːma]［名］〔やいぬー⸣ままい...〕
やせた馬。

やいばー [jaibaː]［名］〔やいば⸣ーまい...〕八重
⻭。【類】「つーギばー」。

やいぷりリ゚ [jaipuriɭ]［動 II 類 c 型］〔やいぷり
ー、やいぷりん〕やせ細る。おとろえる。やせ

こげる。

やいや [jaija]［感］いいぞ。はげます。【例】や
いや ばーれ（いいぞよい子だなあ）。

やいやぬ [jaijanu]［感］囃子。〈くいちゃー〉（雨
乞い歌）の歌詞の一節。

やいリ゚ [jaiɭ]［動 II類 c型］〔やいー、やいん〕痩
せる。

やう [jau]［接尾］〜らしい。「〜がやう」の形で用
いられる。【例】たらまんや あーじょーぬーど

ぅ ありー うキ゚がやう（多良間島では粟上納

だったらしい）。【同】「よー」。

やう [jau]［接尾］〜様。「〜やうん」の形で用い
られる。【例】すまぬ はんじょー すーやうん

にぐーだーら（村が繁盛するように祈願するの

だ）。【同】「よー」。

やう [jau]［副］しっかり。もっと。【例】やう ぬ

まだ（もっと飲みなさい）。やう ぱたらき（し

っかり働きなさい）。【同】「よー」。

やヴヴぁ [javva]［名］〔やヴ⸣ヴぁまい...〕短期
者。おこりんぼ。悪い心の人。【類】「やヴヴぃ

むぬ」。

やヴヴぁす [javvasɿ]［動 I類 c型］〔やヴヴぁし
ー、やヴヴぁしゃん〕破らせる。故障させる。

破れる。壊す。悪くする。

やヴヴィ゚ [javvɿ]［動 I類 c型］〔やヴヴぃー、や
ヴヴぁん〕破る。壊す。悪くする。【例】てぃん

キ゚やヴヴィ゚（天気の悪くなる）。

やヴヴぃ [javvi]［名］〔やヴヴぃま⸣い...〕破れ。
破れること。こわれ。悪くなること。

やヴヴぃむぬ [javvimunu]［名］〔やヴヴぃむ⸣ぬ
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やキ゚ムー

まい...〕短期者。乱暴者。【類】「やヴヴぁ」。
やヴヴぃリ゚ [javviɭ]［動 II類 c型］〔やヴヴぃー、
やヴヴぃん〕短期者になる。暴力を振るう。悪

い人になる。

やヴヴぃリ゚ [javviɭ]［動 II類 c型］〔やヴヴぃー、
やヴヴぃん〕破れる。壊れる。故障する。悪くな

る。失敗する。仕損じる。海や天候が荒れる。

やうか [jauka]［名］〔やうかまい...〕八日。【同】
「よーか」。

やうかにす [jaukanisɿ]［名］［鳥］〔やうかにすま
い...〕つばめ。【同】「よーかにす」。

やうがりむぬ [jaugarimunu]［名］〔やうがりむ⸣
ぬまい...〕やせた人。細身の人。【同】「よーが
りむぬ」。

やうがりリ゚ [jaugariɭ]［動 II類 a型］〔やうがり
ー、やうがりん〕やせる。細身になる。【同】「よ

ーがりリ゚」。

やうだき [jaudaki]［副］もっと。【例】にんじゅ
ーや うだき しゅるいる（人数はもっとたく

さん集めなさい）。【同】「よーだき」。

やうん [jaun]［連語］〜ように。するように。【例】
かリ゚が すーやうん しる（彼のするようにし

なさい）。【同】「よーん」。

やがく [jagaku]［名］〔やがくまい...〕夜学。
やかず [jakadzɿ]［名］〔やかずまい...〕家々。各
戸。

やかずまーリ゚ [jakadzɿmaːɭ]［名］〔やかずまー⸣リ゚
まい...〕家々を回る。自分の家で落ち付きのな
いこと。

やかた [jakata]［名］〔やかたま⸣い...〕船の骨格。
船の骨組み。

やかたぶに [jakatabuni]［名］〔やかたぶ⸣にまい...〕
あばらぼね。肋骨。

やがてぃ [jagati]［副］やがて。まもなく。直ち
に。

やかどぅ [jakadu]［名］〔やかどぅまい...〕八角。
凧の種類。

やがましゃーリ゚ [jagamaɕaːɭ]［形］〔やがま⸣しゃ
まい...〕やがましい。うるさい。煩わしい。面
倒くさい。

やから [jakara]［名］〔やからまい...〕輩。強い者。

豪者。力強い者。若者。

やキ゚ [jakɿ]［動 I類 a型］〔やきー、やかん〕焼く。
【例】ふしゃう やキ゚（枯れ草を焼く）。

やき [jaki]［名］〔やきまい...〕やけ。すて鉢。や
けくそ。【類】「やきふしゃ」。

やキ゚あとぅ [jakɿatu]［名］〔やキ゚あ⸣とぅまい...〕
焼き跡。焼いた跡。

やきあとぅ [jakiatu]［名］〔やきあとぅまい...〕焼
け跡。焼けた跡。

やキ゚イ゚ズぅ [jakɿɿzu]［名］〔やキ゚イ゚ズぅまい...〕焼
き魚。

やきがた [jakigata]［名］〔やきがたまい...〕焼け
る直前。間もなく焼ける。

やキ゚かビ [jakɿkabɿ]［名］〔やキ゚かビまい...〕焼き
紙。紙銭。冥銭。

やキ゚ぐぱん [jakɿgupan]［名］〔やキ゚ぐぱんまい...〕
焼き料理。

やきじゃき [jakidʑaki]［名］〔やきじゃきまい...〕
やけ酒。

やキ゚しゅば [jakɿɕuba]［名］〔やキ゚しゅばまい...〕
焼きそば。

やキ゚じん [jakɿdʑin]［名］〔やキ゚じんまい...〕焼く
銭。紙銭。冥銭。

やギすぃリ゚ [jagɿsiɭ]［動 II類 a型］〔やギすぃー、
やギすぃん〕くびれる。材木がくびれて弱々し

く見える。

やきずん [jakidzɿn]［名］〔やきず⸣んまい...〕焼
け死。

やきどぅ [jakidu]［名］〔やきどぅまい...〕やけ
ど。火傷。熱湯のゆで傷。

やキ゚ぱるー [jakɿparuː]［動 I類 c型］〔やキ゚ぱれー、
やキ゚ぱらーん〕焼き払う。野原を焼き払う。

やキ゚ぱん [jakɿpan]［名］〔やキ゚ぱんまい...〕焼き
判。焼きはんこ。

やキ゚ぶいぎ [jakɿbuigi]［名］〔やキ゚ぶいぎまい...〕
火に焼いた棒。

やキ゚ふしゃり [jakɿfuɕari]［名］〔やキ゚ふしゃりま
い...〕焼きくされ。焼けたものの臭い匂い。

やきふしゅ [jakifuɕu]［名］〔やきふしゅまい...〕
やけくそ。自暴自棄。すてばち。やけっぱち。

やキ゚ムー [jakɿmm]［名］〔やキ゚ムーまい...〕焼き
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やきむち

芋。

やきむち [jakimutɕi]［名］〔やきむちまい...〕や
きもち。嫉妬。ねたみ。そねみ。

やキ゚むぬ [jakɿmunu]［名］〔やキ゚むぬまい...〕焼
き物。陶器。瀬戸物。

やきやム [jakijam]［名］〔やきやムまい...〕感冒。
頭痛。

やきリ゚ [jakiɭ]［動 II 類 a 型］〔やきー、やきん〕
焼ける。燃える。

やく [jaku]［名］〔やくまい...〕役。役職。務め。
職務。役目。

やぐい [jagui]［名］〔やぐいまい...〕矢声。やぐ
え。大きな掛け声。弓矢の的に命中したときの

歓声。

やくざ [jakudza]［名］〔やく⸣ざまい...〕やくざ。
ならず者。

やくしゃ [jakuɕa]［名］〔やく⸣しゃまい...〕役者。
芸人。

やくしゅ [jakuɕu]［名］〔やく⸣しゅまい...〕役所。
やくしゅく [jakuɕuku]［名］〔やくしゅ⸣くまい...〕
約束。

やくしん [jakuɕin]［名］〔やくし⸣んまい...〕だめ
な人。子供をたしなめる言葉。

やくだつ [jakudatsɿ]［動 I類 a型］〔やくだてぃ
ー、やくだたん〕役立つ。

やくだてぃリ゚ [jakudatiɭ]［動 II類 c型］〔やくだ
てぃー、やくだてぃん〕役立てる。

やくてぃん [jakutin]［名］〔やくてぃ⸣んまい...〕
薬店。薬局。

やくにん [jakunin]［名］〔やくに⸣んまい...〕役人。
官吏。吏員。

やくば [jakuba]［名］〔やく⸣ばまい...〕役場。
やくぶしゅく [jakubuɕuku]［名］〔やくぶしゅく
まい...〕役不足。適役の乏しいこと。

やぐまリ゚ [jagumaɭ]［動 I類 c型］〔やぐまりー、
やぐまらん〕家籠る。ひどい目に合う。怪我を

する。病気になる。【例】ぱギう ぶりー やぐ

まりー（足を折ってひどく苦しむ）。【同】「や

ーぐまリ゚」。

やくみ [jakumi]［名］〔やく⸣みまい...〕役目。役
割。

やぐみぐとぅ [jagumigutu]［名］〔やぐみぐとぅ
まい...〕おそれおおいこと。大きな事件。

やぐみしゃ [jagumiɕa]［名］〔やぐみしゃまい...〕
おそれおおいこと。尊さ。

やぐみしゃーリ゚ [jagumiɕaːɭ]［形］〔やぐみしゃま
い...〕大層。高尚。高貴。崇高。おそれおおい。

やぐみピとぅ [jagumipɿtu]［名］〔やぐみピとぅ
まい...〕畏敬すべき人。高貴な人。

やくゆき [jakujuki]［名］〔やくゆきまい...〕厄除
け。災厄を除けること。

やけ [jake]［名］［魚］〔や⸣けまい...〕おじさん。
【類】「かたかす」。

やじ [jadʑi]［名］〔やじまい...〕野次。やじるこ
と。からかうこと。

やしゃい [jaɕai]［名］［植］〔やしゃ⸣いまい...〕野
菜。

やしゃいまみ [jaɕaimami]［名］〔やしゃ⸣いまみ
まい...〕野菜豆。

やしゅ [jaɕu]［名］〔や⸣しゅまい...〕椰子。椰子
の実。

やしゅぎー [jaɕugiː]［名］［植］〔や⸣しゅぎーま
い...〕椰子の木。

やしゅつ [jaɕutsɿ]［名］〔やしゅつまい...〕八十。
八十歳。傘寿。

やしゅつやーつ [jaɕutsɿjaːtsɿ]［名］〔やしゅつや
ー⸣つまい...〕八十八歳。米寿。

やしゅつやーつぬ よーイ゚[jaɕutsɿjaːtsɿnu joːɿ]［名］
〔やしゅつやーつ⸣ぬよーイ゚⸢まい...〕八十八歳の
祝い。米寿の祝い。

やしゅてぃ [jaɕuti]［名］〔やしゅてぃまい...〕八
十年。

やしゅぬ なリ゚ [jaɕunu naɭ]［名］〔やしゅ⸣ぬなリ゚
⸢まい...〕椰子の実。

やしゅる [jaɕuru]［名］〔やしゅるまい...〕一反。
十畝。土地や畑の面積の単位。一反は十畝。

やしゅるぱギ [jaɕurupagɿ]［名］［植］〔やしゅる
ぱ⸣ギまい...〕めどはぎ。村史参照。

やしリ゚ [jaɕiɭ]［動 II 類 c 型］〔やしー、やしん〕
やせる。やせること。細身になる。

やじリ゚ [jadʑiɭ]［動 II類 a型］〔やじー、やじん〕
やじる。からかう。
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やっとぅ

やじリ゚ [jadʑiɭ]［動 II類 a型］〔やじー、やじん〕
野次る。非難の言葉を浴びせる。

やすあがリ゚ [jasɿagaɭ]［名］〔やすあが⸣リ゚まい...〕
安上がり。費用の軽いこと。

やすー [jasɿː]［名］〔やすーまい...〕やすり。金
工や木工に使う工具。表面をなめらかにする工

具。

やすキ゚ [jasɿkɿ]［名］〔やす⸣キ゚まい...〕屋敷。
やすキ゚あとぅ [jasɿkɿatu]［名］〔やすキ゚あ⸣とぅま
い...〕屋敷跡。

やすキ゚がキ゚ [jasɿkɿgakɿ]［名］〔やすキ゚が⸣キ゚まい...〕
屋敷の垣。

やすキ゚がム [jasɿkɿgam]［名］〔やすキ゚が⸣ムまい...〕
屋敷神。

やすキ゚だみ [jasɿkɿdami]［名］〔やすキ゚だみまい...〕
屋敷祓い。

やすキ゚ぬす [jasɿkɿnusɿ]［名］〔やすキ゚ぬ⸣すまい...〕
屋敷主。

やすしゃーリ゚ [jasɿɕaːɭ]［形］〔やす⸣しゃまい...〕
安い。値段が安い。安価である。【例】やすむ

ぬ（安い値段）。

やすしゃーリ゚ [jasɿɕaːɭ]［形］〔やす⸣しゃまい...〕
易い。簡単である。テストが簡単である。【例】

すーやすしゃーリ゚（しやすい）。

やすだい [jasɿdai]［名］〔やすだ⸣いまい...〕安代。
安価。【類】「すてぃだい」。

やすなう [jasɿnau]［動 I類 c型］〔やすねー、やす
なーん〕養う。動物にも人にも言う。【同】「や

すぬー」。

やすぬー [jasɿnuː]［動 I類 c型］〔やすねー、や
すなーん〕養う。養育する。育てる。飼育する。

【同】「やすなう」。

やすまリ゚[jasɿmaɭ]［動 I類 c型］〔やすまりー、や
すまらん〕安まる。安心する。楽になる。

やずまリ゚ [jadzɿmaɭ]［動 I類 a型］〔やずまりー、
やずまらん〕家畜が年をとって子を産まなくな

る。差別語。

やずまリ゚ [jadzɿmaɭ]［動 I類 a型］〔やずまりー、
やずまらん〕石女（うまずめ）である。子を産

めない女になる。

やすみリ゚ [jasɿmiɭ]［動 II類 c型］〔やすみー、や

すみん〕値段を安くする。

やすム [jasɿm]［動 I 類 c 型］〔やすみー、やす
まん〕（太陽が）沈む。太陽が地平線に隠れる。

【例】ムめ てぃだー やすみった（太陽はもう

沈んだ）。

やすム [jasɿm]［動 I類 c型］〔やすみー、やすま
ん〕休む。休暇。休養。

やすむぬ [jasɿmunu]［名］〔やすむ⸣ぬまい...〕安
物。安価。値段の安い物品。

やすむぬかう [jasɿmunukau]［名］〔やすむぬか⸣
うまい...〕安物買い。

やすやすてぃー [jasɿjasɿtiː]［連語］安々と。楽々
と。いとも簡単に。難なく。

やだうり [jadauri]［名］〔やだう⸣りまい...〕家倒
れ。一家全滅。【同】「やどーり」。

やつ [jatsɿ]［名］〔や⸣つまい...〕奴。いじわるを
する人。

やつあたリ゚ [jatsɿataɭ]［名］〔やつあた⸣リ゚まい...〕
やつあたり。不満を言う。

やつうぷず [jatsɿupudzɿ]［名］〔や⸣つうぷずま
い...〕曽祖父⺟の父。

やっか [jakka]［感］八束（やつか）。スツウプナ
カの歌の一節。ニコライ・ネフスキーによる。

【例】やつかふぬ っすぅイ゚ー（八束穂の白飯）。

やっかい [jakkai]［形］〔やっか⸣いまい...〕厄介。
世話になること。

やっかいむぬ [jakkaimunu]［名］〔やっかいむ⸣ぬ
まい...〕厄介もの。厄介ごと。厄介者。

やっかやっか [jakkajakka]［連語］「八束八束」。
スツウプナカ祭場で人が唱える。八束（やつか）

とは拳の八握りである。作物の穂が八束ほどに

実ることを願っている。

やっかん [jakkan]［名］〔やっか⸣んまい...〕やか
ん。湯わかし器。

やっさ [jassa]［名］〔やっ⸣さまい...〕安さ。安い
こと。

やっつきリ゚ [jattsɿkiɭ]［動 II 類 c 型］〔やっつき
ー、やっつきん〕やっつける。一気にやっつけ

る。こてんぱにする。

やっとぅ [jattu]［副］やっと。ようやく。かろう
じて。【例】やっとぅしー すまいー（やっとの
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やっとぅかっとぅ

ことで終わった）。

やっとぅかっとぅ [jattukattu]［副］やっとのこ
とで。かろうじて。やっとの思い。【例】やっ

とぅかっとぅ まにえー（かろうじて間に合っ

た）。

やっとぅしー [jattuɕiː]［連語］やっとのことで。
ようやく。かろうじて。【類】「やっとぅにー」。

やっとぅにー [jattuniː]［連語］やっとのことで。
ようやく。かろうじて。【類】「やっとぅしー」。

やつぱー [jatsɿpaː]［名］〔やつぱ⸣ーまい...〕曽祖
父⺟の⺟。

やつムまが [jatsɿmmaga]［名］〔やつムまがまい...〕
やしゃご。玄孫。

やつん [jatsɿn]［名］〔やつ⸣んまい...〕家賃。借り
賃。

やつんキ゚ [jatsɿnkɿ]［動 I 類 c 型］〔やつんきー、
やつんかん〕注意する。思いとどまらせる。

やでぃ [jadi]［副］きっと。推測を表わす。【例】
やでぃ くーんーだら（きっと来るでしょう）。

やどぅ [jadu]［名］〔やどぅま⸣い...〕屋戸。戸。
扉。

やどぅ [jadu]［名］〔やどぅま⸣い...〕宿。泊る場
所。

やとぅー [jatuː]［名］〔やとぅー⸣ゆまい...〕やい
と。灸。

やとぅー [jatuː]［動 I類 c型］〔やてー、やたー
ん〕雇う。仕事をさせるために雇うこと。

やとぅーふしゃ [jatuːfuɕa]［名］［植］〔やとぅ⸣ー
ふしゃまい...〕蓬（よもぎ）。【類】「やとぅー
ふつ」。

やとぅーふつ [jatuːfutsɿ]［名］蓬（よもぎ）。【類】
「やとぅーふしゃ」。

やどぅがい [jadugai]［名］〔やどぅが⸣いまい...〕
宿替え。

やどぅかリ゚ [jadukaɭ]［名］〔やどぅか⸣リ゚まい...。
や⸣どぅかリ゚まい...〕宿借り。宿泊する。

やどぅつん [jadutsɿn]［名］〔やどぅつ⸣んまい...。
や⸣どぅつんまい...〕宿賃。宿泊料。

やどぅばすー [jadubasɿː]［名］〔やどぅばす⸣ーま
い...〕戸。雨戸。板戸。扉。【類】「ばすーやど
ぅ」。

やどぅふつ [jadufutsɿ]［名］〔やどぅふ⸣つまい...〕
戸口。入り口。出口。出入り口。

やとぅム [jatum]［助］〜でも。〜さえも。【例】あ
んしーやとぅム しゅだからーなー（そんなに

でもしないと）。

やどぅむリ゚ [jadumuɭ]［名］［貝］〔やどぅむ⸣リ゚ま
い...〕くもがい。すいじがい。【類】「やどぅむ
リ゚ぐー」。

やどぅむリ゚ぐー [jadumuɭguː]［名］［貝］くもが
い。すいじがい。【類】「やどぅむリ゚」。

やどぅや [jaduja]［名］〔やどぅ⸣やまい...〕宿屋。
旅館。

やどぅゆム [jadujum]［名］〔やどぅゆ⸣ムまい...〕
家内の口論。夫婦げんか。

やどーり [jadoːri]［名］〔やどー⸣りまい...〕家倒
れ。一家全滅。【同】「やだうり」。

やなーちゃ [janaːtɕa]［副］ゆっくり。こっそり。
静かに。【例】やなーちゃ あリ゚き（ゆっくり歩

きなさい）。

やなーらがま [janaːragama]［副］ゆるく。よわ
く。ていねいに。

やなヴぇーがリ゚ [janaveːgaɭ]［動 I類 a型］〔やな
ヴぇーがりー、やなヴぇーがらん〕役に立たな

い成⻑の仕方をする。

やなうむくとぅ [janaumukutu]［名］〔やなうむ
く⸣とぅまい...〕悪知恵。

やなかーぎ [janakaːgi]［名］〔やなかー⸣ぎまい...〕
醜い容貌。【類】「やなムまり」。

やなかくず [janakakudzɿ]［名］〔やなかく⸣ずま
い...〕醜い顔や体。面構えの醜いこと。

やなかんがい [janakangai]［名］〔やなかんが⸣い
まい...〕悪い考え。よこしまな考え。悪企み。

やなギごーり [janagɿgoːri]［名］〔やなギごーりま
い...〕柳行李。旅行かばん。

やなギむ [janagɿmu]［名］〔やなギ⸣むまい...〕悪
肝。悪い心。

やなギむつ [janagɿmutsɿ]［名］〔やなギむ⸣つま
い...〕悪い心持ち。

やなぐくる [janagukuru]［名］〔やなぐく⸣るま
い...〕悪い心。

やなぐとぅ [janagutu]［名］〔やなぐ⸣とぅまい...〕
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やぬす

いやな事。悪事。凶事。不吉。

やなぐんキ゚[janagunkɿ]［名］〔やなぐん⸣キ゚まい...〕
悪根気。とても強い根気。粘り強さ。悪事を働

くための粘り強さ。

やなくんじゃう [janakundʑau]［名］〔やなくんじ
ゃうまい...〕悪い根性。悪い性癖。【同】「やな
くんじょー」。

やなくんじょー [janakundʑoː]［名］〔やなくんじ
ょーまい...〕悪い根性。悪い性癖。【同】「やな
くんじゃう」。

やなしゃ [janaɕa]［名］〔やな⸣しゃまい...〕悪さ。
悪いこと。

やなしゃーリ゚ [janaɕaːɭ]［形］〔やな⸣しゃまい...〕
いやな。悪い。【例】やなふつ（いやな言葉）。

やなピとぅ（悪い人）。

やなじゃい [janadʑai]［名］〔やなじゃ⸣いまい...〕
悪才。悪事に⻑ける人。

やなすぐとぅ [janasɿgutu]［名］〔やなすぐ⸣とぅ
まい...〕悪い仕事。苦しい仕事。【類】「やなわ
じゃ」。

やなだくム [janadakum]［名］〔やなだく⸣ムま
い...〕悪企み。

やなでぃんキ゚ [janadinkɿ]［名］〔やなでぃん⸣キ゚ま
い...〕悪い天気。悪い天候。雨天。【類】「やな
わーつキ゚」。

やなどぅす [janadusɿ]［名］〔やなどぅ⸣すまい...〕
悪い年。凶年。凶作の年。不作の年。

やなどぅす [janadusɿ]［名］〔やなどぅ⸣すまい...〕
悪い友。悪友。

やなならーす [jananaraːsɿ]［名］〔やなならーすま
い...〕悪い教え。悪いしつけ。わがまま育ち。

やなならイ゚ [jananaraɿ]［名］〔やななら⸣イ゚まい...〕
悪い習い。悪い習慣。

やなばた [janabata]［名］〔やなばたまい...〕悪腹。
気の荒い人。意地悪な人。

やなビ [janabɿ]［名］〔やな⸣ビまい...〕凶日。悪
いことが生じる日。

やなピかず [janapɿkadzɿ]［名］〔やなピか⸣ずま
い...〕悪い日。悪い日柄。凶の日。縁起の悪い
日。

やなピとぅ [janapɿtu]［名］〔やなピ⸣とぅまい...〕

悪い人。悪人。

やなぷーキ゚ [janapuːkɿ]［名］〔やなぷーキ゚まい...〕
悪疫。疫病。悪い風邪。流行性の病気。

やなふし [janafuɕi]［名］〔やなふしまい...〕悪い
癖。

やなふしゃ [janafuɕa]［名］〔やなふ⸣しゃまい...〕
雑草。

やなふつ [janafutsɿ]［名］〔やなふつまい...〕悪
口。

やなまずむぬ [janamadzɿmunu]［名］〔やなまず
む⸣ぬまい...〕この野郎。この馬鹿者め。化け
物。

やなみー [janamiː]［名］〔やなみ⸣ーまい...〕いや
な目つき。

やなみつ [janamitsɿ]［名］〔やなみ⸣つまい...〕悪
い道。どろんこ道。石ころ道。

やなみどぅム [janamidum]［名］〔やなみどぅ⸣ム
まい...〕いやな女。悪女。

やなむぬ [janamunu]［名］〔やなむぬまい...〕悪
い者。悪霊。悪魔。よごれ物。

やなムまり [janammari]［名］〔やなムま⸣りまい...〕
育ちが良くない人。醜い容貌。またはその人。

やなやム [janajam]［名］〔やなや⸣ムまい...〕悪い
病気。悪疫。

やなやらび [janajarabi]［名］〔やなやら⸣びまい...〕
悪童。いたずらっ子。

やなりくつ [janarikutsɿ]［名］〔やなりく⸣つまい...〕
悪い理屈。へりくつ。

やなわーつキ゚ [janaʋaːtsɿkɿ]［名］〔やなわーつ⸣キ゚
まい...〕悪い天気。悪い天候。雨天。【類】「や
なでぃんキ゚」。

やなわじゃ [janaʋadʑa]［名］〔やなわ⸣じゃまい...〕
悪い仕事。苦しい仕事。【類】「やなすぐとぅ」。

やなわちゃく [janaʋatɕaku]［名］〔やなわちゃ⸣く
まい...〕悪ふざけ。意地悪。故意にいたずらす
ること。

やなんじゃ [janandʑa]［名］〔やなん⸣じゃまい...〕
悪い奴。野郎。

やぬかム [janukam]［名］〔やぬかムまい...〕家の
神。【同】「やーぬかム」。

やぬす [janusɿ]［名］〔やぬすまい...。やぬ⸣すま
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やぱあみ

い...〕家主。主人。大家。【同】「やーぬす」。【類】
「やーぬぬす」。

やぱあみ [japaami]［名］〔やぱあ⸣みまい...〕静か
に降る雨。やわら雨。細い雨。こぬか雨。

やぱーやぱ [japaːjapa]［重複］とても柔らかいこ
と。やんわり。たおやか。しなやか。優美でな

よなよしている。

やぱい [japai]［感］よかった。でかした。【例】や
ぱいどー（でかしたなあ）。

やぱぐい [japagui]［名］〔やぱぐ⸣いまい...〕穏や
かな声。やさしい声。

やぱしゃーリ゚ [japaɕaːɭ]［形］〔やぱしゃまい...〕
柔らかい。しなやか。たわむ。【例】やぱむつ

ー（やわらかい餅）。やぱだき（たわむ竹）。

やぱだき [japadaki]［名］〔やぱだきまい...〕たわ
む竹。

やぱみかす [japamikasɿ]［動 I類 c型］〔やぱみか
しー、やぱみかしゃん〕柔らかくする。

やぱみキ゚ [japamikɿ]［動 I類 c型］〔やぱみきー、
やぱみかん〕柔らかくなる。やわらぐ。【例】あ

みぬ やぱみキ゚（雨が小降りになる）。

やぱむぬ [japamunu]［名］〔やぱむぬまい...。や
ぱむ⸣ぬまい...〕柔らかいもの。柔らかい食べ
物。大人しい人。

やぱむぬイ゚ー [japamunuɿː]［名］〔やぱむぬイ゚ー
まい...〕柔らかい話をすること。柔らかい口調
で話す。

やぱやぱてぃー [japajapatiː]［連語］やんわりと。
しなやかに。

やぱらキ゚ [japarakɿ]［動 I類 a型］〔やぱらきー、
やぱらかん〕柔らぐ。柔らかくなる。弱くなる。

【例】てぃだぬ やぱらきった（太陽が弱くなっ

た）。うやぬ やぱらきった（親父がやわらかく

なった。厳しさがなくなった）。

やぱらす [japarasɿ]［動 I 類 a 型］〔やぱらしー、
やぱらしゃん〕柔らかくさせる。疲れた後の酒

のこと。

やぱリ゚ [japaɭ]［動 I類 c型］〔やぱりー、やぱら
ん〕柔らかくなる。弱くなる。

やぱりリ゚ [japariɭ]［動 II類 c型］〔やぱりー、や
ぱりん〕柔らかくなる。

やばん [jaban]［形］〔やば⸣んまい...〕野蛮。粗
暴。

やふ [jafu]［名］〔やふまい...〕厄。わざわい。
やぶ [jabu]［名］〔やぶまい...〕やいとする人。鍼
灸師。

やぶいしゃ [jabuiɕa]［名］〔やぶいしゃまい...〕人
気のない医者。

やふつ [jafutsɿ]［名］〔やふつまい...〕その人の生
まれながらの動作。格好。

やふっずー [jafuddzɿː]［名］〔やふっず⸣ーまい...〕
家の中をあさること。家中を探し回ること。【同】

「やーふっずー」。

やふどぅす [jafudusɿ]［名］〔やふどぅすまい...〕
厄年。生れ年。

やふばらイ゚ [jafubaraɿ]［名］〔やふばら⸣イ゚まい...〕
厄祓い。厄払い。

やふばり [jafubari]［名］〔やふばりまい...〕厄は
れ。厄がはれる。

やぶらいリ゚ [jaburaiɭ]［動 II類 c型］〔やぶらい
ー、やぶらいん〕破られる。こわされる。

やぶリ゚ [jabuɭ]［動 I類 c型］〔やぶりー、やぶら
ん〕破る。こわす。

やぶりむぬ [jaburimunu]［名］〔やぶりむ⸣ぬま
い...〕破れもの。こわれもの。

やぶりリ゚ [jaburiɭ]［動 II類 c型］〔やぶりー、や
ぶりん〕破れる。壊れる。

やま [jama]［接頭］野生の。野良。【例】やまい
な（野良犬）。

やま [jama]［名］〔やまま⸣い...〕山。林。山林。茂
み。野山。

やま [jama]［名］〔や⸣ままい...〕機。【例】ぱに
やま（うずら捕獲機）。うすやま（耕運する機）。

むっすぅやま（むしろ織り機）。ぬぬうリ゚やま

（織機）。

やま [jama]［名］〔や⸣ままい...〕罠。【例】ぱに
やま（うずら捕獲の罠）。

やまいな [jamaina]［名］〔やまい⸣なまい...〕山
犬。野良犬。

やまうく [jamauku]［名］〔やまうくま⸣い...〕山
奥。

やまかしゃ [jamakaɕa]［副］山嵩。たくさん。大
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やまとぅゆー

勢。多数。分量の多いこと。【同】「やましゃか」。

やまがじゃム [jamagadʑam]［名］〔やまがじゃ⸣
ムまい...〕やぶ蚊。

やまがみ [jamagami]［名］〔やまが⸣みまい...〕陸
⻲。

やまぐ [jamagu]［名］〔やま⸣ぐまい...〕悪い奴。
ずるい奴。乱暴者。どろぼう。

やまぐミ゚ [jamagumɿ]［名］〔やまぐ⸣ミ゚まい...〕山
にこもること。

やましゃか [jamaɕaka]［副］たくさん。大勢。多
数。分量の多いこと。【例】あがどぅ やましゃ

か（私の分け前の方が多い）。【同】「やまかし

ゃ」。

やまじゅく [jamadʑuku]［名］〔やまじゅくまい...〕
山底。山奥。

やまじゅく [jamadʑuku]［名］〔やまじゅ⸣くま
い...〕森の奥。林の奥。森の深い所。

やます [jamasɿ]［動 I類 c型］〔やましー、やま
しゃん〕痛める。怪我させる。病気にさせる。

やますかま [jamasɿkama]［名］〔やますか⸣まま
い...〕山仕事。あだん葉とり。あだなすとり。薪
とり。植林。【類】「やますぐとぅ」。「やますく

つ」。「やまわじゃ」。

やますくつ [jamasɿkutsɿ]［名］〔やますく⸣つま
い...〕山仕事。あだん葉とり。あだなすとり。薪
とり。植林。【類】「やますかま」。「やますぐと

ぅ」。「やまわじゃ」。

やますぐとぅ [jamasɿgutu]［名］〔やますぐ⸣とぅ
まい...〕山仕事。あだん葉とり。あだなすとり。
薪とり。植林。【類】「やますかま」。「やますく

つ」。「やまわじゃ」。

やますけ [jamasɿke]［副］たくさん。どっさり。山
ほど。【例】きゅーや やますけぬ いしゅ（今

日は山ほどの大漁だ）。

やまずム [jamadzɿm]［名］〔やまず⸣ムまい...〕山
積み。仕事の多いこと。

やまだつ [jamadatsɿ]［名］〔やまだつまい...〕下
痢。くそ放（ひ）り。【類】「ふしゅピー」。

やまだつふしゅ [jamadatsɿfuɕu]［名］〔やまだつ
ふ⸣しゅまい...〕下痢便。

やまっすぅ [jamassu]［名］［植］〔や⸣まっすぅ⸢

まい...〕しまやまひはつ。
やまでぃき [jamadiki]［名］〔やまでぃ⸣きまい...〕
山出来。たくさん取れること。

やまとぅ [jamatu]［名］〔やま⸣とぅまい...〕やま
と。大和。日本本土。

やまとぅしゃうがつ [jamatuɕaugatsɿ]［名］〔やま
とぅしゃ⸣うがつまい...〕大和正月。新暦の一
月一日。【同】「やまとぅしょーがつ」。

やまとぅしゅがリ゚ [jamatuɕugaɭ]［名］〔やまとぅ
しゅが⸣リ゚まい...〕和装。

やまとぅしょーがつ [jamatuɕoːgatsɿ]［名］〔やま
とぅしょ⸣ーがつまい...〕大和正月。新暦の一
月一日。【同】「やまとぅしゃうがつ」。

やまとぅたビ [jamatutabɿ]［名］〔やまとぅた⸣ビ
まい...〕本土旅行。

やまとぅちゃー [jamatutɕaː]［名］〔やまとぅちゃ
⸣ーまい...〕本土からの土産の茶。緑茶。

やまとぅとぅムばら [jamatutumbara]［名］［地］
〔やまとぅとぅムば⸣らまい...〕大和岩。大和人
の流れついたところとされている。

やまとぅなー [jamatunaː]［名］〔やまとぅなーま
い...〕大和名。戸籍上の名前。【類】「がっこー
なー」。

やまとぅながゆ [jamatunagaju]［名］［魚］〔やま
とぅなが⸣ゆまい...〕むつぶり。ぶりの仲間。

やまとぅばか [jamatubaka]［名］〔やまとぅば⸣か
まい...〕大和墓。

やまとぅばな [jamatubana]［名］［植］〔やまとぅ
ば⸣なまい...〕あざみ。海辺に生える。

やまとぅピとぅ [jamatupɿtu]［名］〔やまとぅピ⸣
とぅまい...〕大和人。本土の人。

やまとぅふつ [jamatufutsɿ]［名］〔やまとぅふ⸣つ
まい...〕大和語。日本語。共通語。

やまとぅふぬー [jamatufunuː]［名］〔やまとぅふ
ぬーまい...〕温州ミカン。【類】「まーふぬー」。

やまどぅみ [jamadumi]［名］〔やまどぅみまい...〕
山止め。旧暦二月と八月に行われる行事。

やまとぅむぬ [jamatumunu]［名］〔やまとぅむぬ
まい...。やまとぅむ⸣ぬまい...〕大和物。本土の
人。他府県の人。

やまとぅゆー [jamatujuː]［名］〔やまとぅゆーま
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やまなギ

い...〕大和世。現在の時代。
やまなギ [jamanagɿ]［名］〔やまな⸣ギまい...〕鉈。
まさかり。草木を切り開くのに用いる。

やまにか [jamanika]［名］〔やまに⸣かまい...〕山
猫。野良猫。

やまぬかム [jamanukam]［名］〔やまぬか⸣ムま
い...〕山の神。また、ちょっとふざけた人。

やまぬなか [jamanunaka]［名］〔やまぬな⸣かま
い...〕山の中。山中。【類】「やまぬみー」。

やまぬみー [jamanumiː]［名］〔やまぬみーまい...〕
山の中。山中。林の中。茂みの中。【類】「やま

ぬなか」。

やまばき [jamabaki]［名］〔やまば⸣きまい...〕山
分け。分け前が多いこと。

やまばん [jamaban]［名］〔やまば⸣んまい...〕山
番。山の監視。

やまピキ゚ぱリ゚ [jamapɿkɿpaɭ]［名］［植］〔やまピキ゚
ぱ⸣リ゚まい...〕へくそかずら。

やまぴっしゃ [jamapiɕɕa]［名］〔やまぴっ⸣しゃ
まい...〕山筆者。山番人。琉球王国の役人。

やままうき [jamamauki]［名］〔やままう⸣きま
い...〕山儲け。大儲け。ぼろ儲け。【同】「やま
もーき」。

やまみたな [jamamitana]［名］［鳥］〔やまみた⸣
なまい...〕おおくいな。

やまみつ [jamamitsɿ]［名］〔やまみ⸣つまい...〕山
道。林道。

やまもーき [jamamoːki]［名］〔やまもー⸣きまい...〕
山儲け。大儲け。ぼろ儲け。【同】「やままうき」。

やまやま [jamajama]［名］〔やまや⸣ままい...〕山
々。たくさん。【例】ぱなすぬ やまやま（話は

たくさんある）。

やまわじゃ [jamaʋadʑa]［名］〔やまわ⸣じゃまい...〕
山仕事。あだん葉とり。あだなすとり。薪とり。

植林。【類】「やますかま」。「やますぐとぅ」。

「やますくつ」。

やみっす [jamissɿ]［動 I類 c型］〔やみっしー、や
みっしゃん〕辞めさせる。役職から外す。

やみリ゚ [jamiɭ]［動 II類 a型］〔やみー、やみん〕
やめる。とめる。おわる。辞める。【例】やみら

いん（やめられない）。やみる（やめなさい）。

やム [jam]［動 I類 c型］〔やみー、やまん〕痛む。
病気になる。

やムあとぅ [jam.atu]［名］〔やムあ⸣とぅまい...〕
病気の後。病後。

やムあぱなキ゚ [jam.apanakɿ]［動 I類 c型］〔やム
あぱなきー、やムあぱなかん〕病気になりやが

る。病気になることを憎んで言う。

やむいん [jamuin]［連語］やむを得ない。
やムーやム [jamm.jam]［重複］痛いのが止まら
ない。

やムがーしゃーリ゚ [jamgaːɕaːɭ]［形］〔やムがー⸣
しゃまい...〕疲れきった。過労。

やムぎしゃーリ゚ [jamgiɕaːɭ]［形］〔やムぎ⸣しゃま
い...〕痛そうである。見ていて痛そうである。

やムくーしゃーリ゚ [jamkuːɕaːɭ]［形］〔やムくー⸣
しゃまい...〕痛み苦しむ。病気で苦しむ。

やムぐまリ゚[jamgumaɭ]［名］〔やムぐま⸣リ゚まい...〕
病気で家に居ること。仕事をしないこと。

やムしゃーリ゚ [jamɕaːɭ]［形］〔やム⸣しゃまい...〕
痛いこと。

やムしゃむイ゚ [jamɕamuɿ]［名］〔やム⸣しゃむイ゚ま
い...〕痛さに弱いこと。痛がりや。

やムどぅくな [jamdukuna]［名］〔やムどぅく⸣な
まい...〕痛い部分。患部。【同】「やムどぅくま」。

やムどぅくま [jamdukuma]［名］〔やムどぅく⸣ま
まい...〕痛い部分。患部。【同】「やムどぅくな」。

やムぬ くーしゃ [jamnu kuːɕa]［名］〔やム⸣ぬく
ーしゃ⸢まい...〕痛い苦しみ。病気の苦しみ。

やムぱギ [jampagɿ]［名］〔やムぱ⸣ギまい...〕痛
い足。怪我した足。

やムばなす [jambanasɿ]［名］〔やムばな⸣すまい...〕
病気の話。病人の話。

やムばる [jambaru]［名］〔やムば⸣るまい...〕山
原。沖縄本島の北部地域。

やムばるしん [jambaruɕin]［名］〔やムば⸣るしん
まい...〕山原船。〈やムばる〉船。〈まーらん〉
船。

やムピとぅ [jampɿtu]［名］〔やムピ⸣とぅまい...〕
病人。【類】「やムむぬ」。

やムふーリ゚ [jamfuːɭ]［名］〔やムふー⸣リ゚まい...〕
病気のふり。仮病。僻病。

516



やらびあリ゚け

やムまー [jammaː]［感］違うでしょう。間違った
ことを聞いた人が否定するときに使う。

やムまいび [jammaibi]［名］〔やムまい⸣びまい...〕
痛いまね。仮病。

やムむつむぬ [jammutsɿmunu]［名］〔やムむつむ
⸣ぬまい...〕病気持ちの人。持病のある人。

やムむぬ [jammunu]［名］〔やムむ⸣ぬまい...〕病
人のこと。【類】「やムピとぅ」。

やら [jara]［助］〜だろうか。〜かもしれない。【例】
あんしーがやら っさいん（そうかも知れな

い）。

やらーかしゃーリ゚ [jaraːkaɕaːɭ]［形］〔やらーかし
ゃまい...〕柔らかい。【例】やらーか むみ（や

わらくもみなさい）。

やらいリ゚ [jaraiɭ]［動 II類］〔やらいー、やらいん〕
やられる。やられてしまう。負けてしまう。

やらいリ゚ [jaraiɭ]［動 II類 a型］〔やらいー、やら
いん〕縄をかける。縄を交わりあわせる。車の

荷台の荷が落ちないように縄をしっかりかけ

る。和服の襟を合わせる。

やらう [jarau]［名］［植］〔やらうまい...〕てりは
ぼく。【同】「やろー」。

やらうぎー [jaraugiː]［名］［植］〔やらうぎーま
い...〕てりはぼくの木。【同】「やろーぎー」。

やらうぎーやま [jaraugiːjama]［名］［植］〔やら
うぎーやままい...〕てりはぼくの林。【同】「や
ろーぎーやま」。

やらうやま [jaraujama]［名］［植］〔やらうやま
まい...〕てりはぼくの林。【同】「やろーやま」。

やらぎリ゚ [jaragiɭ]［動 II類 a型］〔やらぎー、や
らぎん〕屋根の上に投げる。車の荷台の上に投

げる。

やらし [jaraɕi]［感］やっつけよ。がんばれ。退
治することに言う。勝負のとき、激励の意味。

やらし [jaraɕi]［連語］どれか。よこせ。【例】う
れー ばが むぬ あリ゚ば やらし（それはぼく

のものだ、よこせ）。

やらしー うつキ゚ [jaraɕiː utsɿkɿ]［連語］やっつけ
る。

やらしー キ゚ー [jaraɕiː kɿː]［連語］ついにやって
来る。元気よくやって来る。

やらしー ねーん [jaraɕiː neːn]［連語］予想して
いた通りに失敗するときに言う。思っていたこ

とが起きる。【類】「やらしった」。

やらしった [jaraɕitta]［連語］予想していた通り
に失敗するときに言う。思っていたことが起き

る。【類】「やらしーねーん」。

やらしよー [jaraɕijoː]［連語］頑張れよう。負け
るなよう。

やらす [jarasɿ]［動 I類 a型］〔やらしー、やらし
ゃん〕破らせる。故障させる。

やらす [jarasɿ]［動 I類 a型］〔やらしー、やらし
ゃん〕行かせる。【例】ぴんだう つかぬーが

やらす（山羊の世話をしに行かす）。

やらす [jarasɿ]［動 I類 a型］〔やらしー、やらし
ゃん〕しでかす。やらかす。【例】やらすどぅ

すてぃー うめー ぶたリ゚（しでかすだろうと

思っていた）。

やらすめー [jarasɿmeː]［名］〔やらすめーまい...〕
やり合うこと。喧嘩。競争。

やらすんキ゚ [jarasɿnkɿ]［動 I類 a型］〔やらすん
きー、やらすんかん〕殴り合いをする。やっつ

ける。【例】やらすんきった（殴り合いが始ま

った）。

やらすんキ゚ [jarasɿnkɿ]［動 I類 a型］〔やらすん
きー、やらすんかん〕勢いよく仕事をする。し

でかす。大成功する。大漁する。【例】やらす

んきった（勢いよく仕事を終えた）。

やらでぃリ゚ [jaradiɭ]［動 II類 a型］〔やらでぃー、
やらでぃん〕重ねる。着物の裾を重ねる。

やらばどぅ [jarabadu]［連語］だったら。なら。だ
から。【例】かぬ やらび やらばどぅ（あの子

だから）。

やらばまい [jarabamai]［連語］であっても。【例】
ヴヴぁ やらばまい しらいどぅすどー（君で

あっても出来るよ）。【類】「やらばム」。

やらばム [jarabam]［連語］であっても。【例】あ
ん やらばム なリ゚どぅすどー（ぼくであって

もできるよ）。【類】「やらばまい」。

やらび [jarabi]［名］〔やら⸣びまい...〕わらべ。童。
子供。少年少女。

やらび あリ゚け [jarabi aɭke]［連語］子どもの頃
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やらびあつかう

に。子どもの時に。【類】「やらびばな」。「やら

びぱだ」。

やらびあつかう [jarabiatsɿkau]［名］〔やら⸣びあ
つかうまい...〕子供扱い。子供と付き合う子と
は難しいということ。

やらびえーぐ [jarabieːgu]［名］〔やら⸣びえーぐ
まい...〕童謡。

やらびがいリ゚ [jarabigaiɭ]［動 I類 c型］〔やらび
がいりー、やらびがいらん〕子ども返る。老人

は子供に似ているということ。

やらびキ゚む [jarabikɿmu]［名］〔やら⸣びキ゚むまい...〕
童心。ぼけること。老人は童心になるというこ

と。

やらびしゃーリ゚け [jarabiɕaːɭke]［連語］子どもの
頃に。子どもの時に。

やらびすかす [jarabisɿkasɿ]［名］〔やら⸣びすかす
まい...〕子どもだまし。子どもをなだめる。

やらびつくー [jarabitsɿkuː]［名］〔やら⸣びつくー
まい...〕子ども使い。【例】やらびゆくーや ど

ぅーつくー（仕事のできない子供に頼むこと

は、結局自分がしなければならない）。

やらびっじゃしゃーリ゚ [jarabiddʑaɕaːɭ]［形］〔や
らびっじゃしゃまい...〕子どもっぽい。幼稚。

やらびっじゃむぬ [jarabiddʑamunu]［名］〔やら
びっじゃむぬまい...〕子どもっぽい人。だだを
こねる人。

やらびとぅず [jarabitudzɿ]［名］〔やら⸣びとぅず
まい...〕若い妻。幼い妻。

やらびどぅす [jarabidusɿ]［名］〔やら⸣びどぅす
まい...〕幼なじみ。幼い友だち。

やらびなー [jarabinaː]［名］〔やらびなーまい...〕
わらび名。童名。方言で呼ぶ名前。

やらびぬ くい [jarabinu kui]［名］〔やらび⸣ぬく
い⸢まい...〕子どもの声。

やらびぬ けー [jarabinu keː]［名］〔やらび⸣ぬけ
ー⸢まい...〕子ども達。

やらびぬ たいしゃう [jarabinu taiɕau]［名］〔や
らび⸣ぬたいしゃう⸢まい...〕子どもの大将。子
どもを引きつれて遊ぶ人。【同】「やらびぬたい

しょー」。【類】「ムまだいしょー」。

やらびぬ たいしょー [jarabinu taiɕoː]［名］〔や

らび⸣ぬたいしょー⸢まい...〕子どもの大将。子
どもを引きつれて遊ぶ人。【同】「やらびぬたい

しゃう」。【類】「ムまだいしょー」。

やらびばーっふィ゚ [jarabibaːffɿ]［名］〔やらび⸣ば
ーっふィ゚⸢まい...〕子どもをからかう。

やらびぱだ [jarabipada]［名］〔やら⸣びぱだまい...〕
子どもの頃。子ども時分。【例】やらびぱだぬ

えーぐ（子供の頃の歌）。【類】「やらびぱな」。

やらびばな [jarabibana]［名］〔やら⸣びばなまい...〕
子どもの頃。子ども時分。【例】やらびばなぬ

キ゚ん（子供の頃の着物）。【類】「やらびぱだ」。

やらびむつ [jarabimutsɿ]［名］〔やら⸣びむつま
い...〕子持ち。子どもを養うこと。子育て中で
あること。

やリ゚ [jaɭ]［名］〔やリ゚ま⸣い...〕槍（やり）。銛（も
り）。【類】「いぐム」。「まばリ゚」。「やリ゚ずキ゚」。

やリ゚ [jaɭ]［動 I類 a型］〔やりー、やらん〕投げ
る。【例】ほーがんゆ やリ゚ぐまた（砲丸を投げ

るべきだ）。やリ゚る やリ゚ぐまた（槍投げをする

べきだ）。ぼーるー やリ゚べー（投手）。

やリ゚ [jaɭ]［動 I類 a型］〔やりー、やらん〕破る。
こわす。【例】やリ゚な（破るな。こわすな）。

やリ゚ [jaɭ]［連語］〜だぞ。〜そうだ。【例】きうど
ぅ やリ゚（今日だぞ）。なまどぅ やリ゚（今だぞ）。

はかしん なリ゚ら なまどぅ やリ゚（博士になる

には今だぞ）。

やり [jari]［名］〔やりま⸣い...〕破れ。こわれ。【例】
やりむぬ（破れもの）。

やリ゚あみ [jaɭami]［名］〔やリ゚あ⸣みまい...〕家の
中へ吹き込まれてくる雨。

やりがい [jarigai]［名］〔やりが⸣いまい...〕やり
甲斐。

やりがに [jarigani]［名］〔やりが⸣にまい...〕鉄く
ず。古鉄。

やりギん [jarigɿn]［名］〔やりギ⸣んまい...〕破れ
た着物。ぼろ。

やりしゃな [jariɕana]［名］〔やりしゃ⸣なまい...〕
破れた傘。

やリ゚ずー [jaɭdzɿː]［名］〔やリ゚ずーまい...〕投げ釣
り。陸上から糸についた竿で魚を釣る。

やリ゚ずキ゚ [jaɭdzɿkɿ]［名］〔やリ゚ずキ゚まい...〕銛。
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やんちゃ

魚を突き刺す先端のとがった漁具。【類】「いぐ

ム」。「まばリ゚」。「やリ゚」。

やりだう [jaridau]［名］〔やりだ⸣うまい...〕破れ
た道具。こわれた道具。古道具。【同】「やりど

ー」。

やりてぃ [jariti]［名］〔やりてぃまい...〕やり手。
仕事の名人。仕事に有能な人。

やりとぅリ゚ [jarituɭ]［名］〔やりとぅ⸣リ゚まい...〕や
りとり。物を取り交わすこと。

やりどー [jaridoː]［名］〔やりど⸣ーまい...〕破れ
た道具。こわれた道具。古道具。【同】「やりだ

う」。

やりなぎ [jarinagi]［名］〔やりな⸣ぎまい...〕槍投
げ。槍投げ競技。

やリ゚なぎリ゚ [jaɭnagiɭ]［動 II類 a型］〔やリ゚なぎー、
やリ゚なぎん〕投げ飛ばす。投げ捨てる。不用物

を投げ捨てる。仕事を途中でやめること。忍耐

力のないこと。

やりばーき [jaribaːki]［名］〔やりばー⸣きまい...〕
破れた箕。破れたざる。

やりふつ [jarifutsɿ]［名］〔やりふつまい...。やり
ふ⸣つまい...〕破れている所。裂け目。こわれ
目。

やりふとぅてぃ [jarifututi]［名］〔やりふとぅて
ぃまい...〕破れ腐れ。ぼろぼろ。

やりふとぅてぃむぬ [jarifututimunu]［名］〔やり
ふとぅてぃむ⸣ぬまい...〕破れ腐れたもの。ぼ
ろぼろになったもの。

やりふとぅてぃリ゚ [jarifututiɭ]［動 II類 c型］〔や
りふとぅてぃー、やりふとぅてぃん〕破れ腐れ

る。ぼろぼろになる。

やりむぬ [jarimunu]［名］〔やりむ⸣ぬまい...〕破
れもの。こわれもの。朽ちたもの。使い古し。

やりやー [jarijaː]［名］〔やりや⸣ーまい...〕こわ
れた家。古い家。ぼろ家。

やりリ゚ [jariɭ]［動 II 類 c 型］〔やりー、やりん〕
破れる。こわれる。【例】キ゚んぬ やりー ぶリ゚

（着物が破れている）。やりー すてぃる（破っ

て捨てよ）。

やリ゚んキ゚ [jaɭnkɿ]［動 I類 a型］〔やリ゚んきー、や
リ゚んかん〕投げ込む。口に放り込む。海に跳び

込む。

やろー [jaroː]［名］［植］〔やろーまい...〕てりは
ぼく。【同】「やらう」。

やろーぎー [jaroːgiː]［名］［植］〔やろーぎーま
い...〕てりはぼくの木。【同】「やらうぎー」。

やろーぎーやま [jaroːgiːjama]［名］［植］〔やろー
ぎーやままい...〕てりはぼくの林。【同】「やら
うぎーやま」。

やろーぬすた [jaroːnusɿta]［名］［地］〔やろーぬ
す⸣たまい...〕水納島の里の名。

やろーやま [jaroːjama]［名］［植］〔やろーやまま
い...〕てりはぼくの林。【同】「やらうやま」。

やんちゃ [jantɕa]［名］〔やんちゃまい...〕わがま
まな子ども。言いつけを守らない子ども。
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ゆ

̶ ゆ ̶

ゆ [ju]［助］〜を。対格助詞。【例】ぬーゆが みー

ぶリ゚が（何を見ているか）。あが みーゆ みー

る（私の目を見なさい）。ゆーゆ ぱらし（お湯

を注ぎなさい）。【同】「う」。

ゆ [ju]［終］〜よ。【例】かまんどぅ ぶリ゚ばゆ（向

こうにいるよ）。

ゆイ゚ [juɿ]［名］〔ゆ⸣イ゚まい...〕夕飯。夕食。晩ご
はん。

ゆイ゚ [juɿ]［名］〔ゆイ゚まい...〕結い。相互扶助。奉
仕すること。仕事を交換条件にすること。

ゆイ゚ [juɿ]［名］〔ゆ⸣イ゚まい...〕夕方。夜。夜間。
ゆい [jui]［名］〔ゆ⸣いまい...〕故。せい。ため。
【例】まきたリ゚ろー あが ゆい（負けたのは私

のせいだ）。【類】「たみ」。「つめ」。

ゆいヴヴぁ [juivva]［名］〔ゆいヴ⸣ヴぁまい...〕も
らい子。養子。

ゆイ゚うーす [juɿuːsɿ]［名］〔ゆイ゚うー⸣すまい...〕結
請わし。仕事を請けること。自分の次の仕事の

ために奉仕する。

ゆイ゚かヴヴィ゚ [juɿkavvɿ]［名］〔ゆイ゚かヴヴィ゚ま
い...〕結い被り。結いの義務を負うこと。結い
の義務を果たしたこと。

ゆいぐん [juigun]［名］〔ゆいぐ⸣んまい...〕遺言。
ゆいしゃー [juiɕaː]［名］〔ゆ⸣いしゃーまい...〕ぶ
らんこ。ぶらんこ遊び。

ゆイ゚すーあぐ [juɿsɿːagu]［名］〔ゆ⸣イ゚すーあぐま
い...〕結いの仕事をする仲間。

ゆイ゚にんじゅ [juɿnindʑu]［名］〔ゆイ゚にんじゅま
い...〕結い人衆。人数。

ゆいのー [juinoː]［名］〔ゆいの⸣ーまい...〕結納。
ゆイ゚ばり [juɿbari]［名］〔ゆイ゚ばりまい...〕結い
晴れ。結いの義務を果たすこと。

ゆイ゚ふーずぶん [juɿfuːdzɿbun]［名］〔ゆ⸣イ゚ふーず
ぶんまい...〕夕食の時分。夕飯どき。

ゆイ゚ふーぶす [juɿfuːbusɿ]［名］〔ゆ⸣イ゚ふーぶすま
い...〕夕飯の時間に見える星。宵の明星。金星
のこと。

ゆイ゚まーる [juɿmaːru]［名］〔ゆイ゚まーるまい...〕
仲間同士の仕事の順番。回りばんこに結いをす

る。

ゆいゆい [juijui]［名］囃子。歌詞の囃子。【例】く
らさー ゆいゆい（囃子）。

ゆいリ゚ [juiɭ]［動 II類 c型］〔ゆいー、ゆいん〕得
る。もらう。いただく。

ゆー [juː]［助数］〜夜。夜を数える。【例】ピとぅ
ゆー（一夜）。ふたゆー（二夜）。

ゆー [juː]［名］四。四つ。四個。四歳。
ゆー [juː]［名］〔ゆーま⸣い...〕用。用事。「よー」
と同じ。【例】くれー ふーよー（これは食用

だ）。くれー やーにぬ たにゆー（これは来年

の種子用だ）。

ゆー [juː]［名］〔ゆーうまい...〕世。時代。年。【例】
くぬ ゆー（この世）。ムまが ぬゆー（孫の時

代）。ゆーぬ なうリ゚（世直る）。

ゆー [juː]［名］〔ゆーまい...〕夜。夜間。晩。【例】
つキ゚ぬ ゆー（月の夜）。ゆーがまーす（一晩

中）。ゆーぬ あきリ゚（夜が明ける）。

ゆー [juː]［名］〔ゆーま⸣い...〕湯。【例】ゆーゆ
ふかす（お湯を沸かす）。あつゆー（熱湯）。ゆ

ーん ゆでぃらいリ゚（湯でやけどした）。

ゆー [juː]［名］〔ゆーま⸣い...〕船の底に溜る海水
のこと。【例】ゆーとぅリ゚（海水を捨てること）。

ゆー [juː]［名］〔ゆーま⸣い...〕粥。おかゆ。【例】
まイ゚ぬ ゆー（米のおかゆ）。

ゆー [juː]［動 I類 c型］〔いぇー、やーん〕結う。
結ぶ。くくる。縛る。【例】たイ゚う ゆー（束を

作る）。あかう ゆー（髪を結う）。

ゆー [juː]［副］よく。非常に。【例】ゆー あリ゚

くとぅ（よくあることだ）。ゆーどぅ ぱたらキ゚

（よく働く）。

ゆー あらばまい [juː arabamai]［連語］よくあっ
ても。多くても。せいぜい。【例】ゆー あらば

まい とぅーばかーリ゚（よくあっても 10 個ぐ
らいだ）。

ゆー あリ゚ [juː aɭ]［連語］よくある。たくさんあ
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ゆーどぅ

る。多量である。

ゆーあき [juːaki]［名］〔ゆーあ⸣きまい...〕夜明
け。

ゆーあきがた [juːakigata]［名］〔ゆーあきが⸣た
まい...〕夜明頃。夜明け時分。

ゆーあきどぅーす [juːakiduːsɿ]［名］〔ゆーあきど
ぅー⸣すまい...〕夜通し。夜明けまで。一晩中。
徹夜。

ゆーあきまい [juːakimai]［名］〔ゆーあきま⸣いま
い...〕夜明け前。

ゆーあすビ [juːasɿbɿ]［名］〔ゆーあす⸣ビまい...〕
夜遊び。

ゆーあみ [juːami]［名］〔ゆーあ⸣みまい...〕夜降
る雨。

ゆーいム [juːim]［名］〔ゆーい⸣ムまい...〕夜の漁。
夜釣り。いざり漁。

ゆーか [juːka]［名］〔ゆーかまい...〕四日。よっ
か。

ゆーが まーす [juːga maːsɿ]［副］夜通し。一晩
中。終夜。

ゆーがーリ゚ [juːgaːɭ]［名］〔ゆーがー⸣リ゚まい...〕世
変り。世替り。

ゆーかぎ [juːkagi]［名］〔ゆーかぎまい...〕夕影。
夕方の涼しい一時。

ゆーかぎん [juːkagin]［名］〔ゆーかぎ⸣んまい...〕
湯加減。

ゆーかず [juːkadzɿ]［名］〔ゆーかずまい...〕夜毎。
毎晩。毎夜。【類】「ゆーぬかず」。

ゆーかぬ イ゚ー [juːkanu ɿː]［名］〔ゆーかぬイ゚⸣ー
まい...〕出産後 4日目の飯。命名も行う。【同】
「ゆかぬイ゚ー」。

ゆーがま [juːgama]［名］〔ゆーが⸣ままい...〕おか
ゆ。離乳食とした。子供か風邪をひくときに作

る。【類】「くずゆー」。「まイ゚ぬゆー」。

ゆーかリ゚ [juːkaɭ]［名］［植］〔ゆーか⸣リ゚まい...〕ゆ
ーかり。

ゆーき [juːki]［名］〔ゆー⸣きまい...〕夜起。夜お
そくまで起きていること。夜ふかし。徹夜。

ゆーくイ゚ [juːkuɿ]［名］〔ゆーくイ゚まい...〕世乞。
地域の安泰を祈願すること。無病息災。豊作豊

漁。豊年を祈願する。女性が粟を噛んで神酒を

造り、御嶽の神に供えた（ニコライ・ネフスキ

ー）。

ゆーじ [juːdʑi]［名］〔ゆー⸣じまい...〕用事。用
件。

ゆーしゃがら [juːɕagara]［名］［昆虫］〔ゆー⸣しゃ
がら⸢まい...〕蛾の仲間。おおしもふりすずめ。
夕方明りに飛んでくる。

ゆーじゅ [juːdʑu]［名］〔ゆーじゅまい...〕祝い。
祝い事。

ゆーじゅがま [juːdʑugama]［名］〔ゆーじゅが⸣ま
まい...〕ままごと遊び。

ゆーじゅギん [juːdʑugɿn]［名］〔ゆーじゅギんま
い...〕祝いに着る衣服。晴れ着。

ゆーじゅやー [juːdʑujaː]［名］〔ゆーじゅやーま
い...〕祝いをする家。

ゆーじゅり [juːdʑuri]［名］〔ゆーじゅりまい...〕
夜目覚めること。

ゆーじゅりリ゚ [juːdʑuriɭ]［動 II類 c型］〔ゆーじ
ゅりー、ゆーじゅりん〕夜に目覚める。

ゆーじょー ねーん [juːdʑoː neːn]［連語］役立た
ず。なんにもならないこと。

ゆーすだみ [juːsɿdami]［名］〔ゆーすだ⸣みまい...〕
夏の暑い日の夕方庭に筵を敷いて涼むこと。

ゆーだキ゚ [juːdakɿ]［名］〔ゆーだ⸣キ゚まい...〕死人
を一晩寝かせておくこと。葬儀のこと。

ゆーだみ [juːdami]［名］〔ゆーだみまい...〕世矯
め。世果報を祈願する行事。

ゆーだみにがイ゚ [juːdaminigaɿ]［名］〔ゆーだみに
がイ゚まい...〕世矯め願い。世果報を祈願する行
事。

ゆーつ [juːtsɿ]［名］〔ゆーつまい...〕四つ。四歳。
四個。

ゆーつんふム [juːtsɿnfum]［連語］仏壇に供え物
として四種類のご馳走を並べる。

ゆーてぃ [juːti]［名］〔ゆーてぃまい...〕四年。四
年間。

ゆーてぃなてぃ [juːtinati]［名］〔ゆーてぃな⸣て
ぃまい...〕三年前。

ゆーどぅ [juːdu]［連語］よくぞ。よくも。よほど。
とても。ずいぶん。【例】ゆーどぅ でぃかしー

うキ゚（とても大漁だ）。ゆーどぅ キ゚ばりー う

521



ゆーとぅリ゚

キ゚しゃいく（よくも頑張ったものだ）。

ゆーとぅリ゚ [juːtuɭ]［名］〔ゆーとぅリ゚まい...〕船
底の海水を汲み捨てること。またその道具の名

称。

ゆーどぅり [juːduri]［名］〔ゆーどぅりまい...〕夕
凪。日没時の静かな気象。

ゆーなキ゚ [juːnakɿ]［名］〔ゆーな⸣キ゚まい...〕夜泣
き。

ゆーなび [juːnabi]［名］〔ゆーな⸣びまい...〕湯鍋。
湯沸し。

ゆーにがら [juːnigara]［名］〔ゆーにが⸣らまい...〕
夜おそくまで起きること。子供に言う。

ゆーぬ あき [juːnu aki]［名］〔ゆー⸣ぬあき⸢ま
い...〕夜の明け。夜が明けること。

ゆーぬ かず [juːnu kadzɿ]［名］〔ゆー⸣ぬかず⸢ま
い...〕夜毎。毎晩。毎夜。【類】「ゆーやかず」。

ゆーぬ たみ [juːnu tami]［名］〔ゆーぬた⸣みま
い...〕水納島の豊作祈願。

ゆーぬ なぎ [juːnu nagi]［名］〔ゆー⸣ぬなぎ⸢ま
い...〕夜の⻑さ。夜通し。一晩中。夏と冬とで
は夜明けが違うこと。

ゆーぬ ぬす [juːnu nusɿ]［名］〔ゆーぬぬ⸣すま
い...〕世の主。豊作の神。【類】「ゆぬす」。

ゆーばい [juːbai]［名］〔ゆーばいまい...〕妾（め
かけ）。

ゆーぱい [juːpai]［名］〔ゆーぱいまい...〕世栄。
世の栄え。

ゆーぱイ゚でぃ [juːpaɿdi]［名］〔ゆーぱイ゚⸣でぃま
い...〕夜の外出。夜歩きまわること。

ゆーぱいむぬ [juːpaimunu]［名］〔ゆーぱいむ⸣ぬ
まい...〕生れつき福や富に恵まれた者。

ゆーぱぎ [juːpagi]［名］世禿げ。生まれつき貧乏
であること。

ゆーぱぎむぬ [juːpagimunu]［名］〔ゆーぱぎむ⸣
ぬまい...〕世禿げ者。生れつき貧乏者。苦労性
の者。

ゆーぱぎリ゚ [juːpagiɭ]［動 II 類 c 型］〔ゆーぱぎ
ー、ゆーぱぎん〕世禿げる。生まれつき貧乏で

ある。苦労する。

ゆーピぐリ゚ [juːpɿguɭ]［名］〔ゆーピぐ⸣リ゚まい...〕
夜の冷え込み。寝冷えすること。

ゆーぴリ゚ [juːpiɭ]［名］〔ゆーぴリ゚まい...〕さとう
きびの汁の出る所。シートーヤーの⻭車の横に

あって、〈うーき〉（大桶）の中へきび汁の出口

のこと。

ゆーぴんぎ [juːpingi]［名］〔ゆーぴん⸣ぎまい...〕
夜逃げ。夜こっそり家を出て行くこと。【類】「ゆ

にぎ」。

ゆーふかす [juːfukasɿ]［名］〔ゆーふか⸣すまい...〕
湯を沸かすこと。

ゆーふく [juːfuku]［名］〔ゆーふくまい...〕裕福。
豊かさ。金持。安泰。

ゆーふく [juːfuku]［名］〔ゆーふくまい...。ゆー
ふ⸣くまい...〕洋服。

ゆーふる [juːfuru]［名］〔ゆーふ⸣るまい...〕湯風
呂。風呂。

ゆーやかず [juːjakadzɿ]［名］〔ゆー⸣やかず⸢まい...〕
夜毎。毎晩。毎夜。【例】ゆーやかず しゃきう

ぬみー ぶリ゚（毎晩酒を飲んでいる）。【類】「ゆ

ーぬかず」。

ゆーやき [juːjaki]［名］〔ゆーや⸣きまい...〕夕焼
け。

ゆーゆーてぃー [juːjuːtiː]［副］ゆっくりと。ゆと
りあること。楽なこと。自信のあること。

ゆーリ゚らー [juːɭɭaː]［助］よりも。それより。【例】
くリ゚ゆーリ゚らー かリ゚どぅ ます（これよりも

あの方がましだ）。【同】「ゆリ゚らー」。

ゆか [juka]［名］〔ゆかまい...〕床。【類】「ゆか
に」。

ゆかーす [jukaːsɿ]［動 I類 c型］〔ゆかーしー、ゆ
かーしゃん〕休ませる。休養させる。

ゆかーら [jukaːra]［名］〔ゆかーらまい...〕横の
方。横側。【例】ゆかーらん たつ（横に立つ）。

ゆかーらにに [jukaːranini]［名］〔ゆかーらにに
まい...〕横寝。横向きに寝る。

ゆかーらばた [jukaːrabata]［名］〔ゆかーらばた
まい...〕横腹。脇腹。

ゆかーらふつ [jukaːrafutsɿ]［名］〔ゆかーらふつ
まい...〕横向き。向こう向き。

ゆがーリ゚[jugaːɭ]［動 I類 c型］〔ゆがーりー、ゆが
ーらん〕世変る。世替る。沖縄の実情のこと。

ゆがあリ゚キ゚ [jugaaɭkɿ]［動 I類 c型］〔ゆがあリ゚き
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ゆきー

ー、ゆがあリ゚かん〕ゆがんで歩く。千鳥足で歩

く。

ゆかいた [jukaita]［名］〔ゆかいたまい...〕床板。
ゆがいな [jugaina]［名］〔ゆがいなまい...〕滑稽
なこと。冗談。たわむれること。

ゆがいなぱなす [jugainapanasɿ]［名］〔ゆがいな
ぱな⸣すまい...〕おもしろい話。わらい話。

ゆがいなむぬ [jugainamunu]［名］〔ゆがいなむ
ぬまい...〕滑稽な人。

ゆががー [jugagaː]［名］〔ゆががーまい...〕理屈
の通らない自己中心の主張。我を張ること。

ゆががなまリ゚ [jugaganamaɭ]［名］〔ゆががなまリ゚
まい...〕ゆがんだ形の頭。まともな考えのない
こと、またはその人。

ゆががなまれ [jugaganamare]［名］〔ゆががなま⸣
れまい...〕ゆがんだ形の頭の人。また、まとも
な考えのない人。

ゆがかんがい [jugakangai]［名］〔ゆがかんが⸣い
まい...〕間違った考え。

ゆがしゃーリ゚ [jugaɕaːɭ]［形］〔ゆがしゃまい...〕
歪。悪。歪み。不正。曲がる。【例】ゆがむぬイ゚

ー（うその物言い）。

ゆかすた [jukasɿta]［名］〔ゆかすたまい...〕床下。
ゆかた [jukata]［名］〔ゆかたまい...〕浴衣。
ゆがたリ゚ [jugataɭ]［名］〔ゆがたリ゚まい...〕夜語。
雑談。おしゃべり。

ゆがちび [jugatɕibi]［名］〔ゆがちびまい...〕大便
が横に落ちる。

ゆかどぅ [jukadu]［名］〔ゆかどぅまい...〕四角。
四隅。四方。四辻。

ゆかなてぃ [jukanati]［名］〔ゆかな⸣てぃまい...〕
さきおととい。四日前。

ゆがならーす [juganaraːsɿ]［名］〔ゆがならーす
まい...〕間違った教え。

ゆがならビ [juganarabɿ]［名］〔ゆがならビまい...〕
曲がった並び。

ゆかに [jukani]［名］〔ゆかにまい...〕床。【類】「ゆ
か」。

ゆかぬイ゚ー [jukanuɿː]［名］〔ゆかぬイ゚⸣ーまい...〕
出産後 4日目の飯。命名も行う。【同】「ゆーか
ぬイ゚ー」。

ゆがぷー [jugapuː]［名］〔ゆがぷーまい...〕世果
報。豊年。豊作。

ゆがぷーあみ [jugapuːami]［名］〔ゆがぷーあ⸣み
まい...〕豊年・豊作をもたらす雨。恵みの雨。

ゆがぷーがー [jugapuːgaː]［名］［井戸］〔ゆがぷ
ーがーまい...〕井戸の名。人工井戸。

ゆがぷーどぅす [jugapuːdusɿ]［名］〔ゆがぷーど
ぅすまい...〕豊年。豊作の年。

ゆがぷーにがイ゚ [jugapuːnigaɿ]［名］〔ゆがぷーに
が⸣イ゚まい...〕豊年豊作の祈願。

ゆがます [jugamasɿ]［動 I類 a型］〔ゆがましー、
ゆがましゃん〕ゆがめる。悪くする。

ゆがみリ゚ [jugamiɭ]［動 II類 a型］〔ゆがみー、ゆ
がみん〕ゆがめる。悪くする。

ゆがム [jugam]［動 I類 a型］〔ゆがみー、ゆがま
ん〕ゆがむこと。曲がる。【例】ゆがみー ぶリ゚

（歪んでいる）。ゆがムゆ なうし（曲がってい

るところを直しなさい）。

ゆかむつ [jukamutsɿ]［名］〔ゆかむ⸣つまい...〕床
持。床板の支え。床を支える材木。

ゆがむぬイ゚ー [jugamunuɿː]［名］〔ゆがむぬイ゚⸣ー
まい...〕間違った物言い。うそ。うそをつくこ
と。

ゆがムゆがム [jugam.jugam]［連語］曲がりくね
っていること。道路や線引きい言う。

ゆがゆがてぃー [jugajugatiː]［副］少し曲がって
見えること。

ゆがら [jugara]［名］［鳥］〔ゆが⸣らまい...〕ごい
さぎ。

ゆかリ゚ [jukaɭ]［動 I類 c型］〔ゆかりー、ゆから
ん〕金持。出世する。成功する。幸福。

ゆかリ゚ [jukaɭ]［副］よっぽど。ずいぶん。かなり。
相当。【例】ゆかリ゚ あリ゚きった（かなり歩い

た）。ゆかリ゚ でぃきぶーギ（ずいぶん⻑いさと

うきびだ）。

ゆかリ゚ピとぅ [jukaɭpɿtu]［名］〔ゆかリ゚ピ⸣とぅま
い...〕佳る人士族。富豪者。今は死語。

ゆキ゚ [jukɿ]［名］〔ゆキ゚まい...〕斧（おの）。手斧。
木や木材を割るのに使う。

ゆキ゚ー [jukɿː]［名］〔ゆキ゚ーまい...〕夜霧。
ゆきー [jukiː]［形］〔ゆきーまい...〕余計。【例】
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ゆきーなむぬ

ゆきーな ぱなす（無駄の多い話）。うれー ゆ

きーんどぅ とぅりー うキ゚（それは余計に取

ってある）。

ゆきーなむぬ [jukiːnamunu]［名］〔ゆきーなむぬ
まい...〕余計なもの。不必要なもの。不用物。

ゆぎらっふぁ ねーん [jugiraffa neːn]［連語］役
に立たないこと。つまらないこと。【例】かリ゚

が ぱなすェー ゆぎらふぁねーん（彼の話は

つまらない）。

ゆきリ゚ [jukiɭ]［動 II 類 c 型］〔ゆきー、ゆきん〕
除ける。避ける。

ゆく [juku]［接頭］別。的外れの。【例】ゆくピ
とぅ（別の人）。ゆくむぬ（別のもの）。

ゆく [juku]［名］〔ゆく⸣んまい...〕横。側。
ゆく [juku]［名］〔ゆ⸣くまい...〕欲。欲張り。欲
望。意欲。

ゆくあな [jukuana]［名］横穴。
ゆくあみ [jukuami]［名］〔ゆくあ⸣みまい...〕横
雨。風の強いときの雨。よこなぐりの雨。

ゆくイ゚ [jukuɿ]［名］〔ゆく⸣イ゚まい...。ゆくイ゚ま⸣
い...〕憩い。くつろぎ。休み。休憩。

ゆくい [jukui]［名］〔ゆく⸣いまい...〕行方。【例】
ゆくいぬ っさいん（行方が分らない）。

ゆくいとぅ [jukuitu]［名］〔ゆくい⸣とぅまい...〕
横糸。機織りの横糸。

ゆくいふみー [jukuifumiː]［名］〔ゆく⸣いふみー
まい...〕行方不明。

ゆくー [jukuː]［動 I類 c型］〔ゆけー、ゆかーん〕
休む。休憩する。憩う。横になる。寝る。【例】

ゆかーまん（休まない）。ゆけーってぃー（休

んでから）。ゆけーってぃー しる（休んでから

しなさい）。ゆけー わーり（休んで下さい）。

ゆくーてぃだ [jukuːtida]［名］〔ゆくーてぃ⸣だま
い...〕休む太陽。没する太陽。夕日。落日。

ゆくーどぅくな [jukuːdukuna]［名］〔ゆくーどぅ
く⸣なまい...〕休む所。休憩場所。【同】「ゆくー
どぅくま」。

ゆくーどぅくま [jukuːdukuma]［名］〔ゆくーど
ぅく⸣ままい...〕休む所。休憩場所。【同】「ゆく
ーどぅくな」。

ゆくーまーる [jukuːmaːru]［名］〔ゆくーまー⸣る

まい...〕休み回り。休み順番。回りばんこに休
むこと。輪番に休むこと。

ゆくーゆくー [jukuːjukuː]［連語］休み休み。
ゆくがう [jukugau]［名］〔ゆくが⸣うまい...〕横
顔。

ゆくがかリ゚ [jukugakaɭ]［名］〔ゆ⸣くがかリ゚まい...〕
欲張り。どん欲。けち。

ゆくがキ゚ [jukugakɿ]［名］〔ゆくが⸣キ゚まい...〕横
書き。

ゆくぎリ゚ [jukugiɭ]［動 I類 c型］〔ゆくぎりー、ゆ
くぎらん〕横切る。

ゆくぐす [jukugusɿ]［名］〔ゆくぐ⸣すまい...〕横
櫛。櫛。【類】「ふす」。

ゆくじゅーしゃーリ゚ [jukudʑuːɕaːɭ]［形］〔ゆくじ
ゅー⸣しゃまい...〕欲深い。欲の強いこと。

ゆくす [jukusɿ]［動 I類 c型］〔ゆくしー、ゆくし
ゃん〕誘う。【例】つーすが ゆくす（釣りに誘

う）。

ゆぐす [jugusɿ]［動 I類 c型］〔ゆぐしー、ゆぐし
ゃん〕汚す。【類】「きがす」。

ゆくずき [jukudzɿki]［名］〔ゆくず⸣きまい...〕横
付け。【例】ふにぬ ゆくずき（船の横付け）。

ゆくずま [jukudzɿma]［名］〔ゆくずままい...〕別
の島。他の島。

ゆくずまピとぅ [jukudzɿmapɿtu]［名］〔ゆくずま
ピとぅまい...〕別の島の人。島外からの人。

ゆくたーらす [jukutaːrasɿ]［動 I類 a型］〔ゆくた
ーらしー、ゆくたーらしゃん〕横たえる。寝か

す。

ゆくたーリ゚ [jukutaːɭ]［動 I類 a型］〔ゆくたーり
ー、ゆくたーらん〕横たわる。寝る。

ゆくてぃ [jukuti]［名］〔ゆく⸣てぃまい...〕横手。
横側。【例】きーぬ ゆくてぃ（木の側）。

ゆくどぅリ゚ [jukuduɭ]［動 I類 c型］〔ゆくどぅり
ー、ゆくどぅらん〕横取る。横から不正に奪う。

ゆくなム [jukunam]［名］〔ゆくな⸣ムまい...〕横
波。船の横側から来る波。

ゆくぬどぅ [jukunudu]［名］〔ゆくぬ⸣どぅまい...〕
横のど。別のど。気管。

ゆくぱなす [jukupanasɿ]［名］〔ゆくぱな⸣すま
い...〕別のことを言う。（自分が不利な場合な
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ゆすー

どに）話をそらす。【類】「ゆくむぬイ゚ー」。

ゆくぱば [jukupaba]［名］〔ゆくぱばまい...〕横
幅。

ゆくばリ゚ [jukubaɭ]［動 I 類 c 型］〔ゆくばりー、
ゆくばらん〕欲張る。

ゆくばれ [jukubare]［名］〔ゆくば⸣れまい...〕欲
張る人。

ゆくピとぅ [jukupɿtu]［名］〔ゆくピとぅまい...〕
別の人。他人。島外の人。

ゆくぶい [jukubui]［名］〔ゆくぶ⸣いまい...〕横
笛。

ゆくみ [jukumi]［名］〔ゆく⸣みまい...〕横目。
ゆくみ [jukumi]［名］〔ゆく⸣みまい...〕水納島の
神事の世話役。

ゆくみつ [jukumitsɿ]［名］〔ゆくみつまい...〕別
の道。脇道。

ゆくむぬ [jukumunu]［名］〔ゆくむ⸣ぬまい...〕別
の物。他の物。本物でないもの。偽物とは違う。

ゆくむぬイ゚ー [jukumunuɿː]［名］〔ゆくむぬイ゚⸣ー
まい...〕別のことを言う。話をそらす。【類】「ゆ
くぱなす」。

ゆぐり [juguri]［名］〔ゆぐりまい...〕汚れ。不潔。
ゆぐりはいからー [jugurihaikaraː]［名］〔ゆぐり
はいからーまい...〕汚れを知らないおしゃれ。
似合わないおしゃれ。

ゆぐりみず [jugurimidzɿ]［名］〔ゆぐりみずまい...〕
汚れた水。【類】「っしゃなみず」。

ゆぐりむぬ [jugurimunu]［名］〔ゆぐりむぬま
い...〕汚れ物。【類】「っしゃなむぬ」。

ゆぐりリ゚ [juguriɭ]［動 II類 a型］〔ゆぐりー、ゆ
ぐりん〕汚れる。きたなくなる。

ゆくん なリ゚ [jukun naɭ]［連語］横になる。横に
並ぶ。物の横に立つ。【類】「ゆくんならビ」。

ゆくん ふぁーいリ゚ [jukun faːiɭ]［連語］欲にとり
つかれる。どん欲。欲張り。

ゆさん [jusan]［名］〔ゆさんまい...〕予算。
ゆしあし [juɕiaɕi]［名］〔ゆしあ⸣しまい...〕善し
悪し。

ゆしあつみ [juɕiatsɿmi]［名］〔ゆしあつ⸣みまい...〕
寄せ集め。

ゆしあつみリ゚ [juɕiatsɿmiɭ]［動 II類 c型］〔ゆし

あつみー、ゆしあつみん〕寄せ集める。

ゆしぐとぅ [juɕigutu]［名］〔ゆしぐ⸣とぅまい...〕
教え事。教わること。

ゆしだうふ [juɕidaufu]［名］〔ゆしだうふまい...〕
おぼろ豆腐。【同】「ゆしどーふ」。

ゆしどーふ [juɕidoːfu]［名］〔ゆしどーふまい...〕
おぼろ豆腐。【同】「ゆしだうふ」。

ゆしゃなリ゚[juɕanaɭ]［動 I類］〔ゆしゃなりー、ゆ
しゃならん〕〔ゆ⸣しゃなりー ⸢ぶリ゚〕よくなる。
病気がよくなる。【類】「ゆふなリ゚」。

ゆしゃらび [juɕarabi]［名］〔ゆしゃら⸣びまい...〕
ゆうさり。夕方。暮れ方。

ゆしゃらびあがリ゚ [juɕarabiagaɭ]［名］〔ゆしゃら
びあがリ゚まい...〕夕方に疲れ直しの酒を飲むこ
と。一日の労をねぎらう酒飲み。特に結いの仲

間をもてなす場合に言う。

ゆしゃらびえーム [juɕarabieːm]［名］〔ゆしゃら
びえームまい...〕夕方の暗い時間。

ゆしゃらびじゅー [juɕarabidʑuː]［名］〔ゆしゃら
びじゅーまい...〕夕方の潮時。

ゆしゅ [juɕu]［名］〔ゆしゅまい...。ゆ⸣しゅまい...〕
よそ。他所。他人。【例】ゆしゅが ぱな（他人

の華となる）。

ゆじゅー [judʑuː]［動 I類 c型］〔ゆじぇー、ゆじ
ゃーん〕反抗する。口答えする。

ゆしゅずま [juɕudzɿma]［名］〔ゆしゅずままい...〕
よそ島。他の地区。他の島。

ゆしゅつ [juɕutsɿ]［名］〔ゆしゅつまい...〕四十。
四十歳。

ゆしゅてぃ [juɕuti]［名］〔ゆしゅてぃまい...〕四
十年。

ゆしゅに [juɕuni]［名］〔ゆしゅにまい...〕四つの
組織。スツウプナカの〈ながしがー〉、〈ふだや

ー〉、〈ウイヤー〉、〈アレーキ〉。

ゆしリ゚ [juɕiɭ]［動 II 類 a 型］〔ゆしー、ゆしん〕
寄せる。寄せてくる。集める。【例】ゆしる（寄

せろ。集めよ）。

ゆしリ゚ [juɕiɭ]［動 II類］〔ゆしー、ゆしん〕教え
る。講話する。

ゆすー [jusɿː]［動 I類 a型］〔ゆっすぃー、ゆっ
さん〕揺する。揺り動かす。
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ゆずー

ゆずー [judzɿː]［名］〔ゆず⸣ーまい...〕夜釣り。
ゆすかうがん [jusɿkaugan]［名］〔ゆす⸣かうがん
まい...〕拝所。

ゆすかがー [jusɿkagaː]［名］［井戸］〔ゆす⸣かが
ーまい...〕井戸の名。人工井戸。

ゆすキ゚ [jusɿkɿ]［名］［植］〔ゆす⸣キ゚まい...〕すす
き。

ゆすギ [jusɿgɿ]［動 I類 a型］〔ゆすぎー、ゆすが
ん〕すすぐ。洗濯物をすすぐこと。

ゆすキ゚ぐる [jusɿkɿguru]［名］〔ゆす⸣キ゚ぐるまい...〕
すすきの枯れたもの。

ゆすキ゚たイ゚ [jusɿkɿtaɿ]［名］〔ゆす⸣キ゚たイ゚まい...〕
すすきの松明。

ゆすばリ゚ [jusɿbaɭ]［名］〔ゆすば⸣リ゚まい...〕夜の
小便。寝小便。

ゆすまぬ しゅー [jusɿmanu ɕuː]［名］〔ゆすま⸣ぬ
しゅー⸢まい...〕四島の主。池間、大神、狩俣、
島尻の四つの里の主（役人）。

ゆずリ゚ [judzɿɭ]［動 I類 a型］〔ゆずりー、ゆずら
ん〕ゆずる。他人に席をゆずる。

ゆた [juta]［名］〔ゆ⸣たまい...〕巫女（かんなぎ）。
のろ。司祭。

ゆだ [juda]［名］〔ゆだまい...〕枝。【例】きーぬ
ゆだ（木の枝）。

ゆたーリ゚ [jutaːɭ]［名］〔ゆたーリ゚まい...〕四人。四
名。

ゆたヴヴィ゚ [jutavvɿ]［動 I類 c型］〔ゆたヴヴぃ
ー、ゆたヴヴぁん〕よろめく。千鳥足で歩く。

ゆたヴヴィ゚むぬ [jutavvɿmunu]［名］〔ゆたヴヴィ゚
むぬまい...〕だらしない人。

ゆだうふ [judaufu]［名］〔ゆだう⸣ふまい...〕湯豆
腐。おぼろ豆腐。【同】「ゆどーふ」。

ゆだうらす [judaurasɿ]［名］〔ゆだうら⸣すまい...〕
枝切り。枝打ち。

ゆたかしゃーリ゚ [jutakaɕaːɭ]［形］〔ゆたか⸣しゃま
い...〕豊かである。豊富である。

ゆたしゃ [jutaɕa]［感］ほれみろ。ざまみろ。【例】
まきたりー ゆたしゃ（負けたことはざまみ

ろ）。

ゆたす [jutasɿ]［動 I類 c型］〔ゆたしー、ゆたし
ゃん〕こぼす。芋の煮汁をこぼす。袋の物をこ

ぼす。

ゆだだら [judadara]［名］〔ゆだだ⸣らまい...〕怠
け者。【同】「ゆだだれ」。【類】「ゆだだリ゚むぬ」。

ゆだだリ゚ [judadaɭ]［動 II類 c型］〔ゆだだりー、
ゆだだりん〕怠慢である。怠ける。

ゆだだり [judadari]［名］〔ゆだだ⸣りまい...〕怠
け。怠慢。だらしないこと。

ゆだだリ゚むぬ [judadaɭmunu]［名］〔ゆだだリ゚む⸣
ぬまい...〕怠け者。【類】「ゆだだら」。「ゆだだ
ら」。

ゆだだれ [judadare]［名］〔ゆだだ⸣れまい...〕怠
け者。【同】「ゆだだら」。【類】「ゆだだリ゚むぬ」。

ゆたてぃリ゚ [jutatiɭ]［動 II類 a型］〔ゆたてぃー、
ゆたてぃん〕こぼす。意図的にこぼす。【例】み

ずう ゆたてぃリ゚（水をこぼす）。なびぬ す

るー ゆたてぃリ゚（鍋の汁をこぼして捨てる）。

【類】「ゆてぃリ゚」。

ゆだばー [judabaː]［名］〔ゆだばーまい...〕枝葉。
ゆたゆた [jutajuta]［擬］ゆらゆら。よたよた。よ
うよう。

ゆだリ゚ [judaɭ]［名］〔ゆだリ゚まい...〕よだれ。つ
ば。唾液。

ゆだリ゚ゆム [judaɭjum]［名］〔ゆだリ゚ゆムまい...〕
くだらない話をすること。だらだらと話すこ

と。

ゆだれ [judare]［名］〔ゆだ⸣れまい...〕怠け者。だ
らしない人。

ゆだん [judan]［名］〔ゆだんまい...〕油断。
ゆつヴ [jutsɿv]［名］〔ゆつヴまい...。ゆつ⸣ヴま
い...〕夜露。

ゆっじゃす [juddʑasɿ]［動 I類 a型］〔ゆっじゃし
ー、ゆっじゃしゃん〕寄らせる。動かす。移動

する。

ゆっじゅ [juddʑu]［名］〔ゆっじゅまい...〕より
緒。より糸。縒った糸。和紙をひねってよりに

したもの。

ゆっずー [juddzɿː]［動 I類 a型］〔ゆっじー、ゆ
っじゃん〕動いていく。離れていく。近くに来

る。近寄る。寄り添う。【例】ゆっじー とぅビ

（離れて行く）。ゆっじー キ゚ー（近くに来る）。

ゆつだき [jutsɿdaki]［名］〔ゆつだ⸣きまい...〕四
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ゆなぱしどぅとぅゆめ

つ竹。琉球舞踊の一つ。

ゆっふぁーすしゃーリ゚ [juffaːsɿɕaːɭ]［形］〔ゆっふ
ぁーす⸣しゃまい...〕怠け。骨おしみ。ずるい。
怠慢。

ゆっふぁーすむぬ [juffaːsɿmunu]［名］〔ゆっふぁ
ーすむ⸣ぬまい...〕怠け者。骨おしみする者。

ゆつらー ねーん [jutsɿraː neːn]［連語］役に立た
ない。甲斐性のない。【例】がくむんや ゆつら

ー ねーん（学問は役に立たない）。

ゆてぃー [jutiː]［名］〔ゆてぃーまい...〕予定。
ゆでぃくが [judikuga]［名］〔ゆでぃく⸣がまい...〕
茹で卵。

ゆでぃずー [judidzɿː]［名］〔ゆでぃず⸣ーまい...〕
茹で汁。【同】「ゆでぃずる」。

ゆでぃずる [judidzɿru]［名］〔ゆでぃず⸣るまい...〕
茹で汁。【同】「ゆでぃずー」。

ゆでぃだく [judidaku]［名］〔ゆでぃだ⸣くまい...〕
茹で蛸。赤面するときにも言う。

ゆてぃリ゚ [jutiɭ]［動 II類 c型］〔ゆてぃー、ゆて
ぃん〕こぼす。【類】「ゆたてぃリ゚」。

ゆでぃリ゚ [judiɭ]［動 II類 c型］〔ゆでぃー、ゆで
ぃん〕茹でる。湯がく。【類】「ゆビキ゚」。

ゆてー つかん [juteː tsɿkan]［連語］的外れ。道
理に合わない。

ゆてー つかん ぱなす [juteː tsɿkan panasɿ]［連
語］的外れの話。道理に合わない話。

ゆどぅーす [juduːsɿ]［名］〔ゆどぅー⸣すまい...〕
夜通し。一晩中。

ゆどぅます [judumasɿ]［動 I類 c型］〔ゆどぅま
しー、ゆどぅましゃん〕淀ませる。引き止める。

休ませる。仕事を途中で止める。

ゆどぅみリ゚ [judumiɭ]［動 II類 c型］〔ゆどぅみ
ー、ゆどぅみん〕淀める。止める。休める。【例】

ゆどぅまん（淀まない）。

ゆどぅム [judum]［動 I類 c型］〔ゆどぅみー、ゆ
どぅまん〕淀む。停止する。止まる。休む。

ゆどぅムずる [judumdzɿru]［名］〔ゆどぅムず⸣る
まい...〕シートーヤーの鍋に残っているさとう
きびの汁を明日までそのままに淀ませておく。

ゆどぅムどぅくな [judumdukuna]［名］〔ゆどぅ
ムどぅく⸣なまい...〕休む所。休憩所。【同】「ゆ

どぅムどぅくる」。【類】「ゆどぅムどぅくま」。

ゆどぅムどぅくま [judumdukuma]［名］〔ゆどぅ
ムどぅく⸣ままい...〕休む所。休憩所。【同】「ゆ
どぅムどぅくる」。【類】「ゆどぅムどぅくな」。

ゆどぅムどぅくる [judumdukuru]［名］〔ゆどぅ
ムどぅく⸣るまい...〕休む所。休憩所。【類】「ゆ
どぅムどぅくな」。「ゆどぅムどぅくま」。

ゆどーふ [judoːfu]［名］〔ゆどー⸣ふまい...〕湯豆
腐。おぼろ豆腐。【同】「ゆだうふ」。

ゆなうがー [junaugaː]［名］〔ゆなうがーんまい...〕
井戸の名。世直り井戸。【類】「ながしがー」。

ゆなうす [junausɿ]［名］〔ゆなうすまい...〕世直
し。祭りに神酒を入れる器のこと。

ゆなうす [junausɿ]［動 I 類 c 型］〔ゆなうしー、
ゆなうしゃん〕世直す。

ゆなおーれが [junaoːrega]［名］〔ゆなおー⸣れが
う⸢まい...〕「世直れ」。スツウプナカのはやし
歌。【例】じゅ、ゆなおーれがう みーが（さあ、

スツウプナカを見に行こう）。

ゆなか [junaka]［名］〔ゆなかんまい...〕夜中。夜
半。

ゆなが [junaga]［名］［貝］〔ゆな⸣がまい...〕まが
きがい。【類】「てぃらじゃ」。

ゆなかじゅー [junakadʑuː]［名］〔ゆなかじゅー
まい...〕夜中潮。夜中の潮。夜釣りをするタイ
ミング。

ゆながとぅ [junagatu]［名］〔ゆなが⸣とぅまい...〕
夜。晩。夜の間。日暮れから翌朝まで。【例】ゆ

ながとぅん うきたリ゚（夜に起きた）。

ゆなかどぅーれ [junakaduːre]［名］〔ゆなかどぅ
ー⸣れまい...〕真夜中。

ゆなかばイ゚[junakabaɿ]［名］〔ゆなかば⸣イ゚まい...〕
夕方遅くまで畑仕事をして帰ること。

ゆなキ゚ [junakɿ]［名］〔ゆな⸣キ゚まい...〕夜泣き。子
どもが夜半に起きて泣くこと。

ゆなぎー [junagiː]［名］［植］〔ゆ⸣なぎー⸢まい...〕
ゆーな。おおはまぼう。

ゆなぐに [junaguni]［名］〔ゆなぐにまい...〕与那
国島。

ゆなぱしどぅとぅゆめ [junapaɕidutujume]［名］
〔ゆな⸣ぱしどぅ⸢とぅゆめまい...〕与那覇勢頭豊
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ゆなび

見親。1390年宮古から初めて中山王入貢。
ゆなび [junabi]［名］〔ゆな⸣びまい...〕よなべ。夜
業。夜仕事。

ゆなん [junan]［名］〔ゆなんまい...〕四男。
ゆに [juni]［名］〔ゆにまい...。ゆにゆーリ゚⸣らま
い...〕粟。臼で搗いていない粟は〈くーゆに〉。
搗いた粟は〈つキ゚ゆに〉。

ゆにぎ [junigi]［名］〔ゆに⸣ぎまい...〕夜逃げ。【類】
「ゆーぴんぎ」。

ゆにく [juniku]［名］〔ゆに⸣くまい...〕⻨こがし。
はったい粉。⻨を炒って石臼で挽いた粉のこ

と。

ゆにぬイ゚ー [juninuɿː]［名］〔ゆにぬイ゚⸣ーまい...〕
粟のお握り。粟飯。

ゆにピキ゚ [junipɿkɿ]［名］〔ゆにピ⸣キ゚まい...〕粟を
木臼で挽くこと。粟粒の皮をはがすこと。

ゆにピキ゚うす [junipɿkɿusɿ]［名］〔ゆにピキ゚う⸣す
まい...〕粟を挽く臼のこと。

ゆにむリ゚ [junimuɭ]［名］〔ゆにむリ゚まい...〕粟盛。
砂浜の砂が風の力で一ヶ所に盛り上がる。

ゆぬ [junu]［形］同じ。同一。【例】ゆぬむぬ（同
一のもの）。

ゆぬーリ゚ [junuːɭ]［名］〔ゆぬー⸣リ゚まい...〕一年
目。一年忌。一年後。【同】「ゆねーリ゚」。

ゆぬーリ゚こーくー [junuːɭkoːkuː]［名］〔ゆぬー⸣
リ゚こーくーまい...〕一年目の法事。香乞。【同】
「ゆねーリ゚こーくー」。

ゆぬーリ゚しゅーかう [junuːɭɕuːkau]［名］〔ゆぬー
⸣リ゚しゅーかうまい...〕一年目の焼香。【同】「ゆ
ねーリ゚しゅーかう」。

ゆぬーリ゚しゅーこー [junuːɭɕuːkoː]［名］〔ゆぬー⸣
リ゚しゅーこーまい...〕一年目の焼香。【同】「ゆ
ねーリ゚しゅーこー」。

ゆぬかんがい [junukangai]［名］〔ゆぬかんが⸣い
まい...〕同じ考え。同感。

ゆぬぐー [junuguː]［名］〔ゆぬぐ⸣ーまい...〕同類。
同じもの。同様。【例】ゆぬぐーぬ くつ（同じ

ような靴）。

ゆぬくとぅ [junukutu]［名］〔ゆぬく⸣とぅまい...〕
同じこと。【例】ばが ぱなすまい ゆぬくとぅ

（私の話も同じことだ）。

ゆぬしゅく [junuɕuku]［名］〔ゆぬしゅ⸣くまい...〕
同じ程度。同じ分量。【例】ばんまい ゆぬしゅ

くどぅ あリ゚（私も同じ量だ）。

ゆぬす [junusɿ]［名］〔ゆぬ⸣すまい...〕世の主。豊
年の神。

ゆぬずぶん [junudzɿbun]［名］〔ゆぬずぶ⸣んま
い...〕同じ時分。同じ頃。その時分。【例】ゆぬ
ずぶん うきたリ゚（同じ頃に起きた）。

ゆぬすま [junusɿma]［名］〔ゆぬす⸣ままい...〕同
じ島。同郷。同じふるさと。

ゆぬたき [junutaki]［名］〔ゆぬた⸣きまい...〕同
じ高さ。同じ丈。

ゆぬたま [junutama]［名］〔ゆぬたままい...。ゆぬ
た⸣ままい...〕同じ分量。等分すること。【例】あ
んまい ゆぬたまどぅ あリ゚（私も同じ量だ）。

ゆぬとぅい [junutui]［名］〔ゆぬとぅ⸣いまい...〕
同じ干支（えと）。

ゆぬとぅくな [junutukuna]［名］〔ゆぬとぅく⸣な
まい...〕同じ所。同じ場所。【同】「ゆぬとぅく
ま」。

ゆぬとぅくま [junutukuma]［名］〔ゆぬとぅく⸣
ままい...〕同じ所。同じ場所。【同】「ゆぬとぅ
くな」。

ゆぬとぅす [junutusɿ]［名］〔ゆぬとぅ⸣すまい...〕
同年。同じ年。同じ年齢。

ゆぬなか [jununaka]［名］〔ゆぬな⸣かまい...〕世
の中。世間。人間社会。

ゆぬなぎ [jununagi]［名］〔ゆぬな⸣ぎまい...〕同
じ⻑さ。同じ距離。

ゆぬななげー [jununanageː]［名］〔ゆぬな⸣なげ
ー⸢まい...〕同じ⻑さ。【類】「ゆぬななげー」。

ゆぬなんだき [jununandaki]［名］〔ゆぬなんだ⸣
きまい...〕同じ量。【類】「なんだき」。

ゆぬねーん [jununeːn]［連語］同じ様に。【例】ゆ
ぬねーん ばきる（同じ量に分けなさい）。

ゆぬピー [junupɿː]［名］〔ゆぬピ⸣ーまい...〕同じ
日。同日。

ゆぬピてぃつ [junupɿtitsɿ]［名］〔ゆぬピてぃ⸣つ
まい...〕そっくり。そのまま。【例】うやとぅ
ゆぬピてぃつ（親にそっくりだ）。

ゆぬピてぃでぃ [junupɿtidi]［名］〔ゆぬピてぃ⸣
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ゆまーリ゚

でぃまい...〕同じ年齢。
ゆぬピとぅ [junupɿtu]［名］〔ゆぬピ⸣とぅまい...〕
同じ人。同一人。

ゆぬぷい [junupui]［名］〔ゆぬぷ⸣いまい...〕同じ
大きさ。同じ高さ。同じ広さ。同じ⻑さ。同じ

体積。

ゆぬぶーれ [junubuːre]［名］〔ゆぬぶー⸣れまい...〕
同じ年頃。同年輩。

ゆぬぷしゃ [junupuɕa]［名］〔ゆぬぷ⸣しゃまい...〕
同じ量。同額。同じ分量。嵩のこと。

ゆぬむぬ [junumunu]［名］〔ゆぬむ⸣ぬまい...〕同
じもの。同じ意見。同じ色。同じ柄。同じ形。

ゆぬむぬ [junumunu]［連語］いいよ。いいさあ。
よろしい。分かった。納得すること。同感であ

ること。【例】あんしー うかばまい ゆぬむぬ

どー（そのようにしておいてもいいよ）。

ゆぬんーしゃーリ゚ [jununnɕaːɭ]［形］〔ゆぬんー⸣
しゃまい...〕同じようである。

ゆねーリ゚ [juneːɭ]［名］〔ゆねー⸣リ゚まい...〕一年
目。一年忌。一年後。【同】「ゆぬーリ゚」。

ゆねーリ゚こーくー [juneːɭkoːkuː]［名］〔ゆねー⸣リ゚
こーくーまい...〕一年目の法事。香乞。【同】「ゆ
ぬーリ゚こーくー」。

ゆねーリ゚しゅーかう [juneːɭɕuːkau]［名］〔ゆねー
⸣リ゚しゅーかうまい...〕一年目の焼香。【同】「ゆ
ぬーリ゚しゅーかう」。

ゆねーリ゚しゅーこー [juneːɭɕuːkoː]［名］〔ゆねー
リ゚しゅーこ⸣ーまい...〕一年目の焼香。【同】「ゆ
ぬーリ゚しゅーこー」。

ゆねーん [juneːn]［名］〔ゆねー⸣んまい...〕宵。夕
暮れ時。夕方。

ゆねーんやかず [juneːn.jakadzɿ]［名］〔ゆねーん
⸣やかず⸢まい...〕毎夕方。【類】「ゆねーんぬか
ず」。

ゆば [juba]［名］〔ゆばまい...〕豆乳の上ずみ。
ゆばー [jubaː]［連語］をば。【例】しゅーゆばー
にーる（野菜をば炊きなさい）。くーゆばー く

にる（粉をば捏ねなさい）。

ゆばい [jubai]［名］〔ゆば⸣いまい...〕夜這い。夜
男が女性の部屋に忍びこむこと。

ゆばいみどぅム [jubaimidum]［名］〔ゆばいみど

ぅ⸣ムまい...〕不貞な女性。貞操の悪い女性。
ゆばいリ゚ [jubaiɭ]［動 II類 a型］〔ゆばいー、ゆ
ばいん〕吸い込まれる。吸い取られる。吸いつ

かれる。【例】あなん ゆばいリ゚（穴に吸い込ま

れる）。

ゆビ [jubɿ]［動 I 類 a 型］〔ゆびー、ゆばん〕吸
う。吸いとる。⺟が赤ちゃんの鼻垂れを口で吸

い取っていた。【例】ぱなだリ゚る ゆビ（鼻垂れ

を吸う）。

ゆビ [jubɿ]［動 I 類 c 型］〔ゆびー、ゆばん〕呼
ぶ。【類】「あびリ゚」。

ゆび [jubi]［名］〔ゆ⸣びまい...〕よべ。ゆうべ。昨
夜。昨晩。

ゆビキ゚ [jubɿkɿ]［動 I類 c型］〔ゆビきー、ゆビか
ん〕湯がく。食材を湯にさっとつける。お湯に

つっこむ程度。【類】「ゆでぃリ゚」。

ゆビだす [jubɿdasɿ]［動 I 類 c 型］〔ゆビだしー、
ゆビだしゃん〕呼び出す。【類】「あびリ゚」。

ゆビむどぅす [jubɿmudusɿ]［動 I類 a型］〔ゆビ
むどぅしー、ゆビむどぅしゃん〕呼び戻す。

ゆビゆしリ゚ [jubɿjuɕiɭ]［動 II類 a型］〔ゆビゆし
ー、ゆビゆしん〕呼び寄せる。呼び集める。

ゆビんキ゚ [jubɿnkɿ]［動 I 類 a 型］〔ゆビんきー、
ゆビんかん〕吸い込む。〈ゆビ〉の強調語。穴

に吸い込む。

ゆぶ [jubu]［名］〔ゆ⸣ぶまい...〕つぼみ。作物や
草木の花のつぼみ。

ゆぶすぶり [jubusɿburi]［名］〔ゆ⸣ぶすぶりまい...〕
知恵のないこと。おばかさん。

ゆふなリ゚ [jufunaɭ]［動 I類］〔ゆふなりー、ゆふ
ならん〕〔ゆ⸣ふなりー ⸢ぶリ゚〕よくなる。病気
がよくなる。【類】「ゆしゃなリ゚」。

ゆぶやー [jubujaː]［名］〔ゆ⸣ぶやーまい...〕すす
きを三本合わせて畑に立てる魔除。作付けの終

わった畑に立てる。

ゆぶゆぶ [jubujubu]［擬］よぼよぼ。
ゆぶん [jubun]［名］〔ゆぶんまい...〕余分。余り。
残り。

ゆまーす [jumaːsɿ]［動 I類 c型］〔ゆまーしー、ゆ
まーしゃん〕読み合わせる。

ゆまーリ゚ [jumaːɭ]［名］〔ゆまーリ゚まい...〕夜回
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ゆます

り。

ゆます [jumasɿ]［動 I類 c型］〔ゆましー、ゆま
しゃん〕読ませる。

ゆまた [jumata]［名］〔ゆまたまい...〕四叉。四
辻。四つ角。十字路。

ゆみ [jumi]［名］〔ゆみまい...〕嫁。【類】「ゆみ
っふぁ」。

ゆみあに [jumiani]［名］〔ゆみあ⸣にまい...〕嫁
姉。兄の妻。【類】「ゆみあんが」。

ゆみあんが [jumianga]［名］〔ゆみあん⸣がまい...〕
嫁姉。兄の妻。【類】「ゆみあに」。

ゆみいじみ [jumiidʑimi]［名］〔ゆみいじみまい...〕
嫁いじめ。

ゆみかき [jumikaki]［名］〔ゆみか⸣きまい...〕読
み書き。勉強。学問。修業。

ゆみかた [jumikata]［名］〔ゆみかたまい...〕嫁
方。妻方。妻の親戚。

ゆみかた [jumikata]［名］〔ゆみか⸣たまい...〕読
み方。国⺠学校時代の国語の教科書。

ゆみつ [jumitsɿ]［名］〔ゆみ⸣つまい...〕夜道。
ゆみっふぁ [jumiffa]［名］〔ゆみっふぁまい...〕嫁
子。嫁。息子の嫁。

ゆみとぅみ [jumitumi]［名］〔ゆみとぅみまい...〕
嫁さがし。

ゆみびらイ゚ [jumibiraɿ]［名］〔ゆみびらイ゚まい...〕
嫁つきあい。姑が嫁のとりなしをする。

ゆム [jum]［名］〔ゆムま⸣い...〕弓。【例】ゆムゆ
ピキ゚（弓を引く）。

ゆム [jum]［動 I類 c型］〔ゆみー、ゆまん〕おし
ゃべりする。【例】むぬゆムピとぅ（おしゃべ

りする人）。

ゆム [jum]［動 I類 c型］〔ゆみー、ゆまん〕口上
する。唱える。組踊りの口上。

ゆム [jum]［動 I類 c型］〔ゆみー、ゆまん〕数え
る。【例】いふたーリ゚がてぃー ゆみ（何人か数

えなさい）。【類】「かじゅいリ゚」。

ゆム [jum]［動 I類 c型］〔ゆみー、ゆまん〕読む。
学問する。修業する。社会の状況を読む。

ゆむ [jumu]［接頭］まったく。否定的な意味を持
つ語に付いて、その語の意味を強調する。【例】

ゆむだすからん（全く役立たず）。

ゆムうがム [jum.ugam]［動 I類 c型］〔ゆムうが
みー、ゆムうがまん〕拝読する。

ゆムかに [jumkani]［名］〔ゆムか⸣にまい...〕難
読。

ゆムかにずー [jumkanidzɿː]［名］〔ゆムかにず⸣ー
まい...〕難読の漢字。

ゆむだすからん [jumudasɿkaran]［連語］役立た
ず者。

ゆムつがい [jumtsɿgai]［名］〔ゆムつが⸣いまい...〕
読み違え。

ゆむつギ [jumutsɿgɿ]［名］〔ゆ⸣むつギまい...〕か
えって悪いこと。かえって悪くなっているこ

と。【例】ヴヴぁが すー むのー ましゃりー

ゆむつギ（君のやることはかえって悪くなって

いる）。

ゆムとぅーす [jumtuːsɿ]［動 I類 c型］〔ゆムとぅ
ーしー、ゆムとぅーしゃん〕読み通す。

ゆムぬ っふぁ [jumnu ffa]［名］〔ゆム⸣ぬっふぁ
⸢まい...〕矢。弓の矢。

ゆむばたふしゃりリ゚ [jumubatafuɕariɭ]［動 II類 c
型］〔ゆむばたふしゃりー、ゆむばたふしゃり

ん〕無性に腹が立つ。

ゆムまつがいリ゚[jummatsɿgaiɭ]［動 II類 c型］〔ゆ
ムまつがいー、ゆムまつがいん〕読みまちがえ

る。

ゆめーす [jumeːsɿ]［動 I類 c型］〔ゆめーしー、ゆ
めーしゃん〕読み合わせる。数え合わせる。

ゆや なうリ゚ [juja nauɭ]［連語］世は直る。世は
良くなる。生活は楽になる。

ゆやーす [jujaːsɿ]［動 I類 a型］〔ゆやーしー、ゆ
やーしゃん〕集める。かき集める。【例】にん

ぷー ゆやーす（人夫を集める）。

ゆやく [jujaku]［名］〔ゆやくまい...〕予約。
ゆらー [juraː]［擬］あふれそうな様。こぼれそう
な様。なみなみ。【例】ゆらーてぃー つぎ（な

みなみ注ぎなさい）。

ゆらーす [juraːsɿ]［動 I類 c型］〔ゆらーしー、ゆ
らーしゃん〕寄せ合わせる。人を集める。散ら

かっている物を集める。

ゆらいリ゚ [juraiɭ]［動 II類 c型］〔ゆらいー、ゆら
いん〕揺られる。【例】ばしゃん ゆらいリ゚（馬
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ゆリ゚むつ

車に揺られる）。

ゆらう [jurau]［動 I類 c型］〔ゆれー、ゆらーん〕
寄り合う。集う。集合する。寄ってくる。【同】

「ゆるー」。

ゆらす [jurasɿ]［動 I類 c型］〔ゆらしー、ゆらし
ゃん〕揺らせる。漂わせる。浮かせる。【例】な

ムー ゆらす（波に浮かせる）。

ゆらみキ゚ [juramikɿ]［動 I類 c型］〔ゆらみきー、
ゆらみかん〕あふれそうである。なみなみであ

る。

ゆらゆら [jurajura]［擬］あふれそうな様。こぼ
れそうな様。なみなみ。

ゆららす [jurarasɿ]［動 I 類 c 型］〔ゆららしー、
ゆららしゃん〕迷わせる。迷子にさせる。

ゆらり [jurari]［名］〔ゆらりま⸣い...〕迷い。さす
らい。

ゆらりだか [juraridaka]［名］〔ゆらりだ⸣かまい...〕
迷い鷹。群れからはぐれた鷹。【類】「うてぃだ

か」。「すまばんだか」。「びっびーだか」。

ゆらりまーリ゚ [jurarimaːɭ]［動 I類 c型］〔ゆらり
まーりー、ゆらりまーらん〕迷い回る。さまよ

い回る。放浪。当てもなくあちこちさまよい歩

く。

ゆらりむぬ [jurarimunu]［名］〔ゆらりむ⸣ぬま
い...〕迷い者。流れ者。放浪者。

ゆらりリ゚ [jurariɭ]［動 II類 c型］〔ゆらりー、ゆ
らりん〕迷う。【例】みつん ゆらりリ゚（道に迷

う）。

ゆリ゚ [juɭ]［助］〜より。比較の基準を示す。【例】
うリ゚ゆリ゚らー くリ゚どぅ ます（それよりはこ

れがましだ）。

ゆリ゚ [juɭ]［名］〔ゆ⸣リ゚まい...〕夜。夜間。晩。【例】
ゆリ゚ゆなか（夜夜中）。

ゆリ゚ [juɭ]［名］〔ゆ⸣リ゚まい...〕篩。選り。穀物の
実と殻を選り分ける道具。

ゆリ゚ [juɭ]［動 I類 c型］〔ゆりー、ゆらん〕揺ら
ぐ。動く。【例】ないん ゆリ゚（地震に揺らぐ）。

ゆリ゚ [juɭ]［動 I類 c型］〔ゆりー、ゆらん〕揺り
動かす。【例】ゆいしゃーう ゆリ゚（ぶらんこを

揺り動かす）。

ゆリ゚ [juɭ]［動 I類 c型］〔ゆりー、ゆらん〕浮く。

漂う。【例】ゆリ゚き（流木。漂流木）。

ゆリ゚ [juɭ]［動 I類 c型］〔ゆりー、ゆらん〕寄る。
立ち寄る。

ゆリ゚ [juɭ]［動 I類］〔ゆりー、ゆらん〕〔ゆリ゚ま⸣
い...〕選る。命名のときに名前を書いた紙を選
る。

ゆリ゚ [juɭ]［動 I類 c型］〔ゆりー、ゆらん〕因る。
原因。【例】かちまけー ヴヴぁんどぅ ゆリ゚（勝

負は君に因る）。

ゆリ゚ [juɭ]［動 I類 c型］〔ゆりー、ゆらん〕撚る。
縒る。紙を捻って「より」を作る。

ゆりあい [juriai]［名］〔ゆりあいまい...〕寄り合
い。

ゆりかい [jurikai]［名］〔ゆりかいまい...〕寄り
会。集会。模合。

ゆリ゚き [juɭki]［名］〔ゆリ゚きま⸣い...〕漂流木。流
木。

ゆリ゚じゅ [juɭdʑu]［名］〔ゆリ゚じゅま⸣い...〕和紙を
捻って「より」にしたもの。【同】「ゆっじゅ」。

ゆリ゚ずキ゚ [juɭdzɿkɿ]［名］〔ゆリ゚ずキ゚まい...〕閏う
月。旧暦は新暦に比べて 1年が 11日短い。し
たがって 19 年に 7 回閏月を設けて 1 年を 13
ヶ月とする。

ゆリ゚つキ゚ぶどぅリ゚ [juɭtsɿkɿbuduɭ]［名］〔ゆリ゚つ
キ゚ぶどぅ⸣リ゚まい...〕八月おどりの演目。塩川の
婦人の踊り。

ゆリ゚なリ゚べーしゃーリ゚ [juɭnaɭbeːɕaːɭ]［形］〔ゆリ゚
なリ゚べー⸣しゃまい...〕夜になるのが早いこと。

ゆリ゚ぬ すぐとぅ [juɭnu sɿgutu]［名］〔ゆリ゚⸣ぬす
ぐとぅ⸢まい...〕夜の仕事。

ゆリ゚ぱイ゚でぃ [juɭpaɿdi]［名］〔ゆ⸣リ゚ぱイ゚でぃま
い...〕夜の外出。

ゆリ゚ピる [juɭpɿru]［名］〔ゆリ゚ピ⸣るまい...〕夜と
昼と。

ゆリ゚ふに [juɭfuni]［名］〔ゆリ゚ふにまい...〕漂流
船。流れ着いた船。

ゆリ゚みつ [juɭmitsɿ]［名］〔ゆリ゚みつまい...〕寄り
道。

ゆリ゚むつ [juɭmutsɿ]［名］〔ゆリ゚むつまい...〕漂流
物。浜に打ち上げられたもの。【例】ぱままー

リ゚すばどぅ ゆリ゚むつぬ みーらいリ゚（浜をめ
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ゆリ゚むぬ

ぐっていったら、漂流物が見える）。

ゆリ゚むぬ [juɭmunu]［名］〔ゆリ゚むぬまい...〕漂着
物。漂流物。【類】「ながりむぬ」。

ゆリ゚ゆなか [juɭjunaka]［名］〔ゆ⸣リ゚ゆなかまい...〕
夜夜中。深夜。真夜中。

ゆリ゚らー [juɭɭaː]［助］〜より。それより。【例】う
リ゚ゆリ゚らー くリ゚どぅ ます（それよりこれが

ましだ）。【同】「ゆーリ゚らー」。

ゆリ゚らピー [juɭɭapɿː]［連語］夜も昼も。昼夜。
ゆりリ゚ [juriɭ]［動 II 類 a 型］〔ゆりー、ゆりん〕
揺れる。【例】ふにぬ ゆりリ゚（船が揺れる）。

ゆリ゚る [juɭɭu]［名］［魚］〔ゆリ゚るまい...〕むろあ
じ。

ゆりわかでーず [juriʋakadeːdzɿ]［名］〔ゆりわ⸣か
でーずまい...〕百合若大臣。水納島の伝説。百
合若大臣は鹿児島に帰ってから臣下を水納島

に送った。それからは水納島は栄えた。ニコラ

イ・ネフスキーによる。村史参照。

ゆるい [jurui]［名］〔ゆる⸣いまい...〕いろり。囲
炉裏。

ゆるいばた [juruibata]［名］〔ゆるいば⸣たまい...〕
いろり端。いろりの近く。

ゆるー [juruː]［動 I類 c型］〔ゆれー、ゆらーん〕
寄り合う。集う。集合する。寄ってくる。【同】

「ゆらう」。

ゆるーじゃー [juruːdʑaː]［名］〔ゆるーじゃ⸣ーま
い...〕寄り合う場所。集会所。

ゆるがす [jurugasɿ]［動 I類 a型］〔ゆるがしー、
ゆるがしゃん〕動かす。揺らす。【例】きーう

ゆるがす（木を揺らす）。

ゆるギ [jurugɿ]［動 I類 a型］〔ゆるぎー、ゆるが
ん〕動く。揺れる。【例】かでぃん ゆるギ（風

に揺れる）。

ゆるくばす [jurukubasɿ]［動 I類 a型］〔ゆるくば
しー、ゆるくばしゃん〕喜ばせる。

ゆるくビ [jurukubɿ]［動 I類 a型］〔ゆるくびー、
ゆるくばん〕喜ぶ。

ゆるしゃーリ゚ [juruɕaːɭ]［形］〔ゆる⸣しゃまい...〕
緩い。【例】むすビぬ ゆるしゃーリ゚（結びが緩

い）。

ゆるす [jurusɿ]［動 I類 c型］〔ゆるしー、ゆるし

ゃん〕緩める。放す。手を放す。糸の結びを緩

める。【類】「ゆるます」。

ゆるす [jurusɿ]［動 I類 c型］〔ゆるしー、ゆるし
ゃん〕許す。免ずる。赦す。自由にする。

ゆるます [jurumasɿ]［動 I類 c型］〔ゆるましー、
ゆるましゃん〕緩める。緩くする。帯を緩める。

【類】「ゆるす」。

ゆるム [jurum]［動 I類 c型］〔ゆるみー、ゆるま
ん〕緩む。たるむ。

ゆるむぬ [jurumunu]［名］〔ゆるむ⸣ぬまい...〕よ
ろしい。

ゆるゆる [jurujuru]［擬］だぶだぶ。衣服の大き
いこと。

ゆわき [juʋaki]［名］〔ゆわきまい...〕弱気。
ゆわたリ゚ [juʋataɭ]［名］〔ゆわた⸣リ゚まい...〕世渡
り。

ゆわビ [juʋabɿ]［名］〔ゆわビまい...〕弱火。とろ
び。

ゆわまリ゚ [juʋamaɭ]［動 I類 c型］〔ゆわまりー、
ゆわまらん〕弱まる。風雨が弱まる。

ゆわみ [juʋami]［名］〔ゆわ⸣みまい...〕弱み。弱
いところ。

ゆわみリ゚ [juʋamiɭ]［動 II類 c型］〔ゆわみー、ゆ
わみん〕弱める。弱くする。ゆるくする。

ゆんたく [juntaku]［名］〔ゆんた⸣くまい...〕雑談。
おしゃべり。世間話をすること。

ゆんちゅ [juntɕu]［名］〔ゆん⸣ちゅまい...〕与人。
琉球王府の役人。宮古、八重山の役人。主加奈

志。島を統治する職権を有する。平良与人に限

り任命され銀の簪をつける。給料は 1 年に粟
48俵（ニコライ・ネフスキー）。

ゆんなリ゚ [junnaɭ]［動 I類 c型］〔ゆんなりー、ゆ
んならん〕夕方になる。夜になりかける。
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よーだき

̶ よ ̶

よいる [joiru]［感］家を葺くときの合言葉。茅葺
きの家の屋根を葺くときに、下に針を持つ人と

上に茅を葺く人の合言葉。上にいる人が言う。

「よろしい」という意味。

よー [joː]［名］〔よーま⸣い...〕仕方。様。【例】イ゚
ーよーぬどぅ あリ゚（言い様がある）。

よー [joː]［名］〔よーま⸣い...〕用。用事。使い道。
用途。【例】よーや ねーん（用はない）。

よー [joː]［副］しっかり。もっと。【例】よー ぬ

まだ（もっと飲みなさい）。よー ぱたらき（し

っかり働きなさい）。【同】「やう」。

よー [joː]［感］〜さあ。〜だぞ。注意を促す。呼び
かける。【例】よー だいずどー（よー、大変だ

ぞ）。

よー [joː]［感］念をおす。【例】よー まねーんて

ぃー かんがいる（よー、しっかり考えろよ）。

よー んてる [joː nteru]［連語］世は満ちている。
豊年を祈願するかけ声。女性たちが行う。

よーイ゚ [joːɿ]［名］〔よーイ゚ま⸣い...〕祝い。祝い
事。慰労会。祝い座の酒も言う。【例】よーイ゚ん

けー（祝いに行く）。よーイ゚う むてぃー くー

（酒を持ってきなさい）。【同】「ゆーイ゚」。【類】

「ゆーじゅ」。

よーイ゚ギん [joːɿgɿn]［名］〔よーイ゚ギ⸣んまい...〕祝
い着。晴れ着。

よーイ゚じゃー [joːɿdʑaː]［名］〔よーイ゚じゃ⸣ーま
い...〕祝い座。宴席。

よーイ゚じん [joːɿdʑin]［名］〔よーイ゚じ⸣んまい...〕
お祝儀。

よーいそーそー [joːisoːsoː]［名］〔よーいそーそ
ー⸣ゆまい...〕肩車。

よーいどん [joːidon]［感］競走や競争のときの出
発の合図。

よーイ゚ぬ つっとぅ [joːɿnu tsɿttu]［名］〔よーイ゚ぬ

つっ⸣とぅまい...〕祝いからの土産。
よーイ゚ぬ むぬ [joːɿnu munu]［名］〔よーイ゚ぬむ⸣
ぬまい...〕祝い用物品。支度品。土産物。

よーイ゚ばし [joːɿbaɕi]［名］〔よーイ゚ば⸣しまい...〕
旧正月と十六日祭の間。

よーイ゚ふー [joːɿfuː]［名］〔よーイ゚ふ⸣ーまい...〕祝
いに招待されること。

よーイ゚やー [joːɿjaː]［名］〔よーイ゚や⸣ーまい...〕祝
いの家。

よーいんや [joːin.ja]［連語］容易には。簡単には。
【例】よーいんや とぅらいん（簡単には捕まれ

ない）。

よーがー [joːgaː]［名］〔よーが⸣ーまい...〕弱い
人。体力の弱い人に言う。弱虫。臆病。忍耐力

に欠けること。【類】「よーばー」。

よーがーぎしゃーリ゚ [joːgaːgiɕaːɭ]［形］〔よーがー
ぎ⸣しゃまい...〕弱そうである。

よーかでぃ [joːkadi]［名］〔よーか⸣でぃまい...〕
弱い風。微風。

よーかにす [joːkanisɿ]［名］［鳥］〔よーかにすま
い...〕つばめ。つばくろ。【同】「やうかにす」。

よーがま [joːgama]［名］〔よーが⸣ままい...〕女
性の素振り。しとやかな振る舞い。なよなよし

い。女々しい。男女を問わない。

よーがりピとぅ [joːgaripɿtu]［名］〔よーがりピと
ぅまい...〕やせ衰えた人。

よーがりむぬ [joːgarimunu]［名］〔よーがりむぬ
まい...。よーがりむ⸣ぬまい...〕やせた人。動物
にも言う。【同】「やうがりむぬ」。

よーがりリ゚ [joːgariɭ]［動 II類 a型］〔よーがりー、
よーがりん〕やせる。やせ衰える。動物にも言

う。【同】「やうがりリ゚」。

よーぎしゃーリ゚ [joːgiɕaːɭ]［形］〔よーぎ⸣しゃま
い...〕弱そうである。

よーし [joːɕi]［名］〔よー⸣しまい...〕養子。
よーしゃーリ゚ [joːɕaːɭ]［形］〔よー⸣しゃまい...〕弱
い。【例】くすぬどぅ よーしゃーリ゚（あと押し

が弱い）。

よーす [joːsɿ]［名］〔よー⸣すまい...〕様子。
よーだき [joːdaki]［副］よくよく。もっと。【例】
よーだき かんがいる（たくさん考えよ）。【同】
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よーたよーた

「やうでき」。

よーたよーた [joːtajoːta]［擬］〔よーたよーたて
ぃーまい...〕動きのにぶいこと。

よーたんでぃ [joːtandi]［感］注意を促す。気を
つけるときに言う。【例】よーたんでぃ まるビ

な（転ぶなよ）。

よーばー [joːbaː]［名］〔よーば⸣ーまい...〕弱虫。
臆病。忍耐力に欠けること。【類】「よーがー」。

よーみ [joːmi]［感］かけ声。茅葺き屋根を葺くと
きの合図の声。【類】「よいる」。

よーみぱリ゚ [joːmipaɭ]［名］〔よー⸣みぱリ゚まい...〕
茅葺き屋根の茅を締める縄を通す木製の針。

よーみリ゚ [joːmiɭ]［動 II類 c型］〔よーみー、よ
ーみん〕弱める。

よーむぬ [joːmunu]［名］〔よーむ⸣ぬまい...〕弱
い者。

よーらす [joːrasɿ]［動 I類 c型］〔よーらしー、よ
ーらしゃん〕弱らせる。弱める。弱くする。

よーリ゚ [joːɭ]［動 I類 c型］〔よーりー、よーらん〕
弱る。弱くなる。食べ物が腐る。

よーリ゚むぬ [joːɭmunu]［名］〔よーリ゚む⸣ぬまい...〕
弱くなった物。腐った物。

よーりリ゚ [joːriɭ]［動 II類 c型］〔よーりー、よー
りん〕弱くなる。弱る。

よーん [joːn]［連語］〜ように。するように。【例】
まるばんよーん ぱり（転ばないように走れ）。

【同】「やうん」。

よーんなー [joːnnaː]［副］ゆっくり。落ち着いて。
【例】よーんなー ぱり（ゆっくり走りなさい）。

よしかわ [joɕikaʋa]［名］〔よしか⸣わまい...〕吉
川集落。

よそー [josoː]［名］〔よそーまい...〕予想。予測。
よろい [joroi]［名］〔よろ⸣いまい...〕鎧。
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リ゚

̶ ら ̶

ら [ra]［助］〜は。主題助詞。〈リ゚〉に終わる語に
付くときの形。【例】とぅリ゚ら ぶらーん（鳥は

いない）。まーリ゚ら んだんが あリ゚ば（ボール

はどこにあるの？）。

らーしー [raːɕiː]［連語］〜らしく。〜のように。似
ている。

らーしーぬ [raːɕiːnu]［連体］〜らしい。〜のよう
な。〜に似ている。【例】くリ゚らーしーぬ むぬ

（これのようなもの）。

らーすぎしゃーリ゚ [raːsɿgiɕaːɭ]［形］〔らーすぎ⸣し
ゃまい...〕ふさわしい。それっぽい。【例】しん
しーらーすぎしゃーリ゚（先生にふさわしい）。

らいリ゚ [raiɭ]［接尾］〜られる。動詞の受身形及び
可能形を作る。【例】みーらいリ゚（見える。見ら

れる）。くーらいリ゚（来れる）。【同】「らりリ゚」。

らく [raku]［形］〔ら⸣くまい...〕楽。生活が楽で
ある。仕事が楽である。

らくがき [rakugaki]［名］〔らくが⸣きまい...〕落
書き。

らくぎしゃーリ゚ [rakugiɕaːɭ]［形］〔らくぎ⸣しゃま
い...〕楽そうである。楽しそうである。

らくしー [rakuɕiː]［名］〔らくし⸣ーまい...〕落成。
完成。

らくしーよーイ゚ [rakuɕiːjoːɿ]［名］〔らくし⸣ーよ
ーイ゚まい...〕落成祝い。

らくしゅ [rakuɕu]［名］〔らく⸣しゅまい...〕落書。
らくだい [rakudai]［名］〔らくだ⸣いまい...〕落
第。

らくらくてぃー [rakurakutiː]［副］楽々と。容易
に。簡単に。やすやすと。

らくん なリ゚ [rakun naɭ]［連語］楽になる。仕事
が安定する。

らしんばん [raɕinban]［名］〔らし⸣んばんまい...〕
羅針盤。

らす [rasɿ]［接尾］〜らせる。〜させる。【例】ぶど
ぅらす（踊らせる）。やらす（行かせる）。から

す（刈らせる）。

らっきょー [rakkjoː]［名］［植］〔ら⸣っきょー⸢ま
い...〕らっきょう。現代的な発音。

らっけう [rakkeu]［名］［植］〔ら⸣っけう⸢まい...〕
らっきょう。本来の発音。

らっけー [rakkeː]［名］［植］〔ら⸣っけー⸢まい...〕
らっきょう。

らっぱ [rappa]［名］〔らっ⸣ぱまい...〕ラッパ。
らりリ゚ [rariɭ]［接尾］〜られる。動詞の受身形及
び可能形を形成する。【例】みーらりリ゚（見え

る。見られる）。くらりリ゚（来れる）。【同】「ら

いリ゚」。

らん [ran]［名］［植］〔ら⸣んまい...〕欄。
らんがしゃ [rangaɕa]［名］〔らんがしゃまい...〕
欄傘。こうもりがさ。洋傘。

らんぷ [ranpu]［名］〔らん⸣ぷまい...〕ランプ。角
ランプ。ほやランプ。【類】「とぅーリ゚」。

らんぼー [ranboː]［形］〔らんぼーまい...〕乱暴。
リ゚ [ɭ]［接尾］〜る。�類動詞の語根に付き、終止
連体形を形成する。【例】みーリ゚（見る）。にー

リ゚（似る）。とぅみリ゚（探す）。

リ゚ [ɭ]［接尾］〜る。形容詞の語根に付き「〜くな
る」という意味の動詞を派生させる。【例】よ

ーリ゚（弱くなる）。ちゅーリ゚（強くなる）。
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り

̶ り ̶

り [ri]［助数］里。距離の単位。1里は 4キロメ
ートル。

りー [riː]［名］〔り⸣ーまい...〕利。利子。利息。
【類】「りす」。

りー [riː]［名］〔り⸣ーまい...〕例。先例。慣例。
【例】なまがみぬ りーん なれー すどぅ ます

（これまでの例に習ってやればよいのだ）。

りーき [riːki]［名］〔りー⸣きまい...〕利益。もう
け。

りーぎ [riːgi]［名］〔りー⸣ぎまい...〕礼儀。
りーぎさほー [riːgisahoː]［名］〔りーぎさほ⸣ーま
い...〕礼儀作法。

りーじん [riːdʑin]［名］〔り⸣ーじんまい...〕利息
付きの金。利息のついた借金。

りーん [riːn]［名］〔りー⸣んまい...〕吏員。役人。
官吏。行政職員。

りか [rika]［名］〔り⸣かまい...〕理科。
りくつ [rikutsɿ]［名］〔りく⸣つまい...〕理屈。
りくつじゅーしゃーリ゚ [rikutsɿdʑuːɕaːɭ]［形］〔り
く⸣つじゅーしゃまい...〕理屈が強い。理屈を
並べる。

りす [risɿ]［名］〔り⸣すまい...〕利子。【類】「り
ー」。

りつ [ritsɿ]［名］〔り⸣つまい...〕列。行列。整列。
りっか [rikka]［名］〔りっ⸣かまい...〕立夏。二十
四節の一つ。太陽暦の 5月 6日頃。

りっしゅー [riɕɕuː]［名］〔りっしゅ⸣ーまい...〕立
秋。二十四節の一つ。太陽暦の 8月 8日頃。

りっしゅん [riɕɕun]［名］〔りっしゅ⸣んまい...〕立
春。二十四節の一つ。太陽暦の 2月 4日頃。

りっすん [rissɿn]［名］〔りっす⸣んまい...〕立身。
りっとー [rittoː]［名］〔りっと⸣ーまい...〕立冬。
二十四節の一つ。太陽暦の 11月 8日頃。

りっぱ [rippa]［形］〔りっぱまい...〕立派。

りはつ [rihatsɿ]［名］〔りは⸣つまい...〕理髪。散
髪。

りゅーきゅー [rjuːkjuː]［名］〔りゅーきゅーま
い...〕琉球。琉球王国。1879年崩壊し、沖縄県
となる。昔の古老たちは〈るーちゅー〉と発音

していた。【同】「るーちゅー」。

りゅーぐー [rjuːguː]［名］〔りゅーぐーまい...〕⻯
宮。

りゅーぐーにがイ゚ [rjuːguːnigaɿ]［名］〔りゅーぐ
ーにが⸣イ゚まい...〕⻯宮祭。

りゅーぐーぬかム [rjuːguːnukam]［名］〔りゅー
ぐーぬか⸣ムまい...〕⻯宮の神。

りゅーこーか [rjuːkoːka]［名］〔りゅーこー⸣かま
い...〕流行歌。

りゅかん [rjukan]［名］〔りゅか⸣んまい...〕旅館。
りゅこー [rjukoː]［名］〔りゅこーまい...〕旅行。
リ゚ら [ɭɭa]［助数］〜枚。枚数の単位。【例】むっす
ぅぬ ピとぅリ゚ら（むしろの一枚）。

りリ゚ [riɭ]［接尾］〜れる。受身接尾辞。【例】かか
りリ゚（書かれる）。ゆまりリ゚（読まれる）。【同】

「いリ゚」。

リ゚る [ɭɭu]［助数］〜尋。⻑さの単位。【例】ピとぅ
リ゚る（一尋）。ふたリ゚る（二尋）。

りんが [ringa]［名］〔りん⸣がまい...〕煉瓦。
りんキ゚ [rinkɿ]［名］〔りん⸣キ゚まい...〕悋気。男女
関係における嫉妬。やきもち。短気。八月おど

りの仲筋の「狂言」。【類】「りんちゃー」。

りんちゃー [rintɕaː]［名］〔りんちゃ⸣ーまい...〕や
きもち。嫉妬。【類】「りんキ゚」。
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るっかく

̶ る ̶

る [ru]［接尾］〜の。〜こと。〜人。〈しゅ〉（〜の、〜
こと）の接尾辞が〈リ゚〉に終わる語に付く時の

異形態。【例】まきー ぶリ゚るー っさだたム（負

けていたのを知らなかった）。【同】「しゅ」。

る [ru]［助］〜を。〈り゚〉に終わる単語のときの形
式。【例】まーリ゚る きり（ボールを蹴りなさ

い）。とぅリ゚る みーる（鳥を見なさい）。【同】

「う」。「ゆ」。

るー [ruː]［名］〔る⸣ーまい...〕櫓。ろ。船を漕ぐ
櫂。

るーちゅー [ruːtɕuː]［名］〔るーちゅーまい...〕琉
球。琉球王国のこと。古い発音。【同】「りゅー

きゅー」。

るきー [rukiː]［名］〔るき⸣ーまい...〕流刑。島流
しの刑。遠島。

るく [ruku]［名］〔る⸣くまい...〕六。六つ。六歳。
【類】「ムーつ」。

るくがつ [rukugatsɿ]［名］〔る⸣くがつ⸢まい...〕六
月。

るくがつべーり [rukugatsɿbeːri]［名］〔る⸣くがつ
べーりまい...〕六月の日照。晴天続き。【類】「ぺ
ーり」。

るくしゃくばう [rukuɕakubau]［名］〔るくしゃく
ば⸣うまい...〕六尺棒。【同】「るくしゃくぼー」。

るくしゃくぼー [rukuɕakuboː]［名］〔るくしゃく
ぼ⸣ーまい...〕六尺棒。【同】「るくしゃくばう」。

るくじゅーいつ [rukudʑuːitsɿ]［名］〔るくじゅ⸣ー
いつまい...〕六十一。六十一歳。還暦。

るくじゅーいつぬ よーイ゚ [rukudʑuːitsɿnu joːɿ]
［名］〔るくじゅーいつ⸣ぬよーイ゚⸢まい...〕六十
一の祝い。六十一歳の祝い。還暦祝い。

るくまく [rukumaku]［名］〔るくま⸣くまい...〕肋
膜炎。

るっかく [rukkaku]［名］〔るっか⸣くまい...〕六

角。六角形。
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れぐふん

̶ れ ̶

れぐふん [regufun]［名］〔れぐふ⸣んまい...〕レグ
ホン。鶏の品種。産卵用の白色の鶏。

れたす [retasɿ]［名］［植］〔れた⸣すまい...〕レタ
ス。野菜。最近の言い方。

れん [ren]［名］［植］〔れ⸣んまい...〕ほていおお
い。浮き草。家の柱や壁に掛ける。【同】「でん」。

れん [ren]［名］〔れ⸣んまい...〕縁起のいいこと
を書いた飾り。

れんらく [renraku]［名］〔れんら⸣くまい...〕連
絡。

れんらくしん [renrakuɕin]［名］〔れんら⸣くしん
まい...〕連絡船。運搬船。
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ろっぱくしゅ

̶ ろ ̶

ろー [roː]［名］〔ろーまい...〕ろうそく。
ろー [roː]［連語］〜のは。【例】ぶリ゚ろー（いるの
は）。あリ゚ろー（あるのは）。

ろーそく [roːsoku]［名］〔ろーそ⸣くまい...〕蝋燭。
ろーや [roːja]［名］〔ろーやまい...〕牢屋。監獄。
刑務所。

ろーやぶり [roːjaburi]［名］〔ろーやぶ⸣りまい...〕
牢破り。遊びの一つ。【同】「どーやぶり」。

ろーゆ まみリ゚ [roːju mamiɭ]［連語］蝋燭を塗る。
滑りを良くする。

ろっぱくしゅ [roppakuɕu]［名］六白種。豚の品
詞。足の四つ、鼻の先と尻尾が白いことから言

う。
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わー

̶ わ ̶

わー [ʋaː]［名］〔わーまい...〕輪。車輪。【例】ば
しゃぬ わー（馬車の車輪）。かにわー（金属の

輪）。

わー [ʋaː]［名］上。上方。【類】「わーかー」。「わ
ーけー」。

わー [ʋaː]［名］〔わ⸣ーまい...〕豚。豚肉。豚骨。
【類】「わーく」。

わーあぐ [ʋaːagu]［名］〔わーあぐまい...〕上あ
ご。

わーいリ゚ [ʋaːiɭ]［動 II類 a型］〔わーいー、わー
いん〕追われる。追いかけられる。

わーヴヴぁい [ʋaːvvai]［名］〔わ⸣ーヴヴぁいま
い...〕豚小屋から出た肥料。

わーかー [ʋaːkaː]［名］〔わーかーんまい...〕上の
方。上側。【例】わーかーにー（上に。上の方

に）。わーかーにー ぬーり（上の方に乗りなさ

い）。【同】「わーけー」。

わーがキ゚ [ʋaːgakɿ]［名］〔わーがキ゚まい...〕上書
き。表書き。

わーがキ゚ [ʋaːgakɿ]［名］〔わーがキ゚まい...〕上書
き。封筒の上書き。

わーがに [ʋaːgani]［名］〔わーがにまい...〕鉄製
の車輪。

わーがにくるま [ʋaːganikuruma]［名］〔わ⸣ーが
にくるままい...〕鉄製の車輪の馬車。

わーがにまーす [ʋaːganimaːsɿ]［名］〔わ⸣ーがに
まーすまい...〕遊びの一種。鉄の車輪をころが
す。輪ころがし競争。

わーキ゚ [ʋaːkɿ]［名］〔わーキ゚まい...〕うぬぼれ。
わーギ [ʋaːgɿ]［名］〔わーギまい...〕上着。
わーギ [ʋaːgɿ]［名］〔わーギまい...〕上等な着物。
晴れ着。

わーぎ [ʋaːgi]［名］〔わーぎまい...〕上。上の方。
【類】「うい」。「わーかー」。「わーけー」。「わー

び」。

わーキ゚むぬ [ʋaːkɿmunu]［名］〔わーキ゚む⸣ぬまい...〕
うぬぼれ者。

わーぎリ゚ [ʋaːgiɭ]［動 II類 a型］〔わーぎー、わ
ーぎん〕ひっくり返す。中味をこぼす。

わーく [ʋaːku]［名］〔わー⸣くまい...〕豚。豚肉。
豚骨。【類】「わー」。

わーくくるす [ʋaːkukurusɿ]［名］〔わー⸣くくるす
まい...〕豚を屠殺すること。【類】「わーくる
す」。

わーくるす [ʋaːkurusɿ]［名］〔わ⸣ーくるすまい...〕
豚を屠殺すること。【類】「わーくくるす」。

わーけー [ʋaːkeː]［名］〔わーけーまい...〕上の方。
上側。【同】「わーかー」。

わーしぇー [ʋaːɕeː]［名］〔わ⸣ーしぇーまい...〕豚
を屠殺する人。

わーす [ʋaːsɿ]［動 I類 c型］〔わーしー、わーし
ゃん〕負わせる。運ぶ。運ばせる。【例】すっ

じゃわーす（さとうきび運搬）。にーう わーす

（荷を負わせる）。【同】「うーす」。

わーす [ʋaːsɿ]［動 I類 c型］〔わーしー、わーし
ゃん〕負わす。責任を負わす。

わーす [ʋaːsɿ]［動 I類 c型］〔わーしー、わーし
ゃん〕生やす。育てる。動物・植物に言う。

わーす [ʋaːsɿ]［動 I類 c型］〔わーしー、わーし
ゃん〕男根を勃起させる。【類】「ういっす」。

わーすでぃまー [ʋaːsɿdimaː]［名］〔わーすでぃま
⸣ーまい...〕運ぶ手間賃。

わーすば [ʋaːsɿba]［名］〔わーすばまい...〕上唇。
わーずム [ʋaːdzɿm]［名］〔わーずムまい...〕上澄
み。上澄み汁。固形物が沈殿した液体の上澄み

液。

わーずム [ʋaːdzɿm]［名］〔わーずムまい...〕上積
み。積んだものの上に更に積む。

わーずる [ʋaːdzɿru]［名］〔わ⸣ーずるまい...〕豚
汁。

わーつかぬー [ʋaːtsɿkanuː]［名］〔わ⸣ーつかぬー
⸢まい...〕豚を飼う。養豚。家庭で飼う。

わーつキ゚ [ʋaːtsɿkɿ]［名］〔わーつキ゚まい...〕天気。
天候。空模様。気象。

わーつキ゚やヴヴぃ [ʋaːtsɿkɿjavvi]［名］〔わーつキ゚
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わーり

やヴヴぃまい...〕天気のくずれ。
わーてぃ [ʋaːti]［名］〔わーてぃまい...〕うらや
ましい。【例】へくてんゆ とぅりー わーてぃ

なー（100点を取ってうらやましい）。
わーてぃ [ʋaːti]［名］〔わーてぃまい...〕上手（う
わて）。他人より優れていること。競技会や競

進会などに言う。【例】くリ゚がどぅ わーてぃ

（この人の方がうわてだ）。

わーなリ゚ [ʋaːnaɭ]［名］〔わーなリ゚まい...〕妬み。
嫉妬すること。女同士の嫉妬。そねみ。

わーにく [ʋaːniku]［名］〔わ⸣ーにくまい...〕豚
肉。

わーぬ あヴヴぁ [ʋaːnu avva]［名］〔わー⸣ぬあ
ヴヴぁ⸢まい...〕豚の脂肪。油。

わーぬ たキ゚かす [ʋaːnu takɿkasɿ]［名］〔わー⸣ぬ
たキ゚かすまい...〕豚の脂肪を取った粕。炊き粕。

わーぬ っふぁ [ʋaːnu ffa]［名］〔わー⸣ぬっふぁ⸢
まい...〕豚の子。子豚。

わーぬ なかミ゚ [ʋaːnu nakamɿ]［名］〔わー⸣ぬな
かミ゚⸢まい...〕豚の中身。豚の内臓。

わーぬ ぱギ [ʋaːnu pagɿ]［名］〔わー⸣ぬぱギ⸢ま
い...〕豚足。

わーぬ ぱんまい [ʋaːnu panmai]［名］〔わー⸣ぬ
ぱんまいまい...〕豚の飼料。えさ。

わーぬ ふぐリ゚ [ʋaːnu fuguɭ]［名］〔わー⸣ぬふぐ
リ゚まい...。わー⸣ぬふぐリ゚⸢まい...〕豚の陰のう。
「睾丸」は誤り。

わーぬ ふぐリ゚とぅリ゚ [ʋaːnu fuguɭtuɭ]［名］〔わ
ー⸣ぬふぐリ゚とぅリ゚まい...〕豚の陰のうを取る
こと。去勢すること。【類】「たにとぅリ゚」。

わーぬ やー [ʋaːnu jaː]［名］〔わー⸣ぬやー⸢ま
い...〕豚小屋。豚舎。

わーぬリ゚ [ʋaːnuɭ]［名］〔わーぬリ゚まい...〕上塗り。
壁の上塗り。

わーば [ʋaːba]［名］〔わーばまい...〕上。上の方。
上位。成績の上位のこと。

わーばぐとぅ [ʋaːbagutu]［名］〔わーばぐとぅま
い...〕余計なこと。【類】「あまリ゚ぐとぅ」。

わーばむぬ [ʋaːbamunu]［名］〔わーばむぬまい...〕
余り物。残り物。必要以上の物。

わーび [ʋaːbi]［名］〔わーびまい...〕上。上の方。

上位。上座。【類】「わーかー」。「わーぎ」。「わ

ーけー」。「わーぶ」。

わーぶ [ʋaːbu]［名］〔わーぶまい...〕上の方。上
部。【類】「わーかー」。「わーぎ」。「わーけー」。

「わーび」。

わーぶに [ʋaːbuni]［名］〔わ⸣ーぶにまい...〕豚骨。
豚の肉のついた骨。

わーぶにだす [ʋaːbunidasɿ]［名］〔わ⸣ーぶにだす
まい...〕豚骨のだし。

わームぶす [ʋaːmbusɿ]［名］〔わ⸣ームぶすまい...〕
豚肉の煮付け。

わーむらす [ʋaːmurasɿ]［動 I類 c型］〔わーむら
しー、わーむらしゃん〕上盛らせる。山盛。

わーむリ゚ぺーし [ʋaːmuɭpeːɕi]［名］〔わーむリ゚ぺ
ー⸣しまい...〕山盛の音頭。豊かであることを
祈る音頭。

わーら [ʋaːra]［名］〔わーらまい...〕上。上の方。
風上。

わーらがキ゚ [ʋaːragakɿ]［名］〔わーらがキ゚まい...〕
風上の垣。風除けの垣。防風用の垣。

わーらかた [ʋaːrakata]［名］〔わーらかたまい...〕
上の方。上座。上役。上司。

わーらす [ʋaːrasɿ]［動 I類 c型］〔わーらしー、わ
ーらしゃん〕お送りする。上司の退場のときに

言う。

わーリ゚ [ʋaːɭ]［動 I類 c型］〔わーりー、わーらん〕
〈キ゚ー〉（来る）〈いキ゚〉（行く）〈ぶリ゚〉（いる）の

尊敬語。いらっしゃる。なお、本動詞の接続形

に続いて尊敬語の補助動詞としても働く。お…

になる。【例】わーリ゚たムべーム（いらっしゃ

いましたか）。とぅむー しらいー わーり（ど

うぞいらっしゃって下さい）。んかぎー わー

り（召し上がって下さい）。わーりー とぅーず

きー わーり（いらっしゃってご指導下さい）。

わーらん びー わーり（上座にお座り下さい）。

ゆけー わーり（お休み下さい）。

わーり [ʋaːri]［連語］いらっしゃい。もてなしの
言葉。島人たちの、目上の人、外来者、出張人、

観光客に敬意を表す言葉。歓迎の意味がある。

下さい。【例】くまんけー わーり（ここへいら

っしゃい）。
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わーりリ゚

わーりリ゚ [ʋaːriɭ]［動 II類 a型］〔わーりー、わー
りん〕追われる。追いかけられる。

わい [ʋai]［感］がんばれ。励ますときの言葉。耐
えるよう、我慢するよう、ねばるようなどを促

す言葉。【例】わいてぃー キ゚ばり（我慢して働

け）。

わい [ʋai]［連語］追え。追い払え。〈うー〉（追
う）の命令形。【例】ぱイ゚う わい（蝿を追い払

え）。

わいがわい [ʋaigaʋai]［感］何くそ。これしきの
ことで負けるものか。苦しみに耐える。【例】わ

いがわいてぃー ぱたらキ゚たリ゚（苦しみに耐え

て働いた）。

わいてぃー [ʋaitiː]［副］うんと。けんめいに。し
っかりと。不屈の意。【例】わいーてぃー しる

（うんと仕事をしなさい）。

わいどー [ʋaidoː]［感］がんばれ。負けるな。競
技者や労働者への声援。

わいどーわい [ʋaidoːʋai]［感］がんばれ。重複語。
わいる [ʋairu]［名］〔わい⸣るまい...〕賄賂。
わかしゅ [ʋakaɕu]［名］〔わか⸣しゅまい...〕若衆
踊りのこと。八月おどりの演目の一つ。

わかみ [ʋakami]［名］［海藻］〔わか⸣みまい...〕わ
かめ。

わかり [ʋakari]［名］〔わか⸣りまい...〕分かれ。別
れ。離別。

わかれ [ʋakare]［名］〔わか⸣れまい...〕別れ。八
月おどりの三日目のこと。

わき [ʋaki]［名］〔わ⸣きまい...〕わけ。理由。事
情。

わきてぃ [ʋakiti]［副］どうしても。【例】わきて
ぃ しゅだからー ならんな（どうしてもやら

なければいけないのか）。

わきピだてぃ [ʋakipɿdati]［名］〔わきピだ⸣てぃ
まい...〕分け隔て。差別。

わきピだてぃリ゚ [ʋakipɿdatiɭ]［動 II類 c型］〔わ
きピだてぃー、わきピだてぃん〕分け隔てる。

差別する。

わきまい [ʋakimai]［名］〔わきま⸣いまい...〕分
け前。取り分。取り前。もらい分。

わきまい [ʋakimai]［名］〔わきま⸣いまい...〕弁

え。区別。弁別。理解する。

わきまいリ゚ [ʋakimaiɭ]［動 II類 c型］〔わきまい
ー、わきまいん〕弁える。理解する。

わく [ʋaku]［名］〔わくまい...〕枠。予算内。
わごー [ʋagoː]［名］〔わごーまい...〕和合。仲良
し。

わさび [ʋasabi]［名］［植］〔わさ⸣びまい...〕わさ
び。

わし [ʋaɕi]［名］［鳥］〔わしまい...〕鷲。かんむ
りわし。

わじゃ [ʋadʑa]［名］〔わ⸣じゃまい...〕業。仕事。
作業。技。技術。芸。

わじゃっとぅ [ʋadʑattu]［副］わざと。ことさら。
故意に。

わじゃわじゃ [ʋadʑaʋadʑa]［副］わざわざ。
わずか [ʋadzɿka]［形］〔わずかまい...〕わずか。
数の少ないこと。

わずらーすしゃーリ゚ [ʋadzɿraːsɿɕaːɭ]［形］〔わずら
ーす⸣しゃまい...〕煩わしいこと。面倒。手数。

わずらーすむぬ [ʋadzɿraːsɿmunu]［名］〔わずらー
すむ⸣ぬまい...〕煩わしいもの。煩わしいこと。

わそー [ʋasoː]［名］〔わそ⸣ーまい...〕和装。和服
を着ること。

わそーギん [ʋasoːgɿn]［名］〔わそ⸣ーギんまい...〕
和装着物。和服。

わた [ʋata]［名］［植］〔わたまい...〕綿。【類】「む
みんぎー」。

わたいり [ʋatairi]［名］〔わたい⸣りまい...〕綿入
れ。防寒用の着物。

わだち [ʋadatɕi]［名］〔わだちまい...〕轍。車輪
の跡。

わちゃく [ʋatɕaku]［名］〔わちゃ⸣くまい...〕いた
ずら。からかい。冷やかし。乱暴。子供が仕事

の邪魔をする。【例】くぬ やらびぬ わちゃく

てーん すー（この子が邪魔ばかりする）。

わっさーリ゚ [ʋassaːɭ]［形］〔わっ⸣さまい...〕悪い。
【例】ばがどぅ わっさーリ゚（私が悪い）。

わび [ʋabi]［名］〔わびまい...〕詫び。詫びるこ
と。謝罪。あやまる。【類】「たんでぃ」。

わり [ʋari]［名］〔わりまい...〕割。割合。程度。
十分の一のこと。
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わりあい [ʋariai]［名］〔わりあ⸣いまい...〕割合。
わりあてぃ [ʋariati]［名］〔わりあてぃまい...〕割
当て。仕事の分担。

わりいん [ʋariin]［名］〔わりい⸣んまい...〕割印。
わりかん [ʋarikan]［名］〔わりかんまい...〕割勘。
費用を各人が分担する。

わりきリ゚ [ʋarikiɭ]［動 I類 c型］〔わりきりー、わ
りきらん〕割り切る。納得する。

わりくム [ʋarikum]［動 I類 a型］〔わりくみー、
わりくまん〕割り込む。無理に入り込む。

わりとぅ [ʋaritu]［副］わりと。わりに。思ったよ
り。【例】わりとぅ かーしゃ ねーだたム（わ

りと苦しくなかった）。

わりびき [ʋaribiki]［名］〔わりびきまい...〕割引。
わりふリ゚ [ʋarifuɭ]［動 I類 a型］〔わりふりー、わ
りふらん〕割り振る。

わりん あう [ʋarin au]［連語］割に合う。引き
合う。【例】わりん あう すぐとぅ（引き合う

仕事）。

わるぎ [ʋarugi]［名］〔わるぎまい...〕悪気。悪
意。

わるむぬ [ʋarumunu]［名］〔わるむ⸣ぬまい...〕悪
者。

わるゆい [ʋarujui]［名］〔わるゆ⸣いまい...〕悪酔
い。

わん [ʋan]［名］〔わんまい...〕湾。入り江。
わん [ʋan]［擬］犬の啼き声。
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̶ ん ̶

ん [n]［接尾］〜ない。否定の接辞。【例】くん（来
ない）。しゅん（しない）。うまーん（思わない）。

ふぁーん（食べない）。かかん（書かない）。ね

ーん（ない）。

ん [n]［助］〜に。〜で。【例】くまん びーる（こ

こに座りなさい）。るくじん くー（六時に来な

さい）。あかん なリ゚（赤になる）。わーびん ぬ

ーしる（上に乗せなさい）。らくん なリ゚（楽に

なる）。やーんどぅ ぱたらきーリ゚（家で働いて

いる）。

ん [n]［助数］〜回。回数を数える。【例】ピとぅ
ん（一回）。ふたん（二回）。ミ゚ーん（三回）。ゆ

ーん（四回）。いつん（五回）。むーん（六回）。

ななん（七回）。やーん（八回）。くくぬん（九

回）。とぅーん（十回）。

んか [nka]［助］〜中に。【例】くまんか（この中
に）。ぱるんか（畑の中）。やーんか（家の中）。

がっこーんか（学校の中）。ばたんか ぱーぬ

あリ゚ むのー ぬーが（腹の中に⻭のあるもの

は何か。すりばちのこと。ニコライ・ネフスキ

ーによる）。

んがーばま [ngaːbama]［名］［地］〔んがーばま
まい...〕前泊港の近くにある地名。多良間島の
〈とぅぶり〉の名前。村史参照。

んがーらす [ngaːrasɿ]［動 I類 c型］〔んがーらし
ー、んがーらしゃん〕免れさせる。【例】ぴん

だう んがーらす（山羊を放す）。【同】「ぬがー

らす」。

んがーり [ngaːri]［名］〔んがーりま⸣い...〕免れ。
【同】「ぬがーり」。

んがーりリ゚ [ngaːriɭ]［動 II類 c型］〔んがーりー、
んがーりん〕免れる。許される。【同】「ぬがー

りリ゚」。

んがーんが [ngaːnga]［重複］とても苦いこと。に

がい食べ物。

んがイ゚ー [ngaɿː]［名］〔んがイ゚⸣ーまい...〕胆のう。
んがかまリ゚ [ngakamaɭ]［動 I類 c型］〔んがかま
りー、んがかまらん〕ひどく飽きる。いやにな

る。【例】んががまリ゚すけ ふぇーった（いやに

なるまで食べた）。

んかぎっす [nkagissɿ]［動 I類 a型］〔んかぎっし
ー、んかぎっしゃん〕食べ物を差し上げる。目

上の人に言う。【例】しゅーん んかぎっす（お

じいさんに食べ物を差し上げる）。

んかぎリ゚ [nkagiɭ]［動 II類 a型］〔んかぎー、ん
かぎん〕〈ふー〉（食べる）〈ぬム〉（食べる）の

の尊敬語。召し上がる。目上の人の食事。【例】

んかぎー わーり（召し上がって下さい）。

んかじゃ [nkadʑa]［名］［虫］〔んか⸣じゃまい...〕
むかで。百足。

んがしゃ [ngaɕa]［名］〔んが⸣しゃまい...〕苦さ。
にがいこと。

んがしゃーリ゚ [ngaɕaːɭ]［形］〔んが⸣しゃまい...〕
苦い。味の苦いこと。

んかじゃばた [nkadʑabata]［名］〔んかじゃば⸣た
まい...〕むかで旗。琉球王府の旗。八月おどり
の最上段に揚げる。

んがす [ngasɿ]［名］〔んが⸣すまい...〕にがり。
んがす [ngasɿ]［動 I類 c型］〔んがしー、んがし
ゃん〕抜かせる。抜き取らせる。【例】ぱーゆ

んがす（⻭を抜く）。

んがだき [ngadaki]［名］〔んがだ⸣きまい...〕島の
在来竹。

んがな [ngana]［名］［植］〔んが⸣なまい...〕ほそ
ばわだん。味の苦い野草。にが菜。

んがな [ngana]［感］はい。よろしい。承諾する。
放免する。目下に言う。【例】んがな、ムめ っ

すぃった（よろしい、もうわかった）。【同】「い

がな」。

んがなーらす [nganaːrasɿ]［動 I類 c型］〔んがな
ーらしー、んがなーらしゃん〕免れさせる。免

除する。放免する。解放する。【同】「ぬがなー

らす」。

んがなーリ゚ [nganaːɭ]［動 I類 c型］〔んがなーり
ー、んがなーらん〕免れる。免除される。放免
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んけーんじゅく

される。解放される。【同】「ぬがなーリ゚」。

んかにリ゚ [nkaniɭ]［動 II類］〔んかにー、んかに
ん〕〜しかねる。【例】うすんかにリ゚（押しかね

る）。ふーんかにリ゚（食べかねる）。

んがぬし [nganuɕi]［名］［貝］〔んがぬ⸣しまい...〕
れいしがい。わたがとても苦い味がする。

んがばつ [ngabatsɿ]［名］［昆虫］〔んがばつま
い...〕くまばち。すずめばち。

んがぺー [ngapeː]［名］〔んがぺ⸣ーまい...〕人名。
伝説上の人物。

んがましゃーリ゚ [ngamaɕaːɭ]［形］〔んがま⸣しゃ
まい...〕騒がしい。騒々しい。うるさい。やか
ましい。

んがむぬ [ngamunu]［名］〔んがむ⸣ぬまい...〕苦
い味。苦い食べ物。

んキ゚ [nkɿ]［接尾］動詞強調派生接辞。動詞に付
きその意味を強める。【例】やらすんキ゚（やっ

ちまう）。うすんキ゚（押し込む）。

んキ゚ [nkɿ]［名］〔ん⸣キ゚まい...〕神酒。女性が粟
を噛んで造ったことが始まり（ニコライ・ネフ

スキー）。

んキ゚ [nkɿ]［動 I 類 c 型］〔んきー、んかん〕貫
く。通す。刺す。刺し通す。【例】みーゆ んキ゚

（穴を通す）。うすぬ ぱなう んキ゚（牛の鼻を貫

く）。あうくー んきー かたみリ゚（棒を貫いて

担ぐ）。

んギ [ngɿ]［動 I類 c型］〔んぎー、んがん〕抜く。
除く。【例】んぎう んギ゚（とげを抜く）。引き

抜く。ふギう んギ（釘を抜く）。

んぎ [ngi]［名］［植］〔んぎまい...〕あだんの木。
〈あだんぎー〉の別称。【例】んぎぶリ゚（あだん

の葉を取ること）。【類】「あだんぎー」。

んぎ [ngi]［名］〔んぎまい...〕のぎ。とげ。
んギー [ngɿː]［動 I類 c型］〔んギすぃー、んギさ
ん〕握る。握手。おにぎりを作る。すしを握る。

餅を作る。

んぎぬ ぱー [nginu paː]［名］〔んぎぬぱーまい...〕
あだんの葉。

んぎぬ ぱーだむぬ [nginu paːdamunu]［名］〔ん
ぎぬぱーだむぬまい...〕あだんの葉の薪。あだ
んの枯れ葉のこと。

んきふ [nkifu]［名］［海藻］〔んき⸣ふまい...〕せ
んなりずた。うみぶどう。

んぎぶリ゚ [ngibuɭ]［名］〔んぎぶ⸣リ゚まい...〕あだ
んの葉を取ること。草履、むしろなどの原料と

なる。

んキ゚まぐ [nkɿmagu]［名］〔んキ゚まぐまい...〕小物
入れ。【類】「まぐ」。

んぎやま [ngijama]［名］〔んぎやままい...〕あだ
んの茂み。【類】「あだんやま」。

んぎリ゚ [ngiɭ]［動 II類 c型］〔んぎー、んぎん〕抜
ける。とげが抜ける。⻭が抜ける。桶の底が抜

ける。

んくき [nkuki]［名］〔んくきま⸣い...〕重ね。
んくきリ゚ [nkukiɭ]［動 II類 c型］〔んくきー、ん
くきん〕重ねる。

んぐとぅ [ngutu]［接尾］〜せずに。〜しないで。
【例】あんしー しゅんぐとぅ（そうせずに）。

【類】「んぐとぅな」。

んぐとぅな [ngutuna]［接尾］〜せずに。〜しない
で。【例】あんしー しゅんぐとぅな（そうしな

いで）。ぱらんぐとぅな あリ゚き（走らないで歩

け）。【類】「んぐとぅ」。

んくム [nkum]［動 I類 c型］〔んくみー、んくま
ん〕息む。力む。下腹に力を入れる。がんばる。

【例】んくムばどぅ ふしょー んでぃリ゚（力め

ば大便は出る）。

んけ [nke]［接尾］〜しないうちに。〜する前に。
【例】かリ゚が くんけ ふぁい（彼が来ないうち

に食べなさい。彼が来る前に食べなさい）。

んけー [nkeː]［助］〜へ。【例】かまんけー とぅ

び（向うへ行きなさい）。ぱるんけー（畑へ）。

かーんけー みずムーが（井戸へ水汲みに）。

んげーリ゚ [ngeːɭ]［名］［植］〔んげー⸣リ゚まい...〕ゆ
り。村史参照。

んけーん [nkeːn]［名］〔んけーんまい...〕昔。以
前。【例】んけーんぬ ぱなす（昔の話）。【類】

「かながい」。「むかす」。

んけーんから [nkeːnkara]［連語］昔から。以前か
ら。

んけーんじゅく [nkeːndʑuku]［名］〔んけーんじ
ゅ⸣くまい...〕諺。金言。格言。村史参照。
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んけーんぬ

んけーんぬ [nkeːnnu]［連体］昔の。昔のことは。
【例】んけーんぬ ぱなす（昔の話）。【類】「か

ながいぬ」。

んけーんぬ えーぐ [nkeːnnu eːgu]［名］〔んけー
んぬえー⸣ぐまい...〕昔の歌。古謡。村史参照。

んけーんぬ くとぅ [nkeːnnu kutu]［名］〔んけー
んぬく⸣とぅまい...〕昔の事。昔の出来事。昔の
ことがら。

んけーんばなす [nkeːnbanasɿ]［名］〔んけーんば
なすまい...〕昔話。言い伝え。昔物語。

んけーんピとぅ [nkeːnpɿtu]［名］〔んけーんピ⸣と
ぅまい...〕昔の人。古人。

んけーんゆー [nkeːn.juː]［名］〔んけーんゆ⸣ーま
い...〕昔の世。昔の時代。

んじゃ [ndʑa]［名］〔んじゃまい...〕奴。こやつ。
【例】くぬ んじゃう まるき（こやつを縛れ）。

んじゅかしゃん [ndʑukaɕan]［連語］許さない。
【例】きゅーや んじゅかしゃん（今日は許さな

い）。

んじゅかす [ndʑukasɿ]［動 I類 c型］〔んじゅか
しー、んじゅかしゃん〕許す。【例】きゅーや

んじゅかし（今日は許せ）。

んしリ゚ [nɕiɭ]［動 II類 c型］〔んしー、んしん〕据
える。固定する。準備する。料理する。【例】な

びう んしリ゚（鍋を据える）。

んず [ndzɿ]［感］おい。相手の考えと自分の考え
が同じであることを示す。【例】んず あんしー

しゃー（おいその通りだろう）。【同】「んどぅ」。

んだ [nda]［名］［疑］〔んだんまい...〕どこ。【例】
んだが（どこか）。くまーんだが（ここはどこ

かなあ）。んだぬっふぁが（どこの子どもか）。

んだんけー（どこへ）。んだんけーが わーリ゚

（どこへいらっしゃいますか）。んだんけーまい

（どこへでも）。んだんけーまい あらん（どこ

へも行かない）。んだたーしー（どこまでも）。

んだたーしーが しむじ あリ゚ば（どこまでが

下地地区か）。【同】「いだ」。

んだーとぅム [ndaːtum]［連語］どこも全く。【例】
うやとぅ んだーとぅム かーらん（親とどこ

も変っていないよ）。【同】「いだーとぅム」。

んだがらー [ndagaraː]［名］〔んだがらーんけー

どぅ...〕どこか。あるところ。【例】んだがらー
ぬ すまピとぅ（どこかの国の人）。【同】「いだ

がらー」。

んだくだ [ndakuda]［副］どこもかしこも。あっ
ちこっち。【例】んだくだ とぅみる（どこもか

しこも探しなさい）。

んだくま [ndakuma]［副］どこもかしこも。あっ
ちこっち。

んだす [ndasɿ]［動 I類 c型］〔んだしー、んだし
ゃん〕出す。出航する。出演する。宿題を出す。

模合金を出す。【同】「いだす」。

んだた [ndata]［名］［疑］〔んだたんまい...〕ど
こら。どこら辺。【例】んだたんが あリ゚ば（ど

こにあるか）。【同】「いだた」。

んだたなぎ [ndatanagi]［名］［疑］〔んだ⸣たなぎ
んまい...〕どこら。どこら辺。【同】「いだたな
ぎ」。

んだたばーき [ndatabaːki]［連語］［疑］どこまで
も。【同】「いだたばーき」。

んだたまい [ndatamai]［連語］［疑］どこも。ど
こでも。【同】「いだたまん」。

んだたムーな [ndatammna]［名］［疑］〔んだ⸣た
ムーなんまい...〕どこらへん。【同】「いだたム
ーな」。

んだなぎ [ndanagi]［名］［疑］〔んだなぎ⸣んま
い...。ん⸣だなぎんまい...〕どこ辺。とちら辺。
どこいら。【例】んだなぎんどぅ やーや あリ゚

ば（どこ辺に家はあるのか）。【同】「いだなぎ」。

んだばーき [ndabaːki]［連語］［疑］どこまでも。
【例】んだばーきまい いかずー（どこまでも行

くよ）。【同】「いだばーき」。

んだまい [ndamai]［連語］［疑］どこも。どこも
皆。【例】んだまい あめー っふぁん（どこも

雨は降らない）。【同】「いだまい」。

んだムーな [ndammna]［名］［疑］〔ん⸣だムーな
まい...〕どこ辺り。どこら辺。【例】んだムーな
が あリ゚ば（どこら辺なの？）。【同】「いだムー

な」。

んだやー [ndajaː]［連語］［疑］どこの家か。どこ
の家の子どもかと訪ねる。【同】「いだやー」。

んだやーぬ ピとぅ [ndajaːnu pɿtu]［連語］［疑］
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んなギすぃ

どこの家の人か。【同】「いだやーぬピとぅ」。

んだらーしゃ [ndaraːɕa]［名］〔んだらー⸣しゃま
い...〕かわいそう。みじめそう。

んだらしゃーリ゚ [ndaraɕaːɭ]［形］〔んだら⸣しゃ
まい...〕かわいそうだ。あわれだ。みじめだ。
【例】んだらしゃん ならん（かわいそうでなら

ない）。

んだんだ [ndanda]［名］〔ん⸣だんだんまい...〕ど
こどこ。あちらこちら。どこもかも。【例】ん

だんだてぃー ならーし（どこどこと教えなさ

い）。

んちゃ [ntɕa]［感］そうだ。なるほど。【例】んち
ゃ あんしーどぅ あたリ゚（なるほどそうだっ

た）。

んちゃみリ゚ [ntɕamiɭ]［動 II 類 a 型］〔んちゃみ
ー、んちゃみん〕取り押さえる。捕まえる。や

っつける。

んったい [nttai]［副］［疑］どうして。なぜ。な
んで。【例】んったい くんが（どうして来ない

か）。

んてぃ [nti]［接尾］〜年。干支で年をいうときに
使う。【例】にーんてぃ（鼠年）。うすんてぃ（丑

年）。

んでぃ [ndi]［名］［疑］〔んでぃまい...〕どれ。ど
ちら。どっち。【例】んでぃが（どれか）。んで

ぃがが ます（どっちがいいか）。んでぃ、うる

ー やらし（どれ、それをわたしなさい）。んで

ぃが うるー みしる（どれか、それを見せな

さい）。【同】「いでぃ」。

んでぃ [ndi]［感］どれか。見せてご覧。【例】ん
でぃ うるー みしる（どれかそれを見せなさ

い）。

んでぃが [ndiga]［連語］［疑］どれか。
んでぃた [ndita]［名］［疑］〔んでぃ⸣たまい...〕ど
れら。どの人たち。観光客はどの人たちか。【同】

「いでぃた」。【類】「いでぃたがムめ」。「んでぃ

たがムめ」。

んでぃたが ムめ [nditaga mme]［名］［疑］〔ん
でぃた⸣がムめ⸢まい...〕どれら。【同】「いでぃ
たがムめ」。【類】「いでぃた」。「んでぃた」。

んでぃぬ [ndinu]［連体］［疑］どれの。どちらの。

どっちの。【例】くれー んでぃぬ にじが（こ

れはどれのねじか。どちらに使うねじか）。

んでぃぱイ゚でぃ [ndipaɿdi]［名］〔ん⸣でぃぱイ゚で
ぃまい...〕出入りすること。【同】「いでぃぱイ゚
でぃ」。

んでぃばん [ndiban]［名］〔んでぃば⸣んまい...〕
出番。【例】んでぃばんゆ まつ（出番を待つ）。

【同】「いでぃばん」。

んでぃまい [ndimai]［連語］［疑］どれも。どちら
も。どっちも。【例】んでぃまい ゆるむぬ（ど

れもよろしい。どちらもよろしい）。

んでぃリ゚[ndiɭ]［動 II類 c型］〔んでぃー、んでぃ
ん〕出る。出席する。外出する。出場する。出

演する。

んどぅ [ndu]［感］そうだろう。そうだよなあ。事
実を確かめるときに言う。【例】んどぅ あんし

ーしゃー（そうだろう、そうだよなあ）。

んどぅ [ndu]［連語］〜にぞ。【例】うまんどぅ あ

リ゚（そこにある）。

んな [nna]［名］〔んなまい...〕綱。縄。【例】ぱ
なんな（手綱）。んなピキ゚（綱引き）。

んなー [nnaː]［名］〔んなーまい...〕縄。ロープ。
【例】ふにぬ んなー（船のもやい綱・縄）。ま

るキ゚んなー（草や薪を縛る縄）。

んなーらー [nnaːraː]［感］あのね。【例】んなー
らー、ヴヴぁう みーずーてぃー（あのね、君

を見たいそうだ）。んなーらー、かれー やまと

ぅピとぅどー（あのね、彼は本土の人だよ）。

んなう [nnau]［動 I類 a型］〔んねー、んなーん〕
似合う。【例】くぬ ふこー ゆーどぅ んなう

（この服はよく似合うよ）。

んなかキ゚ [nnakakɿ]［名］〔んなか⸣キ゚まい...〕縄
かき。縄綯い。縄をより合わせること。

んなギ [nnagɿ]［動 I類 a型］〔んなぎー、んなが
ん〕つなぐ。牛や馬をつなぐ。【例】ぱるー あ

らすば うすう んなぎ（畑の作物に害を与え

るので、牛をつなげ）。【同】「つなギ」。

んなギさ [nnagɿsa]［名］［昆虫］〔んなギ⸣さま
い...〕こうろぎ。邯鄲（かんたん）。【例】ぱる
んなギさ（農業に夢中で世間知らず）。

んなギすぃ [nnagɿsi]［名］〔んなギ⸣すぃまい...〕
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んなしゅぷギ

縄の切れ端。

んなしゅぷギ [nnaɕupugɿ]［名］〔んなしゅぷ⸣ギ
まい...〕縄の帯。

んなす [nnasɿ]［動 I類 c型］〔んなしー、んなし
ゃん〕どける。放す。除ける。【例】んなし（ど

けろ）。じゃまむぬー んなし（じゃまものをど

けろ）。【類】「んならす」。

んなつキ゚ [nnatsɿkɿ]［名］〔んなつ⸣キ゚まい...〕杵。
きね。餅つきに使用する杵。【同】「んにつキ゚」。

んななう [nnanau]［名］〔みーピーきむ⸣ぬまい...〕
縄綯い。【同】「んなぬー」。

んなぬー [nnanuː]［名］〔んなぬ⸣ーまい...〕縄綯
い。【同】「んななう」。

んならす [nnarasɿ]［動 I類 c型］〔んならしー、ん
ならしゃん〕退かせる。退席させる。【類】「ん

なす」。

んなリ゚ [nnaɭ]［動 I類 c型］〔んなりー、んなら
ん〕退く。退席する。【例】んない（どけ）。く

まから んない（ここからどけ）。

んにつキ゚ [nnitsɿkɿ]［名］〔んにつ⸣キ゚まい...〕杵。
きね。餅つきに使用する杵。【同】「んなつキ゚」。

んにつキ゚えーぐ [nnitsɿkɿeːgu]［名］〔んにつキ゚え
ー⸣ぐまい...〕杵歌。歌謡の名。【類】「うちゃに
ーまぬまかなしゅ」。

んにつキ゚ぶどぅリ゚ [nnitsɿkɿbuduɭ]［名］〔んにつ
キ゚ぶどぅ⸣リ゚まい...〕杵搗き踊り。八月おどりの
演目。仲筋の婦人の踊り。

んぬ [nnu]［名］〔んぬま⸣い...〕角。【例】うすぬ
んぬ（牛の角）。【同】「つぬ」。

んねーまい [nneːmai]［接尾］〜しなくても。〜し
ないとしても。【例】いかんねーまい じゃうぶ

ん（行かなくても結構だ）。あわてぃんねーま

い ゆぬむぬ（急がなくてもいいのだ）。

んー [nn]［接尾］〜するよ。〜しよう。意志接辞。
【例】いかんー（行こう）。いかんーな（行こう

か）。しゅーんー（するよ）。ぱらんー（走る

よ）。

んー [nn]［名］〔ん⸣ーまい...〕いっぱい。満杯。
【例】ふにぬ んー（船いっぱい）。ばしゃぬ ん

ー（馬車のいっぱい）。

んー [nn]［名］〔んーま⸣い...〕荷。荷物。【例】ん
ーとぅばーき（たくさんの荷）。【同】「にー」。

んー [nn]［感］はい。そう。承諾する。【例】ん
ーよー（そうよー、分かったよ）。

んーがたみ [nngatami]［名］〔んーがた⸣みまい...〕
たくさん担ぐこと。一度にたくさん担ぐこと。

【例】イ゚ズぅー んーがたみう しー キ゚ー（魚を

たくさん担いで来る）。

んーしー [nnɕiː]［連語］似ている。同一。【例】ん
ーしーぬ くつ（似ている靴）。

んーしーぬ むぬ [nnɕiːnu munu]［名］〔んーし
ーぬむ⸣ぬまい...〕似ているもの。同一もの。

んーしゃーリ゚ [nnɕaːɭ]［形］〔んーしゃまい...〕似
ている。そっくりだ。【例】ふたがー んーしゃ

ーリ゚（双子は似ている）。

んーだかりー [nndakariː]［接尾］〜のような。〜
同じような。〜似ている。〜そっくり。【例】ん

ーだかりーぬ むぬ（そっくりのもの・似た者

同士）。んーだかりーぬ ちゃばん（そっくりの

茶碗）。

んーだかりーぬ むぬ [nndakariːnu munu]［名］
〔んーだかりーぬむ⸣ぬまい...〕似ているもの。
そっくりのもの。【例】んーだかりーぬ むぬー

とぅみる（似ているものを探しなさい）。

んーとぅばーき [nntubaːki]［連語］満載。満杯。
多量。【例】んーとぅばーきぬ つっとぅ（持

ち切れないほどのおみやげ）。んーとぅばーき

かたみー キ゚ー（たくさん担いでくる）。

んーな [nnna]［連語］〜しようか。〜しないか。
【例】しゅーんーな（しないか）。すてぃんーな

（捨てようか）。かかんーな（書こうか）。

んーよー [nn.joː]［感］そうだよ。【例】しゅーん
ーよー（するよ）。ゆまんーよー（読むよ）。ぬ

まんーよー（飲むよ）。

んーんー [nn.nn]［感］なになに。問答に不明の
とき。語尾の音を上げる。【例】んーんー ぬー

ぬ くとぅが（なになに何のことか）。

んーんー [nn.nn]［感］はいはい。よしよし。了
解の意。語尾の音を下げる。【例】んーんー あ

んしーどー（はいはいその通りだよ）。

548



付録





雨ニモマケズ 宮澤賢治

雨ニモマケズ

風ニモマケズ

雪ニモ夏ノアツサニモ マケヌ

丈夫ナカラダヲモチ

慾ハナク

決シテ怒ラズ

イツモシズカニワラッテヰル

一日ニ玄米四合ト

味噌ト少シノ野菜ヲタベ

アラユルコトヲ

ジブムヲカムジョウニ入レズニ

ヨクミキキシワカリ

ソシテワスレズ

野原ノ松ノ林ノ蔭ノ

小サナ萱ブキノ小屋ニヰテ

東ニ病人ノコドモアレバ

行ッテ看病シテヤリ

⻄ニ死ニサウナ人アレバ

行ッテコハガラナクテモイイトイヒ

北ニケムクヮヤソショウガアレバ

ツマラナイカラヤメロトイヒ

ヒデリノトキハナミダヲナガシ

サムサノナツハオロオロアルキ

ミムナニデクノボートヨバレ

ホメラレモセズ

クニモサレズ

サウイフモノニ

ワタシハナリタイ

あみんまい まきんな

かでぃんまい まきんな

ゆキ゚んまい あっちゃんまい まきん

がんじゅーぐたいゆ むてぃー

ゆこー ねーん

あかむっとぅ キ゚もー んでぃん

いつまい とぅくっとぅ すとぅい ばれー ぶり゚

ピとぅいんまい まイ゚ゆ 四合とぅ

ムしゅとぅ いぴーちゃぬ やしゃいゆ ふぁい

ぬーばしーぬ くとぅーまい

どぅーゆばー かんがいんぐとぅ

ゆー みー、 キ゚きー、っすぃー

あんてぃー ばっすぃんな

ぬーぬ まつぎーぬ かぎぬ

けーやーがまん すめーってぃー

あがリ゚ん やム っふぁぬ ぶたかー

いきー みまいる

いリ゚ん すんがたぬ ピとぅぬ わーリ゚たかー

いきー
あわ

慌てぃんねーまいゆるむぬてぃー イ゚ズぃ

にすん あうやーとぅか
うった

訴い
ぐとぅ

事ぬ あたかー

うむっしゃー ねーんにば やみるてぃー イ゚ズぃ

ぺーりぬ とぅキ゚ェー なだう ながし

ぴーしゃぬ なつェー ゆてー つかん あリ゚きー

ムーなから やく たたんてぃー っズぁい

ぷみらいまい しゅん

んだらーしゃてぃーまい ねーん

あんしーぬ ピとぅんどぅ

あんや なリ゚ぶっしゃーリ゚
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あとがき

 慶応生まれの祖父は一生において多良間島を離れたことは一度もなかった。祖父から宮古島のこと

や石垣島のことも聞いたことはなかった。祖父だけでなく、まわりの高齢者もそうであったようだ。慶

応の終わりから明治の初めの生まれの皆さんにしてみれば、海上交通といえば、首里王府の役人のた

めの帆船であったからであろう。

 この世代の皆さんは 1950年頃まで多良間島の最高齢者として、島の自然・文化・神事などを取り仕
切りながら、後輩の指導に汗を流していらっしゃったことを鮮明に覚えている。共通語は一切なかっ

た。ふるさとの⺟語の環境の中で私は幼少期を過ごした。今はあの頃の⺟語が変化したり、消滅した

りすることがとても残念である。

  1997年に教職を定年退職して以来、方言の変わりゆく姿に憂い、郷友会や友人との会話などを通し
て方言の話題を提供するように心がけてきた。また、テレビに放映されることがらにも気を配り、メ

モを取るようにしている。車で走行中にラジオの言葉をメモするために、道路脇に一時停止をするこ

とは毎日のことである。何よりも郷友以外の人たちから「多良間名訛り」の共通語と言われることに

は誇りにすら思っている。

  2009年にユネスコは世界の言語の危機的な状況を発表したことは方言辞典への思いに拍車がかか
った。さらに、沖縄県も 9月 18日を「しまくとぅばの日」に制定するなど、いよいよ辞典への執念は
盛り上がった。

 宮古島市文化協会が毎年マティダ市⺠劇場大ホールで開催している「方言大会」は超満員の盛況ぶ

りである。このことは島の人たちの方言への郷愁の念の現れである。そこで、2015年の第 22回大会
にはフランス人のセリック・ケナン氏が最優秀賞に輝き、宮古島の人々に感銘と希望を与えてくれた。

異郷の人がこの宮古語を流暢な口調で、原稿なしで発表したのである。指導者の⻑間三夫氏には心か

ら敬意を表したい。

 当時はセリック・ケナン氏は当時京都大学大学院で言語学を学生であった。研究調査の対象を広げ

たいということで、多良間方言の指導者として私を紹介してくださったのは文化協会の大城裕子会⻑

であった。言語学の専門とは言え、初めの頃は、多良間方言に戸惑いはあったセリック・ケナン氏は、

140回もお付き合いをすれば「リ゚」「リ゚ら」「つェー」「キ゚ェー」「ミ゚ェー」などの難しい発音もマスター
されて、今は多良間方言で会話ができ、天性の才能は頼もしい。

 本書の刊行にあたって激励をいただいた田窪行則氏、木部暢子氏、大城裕子氏に感謝を申し上げま

す。 

2020年 2月 7日
渡久山春英
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ることを決めました。中澤さんはアクセントに関する第二著者の絶えまない質問に対して飽きること

もなくいつも丁寧に答え、教えてくれました。彼のこのような助言がなかったら、本辞典でアクセン

ト情報を収録することが不可能であったと思います。

 この辞典は JSPS科研費 19K13174、17H02333、国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機
言語・方言の展示を通した最先端研究の可視化・高度化」（代表：木部暢子教授）、国立国語研究所共

同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」（代表：木部

暢子教授）の助成を受けたものです。
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正誤表（2020 年 10月 7 日版） 

 

頁 v  

「お二人は辞典刊行に向けて資力的に」＝＞ 

「お二人は辞典刊行に向けて精力的的に」 

 

頁 32 左欄  

「あヴヴぅリ゜ずー[avvuɭdzɿː]［名］〔あヴヴぅリ゜ずーまい...〕べら釣り。」=> 

「あヴヴぅリ゜ずー[avvuɭdzɿː]［名］〔あヴヴぅ⸣リ゜ずーまい...〕べら釣り。」 

 

頁 47 右欄 

「あどぅ[adu]［名］〔あ⸣どぅまい...〕かかと。」=>  

「あどぅ[adu]［名］〔あどぅま⸣い...〕かかと。」 

 

頁 53 右欄  

「あみ[ami]［名］〔あ⸣みまい...〕雨。」=>  

「あみ[ami]［名］〔あみま⸣い...〕雨。」 

 

頁 56 左欄 

「あらいム[araim]［名］〔あらい⸣ムまい...〕荒海。波浪の高い海。」=> 

「あらいム[araim]［名］〔あらいムまい...〕荒海。波浪の高い海。」 

 

頁 105 右欄 

「うむっしピとぅ[umuɕɕipɿtu]［名］〔うむっしピ⸣とぅまい...〕おもしろい人。」=>  

「うむっしピとぅ[umuɕɕipɿtu]［名］〔うむっ⸣しピとぅまい...〕おもしろい人。」 

 

頁 92右欄 

「うだいしゃーリ゜[udaiɕaːɭ]［名］〔うだいしゃー⸣リ゜まい...〕危ない。」=> 

「うだいしゃーリ゜[udaiɕaːɭ]［名］〔うだい⸣しゃまい...〕危ない。」 

 

 

 



 

 

頁 121右欄 

「かぎしゃばな[kagiɕabana]［名］〔かぎしゃば⸣なまい...〕美しい年頃。」=> 

「かぎしゃばな[kagiɕabana]［名］〔かぎ⸣しゃばなまい...〕美しい年頃。」 

 

頁 135右欄  

「がばムまり[gabammari]［名］〔がばムま⸣りまい...〕四月生れの子。」=> 

「がばムまり[gabammari]［名］〔が⸣ばムまりまい...〕四月生れの子。」 

 

頁 153 右欄 

「ギビたむぬ[gɿbɿtamunu]［名］〔ギビたむ⸣ぬまい...〕馬鹿者。」=> 

「ギビたむぬ[gɿbɿtamunu]［名］〔ギビ⸣たむぬまい...〕馬鹿者。」 

 

頁 218 右欄 

「しらやヴヴぃ[ɕirajavvi]［名］〔しらやヴ⸣ヴぃまい...〕赤ちゃんが生まれて間もなく死

ぬこと。」=> 

「しらやヴヴぃ[ɕirajavvi]［名］〔し⸣らやヴヴぃまい...〕赤ちゃんが生まれて間もなく死

ぬこと。」 

 

頁 249 左欄 

「たぐかたみ[tagukatami]［名］〔たぐかた⸣みまい...〕桶担ぎ。」=> 

「たぐかたみ[tagukatami]［名］〔た⸣ぐかたみまい...〕桶担ぎ。」 

 

頁 253 右欄  

「たてぃゆく[tatijuku]［名］〔た⸣てぃゆくんまい...〕縦横。」=> 

「たてぃゆく[tatijuku]［名］〔た⸣てぃゆくん⸢まい...〕縦横。」 

 

頁 367 右欄 

「ぱしゃムまーリ゜[paɕammaːɭ]［名］〔ぱしゃムまーリ゜まい...〕食べ物を挟んで差し...」

=> 

「ぱしゃムまーリ゜[paɕammaːɭ]［名］〔ぱしゃムまー⸣リ゜まい...〕食べ物を挟んで差し...」 

 

 



 

 

頁 398 左欄  

「ピさふつ[pɿsafutsɿ]［名］〔ピさふ⸣つまい...〕平口。」=> 

「ピさふつ[pɿsafutsɿ]［名］〔ピさふつまい...〕平口。」 

 

頁 440 右欄 

「ぶらふけ[burafuke]［名］〔ぶらふ⸣けまい...〕大げさに言う人。」=> 

「ぶらふけ[burafuke]［名］〔ぶ⸣らふけまい...〕大げさに言う人。」 

 

頁 453 右欄 

「まイ゜くー[maɿkuː]［名］〔まイ゜く⸣ーまい...〕米粉。」=> 

「まイ゜くー[maɿkuː]［名］〔まイ゜くーまい...〕米粉。」 

 

頁 470 右欄  

「みーゆすキ゜[miːjusɿkɿ]［名］［植］〔みーゆすキ゜まい...〕すすきの一種。」=> 

「みーゆすキ゜[miːjusɿkɿ]［名］［植］〔みーゆす⸣キ゜まい...〕すすきの一種。」 

 

頁 496 左欄 

「ムまうす[mmausɿ]［名］〔ムまう⸣すまい...〕⺟牛。」=> 

「ムまうす[mmausɿ]［名］〔ム⸣まうすまい...〕⺟牛。」 

 

頁 507 右欄  

「やーまピとぅ[jaːmapɿtu]［名］〔やーまピ⸣とぅまい...〕八重山の住人。」=> 

「やーまピとぅ[jaːmapɿtu]［名］〔やーまピとぅまい...〕八重山の住人。」 


